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本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査した、高瀬山遺跡（HO地

区）の調査成果をまとめたものです。

高瀬山遺跡（HO地区）は、山形県のほぼ中央に位置する寒河江市にあります。寒

河江市は西に月山、朝日連峰の山々を連ね、北に葉山、南に蔵王連峰を望みます。南

部には山形県内を貫流する最上川が悠然とした流れを見せてくれます。

この度、最上川ふるさと総合公園整備事業に伴い、工事に先立って高瀬山遺跡

（HO地区）の発掘調査を実施しました。

調査では、縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代、中世等の各時代の遺構や遺物が

見つかりました。特に縄文時代では後・晩期の水場遺構が5基検出され、当時の食料

加工の様相の一端を明らかにすることができました。また奈良・平安時代では200

棟以上の住居跡が検出され、古代村山郡「長岡郷」と推定される集落の様相を明らか

にすることができました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産と言え

ます。この祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、

子孫へと伝えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文

化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上

げます。

平成17年3月

財団法人　山形県埋蔵文化財センター

理　事　長 日　野　雅　夫



本書は、最上川ふるさと総合公園整備事業に係る「高瀬山遺跡（HO地区）」の発掘調査報告書である。

既刊の年報、調査説明資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

調査は山形県土木部の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

出土遺物・調査記録類は、報告書作成後、山形県教育委員会に移管する。
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1 本書の編集及び執筆は小林圭一が担当したが、第ⅩⅣ章第1節については菅原哲文、同第3節につい
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ついてはパリノ・サーヴェイ、同じく縄文土器付着物の14C年代測定については小林謙一氏に原稿執

筆を依頼した。

2 グリッド配置図に付す座標値は、日本測地系（改正測量法以前）に基づいている。遺構図の方位は座

標北を表し、高さは標高で表す。なお1～4区のグリッドの南北軸は、N－22°30′－Eを測る。

3 遺構・遺物実測図の縮尺、網点などの用法は各図に示した。

4 土層図の色調記載については、1997年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版基準土色

帖』によった。
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Ⅰ　調 査 の 概 要

1 調査に至る経過

高瀬山遺跡は、山形盆地中央のやや西側、寒河江市の最上川左岸の小丘陵と3～4面からなる河成段丘

上に立地し、その規模は約90haに及ぶ、山形県内屈指の大規模遺跡である。明治期より衆人の注目する

ところとなっており、度々発掘調査が実施され、昭和初期に調査された円墳（高瀬山古墳）はその重要性

から、1955年に県史跡に指定されている。その後『山形県遺跡地名表』作成のための分布調査が1963

年に実施され、縄文時代中期の遺跡であったことが確認された。更に1965年の開墾時に、石囲炉が検出

されたことから、柏倉亮吉氏等によって発掘調査が実施され、縄文時代中期の住居跡が検出されると共に、

縄文前・中・晩期の遺物が報告された1）。また1980年の温泉湧出を契機に高瀬山周辺の開発が計画され

るに至り、各種の開発に伴なう発掘調査が、寒河江市教育委員会2）や山形県教育委員会3）によって実施

されてきている。

近年では、1994～97年の4ヶ年にわたって、東北横断自動車道（山形道）建設に伴う調査が、（財）

山形県埋蔵文化財センターにより約15haの面積で実施されている。調査対象面積が広範囲に及ぶことか

ら、調査区域を大きく3地区に分けて発掘調査が実施され、調査区域は「高瀬山遺跡1期」、「高瀬山遺跡

2期」、「高瀬山遺跡SA（サービスエリア地区）」と呼称されている4）。高速道路は遺跡の中央部を東西に横

断しており、縄文時代前期末葉の集落跡、古墳時代の古墳群、奈良・平安時代の集落跡が検出されている。

特に縄文時代前期末葉（大木6式）の環状集落跡や古代村山郡「長岡郷」と推定される集落の一端が明ら

かにされるなど、学界の注視する遺跡となっている。更に、高瀬山遺跡の東方には三条遺跡、西方に落衣

長者屋敷遺跡が隣接しており、「高瀬山遺跡群」として一群の遺跡として捉えることができる5）。

山形県土木部では、高速道路サービスエリアの外周に「最上川ふるさと総合公園整備事業」を計画し、

1

1） 寒河江市教育委員会　1966 『寒河江市高瀬山縄文時代遺跡調査報告書』
2） 寒河江市教育委員会　1981 『高瀬山遺跡群分布調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査報告書第1集

寒河江市教育委員会　1983 『高瀬山J遺跡発掘調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査報告書第2集
寒河江市教育委員会　1987 『高瀬山B・K遺跡発掘調査報告書』寒河江市教育委員会
寒河江市教育委員会　1997 『高瀬山遺跡（市道山西線）発掘調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査報告書第14集
寒河江市教育委員会　1998 『高瀬山遺跡（チェリークア・パーク整備事業）発掘調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査

報告書第16集
寒河江市教育委員会　2001 『高瀬山遺跡（市道駅南高瀬山線・島落衣線）発掘調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査報

告書第22集
3） 山形県教育委員会　1990 『高瀬山K遺跡第1・2次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第158集

山形県教育委員会　1992 『高瀬山K遺跡第3次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財調査報告書第179集
4） 山形県埋蔵文化財センター　2000 『高瀬山遺跡（2期）第2・3次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査

報告書第80集
山形県埋蔵文化財センター　2001 『高瀬山遺跡（SA）第2・3次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報

告書第94集
山形県埋蔵文化財センター　2004 『高瀬山遺跡（1期）第1～4次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査

報告書第121集
5） 寒河江市教育委員会　1999 『落衣長者屋敷遺跡発掘調査報告書』寒河江市埋蔵文化財調査報告書第19集

山形県埋蔵文化財センター　2001 『落衣長者屋敷遺跡発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第79集
山形県埋蔵文化財センター　2001 『三条遺跡第2・3次発掘調査報告書』山形県埋蔵文化財センター調査報告書第93集



公園整備を実施することになった。広大な高瀬山遺跡の範囲に含まれる区域であり、埋蔵文化財の取り扱

いについて、山形県教育委員会が関係機関と遺跡の保存について慎重な協議を重ねた。その結果事業計画

の変更は困難であり、やむを得ず記録保存することで協議が整い、財団法人山形県埋蔵文化財センターが

山形県土木部の委託を受けて、発掘調査を実施することになった。発掘調査に先立ち1996年に予備調査

（第1次調査）を実施し、事業範囲の遺跡の状況の把握に努め、調査事業の予算及び期間等、全体計画の基

礎資料とした。その成果に基づき1997～2001年の5ヶ年（第2～6次調査）にわたって、約9haの面積

を対象に発掘調査を実施することになった。

今回調査した地区名は、「最上川ふるさと総合公園事業」の旧称が、「ハイウェイ・オアシス事業」であ

ったことから、「HO地区」と呼称したが、事業範囲は道路調査区域に南接した遺跡の南西部分に相当する。

2 遺跡の立地と環境

A 地 理 的 環 境

高瀬山遺跡は、寒河江川の扇状地と最上川左岸に接する寒河江市街の東西約2kmに位置する。遺跡は

高瀬山（標高122.5m）から平塩橋までの東西約1.6km、南北は市街に達する約600m幅の広範囲に及

び、最上川を挟んで中山町に隣接する。このうち調査区域は、東流する最上川が大きく蛇行し、南に流路

を変える地点に形成された河成段丘の低位面から高位面に位置しており、現在はサクランボやリンゴなど

の果樹地帯となっている。調査区の標高は、中位面で約103m、低位面で約99mを測り、調査区の北東

（遺跡東端）には、比高差は20～30mの所謂高瀬山が小高い丘として位置している。この東縁は断層地

塁であったことが指摘されていたが、1997年の横断道建設では、高瀬山を東西に掘削した際に断層露頭

が現れ、詳細な観察の結果、沖積世に活動した活断層であることが報告されている［阿子島2000：7-

11頁］。

山形盆地は最上川中流域に当たり、南北約40km、東西約10～20kmの舟底形の構造盆地で、尾花沢

盆地とは河島山丘陵、上山盆地とは蔵王火山の泥流堆積による狭窄部によって画される。最上川は、盆地

の北西部を蛇行帯を形成しながら流下し、盆地の東側には扇状地が発達しており、北から乱川・立谷川・

馬見ヶ崎川の各扇状地が並んでおり、北のものほど規模が大きく、開析も進んでいる。また盆地西側には、

扇面が平坦な寒河江川扇状地が形成されている。

高瀬山遺跡を取り巻く周辺は、第2図に見られるように、東側に河間低地や旧河道を残す後背湿地が広

がり、西側にも旧河道を随所に残す低位の段丘地形が広がっている。調査区域の段丘面の地形は、窪んで

湿った低地とその南側の高燥な微高地によって形成されており、住居跡などの遺構は、主としてこの微高

地上に分布している。

最上川は20kmにわたる五
い

百
も

川
がわ

峡谷を北流した後、左沢で大きく蛇行して東に流路を変えて、山形盆

地へと流下するが、高瀬山遺跡はその谷口部の段丘の東端に位置することになり、遺跡の東端からは山形

盆地を広く見渡すことができる。最上川は高瀬山遺跡付近で北東方向から南東方向へと流路を変え、川幅

も狭まっており、遷急点となっている。現河床面の標高は約93mを測り、水場遺構が検出された段丘低

面との比高差は6m程度となる。川底は非常に浅く、渇水期には川底が露頭することも少なくなく、高瀬

山の「高瀬」名の由来になったことが想定される。なお遺跡直下の河原では、良質の硬質頁岩の原石を採

取することが可能である。

2 遺跡の立地と環境

2
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第2図　山形盆地の地形分類図
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B 周 辺 の 遺 跡（第3図）

高瀬山遺跡を中心とした半径5kmの範囲には、約40ヶ所の遺跡が分布している（第3図）。時代は旧石

器時代～近世までと年代の幅が広く、遺跡の種別も集落跡、生産跡、城館跡等と多様である。最も多いの

は縄文の集落遺跡で23ヶ所、次いで奈良・平安時代の集落跡が16ヶ所で確認されている［齋藤・須賀

井ほか2004］。旧石器時代の遺跡も段丘面で確認されており、高瀬山遺跡1期では高瀬山の丘陵地で旧石

器が出土している。

縄文時代では、草創期・早期の遺跡は確認されていない。寒河江市教育委員会が調査した高瀬山遺跡

A・D地点で、尖頭器や矢柄研磨器、局部磨製石斧が出土したことから、旧石器時代終末期～縄文時代草

創期に位置付けられている［石井2001］。

また前期の調査例も確認されておらず、現在のところ高瀬山遺跡（1期）のみである。高瀬山遺跡（1期）

の上位の段丘面で、前期末葉大木6式の環状集落跡が検出されている。集落は直径120mの範囲内に住

居群が配置され、その内側に土坑群が形成され、更に中央は遺構密度が希薄で、環状の重層構造が看取さ

れる。集落は大木5～6式に形成されており、竪穴住居跡は3～5mの標準的な住居跡26棟と、長軸が

15m前後～20m超の大型住居跡12棟が検出されており、大型住居跡は主軸を放射状に配置されている。

大規模集落であることから、山形盆地の拠点集落であったことが窺える。また今回報告する高瀬山遺跡

HO地区では、前期前半大木2b式の破片資料が1区で出土しており、遺跡東端の1965年の調査でも、

大木4・5式が報告されている。

中期では、柴橋遺跡とうぐいす沢遺跡が調査されており、両遺跡とも大木8b～10式の竪穴住居跡が

検出されている。高瀬山遺跡（SA）では、大木10式の竪穴住居跡1棟が検出されているが、HO地区に

近接しており、一体として捉えることができる。高瀬山遺跡東端の1965年の調査でも、中期の住居跡が

調査されている。

後期では、富沢Ⅰ遺跡とうぐいす沢遺跡が調査されている。富沢Ⅰ遺跡は県内では数少ない後期前葉の

資料が纏まっており、三十稲場式の蓋形土器が出土している。またうぐいす沢遺跡では、瘤付土器前半期

（金剛寺1式）の住居跡が検出されている。高瀬山遺跡HO地区では、後期初頭～後葉にかけての遺構が検

出されているが、特に後期中葉宝ヶ峯2式では、住居跡や水場が検出されており、本遺跡が該域の拠点集

落となっていたことが想定される。

晩期では、高瀬山遺跡を含め6遺跡が存しているが、その中でも高瀬山遺跡の東方1.5kmに位置する

石田遺跡が、晩期全般にわたって豊富な遺物を出土しており、その内容から判じて該域の拠点集落と目さ

れている。高瀬山遺跡HO地区では、晩期の水場遺構が検出されており、1997年に寒河江市教育委員会

によって調査された1区からは、大洞A2式の土坑一括の資料（第44図）が得られている。

弥生時代の調査例は、非常に少ない。高瀬山遺跡に近接する石田遺跡では、前期の再葬墓が検出されて

おり、後期の土器も採集されている。三条遺跡は弥生時代の周知遺跡であるが、1995・96年の調査で

は、前期の破片資料が少量出土したに過ぎない。高瀬山遺跡（1期）では、弥生中期の土器資料が僅かに

出土している。

古墳時代では、高瀬山古墳が知られているが、周知の遺跡は非常に少ない。高瀬山遺跡では1期の調査

区で古墳周溝跡、HO地区では竪穴住居跡が検出されている。

高瀬山遺跡が主要な時代となる奈良・平安時代の周辺地域は、次のような経緯を辿る。

2 遺跡の立地と環境

6
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712年（和銅5）出羽国が建国されると、それ以前は陸奥国に属していた現在の村山地方は、出羽国最

上郡に編入された。その後886年（仁和2）に最上郡を二郡に分けて村山郡が成立する。高瀬山遺跡が所

在する寒河江市は、この仁和2年以降、村山郡域に入ったと考えられている。『和名類聚抄』に拠ると、

村山郡は、大山・長岡・村山・大倉・梁田・徳有の六郷から成り立っており、寒河江市をこの中の「長岡

郷」に比定する考えが有力である。

高瀬山遺跡の周辺には、旧石器時代～中世に至るまで多くの遺跡が点在する。広範囲にわたる高瀬山遺

跡においても、旧石器時代、縄文時代、古墳時代、奈良・平安時代、中世などの生活の跡が、重なり合っ

て、あるいは地点を変えて認められる。また東に隣接する三条遺跡や西に隣接する落衣長者屋敷遺跡も、

大きく捉えれば高瀬山遺跡と一連の遺跡であったことが指摘される。

三条遺跡は、奈良・平安時代を主体とした遺跡で、約450点以上の墨書土器や木製品の出土し、合わ

せて東側には水田が営まれていたことも確認され、高瀬山遺跡群に住んでいた人々が依存していた耕地で

あったと想定されている。

落衣長者遺跡では、西方に向かうに従い竪穴住居跡等の遺構が希薄となっており、集落の西端部の印象

を与える。より時期が新しくなって、石組井戸跡等の中世の所産の遺構が顕著に現れるようになる。遺跡

名である「落衣長者屋敷」は、室町期に築城された考えられる一辺約100mの方形短郭の落衣長者屋敷

に近接することに由来する。

高瀬山遺跡群の一帯は、12世紀初頭には「寒河江荘」という一つの荘園に姿を変え、中世に入ってか

らも広くその名を知られるようになる。寒河江荘は1109・1110年（天仁2・3）頃、時の摂政藤原忠実

の所領であったことが、彼の日記『殿暦』に書かれていることから、この頃には国府や郡衙との関係を断

ち、摂関家に拠り所を求めることで、当地での安定を図りはじめたものと考えられる［北村1999：69

頁］。寒河江八幡宮や慈恩寺などの寺社も、寒河江荘の時代に入って発展した宗教施設であった。高瀬山

遺跡ではSA地区で、中世の掘立柱建物跡群、HO地区で墓壙群が検出されている他は、中世の遺構は僅

少である。遺構の希薄性から、高瀬山遺跡群の集落は中世以降の寒河江荘には直結せず、その時期に衰退

を迎えたことが看取されており、寒河江荘を支えた勢力はこの遺跡群ではなく、平安時代に台頭した新興

の在地勢力によって構成された可能性が指摘されている［北村 前掲］。

高瀬山遺跡の北西方約2kmには、山形盆地の村山西部丘陵地域古窯跡群の中で最大の規模を持つ平野

山古窯跡が位置している。現在まで14地点の窯跡や散布地が確認されている。1995年に同古窯跡第12

地点の調査が、山形県埋蔵文化財センターによって実施され、12基の窯跡が検出された。出土した遺物

から、8世紀後半と9世紀中～末にかけて操業されていたと考えられており、高瀬山遺跡と深い関連を有

していたことが明確になっている。

3 調査の経緯と概要

発掘調査は6ヶ年の長期に及んだため、調査に着手した順から1区～14区と番号を付与した。基本的

には事業者側の要請により、工事工程に応じて発掘調査を実施しており、事業範囲の中央部のサービスエ

リア付近から西方向に進めた後、東側の調査区の調査を実施した。

発掘調査は、重機による表土除去終了後、順次面整理を行い、遺構及び遺物の検出に努め、続いて遺構

精査、遺構実測、写真測量、遺物取り上げ等の記録作業にあたった。



第3図　高瀬山遺跡周辺の遺跡
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市町村 時代 種別

1 寒河江市 縄文 集落跡

2 寒河江市 古墳 墳墓

3 寒河江市 中世 城館跡

4 寒河江市 鎌倉 経塚

5 河北町 中世 城館跡

7 河北町 平安 遺物包含地

8 河北町 中世 城館跡

9 河北町 中世 城館跡

10 河北町 平安 遺物包含地

11 河北町 平安 遺物包含地

12 河北町 古墳・奈良・平安 遺物包含地

13 河北町 古墳 遺物包含地

14 河北町 平安 遺物包含地

15 河北町 平安 遺物包含地

16 寒河江市 中世 城館跡

17 河北町 中世 城館跡

18 河北町 平安 散布地

19 寒河江市 平安 集落跡

20 寒河江市 中世 城館跡

21 寒河江市 中世 城館跡

22 寒河江市 中世 城館跡

23 寒河江市 中世 城館跡

24 寒河江市 縄文 遺物包含地

25 寒河江市 中世 城館跡

26 寒河江市 中世 城館跡

27 寒河江市 中世 城館跡

28 寒河江市 中世 城館跡

29 河北町 奈良 遺物包含地

30 河北町 中世 城館跡

31 天童市 江戸 納経遺構

32 天童市 室町 壇墓

33 天童市 平安 集落跡

34 天童市 平安 集落跡

35 天童市 奈良・平安 条里遺構

36 天童市 古墳 集落跡

37 天童市 縄文 集落跡

38 天童市 室町～江戸 城館跡

39 天童市 江戸 経内遺構

40 天童市 室町～江戸 城館跡

41 天童市 江戸 経内遺構

42 寒河江市 中世 城館跡

43 寒河江市 中世 城館跡

44 寒河江市 中世 城館跡

45 寒河江市 縄文 遺物包含地

46 寒河江市 中世 城館跡

47 寒河江市 縄文 遺物包含地

48 寒河江市 中世 城館跡

49 寒河江市 縄文 遺物包含地

50 寒河江市 中世 城館跡

51 寒河江市 平安 窯跡

52 寒河江市 中世 城館跡

53 寒河江市 縄文・平安 散布地

54 寒河江市 奈良・平安・中世 遺物包含地

55 寒河江市 中世 城館跡

56 寒河江市 縄文・奈良・平安 集落跡

57 寒河江市 中世 城館跡

58 寒河江市 縄文 散布地

59 中山町 中世 城館跡

60 中山町 縄文 散布地

61 中山町 縄文 遺物包含地

62 寒河江市 弥生～平安 遺物包含地

63 寒河江市 中世 城館跡

64 天童市 平安 集落跡

65 天童市 古墳 集落跡

66 天童市 室町 寺院跡

67 天童市 縄文・平安 集落跡

68 天童市 古墳 集落跡

69 天童市 縄文 集落跡

70 天童市 縄文 集落跡

71 天童市 弥生～平安 集落跡

72 天童市 平安・室町 条里遺構

73 天童市 平安 集落跡

遺跡名

高瀬山遺跡

高瀬山古墳

高瀬山楯跡

高瀬山経塚遺跡

和楯山楯跡

若宮八幡遺跡

谷地城遺跡

大塚館跡

月山堂遺跡

馬場遺跡

熊野台遺跡

下槙遺跡

畑中B遺跡

畑中A遺跡

小泉楯跡

境介次郎屋敷遺跡

両所A遺跡

算輪遺跡

算輪下屋敷遺跡

算輪上屋敷遺跡

日和田楯跡

尾山楯跡

日和田遺跡

ゴロビツ楯跡

肥前楯跡

松蔵楯跡

田沢要害遺跡

不動木遺跡

溝延城遺跡

今塚経壇遺跡

一楽壇遺跡

蔵増北B遺跡

的場遺跡

三条条里

清池清水遺跡

八反記田遺跡

蔵増北A遺跡

哲願寺護念経碑遺跡

蔵増城遺跡

蔵増南一字一石経塔遺跡

新田楯跡

日田城の内遺跡

本楯館跡

石田B遺跡

寒河江城遺跡

山岸遺跡

長岡山楯跡

石持原遺跡

柴橋楯跡

柴橋窯跡

高松楯跡

高松I遺跡

落衣長者屋敷遺跡

落衣長者屋敷遺跡

平塩楢沢山遺跡

山崎楯跡

楢沢山遺跡

殿森山遺跡

松岡山遺跡

塩野原遺跡

三条遺跡

高屋楯跡

中原遺跡

鍋田遺跡

願正壇遺跡

願正壇遺跡

西沼田遺跡

矢口遺跡

沼田遺跡

塚野目A遺跡

礼井戸条里

清地西遺跡

市町村 時代 種別

74 天童市 縄文 集落跡

75 天童市 奈良・平安 集落跡

76 天童市 古墳 古墳

77 天童市 奈良・平安 集落跡

78 天童市 奈良・平安 集落跡

79 天童市 南北朝～江戸 城館跡

80 天童市 南北朝～江戸 城館跡

81 天童市 縄文 集落跡

82 天童市 奈良・平安 集落跡

83 天童市 縄文・平安 集落跡

84 天童市 奈良・平安 集落跡

85 天童市 江戸・平安 集落跡

86 天童市 縄文・平安 集落跡

87 天童市 古墳～奈良 集落跡

88 天童市 古墳 集落跡

89 天童市 室町～安土桃山 城館跡

90 山形市 平安 集落跡

91 山形市 奈良・平安 集落跡

92 山形市 古墳・奈良・平安 集落跡

93 山形市 古墳・奈良・平安 集落跡

94 中山町 中世 城館跡

95 中山町 平安 集落跡

96 中山町 南北朝～戦国 城館跡

97 中山町 中世 城館跡

98 中山町 平安 遺物包含地

99 中山町 縄文・平安 遺物包含地

100 中山町 平安 遺物包含地

101 中山町 平安 遺物包含地

102 中山町 縄文 遺物包含地

103 中山町 平安 窯跡

104 中山町 縄文・平安 遺物包含地

105 中山町 旧石器・縄文・平安・中世 遺物包含地

106 中山町 中世 城館跡

107 中山町 中世 城館跡

108 中山町 縄文 遺物包含地

109 中山町 室町 城館跡

110 中山町 縄文 遺物包含地

111 中山町 奈良・平安 条里制跡

112 中山町 中世 城館跡

113 中山町 中世 城館跡

114 中山町 平安 遺物包含地

115 山辺町 平安・鎌倉 集落跡

116 山辺町 城館跡

117 山辺町 弥生 遺物包含地

118 山辺町 古墳・飛鳥・奈良 古墳

119 山辺町 戦国 城館跡

120 山辺町 平安 境墓

121 山辺町 奈良・平安 条里制跡

122 中山町 戦国 城館跡

123 山形市 平安 遺物包含地

124 山形市 奈良・平安 集落跡

125 中山町 奈良・平安・中世 遺物包含地

126 中山町 平安 遺物包含地

127 山形市 奈良・平安 集落跡

128 山形市 奈良・平安 集落跡

129 山形市 古墳 集落跡

130 山形市 平安 散布地

131 山形市 平安 散布地

132 山形市 古墳 包蔵地

133 山形市 奈良・平安 包蔵地

134 山形市 平安 散布地

135 山形市 城館跡

136 山形市 奈良・平安 集落跡

137 山形市 奈良・平安 集落跡

138 山形市 弥生 集落跡

139 山形市 弥生 集落跡

140 山形市 古墳 古墳

141 山形市 奈良・平安 古墳

142 山形市 室町～戦国 城館跡

143 山形市 古墳 古墳

144 山形市 弥生 集落跡

145 山形市 奈良・平安 集落跡

遺跡名

礼井戸遺跡

高擶東古墳

火矢塚2号古墳

入水遺跡

高擶東浦遺跡

高擶城遺跡

西楯跡

高擶西浦遺跡

中袋遺跡

砂子田遺跡

影沢北遺跡

松葉遺跡

高擶南浦遺跡

桜江遺跡

高擶南遺跡

寺津城遺跡

中ノ目Ⅱ遺跡

若宮遺跡

川前2遺跡

中ノ目Ⅰ遺跡

物見台遺跡

川端遺跡

長崎楯跡

竹ノ花遺跡

松荷遺跡

影浦遺跡

八幡前遺跡

壇の腰遺跡

岡境遺跡

滝2遺跡

滝3遺跡

滝1遺跡

金屋敷遺跡

楯堂・楯戸遺跡

墓戸遺跡

谷木沢遺跡

御獄神社遺跡

柳沢条里

竹ノ花遺跡

銅屋敷遺跡

前田遺跡

新館跡

新館跡

庚申山遺跡

坊主窪古墳

西光山遺跡

良実塚遺跡

山辺北条里

松下屋敷遺跡

川前遺跡

川前飛び地遺跡

達磨寺遺跡

達磨寺3遺跡

春日堂遺跡

八幡田遺跡

中野遺跡

馬洗場B遺跡

馬洗場A遺跡

三条ノ目遺跡

渋江遺跡

向河原遺跡

同心屋敷遺跡

新井田遺跡

天神遺跡

漆山遺跡

井森塚遺跡

衛守塚2号古墳

衛守塚4号古墳

漆山館跡

柴崎古墳

北海上A遺跡

北海上B遺跡

6 裏田遺跡 河北町 中世 城館跡

第1表　高瀬山周辺遺跡



A 各年次の調査概要

第1次調査の概要

第1次調査は予備調査で、1996年11月12日～12月3日の実働16日間で実施された。予備調査は、

事業範囲に係わる発掘調査に必要な経費積算及び調査期間の算定等の基礎資料を収集し、長期にわたる調

査の効率と全体計画の策定を測ることを目的に、35本のトレンチを設定し、重機を使用して掘り下げ、

遺構・遺物の分布状況を把握すると共に、層序を観察して、事業量の把握に努めた。出土遺物は7箱であ

った。

第2次調査の概要

第2次調査は、1997年4月21日～12月12日の実働145日間で実施された。1～3区の17,800m2が

調査された。4区は表土を除去して、遺構の検出のみを行った。調査の結果、奈良・平安時代の竪穴住居

跡等の遺構が多数検出されたが、特に2区の東端で縄文時代晩期の水場遺構が検出されたため、一部調査

を次年度に持ち越した。調査説明会は1997年11月21日（金）に開催され、出土遺物は457箱であった。

第3次調査の概要

第3次調査は、1998年4月8日～12月3日の実働166日間で実施された。4～7区の38,400m2が調

査されたが、前年からの継続の2区の一部と温泉管埋設部分の8区も調査した。調査の結果、4・5区で

奈良・平安時代の竪穴住居跡等の遺構が多数検出されたが、2区では縄文時代後期の水場遺構、4区では

古墳時代の竪穴住居跡が検出された。調査説明会は1998年11月5日（木）に開催され、出土遺物は570

箱であった。

第4次調査の概要

第4次調査は、1999年4月19日～11月12日の実働133日間で実施された。9～11区と7・12区

の一部の計18,900m2が調査された。いずれの調査区で奈良・平安時代の竪穴住居跡が検出されたが、

10区では縄文時代中期末の竪穴住居跡、11区では縄文時代後期中葉の集落跡、9区では中世の墓壙群が

検出された。調査説明会は1999年11月5日（金）に開催され、出土遺物は346箱であった。

第5次調査の概要

第5次調査は、2000年 4月 12日～11月 15日の実働152日間で実施された。12～ 13区の計

14,200m2が調査された。調査の結果、奈良・平安時代の竪穴住居跡が多数検出された。調査説明会は

2000年9月29日（金）に開催され、出土遺物は367箱であった。

第6次調査の概要

第6次調査は、2001年7月23日～8月22日の実働18日間で実施され、14区と命名した。100m2の

調査であったが、調査区の半分は高瀬山遺跡（1期）の調査区と重複しており、土坑1基と溝跡1条が検

出されたに過ぎない。『年報－平成13年度－』（2002年刊）に全体図と概要を提示したので、本報告から

は割愛した。出土遺物は1箱のみであった。

B 調査区の配置（第4図）

1997～2001年にかけて調査された高瀬山遺跡HO地区には、1～14区の14の調査区が存している。

事業種別と水路等の区画により調査区を区分したが、前記したように調査に着手した順に番号を付与して

いる。なお調査区の現況は、段丘低位面の2区が水田であった他は全て果樹園であった。

3 調査の経緯と概要
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1997年の第2次調査では、事業区東端の導水路掘削部分を1区としたが、導水路の流路に沿って幅

10mのトレンチ調査となっている。2区は南側の導水路と道路工事部分のうち、崖線で1段低くなった

低位面に相当する。3区は道路及び導水路と、駐車場に係わる調査区である。

1998年の第3次調査では、駐車場予定地の東側を4区、中間を5区、西側を6区、また遺跡西端の西

側駐車場予定地を7区、温泉管埋設部分を8区とした。4～6区は前年の3区と一続きとなっており、8

区は温泉管を埋設するための2m幅のトレンチ調査で、2000年の12・13区の調査で、8区の周囲を拡

張した調査が実施された。従って8区の遺構・遺物は12・13区に振り分けて処理したため、本報告で

は8区を独立した調査区として扱わなかった。

1999年の第4次調査では、西側駐車場予定地を7区、フラワーガーデン予定地を9区、イベント広場

予定地を10区、フルーツガーデン及び駐車場予定地を11・12区とした。11区と12区は1997年第1

次調査の1区を挟んで区分したが、3区と一続きをなすものである。9区は6区と7区を連結する細長い

調査区となっている。10区は4・5区の南端に接し、その南端は崖線となり、2区に至る。

2000年の第5次調査では、建造物及び駐車場予定地を12・13区とした。12区と13区は北から南に

流れる水路で区分され、13区の東端は沼川に接する。また11区の一部（東側）も調査した。

2001年の第6次調査では、主要地方道寒河江・西川線の歩道建設に伴い調査を実施し、14区とした。

段丘高位面の高瀬山遺跡（1期）調査区の南側に相当する。

C グリッドの設定（第5図）

調査区の座標は、1997年の調査時に方眼杭を設置した調査区（1～4区）と、それ以降の調査区（5～

14区）では、異なっている。

1997年に設置した調査区のうち3・4区は、高瀬山遺跡SA地区や高瀬山遺跡2期の調査区に隣接し

ていたため、高速道路調査区の座標をそのまま用いた。しかしHO地区は広大な範囲が調査対象となって

いるため、大グリッド制を取る必要があったこと、また飛び地的な調査区が存することから、これまでの

任意方向の座標軸では、正確な座標設定が困難であることが予想された。そこで、調査2年目の1998年

以降に方眼杭を設置した調査区（5～14区）では、公共座標（日本測地系）に基づいて、発掘調査を実施す

る調査区全体に、50m方眼の大グリッドを設定した。

高速道路に係わる調査区の座標は、高瀬山遺跡1期の高速道路のセンター杭を基準に設置した経緯があ

る。高瀬山遺跡1期の調査区は、高瀬山遺跡でも東端に位置しており、5m方眼を北から南にアラビア数

字、東から西にアラビア数字を付して「北南アラビア数字－東西アラビア数字」で表記した。従って、高

瀬山遺跡HO地区の南北軸は18～80、東西軸は109～244の範囲にある。南北軸はN－22°30′－Eを

測る。

1998年以降は、事業対象地区全体を網羅するように公共座標（日本測地系）を基準とし、50m×50m

の方眼の大グリッドを設定し、西から東に向かってアルファベット、北から南に向かってアラビア数字と

し、「E3」と表記した。更に大グリッド内を5m方眼の小グリッドに分割し、西から東へ00・01・02

…、北から南へ00・10・20…とした。従って各々の小グリッドは、「E3-22」と表記した。50m四方

の大グリッドは、5m四方の小グリッド100個で構成されることになる。

3 調査の経緯と概要
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Ⅱ　1区の調査成果

1 1 区 の 概 要（第6図）

1区は、寒河江市大字寒河江字久保と字山西に所在しており、発掘調査は1997年の第2次調査で実施

した。1区は導水路設置により深く掘削されるため、10m幅で総延長400mのトレンチとして導水路の

流路に沿って調査を実施した。しかし途中農道が存したり、最上川の崖線が近接したりと、様々な制約を

受け、実際調査ができた面積は3,300m2である。

1区は1997年7月3日に調査区を設定し、同年7月18日～11月27日までの期間で発掘調査を実施

した。1区は高速道路の座標を踏襲しているが、細長く屈折した調査区であるため、グリッド名に纏まり

はなく、南北軸は37～58、東西軸は109～177と、面積の割には広い範囲に相当する。

1区の現況は果樹畑であり、標高99～101mの段丘中位面に相当する。調査区の南側は最上川が大き

く蛇行しており、遺跡西側のような段丘の低位面は存在せず、最上川の崖線に直接接している。

1区で検出された遺構は、竪穴住居跡9棟、竪穴状遺構4基、井戸跡5基、埋設土器1基で、図示した

土坑は5基である。その他に溝跡やピットが検出されたが、トレンチ調査で遺構の内容を明確にできなか

ったため、その多くは報告から割愛した。遺構は西側に集中しているが、最上川に近接した東端でも竪穴

状遺構が検出されている。調査区西側は、1999・2000年に調査された11区と12区を断ち割る調査区

の配置となっており、縄文時代後期の遺構が集中していた。

2 竪 穴 住 居 跡

1区からは、9棟の竪穴住居跡が検出されている。そのうち縄文時代後期が6棟、奈良・平安時代が3

棟である。縄文時代の住居跡はいずれも形状が明確でなく、炉や柱穴も判然としないことから、住居跡と

見なす積極的根拠に欠ける。

1区1号住居跡（遺構編第8図、遺物編第1～3図）

1号住居跡は、調査区西側の39-159、40-159、39-159、40-160に位置する。2号住居跡と重複関係

にあるが、新旧関係は判然としない。調査時名称はST1120。

平 面 形 径約5mの円形であったと想定されるが、形状は不明確である。

堆 積 土 覆土上位には黒色土が広く堆積しており、下位に暗褐色～黒褐色土が堆積し、礫が含まれる。

壁　　面 壁の東側半分は判然としない。壁高は遺構検出面から5cm程度と浅い。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑が2基検出されているが、柱穴であったのかどうかは判然としない。

壁　　溝 検出されていない。

炉　　跡 検出されていない。

出土遺物 いずれも覆土から出土している。出土土器は全て後期中葉の第Ⅵ群土器で、覆土下位から

15



は壺形土器の略完形資料（遺物編第2図1）が出土している。華美な装飾把手の深鉢（同第1図1～4）や十腰

内Ⅱ群b類相当の深鉢（同24）は、宝ヶ峯2式の所産である。その他に管状土錘（同第2図21）やスタンプ

形土製品（同第2図20）、石錐（同第3図1）、石匙（同第3図2）、磨製石斧（同第3図3）が出土している。

時　　期 出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられるが、住居跡と見な

す積極的根拠に欠ける。

1区2号住居跡（遺構編第8図、遺物編第3図）

2号住居跡は1号住居跡と同様に、39-159、40-159、39-159、40-160に位置する。1号住居跡と重複

関係にあるが、新旧関係は判然としない。調査時名称はST1121。

平 面 形 長径7.5m、短径6mの楕円形を呈するが、形状は不明確である。

堆 積 土 1号住居跡と同様に覆土上位に黒色土が堆積し、下位に黒褐色土が堆積する。

壁　　面 西側半分は1号住居跡と重複しており、失われている。壁高は遺構検出面から5cm程度

と浅い。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑が2基検出されている。いずれも隅丸方形の形状を呈しているが、柱穴で

あったのかどうかは判然としない。

壁　　溝 検出されていない。

炉　　跡 検出されていない。

出土遺物 いずれも覆土から出土している。出土土器は全て破片資料であるが、後期中葉の第Ⅵ群土

器に位置付けられる。

時　　期 出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられるが、住居跡と見な

す積極的根拠に欠ける。

1区3号住居跡（遺構編第8図）

3号住居跡は、調査区西側の39-161、40-162、39-162、40-162に位置する。調査時名称はST1300。

平 面 形 径4.6mの円形を呈するが、東側の形状は判然としない。

堆 積 土 詳細は不明。

壁　　面 東側1/3が失われている。壁高は遺構検出面から5cm程度と浅い。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが15基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

炉　　跡 検出されていない。

出土遺物 住居内からは、図示に堪える遺物は出土していない。

時　　期 住居跡の形状や周囲から出土した土器から判じて、後期中葉の住居跡であったと考えられ

るが、住居跡と見なす積極的根拠に欠ける。

1区4・5号住居跡（遺構編第8図、遺物編第4～8図）

4・5号住居跡共に、調査区西側の39-160に位置する。形状が判然とせず、入れ子状の重複関係が想

2 竪 穴 住 居 跡
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定されることから、同一に扱う。調査時名称はST1118、ST1119。

平 面 形 径2.5～4.5m程度の円形の形状が想定されるが、判然としない。調査段階では小型の4

号住居跡（旧称ST1118）と、それを取り囲む5号住居跡（旧称ST1119）として遺物を処理したが、両住居

跡を厳密に区別することはできない。

堆 積 土 詳細は不明。

壁　　面 5号住居跡の東側のみ検出した。壁高は5cm程度と浅い。

床　　面 平坦であるが、床面に礫が認められる。

柱　　穴 住居跡内にピットが6基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

炉　　跡 検出されていない。

出土遺物 調査段階で4・5号住居跡に分けて取り上げたため、別々に提示しているが、両住居跡を

区分することはできない。遺構内からは遺物が多数出土している。土器は縄文時代後期中葉第Ⅵ群土器で

占められており、華美な装飾把手の深鉢（遺物編第5図1～6）や十腰内Ⅱ群b類相当の深鉢（同第5図1・

3・13）が出土している。その他に石棒状石製品（同第7図22）や石鏃（同第7図21）、石錐（同第8図1）、

石皿（同第8図2）が出土している。

時　　期 出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられるが、住居跡と見な

す積極的根拠に欠ける。

1区6号住居跡（遺構編第9図、遺物編第8図）

6号住居跡は、調査区西端の39-171、40-171、39-172に位置する。調査時名称はST1313。

平 面 形 長軸4.3m、短軸3.7mの不整形で、東側の形状は判然としない。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5～10cm程度と浅い。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められていない。

柱　　穴 検出されていない。

壁　　溝 検出されていない。

炉　　跡 検出されていない。

出土遺物 いずれも床面に近い覆土下位から出土した。土器は縄文時代後期中葉第Ⅵ群土器で占めら

れており、クランク状磨消文様の深鉢（遺物編第8図3）や弧線文の壺形土器（同第8図8）、鉢形土器（同第

8図4・12）等が出土している。

時　　期 出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられるが、住居跡と見な

す積極的根拠に欠ける。

1区7号住居跡（遺構編第9図、遺物編第9図）

7号住居跡は、調査区西側の41-167、42-167に位置しており、縄文時代後期中葉の集中地点に相当す

る。調査時名称はST1249。

平 面 形 南北軸4.2m、東西3.6mの方形で、主軸方向はN－17.5°－Eにある。南東隅の形状が

判然としない。

Ⅱ　1区の調査成果
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堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は緩く立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが6基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されたが、遺存状況は良好とは言えず、袖部は僅かに認められるのみ

で、燃焼部の範囲は明確でない。

出土遺物 出土した遺物は少ないが、カマドとその前庭部の土坑から蓋（遺物編第9図1・2）が出土

している。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

1区8号住居跡（遺構編第10図、遺物編第9図）

8号住居跡は、調査区西側の35-149、36-149、35-150、36-150に位置し、東壁は1号井戸跡（旧称

SE855）によって切られている。調査時名称はST854。

平 面 形 南北軸5.7m、東西軸4.7mの方形で、長軸方向はN－4°－Wにある。北壁は調査区の

境界になっており判然とせず、東壁の一部は1号井戸跡によって切られている。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には暗褐色～褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅いが、壁溝が巡らされ、外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが6基検出されている。そのうち四隅にある径60～100cmの

土坑4基（P1～P4）が、柱穴であったと考えられる。深さは30～40cmを測る。

壁　　溝 壁溝はカマドを除く四方で検出されたが、北壁と東壁は一部に過ぎない。幅は10～

15cm、深さは5cm程度。

カ マ ド 南壁の西角に構築されたが、燃焼部と焼土が検出されのみで、袖部は判然としなかった。

出土遺物 出土した遺物は少なく、土師器の甕の底部（遺物編第9図3）の他は、須恵器・土師器の小

破片が出土したに過ぎない。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、奈良・平安時代と思われる。土層断面か

ら、1号井戸跡が8号住居跡を切って構築されたことが観察され、1号井戸跡よりも古い遺構と考えられる。

1区9号住居跡（遺構編第11図、遺物編第9図）

9号住居跡は、調査区西側の35-147、35-148、36-147、36-148に位置しており、8号住居跡に近接

する。北壁と東壁の一部は調査区境界に当たり、また南壁の一部にはコンクリートの基準杭が存したため、

調査できなかった。調査時名称はST853。

平 面 形 南北軸4.9m、東西軸4mの方形で、長軸方向はN－5°－Wと判断される。しかし南東角

は内側に大きく張り出しており、方形とは認め難く、また北壁と東壁が調査区外で、北東角の状況も判然

としない。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

2 竪 穴 住 居 跡
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床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが7基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 東・西・北壁の一部に、幅10cm、深さ5cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド 調査した範囲では検出できなかった。調査区域外に存したと考えられる。

出土遺物 遺物は覆土下位から出土した。須恵器は坏（遺物編第9図4）のみで、その他は土師器で、

坏の完形品（遺物編第9図5）や小型甕（同第9図8）、黒色土器の坏（同第9図9）等が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

竪穴状遺構は方形に掘り込まれた小型の遺構で、カマドは認められず、居住施設以外の用途として構築

された遺構と考えられる。1区からは4基の竪穴状遺構が検出されているが、遺構内からの出土遺物は少

なく、正確な時期の特定は困難である。

1区1号竪穴状遺構（遺構編第11図）

1号竪穴状遺構は、調査区中央の38-128、38-129、39-129に位置する。遺構の北西角～西壁にかけ

て、細い溝跡と接しているが、新旧関係は判然としない。調査時名称はSX1703。

平 面 形 長軸3.4m、短軸3.1mの隅丸方形で、主軸方向はN－25.5°－Eにある。底面は台形を

呈する。

堆 積 土 シルト質の黒褐色土が堆積しており、2層に区分される。

壁　　面 壁高は30～40cmで、壁は緩やかに立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 検出されていない。

出土遺物 須恵器・土師器の小片が少量と砥石が出土している。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、奈良・平安時代と思われる。

1区2号竪穴状遺構（遺構編第11図）

2号竪穴状遺構は、調査区東端の54-113に位置する。遺構の西壁南よりに土坑が接しているが、新旧

関係は判然としない。調査時名称はST1600。

平 面 形 3m四方の方形で、主軸方向はN－23°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位に黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 柱穴と思われるピット4基が検出されている。径は40～60cm、深さは30～40cmを測

るが、西側の2基のピットは内側が浅く、外側が柱穴に相当する。

出土遺物 須恵器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、須恵器の小片が出土したことから、奈

良・平安時代と思われる。

Ⅱ　1区の調査成果
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そ の 他 2号竪穴状遺構は、調査区南端の最上川崖線に近接した場所に構築されている。付近には

3・4号竪穴状遺構も存しており、井戸跡も検出されている。居住以外の特殊な用途の施設と考えられる

が、判然としない。

1区3号竪穴状遺構（遺構編第12図）

3号竪穴状遺構は、調査区東端の53-112、53-113に位置しており、2・4号竪穴状遺構に近接する。

遺構の北西角に土坑が重複するが、本遺構が土坑を切っていると思われる。調査時名称はSK1669。

平 面 形 2.1m×2.2mの方形で、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位に黒色シルト質砂層が堆積する。

壁　　面 壁高は15cm程度で、壁は緩く立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 検出されていない

出土遺物 土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、土師器の小片が出土したことから、奈

良・平安時代と思われる。

そ の 他 2号竪穴状遺構に記したように、相互の関連が想定される。

1区4号竪穴状遺構（遺構編第12図）

4号竪穴状遺構は、調査区東端の53-114に位置しており、2・3号竪穴状遺構に近接する。調査時遺

構名はSK1668。

平 面 形 2.2×1.9mの方形で、主軸方向はN－17°－Eにある。

堆 積 土 覆土は30cm程度あり、黒褐色砂質シルト層が堆積する。

壁　　面 壁高は30cm程度で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 遺構内に土坑・ピットが2基検出されているが、性格は分からない。

出土遺物 須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、須恵器・土師器の小片が出土したことか

ら、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 2号竪穴状遺構に記したように、相互の関連が想定される。

4 井　戸　跡

1区からは5基の井戸が検出されている。古代～中世の所産と思われるが、出土した遺物は少なく、明

確な時期の特定は困難である。4・5号井戸跡については、井戸跡とする積極的根拠は見出せない。

1区1号井戸跡（遺構編第12図）

1号井戸跡は、調査区西側の35-149、36-149に位置し、8号住居跡の東壁に接する。石組井戸で、調

査時名称はSE855。

4 井　戸　跡
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平 面 形 掘り方上面は長軸2m、短軸1.6mの楕円形で、底面は径0.9m程度となる。井戸枠は上

面の石組みの配置から、1.2～1.4mであったと想定される。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1.2mを測る。井戸内の堆積土は単一層で、黒褐色砂質シルト層が

堆積し、上面には礫が多く含まれる。

壁　　面 石組井戸であるが、石組は崩落しており、遺存状況は良好でない。西壁の掘り方は、比較

的緩い角度で立ち上がる。

底　　部 平底であるが、東から西に傾斜する。底部の施設は検出されていない。

出土遺物 須恵器の小片が1点出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難である。石組井戸である点を勘案すれば、中世に位

置付けられるが、須恵器の小片が出土しており、古代～中世の所産と捉えておく。

1区2号井戸跡（遺構編第12図）

2号井戸跡は、調査区中央の40-123に位置する。素掘井戸で、調査時名称はSE1735。

平 面 形 掘り方上面は径1.5mの円形で、底面は1.1～1.2m程度となる。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1.9mを測る。堆積土は15層に区分され、下層には黒色粘土

（12）・青灰色粘土（13）・黒色粘土（14）が交互に堆積する。

壁　　面 素掘井戸で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

底　　部 平底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物 出土していない。

時　　期 出土遺物がなく、時期の特定は困難である。

1区3号井戸跡（遺構編第13図）

3号井戸跡は、調査区東端の56-110に位置しており、4・5号井戸跡に近接する。素掘井戸で、調査

時名称はSK1663。

平 面 形 掘り方上面は径2mの円形で、底面は1.1～1.3mの楕円形を呈する。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1mを測る。堆積層は9層に区分され、凹レンズ状に堆積しており、

底部には黒色粘質シルト層が存する。

壁　　面 素掘井戸で、東壁は外傾するが、西壁は緩やかに段を有して立ち上がる。

底　　部 緩い丸底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物 須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、須恵器・土師器の小片が出土したことか

ら、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 調査時は土坑としたが、掘り方が深く、底部に黒色粘質土が堆積していることから、報告

の段階で井戸と認定した。

1区4号井戸跡（遺構編第13図）

4号井戸跡は、調査区東端の57-109に位置しており、3・5号井戸跡に近接する。遺構の東半分は、

調査区外である。素掘井戸と思われるが、井戸の確証はない。調査時名称はSK1662。

Ⅱ　1区の調査成果
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平 面 形 掘り方上面は、隅丸方形と思われるが、東半分が未調査のため、詳細は不明である。

堆 積 土 深さは遺構検出面から70cm程度と浅い。堆積層は7層に区分され、凹レンズ状に堆積し

ており、覆土下位から底部にかけて礫が含まれる。

壁　　面 素掘井戸となるが、井戸の確証はない。壁は外傾して立ち上がる。

底　　部 緩い丸底で、礫が存する。

出土遺物 須恵器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、須恵器の小片が出土したことから、奈

良・平安時代と思われる。

そ の 他 隅丸方形の形状と底部に礫が存したことから井戸跡と見なしたが、深さが浅く、その可能

性は低いように思われる。

1区5号井戸跡（遺構編第13図）

5号井戸跡は、調査区東端の57-109、57-110に位置しており、3・4号井戸跡に近接する。西半分は

最上川の崖線が迫り危険であったため、未調査とした。素掘井戸と思われるが、井戸の確証はない。調査

時名称はSE1736。

平 面 形 西半分は未調査のため詳細は不明であるが、掘り方上面は不整形である。

堆 積 土 深さは遺構検出面から90cm程度である。掘り下げの途上遺構と認定したため、上層は

不明である。覆土下位に礫が多く含まれる。

壁　　面 素掘井戸となるが、井戸の確証はない。底部から垂直に近い角度で立ち上がるが、途中屈

折して緩く外傾する。

底　　部 緩い丸底で、北側が深くなる。

出土遺物 須恵器・土師器・瓦の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難である。

そ の 他 掘り方が大きく、覆土中に礫が多数含まれることから、当初井戸跡として捉えたが、深さ

が浅く、その可能性は低いように思われる。

5 埋設土器・土坑

1区の調査区西側は、縄文後期中葉の集落跡である11区に含まれており、該期の土坑が多数検出され

た。しかし規模が小さく、掘り方も浅い土坑が多く、出土遺物も小破片の土器資料が殆どであった。従っ

て、図示に堪える遺物を出土した土坑5基と埋設土器に限って報告する。

1区1号埋設土器（遺構編第14図、遺物編第10図）

1号埋設土器は、調査区西側の40-159に位置しており、4・5号住居跡に近接している。調査時名称

はEU1123（第10図1）。埋設土器の周囲には長軸60cm、短軸45cmの楕円形で、深さ30cmの掘り方

が検出された。土器は略完形の深鉢でやや斜位に埋設されており、底部は掘り方底面より約5cm浮いて

いる。埋設土器の東側口縁部は、体部上部で破損して外側に開いている。

埋設土器 底部から口縁に欠けて直線的に外傾した装飾深鉢で、口端に装飾突起を配する。口縁部文

5 埋設土器・土坑
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様帯には平行線を断ち切るように蛇行沈線が垂下して施され、狭小な縄文帯となる。

口縁部が幅の狭い縄文帯で構成されるが、蛇行沈線で区切られていることから、縄文時代後期中葉宝ヶ

峯2式に位置付けられよう。

1区1号土坑（遺構編第14図、遺物編第10図）

1号土坑は、調査区西側の41-170に位置している。調査時名称はSK1305。不整形の浅い土坑とピッ

トが重複しており、複雑な形状を呈する。

出土遺物 遺物は総数で40点出土した。そのうち頁岩剥片が6点で、その他は縄文後期の土器と石

器で、石器は頁岩製の縦形石匙（2）である。

1区2号土坑（遺構編第14図、遺物編第10図）

2号土坑は、調査区西側の40-169に位置しており、4号土坑に近接する。調査時名称はSK1289。径

80cmの円形で、遺構検出面からの深さは10cmと浅い。土坑の中心に30cm大の礫が配されており、底

面は平底で、壁は緩く外傾する。

出土遺物 遺物は壺形土器（第10図3）の大型破片と頁岩剥片2点のみである。壺形土器は全面に縄

文が施文されており、器面の摩耗が著しい。縄文後期中葉宝ヶ峯式に位置付けられよう。

1区3号土坑（遺構編第14図、遺物編第10図）

3号土坑は、調査区西側の40-164に位置しており、1号溝跡と2号溝跡に挟まれている。調査時名称

はSK1186。径1.1～1.2mの略円形で、遺構検出面からの深さは約25cmで、底面は平底となる。

出土遺物 体部上半に縄文地文が施され、下半が無文となる装飾の深鉢（第10図4）で、縄文後期中

葉宝ヶ峯式に位置付けられよう。

1区4号土坑（遺構編第14図、遺物編第10図）

4号土坑は、調査区西側の40-169で、2号土坑の南東に位置する。調査時名称はSK1288。

上面は長軸1.3m、短軸1mの楕円形を呈するが、土層断面から東側の径約50cmのピットを切って土坑

が掘り込まれたことが窺える。従って東壁が垂直に立ち上がるのに対し、西壁は緩く立ち上がる。

出土遺物 縄文土器が18点、頁岩剥片が16点出土したが、縄文土器では略完形の粗製深鉢（第10

図6）が出土した。口縁部付近が屈折して外に開く器形で、体部全面にLRの同一原体異方向の羽状縄文

が施される。縄文後期中葉宝ヶ峯式に位置付けられよう。

1区5号土坑（遺構編第14図、遺物編第10図）

5号土坑は、調査区西側の40-160に位置している。調査時名称はSP1084。ピットが重複しており、

全体の形状は判然としないが、長軸60cm、短軸40cmの楕円形を呈する。遺構検出面からの深さは

10cm程度と浅く、底面は平底となる。

出土遺物 遺構内からは石棒（第10図5）1点が出土した。先端を南西に向けて、底面に接した状態

で出土した。凝灰岩質の石材で、非常に脆弱で、破損しており、現存の長さは24cm、径は5.5cmを測

る。周囲から縄文後期中葉の土器が多く出土したことから、該期の所産と考えられる。

Ⅱ　1区の調査成果
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6 溝　　　跡（遺構編第14図）

1区では、大小含めて溝跡が26条検出された。多くは奈良・平安時代の構築と思われるが、調査区西

側の南北方向に平行する1～4号溝跡のみ報告する。

1～4号溝跡は南北報告に平行しており、2号溝跡と3号溝跡は調査区南側で合わさる。1・2・4号

溝跡は北側の12区でもその延長が確認されており、特に1号溝跡は幅約1mと幅広で、30mの長さにわ

たって検出されている。

7 遺構外の出土遺物（遺物編第11～13図）

1区は縄文後期中葉の遺構・遺物が多数検出された11区・12区と一体の調査区であり、遺構以外から

も遺物が多く出土した。遺物編では5mの小グリッド毎に提示した。

縄文土器（遺物編第11図6～9、第12図1～3・6・7・9）

殆どがが破片資料であり、全形が窺える資料や特異な資料に限って図示した。

第11図6～9、第12図1～3は、縄文前期の第Ⅰ群土器である。同一個体と思われるが接点が見出せ

ず、個別に提示した。体部中央で弱く括れ外傾して立ち上がる器形で、波状口縁を呈し、波頂部は刻み込

まれる。波頂部の直下にX字状の貼付文が付されるが、下端は丸く連結する。貼付文には刻み目が加え

られ、X字状の交点には円形の刺突が加えられる。口縁部から体部にかけては、平行沈線や単沈線によっ

て幾何学状や曲線的な意匠が描出され、区画内には短沈線が充填される。外面の摩耗が著しいが、内面は

丁寧に研磨され、胎土は緻密で、海綿骨針や石英が含まれる。地文にS字状連鎖沈文が認められることか

ら、大木2b式と判断され、本遺跡では最古期の遺物となる。

第12図6・7・9は、縄文後期中葉の土器である。6は「宝ヶ峯型」［鈴木1997］の注口土器である。口

頸部と注口部は欠損するが、体部上半に平行沈線による4単位の入組文が横位に展開する。沈線の外側が

削り取られ、入組文様が浮き出されるが、器面の摩耗が著しい。7はその注口部と思われるが、明確な接点

は見出せない。9は、大型の装飾された鉢形土器である。口縁部は平縁で、直下が沈線で画され無文となり、

体部上半には「逆く字状」の磨消縄文の文様が4単位展開する。いずれも宝ヶ峯2式に位置付けられよう。

土製品（遺物編第11図1～3、第13図1）

土製品は4点で、全て土偶の破片資料である。第11図1～3は、40-164から近接して出土しており、

同一個体と思われる。1は頭部資料で、顔面はT字状の隆帯で表現され、首が強く張り出しており、2・

3はその脚部資料であろう。第13図1も脚部資料である。いずれも縄文後期中葉の所産であろう。

石器・石製品（遺物編第11図4・5、第12図4・5・8、第13図2～6）

石器では、石鏃4点、石篦1点、石匙2点、石錐2点が出土した。石材の殆どが硬質頁岩であるが、第

13図5のみ鉄石英である。長軸が1.9cmと極めて小さく、特殊な石器であったと考えられる。

石製品では、石錘1点が出土した。石材は粘板岩で、平坦に研磨した後、十字状の溝が彫り込まれている。

7 遺構外の出土遺物
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Ⅲ　3区の調査成果

1 3 区 の 概 要（第7図）

3区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1997年の第2次調査で実施した。3

区は道路及び導水路と、駐車場に係わる部分の調査区で、実際調査した面積は10,500m2であった。SA

地区の南端に接しており、調査区の東半分はSA地区との続きで調査を実施したが、調査区中央の崖線を

挟んで西半分の境界には、調査区内への搬入路を確保する必要があったため、幅2mの未調査区域を残し

ている。

3区は1997年5月2日に表土除去を開始し、5月19日～11月28日までの期間で発掘調査を実施した。

3区は高速道路調査区の座標を踏襲しており、南北軸はN－22°30′－Eを測る。3区のグリッドは、南

北軸18～59、東西軸173～200の範囲にある。

3区の現況は果樹畑であり、標高101～102mの段丘中位面に相当する。調査区の西南端は崖線とな

って2区の低位面に連なっている。また調査区の南北軸32列に平行して、比高差50～60cmの崖線が

SA地区から連続して存している。崖線直下は窪地となっており、水はけが悪く、居住域としては適さな

かったようで、溝跡が主体で、住居跡は殆ど検出されていない。住居跡の多くは調査区東側の高位面と、

調査区南西付近の微高地に営まれていた。3区の基本層序は、3区8号住居跡の断面（遺構編第25図）に

示したが、1層の耕作土の直下に黒褐色土が堆積しており、地山層に至る。

3区の調査区域の北縁のラインは、1997年に調査した高瀬山遺跡SA地区に接しており、南縁のライ

ンは、北から1999年に調査した12区、1997年に調査した1区、1997年に調査した11区に接してい

る。西端の境界は農道を介して1998年に調査した4区と区分した。

3区で検出された遺構は、竪穴住居跡31棟、竪穴状遺構8基、掘立柱建物跡10棟、井戸跡7基で、図

示した土坑は12基、溝跡は6条である。遺構の殆どが奈良・平安時代に属すると思われる。

2 竪 穴 住 居 跡

3区からは、31棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも奈良・平安時代の住居跡と考えられる。竪

穴住居跡は調査区中央の崖線より上位面の調査区東側と、調査区西南よりの低位面の微高地（崖線直下の

窪地より10～20cm程度の高燥地）に纏まっている。

3区1号住居跡（遺構編第19図、遺物編第14図）

1号住居跡は、調査区東端の22-176、22-177、23-177に位置する。7号溝跡とその他の溝跡に切ら

れており、カマドの煙道部は1号掘立柱建物跡の東西柱列北側に接している。調査時名称はST592。

平 面 形 南北軸5.1m、東西軸4.1mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。南・西・東壁の

一部は溝跡に切られている。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土や褐色土が堆積する。
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2 竪 穴 住 居 跡
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第7図　3区遺跡全体図
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壁　　面 壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。南側床面の一部に焼土が見られる。

柱　　穴 住居内にピットが3基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されたが、袖部は見られず、燃焼部の範囲も明確でない。

出土遺物 いずれも覆土下位から出土している。須恵器は坏（第14図1）と壺（2）、土師器では小型

甕の底部が出土している。図示していないが、住居跡内のピットから鉄製品も出土している。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられ、切り合いの関係溝跡か

ら、溝跡よりも古い遺構である。

3区2号住居跡（遺構編第20図、遺物編第14・15図）

2号住居跡は、調査区東側の22-178、23-178、22-179、23-179に位置する。住居跡の北東角を7号

溝跡に切られており、また住居跡内及び西壁に隅丸方形の土坑が並んでいることから、掘立柱建物跡と重

複関係にあった可能性が考えられる。調査時名称はST591。

平 面 形 南北軸4.1m、東西軸5mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。北東角が溝跡で切

られている。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は10cm程度で、壁は緩く立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内及び壁際に土坑・ピットが14基検出された。そのうち位置から、P2とP3が、

柱穴の可能性が想定される。深さはP2が10cm、P3が30cm程度である。P1をはじめとする隅丸方形

の土坑は、掘立柱建物跡の柱穴と考えられる。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 東壁の南寄りに構築されたと考えられるが、煙道部は認められず、燃焼部が存するのみで

ある。

出土遺物 覆土下位から多くの遺物が出土した。土師器の甕（第14図8・9、第15図1・5）が、カマ

ド前庭で纏まって出土しており、小型甕（第15図3）が燃焼部から出土している。またP1の覆土中から

須恵器の坏（第14図5）が出土している。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。溝跡よりも古い遺構

と見なされるが、掘立柱建物跡との新旧関係については、東西軸の断面図に整合性は得られていない。

3区3号住居跡（遺構編第21図、遺物編第15・16図）

3号住居跡は、調査区東側の24-175、23-176、24-176に位置しており、他の遺構との重複関係は認

められない。調査時名称はST517。

平 面 形 南北軸3.3m、東西軸2.8mの方形で、主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面 壁高は15cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

Ⅲ　3区の調査成果
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柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが4基検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部は右側のみで検出したが、袖石が両脇で検出された。

燃焼部に土師器の甕が重なった状態で出土した。

出土遺物 小型の住居跡の割には、多くの遺物が出土している。覆土下位からは須恵器の坏（第15

図6～11）や砥石（第16図7）が出土し、カマドの燃焼部からは土師器の甕（第16図1・2・5・6）が重

なった状態で出土した。覆土からは、墨書土器（第15図6）も出土している。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区4号住居跡（遺構編第21図、遺物編第16～18図）

4号住居跡は、調査区東側の29-174、30-174、31-174、29-175、30-175、31-175、30-176に位

置しており、南北軸32列に平行する崖線に近接している。住居跡の南東角は12区の調査区の中に入り

込んでおり、1999年の第4次調査で完掘した。調査時名称はST18（3区）、ST201（12区）。

平 面 形 南北軸6.5m、東西軸5.8mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、一部床面が露頭していた。覆土下位には黒褐色土が堆積す

る。

壁　　面 壁高は5cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。床面北側に炭化物が多く検出された。

柱　　穴 住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、P1～P4の4基のピットが柱穴であ

ったと推測される。

壁　　溝 北壁と西壁の一部に検出された。北壁は幅35cm、深さ5cmを測る。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。燃焼部は認められるが、袖部は確認できなかった。

出土遺物 床面直上から、多数の遺物が出土している。須恵器は坏（第16図8～15、第17図1～7）、

蓋（第17図9～11）、甕（第17図12～14）、土師器では甕（第18図1～3）、と坏（第18図5）、その他に砥

石（第18図7）が出土している。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区5号住居跡（遺構編第22図、遺物編第18図）

5号住居跡は、調査区東側の24-178、25-178、24-179、25-179に位置しており、南壁は3号掘立柱

建物跡の東西柱列北側に接しており、3号掘立柱建物跡P10が南壁中央に掘り込まれている。調査時名称

はST381。

平 面 形 南北軸5.4m、東西軸4.9mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5～10cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内から土坑・ピットが6基確認されたが、そのうちP1・P2の2基が柱穴に相当

すると考えられる。径50cm、深さ50cm程度である。

壁　　溝 検出されていない。
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カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。左右の袖部と燃焼部が検出されたが、左側の袖部には袖

石が認められ、燃焼部からは土師器の甕（第18図13）が出土した。

出土遺物 覆土が薄く、殆どが覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第18図8）、蓋（第18

図9）、壺（第18図10）、土師器は甕（第18図12・13）が出土した。第18図13はカマド燃焼部、11はカ

マドの左脇から出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区6号住居跡（遺構編第23図、遺物編第19～21図）

6号住居跡は、調査区東側の26-179、25-180、26-180、27-180に位置しており、SA地区に近接す

る。住居跡の北東角から南壁中央にかけて溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST327。

平 面 形 南北軸6.8m、東西軸6.3mの方形で、主軸方向はN－19°－Wにある。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であり、住居跡の中央に貼床が認められる。

柱　　穴 住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、P1～P3の3基のピットが柱穴であ

ったと推測される。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。左右の袖部と燃焼部が検出されたが、左側の袖部には袖

石が認められた。

出土遺物 覆土上位～下位にかけて多くの遺物が出土した。須恵器は坏（第19図1～28、第20図1～

5）、蓋（第20図7～13）、甕（第20図14～16）、土師器は甕（第20図17・18、第21図1～4）が出土して

おり、縄文時代の石鏃（第21図6）1点も出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。東西断面に溝跡が認

められることから、住居跡は溝跡よりも古い遺構であったことが想定される。

3区7号住居跡（遺構編第24図、遺物編第21図）

7号住居跡は、調査区東側の27-180、26-181、27-181、28-181、26-182、27-182に位置しており、

SA地区に近接する。住居跡の北西角に溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST353。

平 面 形 南北軸5.7m、東西軸5.4mの方形で、主軸方向はN－15°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5～10cm程度で、外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、P1～P3の3基のピットが柱穴であ

ったと推測される。

壁　　溝 東壁と西壁で検出された。西壁は幅20～30cm、深さ10cm程度である。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が良好な状態で検出された。

出土遺物 覆土が浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第21図7～9）、蓋（第21図

10）、土師器は甕の底部（第21図11・12）が出土した。
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時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。北西角の溝跡が住居

跡を切っている。

3区8号住居跡（遺構編第25図、遺物編第22～26図）

8号住居跡は、調査区東側の27-173、28-173、27-174、28-174に位置しており、住居跡の東半分は

12区の調査区に入り込んでおり、1994年の第4次調査で完掘した。住居跡の南東角は3区7号溝跡が掘

り込まれている。調査時名称はST590（3区）、ST314（12区）。

平 面 形 南北軸6.9m、東西軸4.6mの方形で、主軸方向はN－8°－Wにある。

堆 積 土 覆土は1層とした黒褐色土が広く堆積している。

壁　　面 壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、P1～P3の3基のピットが柱穴であ

ったと推測される。但しPI～P3には、重複するようにピットが存しており、建て替えが行われたと想定

される。また北東角と北西角の土坑も柱穴であった可能性がある。

壁　　溝 北壁と西壁で検出された。幅は20～30cm、深さ10cm程度である。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。左側袖部と燃焼部の一部が検出されたが、大半は7号溝

跡に壊されている。

出土遺物 住居跡内からは多量の遺物が出土した。須恵器では坏（第22図1～23、第23図1～12・

13～20）、双耳坏（第23図12）、蓋（第23図21～25）、甕（第24図1・4～7）、土師器では甕（第24図8・

9、第25図1～3・6・10）、坏（第25図4・5・7）、その他に黒色土器（第26図1～5）や管状土錘（第26

図6）、砥石（第26図7）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。南東角の3区7号溝

跡が住居跡を切っている。

3区9号住居跡（遺構編第26図、遺物編第26図）

9号住居跡は、調査区東側の28-179、29-179、28-180、29-180に位置しており、住居跡の南壁は5

号掘立柱建物跡の東西柱列北側、住居跡の北東角は4号掘立柱建物跡の東西柱列南側と南北柱列西側が重

複している。調査時名称はST20。

平 面 形 南北軸は5.6m、東西軸は6.1mの方形で、主軸方向はN－10°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色シルト層が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、P1～P4の4基のピットが柱穴であ

ったと推測される。P7は4号掘立柱建物跡の南西角の柱穴に相当し、P5・P6は5号掘立柱建物跡の東

西柱列北側の柱穴である。

壁　　溝 全周されているが、住居跡の南東角と北壁のカマドで途切れている。

カ マ ド 北壁中央に構築されている。袖部と燃焼部が検出されており、須恵器の坏（第26図9）や

土師器の甕（第26図16）が出土している。
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出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第26図8～10）、土師器は坏

（第26図13・14）と甕（第26図16）、黒色土器（第26図17・18）、鉄製の紡錘車（第26図19）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区10号住居跡（遺構編第27図、遺物編第27図）

10号住居跡は、調査区東側の32-180、32-181に位置しており、南北軸32列の崖線の上端に相当す

る。住居跡の南壁は崖線で消失し、2号竪穴状遺構が重複している。調査時名称はST31。

平 面 形 南北軸5m東西軸4.5mの方形と推定され、主軸方向はN－3°－Wにある。南壁は崖線

で消失しており、西壁も削平され、検出できなかった。北壁にも土坑が重複している。

堆 積 土 覆土は、住居跡北東角のみに僅かに認められた。

壁　　面 東壁で5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが検出されたが、P1・P2の2基が柱穴であったと推測される。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 検出されていない。削平された南壁にあったと想定されるが、東壁中央に焼土粒の集中が

認められた。

出土遺物 土師器の甕の破片（第27図3）が1点出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられるが、2号竪穴状遺構よ

りも古い遺構であろう。

3区11号住居跡（遺構編第28図、遺物編第27図）

11号住居跡は、調査区東側の31-177に位置しており、南北軸32列の崖線の上端に相当する。住居跡

の南壁は崖線で消失したと考えられ、南北軸が短小となっている。調査時名称はST19。

平 面 形 現況では南北軸3m、東西軸4.3mの矩形であるが、南壁は崖線で消失しており、南北軸

は本来4m超であったと推定される。主軸方向はN－2°－Wにある。東壁もピットが重複しており、直

線的ではない。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色シルト層が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部は認められず、燃焼部のみであるが、土師器の甕

（第27図7）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、床面直上に相当する。須恵器は坏（第27図4・5）と蓋（第27図6）、土師器

は甕（第27図7・8）、砥石（第27図9）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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3区12号住居跡（遺構編第29図、遺物編第27図）

12号住居跡は、調査区中央の 33-185、34-185、33-186、34-186に位置しており、SA地区に近接

する。崖線直下の低くなった場所で、住居跡の集中域からは離れており、住居跡の南西角が溝跡によって

切られた以外に、他の遺構との重複関係は認められない。調査時名称はST210。

平 面 形 南北軸3.8m、東西軸3.6mの隅丸方形で、主軸方向はN－18°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内にはP1～P5のピット5基が検出されており、柱穴であった可能性が考えられ

る。P1～P3はピット内に段が作出されており、建て替えの痕跡であったとも考えられる。南西角にも

ピットが存しており、柱穴の可能性があろう。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁西寄りに燃焼部が認められる。

出土遺物 須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判断は困難であるが、奈良・平安時代と思われる。

3区13号住居跡（遺構編第29図、遺物編第28図）

13号住居跡は、調査区西側の44-183、45-183、44-184、45-184に位置し、11区に近接する。住居

跡の東側は、南北方向に走る溝跡で切られている。調査時名称はST283。

平 面 形 南北軸1.8m、東西軸2.8mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 遺構内からはピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 袖部や煙道は明確でないが、燃焼部が南壁中央でで検出された。

出土遺物 燃焼部と思われる焼土から、土師器の甕（第28図1）が出土した。その他に須恵器・土師

器の小片が出土した。

時　　期 出土した土器から、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 住居跡としては規模が小さく、明確なカマドも検出できなかったことから、竪穴状遺構の

可能性もあろう。

3区14号住居跡（遺構編第30図、遺物編第28図）

14号住居跡は、調査区西側の45-183、46-183、46-184に位置している。13号住居跡の南側に当た

り、11区に近接する。住居跡の東側は、南北方向に走る溝跡に切られている。調査時名称はST285。

平 面 形 南北軸4.8m、東西軸4.2mの方形で、主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。
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壁　　面 壁高は20～25cmで、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦で、住居跡内に広く貼床が認められる。

柱　　穴 住居跡内からは土坑・ピット8基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 南壁の南寄りに構築されている。袖部と燃焼部が認められているが、燃焼部からは須恵器

の坏（第28図10）が出土した。

出土遺物 覆土の上位～下位にかけて遺物が出土した。須恵器は坏（第28図2～10）と壺（第28図

11）、土師器は甕の底部（第28図12）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区15号住居跡（遺構編第31図、遺物編第29・30図）

15号住居跡は、調査区西側の46-187、47-187、46-188、47-188に位置しており、16号・19号住居

跡に近接する。住居跡内は後世の耕作痕と思われる溝跡が2条南北方向に併走しており、東壁と北・南壁

の一部は壊されている。 調査時名称はST961。

平 面 形 南北軸5.4m、東西軸5.3mの方形で、主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には暗褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は緩く立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内から多数のピットが検出されたが、P1・P2が柱穴の可能性が想定される。

壁　　溝 東壁と北壁で検出された。幅20～25cm、深さ5cm程度。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。燃焼部のみ検出されたが、右側袖部分に袖石と思われる

脆弱な礫が認められた。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第29図10・11・13）と蓋

（第29図12）、甕（第29図14）、土師器は甕（第29図15、第30図1～3）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区16号住居跡（遺構編第31図、遺物編第29・30図）

16号住居跡は、調査区西側の45-189、46-189、45-189に位置しており、17号住居跡に近接する。

住居跡内は後世の耕作痕と思われる溝跡が2条南北方向に併走し、東・南・北壁の一部を壊しており、ま

た住居跡南東角から西壁中央にかけても浅い溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST828。

平 面 形 南北軸4.9m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向がN－11°－Wにある。住居跡の北東角

が床面と同じレベルで溝状に張り出しているが、住居跡に伴う施設であったのかどうかは判然としない。

堆 積 土 覆土下位には暗褐色土、床面直上には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は20cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 カマドを除く住居跡の四方に壁溝が掘り込まれている。幅・深さ共に10cm程度である。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、両袖には袖石が認められ
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た。右袖からは須恵器の坏（第30図9）が出土した。

出土遺物 遺物は覆土中から出土した。須恵器は坏（第30図7～11）、蓋（第30図12・13）、甕（第30

図14・15）、土師器（第31図1・2）が出土した。第30図8・12は住居跡南西角のピットから出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区17号住居跡（遺構編第33図、遺物編第31図）

17号住居跡は、調査区の西側の46-189、45-190、46-190、46-191に位置しており、16・18・

19・20・21号住居跡に取り囲まれている。住居跡内は東西と南北方向に走る比較的新しい溝跡に切ら

れており、北・東壁の一部は壊されている。調査時名称はST959。

平 面 形 南北軸5.1m、東西軸5.2mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は10cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。南壁の西側は消失している。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡の壁に沿って、四方に3基ずつピットが巡らされる。径20cm程度と小規模である

が、遺構検出面からの深さは40～50cmを測る。規則的な配置から、柱穴であったと考えられる。

壁　　溝 西壁と東・北壁の一部で検出された。15cm程度の幅で、深さは5cmであった。

カ マ ド 検出されていない。

出土遺物 須恵器の坏（第31図3）と土師器小片3点、縄文土器1点、頁岩剥片2点が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 カマドが無く、柱穴が壁に沿った特殊な配列であったことから、居住施設以外の用途が想

定される。

3区18号住居跡（遺構編第34図）

18号住居跡は、44-191、45-191に位置しており、17号住居跡に近接する。住居跡内を東西方向に走

る溝跡が床面を掘り込んでおり、西壁は土坑に切られている。調査時名称はST869。

平 面 形 南北軸3.7m、東西軸3.9mの方形で、市軸方向はN－12°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出の段階で中央部の床面が露頭しており、壁溝と南壁の掘り方の覆土が確認された

に過ぎない。

壁　　面 壁溝の立ち上がりと、南壁の掘り方からの立ち上がりを確認したに過ぎないが、壁は外傾

して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。南壁付近は浅い掘り方が検出されており、貼床で

あったと想定される。

柱　　穴 住居跡の四隅にピットが検出されており、柱穴の可能性が指摘されるが、判然としない。

壁　　溝 東・北壁の一部で検出された。南北断面の南壁にも壁溝が認められる。

カ マ ド 南壁の西寄りに焼土ブロックの集中が見られており、カマドの燃焼部であったと想定され

る。

出土遺物 土師器小片が3点と頁岩剥片が1点出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲に構築された遺構から、奈良・平安
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時代と思われる。

3区19号住居跡（遺構編第35図、遺物編第31・32図）

19号住居跡は、調査区西側の47-188、46-189、47-189に位置しており、15～17・21・25号住

居跡と9号掘立柱建物跡に取り囲まれている。住居跡の南東角は東西方向に走る溝跡に切られており、住

居跡内にもそれに併走する溝跡が掘り込まる。調査時名称はST960。

平 面 形 南北軸4.6m、東西軸4.8mの方形で、主軸方向はN－5°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁 壁高は10cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がるが、東壁は緩く立ち上がる。。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。袖部は右側を確認したに過ぎない。前縁部から土師器の

甕（第32図1）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第31図4～9）と甕（第31図

10～12）、土師器は甕（第32図1～5）が出土した。特にカマド右袖の脇からは須恵器の坏（第31図6・7）

と土師器の甕（第32図1）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区20号住居跡（遺構編第35図、遺物編第32・33図）

20号住居跡は、調査区西側の47-191、47-192に位置しており、17・18・21号住居跡が近接する。

調査時名称はST1214。

平 面 形 南北軸2.7m、東西軸3.5mの方形で、主軸方向はN－3°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面は認められない。土層断面では床面直上に褐色土の堆積が確認され

ており、貼床の可能性が想定される。また住居跡北半の床面には炭化材や焼土の集中が認められたことか

ら、焼失住居跡であったと考えられる。。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。燃焼部のみで、袖部は検出できなかった。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第32図6）、土師器は甕（第

32図7・8、第33図1・2）、黒色土器（第32図3）、碧玉製管玉（第33図4）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区21号住居跡（遺構編第36図、遺物編第33図）

21号住居跡は、調査区西側の47-190、48-190、47-191に位置しており、17・19・20・25号住

居跡に取り囲まれている。住居跡内を南北方向に走る比較的新しい溝跡が床面を掘り込んでおり、南壁の
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一部は壊されている。調査時名称はST1324。

平 面 形 南北軸4.7m、東西軸4.6mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出の段階で床面がほぼ露頭していた。

壁　　面 遺構検出の段階で床面がほぼ露頭しており、壁は僅かな立ち上がりしか確認できなかった。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。左右の袖石と燃焼部が確認されたが、右袖は後世の溝跡

で一部削平を受けている。煙道部から土師器の甕（第33図11）が出土した。

出土遺物 覆土が殆ど失われていたため、遺物は住居内に掘り込まれた土坑から出土した。須恵器は

坏（第33図5～7）と蓋（第33図8・9）、土師器は坏（第33図10）と甕（第33図12・13）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区22号住居跡（遺構編第37図、遺物編第33図）

22号住居跡は、調査区西側の49-188、50-188に位置しており、住居跡の中央には9号掘立柱建物跡

の東西柱列南側の柱穴が掘り込まれている。調査時名称はST1338。

平 面 形 南北軸3.2m、東西軸3.4mの方形で、主軸方向はN－5°－Wにある。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は10cm程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 壁側を含めてピットが基検出されたが、柱穴は特定できない。住居跡中央の土坑は、9号

掘立柱建物跡のP5である。

壁　　溝 検出されなかった。

カ マ ド 住居跡の南東角に構築されている。燃焼部と袖部は左側のみ検出された。左袖の付け根か

らは土師器の甕（第33図16）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第33図14）、土師器は坏（第

33図15）と甕（第33図16）、石製品（第33図17）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区23号住居跡（遺構編第38図、遺物編第34図）

23号住居跡は、調査区西側の51-188、52-188、51-189に位置しており、11区に近接する。調査時

名称はST120。

平 面 形 南北軸3.4m、東西軸3.1mの方形で、主軸方向はN－4°－Wにある。

堆 積 土 住居跡内の覆土は単一層で、黒褐色土シルト質土が堆積する。

壁　　面 遺構検出面から床面までの壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 住居跡の北半分は低く掘り込まれており、黒褐色シルト質の床が貼られていた。

柱　　穴 住居跡内からは貼床を剥がした結果、ピットが3基検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されなかった。
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カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、カマドの前庭からは須恵器の

坏（第34図1）や土師器の甕（第34図4・5）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。カマド以外では、須恵器の坏（第34図2）

と磨り石（第34図6）が出土した。縄文土器の小片も出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区24号住居跡（遺構編第38図、遺物編第34図）

24号住居跡は、調査区西側の52-188、53-188に位置しており、11区に近接する。調査時名称は

ST119。

平 面 形 南北軸2.9m、東西軸3.4mの方形で、主軸方向はN－79°－Eにある。北壁の東端がや

や張り出している。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土が堆積する。

壁　　面 壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内からは土坑・ピットが5基検出されたが、柱穴は特定できない。南東角と北西角

のピットが、柱穴に相当する可能性も考えられる。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 東壁の北寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、右袖内面から須恵器の坏（第

34図8）、前庭から須恵器の坏（第34図7）と土師器の甕の底部（第34図11）が出土した。

出土遺物 カマド以外からは、須恵器の蓋（第34図9）や土師器の甕（第34図10・12）、磨石（第34

図13）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区25号住居跡（遺構編第39図、遺物編第35図）

25号住居跡は、調査区西側の48-190、49-190、48-191、49-191に位置しており、21・26号住居跡

に近接する。調査時名称はST1330。

平 面 形 南北軸は5.1m、東西軸5mの方形で、主軸方向はN－14°－Wにある。

堆 積 土 覆土下位には黒褐色土が堆積しているが、地山層の直上に褐色土が全面に認められる。

壁　　面 壁高は10～20cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 地山層直上に暗褐色土が帯状に入る褐色土が、全面に薄く堆積していることから、貼床の

可能性が考えられる。

柱　　穴 住居跡内からはピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部には石が用いられたと想定され、カマド周辺からは

須恵器の坏（第35図2・4）や土師器の甕（第35図9・10・12）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。南西角の土坑からは、須恵器の坏（第35

図1・5・6）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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3区26号住居跡（遺構編第40図、遺物編第36図）

26号住居跡は、調査区西側の49-190、50-190、50-191に位置しており、25号住居跡が近接する。

住居跡内を東西方向に走る耕作痕が床面を掘り込んでおり、西壁の一部は壊されている。調査時名称は

ST1400。

平 面 形 南北軸3m、東西軸3.5mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は15cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 底面には褐色土の床が貼られている。

柱　　穴 壁際を含めて土坑・ピットが12基検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、土師器の甕（第36図1～4）

が重なった状態で出土した。

出土遺物 土師器の甕はいずれもカマドから出土し、磨り石（第36図5）は北西角から出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区27号住居跡（遺構編第41図、遺物編第38～40図）

27号住居跡は、調査区西側の43-193、44-193に位置しており、8号竪穴状遺構に近接する。調査時名

称はST1395。

平 面 形 南北軸3.3m、東西軸3.4mの方形で、主軸方向はN－8°－Wにある。南壁が張り出し

不整形となる。

堆 積 土 覆土は黒褐色土の単一層である。

壁 壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 床のほぼ全面に、黒褐色砂質土が貼られている。

柱　　穴 住居跡内に土坑・ピットが10基検出されているが、P1～P3が柱穴であったと想定され

る。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。燃焼部のみで、袖部は検出できなかった。カマドからは

須恵器の坏（第38図4）と土師器の甕（第39図5、第40図2・3）が出土した。

出土遺物 覆土中から礫が多数出土しており、須恵器は坏（第38図5～9）、蓋（第38図10・11）、甕

（第39図1～3）、土師器は甕（第39図4・6・7、第40図1）、砥石（第40図5）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区28号住居跡（遺構編第42図、遺物編第40図）

28号住居跡は、調査区西側の48-194、49-194、48-195、49-195に位置する。調査時名称は

ST1371。

平 面 形 南北軸5.5m、東西軸5.8mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。

堆 積 土 覆土下位には黒褐色シルト質土が堆積しており、その直下は貼床の黄褐色シルト質土が堆

2 竪 穴 住 居 跡

40



積する。

壁 掘り方からの壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 床の全面に黄褐色シルト質土が貼られたと想定され、掘り方の床面は凸凹する。

柱　　穴 住居跡内から多数土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていないが、南北の土層断面では南壁に壁溝の痕跡を見ることができる。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。燃焼部のみで袖部は検出できなかった。燃焼部から土師

器の坏（第40図10）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、覆土下位～床面直上に相当する。須恵器は坏（第40図6・7）、甕（第40図8）、

土師器は坏（第40図9）が覆土から出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区29号住居跡（遺構編第43図、遺物編第40図）

29号住居跡は、調査区北西端の45-198に位置しており、4区やSA地区に近接する。調査時名称は

ST1397。

平 面 形 南北軸3.1m、東西軸3.2mの方形で、主軸方向はN－8°－Wにある。

堆 積 土 覆土下位には黒褐色土が堆積し、床面直上には褐色砂質土が薄く堆積する。

壁 壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。、

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。但し床面直上に薄い褐色砂質土が堆積して

おり、貼床の可能性も否定できない。

柱　　穴 住居跡内にはピットが4基検出されたが、角にあるP1～P3が柱穴であったと想定される。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、煙道の張り出しは認めら

れない。

出土遺物 須恵器は坏（第40図13）と横瓶（第40図14）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区30号住居跡（遺構編第43図、遺物編第41図）

30号住居跡は、調査区西端の52-195、53-195、52-196、53-196に位置し、8号掘立柱建物跡や6

号井戸跡に近接する。調査時名称はST783。

平 面 形 南北軸3.2m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－9°－Wにある。住居跡の北西角

が張り出し、不整形となる。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色シルト・褐色シルト土が堆積する。

壁　　面 壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁の西寄りに、焼土の集中が認めれた。燃焼部と思われるが、袖部や煙道は確認できな

かった。
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出土遺物 須恵器は坏（第41図1）、土師器は坏（第41図3）、有孔石製品（第41図5）が出土した。

時　　期 出土遺物は少ないが、土器から8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3区31号住居跡（遺構編第44図、遺物編第41図）

31号住居跡は、調査区西端の51-194、52-194、51-195に位置し、住居跡の中央には10号掘立柱建

物跡の北西角柱穴が掘り込まれている。調査時名称はST812。

平 面 形 南北軸5.5m、東西軸5.5mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。北壁の一部は攪

乱によって壊されている。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土が浅く、覆土下位には黒褐色シルト土が堆積する。

壁　　面 壁高は5cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴と特定できたのはP1のみである。

壁　　溝 西壁の一部で検出された。幅40cm程度、深さ5cm程度。

カ マ ド 南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、燃焼部から須恵器の甕（第

41図14）と甑（第41図13）が出土した。

出土遺物 覆土は浅く、床面直上～床面に相当する。須恵器は坏（第41図6～8）と蓋（第41図9）、

土師器は坏（第41図10・11）と甕（第41図15・16）、黒色土器（第41図12）が出土した。そのうち第

41図7・10が、カマド付近から出土した。

時　　期 出土した土器から8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

3区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺構

を総括した。3区からは8基の竪穴状遺構が検出されているが、全てが同じ性格を持っているとは限らな

い。

3区1号竪穴状遺構（遺構編第26図、遺物編第27図）

1号竪穴状遺構は、調査区東側の28-181、29-181に位置する。遺構の南壁には土坑が重複する。調査

時名称はST33。

平 面 形 南北軸2.4m、東西軸2.8mの隅丸方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。南壁は土坑

が重複しており判然としない。

堆 積 土 覆土は20～30cm程あり、上位は黒褐色シルト層が堆積する。

壁　　面 壁高は10～20cm程度で、緩く立ち上がる。

床　　面 凹凸しており、中央が低くなる。

ピ ッ ト 検出されていない。

出土遺物 須恵器の甕（第27図1）と陶器の底部破片（第27図2）が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の判別は困難であるが、周囲の遺構の年代から奈良・平安時代と

思われる。
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そ の 他 北東角に焼土粒の広がりが認められた。

3区2号竪穴状遺構（遺構編第27図）

2号竪穴状遺構は、調査区東側の32-181、33-181に位置しており、南北軸32列の崖線の上端に相当

する。遺構の東壁は消失し、南壁は溝跡に切られており、10号住居跡とは重複関係にある。調査時名称

はST57。

平 面 形 南北軸2.9m、東西軸2.6mの方形で、主軸方向はN－26°－Eにある。東壁と南壁の一

部は消失している。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は浅く、痕跡程度であったが、3層に区分した。

壁　　面 西壁の壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 遺構内からはピットが6基検出されているが、性格は判然としない。

出土遺物 須恵器と土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構と須恵器・土師器の小片が出

土したことから、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 東壁に付近の床面に焼土粒の集中が認められた。

3区3号竪穴状遺構（遺構編第28図）

3号竪穴状遺構は、調査区東側の29-180、30-180、29-181、30-181に位置しており、1号竪穴状遺

構に近接する。調査時名称はST34。

平 面 形 南北軸4.2m、東西軸3.1mの方形で、N－25°－Eにある。南壁は土坑・ピットの重複

が著しく、形状は判然としない。

堆 積 土 遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色・暗褐色シルト層が堆積する。

壁　　面 壁高は10～15cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、遺構の床面中央に炭化物の集中が認められた。

ピ ッ ト 遺構内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、本遺構に伴うのかどうかは判然としな

い。

出土遺物 土師器の小片が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構と土師器の小片が出土したこ

とから、奈良・平安時代と思われる。

そ の 他 後世の耕作による攪乱が、随所に認められた。カマドは認められず、中央に炭化物の集中

があることから、住居跡ではなく竪穴状遺構と認定した。

3区4号竪穴状遺構（遺構編第30図、遺物編第29図）

4号竪穴状遺構は、調査区西側の43-189、44-189、44-190に位置しており、16号住居跡に近接する。

遺構内は後世の耕作痕と思われる溝跡が2条南北方向に併走しており、東壁は壊されている。調査時名称

はST800。

平 面 形 南北軸2.2m、東西軸3mの隅丸方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。東壁は溝跡で壊
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されており、その東側には張り出し部が認められる。

堆 積 土 覆土は黒褐色土の単一層からなる。

壁　　面 壁高は20cmで、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 遺構内からは張り出し部を含めてピットが5基検出されているが、性格は判然としない。

出土遺物 遺構の規模の割には、覆土内から多くの遺物が出土した。須恵器は坏（第29図1～6）、土

師器は甕（第29図7～9）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区5号竪穴状遺構（遺構編第31図、遺物編第30図）

5号竪穴状遺構は、調査区西側の49-188、49-189に位置しており、9号掘立柱建物跡の柱列内に含ま

れ、22号住居跡に近接する。南壁は浅い土坑によって切られている。調査時名称はST1337。

平 面 形 南北軸2.6m、東西軸2.4mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面 壁高は35cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。床面から平べったい礫が出土した。

ピ ッ ト 検出されていない。

出土遺物 覆土から須恵器の坏（第30図4・5）等が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

そ の 他 9号掘立柱建物跡の柱列内に収まっていることから、それに伴う施設であった可能性も考

えられる。

3区6号竪穴状遺構（遺構編第40図、遺物編第37図）

6号竪穴状遺構は、調査区東側の23-180に位置しており、西半分はSA地区の範囲となる。調査時名称

はST570。

平 面 形 不整形の形状で、詳細は判然としない。

堆 積 土 覆土は狭い範囲ながら9層に区分された。

壁　　面 壁高は30cm程度で、掘り方で見ると段を持ちながら緩く立ち上がる。

ピ ッ ト 2基検出されたが、性格は判然としない。

出土遺物 須恵器は坏（第37図1～4）と蓋（第37図5・6）、壺（第37図7）、土師器は甕（第37図8）

が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区7号竪穴状遺構（遺構編第40図、遺物編第37・38図）

7号竪穴状遺構は、調査区西側の25-177、26-177に位置しており、3号掘立柱建物跡の南北柱列東側

に接しており、柱穴のP2が掘り込まれている。調査時名称はST569。

平 面 形 南北軸3.9m、東西軸1.9mの不整形を呈する。

堆 積 土 黒褐色土が堆積する。
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壁　　面 壁高は10cm程度と浅く、緩く立ち上がる。

ピ ッ ト 検出されていない。

出土遺物 須恵器は坏（第37図9・10）と甕（第37図11）、土師器は甕（第37図12・13、第38図1・

2）、砥石（第38図3）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区8号竪穴状遺構（遺構編第41図）

8号竪穴状遺構は、調査区西側の44-194、45-194に位置しており、27号住居跡に近接する。調査時名

称はST1396。

平 面 形 南北軸3.7m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土 遺構確認面で、床面が露頭しており、覆土は掘り方のみに認められた。

壁　　面 床面が露頭しており認められないが、掘り方からは外傾して立ち上がる。

ピ ッ ト 遺構内では12基検出されたが、性格は判然としない。

出土遺物 出土していない。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

4 掘立柱建物跡

3区では掘立柱建物跡が10棟検出されたが、いずれも奈良・平安時代の所産と考えられる。分布は竪

穴住居跡と同様に、調査区中央の南北軸32列の崖線より上位面の調査区東側と、調査区西南よりの低位

面の微高地に纏まっている。竪穴住居跡と重複関係にあるものが多く、殆どは竪穴住居跡を切っている。

3区1号掘立柱建物跡（遺構編第45図）

1号掘立柱建物跡は、調査区東側の23-176、23-177、24-177に位置しており、東西柱列北側のライ

ンは1号住居跡の煙道部と接している。調査時名称はSB572。

構　　造 東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－10°－Wにある。

規　　模 東西南北全て3.6mの方形を呈し、面積は約13m2を測る。柱心心間の距離は、東西の北

側が西から1.8m－1.8m、同じく南側が1.6m－1.8m、南北の西側が北から2m－1.6m、同じく東側

が1.8m－1.8mとなる。

柱　　穴 径40～60cmの円形を主とし、深さは25～50cmを測る。土層断面ではP1～P3、P5

～P7に柱痕跡が見られ、全ての柱穴の底面に径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められた。

出土遺物 P4から頁岩剥片2点が出土した。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

3区2号掘立柱建物跡（遺構編第45図）

2号掘立柱建物跡は、調査区東側の21-179、22-179に位置しており、遺構の北西角はSA地区との境

界に当たり、未調査となった。SA地区から伸びる溝跡に切られている。調査時名称はSB719。

構　　造 調査の現状では、東西2間、南北2間の側柱建物と推測される。主軸方向はN－10°－
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Wにある。

規　　模 東西南北全て3.3mの方形を呈し、面積は約11m2と推測される。柱心心間の距離は、東

西の南側が西から1.8m－1.5m、南北の東側が北から1.5m－1.8mとなる。

柱　　穴 一辺約90cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。

P2・P3の底面には径20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物 遺物は出土していない。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

P1・P5・P6は溝跡に切られており、溝跡よりも古い遺構である。

3区3号掘立柱建物跡（遺構編第46図）

3号掘立柱建物跡は、調査区東側の25-177、26-77、25-178、26-178に位置し、東西柱列北側のP5

が5号住居跡の北壁を、南北柱列東側のP2・P3が7号竪穴状遺構を掘り込んでいる。調査時名称は

SB508。

構　　造 梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－2°－Wにある。

規　　模 梁が5m、桁が5.2mを測り、面積は約26m2となる。柱心心間の距離は梁は2.5mの等

間隔で、桁の西側は北から1.8m－1.6m－1.7m、同じく東側は1.7m－1.8m－1.7mとなる。

柱　　穴 一辺約70cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。P1

～P3・P5～P9の底面には、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物 P1・P3・P4・P9・P10から、土師器・須恵器の小片が出土した。

時　　期 遺物が少なく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

P5は5号住居跡を切っており、P2・P3も7号竪穴状遺構を切っていることから、これ等の遺構よりも

新しいことが指摘される。

3区4号掘立柱建物跡（遺構編第46図）

4号掘立柱建物跡は、調査区東側の27-179、28-179、27-180、28-180に位置し、南西角の柱痕（P5）

が9号住居跡を掘り込んでいる。調査時名称はSK748・749・750・751で、整理作業の段階で掘立

柱建物跡と認定した。

構　　造 梁行1間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－15°－Wにある。

規　　模 梁が3m、桁が5.5m～5.9mを測り、面積は約17m2となる。桁の柱心心間の距離は西

側が北から2m－1.7m－2.2m、同じく東側は1.8m－2m－1.7mとなる。桁にずれが生じており、台

形を呈する。

柱　　穴 径60～80cmの円形を主とし、遺構検出面からの深さは30～50cmを測る。P1・

P6・P7の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物 出土していない。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

3区5号掘立柱建物跡（遺構編第47図）

5号掘立柱建物跡は、調査区東側の29-178、28-179、29-179、30-179、29-180に位置し、北西角

4 掘立柱建物跡
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と北東角の柱穴が9号住居跡を掘り込んでいる。調査時名称はSB40。

構　　造 梁行1間、桁行2間の南北棟で、主軸方向はN－17°－Wにあり、主軸方向は9号住居

跡と並んでいる。

規　　模 梁が5m、桁が6mを測り、面積は約30m2となる。桁の柱心心間の距離は3mの等間隔

である。

柱　　穴 一辺約60cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは40cmを測る。P1・

P2・P6の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物 出土していない。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

P1・P6は9号住居跡の角に掘り込まれているが、住居跡の幅にほぼ合致し、また主軸方向もそろってい

ることから、5号掘立柱建物跡は9号住居跡の付属施設であったことも考えられる。

3区6号掘立柱建物跡（遺構編第47図）

6号掘立柱建物跡は、調査区西側の43-185、44-185、43-186、44-186に位置し、遺構の中央をSA

地区から伸びた大きな溝跡が、南北方向に走っている。調査時名称はSB405。

構　　造 梁行1間、桁行2間の南北棟で、主軸方向はN－15°－Eにある。

規　　模 梁が3.5m、桁が3.6mを測り、面積は約13m2となる。桁の柱心心間の距離は西側が北

から1.8m－1.8m、同じく東側は1.7m－1.7mとなる。

柱　　穴 一辺約40cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～50cmを測る。土層

断面では全ての柱穴に柱痕跡が認められる。

出土遺物 出土していない。

時　　期 遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

3区7号掘立柱建物跡（遺構編第48図）

7号掘立柱建物跡は、調査区西側の43-187、44-187、43-188に位置し、6号掘立柱建物跡に近接する。

東西柱列南側のラインには、比較的新しい溝跡が掘り込まれている。調査時名称はSB1504。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－12°－Eにある。梁の南側は溝跡が掘

り込まれているため、柱穴は検出できなかった。

規　　模　　梁が4.3m、桁が4.3mを測り、面積は約18m2となる。柱心心間の距離は梁の北側は西

から2m－2.3m、桁の西側は北から1.4m－1.6m－1.3m、同じく東側は1.3m－1.3m－1.4mとなる。

柱　　穴　　一辺約60～80cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは60～80cmを測る。

土層断面ではP4に柱痕跡が認められ、P3・P4の底面には径30cm程度の円形の柱痕跡が認められた。

出土遺物　　出土していない。

時　　期　　遺物がなく時期の特定はできないが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と思われる。

3区8号掘立柱建物跡（遺構編第48図、遺物編第42図）

8号掘立柱建物跡は、調査区西端の53-194、54-194、53-195、54-195、55-195に位置しており、

周囲は黒色土層にピットが多数掘り込まれた区域である。調査時名称SB700。

Ⅲ　3区の調査成果
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構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－6°－Wにある。

規　　模　　梁が4.6m、桁が5.6mを測り、面積は約26m2となる。柱心心間の距離は梁の北側は西

から2.3m－2.3m、同じく南側は2.2m－2.3m、桁の西側は北から1.9m－1.9m－1.8m、同じく東側

は1.8m－1.9m－1.9mとなる。

柱　　穴　　径60～80cmの円形乃至は隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cm

を測る。土層断面では殆どの柱穴に柱痕跡が認められ、底面にも円形の柱痕が見られる。P1・P2・

P8・P10にはピットが付随しており、建て替えが行われた可能性も考えられる。

出土遺物　　全ての柱穴から、土師器・須恵器の小片が出土したが、須恵器の坏の底部がP3（第42図

2）とP4（第42図1）で出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定はできないが、周囲の遺構や遺物の時期から奈良・平安時代と思

われる。

3区9号掘立柱建物跡（遺構編第49図、遺物編第42図）

9号掘立柱建物跡は、調査区西側の48-188、49-188、48-189、49-189、50-189に位置しており、

22号住居跡と重複関係にあり、遺構内には5号竪穴状遺構が含まれる。調査時名称はSB1381。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－2°－Wにある。

規　　模　　梁4.6m、桁5.1mを測り、面積は約23m2となる。柱心心間の距離は梁の北側は西から

2.3m－2.3m、同じく南側は2.2m－2.4m、桁の西側は北から1.7m－1.8m－1.5m、同じく東側は

1.9m－1.7m－1.5mとなる。

柱　　穴　　一辺約60～80cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは80cmを測る。土層

断面では全てに柱痕跡が認められ、底面にはも径20～30cm程度の円形の柱痕跡が認められた。南北柱

列西側は建て替えが行われている。

出土遺物　　全ての柱穴から、土師器・須恵器の小片が出土したが、P4で須恵器の坏（第42図3）、P2

で底部（第42図4）が出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定はできないが、周囲の遺構や遺物の時期から奈良・平安時代と思

われる。

3区10号掘立柱建物跡（遺構編第50図、遺物編第42図）

10号掘立柱建物跡は、調査区西側の52-192、51-193、52-193、51-194、52-194に位置しており、

31号住居跡とは重複関係にある。周囲は黒色土層にピットが多数掘り込まれた区域である。調査時名称

はSB813。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－8°－Wにある。梁の北側の柱穴は確認

できなかった。

規　　模　　梁5.6m、桁7.4mを測り、面積は約41m2となる。柱心心間の距離は梁の南は西から

2.8m－2.8m、桁の西側は北から2.5m－2.5m－2.4m、同じく東側は2.5m－2.4m－2.5mとなる。

柱　　穴　　一辺約70～90cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは50～80cmを測る。

土層断面では全てに柱痕跡が認められ、底面にはも径20cm程度の円形の柱痕跡が認められた。

出土遺物　　全ての柱穴から、土師器・須恵器の小片が出土した。須恵器の坏がP1（第42図7・8）、

4 掘立柱建物跡
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P4（第42図5）、P5（第42図10）、P7（第42図9）P8（第42図6）、管状土錘 がP6（第42図11）とP8

（第42図12）で出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

5 井　戸　跡

3区からは7基の井戸跡が検出されている。殆どが奈良・平安時代の所産と思われ、調査区東側と西側

の住居跡の集中域で検出されているが、南北軸32列の崖線の直下にある窪地でも検出されている。土坑

として捉えた遺構の中にも、井戸跡が含まれている可能性が考えられる。

3区1号井戸跡（遺構編第51図）

1号井戸跡は、調査区西側の33-176、34-176、33-177、34-177に位置し、南北軸32列の崖線の直下

の低い面に当たる。石組井戸で、調査時名称はSE27。

平 面 形　　掘り方は長軸2.6m、短軸2.2mの楕円形で、底面は径1.5m程度となる。井戸枠は上面

の石組の配置から径1.6～1.8mの円形であったと想定される。

堆 積 土　　深さは遺構検出面から1.3mを測る。井戸内の堆積土は単一層で、黒褐色シルト質土が堆

積し、礫が多く含まれる。

壁　　面　　石組井戸で、石組は垂直に近い角度で組まれていた。掘り方の壁は外傾して立ち上がる。

底　　部　　緩い丸底で、石が敷かれている。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、須恵器・土師器の小片が出土したことか

ら、石組井戸であるが奈良・平安時代と可能性が考えられる。

3区2号井戸跡（遺構編第51図、遺物編第42～45図）

2号井戸跡は、調査区西側の27-176、28-176、27-177、28-177に位置し、3号井戸跡に近接する。

素掘井戸で、調査時名称はSE22。

平 面 形　　掘り方上面は南北軸2.1～2.6m、東西軸3.2mの方形で、遺構検出面から70cmのとこ

ろで段が作出され、径1.7mの円筒状に掘り込まれ、底面は径70cm程度となる。井戸枠は径1.7mの円

形であったと想定される。

堆 積 土　　深さは遺構検出面から2.2mを測る。覆土は19層に区分されるが、9・11～13層には

酸化鉄が多く含まれる。酸化鉄を含む9層が縞状に堆積することから、一時期滞水面になっていたことが

想定される。7層は礫が多く含まれており、人為的堆積と考えられる。

壁　　面　　素掘井戸で、壁面はやや外傾して立ち上がる。

底　　部　　平底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　井戸跡内の覆土上位～中位にかけて、墨書土器（第42図13～15、第44図1）をはじめ多

量の遺物が出土した。須恵器は坏（第42図13～15、第43図1～19）、蓋（第44図1）、甕（第44図2～5）、

土師器は甕（第45図1～5）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

Ⅲ　3区の調査成果
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3区3号井戸跡（遺構編第52図、遺物編第45～48図）

3号井戸跡は、調査区西側の28-177に位置し、2号井戸跡に近接する。木組井戸で、調査時名称は

SE21。

平 面 形　　掘り方上面は一辺2.5mの隅丸方形で、遺構検出面から1.6mのところで、段が作出され、

更に井戸枠を構築するため、一辺1.1～1.2mの方形に掘り込まれている。

堆 積 土　　深さは遺構検出面から2.1mを測る。覆土は8層に区分されるが、1層下部で遺物が多く

出土していることから、2層以下は短期間で埋め戻されたものと推測される。

壁　　面　　壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

底　　部　　平底で、底面より一辺60cmの板材が、1段のみ検出された。

出土遺物　　多くは1層下位から出土した。墨書土器（第45図6）や刻書土器（第45図7）も含まれ

ている。底部の井戸枠上面からは、大きな礫の直上から木槌が2点（第47図5、第48図1）出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区4号井戸跡（遺構編第53図、遺物編第48図）

4号井戸跡は、調査区中央の40-180、41-180に位置し、居住施設の集中域からやや離れている。調査

時名称はSE286。

平 面 形　　掘り方上面は長軸3.8m、短軸3.2mの楕円形で、遺構検出面から80cmと1.25m～

1.5mのところで段が作出され、更に径80cmの円形に掘り込まれている。

堆 積 土　　深さは遺構検出面から1.75mを測る。覆土は24層に区分され、2層下位で礫が多く出土

した。酸化鉄を多く含む16層が縞状に堆積していることから、一時期滞水面となっていたことが想定さ

れる。

壁　　面　　2段の段が作出され、壁は外傾して立ち上がる。

底　　部　　平底であるが起伏が見られる。水溜として曲物が埋設されていた。

出土遺物　　2層下位から礫と共に、須恵器の甕の破片（第48図2）が出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定はできないが、奈良・平安時代と思われる。

3区5号井戸跡（遺構編第53図）

5号井戸跡は、調査区中央の38-187に位置し、SA調査区に近接する。居住施設の集中域からやや離

れている。素掘井戸で、調査時名称はSE788。

平 面 形　　掘り方正面は不整形を呈するが、径1.8mの円形と想定され、遺構検出面から90cmに段

が作出され、更に径90cmの円形に掘り込まれる。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1.6mを測る。覆土は18層に区分され、11層以下は水平に堆積し

ていることから、滞水面であったことが想定される。

壁　　面　　途中段が作出されており、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　平底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定はできないが、奈良・平安時代と思われる。

5 井　戸　跡
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3区6号井戸跡（遺構編第54図、遺物編第49図）

6号井戸跡は、調査区西端の51-195、52-195に位置し、30号・31号住居跡に近接する。木組井戸で、

調査時名称はSE807。

平 面 形　　掘り方上面は、長軸2.7m、短軸2.3mの楕円形で、底面は長軸2.5m、短軸2mの楕円形

となる。井戸枠は一辺1.2mの方形の木枠で構築されている。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1.8mを測る。覆土は25層に区分され、井戸枠内は水平体積となる。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　横板井桁で、北枠3段、東・西・南枠2段に組まれていた。北東隅のみ礫を敷いた状態で

検出され、掘り方の底面は平底となる。土層断面では掘り残しがあったため傾斜している。

出土遺物　　須恵器は坏（第49図1・2・4）と蓋（第49図5・6）、土師器（第49図3）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区7号井戸跡（遺構編第54図、遺物編第49図）

7号井戸跡は、調査区西側の52-191に位置し、6号溝跡を掘り込んでいる。素掘井戸で、調査時名称は

SE92。

平 面 形　　掘り方上面は径1.7mの円形で、底面もほぼ同じとなる。

堆 積 土 深さは遺構検出面から1.7mを測る。覆土は13層からなり、9・12層は粘土層、11・

13・14は細砂層で、1・2層には炭化粒、9層には酸化鉄が含まれる。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。南壁がやや内側に入り込む。

底　　部　　平底であるが、多少起伏がある。

出土遺物　　覆土から銭貨3点が出土した。第49図7は開元通寶、8は祥符元寶、9は皇宋通寶である。

時　　期　　出土した銭貨から、中世の井戸跡と考えられる。

6 土　　　坑

3区からは多数の土坑・ピットが検出されている。多くは奈良・平安時代の遺構であるが、紙数の関係

から図示に堪える遺物を出土した土坑についてのみ報告する。

3区1号土坑（遺構編55図、遺物編第49図）

1号土坑は、調査区西側の31-176に位置し、南北軸32列崖線の上端に当たる。調査時名称はSK29。

一辺90cmの隅丸方形で、遺構検出面からの深さは50cmで、覆土は凹レンズ状に堆積する。底面は平

底を呈する。

出土遺物 覆土上位から須恵器の坏（第49図10・11）と甕（第49図12・13）、叩石（第49図14）が

出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区2号土坑（遺構編55図、遺物編第50図）

2号土坑は、調査区西側の33-179、33-180に位置し、南北軸32列崖線の途中に当たり、東壁に土坑

Ⅲ　3区の調査成果
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が重複している。調査時名称はSE68で、調査時は井戸跡としたが、整理作業の段階で土坑に変更した。

径3mの円形で、遺構検出面からの深さは90cmを測る。覆土は凹レンズ状に堆積し、中位～下位で遺物

が出土した。底面は緩い丸底となる。

出土遺物　　覆土の中位～下位にかけて遺物が出土した。須恵器は坏（第50図1・2）、土師器は皿（第

50図3）と甕（第50図4～6）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられ

る。

3区3号土坑（遺構編55図、遺物編第50～52図）

3号土坑は、調査区西側の31-184に位置し、SA地区に近接する。調査時名称はSK47。長軸2.8m、

短軸2.4mの楕円形で、底面は径1.8mの円形となる。図面では中央部が径50cmで掘り込まれているが、

掘り過ぎた部分である。遺構検出面から底面までの深さは70cmを測る。覆土は4層に区分され、底部に

はにぶい黄褐色粘質土が薄く堆積する。底面は平底となる。

出土遺物　　遺物は覆土上位～中位にかけて出土した。須恵器は坏（第50図7～15）、壺（第51図1）、

甕（第51図2～9）、土師器の甕（第52図1・2）、磨石類（第52図3・4）が出土した。出土した土器から、

8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3区4号土坑（遺構編55図、遺物編第52図）

4号土坑は、調査区西側の46-183に位置しており、14号住居跡と重複関係にある。調査時名称は

SK546。長軸1.1m、短軸90cmの楕円形で、西壁に段が作出される。遺構検出面からの深さは30cmで、

覆土中から須恵器の坏（第52図5）が出土した。

3区5号土坑（遺構編55図、遺物編第52図）

5号土坑は、調査区調査区西側の47-185に位置し、SA地区から続く1号溝跡と2号溝跡に挟まれた場

所で、14号住居跡に近接する。調査時名称SK408。長軸1.6m、短軸1mの楕円形で、底面は平底で、

底面でピット1基が検出された。遺構検出面からの深さは20cmで、須恵器の坏2点（第52図6・7）が

出土した。

3区6号土坑（遺構編56図、遺物編第52図）

6号土坑は、調査区西側の46-186、46-187に位置し、溝状遺構と重複関係にある。調査時名称は

SK910。長軸80cm、短軸65cmの楕円形で、底面は傾斜している。遺構検出面からの深さは55cmで、

覆土から須恵器の蓋（第52図8）が出土した。

3区7号土坑（遺構編56図、遺物編第52図）

7号土坑は、調査区西側の49-185に位置し、11区に近接する。調査時名称はSK55。径1.9mの円形

で、南壁は土坑により切られている。平面は緩い丸底で、浅いピットが検出された。遺構検出面からの深

さは30cmで、覆土上位～中位にかけて須恵器の坏（第52図9・10）と土師器の鉢（第52図11）が出土

した。

6 土　　　坑
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3区8号土坑（遺構編56図、遺物編第53図）

8号土坑は、調査区西側の49-186に位置する。調査時名称はSK1647。長軸1.25m、短軸1.1mの楕

円形で、底面は平底となる。遺構検出面からの深さは20cmで、覆土下位に焼土の集中が認められ、須

恵器の両耳坏（第53図1）が出土した。

3区9号土坑（遺構編56図、遺物編第53図）

9号土坑は、調査区西側の48-185に位置し、2号溝跡と重複関係にある。調査時名称はSK1359。径

60cmの円形で、底面は北西壁に斜めに入り込み、底面は平底となる。遺構検出面からの深さは35cmで、

覆土下位に礫が集中しており、須恵器の坏（第53図2）が出土した。

3区10号土坑（遺構編56図、遺物編第53図）

10号土坑は、調査区西側の52-195に位置する。調査時名称はSK811。径85cmの円形で、底面は丸

底となる。遺構の検出面からの深さは25cmで、覆土から縄文土器が2点（第53図3・4）が出土した。

3区11号土坑（遺構編56図、遺物編第53図）

11号土坑は、調査区南端の56-190に位置し、直ぐ南側は崖線となり2区の低位面に連なっている。調

査時名称はSK758。径2.4mの円形で、底面は一辺1.3～1.5mの隅丸方形を呈し、底面は丸底となる。

遺構検出面からの深さは95mで、覆土は凹レンズ状に体積する。遺物は覆土上位～中位にかけて出土し、

須恵器は坏（第53図5～8）、蓋（第53図9）、横瓶（第53図10）が出土した。

7 溝　　　跡

3区からは、溝跡が多数検出された。中でも調査区の低い面にはSA地区から伸びる大型の溝が掘り込

まれているが、排水溝として機能していたと推測される。重複関係で見ると、調査区東側の溝跡は竪穴住

居跡や掘立柱建物跡を切っているものが殆どであり、集落と溝跡の関係は判然としない。

3区6号溝跡（遺構編58図、遺物編第54・55図）

6号溝跡は、調査区西側の黒色土層に掘り込まれた南北方向に走る浅い溝跡で、中世の井戸跡である7

号井戸跡が溝の中央を切って構築されている。幅1m弱、深さ20cm足らずの小規模な溝跡であるが、井

戸跡周辺の覆土からは多量の須恵器・土師器が出土しており（第54・55図）、奈良・平安時代に構築され

た溝跡と推測される。

Ⅲ　3区の調査成果

53



Ⅳ　4区の調査成果

1 4 区 の 概 要（第8図）

4区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1998年の第3次で実施した。4区は

駐車場造成に係わる部分と一部道路建設に係わる部分の調査区で、実際調査した面積は9,700m2であっ

た。SA地区の南端に接しており、調査区北縁は調査区内への搬入路を確保する必要から、幅2mの未調

査区域を残している。

4区は1997年の第2次調査の中で、3区と共に表土を除去し、遺構の検出を実施した。しかし検出さ

れた遺構数が予想を遙かに超え、年度内に調査を完了することが困難となったため、関係者間で協議を重

ねた結果、遺構調査については1998年に実施することになった。4区は1997年4月25日に表土除去を

開始し、6月19日までに遺構の検出を終了した。遺構調査は1998年4月21日～11月11日までの期間

で実施した。遺構調査は東側の遺構から着手して、順次西側の方向に進めて行ったが、工事工程に合わせ

て随時調査区を引き渡しながら進めた。4区は1997年に表土を除去し座標を設定したため、3区と同様

に高速道路調査区の座標を踏襲しており、南北軸はN－22°30′－Eを測る。4区のグリッドは南北軸が

44～64、東西軸が196～226の範囲にある。

4区の現況は果樹畑であり、標高101.5～102mの段丘中位面に相当する。調査区内はほぼ平坦な地形

であるが、SA地区に近い北側が若干低く、崖線に近い段丘南側が高くなっている。住居跡はこの高燥地

に多く構築されている。

4区の調査区域の北縁のラインは、1997年に調査された高瀬山遺跡SA地区に接しており、南縁は

1999年に調査した10区、1997・98年に調査した2区に接している。東縁は南北方向の農道を介して

3区と、西縁は南北方向の水路を介して5区と区分される。

4区で検出された遺構は、竪穴住居跡66棟、竪穴状遺構9基、掘立柱建物跡15棟、井戸跡4基、図示

した土坑は47基、溝跡6条で、竪穴住居跡はHO地区の調査区の中で最も多く検出されている。調査区

にあるL字状の溝跡は、1996年の第1次調査のトレンチの跡である。調査区は東西軸210列を基準にそ

の東を「調査区東側」、西を「調査区西側」と呼称した。

2 竪 穴 住 居 跡

4区からは、66棟の竪穴住居跡が検出されたが、その内訳は縄文時代中期の住居跡1棟、古墳時代の

住居跡10棟、奈良・平安時代の住居跡55棟であった。殆どが他の遺構と重複関係を有しており、単独

に存する住居跡は少ない。竪穴住居跡は調査区でも南寄りに集中する傾向が見られ、やや低くなるSA地

区寄りには少ないようである。古墳時代では15号住居跡と40号住居跡で良好な土師器資料が出土して

おり、奈良・平安時代では6号住居跡の覆土から多量の須恵器・土師器が出土した。また26号住居跡は、

製鉄に係わる住居跡として特記される。
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第8図　4区遺跡全体図
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4区1号住居跡（遺構編第63図、遺物編第56図）

1号住居跡は、調査区西側の57-218、57-219に位置しており、59号住居跡と重複関係にある。調査

時名称ST2804。

平 面 形　　径4.7mの円形で、北壁の一部を59号住居跡が切っている。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は薄く、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmと浅く、外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面は認められない。

柱　　穴　　P1～P3のピット3基が柱穴に相当すると考えられる。いずれも掘り方は浅い。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡の南側に接して複式炉が構築されている。前庭部・石組部・埋設土器で構成されて

おり、縄文地文（LR）の深鉢（第56図1）が埋設されていた。

出土遺物　　覆土が浅く、遺物は床面出土となる。炉跡からは、第56図1と共に3が出土した。

時　　期　　縄文時代中期末葉大木10式の住居跡である。

4区2号住居跡（遺構編第64図、遺物編第57図）

2号住居跡は、調査区北東角の44-201、45-201、44-202、45-202に位置し、SA地区に近接する。

直ぐ南には3号・4号住居跡が存している。調査時名称はST2001。

平 面 形　　南北軸4.5m、東西軸4.6mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は5cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が張られており、掘り方には起伏がある。住居内の中央部～やや南西寄りに、

焼土の集中が認められた。

柱　　穴　　住居跡内からは土坑・ピットが9基検出されたが、柱穴の可能性があるのはP1・P2の2

基である。

壁　　溝　　検出されていない・

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。カマドが東壁にあ

る点で、特異な住居跡となっている。

出土遺物　　覆土が浅く、床面直上に相当するが、第57図3は土坑の覆土、第57図5は土坑の床面か

ら出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区3号住居跡（遺構編第64図、遺物編第57図）

3号住居跡は、調査区北東角の45-201、46-201に位置し、SA地区に近接する。直ぐ北側には2号住

居跡、西側には4号住居跡が存している。調査時名称はST2006。

平 面 形　　南北軸3.4m、東北軸3.4mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

2 竪 穴 住 居 跡
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床　　面　　ほぼ全面に床が張られており、掘り方には若干起伏がある。

柱　　穴　　住居跡内からピット5基が検出されたが、このうち四隅のP1～P4の4基が柱穴と判断

される。

壁　　溝　　検出されなかった

カ マ ド　　検出されなかった。

出土遺物　　攪乱の部分から、第57図15が出土した。

時　　期 出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構から奈良・平安時代と思われ

る。

4区4号住居跡（遺構編第65図、遺物編第57・58図）

4号住居跡は、調査区北東角の45-202、46-202、47-202、45-203、46-203、47-203に位置し、

SA地区に近接する。直ぐ東側には3号住居跡、南側には5号住居跡、西側には5号掘立柱建物跡が存し

ている。調査時名称はST2008。

平 面 形　　南北軸5.9m、東西軸5.1mの方形で、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は20～25cmで、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が張られており、掘り方には若干の起伏がある。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピット10基が検出されたが、このうちP1～P3の3基が柱穴と判断

される。

壁　　溝　　カマドを除く四方で検出された。幅10cm、深さ5～10cm程度。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部は1.9m

と長く、トンネル状に残存していた。燃焼部には支脚に用いたと思われる石も検出され、須恵器の坏（第

57図16）と土師器の甕（第58図8）が出土した。

出土遺物　　須恵器は坏（第57図16～19、第58図1～3）と甕（第58図4～6）、土師器は甕（第

58図7～9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区5号住居跡（遺構編第66図、遺物編第58図）

5号住居跡は、調査区北東角の47-202、48-202、47-203、48-203に位置し、北側に4号住居跡、南

側に3号掘立柱建物跡、西側に5号掘立柱建物跡が近接する。住居跡の南西角～東壁にかけて6号溝跡が

切っており、掘り方は床面に及んでいる。調査時名称はST2081。

平 面 形　　南北軸3.2m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色砂質土・黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に暗褐色砂質土が床に貼られている。掘り方は平坦である。

柱　　穴　　ピットは床面からは検出されず、壁際に数基存在するが、柱穴は特定できない。これ等は

支柱穴の可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

Ⅳ　4区の調査成果
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カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、状況は余り良く

ない。煙道部は1.2mと長い。

出土遺物　　出土した遺物は少ないが、須恵器の坏（第58図10）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区6号住居跡（遺構編第67～71図、遺物編第59～72図）

6号住居跡は、調査区東端の50-199、50-200、51-200に位置し、南側に7～9号住居跡、西側に13

号住居跡、北西側に3号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST2064。住居跡中央の覆土中から、夥

しい量の遺物が出土した住居跡として特記される。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は5層に区分されたが、覆土中の遺物量が多く、詳細な分層は困難であった。覆土は

凹レンズ状に堆積しており、遺物は黒色土とした1～2層にかけて多く出土した。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、一部に貼床が確認できた。

柱　　穴　　床面から土坑・ピット10基が検出されたが、柱穴は特定できなかった。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東隅に構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部の長さは90cm

を測る。右袖には袖石、燃焼部には支脚に用いられたと思われる石が認められた。左袖から土師器の甕

（第72図4）、燃焼部から須恵器の坏（第60図27）が出土した。

出土遺物　　住居跡中央の覆土から、夥しい数の須恵器・土師器が出土した。上面からドットを取りな

がら掘り下げたが、結局4面にわたって出土状況図（遺構編第67～71図）を作成した。須恵器は坏・両耳

坏・蓋・甕・壺、土師器は坏・甕・鉢・器台形土器、その他に黒色土器や石皿や磨り石が出土した。

時　　期　　出土した土器から、9世紀第2四半期頃と考えられる。

4区7号住居跡（遺構編第72図、遺物編第73図）

7号住居跡は、調査区東端の51-198、52-198、51-199、52-199に位置しており、8号住居跡と1号

溝跡と重複関係にある。土層断面で見た遺構の新旧関係は、9号住居跡→8号住居跡→7号住居跡→1号

溝跡の順で新しくなっており、重複する3棟の住居跡の中で、7号住居跡が最も新しくなる。調査時名称

はST2059。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸3mの方形で、主軸方向はN－26°－Eにある。東西幅は東壁が1

号溝跡に切られたため判然としない。

堆 積 土　　覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面の西半分に貼床が認められる。東半分の床面は平坦であるが、西半分は起伏を持つ。

柱　　穴　　床面と壁際を合わせて土坑・ピット5基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されなかった。

炉　　跡　　炉やカマドは検出されなかった。

出土遺物　　床面西側から、土師器の壺（第73図7）と坏（第73図5）が出土しており、南側の覆土か
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らは須恵器の甕（第73図2・4）が出土した。

時　　期　　床面出土の土器から、古墳時代の住居跡であった可能性が考えられるが、須恵器も出土し

ており、時期の特定は困難である。

4区8号住居跡（遺構編第72図、遺物編第74図）

8号住居跡は、調査区東端の51-199、52-199、51-200、52-200に位置しており、7号・9号住居跡

と重複関係にある。重複する3棟の住居跡の中では中間の古さにあると考えられる。調査時名称は

ST2060。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸5.7mの方形で主軸方向はN－26°－Eにある。

堆 積 土　　覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～20cm程度で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、部分的に貼床が認められる。

柱　　穴　 P1～P4の4基のピットが柱穴であったと考えられる。P2は7号住居跡の床面に含まれる。

壁　　溝　　四方の壁で壁高が検出された。幅10cm程度、深さ5～10cm程度。

炉　　跡　　北壁の東寄りで、炉跡が検出された。長軸90cm、短軸70cmの範囲で焼土が集中してお

り、土師器の壺（第74図3）を取り囲むように褐色砂質土が西側から北側にかけてマウンド状に認められ、

壺の周囲は燃焼のため赤化し、掘り方は浅い窪みとなっていた。炉跡の西側からは土師器の甕（第74図4）

が逆位の状態で出土した。

出土遺物　　炉跡を中心とした住居跡の北半から、古墳時代の土師器が出土した。

時　　期　　出土した土器から、古墳時代の住居跡であったと考えられる。

4区9号住居跡（遺構編第72図、遺物編第74図）

9号住居跡は、調査区東端の52-200に位置しており、8号住居跡と重複関係にある。土層断面で見た

遺構の新旧関係は、9号住居跡→8号住居跡→7号住居跡→1号溝跡の順で新しくなっており、重複する

3棟の住居跡の中で、9号住居跡が最も古くなる。調査時名称はST2061。

平 面 形　　南北軸は2.8mで方形と推測され、東西軸は8号住居跡に切られたため判然としない。

堆 積 土　　攪乱が広く及んでおり、暗褐色土を僅かに確認したに過ぎない。

壁　　面　　壁高は5cm程度と浅く、外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面にも攪乱が及んでいる。床面は平坦であるが、硬化面や貼床は検出できなかった。

柱　　穴　　南壁際にピット2基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　西壁に幅10cm、深さ5cm程度の壁溝を検出した。

炉　　跡　　炉やカマドは検出されなかった。床面の中央西寄りに、焼土の集中が認められた。

出土遺物　　土師器・須恵器の小片が僅かに出土したのみである。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、遺構の切り合い関係から古墳時代の住居

跡であったと想定される。

4区10号住居跡（遺構編第73図、遺物編第74図）

10号住居跡は、調査東端の53-198、53-199に位置しており、11号住居跡と重複関係にある。住居跡
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の四方は、7～9号住居跡、14号住居跡、2号掘立柱建物跡、12号住居跡、1号竪穴状遺構に取り囲ま

れている。新旧関係は、10号住居跡が11号住居跡を切っている。調査時名称はST2062。

平 面 形　　南北軸3.7m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－5°－Wにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は5～10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面が方形に掘り込まれ、にぶい黄褐色砂質土の床が張られている。掘り方はほぼ平坦で

ある。

柱　　穴　　住居跡内からピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部で、煙道部は検出されなかった。カマド周

辺からは須恵器の坏（第74図9・11）と土師器の甕（第74図15・16）が出土した。

出土遺物　　覆土が浅く、床面直上に相当する。カマド以外では、須恵器は坏（第74図6～8・10）と

蓋（第74図12・13）が出土したが、第74図13は床面から出土した。古墳時代の土師器（第74図14）も

出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

11号住居跡よりも新しいと見なされる。

4区11号住居跡（遺構編第73図、遺物編第75図）

11号住居跡は、調査区東端の53-199、53-200に位置しており、10号住居跡とは重複関係にある。住

居跡の四方は、7～9号住居跡、14号住居跡、2号掘立柱建物跡、12号住居跡、1号竪穴状遺構に取り

囲まれている。新旧関係は、11号住居跡が10号住居跡に切られている。調査時名称はST2063。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸3.1mの方形で、主軸方向はN－8°－Wにある。東壁は10号住居

跡によって壊されている。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は5～10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に床が張られていた。住居跡の中央付近の掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピット5基が検出されたが、そのうちP1～P3が柱穴であった可能

性が考えられる。但し深さが10～25cm程度と比較的浅い。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。袖部は壁面から

20cm程度張り出しており、煙道部は1.7mと長いが、途中攪乱で切られていた。煙道部から土師器の甕

の底部（第75図5）、カマド付近から須恵器の蓋（第75図2）と土師器の甕（第75図5）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から須恵器の坏（第75図1）と土師器の甕（第75図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

10号住居跡よりも古いと見なされる。

4区12号住居跡（遺構編第74図、遺物編第75・76図）

12号住居跡は、調査区東端の54-197、54-198に位置しており、住居跡の北東角～南壁にかけて1号
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溝跡が掘り込んでいる。南側には2・3号竪穴状遺構、北西には10号住居跡が近接する。調査時名称は

ST1141。

平 面 形　　南北軸4.5m、東西軸5.2mの方形で、主軸方向はN－12°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は検出されていない。

柱　　穴　　住居内から多数の土坑・ピットが検出されたが、柱穴はP1以外に特定できない。

壁　　溝　　北壁と西壁の一部で検出された。幅15cm、深さ10cm程度。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。1号溝跡に壊されており、煙道部の一部と袖部の右側の

み検出した。

出土遺物　　須恵器は坏（第75図6～10）、蓋（第75図11）、甕（第75図12～14）、土師器（第76図1）、

磨石類（第76図2・3）が出土した。第75図8・11・12・14、第76図2は覆土下位、第76図3は床

面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。新旧関係では1号溝

跡の方が新しい。

4区13号住居跡（遺構編第75図、遺物編第76～78図）

13号住居跡は、調査区東側の51-201、51-202、52-202に位置しており、住居跡の中央には4号掘立

柱建物跡の南東角の柱穴が掘り込まれている。調査時名称はST2068。

平 面 形　　南北4.8m、東西軸4.4mの方形で、主軸方向はN－4°－Wにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の周縁に床が貼られており、中央には焼土の集中が認められる。床の掘り方はや

や起伏を有する。

柱　　穴　　住居内から多数の土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、煙道部は認められなかっ

た。両袖には板状の袖石が用いられているが、袖の掘り方が住居跡の壁面を掘り込んでおり、石を据えた

上で袖の土を貼ったことが指摘される。カマドからは須恵器の坏（第77図2・12）が出土した。

出土遺物　　カマドを除く覆土～床面にかけて、須恵器は坏（第76図10～15、第771・3～11）、蓋

（第77図13・14）、壺（第77図15）、土師器は甕（第78図1～3）、有溝砥石（第78図6）等が出土した。こ

のうち第76図11・第77図3が床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。土層断面では、13

号住居跡の床面が4号掘立柱建物跡のP4を覆って構築されていることから、13号住居跡の方が新しいと

判断される。

4区14号住居跡（遺構編第76図、遺物編第78図）

14号住居跡は、調査区東側の53-201、54-201、53-202、54-202に位置しており、住居跡内にはU
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字形の溝跡が掘り込まれ、また西壁は1996年の試掘調査のトレンチで壊されている。住居跡の四方は、

北側が13号住居跡、東側が11号住居跡、南側が15号住居跡、西側が16号住居跡に取り囲まれている。

調査時名称はST2069。

平 面 形　　南北軸6.9m、東西軸8.1mの方形で、主軸方向はN－22°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面の時点で、床面（貼床）が露頭しており、覆土は残っていなかった。

壁　　面　　床面が露出しており、壁高は殆ど認められないが、掘り方からの立ち上がりは10cm程

度で、外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が張られており、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡四隅のP1～P4の4基が、柱穴に相当すると思われる。径は50cm、深さ60～

70cm。

壁　　溝　　東～南壁にかけて検出された。幅10cm、深さ10cm程度。

炉　　跡　　住居跡中央のやや北寄りに地床炉が検出された。長軸75cm、短軸50cmの楕円形の範囲

に、焼土が集中しており、15cmの深さの掘り方を有する。少量の土師器片が炉跡内から出土した。

出土遺物　　覆土は殆ど認めれず、住居跡北東の土坑内から土師器の甕（第78図7）とその周囲から鉢

（第78図8）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、古墳時代の住居跡と考えられる。U字形の溝跡は14号よりも新しい

と考えられる。

4区15号住居跡（遺構編第77図、遺物編第78～80図）

15号住居跡は、調査区東側の55-201、56-201、55-202、56-202に位置する。住居跡の四方は、北

側が14号住居跡、東側が2号掘立柱建物跡、南側が18号住居跡、西側が19号住居跡に取り囲まれてい

る。調査時名称はST2117。

平 面 形　　南北軸5.7m、東西軸5.8mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の周縁に貼床が認められ、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡四隅のP1～P4の4基が、柱穴に相当すると思われる。径は30～90cm、深さ25

～50cm。

壁　　溝　　四方の壁に壁溝が検出された。幅5～15cm、深さ5～10cm程度。

炉　　跡　　東壁の南寄りに炉跡が構築されている。長軸80cm、短軸70cmの範囲で、マウンド状の

焼土の集中が認められたが、掘り方は床を緩く掘り込んでいる。炉跡の周囲からは土師器が纏まって出土

した。炉跡直上からは器台（第78図11）、炉跡北側からは器台（第78図10）、高坏（第79図1）、甕（第80

図8）、炉跡の西側からは甕（第79図5）、器台（第78図9）、南側からは壺（第79図2・4・6、第80図1・2）、

椀（第78図14）が出土した。

出土遺物　　炉跡以外では、ミニチュア土器（第79図3）と壺（第79図8）が床面から出土した他は、

覆土内から出土した。

時　　期　　出土した土器から、古墳時代（塩竃式～南小泉式期）の住居跡と考えられる。
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4区16号住居跡（遺構編第78図、遺物編第81図）

16号住居跡は、調査区東側の53-203、54-203に位置しており、東に14号住居跡、南に15号住居跡、

西に19号住居跡が近接する。調査時名称はST2109。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸4.1～5.2mの方形で、主軸方向はN－9°－Wにある。東西軸の南

側が長く、北側が短いことから、台形を呈する。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内のほぼ全面に貼床が認められ、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡四隅のP1～P4の4基が、柱穴に相当すると思われる。径は60～70cm、深さ25

～55cm。

壁　　溝　　西壁で壁溝が検出された。幅15～60cm、深さ5～15cm。

カ マ ド　　南壁の中央に構築されている。残存状況は良くなく、燃焼部の他には右側袖部に袖石が検

出されたのみである。

出土遺物　　覆土が浅く、覆土下位～床面直上に相当する。床面からは須恵器の坏（第81図3、5）が

出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区17号住居跡（遺構編第79図、遺物編第81図）

17号住居跡は、調査区東側の54-204、53-205、54-205に位置しており、東に16号住居跡、南に19

号住居跡、西に22・25・26号住居跡が近接する。攪乱が床面まで及んでおり、

調査時名称はST2131。

平 面 形　　南北軸4.1m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－5°－Wにある。

堆 積 土　　遺構検出面の時点で、床面（貼床）がほぼ露頭しており、覆土はあまり残っていなかった。

壁　　面　　床面が露出しており、壁高は殆ど認められないが、掘り方からの立ち上がりは10cm程

度で、外傾して立ち上がる。

床　　面　　西側半分には攪乱が及んでおり、東側半分に貼床が認められた。掘り方は起伏を有する。

住居跡内の中央南寄りに、焼土の集中が4ヶ所で認められた。

柱　　穴　　北東隅のP1が深さ20cmを測り、柱穴の可能性が想定されるが、他の土坑・ピットは浅

く、柱穴とは見なせない。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　西壁の中央に構築されている。煙道部と燃焼部が僅かに残るのみで、攪乱によって壊され

ていた。

出土遺物　　覆土が浅く、覆土下位～床面直上に相当する。第81図14・16と第81図17は、住居跡

内の土坑から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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4区18号住居跡（遺構編第79図、遺物編第82・83図）

18号住居跡は、調査区東側の56-200、57-200、56-201、57-201に位置しており、東に2号掘立柱

建物跡、南西に5号竪穴状遺構、北に15号住居跡が近接する。調査時名称はST963。

平 面 形　　南北軸3.7m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は15～20cmで、覆土下位に黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は検出されていない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、左袖は明確でなく、燃焼

部の焼土の広がりも小さい。燃焼部からは支脚に用いたと思われる礫が2個重なって出土した。

出土遺物　　覆土下位では東壁際で、須恵器の坏（第82図1）と土師器の甕（第82図9・10）、床面で

は南西角で、須恵器の坏（第82図3）と黒色土器（第82図7）と土師器（第82図8）が出土した。カマド西

脇の土坑床面からは、須恵器の坏（第82図2）と蓋（第82図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区19号住居跡（遺構編第80図、遺物編第83図）

19号住居跡は、調査区東側の55-203、56-203、55-204、56-204、55-205、56-205に位置してお

り、南壁には把手状の溝跡が重複する。調査時名称はST2118。

平 面 形　　南北軸8.4m、東西軸8.8mの方形で、主軸方向はN－17°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は10～20cmで、東壁は貼床が露頭している。覆土下位には黒色

砂質土・黒褐色砂質土・暗褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。東壁は削平を受け、貼

床が露頭する。

床　　面　　ほぼ全面に床が張られており、掘り方は比較的平坦である。

柱　　穴　　住居跡四隅のP1～P4の4基が、柱穴に相当すると思われる。径は50～75cm、深さ40

～80cmを測るが、P2は外側の方が深くなる。南壁中央付近の矩形の土坑は、住居跡に伴うのかどうか

は判然としない。

壁　　溝　　四方の壁に壁溝が検出された。幅10～30cm、深さ5～15cm程度。

炉　　跡　　住居跡中央の北寄りに、径30cmの範囲で焼土の集中が認められた。地床炉であったと

思われるが、掘り方は確認できなかった。

出土遺物　　住居跡の覆土からは須恵器（第83図3～7）が出土したが、床面からは古墳時代の土師器

（第83図9）が出土した。

時　　期　　奈良・平安時代の須恵器や縄文土器も出土しているが、古墳時代前期の住居跡である。南

壁の把手状溝跡との新旧関係は、溝跡が住居跡を切っており、19号住居跡の方が古いと考えられる。
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4区20号住居跡（遺構編第81図、遺物編第84図）

20号住居跡は、調査区東側の49-207、50-207、49-208、50-208に位置する。住居跡内を6号溝跡

が東西方向に走っており、東側には41号住居跡と6号掘立柱建物跡、南側には21号住居跡が近接する。

南半は攪乱が床面まで及んでいる。調査時名称はST2274。

平 面 形　　南北軸4.9m、東西軸4.4mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積しており、1号溝跡が掘り込まれている。

壁　　面　　貼床からの壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められ、掘り方は起伏を有する。住居跡の北東の床面に長軸1.5m、

短軸75cmの焼土の集中が認められた。

柱　　穴　　検出されなかった。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、攪乱を受けてお

り、袖部は付け根が残るのみである。煙道部は1.25mを測るが、覆土は攪乱を受けていた。燃焼部から

は、土師器の甕（第84図5・7・8～10・12）が重なった状態で出土した。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から土師器の甕（第84図6・11）。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。1号溝跡は20号住

居跡よりも新しい。

4区21号住居跡（遺構編第82図、遺物編第85図）

21号住居跡は、調査区東側の50-206、51-206、50-207、51-207に位置し、1号井戸跡と重複関係

にある。調査時名称はST2152。

平 面 形　　南北軸2.7m、東西軸2.9mの方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。住居跡の北西角

には1号井戸跡が掘り込まれている。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。掘り方は起伏を有し、住居跡中央には土坑状の掘り込みが

認められる。

柱　　穴　　検出されなかった。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、燃焼部から土師器の甕

（第85図8）が逆位の状態で出土したことから、支脚として用いられていたことが想定される。前庭部か

らは須恵器の坏（第85図4）が出土した。

出土遺物　　南西角の土坑から、纏まって土器が出土した。その内訳は、須恵器の坏（第85図1・2）、

土師器の甕（第85図7）、鍋（第85図10）で、大木10式の縄文土器の深鉢（第85図11）も出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。1号井戸跡が21号

住居跡を切っており、住居跡の方が古いと考えられる。
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4区22号住居跡（遺構編第22図、遺物編第85図）

22号住居跡は、調査器東側の48-209、49-209、48-210、49-210に位置し、SA地区に近接しており、

東側には7号掘立柱建物跡、西側には42号住居跡と9号掘立柱建物跡が存している。調査時名称は

ST2179。

平 面 形　　南北軸3m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－14°－Wにある。

堆 積 土　　覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　土層断面から、東側半分が貼床されていたと考えられる。掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　北壁と住居跡中央に対になったピットが検出されたが、柱穴になるかどうかは判然としな

い。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。短い煙道部と袖部・燃焼部が検出されたが、袖部は壁面か

ら60cm程度張り出す。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考えら

れる。

4区23号住居跡（遺構編第83図、遺物編第86図）

23号住居跡は、調査区東側の53-206、54-206、52-207、53-207、54-207、53-208に位置する。

24・25号住居跡及び2号井戸跡と重複関係にあり、それぞれの遺構の新旧関係は、25号住居跡→24号

住居跡→23号住居跡→2号井戸跡の順で新しくなると考えられる。調査時名称はST2187。

平 面 形　　南北軸6.2m、東西軸5.9mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。24号住居跡が重

複するため、南壁は明確でない。また東壁中央も2号井戸跡によって壊されている。

堆 積 土　　覆土下位には黒褐色土・黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　一部に貼床が認められ、カマド周辺は硬く踏みしめられていた。

柱　　穴　　P1～P4のピット4基が柱穴に相当すると考えられるが、P1・P4は壁際に相当する。

壁　　溝　　西壁～北壁にかけて2重に壁溝が検出された。外側の壁溝は幅30～50cm、深さ20～

30cmで、内側の壁溝は幅10～20cm、深さ20cmを測る。建て替えが行われた可能性も考えられる。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が良好な状態で検出された。煙道

部は90cmで、袖部は壁面から90cm張り出す。カマドからは、須恵器の坏（第86図1・2・6）、土師器

の甕（第86図17・21・22）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、第86図8が床面、第86図3・7・19が覆土、第86図16・18は壁

溝から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号井戸跡が23号

住居跡を切っており、23号住居跡の方が古く、また24・25号住居跡よりも新しいと考えられる。
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4区24号住居跡（遺構編第83図、遺物編第87図）

24号住居跡は、調査区東側の54-207に位置する。23・25号住居跡及び2号井戸跡と重複関係にあ

り、それぞれの遺構の新旧関係は、25号住居跡→24号住居跡→23号住居跡→2号井戸跡の順で新しく

なると考えられる。調査時名称はST2414。

平 面 形　　東南軸3mで、方形と思われるが判然としない。想定される主軸方向はN－3°－Eにあ

る。23号住居跡の南壁東側の三角形の張り出しを住居跡の重複として捉えたが、詳細は不明である。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、西側では23号住居跡との床面に若干の段差が存している。

柱　　穴　　南西角にピット1基が検出されたが、柱穴とは見なしがたい。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　覆土より須恵器の壺（第87図1）と高台（第87図2）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられるが、23号住居跡の張

り出し部に過ぎない可能性もある。

4区25号住居跡（遺構編第83図、遺物編第87図）

25号住居跡は、調査区東側の54-206、54-207に位置する。23・24号住居跡及び2号井戸跡と重複

関係にあり、それぞれの遺構の新旧関係は、25号住居跡→24号住居跡→23号住居跡→2号井戸跡の順

で新しくなると考えられ、25号住居跡が最も古い遺構になる。調査時名称はST2188。

平 面 形　　南北軸3.1m、東西軸3mの方形で、主軸方向はN－17°－Eにある。南東角が張り出し

ているが、カマドが構築されており、攪乱を受け壊されていた。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土で、26層とした床面直上の褐色砂質土は貼床であろう。

壁　　面　　壁高は15～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められ、掘り方は比較的平坦である。

柱　　穴　　住居跡内からはピット2基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東端に焼土の集中が見られたことから、カマドが構築されていたと推測される。こ

の一帯は攪乱を受けている。

出土遺物　　遺物は住居跡南半の覆土から出土した。住居内は耕作による攪乱を受けており、攪乱に含

まれる遺物も多い。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられるが、重複関係にある住

居跡の中では最も古い。

4区26号住居跡（遺構編第84図、遺物編第88図）

26号住居跡は、調査区東側の55-206、56-206、55-207、56-207に位置する。27号住居跡と重複関

係にあり、26号住居跡が27号住居跡を切っている。四方は17・19・25・29・34・39～40号住居
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跡に取り囲まれている。鍛治炉が検出されたことから、製鉄に係わった住居跡である。調査時名称は

ST2189。

平 面 形　　南北軸4.1m、東西軸4.2mの方形で、主軸方向はN－3°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10～15cm程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められ、折り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　柱穴の可能性があるのはP1（深さ50cm）のみで、他のピットは深さ20cm程度と浅い。

壁　　溝　　検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部と袖部は検出されず、燃焼部のみであった。焼土

の範囲は長軸1m、短軸90cmの楕円形で、焼土の厚さは10cmを測る。

鍛 治 炉 住居跡の北西で検出された。掘り方は径5.5mの円形で、北東方向に35cmの張り出しを

伴う。本体の円形の部分の地山面は燃焼のため硬化し、特に中心部は暗青灰色を呈していた。周囲には炭

化物や鉄滓の集中が見られ、鍛治炉上面からは須恵器の坏（第88図2）が出土した。

出土遺物　　第88図1・5は床面から出土した。P2（深さ10cm）からは土師器の甕（第88図4）と砥

石（第88図6）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられるが、26号住居跡は27

号住居跡を切っており、26号住居跡の方が新しいと判断される。

4区27号住居跡（遺構編第84図）

27号住居跡は、調査区東側の56-207に位置しており、住居跡の北東角は26号住居跡に切られ、南側

半分は1996年予備調査のトレンチで壊されている。四方は17・19・25・29・34・39～40号住居

跡に取り囲まれている。調査時名称はST2190。

平 面 形　　東西軸5.2mの方形で、主軸方向はN－3°－Wと推測される。

堆 積 土　　遺構検出時点で貼床が露頭していた。

壁　　面　　貼床面が露頭しており、掘り方の立ち上がりのみ確認できた。壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が張られ、掘り方は平坦である。26号住居跡の床面よりも高くなっている。

柱　　穴　　住居跡内からは土坑ピット6基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　土師器小片のみが出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代

と考えられる。切り合い関係からは、26号住居跡よりも古いと判断される。

4区28号住居跡（遺構編第85図、遺物編第89図）

28号住居跡は、調査区東側の57-205、58-205、57-206、58-206に位置し、19・29～32号住居跡

に近接する。調査時名称はST2130。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸4.4mの方形で、N－10°－Wにある。南壁の西側に攪乱が及んでい

る。
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堆 積 土　　覆土は黒褐色土・黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が見られ、10～15cmと比較的厚く堆積する。掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　住居内には土坑・ピット6基が検出されたが、そのうちP1～P4が柱穴と考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡の南西角に焼土の集中が確認されたが、攪乱によって原形を留めていない。

出土遺物　　覆土から古墳時代の土師器が出土した。

時　　期　　出土した遺物から、古墳時代前期の住居跡と考えられる。

4区29号住居跡（遺構編第85図、遺物編第89図）

29号住居跡は、調査区東側の57-206、57-207、58-207に位置し、四方を27・28・32・33・40

号住居跡に取り囲まれている。住居跡内には攪乱が随所に及んでいる。調査時名称はST2238。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸4.8mの方形と推測され、主軸方向はN－3°－Wにある。住居跡

の北西角と南東角の形状は判然とせず、矩形の歪な形状となる。

堆 積 土　　遺構検出の時点で貼床が露頭していた。

壁　　面　　貼床面が露頭しており、掘り方の立ち上がりのみ確認できた。壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が見られるが、攪乱が随所に及んでいる。掘り方は平坦である。

柱　　穴　　壁際を含め住居跡内からは、土坑・ピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西よりに構築されている。燃焼部のみで袖部は検出されなかった。

出土遺物　　東壁際の土坑の覆土から、須恵器の壺（第89図9）が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、周辺の遺構の時期から、奈良・平安時代と

考えられる。

4区30号住居跡（遺構編第86図、遺物編第90図）

30号住居跡は、調査区南端の57-203、58-203、57-204、58-204に位置する。31号住居跡と重複の

関係にあり、30号住居跡を31号住居跡が切っている。北に19号住居跡が近接し、南側は10区に入り

込んでいるが、1999年の調査で未調査部分は検出できなかった。調査時名称はST2186。

平 面 形　　東西軸3.1mの方形と推定され、主軸線はN－6°－Wにある。住居跡の南半分は31号

住居跡に壊されている。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　貼床が一部認められる。

柱　　穴　　東壁際にピット1基が検出されたが、柱穴とは認められない。

壁　　溝　　西壁と南壁の一部に壁溝の痕跡が僅かに認められた。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　西壁床面から土師器の甕（第90図9）が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、31号住居跡よりも古い
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4区31号住居跡（遺構編第86図、遺物編第90図）

31号住居跡は、調査区南端の58-203、58-204に位置する。30号住居跡と重複の関係にあり、31号

住居跡は30号住居跡を切っている。北に19号住居跡が近接し、南側は10区に入り込んでいるが、

1999年の調査で未調査部分は検出できなかった。調査時名称はST2133。

平 面 形　　東西軸3.9mの方形と推定され、主軸方向はN－11°－Wにある。東壁には段が形成さ

れ、上端は南に広がる。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。東壁には段が形成される。

床　　面　　貼床が認められ、掘り方は起伏を有する。31号住居跡の床面は、30号住居跡の床面より

も15cm低い。

柱　　穴　　住居跡内からはピット2基が検出されたが、柱穴とは認められない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。南側の未調査区域にある可能性が考えられる。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第90図1～5）と蓋（第90図6）、土師器の甕（第90図7・8）が出土

した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

31号住居跡は30号住居跡よりも新しい。

4区32号住居跡（遺構編第86図、遺物編第90図）

32号住居跡は、調査区南端の58-206、59-206、58-207、59-207に位置している。北西角には33号

住居跡が重複しており、32号住居跡が33号住居跡を切っている。住居跡の南半分は10区に入り込んで

いるが、1999年の調査で未調査部分は検出できなかった。調査時名称はST2234。

平 面 形　　東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－13°－Eと推測される。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。32号住居跡と33号住居跡の床面の高低差

は20cmで、32号住居跡の方が低くなる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。南側の未調査区域にある可能性が考えられる。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。第90図10は縄文中期末の土器の底部と思われる。

時　　期　　出土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。切り合い関

係から、32号住居跡は33号住居跡よりも新しい。

4区33号住居跡（遺構編第86図、遺物編第90図）

33号住居跡は、調査区南端の58-207、59-207に位置している。南東角は32号住居跡により切られ

ており、住居跡内の北東角～南壁中央にかけては溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST2236。
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平 面 形　　南北軸3.4m、東西軸2.8mの方形で、主軸方向はN－3°－Wにある。住居跡の北東角

と南東角は遺構との重複で判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　やや起伏を有する。硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西角と東寄りに焼土の集中が認められた。西角では径45cmの範囲で焼土が集中

し、緩い掘り方を伴っており、土師器の甕（第90図14）が逆位の状態で出土した。東寄りの焼土は径

50cmの範囲で認められたが、袖石と思われる板状の礫が出土した。いずれもカマドの燃焼部と思われる。

出土遺物　　覆土～床面にかけて出土したが、北壁の西寄りに集中が見られた。第90図12・15が床

面、第90図13が覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

33号住居跡は32号住居跡よりも古い。

4区34号住居跡（遺構編第87図、遺物編第91図）

34号住居跡は、調査区東側の52-208、53-208、54-208、53-209、54-209に位置しており、南壁は

35号住居跡、北壁は土坑と重複する。直ぐ東には22号住居跡、西には36・38号住居跡が近接する。

調査時名称はST2255。

平 面 形　　南北軸7.1m、東西軸5.1mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。南壁には、35号

住居跡が三角形に張り出す。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～50cmを測り、垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　一部に貼床が認められる。

柱　　穴　　P1～P4のピット4基が柱穴であったと想定される。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部は50cmを

測り、袖部は左袖は痕跡のみで失われていた。燃焼部からは土師器の甕・甑（第91図6・7）が出土した。

北壁中央の張り出しにも焼土の集中が認められ、カマドが構築されていた可能性も考えられる。

出土遺物　　住居跡西壁の覆土下位から、土師器（第91図4・5）が纏まって出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

34号住居跡は35号住居跡よりも新しい。

4区35号住居跡（遺構編第87図、遺物編第91図）

35号住居跡は、調査区東側の54-208に位置する。34号住居跡と重複関係にあり、南東角が辛うじて

残存するのみで、また南壁は3号井戸跡と重複する。調査時名称はST2377。

平 面 形　　34号住居跡の南壁に三角形に張り出して見られるのみで、規模は判然としないが、形状

は方形で、主軸方向はN－3°－Wにあったと推定される。
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堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は34号住居跡よりも5cm高い。

柱　　穴　　35号住居跡内にはピット1基が検出されたが、34号住居跡内を含めて柱穴は特定できな

い。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁に2基構築されている。東側は煙道部のみで、長さは1.35mを測る。西側は熱を受

けた袖部のみを検出したが、本来は長さ40cm、幅75cm程度であったと想定される。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第91図8）と甕（第91図9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

35号住居跡は34号住居跡よりも古く、また3号井戸跡よりも古いと考えられる。

4区36号住居跡（遺構編第88図、遺物編第91・92図）

36号住居跡は、調査区東側の53-209、53-210に位置する。37号住居跡と重複関係にあり、直ぐ東に

34号住居跡、南に38号住居跡、西に47号住居跡が近接する。調査時名称はST2260。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.9mの方形で、主軸方向はN－3°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められ、掘り方は平坦である。西壁際に焼土の集中が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からはピット6基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。燃焼部のみで、袖部は左袖の一部が見られたに過ぎない。

燃焼部から土師器の甕（第92図2・3）、前庭の床面から須恵器の蓋（第91図10）が出土した。

出土遺物　　住居跡の南東角の覆土から土師器の鉢（第91図4）、中央から叩石（第92図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

36号住居跡は37号住居跡よりも新しいと考えられる。

4区37号住居跡（遺構編第88図、遺物編第92図）

37号住居跡は、調査区東側の53-210に位置する。36号住居跡と重複関係にあり、直ぐ東に34号住

居跡、南に38号住居跡、西に47号住居跡が近接する。調査時名称はST2261。

平 面 形　　南北軸4.8mで、東西軸は判然としないが、主軸方向はN－43°－Wと推定される。住

居跡の北東角は36号住居跡、北西角は土坑によって壊されており、南壁は床面が露頭し壁が検出できな

かったため、判然としない。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は検出されていない。

柱　　穴　　36号住居跡床面のピットを含めて、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。
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炉　　跡　　西壁の中央付近に径60cmの地床炉が検出された。緩い掘り方を有し、直ぐ脇の床面か

ら土師器の甕（第92図5）が出土した。

出土遺物　　覆土が薄く、遺物は少ない。土師器の甕の他に縄文中期の土器（第92図6）が出土した。

時　　期　　炉跡の脇から出土した土器から、古墳時代の住居跡の可能性が考えられるが、詳細は判然

としない。重複関係にある36号住居跡よりは古い。

4区38号住居跡（遺構編第89図、遺物編第92・93図）

38号住居跡は、調査区東側の54-209、55-209、54-210、55-210に位置し、四方を23～27・34

～37・40・47～49号住居跡に取り囲まれている。39号住居跡とは重複関係にあり、38号住居跡の

方が新しい。調査時名称はST2276。

平 面 形　　南北軸6.2m、東西軸6.7mの方形で、主軸方向はN－10°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められ、掘り方はほぼ平坦である。

柱　　穴　　壁際のP1～P5が、柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、燃焼部からは土師器の甕

（第93図7・5）、右袖からは須恵器の坏（第92図15）と土師器の甕（第93図8・11）が出土した。また住

居跡中央から南東寄りに、地床炉跡が検出された。長軸80cm、短軸70cmの楕円形の焼土の集中で、石

に挟まれた5cm程度の掘り方が認められた。焼土面からは須恵器の坏（第92図10）と土師器の甕（第93

図4）が出土した。

出土遺物　　遺物は住居跡の南側から集中して出土したが、第92図11、第93図1・3・13が床面直

上、その他（第92図7～9、第93図2・9）も床面直上から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

38号住居跡は39号住居跡よりも新しいと考えられる。

4区39号住居跡（遺構編第89図）

39号住居跡は、調査区東側の55-209、56-209、55-210、56-210に位置し、四方を23～27・34

～37・40・47～49号住居跡に取り囲まれている。38号住居跡とは重複関係にあり、39号住居跡の

方が古い。調査時名称はST2277。

平 面 形　　東西軸4.6mの方形で、主軸方向はN－50°－Eと推定される。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　38号住居跡床面のピットを含めて、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出できなかった。

カ マ ド　　検出できなかった。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。
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時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と想定され、切り合い関

係から、39号住居跡は38号住居跡よりも古いと考えられる。

4区40号住居跡（遺構編第90図、遺物編第94図）

40号住居跡は、調査区東側の56-208、57-208、58-208、56-209、57-209、58-209に位置し、東

には27・29号住居跡、北には38・39号住居跡が近接している。住居跡内は1996年予備調査のトレ

ンチで、床面まで削平されており、東壁には土坑が掘り込まれている。調査時名称はST2239。

平 面 形　　南北軸7.1m、東西軸7.1mの方形で、主軸方向はN－66°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面の周縁に貼床が認められる。床面中央の東寄りには焼土の集中が検出された。

柱　　穴　　主柱穴がP1～P4の4基の土坑で、外縁にあるピットは支柱穴と思われる。P1～P4の

径は60～100cm、深さは70～80cm。

壁　　溝　　四方に壁溝が掘り込まれている。幅は10～25cm、深さ5～20cm程度。

炉　　跡　　東壁の南寄りに、径60cmのマウンド状の焼土の集中が検出され、浅い掘り方も認めら

れた。その付近からは古墳時代の土師器（第94図2・3・5・6・9～11）が出土した。

出土遺物　　住居跡北壁近くの床面からは古墳時代の土師器（第94図4・7・8）が出土した。須恵器

の坏（第94図1）は覆土上位から出土した。

時　　期　　出土した土器から、古墳時代前期の住居跡と考えられる。

4区41号住居跡（遺構編第91図、遺物編第95図）

41号住居跡は、調査区東側の49-206、50-206、49-207、50-207に位置する。6号掘立柱建物跡が

覆うように構築されており、西には20号住居跡が接している。また住居内を6号溝跡が掘り込んでいる。

調査時名称はST2272。

平 面 形　　南北軸5m、東西軸3.5mの方形で、主軸方向はN－3°－Eにある。明確なのは東壁のみ

で、南壁は屈曲しており、西壁は耕作痕が掘り込まれ、北壁は溝跡が存し判然としない。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、覆土は黒褐色砂質土が僅かに堆積するのみである。

壁　　面　　遺構検出時点で床面が露頭しており、壁は確認できない。

床　　面　　平坦で圧が、硬化面・貼床は検出されていない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁東端に構築されている。煙道部は土坑が掘り込まれ明確でないが、袖部と燃焼部が検

出された。袖部は角柱状の石が配されており、燃焼部からは土師器の甕（第95図2）が出土した。その他

にも焼土の集中が東壁の北寄りの床面と、北側の溝跡の覆土に認められた。

出土遺物　　遺物は僅かに出土したのみである。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。6号

掘立柱建物跡の中に覆われることから、それに関連する施設の可能性も否定できないが、カマドが検出さ

れおり、住居跡として別段に扱った。
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4区42号住居跡（遺構編第91図、遺物編第95図）

42号住居跡は、調査区中央の49-211、50-211に位置し、東は22号住居跡、西は44号住居跡、北は

9号掘立柱建物跡と近接する。43号住居跡とは重複関係にあるが、42号住居跡が43号住居跡を切って

いると判断される。調査時名称はST2292。

平 面 形　　南北軸4.1m、東西軸3.8mの方形で主軸方向はN－1°－Eにある。南側は43号住居跡

が張り出していると見なされ、42号住居跡の南壁は判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　一部に貼床が認められた。

柱　　穴　　住居跡四隅のP1～P4が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　東・西・北壁で検出された。幅15～25cm、深さ5～10cm程度。

カ マ ド　　北壁の中央に構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部は60cm

の長さで、袖部は壁面より20cm足らずを残すのみであった。燃焼部から土師器の甕（第95図12）が出

土した。南壁のカマドは43号住居跡として捉えたが、42号住居跡の古いカマドであった可能性が考えら

れる。

出土遺物　　覆土からは須恵器の坏（第95図3～7）、蓋（第95図8・10）、甕（第95図9・11）、土師器

の甕（第95図13～15）が出土したが、墨書土器（第95図3）が含まれる。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

42号住居跡は43号住居跡よりも新しいと考えられる。しかし土層断面から明確な新旧関係は指示されな

い。

4区43号住居跡（遺構編第91図）

43号住居跡は、調査区中央の50-211に位置し、東は22号住居跡、西は44号住居跡、北は9号掘立

柱建物跡と近接する。42号住居跡とは重複関係にあるが、43号住居跡は42号住居跡に切られていると

判断される。調査時名称はST2611。

平 面 形　　判然としない。

堆 積 土　　42号住居跡との覆土の差異は認められない。

壁　　面　　判然としない。

床　　面　　判然としない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁に直行して2基のカマドの煙道部が検出されれた。東側に張り出した煙道部が古く、

南側に張り出した煙道部が新しい。前者は長さ70cm、後者は80cmで土師器の甕（第95図15）が出土

した。42号住居跡南側に見られる焼土の集中は、後者のカマドの燃焼部であった可能性が考えられる。

出土遺物　　カマドの煙道部から、第95図15が出土したのみである。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。切り

合い関係から、43号住居跡は42号住居跡よりも古いと考えられる。しかし土層断面から明確な新旧関係
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は認められず、床面のレベルもほぼ同じであることから、42号住居跡の範疇で、カマドが作り替えられ

ただけの可能性もあろう。さすれば東側に張り出したカマドのみが43号住居跡に帰属される。

4区44号住居跡（遺構編第92図、遺物編第96・97図）

44号住居跡は、調査区中央の49-212、50-212に位置し、東側には9号掘立柱建物跡、42号住居跡が

近接する。45号住居跡と重複関係にあり、44号住居跡が45号住居跡を切っている。調査時名称は

ST2305。

平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸4.4mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。西壁の南側は45

号住居跡との重複により、西寄りに張り出しており、南西角の立ち上がりが辛うじて認められた。南壁は

判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の周縁に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からはピット5基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部は長さが

1.5mを測り、第96図9・10が出土した。袖部は壁面より35～60cm張り出し、右袖の外側から土師

器の甕（第97図1・2）が出土した。44号住居跡のカマドは45号住居跡のカマドを切って構築されてお

り、45号住居跡の煙道部が東方向に張り出している。

出土遺物　　カマド以外で住居跡内からは、須恵器の坏（第96図1～4）、蓋（第96図5・6）、甕（第96

図7・8）、土師器の甕（第96図11）が出土したが、このうち第96図2・5は床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

44号住居跡は45号住居跡よりも新しいと考えられる。

4区45号住居跡（遺構編第92図）

45号住居跡は、調査区中央の50-212に位置し、東側には9号掘立柱建物跡、42号住居跡が近接する。

44号住居跡と重複関係にあり、45号住居跡が44号住居跡に切られている。調査時名称はST2545。

平 面 形　　44号住居跡に切られており、東西軸3.5mを測るのみである。西壁は攪乱を受けており、

判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土・黒褐色砂質土が堆積するが、44号住居跡との差異は判然としない。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　44号住居跡床面とのレベル差は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の南端に構築されている。44号住居跡のカマドによって壊されており、東方向に張

り出す煙道部のみ検出された。煙道部は長さ60cmで、遺物は出土していない。

出土遺物　　44号住居跡と区分できず、45号住居跡として取り上げた遺物は殆どない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期やカマドの形態から、
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奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

4区46号住居跡（遺構編第93図、遺物編第97図）

46号住居跡は、調査区中央の51-211、52-211、51-212、52-212、53-212に位置し、住居跡の南東

角は6号溝跡が近接する。調査時名称はST2299。

平 面 形　　南北軸5.3m、東西軸6.2mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に床が貼られているが、壁に沿って幅30～90cmの黒褐色土を主体とし

た貼床が認められる。また住居跡の中央に焼土の集中が検出された。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当するが、床面からの掘り方は10cm程度と浅い。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部の長さは

90cmを測る。焼土は右袖の外側にも広がっていた。

出土遺物　　第97図3・4・6～10・14・16は、床面及び床面直上から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区47号住居跡（遺構編第93図、遺物編第98図）

47号住居跡は、調査区の中央の53-211、54-211に位置する。西壁は縄文時代の1号土坑を切ってお

り、49号住居跡が近接する。調査時名称はST2297。

平 面 形　　南北軸5.3m、東西軸5.5mの方形で、主軸方向はN－9°－Eにある。南東角は攪乱が及

んでおり、形状が判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴と想定される。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　南西角の床面直上から須恵器の蓋（98図1）、覆土から土師器（第98図2・3）、縄文中期

末葉の土器（第98図4・5）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区48号住居跡（遺構編第94図、遺物編第98・99図）

48号住居跡は、調査区中央の55-211、56-211に位置し、東には38・39号住居跡、西には51号住

居跡、北には47・49号住居跡が近接する。調査時名称はST2294。

平 面 形　　南北軸4.5m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、外傾して立ち上がる。
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床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は平坦である。

柱　　穴　　住居跡内には土坑・ピット7基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　西壁の一部に検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部は良好な状

態で検出され、長さ1.5mを測り、土師器の甕（第98図13・14、第99図1・4）が出土した。また燃焼部

からは須恵器の蓋（第98図9）が出土した。

出土遺物　　須恵器の蓋（第98図10・12）が床面、坏（第98図6）が覆土下位から出土した。また覆

土より縄文中期末葉の土器（第99図7・8）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区49号住居跡（遺構編第95図）

49号住居跡は、調査区中央の54-211、54-212に位置し、東には47号住居跡が近接する。調査時名

称はST2298。

平 面 形　　南北軸2.9m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－36°－Wにある。南壁の西端が弧

状に張り出す。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　起伏を有し、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内からピット7基が検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

4区50号住居跡（遺構編第95図、遺物編第99図）

50号住居跡は、調査区中央南端の58-211、59-211、58-212、59-212に位置し、西側には53号住居

跡が近接する。住居跡の南西角は縄文時代の2号土坑を切っており、北西角、北東角及び東・南壁は、攪

乱で壊されている。調査時名称はST2302。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－16°－Eにある。

堆 積 土　　東壁～中央にかけて、広く攪乱が及んでいる。覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cm程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦であるが、2層は貼床の可能性が考えられる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが。いずれも攪乱を受

けており、残存状況はあまり良くない。燃焼部から第99図14が逆位の状況で出土したが、支脚に用い

られていた可能性が考えられる。煙道部からは第99図13が出土した。
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出土遺物　　住居跡の西壁から須恵器（第99図9・11・12）が纏まって出土したが、いずれも床面直

上から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区51号住居跡（遺構編第96図、遺物編第100図）

51号住居跡は、調査区中央の55-212、56-212、55-213、56-213に位置し、東側に48号住居跡が近

接する。調査時名称はST2303。

平 面 形　　南北軸5.1m、東西軸4.8mの方形で、主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡内からは多数のピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。東壁に溝状の掘り込みが断続して認められる。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部は長さ85cm

を測り、土師器の甕（第100図6）が出土しており、燃焼部からは須恵器の坏（第100図3）が出土した。

出土遺物　　カマド右袖脇の土坑から、須恵器の蓋（第100図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区52号住居跡（遺構編第97図、遺物編第100図）

52号住居跡は、調査区南端の58-213、59-213、58-214、59-214に位置し、53号住居跡と重複関係

にある。東は50号住居跡、西は65号住居跡が近接し、北側角は1996年の予備調査のトレンチで削平さ

れている。調査時名称はST2328。

平 面 形　　一辺5.1～5.2mの方形で、主軸方向はN－45°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められた。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当するが、東側の柱穴は攪乱のため壊されたと考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　床面から古墳時代の土師器（第100図10～12）が出土した。

時　　期　　古墳時代の土師器が出土しており、古墳時代前期の住居跡であった可能性が考えられる。

土層断面から52号住居跡と53号住居跡の新旧関係は判然とせず、床面も同レベルである。53号住居跡

は奈良・平安時代の住居跡であり、52号住居跡の方が古いと考えられる。

4区53号住居跡（遺構編第97図、遺物編第100図）

53号住居跡は、調査区南端の59-212、58-213、59-213に位置し、52号住居跡と重複関係にある。

東は50号住居跡、西は65号住居跡が近接し、北壁の一部は1996年の予備調査のトレンチで削平されて

いる。調査時名称はST2327。
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平 面 形　　南北軸4.2mの方形で、主軸方向はN－9°－Eと推測される。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められる。

柱　　穴　　52号住居跡の床面を含めて多数のピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁に焼土の集中が見られたことから、カマドの可能瀬が考えられるが、削平を受けた。

出土遺物　　覆土が薄く、遺物は床面～床面直上の出土となる。縄文中期末の土器（第100図18～22）

も出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。土層断面から52号

住居跡と53号住居跡の新旧関係は判然とせず、床面も同レベルである。53号住居跡は奈良・平安時代の

住居跡であり、古墳時代の住居跡と見られる52号住居跡よりは新しいと判断される。

4区54号住居跡（遺構編第98図、遺物編第101図）

54号住居跡は、調査区西側の54-216、55-216、54-217に位置し、南に56号住居跡、西に58号住

居跡、国政に57号住居跡が近接する。調査時名称はST2323。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸3.9mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。東壁には土坑が掘り

込まれ、一部壊されている。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からは多数のピットが検出されたが、柱穴は特定できなかった。

壁　　溝　　東壁の一部に壁溝状の浅い掘り込みが検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、袖部は短く、残存状況は

余り良くない。

出土遺物　　遺物は全て覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区55号住居跡（遺構編第98図、遺物編第101・102図）

55号住居跡は、調査区東側の56-215、57-215に位置し、西壁は56号住居跡、東壁は溝跡に切られ

ている。直ぐ南には9号竪穴状遺構が存する。調査時名称はST2324。

平 面 形　　南北軸2.9mの方形で、主軸方向はN－26°－Eと推測される。西壁は56号住居跡に切

られ形状が判然とせず、南東角は溝跡で壊されている。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められた。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。
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カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、右袖の一部は56号住居

跡によって壊されていた。左袖脇より須恵器の坏（第101図8）と横瓶（第101図13）、土師器の甕（第

102図1）が出土した。

出土遺物　　カマド近くの住居跡南半の床面から、土器を敷き詰めたような状態で出土した（第101図

6・11・12、第102図2）。住居跡北東角の第101図7も床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

55号住居跡は56号住居跡よりも古いと判断される。

4区56号住居跡（遺構編第98図、遺物編第102・103図）

56号住居跡は、調査区東側の56-215、57-215、56-216、57-216に位置し、55号住居跡と重複関係

にあり、南には9号竪穴状遺構が存する。調査時名称はST2325。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸4mの方形で、支軸方向はN－3°－Eにある。南東角は55号住居

跡のカマドを一部削平しており、形状が判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められる。55号住居跡床面とのレベル差は、56号住居跡の方が5～10cm程度

低い。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西端に焼土の集中と礫が検出された。焼土は緩い掘り方を有しており、カマドの燃

焼部、また石は袖石として用いられた可能性が考えられる。焼土面からは須恵器の坏（第102図5・9）が

出土した。

出土遺物　　須恵器は坏（第102図4・6・7・11）と須恵器の壺（第102図13）、土師器は甕（第103図

2・4）と鉢（第103図1・3）が床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。切り合い関係から、

56号住居跡は55号住居跡よりも新しいと判断される。

4区57号住居跡（遺構編第99図、遺物編第104図）

57号住居跡は、調査区東側の53-217、54-217、53-218、54-218に位置し、南東に54号住居跡、南

西に58号住居跡に近接する。調査時名称はST2321。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸4.8mの方形で、N－13°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床のほぼ全面に、炭化粒や焼土粒を多く含む黒褐色土の床が張られている。床面の中央に

は焼土の集中が見られ、強く焼けている部分も認められる。

柱　　穴　　住居跡内には多数のピットが検出されたが、柱穴の可能性あるのはP1・P2の2基に過

ぎない。径30cm、深さ30～40cm。

壁　　溝　　検出されていない。
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カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部の長さは1.1m

を測る。なお住居跡の南西角に炭化材の集中が認められた。

出土遺物　　遺物は居跡の南西部分から多く出土した。須恵器の坏（第104図1～4）と甕（第104図6）

は床面、土師器の鉢（第104図7）は覆土下位から出土した。縄文中期末葉の土器（第104図9～12）も出

土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区58号住居跡（遺構編第100図、遺物編第104～106図）

58号住居跡は、調査区東側の56-217、55-218、56-218に位置し、北東に57号住居跡、西に1号・

59号住居跡が近接する。調査時名称はST2578。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。南壁に矩形の張り

出しを有し、調査時点では住居跡の重複を想定したが、確認できなかった。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が張られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピット7基が検出されたが、いずれも浅く、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の長さは30cm

と短く、削平を受けたと考えられる。燃焼部から土師器の甕（第105図3～5、第106図2・3）、右袖脇の

土坑からは須恵器の坏（第104図14）と土師器の甕（第105図7）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、住居跡の東側で土器が出土したが、第104図13は床面から出土した。

縄文中期末葉の土器（第106図4・5）も出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区59号住居跡（遺構編第101図、遺物編第106・107図）

59号住居跡は、調査区東側の56-219、57-219、56-220、57-220に位置し、南西角は1号住居、北

西角は溝跡と重複している。調査時名称はST2556。

平 面 形　　南北軸5.7m、東西軸4.8mの方形で、主軸方向はN－3°－Eにある。南壁のカマドの東

側には、台形の張り出しを有し、調査時点では住居跡の重複を想定したが、確認できなかった。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に黒色砂質土の床が貼られており、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　P1～P3の3基のピットが柱穴の可能性が高く、その他は特定できなかった。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、煙道部は判然としない。燃焼

部から須恵器の坏（第106図6）が出土した。

出土遺物　　第106図9・11、第107図1・3が床面から出土し、第107図4は覆土下位から出土し

た。縄文中期末葉の土器（第107図5～14）も出土した。
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時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。1号住居跡は縄文中

期の住居跡で59号住居跡の方が新しく、更に北西角の溝跡は59号住居跡よりも新しい。

4区60号住居跡（遺構編第102図、遺物編第107～108図）

60号住居跡は、調査区西側の59-220、60-220、59-221、60-221に位置し、東には1号住居跡、南

西には61号住居跡が近接する。調査時名称はST2601。

平 面 形　　南北軸5.7m、東西軸4.9mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が張られている。

柱　　穴　　P1・P2の2基のピットが柱穴と考えられる。その他の柱穴は検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　カマドは北壁と南壁にそれぞれ構築されている。カマド1は北壁の西寄りに構築されたカ

マドで、袖部と燃焼部が検出された。カマド2は南壁の東寄りに構築されたカマドで、袖部と燃焼部が検

出された。カマド2の方が大きく、使い込まれた様相が窺える。

出土遺物　　遺物の殆どは覆土から出土したが、土師器の甕（第108図1）は北壁近くの床面から出土

した。縄文中期末葉の土器（第108図3～6）も出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区61号住居跡（遺構編第103図、遺物編第108図）

61号住居跡は、調査区西端の59-220、60-220、59-211、60-211に位置し、北東に60号住居跡、南

に63号住居跡が近接する。住居跡内は1996年の予備調査のトレンチによって削平を受けている。調査

時名称はST2620。

平 面 形　　南北軸4.9m、東西軸5.1mの方形で、主軸方向はN－6°－Wに相当する。東側半分が

予備調査のトレンチで削平されている。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位にはにぶい黄褐色土・褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30～35cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、燃焼部からは須恵器の坏（第

108図8）と刀子と思われる鉄製品が出土した。

出土遺物　　覆土から、須恵器（第108図7・9～12）、土師器（第108図13～15）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区62号住居跡（遺構編第104図、遺物編第109図）

62号住居跡は、調査区西端の52-222、53-222、52-223、53-223に位置し、南東角には12号掘立柱

建物跡の北西角柱穴（P1）が掘り込まれている。調査時名称はST2558。
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平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－4°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・黒褐色砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められ、掘り方はほぼ平坦である。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部と燃焼部が検出されたが、袖部は認められなかっ

た。燃焼部から土師器の甕（第109図6）が出土した。

出土遺物　　カマド以外は、覆土から遺物が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区63号住居跡（遺構編第104図、遺物編第110図）

63号住居跡は、調査区東側の南端の61-220に位置し、64号住居跡と重複関係にあり、63号住居跡が

64号住居跡を切っている。調査時名称はST2626。

平 面 形　　南北軸3.2m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－44°－Wにある。住居跡の北角は

1996年の予備調査のトレンチによって削平され、形状は判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南東壁の南端に構築されている。袖部と燃焼部が検出され、袖の芯として砂岩が用いられ、

レンガ状を呈していた。カマド周辺の床面からは須恵器の坏（第110図1）、土師器の甕（第110図3・5）

が出土した。

出土遺物　　覆土は浅く、出土遺物は覆土下位～床面に相当する。縄文中期末葉の土器（第110図8・

9）も出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。重複関係から、63

号住居跡は64号住居跡よりも新しいと判断される。

4区64号住居跡（遺構編第104図）

64号住居跡は、調査区東側の南端の61-220に位置し、63号住居跡と重複関係にあり、64号住居跡が

63号住居跡に切られている。南半分は10区の調査区に入り込んでおり、10区8号住居跡に相当すると

考えられる。調査時名称はST2657。

平 面 形　　東西軸は5.4mで、主軸方向はN－10°－Eと推定される。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　特定できない。
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壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。10区8号住居跡の南壁で検出されている。

出土遺物　　須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、10区8号住居跡の出土土器から、8世

紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。重複関係から、64号住居跡は63号住居跡よりも古いと判断

される。

4区65号住居跡（遺構編第105図、遺物編第110図）

65号住居跡は、調査区南端の59-214、60-214、59-215、60-215に位置し、北東に52号住居跡が近

接する。住居跡内には耕作による攪乱が随所に及んでいる。調査時名称はST2329。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸5mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。南壁は10区に接し

ており、判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～10cm程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められるが、床面のかなりの部分に攪乱が及んでいる。

柱　　穴　　住居跡内にピット6基が検出されたが、攪乱を受けており、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　北・東・西壁で検出された。幅5cm、深さ5cm。

カ マ ド　　カマドは判然としない。南壁の東寄りに粘土を貼り、中心を凹めた焼けた施設が検出され

た。カマドの確証が得られず、鍛治遺構の可能性も考えられる。

出土遺物　　攪乱と削平のため、出土遺物は須恵器・土師器の小片であった。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。

4区66号住居跡（遺構編第105図、遺物編第111図）

66号住居跡は、調査区西端の58-222、57-223、58-223に位置する。住居跡内を南北方向の水路が掘

り込まれており、4区と5区にまたがっている。調査時名称はST2591。

平 面 形　　南北軸5.2m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は得砂質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の周縁に貼床が認められる。

柱　　穴　　特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。南北に走る水路に壊された可能性が考えられる。

出土遺物　　覆土が薄く、覆土下位～床面に相当する。住居跡の南東角の土坑からは、須恵器の坏（第

111図2・3・5）と土師器の甕（第111図9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

Ⅳ　4区の調査成果
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3 竪 穴 状 遺 構

4区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺構

を総括した。4区からは9基の竪穴状遺構が検出されているが、全てが同じ性格を持っているとは限らな

い。特に1号竪穴状遺構は、竪穴住居跡と見なすことができる。

4区1号竪穴状遺構（遺構編第66図、遺物編第58図）

1号竪穴状遺構は、調査区東端の52-197、53-197に位置する。遺構の東側は農道に入り込んでおり、

調査することができなかった。方形で壁溝が巡らされていることから、竪穴住居跡であることは疑いない

が、遺構の一部を調査したのみなので竪穴状遺構とした。調査時名称はST2058。

平 面 形　　南北軸は3.9mで方形と推測され、主軸方向はN－4°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床の全面に黒褐色砂質土が貼られており、壁には壁溝が巡らされている。

ピ ッ ト 南西角にピットが検出されたが、柱穴は判然としない。

出土遺物　　覆土からは、須恵器の蓋（第58図11）と土師器の甕（第58図12・13）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区2号竪穴状遺構（遺構編第74図、遺物編第76図）

2号竪穴状遺構は、調査区東端の55-198に位置する。3号竪穴状遺構と重複関係にあるが、明確な新

旧関係は判然としない。調査時名称はST1061。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.4mの方形で、主軸方向はN－4°－Wと推定される。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは15cm程度で、覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面 平坦であるが、硬化面や貼床は検出されていない。3号竪穴状遺構と同レベルの床面とな

る。

ピ ッ ト　　遺構内には土坑・ピット5基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　覆土上位から、須恵器の坏（第76図4）と蓋（第76図7）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

4区3号竪穴状遺構（遺構編第74図、遺物編第76図）

3号竪穴状遺構は、調査区東端の55-197、55-198に位置する。2号竪穴状遺構と重複関係にあるが、

明確な新旧関係は判然としない。調査時名称はST1062。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.2mの方形で、主軸方向はN－13°－Eと推定される。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは15cm程度で、2号竪穴状遺構と同様に覆土は黒褐色土が堆積す

る。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。
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床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は検出されていない。2号竪穴状遺構と同レベルの床面とな

る。

ピ ッ ト　　遺構内には土坑・ピット5基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　覆土より、縄文晩期の土器片が2点出土した。

時　　期　　覆土より、縄文晩期の土器片が出土したが、2号竪穴状遺構に近い奈良・平安時代の遺構

と考えられる。本遺構の南側には段丘の崖線が迫っており、その直下の2区では、縄文晩期の水場遺構が

検出された。本遺構から出土した縄文土器は混入したものと判断され、2区を主な活動域とした集団が残

したものであろう。

4区4号竪穴状遺構（遺構編第75図）

4号竪穴状遺構は、調査区西側の55-198、56-198、56-199に位置する。北西角に2号掘立柱建物跡

の南東角柱穴（P5）が掘り込まれ、東・南壁にも土坑が重複する。調査時名称はST1038。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.8mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは10cm程度で、黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は検出されていない。

ピ ッ ト　　遺構内からは土坑・ピット3基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物がなく、時期の特定は困難である。東壁に掘り込まれた土坑よりも古く、周囲の遺構

の時期から、奈良・平安時代と考えられる。

4区5号竪穴状遺構（遺構編第76図）

5号竪穴状遺構は、調査区東側の57-201、58-201に位置しており、18号住居跡が近接する。南側に

は調査区南端の崖線が迫っており、西側は10区に接する。調査時名称はST962。

平 面 形　　南北軸2.9m、東西軸2.4mの方形であるが、北西角は歪である。主軸方向はN－5°－W

にある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面・貼床は検出されなかった。

ピ ッ ト　　遺構内からは多数のピットが検出されているが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　土師器小片13点、須恵器小片3点、頁岩剥片2点が出土した。

時　　期　　遺物がなく、時期の特定は困難である。

4区6号竪穴状遺構（遺構編第78図）

6号竪穴状遺構は、調査区南端の60-202、60-203に位置し、2区との境界となる段丘崖線の直上に相

当する。調査時名称はST793。

平 面 形　　南北軸3m、東西軸2mの方形で、主軸方向はN－9°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、褐色土が堆積する。

Ⅳ　4区の調査成果

87



壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面・貼床は検出されなかった。

ピ ッ ト　　遺構内からはピット3基が検出されたが、性格は判然としない。

出土遺物　　出土していない。

時　　期　　遺物がなく、時期の特定は困難である。

4区7号竪穴状遺構（遺構編第106図、遺物編第111図）

7号竪穴状遺構は、調査区南端の62-205、62-206に位置し、2区との境界となる段丘崖線の直上に相

当する。調査時名称はST794。

平 面 形　　一辺2.4mの隅丸方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。底面は一辺1.8～2.1mの同形

で、中央は径1mの円形に掘り込まれる。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、85cm～120cmの深さを測る。覆土上位の3層は暗

橙色の焼土がブロック状に混じる炭化層であるが、形状を留めた炭化材は認められない。

壁　　面　　壁高は85cmを測り、垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　平底で、中央に径1mの円形の掘り込みを有する。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第111図10）と甕（第111図11）が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。

4区8号竪穴状遺構（遺構編第106図、遺物編第112図）

8号竪穴状遺構は、調査区西側の54-221、54-222に位置し、床面には12号掘立柱建物跡の柱穴が掘

り込まれている。調査時名称はST2557。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸2.2mで、主軸方向はN－1°－Wにある。西壁に煙道状の張り出

しが2ヶ所存するが、南側の覆土には焼土粒を微量含む。

堆 積 土　　覆土は黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められ、掘り方はやや起伏を有する。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　須恵器の甕（第112図5～7）と縄文土器（第112図8）が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。12号掘立柱

建物跡との新旧関係は、8号竪穴状遺構の方が古いと推定される。

4区9号竪穴状遺構（遺構編第106図、遺物編第112図）

9号竪穴状遺構は、調査区西側の57-214、57-215に位置し、北には55・56号住居跡が近接する。

調査時名称はST2326。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.1mの隅丸方形で、主軸方向はN－17°－Eにある。南東角は攪

乱を受け、形状は判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。
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床　　面　　平坦であるが、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　遺構内からはピット8基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　覆土中より、須恵器・土師器・縄文土器の小片や、棒状の鉄製品が出土した、

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。

4 掘立柱建物跡

4区からは、掘立柱建物跡が15棟検出されている。調査区の南東端、北西部、西端の3ヶ所に集中す

る傾向が見られ、竪穴住居跡が集中する調査区南半からはやや離れて構築された様相を窺うことができる。

多くは奈良・平安時代の所産と考えられるが、調査区西端の12・15号掘立柱建物跡については、中世

の構築物であった可能性も考えられる。

4区1号掘立柱建物跡（遺構編第107図）

1号掘立柱建物跡は、調査区南東端の56-198、57-198に位置し、北には4号竪穴状遺構、更には2号

掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB964。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－7°－Eにある。南西角の柱穴につい

ては、グリッドの基準杭が設置されていたため、未調査で検出されていない。

規　　模　　東西3.8m、南北4mを測り、面積は約15m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が西

から1.9m－1.8m、同じく中央が1.9m－1.9m、同じく南側が1.9m、南北の西側は北から1.8m、同じ

く中央が1.95m－1.85m、同じく東側が2.1m－1.9mとなる。

柱　　穴　　径50～70cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～40cmを測る。P3・

P5・P7・P8の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P5・P8を除く6基の柱穴からは、須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区2号掘立柱建物跡（遺構編第107図）

2号掘立柱建物跡は、調査区南東端の55-199、56-199、55-200、56-200に位置する。4号竪穴状遺

構と重複関係にあり、南東に1号掘立柱建物跡、西に18号住居跡、北西に15号住居跡が近接する。調

査時名称はSB1047。

構　　造　　梁行2間、桁行2・3間の東西棟と推測され、主軸方向はN－18°－Wにある。

規　　模　　梁4.2m、桁4.4mを測り、面積は約18m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が南から

2.15m－1.95m、同じく東側が2.15m－2.05m、桁の南側が西から1.4m－1.4m－1.3m、同じく北側

が2m－2.4mとなる。

柱　　穴　　一辺60～70cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～55cmを測る。

土層断面ではP6・P7・P9を除く柱穴に柱痕跡が認められ、P1・P2・P4・P5の底面には径15cm程

度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P5から土師器の小片が出土した。

Ⅳ　4区の調査成果
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時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区3号掘立柱建物跡（遺構編第108図）

3号掘立柱建物跡は、調査区北西部の49-201、48-202、49-202に位置し、北には5号住居跡が近接

する。調査時名称はSB2083。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－8°－Eにある。

規　　模　　東西4.8m、南北4.6mを測り、面積は約22m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から2.2m－2.6m、同じく南側が2.1m－2.7m、南北の西側が北から2.2m－2.2m、同じく東側が

2.3m－2.3mとなる。

柱　　穴　　一辺40～60cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～70cmを測る。

この内P6は深さが15cmしかなく、やや異質である。

出土遺物　　P3から須恵器・土師器の小片、P4から土師器の小片、P5から縄文土器の小片が出土し

た。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区4号掘立柱建物跡（遺構編第108図）

4号掘立柱建物跡は、調査区北西部の50-202、51-202、50-203、51-203に位置し、13号住居跡と

重複関係にある。調査時名称はSB2180。

構　　造　　梁行1間、桁行2間の東西棟と想定され、主軸方向はN－30°－Eにある。

規　　模　　梁4.4m、桁5mを測り、面積は約22m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が4.4m、同

じく東側が4m、桁が南北とも西から2.5m－2.5mとなる。

柱　　穴　　一辺70～100cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは50～75cmを測る。

土層断面では、P2・P4に柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P6から土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。土層断面では、

13号住居跡の床面が4号掘立柱建物跡のP4を覆って構築されていることから、4号掘立柱建物跡の方が

古い遺構であったと判断される。

4区5号掘立柱建物跡（遺構編第109図）

5号掘立柱建物跡は、調査区北西部の47-204、48-204、47-205、48-205に位置し、SA地区に近接

する。P1・P8が溝跡によって切られている。調査時名称はSB2072。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－20°－Eにある。

規　　模　　東西5m、南北4.6mを測り、面積は約23m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が西

から2.6m－2.4m、同じく南側が2.5m－2.5m、南北の西側が北から2.3m－2.3m、同じく東側が

2.9m－1.7mとなる。

柱　　穴　　一辺40～50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは50～60cmを測る。

4 掘立柱建物跡
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この内P6は深さが10cm程度しかなく、柱穴でなかった可能性も考えられる。

出土遺物　　P8から須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。P1・P8が溝跡によって切られていることから、溝跡よりも古い遺構と判断される。

4区6号掘立柱建物跡（遺構編第109図）

6号掘立柱建物跡は、調査区北西部の49-206、50-206、49-207、50-207に位置しており、6号掘立

柱建物跡が41号住居跡を覆うように構築されている。調査時名称はSB2263。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－7°－Eにある。

規　　模　　東西4.2m、南北4.3mを測り、面積は約18m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から2.1m－ 2.1m、同じく南側が2m－2m、南北の西側が北から2.3m－ 2m、同じく東側が

2.3m－2.1mとなる。

柱　　穴　　一辺50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～45cmを測る。

出土遺物　　P2・P5～P8の5基の柱穴から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。41号住居跡との新旧関係は判然としない。

4区7号掘立柱建物跡（遺構編第110図）

7号掘立柱建物跡は、調査区北西部の47-208、48-208、47-209、48-209に位置しており、調査時名

称はSB2167。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－2°－Eにある。

規　　模　　東西3.6m、南北3.6mを測り、面積は約13m2となる。柱心心間の距離はいずれも1.8m

となる。

柱　　穴　　一辺60～85cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは35～55cmを測る。

P6・P7の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P3・P6・P7・P9の4基の柱穴から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区8号掘立柱建物跡（遺構編第110図、遺物編第112図）

8号掘立柱建物跡は、調査区西端の49-223、50-223に位置しており、SA地区に近接する。調査時名

称はSB2041。

構　　造　　梁行2間、桁行1間の南北棟と推測され、主軸方向はN－2°－Eにある。

規　　模　　梁3.3m、桁3.9mを測り、面積は約13m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が西から

1.6m－1.7m、同じく南側が1.9m－1.3m、桁はいずれも3.9mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの略円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～35cmを測る。

出土遺物　　P4から土師器の甕（第112図9）が出土した。

時　　期　　遺物が少なく時期の特定は困難であるが、P4出土の遺物から奈良・平安時代と考えられる。
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4区9号掘立柱建物跡（遺構編第111図）

9号掘立柱建物跡は、調査区北西部の48-211、49-211、48-212に位置しており、東に22号住居跡、

南に42号住居跡、西に44号住居跡が近接する。調査時名称はSB2448。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－4°－Eにある。

規　　模　　梁3.8m、桁5.3mを測り、面積は約20m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が西から

1.8m－1.8m、同じく南側が1.9m－1.9m、桁の西側が北から1.9m－1.8m－1.6m、同じく東側が

2m－1.8m－1.6mとなる。

柱　　穴　　径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～45cmを測る。P1・

P3・P8・P10の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P4～P6・P8の4基の柱穴から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区10号掘立柱建物跡（遺構編第111図）

10号掘立柱建物跡は、調査区北西部の51-221に位置しており、周囲には縄文時代中期の土坑が集中

する。調査時名称はST2568。

構　　造　　梁行1間、桁行2間の南北棟で、主軸方向はN－10°－Eにある。

規　　模　　梁1.6m、桁1.5mを測り、面積は約2m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が1.6m、

同じく南側が1.5m、桁の西側が北から0.7m－0.7m、同じく東側が0.65m－0.85mとなる。

柱　　穴　　径20～25cmの略円形を基本とし、遺構検出面からの深さは5～20cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物がなく、時期の特定は困難である。規模が極めて小さく、柱穴も浅いことから、掘立

柱建物跡ではなかった可能性も考えられる。

4区11号掘立柱建物跡（遺構編第111図）

11号掘立柱建物跡は、調査区北西部の52-223に位置しており、南には62号住居跡が近接する。調査

時名称はSB2559。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－1°－Wにある。

規　　模　　東西3.9m、南北3.9mを測り、面積は約15m2となる。柱心心間の距離はいずれも1.8m

となる。

柱　　穴　　径50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは45～50cmを測る。全ての柱穴の

底面には、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P7・P8から土師器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4 掘立柱建物跡
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4区12号掘立柱建物跡（遺構編第112図）

12号掘立柱建物跡は、調査区北西部の53-220、54-220、55-220、53-221、54-221、55-221、53-

222に位置し、8号竪穴状遺構と13号掘立柱建物跡と重複関係にある。調査時名称はSB2642。

構　　造　　梁行2間、桁行4間の南北棟の身舎に、東西2面と北面に庇を付設したものである。主軸

方向はN－10°－Eにある。

規　　模　　身舎の規模は梁が南北とも3.9m、桁が東西とも8.4mを測り、面積は約33m2となる。

柱心心間の距離は、梁が西から2m－1.9m、桁が2.1mの等間で、同じ距離が取られる。庇については、

西側の北から2m－2.1m－1.9m－2.2m－2.1m、東側が2.1m－1.9m－2.2m－2.1m－2.1mで、

北側が西から1.9m－2m－2.2mとなる。身舎の柱筋とは僅かなずれが生じている。

柱　　穴　　径40～50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～45cmを測る。殆どの

柱穴の底面には、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　多くの柱穴からは、須恵器・土師器・縄文土器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、庇を伴う掘立柱建物跡が隣接するSA地区で

中世に位置付けられていることから、12号掘立柱建物跡も中世に帰属される可能性が考えられる。8号

竪穴状遺構との新旧関係は、12号掘立柱建物跡の方が新しいと推定される。

4区13号掘立柱建物跡（遺構編第113図）

13号掘立柱建物跡は、調査区北西部の55-220、54-221、55-221、56-221、55-222に位置し、15

号掘立柱建物跡と重複関係にある。調査時名称はSB2675。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方区はN－1°－Eにある。

規　　模　　梁5.3m、桁5.7mを測り、約30m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西から2.6m－

2.7m、同じく南側が2.6m－2.8m、梁の西側が北から1.9m－1.6m－2.2m、同じく東側が2m－

1.75m－1.95mとなる。

柱　　穴　　一辺40～50cmの方形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～30cmを測る。殆ど

の柱穴の土層断面と底面に柱痕跡が認められる。P8は12号掘立柱建物跡のP11に切られており、北側

に掘り方の痕跡を残すのみである。

出土遺物　　P2・P10から、須恵器の小片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。15号掘立柱建物跡は中世の所産と考えられており、それより古い遺構であることは確実である。

4区14号掘立柱建物跡（遺構編第113図）

14号掘立柱建物跡は、調査区北西部の55-221、56-221、55-222、56-222に位置する。15号掘立柱

建物跡と重複関係にあり、13号掘立柱建物跡に近接する。調査時名称はSB2837。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－10°－Eにある。

規　　模　　梁4.3m、桁5.2mを測り、面積は約22m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側が北か

ら2.2m－2.1m、同じく東側が2.2m－2m、桁の北側が西から2m－1.6m－1.6m、同じく南側が

1.7m－1.7m－1.8mとなる。
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柱　　穴　　四隅の柱穴の掘り方は大きく、その間の柱穴はやや小さくなる。四隅の柱穴は、一辺60

～80cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは60cmを測る。中間の柱穴は30～60cmの楕

円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。殆どの柱穴の底面には、径15～20cm

程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P4・P6・P9・P10から、土師器・縄文土器の小片や頁岩剥片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と考え

られる。

4区15号掘立柱建物跡（遺構編第114図）

15号掘立柱建物跡は、調査区北西部の55-221、56-221、54-222、55-222、56-222、54-223、55-

223、56-223、55-224、56-224、55-225に位置する。遺構内を南北方向に水路が掘り込まれ、5区に

またがっており、13号掘立柱建物跡・14号掘立柱建物跡と重複関係にある。調査時名称はSB2575。

構　　造　　梁行3間、桁行5間（推定）の東西棟の身舎に、四面に庇が付設されたと考えられる。北

を基準とした主軸方向はN－16°－Eにある。

規　　模　　身舎の規模は梁が東西とも5.8m、桁が南北とも10.8mを測り、面積は約63m2となる。

柱心心間の距離は、梁の西側が北から1.8m－1.9m－2m、同じく東側が2m－1.9m－1.9m、桁の北側

が西から4.3m－2.2m－2.1m－2.2m、同じく南側が4.3m－2.2m－2.1m－2.2mとなる。庇につい

ては梁の西側が北から2.1m－2.5m－2.5m－2.4m、同じく東側が2m－2.5m－2.6m－2.3m、桁の

北側が西から2.4m－4.4m－2.2m－2m－2.2m－2.4m、同じく南側が2.5m－4.3m－2.2m－

2.1m－2.2m－2.4mとなる。庇の桁はほぼ身舎の柱筋に沿っているが、梁は柱が1本少なくずれが生じ

ている。また桁の西側から3本目の柱穴と想定される列は、水路が掘り込まれたため削平されたと考えら

れる。

柱　　穴　　15号掘立柱建物跡の柱穴は39基検出された。一辺60cm程度の隅丸方形又は径60cm程

度の円形を基本とし、殆どの柱穴の土層断面と底面に柱痕跡が認められる。また東側には重複する柱穴が

多く見られ、建て替えが行われたことを窺わせる。

出土遺物　　殆どの柱穴から、須恵器・土師器・縄文土器の小片や頁岩剥片が出土した。

時　　期　　遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、庇を伴う掘立柱建物跡が隣接するSA地区で

中世に位置付けられていることから、15号掘立柱建物跡も中世に帰属される可能性が考えられる。P11

は13号掘立柱建物跡のP8を切っており、15号掘立柱建物跡の方が新しいと判断される。

5 井　戸　跡

4区からは4基の井戸跡が検出されている。殆どは奈良・平安時代の所産と思われ、該期の住居跡が集

中する区域で検出された。しかし出土した遺物は非常に少なく、明確な時期の特定は困難なのが実情であ

る。

4区1号井戸跡（遺構編第115図）

1号井戸跡は、調査区東側の50-207に位置し、21号住居跡と重複関係にある。素掘井戸と推測され、

5 井　戸　跡
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調査時名称はSE2313。

平 面 形　　掘り方は長軸1.8m、短軸1.6mの楕円形で、底面は未調査のため形状は判然としないが、

石が纏まって出土した。

堆 積 土　　調査した深さは遺構検出面から1.6mを測る。11層に区分されているが、覆土の殆どが

黒褐色砂質土である。

壁　　面　　底面の状況は判然としないが、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　未調査のため判然としない。出土した石が廃絶時に投棄されたものなのか、水溜めの施設

なのかは判然としない。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。1号

井戸跡が21号住居跡を切っており、井戸跡の方が新しいと考えられる。

4区2号井戸跡（遺構編第115図）

2号井戸跡は、調査区西側の53-206、53-207に位置し、23号住居跡と重複関係にある。石組井戸と

推測され、調査時名称はSE2411。

平 面 形　　掘り方は長軸2.4m、短軸2.1mの楕円形で、底面は一辺80cmの方形となる。覆土上面

から径1mの石組が検出されたことから、井戸枠は径1m程度の円形をなすと推測されるが、石組は崩れ

ており判然としない。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.8mで、覆土はほぼ黒褐色砂質土の単一層で構成されており、

一時的に埋められたことを窺わせる。

壁　　面　　底面から垂直に近い角度で立ち上がるが、途中段が作出され、開口部に向かって外傾して

立ち上がる。

底　　部　　平底で、床面から石が2点出土した。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片や頁岩剥片（7点）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。2号

井戸跡が23号住居跡を切っており、井戸跡の方が新しいと考えられる。

4区3号井戸跡（遺構編第115図）

3号井戸跡は、調査区西側の54-208に位置する。35号住居跡と重複関係にあり、四方を住居跡に取り

囲まれている。石組井戸で、調査時名称はSE2379。

平 面 形　　掘り方は径1.6mの円形で、底面は径60cmの円形となる。底面から70cm上位で石が組

まれており、開口部の井戸枠は判然としない。

堆 積 土　　覆土は4層に区分されたが、上位には黒褐色砂質土、下位には暗褐色砂粒が堆積する。

壁　　面　　遺構検出面からの深さは1.8mを測り、底部付近は石組となる。それよりも上位の壁面は

多少の起伏を有するが、開口部にかけて外傾して立ち上がる。

底　　部　　平底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　須恵器・縄文土器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。3号

Ⅳ　4区の調査成果
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井戸跡が35号住居跡を切っており、井戸跡の方が新しいと考えられる。

4区4号井戸跡（遺構編第115図）

4号井戸跡は、調査区南西端の60-221に位置し、61号住居跡と重複関係にある。素掘井戸で、調査時

名称はSE2083。

平 面 形　　掘り方は径1.2mの円形で、底面は長軸70cm、短軸60cmの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは90cmを測るが、覆土の状況は判然としない。

壁　　面　　壁面は、底面から外傾して立ち上がるが、底面から40cmのところで段が作出される。

底　　部　　緩い丸底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　須恵器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代と考えられる。61

号住居跡との新旧関係は判然としないが、井戸跡の方が住居跡を切っている可能性が考えられ、掘り方が

浅く井戸跡でなはなく、土坑であった可能性も残されている。

6 埋設土器・土坑

4区からは、多数の土坑が検出された。図示した土坑は46基であるが、時代別の内訳は縄文時代44基、

古墳時代1基、中世1基である。特に調査区の西側半分では、非常に多くの土坑・ピットが検出されてお

り、多くは縄文時代中期末葉の所産である。4区の西半分の住居跡等の遺構からも、縄文土器や剥片が出

土しており、該域が縄文時代中期の居住域となっていたことが想定される。4区が北に接するSA地区に

おいても、縄文中期の住居跡や土坑が検出されており、また西に接する5区や南に接する10区でも同期

の遺構・遺物が検出されており、一体の遺跡として理解する必要があろう。なお埋設土器は2基検出され

たが、いずれも調査区の南東端で、前記した中心域からはやや離れている。

4区1号埋設土器（遺構編第116図、遺物編第113図）

1号埋設土器は、調査区南東端の55-197に位置する。調査時名称はEU1060。埋設土器の周囲には径

80cmの円形で、深さ50cmの掘り方が検出された。土器は口縁部を欠損するが、底部が残存する。掘り

方中央に正位の状態に据えられており、底部はほぼ掘り方底面に接していた。

埋設土器　　底部から体部上半にかけて内彎気味に立ち上がる深鉢で、口縁部は欠損しているが、内傾

すると想定される。地文には撚糸文Rが縦位方向に施される。縄文時代中期末葉に位置付けられよう。

4区2号埋設土器（遺構編第116図、遺物編第113図）

2号埋設土器は、調査区南東端の55-197に位置する。調査時名称はEU1057。埋設土器の周囲には径

1mの円形で、深さ70cmの掘り方が検出された。土器は略完形の縄文地文の深鉢で、掘り方中央に正位

の状態に据えられており、底部はほぼ掘り方の底面に接していた。

埋設土器　　底部から口縁部にかけて内彎気味に立ち上がる深鉢で、口縁部は内傾する。口径33cm、

最大径37.5cm、器高56.5cmを測る。口端は内削ぎ状に作出され、体部には無節Lが縦位方向に回転施

文されている。縄文時代中期末葉に位置付けられよう。

6 埋設土器・土坑
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4区1号土坑（遺構編第116図、遺物編第114図）

1号土坑は、調査区中央の53-211、54-211に位置しており、東半分を47号住居跡に切られている。

調査時名称はSK2526。径65cmの円形と推定され、遺構検出面からの深さは20cmを測る。

出土遺物　　覆土からは縄文土器102点、剥片2点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区2号土坑（遺構編第116図、遺物編第114図）

2号土坑は、調査区中央南端の59-212に位置しており、大木10式の住居跡が検出された10区に近接

する。土坑の一部は、50号住居によって着られている。調査時名称はSK2500。径90cmの円形で、遺

構検出面からの深さは15cmを測る。

出土遺物　　覆土からは縄文土器43点、剥片5点、礫1点が出土した。出土した土器は大木10式に位

置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区3号土坑（遺構編第116図、遺物編第114図）

3号土坑は、調査区中央南端の60-212に位置しており、大木10式の住居跡が検出された10区に近接

する。調査時名称はSK2600。径1.1mの円形で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。

出土遺物　　覆土からは縄文土器7点、剥片4点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けら

れ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区4号土坑（遺構編第116図、遺物編第114図）

4号土坑は、調査区中央の52-213に位置しており、土坑の西側は3号溝跡に切られている。調査時名

称はSK2497。径1.4の円形と推定され、遺構検出面からの深さは50cmを測る。底面は傾斜しており、

壁は外傾して立ち上がるが、開口部で大きく外に開く。

出土遺物　　覆土からは縄文土器48点、剥片2点、礫4点の他に、凹石（第114図11）が出土した。

出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区5号土坑（遺構編第116図、遺物編第115図）

5号土坑は調査区西側の52-215に位置する。径1.5mの円形で、遺構検出面からの深さは40cmを測

り、壁はフラスコ状をなす。調査時名称はSK2350。

出土遺物　　覆土から縄文土器1点、剥片2点、礫等が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区6号土坑（遺構編第117図、遺物編第115図）

6号土坑は調査区西側の54-215に位置する。径1.3mの円形で、遺構検出面からの深さは25cmを測

る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2357。

出土遺物　　上面より扁平な石が出土し、覆土からは縄文土器19点、剥片3点が出土した。出土した

土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

Ⅳ　4区の調査成果
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4区7号土坑（遺構編第117図、遺物編第115図）

7号土坑は調査区南端の59-214、60-214に位置し、10区に近接する。長軸1.4m、短軸1.2mの楕円

形のフラスコ状の土坑で、遺構検出面からの深さは50cmを測る。底面は平底となる。調査時名称は

SK2593。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器22点、剥片432点、石核6点、磨石1点、礫1点が出土した。そ

の他に土師器3点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑

と考えられる。

4区8号土坑（遺構編第117図、遺物編第115図）

8号土坑は調査区西側の54-215に位置する。径1mの円形のフラスコ状の土坑で、遺構検出面からの

深さは35cmを測る。底面はやや起伏を有しており、覆土には炭化粒が含まれていた。調査時名称は

SK2352。

出土遺物　　上面より円礫が出土し、覆土からは縄文土器8点、剥片7点、石核1点が出土した。出土

した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区9号土坑（遺構編第117図、遺物編第116図）

9号土坑は調査区西側の57-216、57-217に位置する。径1.2～1.3mの円形で、遺構検出面からの深

さは10cmを測る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれていた。調査時

名称はSK2310。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器27点、剥片4点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区10号土坑（遺構編第117図、遺物編第116図）

10号土坑は調査区西側の55-217に位置する。径80cmの円形で、遺構検出面からの深さは15cmを

測る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2320。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器24点、剥片5点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区11号土坑（遺構編第117図、遺物編第116図）

11号土坑は調査区西側の56-217に位置する。長軸3.4m、短軸1.5mの矩形に近い不整形で、遺構検

出面からの深さは20cmを測り、主軸方向はN－9°－Wにある。底面は平底で、壁は外傾して立ち上が

る。調査時名称はSK2312。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器271点、剥片85点、礫2点が出土した。その他に須恵器の小片が

8点出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区12号土坑（遺構編第117図、遺物編第117図）

12号土坑は調査区西側の53-217・53-218に位置する。径1～1.1mの円形で、遺構検出面からの深

6 埋設土器・土坑
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さは15cmを測る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2349。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器3点、磨石1点、石核1点、剥片、礫等が出土したが、特に西側に

剥片が集中して出土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考

えられる。

4区13号土坑（遺構編第117図、遺物編第117図）

13号土坑は調査区西側の58-218に位置する。長軸1.3m、短軸90cmの楕円形を呈するが、本来は径

90cmの円形であったと推測され、土坑内にはピット3基が掘り込まれている。遺構検出面からの深さは

57cmを測り、フラスコ状の土坑と推測され、底面は平底となる。調査時名称はSK2609。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器8点、剥片3点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区14号土坑（遺構編第117図）

14号土坑は調査区西側の51-218に位置する。径90cmの円形のフラスコ状の土坑で、遺構検出面か

らの深さは30cmを測る。底面は緩い丸底で、覆土には炭化粒が含まれていた。調査時名称はSK2340。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器4点、磨石1点、剥片2点、礫等が出土した。出土した土器は小片

で、型式を特定することは困難であるが、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区15号土坑（遺構編第117図、遺物編第117図）

15号土坑は調査区西側の54-218に位置する。長軸90cm、短軸70cmの楕円形で、遺構検出面から

の深さは25cmを測る。底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2758。

出土遺物　　覆土からは縄文土器42点、剥片5点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区16号土坑（遺構編第118図）

16号土坑は調査区西側の53-218、53-219に位置する。長軸1.5m、短軸1.1mの楕円形で、遺構検出

面からの深さは30cmを測る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がるが、東側に段が作出される。調

査時名称はSK2640

出土遺物　　覆土からは、縄文土器15点、石核2点、剥片1357点、礫2点が出土した。その他にチ

ップが多量に出土した。出土した土器は小片で、型式を特定することは困難であるが、縄文時代中期末葉

の土坑と考えられる。土坑内に石器製作で生じた破片類を一括投棄したものと想定される。

4区17号土坑（遺構編第118図、遺物編第118図）

17号土坑は調査区西側の53-219に位置する。径90cmの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを

測る。底面は平底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。調査時名称はSK2641。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器108点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄

文時代中期末葉の土坑と考えられる。
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4区18号土坑（遺構編第118図、遺物編第118図）

18号土坑は調査区西側の59-218、60-218、59-219に位置する。長軸1.5m、短軸1.2mの楕円形で、

遺構検出面からの深さは35cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称は

SK2605。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器126点、剥片39点、石核2点、磨石2点、凹石1点、礫3点が出

土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区19号土坑（遺構編第118図、遺物編第118図）

19号土坑は調査区南西端の60-219に位置する。径70cmの円形で、遺構検出面からの深さは30cm

を測る。東壁にピットが掘り込まれているが、底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称

はSK2618。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器24点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄

文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区20号土坑（遺構編第118図、遺物編第118図）

20号土坑は調査区西南端の59-218に位置する。長軸1m、短軸75cmの楕円形で、遺構検出面からの

深さは20cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2603。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器7点、剥片11点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区21号土坑（遺構編第118図、遺物編第119図）

21号土坑は調査区西側の53-219、53-220に位置する。径1mの円形で、遺構検出面からの深さは

60cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、西側の底面はやや内側に入り込む。

調査時名称はSK2639。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器10点、石核1点、剥片9点が出土した。出土した土器は大木10式

に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区22号土坑（遺構編第118図、遺物編第119図）

22号土坑は調査区南西端の60-219に位置し、土坑の北半は1996年の予備調査のトレンチで削平を受

けている。径65cmの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は丸底で、壁は外傾して立

ち上がる。調査時名称はSK2631。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器172点、剥片7点、礫2点が出土した。出土した土器は大木10式

に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区23号土坑（遺構編第118図、遺物編第120図）

23号土坑は調査区西側の54-219に位置し、24・25号土坑に近接する。長軸1.2m、短軸1mの楕円

形を呈するが、浅い土坑を掘り込んだ状況が窺える。遺構検出面からの深さは40cmを測り、底面は平
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底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がるが、南西側には段が作出される。調査時名称はSK2834。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器46点、剥片10点、礫2点が出土した。出土した土器は大木10式

に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区24号土坑（遺構編第118図、遺物編第120図）

24号土坑は調査区西側の54-219に位置し、23・25号土坑に近接する。径40cmの円形で、遺構検

出面からの深さは10～30cmを測る。底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称SK2835。

出土遺物　　覆土からは縄文土器19点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、

縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区25号土坑（遺構編第118図、遺物編第120図）

25号土坑は調査区西側の54-219に位置し、23・24号土坑に近接する。径50cmのフラスコ状の土

坑で、底径は65cmを測る。遺構検出面からの深さは30cmで、底面は緩い丸底となる。調査時名称

SK2836。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器55点、剥片464点、石核5点が出土した。出土した土器は大木

9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。剥片が多量に出土していることから、

土坑内に石器製作で生じた破片類を一括投棄したものと想定される。

4区26号土坑（遺構編第118図、遺物編第120図）

26号土坑は調査区北西端の48-221に位置する。土坑の北端はSA地区との境界となっているため、未

調査のままとなってしまった。開口部径1mのフラスコ状の土坑で、底径は1～1.1mを測る。遺構検出

面からの深さは40cmで、底面は平底となり、覆土には炭化粒が含まれていた。調査時名称SK2050。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器9点、剥片6点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。覆土の炭化粒を分析した結果、トチノキの破片であったこ

とが判明した。

4区27号土坑（遺構編第119図、遺物編第120図）

27号土坑は調査区北西端の49-220に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。東側に張り出しを持つ柄鏡の形状で、長軸1m、短軸80cmとなる。遺構検出面からの

深さは20～30cmを測り、底面は傾斜した平底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。調査時名称

SK2031。

出土遺物　　縄文土器17点、剥片435点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄

文時代中期末葉の土坑と考えられる。剥片が多量に出土していることから、土坑内に石器製作で生じた破

片類を一括投棄したものと想定される。

4区28号土坑（遺構編第119図、遺物編第120図）

28号土坑は調査区北西端の49-220、49-221に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期

末葉の土坑が密集している。開口部径1.3mのフラスコ状の土坑で、底面は径1.1mを測る。遺構検出面
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からの深さは75cmで、底面は平底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、途中強く窄まるが、開口部

では緩く立ち上がる。覆土には炭化粒が含まれていた。調査時名称SK2033。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器155点、磨石1点、剥片29点、石核1点が出土した。出土した土

器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。覆土の炭化粒を分析した結果、

オニグルミとトチノキの破片であったことが判明した。

4区29号土坑（遺構編第119図、遺物編第121図）

29号土坑は調査区北西端の48-221、49-221に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期

末葉の土坑が密集している。30号土坑とは重複関係にあるが、新旧は判然としない。29号土坑は開口部

径1.1mのフラスコ状の土坑で、底径は95cmを測る。遺構検出面からの深さは50cmで、底面は平底と

なり、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2037。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器32点、台石1点、石皿1点、磨石1点、剥片30点、石核1点、礫

5点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。覆

土の炭化粒を分析した結果、オニグルミとトチノキの破片であったことが判明した。

4区30号土坑（遺構編第119図、遺物編第121・122図）

30号土坑は調査区北西端の48-221、49-221に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期

末葉の土坑が密集している。29号土坑とは重複関係にあるが、新旧は判然としない。30号土坑の開口部

は径1.1mのフラスコ状の土坑で、底径は1mを測る。遺構検出面からの深さは55cmで、底面は平底と

なり、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2036。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器134点、剥片108点が出土した。出土した土器は大木10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区31号土坑（遺構編第119図、遺物編第122・123図）

31号土坑は調査区北西端の48-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。土坑の北半はSA地区との境界となっているため、未調査のままとなってしまった。開

口部径80cmのフラスコ状の土坑で、底径は95cmを測る。遺構検出面からの深さは35cmで、底面は

平底となり、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2178。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器110点、磨石1点、剥片194点、石核1点が出土した。出土した

土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区32号土坑（遺構編第119図、遺物編第123・124図）

32号土坑は調査区北西端の48-222、49-222に位置し、SA地区に近接する。直ぐ東には31号土坑が

位置しており、周囲には縄文時代中期末葉の土坑が密集している。土坑の北端はSA地区との境界となっ

ているため、未調査のままとなってしまった。開口部径1.5mのフラスコ状の土坑で、底径は1.4mを測

る。遺構検出面からの深さは50cmで、底面は平底となり、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称

SK2052。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器174点、石棒1点、凹石1点、剥片26点、礫5点が出土した。出
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土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。覆土の炭化粒を分析し

た結果、トチノキの破片であったことが判明した。

4区33号土坑（遺構編第119図、遺物編第125図）

33号土坑は調査区北西端の49-221、49-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期

末葉の土坑が密集している。開口部径1.1mのフラスコ状の土坑で、西壁はピットが掘り込まれている。

底径は1mで、遺構検出面からの深さは40cmを測る。底面は起伏を有し、覆土には炭化粒が含まれる。

調査時名称SK2039。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器27点、剥片2点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。覆土の炭化粒を分析した結果、トチノキの破片であっ

たことが判明した。

4区34号土坑（遺構編第119図、遺物編第125図）

34号土坑は調査区北西端の50-221、50-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期

末葉の土坑が密集している。35号土坑と重複関係にあるが、新旧は判然としない。開口部径1.1mのフ

ラスコ状の土坑で、底径は1.1mを測り、35号土坑と重複する。遺構検出面からの深さは60cmで、底

面は平底で、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2585。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器15点、剥片4点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区35号土坑（遺構編第119図、遺物編第125図）

35号土坑は調査区北西端の50-221に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。34号土坑と重複関係にあるが、新旧は判然としない。径90cmの円形で、遺構検出面

からの深さは40cmを測る。底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

調査時名称SK2584。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器4点、剥片1点が出土した。出土した土器は大木9・10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区36号土坑（遺構編第119図、遺物編第125図）

36号土坑は調査区北西端の50-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。開口部径1mのフラスコ状の土坑で、底径は1mを測る。遺構検出面からの深さは

60cmで、底面は丸底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2586。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器42点、剥片15点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区37号土坑（遺構編第120図、遺物編第126図）

37号土坑は調査区北西端の52-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。開口部径1.1mのフラスコ状の土坑で、底径は1.2mを測る。遺構検出面からの深さは
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50cmで、底面は緩い丸底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2669。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器29点、磨石1点、剥片14点が出土した。出土した土器は大木9・

10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区38号土坑（遺構編第120図、遺物編第126図）

38号土坑は調査区北西端の52-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。開口部径95cmのフラスコ状の土坑で、底径は95cmを測る。遺構検出面からの深さ

は40cmで、底面は平底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2743。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器21点、凹石1点、台石1点、剥片11点が出土した。出土した土器

は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区39号土坑（遺構編第120図、遺物編第126図）

39号土坑は調査区北西端の50-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。径70cmの円形で、南壁にはピットが掘り込まれている。遺構検出面からの深さは

10cmを測り、底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称SK2665。

出土遺物　　覆土からは、台石（第126図9）が出土した。出土した遺物が少なく、時期の特定は困難

であるが、周囲の遺構の時期から、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区40号土坑（遺構編第120図、遺物編第127図）

40号土坑は調査区北西端の51-222に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。径1mの円形で、遺構検出面からの深さは25cmを測る。底面は丸底で、壁は緩く立ち

上がる。調査時名称SK2658。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器60点、剥片1点、礫1点が出土した。出土した土器は大木9・10

式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区41号土坑（遺構編第120図、遺物編第127図）

41号土坑は調査区北西端の52-223に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。径85cmの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平底で、壁は垂直

に近い角度で立ち上がるが、東壁には段が作出され、開口部は緩く立ち上がる。調査時名称SK2661

出土遺物　　覆土からは、縄文土器68点、凹石1点、台石1点、磨石1点、礫4点が出土した。出土

した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区42号土坑（遺構編第120図、遺物編第128図）

42号土坑は調査区北西端の51-223に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。径95cmの円形で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。底面は起伏を有し、壁は

外傾して立ち上がる。調査時名称SK2664。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器60点、磨石5点、礫6点、剥片1点が出土した。出土した土器は

大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

6 埋設土器・土坑
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4区43号土坑（遺構編第120図、遺物編第128図）

43号土坑は調査区北西端の52-223に位置し、SA地区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉の土坑

が密集している。径80cmの円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面は平底で、壁は垂直

に近い角度で立ち上がる。調査時名称SK2662。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器27点、剥片5点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区44号土坑（遺構編第120図、遺物編第128図）

44号土坑は調査区北西端の53-223、53-224に位置し、5区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉

の土坑が密集している。開口部径1.25～1.5mのフラスコ状の土坑で、底径は径1mを測る。遺構検出

面からの深さは35cmで、底面は平底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。調査時名称SK2754。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器166点、剥片7点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区45号土坑（遺構編第120図、遺物編第128・129図）

45号土坑は調査区北西端の53-223、53-224に位置し、5区に近接する。周囲には縄文時代中期末葉

の土坑が密集している。開口部が楕円形（長軸80cm、短軸55cm）のフラスコ状の土坑で、底径は60～

70cmを測る。遺構検出面からの深さは40cmで、底面は平底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。調査

時名称SK2668。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器46点、剥片1点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

4区46号土坑（遺構編第120図、遺物編第129図）

46号土坑は調査区西側の60-217に位置する。径65cmの土坑2基が重複した構成をなし、遺構検出

面からの深さは75cmを測る。覆土上位からは、古墳時代の土師器の壺と鉢が纏まって出土した。壺は

斜めに倒した状態であったことから、土坑がある程度埋まった段階で、土師器が埋納されたと考えられる。

調査時名称SK2672。

出土遺物　　覆土上位から、古墳時代の土師器の壺（第129図4）と鉢（第129図5）が出土した。また

底面からは礫1点が出土した。出土した土器から、古墳時代前期の土坑と考えられる

4区47号土坑（遺構編第120図、遺物編第129図）

47号土坑は調査区西側の58-218に位置する。長軸65cm、短軸50cmの楕円形の土坑で、遺構検出

面からの深さは20cmを測る。底面は丸底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK2738。

出土遺物　　覆土からは、元豊通寶（第129図6）が出土した。出土した銭貨から、中世の土坑と考え

られる。

Ⅳ　4区の調査成果

105



Ⅴ　5区の調査成果

1 5 区 の 概 要（第9図）

5区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1998年の第3次で実施した。5区は

駐車場造成に係わる調査区で、実際調査した面積は11,200m2であった。SA地区の南端に接しており、

調査区北縁は調査区内への搬入路を確保する必要から、幅2mの未調査区域を残している。

5区は水路を介して便宜的に4区と区分しており、4区とは同一段丘面の一体の繋がりを有している。

1998年4月23日に表土除去を開始し、5月29日までに遺構の検出を終了した。遺構の調査は5月27日

～12月1日までの期間で実施した。遺構調査は4区に近接する東側の遺構から着手して、順次西側の方

向に進めていった。4区からは従来の高速道路調査区の座標を改め、公共座標に基づく大グリッド制を取

ることとなった。従って5区のグリッドは、I4～I6・J4～J6・K4～K6・L5・L6区の範囲にある。

5区の現況は果樹園であり、標高102mの段丘中位面に相当する。調査区内は4区と同様にほぼ平坦な

地形であるが、北側のSA地区はやや低い地形となっており、住居跡は高燥地に営まれたことを窺わせる。

5区の調査区域は北縁のラインは、1997年に調査された高瀬山遺跡SA地区に接しており、南縁は

1999年に調査された10区の一部に接している。東縁は南北方向の水路を介して4区と、西縁は南北方

向の農道を介して6区と区分される。

5区で検出された遺構は、竪穴住居跡39棟、竪穴状遺構6基、掘立柱建物跡14棟、図示した土坑は

33基、溝跡3条で、4区に近接した調査区東側に集中する傾向が看取される。なお井戸跡は検出されて

いない。

2 竪 穴 住 居 跡

5区からは、39棟の竪穴住居跡が検出されたが、その内訳は縄文時代中期1棟、奈良・平安時代38棟

で、4区で検出された古墳時代の住居跡は認められなかった。調査区東側では、住居跡同士または他の遺

構との重複関係が顕著であるが、調査区西側の住居跡は散漫な分布となっている。奈良・平安時代の住居

跡としては、大型住居跡である21号住居跡、壁柱を有する16号住居跡、製鉄に係わった8・31号住居

跡が特記される。

5区1号住居跡（遺構編第126・127図、遺物編第130～142図）

1号住居跡は、調査区東側のK5-58・59・68・69に位置し、縄文時代中期の遺構が集中する区域の

外縁に相当する。住居跡内の東側は一部攪乱が及んでいる。調査時名称はST5138。

平 面 形　　径4.5～4.75mの円形で、北壁には段が作出されており、拡張された可能性が考えられ

る。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土には黒褐色砂質土が堆積する。
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第9図　5区遺跡全体図
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壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　平坦であるが、硬化面は認められない。

柱　　穴　　P1～P4のピット3基が柱穴に相当すると考えられる。径25～30cm、深さ30～40cm。

壁　　溝　　南壁に幅25cm程度の壁溝を検出した。

炉　　跡　　住居跡の北側に接して複式炉が構築されている。前庭部・石組部・埋設土器で構成されて

おり、縄文地文（RL）の深鉢（第137図1）が埋設されていた。その中の底面の近くからは、深鉢2個体

（第130図1、第136図1）が出土した。

出土遺物　　住居跡内から多量の遺物が出土した。覆土の上面は、奈良・平安時代の集落造成や後世の

土地改変で削平を受けたと想定され、遺物の多くは覆土下位に相当する。縄文土器が殆どであるが、磨

石・叩石類も多く出土し、剥片は54点のみであった。床面から出土した遺物は叩石（第142図5）、床面

直上から出土したのは第135図1、第139図4、第140図6、第141図5である。

時　　期　　縄文時代中期末葉大木10式の住居跡である。

5区2号住居跡（遺構編第128図、遺物編第143図）

2号住居跡は、調査区西端のL6-14・15に位置する。住居跡内を南北方向に水路が掘り込まれており、

東壁は4区から検出された。調査時名称はST5185。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には灰黄褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　叩き締めて硬くなった貼床が認められた。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の主軸線

は南壁に対して東側に傾斜している。右袖と西壁の間の床面直上から土師器の甕（第143図3・5）が出

土した。

出土遺物　　カマド以外では、須恵器の坏（第143図1）、甕（第143図2）、土師器の甕（第143図4）が

床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区3号住居跡（遺構編第128図、遺物編第143図）

3号住居跡は、調査区東側のL5-14・15に位置する。住居跡内を南北方向に1号溝跡が掘り込まれて

おり、また東壁にはコンクリートの管が埋設されている。調査時名称はST5002。

平 面 形　　南北軸4.2m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－10°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの覆土は浅く、覆土下位には暗褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は検出されていない。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴の可能性が考えられるが、特定できない。径25～30cm、深さ10～

15cm。

2 竪 穴 住 居 跡
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壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。燃焼部が確認できたに過ぎず、詳細は判然としない。

出土遺物　　覆土が浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。須恵器の蓋（第143図6）、

土師器の甕（第143図7）、黒色土器（第143図8）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。1号溝跡が3号住居

跡を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

5区4号住居跡（遺構編第129図、遺物編第143・144図）

4号住居跡は、調査区東側のL5-93・94、L6-03・04に位置する。住居跡内を浅い溝跡（1号溝跡）が

掘り込んでおり、5・6号住居跡と重複関係にある。それぞれの遺構の新旧関係は、4号住居跡→5・6

号住居跡→1号溝跡の順で新しくなると考えられる。調査時名称はST5182。

平 面 形　　南北軸6.1m、東西軸5.8mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。住居跡の北東角は

5号住居跡、北西角は6号住居跡に切られている

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に2基構築されている。東端のカマドを壊して、直ぐ西隣にカマドを構築して

いる。新しいカマドは煙道部、袖部・燃焼部が検出され、煙道部は1.4mを測る。燃焼部からは刻書を有

する須恵器の坏（第143図9）と石が出土した。古いカマドは、煙道部と左袖部のみで、右袖と燃焼部は

失われている。煙道部は長さが90cmを測り、一部トンネル状に残存していた。

出土遺物　　須恵器は坏（第143図10）、蓋（第143図11）、土師器は坏（第143図12）、甕（第144図

1・2）が、覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。4号住居跡は5号住

居跡・6号住居跡に切られており、最も古い住居跡であったと考えられる。

5区5号住居跡（遺構編第129図、遺物編第144図）

5号住居跡は、調査区東側のL5-84・94に位置する。住居跡内を浅い溝跡（1号溝跡）が掘り込んでお

り、4号住居跡と重複関係にある。それぞれの遺構の新旧関係は、4号住居跡→5号住居跡→1号溝跡の

順で新しくなると考えられる。調査時名称はST5181。

平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－1°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められ、4号住居跡の床面との高低差は、5号住居跡の方が5cm程度

高い。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

Ⅴ　5区の調査成果
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カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、燃焼部からは須恵器の坏（第

144図3）、土師器の甕（第144図8・9）が出土した。また支脚に用いたと思われる石も検出されている。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から須恵器の甕（第144図4・6）、土師器の甕（第144図5）、鉄製

品（第144図7）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。5号住居跡は4号住

居跡を切っており、新しい住居跡であったと考えられる。

5区6号住居跡（遺構編第129図、遺物編第145図）

6号住居跡は、調査区東側のL5-82・83・92・93に位置する。4号住居跡と重複関係にあり、それ

ぞれの遺構の新旧関係は、4号住居跡よりも6号住居跡の方が新しいと考えられる。調査時名称は

ST5204。

平 面 形　　南北軸6.3m、東西軸6.3mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められ、4号住居跡の床面との高低差は、6号住居跡の方が5cm程度

高い。

柱　　穴　　P1～P4の4基のピットが、柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道の付け根からは

土師器の甕（第145図6）が出土した。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第145図1～3）や蓋（第145図5）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。6号住居跡は4号住

居跡を切っており、新しい住居跡であったと考えられる。

5区7号住居跡（遺構編第130図、遺物編第145図）

7号住居跡は、調査区東側のL6-03・04・13・14に位置する。住居跡内を浅い溝跡（1号溝跡）が掘

り込んでいる。調査時名称はST5186。

平 面 形　　南北軸5.3m、東西軸5.2mの方形で、主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　P1～P4の4基のピットが、柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部は一部ト

ンネル状に残存していた。燃焼部からは須恵器の坏（第145図9）や支脚に用いたと思われる石が出土した。

出土遺物　　覆土からは、須恵器の坏（第145図7・8・10）、蓋（第145図11）、土師器の甕（第145図

12）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

2 竪 穴 住 居 跡
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5区8号住居跡（遺構編第131図、遺物編第145～147図）

8号住居跡は、調査区西側のL5-62・63・72・73に位置し、北に9号住居跡、南に6号住居跡が近

接する。鍛治炉が検出されたことから、製鉄に係わった住居跡である。調査時名称はST5206。

平 面 形　　南北8m、東西7.4mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められ、特に外周に沿った「コ字状」に黒色土の割合が多くなる。

柱　　穴　　P1～P4の4基のピットが柱穴に該当する。いずれもピットが重複しており、東から西へ

30cmずらして柱穴が掘り込まれており、柱の付け替えが行われた可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁に2基のカマドが構築されており、東側をカマド1、西側をカマド2と呼称する。共

に煙道部・袖部・燃焼部が検出されている。カマド1は煙道部の長さが1.25mで、先端は土坑状に掘り

込まれている。右袖脇の床面直上からは土師器の甕（第147図5）が出土した。カマド2は煙道部の長さ

が80cmで、左袖脇の床面から土師器の甕（147図3・4）が纏まって出土した。

鍛 治 炉　　住居跡の中央で検出された。長軸1.4m、短軸60cmの楕円形に貼った粘土が焼けて硬く

なっており（最大厚3.5cm）、中心より北寄りに焼土を含んだピットが検出された。炉の南側にも被熱した

床面が認められた。

出土遺物　　遺物は南西角に集中して出土した。床面直上から出土したのは、須恵器の坏（第146図1）

と鉄製品（第147図10）、台石（第147図11）で、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区9号住居跡（遺構編第132図、遺物編第148図）

9号住居跡は、調査区東側のK5-51・ 52に位置し、南に8号住居跡が近接する。調査時名称は

ST5221。

平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－3°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　貼床が認められるが、東壁の50～70cm幅でテラス状の平坦な高まりが存する。

柱　　穴　　住居跡内からはピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、燃焼部からは土師器の鉢

（第148図6）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から出土した。須恵器は坏（第148図1～5）、土師器は甕・鉢（第

148図7～9）、鉄製品では刀子（第148図10）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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5区10号住居跡（遺構編第132図、遺物編第148図）

10号住居跡は、調査区東側のL5-80・81・90・91に位置し、住居跡内は浅い溝跡に切られている。

調査時名称はST5202。

平 面 形　　南北軸2.6m、東西軸2.5mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。左袖部と燃焼部が検出されたが、右袖は判然としなかっ

た。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第148図11・12）と縄文中期の土器（第148図13）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。溝跡よりも住居跡の

方が古いと判断される。

5区11号住居跡（遺構編第132図）

11号住居跡は、調査区東側のL6-10に位置し、3号掘立柱建物跡が重複関係にある。調査時名称は

ST5136。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸3.1mの方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に貼床が認められるが、比較的軟らかい。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西端に構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、右袖は検出できなかった。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の住居跡と考えられる。3号掘立柱建物跡のP1が、11号住居跡の左袖を切っていることから、11

号住居跡が3号掘立柱建物跡よりも古いと判断される。

5区12号住居跡（遺構編第133図、遺物編第149図）

12号住居跡は、調査区東側のL5-00・01・10・11に位置し、SA地区に近接する。調査時名称は

ST5068。

平 面 形　　南北軸2.9m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色粘質土・黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。
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柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部の末端には土

坑状の掘り込みが認められた。燃焼部と左袖脇の床面からは、土師器の甕（第149図1・2）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、須恵器・土師器の小片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区13号住居跡（遺構編第135図、遺物編第150図）

13号住居跡は、調査区東側のK5-45・46・55・56に位置する。東壁を2号溝跡に切られ、また南

壁も溝跡によって削平され、形状が判然としない。調査時名称はST5237。

平 面 形　　東壁と南壁が判然としないため、規模は明確にできないが、主軸方向はN－7°－Wにあ

ると推定される。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられるが、掘り方は浅く、特定はできない。

壁　　溝　　北壁の一部に幅30cmの溝が検出されているが、壁溝であるのかどうかは判然としない。

カ マ ド　　検出されていない。2号溝跡に壊された可能性が考えられる。

出土遺物　　床面から土師器の甕（第150図2・4）が出土した。その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡との新旧関

係は、13号住居跡の方が古い。

5区14号住居跡（遺構編第136図、遺物編第150・151図）

14号住居跡は、調査区東側のK5-75・76に位置する。住居跡内に2号溝跡が東西方向に掘り込まれ

ており、南壁の状況は判然としない。調査時名称はST5353。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－5°－Eを測る。南東角が内側に入

り込んでおり、明瞭な方形とはならない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられるが、特定はできない。

壁　　溝　　南壁の一部に幅30～40cmの溝が検出されているが、壁溝であるのかどうかは判然とし

ない。

カ マ ド　　検出されていない。南東角に土器が集中して出土したことから、南壁に構築され、2号溝

跡に壊された可能性が考えられる。

出土遺物　　住居跡の南東角の床面から、須恵器の坏（第150図5～7）と土師器の甕（第151図1～3）

が纏まって出土した。南西角の覆土下位からは須恵器の坏（第150図8）と蓋（第150図9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡との新旧関
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係は、14号住居跡の方が古く、2号溝跡が新しい。

5区15号住居跡（遺構編第136図）

15号住居跡は、調査区西側のJ4-77・87に位置し、SA地区に近接する。調査時名称はST5309。

平 面 形　　南北軸3.4m、東西軸3.2mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。煙道部と燃焼部が検出され、袖部は認められなかった。

出土遺物　　土師器の甕の胴部資料や須恵器の小片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の住居跡と考えられ

る。

5区16号住居跡（遺構編第137図、遺物編第151・152図）

16号住居跡は、調査区東側のK5-95・96、K6-05・06に位置する。住居跡内の中央を南北方向に2

号溝跡が掘り込まれ、住居跡は二分されている。調査時名称はST5240。

平 面 形　　南北軸6.4m、東西軸6.5mの方形で、主軸方向はN－1°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面の外周には、貼床が認められる。

柱　　穴　　東西壁に掘り込まれたP1～P4が柱穴に相当すると考えられる。径30～40cm、遺構検

出面からの深さは60～70cmを測る。床面から検出されたピットにも、支柱穴が存する可能性が考えら

れる。

壁　　溝　　四方から、幅20cm、深さ10～20cmの壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁に2基のカマドが構築されており、東寄りをカマド1、西寄りをカマド2と呼称する。

共にカマド施設の直下から壁溝が検出されており、壁溝を埋めてカマドが構築されている。カマド1は南

壁の南東角近くに構築され、袖部と燃焼部が検出され、煙道部は認められなかった。左袖脇の覆土下位～

床面にかけて土師器の甕（第152図3）が出土した。カマド2は南壁の南西角近くに構築され、煙道部・

袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の長さは75cmを測る。燃焼部からは須恵器の坏（第151図5）が

出土した。

出土遺物　　カマド以外では、遺物の殆どが覆土から出土したが、第152図5が床面、第152図1・

2・4が覆土下位～床面にかけて出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡との新旧関

係は、16号住居跡の方が古く、2号溝跡が新しい。
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5区17号住居跡（遺構編第138図、遺物編第152図）

17号住居跡は、調査区東側のK5-53・54・63・64に位置し、直ぐ南に19号住居跡が近接する。調

査時名称はST5349。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸4.4mの方形で、主軸方向はN－11°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、中央は直床であるが、外周には貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からは土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　住居跡内周縁の貼床を剥がした結果、幅20～40cmの溝状の掘り方が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。燃焼部のみ検出され、煙道部と袖部は認められなかった。

燃焼部付近の床面からは、須恵器の蓋（第152図7）と土師器の甕（第152図10）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から須恵器の蓋（第152図8）と土師器の甕（第152図11）が出

土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区18号住居跡（遺構編第138図、遺物編第152図）

18号住居跡は、調査区東側のK5-84に位置する。調査時名称はST5243。

平 面 形　　南北軸3.2m、東西軸3mの方形で、主軸方向はN－15°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は粘土粒を多量に含む黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　柱穴と特定できるピットは検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、右袖は判然としない。煙

道部は削平され、付け根部のみが認められた。燃焼部は煙道の張り出した部分に存しており、支脚に用い

たと思われる石が出土した。

出土遺物　　カマド近くの床面から、須恵器の坏（第152図12）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区19号住居跡（遺構編第139図、遺物編第153図）

19号住居跡は、調査区東側のK5-63・64・73・74に位置し、直ぐ北には17号住居跡が近接する。

調査時名称はST5241。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸4.8mの方形で、主軸方向はN－0°にある。東壁の上面は3号溝

跡に削平されている。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は検出されていない。
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柱　　穴　　柱穴に特定できる土坑・ピットは検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、袖部は良好な状態で残存

していた。

出土遺物　　遺物の多くは覆土から出土したが、墨書土器（第153図3）と須恵器の蓋（第153図4）は

床面直上から出土した。土器以外では、台石（第153図11）や鉄製槍（第153図12）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。3号溝跡が19号住

居跡の東壁を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

5区20号住居跡（遺構編第140図、遺物編第153図）

20号住居跡は、調査区東側のK5-62・63・72・73に位置し、東には19号住居跡が近接する。調査

時名称はST5242。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面には貼床が認められる。

柱　　穴　　柱穴に特定できる土坑・ピットは検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部は1.8m

と長く、一部トンネル状に残存していた。袖部の両脇には径20cm、深さ10～15cmのピットが検出さ

れたが、対になっており、カマド施設に係わる可能性も考えられる。

出土遺物　　出土した遺物の多くは覆土から出土したが、須恵器の甕（第153図17）は床面から出土し

た。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区21号住居跡（遺構編第141図、遺物編第154図）

21号住居跡は、調査区中央南端のK5-92・93、K6-02・03に位置し、住居跡の東壁～南西角にかけ

て3号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST5244。

平 面 形　　南北軸8m、東西軸6.8mの方形で、主軸方向はN－5°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は検出されていない。

柱　　穴　　住居跡内からは多数の土坑・ピットが検出されたが、柱穴としてP1・P2が相当すると

考えられる。

壁　　溝　　住居跡の四方に幅15cm、深さ10cmの壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出され、煙道部はみとめられなかった。

袖両脇にはピットが存しており、西側ピットで第154図4・10、東側ピットで第154図7・9が出土し

た。なお床面の4ヶ所で焼土粒の集中が認められた。
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出土遺物　　出土した遺物の多くは覆土から出土したが、第154図2が床面直上から、第154図8・

12が床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。3号溝跡が21号住

居跡を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

5区22号住居跡（遺構編第142図、遺物編第155図）

22号住居跡は、調査区北端のJ4-68に位置する。住居跡の北東部分はSA地区との境界に当たり、未

調査となってしまった。調査時名称はST5010。

平 面 形　　形状は方形であるが、北東部分が未調査となってしまったため、規模は判然としない。想

定される主軸方向はN－9°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色粘質土・黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡の南西角にあるP1が、柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　西壁に幅15cm、深さ10cmの壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されているが、燃焼部のみ検出した。燃焼部からは土師器の甕（第

155図7～11）が纏まって出土した。

出土遺物　　カマド以外からは、須恵器の蓋（第155図5）が床面直上、黒色土器（第155図6）が覆土

から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区23号住居跡（遺構編第143図、遺物編第156・157図）

23号住居跡は、調査区中央南端のJ6-08・09・18・19に位置し、10区と接する。調査時名称は

ST5247。

平 面 形　　南北軸5.3m、東西軸5.1mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からは多数の柱穴・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、両袖には袖石が用いられ

ていた。燃焼部からは土師器の甕（第156図7・8・11）が纏まって出土し、鉄製品（第157図1）も出土

した。また右袖脇の床面からは須恵器の坏（第156図1・4）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、第156図2・5・6・9、第157図2が床面から出土し、その他は覆土

から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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5区24号住居跡（遺構編第144図、遺物編第157図）

24号住居跡は、調査区西側のJ5-36・37・46・47に位置する。調査時名称はST5268。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸5.2mの方形で、主軸方向はN－15°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に暗褐色土の床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡内には土坑・ピットを多数検出したが、柱穴を特定することはできない。

壁　　溝　　検出されていない。北壁～西壁にかけて幅広の溝状の掘り方が認められるが、貼床となっ

ており、壁溝ではない。

カ マ ド　　南壁の北寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の長さは

80cmを測る。右袖脇のピットからは、須恵器の坏（第157図3）と土師器の甕（第157図12・13）が出

土した。

出土遺物　　カマド以外では、遺物は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区25号住居跡（遺構編第145図、遺物編第158図）

25号住居跡は、調査区東側のJ5-16・26に位置し、南には3号溝跡を挟んで24号住居跡、西には26

号住居跡が近接する。調査時名称はST5269。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－15°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴である可能性が考えられるが、判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、煙道部は削平を受け、僅

かに認められるのみである。左袖には袖石が見られ、右袖からは土師器の甕（第158図8）が出土した。

またカマド周辺の覆土下位から須恵器の坏（第158図1・3）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第158図9、住居跡中央の土坑から第158図6が出土し

た。その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区26号住居跡（遺構編第146図、遺物編第158～160図）

26号住居跡は、調査区西側のJ5-13・14に位置する。6号竪穴状遺構と重複関係にあり、26号住居

跡が6号竪穴状遺構を切っている。調査時名称はST5348。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－17°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。
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床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内からは土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。東壁に幅50cm、深さ10cm程度の溝状の掘り方が検出されたが、壁

溝ではないと思われる。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出され、煙道部の長さは

90cmを測る。燃焼部からは土師器の甕（第159図2～4、第160図2・9）が折り重なって出土し、左袖か

ら第159図5、右袖から第159図6・9が出土した。また右袖脇の土坑から第160図6・8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、須恵器の坏（第158図11～13）が床面直上、土師器の鉢（第160図5）

が床面から出土した。覆土からは、縄文時代の磨製石斧（第160図11）も出土している。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。26号住居跡は6号

竪穴状遺構を切っており、住居跡の方が新しいと判断される。

5区27号住居跡（遺構編第147図、遺物編第161図）

27号住居跡は、調査区西側のJ5-20、J5-30に位置する。東壁は溝跡と重複するが、土層断面では溝

跡よりも住居跡が新しいと判断される。調査時名称はST5306。

平 面 形　　南北軸3.85m、東西軸3.75mの隅丸方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。東壁は溝

跡の掘り方とほぼ合致する。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　住居跡の南西角に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　出土した遺物は少ない。須恵器の蓋（第161図2）と砥石（第161図3）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。土層断面に溝跡が切

った状況が認められないことから、27号住居跡の方が新しいと判断される。

5区28号住居跡（遺構編第147図、遺物編第161図）

28号住居跡は、調査区西側のJ5-21に位置し、住居跡内には東西方向に溝跡が掘り込まれている。調

査時名称はST5305。

平 面 形　　東西軸2.9m、南北軸2.6mの方形で、主軸方向はN－7°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西端に構築されている。袖部と燃焼部が検出され、燃焼部から第161図5・6、左

袖脇の床面から第161図4が出土した。
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出土遺物　　カマド以外から、遺物は出土しなかった。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。溝跡が28号住居跡

を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

5区29号住居跡（遺構編第148図、遺物編第161図）

29号住居跡は、調査区西側のJ5-61に位置する。調査時名称はST5300。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸3.2mの方形で、主軸方向はN－4°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は暗褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内からは、土坑・ピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、左袖内側から須恵器の甕

（第161図7）が出土した。

出土遺物　　出土した遺物は少なく、カマド以外では覆土から土師器（第161図8）が出土したに過ぎ

ない。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

5区30号住居跡（遺構編第149図、遺物編第161・162図）

30号住居跡は、調査区西側のJ5-70・80に位置し、西壁には土坑が掘り込まれている。調査時名称は

ST5155。

平 面 形　　南北軸2.8m、東西軸3.15mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－27°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は暗褐色粘質土・黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、一部貼床が認められる。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出されたが、袖部は右袖のみで、左袖

は認められなかった。燃焼部からは土師器の甕（第162図3）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第161図10と第162図4、カマド前庭の土坑内から第

161図9と第162図2が出土した。なお西壁に掘り込まれた土坑の床面からは、永楽通宝（第162図5）

が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられ、西壁の土坑は中世に位

置付けられる。

5区31号住居跡（遺構編第149図、遺物編第163～166図）

31号住居跡は、調査区南西端のI5-99に位置する。鍛治炉が検出され、鞴羽口や鉄滓が出土したこと

から、製鉄に係わった住居跡と考えられる。調査時名称はST5308。
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平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.7mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、直床であるが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されている。煙道部と燃焼部が検出されたが、袖部は検出されていない。

煙道部の長さは1.8mを測り、左袖の部分には袖石に用いたと思われる礫が出土した。カマド周辺の床面

からは、須恵器の坏（第163図11）、甕（第165図3）、鞴羽口（第166図7）が出土した。

鍛 治 炉　　住居跡の中央に径40cmの炉跡が検出された。掘り方は10cm程度であるが、地山面は

燃焼のため硬化し、特に中心部は暗青灰色を呈し、周囲からは鉄滓が多く出土した。

出土遺物　　住居跡内からは多数の遺物が出土した。床面からは第163図10・15、第164図1・8、

第165図1・2、第166図1・3、また床面直上からは第163図1・5・17が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区32号住居跡（遺構編第150図、遺物編第166図）

32号住居跡は、調査区西側のI4-88・89に位置する。調査時名称はST5051。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸3.7mの方形で、主軸方向はN－3°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当すると考えられるが、判然としない。

壁　　溝　　東壁と北西角に壁溝が検出された。

カ マ ド　　北壁の中央に構築されている。袖部の一部と燃焼部が検出されたが、袖部は左袖のみで、

脆弱化した袖石が認められた。

出土遺物　　出土した遺物は少なく、覆土から土師器の甕（第166図8・9）と鉄製品（第166図10）が

出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区33号住居跡（遺構編第150図）

33号住居跡は、調査区西側のI4-69・79、J4-60・70に位置し、住居跡の東南角には溝跡が掘り込

まれている。調査時名称はST5052。

平 面 形　　南北軸2.8m、東西軸2.5mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

Ⅴ　5区の調査成果
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カ マ ド　　南壁の西端に構築されている。煙道部と袖部の一部を検出したが、袖部は左袖のみで右袖

は認められず、燃焼部も判然としなかった。

出土遺物　　須恵器の小片と剥片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。溝跡との新旧関係は判然としない。

5区34号住居跡（遺構編第151図、遺物編第167図）

34号住居跡は、調査区西側のI5-28・29・38・39に位置し、東に27号住居跡、西に38号住居跡

が近接する。調査時名称はST5307。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－16°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　西壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道部の一部は

攪乱を受けていた。煙道部の長さは1.2mを測り、先端から第167図4が出土した。燃焼部から第167

図1・2・7、左袖から第167図5が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第167図9が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区35号住居跡（遺構編第152図、遺物編第167・168図）

35号住居跡は、調査区西側のI5-47・48に位置する。調査時名称はST5124。

平 面 形　　南北軸2.4m、東西軸2.8mの方形で、主軸方向はN－14°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出された。袖部には袖石が用

いられており、ピット状の掘り方に埋設されていた。袖部の長さは1.2mを測り、燃焼部からは須恵器の

坏（第167図10）と土師器の甕（第167図14）が出土した。

出土遺物　　床面から須恵器の蓋（第167図11）と甑（第168図1）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区36号住居跡（遺構編第153図、遺物編第168・169図）

36号住居跡は、調査区西端のI4-66・67に位置する。調査時名称はST5049。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。

2 竪 穴 住 居 跡
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堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、煙道は削平を受

けており、短く張り出すのみである。右袖には石が埋め込まれており、カマドからは須恵器の甕（第168

図4）、土師器の甕（第169図2～4）が出土した。

出土遺物　　床面から第168図5、床面直上から第168図3が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区37号住居跡（遺構編第154図、遺物編第169図）

37号住居跡は、調査区西端のI4-86・87・97に位置している。調査時名称はST5050。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－32°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色粘質土・黒色粘質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は15cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に暗褐色粘質土が床に貼られており、掘り方は中央部が1段低く掘り込まれてい

る。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。燃焼部のみ検出され、袖部は認められなかった。

出土遺物　　遺物の殆どが覆土から出土したが、第169図10～13は土坑内から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

5区38号住居跡（遺構編第155図、遺物編第170図）

38号住居跡は、調査区西端のI5-27・37に位置する。南壁には溝跡が掘り込まれており、住居跡の東

半分は1996年の予備調査のトレンチで床面まで削平されている。調査時名称はST5114。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸3.2mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－10°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色粘質土・黒色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の北寄りに構築されている。袖部と燃焼部が検出された。袖部には袖石が埋め込まれ

ており、左袖内側から土師器の甕（第170図2）が出土した。

出土遺物　　北壁近くの床面から、須恵器の甕（第170図1）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。溝跡は38号住居跡

を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

Ⅴ　5区の調査成果
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5区39号住居跡（遺構編第156図、遺物編第170図）

39号住居跡は、調査区西端のI5-66・67・76・77に位置する。東壁のカマドは1996年の予備調査

のトレンチで削平され、南壁は溝跡が近接しており、形状が判然としない。調査時名称はST5125。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸5.6mの方形と推定され、北を基準とした主軸方向はN－6°－Eに

ある。南壁は明確でなく、想定されるラインと成っている。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は外傾して立ち上がるが、南壁の立ち上がりは判然としない。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の北寄りに構築されている。煙道部・袖部・燃焼部が検出されたが、予備調査のトレ

ンチで削平を受けており、袖部は痕跡程度となっている。煙道部の長さは1.2mを測り、第170図5・

8・10が出土した。煙道部中央の両脇に、径20cmのピットが対に掘り込まれているが、カマドに伴う

施設であったと考えられる。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第170図3・7が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

5区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺構

を総括した。5区からは6基の竪穴状遺構が検出されているが、全てが同じ性格を持っているとは限らな

い。特に2号竪穴状遺構は、竪穴住居跡と見なすことができるであろう。

5区1号竪穴状遺構（遺構編第134図、遺物編第149図）

1号竪穴状遺構は、調査区東側のK5-76・86に位置し、西壁には土坑が重複する。調査時名称は

ST5318。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸2.7mの方形で、主軸方向はN－3°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　底面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない・

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第149図3・4・6・7）や両耳坏（第149図5）、土師器の甕（第

149図8・10～12）が出土した。第149図9は土坑内の出土である。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。土坑を切って1号竪穴

状遺構が構築されており、土坑よりも新しいと判断される。

3 竪 穴 状 遺 構
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5区2号竪穴状遺構（遺構編第134図）

2号竪穴状遺構は、調査区南端のK6-29、L6-20に位置し、10区に接している。西側は攪乱によって

削平を受け、形状は判然としないが、竪穴住居跡であったと想定される。調査時名称はST5544。

平 面 形 平面形は方形と推定され、主軸方向はN－7°－Eと思われる。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　底面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　北東角に土坑1基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区3号竪穴状遺構（遺構編第142図、遺物編第155図）

3号竪穴状遺構は、調査区東側のK5-75に位置し、周囲には14・18・19号住居跡が近接する。西壁

は3号溝跡に切られている。調査時名称はST5239。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.1mの隅丸方形で、主軸方向はN－1°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　床面から土師器の甕（第155図2）が出土し、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

5区4号竪穴状遺構（遺構編第142図、遺物編第155図）

4号竪穴状遺構は、調査区中央南端のK5-90、K6-00に位置し、東に21号住居跡、西に23号住居跡

が近接する。調査時名称はST5246。

平 面 形　　南北軸2.3m、東西軸2.25mの隅丸方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁面は緩く立ち上がる。

床　　面　　底面は丸底をなし、起伏を有する。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　床面より10cm上位から刻書を持つ須恵器蓋（第155図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

5区5号竪穴状遺構（遺構編第142図）

5号竪穴状遺構は、調査区西端のI5-36に位置しており、西半分は農道に入り込んでいたため、未調査

となった。調査時名称はST5121。

Ⅴ　5区の調査成果
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平 面 形　　方形の形状と推測され、想定される主軸方向はN－33°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区6号竪穴状遺構（遺構編第146図、遺物編第160図）

6号竪穴状遺構は、調査区西側のJ5-14に位置しており、西壁は26号住居跡に切られている。調査時

名称はSX5273。

平 面 形　　南北軸2.25mを測るが、東西軸は26号住居跡に削平され判然としない。主軸方向は

N－1°－Wにあると想定される。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面はやや起伏を有し、西側に緩く傾斜する。硬化面や貼床は認められないが、南壁近く

に長軸50cm、短軸30cmの楕円形の範囲で、焼土の集中が認められた。

ピ ッ ト　　北壁付近に長軸1.2m、短軸1mの楕円形の掘り方が検出された。

出土遺物　　床面から土師器の甕・鉢（第160図3・4・7）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。6号竪穴状遺構は26

号住居跡に切られており、竪穴状遺構の方が古いと判断される。

4 掘立柱建物跡

5区からは、掘立柱建物跡が14棟検出されている。調査区の東側と北端・南端3ヶ所に纏まっており、

竪穴住居跡と重複関係にある掘立柱建物跡は少ない。多くは奈良・平安時代に位置付けられるが、一部中

世の遺構も存している。

5区1号掘立柱建物跡（遺構編第157図）

1号掘立柱建物跡は、調査区東側のL5-43・53に位置する。南東角の柱穴（P5）は縄文時代の土坑

（10号土坑）を掘り込んでおり、北には2号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB5166。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－17°－Wにある。

規　　模　　東西3.4m、南北3.4mを測り、面積は約12m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から1.8m－1.6m、同じく中央が1.8m－1.6m、同じく南側が1.7m－1.7m、南北の西側が北から

1.7m－1.7m、同じく中央が1.55m－1.75m、同じく東側が1.6m－1.8mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形又は一辺40cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30cm

を測る。

4 掘立柱建物跡
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出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区2号掘立柱建物跡（遺構編第157図）

2号掘立柱建物跡は、調査区東側のL5-33・43に位置し、南には1号掘立柱建物跡が近接する。調査

時名称はSB5208。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－9°－Wにある。

規　　模　　東西3.5m、南北3.5mを測り、面積は約12m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から1.8m－1.6m、同じく中央が1.8m－1.7m、同じく南側が1.6m－1.9m、南北の西側が北から

1.7m－1.8m、同じく中央が1.7m－1.7m、同じく東側が1.7m－1.6mとなる。

柱　　穴　　径40～50cmの円形又は一辺40～50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深

さは40cmを測る。四隅のP1・P3・P5・P7は長方形となるが、柱穴の重複と見られ、建て替えが行

われたと考えられる。P1の底面に径15cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P7から須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区3号掘立柱建物跡（遺構編第157図）

3号掘立柱建物跡は、調査区南東端のL6-10・11・20・21に位置し、東西柱列の北側は11号住居

跡と重複関係にある。調査時名称はSB5576。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の総柱建物で、北を基準とした主軸方向はN－8°－Eにある。

規　　模　　梁3.7m、桁5.6mを測り、面積は約21m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が北から

1.8m－1.8m、同じく2列目が1.7m－1.8m、3列目が1.9m－1.8m、東側が1.9m－1.8m、桁の北側

が西から1.9m－1.8m－1.9m、同じく中央が1.8m－1.8m－1.9m、同じく南側が1.9m－1.8m－

1.9mとなる。

柱　　穴　　一辺40cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは10～20cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。3号掘立柱建物跡のP1が、11号住居跡の左袖を切っていることから、3号掘

立柱建物跡の方が11号住居跡よりも新しいと判断される。

5区4号掘立柱建物跡（遺構編第158図）

4号掘立柱建物跡は、調査区西側のK5-37・38・47・48に位置する。調査時名称はSB5224。

構　　造　　東西2・3間、南北2間の側柱建物で、北を基準とした主軸方向はN－0°にある。

規　　模　　東西4.3m、南北4.3mを測り、面積は約18m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から2.3m－2m、同じく南側が1.4m－1.4m－1.4m、南北の西側が北から1.8m－2.4m、同じく東

側が2.1m－2.2mとなる。
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柱　　穴　　一辺40～50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～30cmを測る。

全ての柱穴の底面には、径15cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P2から土師器の小片、P8から須恵器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区5号掘立柱建物跡（遺構編第158図）

5号掘立柱建物跡は、調査区中央南寄りのK5-70・71・80～82に位置する。P4が土坑に切られて

おり、南には21号住居跡と4号竪穴状遺構が近接する。調査時名称はSB5248。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－9°－Wにある。

規　　模　　梁5.2m、桁6.7mを測り、面積は約35m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が西から

2.4m－2.4m、同じく南側が2.5m－2.7m、桁の西側が北から2.1m－2.2m－2.4m、同じく東側が

2.1m－2.2m－2.2mとなる。

柱　　穴　　径60～80cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～60cmを測る。全ての

柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。5号掘立柱建物跡のP4が土坑に切られており、土坑よりも古い遺構と判断される。

5区6号掘立柱建物跡（遺構編第159図）

6号掘立柱建物跡は、調査区中央のK5-33・34に位置する。調査時名称はSB5260。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物と推定されるが、南北柱列西側の柱痕は検出できなかった。

主軸方向はN－15°－Wにある。

規　　模　　東西3.6m、南北3.6mを測り、面積は約13m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から1.8m－1.8m、南側が1.8m－1.8m、南北の西側が北から1.6m－2m、東側が3.6mとなる。

柱　　穴　　径40～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは10～30cmを測る。P2・P4

の底面に、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区7号掘立柱建物跡（遺構編第159図）

7号掘立柱建物跡は、調査区中央北端のK4-93・ 94、K5-03・ 04に位置する。調査時名称は

SB5079。

構　　造　　梁行1間、桁行2間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－9°－Eにある。

規　　模　　梁2.2m、桁4.4mを測り、面積は約10m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が北から

2.2m、同じく東側が2.1m、桁の北側が西から2.2m－2.2m、同じく南側が2.2m－2.1mとなる。

柱　　穴　　径20～30cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。
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出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区8号掘立柱建物跡（遺構編第159図）

8号掘立柱建物跡は、調査区東側のK5-55・56・65・66に位置する。遺構の中央を南北方向に2号

溝跡が掘り込まれ、直ぐ北には13号住居跡、南には14号住居跡、西には17・19号住居跡が近接して

いる。調査時名称はSB5364。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物又は総柱建物で、東西柱列の中央の柱穴が2号溝跡によっ

て削平されたと想定される。また北西角の柱穴は攪乱によって削平されている。主軸方向はN－3°－W

にある。

規　　模　　東西4.4m、南北4.1mを測り、面積は約18m2と想定される。柱心心間の距離は南北の

西側が1.8m、東側が北から2m－2.1mとなる。

柱　　穴　　径50～70cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは35～40cmを測る。P2の底

面に、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。2号溝跡が8号掘立柱建物跡の東西柱列中央の柱穴を削平したと想定され、溝

跡の方が新しいと判断される。

5区9号掘立柱建物跡（遺構編第160図）

9号掘立柱建物跡は、調査区北端のJ4-68・69・78・79に位置し、直ぐ北には22号住居跡が近接す

る。調査時名称はSB5016。

構　　造　　梁行1間、桁行2間の南北棟で、主軸方向はN－10°－Wにある。

規　　模　　梁4.4m、桁4.4mを測り、面積は約19m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が4.4m、

同じく南側が4.6m、桁の西側が北から2.2m－2m、同じく東側が2m－2.4mとなる。

柱　　穴　　径50～70cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～25cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。22号住居跡と主軸方向が合致し並んだ配置が看取されることから、相互の関

連も考えられる。

5区10号掘立柱建物跡（遺構編第160図、遺物編第170図）

10号掘立柱建物跡は、調査区西側のJ5-93・94・95、J6-03・04・05に位置し、掘立柱建物跡内

には34号土坑が存している。調査時名称はSB5329。

構　　造　　梁行2・3間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－4°－Eにある。

規　　模　　梁4.4m、桁7.2mを測り、面積は約32m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が北から

2.2m－2.1m、同じく東側が1m－2.3m－1.1m、桁の北側が西から2.7m－2.1m－2.3m、同じく南
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側が2.6m－2.4m－2.2mとなる。

柱　　穴　　径40～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～70cmを測る。P4・

P10・P11を除く柱穴の底面には、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P2の深さ30cmで永楽通宝（第170図14）、柱穴の床面直上から砥石（第170図13）が出

土した。その他の柱穴からは、遺物は出土していない。

時　　期　　P2から銭貨が出土したことから、中世の可能性が考えられる。なお掘立柱建物跡内に存

する34号土坑からは、元豊通宝（第179図10）、洪武通宝（第179図11）、宣和通宝（第179図12）等が出

土した。

5区11号掘立柱建物跡（遺構編第161図）

11号掘立柱建物跡は、調査区の北西端J4-52・53・62・63に位置し、周囲には13号掘立柱建物跡

や14号掘立柱建物跡が存する。調査時名称はSB5055。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－2°－Eにある。P3・P5はブドウ棚

のアンカー設置による攪乱を受けている。

規　　模　　東西3.8m、南北4.3mを測り、面積は約16m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から2m－1.8m、同じく南側が1.8m－1.7m、南北の西側が北から2m－2.1m、同じく東側が

2.2m－2.1mとなる。

柱　　穴　　一辺50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～40cmを測る。P6の

底面には、径15程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区12号掘立柱建物跡（遺構編第161図）

12号掘立柱建物跡は、調査区西側のJ5-77・87に位置する。調査時名称はSB5279。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－14°－Wにある。

規　　模　　東西3.7m、南北4mを測り、面積は約15m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が西

から1.6m－2.1m、同じく中央が1.8m－1.9m、同じく南側が1.85m－1.85m、南北の西側が北から

2.1m－1.9m、同じく中央が1.9m－2m、同じく東側が1.8m－2.1mとなる。

柱　　穴　　径60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～60cmを測る。南北柱列の中

央は小規模で、径30～40cm、深さ15～25cm程度となる。全ての柱穴の底面には、径15～20cm程

度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P3から鉄滓が出土したのみである。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区13号掘立柱建物跡（遺構編第162図）

13号掘立柱建物跡は、調査区西側北端のJ4-56に位置しており、北東角はSA地区との境界の未調査
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区域となる。調査時名称はSB5091。

構　　造　　まだ北方に伸びる可能性も残されているが、検出した状況では、東西2間、南北2間の側

柱建物と推定され、主軸方向はN－4°－Wにある。

規　　模　　東西3.5m、南北2.5mを測り、推定される面積は約9m2となる。柱心心間の距離は東西

が西から1.8m－1.7m、南北が北から1.2m－1.3mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは10～30cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5区14号掘立柱建物跡（遺構編第162図）

14号掘立柱建物跡は、調査区西側北端のJ4-30・31・40・41・50・51に位置する。調査時名称

はSB5023。

構　　造　　梁行3間、桁行4間の総柱建物で、主軸方向はN－3°－Wにある。

規　　模　　梁5.3m、桁6.5mを測り、面積は約34m2となる。柱心心間の距離は梁の北側が西から

2.1m－1.6m－1.6m、同じく2列目が2.2m－1.7m－1.2m、同じく3列目が2m－1.8m－1.2m、同

じく4列目が、1.9m－1.9m－1.3m、同じく南側が2m－1.8m、1.4m、桁の西側が北から1.6m－

1.7m－1.5m－1.7m、同じく2列目が1.7m－1.6m－1.7m－1.5m、同じく3列目が1.9m－1.5m－

1.6m－1.5m、同じく東側が1.6m－1.5m－1.6m－1.4mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは10～20cm程度と浅い。

P5・P8・P17の底面には、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

5 埋設土器・土坑

5区からは多数の土坑が検出されたが、特に調査区東側に顕著に認められた。図示した土坑は34基で

あるが、時代別の内訳は縄文時代31基、奈良・平安時代2基、中世1基である。縄文時代の土坑は全て

中期末葉に位置付けられ、2号溝跡よりも東側のみで検出されており、SA地区と4区と一体として理解

する必要があろう。なお埋設土器は1基検出されたが、縄文時代遺構の中心域からやや離れている。

5区1号埋設土器（遺構編第163図、遺物編第171図）

1号埋設土器は、調査区中央のK5-23に位置しており、縄文時代の中心域からはやや離れて検出された。

調査時名称はEU5365。埋設土器の周囲には径50cmの円形で、深さ25cmの掘り方が検出された。土

器は口縁部～体上半部を欠損し、体下半部～底部のみが残存していた。掘り方中央に正位の状態で、掘り

方の底面から10cm上位に据えられていた。

埋設土器　　深鉢の底部資料で、地文には複節RLRが縦位方向に回転施文されている。大木9・10式
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に位置付けられよう。

5区1号土坑（遺構編第163図、遺物編第171図）

1号土坑は、調査区東端のL5-35に位置し、2号土坑に近接する。調査時名称はSK5164。径1mの円

形で、遺構検出面からの深さは10cmを測る。

出土遺物　　覆土は浅く、覆土下位～床面にかけて遺物が出土した。縄文土器77点、石鏃1点、磨石

1点、剥片223点、石核1点、礫3点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代

中期末葉の土坑と考えられる。

5区2号土坑（遺構編第163図、遺物編第171図）

2号土坑は、調査区東端のL5-35に位置し、1・3号土坑に近接する。調査時名称はSK5165。径

90cmの円形で、遺構検出面からの深さは10cm程度を測り、底面は起伏を有する。土坑同士が重複関係

にあり、2号土坑の方が切っている。

出土遺物　　覆土は浅く、覆土下位～床面にかけて遺物が出土した。縄文土器39点、剥片8点、石核

1点、礫1点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えら

れる。

5区3号土坑（遺構編第163図、遺物編第171図）

3号土坑は、調査区東端のL5-45に位置し、2号土坑に近接する。調査時名称はSK5505。径80cmの

円形で、遺構検出面からの深さは10cmを測り、底面はやや起伏を有する。

出土遺物　　覆土は浅く、覆土下位～床面にかけて遺物が出土した。縄文土器38点、剥片9点が出土

した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区4号土坑（遺構編第163図、遺物編第171図）

4号土坑は、調査区東端のL5-44に位置し、6～11号土坑に近接する。調査時名称はSK5627。径1m

の円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には

炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土下位から、縄文土器127点、剥片2点が出土した。出土した土器は大木10式に位置

付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区5号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

5号土坑は、調査区東端のL5-65に位置し、5区まで伸びる4区15号掘立柱建物跡と重複関係にある。

調査時名称はSK5371。径50cmの円形で、遺構検出面からの深さは10cmを測る。底面は丸底をなし、

壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土下位から、縄文土器12点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、

縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。
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5区6号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

6号土坑は、調査区東端のL5-54に位置し、周囲には7～ 11号土坑が密集する。調査時名称は

SK5502。1.1mの円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度

で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器32点、剥片11点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区7号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

7号土坑は、調査区東端のL5-44に位置し、周囲には6・8～11号土坑が密集する。調査時名称は

SK5503。径1.1mの円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面は起伏を有し、壁は外傾して

立ち上がる。

出土遺物　　覆土下位から多く出土した。縄文土器64点、剥片13点が出土した。出土した土器は大

木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区8号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

8号土坑は、調査区東端のL5-54に位置し、周囲には6・7・9～11号土坑が密集する。調査時名称

はSK5592。長軸1.8m、短軸1.1mの瓢形で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。底面は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器2点、石篦1点、剥片1点、礫1点が出土した。出土した土器は大木

9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区9号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

9号土坑は、調査区東端のL5-54に位置し、周囲には6～8・10～11号土坑が密集する。調査時名称

はSK5504。径50cmの円形で、遺構検出面からの深さは10cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾

して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器18点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文

時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区10号土坑（遺構編第163図、遺物編第172図）

10号土坑は、調査区東端のL5-53に位置する。東壁には1号掘立柱建物跡の南東角のP5が掘り込ま

れ、周囲には6～8・10～11号土坑が密集する。調査時名称はSK5507。径80cmの円形で、遺構検出

面からの深さは10cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　土坑の床面直上～床面にかけて、縄文土器135点が出土した。出土した土器は大木10式

に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区11号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

11号土坑は、調査区東端のL5-53・54に位置し、周囲には6～10号土坑が密集する。調査時名称は
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SK5176。径90cmの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。

出土遺物　　縄文土器が40点、剥片が3点出土した。そのうち床面からは、縄文土器（第173図1～3）

が纏まって出土した。

5区12号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

12号土坑は、調査区西端のL5-83に位置し、5号住居跡と6号住居跡に挟まれている。調査時名称は

SK5370。径80cmの円形で、遺構検出面からの深さは25cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して

立ち上がる。

出土遺物　　土坑の床面直上から、縄文後期初頭の深鉢（第173図4）が出土した。撚糸文を地文とし

た連鎖状隆帯のが方形区画状の文様で構成される。5区では唯一の縄文時代後期初頭の土坑である。

5区13号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

13号土坑は、調査区北東端のL5-01に位置し、15・16号土坑が近接する。調査時名称はSK5070。

径70cmの円形で、遺構検出面からの深さは10cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土下位～床面にかけて、縄文土器の深鉢（第173図9）が出土した。出土した土器は大

木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区14号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

14号土坑は、調査区東側のL5-53に位置し、周囲には6～11号土坑が密集する。調査時名称は

SK5571。径1.3mの円形で、遺構検出面からの深さ40cmを測る。フラスコ状の土坑で、底面は起伏を

有する。覆土上位から円礫が纏まって出土し、覆土下位には焼土粒や炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器16点、剥片2点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け

られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区15号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

15号土坑は、調査区北東端のL5-01に位置し、13号土坑が近接する。調査時名称はSK5071。径

50cmの円形で、遺構検出面からの深さは25cmを測る。床面は緩い丸底で、壁は垂直又はややオバーハ

ングして立ち上がる。

出土遺物　　覆土からは、縄文土器の深鉢（第173図8）が出土した。出土した土器は大木9・10式に

位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区16号土坑（遺構編第164図、遺物編第173図）

16号土坑は、調査区北東端のL5-00に位置し、13号土坑と近接する。調査時名称はSK5069。径

1.4mの円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。床面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

覆土中位には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器底部1点、叩石1点、剥片64点が出土した。出土した土器は大木

9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。
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5区17号土坑（遺構編第164図、遺物編第174図）

17号土坑は、調査区東側のL5-31に位置する。調査時名称はSK5631。開口部径80cmの円形のフラ

スコ状の土坑で、底径は90cmを測る。遺構検出面からの深さは50cmで、底面は緩い丸底をなし、覆

土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器41点、剥片8点、礫1点が出土した。出土した土器は大木10式に位

置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区18号土坑（遺構編第164図、遺物編第174図）

18号土坑は、調査区西側のL5-41に位置する。調査時名称はSK5630。開口部径80cmの円形のフラ

スコ状の土坑で、底径は90cmを測る。遺構検出面からの深さは45cmで、床面は緩い丸底をなし、覆

土には炭化物が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器67点、剥片56点、石核2点、磨石3点、礫1点が出土した。出土し

た土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区19号土坑（遺構編第164図、遺物編第174図）

19号土坑は、調査区東側のL5-50に位置する。土坑は溝跡に切られ、東半分を残すのみで、1号住居

跡と21号土坑が近接する。調査時名称はSK5573。径90cmの円形と推定され、遺構検出面からの深さ

は20cmを測る。底面はやや起伏を有し、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器20点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文

時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区20号土坑（遺構編第164図、遺物編第174図）

20号土坑は、調査区東側のL5-60に位置し、1号住居跡と19・22号土坑が近接する。調査時名称は

SK5516。南北軸1m、東西軸70cmの不整形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。楕円形の土坑

に径30cmのピットが掘り込まれた様相を呈しており、ピットの部分から遺物が多く出土した。

出土遺物　　覆土から、縄文土器15点、礫2点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けら

れ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区21号土坑（遺構編第165図、遺物編第175図）

21号土坑は、調査区東側のL5-50に位置する。土坑は溝跡に切られ、西半分を残すのみで、1号住居

跡と19号土坑が近接する。調査時名称はSK5574。開口部径が2mの円形と推定され、遺構検出面から

の深さは40cmを測る。底面は緩い丸底をなし、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器186点、剥片54点、磨石1点、石篦1点、頁岩原石1点、礫1点が

出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区22号土坑（遺構編第165図、遺物編第175図）

22号土坑は、調査区東側のL5-70に位置し、1号住居跡と20・23号土坑が近接する。調査時名称は
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SK5602。長軸1m短軸80cmの楕円形で、遺構検出面からの深さは40cmを測る。底面は平坦で、壁は

外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器25点、剥片4点、頁岩原石1点、礫5点が出土した。出土した土器

は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区23号土坑（遺構編第165図、遺物編第175図）

23号土坑は、調査区東側のL5-70に位置し、1号住居跡と22号土坑が近接する。調査時名称は

SK5601。径70cmの円形で、遺構検出面からの深さは25cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して

立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器9点、剥片1点、礫1点が出土した。出土した土器は大木10式に位

置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区24号土坑（遺構編第165図、遺物編第176図）

24号土坑は、調査区東側のK5-29に位置し、25号土坑が近接する。調査時名称はSK5623。東西軸

1.3m、南北軸85cmの不整形で、中央に径80cmの円形の土坑が掘り込まれており、遺構検出面からの

深さは30cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器49点、剥片3点、凹石1点、礫1点が出土した。出土した土器は大

木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区25号土坑（遺構編第165図、遺物編第176図）

25号土坑は、調査区東側のK5-29に位置し、24号土坑が近接する。土坑の上面は溝跡によって削平

されている。調査時名称はSK5629。開口部径1.1～1.3mの楕円形のフラスコ状の土坑で、底径は径

1.1mを測る。遺構検出面からの深さは55cmで、底面は平坦で、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第176図5～12）、剥片1点、磨石1点が出土した。出土した土器は

大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区26号土坑（遺構編第165図、遺物編第177図）

26号土坑は、調査区東側のK5-78に位置し、1号住居跡が近接する。調査時名称はSK5572。径1m

の円形で、遺構検出面からの深さは40cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

るが、途中段が作出され、開口部に向かって外傾する。

出土遺物　　覆土から、縄文土器11点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文

時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区27号土坑（遺構編第166図、遺物編第177図）

27号土坑は、調査区東側のK5-68に位置する。土坑の西半は溝跡に削平されており、1号住居跡と26

号土坑に近接する。調査時名称はSK5638。長軸70cm、短軸60cmの楕円形で、遺構検出面からの深さ

は30cmを測る。底面は緩い丸底をなし、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器12点、剥片1点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付け
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られ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区28号土坑（遺構編第166図、遺物編第177図）

28号土坑は、調査区東側のK5-28に位置し、30号土坑が近接する。調査時名称はSK5231。径1mの

円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から縄文土器97点、剥片3点が出土した。出土した土器は大木10式に位置付けら

れ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区29号土坑（遺構編第166図、遺物編第177図）

29号土坑は、調査区東側のK5-08に位置し、SA地区に近接する。調査時名称はSK5067。開口部径

80cmのフラスコ状の土坑で、底径は1mを測る。底面は緩い丸底をなし、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第177図8・9）、磨石（第177図10・11）、剥片3点、礫等が出土し

た。出土した土器は大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区30号土坑（遺構編第166図、遺物編第178図）

30号土坑は、調査区東側のK5-27に位置し、28号土坑が近接する。調査時名称はSK5232。径90cm

の円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がり、覆土

には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器21点、磨石1点、剥片1点、礫2点が出土した。出土した土器は縄

文地文のみであるが大木10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区31号土坑（遺構編第166図、遺物編第178図）

31号土坑は、調査区東側のK5-26に位置する。2号溝跡の西側で、縄文中期土坑群の西端に相当する。

調査時名称はSK5369。開口部径1mの円形のフラスコ状の土坑で、底径は80cmを測る。遺構検出面か

らの深さは45cmで、底面は平坦で、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土下位から、縄文土器（第178図4）が大きな礫と共に出土した。出土した土器は大木

10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

5区32号土坑（遺構編第166図、遺物編第179図）

32号土坑は、調査区東側のK5-38に位置し、土坑内は南北方向の溝跡が掘り込まれている。調査時名

称はSK5521。径1.35mの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外

傾して立ち上がる。

出土遺物　　土坑覆土から、須恵器の蓋が5点出土した。図179図2・5は重なり合って床面より

10cm上位から出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。32号土坑は

溝跡に切られており、溝跡よりも古いと判断される。

5区33号土坑（遺構編第166図、遺物編第179図）

33号土坑は、調査区南西端のJ6-31・32に位置する。径2.2mの円形で、遺構検出面からの深さは

Ⅴ　5区の調査成果
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50cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。調査時名称はSK5157。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第179図7）と甕（第179図8）が出土した。出土した土器から、8

世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

5区34号土坑（遺構編第160図、遺物編第179図）

34号土坑は、調査区西側のJ6-03に位置する。10号掘立柱建物跡の内部に相当し、P11の40cm東方

に掘り込まれている。径30cm、深さ50cmのピットで、調査時名称はSP5292。

出土遺物　　遺構検出時点で洪武通宝（第179図11）、宣和通宝（第179図12）、その他の宋銭（第179

図9）、深さ30cmの地点で元豊通宝（第179図10）が出土した。出土遺物から中世に位置付けられる。

P11に並んで掘り込まれていることから、10号掘立柱建物跡に伴うピットであったと推測される。

1 5 埋設土器・土坑
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Ⅵ　6区の調査成果

1 6 区 の 概 要（第10図）

6区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1998年の第3次で実施した。6区は

駐車場及びその関連施設（イベント広場）の造成に係わる調査区で、実際調査した面積は9,700m2であっ

た。SA地区の南西端に接しており、調査区の北縁は農道及び調査区内への搬入路を確保する必要から、

幅8mの未調査区域を残している。

6区は農道を介して便宜的に5区と区分しており、住居跡等の遺構が集中する調査区南東区域は、5区

と同一段丘面の一体の繋がりを有している。調査区の北半は、北端に向かって漸次低化しており、遺構は

溝跡のみと希薄となる。調査区の北端は比高差70～90cmの崖線が東西方向に存している。SA地区を

横断して、HO地区3区の南北軸32列の崖線へと続いており、SA地区と3区ではこの崖線の上位面に居

住施設が多く営まれていた。

6区は1998年5月6日に表土除去を開始し、5月29日までに遺構の検出を終了した。遺構の調査は、

7月13日～10月8日までの期間で実施した。遺構調査は調査区の北側から着手し、順次南側の方向に進

めていったが、工事工程に合わせて随時調査区を引き渡しながら進めた。6区は従来の高速道路調査区の

座標を改め、5区と同様に公共座標に基づく大グリッド制を取ることになった。従って6区のグリッドは

G3・G4・H2～H5・I3～I6区の範囲にある。

6区の現況は果樹園で、住居跡が集中する南側が標高102.4mと高く、北側の崖線直下が101.7m程度

の窪地となり、北端の崖線直上は102.6mを測る。従って居住域は、5区と同様に段丘中位面の高燥地に

営まれたことになる。

6区の調査区域は北東縁のラインが1997年に調査された高瀬山遺跡SA地区に接しており、西端の一

部は1999年に調査された9区と接している。調査区の東縁は南北方向の農道を介して5区と区分され、

西縁は寒河江市所轄の民活エリアに接している。

6区で検出された遺構は、竪穴住居跡5棟、竪穴状遺構2基、掘立柱建物跡1棟、図示した土坑が1基、

溝跡が7条であった。溝跡を除くと、遺構は5区に近接する南東端に集中しており、井戸跡は検出されて

いない。

2 竪 穴 住 居 跡

6区からは、5棟の竪穴住居跡が検出されたが、全て奈良・平安時代の住居跡である。全掘された住居

跡は2棟のみで、残り3棟は調査区の制約から未調査の部分を残している。

6区1号住居跡（遺構編第172図、遺物編第180図）

1号住居跡は、調査区南東端のI5-24・25・34・35に位置する。直ぐ南に2号住居跡が近接し、住
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2 竪 穴 住 居 跡
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居跡の東半は農道のため未調査となった。調査時名称はST6036。

平 面 形 南北軸は3.8mを測り、方形と推測され、北を基準とした主軸方向はN－3°－Eにある。

堆 積 土 覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土等が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面 床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴 P1が柱穴に相当する可能性が考えられる。

壁　　溝 検出されていない。

カ マ ド 南壁に構築されている。燃焼部が検出されたのみで、袖部は明確でなかった。

出土遺物 覆土から、須恵器の甕（第180図1）、黒色土器（第180図2・3）が出土した。

時　　期 出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

6区2号住居跡（遺構編第172図、遺物編第180図）

2号住居跡は、調査区南東端のI5-34・35・44・45に位置する。直ぐ北には1号住居跡が近接し、

住居跡の東半は農道のため未調査となった。調査時名称はST6035。

平 面 形　　南北軸は4mを測り、方形と推測され、北を基準とした主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色シルト質土・灰黄褐色シルト質

土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピット4基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。農道直下に構築されていると考えられる。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第180図4・5）、蓋（第180図6）、土師器の坏（第180図7）、黒色

土器（第180図8）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

6区3号住居跡（遺構編第173図、遺物編第180・181図）

3号住居跡は、調査区南東端のI5-43・44・53・54に位置し、東に2号住居跡、南西に5号住居跡

が近接する。調査時名称はST6041。

平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸4.2mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色粘質土・黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床には、部分的に暗褐色粘質土が貼られており、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　P1が柱穴に相当すると可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されている。燃焼部のが検出され、袖部は明確でなかった。燃焼部か

ら土師器の鉢・甕（第181図5・7・8）、南東角から須恵器の坏（第180図10～12）、土師器の坏（180図

15、第181図1・12第）、甕（第181図3）が纏まって出土したが、そのうち第180図10・12、第181図

Ⅵ　6区の調査成果
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1が床面から出土した。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から須恵器の坏（第180図9）、蓋（第180図16）等が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

6区4号住居跡（遺構編第173図、遺物編第182図）

4号住居跡は、調査区南東端のI5-83・93に位置する。住居跡の南西半分は、寒河江市所轄の民活エ

リアのため未調査となった。住居跡の北棟角には7号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST6027。

平 面 形　　形状は方形と推測されるが、詳細は判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　床面から土師器の甕（第182図1）、覆土から台石（第182図2）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。4号住居跡を7号溝跡が切っており、住居跡の方が古いと判断される。

6区5号住居跡（遺構編第174図、遺物編第182・183図）

5号住居跡は、調査区南東端のI5-51・52・61・62に位置する。調査時名称はST6045。

平 面 形　　南北軸5.7m、東西軸5.3mの方形で、主軸方向はN－12°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色粘質土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1・P2のピット2基が、柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されている。煙道の一部と燃焼部が検出されたが、袖部は明確でなか

った。燃焼部のやや上位から須恵器の坏（第182図3）、土師器の甕（第183図1）、砥石（第183図4）が出

土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第182図6～8、第183図2・3が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

6区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺構

を総括した。6区からは2基の竪穴状遺構が検出された。

3 竪 穴 状 遺 構
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6区1号竪穴状遺構（遺構編第174図、遺物編第183図）

1号竪穴状遺構は、調査区南東端のI5-03・13に位置し、東に1号掘立柱建物跡、西に2号竪穴状遺

構が近接する。調査時名称はST6046。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸2.4mの隅丸方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。東壁には工

事用の測量杭が設置されていたため、未調査となった。

堆 積 土　　覆土は黒褐色粘質土・暗褐色シルト質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cm程度で、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト 遺構内からピット3基が検出された。遺構中央の東西方向に、P1・P2が配列されているよ

うにも窺えるが、柱穴とは特定できない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の甕（第183図5・6）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

6区2号竪穴状遺構（遺構編第175図）

2号竪穴状遺構は、調査区南東端のI5-11に位置し、東に1号竪穴状遺構が近接する。調査時名称は

ST6037。

平 面 形　　南北軸3.4m、東西3.9mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色粘質土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

4 掘立柱建物跡

6区では掘立柱建物跡が1棟検出されたのみであるが、竪穴住居跡と同様に奈良・平安時代の所産と考

えられる。

6区1号掘立柱建物跡（遺構編第175図）

1号掘立柱建物跡は、調査区南東端のI5-04・05・14・15に位置し、直ぐ西には1号竪穴状遺構が

近接する。調査時名称はSB6047。

構　　造 梁行2間、桁行3間の東西棟で、北を基本とした主軸方向はN－1°－Eにある。

規　　模 梁4m、桁5mを測り、面積は約20m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が北から

2.2m－1.8m、同じく東側が2.7m－1.3m、桁の北側が西から1.7m－1.6m－1.7m、同じく南側が

Ⅵ　6区の調査成果
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1.7m－1.8m－1.5mとなる。

柱　　穴　　一辺60～80cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～55cmを測る。

土層断面では、P5・P9・P10で柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P5から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期と柱穴の形状から、

奈良・平安時代と考えられる。

5 土　　　坑

6区で土坑と認定した遺構は9基存する。その殆どで須恵器・土師器の小片が出土しており、奈良・平

安時代の所産と思われるが、古代の土器片と共に縄文土器片も3基の土坑で出土した。

6区1号土坑（遺構編第176図、遺物編第183図）

1号土坑は、調査区南東端のI5-53に位置し、直ぐ北には3号住居跡、西には5号住居跡が近接する。

調査時名称はSK6042。径1.6mの円形で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平底で、壁は

外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器の蓋の完形品（第183図7）が出土した。出土した土器から8世紀後半

～9世紀前半の遺構と考えられる。

6 溝　　　跡

6区では、5区に繋がる南東端に住居跡等が集中しており、北側の遺構の主体は溝跡である。等高線に

沿って東西方向に平行して走る溝跡と、南北方向に走る溝跡が存している。古代～中世にかけて構築され

たと推測されるが、出土した遺物はそれ程多くはない。6号溝跡と7号溝跡は、5区から連続しており、

3号溝跡と4号溝跡の切り合い関係は、後者が前者を切っている。

6 溝　　　跡
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Ⅶ　7区の調査成果

1 7 区 の 概 要（第11図）

7区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1998年の第3次と翌99年の第4次で

実施した。7区は駐車場に係わる調査区で、用地取得の関係から、1998年は調査区の北側7,800m2、

1999年は調査区の南端2,400m2の合計10,200m2の面積で調査を実施した。

7区は4～6区から続く段丘面に乗り、高瀬山遺跡の西端に相当する。調査区の西側は市道柴橋平塩線

が南北方向に走っており、市道を介して西側は落衣長者屋敷遺跡となる。同遺跡は市道拡幅工事に伴う発

掘調査が、1998年に寒河江市教育委員会によって実施されており、掘立柱建物跡や中世の堀跡等が検出

されている［大宮ほか1999］。また7区の南側は市道山西線道路改良部分に当たり、1997年に寒河江市

教育委員会によって発掘調査が実施され、奈良・平安時代の竪穴住居跡9棟、掘立柱建物跡2棟が検出さ

れている［大宮ほか1998］。

7区は1998年4月23日に表土除去を開始し、5月29日までに遺構の検出を終了した。遺構の調査は、

6月1日～9月23日までの期間で実施したが、途中7月21～31日に表土除去を再度行った。また調査

区南端の2,400m2については、1999年5月6日に表土除去を開始し、5月11日までに遺構の検出を終

了し、遺構調査は5月12日～6月23日までの期間で実施した。7区のグリッドは公共座標に基づく大グ

リッド制を採用しており、A3～A5・B2～B5・C2～C4区の範囲にある。

7区の現況は果樹園であり、調査区の北端は崖線によって画され、1999年に調査した9区に接する。

また調査区の東側は、寒河江市所轄の民活エリアに接しており、西側と南側については前記した通りであ

る。調査区内の標高は、101.1～103.2mの範囲にあり、調査区の南端が高く、北側に向かって漸次低下

しており、崖線直下は標高101mの窪地となる。遺構は調査区の南側に集中しており、居住域が高燥地

に営まれていたことが窺える。

7区で検出された遺構は、竪穴住居跡6棟、竪穴状遺構4基、掘立柱建物跡5棟で、図示した土坑が2

基、溝跡が3条であった。なお、井戸跡は検出されていない。

2 竪 穴 住 居 跡

7区からは、6棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも奈良・平安時代の所産である。調査区の南側

は1997年に寒河江市教育委員会によって発掘調査が実施され、奈良・平安時代の竪穴住居跡9棟、掘立

柱建物跡2棟が検出されたことから、居住域の主体が7区よりも南側にあったことが想定される。

7区1号住居跡（遺構編第180図、遺物編第184図）

1号住居跡は、調査区南端のB5-41・42・51・52に位置し、直ぐ西に2号住居跡が近接する。調査

時名称はST4070。
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第11図　7区遺跡全体図
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平 面 形　　南北軸4.25m、東西軸5.15mの方形で、主軸方向はN－34°－Wにある。形状は平行

四辺形を呈する。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に黒色土の床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部上面の覆土から須恵

器（第84図8）や土師器の甕（第184図7・9・10）、左袖脇の覆土から須恵器の坏（第184図1・2）と蓋

（第184図4・5）が出土した。

出土遺物　　カマド以外の遺物では、砥石（第184図12）や縄文時代の磨製石斧（第184図11）が、覆

土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

7区2号住居跡（遺構編第181図、遺物編第184図）

2号住居跡は、調査区南端のB5-40・50・51に位置し、東に1号住居跡、西に3号住居跡が近接する。

調査時名称はST4071。

平 面 形　　南北軸4.7m、東西軸5mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－18°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面のほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　柱穴と特定できたのはP1のみで、底面に径15cmの円形の柱痕跡が認められた。その他

の土坑・ピットは掘り方が浅く、柱穴には見なせない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の北寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の長さは

1.3mを測り、燃焼部から土師器の甕（第184図15）が逆位の状態で出土した。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第184図13・14）、土師器（第184図16）、磨石（第184図17）が

出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

7区3号住居跡（遺構編第182図、遺物編第185図）

3号住居跡は、調査区南端のA5-48・49・58・59に位置し、東に2号住居跡が近接する。住居跡の

東側が1号溝跡が掘り込まれ、東壁は1号土坑と2号土坑に切られており、北壁の一部には攪乱が及んで

いる。調査時名称はST4072。

平 面 形　　南北軸4.9m、東西軸5.5mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は浅く、遺構検出の時点で床面が一部露頭していた。覆土は黒色土・黒褐色土が堆積

する。

壁　　面　　壁高は5～10cmと浅く、壁は外傾して立ち上がる。

Ⅶ　7区の調査成果
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床　　面　　住居跡内の外周に黒色土の床が貼られている。なお北側半分の床面には、地山の礫層が露

頭している。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部直上と左袖から、土

師器の甕（第185図4～6）が出土した。なお床面中央より北寄りに、硬化した焼土面が検出されている。

出土遺物　　床面から、須恵器の坏（第185図3）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。3号住居跡は1号溝

跡・1号土坑・2号土坑に切られており、住居跡の方が古いと判断される。

7区4号住居跡（遺構編第183図、遺物編第185・186図）

4号住居跡は、調査区南側のB4-93・94に位置する。住居跡の西には5号住居跡と2号竪穴状遺構が

近接しており、カマド煙道部は2号溝跡に切られている。調査時名称はST4002。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られるが、周囲に70cm幅で「コ字状」に黒褐色土の貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の先端は2

号溝跡に切られ、袖部と燃焼部には、袖石として用いられた被熱のため脆くなった礫が重なって出土した。

燃焼部～右袖脇にかけて土師器の甕（第185図13・14、第186図2）、右袖脇の床面から須恵器の坏（第

185図11）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、土師器の甕（第186図1）と砥石（第186図4）が床面から、その他は覆

土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡が4号住居

跡の煙道部を切っていることから、住居跡の方が古いと判断される。

7区5号住居跡（遺構編第184図、遺物編第186・187図）

5号住居跡は、調査区南側のB4-92・93に位置する。直ぐ東には4号住居跡、北には2号竪穴状遺構

が近接し、住居跡の南側を東西方向に2号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST4085。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.1mの方形で、主軸方向はN－0°にある。住居跡の北東角は削

平され、不明瞭となっている。

堆 積 土　　覆土は黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

2 竪 穴 住 居 跡
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カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されており、袖部の一部と燃焼部が検出された。袖部は右袖のみで、

左袖は判然としなかった。右袖内側～燃焼部にかけての床面から土師器の甕（第186図6・7）、同じく覆

土から第187図3が出土した。また右袖脇の覆土から須恵器の両耳坏（第186図7）と土師器の甕（第187

図1）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、覆土下位～床面直上にかけて土師器の甕（第186図8、第187図2）が折

り重なって出土した。また床面から叩石（第187図4）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡が5号住居

跡を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

7区6号住居跡（遺構編第186図、遺物編第188図）

6号住居跡は、調査区の南側のA4-77・86・87に位置し、直ぐ東に1号掘立柱建物跡が近接する。

調査時名称はST4074。

平 面 形　　長軸4.72m、短軸4.1mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－39°－Eにある。北

東壁～北西壁の上端は攪乱を受け、削平されていた。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。しかし北東壁～北西壁にかけては判然

としない。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　柱穴は特定できなかった。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南東壁の南寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。右袖脇の床面から、須恵

器の坏（第188図1）と土師器の甕（第188図7・8）が出土した。また住居跡の中央よりも北西寄りの床

面に、焼土遺構が認められた。土坑状に掘り込んだ後、粘土をつき固め、焼成に使用したと考えられ、鍛

治炉であった可能性も考えられる。

出土遺物　　カマド以外では、床面から須恵器の坏（第188図2）、蓋（第188図5）、壺（第188図6）、

砥石（第188図11）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

7区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺構

を総括した。7区からは4基の竪穴状遺構が検出された。

7区1号竪穴状遺構（遺構編第182図、遺物編第185図）

1号竪穴状遺構は、 調査区南端のA5-47に位置する。調査時名称はST4073。

平 面 形　　南北軸2.3m、東西軸2.6mの方形で、主軸方向はN－22°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は浅く、黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

Ⅶ　7区の調査成果
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床　　面　　硬化面は認めれないが、床が貼られていたと想定され、掘り方は起伏を有する。

ピ ッ ト 径40～50cm、深さ10cm程度の土坑状の掘り方が、壁に沿って配置されているように

窺える。

出土遺物　　覆土から、土師器の壺（第185図7・8）と凝灰岩製砥石（第185図9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

7区2号竪穴状遺構（遺構編第185図）

2号竪穴状遺構は、調査区南側のB4-72・73・82・83に位置する。直ぐ南に5号住居跡、南東に4

号住居跡が近接する。調査時名称はST4001。

平 面 形　　南北軸4.8m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－9°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　器高は8cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られていたと考えられるが、軟弱である。

ピ ッ ト 検出されていない。

出土遺物　　覆土から、土師器小片と棒状鉄製品が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

7区3号竪穴状遺構（遺構編第185図、遺物編第187図）

3号竪穴状遺構は、調査区南端のA5-34・35に位置し、南半は攪乱を受けている。調査時名称は

ST4075。

平 面 形　　東西軸2.6mの方形と推測され、北を基本とした主軸方向はN－26°－Eにある。南壁と

西壁は攪乱のため消失している。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

ピ ッ ト 遺構内からピット1基が検出されたが、柱穴は特定できない。

出土遺物　　床面から須恵器の壺（第187図5）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

7区4号竪穴状遺構（遺構編第185図、遺物編第187図）

4号竪穴状遺構は、調査区南端のB5-54・55・64・65に位置し、東壁と南壁は削平され検出できな

かった。調査時名称はST4086。

平 面 形　　南北軸4.9mを測り、方形と推測される。北を基本とした主軸方向はN－18°－Eにある。

東壁と南壁を消失しているため、形状は判然としない。

堆 積 土　　遺構検出の時点で、ほぼ床面が露頭していた。

壁　　面　　ほぼ床面が露頭しており、立ち上がりは認められない。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られているが、硬化面は認められない。

3 竪 穴 状 遺 構
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ピ ッ ト 遺構内からは、土坑・ピットが多数検出された。そのうちP1の上位には、焼土層が認め

られており、焼成に関連した土坑であったと推察される。

出土遺物　　遺構内の土坑・ピットの覆土から、須恵器・土師器が出土した。

時　　期　　出土した土器が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

4 掘立柱建物跡

7区では、掘立柱建物跡が5棟検出されている。1号掘立柱建物跡を除くと、竪穴住居跡の集中域から

やや離れて構築されており、特に3～5号掘立柱建物跡は同一地点で建て替えが行われている。

7区1号掘立柱建物跡（遺構編第187図）

1号掘立柱建物跡は、調査区南側のA4-87・88・97・98・99に位置し、直ぐ西には6号掘立柱建

物跡が近接する。調査時名称はSB4090。

構　　造 梁行2間、桁行3間の総柱建物で、北を基準とした主軸方向はN－35°－Eにある。

規　　模 梁3.9m、桁7.5mを測り、面積は約29m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が北から

2.1m－1.8m、同じく2列目が2m－2m、同じく3列目が2.1m－1.9m、同じく東側が1.8m－1.8m、

桁の北側が西から2.4m－2.5m－2.6m、同じく中央が2.6m－2.3m－2.6m、同じく南側が2.4m－

2.4m－2.7mとなる。

柱　　穴　　径35～50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。P2～

P5・P8～P10の底面には、10～15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。主軸方向が6号住居跡とほぼ合致していることから、同住居跡と関連を有する

可能性が考えられる。

7区2号掘立柱建物跡（遺構編第187図）

2号掘立柱建物跡は、調査区北側のA3-38・39・48・49に位置し、竪穴住居跡が集中する地点から

は離れている。掘立柱建物跡は平坦地に構築されているが、北側は窪地に向かって傾斜している。調査時

名称はSB4004。

構　　造 梁行2間、桁行4間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－7°－Eにある。

規　　模 梁4m、桁6.3mを測り、面積は約25m2となる。柱心心間の距離は梁が2mの等間隔、

桁の北側が西から1.9m－1.3m－1.3m－1.8m、同じく南側が1.9m－1.2m－1.3m－1.9mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～25cmを測る。P4の土

層断面と底面に柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

Ⅶ　7区の調査成果
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7区3号掘立柱建物跡（遺構編第188図）

3号掘立柱建物跡は、調査区北側の西端のA3-41・42・51・52に位置する。4・5号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、外周を巡る柱穴が3号掘立柱建物跡となる。調査時名称はSB4005。

構　　造 梁行1間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－26°－Eにある。

規　　模 梁4.1m、桁6.1mを測り、面積は約25m2となる。柱心心間の距離は梁の西側が4.1m、

同じく東側が3.9m、桁の北側が西から2.1m－1.7m－2.2m、同じく南側が2m－1.8m－2.3mとなる。

柱　　穴　　P1～P8の8基の柱穴が、3号掘立柱建物跡に相当する。径30cmの円形を基本とし、遺

構検出面からの深さは5～20cmを測る。P5の底面には、径10cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

4・5号掘立柱建物跡の柱穴との切り合い関係は認められず、新旧関係は判然としない。

7区4号掘立柱建物跡（遺構編第188図）

4号掘立柱建物跡は、調査区北側の西端のA3-41・42・51・52に位置する。3・5号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、中間を巡る柱穴が4号掘立柱建物跡となる。調査時名称はSB4006。

構　　造 東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－26°－Eにある。

規　　模 東西4.7m、南北3.4mを測り、面積は16m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が西

から2.4m－2.3m、同じく南側が2.4m－2.2m、南北の西側は北から1.6m－1.6m、同じく東側が

1.7m－1.7mとなる。

柱　　穴　　P11～P18の8基の柱穴が、4号掘立柱建物跡に相当する。径30cmの円形を基本とし、

遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。P13・P18の底面には、径10cm程度の円形の柱痕跡が認

められる。

出土遺物　　P17で須恵器の小片、P18で土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

P17とP27の切り合い関係から、4号掘立柱建物跡よりも5号掘立柱建物跡の方が新しいと判断される。

7区5号掘立柱建物跡（遺構編第188図）

5号掘立柱建物跡は、調査区北側の西端のA3-41・42・51・52に位置する。3・4号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、最も内側を巡る柱穴が5号掘立柱建物跡となる。調査時名称はSB4007。

構　　造 東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－27°－Eにある。

規　　模 東西3.4m、南北3.1mを測り、面積は約11m2となる。柱心心間の距離は東西の北側が

西から1.6m－1.8m、同じく南側が1.7m－1.3m、南北の西側が北から1.6m－1.5m、同じく東側が

1.3m－1.7mとなる。

柱　　穴　　P21～P28の8基の柱穴が、5号掘立柱建物跡に相当する。径30cmの円形を基本とし、

遺構検出面からの深さは10～50cmを測る。P21～P23の底面には、径10～15cm程度の円形の柱痕

跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

4 掘立柱建物跡
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時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

P27がP17を切っており、4号掘立柱建物跡よりも5号掘立柱建物跡の方が新しいと判断される。

5 土　　　坑

7区で土坑と認定した遺構は6基存する。その殆どで須恵器・土師器の小片が出土しており、奈良・平

安時代の所産と考えられ、調査区の中央～南側にかけて点在している。

7区1号土坑（遺構編第189図、遺物編第188図）

1号土坑は、調査区南端のA5-49・B5-40に位置し、3号住居跡と重複関係にある。直ぐ南に2号土坑

が接している。調査時名称はSK4104。長軸1.1mの不整形の土坑で、遺構検出面からの深さは25cmを

測り、遺構の北端は攪乱を受け判然としない。底部は丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器が多く出土した。須恵器は坏（第188図13）・両耳坏（第188図

13）、壺（第188図14）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。本

土坑は3号住居跡を切っており、住居跡よりも新しいと判断される。

7区2号土坑（遺構編第189図、遺物編第188図）

2号土坑は、調査区南端のB5-50に位置し、3号住居跡と重複関係にある。直ぐ北に1号土坑が接して

いる。調査時名称はSK4103。長軸1.2m、短軸70cmの楕円形で、遺構検出面からの深さは15cmを測

る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第188図15）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世

紀前半の遺構と考えられる。本土坑は3号住居跡を切っており、住居跡よりも新しいと判断される。

6 溝　　　跡

7区では、調査区北半で溝跡3条が検出された。南北方向に走る1・3号溝跡と、東西方向に走る1・

2号溝跡からなるが、1号溝跡は鉤状に屈曲して方向を変えている。2号溝跡は4号住居跡と5号住居跡

を切っており、1号溝跡は3号住居跡を切っている。住居跡はいずれも奈良・平安時代と考えられること

から、溝跡は古代～中世にかけて構築されたと推測される。

Ⅶ　7区の調査成果
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Ⅷ　9区の調査成果

1 9 区 の 概 要（第12図）

9区は、寒河江市大字寒河江字落衣前に所在しており、発掘調査は1999年の第4次で実施した。9区

はフラワーガーデンの関連施設造成に係わる調査区で、工事によって遺構面まで掘削が及ぶ範囲に限って、

5,800m2の面積で調査を実施した。調査区は寒河江市所轄の民活エリアとの境界に沿って水路を埋設す

る関係から、10m幅の東西方向のトレンチを基本とし、東端は公園池、西端はトイレの造成に係わるた

め、その範囲を広げて調査した。

9区が乗る段丘面は、4・5・7区よりも1段高い面に相当し、東西方向の崖線を以て画されている。

この崖線は7区との境界をなしており、6区の北端に認められ、SA地区を横断して、3区での南北軸32

列とした崖線に相当する。従って9区の遺構は、SA地区の居住域の主体面と同一の面に形成されていた

と見なすことができる。なお9区の北西端には、東西方向に伸びる更に上位の崖線が認められる。この崖

線の直上は農道となっており、高瀬山遺跡2期の調査区へと続いている。

9区の水路埋設区域については、1999年5月11日に表土除去を開始し、5月20日までに遺構検出を

終了し、遺構の調査は5月24日～8月5日までの期間で実施した。更に調査区東端と西端の拡張区域に

ついては、同年9月28日に表土除去を開始し、10月8日までに遺構検出を終了し、遺構の調査は10月

4日～11月8日までの期間で実施した。9区のグリッドは公共座標に基づく大グリッド制を採用してお

り、B2・C1・C2・D1・D2・E2・F2・F3・G2・G3区の範囲にある。

9区の現況は果樹園である。調査区の南側は、寒河江市所轄の民活エリアとなっており、1999年の調

査時点では、掘削され整地が完了していた。10区の調査では、民活エリア区域に連なる遺構が多数検出

されており、発掘調査を実施せずに破壊されてしまった遺構が多数存したことが想定される。また9区の

東側の一部は、1998年に調査した6区に接しており、西側拡張区の南側の崖線直下には、1998年に調

査した7区が接している。調査区内の標高は、遺構が集中する調査区西半が103.4～104m、調査区北西

端の崖線直上は104.4m、調査区の北東側が102.8～103.2mで、SA地区に連なる崖線の比高差は約

80cmを測る。

9区で検出された遺構は、竪穴住居跡13棟、掘立柱建物跡4棟、図示した土坑が57基、溝跡が1条で

あった。トレンチ調査であったため、集落構成を明確にできなかったが、中世の墓壙群が検出されたこと

は特記されよう。なお、9区から井戸跡は検出されていない。

2 竪 穴 住 居 跡

9区からは、13棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも奈良・平安時代の所産と考えられる。10区

が乗る段丘は、住居跡が集中する4・5区よりは1段高い面で、SA地区の住居跡が集中する面に相当す

る。住居跡の重複が顕著で、調査区の北側には多数の住居跡が存するものと思われる。
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第12図　9区遺跡全体図
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9区1号住居跡（遺構編第193図、遺物編第189図）

1号住居跡は、西拡張区のC1-84・85に位置する。調査時名称はST12。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸3.7mの方形で、主軸方向はN－23°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部と燃焼部が検出され、袖部は明確でなかった。煙

道部の長さは1.2mを測り、左袖に相当する部分の床面直上から、土師器の甕（第189図8）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から遺物が出土したが、住居跡の北東角では須恵器（第189図1

～4）が纏まって出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

9区2号住居跡（遺構編第194図、遺物編第190・191図）

2号住居跡は、調査区西側のD2-30・31・40・41に位置し、住居跡の南東角は民活エリア造成工事

で削平された。調査時名称はST1。

平 面 形　　南北軸6.3m、東西軸5.8mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－8°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られ、硬く叩き締められていた。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の北寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部には径20cmの円形

の掘り方に、細長い礫が垂直に埋め込まれていた。燃焼部上面の覆土から須恵器の坏（第190図1・8・9）

と土師器の甕（第191図2）、左袖脇の覆土から須恵器の坏（第190図2）、右袖脇の覆土から棒状鉄製品

（第191図7）が出土した。その他に、第191図3がカマドから出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第190図14・15、住居跡内の土坑・ピットから第190図11

～13、第191図1が出土しており、その他は覆土から出土した。第191図6は摘み部の付いた石製品で

ある。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

9区3号住居跡（遺構編第195図、遺物編第191・192図）

3号住居跡は、調査区西側のD2-12・22に位置し、西壁には1号掘立柱建物跡のP1が掘り込まれて

いる。調査時名称はST2。

平 面 形　　南北軸5.2m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－13°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒色土が堆積する。

2 竪 穴 住 居 跡
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壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡の柱穴は特定できないが、P1・P2が相当する可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されているが、残存状況は不良で、袖部・燃焼部は明確でない。第

192図2がカマド内から出土した。

出土遺物　　遺物の殆どが覆土から出土したが、第191図10がピットから出土した。

時　　期　　3号住居跡の西壁を1号掘立柱建物跡のP1が切っていることから、住居跡の方が古いと

判断される。

9区4号住居跡（遺構編第195図、遺物編第192図）

4号住居跡は、調査区西側のE2-30に位置する。西側は1号溝跡によって切られており、北側は調査区

域外、南壁は土坑が重複しており判然としない。カマドが検出されたため住居跡と認定した。調査時名称

はST9。

平 面 形　　上記した状況なので、判然としない。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、覆土は殆ど認められなかった。

壁　　面　　カマドで僅かな立ち上がりが確認できたに過ぎない。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、カマドの西側には幅30～40cmの溝跡が南北方向に掘り

込まれている。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部は削平を受けて、その痕跡が検

出されたに過ぎないが、右袖から袖石が検出された。

出土遺物　　右袖脇の土坑の覆土から、須恵器と土師器が纏まって出土した。また北宋銭である「元祐

通寶」が出土したが、本来は近接した中世の墓壙に関連していた可能性が考えられる。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。4号住居跡は1号溝

跡に切られており、住居跡の方が古いと判断される。

9区5号住居跡（遺構編第196図、遺物編第193図）

5号住居跡は、調査区西側のD1-93・94・95、D2-03・04・05に位置し、カマドの煙道部が6号

住居跡を切っている。調査時名称はST6。

平 面 形　　南北軸5.8m、東西軸6.4mの方形で、主軸方向はN－1°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　土坑状の掘り方には床が貼られるが、中心部は直床となる。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴と考えられる。

壁　　溝　　北壁と西壁に壁溝が掘り込まれている。但し西壁は掘り方が浅く、土層断面のみ確認され

た。東壁でも幅60cmの溝状の掘り方が検出されたが、壁溝であったかどうかは判然としない。

Ⅷ　9区の調査成果
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カ マ ド　　南壁のやや西寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の長さ

は1.05mを測り、6号住居跡内に伸びている。

出土遺物　　全て覆土から出土した。須恵器の坏（第193図1～8）と土師器の甕（第193図9）が出土

したが、墨書土器（第193図7）も含まれている。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。5号住居跡のカマド

の煙道部が6号住居跡を切っており、5号住居跡の方が新しいと判断される。

9区6号住居跡（遺構編第197図、遺物編第193・194図）

6号住居跡は、調査区西側のD2-14・15・24に位置する。7号住居跡と重複関係にあり、5号住居跡

のカマドの煙道部が掘り込まれ、直ぐ東には8号住居跡が位置する。調査時名称はST4。

平 面 形　　南北軸6m、東西軸5.4mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。南西角が7号住居跡

と接しており、土層断面では6号住居跡が7号住居跡を切っているように観察されたが、P1は6号住居

跡の柱穴になる可能性が高い。

堆 積 土　　覆土は黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cm程度を測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内の土坑・ピットで、柱穴に特定できるものは認められないが、壁際のP1～P4

は掘り方が深く、柱穴であった可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の長さは

1.3mを測り、付け根にはピットが掘り込まれており、袖部には袖石が認められた。なお南壁の東端の床

面にも、焼土粒の集中が認められた。

出土遺物　　遺物の多くは覆土から出土した。第194図3は東壁際のピット内から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。5号住居跡のカマド

の煙道部が6号住居跡を切っており、6号住居跡の方が古いと判断される。また6号住居跡が7号住居跡

の東壁を切っていると考えられ、6号住居跡の方が新しいと判断される。

9区7号住居跡（遺構編第197図、遺物編第195図）

7号住居跡は、調査区西側のD2-13・23・24に位置する。東壁を6号住居跡に切られ、南壁は10号

住居跡に接している。調査時名称はST3。

平 面 形　　南北軸4.3m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の中央に床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。煙道部は10号住居跡に切

られ、認められなかった。
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出土遺物　　殆どの遺物が覆土から出土した。須恵器は蓋（第195図1）、壺（第195図2）、甕（第195

図3）、土師器は甕（第195図4～6）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。東壁を6号住居跡、

また南壁も10号住居跡に切られていることから、両住居跡よりも7号住居跡の方が古いと判断される。

9区8号住居跡（遺構編第198図、遺物編第195～198図）

8号住居跡は、調査区西側のD2-25・26・35・36に位置する。北西角は土坑の重複が著しく、6号

住居跡へと連なっており、住居跡内中央には中世の墓壙である57号土坑が掘り込まれている。調査時名

称はST7。

平 面 形　　南北軸7m、東西軸6.1mの方形で、主軸方向はN－21°－Wにある。東壁と北壁の西半

は土坑が掘り込まれており、形状は判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒色土・黒褐色土が堆積する・

壁　　面　　住居跡から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の先端は土

坑が掘り込まれているが、煙道部から須恵器の坏（第196図12）と土師器の甕（第198図2）が出土した。

また右袖脇の土坑の貼床面上から第197図7、その直下の土坑から第195図9、第196図4・5・9・

10・13・17・20・22、第197図1・4、第198図4が出土した。第196図11、第198図1・6・

10・12は、カマド出土の一括資料である。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第196図19、床面直上から第196図14・15、第197図2・

3・12、第198図11、P1から第196図21、P2から第197図5、P3から第197図9、住居跡内北東角

の掘り方から第198図13が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

9区9号住居跡（遺構編第199図）

9号住居跡は、調査区西側のE2-50に位置し、西壁～南壁にかけて土坑が掘り込まれており、形状は判

然としない。カマドは認められず、方形の掘り方を持つ遺構であることから、竪穴状遺構として分類すべ

きであったかもしれない。調査時名称はST8。

平 面 形　　南北軸2.5m、東西軸2.7mの方形と推測され、主軸方向はN－10°－Eにある。西壁～

南壁にかけての形状は明確でない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。
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出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土したに過ぎない。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

9区10号住居跡（遺構編第199図、遺物編第199図）

10号住居跡は、調査区西側のD2-23に位置する。北壁は7号住居跡に接し、遺構の南半には攪乱が及

んでおり、南壁は消失している。カマドが未検出であることから、竪穴状遺構と分類すべきであったかも

しれない。調査時名称はST5。

平 面 形　　東西軸は2.6mを測り、南北軸は判然としない。北を基準とした主軸方向はN－5°－W

にある。

堆 積 土　　覆土は黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　中央に床が貼られており、掘り方は平坦である。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　床面直上から須恵器の蓋（第199図10）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。10号住居跡は7号

住居跡を切っており、7号住居跡よりも新しいと判断される。

9区11号住居跡（遺構編第200図、遺物編第199図）

11号住居跡は、調査区西側のE2-31・41に位置し、12号住居跡と重複関係にある。調査時名称は

ST10。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸4.4mの方形で、主軸方向はN－16°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は浅く、黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　覆土は浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。12号住居跡が11号

住居跡を切っているように窺えるが、土層断面から明確に指摘することはできない。

9区12号住居跡（遺構編第200図、遺物編第199・200図）

12号住居跡は、調査区西側のE2-31・32に位置する。南壁のみ検出できたのみで、東・西・北壁は

調査区外に相当するが、南壁は11号住居跡に接している。調査時名称はST11。

平 面 形　　東・西・北壁は調査区外に入り込んでいるため、規模・形状は不明である。
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堆 積 土　　覆土は黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。12号住居跡の床面は、11号住居跡の床面よりも10cm程

度低い。

柱　　穴　　住居跡から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁に構築されており、袖部の一部と燃焼面が検出された。カマド内の床面から土師器の

甕（第200図2）、右袖脇の土坑の貼床面から須恵器の坏（第199図8）が出土した。なお住居跡内の中央の

床面にも、焼土粒の集中が認められた。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第199図9・15、第200図5、ピット内から第200図6・7

が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。12号住居跡が11号

住居跡を切っているように窺えるが、土層断面から明確に指摘することはできない。

9区13号住居跡（遺構編第201図、遺物編第200図）

13号住居跡は、調査区東側の拡張区のG2-21・22・31・32に位置する。調査時名称はST13。

平 面 形　　南北軸7.45m、東西軸6.4mの方形で、主軸方向はN－19°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状と溝状の掘り方には床が貼られる。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当すると考えられる。P4はカマドが近接していることから、壁際に

掘り込まれたのであろう。

壁　　溝　　カマド部分を除いて、壁溝が巡らされている。幅25～70cm、深さ20～30cm。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。左袖や燃焼部の上面には石

が纏まって出土し、左袖脇の覆土から第200図8・12が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、殆どの遺物が覆土から出土したが、縄文時代の石匙（第200図14）も含

まれている。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 掘立柱建物跡

9区では、掘立柱建物跡が4棟検出されている。全て調査区西側～西側拡張区に纏まっており、1号掘

立柱建物跡は竪穴住居跡と重複し、3号掘立柱建物跡と4号掘立柱建物跡は同一地点で建て替えが行われ

ている。

9区1号掘立柱建物跡（遺構編第202図）

1号掘立柱建物跡は、調査区西側のD2-11・12・21・22に位置し、3号住居跡の西壁を掘り込んで

いる。また南東角の柱穴は、民活エリアの区域に当たり、削平されたため、未調査となっている。調査時
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名称はSB1。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－2°－Eにある。

規　　模　　梁4.3m、桁4.9mを測り、面積は約21m2と想定される。柱心心間の距離は、梁の北側

が西から2.1m－2.2m、同じく南側が2.2m、桁の西側が北から1.8m－1.5m－1.6m、同じく東側が

1.6m－1.7mとなる。

柱　　穴　　一辺50～60cmの方形乃至は径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さ

は20～30cmを測る。P5を除く全ての柱穴の底面には、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められ

る。

出土遺物　　P3・P7から、土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。P1が3号住居跡の西壁を切っており、1号掘立柱建物跡の方が新しいと判断

される。

9区2号掘立柱建物跡（遺構編第202図）

2号掘立柱建物跡は、調査区の西側拡張区のC2-18・19に位置する。調査時名称はSB2。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－2°－Eにある。

規　　模　　東西3.7m、南北3.8mを測り、面積は約14m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から1.9m－1.7m、同じく中間が1.8m－1.9m、同じく南側が1.8m－1.9m、南北柱列の西側

が北から1.8m－1.9m、同じく中間が2m－1.8m、同じく東側が1.9m－1.9mとなる。

柱　　穴　　径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～60cmを測る。全ての

柱穴の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P2から、須恵器の坏の口縁部破片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。

9区3号掘立柱建物跡（遺構編第203図）

3号掘立柱建物跡は、調査区の西側拡張区のC2-38・48に位置し、周囲は標高104mを測り、微高地

となる。南北柱列の西側に浅い攪乱が存するため、南西角の柱穴が消失している。また4号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、一部柱穴が接するが、新旧関係は判然としない。調査時名称はSB3。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－6°－Eにある。

規　　模　　東西3.3m、南北3.6mを測り、面積は約12m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から1.7m－1.6m、同じく中間が1.9m－1.4m、同じく南側が1.6m、南北柱列の西側が北か

ら1.8m、同じく中間が1.7m－1.7m、同じく東側が1.8m－1.8mとなる。

柱　　穴　　一辺40～60cmの方形乃至は径40～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さ

は15～40cmを測る。P1・P4の底面には、径20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P2から、須恵器の坏の口縁部破片と土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。3号掘立柱建物跡のP4と4号掘立柱建物跡P9が接しているが、新旧関係は判

3 掘立柱建物跡
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然としない。

9区4号掘立柱建物跡（遺構編第203図）

4号掘立柱建物跡は、調査区の西側拡張区のC2-38・48に位置し、周囲は標高104mを測り、微高地

となる。4号掘立柱建物跡と重複関係にあり、一部柱穴が接するが、新旧関係は判然としない。調査時名

称はSB4。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－8°－Eにある。

規　　模　　東西4m、南北4mを測り、面積は約16m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の北側

が西から1.9m－2.1m、同じく中間が1.7m－2m、同じく南側が1.7m－2m、南北柱列の西側が北か

ら1.8m－1.8m、同じく中間が1.7m－1.9m、同じく東側が2m－2mとなる。

柱　　穴　　一辺60cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～50cmを測る。P1・

P2・P4・P9の底面には、径10～15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代の遺構と考えられる。3号掘立柱建物跡のP4と4号掘立柱建物跡P9が接しているが、新旧関係は判然

としない。

4 土　　　坑

9区では、57基の土坑を図示したが、調査区西側拡張区からは縄文時代の陥穴が5基、調査区西側～

東側拡張区にかけては中世の墓壙が少なくとも42基検出された。土坑から遺物が殆ど出土しないため、

時期の特定は困難であるが、27号土坑からは宋銭が出土しており、時期判別の根拠となる。土坑は重複

が著しく、集団墓域が営まれていた様相を窺えるが、形状は隅丸長方形を呈し、覆土に粘土ブロックを多

量に含み、主軸方向も南北軸と東西軸とに二分される。また土坑の壁際に小ピットを伴う例が多く見られ、

墓標の痕跡であったことが想定される。

9区1号土坑（遺構編第204図）

1号土坑は、調査区の西側拡張区西端のC1-90に位置する。調査時名称はSK53。長軸80cm、短軸

50cmの楕円形の土坑で、主軸方向はN－10°－Eにある。遺構検出面からの深さは50cmを測り、壁

は垂直に近い角度で立ち上がる。底面には径20cm、深さ45cmの逆茂木用のピットが掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していない。形態上の特徴から、縄文時代の陥穴と考えられる。

9区2号土坑（遺構編第204図）

2号土坑は、調査区の西側拡張区のC2-07に位置する。調査時名称はSK49。長軸1.6m、短軸1.3m

の楕円形の土坑で、主軸方向はN－0°にある。遺構検出面からの深さは80cmを測り、壁は垂直に近

い角度で立ち上がる。底面には径20cm、深さ55cmの逆茂木用のピットが掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していない。形態上の特徴から、縄文時代の陥穴と考えられる。
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9区3号土坑（遺構編第204図）

3号土坑は、調査区の西側拡張区のC1-99に位置する。調査時名称はSK50。長軸1.9m、短軸1.6m

の楕円形の土坑で、主軸方向はN－0°にある。遺構検出面からの深さは85cmを測り、壁は垂直に近

い角度で立ち上がる。底面には径15～20cm程度、深さ50cmの逆茂木用のピットが掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していない。形態上の特徴から、縄文時代の陥穴と考えられる。

9区4号土坑（遺構編第204図）

4号土坑は、調査区の西側拡張区のC2-11に位置する。調査時名称はSK52。長軸1.1m、短軸90cm

の楕円形の土坑で、主軸方向はN－30°－Wにある。遺構検出面からの深さは60cmを測り、壁は垂直

に近い角度で立ち上がる。底面には径20cm、深さ35cmの逆茂木用のピットが掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器・陶器の小片が出土した。比較的新しい遺物が出土しているが、形態上の

特徴から、縄文時代の陥穴と考えられる。

9区5号土坑（遺構編第204図）

5号土坑は、調査区の西側拡張区のC2-09に位置する。調査時名称はSK51。長軸1.35m、短軸80cm

の楕円形の土坑で、主軸方向はN－31°－Wにあり、遺構検出面からの深さは70cmを測る。短軸側の

壁は垂直に近い角度で立ち上がるが、長軸側の底面は奥まで掘り込まれており、壁はオーバーハングして

立ち上がる。

出土遺物　　遺物は出土していない。形態上の特徴から、縄文時代の陥穴と考えられる。

9区6号土坑（遺構編第204図）

6号土坑は、調査区の西側拡張区のC1-94に位置する。調査時名称はSK47。長軸1.4m、短軸80cm

の楕円形の土坑で、北を基準とした主軸方向はN－73°－Wにある。遺構検出面からの深さは30cmを

測り、底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土した。出土した遺物が少なく、時期の特定は困難で

あるが、奈良・平安時代の土坑と考えられる。

9区7号土坑（遺構編第204図）

7号土坑は、調査区の西側拡張区のC2-15・16に位置する。調査時名称はSK48。長軸1.2m、短軸

90cmの隅丸方形の土坑で、主軸方向はN－35°－Wにある。遺構検出面からの深さは80cmを測り、

底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　出土した遺物はなく、時期の特定は困難である。

9区8号土坑（遺構編第205図）

8号土坑は、調査区西側のD2-16に位置し、南に8号住居跡が近接する。調査時名称はSK27。長軸

2.1m、短軸2mの隅丸方形の土坑で、北を基準とした主軸方向はN－16°－Eにある。遺構検出面から

の深さは85cmを測り、底面は平底で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。
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出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土した。出土した遺物が少なく時期の特定は困難であ

るが、粘土ブロックを多量に含む覆土の状況が墓壙に類似していることから、中世の土坑と考えられる。

9区9号土坑（遺構編第205図）

9号土坑は、調査区西側のD2-26に位置し、10号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK22。現存

長軸1.4m、短軸1.1mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－68°－Wにある。東壁は直行する長軸

1.5mの土坑で切られ、更に東側に10号土坑が掘り込まれる。遺構検出面からの深さは10cmを測り、

底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区10号土坑（遺構編第205図）

10号土坑は、調査区西側のD2-26・27に位置し、10号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK23。

土坑の北東部が調査区域外に入り込んでいるため、規模は判然としないが、形状は隅丸長方形で、主軸は

東西方向にあると推測される。遺構検出面からの深さは30cmを測り、底面は丸底で、壁は緩やかに立

ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区11号土坑（遺構編第205図）

11号土坑は、調査区西側のD2-26に位置し、東に9号土坑、西に8号住居跡が近接する。調査時名称

はSK19。径80cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は緩

やかに立ち上がる。

出土遺物　　出土した遺物はなく、時期の特定は困難である。

9区12号土坑（遺構編第205図）

12号土坑は、調査区西側のD2-36に位置し、東に16号土坑、西に15号土坑が近接する。調査時名称

はSK12。長軸1.8m、短軸90cmの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－0°にある。遺構検出面から

の深さは30cmを測り、底部は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に

含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区13号土坑（遺構編第205図）

13号土坑は、調査区西側のD2-27に位置する。14号土坑と重複関係にあり、北半は調査区域外とな

っている。調査時名称はSK18。長軸は不明だが、短軸1.15mの隅丸長方形と推測され、主軸方向は

N－11°－Eにある。遺構検出面からの深さは30cmを測り、底部は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。13号土坑が14号

土坑を切っており、13号土坑の方が新しいと判断される。
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9区14号土坑（遺構編第205図）

14号土坑は、調査区西側のD2-27に位置し、13号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK13。現存

長軸1.6m、短軸1.1mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－5°－Eにある。遺構検出面からの深さは

10cmを測り、底面は平坦で13号土坑より20cm高く、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロッ

クを多量に含み、西壁際に径25cmのピット（床面からの深さ15cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。14号土坑は13号

土坑に切られており、14号土坑の方が古いと判断される。

9区15号土坑（遺構編第206図）

15号土坑は、調査区西側のD2-35・45に位置し、東に12号土坑が近接する。調査時名称はSK20。

長軸1.9m、短軸70cmの楕円形の土坑で、主軸方向はN－0°にある。遺構検出面からの深さは60cm

を測り、底面は平坦であるが、東から西へ傾斜しており、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘

土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区16号土坑（遺構編第206図）

16号土坑は、調査区西側のD2-36・46に位置し、西に12号土坑が近接する。調査時名称はSK2。一

辺1.6mの隅丸方形の土坑で、北を基準とした主軸方向はN－18°－Eにある。遺構検出面からの深さは

35cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、粘土ブロックを多量に含む覆土の状況が墓壙に類似しているこ

とから、中世の土坑と考えられる。

9区17号土坑（遺構編第206図）

17号土坑は、調査区西側のD2-37に位置し、北に13・14号土坑、南に19～25号土坑が近接する。

調査時名称はSK10。長軸2.5m、短軸1mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－81°－Wにある。遺

構検出面からの深さは30cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土

ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区18号土坑（遺構編第206図）

18号土坑は、調査区の西側拡張区のC2-42に位置する。調査時名称はSK1。長軸90cm、短軸70cm

の楕円形の土坑で、主軸方向はN－12°－Wにある。遺構検出面からの深さは40cmを測り、底面は平

底で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　出土した遺物はなく、時期は特定できない。

9区19号土坑（遺構編第206図）

19号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。20号土坑と重複関係にあり、周囲には21～25号土
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坑が近接する。調査時名称はSK3。長軸1.2m、短軸1mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－8°－Eに

ある。遺構検出面からの深さは25cmを測り、床面は平坦で20号土坑よりも10cm低く、壁は外傾して

立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

土層断面では19号土坑が20号土坑を切っており、19号土坑の方が新しいと判断される。

9区20号土坑（遺構編第206図）

20号土坑は、調査区西側のD2-37・47に位置する。19号土坑と重複関係にあり、周囲には21～25

号土坑が近接する。調査時名称はSK4。長軸1.4m、短軸1mの隅丸長方形と推測され、主軸方向はN－

12°－Eにある。遺構検出面からの深さは15cmを測り、床面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上が

る。覆土には粘土ブロックを多く含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。土層断面では20

号土坑が19号土坑に切られており、20号土坑の方が古いと判断される。

9区21号土坑（遺構編第206図）

21号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。22・25号土坑と重複関係にあり、周囲には19・

20・23・24号土坑が近接する。調査時名称はSK5。長軸3.3m、短軸1.2mの楕円形の土坑で、主軸方

向はN－66°－Wにある。遺構検出面からの深さは20cmを測り、底面は平坦であるがやや起伏を有し、

壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から土師器・陶器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

21号土坑は22号土坑を切っており、22号土坑よりも新しいと判断されるが、25号土坑との新旧関係は

判然としない。

9区22号土坑（遺構編第206図）

22号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。21号土坑と重複関係にあり、周囲には19・20・23

～25号土坑が近接する。調査時名称はSK6。現存長軸1.4m、短軸90cmの楕円形の土坑と推測され、

主軸方向はN－10°－Eにある。遺構検出面からの深さは25cmを測り、床面は平坦で、壁は外傾して

立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含み、西壁には、径30cmのピット（遺構検出面からの深さ

25cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

22号土坑は南半が21号土坑に切られており、21号土坑よりも古いと判断される。

9区23号土坑（遺構編第206図）

23号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。24号土坑と重複関係にあり、周囲には19～22・25

号土坑が近接する。調査時名称はSK8。長軸1.5m、短軸90cmの楕円形と推測され、主軸方向はN－

77°－Wにある。遺構検出面からの深さは20cmを測り、底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

覆土には粘土ブロックを多く含み、西壁際に径25cmのピット（床面からの深さ10cm）が掘り込まれてい

る。また土坑東側にも径30cmのピット（床面からの深さ5cm）が検出されたが、23号土坑と24号土坑の
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いずれに属するのかは判然としない。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。23号土坑は24号

土坑を切っており、23号土坑の方が新しいと判断される。

9区24号土坑（遺構編第206図）

24号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。23号土坑と重複関係にあり、周囲には19～22・25

号土坑が近接する。調査時名称はSK9。長軸1.6m、短軸90cmの楕円形と推測され、主軸方向はN－

80°－Wにある。遺構検出面からの深さは10cmを測り、底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

覆土には粘土ブロックを多く含む。23号土坑との境界に径30cmのピットが存するが、23号土坑と24

号土坑のいずれに属するのかは判然としない。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。24号土坑は23号

土坑に切られており、24号土坑の方が古いと判断される。

9区25号土坑（遺構編第206図）

25号土坑は、調査区西側のD2-47に位置する。21号土坑と重複関係にあり、周囲には19・20・22

～24号土坑が近接する。調査時名称はSK7。長軸1.25m、短軸90cmの楕円形の土坑で、主軸方向は

N－15°－Eにある。遺構検出面からの深さは20cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立

ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。21号土坑と重複

するが、新旧関係は判然としない。

9区26号土坑（遺構編第207図）

26号土坑は、調査区西側のD2-28に位置する。27号土坑と重複関係にあり、周囲には28・29号土

坑が近接する。調査時名称はSK16。北側が27号土坑に切られ、西側半分が調査区域外となるため、規

模は判然としないが、隅丸長方形の形状と推測され、主軸方向はN－15°－Eにある。遺構検出面から

の深さは20cmを測り、底部は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土粒を多く含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

26号土坑は27号土坑に切られており、27号土坑よりも古いと判断される。

9区27号土坑（遺構編第207図、遺物編第200図）

27号土坑は、調査区西側のD2-28に位置する。26号土坑と重複関係にあり、周囲には28・29号土

坑が近接する。調査時名称はSK17。長軸が1.7mの楕円形乃至は隅丸長方形と想定され、主軸方向は

N－76°－Wにある。遺構検出面からの深さは50cmを測り、床面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立

ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、覆土上位からは銭貨2枚が出土した。その

うちの1枚は「開慶通寶」（第200図16）で、埋葬時に副葬されたと推測され、中世の墓壙であったと考

えられる。27号土坑は26号土坑を切っており、26号土坑よりも新しいと判断される。
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9区28号土坑（遺構編第207図）

28号土坑は、調査区西側のD2-28に位置する。北側半分は調査区域外になっており、26・27・29

号土坑が近接する。調査時名称はSK15。長軸は判然としないが、短軸90cmの隅丸長方形と推測され、

主軸方向はN－12°－Eにある。遺構検出面からの深さは20cmを測り、床面は平坦で、壁は垂直に近

い角度で立ち上がる。覆土には粘土粒を多く含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区29号土坑（遺構編第207図）

29号土坑は、調査区西側のD2-28に位置し、26～28号土坑が近接する。調査時名称はSK14。長軸

2.9m、短軸1mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－77°－Wにある。遺構検出面からの深さは

10cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含む。南壁中央に

は径30～40cmのピットが2基掘り込まれ、南側のピットは遺構検出面からの深さが25cm、北側のピ

ットは20cmで、前者の方が深い。

出土遺物　　須恵器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区30号土坑（遺構編第207図）

30号土坑は、調査区西側のD2-38に位置し、北に29号土坑、南に31・32号土坑が近接する。調査

時名称はSK21。長軸1.5m、短軸80cmの楕円形の土坑で、主軸方向はN－6°－Eにある。遺構検出面

からの深さは15cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含

む。東西南北の壁際に径30cm程度のピット（遺構検出面からの深さは15～20cm）が4基掘り込まれてい

る。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区31号土坑（遺構編第207図）

31号土坑は、調査区西側のD2-48に位置し、32号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK24。長軸

1.9m程度、短軸90cmの隅丸長方形と推測され、主軸方向はN－90°にある。遺構検出面からの深さ

は35cmを測り、底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含

み、南壁際には径30cmのピット（遺構検出面からの深さは35cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。土層断

面では31号土坑が32号土坑に切られており、31号土坑の方が新しいと判断される。

9区32号土坑（遺構編第207図）

32号土坑は、調査区西側のD2-48に位置し、31号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK25。長軸

1.1mの不整形で、形状は判然としない。遺構検出面からの深さは35cmを測り、底面は丸底で、壁は外

傾して立ち上がる。

出土遺物　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難である。土層断面では32号土坑が31号土坑

を切っており、32号土坑の方が新しいと判断される。
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9区33号土坑（遺構編第207図）

33号土坑は、調査区西側のD2-48に位置し、西に19～25号土坑、東に31号土坑が近接する。調査

時名称はSK11。長軸1.5m、短軸90cmの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－10°－Eにある。遺構

検出面からの深さは25cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを

多量に含み、北東角と南西角に径20～25cmのピット（遺構検出面からの深さは25～30cm）が掘り込まれ

ている。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区34号土坑（遺構編第207図）

34号土坑は、調査区西側のE2-30に位置し、東に11号住居跡、西に4号住居跡が近接する。北半分

は調査区域外となっており、南壁には一辺50cm（遺構検出面からの深さ20cm）の土坑が重複する。調査

時名称はSK30。長軸は判然としないが、短軸が85cmの隅丸長方形と推測され、主軸方向はN－10°－

Eにある。遺構検出面からの深さは25cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆

土には粘土ブロックを多く含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区35号土坑（遺構編第207図）

35号土坑は、調査区西側のE2-51に位置し、直ぐ西に36号土坑が近接する。調査時名称はSK29。長

軸1.65cm、短軸1mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－23°－Eにある。遺構検出面からの深さは

25cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含み、

東壁には径25cmのピット（底面からの深さ10cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区36号土坑（遺構編第208図）

36号土坑は、調査区西側のE2-51に位置し、直ぐ東に35号土坑が近接する。調査時名称はSK28。長

軸2.3m、短軸1.1mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－77°－Wにある。遺構検出面からの深さは

55cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区37号土坑（遺構編第208図）

37号土坑は、調査区西側のE2-42・52に位置し、東壁には38号土坑が接する。調査時名称はSK39。

長軸2.7m、短軸1.7mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－13°－Eにある。遺構検出面からの深さは

70cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

38号土坑との新旧関係は、壁が接しているのみで、判然としない。
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9区38号土坑（遺構編第208図）

38号土坑は、調査区西側のE2-42に位置し、西壁には37号土坑が接する。北半分は調査区域外とな

っており、南東壁には39号土坑が重複する。調査時名称はSK40。長軸は判然としないが、短軸が

95cmの楕円形と推測され、主軸方向はN－5°－Eにある。遺構検出面からの深さは25cmを測り、底

面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

37号土坑との新旧関係は、壁が接しているのみで判然としない。また38号土坑が39号土坑を切ってお

り、38号土坑の方が新しいと判断される。

9区39号土坑（遺構編第208図）

39号土坑は、調査区西側のE2-42・43に位置し、38号土坑と重複関係にある。調査時名称はSK41。

長軸1.65m、短軸95cmの隅丸長方形で、主軸方向はN－90°にある。遺構検出面からの深さは25cm

を測り、底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く含み、土坑の中

央には径25cmのピット（底面からの深さは20cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

39号土坑は38号土坑に切られており、39号土坑の方が古いと判断される。

9区40号土坑（遺構編第208図）

40号土坑は、調査区西側のE2-52に位置し、東壁は41号土坑に接する。調査時名称はSK31。長軸

1.6m、短軸90cmの隅丸長方形の土坑で、南西開口部は削平されやや広がっている。主軸方向はN－

5°－Eにあり、遺構検出面からの深さは35cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

る。覆土には粘土ブロックを多く含み、土坑の北西角には、径25cmのピット（底面からの深さは15cm）

が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

41号土坑との新旧関係は、壁が接しているのみで判然としない。

9区41号土坑（遺構編第208図）

41号土坑は、調査区西側のE2-52に位置し、西壁は40号土坑に接する。北に37号土坑、南に42号

土坑が近接する。調査時名称はSK32。長軸2.3m、短軸90cmの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－

10°－Eにある。遺構検出面からの深さは35cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

る。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。40号

土坑との新旧関係は、壁が接しているのみで判然としない。

9区42号土坑（遺構編第208図）

42号土坑は、調査区西側のE2-52に位置し、直ぐ北に40・41号土坑、南に45号土坑が近接する。

調査時名称はSK33。長軸1.3m、短軸1.1mの隅丸方形で、主軸方向はN－90°にある。遺構検出面か
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らの深さは30cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土粒を多量に

含む。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区43号土坑（遺構編第208図）

43号土坑は、調査区西側のE2-62に位置し、44号土坑と重複関係にある。直ぐ東に45号土坑、北に

42号土坑が近接する。調査時名称はSK36。長軸2.8m、短軸90cmの隅丸長方形の土坑で、主軸方向は

N－84°－Wにある。遺構検出面からの深さは15cmを測り、床面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

覆土には粘土粒を多量に含み、44号土坑との床面の高低差は認められない。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

土層断面では43号土坑が44号土坑を切っており、43号土坑の方が新しいと判断される。

9区44号土坑（遺構編第208図）

44号土坑は、調査区西側のE2-62に位置する。43号土坑と重複関係にあり、土坑の南半分は民活エリ

アの開発で削平されている。調査時名称はSK35。長軸2.8m、短軸90cmの隅丸長方形と推測され、主

軸方向はN－80°－Wにある。遺構検出面からの深さは10cmを測り、床面は平坦で、壁は外傾して立

ち上がる。覆土には粘土粒を多く含み、43号土坑との床面の高低差は認められない。土坑の北西角と西

壁に径50～55cmのピット（遺構検出面からの深さ30～35cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。土層断面では44

号土坑が43号土坑に切られており、44号土坑の方が古いと判断される。

9区45号土坑（遺構編第209図）

45号土坑は、調査区西側のE2-62に位置する。直ぐ東に46・47号土坑、西に43・44号土坑、北に

42号土坑が近接する。調査時名称はSK34。長軸2.2m、短軸1.7mの隅丸方形の土坑で、主軸方向は

N－0°にある。遺構検出面からの深さは40cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

る。覆土には粘土粒を多量に含む。

出土遺物　　覆土から土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区46号土坑（遺構編第209図）

46号土坑は、調査区西側のE2-62・63に位置する。直ぐ東に48号土坑、南に47号土坑、西に45号

土坑が近接する。調査時名称はSK37。長軸2m、短軸1.7mの隅丸方形の土坑で、主軸方向はN－0°

にある。遺構検出面からの深さは25cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土

ブロックを多く含み、北東角に径30～40cmのピット（遺構検出面からの深さ45cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区47号土坑（遺構編第209図）

47号土坑は、調査区西側のE2-62・63に位置する。直ぐ北に46号土坑、東に48号土坑、西に45号

土坑が近接する。調査時名称はSK38。長軸1.4m、短軸1mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－0°に
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ある。遺構検出面からの深さは10cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。土坑の北西角

には径35～40cmのピット（遺構検出面からの深さ40cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区48号土坑（遺構編第209図）

48号土坑は、調査区西側のE2-63に位置し、直ぐ西に46・47号土坑が近接する。調査時名称は

SK42。長軸2.1m、短軸1.5mの隅丸長方形で、主軸方向はN－11°－Eにある。遺構検出面からの深

さは45cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘土粒を多量に含む。

土坑の四隅にはピット状の掘り方が認められる（南西角はテラス状）が、土坑に伴うものなのかは判然とし

ない。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区49号土坑（遺構編第209図）

49号土坑は、調査区中央のE2-54に位置する。東壁は50号土坑と接しており、周囲には51～53号

土坑が近接する。調査時名称はSK43。長軸1.75m、短軸1mの不整形の土坑で、遺構検出面からの深さ

は10～15cmを測る。底面は平坦であるが、西から東に傾斜しており、壁は外傾して立ち上がる。覆土

には粘土ブロックを多く含む。

出土遺物　　覆土から須恵器の小片が出土したが、遺構の時期は特定できない。覆土に粘土ブロックを

多く含む点では、中世の土坑と共通する。

9区50号土坑（遺構編第209図、遺物編第200図）

50号土坑は、調査区中央のE2-54に位置する。西壁は49号土坑、東壁は51号土坑と接しており、周

囲には52・53号土坑が近接する。調査時名称はSK46A。長軸1.95m、短軸60cmの楕円形の土坑で、

遺構検出面からの深さは10cmを測り、底面は丸底で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には礫が多く含

まれる。

出土遺物　　覆土から硯（第200図17）が出土し、その他に須恵器・土師器の小片が出土した。51号

土坑との新旧関係は判然としない。

9区51号土坑（遺構編第209図）

51号土坑は、調査区中央のE2-54に位置する。西壁は50号土坑と接しており、周囲には49・52・

53号土坑が近接する。調査時名称はSK46B。長軸1.4m、短軸1.1mの不整形の土坑で、遺構検出面か

らの深さは25cmを測る。床面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多く

含み、土坑の北壁と東壁にピットが掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土しておらず、遺構の時期は特定できない。覆土に粘土ブロックを多く含む点で

は、中世の土坑と共通する。50号土坑との新旧関係は判然としない。

9区52号土坑（遺構編第209図）

52号土坑は、調査区中央のE2-55に位置する。周囲には49～51・53号土坑が近接する。調査時名

Ⅷ　9区の調査成果
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称はSK45。長軸1.8m、短軸1.6mの隅丸方形の土坑で、主軸方向はN－5°－Eにある。遺構検出面か

らの深さは30cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含

み、北西角には径40cmのピット（遺構検出面からの深さ15～20cm）が掘り込まれる。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区53号土坑（遺構編第210図）

53号土坑は、調査区中央のE2-64・74に位置しており、北に49～52号土坑が近接する。調査時名

称はSK44。長軸2.3m、短軸1.2mの隅丸長方形の土坑で、主軸方向はN－6°－Eにある。遺構検出面

からの深さは35cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土ブロックを多量に

含む。北壁には径30cmのピット（遺構検出面からの深さ30cm）が掘り込まれており、西壁の南寄りにも

径50cmのピット（遺構検出面からの深さ15cm）が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区54号土坑（遺構編第210図）

54号土坑は、調査区の東側拡張区のF2-89に位置する。墓壙群の東端に当たり、55・56号土坑が近

接する。調査時名称はSK54。長軸1.25m、短軸90cmの楕円形で、主軸方向はN－75°－Wにある。

遺構検出面からの深さは45cmを測り、底面は平坦の土坑で、壁は外傾して立ち上がる。覆土には粘土

ブロックを多量に含み、土坑の中央と北東角に径25cm程度のピット（床面からの深さ20～25cm）が掘り

込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区55号土坑（遺構編第210図）

55号土坑は、調査区の東側拡張区のF2-89に位置する。墓壙群の東端に当たり、54・56号土坑が近

接する。調査時名称はSK55。長軸1.7m、短軸90cmの楕円形の土坑で、主軸方向はN－5°－Eにある。

遺構検出面からの深さは30cmを測り、床面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。覆土には粘

土ブロックを多量に含み、西壁際には径25cmのピット（床面からの深さ20cm）が掘り込まれている。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

9区56号土坑（遺構編第210図）

56号土坑は、調査区の東側拡張区のF2-89に位置する。墓壙群の東端に当たり、54・55号土坑が近

接する。調査時名称はSK56。3基の土坑が重複した構成で、東側の土坑が最も新しく、次に西側の土坑、

最も古いのが北側の土坑である。東側の土坑は長軸1.15m、短軸90cmで、主軸方向はN－40°－Wに

あり、遺構検出面からの深さは40cmを測る。西側の土坑は長軸1.3m、短軸95cmで、主軸方向はN－

6°－Eにあり、遺構検出面からの深さは35cmを測る。底部は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

るが、土層断面から明確な新旧関係は指示されていない。

出土遺物　　遺物は出土していないが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

4 土　　　坑
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9区57号土坑（遺構編第198図）

57号土坑は、調査区西側のD2-25に位置する。中世の墓壙群の西端に当たり、奈良・平安時代の8号

住居跡の中央に掘り込まれている。調査時名称はSK26。長軸2m、短軸1.2mの楕円形の土坑で、主軸

方向はN－66°－Wにある。遺構検出面からの深さは50cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち

上がる。覆土には粘土ブロックを多量に含む。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したが、形態上の特徴から中世の墓壙と考えられる。

57号土坑が8号住居跡を切っており、土坑の方が古いと判断される。

5 溝　　　跡

9区では、溝跡が5条検出された。南北方向に走る溝跡と、東西方向に走る溝跡からなるが、西側拡張

区の溝跡は鉤状に屈曲して方向を変えている。東核直では崖線の等高線に沿った東西方向の溝跡が検出さ

れた。1号溝跡は開口部の幅1.7m、遺構検出面からの深さ65cmの大きい溝跡であるが、奈良・平安時

代の4号住居跡を切っており、これよりも新しい溝跡であると判断される。古代～中世にかけて構築され

たと推測される。

Ⅷ　9区の調査成果
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Ⅸ　10区の調査成果

1 10 区 の 概要（第13図）

10区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1999年の第4次で実施した。10区

は駐車場と道路とを連絡するイベント広場造成に係わる調査区で、工事によって遺構面まで掘削が及ぶ範

囲に限って、3,000m2の面積で調査を実施した。調査区は1998年に調査した4・5区の南側に相当し、

10区の南側は崖線となっている。その直下は一段低くなることから、盛り土工事が予定されているため、

1998年に低地部の試掘調査を実施した。その結果遺構は検出されず、盛り土区域は本調査の対象から除

外した。

10区の遺構が乗る段丘は、4～6区と同一の段丘面で、検出された遺構は一体の繋がりを有している。

調査区の南側は崖線を以て画されるが、この崖線は縄文時代の水場遺構が検出された2区との境界をなし

ており、寒河江市所轄の民活エリアから伸びて、10区の南端、2区、3・11区の南端を通って、最上川

の蛇行点まで続いている。嘗ての河道跡であったと考えられる。

10区は1999年5月14日に表土除去を開始し、5月28日までに遺構検出を終了し、遺構の調査は6月

24日～9月3日までの期間で実施した。10区のグリッドは公共座標に基づく大グリッド制を採用してお

り、J6・K6・L6・M6区の範囲にある。

10区の現況は果樹園で、調査区の北側のラインが4・5区に接し、南東ラインも4区に接しており、

崖線直下は2区となる。調査区の西側のラインは5区に接し、南側のラインは崖線となる。調査区の北側

は比較的平坦であるが、南側には崖線が迫っており、調査区西側の南端は崖線で、崖線の比高差は1mを

測る。遺構が集中する調査区東側の標高が101.6～101.8m、調査区西側の崖線直上が102m、その直下

が101mとなる。調査区東端の3号掘立柱建物跡付近から東には、浅い窪地となって黒色土が堆積して

いるが、この帯状の黒色土の堆積は、3区を経て11区（縄文時代後期遺物包含層）へと続いている。

10区で検出された遺構は、竪穴住居跡12棟、竪穴状遺構3基、掘立柱建物跡3棟、図示した土坑が5

基、溝跡が1条であった。いずれも4・5区から続くもので、縄文時代中期末葉と奈良・平安時代に帰属

され、崖線直上に居住域が形成されていた様相を窺わせる。なお、10区から井戸跡は検出されていない。

2 竪 穴 住 居 跡

10区からは、12棟の竪穴住居跡が検出されたが、その内訳は縄文時代中期7棟、奈良・平安時代5棟

で、4・5区の住居跡の時期と合致している。段丘中位面に形成された集落の南端の様相が、明確にされ

たと言えるであろう。

10区1号住居跡（遺構編第214図、遺物編第201～201図）

1号住居跡は、調査区中央のL6-57・58・67・68に位置する。住居跡の南半分は崖線となり消失し
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第13図　10区遺跡全体図
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ており、壁際には土坑が重複し、床面の一部は1996年の予備調査のトレンチによって、削平されている。

調査時名称はST51。

平 面 形　　形状は上記した状況で判然とせず、辛うじて複式炉に接した部分の壁が検出され、円形で

あったことが窺える。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、炉跡を除いて覆土は認められなかった。

壁　　面　　立ち上がりは認められていない。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　複式炉に接した壁に沿って、幅20～25cm、深さ5～10cmの壁溝が検出された。

炉　　跡　　住居跡の北東壁に接して、複式炉が構築されており、長軸2.5m、最大幅1.5mの釣鐘形

となる。前庭部・石組部・埋設土器で構成されており、上半を欠損した縄文地文（RL）の装飾深鉢（第

201図3）が正位の状態で埋設されていた。石組を外すとその直下に第202図1が斜位の方向に埋設され

ており、第201図1が逆位の入れ子の状態で検出された。土器の直上に石が組まれていたことから、

元々第202図1を埋設した複式炉が存し、その後新たに第201図3を埋設した複式炉が構築されたと想

定される。なお叩石（第202図6）が、第201図3の中から出土しており、底面には焼けた薄い石が敷設

されていた。前庭部から小型の鉢（第202図2）が出土した。

出土遺物　　炉跡を除いて覆土が認められなかったため、遺物は全て複式炉内から出土した。剥片が

19点出土した。

時　　期　　縄文時代中期末葉大木10式の住居跡である。

10区2号住居跡（遺構編第215図、遺物編第203図）

2号住居跡は、調査区東側のL6-69・79、M6-06・07に位置する。南壁には3号住居跡、北西壁に

は5号住居跡が重複する。調査時名称はST52。

平 面 形　　径4～4.1mの円形で、南壁と北西壁の一部が切られている。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、炉跡を除いて覆土は認められなかった。

壁　　面　　壁溝の浅い立ち上がりが認められる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P4のピット4基が柱穴に相当すると考えられ、P1が重複している。

壁　　溝　　幅15～25cmの浅い壁溝が巡らされている。

炉　　跡　　住居跡の南壁に接するように、複式炉が構築されており、長軸2m、最大幅95cmの釣鐘

形となる。前庭部・石組部・埋設土器で構成されており、土器2点が埋設されていた。埋設土器はいずれ

も口縁部を欠損するが、第203図2は装飾深鉢で楕円形の区画が見られ、大木9式に位置する可能性も

考えられる。土器の内部には、平べったい礫が入れ込まれていた。第203図1は縄文地文（RL）の深鉢

で、斜位の方向に埋設され、南側上面には石が敷設されていた。

出土遺物　　炉跡を除いて覆土が認められなかったため、遺物は全て複式炉内から出土した。剥片が6

点出土した。

時　　期　　縄文時代中期大木9～10式の住居跡と考えられる。3・5号住居跡との新旧関係は明確

でないが、平面図で見る限りでは3号住居跡に切られており、2号住居跡は3号住居跡よりも古いと判断

2 竪 穴 住 居 跡
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される。

10区3号住居跡（遺構編第215図、遺物編第203図）

3号住居跡は、調査区東側のL6-79、M6-07に位置する。南側は崖線が迫り調査区域外となっており、

攪乱が及んでいる。北西壁に2号住居跡と土坑が重複する。調査時名称はST57。

平 面 形　　本来は径4.5m前後の円形と推測されるが、判然としない。

堆 積 土　　覆土は暗褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　幅15～25cmの浅い壁溝が巡らされている。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　覆土から、大木10式の台付土器の高台が出土した。

時　　期　　縄文時代中期末葉の大木10式の住居跡と考えられる。

10区4号住居跡（遺構編第216図、遺物編第204図）

4号住居跡は、調査区西側のM6-62・63・72・73に位置し、南に1号竪穴状遺構が近接する。調査

時名称はST53。

平 面 形　　径4.8～5mの円形で、他の遺構との重複は認められない。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、覆土は認められなかった。

壁　　面　　壁溝の浅い立ち上がりが認められる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P3のピット3基が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　幅20～25cmの浅い壁溝が巡らされている。

炉　　跡　　住居跡の南壁に接して、複式炉が構築されており、長軸2.5m、最大幅1.3mの釣鐘形と

なる。前庭部・石組部・埋設土器で構成されており、土器が2ヶ所に埋設されていた。先端の埋設土器

（第204図1）は、縄文地文（RLR）の完形の鉢形土器で、正位の状態で埋設されていた。前庭部寄りの埋

設土器は、底部のある深鉢（第204図7）に体部のみの深鉢（第204図4）を被せた構成で、斜位方向に埋

設されていた。埋設土器の間には第204図2が入れ込まれており、その後に石が敷設されていた。

出土遺物　　炉跡を除いて覆土が認められなかったため、遺物は全て複式炉内から出土した。剥片7点

が含まれており、大洞A式と思われる土器片（第204図9）も出土した。

時　　期　　縄文時代中期末葉の大木10式の住居跡と考えられる。

10区5号住居跡（遺構編第217図、遺物編第205図）

5号住居跡は、調査区東側のL6-59・69に位置する。東壁は2号住居跡と重複し、西半は攪乱を受け

ている。調査時名称はST56。

平 面 形　　径5～6mの円形になると推測されるが、西側半分は消失しており、判然としない。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、覆土は認められなかった。

Ⅸ　10区の調査成果
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壁　　面　　壁溝の浅い立ち上がりが認められる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　幅20～25cm、深さ5～10cmの壁溝が検出された。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　住居跡の南東壁際のピットから、縄文土器2点が出土した。

時　　期　　出土した土器から、縄文時代中期大木9～10式の住居跡と考えられるが、2号住居跡と

の新旧関係は判然としない。

10区6号住居跡（遺構編第217図、遺物編第205図）

6号住居跡は、調査区東側のM6-85・95に位置する。直ぐ北に7号住居跡が近接し、縄文時代中期の

遺構群にあっては、その東端に当たる。調査時名称はST55。

平 面 形　　径3.6～3.8mの円形を呈する。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は緩やかに立ち上がる。

床　　面　　中央が一段低くなり、緩い丸底となる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　縄文土器はいずれも覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、縄文時代中期中葉大木8a式の住居跡と考えられる。但し床面は起伏

を有し、炉跡や柱穴が認められないことから、住居跡ではない可能性も考えられ、竪穴状遺構に分類すべ

きかもしれない。

10区7号住居跡（遺構編第217図）

7号住居跡は、調査区東側のM6-85に位置する。直ぐ南に6号住居跡が近接しており、住居跡の北半

分は削平されている。調査時名称はST54。

平 面 形　　径3.7mの円形を呈すると推測される。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は緩やかに立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　縄文土器の小片が2点出土した。

時　　期　　縄文時代中期の遺構と考えられるが、詳細は不明である。
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10区8号住居跡（遺構編第218図、遺物編第205図）

8号住居跡は、調査区中央のL6-46・47・56に位置する。9号住居跡と重複関係にあり、住居跡の北

半分は4区64号住居跡に相当する。調査時名称はST61。

平 面 形　　南北軸5.4m、東西軸5.5mの方形で、主軸方向はN－9°－Eにある。4区64号住居跡

との間には、1.5～2mの未調査区域が介在する。

堆 積 土　　覆土は薄く、黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認めらる。

柱　　穴　　4区64号住居跡の北西角に、ピット2基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド 南壁の西寄りに構築されており、袖部の一部と燃焼部が検出された。袖部は左袖のみで、

燃焼部から第205図15、右袖相当部分から第205図14が出土した。

出土遺物　　覆土が浅く、出土した遺物は床面直上～床面に相当する。住居跡の南東部から須恵器の坏

（第205図12・13）が出土した。なお4区64号住居跡からは、須恵器・土師器の小片しか出土していな

い。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。9号住居跡との新旧

関係は判然としないが、9号住居跡の床面を掘り込んで8号住居跡の東壁が検出されていることから、8

号住居跡の方が新しいと判断される。

10区9号住居跡（遺構編第218図、遺物編第206図）

9号住居跡は、調査区中央のL6-47・48・57に位置する。8号住居跡と重複関係にあり、住居跡の北

半分は4区との境界に入り込んでいるが、4区では検出されておらず、未調査区域で収束したと想定され

る。調査時名称はST62。

平 面 形　　形状は方形であるが、住居跡の北壁と西壁が検出されておらず、規模は判然としない。東

壁から推定される主軸方向はN－14°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は薄く、黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　覆土が浅く、出土遺物は床面直上～床面に相当する。土師器の甕（第206図1・2）の他に、

縄文中期の土器（第206図3～5）と石核（第206図6）が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。8号住居跡との新旧関係は明確でないが、8号住居跡が9号住居跡の床面を掘り込んでおり、

9号住居跡の方が古いと判断される。
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10区10号住居跡（遺構編第219図、遺物編第207図）

10号住居跡は、調査区東側のM6-75に位置し、南に7号住居跡が近接する。調査時名称はST64。

平 面 形　　南北軸2.4m、東西軸2.3mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－11°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の中央に構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の先端は攪乱

で削平されており、燃焼部は煙道部側にやや入り込んだ場所に形成されている。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土した他に、石核（第207図2・3）と剥片69点が出

土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、遺構の形態と近接する4区の遺構の

時期から、奈良・平安時代と考えられる。

10区11号住居跡（遺構編第219図、遺物編第207・208図）

11号住居跡は、調査区中央のL6-32・33・42・43に位置する。住居跡の北側は1998年の5区の調

査で検出しており、その間には幅1.25～1.4mの未調査区域を残している。調査時名称はST60（10

区）・ST5199（5区）。

平 面 形　　南北軸4.1m、東西軸4.7mの方形で、主軸方向はN－14°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　北壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第207図5・

6・13、第208図2、左袖から第208図3、右袖の床面直上から第207図7・12が出土した。

出土遺物　　遺物はカマド付近から多く出土した。床面から第207図8、第208図1・4・6、床面直

上から第207図10、第208図5が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

10区12号住居跡（遺構編第220図、遺物編第209図）

12号住居跡は、調査区東端のN6-71に位置する。住居跡の北半は駐車場の造成工事で削平され、検出

できなかった。調査時名称はST65。

平 面 形　　南北軸の規模は不明だが、東西軸は3.4mを測り、主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土　　覆土にはにぶい黄褐色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。
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床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部は住居跡の

床面と同レベルで掘り込まれて、燃焼部は煙道部側にやや入り込んだ場所に形成されている。右袖付け根

から管状土錘（第209図4）、左袖脇から土師器の甕（第209図1）が出土した。

出土遺物　　覆土が浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。住居跡の南西角から土師器

の甕（第209図2・3）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

10区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認定しなかった遺

構を総括した。10区からは3基の竪穴状遺構が検出された。

10区1号竪穴状遺構（遺構編第218図）

1号竪穴状遺構は、調査区東側のM6-61・71に位置し、東に4号住居跡、西に2号住居跡が近接する。

調査時名称はST63。

平 面 形　　南北軸2.9m、東西軸2.75mの方形で、主軸方向はN－23°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出の時点で床面が露頭しており、土坑状の掘り方を除いて覆土は認められなかった。

壁　　面　　立ち上がりは認められていない。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　北壁と西壁に掘り込まれたピットが柱穴となる可能性があるが、判然としない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代の遺構と考えられる。

10区2号竪穴状遺構（遺構編第219図、遺物編第206図）

2号竪穴状遺構は、調査区西端のJ6-18・28に位置し、東には2号掘立柱建物跡と1号溝跡が近接す

る。調査時名称はST58。

平 面 形　　東西軸3m、南北軸3mの方形で、主軸方向はN－0°にある。東側の床面は段になって

おり、内側の壁で見た東西軸は2.3mとなる。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　遺構の中央に床が貼られている。東側床面の段の比高差は10cmを測る。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第206図7）、甕（第206図8）、黒色土器（第206図9）、土師器の

甕・鉢（第206図10・11）が出土した。
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時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

10区3号竪穴状遺構（遺構編第220図、遺物編第209図）

3号竪穴状遺構は、調査区西側のK6-37・38・47に位置する。調査時名称はST59。

平 面 形　　南北軸1.8m、東西軸1.7mの隅丸方形で、北を基準とした主軸方向はN－26°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は45～50cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　覆土中位～下位にかけて、須恵器（第209図5～7）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

4 掘立柱建物跡

10区では、掘立柱建物跡が3棟検出されている。調査区の東端と西端に構築されており、竪穴住居跡

とは重複しない。いずれも奈良・平安時代の所産と考えられる。

10区1号掘立柱建物跡（遺構編第220図）

1号掘立柱建物跡は、調査区西側のK6-11・12・22に位置し、西に2号掘立柱建物跡、北方には5区

21号住居跡が近接する。調査時名称はSB52。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－8°－Wにある。

規　　模　　東西4.5m、南北5.3mを測り、面積は約24m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から2.2m－2.2m、同じく南側が2.2m－2.3m、南北柱列の西側が北から2.5m－2.8m、同じ

く東側が2.7m－2.6mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～30cmを測る。但しP2・P4

は径20cmと小さい。P1・P3・P4・P6～P8の底面には径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代の遺構と考えられる。

10区2号掘立柱建物跡（遺構編第221図）

2号掘立柱建物跡は、調査区西側のJ6-29・39、K6-20・30に位置する。1号溝跡と重複関係にあり、

東に1号掘立柱建物跡、西に2号竪穴状遺構、北方には5区23号住居跡が近接する。調査時名称は

SB51。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－7°－Eにある。

規　　模　　梁5.1m、桁6.5mを測り、面積は約33m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側が北か

ら2.5m－2.6m、同じく東側が2.6m－2.5m、桁の北側が西から2.1m－2.2m－2.2m、同じく南側が

2.1m－2.2m－2.1mとなる。
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柱　　穴　　径45～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～40cmを測る。全ての

柱穴の底面に、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められるが、P1とP9には複数存しており、建て替え

が行われたことを窺わせる。

出土遺物　　P3～P6・P9・P10から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代の遺構と考えられる。1号溝跡がP2とP9を切っており、掘立柱建物跡の方が古いと判断される。

10区3号掘立柱建物跡（遺構編第221図）

3号掘立柱建物跡は、調査区東側のM6-77・78・87・88に位置する。3号掘立柱建物跡付近は浅い

窪地となって黒色土が堆積しており、多数のピットが検出されたが、この帯状の黒色土の堆積は、3区を

経て11区へと続き、縄文時代中期～後期の包含層となっている。調査時名称はSB53。

構　　造　　梁行2・3間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－12°－Eにある。

規　　模　　梁4.7m、桁8.1mを測り、面積は約38m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側が北か

ら80cm－2.4m－1.5m、同じく東側が2.6m－2m、桁の北側が西から2.3m－3.1m－2.7m、同じく

南側が2.5m－2.7m－2.9mとなる。

柱　　穴　　径40～50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さ25～35cmを測る。P5・

P10・P11を除く全ての柱穴の底面に、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。P5・P9・

P10・P11を除く柱穴には、柱痕跡が複数認められており、建て替えが行われたことを窺わせる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代の遺構と考えられる。

5 土　　　坑

10区では土坑と認定した遺構が30基存する。その多くが縄文時代中期の土坑と考えられるが、時期認

定が可能な遺物を出土した土坑は少ない。ここでは、図示に堪える遺物を出土した5基の土坑を取り上げ

た。

10区1号土坑（遺構編第222図、遺物編第210図）

1号土坑は、調査区東側のM6-81に位置する。周囲には縄文時代の土坑が集中しており、直ぐ南には

崖線が迫っている。調査時名称はSK57。径70cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは30cmを測

る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土上位に礫が集中しており、縄文土器も上位から出土した。出土した土器は大木10式

に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

10区2号土坑（遺構編第222図、遺物編第210図）

2号土坑は、調査区東側のM6-94に位置する。6号住居跡と5号土坑が近接し、周囲に縄文時代の土坑

が集中する。調査時名称はSK58。径1mの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面

Ⅸ　10区の調査成果
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は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土中には礫が多く含まれ、剥片が96点出土した。出土した土器は大木10式に位置付

けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

10区3号土坑（遺構編第222図、遺物編第210図）

3号土坑は、調査区中央のL6-57に位置する。1号住居跡が近接しており、直ぐ南には崖線が迫ってい

る。調査時名称はSK63。径1.8～1.9mの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは10～20cmを測る。

底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第210図5）、石鏃（第210図6）が出土した。その他に剥片が4点出

土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

10区4号土坑（遺構編第222図、遺物編第210図）

4号土坑は、調査区東側のL6-68に位置する。1号住居跡の東側に当たり、南には崖線が迫っている。

調査時名称はSK65。径1.8mの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは50cmを測る。底面は起伏を有

し、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第210図7～9）、磨石（第210図10）が出土した。その他に剥片が

15点出土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

10区5号土坑（遺構編第222図、遺物編第210図）

5号土坑は、調査区東側のM6-94に位置しており、東に6・7号住居跡が近接する。調査時名称は

SK69。径80cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さ20cmを測る。底面は平底で、壁は外傾して立

ち上がり、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第210図11・12）、磨石（第210図13）、が出土した。その他に剥片

が30点出土した。出土した土器は大木9・10式に位置付けられ、縄文時代中期末葉の土坑と考えられる。

6 溝　　　跡

10区では7条の溝跡が検出された。等高線に直行する溝跡と、等高線に平行する溝跡に大別されるが、

5区から続く前者の2条の溝跡を除くと、いずれも小規模である。1号溝跡は5区3号溝から続いている

が、その南端は斜面の途中で消失する。2号掘立柱建物跡の柱穴を切っており、5区においても奈良・平

安時代の多くの住居跡を切っていることから、古代～中世にかけて構築されたと推測される。

6 溝　　　跡
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Ⅹ　11区の調査成果

1 11 区 の 概 要（第14図）

11区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1999年の第4次と2000年の第5次

で実施した。11区はセンターハウス及びその関連施設に係わる調査区で、1999年に3,200m2、2000年

に600m2の合計3,800m2の面積で調査を実施したが、2ヶ年にわたって調査したのは、公園設計の変更

に因るものである。

1999年の調査では、4月27日に調査区を設定し、表土除去を5月10日に開始し、7月5日までに遺

構検出を終了し、遺構の調査は7月5日～10月22日までの期間で実施した。2000年の調査では、表土

除去を8月11日に開始し、8月25日までに遺構検出を終了し、遺構調査は8月25日～10月2日までの

期間で実施した。11区のグリッドは公共座標に基づく大グリッド制を採用しており、O6・O7・P6・

P7・Q5・Q6・R6区の範囲にある。

11区の現況は果樹園で、調査区は三角形の形状を呈している。調査区の北東縁ラインは1997年に調

査した1区、北西縁は1997年に調査した3区に接しており、底辺に当たる南縁のラインは、縄文後・晩

期の水場遺構（2区）が立地する段丘低位面との境界となる崖線に近接している。調査区の南端は、標高

101.4～101.5mの高まりとなり、その直ぐ北側は標高101mの弱い窪地で、黒色土が20cm程度堆積し、

縄文時代後期の捨て場跡が形成されていた。この捨て場跡を「縄文時代後期遺物包含層」と呼称したが、

帯状の黒色土の堆積は、10区の東側から3区にも見られ一続きをなすもので、縄文時代中期後半～後期

中葉にかけて、弱い窪地に遺物の廃棄行為が繰り返されていたと推察され、東端は1区まで延びている。

縄文時代後期遺物包含層及びその周囲からは、縄文時代後期中葉の住居跡や配石遺構・土坑も検出され、

該期の集落が形成されていたが、水場遺構が検出された段丘低位面の2区は、西方150mの位置にある。

11区で検出された遺構は、竪穴住居跡6棟、竪穴状遺構1基、掘立柱建物跡1棟、井戸跡1基、配石遺

構2基、図示した土坑36基である。他の調査区が奈良・平安時代が主体であるのに対し、11区は縄文時

代後期の遺構や前記した捨て場跡（縄文時代後期遺物包含層）が検出された点で、特異な調査区と言えよう。

2 竪 穴 住 居 跡

11区からは、6棟の竪穴住居跡が検出された。そのうち縄文時代後期中葉が4棟、古墳時代が1棟、

奈良・平安時代が1棟で、縄文時代後期中葉の住居跡は1区で6棟、12区で5棟検出されており、合計

15棟になる。中でも1号住居跡は宝ヶ峯2式の土器が多量に出土し、また3号住居跡は2面にわたって

構築され、下部の3B号住居跡は住居跡の遺存状況が良好で、山形県内の該期の基準となる遺構である。

11区1号住居跡（遺構編第227図、遺物編第211～217図）

1号住居跡は、調査区中央のQ6-64・65に位置する。縄文時代後期遺物包含層の範囲に含まれ、東に
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1号配石が近接する。調査時名称はST105。

平 面 形　　長軸3.4m、短軸2.8mの楕円形で、主軸方向はN－35°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は35cmを測り、壁は緩い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面はやや起伏を有し、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　北壁と南壁の際に2基の浅いピットが検出されたが、柱穴は認められない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　床面から第211図2、第212図1・7、第214図28、第215図5・21、第216図17、

床面直上から第211図3、第212図2、第216図5、その他は覆土から出土した。土器以外では、土偶2

点（第217図13・14）、石鏃3点（第217図15～17）、剥片196点が出土した。

時　　期　　出土した土器には、華美な装飾突起や横位（反転）平行沈線文、曲線的な磨消文様が認め

られることから、宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の住居跡と考えられる。但し炉跡や柱穴

は検出されず、壁の立ち上がりも緩いことから、竪穴状遺構に分類すべきものかもしれない。

11区2号住居跡（遺構編第227図、遺物編第218・219図）

2号住居跡は、調査区中央のQ6-75・76に位置する。縄文時代後期遺物包含層の南端にあり、北西に

1号配石が近接する。調査時名称はST106。

平 面 形　　長軸2.9m、短軸2.3mの楕円形で、主軸方向はN－37°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は緩い丸底をなし、南から北方向にやや傾斜する。硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　壁際に3基のピットが検出されが、P2は掘り方が深く、柱穴の可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　床面直上から第218図1・9、第219図2、その他は住居跡の覆土から出土した。土器以

外には珪化木1点、剥片25点が出土した。

時　　期　　出土した土器には、華美な装飾突起や横位平行沈線文、曲線的な磨消文様が認められるこ

とから、宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の住居跡と考えられる。但し炉跡や柱穴は検出さ

れず、床面も傾斜していることから、竪穴状遺構に分類すべきものかもしれない。

11区3A号住居跡（遺構編第228図、遺物編第219～221図）

3A号住居跡は、調査区中央のQ6-56・57に位置する。縄文時代後期遺物包含層の範囲に含まれ、直

ぐ東に4号溝跡が近接する。調査時名称はST107。縄文時代後期遺物包含層を掘り下げた段階で、焼土

粒の集中と遺物の纏まり、壁柱穴が認められたため、住居跡の床面と認定した。更に同一地点の15cm

下位に掘り方を有する竪穴住居跡の床面が検出されたことから、3号住居跡を二分して上面を3A号住居

跡、下面を3B号住居跡と呼称した。

平 面 形　　縄文時代後期遺物包含層の掘り下げを終了した段階で、径約4mの黒褐色土の円形の広が

2 竪 穴 住 居 跡
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Ⅹ　11区の調査成果

第14図　11区遺構配置図
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りが認められた。ほぼ中央に長軸90cm、短軸70cmの隅丸方形の範囲で、焼土粒の集中が見られ、その

周囲から土器が潰れた状態で出土したことから、住居跡の床面と認定した。

堆 積 土　　床面を検出した時点で住居跡と認定したため、覆土は認められない。

壁　　面　　床面を検出したのみで、壁は明確でない。

床　　面　　床面は締まりを有する黒褐色粘質土で、3B号住居跡の覆土上に構築された。

柱　　穴　　壁柱穴が9～13基程度認められた。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡のほぼ中央に、長軸90cm、短軸70cmの隅丸方形の範囲で、焼土粒の集中が認め

られており、掘り方は明確でないが地床炉であったと考えられる。

出土遺物　　床面から第219図6・13、第220図1・3・4・6・9、第221図5、床面直上から第

219図12、覆土下位から第220図7、一括として第221図4が出土した。

時　　期　　出土した土器は、粗製深鉢が主体であるが、宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中

葉の住居跡と考えられる。3A号住居跡は、3B号住居跡の埋没後に同一地点に構築された住居跡と考え

られ、3B号住居跡よりも新しいと言えるであろう。

11区3B号住居跡（遺構編第228図、遺物編第219～221図）

3B号住居跡は、3A号住居跡の直下で検出された住居跡で、調査時名称は同じST107である。

平 面 形　　径4mの円形で、北壁と東壁に土坑状の掘り方を有し、外側に張り出す。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　壁に沿って小ピットが検出されたことから、壁柱穴が巡らされたと想定されるが、3A号

住居跡の柱穴が含まれている可能性も否定できない。東側のP1・P2は対になっており、炉跡の主軸方

向に対応していることから、東側の張り出しは出入口の施設に関連している可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡のほぼ中央に、長軸70cm、短軸60cmの楕円形の炉跡が検出された。東側の上面

には礫3点が埋め込まれており、石囲となっており、その内の1点には明確な掘り方が認められた。また

石囲の内側には土器（第219図9）が埋設されており、石囲炉と埋設炉を合わせた形態となっている。

出土遺物　　床面から第220図3・5、P3から第221図2、その他は住居跡の覆土から出土した。覆

土から土偶の頭部資料（第221図1）も出土している。

時　　期　　出土した土器は、帯縄文や曲線的な磨消縄文で構成されており、宝ヶ峯2式に位置付けら

れ、縄文時代後期中葉の住居跡と考えられる。3B号住居跡は3A号住居跡の直下から検出されており、

3A号住居跡よりも古いと言えるであろう。

11区4号住居跡（遺構編第229図、遺物編第222図）

4号住居跡は調査区中央東寄りのQ6-57・58・67・68に位置する。西壁は12区から続き南北方向

に走る4号溝跡に切られており、その西に3号住居跡が近接する。調査時名称はST501。

平 面 形　　西側が4号溝跡に切られ、形状は明確でない。

Ⅹ　11区の調査成果
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堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　北東壁に壁柱穴と思われる小ピットが検出された。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　焼土粒の集中は認められないが、北東壁寄りに掘り方（P1）を有する炭化粒の集中が認め

られた。

出土遺物　　床面から第222図5・6・9、床面直上から第222図4、P1から第222図7・10、その

他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器は、華美な装飾突起や高い高台を有する宝ヶ峯2式の典型であり、縄文時代

後期中葉の住居跡と考えられる。但し形状が明確でなく、住居跡であるのかどうかは保留したい。

11区5号住居跡（遺構編第230図、遺物編第223図）

5号住居跡は、調査区中央北寄りのQ6-23・33に位置しており、北西側は3区の調査区となる。調査

時名称はST103。

平 面 形　　南北軸3.8m、東西軸4.2mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P3のピット3基が柱穴と想定されるが、その他については判然としない。

壁　　溝　　カマド及び南西角を除いて、壁溝が巡らされている。幅20cm、深さ10cm程度。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部の一部と燃焼部が検出された。袖部が左袖のみで、

右袖は認められなかった。

出土遺物　　覆土から土師器の破片（第223図7・8）が出土した。その他に縄文時代後期の土器（第

223図9・10）、剥片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定が困難であるが、遺構の特徴から奈良・平安時代の住居跡

と考えられる。

11区6号住居跡（遺構編第231図、遺物編第223・224図）

6号住居跡は、調査区中央南端のQ6-81～83・91～93に位置する。調査区南端の微高地に当たり、

住居跡の南壁は調査区域外に入り込み、中央には南北方向に走る溝跡が掘り込まれている。調査時名称は

ST101。

平 面 形　　南壁が調査区域外に入り込んでいるため、南北軸は判然としないが、東西軸は7.7mを測

り、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出時点で床面が露頭しており、覆土は壁溝や土坑に見られるのみである。

壁　　面　　壁溝からの立ち上がりのみ認められた。

床　　面　　調査時点で床面が露頭しており、暗褐色土の貼床が認められた。

柱　　穴　　P1～P3の3基の土坑が柱穴に相当する。位置的にはP4も柱穴の可能性が考えられるが、

2 竪 穴 住 居 跡
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形状は西側にオーバーハングした土坑で、柱穴には特定できない。P5は縄文時代の土坑であろう。

壁　　溝　　東・北・西壁に壁高が検出された。幅20cm、深さ5cm程度。

炉　　跡　　炉跡は明確でないが、住居跡の中央西寄りに焼土の集中が認められた。

出土遺物　　床面から第224図4、柱穴であるP1から、古墳時代の土師器の鉢（第223図11・12）が

出土した。縄文時代の土坑であるP5から第224図6・9～12、P2から石篦（第224図21）、P4から環

状石製品（第224図20）、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した遺物は、縄文時代中期末葉～後期中葉が多く見られるが、住居跡の形状やP1出

土の土器から、古墳時代前期の住居跡と考えられる。古墳時代の住居跡である4区7～9号住居跡からは

東方130mの位置にある。

3 竪 穴 状 遺 構

竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認められないもので、11

区では1棟検出されたのみである。

11区1号竪穴状遺構（遺構編第229図、遺物編第223図）

1号竪穴状遺構は、調査区西側のP6-87・88に位置する。調査区南端の微高地に当たり、東に5号土

坑、南西に35号土坑が近接する。調査時名称はST102。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－4°－Wにある。

覆　　土　　覆土には黒褐色土・褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。部分的に地山の砂利層が露頭している。

ピ ッ ト　　北壁中央付近に径1m弱の土坑が検出されたが、竪穴状遺構に伴うものではないと思われ

る。北西角を除く各コーナーにピットが検出されたが、掘り方は浅く、柱穴になるのかどうかは疑問であ

る。

出土土器　　P1から縄文時代後期前葉の隆帯施文の土器（第223図2）や橋状把手（第223図1）が出土

した。竪穴状遺構の覆土から縄文土器（第223図3～6）や土師器の小片が出土した。

時　　期　　住居跡内の土坑（P1）から縄文時代後期前葉の土器が出土したが、竪穴状遺構自体は奈

良・平安時代の所産と考えられる。

4 掘立柱建物跡

11区では、掘立柱建物跡が1棟検出された。10区東側と3区から続く帯状の黒色土の堆積の延長上に

あり、土坑・ピットが多数掘り込まれている区域で、未検出のままとなった掘立柱建物跡が存する可能性

も否定できない。

11区1号掘立柱建物跡（遺構編第231図、遺物編第225図）

1号掘立柱建物跡は、調査区東端のR6-73・74・83・84に位置する。縄文時代後期遺物包含層の延
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長上あり、縄文時代後期の土坑・ピットと共に、古代のピット類が多数掘り込まれている。1号掘立柱建

物跡の直ぐ北には1区7号住居跡が近接する。調査時名称はSB501。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－1°－Wにある。

規　　模 東西4.5m、南北4.9mを測り、面積は約22m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から2.4m－2.1m、同じく南側が1.8m－2.5m、南北柱列の西側が北から2.5m－2.3m、同じ

く東側が2.3m－2.6mとなる。

柱　　穴　　径40～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～60cmを測る。

出土遺物　　P4から土師器の底部（第225図1）が出土した。

時　　期　　出土した土器が少なく、時期の特定は困難であるが、直ぐ北に1区7号住居跡が近接する

ことから奈良・平安時代の遺構と考えられる。

5 配　石　遺　構

11区から、配石遺構が2基検出されたが、いずれも縄文時代後期遺物包含層の範囲にあり、該期の所

産と考えられる。礫が纏まって検出されたのみで、下部の施設は認められなかった。

11区1号配石（遺構編第232図、遺物編第（第225・226図））

1号配石は、調査区中央のQ6-65に位置しており、1～3号住居跡に取り囲まれている。縄文時代後期

遺物包含層の範囲にあり、包含層を掘り下げた段階で、遺構と認定した。調査時名称はSX101。安山岩

や花崗岩の礫が径3mの範囲で纏まっているのみで、規則性は認められない。

出土遺物　　集石の周囲から、縄文時代後期宝ヶ峯2式の土器が出土したが、小型の略完形の鉢形土器

（第225図6）も含まれている。石では凹石（第第225図11、第226図2）や石皿（第226図3）が出土したが、

第226図1・2は凝灰岩製である。

11区2号配石（遺構編第232図、遺物編第226図）

2号配石は、調査区中央のQ6-63に位置する。縄文時代後期遺物包含層の範囲にあり、包含層を掘り

下げた段階で、遺構と認定した。調査時名称はSX102。長軸1.1m、短軸70cmの範囲の凝灰岩を主体と

した纏まりで、底面には施設等は認められなかった。

出土遺物　　集石に隣接して、縄文時代後期宝ヶ峯2式の浅鉢形土器が出土した。石では凝灰岩質の凹

石が出土した。

6 井　戸　跡

11区では、井戸跡が1基検出された。3区の窪地の延長上にあり、地下水位が高い場所であったと想

定される。

11区1号井戸跡（遺構編第）

1号井戸跡は、調査区北端のQ5-94、Q6-04に位置する。三角形の調査区の頂点に当たり、直ぐ北東
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に1区、北西に3区が近接し、3区の窪地延長上にある。石組井戸と推測され、調査時名称はSE125。

平 面 形　　掘り方上面は径1.7mの円形を呈し、底面は径70cm程度となる。深さ25cmの所に稜線

が形成されることから、径1.1mの範囲が井戸枠で、石組が崩れたと想定される。

堆 積 土　　覆土の下位で石が多数検出され、詳細な土層は観察できなかったが、覆土は凹レンズ状に

堆積している。

壁　　面 下位の壁面がややオーバーハングするが、井戸枠の石組が崩れたためと思われる。

底　　部 平底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から古代～中世の

井戸跡と考えられる。

7 土　　　坑

11区では、土坑95基が検出されたが、時期の特定できないものが多く、図示した土坑は36基である。

その内訳は縄文時代が34基、古墳時代1基、奈良・平安時代1基で、縄文時代は後期初頭9基、後期中

葉21基、晩期後葉3基である。殆どが縄文時代後期遺物包含層及びその周辺で検出されたが、後期初頭

の土坑は調査区南西側の微高地で纏まって検出された。

11区1号土坑（遺構編第233図、遺物編第227図）

1号土坑は、調査区西側のP6-93に位置する。調査区南端の微高地に当たり、南に2号土坑が近接する。

調査時名称はSK111。開口部は長軸1.4m、短軸1.3mの不整形の土坑で、西壁がオーバーハングして底

面も不整形となる。底面は起伏を有し、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器と礫・剥片が多数出土したが、土器は連鎖状隆線による方形区画文や

粗い刺突による文様が認められ、縄文時代後期初頭に位置付けられる。従って該期の土坑と考えられる。

11区2号土坑（遺構編第233図、遺物編第228図）

2号土坑は、調査区西側のP6-93、P7-03に位置する。調査区南端の微高地に当たり、直ぐ南側は崖線

で、北には1号土坑が近接する。調査時名称はSK116。開口部径1.3mの略円形の土坑で、底面は長軸

1.3m、短軸90cmの楕円形となる。遺構検出面からの深さは30cmを測り、底面は丸底で、壁は外傾し

て立ち上がるが、南北壁はオーバーハングする。覆土には炭化粒を多く含む。

出土遺物　　覆土から礫と共に、隆帯文様の深鉢（第228図2）が出土した。縄文時代後期初頭に位置

付けられ、該期の土坑と考えられる。

11区3号土坑（遺構編第233図、遺物編第228図）

3号土坑は、調査区西側のP6-95に位置する。調査区南端の微高地に当たり、東に古代の35号土坑、

南東に縄文時代の4号土坑、南に古墳時代の36号土坑、西に2号溝跡が近接する。調査時名称はSK141。

長軸1m、短軸90cmの不整形のフラスコ状の土坑で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平

坦で、覆土には炭化粒を多く含む。
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出土遺物　　覆土から、縦位の隆帯文様が施された深鉢（第228図4）が出土した。縄文時代後期初頭

に位置付けられ、該期の土坑と考えられる。

11区4号土坑（遺構編第233図、遺物編第228・229図）

4号土坑は、調査区西側のP6-95・96に位置する。調査区南端の微高地に当たり、北に古代の35号

土坑、西に古墳時代の36号土坑が近接する。調査時名称はSK140。開口部径1.4mのフラスコ状の土坑

で、底径は1.4mとなる。遺構検出面からの深さは45cmを測り、底面は平坦で、覆土には炭化粒が多く

含まれる。

出土遺物　　覆土から、隆帯による方形区画（第228図10）や連鎖状隆帯（第228図12）施文の土器が

出土した。縄文時代後期初頭に位置付けられ、該期の土坑と考えられる。

11区5号土坑（遺構編第233図、遺物編第229図）

5号土坑は、調査区西側のP6-88に位置する。調査区南端の微高地に当たり、西に1号竪穴状遺構が近

接する。調査時名称はSK114。開口部径80cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。

底面は平底で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が少々含まれる。

出土遺物　　土坑の床面直上から第229図9・10・12、その他は覆土から出土した。曲線的な隆線

文様（第229図8・11）や粗い刺突による文様（第229図10）の土器は、縄文時代後期初頭に位置付けら

れ、該期の土坑と考えられる。

11区6号土坑（遺構編第234図、遺物編第229・230図）

6号土坑は、調査区中央南端のQ6-80・90に位置する。調査区南端の微高地に当たり、南に7号土坑

が近接し、フラスコ状土坑を切って構築されている。調査時名称はSK112。開口部径1.4～1.5mのフラ

スコ状の土坑で、底径は1.7mとなる。遺構検出面からの深さは55cmを測り、底面は平底で、壁はオー

バーハングして立ち上がる。覆土下位に炭化粒と焼土粒の集中が認められた。

出土遺物　　覆土下位から、隆帯による方形区画で構成され縄文土器が纏まって出土した。縄文時代後

期初頭に位置付けられ、該期の土坑と考えられる。

11区7号土坑（遺構編第234図、遺物編第230図）

7号土坑は、調査区中央南端のQ6-90に位置する。調査区南端の微高地に当たり、北に6号土坑が近接

する。調査時名称はSK109。長軸1.5m、短軸1mの楕円形の土坑で、南側の底面が深く掘り込まれ、北

側に段が作出される。遺構検出面からの深さは60cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　遺物は覆土上位から出土した。隆帯による方形区画で構成された縄文土器が含まれており、

縄文時代後期初頭の土坑と考えられる。

11区8号土坑（遺構編第234図、遺物編第231図）

8号土坑は、調査区中央のQ6-61・62に位置しており、縄文時代後期遺物包含層に当たる。調査時名

称はSK123。長軸2.1m、短軸1.5mの楕円形の土坑で、縄文時代後期遺物包含層を掘り下げた段階で検

出したため、遺構検出面からの深さは10cmに過ぎない。底面は起伏を有し、壁は緩やかに立ち上がる。
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出土遺物　　覆土から縄文土器が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期

中葉の土坑と考えられる。

11区9号土坑（遺構編第234図、遺物編第231図）

9号土坑は、調査区中央南側のQ6-83に位置する。調査区南端の微高地に当たり、南に6号住居跡が近

接する。調査時名称はSK102。開口部径60～70cmのフラスコ状の土坑で、遺構検出面からの深さは

40cmを測る。1・2・5・6層が土坑の覆土に当たり、底面は平坦で、覆土には炭化粒が多く含まれる。

出土遺物　　覆土から刺突文が施された縄文土器が出土した。出土した土器は縄文時代後期初頭～前葉

に位置付けられ、該期の土坑と考えられる。

11区10号土坑（遺構編第234図、遺物編第231図）

10号土坑は、調査区中央北側のQ6-26に位置する。北側は1区の調査区に当たり、東に11号土坑が

近接する。土坑同士が重複しており、東壁には古代の溝跡が接している。調査時名称はSK131。開口部

径80cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは15cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上

がり、覆土には炭化粒を少々含む。

出土遺物　　覆土から縄文土器が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代

後期中葉の土坑と考えられる。

11区11号土坑（遺構編第234図、遺物編第231図）

11号土坑は、調査区中央北側のQ6-27に位置する。北側は1区の調査区に当たり、西に10号土坑が

近接する。調査時名称はSK133。長軸1.1m、短軸1mの楕円形の土坑で、遺構検出面からの深さは

25cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から大波状口縁の装飾深鉢（第231図8）と異形土器（第231図9）が出土した。出土

した土器は宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区12号土坑（遺構編第234図、遺物編第231図）

12号土坑は、調査区中央のQ6-35・45に位置する。縄文時代後期遺物包含層に北端に当たり、南に

13号土坑が近接する。調査時名称はST108、SK154。炭化粒が集中した円形のプランから、当初住居跡

の石組炉と想定した。しかし調査の結果、土坑と判明したため、遺構名称を変更した。開口部径1mの円

形の土坑で、遺構検出面からの深さ45cmを測る。底面は緩い丸底で、壁は垂直に近い角度で立ち上が

り、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　土坑の床面から手づくね状土製品（第231図17）、その他は覆土から出土した。出土した

土器は宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区13号土坑（遺構編第235図、遺物編第232図）

13号土坑は、調査区中央のQ6-44・45・54・55に位置する。縄文時代後期遺物包含層の北側に当

たり、東側は南北方向に走る古代の溝跡に切られている。調査時名称はSK138。長軸2.1m、短軸1.1m

の不整形の土坑で、複数の土坑が重複していると考えられる。土層断面のラインでは、遺構検出面からの
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深さが25cmを測り、覆土には炭化粒が含まれる。

出土遺物　　土坑の底面から第232図13、その他は覆土から出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に

位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区14号土坑（遺構編第235図、遺物編第233図）

14号土坑は、調査区中央のQ6-66に位置する。縄文時代後期遺物包含層の南側に当たり、直ぐ南東に

図示した浅い土坑が近接する。調査時名称はSK149（南側SK150）。径30cmのピットで、遺構検出面か

らの深さは25cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から縄文土器の底部が出土した。出土した土器は無文であるが、広義の宝ヶ峯式に位

置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区15号土坑（遺構編第235図、遺物編第233図）

15号土坑は、調査区中央のQ6-64に位置する。縄文時代後期遺物包含層の南側に当たり、南に17号

土坑が近接する。調査時名称はSK151。開口部径1.4mの円形の土坑で、底径は1mとなる。遺構検出面

からの深さは70cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、LRを地文とした縄文土器の粗製深鉢が出土した。地文に結節が認められるこ

とから、縄文時代晩期に位置付けられ、15号土坑は該期の土坑と考えられる。

11区16号土坑（遺構編第235図、遺物編第233図）

16号土坑は、調査区中央のQ6-63に位置する。縄文時代後期遺物包含層の南側に当たり、東に15号

土坑、南東に17号土坑が近接する。調査時名称はSK147。長軸75cm、短軸50cmの楕円形の土坑で、

遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が

少々含まれる。

出土遺物　　覆土から大波状縁の装飾鉢（第233図3）が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置

付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区17号土坑（遺構編第235図、遺物編第233図）

17号土坑は、調査区中央南側のQ6-74に位置する。調査区南端の微高地に当たり、北に15号土坑、

南西に9号土坑が近接する。調査時名称はSK118。径1.6mの円形の土坑を長軸2.1m、短軸1.5mの楕

円形の土坑が切った構成をなし、前者の遺構検出面からの深さは15cm、後者の深さは90cmを測る。

出土遺物　　円形の土坑の覆土から第233図6が出土した。第233図5は一括として取り上げたため、

いずれに帰属されるか判然としない。出土した土器は縄文時代後期初頭に位置付けられ、該期の土坑であ

ったと考えられる。

11区18号土坑（遺構編第235図、遺物編第233図）

18号土坑は、調査区中央のQ6-75に位置付けられる。調査区南端の微高地に当たり、南に19号土坑

が近接する。調査時名称はSK121。開口部径90cmのフラスコ状の土坑で、底径は90cmとなる。遺構

検出面からの深さ45cmを測り、底面は平坦となる。
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出土遺物　　覆土中位から縄文土器が纏まって出土した。第233図1は加曽利B1式の浅鉢形土器に類

似するもであり、宝ヶ峯1式に位置付けられるであろう。従って該期の土坑と考えられる。

11区19号土坑（遺構編第235図、遺物編第234図）

19号土坑は、調査区中央南端のQ6-85に位置する。調査区南端の微高地に当たり、北に18号土坑が

近接する。調査時名称はSK117。開口部径1.2mの円形の土坑で、底径は1mとなる。遺構検出面からの

深さは30cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第234図2）と古墳時代の土師器の壺（第234図1）が出土した。縄文時

代後期の粗製深鉢の大片が出土し、周囲の遺構の時期から判じて、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区20号土坑（遺構編第236図、遺物編第234図）

20号土坑は、調査区東側のQ6-38に位置する。調査区の北端に当たり、北側は1区の調査区に接し、

西側は古代の4号溝跡、南壁は21号土坑に切られている。調査時名称はSK540。弧状の壁が検出された

のみで、形状は判然としせず、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第234図3～5）と石鏃（第234図6）が出土した。出土した土器は

宝ヶ峯1～2式に位置付けられ、該期の土坑と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方から20

号土坑→21号土坑→22号土坑→4号溝跡の順序となる。

11区21号土坑（遺構編第236図、遺物編第234図）

21号土坑は、調査区東側のQ6-38に位置する。調査区の北端に当たり、北側に1区の調査区が近接し、

北側は20号土坑を切っており、西側は古代の4号溝跡、南壁は22号土坑に切られている。調査時名称

はSK507。検出されたのは土坑の北東壁のみ、形状や規模は判然としない。遺構検出面からの深さは50

～60cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が多く含まれる。

出土遺物　　覆土上位～中位にかけて第234図7・12が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置

付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古い方から20号土坑→

21号土坑→22号土坑→4号溝跡の順序となる。

11区22号土坑（遺構編第236図、遺物編第235図）

22号土坑は、調査区東側のQ6-38に位置する。調査区の北端に当たり、北側に1区の調査区が近接し、

北側は21号土坑を切っており、西側は古代の4号溝跡に切られている。調査時名称はSK539。開口部は

長軸2m、短軸1.7mの楕円形の土坑で、底面は長軸1.8m、短軸1.4mとなる。遺構検出面からの深さは

85cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、覆土には炭化粒が多く含まれる。

出土遺物　　覆土上位～中位にかけて、縄文土器（第235図1～5）と剥片が出土した。出土した土器は

広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。重複した遺構の新旧関係は、古

い方から20号土坑→21号土坑→22号土坑→4号溝跡の順序となり、土坑の中では最も新しい。

11区23号土坑（遺構編第236図、遺物編第235図）

23号土坑は、調査区東側のQ6-48に位置する。縄文時代後期遺物包含層に当たり、南に24号住居跡、
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西に4号溝跡が近接する。調査時名称はSK532。径30cmのピット3基が重複した状況にあり、新旧関

係は判然としない。土層断面を取ったピットは遺構検出面からの深さが25cmを測り、覆土上位に石が

配されていた。

出土遺物　　石の直下から、縄文土器の底部（第235図6）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯

式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区24号土坑（遺構編第236図、遺物編第235図）

24号土坑は、調査区東側のQ6-58に位置する。縄文時代後期遺物包含層に当たり、北に23号住居跡、

西に4号溝跡が近接する。調査時名称はSK505。長軸85cm、短軸65cmの楕円形の土坑で、遺構検出面

からの深さは30cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が少々含まれる。

出土遺物　　覆土上位に石が配されており、縄文時代後期の粗製土器（第235図7）が正位の状態で出

土した。また2段目から、縄文時代後期中葉の台付深鉢の高台（第235図8）と、凝灰岩質泥岩の磨石（第

235図9）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考え

られる。

11区25号土坑（遺構編第236図、遺物編第236図）

25号土坑は、調査区東側のQ6-59に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、西壁が5号

溝跡に切られており、南東に29・30号土坑が近接する。調査時名称はSK527。開口部径90cmの円形

の土坑で、底径は80cmとなる。遺構検出面からの深さ30cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立

ち上がる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器の底部（第236図1）と磨石（第236図2）、凹石（第236図3）、石皿

（第236図4）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考

えられる。

11区26号土坑（遺構編第236図、遺物編第236図）

26号土坑は、調査区東側のQ6-68に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、周囲には縄

文時代後期の土坑・ピットが多数掘り込まれている。調査時名称はSK528。開口部径70cmの土坑と径

40cmのピットから構成され、前者の遺構検出面からの深さは35cm、後者は60cmを測る。

出土遺物　　遺構検出面の5cm下位から、小型壺形土器（第236図5）が出土した。出土した土器は宝

ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区27号土坑（遺構編第237図、遺物編第236図）

27号土坑は、調査区東側のQ6-49に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北側は1区

の調査区となり、西に5号溝跡が近接する。調査時名称はSK523。開口部径70cmのフラスコ状の土坑

で、底径は1mと推定される。遺構検出面からの深さは60cmを測り、底面は丸底となる。遺構検出状況

が不明確であったため、断ち割って調査を実施した。そのため開口部の形状は判然としない。

出土遺物　　土坑の北東側の底面近くから、礫が重なった状態で出土した。凝灰岩質の礫が多く認めら

れ、縄文時代後期の粗製深鉢（第236図7）も出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、
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縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区28号土坑（遺構編第237図、遺物編第237図）

28号土坑は、調査区東側のR6-40に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北側は1区

の調査区となる。調査時名称はSK541。長軸65cm、短軸50cmの楕円形の土坑で、主軸方向はN－

25°－Eにある。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土上位から装飾深鉢（第237図1）が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置付け

られ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区29号土坑（遺構編第237図、遺物編第237図）

29号土坑は、調査区東側のQ6-59に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、南に30号

土坑、西に25号土坑が近接する。調査時名称はSK508。長軸1m、短軸80cmの楕円形の土坑で、主軸

方向はN－35°－Wにある。遺構検出面からの深さは15cmを測り、底部は丸底で、壁は緩やかに立ち

上がる。

出土遺物　　覆土上位から縄文土器の底部（第237図2）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式

に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区30号土坑（遺構編第237図、遺物編第237図）

30号土坑は、調査区東側のQ6-59に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北に29号

土坑、南に31号土坑、北西に25号土坑が近接する。調査時名称はSK502。径90cmの土坑と径50cm

の浅い土坑が重複しており、遺構検出面からの深さは前者が40cm、後者が10cmを測る。いずれも底面

は平底で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　両者の境界から石皿（第237図4）が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置付けら

れ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区31号土坑（遺構編第237図、遺物編第237図）

31号土坑は、調査区東側のQ6-69に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北に30号

土坑が近接する。調査時名称はSK503。開口部径1.15mの円形の土坑で、底径は90cmとなる。遺構検

出面からの深さは45cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土の4層は焼土粒を多く含

むブロック状の層で、赤漆塗の浅鉢（第237図5）が出土した。土層断面では覆土に柱痕と見られる縦位

の黒色土の堆積が認められるが、31号土坑が墓壙であったとすれば、墓標の可能性が考えられる。

出土遺物　　覆土上位から磨製石斧（第237図7）、覆土下位（4層）から浅鉢（第237図5）、床面直上か

ら磨石（第237図6）が出土した。石斧・磨石が欠損品であるが、浅鉢は略完形品である。浅鉢は大洞A2

式に位置付けられ、縄文時代晩期後葉の土坑と考えられる。

11区32号土坑（遺構編第237図、遺物編第238図）

32号土坑は、調査区東側のR6-60に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北壁は溝跡

に切られている。調査時名称はSK519。長軸1.5mの不整形の土坑で、形状は判然としない。遺構検出
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面からの深さは35cmを測り、底面は丸底で、壁は外傾又は緩い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土下位から、縄文土器（第238図1～4）が纏まって出土した。粗製深鉢が多く出土した

が、第238図1は宝ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

11区33号土坑（遺構編第237図、遺物編第238図）

33号土坑は、調査区東側のR6-61・62に位置する。縄文時代後期遺物包含層の東側に当たり、北側

は1区の調査区となる。調査時名称はSK517。長軸2.5mの不整形の土坑で、北東端は1区で削平されて

いる。遺構検出面からの深さ50cmを測り、底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から磨石（第238図5）が出土したが、縄文土器は小片のみで、時期は特定できない。

11区34号土坑（遺構編第237図、遺物編第238図）

34号土坑は、調査区東側のR6-70に位置しており、調査区の南端に当たる。調査時名称はSK535。長

軸1m、短軸80cmの楕円形の土坑で、西側はピット状に1段低く掘り込まれ、遺構検出面からの深さは

15cmを測る。

出土遺物　　覆土から縄文土器（第238図6～8）が出土した。第238図6は大洞A2式の浅鉢形土器で

あり、第238図7も胎土に海綿骨針が包含されることから、同期の深鉢の口頸部と見なされる。従って

34号土坑は、縄文時代晩期後葉の土坑と考えられる。但し第238図8は無文の浅鉢形土器で、宝ヶ峯式

に相当する可能性も考えられる。

11区35号土坑（遺構編第238図、遺物編第238図）

35号土坑は、調査区西側のP6-96に位置する。調査区南端の微高地に当たり、北東に1号竪穴状遺構、

南西に4・36号土坑、西に3号土坑が近接する。調査時名称はSK139。径1.05mの円形の土坑で、底

径は85cmとなる。遺構検出面からの深さは10cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から土師器の甕（第238図9）が出土した。出土した土器から、奈良・平安時代の土

坑と考えられる。

11区36号土坑（遺構編第238図、遺物編第238図）

36号土坑は、調査区西側のP6-95に位置する。調査区南端の微高地に当たり、東に4号土坑、北に3

号土坑西に2号溝跡が近接する。調査時名称はSK142。長軸70cm、短軸60cmの楕円形の土坑で、遺

構検出面からの深さは20cmを測る。底面は丸底で、壁は緩い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から古墳時代の土師器の甕（第238図10）が出土した。出土した土器から古墳時代の

土坑と考えられるが、奈良・平安時代の須恵器の小片も出土している。

8 溝　　　跡（遺構編第238図、遺物編第238図）

11区では、大小合わせて17条の溝跡が検出された。他の調査区と同様に東西方向に走る溝跡と、南北

方向に走る溝跡とに大別され、直交したり連結した例も存している。遺構名を付した溝跡は、その中でも

比較的規模の大きなもので、3区や1・12区からの延長上にある。多くは古代～中世にかけて構築され
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たと考えられるが、縄文時代後期遺物包含層を掘り込んでいるため、覆土や壁面から縄文時代後期の遺物

が出土している。

4号溝跡は、12区1号溝跡の延長上にある。農道の直下に位置していたため、間の1区では調査がで

きなかった。開口部幅1.5～1.8m、遺構検出面からの深さ60cmを測り、底面は50cm幅の平底となる。

遺物編第238図11は土偶の胸部資料と思われる。比較的肉厚の中空の土偶と想定されるが、器面の摩耗

が著しく、土偶とする確証は得られていない。

9 縄文時代後期遺物包含層（遺構編第239図、遺物編第239～299図）

11区の調査区南端にある微高地の北側は、弱い窪地となっている。南北が12～14m幅、東西が調査

区全体の90mにわたって、帯状に黒色土が堆積している。縄文時代後期中葉の遺物が特に多く出土した

のは、調査区中央のQ6-50～56・60～66のグリッドの範囲で、包含層を掘り下げた段階で、竪穴住居

跡や土坑・配石遺構も検出された。

縄文土器の包含層は1層とした黒色土層で、層厚は厚い所で20cmを測り、締まりを有し、粘土粒を

少々含み、上部には暗褐色土が混じる。その直下には層厚10cm程度の2層の黒褐色土が堆積するが、遺

物の包含は少なくなる。

自然の窪みを廃棄場所として利用したと想定され、そのような捨て場を掘り込んで、竪穴住居跡や土坑

が構築されたと考えられる。黒色土の中での遺構の検出は困難であったため、掘り下げた段階で遺構を確

認したが、本来は掘り方がもう少し深かったものと考えられる。

1）縄文土器の分類基準

11区の包含層出土の土器は、殆どが破片資料であり、全体の形状が窺える例に乏しく、文様を重視し

て分類を行った。11区では縄文時代中期末葉～晩期後葉までの遺物が出土しているが、後期中葉の遺物

の出土量が圧倒的に多く、本調査区の主体をなしている。なお、11区出土土器の分類基準を本遺跡全般

に適用しているため、11区で出土していない土器群（第Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ群土器）ついても分類を試みている。

第Ⅰ群土器：縄文時代早・前期の土器群

縄文時代早・前期に位置付けられる土器は、高瀬山遺跡HO地区全体で、3個体が出土したに過ぎない。

早期では、12区25号住居跡の覆土から、早期後葉条痕文土器（遺物編第328図4）が1点出土している。

明瞭な屈曲を持つ器形で、屈曲部に刻み目帯が巡らされ、口頸部に区画文を配し、区画内に刺突が充填さ

れる。内面には貝殻条痕文が施され、胎土に繊維が包含されることから、茅山下層式併行に位置付けられ

るであろう。高瀬山遺跡HO地区では最も古い縄文土器となるが、高瀬山遺跡全体では高瀬山遺跡1期の

調査区で、早期前半の貝殻沈線文系の土器が出土している［齋藤・須賀井ほか2004］。

前期では、1区で大木2b式（遺物編第11図6～9、第12図1～3）、13区では大木6式（遺物編第391図

14）が出土している。

大木2b式は7点図示した。接点は見出せないが、同一個体と判断される。体部中央で弱く括れ外傾し

て立ち上がる器形で、波状口縁を呈し、波頂部は刻み込まれる。波頂部の直下にX字状の貼付文が付さ

れるが、下端は丸く連結する。貼付文には刻み目が加えられ、X字状の交点には円形の刺突が加えられる。
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口縁部から体部にかけては、平行沈線や単沈線によって幾何学状や曲線的な意匠が描出され、区画内には

短沈線が充填される。外面の摩耗は著しいが、内面は丁寧に研磨され、胎土は緻密で、海綿骨針や石英が

含まれる。地文にS字状連鎖沈線文が施されることから、大木2b式に位置付けられる。

大木6式は奈良・平安時代の13区11号住居跡の覆土から出土した。器面も摩耗が著しく、詳細は判

然としないが、器厚が1.2cmと肉厚で、胎土に細砂粒や石英を多く含み、やや大粒（1～3mm大）の白色

粒子が顕著であることから、大木6式に相当すると考えられる。13区は高瀬山遺跡1期の調査区に近接

しており、高台の調査区では大木6式の環状集落跡が検出されている。

第Ⅱ群土器：縄文時代中期の土器群

縄文時代中期の土器は、中葉の大木8a式と末葉の大木10式に二分され、前者を1類、後者を2類とす

る。4・5・10区から主に出土したが、段丘低位面の2区からも大木10式の土器片が出土している。

1 類 大木8a式土器は、10区6号住居跡のみで出土している（遺物編第206図3～11）。器形は

キャリパー形をなし、2～3本を単位とする隆帯が貼付され、曲線的な文様が展開する。また2本の沈線

による弧線文によって弧状の隆帯を作出した例（遺物編第206図3）や、S字状隆帯の把手が付された深鉢

（同図9）も認められる。

2 類 大木10式に位置付けられる土器であるが、大木9式も一部含まれる。主に4・5・10区

で出土しており、隆線手法による文様が施された2a類と、沈線手法による文様が施された2b類とに大

別される。詳細は「ⅩⅣ　調査の総括」で言及する。

第Ⅲ群土器：縄文時代後期初頭～前葉の土器群

縄文時代後期初頭～前葉の土器は、5区と11区で少量出土している。隆線手法による方形区画文の土

器は、大木10式との区別が判然としないが、11区に局地的な分布が見られることから、大木10式から

は切り離し後期初頭に位置付けた。

1 類 隆線手法による方形区画文を施した土器（遺物編第239図1～9）で、大木10式との区分は

厳密とは言い難い。体部上半が直立又は外反気味に立ち上がり、口縁部は平縁又は緩い山形を呈する。口

縁部は区画されず、体部文様が口端に露出するのが通例で、隆線区画の一端が口端に延びる。方形区画文

と組み合わさって、逆U字状の区画文を伴う例も認められる。11区4号土坑で、連鎖状隆帯を施した3

類（遺物編第228図12）との共伴関係が認められている。

2 類 隆線手法による曲線的な文様が展開した土器（遺物編第240図3～20、第241図1・2）で、

口縁部に三日月状（C字状）又は縦位（I字状）の隆帯を付した例も含まれる（遺物編第227図6、第240図

4・10）。隆帯の両側を沈線で縁取った例が多く、方形区画文は縦に細長く（遺物編第240図13）、文様の

末端が渦巻状に陥入又は入り組んで描出される（遺物編第240図5・6・11・15、第241図1・2）。隆線か

ら沈線に置換された例（遺物編第241図7）も認められる。

3 類 連鎖状隆帯を施した土器で、11区縄文時代後期遺物包含層からは1点（遺物編第241図4）

が出土したに過ぎない。5区12号土坑（遺物編第173図4）と11区4号土坑（第228図12）で出土してお

り、後者では1類との共伴が認められ、時期的な併行関係が考えられる。隆線上に鎖状の窪みを施した点

では、東北中部の門前式との接点が想定されよう。

9 縄文時代後期遺物包含層
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4 類 爪形文又は円形刺突文を施した土器（遺物編第241図8～20、第242図1～6）で、深鉢と

壺・蓋形土器からなる。第241図15～20は曲線的な隆線を伴う爪形文施文の土器で、2類との関連が

考えられる。第242図2はキャタピラ状の連続刺突文［田中1989］が施される。第242図4～6は三十

稲場式に比定される蓋形土器である。4はキャタピラ状の連続刺突文、5・6は棒状工具による刺突で、

粘土の隆起が認められる。

第Ⅳ群土器：縄文時代後期前葉南境2式［水戸部2004］に相当する土器群（第15図）

ほぼ堀之内2式に併行すると考えられる。2区からのみ出土しており、11区ではこの段階が欠落する。

深鉢のみで、浅鉢・壺形土器等の器種については判然としない。深鉢の形状は体部上半が緩く括れ、口頸

部が外反して短く立ち上がっており、屈曲部の内面には第Ⅴ群土器のような稜は形成されない。口縁部は

波状縁と平縁の二様が存する。体部上半の文様は通常3本の沈線で、入組文又はクランク状の文様が描出

されており、口頸部と体部上半の平行沈線間に縄文地文が充填される。Ⅰ文様帯とⅡ文様帯は第Ⅴ群土器

のように分化せず、文様自体が有機的に結合する傾向が看取される。2区晩期木組遺構直下Ⅸ層（遺物編

第402図）に良好な纏まりが検出されているが、第Ⅴ群土器1類との区分が明瞭とは言い難い。宮城県石

巻市南境貝塚7トレンチ第3層第Ⅰ群土器1類［後藤2004］に対比されるが、南境貝塚のような縄文帯

の結束部の凹穴は認められず、4～6ヶを1単位とする刺突が加えられる。また仙台平野の当該期の基準

遺跡である下ノ内浦遺跡［吉岡ほか1996］では、本群土器を見出すことができず、隣接する山口遺跡［田

中ほか1984：第36図5］に僅かに認められるのみである。

第Ⅴ群土器：縄文時代後期中葉宝ヶ峯1式に相当する土器群（第15図）

加曽利B1式に併行する土器群で、深鉢・鉢（浅鉢含む）・壺形土器等の器種から構成される。ここでは

深鉢を中心に分類した。深鉢は大きく曲線的な磨消縄文によって文様が描かれた1類（十腰内1式系統）と、

横位の平行線文が施された2類（加曽利B式系統）とに大別され、幾何学的モチーフによる磨消縄文で構成

された深鉢や、加曽利B1式に相当する浅鉢形土器も出土している。

1 類 十腰内1式系統の土器で、第Ⅳ群土器の系譜を引き、深鉢の形状は体部上半が屈曲して、

口頸部が外傾して立ち上がっており、屈曲部の内面には稜が作出される。口縁部は波状縁と平縁の二様態

が存しており、前者では波頂部に装飾が加えられた例（遺物編第401図8、第449図1、第462図9、第485

図3・4・6）も認められる。屈曲が強くなるのに符合して、体部の膨らみは弱まり直線的となり、Ⅰ文様

帯とⅡ文様帯の区分が明確化する。また文様は入組文やクランク状のモチーフが施されるが、3条の沈線

だけでなく、多条沈線となる例も認められ、この沈線の多条化は新相であると指摘されている［水戸部

2004：10頁］。口頸部文様帯の上下端が区画され、刺突が充填された例（遺物編第401図11、第449図1

～3、第462図10、第466図8、第468図5、第469図8～10）も新相と見なされている。本類は2区東調査

区遺物集中地点のⅦ～Ⅸ層に主体的に出土しており、同Ⅹ層では南境2式～宝ヶ峯1式にかけての特徴を

具備する土器が認められる。

2 類 加曽利B1式系統にある平行沈線文が施された土器で、平行する横線は通常縦沈線で区切

られる。口縁部直下に施された平行沈線文が次第に降下し、口縁部に無文帯が現出し、無文帯が拡大する

傾向が指摘されている［水戸部2004：10頁］。器形は体部から口縁部にかけて大きく開き、平縁も存す

るが大波状縁となる例が多く、後続型式に特徴的な波頂部の装飾はあまり発達しない。平行沈線文は上下
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第15図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代後期中葉土器分類図（1）
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幅が狭く、横位の沈線が大きく反転して垂下し平行沈線文を構成する例が多く認められるが、蛇行沈線と

して垂下する例（遺物編第463図1）も存している。本類は2区東調査区遺物集中地点のⅦ層や1号木組遺

構4段に認められ、宮城県仙台市伊古田遺跡包含層出土土器［渡部ほか1995］に対比されるが、同遺跡で

は平口縁の深鉢で、横線を鉤状に区切る手法が卓越する。

3 類 磨消縄文による幾何学的モチーフで構成された土器である。器形が判明した例は少ないが、

1類と同様に口頸部が屈曲して立ち上がる形状と、屈曲せず口縁部が直上した例が存している。幾何学形

や曲線的なの平行沈線内に縄文地文を充填し、広い無文部で構成された例（遺物編第463図10～16）や、

逆に平行沈線内が磨り消され、外側に縄文地文を有する例（第463図4～6）が存しており、方形区画文を

配した例（遺物編第419図14・15）や、弧状区画文（第463図18）、三角形区画文（第463図9・23）等が

認められる。また後続型式（第Ⅵ群土器8類）に盛行する刺突文の萌芽を有する例（遺物編第463図4～6・

9）も存している。後期1号木組遺構1段で出土した第414図1・6は、口頸部が無文で体部に鋸歯状の

磨消縄文の文様が施されることから、本類に含まれるであろう。後期2号木組遺構2段出土の第424図1

～5は、口頸部が緩く屈曲して立ち上がる器形で、体部上半に対向した弧線文が施されるが、南境2式～

宝ヶ峯1式に位置付けられるであろう。

4 類 加曽利B1式に相当する鉢形土器で、口内に装飾を有する例と、頸部に細い縄文帯を有す

る例とに大別される。胎土は精選されており、色調は黒色～黒褐色を呈し、丁寧にヘラミガキが加えられ

る。口内に装飾を有する例では、口縁部が内折する平縁の例（遺物編第270図15～20）と、直上する大波

状縁の例（第466図5・6）が存し、前者は11区の縄文時代後期遺物包含層、後者は2区東調査区遺物集

中地点Ⅷ層で出土している。頸部に細い縄文帯を有する例は、口縁部が無文で、頸部に細い縄文帯が囲繞

され、鉤状に区切られる。浅鉢形土器に限定され、本遺跡では宮城県仙台市伊古田遺跡包含層出土土器

［渡部ほか1995］に顕著な比較的器高のある鉢形土器は認められない。体部は内彎気味に立ち上がってお

り、口縁部は内傾するが、口縁部が強く内彎してした例（遺物編第420図3・5・6）も存している。2区

後期1号木組遺構4段に纏まって出土しており、11区で出土した縦区切りを欠く浅鉢形土器（第270図1）

も本類に含まれるであろう。

第Ⅵ群土器：縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式に相当する土器群（第16・17図）

加曽利B2式に併行する土器群で、深鉢（台付含む）・鉢（浅鉢含む）・壺・注口土器の器種から構成され、

11区縄文時代後期遺物包含層の主体となる土器群である。ここでは第Ⅴ群土器と同様に、深鉢を中心に

分類した。11区で出土した注口土器や壺形土器は本群に含まれるものであろう。

1 類 体部に曲線的な磨消縄文で構成された屈折した土器で、器形は先行する第Ⅴ群土器1類の

系譜を引く頸胴部界で明確に屈折する長胴である。遺物編第244図4～8、第249図9が相当する。器形

は高台が付される9類との近縁性を窺わせ、体部に吹玉状に陥入した磨消文様（第244図4～8）や入組文

（第249図9）が認められ、前者には同一原体異方向による羽状縄文が施される。口頸部文様は無文帯を介

して縄文帯を呈すると想定されるが、平縁で頸部に弧線文を配した例も存在する。

2 類 頸部に曲線的な磨消縄文で構成される大波状縁の深鉢で、明確な屈折は持たず、口頸部が

大きく開いて、内彎気味に立ち上がる。体部上半で大きく外反し、口縁部が内彎気味に立ち上がり大波状

縁となる例が多い。口縁部には縄文帯が巡らされ、頸部に曲線的な磨消縄文が展開する例（遺物編第245

図14、第246図1・2・5）が典型となるが、口縁部が無文でその直下と頸部に磨消文様を配した例（第
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第16図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代後期中葉土器分類図（2）
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第17図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代後期中葉土器分類図（3）
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213図5）も存する。大波状縁に沿って平行線文の縄文帯を配したり（遺物編第213図17）、波頂部直下で

平行線文を区切った例（遺物編第213図4・18）も、本類の中に含めることにしたい。

3 類 頸部に曲線的な磨消縄文で構成される平縁の深鉢乃至は鉢形土器で、明確な屈折は持たず、

口頸部が大きく開いて、内彎気味に立ち上がり、口縁は直上乃至は内傾する。口縁部は無文となり、頸は

部曲線的な磨消縄文の文様が展開する（第232図4、第269図6・10、第303図1、第457図24）。口頸部の

内彎が顕著でない例（第243図21）も認められる。

4 類 明確な屈折は持たず、口頸部が大きく開いて、内彎気味に立ち上がる器形の深鉢の中で、

口縁部が無文となり、体部上半に曲線的な磨消縄文の文様が展開する。口縁部は大波状縁で、体部にはネ

ガ・ポジを問わず波状に突き出た先端の丸い磨消文様が展開する（遺物編第457図19・21）。また5類に

類似した器形で、クランク状の磨消文様が配された例（第302図1）も認められる。

5 類　 平行線文で構成された土器のうち、口縁部が山形突起で構成される深鉢で、先行型式の第

Ⅴ群土器2類の系譜を引く。4類と同様に明確な屈折は持たず、口頸部が大きく開いて、内彎気味に立ち

上がる器形で、体部下半が締め腰風の形態となり、口頸部が外傾する例（第451図16）や平縁の例（第

451図10・11）も含まれる。通常口端は丸味を持って仕上げられており、あまり肥厚しない。平行沈線

文は体部上半に囲繞されるが、第Ⅴ群土器2類に比べると幅広となり、平行沈線文が反転して垂下したり、

蛇行沈線が加えられるのが通例で、楕円区画文（第451図16）や縦位沈線（第254図14）も認められる。

また文様帯の上端に段が作出されたり、刻み目帯が巡らされた例もあり、本遺跡には見られないが、文様

帯自体が凸彎部となる例も存在する。本類は2区東調査区遺物集中地点Ⅴ層に比較的纏まっている。

6 類 平行線文で構成された土器のうち、口縁部が肥厚し、波頂部に派手な装飾突起が付される。

波状口縁は3～6単位の範囲にあり、口縁部に無文帯を有し、捻転した突起やラッパ状の突起、中空の突

起等バラエティーに富む。口端は角張って内側に強く張り出し、口頸部は内傾して立ち上がっており、口

縁部の形状や突起の在り方は、9類との近縁性を窺わせる。緩い波状縁又は平縁で、捻転した突起が付さ

れ、幅狭の口縁部の無文帯の直下に平行線文が展開する例（第262図5、第263図2）も含まれるが、縄文

地文を持たない点で、9類とは識別される。5類と同様に文様帯の上端に段が作出されたり、刻み目帯が

巡らされた例もあり、文様帯自体が凸彎部となる例も認められる。破片資料が殆どで、全形が窺える例に

乏しいが、2区では少なく11区に多く出土しており、特に11区1号住居跡（第212図7）と12区3号住

居跡（第302図3）が基準となろう。華美な装飾の土器が2区に少ないのは、作業場としての性格による

もので、土器の使用形態に関連すると考えられる。

7 類 頸部文様帯が平行線文で構成され、頸胴部界で屈曲した平縁の深鉢で、緩く屈折した例も

含まれる。口縁部が画され、頸部全体に平行沈線が囲繞され、蛇行沈線が垂下され、全面に縄文地文が施

される（遺物編第218図2、第252図2）。

8 類 口頸部の文様帯が平行線文で構成され、屈曲した平縁の深鉢で、口縁部は平縁で、内彎気

味に立ち上がる。遺構編第232図8が典型で、幅狭の縄文帯に縦位の短沈線が多数加えられる。第300

図4は鉢形土器の可能性も考えられるが、縄文帯に「8字状」の沈線が重層して加えられる。

9 類 十腰内第Ⅱ群b類に相当する台付の装飾深鉢である。頸胴部界で屈折した長胴の器形と器

高のある高台、華美な装飾突起、曲線的な磨消縄文の文様、文様区画に沿った列点に特徴付けられ、Ⅱa

文様帯が現出し、Ⅱa・Ⅱ文様帯の重畳関係が確立する。遺構編第249図10～第251図が相当し、列点

を持たない例（第249図10、第250図1・6）も含まれる。11区2号住居跡（第218図1・6・7）、11区4
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号住居跡（第222図1・2・5）、12区1号住居跡（第300図1、第301図6）でも出土している。突起は台形

状や中空の塔状に作出される例も多く、6類との近縁性を窺わせるが、縄文地文の有無で識別される。な

お第250図6は、口頸部が3単位、体部文様が5単位で構成される。

10 類 大波状縁の屈折する器形で、口縁部に縄文帯が施され、頸部が無文となる。体部には平行

線文や曲線的な磨消文様が展開するが、全形の窺える例に乏しく（遺物編247図1・2）、体部の文様は判

然としない。平縁の例（第458図13）も存するが、恐らく曲線的な磨消縄文や平行沈線文で構成されると

考えられる。

11 類 集合沈線により鋸歯状の文様が描出された土器（遺物編248図9、第408図13・15）。屈曲

を有する器形で、口頸部が無文となり、体部上半に斜位の集合沈線が鋸歯状に交互に施され、縄文地文を

有する。

第Ⅶ群土器：縄文時代後期中葉宝ヶ峯3式に相当する土器群

加曽利B3式に併行する土器群で、2区東調査区遺物集中地点Ⅳ層で5点（遺物編第449図11～14・16）、

同Ⅴ層で1点（第453図11）出土している。いずれも頸胴部界で屈折する深鉢で、口縁端部と屈曲部に刻

み目帯が巡らされ、同一原体の異方向回転施文による羽状縄文の例（11）が認められる。Ⅱa文様帯が明

確化（12）しており、体部文様帯にも磨消縄文による文様が施される（13）。

第Ⅷ群土器：縄文時代後期前～中葉の粗製土器

第Ⅳ～Ⅶ群に伴うと思われる粗製深鉢である。平縁が多いが、大波状縁の深鉢も存しており、口端に縄

文を施す例も認められる。

1 類 口縁部が外傾して立ち上がる縄文施文の深鉢（遺物編第275・276図）。口頸部が直上した

り、やや内彎気味に外傾して立ち上がる例多いが、垂直や内傾気味に立ち上がる例も存在する。口端は丸

味を持って仕上げられるが、平坦に作出されたり、やや肥厚気味又は尖鋭（第417図4）に作出された例

も見られる。縄文は横位方向回転施文を通例とするが、羽状縄文の場合は同一原体を異方向回転すること

で施文される。

2 類 口縁部が外折した縄文施文の深鉢（第276・277図）で、外折した口頸部にも縄文地文が施

される。緩く屈折して口頸部が立ち上がった例と、内面に稜が形成された二様の形態が存している。体部

も内彎して膨らむ例と直線的に長胴となる例が存するが、後者は最大径が口径にある。緩い波状口縁（第

417図2）や口端に縄文を施した例も存しており、第474図1はRLを異方向に回転させた羽状縄文である。

3 類 口頸部が外折した縄文施文の深鉢の中で、口頸部が無文となるもの。通常口頸部は短く立

ち上がり口頸部にナデ又はケズリが加えられるが、口頸部と体部の境界を沈線で区画したり（第464図16、

第471図9・12）、結節文（第470図1、第473図19、第474図2）や側面圧痕が施された例（第420図21、

第464図24）も存する。側面圧痕が施された深鉢の口端には縄文が施される。

4 類 口頸部が外反する器形で、頸部が無文となる深鉢で、頸部は緩く屈折する。無文帯の上下

端に側面圧痕が加えられた例（第473図15～18）は、宮城県石巻市南境貝塚の層位的事例［後藤2004］

から、第Ⅳ群土器に相当すると考えられる。本遺跡でも2区東調査区遺物集中地点Ⅹ層で出土しており、

整合性が指摘される。側面圧痕のない例（第420図22～24）や結節文の例（第409図4）も出土している。

5 類 櫛歯状工具により曲線的な文様が施された深鉢。口縁部が外折する器形（第453図13・18）
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と、直上する器形とに区分され、後者の方が卓越し、口縁部を沈線で画した例（第404図19、第450図8）

も認められる。2区東調査区遺物集中地点Ⅴ層で纏まって出土しているが、条線を蛇行して垂下させた弧

状の文様の組み合わせを基本としており、連鎖状に入り組ませたり（第453図13）、縄文地文が共存した

例（第450図6・13、第454図4）も認められる。

6 類 大波状口縁の縄文施文の深鉢で、頸胴部界に括れを持たない（遺物編第418図3・5・6）。

波頂部がやや肥厚しており、緩い波状縁の例も存している（第464図25・26）。

7 類 無文の深鉢で、口縁部が直上するものと、口縁部が外折して立ち上がる例（遺物編第473図

13）が存する。前者は晩期深鉢との判別が困難である。

8 類 底部のみ残存しているもので、第Ⅴ・Ⅵ群土器の段階に相当する。底部圧痕を持つものと

持たないものがあり、底部圧痕は編物圧痕と木葉痕に分けられる。更に木葉痕は広葉樹の葉の他に、笹の

葉の圧痕も見られる。

第Ⅸ群土器：縄文時代後期後葉の所謂瘤付土器に相当する土器群

瘤付土器第Ⅱ～Ⅳ段階の土器の小片が、2区と11区で少量出土したに過ぎない。

1 類 瘤付土器第Ⅱ段階の土器（金剛寺1式）で、貼瘤手法を伴った弧線連結文に特徴付けられる。

2区晩期石組遺構4段（遺物編第406図2～9）と後期1号木組遺構1段（第415図1・2）、2000年立合調

査区（第555図13～16・18～21・23・24、第556図1～4・6～8）で出土している。

2 類 瘤付土器第Ⅲ段階の土器（金剛寺2a式）で、刻み目手法に特徴付けられる。11区で1点

（遺物編第287図1）出土しているが、2区では掘り起こし瘤を特徴とする1類からの過渡的様相を有する

土器（遺物編第555図17・22、第556図5・9・10）が出土している。接合の結果第559図4となったが、

口縁部に2条に刻み目帯、頸部文様帯に入組帯状文が展開しており、2個一組の掘り起こし瘤が付されて

いる。

3 類 瘤付土器第Ⅳ段階の土器（金剛寺2b式）で、2区で出土している（遺物編第556図11～15）。

貼瘤手法は衰退し、入組帯状文が施される。11・12は文様帯の区画帯として篦刻み目帯が囲繞され、

14の台形突起の直下には三叉状の陰刻が認められる。

4 類 刷毛目状工具による条線文を施した粗製土器である（遺物編第406図12）。格子目状に交差

させた文様で構成され、当該域の後期後葉に特徴的で、大洞B式まで残存したと考えられる。

第Ⅹ群土器：縄文時代晩期の精製土器

高瀬山遺跡HO地区で出土した晩期の精製土器は少なく、晩期初頭～後葉までを合わせて一群とした。

しかし特定が困難な資料も多々存するのが実情である。2区で出土したものが殆どで、11区では縄文時

代後期遺物包含層から僅かに出土している。

1 類 大洞B式に位置付けられ、2区で出土している。三叉文を基調とした土器で、大洞B1式

（遺物編第443図1、第449図18）と同B2式（第433図2～8、第443図2、第449図4、第495図2～3）に区

分されるが、前者の破片は4区3号竪穴状遺構（遺物編第76図8）でも出土している。第443図1と第

449図18は晩期初頭の基準となる資料であり、国立歴史民俗博物館によって14C年代測定が実施されて

いる（付編参照）。

2 類 大洞BC式に位置付けられ、2区と11区で出土している。羊歯状文を基調とした土器で、
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第287図5、第433図11、第443図5～6、第444図1、第480図3・4、第485図1、第491図5・

6、第556図16・17等が該当する。第433図11は羊歯状文の描出手法から大洞BC1式に位置付けら

れ、国立歴史民俗博物館によって14C年代測定が実施されている（付編参照）。

3 類 大洞C1式に位置付けられ、2区で出土している。磨消縄文の文様の浅鉢形土器（第433図

13・14）、縄文施文浅鉢（第433図10）、壺形土器（第407図15、第433図9）等が該当するが、「二溝間の

截痕」が加えられた鉢形土器（第406図10、第443図7、第487図5～7、第491図11、第503図14・35～

42）や口縁部が内折した鉢形土器（第433図16・17・21・22）も本類に該当するであろう。

4 類 大洞C2式に位置付けられ、2区で出土している。精製土器は浅鉢形土器（第404図3～5、

第407図12・14、第433図12）と壺形土器（第496図1）に限られるが、口端や口縁部に沈線を巡らした

半精製土器（第423図26、第434図1～6、第444図3、第504図5～11、第556図21・22）や「溝底の刺痕」

を有する鉢形土器（第450図2、第504図4、第556図19・20・23）は本類に含まれるであろう。

5 類 大洞A式に位置付けられる。大洞A1式と同A2式に細分されるが、2区の西調査区で多く

出土している。1997年に寒河江市教育委員会が調査した地点（2区西調査区の140m西方）では、土坑から

大洞A2式の一括資料（第44図）が出土しており、最上川沿いの微高地に居住域が営まれ、水に係わる場

所として2区西調査区が利用されていたと考えられる。従って壺形土器が多数出土している。また11区

にも少量出土している。土器の詳細は、「ⅩⅣ　調査の総括」で言及する。

第ⅩⅠ群土器：縄文時代晩期の粗製土器

第Ⅹ群土器に伴うと思われる粗製深鉢で、口縁部が直上する器形と、口頸部が屈曲して外傾して立ち上

がる器形とに大別される。前者の口縁部の立ち上がりは、外傾・直上・内傾の三つの形態が認められるが、

殆どが平縁で、口端は丸味を持って仕上げられる。粘土が外側に捲れた例（第439図13）や内側に捲れた

例（第439図28）も多く、口端が面取りされ平坦となる例（第436図5・13）や外傾した例（第438図4・

10）、尖鋭となる例（第438図9）等も存している。口縁部が外折する深鉢は、主に大洞A式の伴う粗製土

器で、平縁と小波状縁が存している。本遺跡で出土した晩期の深鉢は、多くが底部付近が横位に削り出さ

れ、ナデ調整が加えられている。

1 類 単一の原体により縄文地文が施されたもので、横位方向に回転施文される。末端を結節さ

せた綾繰文を有する例も含まれる。異なった原体が用いられた例（第444図13）も存している。

2 類 異原体による羽状縄文で構成された深鉢で、1類と同様に結節を持つ例（第438図1・4・

6）も見られるが、結節第1種ではなく、末端の結節である。晩期前葉～中葉に位置付けられよう。

3 類 網目状撚糸文で構成された深鉢で、横位方向に回転されており、晩期大洞BC～C2式に

位置付けられよう。東北南部に主体があり、本遺跡では客体でしかないが、2区の晩期木組遺構（第399

図22）から出土しており、2区東調査区遺物集中地点Ⅰ層（第440図3～8）や2区西調査区北側（第507

図9～13）で比較的纏まって認められる。

4 類 櫛歯状工具による条線文を施した深鉢である。櫛歯状工具による条線文は後期の深鉢の特

徴であり、識別は困難であるが、 第440図9～17は2区東調査区遺物集中地点1層から出土しており、

層位的に晩期に位置付けられる。第505図1も晩期が主体である2区西調査区北側から出土しており、

晩期に位置付けられる公算が高い。櫛歯状工具による条線が大きく蛇行して垂下する文様で、類例として

は山形県村山市宮の前遺跡［植松1999：第83図 10］や同白鷹町岡ノ台遺跡［名和1994：図版

Ⅹ　11区の調査成果
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13RP20d］、宮城県大和町摺萩遺跡［柳沢ほか1990：第319図2］で出土しており、大洞C2式前後に位

置するものと考えられる。

5 類 口頸部が外折し、外反気味に短く立ち上がる深鉢で、口頸部と体部との境界が沈線文で画

された例（第288図1、第499図4）は少なく、結節文（第499図5、第500図16・17）が施されたり、ケズ

リやナデによって弱い段が作出される（第493図6・7）。口頸部は外傾せずに直上又は内傾する例（第

434図10・11、第500図13～16）も存しており、小波状縁となる例（第288図2～4、第493図1、第499

図5）も認められる。大洞A式が主体である2区西調査区と11区に顕著に認められることから、該期に特

徴的な深鉢と考えられる。

6 類 無文の深鉢で、底部から内彎気味に立ち上がり、口縁部は直上して立ち上がる。 第440

図18、第447図13・14は、2区東調査区遺物集中地点Ⅰ・Ⅱ層で出土しており、層位的に晩期に位置

付けられる。

2）縄文時代後期遺物包含層出土の土器

前記した分類案を踏まえて、11区の縄文時代後期遺物包含層出土の土器を見てみると、後期初頭～前

葉の第Ⅲ群土器は僅かに出土しているが、後続する第Ⅳ群土器（南境2式期）は欠落しており、第Ⅴ群土

器（宝ヶ峯1式）が僅かに出土している。

本区で主体となるのは第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式期）で、特に6・9類が顕著に認められる。該域に存する

住居跡・土坑等の遺構も該期に相当しており、2区の水場遺構を構築した集団が、段丘上に集落を営んで

いた様相を窺うことができる。しかし2区では、作業場としての機能から、6・9類のような華美の装飾

を有する土器の出土量の僅少さが指摘されよう。6・9類が煮沸・貯蔵の道具としては機能していなかっ

たことが類推される。

11区ではそれ以降の遺物は認められず、晩期では大洞BC式の小片と大洞A2式の遺物のみが出土して

いる。2区は後期中葉以降も作業場として断続的に利用されている。しかし後期中葉以降、段丘上に居住

施設を認めることはできず、集落は高瀬山遺跡の調査区域外にあったと想定され、高瀬山遺跡の東側に位

置する石田遺跡が、拠点集落の有力地と見なされている。11区では大洞A2式の土坑3基（その他に13区

に1基）が検出され、結髪形土偶（第289図6）も出土している。墓域や儀礼の場所として本区周辺が利用

されていたと想定されよう。1997年に寒河江市教育委員会によって調査された地点から、大洞A2式の

土坑一括資料（図44）が出土していることから、該期の居住域が最上川沿いの微高地にあり、東側を見上

げた地点に当たる本区周辺が、何らかの活動地点となっていたことを窺わせる。

3）縄文時代後期遺物包含層出土のその他の遺物

11区縄文時代後期遺物包含層からは、土器以外に土偶等の土製品や石鏃等の石器が出土している。

土製品（遺物編第289～291図）

土偶は6点出土している（遺物編第289図1～6）。完形1点、頭部3点、胴部1点、腕部1点で、第289

図6が縄文時代晩期大洞A2式の結髪形土偶で、その他は縄文時代後期中葉と考えられる。5は棒状の特

殊な形態で手足はなく、顔の表現は鼻と口のみで、口部から末端にかけて貫通孔が穿たれる。

その他の土製品としては、土錘2点（第290図6・7）、スタンプ状土製品1点（第290図3）、有孔土製

品1点（第290図2）、円盤状土製品29点（第291図）が出土しているが、殆どが縄文時代後期中葉の所産
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と考えられる。

石　器（遺物編第292～299図）

石鏃は、8点出土している（第292図1～8）。無茎が6点、有茎が2点で、いずれも頁岩を素材としてい

る。

石篦は、4点出土している（第292図9～12）。頁岩製の縦長剥片を素材として、側面に加工が加えられ、

一端が尖鋭となるように作出される。

石匙は、4点出土している（第292図13、第293図1～3）。横型は1点のみで、その他は縦型となる。第

293図2は未成品と思われ、摘部は作出されていない。

石錐は、3点出土している（第293図4～6）。第293図4は棒状の形態をなし、両端が尖る。5は頭部

がつまみ状で、錐部が長く、調整加工が全面に及ぶ。6は頭部がつまみ状で、錐部が短く、素材剥片の形

状が残る。

磨製石斧は、4点出土し、その他に磨石、凹石、石皿が出土している。

Ⅹ　11区の調査成果
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ⅩⅠ 12区の調査成果

1 12 区 の 概 要（第18図）

12区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1999年の第4次と2000年の第5次

で実施した。12区は駐車場とセンターハウス関連施設の造成に係わる調査区で、1999年は調査区西端

の4,500m2、2000年はそれ以外の9,700m2の合計14,200m2の面積で調査を実施した。調査区の中央

を東西方向に、温泉管埋設に伴う2m幅の8区の調査区（1998年）が横断するが、12区はその南側と北

側を拡張した調査区となっており、整理作業の段階で、遺構・遺物を12区に振り分けて処理した。従っ

て8区を独立した調査区として扱わなかった。

12区は3区の居住施設の延長にある高位の段丘面と、縄文時代後期の包含層が形成された低位面から

なり、その境界には比高差40～60cmの緩い崖線が介在する。この崖線は高瀬山遺跡西端の7区と10

区の境界からSA地区を横断して、12区まで続くと想定される。12区西側では東西方向に走る1号溝跡

がこの崖線を掘り込んでおり、12区東側でも溝跡と崖線の延長を確認することができた。高位面はSA

地区・3区の奈良・平安時代の居住施設が集中する段丘面の延長にあり、13区へと続いている。一方低

位面は、縄文時代後期の遺構・遺物が多数検出された1・11区の延長にあり、12区でも同様の状況が看

取された。

12区の表土除去は1999年5月25日に開始し、2000年に遺構の調査を実施した13区と共に、7月2

日までに遺構検出を終了した。1999年の遺構の調査は9月3日～11月10日までの期間、2000年の遺

構の調査は4月18日～11月15日までの期間で実施した。12区のグリッドは公共座標に基づく大グリッ

ド制を採用しており、Q5・Q6・R4～6・S4～6・T4～6・U4～6区の範囲にある。

12区の現況の現況は果樹園で、調査区の西側のラインは1997年に調査した3区に接し、西側の南端

は1997年に調査した10m幅の1区の調査区を挟んで1999年に調査した11区に接している。また調査

区の東縁は水路を挟んで13区と区分され、北側のラインは1995年に調査した高瀬山遺跡2期の調査区

に接している。調査区高位面の西側と東側は比較的平坦であるが、調査区の中央部は南北方向の窪地とな

っており、比高差は60～80cmを測り、遺構は希薄となる。調査区の西側高位面の標高は101.6～

102m、西側低位面は101.2m、東側高位面が101.6～102.4m、東側低位面が101mで、中央窪地は

101.3mとなる。

10区で検出された遺構は、竪穴住居跡63棟、竪穴状遺構4基、掘立柱建物跡26棟、井戸跡28基、図

示した土坑が32基、溝跡が6条であった。高位面には奈良・平安時代の居住施設が集中し、低位面には

縄文時代後期の住居跡や土坑が集中していた。特に奈良・平安時代では掘立柱建物跡が竪穴住居跡の約半

分を占め、また調査区内に窪地が存する関係からか、井戸跡の数が他の調査区を凌駕している。
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第18図　12区遺跡全体図
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2 竪 穴 住 居 跡

12区からは、63棟の竪穴住居跡が検出されたが、その内訳は縄文時代後期5棟、奈良・平安時代58

棟で、前者が調査区の低位面、後者が調査区の高位面に形成されており、竪穴住居跡では4区に次ぐ数量

となっている。

12区1号住居跡（遺構編第245図、遺物編第300・301図）

1号住居跡は、調査区西側低位面のR6-01・02・11・12に位置する。北西壁には5号土坑が接して

おり、南側には3・4号住居跡が近接する。調査時名称はST232。

平 面 形　　径3.6～3.7mの円形の住居跡である。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　壁に沿ってピットが検出されており、壁柱穴となる可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡内の中央南寄りに地床炉が検出された。長軸80cm、短軸50cmの楕円形を呈し、

掘り方は床面から5cm程度である。

出土遺物　　床面から第300図6・7、第301図8、その他は覆土下位～床面直上に相当する。北西壁

付近の床面直上には礫の集中が認められた。第301図8は花崗岩製の磨石である。

時　　期　　出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられる。5号土坑との新

旧関係は判然としないが、土層断面からは1号住居跡を5号土坑が切っているようにも窺える。

12区2号住居跡（遺構編第245図、遺物編第301図）

2号住居跡は、調査区西側低位面のR5-90、R6-00に位置し、住居跡の中央には1号溝跡が南北方向に

掘り込まれている。調査時名称はST231。

平 面 形　　長軸4.2m、短軸3.4mの楕円形を呈すると思われるが、中央に1号溝跡が切り込まれて

おり、形状は判然としない。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内には多数のピットが検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　床面から、第301図9・13・15が出土した。その他は覆土下位～床面直上に相当する。

第301図16は花崗岩製の台石である。

時　　期　　出土した縄文土器は小片のみであるが、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられ

る。

2 竪 穴 住 居 跡
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12区3号住居跡（遺構編第246図、遺物編第302～304図）

3号住居跡は、調査区西側低位面のR6-10に位置する。調査区の南端に当たり、1区に接しており、1

区6号住居跡が近接しており、東に12区4号住居跡、北東に12区1号住居跡が近接する。調査時名称は

ST233。

平 面 形　　長軸は不明であるが、短軸2.9mの不整形の住居跡である。南西壁は1区の調査区に当た

るが、遺構の残りは未検出である。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内や壁際にピットが多く検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　検出されていない。

出土遺物　　床面から第302図3～6、第303図3・4・6・11・12・14～16、第304図2・5・

8・11・12・15、床面直上から第302図2・8、第303図8、第304図1・14が出土した。また覆土

からは、土偶の左脚部（第304図16）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられる。但し形状が明確

でなく、炉も検出されていないことから、住居跡であるかは判然としない。遺物が多数出土し、壁の立ち

上がりが認められたことから、住居跡の範疇に含めた。

12区4号住居跡（遺構編第246図、遺物編第305図）

4号住居跡は、調査区西側低位面のR6-11・21に位置し、北に1号住居跡、西に3号住居跡、南に1

区6号住居跡が近接する。調査時名称はST234。

平 面 形　　炉跡と思われる焼土遺構が検出され、直ぐ脇の床面から台石（第305図2）が出土したた

め、住居跡として調査を実施した。しかし周囲からピットが多数検出されたが、壁の立ち上がりは認めら

れず、その範囲は明確でない。径6m前後の円形を呈するものと推測される。

堆 積 土　　炉跡、ピットの覆土以外は認められない。

壁　　面　　検出されていない。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　ピットは多数検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　長軸50cm、短軸40cmの楕円形の範囲で、焼土粒の集中が認められた。掘り下げた結果、

径80cmの円形の土坑（遺構検出面からの深さ30cm）となったが、土坑が埋没した後に炉跡が構築された

と推察され、炉跡の掘り方は15cm程度の深さで、土層断面の1～4層が相当すると考えられる。従って

土坑の底面から出土した注口部（第305図1）は、炉跡構築以前の所産と見なされる。

出土遺物　　炉跡脇から台石（第305図2）が出土したのみである。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲から検出された遺構の時期から、

縄文時代後期中葉と考えられる。

ⅩⅠ 12区の調査成果
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12区5号住居跡（遺構編第247図、遺物編第305図）

5号住居跡は、調査区西側低位面のR6-17・18に位置する。調査区の高位面と低位面を画する緩い崖

線の直下に構築されており、縄文時代遺構群の北端に当たる。調査時名称はST207。

平 面 形　　長軸3.9m、短軸3.1mの楕円形を呈すると思われる。斜面下位の南壁は削平され未検出

で、西壁の一部も確認できなかった。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　壁に沿ってピットが検出されており、壁柱穴となる可能性が考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

炉　　跡　　住居跡の中央に長軸70cm、短軸50cmで、掘り方が5cm程度の楕円形の炉跡が検出さ

れた。

出土遺物　　覆土から縄文土器の破片資料（第305図3～8）と剥片が出土した。

時　　期　　出土した土器から、縄文時代後期中葉宝ヶ峯2式の住居跡と考えられる。

12区6号住居跡（遺構編第247図、遺物編第305図）

6号住居跡は、調査区西側低位面のR5-82・83・92・93に位置し、12区では低位面で検出された

唯一の奈良・平安時代の住居跡である。西壁に沿って浅い溝跡が掘り込まれており、東側には掘立柱建物

跡の柱穴と思われる土坑が掘り込まれている。調査時名称はST230。

平 面 形　　南北軸2.5m、東西軸2.3mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－21°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　北西角に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内からピット2基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の東角に構築されており、煙道部と燃焼部が検出され、袖部は認められなかった。煙

道部の幅は60cmと幅広で、住居跡の床面と同等の高さに掘り込まれている。燃焼部から刻書土器（第

305図9）が出土した。

出土遺物　　床面から、第305図10が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。西壁に沿って溝跡が

6号住居跡を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

12区7号住居跡（遺構編第248図、遺物編第306図）

7号住居跡は、調査区西側高位面のR5-32・42に位置する。調査区の西端に当たり、住居跡の中央を

南北方向に3区8号溝跡が掘り込まれ、東に8号住居跡、北西に3区4号住居跡が近接する。調査時名称

はST202。

平 面 形　　南北軸3.1m、東西軸3.6～4mの台形を呈し、主軸方向はN－31°－Eにある。カマド
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が構築された南壁が広くなっている。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。カマド内から黒色土器（第

306図5）、周囲からは第306図4が出土した。第306図9・10は左袖近くのピット内から出土した。

出土遺物　　カマド以外では、土師器の坏（第306図2）が床面から、土師器の甕（第306図6・8）が

覆土下位～床面にかけて出土した。

時　　期　　カマドが構築されており、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。しかし出土土器から、

確な時期は導き出せない。

12区8号住居跡（遺構編第249図、遺物編第306・307図）

8号住居跡は、調査区西側高位面のR5-33・34・43・44に位置する。調査区の西端に相当し、東に

11号住居跡、南東に13号住居跡、西に7号住居跡が近接しており、住居跡内の中央には楕円形の土坑

（P5）が掘り込まれている。調査時名称はST203。

平 面 形　　南北軸4.5～4.9m、東西軸4～4.8mの方形で、主軸方向はN－0°にある。カマドの

ある南壁の横幅が、やや広くなっている。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内や壁際には土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴の可能性が考えられるの

はP1～P4で、北東角の柱穴が判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出した。燃焼部からは第307図1が出土

した。

出土遺物　　住居跡覆土から第306図11・14・15、第307図2・4・6が出土した。またP5から

第306図12、P6から第307図3・5・7・8、P7から土製紡錘車（第307図9）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。住居跡中央の土坑

（P5）は住居跡の覆土を掘り込んでおり、住居跡よりも新しいと判断される。

12区9号住居跡（遺構編第250図、遺物編第307・308図）

9号住居跡は、調査区西側高位面のR4-86・96に位置する。西壁を10号住居跡に切られ、東壁の一

部も5号掘立柱建物跡のP6に切られている。調査時名称はST316。

平 面 形　　南北軸2.8mを測るが、東西軸は10号住居跡に切られ不明である。主軸方向はN－

13°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。
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壁　　面　　壁高は5～10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　土坑状の掘り方には床が貼られるが、直床である。

柱　　穴　　東壁にピットが集中するが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。燃焼部から須恵器の蓋（第307

図12）、南壁際から土師器の坏（第308図1）が出土した。

出土遺物　　住居跡の覆土～床面直上で、第307図10・11が出土した。第308図2・3は10号住居

跡との境界のピット内から出土しており、厳密には9号住居跡に帰属しない可能性がある。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。9号住居跡は10号

住居跡に切られており、9号住居跡の方が古いと判断される。また5号掘立柱建物跡のP6が9号住居跡

の東壁を切っており、9号住居跡の方が古いと判断される。

12区10号住居跡（遺構編第250図、遺物編第308・309図）

10号住居跡は、調査区西側高位面のR4-85・86・95・96に位置する。東壁は9号住居跡を切って

おり、東に4・5号掘立柱建物跡、北西に1号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST315。

平 面 形　　南北軸5.2m、東西軸3.7mの方形で、主軸方向はN－2°－Wにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、9号住居跡の床面よりも15cm低くなる。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から土師器の甕（第

309図9）、右袖から須恵器の坏（第308図9）、右袖脇の土坑（P1）から須恵器の坏（第308図5）と土師器

の甕（第309図5・7・8）が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第308図10・13、床面直上から第309図10、P2から第

308図7、第309図2が出土した。その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。10号住居跡は9号

住居跡を切っており、10号住居跡の方が新しいと判断される。

12区11号住居跡（遺構編第251・252図、遺物編第309・310図）

11号住居跡は、調査区西側高位面のR5-34～36・44～46・54～56に位置する。15号住居跡と重

複関係にあり、南西に13号住居跡、西に8号住居跡、北に9号住居跡が近接する。調査時名称はST206。

平 面 形　　南北軸7.2m、東西軸7.6mの方形で、主軸方向はN－9°－Wにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。15号住居跡の床面よりも10cm程度低い。

柱　　穴　　P1～P4の土坑4基が柱穴に相当する。

壁　　溝　　幅25cm、深さ10cmの壁溝が全周されている。
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カ マ ド　　南壁の西寄り（カマド1）と北壁の中央（カマド2）に2基構築されている。カマド1は袖

部と燃焼部が検出されたが、燃焼部から第309図15、第310図7・8、左袖脇から第310図3・5、右

袖から第310図4、前庭部床面から第310図6、カマド一括として第310図2・9が出土した。カマド2

は燃焼部のみ検出され、袖部は認められず、遺物も殆ど出土していない。このことはカマド2が、カマド

1よりも早く役割を終えたことを想起される。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第309図17、柱穴のP2から第309図12、P5の検出面から

第309図14、P5から第310図1が出土した。その他は覆土から出土したが、縄文時代後期中葉の土偶

（第310図10）も含まれている。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。11号住居跡の埋没

後に15号住居跡が構築されたことから、11号住居跡の方が古いと判断される。

12区12号住居跡（遺構編第252図）

12号住居跡は、調査期西側高位面のR5-65・66・74～76に位置する。遺構検出の時点で床面が露

頭しており、斜面下位の南西部分は削平され、溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST217。

平 面 形　　南北軸は7.2mを測るが、東西軸は削平され判然としない。主軸方向はN－27°－Wに

ある。

堆 積 土　　遺構検出時点で床面が露頭しており、壁溝の掘り方の覆土しか認められない。

壁　　面　　壁溝の立ち上がりのみ確認された。

床　　面　　削平を受けており、本来の床面の状況は判然としない。

柱　　穴　　P1・P2の土坑2基が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　幅60～70cm、深さ10cm程度の壁溝が北壁と東壁で検出された。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区13号住居跡（遺構編第253図、遺物編第311・312図）

13号住居跡は、調査区西側高位面のR5-54に位置する。14号住居跡と重複し、北壁～西壁にかけて溝

跡が掘り込まれている。北に11号住居跡、南東に12号住居跡、北西に8号住居跡が近接する。調査時

名称はST214。

平 面 形　　南北軸5m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第312図8が

出土した。また右袖脇のP5からは須恵器と土師器の坏（第311図1・2・4・5・8・13、第312図3・7）
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が纏まって出土した。P5からは他に第311図10・11、第312図1・2・4・6・12・13・15が出

土した。また東壁中央にも焼土粒を少々含む掘り方が検出された。

出土遺物　　覆土が浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。第311図7はP1又はその

重複する土坑から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。13号住居跡は14号

住居跡を切っており、14号住居跡よりも新しいと判断される。また溝跡が13号住居跡を切っており、溝

跡の方が新しいと判断される。

12区14号住居跡（遺構編第253図）

14号住居跡は、調査区西側高位面のR5-54・64に位置する。13号住居跡と重複関係にあり、北に11

号住居跡、南東に12号住居跡、北西に8号住居跡が近接する。調査時名称はST215。

平 面 形　　南北軸3.7m、東西軸3.8mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。北西角は13号住

居跡に切られて判然としない。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　燃焼部のみ検出された。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定が困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。14号住居跡は13号住居跡に切られており、13号住居跡よりも古いと判断される。

12区15号住居跡（遺構編第254図、遺物編第313図）

15号住居跡は、調査区西側高位面のR5-55・56に位置する。11号住居跡と重複しており、南東に22

号住居跡、南に12号住居跡、西に13・14号住居跡が近接する。調査時名称はST205。

平 面 形　　南北軸3.3m、東西軸3.4mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、11号住居跡と重複した部分には床が貼られている。11号住居跡の床面よ

りも10cm程度高い。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南西角（カマド1）と南壁の東寄り（カマド2）に2基構築されている。カマド1は燃焼部

のみ検出されたが、燃焼部両脇の礫は袖石であったと考えられる。カマド2は袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　住居跡の南東角の床面から、第313図1・7・9～12が纏まって出土した。その他は覆

土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。11号住居跡の埋没
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後に15号住居跡が構築されており、11号住居跡よりも新しいと判断される。

12区16号住居跡（遺構編第254図、遺物編第313図）

16号住居跡は、調査区西側高位面のR5-38・47・48に位置する。21号住居跡と土坑を介して接し

ており、住居跡の周囲には、楕円形の周溝跡である3号溝跡が存している。調査時名称はST208。

平 面 形　　南北軸4.2m、東西軸3.9mの方形で、主軸方向はN－18°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　P1～P4のピット4基が他のピットよりも深く掘り込まれており（床面から35～45cm）、

柱穴であったと判断される。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西側に構築されており、燃焼部のみ検出された。

出土遺物　　覆土は浅く、出土した遺物の多くは覆土下位～床面直上に相当する。第313図18がピッ

ト上面の貼床面から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。16号住居跡を取り

囲むように3号溝跡が構築されているが、時期的な関係については明かでない。

12区17号住居跡（遺構編第255図、遺物編第314・315図）

17号住居跡は、調査区西側高位面のR4-57・58・67・68に位置する。南東角に土坑が重複し、南

東に18号住居跡、西に2・3号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST301。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。カマド一括として第314

図4・16・17、第315図2・3が出土した。また右袖脇のP1から第314図1～3・5・6・9・12・

15、左袖脇のP2から第314図11・14が出土した。

出土遺物　　床面から第315図1、P3から第314図8、P4から第314図7、P5から第314図10が出

土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。17号住居跡は南東

角の土坑を切って構築されており、土坑よりも新しいと判断される。

12区18号住居跡（遺構編第256図、遺物編第315～317図）

18号住居跡は、調査区西側高位面のR4-78・79・88・89に位置し、東に17号住居跡、西に4・5

号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST303。
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平 面 形　　南北軸5.7～5.8m、東西軸5.6～6.6mの台形を呈し、主軸方向はN－21°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床面からの壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有し、多数のピットが掘り込まれている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴と特定できたのはP1のみである。

壁　　溝　　北壁に幅20cm、深さ5cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁のやや東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。東壁の西寄りにも焼土

粒の集中が認められており、カマドが存していた可能性も考えられる。

出土遺物　　床面から第315図5、第316図8・15・20、第317図2、床面直上から第316図6、貼

床下の土坑状の掘り方から第315図14・15、第316図5・17、その他は覆土から出土した。管状土錐

が2点出土している（第317図5・6）。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区19号住居跡（遺構編第257図、遺物編第317～319図）

19号住居跡は、調査区西側高位面のR4-97・98、R5-07・08に位置し、北西に4・5号掘立柱建物

跡が近接する。調査時名称はST302。

平 面 形　　南北軸4.2m、東西軸4.4mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　北・西壁と南壁の一部に、幅30cm、深さ10cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部は「U字形」を呈し、

東壁との間に15cmの隙間存し、両脇には径20cmのピットが対になるように掘り込まれている。カマ

ド内側と右袖内から第319図2、右袖脇の覆土下位～床面から第318図5・6、第319図4、カマド一括

として第317図9が出土した。

出土遺物　　床面から第317図11・12、第318図5、P1から第318図4、P2から第317図13、第

319図1、P3から第317図7、第318図3、第319図5、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区20号住居跡（遺構編第258図、遺物編第321図）

20号住居跡は、調査区西側高位面のS4-51・61に位置する。北に10号掘立柱建物跡、東に27・28

号土坑、南東に13号掘立柱建物跡が近接しており、住居跡の東壁に2号溝跡が掘り込まれる。調査時名

称はST305。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸3.2mの方形で、主軸方向はN－3°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。
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柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。カマドの覆土から

土師器の甕（第321図6）が出土した。

出土遺物　　床面から第321図5、床面直上から第321図1・2・4・7・8、覆土から第321図3が

出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。20号住居跡を2号

溝跡が切っており、住居跡の方が古いと判断される。

12区21号住居跡（遺構編第259図、遺物編第322・323図）

21号住居跡は、調査区西側高位面のR5-47・48・57・58に位置する。22号住居跡と重複関係にあ

り、住居跡内には3号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST211。

平 面 形　　南北軸4.4m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。両袖部には袖石が認められ、

燃焼部から第322図1、第323図1・2、右袖末端の床面から第322図9、左袖内から第322図11が出

土した。

出土遺物　　カマド以外では、貼床面の直上から第322図7、その他は覆土から出土した。覆土から縄

文時代の磨製石斧（第323図3）も出土している。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。21号住居跡は22号

住居跡を切っており、また3号溝跡に切られている。従って遺構の新旧順序は、古い方から22号住居跡

→21号住居跡→3号溝跡となる。

12区22号住居跡（遺構編第259図、遺物編第323図）

22号住居跡は、調査区西側高位面のR5-56～58・66～68・76～78に位置する。21号住居跡と重

複しており、南西に12号住居跡が近接する。調査時名称はST213。

平 面 形　　南北軸8.1m、東西軸8.3mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。

柱　　穴　　P2～P5の4基の土坑が柱穴と考えられる。底面には楕円形の柱痕跡が認められた。

壁　　溝　　幅20～80cm、深さ10cmの壁溝が巡らされている。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、裾部の一部と燃焼部が検出された。袖部は左袖のみで、

右袖は認められなかった。また両袖の外側に、対になって径20cmのピットが掘り込まれているが、カ
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マドに係わる施設の跡と推察される。

出土遺物　　遺物の殆どが、覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。22号住居跡は21号

住居跡に切られている。従って遺構の新旧順序は、古い方から22号住居跡→21号住居跡→2号溝跡と

なる。

12区23号住居跡（遺構編第260図、遺物編第324図）

23号住居跡は、調査区中央のS4-01・02・11・12に位置する。カマドのある南端は1998年に8区

として調査を行い、その北側は2000年に調査を実施した。西壁は4号溝跡と重複しており、北に29号

住居跡、南に28号住居跡、西に24号住居跡が近接する。調査時名称はST306（12区）・ST4501（8区）。

平 面 形　　南北軸4m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－12°－Eにある。西壁は4号溝跡に

切られており、東西の幅は判然としない。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　住居跡内や壁際からピットが検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　東壁と北壁で検出された。幅30cm、深さ10cmを測る。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部の一部・燃焼部が検出された。燃焼部付近

に8区と12区の境界が存したため、詳細な調査が実施できなかったが、左袖には袖石が認めら、燃焼部

にかけて礫が多く出土した。

出土遺物　　床面から第324図2・6・7・10、壁溝内から第324図8・9が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。西壁を4号溝跡に切

られており、23号住居跡の方が古いと判断される。

12区24号住居跡（遺構編第261図、遺物編第325・326図）

24号住居跡は、調査区西側高位面のS4-90・91、S5-00・01に位置する。東に23号住居跡が近接し、

住居跡内を南北方向に2号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はST304。

平 面 形　　南北軸5.3m、東西軸4.7～5mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　北壁・西壁と東・南壁の一部に壁溝が認められる。幅25cm、深さ10cmを測る。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。カマドから出土した遺物は、

極めて少ない。

出土遺物　　床面から第325図1・2・4～6（4は貼床面）、床面直上から第325図13・15、P1から

第325図3、P2から第325図15・16、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。2号溝跡は24号住
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居跡を切っており、住居跡の方が古いと判断される。

12区25号住居跡（遺構編第262図、遺物編第326～328図）

25号住居跡は、調査区中央のS4-22・23・32・33に位置する。26号住居跡と重複関係にあり、南

北方向に4号溝跡が掘り込まれ、北は高瀬山遺跡2期の調査区、東に27号住居跡、南に11号掘立柱建物

跡、南西に10号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST308。

平 面 形　　南北軸5.1m、東西軸4.7mの方形で、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出の時点で、床面が露頭しており、覆土は土坑・ピットや貼床の掘り方で認められ

た。

壁　　面　　床面が露頭しており、掘り方の立ち上がりのみ検出された。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　25号住居跡では、P1・P2が柱穴と想定されるが、26号住居跡の柱穴の可能性も考えら

れる。

壁　　溝　　西壁に溝状の掘り方が一部検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。燃焼部から須恵器の蓋（第326

図3）が出土した。

出土遺物　　出土遺物は、厳密に26号住居跡と区分できなかったが、重複状況から殆どが25号住居

跡から出土したと見なすことができよう。第326図4～7、第327図1～6、第328図1がカマド付近の

床面から出土したが、それ以外ではP4から第328図2・3が出土した。出土場所は判然としないが、土

玉（第328図5）や縄文時代早期後葉条痕文土器の破片（第328図4）も出土している。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。25号住居跡が26号

住居跡を切っており、25号住居跡の方が新しいと判断される。また4号溝跡が25号住居跡を切っている

と見られるため、4号溝跡の方が新しいと判断される。

12区26号住居跡（遺構編第262図、遺物編第326～328図）

26号住居跡は、調査区中央のS4-22・23・32・33に位置する。25号住居跡と重複関係にあり、北

は高瀬山遺跡2期の調査区、東に27号住居跡、南に11号掘立柱建物跡、南西に10号掘立柱建物跡が近

接する。調査時名称はST326。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸3.5mの方形と推測され、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出の時点で、床面が露頭しており、覆土は土坑・ピットや貼床の掘り方で認められ

た。

壁　　面　　床面が露頭しており、掘り方の立ち上がりのみ検出された。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　26号住居跡では、P3が柱穴と想定されるが、P1・P2も同住居跡の柱穴となる可能性が

考えられる。

壁　　溝　　北壁に溝状の掘り方が一部検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されたと推定され、燃焼部のみが検出された。25号住居跡構築に際

して、削平されたと判断され、燃焼部の上面からは25号住居跡に帰属される須恵器・土師器が纏まって
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出土した。

出土遺物　　26号住居跡で取り上げた遺物は存在しない。第329図1は25号住居跡の床面出土とし

て取り上げたが、住居跡のラインで見ると、26号住居跡に帰属される可能性が考えられる。

時　　期　　出土した土器がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代の住居跡と考えられる。26号住居跡は25号住居跡に切られており、26号住居跡の方が古いと判断さ

れる。

12区27号住居跡（遺構編第263図、遺物編第328・329図）

27号住居跡は、調査区中央のS4-33・34・43・44に位置し、南に12号掘立柱建物跡、西に11号

掘立柱建物跡、北西に25・26号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST309。

平 面 形　　南北軸5.1m、東西軸4.7mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、その他については判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄り（カマド1）と西寄り（カマド2）に2基構築されている。カマド1は燃焼部

のみ検出したが、土層断面では袖の痕跡を認めることができた。カマド2は袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　床面から第329図3、P3から第328図9、P4から第329図1、P5から第329図5・7、

P6から第329図2、P7から第329図6、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区28号住居跡（遺構編第264図、遺物編第330図）

28号住居跡は、調査区中央のS5-11・21に位置し、北に23号住居跡、東に37号住居跡、南に30号

住居跡が近接する。調査時名称はST212。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.2mの方形で、主軸方向はN－21°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られる。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第330図6、右

袖脇の床面から第330図8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第330図1・7・9（1は貼床面直上）、P2から第330図

3、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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12区29号住居跡（遺構編第265図、遺物編第331図）

29号住居跡は、調査区中央のS4-72・73・81～83・91～93に位置する。西壁に沿って4号溝跡、

東壁にも浅い溝跡が掘り込まれており、北に13号掘立柱建物跡、北東に14・15号掘立柱建物跡、南東

に34号住居跡、南に23号住居跡が近接する。調査時名称はST307。

平 面 形　　南北軸6.4～6.7m、東西軸6.5mの方形で、主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、住居跡内の周縁に壁溝状の掘り方を有する。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当する。P2・P4はピットが重複していることから、建て替えが行

われたと推察される。

壁　　溝　　東・北・西壁に幅60cm、深さ10cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部には径30cmのピッ

トが掘り込まれ、石が埋設され、袖部の基礎をなしており、右袖から第331図9、カマド内部から第331

図11が出土した。

出土遺物　　床面から第331図1、P5から第331図5、P6から第331図4、その他は住居跡の覆土か

ら出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。4号溝跡は29号住

居跡を切っており、29号住居跡の方が古いと判断される。

12区30号住居跡（遺構編第266・267図、遺物編第332～334図）

30号住居跡は、調査区中央のS5-40・41・50・51に位置する。南東角は攪乱を受け、西壁に沿っ

て4号溝跡が掘り込まれており、西に32号住居跡と18号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称は

ST209。

平 面 形　　南北軸6.2m、東西軸6.3mの方形で、主軸方向はN－17°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・褐灰色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、壁溝状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられる。径80cm程度で、床面からの深さは40cmを

測る。

壁　　溝　　北壁と東壁に幅1m、深さ10～15cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出されたが、カマド内から遺物は殆ど

出土していない。

出土遺物　　床面から第332図14（貼床面）、第333図1・3・5・7、第334図1、P2から第332図

6、P3から第332図11・17、第334図2、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。4号溝跡が30号住

居跡の西壁を切っており、30号住居跡の方が古いと判断される。
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12区31号住居跡（遺構編第267図、遺物編第334図）

31号住居跡は、調査区西側高位面のR5-74に位置する。北壁は溝跡に切られ、その北には12号住居

跡が近接するが、31号住居跡は崖線の傾斜が始まる地点に相当する。調査時名称はST204。

平 面 形　　南北軸は判然としないが、東西軸2.7mを測り、形状は隅丸方形と推定される。北を基本

とした主軸方向はN－17°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・暗褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、中央に貼床が認められる。31号住居跡の床面と溝跡の底面とのレベル差

は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁に構築されており、燃焼部のみ検出された。燃焼部から土師器の甕（第334図9）が

出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第334図6、覆土から第334図7・8が出土した。その他

に縄文土器片が出土している。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。31号住居跡の北壁

は溝跡に切られており、31号住居跡の方が古いと判断される。遺構の規模からは竪穴状遺構が妥当とな

るが、カマドが構築されており、住居跡の範疇に含めた。

12区32号住居跡（遺構編第267図、遺物編第335図）

32号住居跡は、調査区西側高位面のR5-59に位置する。北に18号掘立柱建物跡、東に30号住居跡、

西に16・21号住居跡が近接しており、住居跡の東西が2号溝跡と4号溝跡に挟まれている。調査時名称

はST210。

平 面 形　　南北軸2.7m、東西3.5mの方形で、主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測るが、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されているが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南西角に構築されており、燃焼部のみ検出された。壁際に礫が出土したが、袖石であった

可能性が考えられる。

出土遺物　　床面から第335図1、床面直上から第335図4、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区33号住居跡（遺構編第268図、遺物編第335図）

33号住居跡は、調査区中央のS5-81・82・91・92に位置する。低位面との境界である崖線の頂上

に当たり、北西側は調査区中央の窪地に向かって傾斜している。住居跡の北東角に2号井戸跡、北壁～南
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西角にかけて溝跡が重複しており、南東角は調査区域外となるため未調査となった。調査時名称は

ST236。

平 面 形　　南北軸5.5m、東西軸5.6mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認めらない。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当する。径60～80cm、深さ60～80cmを測る。

壁　　溝　　北壁・西壁・南壁に、幅25cm、深さ10cmの壁溝が検出された。

カ マ ド　　検出されていない。南壁東寄りの未調査区域に構築されていた可能性が考えられる。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。また砥石（第335図8）や縄文後期の土器片（第335図

7）が出土している。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構年代から、奈良・平安時

代の住居跡と考えられる。33号住居跡は北東角を2号井戸跡、北壁から南西角にかけて溝跡に切られて

おり、両遺構よりも古いと判断される。

12区34号住居跡（遺構編第269図、遺物編第336図）

34号住居跡は、調査区中央のS4-83・93・94に位置する。北に38号住居跡、北に14・15号掘立

柱建物跡、東に35号住居跡、西に29号住居跡が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地となる。調

査時名称はST311。

平 面 形　　南北軸2.8m、東西軸3mの方形で、主軸方向はN－20°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に貼床が認められる。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　断続的であるが、四方に壁溝が認められる。幅15～20cm、床面からの深さ5cm程度。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、燃焼部のみ検出した。

出土遺物　　覆土が浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区35号住居跡（遺構編第269図、遺物編第336図）

35号住居跡は、調査区中央のS4-95に位置する。北に36号住居跡、東に11号井戸跡、西に34号住

居跡、北西に14・15号掘立柱建物跡が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地となる。調査時名称

はST313。

平 面 形　　南北軸3.1～3.4m、東西軸4.5mの隅丸方形で、主軸方向はN－6°－Wにある。東壁は

削平され、貼床から住居跡の範囲が推定される。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。東壁は削平され、認められない。

床　　面　　全面に暗褐色土の床が貼られており、掘り方は平坦である。
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柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。また南壁の西寄りにも焼土

粒の集中が認められており、カマドが作り替えられた可能性も考えられる。

出土遺物　　床面から第336図7（土坑上面の貼床面）、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区36号住居跡（遺構編第270図、遺物編第336図）

36号住居跡は、調査区中央のS4-75・85・86に位置する。北に16号掘立柱建物跡、東に10・11

号井戸跡、南に35号住居跡、西に14・15号掘立柱建物跡が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地

となる。調査時名称はST312。

平 面 形　　南北軸2.4m、東西軸3.4mの方形と推測されるが、東壁に土坑が重複しており判然とし

ない。北を基準とした主軸方向はN－15°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方はやや起伏を有する。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南東角に構築されており、燃焼部のみ検出された。

出土遺物　　床面直上から第336図11、P2から第336図12・15、その他は住居跡の覆土から出土

した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区37号住居跡（遺構編第271図、遺物編第337・338図）

37号住居跡は、調査区中央のS5-23に位置する。住居跡の北西角に3号井戸跡が接し、南東に8号井

戸跡、西に28号井戸跡が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地となる。調査時名称はST216。

平 面 形　　南北軸4.2m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　東壁の一部に壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部のみ検出された。両袖の間には攪乱が掘り込まれ、

燃焼部が削平されており、右袖からは袖石が検出された。カマド内から土師器の甕（第337図12）が出土

した。

出土遺物　　床面から第337図1・7、床面直上から第337図14、第338図1・3、その他は住居跡

の覆土から出土した。覆土から出土した遺物の中に、墨書土器（第337図2）も含まれている。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。3号井戸跡とは壁が
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接しているのみで、新旧関係は判然としない。

12区38号住居跡（遺構編第272図、遺物編第338～340図）

38号住居跡は、調査区中央北端のS4-37・38・47・48に位置し、住居跡の北半分は高瀬山遺跡2

期の調査区との境界に入り込み、未調査となっている。東に12号井戸跡、南東に39号住居跡、南に2

号竪穴状遺構が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地となる。調査時名称はST319。

平 面 形　　南北軸は北壁が検出できず判然としないが、東西軸は4.9mを測り、主軸方向はN－

18°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡内の全面に床が貼られており、掘り方は比較的平坦である。

柱　　穴　　P1～P4のピット4基が柱穴に相当する。径40cm、深さ50～70cmを測る。

壁　　溝　　東・南・西壁に幅20cm、深さ5～10cmの壁溝が巡らされている。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部の北半分は攪乱を受

けており、左袖から袖石が検出された。カマド内から須恵器の坏（第338図8）、左袖前の床面から土師器

の甕（第340図5）、右袖前から土師器の甕（第340図6）が出土した。

出土遺物　　床面から第338図5～7・9・10・12・15、床面直上から第338図11・13、第339

図2・3、第340図1・2・7・8、P6から第338図4、その他は住居跡の覆土から出土した。第340図

8は鞘付きの刀子である。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区39号住居跡（遺構編第273図、遺物編第341・342図）

39号住居跡は、調査区中央北端のS4-58・59・68・69に位置する。東側は窪地に向かう傾斜地と

なっており、周囲には井戸跡が集中する。調査時名称はST318。

平 面 形　　南北軸6.4m、東北軸6mの方形で、主軸方向はN－25°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積し、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　貼床からの壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当する。径80cm、深さ50cmを測り、底面には径15～20cmの円

形の柱痕跡が認められる。

壁　　溝　　カマド付近を除く全ての壁に沿って、壁溝が巡らされている。幅20～25cm、床面から

の深さ10cm程度。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、裾部と燃焼部が検出された。燃焼部から第341図15、

第342図1・2・4が出土した。またカマドの前庭部やP1北東の床面にも、焼土粒の集中が認められた。

出土遺物　　カマド以外では、遺物の殆どが住居跡の覆土から出土したが、第341図13はP5から出

土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。
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12区40号住居跡（遺構編第274・275図、遺物編第343図）

40号住居跡は、調査区東側高位面のT5-51・52・61・62に位置する。東に46・47号住居跡、南

東に49号住居跡が近接し、西側は窪地に向かって傾斜地となる。調査時名称はST237。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.6～4mの方形で、主軸方向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積し、覆土下位に黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方は比較的平坦である。

柱　　穴　　住居跡内に土坑・ピットが多数検出されたが、その中でP1・P2が深さから柱穴に特定

されよう。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。左袖には袖石が認められ、

カマドから遺物は殆ど出土していない。

出土遺物　　床面から第343図1、P3から第343図3・6、P4から第343図2・12、P5から第343

図13、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区41号住居跡（遺構編第275図）

41号住居跡は、調査区東側高位面のT5-80・81に位置する。調査区の南端に当たり、土坑を介して

44号住居跡と接している。調査時名称はST241。

平 面 形　　南北軸3.1m、東西軸3.1mの方形で、主軸方向はN－2°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内からピット7基が検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。44号住居跡との新旧関係は、明確な切り合いが認められないことから判然としない。

12区42号住居跡（遺構編第276図）

42号住居跡は、調査区中央南端のS5-66・76に位置する。南に43号住居跡が近接し、北側は窪地に

向かって傾斜地となる。調査時名称はST235。

平 面 形　　南北軸2.8m、東西軸3mの隅丸方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方はやや起伏を有する。
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柱　　穴　　遺構内から土坑状の掘り方は認められたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに焼土粒の集中が認められ、カマドの燃焼部であったと考えられる。袖部や

煙道部は検出されていない。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。遺構の規模が小さく、床面や柱穴が明確でないことから、竪穴状遺構とすべきであっ

たかもしれないが、南壁の焼土粒の集中をカマドと認識したため、住居跡に含めた。

12区43号住居跡（遺構編第276図）

43号住居跡は、調査区中央のS5-86に位置する。住居跡の南側は調査区域外で、北に42号住居跡が

近接し、その北側は規模地に向かって傾斜地となる。調査時名称はST243。

平 面 形　　南北軸は不明であるが、東西軸3.1mを測り、形状は方形と推測される。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代と考えられる。

12区44号住居跡（遺構編第277図、遺物編第344図）

44号住居跡は、調査区中央のT5-71・72・81・82に位置する。45号住居跡と重複関係にあり、住

居跡の北東角～南壁にかけて5号溝跡が掘り込まれ、41号住居跡とは土坑を介して接している。調査時

名称はST239。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸3.9mを測り、主軸方向はN－7°－Eにある。東半の形状は判然と

しないが、44号住居跡が45号住居跡を切っている。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15～20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　住居跡の北側に貼床が認められる。45号住居跡の床面よりも5cm低くなる。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、その他は判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部の一部と燃焼部が検出された。煙道部は攪乱を受け

ており、右袖は5号溝跡により壊されている。燃焼部から第344図2・6、前庭部の床面から第344図1、

カマド一括として第344図8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、P3から第344図10、その他は住居跡の覆土から出土した。
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時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。44号住居跡は45号

住居跡を切っていることから、44号住居跡の方が新しく、また5号溝跡に切られることから、溝跡よりも

古いと判断される。従って遺構の新旧順序は、古い方から45号住居跡→44号住居跡→5号溝跡となる。

12区45号住居跡（遺構編第277図）

45号住居跡は、調査区中央のT5-82に位置し、44号住居跡・5号溝跡と重複関係にある。調査時名称

はST240。

平 面 形　　形状は方形と推測されるが、規模は44号住居跡と5号溝跡に切られており、判然としない。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積するが、44号住居跡に切られ、僅かに認められるのみである。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　検出されていない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　出土した遺物がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時

代と考えられる。45号住居跡は44号住居跡に切られており、45号住居跡の方が新しいと判断される。

12区46号住居跡（遺構編第278・279図、遺物編第345図）

46号住居跡は、調査区東側高位面のT5-52に位置する。47号住居跡と重複しており、北に22号掘立

柱建物跡、東に5号溝跡、南に49号住居跡、西に40号住居跡が近接する。調査時名称はST219。

平 面 形　　南北軸3.6m、東西軸3.4～3.6mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。47号

住居跡の床面より僅かに低い。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されているが、柱穴は特定できない。南壁際のP1

は47号住居跡の柱穴と考えられる。

壁　　溝　　西壁の南側に、幅20cm、床面からの深さ5cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の西端に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第345図1・2

が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、第345図11が住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。46号住居跡は47号

住居跡を切っており、46号住居跡の方が新しいと判断される。

12区47号住居跡（遺構編第278図、遺物編第345図）

47号住居跡は、調査区東側高位面のT5-52・53・62・63に位置する。46号住居跡と重複しており、

住居跡の北東角～南壁にかけて5号溝跡が掘り込まれ、南西角は攪乱を受けている。東に47号住居跡、
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南東に55号住居跡・23号掘立柱建物跡、南西に49号住居跡、西に40号住居跡が近接する。調査時名

称はST223。

平 面 形　　南北軸5.1m、東西軸5.4mの方形と推定され、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。46号住居跡の床面より僅かに高い。

柱　　穴　　P1が47号住居跡の柱穴と考えられるが、その他は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。カマド断面（I-I’）にある木材

は、後世の混入である。

出土遺物　　住居跡北東寄りのP2から第345図3・4・6～10が纏まって出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。47号住居跡は46号

住居跡に切られ、また5号溝跡にも切られることから、両遺構よりも古いと判断される。

12区48号住居跡（遺構編第279図）

48号住居跡は、調査区東側高位面のT5-83に位置する。調査区の南端に当たり、北東に55・56号住

居跡・23号掘立柱建物跡、西に44・45号住居跡が近接する。調査時名称はST242。

平 面 形　　南北軸2.8m、東西軸2.4mの隅丸方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られている。

柱　　穴　　遺構内から土坑・ピットが検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに焼土の集中が認められた。

出土遺物　　須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。遺構の規模が小さく、柱穴が明確でないことから、竪穴状遺構とすべきであったかも

しれないが、南壁の焼土粒の集中をカマドと認識したため、住居跡に含めた。

12区49号住居跡（遺構編第280図、遺物編第346図）

49号住居跡は、調査区東側高位面のT5-61・62・71・72に位置し、住居跡の南東角は5号溝跡、

北東角には攪乱が掘り込まれている。調査時名称はST218。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸3.7mの方形で、主軸方向はN－1°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

柱　　穴　　柱穴は検出されていない。

壁　　溝　　四方に幅30～40cm、床面からの深さ15cmの壁溝が巡らされている。
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カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。カマドの東側は5号溝跡によっ

て壊されている。

出土遺物　　床面から第346図1・2・4が出土した。第346図4は石製紡錘車である。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。49号住居跡は5号

溝跡に切られており、住居跡の方が新しいと判断される。

12区50号住居跡（遺構編第281・282図、遺物編第346・347図）

50号住居跡は、調査区西側高位面のT5-44・45・54・55に位置する。北壁を6号溝跡に切られて

おり、北東に53号住居跡、南東に51号住居跡、南に54号住居跡、西に5号溝跡が近接する。調査時名

称はST220。

平 面 形　　東西軸5.25m、現存の南北軸3mで、北壁は6号溝跡に壊されている。6号溝跡の北側に

住居跡のラインが認められないことから、50号住居跡は6号溝跡内で収束すると思われる。北を基準と

した主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に床が貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、その他については特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。左袖には心材に用いたと思

われる袖石が認められ、カマド内から第347図10が出土した。

出土遺物　　P1から第346図11、P4から第346図5、P5から第347図6、P6から第347図2・

4・5、P7から第346図7、第347図1、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。50号住居跡は6号

溝跡に切られており、50号住居跡の方が古いと判断される。

12区51号住居跡（遺構編第282図、遺物編第348図）

51号住居跡は、調査区東側高位面のT5-55・56・65・66に位置する。北に6号溝跡、南に58・

59号住居跡、西に50号住居跡が近接し、北壁には新しい溝状の耕作痕が検出された。調査時名称は

ST226。

平 面 形　　南北軸3m、東西軸3mの方形で、主軸方向はN－16°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　住居跡の南東角に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第348図2

が出土した。

出土遺物　　覆土は浅く、出土した遺物は覆土下位～床面直上に相当する。
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時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時代

と考えられる。

12区52号住居跡（遺構編第284図、遺物編第348・349図）

52号住居跡は、調査区東側高位面のT5-15・16・25・26に位置する。西に5号溝跡が近接し、住

居跡の南西角は1996年の予備調査のトレンチで削平されている。調査時名称はST322。

平 面 形　　南北軸4.7m、東西軸4.7mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認めれない。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられるが、その他は不明である。

壁　　溝　　住居跡の北西角に溝状の掘り方が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から第349図1～

4・6、第348図12、右袖前庭の覆土から第348図13、第349図5、右袖脇の土坑から第348図10が

出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第348図11から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区53号住居跡（遺構編第285図、遺物編第350図）

53号住居跡は、調査区東側高位面のT5-45・46に位置し、南に6号溝跡、南西に50号住居跡が近接

する。調査時名称はST224。

平 面 形　　南北軸3.4m、東西軸4mの方形で、主軸方向はN－11°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットは3基検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。

出土遺物　　出土した遺物は少ないが、北壁際の覆土から須恵器の甕（第350図1）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

12区54号住居跡（遺構編第286・287図、遺物編第350図）

54号住居跡は、調査区東側高位面のT5-63・64に位置する。55・56号住居跡と23号掘立柱建物跡

と重複関係にあり、北に50号住居跡、東に58号住居跡、西に47号住居跡・5号溝跡が近接する。調査

時名称はST221。

平 面 形　　南北軸3.5m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－90°にある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。
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床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P13～P15のピット3基が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東端に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部から土師器の甕（第

350図4～6）が出土した。

出土遺物　　床面から第350図3、覆土から第350図2が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。54号住居跡は55号

住居跡を切っており、55号住居跡よりも新しいと判断される。23号掘立柱建物跡との新旧関係は明確で

ないが、P7・P8が54号住居跡内に掘り込まれていることから、掘立柱建物跡の方が新しい可能性が考

えられる。従って遺構の新旧順序は、古い方から56号住居跡→55号住居跡→54号住居跡→23号掘立

柱建物跡となる。

12区55号住居跡（遺構編第286図、遺物編第350・351図）

55号住居跡は、調査区東側高位面のT5-63・64・73・74に位置する。54・56号住居跡と23号掘

立柱建物跡と重複関係にあり、北に50号住居跡、東に58号住居跡、西に47号住居跡・5号溝跡が近接

する。調査時名称はST222。

平 面 形　　南北軸5.2m、東西軸4.8mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・暗赤灰色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。床面レ

ベルは56号住居跡より5cm低く、54号住居跡より5cm高い。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、P16・P17が柱穴に相当すると考えら

れる。その他については判然としない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部の一部・燃焼部が検出された。左袖は認め

られず、燃焼部及びその周囲から第350図7、第351図2・3が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第350図9、P18から第350図12、P19から第350図

10、その他は覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。55号住居跡は56号

住居跡を切っており、54号住居跡を切っている。従って遺構の新旧順序は、古い方から56号住居跡→

55号住居跡→54号住居跡→23号掘立柱建物跡となる。

12区56号住居跡（遺構編第286図、遺物編第351図）

56号住居跡は、調査区東側高位面のT5-73・74・83・84に位置する。54・55号住居跡と23号掘

立柱建物跡と重複関係にあり、北に50号住居跡、東に58号住居跡、西に47号住居跡・5号溝跡が近接

する。調査時名称はST238。

平 面 形　　東西軸は3.6mを測るが、南北軸は55号住居跡に切られており、判然としない。主軸方

向はN－0°前後と推定される。
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堆 積 土　　覆土には赤黒色土・暗赤灰色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部が検出された。カマド内から第351図6が出土

した。

出土遺物　　カマド以外では、第351図4・5が住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。56号住居跡は55号

住居跡に切られており、55号住居跡よりも古いと判断される。従って遺構の新旧順序は、古い方から56

号住居跡→55号住居跡→54号住居跡→23号掘立柱建物跡となる。

12区57号住居跡（遺構編第287図、遺物編第351図）

57号住居跡は、調査区東側高位面のT5-85・95に位置する。北に58・59号住居跡、北西に55・

56号住居跡・23号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST244。

平 面 形　　南北軸3.9m、東西軸3.6mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　P1・P2が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており。燃焼部のみ検出された。燃焼部の両脇に径20cmのピ

ットが掘り込まれており、カマドに付随した施設であった可能性が考えられる。カマドかはら第351図7

が出土した。

出土遺物　　住居跡の覆土から第351図8～10、南壁際の土坑から第351図11が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

12区58号住居跡（遺構編第288図、遺物編第352～354図）

58号住居跡は、調査区東側高位面のT5-64・65・74・75に位置する。59号住居跡と重複し、北に

51号住居跡、南に57号住居跡、西に54～56号住居跡・23号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称は

ST225。

平 面 形　　南北軸4.6m、東西軸4.3mの方形で、主軸方向はN－27°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　P1～P3が柱穴に相当すると考えられるが、その他については判然としない。

壁　　溝　　幅20～25cm、深さ5～10cmの壁溝が、北壁と東・西壁の一部で検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、煙道部・袖部・燃焼部が検出された。煙道部の長さは
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95cmを測り、燃焼部から第353図1～3、第354図1・3が出土した。また右袖脇の覆土から第352図

13、その直下の土坑から第352図4、カマド一括として第352図8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第352図9、・12・14、P4から第352図11、P5から

第354図2、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。58号住居跡は59号

住居跡を切っており、58号住居跡の方が新しいと判断される。

12区59号住居跡（遺構編第288図、遺物編第354図）

59号住居跡は、調査区東側高位面のT5-65・75に位置する。58号住居跡と重複し、北に51号住居

跡、南に57号住居跡、西に54～56号住居跡・23号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST227。

平 面 形　　南北軸3.7m、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットが多数検出されたが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。燃焼部及びその周囲から第

354図6・7・9、カマド一括として第354図11が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面直上から第354図10、覆土から第354図8が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。59号住居跡は58号

住居跡に切られており、59号住居跡の方が古いと判断される。

12区60号住居跡（遺構編第289図、遺物編第354図）

60号住居跡は、調査区東側高位面のT4-96・97、T5-06・07に位置しており、東に径5mの円形の

風倒木痕が近接する。調査時名称はST323。

平 面 形　　南北軸4.4m、東西軸4.5mの方形で、主軸方向はN－12°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当する。東西柱列の中間にもピットが存することから、支柱であっ

た可能性が考えられる。

壁　　溝　　幅20cm、深さ10cmの壁溝が巡らされている。カマド1にも壁溝が掘り込まれている一

方、カマド2の燃焼部の掘り方は壁溝を切って構築されている。

カ マ ド　　南壁の東寄り（カマド1）と西寄り（カマド2）に構築されている。カマド1は煙道部のみ

検出され、カマド土層断面の3層に焼土粒が少々含まれていた以外、燃焼部は認められなかった。煙道部

の付け根に壁溝が巡らされ、袖部も検出されなかったことから、カマドとして日常的に使用されていなか

った可能性が考えられる。カマド2は燃焼部のみが検出され、明確な煙道部と袖部は認められなかった。

燃焼部の掘り方は壁溝を切って掘り込まれており、その北側には幅20cm、高さ10cm程度の小さな凸部
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（粘土の硬化ブロック）が認められた。燃焼部中央から支脚と思われる細長い礫が出土したが、被熱のため

脆弱化していた。

出土遺物　　P5から第354図12・13が出土した以外に、住居跡の覆土から須恵器・土師器の小片が

出土した。

時　　期　　出土した土器が少なく、時期の特定は困難であるが、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と

考えられる。

12区61号住居跡（遺構編第290・291図、遺物編第355～357図）

61号住居跡は、調査区東側高位面のT5-19・29、U5-10・20に位置する。調査区の東端に当たり、

北に20・21号掘立柱建物跡、東に9号溝跡、西に4号竪穴状遺構が近接する。調査時名称はST325。

平 面 形　　南北軸5.1m、東西軸4.6～5.1mの方形で、主軸方向はN－4°－Eにある。カマドが近

接する東壁の南側がやや張り出している。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当すると考えられる。P1・P4は南壁際に掘り込まれている。

壁　　溝　　北壁・西壁と東壁の一部で検出された。幅25cm、深さ10cmを測る。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。燃焼部及びカマド内から第

355図11、第356図3、左袖脇から第356図6、前庭部から第356図4が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第355図6・15、床面直上から第355図10、P5から第355

図3、P6から第355図7、P7から第355図12、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

12区62号住居跡（遺構編第292図、遺物編第357図）

62号住居跡は、調査区東側高位面のT5-58・68に位置し、住居跡内を東西方向に6号溝跡が掘り込ま

れている。調査時名称はST228。

平 面 形　　南北軸4.7m、東西軸4.6mの方形で、主軸方向はN－8°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　カマド部分を除く四壁に、幅20cm、深さ5cm程度の壁溝が巡らされている。

カ マ ド　　南壁の西寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。但し燃焼部は焼土粒があま

り多くなく、明確とは言えない。

出土遺物　　カマド左袖のピットから第357図9が出土した以外は、住居跡の覆土から遺物が出土し

た。第357図11は鉄製品、第357図12は縄文時代の石器である。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。62号住居跡は6号

溝跡に切られており、62号住居跡の方が古いと判断される。
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12区63号住居跡（遺構編第293図、遺物編第358・359図）

63号住居跡は、調査区東側のT5-79・89・99、T5-70・71・80・81・90・91に位置する。調

査区の東端に当たり、南東に向かう傾斜地となっており、東壁を13区との境界である水路で切られ、北

東に13区3号住居跡が近接する。調査時名称はST229。

平 面 形　　東壁が水路に切られ、また削平を受けており判然としない。南北軸は8mを測り、主軸方

向はN－0°にある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。東壁は削平され、検出できなかった。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　P1～P4が柱穴に相当すると考えられる。径1～1.1m、深さ85cmを測る。

壁　　溝　　住居跡の壁よりも内側に、柱穴を取り囲むように幅40cm、深さ10cmの溝状の掘り込み

が巡らされている。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部の一部と燃焼部が検出された。袖部が左袖のみで、

燃焼部は焼土粒が少なく明確とは言い難い。左袖脇の床面から第358図1・3・4・6・7・17、第

359図2～5、カマド一括として第359図1が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第358図2・5・8・16、第359図6（鉄製紡錘車）、P6から

第358図9・15 、その他は住居跡一括として第358図10～14が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の住居跡と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構

12区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認められなかった

遺構を総括した。12区からは4基の竪穴状遺構が検出されたが、特に管状土錘が6点出土した1号竪穴

状遺構、3対の柱穴状ピットを有する3・4号竪穴状遺構は特記されよう。

12区1号竪穴状遺構（遺構編第258図、遺物編第319・320図）

1号竪穴状遺構は、調査区西側高位面のR4-56に位置する。北壁に22号土坑、東壁に23号土坑、西

壁に24号土坑が重複しており、3号掘立柱建物跡南北柱列の西側のラインが、遺構内を南北方向に走っ

ている。調査時名称はST317。

平 面 形　　隅丸方形と思われるが、22～24号土坑が重複しており、形状は判然とせず、南西角のラ

インが窺えるのみである。

覆　　土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　全て覆土から出土した。管状土錘が6点出土し、縄文時代の石篦（第320図13）も出土し

ている。なお23号土坑からも管状土錘が出土した。

3 竪 穴 状 遺 構
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時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。1号竪穴状遺構は23

号土坑を切っており、23号土坑よりも新しいと判断される。一方北壁は22号土坑、西壁は24号土坑に

切られており、両土坑よりは古いと判断される。1号竪穴状遺構と22～24号土坑の新旧順序は、古い方

から23号土坑→1号竪穴状遺構→24号土坑→22号土坑となる。

12区2号竪穴状遺構（遺構編第263図）

2号竪穴状遺構は、調査区中央北端のS4-46・47・56・57に位置する。北に38号住居跡、東に39

号住居跡南に16号掘立柱建物跡、西に7号井戸跡が近接しており、東側は窪地に向かう傾斜地となる。

調査時名称はST320。

平 面 形　　南北軸2.3m、東西軸2.9mの方形で、北を基準とした主軸方向はN－18°－Eにある。

覆　　土　　覆土には黒褐色土・褐灰色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　遺構内の四隅にピットが掘り込まれている。径40～60cm、床面からの深さは50～

70cmを測り、柱穴であった可能性が考えられる。

出土遺物　　土器の小片が出土したのみである。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区3号竪穴状遺構（遺構編第283図、遺物編第348図）

3号竪穴状遺構は、調査区東側高位面のT4-65・66に位置する。調査区北端で、直ぐ北側は高瀬山遺

跡2期の調査区に接しており、西側は窪地に向かう傾斜地となる。調査時名称はST321。

平 面 形　　南北軸3.2m、東西軸2.9～3.5mの台形で、北を基準とした主軸方向はN－18°－Eに

ある。

覆　　土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　P1～P6のピット6基が柱穴に相当すると考えられる。径40cm、深さ30～70cmを測

り、掘り方の形状から、柱は内側に向かって斜め方向に立てられていたと推測される。建物の大きさの割

に柱穴が大きく、東西の柱が対になっていたと考えられる。

出土遺物　　遺構内の覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区4号竪穴状遺構（遺構編第283図、遺物編第348図）

4号竪穴状遺構は、調査区東側高位面のT5-27・28に位置する。遺構内を南北方向に浅い溝跡が掘り

込んでおり、東に61号住居跡が近接する。調査時名称はST324。

平 面 形　　南北軸2.9m、東西軸3.4mの隅丸方形で、北を基準とした主軸方向はN－18°－Eにあ
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り、長軸方向で見ると3号竪穴状遺構を90°転回した方向に合致する。

覆　　土　　覆土には粘土ブロックを多く含む黒褐色土が堆積し、最下層の7層には炭化物が多く含ま

れる。

壁　　面　　壁高は40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　P1～P6のピット6基が柱穴に相当すると考えられる。径40～60cm、深さ30～60cm

を測り、北側柱列が深く、南側柱列が浅い。北側柱列の3基の柱穴の底面には、柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺構内の覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

4 掘立柱建物跡

12区では、掘立柱建物跡が26棟検出されている。竪穴住居跡と同様に、調査区の西側と東側の高位面

に構築されており、数量は高瀬山遺跡HO地区の中では最大となる。竪穴状遺構と重複する掘立柱建物跡

は2棟と少ないが、掘立柱建物跡同士が重複する例が多く、殆どが奈良・平安時代の所産と考えられる。

掘立柱建物跡の中で2号掘立柱建物跡は、建物を区画した溝跡の底面に、柱穴が掘り込まれており、周溝

を伴う掘立柱建物跡の例として特記される。

12区1号掘立柱建物跡（遺構編第295図）

1号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR4-64・65・74・75に位置する。3区8号溝跡と重複関

係にあり、東に2・4・5号掘立柱建物跡、南東に9・10号住居跡が近接する。調査時名称はSB311。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－4°－Eにある。

規　　模　　梁3.8m、桁5.4mを測り、面積は約21m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西か

ら2m－1.8m、同じく南側が1.9m－1.9m、桁の西側が北から1.8m－1.7m－1.9m、同じく東側が

1.7m－2.2m－1.5mとなる。

柱　　穴　　径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～50cmを測る。P1・P4

～P6・P9・P10の底面には、径20cm程度の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。南北柱列の西側が3区8号溝跡に切られており、溝跡よりも古い遺構であったと判断さ

れる。

12区2号掘立柱建物跡（遺構編第295図）

2号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のR4-56・57・66・67・76・77に位置する。3号掘立柱

建物跡と重複しており、北に22～24号土坑、東に17号住居跡、南に4・5号掘立柱建物跡、南西に1

号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB312。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－4°－Eにある。

4 掘立柱建物跡
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規　　模　　梁5.4m、桁6.7mを測り、面積は約36m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西か

ら2.7m－2.7m、同じく南側が2.5m－2.7m、桁の西側が北から2.3m－2.2m－2.2m、同じく東側が

2.3m－2m－2.3mとなる。なお溝跡は幅45cm、遺構検出面からの深さ40cmを測り、東西軸5.6～

6m、南北軸7.1mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは50cm（溝跡底面から10cm程度）を

測る。殆どの柱穴の底面には、15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。2号掘立柱建物跡の周溝が3号掘立柱建物跡のP5を切っていることから、3号掘立柱

建物跡の方が古く、2号掘立柱建物跡が新しいと判断される。

12区3号掘立柱建物跡（遺構編第296図）

3号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR4-46・47・56・57・66・67に位置する。2号掘立柱

建物跡及び22号土坑・1号竪穴状遺構と重複しており、東に17号住居跡が近接する。調査時名称は

SB301。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－11°－Eにある。北西角の柱穴は22号

土坑の底面に辛うじて認められたが、南北柱列西側の2本目の柱穴は、1号竪穴状遺構の中で検出できな

かった。

規　　模　　梁5.1～5.6m、桁7.5mを測り、面積は約40m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側

が西から3m－2.6m、同じく南側が2.6m－2.5m、桁の西側が北から4.7m－2.7m、同じく東側が

2.6m－2.2m－2.7mとなる。

柱　　穴　　径50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～50cmを測る。P1～P8の底

面に、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。3号掘立柱建物跡のP5が2号掘立柱建物跡の周溝に切られており、3号掘立柱建物跡

の方が古く、2号掘立柱建物跡が新しいと判断される。

12区4号掘立柱建物跡（遺構編第297図）

4号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR4-76・77・86・87に位置する。5号掘立柱建物跡と重

複しており、北に2号掘立柱建物跡、西に18号住居跡、南東に19号住居跡、西に9・10号住居跡が近

接する。調査時名称はSB302。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－0°にある。

規　　模　　梁5.1m、桁6.6mを測り、面積は約34m2となる。柱心心間の距離は、桁の北側が西か

ら2.5m－2.6m、同じく南側が（2.4m）－2.6m、桁の西側が北から2.2m－2.2m－（2.1m）、同じく東

側が2.3m－2m－2.3mとなる。

柱　　穴　　一辺60cmの方形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～60cmを測り、5号掘立柱

建物跡の柱穴よりも浅い。P6を除く全ての柱穴の底面に、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。
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出土遺物　　P4・P10から須恵器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。4号掘立柱建物跡の柱穴は5号掘立柱建物跡の柱穴に切られており、4号掘立柱建物跡の方

が古いと判断される。

12区5号掘立柱建物跡（遺構編第297図）

5号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR4-76・77・86・87に位置する。4号掘立柱建物跡と重

複しており、北に2号掘立柱建物跡、西に18号住居跡、南東に19号住居跡、西に9・10号住居跡が近

接する。調査時名称はSB303。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－0°にある。

規　　模　　梁5m、桁6.4mを測り、面積は約32m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西から

2.5m－2.5m、同じく南側が2.3m－2.7m、桁の西側が北から2m－2.2m－2.2m、同じく東側が

2.1m－2m－2mとなる。

柱　　穴　　長軸80cm～1m、短軸40～70cmの長方形を基本とし、遺構検出面からの深さは

60cmを測る。全ての柱穴の底面に、径15～20cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。5号掘立柱建物跡の柱穴は4号掘立柱建物跡の柱穴を切っており、5号掘立柱建物跡の

方が新しいと判断される。

12区6号掘立柱建物跡（遺構編第298図）

6号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR4-29・39に位置する。8号掘立柱建物跡と重複関係にあ

り、南に2号溝跡が接し、南東に7号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB304。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物と推定され、北を基準とした主軸方向はN－8°－Eにあ

る。但し東西柱列南側の中間の柱穴は検出できなかった。

規　　模　　東西4.1m、南北4.2mを測り、面積は約17m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から2.1m－2m、同じく南側が4.1m、南北柱列の西側が北から2m－2.2m、同じく東側が

2.1m－2.1mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。P8を除

く全ての柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P2・P4から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。8号掘立柱建物跡の柱穴とは重複しておらず、新旧関係は判然としない。

12区7号掘立柱建物跡（遺構編第298図）

7号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のR4-39・49、S4-30・40に位置する。8号掘立柱建物跡と

重複関係にあり、きたに2号溝跡が接し、東に10号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB306。

構　　造　　東西2間、南北2・3間の側柱建物で、主軸方向はN－7°－Eにある。
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規　　模　　東西4.4m、南北4.1mを測り、面積は約18m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が2.3m－2.1m、同じく南側が1.7m－0.9m－1.8m、南北柱列の西側が2.1m－2m、同じく東側

が2m－2mある。

柱　　穴　　径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。全ての

柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1～P3・P7から須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。8号掘立柱建物跡の柱穴とは重複しておらず、新旧関係は判然としない。

12区8号掘立柱建物跡（遺構編第299図）

8号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のQ4-29・39・48・49、S4-20に位置する。6・7号掘立

柱建物跡と重複関係にあり、東西方向に2号溝跡が掘り込まれている。調査時名称はSB305。

構　　造　　梁行2間、桁行4間の総柱建物で、主軸方向はN－7°－Eにある。

規　　模　　梁4.3～5.1m、桁9.4mを測り、面積は約47m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側

が西から2.2m－2.1m、同じく2列目が2.4m－2.2m、同じく3列目が2.3m－2.2m、同じく4列目が

2.2m－2.6m、同じく南側が2.3m－2.8m、桁の西側が北から2.6m－2.4m－2.4m－2m、同じく中

間が2.7m－2.6m－2.7m－1.6m、同じく東側が2.5m－2.6m－2.6m－1.7mとなる。

柱　　穴　　径60～70cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～30cmを測る。P13を

除く全ての柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。P4・P8・P9には柱痕跡が

複数存しており、建て替えが行われたことを窺わせる。

出土遺物　　P3・P5・P13から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。6・7号掘立柱建物跡の柱穴とは重複しておらず、新旧関係は判然としない。

12区9号掘立柱建物跡（遺構編第299図）

9号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のR5-24・25に位置しており、南に11号住居跡、南西に8号

住居跡が近接する。調査時名称はSB201。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、北を基準とした主軸方向はN－2°－Wにある。

規　　模　　梁3.6m、桁3.8mを測り、面積は約14m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側が北か

ら1.9m－1.7m、同じく東側が1.9m－1.5m、桁の北側が西から1.3m－1.2m－1.3m、同じく南側が

1.3m－1.2m－1.3mとなる。

柱　　穴　　径30cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは15～45cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区10号掘立柱建物跡（遺構編第300図）

10号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のS4-31・41・42・50・51に位置する。遺構内を東西方
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向に2号溝跡が掘り込まれており、北東に25・26号住居跡、東に11号掘立柱建物跡、南に20号住居

跡、北西に7号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB308。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－15°－Eにある。

規　　模　　梁4.9m、桁6.9mを測り、面積は約34m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西か

ら2.5m－2.4m、同じく南側が2.4m－2.5m、桁の西側が北から2.3m－2.2m－2.4m、同じく東側が

2.4m－2.2m－2.3mとなる。

柱　　穴　　径40～50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。P7・

P10を除く柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。2号溝跡との新旧関係は判然としない。

12区11号掘立柱建物跡（遺構編第300図）

11号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のS4-32・33・42・43に位置する。遺構内を南北方向に4

号溝跡が掘り込まれており、北には25・26号住居跡、東に27号住居跡、南東に12号掘立柱建物跡、

西に10号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB318。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、北を基準とした主軸方向はN－3°－Eにある。

規　　模　　東西3.8m、南北3.8mを測り、面積は約14m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から1.9m－1.9m、同じく南側が1.9m－1.8m、南北柱列の西側が北から1.7m－2m、同じ

く東側が2m－1.8mにある。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～35cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。4号溝跡との新旧関係は判然としない。

12区12号掘立柱建物跡（遺構編第301図）

12号掘立柱建物跡は、調査区中央のS4-43・53・54に位置する。北に27号住居跡、西に16号掘立

柱建物跡、南に13号掘立柱建物跡、北西に11号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB310。

構　　造　　東西2・3間、南北2間の側柱建物で、北を基準とした主軸方向はN－12°－Eにある。

規　　模　　東西4m、南北3.6～3.9mを測り、面積は約15m2となる。柱心心間の距離は、東西柱

列の北側が西から1.4m－1.4m－ 1.2m、同じく南側が1.9m－2.1m、南北柱列の西側が北から

1.7m－1.9m、同じく東側が1.9m－2mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～50cmを測る。P1・P5

の底面に径15cm程度の円形の柱痕跡が認められ、P2・P4は非常に浅く、柱穴でなかった可能性も考

えられる。

出土遺物　　P2・P7・P8から土師器又は須恵器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。
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12区13号掘立柱建物跡（遺構編第301図、遺物編第360図）

13号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のS4-62・63・72・73に位置する。遺構内を南北方向に4

号溝跡が掘り込まれており、北に27・28号土坑、西に14・15号掘立柱建物跡、南に29号住居跡、北

西に20号住居跡が近接する。調査時名称はSB309。

構　　造　　東西3間、南北3間の側柱建物で、主軸方向はN－9°－Eにある。

規　　模　　東西5.9m、南北5.9mを測り、面積は約35m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から2.2m－1.8m－1.9m、同じく南側が2.2m－1.7m－2m、南北柱列の西側が北から

2m－1.8m－2m、同じく東側が2.2m－1.6m－2.1mとなる。

柱　　穴　　一辺50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～50cmを測る。P7・

P9を除く柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P7から第360図1が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。4号溝跡との新旧関係は判然としない。

12区14号掘立柱建物跡（遺構編第302図、遺物編第360図）

14号掘立柱建物跡は、調査区中央のS4-63・64・73・74・83・84に位置する。15号掘立柱建物

跡と重複関係にあり、外側が14号掘立柱建物跡、内側が15号掘立柱建物跡となる。施設内部には5・6

号井戸跡が存し、北東に16号掘立柱建物跡、東に36号住居跡、南に34号住居跡、南西に29号住居跡、

西に13号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB316。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－12°－Eにある。

規　　模　　梁4.2m、桁7.7mを測り、面積は約32m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西か

ら2.1m－2.1m、同じく南側が2.1m－2.1m、桁の西側が北から2.6m－2.6m－2.5m、同じく東側が

2.6m－2.5m－2.5mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～50cmを測る。

出土遺物　　P5から第360図2、P6・P7から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。15号掘立柱建物跡との新旧関係は、外側の14号掘立柱建物跡の柱穴が、内側の15号掘立

柱建物跡の柱穴を切っており、14号掘立柱建物跡の方が新しいと判断される。14号掘立柱建物跡は6号

井戸跡に付属した施設であったと想定される。

12区15号掘立柱建物跡（遺構編第302図）

15号掘立柱建物跡は、調査区中央のS4-63・64・73・74・83・84に位置する。14号掘立柱建物

跡と重複関係にあり、外側が14号掘立柱建物跡、内側が15号掘立柱建物跡となる。施設内部には5・6

号井戸跡が存し、北東に16号掘立柱建物跡、東に36号住居跡、南に34号住居跡、南西に29号住居跡、

西に13号掘立柱建物跡が近接する。

調査時名称はSB317。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－14°－Eにある。
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規　　模　　梁3.8m、桁6.8～7.1mを測り、面積は約26m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側

が西から2m－1.8m、同じく南側が1.8m－1.9m、桁の西側が北から2.2m－2.7m－2.2m、同じく東

側が、2.2m－2.5m－2.1mとなる。

柱　　穴　　径30cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～50cmを測る。

出土遺物　　P2・P3・P6から須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。15号掘立柱建物跡との新旧関係は、外側の14号掘立柱建物跡の柱穴が、内側の15号掘立

柱建物跡の柱穴を切っており、14号掘立柱建物跡の方が新しいと判断される。15号掘立柱建物跡は5号

井戸跡に付属した施設であったと想定される。

12区16号掘立柱建物跡（遺構編第303図）

16号掘立柱建物跡は、調査区中央のS4-55・56・65～67・75～77に位置する。東側は窪地に向

かう傾斜地となっており、北に2号竪穴状遺構、北東に39号住居跡、南に36号住居跡、南西に14・15

号掘立柱建物跡、西に12号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB319。

構　　造　　梁行4間、桁行5間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－13°－Eにある。柱列

が2重に巡らされており、中央のみ柱穴が認められない。

規　　模　　梁6.4～6.8m、桁10.5mを測り、面積は約71m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側

が北から1.6m－1.6m－2m－1.6m、同じく2列目が1.6m－1.6m－2m－1.5m、同じく3列目が

1.5m－3.6m－1.4m、同じく4列目が1.4m－3.7m－1.4m、同じく5列目が1.4m－1.8m－1.8m－

1.4m、東側が1.4m－1.9m－1.6m－1.5m、桁の北側が西から2.1m－1.7m－2.7m－2.1m－2m、

同じく2列目が2m－2.1m－2.1m－2.2m－2.1m、同じく3列目が2.1m－6.3m－2m、同じく4列

目が2.1m－2.1m－2.1m－2.1m－2m、同じく南側が2.1m－2m－2.1m－2.3m－1.9mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～50cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区17号掘立柱建物跡（遺構編第303図）

17号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のT5-00・01・02・10・11に位置する。西側は窪地に向

かう傾斜地となっており、東に19・20号井戸跡が近接する。調査時名称はSB313。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－16°－Eにある。

規　　模　　梁3.6m、桁7.4mを測り、面積は約27m2となる。柱心心間の距離は、梁の西側が北か

ら1.7m－1.8m、同じく東側が1.8m－1.8m、桁の北側が西から2.4m－2.6m－2.4m、同じく南側が

2.2m－2.8m－2.2mとなる。

柱　　穴　　径30cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。
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12区18号掘立柱建物跡（遺構編第304図）

18号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のR5-49に位置する。南北柱列の西側に2号溝跡が掘り込ま

れており、東に30号住居跡、南に32号住居跡、16号住居跡が近接する。調査時名称はSB202。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－12°－Eにある。

規　　模　　東西3m、南北3.1m測り、面積は約9m2となる。柱心心間の距離は東西柱列の北側が西

から1.5m－1.5m、同じく1.6m－1.4m、南北柱列の西側が3.1m、同じく東側が1.4m－1.5mとなる。

柱　　穴　　径30～40cmの円形を基本として、遺構検出面からの深さは20～30cmを測る。

出土遺物　　遺物は出土していない。

時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区19号掘立柱建物跡（遺構編第304図）

19号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のS5-49、T5-40・50に位置する。西側は窪地に向かう傾斜

地となっており、遺構の中央を南北方向に溝跡が掘り込まれている。調査時名称はSB203。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－15°－Eにある。

規　　模　　東西3.1m、南北4mを測り、面積は12m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の北側

が西から2.1m－1m、同じく中間が2m－1.1m、同じく南側が2m－1m、南北柱列の西側が1.9m－

2m、同じく中間が1.9m－2.2m、同じく東側が1.9m－2.2mとなる。

柱　　穴　　径30cmの円形を基本として、遺構検出面からの深さは20～60cmを測る。四隅の柱穴

の底面には、円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P5から須恵器の小片、P7から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。溝跡と19号掘立柱建物跡の新旧関係は判然としないが、桁行の間尺が東側に狭くなってい

ることから、溝跡を避けて掘り込まれた可能性が考えられる。

12区20号掘立柱建物跡（遺構編第305図）

20号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のT5-09に位置する。調査区の東端に当たり、21号掘立柱建

物跡と重複し、南に61号住居跡が近接する。調査時名称はSB315。

構　　造　　東西1間、南北1間の側柱建物で、主軸方向はN－16°－Eにある。

規　　模　　東西2.2m、南北2.3mを測り、面積は約5m2となる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～30cmを測る。全ての柱穴の

底面に、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P2から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。21号掘立柱建物跡との新旧関係は、柱穴同士が切り合っておらず判然としない。
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12区21号掘立柱建物跡（遺構編第305図）

21号掘立柱建物跡は、調査区西側高位面のT5-09・19に位置する。調査区の東端に当たり、20号掘

立柱建物跡と重複し、南に61号住居跡が近接する。調査時名称はSB314。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－20°－Eにある。

規　　模　　東西3m、南北2.8mを測り、面積は約8m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の北側

が西から1.5m－1.5m、同じく中間が1.4m－1.6m、同じく南側が1.5m－1.5m、南北柱列の西側が北

から1.3m－1.4m、同じく中間が1.4m－1.4m、同じく東側が1.4m－1.4mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～35cmを測る。P1を除く全

ての柱穴の底面に、径15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P5から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。20号掘立柱建物跡との新旧関係は、柱穴同士が切り合っておらず判然としない。

12区22号掘立柱建物跡（遺構編第305図、遺物編第360図）

22号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のT5-32・33・42・43に位置する。北側には井戸跡が密

集しており、南に46号住居跡が近接する。調査時名称はSB204。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－9°－Eにある。

規　　模　　東西3.3m、南北3.6mを測り、面積は約12m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から1.9m－1.7m、同じく中間が1.8m－1.8m、同じく南側が1.9m－1.7m、南北柱列の西側

が北から1.5m－1.7m、同じく中間が1.6m－1.6m、同じく東側が1.7m－1.6mとなる。

柱　　穴　　一辺40～60cmの方形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～50cmを測る。P4・

P9を除く柱穴の底面には、径15～20cmの円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P3・P7から須恵器の小片、P6から須恵器の小片が出土した。

時　　期　　出土遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時代と

考えられる。

12区23号掘立柱建物跡（遺構編第286図）

23号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のT5-63・64・73・74・83・84に位置する。54～56

号住居跡と重複関係にあり、北に50号住居跡、東に58号住居跡、西に47号住居跡・5号溝跡が近接す

る。調査時名称はSB208。

構　　造　　梁行1・2間、桁行3間の南北棟と推測され、主軸方向はN－6°－Wにある。

規　　模　　梁5m、桁7.7mを測り、面積は約38m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西から

2.1m－2.9m、同じく南側が5m、桁の西側が北から2m－0.5m－1.6m－0.5m－2.8m、同じく東側

が2.2m－0.9m－1.3m－3.3mとなる。

柱　　穴　　径50～60cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～60cmを測る。P2～

P5・P10は径20～30cm程度と小さく、掘立柱建物跡に伴わないピットが存する可能性も考えられる。

P9・P12の底面には15cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

4 掘立柱建物跡
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出土土器　　P3～5から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。54号住居跡との新旧関係は明確でないが、P7・P8が54号住居跡内を掘り込んでいる

ことから、23号掘立柱建物跡の方が新しい可能性が考えられる。従って遺構の新旧順序は、古い方から

56号住居跡→55号住居跡→54号住居跡→23号掘立柱建物跡となる。

12区24号掘立柱建物跡（遺構編第306図）

24号掘立柱建物跡は、調査区東側高位面のU5-40・50に位置する。調査区の東端に当たり、南東側

に向かう傾斜地となっている。北東角の柱穴は8区の調査区内に含まれ、検出できなかった。調査時名称

はSB205。

構　　造　　東西2間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－4°－Wにある。

規　　模　　東西3.9m、南北4.4mを測り、面積は約17m2と想定される。柱心心間の距離は、東西

柱列の北側が西から2m、同じく南側が1.8m－2.1m、南北柱列の西側が北から2.1m－2.3m、同じく

東側が2.5mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20cmを測る。

出土遺物　　P6から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。

12区25号掘立柱建物跡（遺構編第306図）

25号掘立柱建物跡は、調査区東側低位面のT6-38・39・48・49に位置し、南北柱列の西側は南北

方向の溝跡と重複関係にある。調査時名称はSB206。

構　　造　　東西2間、南北2間の総柱建物で、主軸方向はN－13°－Eにある。

規　　模　　東西3.2m、南北3～3.3mを測り、面積は約10m2となる。柱心心間の距離は、東西柱

列の北側が西から1.5m－1.7m、同じく中間が1.5m－1.7m、同じく南側が1.5m－1.6m、南北柱列の

西側が北から1.5m－1.5m、同じく中間が1.7m－1.4m、同じく東側が1.7m－1.6mとなる。

柱　　穴　　径40～50cmの円形又は一辺40～50cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深

さは25～50cmを測り、四隅の柱穴が深い。

出土遺物　　P4・P5から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。25号掘立柱建物跡の柱穴P1・P7・P8が溝跡を切っていることから、溝跡の方が古

いと判断される。

12区26号掘立柱建物跡（遺構編第306図）

26号掘立柱建物跡は、調査区東側のT6-18・19・28・29に位置する。高位面と低位面の境界とな

る傾斜地に当たり、P2・P7が南北方向の溝跡と重複関係にある。調査時名称はSB207。

構　　造　　梁行1間、桁行3間の東西棟で、北を基準とした主軸方向はN－5°－Wにある。

規　　模　　梁2.4～2.6m、桁4.5～4.7mを測り、面積は約12m2となる。柱心心間の距離は、梁の
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西側が2.6m、同じく東側が2.4m、桁の北側が西から1.7m－1.6m－1.4m、同じく南側が1.6m－

1.4m－1.5mとなる。

柱　　穴　　径50cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～40cmを測る。

出土遺物　　P2・P5から土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から奈良・平安時

代と考えられる。26号掘立柱建物跡の柱穴P2・P7が溝跡を切っていることから、溝跡の方が古いと判

断される。

5 井　戸　跡

12区からは、28基の井戸跡が検出されている。殆どが奈良・平安時代の素掘井戸と考えられ、調査区

中央の窪地に向かう傾斜地で多く検出された。窪地は地下水位が高いため、多くの井戸跡が構築されたと

想定され、数量は高瀬山遺跡HO地区の中で最大となる。土坑状の大きい掘り方を持つ遺構を井戸跡に含

めており、井戸跡として捉えた遺構の中には、土坑とすべきものも含まれている可能性があろう。

12区1号井戸跡（遺構編第307図、遺物編第360図）

1号井戸跡は、調査区西側低位面のR6-15に位置し、周囲には縄文時代後期の遺構が集中する。木組井

戸で、調査時名称はSE201。

平 面 形　　掘り方上面は長軸2.6m、短軸2.3mの楕円形で、底面は径1.6mの円形となる。井戸枠

は一辺1.1mの方形の木枠で構築されている。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.35～1.65cmを測る。覆土は18層に区分され、木枠内は水平

堆積となる。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　横板井桁で、4段に組まれていた。木枠内の底面直上には、礫が敷き詰められ、その下位

にも木材が敷かれていた。掘り方の底面は丸底となる。

出土遺物　　覆土から須恵器（第360図4～6）が出土した。なお掘り方の底面からは、縄文時代後期の

磨製石斧（第360図7）が出土している。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の井戸跡と考えられる。

12区2号井戸跡（遺構編第268図）

2号井戸跡は、調査区中央のS5-82に位置する。33号住居跡と重複しており、北西側は調査区中央の

窪地に向かって傾斜している。素掘井戸で、調査時名称はSE209。

平 面 形　　掘り方上面は径2.3～2.4mの円形で、底面は長軸1.8m、短軸1.55mの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は17層に区分され、6層の上面には酸化鉄

が帯状に堆積する。

壁　　面　　壁面は垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　緩い丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　遺物は出土していない。

5 井　戸　跡
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時　　期　　遺物は出土しておらず、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。2号井戸跡は33号住居跡を切っており、住居跡よりも新しいと判断される。

12区3号井戸跡（遺構編第307図）

3号井戸跡は、調査区中央のS5-12・13・22・23に位置する。東壁は37号住居跡が接しており、

西に23・28号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE202。

平 面 形　　掘り方上面は径1.9～2mの円形で、底面もほぼ同じとなる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.1mを測り、覆土は22層に区分される。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　底面は平坦で、中央に径1.1mの橙褐色に変色した部分が認められる。その範囲が、井戸

枠の痕跡であった可能性が考えられる。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。37号住居跡は接しているのみで、新旧関係は判然としない。

12区4号井戸跡（遺構編第308図）

4号井戸跡は、調査区中央のS4-34に位置する。調査区の北端に当たり、北側には高瀬山遺跡2期の調

査区が近接する。また南に27号住居跡、西に25・26号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称は

SE328。

平 面 形　　掘り方上面は径0.9～1mの円形で、底面もほぼ同じとなる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1mを測り、覆土は8層に区分され、7層は強く酸化している。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　底面は丸底で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区5号井戸跡（遺構編第308図、遺物編第361図）

5号井戸跡は、調査区中央のS4-73・74に位置する。6号井戸跡と重複関係にあり、井戸跡の外周を

14・15掘立柱建物跡が取り囲んでいる。北東に16号掘立柱建物跡、東に36号住居跡、南に34号住居

跡、南西に29号住居跡、西に13号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE318。

平 面 形　　掘り方上面は一辺3.2mの隅丸方形で、北を基準とした主軸方向はN－13°－Eにある。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは40cmを測り、井戸枠の部分は6号井戸跡に切られており、判然

としない。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　掘り方の底面は平坦であるが、井戸枠は削平されたため、判然としない。

出土遺物　　掘り方の覆土から、土師器の甕（第361図1）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安
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時代と考えられる。5号井戸跡は6号井戸跡に切られており、5号井戸跡の方が古いと判断され、井戸跡

を取り囲む15号掘立柱建物跡が、5号井戸跡に付属した施設であったと想定される。

12区6号井戸跡（遺構編第308図、遺物編第360図）

6号井戸跡は、調査区中央のS4-73・74に位置する。5号井戸跡と重複関係にあり、井戸跡の外周を

14・15掘立柱建物跡が取り囲んでいる。北東に16号掘立柱建物跡、東に36号住居跡、南に34号住居

跡、南西に29号住居跡、西に13号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE317。

平 面 形　　掘り方正面は一辺2.5～3mの隅丸方形で、掘り方の底面の形状も同様で、北を基準とし

た主軸方向はN－20°－Eにある。井戸枠は径1.6～1.7mの円形と推測され、底面は長軸1.3m、短軸

50cmの長方形となる。

堆 積 土　　井戸枠内は凹レンズ状に堆積しており、最下層の9層は酸化鉄の沈殿層となっている。掘

り方の覆土は褐色シルトブロックを多く含んでおり、人為的に埋め戻されたことが窺える。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。一方井戸枠の壁は底面から垂直に近い角度

で立ち上がるが、途中屈折して、開口部に向かって外傾する。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第360図8）と管状土錘（第360図9）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。6号井戸跡は5号井戸跡を切っており、6号井戸跡の方が新しいと判断され、井戸跡

を取り囲む14号掘立柱建物跡が、6号井戸跡に付属した施設であったと想定される。

12区7号井戸跡（遺構編第308図、遺物編第360図）

7号井戸跡は、調査区中央のS4-45・46に位置する。調査区の北端に当たり、北東に38号住居跡、東

に2号竪穴状遺構、南に16号掘立柱建物跡、西に27号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称は

SE305。

平 面 形　　掘り方上面は径2mの円形で、掘り方の底面の形状も同様となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.25mを測る。覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位の

9層が強く酸化している。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がるが、底面付近は外傾する。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器（第360図10～12）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区8号井戸跡（遺構編第309図、遺物編第361図）

8号井戸跡は、調査区中央のS5-33・34に位置し、東側は窪地に向かう傾斜地となる。素掘井戸で、

調査時名称はSE203。

平 面 形　　掘り方上面は径2.5mの円形で、掘り方の底面の形状も同様となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.6を測る。覆土は凹レンズ状に堆積しており、8層が水平堆積
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し、酸化鉄が顕著で硬化していることから、滞水層であったと想定される。

壁　　面　　掘り方の壁は、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　掘り方の底面はやや起伏を有し、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の底部（第361図2・3）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区9号井戸跡（遺構編第309図、遺物編第361図）

9号井戸跡は、調査区中央のS4-77に位置する。東側は窪地に向かう傾斜地となっており、北に39号

住居跡、西に16号掘立柱建物跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE301。

平 面 形　　掘り方上面は径2.2～2.4mの円形で、掘り方の底面の形状も同様となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は19層に区分され、11層下面と16層は強

く酸化しており、滞水層であったと想定される。9・10・12・13層は壁の崩落の堆積、1～3層は井

戸跡が埋没し凹地化した後の自然堆積と考えられる。

壁　　面　　壁は崩落しており、壁面の凹凸が激しい。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土中位から、須恵器の長頸壺（第361図4）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区10号井戸跡（遺構編第310図）

10号井戸跡は、調査区中央のS4-86に位置する。東側は窪地に向かう傾斜地となっており、西に36

号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE304。

平 面 形　　掘り方上面は径2.1～2.2mの円形で、中位がオーバーハングして最大径となり、長軸

3,1m、短軸2.5mの楕円形を呈する。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.3mを測る。覆土は16層に区分され、12層下面が強く酸化し

ており、滞水層であったと想定される。

壁　　面　　壁面の中位が強くオーバーハングする。最大径が滞水層の上面にほぼ合致しており、井戸

水によって浸食された結果と想定される。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区11号井戸跡（遺構編第310図、遺物編第361図）

11号井戸跡は、調査区中央のS4-86・96に位置する。東側は窪地に向かう傾斜地となっており、西

に35号住居跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE303。

平 面 形　　掘り方上面は径2.5～2.7mの円形で、底面は径0.8～1mの略円形となる。
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堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.4mを測る。覆土は凹レンズ状に堆積し、21層に区分され、

12層上面が強く酸化している。

壁　　面　　壁は底面から外傾して立ち上がり、上位で屈折して、垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　掘り方の底面は丸底で起伏を有し、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第361図5）が出土した。また縄文時代の丸鑿状の抉入石器（第

361図6）が出土している。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区12号井戸跡（遺構編第311図、遺物編第361図）

12号井戸跡は、調査区中央のS4-49、T4-40に位置する。東側は窪地に向かう傾斜地となっており、

北側は高瀬山遺跡2期の調査区が近接する。調査時名称はSE302。

平 面 形　　掘り方上面は径2.3～2.5mの円形で、掘り方の底面は径70cmの円形となる。井戸枠は

径1.1mの円形で、底面では径70cm程度となる。

堆 積 土　　井戸枠内が15層に区分される。8層が水平に堆積し、強く酸化していることから、滞水

層であったと想定される。

壁　　面　　掘り方の壁面は、凹凸が激しく、南東壁の下位がオーバーハングしている。

底　　部　　掘り方の底面は緩い丸底をなし、土師器の鉢（第361図9・10）とその上に木材片が投棄

されていた。木枠等の底部の施設は検出されていないが、木材片が井戸施設であった可能性が考えられる。

出土遺物　　底面から土師器の鉢（第361図9・10）、覆土から須恵器の坏（第361図7・8）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の井戸跡と考えられる。

12区13号井戸跡（遺構編第311図）

13号井戸跡は、調査区中央のS4-59に位置する。東側は窪地の底面となっており、西に39号住居跡

が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE315。

平 面 形　　掘り方上面は径1mの円形で、掘り方の底面は径20cm程度の円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは90cmを測る。覆土は9層に区分され、8層の下面が強く酸化し

ていることから、滞水層であったと想定される。

壁　　面　　壁は底面から外傾して立ち上がるが、途中屈折して垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　掘り方の底面は緩い丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区14号井戸跡（遺構編第311図）

14号井戸跡は、調査区中央のT4-51に位置する。窪地の底面に当たり、15・16号井戸跡が近接する。

素掘井戸で、調査時名称はSE306。

平 面 形　　掘り方上面は径1.4mの円形で、掘り方の底面は径1.1mの円形となる。
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堆 積 土　　遺構検出面からの深さは90cmを測る。覆土は9層に区分され、6層下面～7層下面にか

けて強く酸化していることから、滞水層であったと想定される。

壁　　面　　壁は底面から外傾して立ち上がるが、途中屈折して垂直に近い角度で立ち上がる。

底　　部　　掘り方の底面は緩い丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区15号井戸跡（遺構編第312図）

15号井戸跡は、調査区中央のT4-51に位置する。窪地の底面に当たり、14・16号井戸跡が近接する。

素掘井戸で、調査時名称はSE307。

平 面 形　　掘り方上面は長軸2.1m、短軸1.8mの楕円形を呈し、掘り方の底面も長軸1.4m、短軸

1.1mの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは85cmを測る。覆土は9層に区分され、5層下面～6層下面にか

けて強く酸化していることから、滞水層であったと想定される。

壁　　面　　壁面の中央より上位は外傾して立ち上がるが、下半はオーバーハングしている。中央部が

滞水層となることから、その下位は井戸水によって浸食されたことが想定される。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていないが、床面直上から板材と思われる

木材片が出土した。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区16号井戸跡（遺構編第312図）

16号井戸跡は、調査区中央のT4-51・61に位置する。窪地の底面に当たり、14・16号井戸跡が近

接する。素掘井戸で、調査時名称はSE308。

平 面 形　　掘り方上面は長軸3.4m、短軸2.4mの楕円形を呈し、掘り方の底面も長軸2.5m、短軸

2mの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは70cmを測る。覆土は10層に区分され、8層が強く酸化している。

壁　　面　　壁面は底部から垂直に立ち上がるが、直ぐに屈折して開口部に向かって外傾する。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区17号井戸跡（遺構編第312図）

17号井戸跡は、調査区中央のT4-53・54に位置する。西側は窪地の底面となっており、北側は高瀬

山遺跡2期の調査区となる。素掘井戸で、調査時名称はSE316。
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平 面 形　　掘り方上面は径1.4mの円形を呈し、掘り方の底面も径70cmの円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.5mを測る。覆土は12層に区分され、凹レンズ状に堆積して

おり、8層より下位に酸化鉄が認められる。8層以下が滞水層と想定され、8層の壁面（細砂層）はやや抉

れており、地下水の浸透で崩落しと考えられる。

壁　　面　　底面から垂直に近い角度で立ち上がり、開口部付近では外傾する。中位の8層付近の壁面

がやや抉れているが、理由は上記した通りである。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。底面近くから、油煙を受け

て煤けた円礫と、板材や樹皮の付いた自然木が出土したが、井戸施設とは見なし難い。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区18号井戸跡（遺構編第312図）

18号井戸跡は、調査区中央のS4-79、T4-70に位置する。窪地の底面に当たり、周囲には遺構は疎ら

である。調査時名称はSE309。

平 面 形　　掘り方上面は径1.8～2mの円形を呈するが、掘り方の底面は不整形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは65cmを測る。覆土は6層に区分され、4層以下に酸化鉄が含ま

れる。

壁　　面　　壁は底面から起伏を有しながら緩く立ち上がるが、途中屈折して、開口部に向かって外傾

する。

底　　部　　掘り方の底面は起伏を有し、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。また覆土上面（1層）から、中世の銭貨が

出土した。銭貨は著しく破損しており、種類は断定できないが、「元豊通宝」の可能性が考えられる。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。従って1層から出土した中世の銭貨は、後世の流れ込みと判断される。

12区19号井戸跡（遺構編第313図）

19号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-12に位置する。20号井戸跡と重複関係にあり、周囲には井戸

跡が集中している。素掘井戸で、調査時名称はSE310。

平 面 形　　掘り方上面は径2.1mの円形で、最大径は中位にあり、径2.2mの円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.25cmを測る。覆土は13層に区分されが、4・6・8・10・

12層が崩落土と想定され、黒色土と交互に堆積する。

壁　　面　　壁面の中央より上位は外傾して立ち上がるが、下半はオーバーハングしている。中央部ま

で地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたものと想定される。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。また覆土上位から鉄滓が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。19号井戸跡は20号井戸跡に切られており、19号井戸跡の方が古いと判断される。
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12区20号井戸跡（遺構編第313図）

20号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-12に位置する。19号井戸跡と重複関係にあり、また井戸跡の

埋没の途中に、製鉄に係わったと考えられる焼土遺構SX1が構築されている。素掘井戸で、調査時名称

はSE311。

SX1は、井戸跡の凹地を焚き口として利用した、長軸2.4m、短軸60cm、遺構検出面からの深さが

45cmのダルマ形の遺構で、主軸方向はN－29°－Wにある。燃焼・焼成部に当たる部分は、一部地山

を掘り込み、地山の土を盛って成形しており、壁面はオーバーハングしており、天井部を持っていたと考

えられる。覆土の6層が均質の焼土塊で、締まっており、9～12層が天井の崩落土と想定される。周囲

の遺構の覆土から鉄滓（19・23・27号井戸跡）が出土し、また覆土の上～中位にかけて焼土・炭化物層

（23・24・26・27号井戸跡）が検出されていることから、SX1が製鉄に係わる遺構であったことが推定

される。

平 面 形　　掘り方上面は径2～2.1mの円形で、最大径は中位にあり、径2.2mの円形を呈し、底面

は長軸1.5m、短軸1.2mの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は7層に区分され、3～8層は自然堆積土と

見なされる。

壁　　面　　壁面の中央より上位は外傾して立ち上がるが、下半はオーバーハングしている。中央部ま

で地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたものと想定される。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。20号井戸跡は19号井戸跡を切っており、20号井戸跡の方が新しいと判断される。

またSX1は20号井戸跡を切って構築されている。従って遺構の新旧順序は、古い方から19号井戸跡→

20号井戸跡→SX1となる。

12区21号井戸跡（遺構編第314図）

21号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-13に位置し、周囲には井戸跡が密集している。素掘井戸で、

調査時名称はSE312。

平 面 形　　掘り方上面は径1.5～1.6mの略円形で、最大径は中位にあり、径1.8～2.1mの略円形

を呈し、底面は長軸1m、短軸80cmの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.1mを測る。覆土は8層に区分され、4・5層が地山の崩落土

と考えられる。

壁　　面　　壁面の中央より上位は外傾して立ち上がるが、下半はオーバーハングしている。中央部ま

で地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたものと想定される。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

ⅩⅠ 12区の調査成果

265



12区22号井戸跡（遺構編第314図）

22号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-13・23に位置し、周囲には井戸跡が密集している。素掘井

戸で、調査時名称はSE313。

平 面 形　　掘り方上面は長軸2.4m、短軸1.9mの楕円形で、最大径は中位にあり、径2～2.2mの略

円形を呈し、底面は長軸1.1m、短軸80cmの楕円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は8層に区分され、4・5層が地山の崩落土

と考えられる。

壁　　面　　壁面の中央より上位は外傾して立ち上がるが、下半はオーバーハングしている。中央部ま

で地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたものと想定される。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、やや西側に傾斜している。底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区23号井戸跡（遺構編第314図）

23号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-31に位置し、周囲には井戸跡が密集している。素掘井戸で、

調査時名称はSE205。

平 面 形　　掘り方上面は径1.2mの円形で、最大径は中位よりやや下位にあり、径1.4mの円形、底

面は径60cmの円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.35mを測る。覆土は14層に区分され、7層に焼土粒と炭化物

が多く含まれる。7層の焼土は隣接する焼土遺構であるSX1との関連が想定される。

壁　　面　　壁は底面から垂直に近い角度で立ち上がるが、11～13層付近でオーバーハングし、再び

開口部に向かって垂直に立ち上がる。11～13付近まで地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたもの

と想定される。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区24号井戸跡（遺構編第314図）

24号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-21に位置し、周囲には井戸跡が密集している。北半は1998

年の8区の調査区に入り込んでおり、8区の調査では上面のプランを確認したのみである。素掘井戸で、

調査時名称はSE204（12区）・SK4505（8区）。

平 面 形　　掘り方上面は径1.3mの円形で、最大径は中位よりやや下位にあり、径1.6mの円形と推

測される。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は凹レンズ状に堆積し、9層に区分される。

7層が地山の崩落土と考えられ、2層に焼土粒や炭化物が多く含まれる。2層の焼土は隣接する焼土遺構
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であるSX1との関連が想定される。

壁　　面　　壁は底面から緩い角度で立ち上がり、4～6層付近でオーバーハングし、開口部に向かっ

ては垂直に立ち上がる。4～6層付近まで地下水が溜まり、壁を浸食したため抉られたものと想定される。

底　　部　　掘り方の底面は丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区25号井戸跡（遺構編第314図）

25号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-22・32に位置し、周囲には井戸跡が密集している。北半は

1998年の8区の調査区に入り込んでおり、8区の調査では上面のプランを確認したのみである。素掘井

戸で、調査時名称はSE206（12区）・SK4504（8区）。

平 面 形　　掘り方上面は径1.5mの円形で、底面は60cmの円形になると推定される。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.1mを測り、覆土は凹レンズ状に堆積している。

壁　　面　　壁面は垂直に近い角度で立ち上がるが、底の方が狭く、開口部に向かって緩い階段状に広

がる。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区26号井戸跡（遺構編第315図）

26号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-22・23に位置し、周囲には井戸跡が密集している。南半は

1998年の8区の調査区に入り込んでおり、8区の調査では上面のプランを確認したのみである。素掘井

戸で、調査時名称はSE314。

平 面 形　　掘り方上面は長軸2.4m、短軸2.2の略円形で、底面は一辺70cmの隅丸方形と想定される。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.25mを測る。覆土は11層に区分され、3層に焼土粒や炭化物

が多く含まれる。3層の焼土は隣接する焼土遺構であるSX1との関連が想定される。

壁　　面　　東壁は外傾して立ち上がるが、西壁は段が作出される。

底　　部　　掘り方の底面は緩い丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区27号井戸跡（遺構編第315図）

27号井戸跡は、調査区東側高位面のT5-33に位置する。周囲には井戸跡が密集しており、南に22号

掘立柱建物跡が近接する。素掘井戸で、調査時名称はSE207。

平 面 形　　掘り方上面は長軸2.55m、短軸2.1mの楕円形で、最大径は中位よりやや上位にあり、径
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2.5mの円形となる。底面は長軸1.1m、短軸90cmの楕円形を呈する。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1.2mを測る。覆土は凹レンズ状に体積しており、覆土は19層

に区分され、14層は締まりのない炭化層となる。

壁　　面　　底面から緩い角度で立ち上がり、途中屈折して北壁は垂直に立ち上がるが、他はオーバー

ハングする。

底　　部　　掘り方の底面は緩い丸底をなし、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の小片が出土した。また8層と11層から鉄滓が出土しており、

隣接するSX1との関連が想定される。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

12区28号井戸跡（遺構編第315図、遺物編第361図）

28号井戸跡は、東側調査区のT5-96・97、T6-06・07に位置し、南東に向かう傾斜地となっている。

調査時名称はSE210。

平 面 形　　掘り方上面は径2.4mの円形で、底面は50cmの円形となる。

堆 積 土　　遺構検出面からの深さは1mを測り、覆土は凹レンズ状に堆積する。

壁　　面　　壁は底面から外傾して立ち上がるが、途中段が作出され、再び開口部に向かって外傾する。

底　　部　　掘り方の底面は平坦で、底部の施設は検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第361図11～13）と土師器の甕（第361図14）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、奈良・平安時代の井戸跡と考えられる。

6 埋設土器・土坑

12区では、埋設土器1基と土坑32基を図示した。その内縄文時代後期の土坑が21基、古墳時代が1

基、奈良・平安時代が10基である。縄文時代後期の土坑は、調査区西側低位面で検出されており、11区

の遺構と一連の関係にある。また奈良・平安時代の土坑は、21号土坑を除くと調査区西側高位面で検出

されている。

12区1号埋設土器（遺構編第316図、遺物編第362図）

1号埋設土器は、調査区西側低位面のR6-44に位置する。ピット同士が激しく重複しており、土層断面

では、1号埋設土器が最も新しく掘り込まれている。調査時名称はSK223。埋設土器の周囲には径

45cmの円形で、深さ20cmの掘り方が検出された。土器は口縁部と底部を欠損しており、掘り方中央に

正位の状態で、掘り方の底面から5cm上位に据えられていた。

埋設土器　深鉢の体部資料で、器面の剥落が著しく、文様や地文は確認できない。形制や器質から縄文

時代後期中葉に位置付けられよう。

12区1号土坑（遺構編第316図、遺物編第362図）

1号土坑は、調査区西側低位面のQ5-78・88に位置する。12区の南西端に当たり、3区及び1区が近
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接する。調査時名称はSK206。開口部径1.5mの円形のフラスコ状の土坑で、底径は1.8mを測る。遺構

検出面からの深さは75cmで、底面は平坦で、覆土には炭化粒が多く含まれる。東壁に土坑が重複して

いる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第362図2～4）、剥片4点が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ

峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区2号土坑（遺構編第316図、遺物編第362図）

2号土坑は、調査区西側低位面のQ5-98に位置する。12区の南西端に当たり、南側に1区が近接し、

直ぐ北に3号土坑が位置する。調査時名称はSK202。長軸2m、短軸1.15mと、長軸2.7m、短軸1.1m

の楕円形の土坑が重複した構成で、鉤状を呈している。遺構検出面からの深さは20cmを測り、底面は

平坦で、4基のピットが掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から縄文土器（第362図5）と剥片6点が出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式に位

置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区3号土坑（遺構編第316図、遺物編第362図）

3号土坑は、調査区西側低位面のQ5-98・99に位置する。12区の南西端に当たり、直ぐ北に2号土坑

が近接する。調査時名称はSK203。長軸1.8m、短軸1.4mの不整形で、遺構検出面からの深さは5cm

を測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　床面直上から縄文土器（第362図6）が出土した。出土した壺形土器は宝ヶ峯2式に位置

付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区4号土坑（遺構編第317図、遺物編第362図）

4号土坑は、調査区西側低位面R5-91に位置し、南に1号住居跡、西に30号土坑が近接する。調査時

名称はSK238。径90cmの略円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面は平坦で、壁面は凹

凸が激しく、覆土には炭化粒が少々含まれる。

出土遺物　　覆土から縄文土器と石錐の未成品（第362図7）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ

峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区5号土坑（遺構編第245図、遺物編第363図）

5号土坑は、調査区西側低位面のR6-01に位置し、縄文時代後期中葉の1号住居跡と重複している。調

査時名称はSK240。開口部径1.5mのフラスコ状の土坑で、底径は1.4mを測る。遺構検出面からの深さ

は1mを測り、底面には平底で、覆土には炭化粒・焼土粒が含まれる。

出土遺物　　覆土から縄文土器（第363図11～12）と剥片17点、礫が出土した。出土した縄文土器は

後期中葉に位置付けられ、同期の土坑であったと考えられる。1号住居跡との新旧関係は判然としないが、

土層断面から5号土坑が1号住居跡を切っているように窺え、5号土坑の方が新しいと判断される。

12区6号土坑（遺構編第317図、遺物編第363図）

6号土坑は、調査区東側低位面のR6-02・03に位置し、西に1号住居跡が近接する。調査時名称は
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SK231。ピット同士が重複しており、形状は不整形で、遺構検出面からの深さは30～50cmを測る。

出土遺物　　ピット内に立った状態で、安山岩製の台石（第363図6）が出土した。その他に覆土から、

縄文土器と安山岩製の石皿（第363図7）が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、

縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区7号土坑（遺構編第317図、遺物編第363図）

7号土坑は、調査区西側低位面のR6-44に位置し、東に9号土坑、西に1号埋設土器が近接する。調査

時名称はSK214。開口部径45cmの円形で、底径は30cmとなる。遺構検出面からの深さは60cmを測

り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　掘り方の底面から10cm上位に、凝灰岩質の石棒状石製品（第363図8）が北壁に立て掛

けた状態で出土した。その他に遺物の出土がなく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、

縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区8号土坑（遺構編第317図、遺物編第364図）

8号土坑は、調査区西側低位面のR6-43に位置する。調査区の南端に当たり、南側は1997年に調査し

た1区の調査区となる。調査時名称はSK227。開口部径50cmの円形で、底径は30cmとなる。遺構検

出面からの深さは75cmを測り、底面はやや起伏を有する。

出土遺物　　覆土の中位から花崗岩製の台石（第364図1）が出土した。その他に縄文土器や剥片が出

土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区9号土坑（遺構編第317図、遺物編第364図）

9号土坑は、調査区西側低位面のR6-45に位置する。調査区の南端に当たり、南側は1997年に調査し

た1区の調査区となる。調査時名称はSK220。開口部径1mの略円形で、底径は50cmとなる。遺構検

出面からの深さは20cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には炭化粒が少々含ま

れる。

出土遺物　　底面から花崗岩製の台石（第364図2）が出土した。その他に覆土から、縄文土器と剥片

が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区10号土坑（遺構編第317図、遺物編第364図）

10号土坑は、調査区西側低位面のR6-26に位置する。土坑同士が重複しており、南西に11号土坑が

近接する。調査時名称はSK219。10号土坑は基本的に径1.2mの円形で、底径は70～80cmとなる。

遺構検出面からの深さは60cmを測り、底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土は凹レンズ状に

堆積し、炭化物が含まれる。

出土遺物　　掘り方の底面から5～10cm上位に、凝灰岩質泥石の礫が纏まって出土したが、その中に

凝灰岩質の石棒状石製品（第364図3）も含まれていた。その他に覆土から縄文土器や剥片19点が出土

した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。
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12区11号土坑（遺構編第317図、遺物編第365図）

11号土坑は、調査区西側低位面のR6-36に位置する。古代に構築された溝跡の底面から検出され、上

面は削平されたと想定される。調査時名称はSK224。開口部径90cmの円形で、底径も85cmとなり、

遺構検出面からの深さは40cmを測る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、覆土には炭

化粒が少々含まれる。

出土遺物　　覆土の下位から、凝灰岩質泥岩の礫と共に縄文土器の大型破片（第365図1・2）が出土し

た。土器は同一原体を異方向に回転させた羽状縄文で構成され、広義の宝ヶ峯式に位置付けられることか

ら、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区12号土坑（遺構編第317図、遺物編第365図）

12号土坑は、調査区西側低位面のR6-36に位置し、周囲に10・11・13号土坑が近接する。調査時

名称はSK225。フラスコ状の土坑と柱穴状のピットが重複した構成で、開口部は長軸1m、短軸80cm

のダルマ形を呈する。遺構検出面からの深さは40cmで、底面は丸底をなし、覆土には炭化粒が少々含

まれる。

出土遺物　　覆土から、縄文土器（第365図3・4）と剥片7点が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ

峯式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区13号土坑（遺構編第317図、遺物編第365図）

13号土坑は、調査区西側低位面のR6-46・47に位置する。東側は古代に構築された溝跡に切られて

いるが、開口部径70cmの柱穴状の土坑で、遺構検出面からの深さは1.1mを測る。底面には締まった粘

土が認められたことから、柱穴であった可能性が高い。調査時名称はSK250。

出土遺物　　石篦（第365図5）が、壁に突き刺さった状態で出土した。縄文時代後期の建物跡に伴う

柱穴と考えられ、周囲にも同様の土坑が数基検出されているが、プランは判然としない。

12区14号土坑（遺構編第318図、遺物編第365図）

14号土坑は、調査区西側低位面のR6-56に位置する。調査区の南端に当たり、直ぐ南側は1997年に

調査した1区の調査区となる。調査時名称はSK247。開口部径70cmのフラスコ状の土坑で、底径

90cmを測る。遺構検出面からの深さは45cmで、底面は緩い丸底となる。覆土下位の12層と底面直上

の14層には炭化粒と焼土粒が多く認められた。

出土遺物　　覆土上端に礫2点が配されており、覆土下位～床面直上にかけて礫と土器が纏まって出土

した。床面直上の礫の中には、凝灰岩質泥岩も含まれていた。出土した土器は宝ヶ峯2式に位置付けられ、

縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区15号土坑（遺構編第318図、遺物編第365図）

15号土坑は、調査区西側低位面のR6-47に位置する。東壁の一部を古代の溝跡に切られており、周囲

には13・16・18号土坑が近接する。調査時名称はSK242。開口部径60cmの円形の土坑で、遺構検

出面からの深さは15cmを測る。底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。
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出土遺物　　覆土から土製品（第365図11）が出土した。環状の隆帯に刻み目が加えられた中空の土製

品となる。その他に縄文土器と石匙未成品、剥片3点が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置

付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区16号土坑（遺構編第318図、遺物編第366図）

16号土坑は、調査区西側低位面のR6-57に位置する。古代に構築された溝跡の底面から検出され、上

面は削平されたと想定される。調査時名称はSK245。開口部径80cmの略円形の土坑で、底径65cmを

測る。底面は緩い丸底で、壁は垂直に近い角度又はオーバーハングして立ち上がる。覆土には炭化粒が

少々含まれる。

出土遺物　　覆土下位から、縄文土器（第366図1～3）が纏まって出土した。出土した土器は宝ヶ峯2

式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区17号土坑（遺構編第318図、遺物編第366図）

17号土坑は、調査区西側低位面のR6-28に位置する。古代の溝跡である8号溝跡と南壁が接しており、

19号土坑が近接する。調査時名称はSK255。長軸1.1m、短軸90cmの楕円形を呈し、底面は径60～

70cmの略円形となる。遺構検出面からの深さは45cmを測り、底面直上の4層に炭化粒がやや多く含ま

れる。底面は緩い丸底で、壁は緩い段を作出して立ち上がる。

出土遺物　　床面から縄文土器（第366図4～6）と石鏃（第366図7）が出土した。出土した土器は宝

ヶ峯2式に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区18号土坑（遺構編第318図、遺物編第367図）

18号土坑は、調査区西側低位面のR6-47・48に位置する。土坑の東壁が古代の溝跡である8号溝跡

に着られており、北西に15号土坑、南西に16号土坑が近接する。調査時名称はSK243。開口部径

50cmのフラスコ状の土坑で、底径70cmを測る。遺構検出面からの深さは35cmで、底面は平坦で、覆

土には炭化粒が少々含まれる。

出土遺物　　覆土下位～床面にかけて、壁に沿うように礫が配されており、床面から台石（第367図2）

が出土した。その他に縄文土器や剥片4点が出土した。出土した土器は広義の宝ヶ峯式に位置付けられ、

縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区19号土坑（遺構編第318図、遺物編第367図）

19号土坑は、調査区西側低位面のR6-38に位置し、北に17号土坑が近接する。調査時名称はSK252。

開口部径1.1～1.2mの円形で、底径は0.9～1mを測る。遺構検出面からの深さは40cmで、底面は平

坦で、壁は外傾して立ち上がる。覆土の18・20層に炭化粒をやや多く含む。

出土遺物　　覆土下位から縄文土器（第318図3～6）が礫と共に出土した。出土した土器は宝ヶ峯2式

に位置付けられ、縄文時代後期中葉の土坑と考えられる。

12区20号土坑（遺構編第318図、遺物編第367図）

20号土坑は、調査区西側低位面のR5-94に位置する。調査時名称はSK236。ピット2基が重複した構
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成で、長軸70cm、短軸50cmの楕円形となる。遺構検出面からの深さは35cmを測り、底面は丸底となる。

出土遺物　　覆土から、土師器の坏（第367図7）が出土した。出土した土器から、奈良・平安時代の

土坑と考えられる。

12区21号土坑（遺構編第319図、遺物編第368図）

21号土坑は、調査区西側低位面のR6-16・17・26・27に位置し、西に1号井戸跡が近接する。調

査時名称はSK261。掘り方上面は径2.4～2.5mの円形で、遺構検出面からの深さは50cmを測る。底面

は起伏を有し、壁は緩い角度で立ち上がる。遺構検出時は井戸跡と認定したが、掘り方が浅く、土坑に変

更した。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器（第368図1～7）が出土したが、その中には刻書土器も含まれて

いる。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

12区22号土坑（遺構編第258図、遺物編第368図）

22号土坑は、調査区西側高位面のR4-46に位置する。南壁に1号竪穴状遺構、南西壁に24号土坑が

重複しており、3号掘立柱建物跡北西角の柱穴の部位に相当するが、22号土坑により削平されたと想定

される。調査時名称はSK309。長軸2.3m、短軸2mの西洋梨形の土坑であるが、土坑同士の重複が著し

く、複雑な形状を呈する。遺構検出面からの深さは70cmを測り、底面は丸底で、壁は外傾して立ち上

がり、覆土は凹レンズ状に堆積する。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器の破片と凹石（第368図8）が出土した。1号竪穴状遺構と22

～24号土坑の新旧関係では、1号竪穴状遺構と24号土坑を切っており、最も新しい土坑となる。

12区23号土坑（遺構編第258図、遺物編第368図）

23号土坑は、調査区西側高位面のR4-57に位置し、西壁に1号竪穴状遺構が重複する。調査時名称は

SK310。長軸2.3m、短軸1.8mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－0°にある。遺構検出面からの深さ

は40cmを測り、底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器（第368図9・10）、黒色土器（第368図11）、管状土錘（第368図12）が

出土した。出土した土器から、奈良・平安時代の土坑と考えられるが、1号竪穴状遺構に切られており、

重複関係にある遺構の中では最も古い遺構と判断される。

12区24号土坑（遺構編第258図）

24号土坑は、調査区西側高位面のR4-56に位置し、東壁に1号竪穴状遺構、北壁に22号土坑が重複

する。調査時名称はSK311。長軸1.5m、短軸1.1mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－15°－Eにある。

遺構検出面からの深さは35cmを測り、底面は緩い丸底で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　須恵器・土師器の破片が出土した。出土した土器から、奈良・平安時代の土坑と考えられ

るが、24号土坑は1号竪穴状遺構を切っているが、北壁を22号土坑に切られており、1号竪穴状遺構よ

りも新しく、22号土坑よりも古いと判断される。
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12区25号土坑（遺構編第319図、遺物編第368図）

25号土坑は、調査区西側高位面のR4-96・97に位置する。北に4・5号掘立柱建物跡、南東に19号

住居跡、北西に9・10号住居跡が近接する。調査時名称はSK301。土坑同士が重複しており、25号土

坑は長軸2.3m、短軸1.6mで、遺構検出面からの深さは30～55cmを測る。覆土は凹レンズ状に堆積し、

東側は径60cmのピット状に掘り込まれる。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器（第368図13～15）が出土した。出土した土器から、8世紀後半

～9世紀前半の土坑と考えられる。

12区26号土坑（遺構編第319図、遺物編第369図）

26号土坑は、調査区西側高位面のS4-52に位置する。4号溝跡を切っており、27号土坑と重複関係に

ある。調査時名称はSK333。26号土坑は長軸2.1m、短軸1.9mの楕円形と推定され、遺構検出面から

の深さは60cmを測る。底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　床面から第369図2、覆土から第369図1・3・4・5が出土した。出土した土器から、

8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。土層断面から27号土坑との新旧関係は判然としないが、

26号土坑は4号溝跡を切っており、溝跡よりも新しいと判断される。

12区27号土坑（遺構編第319図、遺物編第369図）

27号土坑は、調査区西側高位面のS4-52に位置し、26号土坑と重複関係にある。調査時名称は

SK334。27号土坑は長軸1.7m、短軸1.3mの楕円形と推定され、遺構検出面からの深さは50cmを測る。

底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器（第369図6）、黒色土器（第369図7・8）、石製紡錘車（第369図9）が

出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。土層断面から26号土坑と

の新旧関係は判然としない。

12区28号土坑（遺構編第319図、遺物編第369図）

28号土坑は、調査区西側高位面のS5-83に位置する。覆土正面を溝跡に切られ、北に14・15号掘立

柱建物跡、南に34号住居跡、西に29号住居跡が近接する。調査時名称はSK331。長軸1.15m、短軸

70cmの楕円形で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上

がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第369図10・11）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～

9世紀前半の土坑と考えられる。28号土坑は溝跡に切られており、溝跡よりも古い遺構と判断される。

12区29号土坑（遺構編第319図、遺物編第369図）

29号土坑は、遺跡中央のS4-76・86に位置する。36号住居跡と重複しており、北に16号掘立柱建

物跡、東に10号井戸跡、南に35号住居跡、西に14・15号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称は

SK321。埋設土器で、掘り方上面が径50cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは30cmを測る。

土器は掘り方中央に正位の状態で、掘り方の底面から5cm上位に据えられており、口頸部は欠損し、土
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器内側の底面近くから出土した。

出土遺物　　埋設された土器は、須恵器の壺（第369図12）で、肩部の内側から、土師器の坏（第369

図13）が出土した。出土した土器から、奈良・平安時代の遺構と考えられる。29号土坑は36号住居跡の

北東角の壁を切っており、36号住居跡よりも新しいと判断される。

12区30号土坑（遺構編第320図、遺物編第370図）

30号土坑は、調査区西側低位面のR5-91に位置する。調査時名称はSP252。掘り方上面の径が30cm、

遺構検出面からの深さが10cmのピットで、壁は緩い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、頁岩製の石錐（第370図1）が出土した。

12区31号土坑（遺構編第320図、遺物編第370図）

31号土坑は、調査区西側低位面のR6-13に位置する。調査時名称はSP216。掘り方上面の径が40cm、

遺構検出面からの深さが10cmのピットで、壁は緩い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、古墳時代の壺（第370図2）が出土したが、12区では唯一の古墳時代の遺物で

ある。

12区32号土坑（遺構編第320図、遺物編第370図）

32号土坑は、調査区西側低位面のR6-25に位置する。調査時名称はSP296。掘り方上面の径が35cm、

遺構検出面からの深さが10cmのピットで、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、頁岩製石錐の先端（第370図3）が出土した。

7 溝　　　跡（遺構編第320～322図、遺物編第370図）

12区では、大小合わせて70条の溝跡が検出された。他の調査区と同様に東西方向に走る溝跡と、南北

方向に走る溝跡とに大別されるが、途中屈折して両者を兼ね合わせた溝跡も認められる。また南北方向に

平行して掘り込まれた溝跡も存している。多くの溝跡は、竪穴住居跡や掘立柱建物跡を切っており、古代

～中世にかけて構築されたと考えられる。

1号溝跡は、調査区の高位面と低位面とを画する崖線に沿って掘り込まれた大規模な溝跡で、幅が2m

前後、遺構検出面からの深さが60～80cmを測る。調査区東側の崖線部分でも検出されており、崖線に

沿って長く掘り込まれていたことが想定され、西側で屈折して南北方向に方向を変えて、11区まで続い

ている。12区低位面～11区にかけては縄文時代後期の包含層を掘り込んでおり、覆土や壁面から縄文時

代の遺物も出土している。

3号溝跡は、長軸15m、短軸11mの楕円形の溝跡で、主軸方向はN－22°－Eにある。幅50～

60cm、遺構検出面からの深さは20～30cmを測り、東側は2号溝跡と重複し、3号溝跡自体は連結しな

い。3号溝跡は21号住居跡を切っており、21号住居跡よりも新しいと判断される。一方2号溝跡との関

係は明確とは言い難く、遺構検出時点では3号溝跡が2号溝跡を切っているように見受けられた。3号溝

跡の区画内には、16号住居跡が存しているが、主軸方向がN－18°－Eと3号溝跡に近似しており、16

号住居跡の周溝であった可能性が考えられる。
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ⅩⅡ 13区の調査成果

1 13 区 の 概 要（第19図）

13区は、寒河江市大字寒河江字山西に所在しており、発掘調査は2000年の第5次で実施した。13区

は駐車場造成に係わる調査区で、3,900m2の面積で調査を実施した。調査区の中央を東西方向に、温泉

管埋設に伴う2m幅の8区の調査区（1998年）が横断するが、13区はその南側と北側を拡張した調査区

となっており、12区と同様に整理作業の段階で、遺構・遺物を13区に振り分けて処理した。従って8区

を独立した調査区として扱わなかった。

13区の表土除去は1999年5月25日に開始し、6月28日までに遺構検出を終了し、遺構の調査は翌

年の2000年6月29日～10月27日までの期間で実施した。13区のグリッドは公共座標に基づく大グリ

ッド制を採用しており、U4・U5・V5・V6・W5・W6区の範囲にある。

13区の現況は果樹園で、調査区の北側のラインは1994年に調査された高瀬山遺跡1期の第2調査区

に接している。また調査区の西縁は水路を挟んで12区と区分され、東縁は沼川（用水路）に限られている。

12区の高位面と同一の段丘面となっており、比較的平坦な地形で、標高は102～102.4mの範囲にある。

2号掘立柱建物跡の東側付近が窪地となって最も低く、標高は101.7mを測る。

13区で検出された遺構は、竪穴住居跡11棟、竪穴状遺構5基、掘立柱建物跡6棟、図示した土坑が

17基で、殆どが奈良・平安時代に帰属される。なお、13区から井戸跡は検出されていない。

2 竪 穴 住 居 跡

13区からは、11棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも奈良・平安時代の所産である。南北方向に

掘り込まれた2号溝跡を挟んで、住居跡の分布が東側と西側に分かれるが、後者は12区からの続きをな

すものである。この中で2号住居跡は製鉄に係わった住居跡、3号住居跡は多量の遺物を出土した住居跡

として特記されよう。

13区1号住居跡（遺構編第324図、遺物編第371図）

1号住居跡は、調査区西端のU5-02・12に位置する。東に2号掘立柱建物跡・2号土坑、南に2号住

居跡が近接しており、西壁は削平を受け消失している。調査時名称はST401。

平 面 形　　南北軸5.9mを測るが、東西軸については西壁が消失したため判然としない。北を基準と

した主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は15cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められないが、住居跡の西端については、床面のやや締

まった範囲を実測した。
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第19図　13区遺跡全体図
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柱　　穴　　P1が柱穴に相当すると考えられるが、その他については不明である。

壁　　溝　　北・東壁に、幅15cm、深さ5cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　西壁の南寄りに構築されており、煙道部と燃焼部が検出された。西壁は削平を受けており、

掘り方の部分のみが残存していた。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器（第371図1～3）が出土した。

時　　期　　出土した土器が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

13区2号住居跡（遺構編第325図、遺物編第372～374図）

2号住居跡は、調査区西端のU5-22・23・32に位置する。南壁に構築されたカマドが2号竪穴状遺

構を切っており、北に1号住居跡、北東に2号土坑・2号掘立柱建物跡、南に1号溝跡が近接する。調査

時名称はST402。

平 面 形　　南北軸4.9m、東西軸4.1mの方形で、主軸方向はN－12°－Eにある。南西角の形状が

歪で、厳密には方形とは認め難く、西壁にはP1が掘り込まれているため、弧状に張り出している。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には、床が貼られている。

柱　　穴　　P2が柱穴と推定されるが、方形の掘り方を有し、床面からの深さが浅いことから、掘立

柱建物跡等の柱穴であった可能性も考えられる。東壁のP3も同様であろう。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の西端に構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部は2.5mと長大で、心材

に細長い礫が用いられていた。燃焼部は手前側と壁際の2ヶ所で検出され、手前の燃焼部の覆土から第

372図13が出土した。また袖石の直上から鉄製紡錘車（第374図2・4）、袖を外した床面からも同製品

（第374図3）が出土した。カマド付近からは、縄文時代晩期後葉大洞A2式の破片（第374図1）も出土

している。カマドの手前には、開口部径2mの土坑P1が掘り込まれている。住居跡との明確な切り合い

関係が認められないことから、住居跡に付随した遺構であった可能性が考えられる。カマドに風を送り込

むための施設であったのであろうか。

出土遺物　　カマド以外では、覆土から須恵器・土師器が多量に出土した。第372図2・4が入れ子

の状態で出土した。また住居跡の北東角付近の覆土下位から、炭化材が纏まって出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。2号住居跡は2号竪穴状遺構

を切っており、2号住居跡の方が新しいと判断される。カマドが2.5mと長大に作出され、送風施設と思

われる径2mの土坑が伴うことから、製鉄に関連した住居跡であったと想定される。

13区3号住居跡（遺構編第326図、遺物編第374～378図）

3号住居跡は、調査区南西端のU5-61・62・71・72に位置する。住居跡の西側は12区に跨ってお

り、南北方向に両区を画する水路が掘り込まれている。また南壁の西側が12区6号溝跡に切られている。

3号住居跡の南に12区63号住居跡、北西に12区24号掘立柱建物跡が近接し、13区では北に4・5号

土坑、東に1号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST405。
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平 面 形　　南北軸6.9m、東西軸7.1mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、部分的に貼床が認められる。

柱　　穴　　P1・P3が柱穴に相当する。その他は判然としないが、西側の柱列は水路によって削平

された可能性も考えられる。

壁　　溝　　東・北・西壁と南壁の一部に、壁溝が巡らされている。幅20～40cm、深さ10cm程度。

カ マ ド　　南壁の中央（カマド1）と北壁の中央（カマド2）に2基構築されている。カマド1は燃焼

部のみ検出され、袖部は認められなかった。カマド1からは、第375図9・12・17・19、第376図5、

第377図9、第378図6が出土した。第375図19は刻書土器、第378図6は石製紡錘車である。カマド

2も燃焼部のみ検出されたが、遺物は出土していない。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第375図21、第376図6・11、第377図13、床面直上から

第374図8・11、第375図16、第376図1、P4から第374図7、第376図2・3、第377図12、第

378図4、P7から第378図1、P9から第375図20、P10の床面から第374図6、P10の覆土から第

377図11、壁溝内から第375図15、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。南壁を12区6号溝跡が切っ

ており、3号住居跡の方が古いと判断される。

13区4号住居跡（遺構編第327図、遺物編第378・379図）

4号住居跡は、調査区西側のU5-34・35・44・45に位置する。西壁を1号溝跡から伸びた南北方向

の溝跡に切られており、直ぐ西に4号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST403。

平 面 形　　南北軸4.7m、東西軸4.1～4.6mの台形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡内から土坑・ピットを多数検出したが、柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。中央部は燃焼により硬化が著し

く、燃焼部から第379図1が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、遺物は住居跡覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。4号住居跡は溝跡に切られて

おり、溝跡よりも古いと判断される。

13区5号住居跡（遺構編第328図、遺物編第380図）

5号住居跡は、調査区西側のU5-53・54・63・64に位置する。1号掘立柱建物跡と溝跡と重複関係

にあり、北に4号掘立柱建物跡、北東に4号住居跡、南東に1号竪穴状遺構、北西に7号土坑が近接する。

調査時名称はST406。

平 面 形　　南北軸4.7m、東西軸5.2mの方形と推定され、主軸方向はN－7°－Wにある。北東角
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は8区の調査区に入り込んでおり、検出できなかった。

堆 積 土　　覆土には黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5～25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。

柱　　穴　　5号住居跡のP1～P4が柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　土層断面では西壁に壁溝が認められたが、平面では検出されなかった。

カ マ ド　　南壁の東端に構築され、袖部の一部と燃焼部が検出された。右袖は溝跡が掘り込まれ、消

失しており、左袖の前庭に1号掘立柱建物跡P2が掘り込まれている。

出土遺物　　覆土から、第380図1～3が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。5号住居跡は1号掘立柱建物

跡と溝跡に切られており、住居跡の方が古いと判断される。なお1号掘立柱建物跡と溝跡の新旧関係は判

然としない。

13区6号住居跡（遺構編第329図、遺物編第380・381図）

6号住居跡は、調査区東側のV5-23・24・33・34に位置する。調査区の北端で、北側は高瀬山遺跡

1期調査区のST371に相当する。調査時名称はST409。

平 面 形　　南北軸の詳細は判然としないが、東西軸3.3mの方形で、主軸方向はN－14°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は30～40cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められない。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　高瀬山遺跡HO地区では検出されていないが、高瀬山遺跡1期のST371では、北・東・

西壁で壁溝が検出されたが、各コーナー部分は途切れている（幅7～15cm、深さ4～8cm）。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部の心材は礫で構築され、

ており、焼土粒の集中が袖部よりも西寄りに認められた。カマド及びその周辺からは、第380図5・

7・9・12・16・17、第381図1・2・4・7・8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、住居跡の覆土から遺物が出土した。なお高瀬山遺跡1期ST371からは、

須恵器坏片と土師器甕が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。

13区7号住居跡（遺構編第330図、遺物編第382・383図）

7号住居跡は、調査区東側のV5-42・43・52・53に位置し、北に5号掘立柱建物跡、南に8号住居

跡が近接する。調査時名称はST410。

平 面 形　　南北軸5.4～5.75m、東西軸4.8～5.2mの方形で、主軸方向はN－1°－Eにある。南

壁が斜位で長いことから、形状はやや歪でいる。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。
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柱　　穴　　P1・P3～P5の4基のピットが柱穴に相当すると考えられる。

壁　　溝　　東・北・南壁に、幅20cm、深さ5cm程度の壁溝が検出された。

カ マ ド　　南壁の東寄り（カマド1）と西寄り（カマド2）に2基構築されている。カマド1は燃焼部

のみで、袖部は検出されなかった。燃焼部及びその周辺では、第382図3～5・7・13、第383図3・

4・9が出土した。カマド2も燃焼部のみ検出され、第382図8・10、第383図7が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第382図15、第383図6、床面直上から第383図2、P1から

第383図10・12、P6から第382図6・12、壁溝内から第382図13が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。

13区8号住居跡（遺構編第331・332図、遺物編第384・385図）

8号住居跡は、調査区東側のV5-53・54・63・64・73・74に位置する。住居跡の南側を東西方向

に3号溝跡が掘り込まれ、北に7号住居跡、東に9号住居跡、南に3号竪穴状遺構が近接する。調査時名

称はST408。

平 面 形　　南北軸5.2～6.4m、東西軸8.1mの台形で、北を基準とした主軸方向はN－6°－Eにあ

る。西壁は明確でなかったが、壁高が検出されたため、範囲が特定できた。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～25cmを測り、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、貼床が認められる。

柱　　穴　　P1・P2・P4の3基のピットが柱穴に相当すると考えられる。P3も掘り方が深く、柱穴

の可能性が考えられる。

壁　　溝　　カマド部分を除いて、壁溝が巡らされている。幅20cm、深さ5～10cm。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。カマドの直ぐ南側に3号溝

跡が掘り込まれ、削平されており、袖部は先端部のみ検出され、付け根の部分は認められなかった。燃焼

部から第384図13が出土した他、カマドから第384図12・14が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、床面から第385図5、床面直上から第384図1、第385図7、P5から

第384図16、第385図1、壁溝から第385図6、その他は住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。8号住居跡は3号溝跡に切ら

れており、8号住居跡の方が古いと判断される。

13区9号住居跡（遺構編第333図、遺物編第385～387図）

9号住居跡は、調査区東側のV5-65・66・75・76に位置し、南には3号溝跡と10号住居跡が近接

する。調査時名称はST413。

平 面 形　　南北軸4～4.35m、東西軸4.1～4.6mの方形で、主軸方向はN－11°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　貼床面からの壁高は30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　全面に黒褐色粘質土の床が、2層にわって貼られており、掘り方は起伏を有する。

柱　　穴　　検出されていない。

壁　　溝　　検出されていない。
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カ マ ド　　南壁の東寄り（カマド1）と西寄り（カマド2）に2基構築されている。カマド1とカマド2

の共に燃焼部のみ検出され、袖部は認められなかった。カマド一括として、第385図9が出土した。

出土遺物　　床面から第385図10、第386図15、カマド間の土坑から第387図2、その他は住居跡

の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。

13区10号住居跡（遺構編第334図、遺物編第390図）

10号住居跡は、調査区東側のV5-75・76・85・86に位置する。北壁を東西方向に走る3号溝跡に

切られ、ており、直ぐ北に9号住居跡が近接する。調査時名称はST412。

平 面 形　　東西軸は3.5mを測り、南北軸は北壁が切られているが、同程度の方形と推測される。北

を基準とした主軸方向はN－7°－Eにある。

堆 積 土　　覆土は凹レンズ状に堆積しており、覆土下位には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

柱　　穴　　柱穴は特定できない。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　東壁の南寄りに構築されており、袖部と燃焼部が検出された。袖部の心材には礫が用いら

れており、燃焼部から第390図1・3・5～8が出土した。

出土遺物　　カマド以外では、住居跡の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。10住居跡は3号溝跡に切ら

れており、10号住居跡の方が古いと判断される。

13区11号住居跡（遺構編第335図、遺物編第391図）

11号住居跡は、調査区東側のV6-07・17に位置する。住居跡の南側は8区の調査区に含まれ、東壁

は4号溝跡に切られている。調査時名称はST416（13区）・ST4549（8区）。

平 面 形　　南北軸は3.8～4mを測り、東西軸も同様と推測され、形状は方形となる。主軸方向は

N－5°－Wにある。

堆 積 土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は5cm程度と浅く、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　土坑状の掘り方が多く見られ、ほぼ全面に床が貼られている。

柱　　穴　　住居跡の柱穴は特定できない。P1～P4は掘立柱建物跡の柱穴と思われるが、8区と13

区の二つの調査区に跨ったため、確認できなかった。

壁　　溝　　検出されていない。

カ マ ド　　南壁の東寄りに構築されており、燃焼部のみ検出された。

出土遺物　　P2から第391図5、貼床直下の土坑状の掘り方から第391図11、その他は住居跡の覆土

から出土した。なお覆土から、縄文土器が2点出土した。第391図14は縄文時代前期大木6式、第391

図13は縄文時代後期中葉宝ヶ峯式の土器片である。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半と考えられる。11号住居跡は東壁が4号溝

2 竪 穴 住 居 跡
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跡に切られており、11号住居跡の方が新しいと判断される。

3 竪 穴 状 遺 構

13区の竪穴状遺構は、住居跡に類した掘り方を有する遺構の中で、居住施設として認められなかった

遺構を総括した。13区からは5基の竪穴状遺構が検出された。

13区1号竪穴状遺構（遺構編第324図、遺物編第371図）

1号竪穴状遺構は、調査区西側のU5-64・65に位置する。10号土坑と重複しており、西に5号住居

跡・1号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はST404。

平 面 形　　南北軸2.2m、東西軸2.1mの方形で、主軸方向はN－5°－Eにある。

覆　　土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は25～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。遺構の東側は土坑状の掘り方のため、起伏

を有する。

ピ ッ ト　　北西角と南壁際にピットが存するが、柱穴であるかどうかは判然としない。

出土遺物　　覆土から、須恵器・土師器（第371図4～10）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。1号竪穴状遺構は10

号土坑を切っており、10号土坑よりも新しいと判断される。

13区2号竪穴状遺構（遺構編第325図、遺物編第371図）

2号竪穴状遺構は、調査区西端のU5-31・32に位置する。南側を1号溝跡、北壁の一部を2号住居跡

に切られており、西側は水路によって削平されている。調査時名称はST411。

平 面 形　　遺構は水路や溝跡によって大きく壊されており、形状は判然としない。

覆　　土　　覆土には黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は10cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　P4が柱穴と想定されるが、方形の掘り方を有することから、掘立柱建物跡の柱穴が掘り

込まれた可能性も考えられる。

出土遺物　　覆土から、須恵器（第371図11～12）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。2号竪穴状遺構は1号

溝跡と2号住居跡に切られていることから、両遺構よりも古いと判断される。

13区3号竪穴状遺構（遺構編第329図、遺物編第382図）

3号竪穴状遺構は、調査区東側のV5-84に位置する。小判形の土坑と重複した構成で、北に8号住居跡、

北西に10号住居跡が近接する。調査時名称はST407。

平 面 形　　南北軸2.7m、東西軸2.9mの方形で、主軸方向はN－6°－Eにある。小判形の土坑は長

軸2.6m、短軸1.05mを測る。

ⅩⅡ 13区の調査成果
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覆　　土　　覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　検出されていない。

出土遺物　　覆土から、須恵器2点（第382図1・2）が出土した。

時　　期　　出土した土器が少なく、時期の特定は困難であるが、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

小判形土坑との新旧関係は判然としないが、遺構検出の時点ではカマドの煙道部と認識したが、カマドは

検出されなかった。

13区4号竪穴状遺構（遺構編第333図、遺物編第387～389図）

4号竪穴状遺構は、調査区東側のV6-09に位置する。調査区の東端に当たり、遺構の東半は1998年に

8区として調査されたが、遺構同士の整合性が得られなかったため、13区で調査した部分のみを竪穴状

遺構として提示した。調査時名称はST414。

平 面 形　　東半が8区となり、形状や規模は明確でないが、方形プランと推定され、北を基準とした

主軸方向はN－2°－Eにある。

覆　　土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20～30cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で硬化面は認められないが、土坑状の掘り方には床が貼られている。

ピ ッ ト　　柱穴は特定できない。

出土遺物　　床面から第387図6、第388図9、第389図8、貼床直下の土坑状の掘り方から第387

図8、第388図8・10、第389図2、その他は遺構の覆土から出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。竪穴住居跡であったと

想定されるが、カマドが検出できなかったため、竪穴状遺構に区分した。

13区5号竪穴状遺構（遺構編第334図、遺物編第390図）

5号竪穴状遺構は、調査区東南端のU6-39・49、W6-30・40に位置し、遺構の南側は調査区外とな

っている。調査時名称はST415。

平 面 形　　形状は方形と推測されるが、規模については判然としない。北を基準とした主軸方向は

N－8°－Wにある。

覆　　土　　覆土には黒色土・黒褐色土が堆積する。

壁　　面　　壁高は20cmを測り、壁は外傾して立ち上がる。

床　　面　　床面は平坦で、硬化面や貼床は認められない。

ピ ッ ト　　東壁南寄りに土坑が掘り込まれているが、柱穴は検出されていない。

出土遺物　　床面から須恵器の蓋（第390図10）が出土した。

時　　期　　出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の遺構と考えられる。

3 竪 穴 状 遺 構
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4 掘立柱建物跡

13区では、掘立柱建物跡が6棟検出された。竪穴住居跡と同様に調査区の東側と西側に構築されてお

り、いずれも奈良・平安時代の所産と考えられる。中でも2・4号掘立柱建物跡は、出入口と推定される

施設を有する掘立柱建物跡として特記される。

13区1号掘立柱建物跡（遺構編第328図）

1号掘立柱建物跡は、調査区西側のU5-53・54・63・64・73・74に位置する。5号住居跡と重複

関係にあり、北に4号掘立柱建物跡、東に1号竪穴状遺構、西に3号住居跡、北西に7号土坑が近接する。

調査時名称はSB404。

構　　造　　梁行2間、桁行5間の南北棟で、主軸方向はN－8°－Wにある。P6～P8は上面が削平

され小ピットとなっており、掘立柱建物跡に伴う柱穴ではなかった可能性も考えられる。その場合、南北

柱列の南端がP4・P9であったと考えられ、梁行1間又は2間、桁行4間の構造となる。

規　　模　　梁5.6～5.9m、桁10～10.3mを測り、面積は約60m2となる。柱心心間の距離は、梁

の北側が西から3.1m－2.8m、同じく南側が2.8m－2.8m、桁の西側が北から2.3m－2.1m－1.9m－

1.1m－2.6m、同じく東側が2.3m－2.2m－1.9m－1.1m－2.1m－0.7mとなる。

柱　　穴　　一辺60～90cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは50～60cmを測る。

P4・P9～P13の底面には、径15～25cm程度の円形の柱痕跡が認められる。

出土遺物　　P1・P3～P6・P9～P13から、須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。1号掘立柱建物跡は5号住居跡を切っており、1号掘立柱建物跡の方が新しいと判断

される。なお、溝跡との新旧関係は判然としない。

13区2号掘立柱建物跡（遺構編第336図）

2号掘立柱建物跡は、調査区西側のU5-03・04・13・14に位置する。2号掘立柱建物跡の東側は窪

地となっており、南東に3号土坑、西に1号住居跡、南西に2号住居跡が近接する。調査時名称は

SB401。

構　　造　　梁行2・3間、桁行3間の南北棟で、主軸方向はN－10°－Eにある。梁行は基本的に2

間であるが、南側は出入口と推定される施設を有するため3間となる。

規　　模　　梁4.9m、桁6.1mを測り、面積は約30m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が西か

ら2.5m－2.4m、同じく南側が1.8m－1.6m－1.4m、桁の西側が北から1.9m－1.9m－2.3m、同じ

く東側が2.2m－1.7m－2.1mとなる。

柱　　穴　　一辺80～90cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは25～60cmを測る。

出土遺物　　P3～P9で須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。
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13区3号掘立柱建物跡（遺構編第336図、遺物編第391図）

3号掘立柱建物跡は、調査区東側のU4-95・96、U5-05・06に位置する。3号掘立柱建物跡南西側は

窪地となっており、北側は高瀬山遺跡1期の調査区となる。調査時名称はSB402。

構　　造　　梁行1間、桁行2間の南北棟で、主軸方向はN－7°－Eにある。梁行は基本的に1間と

思われ、南側のP4は掘り方が浅く、柱穴でない可能性がある。

規　　模　　梁3.9m、桁4.9mを測り、面積は約19m2となる。柱心心間の距離は、梁の北側が3.9m、

同じく南側が西から2.1m－18m、桁の西側が北から2.5m－2.4m、同じく東側が2.5m－2.3mとなる。

柱　　穴　　径40cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは30～40cmを測る。

出土遺物　　P5から須恵器の甕（第391図15）が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

13区4号掘立柱建物跡（遺構編第337図、遺物編第391図）

4号掘立柱建物跡は、調査区西側のU5-33・34・43・44に位置し、東に4号住居跡、南に5号住居

跡・1号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSB403。

構　　造　　東西2・3間、南北2間の側柱建物で、主軸方向はN－7°－Eにある。東西柱列は基本

的に2間であるが、南側は出入口と推定される施設を有するため3間となる。

規　　模　　東西4.8m、南北4.6mを測り、面積は約22m2となる。柱心心間の距離は、東西柱列の

北側が西から2.2m－2.6m、同じく南側が1.6m－1.4m－1.8m、南北柱列の西側が北から2.4m－

2.2m、同じく東側が2.3m－2.3mとなる。

柱　　穴　　一辺70～80cmの隅丸方形を基本とし、遺構検出面からの深さは40～50cmを測る。

出土遺物　　P3から須恵器の坏（第391図17）、P5から縄文時代の石匙（第391図18）が出土した。そ

の他にP1・P2・P4・P6・P8から須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　P3から須恵器の坏が出土したことから、奈良・平安時代の遺構と考えられる。

13区5号掘立柱建物跡（遺構編第338図）

5号掘立柱建物跡は、調査区東側のV5-22・23・32・33に位置する。調査区の北端に当たり、北側

は高瀬山遺跡1期の調査区となる。調査時名称はSB405。

構　　造　　梁行2間、桁行3間と推定され、P6は柱穴でないと思われる。主軸方向はN－3°－W

にある。なお桁行が更に北側に延びる可能性も否定できない。

規　　模　　梁4.5m、桁5.2mを測る。柱心心間の距離は、梁の南側が西から2.3m－2.2m、桁の西

側が北から1.7m－1.8m－1.7m、同じく東側が1.5mとなる。

柱　　穴　　一辺80cmの隅丸方形又は径70cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは20～

40cmを測る。

出土遺物　　P2・P4から須恵器又は土師器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。

4 掘立柱建物跡
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13区6号掘立柱建物跡（遺構編第338図、遺物編第391図）

6号掘立柱建物跡は、調査区東側のV5-78・79・88・89に位置する。調査区の北東端に当たり、6

号掘立柱建物跡の北東側は、調査区外に入り込んでおり、南北柱列の西側には5号溝跡が掘り込まれてい

る。調査時名称はSB406。

構　　造　　梁行2間、桁行3間の南北棟と推定されるが、いずれも更に延びる可能性があり、P3は

柱穴でないと考えられる。主軸方向はN－7°－Eにある。

規　　模　　梁4.8m、桁6.0mを測る。柱心心間の距離は、梁の南側が西から2.5m－2.3m、桁の西

側が北から2m－1.9m－2.1mとなる。

柱　　穴　　一辺80cmの隅丸方形又は径80cmの円形を基本とし、遺構検出面からの深さは60cm

を測る。南北柱列は5号溝跡に切られており、底部付近が残るのみである。

出土遺物　　P7から須恵器の坏（第391図16）が出土した。その他にP1・P5・P6から須恵器・土師

器の小片が出土した。

時　　期　　出土した遺物が少なく、時期の特定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安

時代と考えられる。6号掘立柱建物跡は5号溝跡に切られており、6号掘立柱建物跡の方が古いと判断さ

れる。

5 土　　　坑

13区では、17基の土坑を図示した。そのうち縄文時代の土坑が1基、奈良・平安時代の土坑が16基

で、竪穴住居跡と同様に調査区の東側と西側で検出された。中でも多数の遺物が出土した5号土坑は特記

される。

13区1号土坑（遺構編第339図、遺物編第392図）

1号土坑は、調査区東側のV5-44に位置し、南に8号住居跡、西に7号住居跡が近接する。調査時名称

はSK419。開口部径70cmの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平坦で、壁

は外傾して立ち上がり、覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

出土遺物　　遺構上位から、縄文土器が内面を上にした状態で出土した。大洞A2式の粗製深鉢と判断

され、縄文時代晩期後葉の土坑と考えられる。

13区2号土坑（遺構編第339図、遺物編第392図）

2号土坑は、調査区西側のU5-13に位置し、北東に2号掘立柱建物跡、南西に2号住居跡、西に1号住

居跡が近接する。調査時名称はSK410。開口部径2mの円形の土坑で、遺構検出面からの深さは25cm

を測る。底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がり、覆土には黒色土が堆積する。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第392図2・3）、黒色土器（第392図4）、磨石（第392図6）、凝灰質

泥岩（第392図5）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

ⅩⅡ 13区の調査成果
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13区3号土坑（遺構編第339図、遺物編第393図）

3号土坑は、調査区西側のU5-14・15・24に位置する。調査時名称はSK409。開口部径1.6mの略

円形の土坑で、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面はやや起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第393図1）、土師器の坏（第393図2～5）が出土した。出土した

土器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

13区4号土坑（遺構編第339図、遺物編第393図）

4号土坑は、調査区西側のU5-52に位置する。東壁の一部は5号土坑と接し、遺構の北半は8区の調査

区となっており、西壁は水路で切られている。調査時名称はSK406（13区）・SK4524（8区）。南北軸

1.8mを測り、方形を呈すると想定される。遺構検出面からの深さは20cmを測り、壁は外傾して立ち上

がる。底面は平坦で、覆土には黒色土が堆積する。

出土遺物　　覆土から、須恵器の坏（第393図6・7）、土師器の坏（第393図8）と甕（第393図9）が出

土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられるが、5号土坑との新旧関係は判

然としない。

13区5号土坑（遺構編第339図、遺物編第394・395図）

5号土坑は、調査区西側のU5-52に位置する。西壁の一部は4号土坑と接しており、遺構の北側は8区

の調査区に入り込むが、北壁は検出されていない。調査時名称はSK404。短軸が2.2mの楕円形の土坑

と推定され、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は緩い丸底をなし、壁は外傾して立ち上がり、

覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

出土遺物　　覆土下位から、須恵器・土師器が多数出土した（第394図1～10、第395図1・2）。その

他に砥石2点（第395図3・4）が出土したが、内1点は線刻を有する特殊な遺物である（第395図4）。

13区6号土坑（遺構編第339図、遺物編第396図）

6号土坑は、調査区西側のU5-43に位置する。東に4号掘立柱建物跡が近接し、遺構の南側は8区の調

査区に入り込むが、南壁は検出されていない。調査時名称はSK407。短軸90cmの楕円形の土坑と推定

され、遺構検出面からの深さは20cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器が（第396図1・2）が出土した。出土遺物が少なく、時期の特定

は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時代の土坑と考えられる。

13区7号土坑（遺構編第339図、遺物編第396図）

7号土坑は、調査区西側のU5-52・53に位置する。遺構の北側は8区に入り込んでおり、南東に1号

掘立柱建物跡、西に5号土坑が近接する。調査時名称はSK405（13区）・SK4525（8区）。径1.8mの略

円形で、遺構検出面からの深さは40cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には黒

色土が堆積する。

出土遺物　　覆土から土師器の甕（第396図3）が出土した。出土遺物が少なく、時期の特定は困難で

あるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時代の土坑と考えられる。
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13区8号土坑（遺構編第340図、遺物編第396図）

8号土坑は、調査区西側のU5-83に位置する。調査区の南端に当たり、遺構の南側は調査区域外とな

っており、東西方向に走る溝跡と重複関係にある。調査時名称はSK411。径1.7mの略円形の土坑で、

遺構検出面からの深さは45cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第396図4）と土師器の甕（第396図5）が出土した。出土した土器

から、奈良・平安時代の土坑と考えられるが、溝跡との新旧関係は判然としない。

13区9号土坑（遺構編第340図、遺物編第396図）

9号土坑は、調査区西側のU5-44・54に位置する。遺構の西壁を溝跡に切られており、北に4号住居

跡、北西に4号掘立柱建物跡が近接する。調査時名称はSK412。長軸2.8m、短軸1.6mの楕円形の土坑

と推定され、主軸方向はN－12°－Eにある。遺構検出面からの深さは60cmを測り、底面は平坦で、

壁は外傾して立ち上がる。覆土中位に焼土の集中が認められ、炭化粒も含まれている。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器（第396図6～10）が出土した。出土した土器から、8世紀後半

～9世紀前半の土坑と考えられ、9号土坑の西壁が溝跡に切られていることから、9号土坑の方が古いと

判断される。

13区10号土坑（遺構編第324図）

10号土坑は、調査区西側のU5-65に位置する。1号竪穴状遺構と重複し、西に5号住居跡・1号掘立

柱建物跡が近接する。調査時名称はSK403。形状は不整形で、遺構検出面からの深さは10cmを測る。

底面は平坦で、壁は外傾して立ち上がり、覆土には黒褐色土・黒色土が堆積する。

出土遺物　　遺物は出土していない。10号土坑は1号竪穴状遺構に切られており、10号土坑の方が古

いと判断される。奈良・平安時代に帰属されよう。

13区11号土坑（遺構編第342図）

11号土坑は、調査区西側のU5-76に位置する。調査区の南端に当たり、遺構の南側は調査区域外に入

り込んでおり、遺構の中央は南北方向に走る2号溝跡に切られている。調査時名称はSK413。遺構の南

側が調査区外となっているため、形状は判然としないが、東西軸は2.9mを測る。遺構検出面からの深さ

は60～85cmで、底面は起伏を有し、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器・土師器の小片が出土したに過ぎない。出土した遺物が少なく、時期の特

定は困難であるが、周囲の遺構の時期から、奈良・平安時代の土坑と考えられる。11号土坑は2号溝跡

に切られており、11号土坑の方が古いと判断される。

13区12号土坑（遺構編第340図、遺物編第397図）

12号土坑は、調査区東側のV5-56に位置し、北に13号土坑、南に9号住居跡が近接する。調査時名

称はSK415。一辺2～2.1mの隅丸方形の土坑で、遺構検出面からの深さは25cmを測り、更に底面の

中央が径1.1m、深さ40cm程度掘り込まれる。底面の中央は丸底をなし、起伏を有しながら立ち上がり、

平坦な段が作出され、更に壁が屈折し外傾して立ち上がる。
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出土遺物　　南東角の覆土から、須恵器・土師器（第397図1～6）が纏まって出土した。出土した土

器から、8世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

13区13号土坑（遺構編第340図、遺物編第397図）

13号土坑は、調査区東側のV5-45・46に位置し、北に高瀬山遺跡1期の調査区、南に12号土坑が近

接する。調査時名称はSK414。長軸3.3m、短軸2.9mの楕円形の土坑で、底径は1.4～1.5mとなる。

遺構検出面からの深さは60cmを測り、底面は緩い丸底をなし、壁は緩く立ち上がる。

出土遺物　　床面から第397図7～9、覆土から第397図10が出土した。出土した土器から、8世紀

後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

13区14号土坑（遺構編第341図、遺物編第398図）

14号土坑は、調査区東側のV6-04・05に位置しており、遺構の北側は8区の調査区で、南側の一部

が13区に相当する。調査時名称はSK420。長軸2.2m、短軸1.6mの卵形の土坑で、遺構検出面からの

深さは30cmを測る。底面は丸底をなし、傾斜しており、東壁は緩く、西壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第398図1・2）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世

紀前半の土坑と考えられる。

13区15号土坑（遺構編第341図、遺物編第398図）

15号土坑は、調査区東側のV5-88・89に位置する。6号掘立柱建物跡の範囲内にあり、調査区の北東

端に相当する。調査時名称はSK423。開口部径1mの円形の土坑で、底径は60cm程度となる。遺構検

出面からの深さは50cmを測り、底面は緩い丸底をなし、壁は外傾して立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器の蓋（第398図3）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀前

半の土坑と考えられる。

13区16号土坑（遺構編第341図、遺物編第398図）

16号土坑は、調査区東側のV6-08に位置する。4号溝跡と5号溝跡に挟まれており、南に17号土坑が

近接する。調査時名称はSK421。開口部形1.3mの円形の土坑で、底径は90cm程度となる。遺構検出

面からの深さは80cmを測り、底面は平坦で、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第398図4）と甕（第398図5）が出土した。出土した土器から、8

世紀後半～9世紀前半の土坑と考えられる。

13区17号土坑（遺構編第341図、遺物編第398図）

17号土坑は、調査区東側のV6-19に位置しており、北に16号土坑が近接すする。調査時名称は

SK422。長軸1.3m、短軸1mの楕円形の土坑で、主軸方向はN－30°－Wにある。遺構検出面からの

深さは85cmを測り、南壁はオーバーハングし、北壁は垂直に近い角度で立ち上がる。

出土遺物　　覆土から須恵器の坏（第398図6）が出土した。出土した土器から、8世紀後半～9世紀

前半の土坑と考えられる。
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6 溝　　　跡（遺構編第341～343図、遺物編第398図）

13区では、大小合わせて15条の溝跡が検出された。他の調査区と同様に東西方向に走る溝跡と、南北

方向に走る溝跡とに大別され、直交したり連結した例も存している。多くの溝跡は、竪穴住居跡や掘立柱

建物跡を切っており、古代～中世にかけて構築されたと考えられる。

1号溝跡は、高瀬山遺跡1期のSD215の延長にあり、13区を東西方向に走るが、12区には続かず、

現存の水路で断ち切られている。土層断面では2号溝跡を切った状況が観察され、2号溝跡よりも新しい

と判断される。

2号溝跡は、高瀬山遺跡1期のSD122の延長にあり、13区を南北方向に走り、直交する1号溝跡より

も古いと考えられる。開口部幅1.2m、底面幅40cm、遺構検出面からの深さ1.1～1.3mを測る大規模な

溝跡で、底面は平坦となる。

4号溝跡は、高瀬山遺跡1期のSD137の延長にあり、13区を南北方向に5号溝跡と併走する。開口部

幅が2m前後と幅広で、遺構検出面からの深さは80cm程度で、12号住居跡を切っている。途中3号溝

跡が東西方向に延びており、3号溝跡の方が浅いが、新旧関係は判然とせず、同時期に機能していたこと

も考えられる。

5号溝跡は、高瀬山遺跡1期のSD138の延長にあり、13区を南北方向に4号溝跡と併走する。4号溝

跡に比べ小規模で、6号掘立柱建物跡を切っている。
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ⅩⅢ 2区の調査成果

1 2 区 の 概 要（第20図）

2区は、寒河江市大字寒河江字久保に所在しており、発掘調査は1997年の第2次と翌98年の第3次で

実施した。2区は導水路埋設及び道路建設に係わる調査区で、4,100m2の面積で調査を実施した。調査

区は奈良・平安時代の集落が営まれた段丘中位面（4・10区）の直下の低位面に位置しており、南北幅

10～35m、東西幅260mの東西方向に細長い調査区となっている。西側は導水路のみの調査区で幅が狭

く、東側は道路が併設されるために幅広となる。更に東側は、中央の遺物の希薄な部分を境に「東調査区」

と「西調査区」とに二分される。

2区の現況は水田で、湧水と排水不良のため低湿の状況にあった。調査区の標高は南端の遺構検出面が

99.8～100mとやや高く、崖線直下は窪地となっており、晩期木組遺構等の検出面の標高は98.8～

99.2mの範囲にある。4区南端である崖線上端の標高は101.3mであり、崖線の比高差は2.1～2.5mを

測る。崖線直下は更新世の旧河道跡と考えられ、崖線は寒河江市所轄の民活エリアから伸びて、10・

3・11区の南端を通って、最上川の蛇行点まで続いている。2区は崖線に沿って東西に伸びる自然流路

内に位置しており、泥炭層が形成され、土器等の人工遺物と共に木材や倒木・堅果類等の植物遺存体が豊

富に出土した。一方最上川沿いの南側は微高地（標高100～101m）となっており、1997年の寒河江市教

育委員会の調査により、古墳時代や奈良・平安時代の住居跡が検出され、居住域であったことが明らかと

なっている［大宮ほか1998］。従って2区の南側は、この微高地の縁辺に相当するが、後述のように西調

査区からの窪地の延長が介在する可能性も否めない。

2区からは、南側で溝跡5条と土坑9基、東側で水場遺構5基が検出された。1997年の調査は5月1

日に表土除去を開始し、5月23日までに遺構検出を終了した。直ぐに遺構調査に着手し、西側から順次

進めたが、この時点で調査区東端の崖線直下に縄文時代晩期の遺物を包含する黒色土層を確認し、以降遺

物包含層として掘り下げを実施した。その結果、8月6日に晩期木組遺構の上面を検出し、更にその周囲

を掘り下げた結果、9月12日までに晩期石組遺構を検出した。その後保存を前提とした手続きが模索さ

れ、関係機関との協議が持たれたため、両遺構の調査は遺構上面の精査と実測に限って実施し、その間は

東調査区の西半の調査を実施した。協議の結果、現地保存が困難との結論に至ったため、将来的にレプリ

カの作成が可能となるように、両遺構の型取り作業を森山考古造形研究所に依頼し、10月27～30日の

期間で実施した。その後12月9日まで、遺構の詳細な実測と遺構周辺の掘り下げを行い、遺構本体の調

査は翌年度に繰り越した。また西調査区の低地部の調査については、1997年7月29日～12月11日ま

での期間で実施した。

1998年の調査は、東調査区東端の晩期木組遺構と晩期石組遺構の部分に限って実施した。4月13日に

晩期木組遺構と晩期石組遺構の調査に着手し、晩期木組遺構は8月21日、晩期石組遺構は8月12日まで

に調査を終了した。更に晩期石組遺構の直下から敷設された木材が検出され精査したところ、縄文時代後

期中葉の木組遺構が重層して構築されていたこと判明した。上段が後期1号木組遺構で8月27日～9月
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第20図　2区遺跡全体図
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11日、下段が後期2号木組遺構で9月14～18日の期間で調査を実施したが、後期2号木組遺構は想定外

の遺構で、工事期限間近になって検出されたため、調査期間に余裕がなく、不十分な調査となってしまった。

縄文時代の遺構が検出された調査区は、崖線直下の窪地で、湧水が随所で認められており、黒色土が厚

く堆積し、泥炭層が形成され、有機質遺物が多数包含されていた。調査区の基本層序については各調査区

で詳述するが、特に東調査区は晩期石組遺構上面（98.9m）から後期2号木組遺構の最下層（97.1m）まで

の層厚が1.8mを測り、縄文時代後・晩期を通して土砂の堆積が急激に進行し、滞水と流水が繰り返され

ていたことが観察され、縄文時代後期から晩期にかけて、遺跡周辺の環境変化が頻繁に生起していたこと

を窺わせている。また崖面には礫層が露頭しており、崖面直下に崩落した礫が多数認められ、石組遺構に

も利用されていたと考えられる。

遺構が構築された調査区の段丘の南北幅は40～80mで、最上川の現河床面（標高93m）からは7m前

後の比高差を測る。水場遺構は北東流する最上川が南東に方向を変える蛇行点の直前に形成されており、

晩期水場遺構の南方60mに最上川の現在の河床が位置している。2000年の工事の立ち合いで、2区の東

側に当たる3区の崖線直下から、縄文時代後・晩期の遺物が出土しており、水場遺構は東側にも形成され

ていた可能性が考えられる。

2区は1・3・4区と同様に1997年に表土を除去し、座標杭を設置したため、高速道路調査区の座標

を踏襲した。従って南北軸はN－22°30′－Eを測る。2区のグリッドは南北軸が60～80、東西軸が

196～244の範囲にある。

2 東調査区について

導水路と道路建設に係わる調査区である東側は、東部分と西部分に遺物が出土し、中央は遺物が希薄で

あったことから、東調査区と西調査区とに二分した（遺構編第345図）。東調査区は東西幅50m、南北幅

10mの調査区となる。東端に晩期木組遺構と晩期石組遺構が検出され、遺物が多数出土したが、西半は

倒木・流木が多数認められたものの、遺物の出土は少なく、遺構も認められなかった。西半の窪地状の地

形から自然木が多数出土したことは、調査区付近が滞水・流水を繰り返していた様相を窺うことができ、

黒色土と灰色褐色土が交互に堆積する土層断面からも追認されている（第351図J-J’）。

東調査区で検出された遺構は　縄文時代後・晩期の水場遺構4基で、その他に打込杭や重層的な土器捨

て場（東調査区遺物集中地点）が検出された。東調査区のグリッドの範囲は東西軸が61～66、南北軸が

196～204の範囲にあるが、特に晩期木組遺構と晩期石組遺構が位置する62-197～199、63-197～

199に遺物が集中していた。

1）基　本　層　序（遺構編第349～351図）

東調査区は、調査区の西半と東側では土層の堆積が異なっている。西半は人工的な構築物は見られず、

縄文時代中期末葉～晩期後葉の遺物が崖線直下で散漫に出土したに過ぎない（遺構編第410図）。グリッド

のラインに沿って土層断面を作成したが、崖際に礫を包含する砂質土が堆積し、平坦部には植物繊維を多

く包含する黒色土が水平に堆積するが、西端のJ-J’（第351図）では、平坦部は黒色土と灰色褐色土の交

互の堆積が認められた。

水場遺構が構築された東側は、涌水点が多く噴砂の痕跡が随所に認められた。噴砂による遺物の沈降現
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象も観察され、縄文時代の堆積層から須恵器が出土したり、縄文時代後期中葉の堆積層から大洞A2式が

出土している（遺構編第350図）。崖線直下には礫を多数包含する砂質土が堆積し（遺構編第349図）、平坦

部は攪拌を受けずに比較的水平に堆積しており、植物繊維を多く含む黒褐色粘質土と暗灰黄色（黄灰色）

粘質・シルト質土が交互に堆積し、人間の活動を反映してか、炭化粒が多く含まれる（遺構編第350図）。

東側は2区の中でも遺物を包含する層厚が1.4m以上と厚く、縄文時代の後期～晩期にかけて土砂の堆積

が急激に進行し、その後は比較的平穏な環境にあったことが想定される。

2）晩期木組遺構（遺構編第354～364・424～428図、遺物編第399・403図）

晩期木組遺構は、調査区東端の62-197に位置しており、晩期石組遺構の東方6mにある（遺構編第353

図）。周辺は表土を除去した時点で、黒色土の広がりが観察され、トチノキの種子と共に晩期の粗製土器が

多数出土したため、土器捨て場跡を想定し掘り下げを行った。表土除去面下10～15cmのレベルで、木材

を敷き詰めた状況が検出され、精査の結果木組遺構であると判定した。遺構上面の標高は98.8mを測る。

遺構は段丘直下から最上川方向に張り出すように長方形に構築されており、北を基準とした主軸方向は

N－13°－Eにある。遺構は木材を一定方向に敷き詰めた足場的な施設（川側）と、板状に割いた材を三

方向で取り込んだ取水口的な施設（崖側）からなり、5段にわたって、20～25cmの厚さで構築されてい

た（取水口的施設については2段で説明）。クリを主とした材を縦横交互に隙間なく水平に積み重ねており、

圧縮され潰れたり凹みを持つ材が多数看取された。

なお関連施設の有無を確認するため、南側を拡張して精査したが、検出されたのは倒木類のみで、遺物

も少なく、遺構は調査区域で完結していたと考えられる。

晩期木組遺構1段（遺構編第354・355・424図、遺物編第399図）

規　　模　　遺構の範囲は南北4m、東西2.7mを測るが、遺構の最上段に当たり周縁の木材の配列が

乱れており、方形の形状は明確となっていない。足場的施設の規模は南北3.2m、東西2.7mとなる。

構　　造　　1m前後の比較的長め材を縦位に同じ方向で配列しており、横位に配列した材は中央北寄

りの僅か1点に過ぎない。1段では179点の材を確認したが、割材が最も多く、板材・丸材が続き、焦げ

目を持つ材も3点含まれていた（遺構編第355図）。

材　　質　　樹種同定を実施した材174点のうち、クリ97点（56％）、オニグルミ・コナラ属・トチ

ノキ4点で、その他にキハダ・ヤマウルシが用いられていた。1段では樹皮の付いた材も多く、同定不能

も54点（31％）に上った（遺構編第424図）。

出土遺物　　1段からは、縄文土器が22点出土した。いずれも小片であるが、そのうちの1点は截痕

を有する小片（調査時番号RP2563）であった。大洞BC～C1式に比定される土器であったが、整理作業

時の手違いで所在が確認できず、図示が叶わなかった。

遺構の西側からはトチノキの種子が多量に出土した（遺構編第355図）。遺構を覆う土層からも出土した

が、特に遺構の西側に集中しており、本遺構の性格に係わる痕跡であると考えられる。このトチノキの種

子については年代測定を実施したが、2570±140BP（β線計数法）の測定値が得られている。

晩期木組遺構2段（遺構編第356・357・425図、遺物編第399・403図）

規　　模　　遺構の範囲は南北3.3m、東西1.4mの長方形を呈する。取水口施設は南北90cm、東西

ⅩⅢ 2区の調査成果

295



90cmで、足場的施設の規模は南北2.5m、東西1.4mを測る。

構　　造　　2段で取り上げた材は、162点（取水口は含まない）に上る。そのうち1段直下の2段上面

に1m前後の材が横位方向に7～8点敷設された以外は、50cm前後の材が縦位方向に敷き詰めていた。

材の種類は割材が81点と半分を占め、板材が41点、丸材が25点で、焦げ目を持つ材も4点含まれてい

た。北側の縦木が南側の縦木を覆う例が多いことから、縦木は南側から北側に向かって敷設されたと考え

られる。

取水口的施設は崖面直下の湧水点の南側を板材で取り囲み、湧水を取り込むように構築されている。南

北には二～四重に板材が並列され、東西方向に長さ1.2m、幅20cmの板材（遺物編第514図7）が1枚配

置され、杭や礫で固定され、枠内側は80cm×30cmの規模となる。湧水点は褐色の砂質土が径30cm

の範囲に広がっており、断面観察からも湧水による噴砂痕であることが確認されている（遺構編第364図）。

木枠の東側は垂直に近い角度で設置されていたが、西側は並列した4点の材がいずれも内側に傾斜してお

り、西側からの土圧により倒壊し、本来は垂直に据えられていたと推測される。

取水口は10点の材で構築されていた。丸材1点を除いてはいずれも板材又は割材で、7点に焦げ目が

見られ、樹種不明の2点を除いてクリが用いられていた。

材　　質　　樹種同定を実施した2段の材は、取水口施設を含め171点となる。そのうちクリが111

点（65％）、コナラ属8点、トチノキ6点、カエデ属5点、オニグルミ・キハダ・ヤマウルシ・ニレ属2

点で、樹皮等の同定不能も25点（15％）存している（遺構編第425図）。

出土遺物　　2段からは、縄文土器が16点出土した。遺構周辺の遺物も含まれており、図示した土器

のうち、遺物編第399図5・8・12は、直接2段から出土したものではない。石器類では磨石（遺物編第

403図3）が出土しているが、2段で図示した磨石（遺物編第403図4）と剥片（遺物編第403図2）は、取水

口から出土したもので誤記である。もう一つの剥片（遺物編第403図1）は2段南西部から出土したが、正

確な位置は特定できない。

なお2段南側のクリの加工木（遺物編第513図5）について年代測定を実施したが、2630±30BP

（AMS法）の測定値が得られている（遺構編第357図）。

晩期木組遺構3段（遺構編第358・359・426図、遺物編第399図）

規　　模　　遺構の範囲は南北3.2m、東西1.4mの長方形を呈し、足場的施設の規模は南北2.3m、東

西1.4mを測る。

構　　造　　3段で取り上げた材は、93点に上る。そのうち28点が縦木、6点が斜位方向の材で、残

り59点が横木であった。材の種類は割材が50点と半数を占め、板材が24点、丸材が11点で、焦げ目

を持つ材も5点含まれていた。敷設された材の多くは50cm以下と短く、特に横木は内側に傾斜したり、

重みで変形した材が多く見られ、南側の横木は北から南方向に配列されていた。主に縦木は横木の下から

検出されていることから、3段は横木敷設を基本としており、縦木敷設を基本とする2段と4段の間に挟

まれ、矩形を意図し木材を縦横交互に敷設した様相を明示している。

材　　質　　樹種同定を実施した材93点のうち、クリが66点（71％）と最も多く、トチノキ6点、コ

ナラ属3点、ヤマウルシ・ニレ属2点と続き、樹皮等の同定不能も9点（10％）存している（遺構編第426

図）。

出土遺物　　3段からは、縄文土器が15点出土した。粗製深鉢が殆どであるが、遺物編第399図14
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は、口縁部がやや内折した半精製の鉢形土器である。口端が刻まれ、口縁部に2条の沈線が囲繞され無文

帯が展開しており、大洞BC2～C1式に位置付けられる。

晩期木組遺構4段（遺構編第360・361・427図、遺物編第399・403図）

規　　模　　遺構の範囲は南北2.8m、東西1.3mの長方形を呈し、足場的施設の規模は南北2.3m、東

西1.3mを測る。

構　　造　　4段で取り上げた材は83点に上る。そのうち16点が縦木で、14点が斜位方向の材で、

残り53点が横木であった。縦木は1.5～2.2m程度の5本の材が南北方向に並列して敷設され、遺構の

基礎を構成しており、その直下に長さ50cm以下の横木が敷設されている。横木は北側と南端に集中し

ており、中間は斜位に材が敷設され、間からは5段目が多く認められた。材の種類は割材が45点と半数

を占め、板材が15点、丸材が14点で、焦げ目を持つ材も13点含まれていた。

取水口南端の板材（遺物編第514図7）が南側にやや傾斜して設置され、杭で固定されていたが、4段の

横木が板材南側の杭を覆った状況が観察された（遺構編第360図）。このことから4段目を構築した時点で、

既に板材が設置されていたと推定される。従って取水口の部分は足場的施設とほぼ同時期に構築され、機

能していたと考えられ、一体の施設であったと見なせるであろう。

材　　質　　樹種同定を実施した材84点のうち、クリが47点（56％）と最も多く、ヤナギ4点、イヌ

エンジュ3点、オニグルミ・トチノキ・ニレ属2点と続き、樹皮・広葉樹等の同定不能も21点（25％）

存している。4段の基礎を構成する5本の長大な材のうち、最長の材（遺物編第515図2）はヌルデを使用

していたが、その他はクリが用いられている（1本は広葉樹で樹種不明）。ヤナギ属4点はいずれも横木とし

て用いられている（遺構編第427図）。

出土遺物　　4段からは、縄文土器が9点出土した。そのうち取水口から取り上げた土器は3点（遺物

編第399図1・23・24）で、網目状撚糸文の深鉢（遺物編第399図22）が取水口の板材の南側、粗製深鉢

の底部（遺物編第399図25）が遺構の南側から出土し、遺構北側の横木の間からは、緑泥片岩製の磨製石

斧の欠損品（遺物編第403図5）が出土した（遺構編第361図）。4段の中央の縦木として敷設されたクリ材

（遺物編第515図4）について年代測定を実施したが、2800±30BP（AMS法）の測定値が得られている。

また取水口南端の板材（遺物編第514図7）についてもの年代測定を実施したが、2540±190BP（β線計

数法）が得られている。

晩期木組遺構5段（遺構編第362・363・428図、遺物編第399・403図）

規　　模　　遺構の範囲は南北2.3m、東西1mの長方形で、足場的施設の規模は南北1.4m、東西

80cmを測る。

構　　造　　遺構の最下面である5段で取り上げた材は、51点に上る。そのうち7点が縦木で、その

他は横木と斜位方向の材であった。先ず遺構の中央から南側にかけて、50cm前後の板材等が横位に敷設

され、その上に縦位に50cm超の板材・割材が敷設されている。

取水口施設では、4段で取り上げた板材（遺物編第514図7）の北側に当たる木枠内の底面に、自然礫が

敷き詰められていた。その南側には、30～80cm程度の板材・割材が横位に敷設され、直下からは粗製

深鉢の大片（遺物編第399図26）が出土しており、これ等の横木と南側の木材との間には、若干の空隙が

存していた（遺構編第363図）。
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その他に遺構に係わると思われる杭が、22点打ち込まれていた（遺構編第363図）。そのうち21点は取

水口施設に集中しており、板材を垂直に固定するために打ち込まれたことが想定される（杭は当初25点と

認定したが、調査の結果そのうちの3点が木の根又は樹皮であったことが判明した）。杭は長さ25～45cm程度の

割材や板材が用いられており、先端を加工した材も9点認められた。足場的施設を固定するために打ち込

まれたと推測した杭は、調査の結果殆どが木の根であったことが判明し、東脇の南側と北側の取水口周辺

で検出されたに過ぎない。

材　　質　　樹種同定を実施した材76点（杭を含む）のうち、クリが49点（64％）、ヤナギ属4点、コ

ナラ属3点、オニグルミ・ニレ属2点と続き、樹皮等の同定不能も11点（14％）存している。杭に限っ

て見ると、22点中クリが17点（77％）、ヤナギ属3点、コナラ属2点であった。5段の基本となる材に

は、殆どクリが用いられていたことになる（遺構編第428図）。

出土遺物　　5段からは、縄文土器が11点出土した。特に取水口施設と足場的施設の境界付近の横木

の直下から、粗製深鉢の大片（遺物編第399図26）が出土した。LRを地文とし結節文が認められることか

ら、第ⅩⅠ群土器1類に該当し、本遺構の時期の上限を確定する上で重要な資料であるが、残念ながら晩

期前葉～中葉までの時期しか絞り込めない。その他に、横木の直下から大型の磨石（遺物編第403図6）が

出土している。

晩期木組遺構直下の出土遺物（遺構編第365・367図、遺物編第400～403図）

晩期木組遺構面の直下は、遺物が僅少となる。直下の土層から出土したのは、縄文時代後期中葉の遺物

のみで、晩期木組遺構とは関係を持たず、寧ろ遺物集中地点の延長として捉えられる。出土層位について

は、遺物集中地点の土層断面（西ベルト西壁土層断面）に対比したが、遺物が多く出土したのはⅤ層とⅧ・

Ⅸ層で、その他の層位は疎らであった。なお遺物集中地点はベルトを介した西側の地点にあるため、やや

距離が存しており、遺物集中地点の層位と整合性を有しているとは言い難いようである。

Ⅳ層は晩期木組遺構最下段より10cm程度下位に当たり、15cm程度の層厚となる。遺物は少数である

が、第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）が主体で、大木10式（遺物編第400図3）も出土している。

Ⅴ層は晩期木組遺構最下段より25cm程度下位に当たり、15cm程度の層厚となる。第Ⅵ群土器（宝ヶ

峯2式）が多く出土しており、工字状の磨消文様を有する壺形土器（遺物編第400図13）も出土している。

それ以下のⅥ・Ⅶ層では第Ⅵ群土器の小片（遺物編第401図1・2）が僅かに出土している。

再び遺物が多くなるのはⅧ・Ⅸ層で、遺物だけではなく、打ち込み杭が2点検出された（遺構編第

365・367図、遺物編517図4・5）。出土した土器は第Ⅳ～Ⅴ群土器（南境2～宝ヶ峯1式）で、Ⅸ層で出土

した遺物編402図1は、第Ⅳ群土器の典型に位置付けられる。Ⅷ層からは凝灰岩質砂岩製の石棒（遺物編

第403図8）が出土している。末端を欠いているが、扁平な形状となっている。

小　　　結

晩期木組遺構は以上のように5段にわたって構築されている。下位から横:5段→（縦:5段）→横:4段

→縦:4段→横:3段→縦:2段→（横:2段）→縦:1段の順序で積み上げられていったことが指摘される。遺

構は20～25cmの上下幅で、隙間なく積み重ねられており、圧縮され変形した材が多数認められたこと

から、一時期に構築されたものと想定される。1・2段は隙間無く構築され、比較的長めの材が用いられ

ているのに対し、3段以下はやや空隙が存しており、内側に傾斜した横木が多く認められ、材も短くまた
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数も減じており、規模も小規模となる。従って、先ず最初に割材・板材を横位に敷設した後、5本の長大

な材を縦位に並列し、更に短めの割材等を横位に敷設し、そして上面にやや長めの材を縦位に隙間なく敷

き詰めたのが、本遺構の構築手法であったと考えられる。

三方を囲った木枠状の施設も、遺構の構築当初から意図されており、前記した施設と一体をなすもので

あった。調査直後は本遺構の木材を縦横に積み上げた施設を井桁地行と見なし、足場的施設と考えていた

［小林1999a・2000・03］。それは木材が水平に敷き詰められ、傾斜が認められないことに根拠を置い

ていた。しかし流水構造を有する後期2号木組遺構の例を考慮に入れるならば、北側の木枠に湧水を取り

込み、溢水させて南側の材に水を流し込んだ可能性も否定はできないであろう。本遺構の取水口南側の板

材（遺物編第514図7）を詳細に観察すると、明確ではないが上面中央にU字状の抉りらしき痕跡を認める

ことができる。従って、溢水した水を流すための施設であった可能性が高いと判断される。施設の西側か

ら多量のトチノキの種子が出土していることから、トチノキの加工（特に皮むき等の準備工程）に係わった

施設であったことは確実であり、流水構造を想定するならば、アク抜き工程と結び付いた遺構の可能性が

考えられる。

晩期遺構は合計600点の材で構築されていた。そのうち杭が22点、取水口施設の材が10点で、その

他の殆どが遺構南側の縦横に積み重ねた木材であった。割材が最も多く、板材が続いており、敷設された

材の大半は人為的な木材で、焦げ目を有したクリの材も多数認められた。

樹種同定を実施した材599点中370点がクリ材で、本遺構の62％（樹種が判別した479点では77％）を

占めている。次に多いのがトチノキ19点（3％）、コナラ属18点、オニグルミ11点、ヤナギ属10点で、

圧倒的にクリ材が多く、遺構の主要な部材にはクリが用いられていた。本遺構の中では、ヤマウルシが6

点認められた。ウルシは大陸から渡来した栽培種とされ、樹脂を塗料として利用されることから、遺跡周

辺でのウルシ栽培が示唆され、樹脂採取後の木材を用材として利用したことが推定される。

本遺構が構築されていたのは、遺構西側の遺物集中地点の層位に対比するならば、Ⅰ層下位～Ⅱ層に相

当する（遺構編第365図）。この層位からは大洞B1～A2式までの土器が出土している（遺物編第433～

448図）。粗製深鉢が殆どで装飾土器は少ないが、大洞BC～C2式に主体があると判断される。

本遺構からは、残念ながら時期決定の目安になるような土器は出土していない。1段から截痕を有する

小片が出土したが、整理作業時の手違いで所在が確認できず、提示できなかった。文様の特徴から、大洞

BC～C1式に比定される土器であったと想定される。また3段からは、口縁部がやや内折した半精製の

鉢形土器が出土している（遺物編第399図14）。口端が刻まれ、口縁部に2条の沈線が囲繞され無文帯が展

開しており、大洞BC2～C1式に位置付けられる。その他に網目状撚糸文や結節文を有する粗製深鉢が

出土している。これ等を考慮に入れるならば、本遺構は大洞BC～C1式にかけた時期に構築された可能

性が高いと判断される。本遺構の西側のベルトのほぼ同一層位から、大洞BC1式の完形の装飾鉢（遺物編

第433図11）が出土している（遺構編第399図）。直接本遺構には関わりを持たないが、参考に供すること

ができよう。また本遺構の北西側から、大洞C2式の粗製深鉢（遺物編第434図1、第435図1・5、第436

図2、第441図10）が纏まって出土したが、晩期木組遺構上端より10cm上位の面に相当する（遺構編第

399図）。従って大洞C2式以前の構築物であることが指摘される。

本遺構では、14C年代測定を4点実施している。β線計数法では2570±140BP（遺構西脇炭化種子）、

2540±190BP（4段）の測定値、AMS法では2630±30BP（2段）、2800±30BP（4段）の測定値、

また先に挙げた西側ベルト出土の大洞BC1式装飾鉢（遺物編第433図11）の付着物からは、2940±
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40BP（AMS法）の測定値が得られている。これ等の測定結果からも、縄文時代晩期前葉～中葉の時期が

指示されるであろう。

3）晩期石組遺構（遺構編第368～383・429～435図、遺物編第404～413図）

晩期石組遺構は、調査区の62-198、63-198、62-199、63-199に位置しており、晩期木組遺構の西

方6mにある。晩期木組遺構との間には遺物集中地点が形成されており、晩期前葉～後葉の遺物が多数出

土し、種子状炭化物も集中している。

遺構は礫を含む粘質土に覆われており（遺構編第349図D-D’）、石組面の検出当初は礫層の崩落土として

捉えていた。調査の進行に従い、礫が面としての広がりを有し、周囲を木材で囲んでいる状況が認められ、

付近から粗製深鉢を主体とする遺物が多数出土したため、石組遺構と認定した。しかし遺構の北側から墨

書土器を含む須恵器が出土していたため（遺構編第422図）、縄文時代の遺構と特定するにはやや時間を要

した。石組上面の標高は98.9mを測り、晩期木組遺構上面よりも10cm程度高い。

遺構は晩期木組遺構と同様に、段丘直下から最上川方向に張り出すように構築されており、北を基準と

した主軸方向はN－26°－W（北側・南側に配列された木材が直交する垂線から算定した）で、晩期木組遺構

の方向にやや傾いている。遺構は割材や板材・丸太材を井桁状に組み合わせ杭で固定し、その中に5～

25cmの石を敷き詰めている。石組の直下には木材が敷設されており、間隔をおきながらも5段にわたっ

て木材が積み重ねられていた状況が明かとなった。

晩期石組遺構の南側には、木材の方形の配列が認められた。当初は木枠の存在を想定し調査を進めたが、

木材の組み合わせのみで、板材や掘り方は確認できず、石組面からは35cm低い面にあり、レベル的に

は3段目に相当すると判断されたことから、3段目の木組遺構として提示している。

晩期石組遺構〔最上面〕（遺構編第368・369・429図、遺物編第第404・411図）

規　　模　　晩期石組遺構最上面の範囲は、南北3.25m、東西1.9～2.7mの不整形を呈するが、本来

の東西幅は2m程度で、長方形（平行四辺形）を呈していたと想定される。西側の敷石が木枠と共に崩壊

したため、不整形になったと想定され、本体の木枠と思われる南北方向の木材が敷石間に観察され、また

その材の西側の石上面のレベルは、15cm程度低くなっている（遺構編第383図）。

構　　造　　木材の囲いの範囲は南北2.6m、東西1.7mで、その中に約1,500個（木枠内のみで1,444

個）の礫が隙間なく敷き詰められており、敷石の上面は中央部が若干高く緩いマウンド状を呈している。

敷石はほぼ1段のみで、直下には木材が敷設されており、石組の基礎を構成する。敷かれた石は崖面に露

頭する礫層から採取されたと思われる自然礫で、縁辺に大きめの礫を配置する傾向が看取される。

遺構の南東角1/4（総数209点）で計測を実施した結果（遺構編第401図）、礫は安山岩が最も多く（150

点：72％）、花崗岩（45点：22％）が続き、凝灰岩・閃緑石・頁岩が数点含まれていた。礫のサイズは5

～25cm、重量は30～4600g程度を測り、6～10cm程度の礫が最も多く、完形の礫が136点（65％）

に達していた。

遺構のほぼ中央に径30cmの範囲で、敷石の空白部が存している。それは湧水による噴砂で上面の礫

が30cmほど陥落したためで、3段目の相当地点で礫が纏まって検出された（遺構編第374図）。またその

北東70cmにも、水をたたえた径15cmの穴が認められたが、湧水によって穿たれたと想定される。同

様の沈降現象は、遺構の周囲にも多く認められており、縄文時代の包含層中にも須恵器が含まれていた。
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敷石を囲う木枠は、丸太材と板材が用いられている。張り出し部となる南側は、1m程度の丸太材が重

層して設置され、杭で固定されていた（遺構編第370図F-F’）。崖際の北側は、長さ85cmと1.6mの板材

を20cmの間隔を置いて並列させ、杭で固定していた。板材は崖の崩落土の土圧によって南側に傾いて

いる（遺構編第368図D-D’）が、本来は垂直に立てられていたと想定される。東側は丸太材が途切れた状

態で並んでいるが、本来は1～3本程度の材が配置され、材が部分的に腐朽してしまったため、断片的な

配列となったと考えられる。西側は前記したように崩落したと想定され、西端の材の上面に礫が載ってい

るのも、プライマリーな状態ではないことを暗示している。

材　　質　　遺構の最上面を構成する材のうち、保存処理を施した主要部材については、委託業者との

手違いから樹種同定が行われなかった。殆どがクリ材と思われるが、詳細を示せなかったことは遺憾と言

わざるを得ない。樹種同定を実施した17点の内訳は、クリが14点と最も多く、キハダ・ヌルデ・ヤマ

グワが各1点存している（遺構編第429図）。

出土遺物　　晩期石組遺構上面の覆土からは須恵器が出土しているが、石組遺構の面では土器は出土し

ておらず、周囲からのみ出土した。上面出土として図示した縄文土器は、僅か1点に過ぎないが、北側の

板材の付近から11点の縄文土器が出土している。遺物編第404図1はRLを地文とした縄文時代晩期の

粗製深鉢であるが、北側の板材に接して出土した。従って厳密には、石組遺構最上面とは言い難い。

敷設された礫は殆どが自然礫であったが、人為的な加工痕を有する石も3点（遺物編第411図）認めら

れた。1は凝灰岩質砂岩の大型の凹石で、上面に3ヶ所の凹みが存している。木枠の外側から出土してお

り、厳密には石組内に該当しない。2は石組内から出土した凝灰岩質砂岩の小礫で、部分的に磨った痕跡

が認められる。3は石組内から出土した安山岩製の扁平な磨石である。上記のように1,500点の礫のうち、

人工品は僅か3点を指摘するに留まっている。遺構の周囲からクルミやトチノキの種子が出土したことか

ら、1～3はこれ等の加工に利用された可能性も想定されるが、遺構内に敷設された石の殆どは水辺の足

場的施設として、周囲の礫層から運び込まれたものであろう。

石組遺構南側の木枠付近からは、クルミの種子が集中して出土した（遺構編第401図）。炭化種子の同定

を実施した結果、破砕されたオニグルミが殆どであるが、その他にヤマグワ・トチノキ・ノブドウ・タラ

ノキ・ニワトコ・カヤツリグサ科・イボクサ・タデ属・ツリフネソウ属と多様な種子が認められた。また

遺構の北東にはトチノキの種子が集中して出土した（遺構編第370・401図）。この地点についても炭化種

子の同定を実施したが、トチノキが殆どであり、ニワトコが小数含まれていた。いずれも食料とした植物

の種子を意図的に投棄した結果と見られるが、石組南端は調査時の観察ではオニグルミのみが確認された

だけに、多様な種子が同定されたことは予想外の結果であった。

石組遺構最上面については、年代測定を2点実施した。1点は北側の板材で2330±50BP（AMS法）

の測定値、南側木枠付近のクルミ集中部分の種子では2420±130BP（β線係数法）の測定値が得られて

おり、いずれも晩期木組遺構また晩期石組遺構の下段の測定値よりも、新しい数値となっている。また北

東のトチノキの種子の集中地点についても、トチノキの種子で年代測定を実施し、2570±140年（β線

係数法）の測定値が得られている。

晩期石組遺構1段（遺構編第370・371・430図、遺物編第404・411図）

規　　模　　石組部の直下の1段目の範囲は、南北2.3m、東西2.1mを測り、木材が縦横に組み合わ

されている。敷石の直下に当たり、本来は全面に敷設されていたが、北東～北西にかけて材が腐朽したた
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め、図示した状況になったと考えられる。腐朽したと見られる部分は崖線に近接しており、砂質土が堆積

していた。

構　　造　　石組遺構の南端に1～2m程度の長い材が東西方向、敷石直下には南北方向の材が敷設さ

れ、石組遺構の基礎を構成している。南北方向の材は1m超の長い材も見られるが、50cm以下の短い材

が顕著で、比較的疎らに敷設されており、腐朽した結果とも考えられる。

材　　質　　晩期石組遺構1段として、125点の樹種同定を実施した。その内訳は、クリ70点（56％）、

ヤマウルシ・コナラ属4点、トチノキ2点で、その他にキハダ・カエデ属・エノキ属・ヌルデ・オニグル

ミ・イヌエンジュが用いられていた。樹皮・広葉樹等の同定不能も39点（31％）に上った（遺構編第430

図）。

出土遺物　　晩期石組遺構直下の1段は、標高98.65～98.8mの範囲にある。縄文土器は33点出土し

ているが、そのうち図示したのは8点（遺物編第404図2～9）である。第404図2は後期中葉の第Ⅵ群土

器6類であるが、北側の板材の脇から出土しており、厳密には石組遺構の直下に当てはまらない。3～7

は大洞C2式の浅鉢形土器で、いずれも石組遺構の直下から出土している。5・7は同一個体であり、こ

れ等の土器から、敷石が大洞C2式乃至はそれ以降に行われたことが推察される。

石器は3点出土している。遺物編第411図4は花崗岩製の大型の磨石で、正面に凹痕を持ち背面には

磨面が認められる。5は安山岩製の磨石で、6は凝灰岩製の有溝砥石である。

1段の南北方向西側のクリ材（第371図、遺物編第522図1）について年代測定を実施したが、2810±

30BP（AMS法）の測定値が得られている。

晩期石組遺構2段（遺構編第372・373・431図、遺物編第404図）

規　　模　　晩期石組遺構2段の範囲は、南北1.8m、東西2.1mを測り、材が縦横に組み合わされて

いる。1段と同様に南側に東西方向の材が少々存するが、その他は20cm程度の短い材が南北方向に敷設

されている。1段のほぼ真下に当たり、やはり北側には材の敷設が認められない。

構　　造　　石組遺構の南端に相当する部分のみに東西方向に材が敷設され、その他は短い材が南北方

向に並列されている。しかし間隔が疎らで、空隙が多く存している。

1段下端から2段上端にかけてのレベル差は5～10cmを測り、その間には泥炭層が堆積していた。従

って2段と1段の間には、泥炭層が形成される時間幅が存していたと考えられ、時期を異にした構築物で

あった可能性が指摘される。

材　　質　　晩期石組遺構2段として、121点の樹種同定を実施した。その内訳は、クリ63点（52％）、

ヤマウルシ9点（7％）、ヤマグワ6点（5％）、ヤナギ属4点、カエデ属2点で、その他にキハダ・オニグ

ルミ・ニシキギ属・ニワトコ・ニレ属が用いられていた。樹皮・広葉樹等の同定不能も32点（26％）に

上った（遺構編第431図）。

出土遺物　　晩期石組遺構2段は、標高98.5～98.65mの範囲にある。縄文土器は71点出土している

が、そのうち図示したのは16点（遺物編404図10～25）である。11は溝底の刺痕を有する鉢形土器で大

洞C2式に位置付けられる。15は口端が細かく刻み込まれ、口端から左下に沈線が伸びる構成で、二溝

間の截痕が見られることから、大洞C1式に位置付けられる。版組後第405図12（3段）と接合すること

が判明した。12は羊歯状文の祖型的様相が看取され、大洞BC1式に相当する。10は縄文施文の鉢形土

器で、器壁は薄く、器面は丁寧に研磨されている。底部に沈線が2条囲繞され、更に底面に沈線が施され
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ることから、大洞BC2～C1式に位置付けられる。

出土土器は大洞BC1～C2式に帰属されており、2段はこの時期に構築されたことが考えられる。なお

後期中葉の粗製深鉢である19の出土位置は、石組遺構の外周に当たり、厳密には当該遺構から外れてい

る。

晩期石組遺構3段（遺構編第374～376・432図、遺物編第405・411～413図）

規　　模　　石組遺構3段の範囲は、南北7m、東西2.1mを測る。北側と東側は石組遺構最上面の範

囲にほぼ符合し、西側も最上面の本来の西側のラインに相当するが、南側は4m程南側に張り出している。

北を基本とした主軸方向はN－27°－Wにあり、最上面の北・南側に配列された木材が直交する垂線か

ら算定した測定値（N－26°－W）と近似している。

構　　造　　南北方向の縦材と東西方向の横材から構成されている。2段下端から3段上端にかけての

レベル差は5cm内にあり、その間には南側に泥炭層、北側に砂質土が堆積している。3段から2段の構

築にかけて、あまり時間差が存していない可能性が考えられる。

縦材は遺構の外側に2m超の長い材が敷設され、50cm以下の短い材が並列される。北東側に短い材が

纏まって敷設されているが、この付近の1・2段には材は敷設されておらず、層厚20～25cmの砂質土

が堆積し、空隙となっている。付近には湧水によって穿たれた水をたたえた穴が認められる。

遺構の中央の材は疎らで、20cm程度の短い材が東西方向に敷設され、その外側に長い材が南北方向に

敷かれるが、この長い材は石組の前庭部である南側まで延びており、南側の木組施設に通じている。従っ

て南側の施設を3段として扱っている。

南側の施設は1.3m前後の割材を並列させた配置で、幅1.5～1.9m、石組遺構南側から4mの長さで認

められる。石組遺構南端の木枠に並列して、徐々に傾斜するように配置され、敷石面より40cm程度低

い面となる。水槽状の施設に留意しつつ調査を進めたが、掘り方は全く認められず、その性格を明示する

ことはできない。横材には両端から内側に傾斜した例（遺構編第375図L-L’）が見られ、何らかの施設の

存在を窺わせる。石組遺構南端で検出された1段・2段の横材が、徐々に下がって3段の横材に至ってい

ることから（遺構編第383図）、一連の施設の可能性も否めないが、3段で検出された2m超の縦材の延長

上に施設が構築されており、石組遺構とは別途の施設と捉えている。

西側には木樋状の施設が存している。レベルが3段の木組面に相当しており、同段として提示したが、

石組遺構の西側のやや離れた地点で検出されている。東西方向のクリの板材と、南北方向のヤマグワの丸

太材を利用した施設で、板材は杭3本（クリ材）で固定されている。板材は土圧によって杭ごと南側に倒

壊していた（遺構編第374図J-J’・K-K’）が、木樋に水を流し込むための施設であったと考えられる。木樋

は丸太材をそのまま利用し、中心が刳り貫かれており、東側が杭（クリ）で固定されいた。南側に緩く傾

斜し、先端が狭くなっていることから、筧として使用されてたと想定される。

62-198グリッド杭の北側に、礫の集中が認められる。この部分の最上面は礫の空白部となっており、

湧水による噴砂で上面の礫が30cmほど沈降した結果と想定される。この部分の覆土は黄褐色砂質土で、

小礫を少々含み、酸化鉄で橙色化しており、噴砂の痕跡であったことを窺わせる。

材　　質　　晩期石組遺構3段として、274点の樹種同定を実施した。その内訳は、クリ117点

（43％）、ヤマグワ30点（11％）、ヤマウルシ23点（8％）、コナラ属9点（3％）、キハダ・カエデ属7点、

トチノキ・オニグルミ・ヤナギ属・イヌエンジュ4点、タラノキ・ヌルデ・ケンポナシ属3点で、その他
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にトネリコ属・ウコギ属・ハンノキ属・ニレ属・アサダが用いられていた（遺構編第432図）。樹皮・広葉

樹等の同定不能も46点（17％）に上っているが、ヤマウルシが23点用いられており、その多さは特記

されよう。

出土遺物　　晩期石組遺構3段は、標高98.4～98.5mの範囲にある。縄文土器は143点（遺構本体83

点、南側施設59点）出土しているが、そのうち図示したのは29点（遺物編第405図）である。装飾土器は

少ないが、遺物編第405図10は大洞B2式、11は大洞BC式、13は大洞A2式に位置付けられる。13

は新しい時期となるが、粗製土器の様相からも晩期前葉に構築された可能性が考えられる。

12は大洞C1式の鉢形土器であるが、遺構からはやや離れて出土している。版組後第404図15（2段）

と接合することが判明した。遺物編第405図1～8は後期中葉に位置付けられるが、遺構の西側や南側

から出土したもので、遺構とは直接関連しないと思われる。

石器では、安山岩製の石匙の未成品（第411図7）、磨石（第412図2・4・6）、凹石（第412図1・3・5）、

台石（第413図1・2）が出土している。

3段の東側の長いクリ材（第376図、遺物編第523図7）について年代測定を実施したが、2940±100BP

（β線係数法）の測定値が得られている。

晩期石組遺構4段（遺構編第377・378・433図、遺物編第406・413図）

規　　模　　晩期石組遺構の最下段に相当する。4段の範囲は南北2.7m、東西1～1.2mを測り、材

が縦横に組み合わされており、主軸方向はN－33°－Wにある。

構　　造　　外側に0.5～1mの縦材を配置し、杭が打ち込まれており、内側に30cm程度の横材が敷

設される。木材の間隔は疎らで、空隙が存している。最上面の石組遺構と対比すると、その南側半分に限

られ、東西幅は狭くなっている。北側に礫の集中が見られるが、3段と同様に最上段の敷石が噴砂により

沈降した結果と想定される。

3段下端と4段上端にかけてのレベル差は5cm程度で、その間には南側に泥炭層、北側に砂質土が堆

積している。石組遺構上面から4段下端までの層厚は45cmを測り、3段下端から4段上端にかけてのレ

ベル差は5cm程度で、その間には泥炭層が堆積している。

材　　質　　晩期石組遺構4段として、78点の樹種同定を実施した。その内訳は、クリ24点（31％）、

ヤマウルシ17点（22％）、コナラ属6点（8％）、ヤマグワ5点、ケンポナシ属5点、その他にキハダ・カ

エデ属・オニグルミ・ハンノキ属・ニレ属・エノキ属・ヌルデ・ガマズミ属・イヌエンジュが用いられて

いた（遺構編第433図）。樹皮等の同定不能も7点存していた。3段と同様にヤマウルシが多用されている

点が特記される。

出土遺物　　石組遺構4段は、標高98.2～98.4mの範囲（木材の敷設面が98.4m）にある。縄文土器は

39点出土しているが、そのうち図示したのは13点（遺物編第406図）である。遺構本体から出土した遺

物は少なく、多くは遺構の周囲から出土している。第406図13は遺構本体から出土した粗製深鉢である

が、上面から沈降したと思われる礫に近接して出土している。後期後葉の第Ⅸ群土器（第406図2～9・

12）が顕著であるが、遺構の西側から出土しており、遺構に伴っているとは認めがたい。10は大洞C1

式の鉢形土器であるが、同様に遺構の西側から出土している。

石器では、遺構本体から花崗岩製の磨石（第413図4）、遺構の西側から磨製石斧の刃部（第413図3）が

出土している。
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4段の東端のハンノキ属の木材（遺構編第378図）について年代測定を実施したが、2710±30BP（AMS

法）の測定値が得られている。1段で実施しの測定値（遺構編第371図）よりも100年新しくなっている。

晩期石組遺構直下1段（遺構編第379・380・434図、遺物編第408図）

晩期木組遺構は、上記した4段まであるが、その直下から西側にかけて、木材の配列が2段階にわたっ

て認められた。ここでは晩期石組遺構直下1段と同2段として扱ったが、層位的には晩期石組遺構以前に

構築され、後期1号木組遺構の後に構築されている。

規　　模　　南北5m、東西3mの範囲に、木材が雑然と配列されているが、中央に南北1.3m、東西

2.2mの方形、その北側にも東西方向の木材の配列が認められる。晩期石組遺構の西南に位置しており、

グリッドでは63-198・63-199に相当する。レベル的には晩期石組遺構4段よりもやや低く、標高98.2

～98.35mの範囲にある。

構　　造　　中央には井桁状の配列が認められ、杭が打ち込まれている。複数の材が並列されて井桁状

を構成するが、空隙が広く、施設の性格は判然としない。その北側の東西方向の材の配列は、50cm以下

の短い材が敷き詰められ、杭も打ち込まれているが、丁度この上面は晩期木組遺構3段で提示した木樋状

遺構の先端部分に相当する。同時期に機能していたかどうかは判然としないが、そうであるならば筧から

落ちた水を流す施設であった可能性も考えられよう。木樋はヤマグワ製であるが、敷設された材にもヤマ

グワが6点認められている（遺構編第434図）。

材　　質　　晩期石組遺構直下1段として、105点の樹種同定を実施した。その内訳は、ヤマグワが

14点（13％）と最も多く、ヤナギ属11点（10％）、エノキ属・オニグルミ10点（10％）、ヤマウルシ・

キハダ・カエデ属8点（8％）、トネリコ属7点、コナラ属6点、ニレ属4点、クリ・トチノキ・ヌルデ3

点、その他にイヌエンジュ・アサダが用いられていた（遺構編第434図）。樹皮・広葉樹等の同定不能も6

点存していた。クリが少なく、ヤマグワが卓越している点が特記されるが、南側で検出された材には、倒

木・流木類が含まれている可能性が考えられる。

出土遺物　　晩期石組遺構直下1段は、標高98.2～98.35mの範囲にあり、レベル的には晩期石組遺

構4段とほぼ同一面から下位に当たる。この面で縄文土器は23点出土しているが、そのうち5点（遺物編

第408図1～5）を図示している。第408図1は第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）、2～5は晩期の土器である。出

土遺物が少なく時期の特定は困難であるが、層位的に後期後葉から晩期前葉の所産と考えられる。

晩期石組遺構直下2段（遺構編第381・382・435図、遺物編第408～410・413図）

晩期石組遺構直下1段は晩期石組遺構の西側の位置しており、厳密には遺構直下ではなかった。晩期石

組遺構直下2段は、晩期石組遺構の西側の直下から南西部にかけて構築されており、位置的にその直下に

相当する。しかし遺構の広がりから、正確には後期1号木組遺構の最上面として認識すべきであった。調

査段階で後期の木組遺構が認定されたのが、この面を取り上げた時点であり、ここでは調査時の呼称に従

って晩期石組遺構直下2段として提示した。

規　　模　　東西3.1m、南北5mの範囲に、木材が縦横に敷設されているが、実際は後期1号木組遺

構1段の面がかなり露頭しており、当面として取り上げたものには、明確な木組の構造は認められていな

い。最上面には長さ3.5m、幅40cmのトチノキの大木が横たわるが、自然の倒木と見なされ、晩期石組

遺構と後期1号木組遺構の間層をなしている。
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構　　造　　後期1号木組遺構の最上面と倒木・流木等から構成されている。木材が密に敷設されてい

るのは後期1号木組遺構の最上面であり、本面として捉えられたのは89点で、97.8～98.0mの範囲に

ある材である。後期1号木組遺構ほどの規則性は認められず、南北と東西方向に疎らに敷設されているに

過ぎない。南側の材は流木・倒木類が含まれている可能性がある。

トチノキの大木の下端と後期1号木組遺構上端の間には、5～10cmの泥炭層が堆積していた。従って

後期1号木組遺構が廃棄された後に、崖線の斜面付近から倒れ、土砂が堆積して埋め尽くされ、晩期石組

遺構4段が構築されたことが推察される。晩期木組遺構4段は標高98.4mの面に構築されており、トチ

ノキの上端は98.2～98.3mを測る。従ってトチノキが倒伏した後、晩期石組遺構4段が構築するまでに、

少なくとも20cmの層厚となる泥炭層が形成されており、かなりの時間が経過したことが窺える。

材　　質　　晩期石組遺構直下2段として、89点の樹種同定を実施した。その内訳は、ニレ属が12点

（13％）と最も多く、オニグルミ・ヤナギ属8点（9％）、ヤマウルシ7点、キハダ・トチノキ6点、コナ

ラ属5点、クリ・ヌルデ3点（3％）、その他にニシキギ属・ハンノキ属・サワグルミ・イヌエンジュ・ヤ

マブドウ・ヤマグワ・ケンポナシ属・ブナ属・サクラ属・ムラサキシキブ属が用いられていた（遺構編第

435図）。樹皮・広葉樹等の同定不能も9点存していた。晩期木組遺構直下1段と同様にクリが少なく、ニ

レ属が卓越している点が特記されるが、南側で検出された材には、倒木・流木類が含まれている可能性が

考えられる。

出土遺物　　晩期石組遺構直下2段は、標高97.9～98.2mの範囲にある。この面で縄文土器69点を

記録して取り上げたが、時間の関係で一括で処理した遺物も多数存している。図示したのは55点（遺物

編第408図6～33、第409～410図）である。遺構内から出土した遺物は少なく、多くはその周辺から出土

している。遺構内から出土した土器は、第408図17・20・23・31、第410図7・9であるが、第Ⅵ

群土器（宝ヶ峯2式）に位置付けられる。第408図6は第Ⅱ群土器2類の大木10式で、崖線直下から出土

している。また北側で大洞A2式の浅鉢形土器（第409図1）が出土しているが、噴砂による沈降現象によ

るものと考えられる。

小　　　結

晩期石組遺構は最上段の敷石を含めて、5段で構成されている。敷石の直下に木材が縦横に敷設され、

遺構の基礎をなしているが、それよりも下位の木組施設は、石組遺構と直接関連を持つものではない。そ

の理由は、各段の間に5～10cm程度の空隙が存しており、土砂が堆積する時間の経過が観察される。従

って木組遺構は時間を異にして構築されており、同一地点に断続的に木組遺構が営まれ、その最終的な姿

が石組遺構であったと想定される。その点で、一時期に構築された晩期木組遺構とは対照的となっている。

最上面の石組遺構は南北2.6m、東西1.7mの木枠の範囲に、5～25cmの安山岩を主とした約1,500

個の礫を隙間なく緩いマウンド状に、1段のみ敷き詰めている。その直下には木材が縦横に組み合わされ

ており、方形の木組施設を構築し基礎とした後に石が敷き詰められたと考えられる。その下に5～10cm

の空隙をおいて2段の木組面、更に5cm下位に3段の木組面、更に5cm下位に4段の木組面が構築され

ている。特に3段の木組面は、南側に長く延びて方形に施設が構築され、長大な施設であったことが想定

されるが、その性格を指摘するには至っていない。またその西側には木樋状の施設が検出されたが、板材

と組み合わされ流水構造が認められており、筧としての利用が想定される。

上記したように晩期石組遺構は、時間幅を有して構築されたと考えられる。いずれも一定方向に構築さ
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れていることから、流水に係わった施設であったことが想定される。しかし空隙が多く存しており、後期

2号木組遺構のような流水構造は認められない。晩期石組遺構の下部施設には、20cm前後の比較的短い

材が同一方向に並んで検出されているが、これ等は本来は長く密に敷き詰められていた可能性があり、腐

朽したため結果的に短い材の配列となったと考えられる。

晩期石組遺構の南側からはオニグルミの種子、北東からはトチノキの種子が集中して検出された。この

ことから遺構がこれ等の種子の加工に係わっていたことが想定される。石組自体は足場的な施設と思われ

るが、北側には矢板列が存しており、水に係わる作業場であったことは確実で、石組内からは磨石・凹石

が1点ずつ出土している。

全体で5段で構成された晩期石組遺構は、合計で約700点の材で構築されていた。そのうち割材が最

も多く、2mを超える材も用いられていた。樹種同定は615点の材で実施したが、クリが288点（47％）

と最も多く、次にヤマウルシが53点（9％）、ヤマグワ42点（7％）である。晩期木組遺構に比べクリ材

の占めるの比率が低く、ヤマウルシが多用されている。

晩期石組遺構直下の1段から、大洞C2式が出土している。このことから石組遺構が大洞C2式乃至は

それ以降に構築された遺構であることが指摘される。2段の面では、大洞BC1～C2式、3段の面では大

洞B2～BC式、4段の面では後期後葉～晩期前葉の粗製土器が出土している。本遺構は上記したように

後期後葉を上限として、4回にわたって断続的に構築されてきた経過が観察される。

本遺構では、14C年代測定を5点実施している。β線係数法では2420±130BP（南側クルミ種子）、

2940±100BP（3段）、AMS法では2330±50BP（最上面北側）、2810±30BP（1段）、2710±30BP

（4段）の測定値が得られている。AMS法の1段と4段で数値が逆転しているが、概ね縄文時代晩期前葉

～後葉の時期が指示されるであろう。

晩期石組遺構4段と後期1号木組遺構の間には、層厚50cmの泥炭層の堆積が認められる。その間にも

木組の配列が観察され、晩期石組遺構直下1段及び同2段としたが、明確な遺構としての形状は指摘でき

なかった。前者は晩期石組遺構3段又は4段と同時期に機能していた可能性もあり、後者は後期1号木組

遺構の最上面として捉えられる。間層となる層厚50cmの泥炭層にはトチノキの倒木が存している。後

期1号木組遺構は宝ヶ峯2式の時期に構築されており、この間層は後期中葉～後葉又は晩期初頭の堆積層

と考えられる。

4）後期1号木組遺構（遺構編第384～392・436～439図、遺物編第414～432図）

後期1号木組遺構は、調査区の62-198・63-198・62-199・63-199に位置しており、晩期石組遺構

の南西直下から遺構の南西側にかけて構築されている。遺構上面の標高は97.9mを測り、晩期石組遺構

4段下端からは50cm下位に当たる。その間には泥炭層が堆積し、トチノキの大木が横たわっており、前

記した晩期石組遺構直下1段や同2段が検出されている。従って後期1号木組遺構が廃絶され、晩期石組

遺構4段が形成されるまでにも、木組施設が構築されていたと想定されるが、前記したように晩期石組遺

構直下1段は、晩期石組遺構3段乃至4段に付属する施設であった可能性も考えられる。また晩期石組遺

構直下2段については、後期1号木組遺構の最上面に当たる可能性が高い。

本遺構は、トチノキの種子を多く含む黒褐色泥炭層から検出された。崖線直下から最上川の方向に張り

出すように構築されており、晩期石組遺構とほぼ同一方向にあり、主軸方向はN－11°－Wを測る。遺

構は木材を縦横交互に積み重ねられており、木材は比較的密に配列され、4段にわたって25～30cmの
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厚さで構築されていた。従って晩期木組遺構と同様に、一時期に構築された可能性が考えられるが、後述

するように二時期わたった構築物である可能性が高い。

後期1号木組遺構1段（遺構編第384・385・436図、遺物編第414・415・426・427図）

規　　模　　後期1号木組遺構1段の範囲は、南北4.5m、東西3.8mを測るが、更に細かく見るなら

ば、南北幅3.2m、東西幅2mの方形の施設と、南北幅1.5m、東西幅3mの方形の施設が、鉤状（逆L字

状）に合成された構成となる。

構　　造　　後期1号木組遺構1段の上面の標高は、97.7～98.0mの範囲にある。上記したように、

南北方向に長い方形の施設と、東西方向に長い施設が合成された構造で、鉤状を呈している。北端から長

さ1.45mのクリの板材（遺物編第528図1）が、横臥した状態て検出されたが、この材の中央には抉りと

思われる痕跡が認められる。後期2号木組遺構と同様に溢水のための施設で、板材は本来は垂直に立てら

れており、崖側からの湧水を貯め込んで流し込んだ可能性が考えられる。板材は土圧で倒壊したのであろ

う。そう考えると、南北方向に敷設された木材は流水のための構築物と想定され、断面で見ると北から南

に向かって緩く傾斜している（遺構編第392図）。

しかし上記の理解では、南側の東西方向に敷設された木組遺構の説明が困難となる。下位の3・4段で

は東西方向に敷設された材が殆どで、2段も東西方向が卓越する。東西方向に密に敷設した木材を基礎と

して、仕上げとして南北方向に敷き詰めたと見なすこともできる。また東西方向の流水施設の上に、南北

方向の流水施設を作り上げたと考えることも可能であろう。更に流路を鉤状に変えていた可能性も否定で

きない。流水構造を前提として考えると、上記した見解が提起できるが、木材の配列は晩期木組遺構や後

期2号木組遺構ほど緻密ではなく、木材間には礫や石器も多く存している。当初想定したように、足場的

施設であった可能性も否定できない［小林1999a・2000］。

材　　質　　後期1号木組遺構1段として、111点の樹種同定を実施した。その内訳は、ヤマウルシ・

ヤマグワ17点（15％）、ヤナギ属16点、クリ12点（11％）、キハダ7点（6％）、エノキ属・オニグル

ミ・ハンノキ属5点、カエデ属・ニレ属4点、コナラ属3点で、その他にトチノキ・トネリコ属・クサ

ギ・ヌルデ・ニシキギ属・イヌエンジュ・ブナ属が用いられていた。樹皮等の同定不能も6点存していた

（遺構編第436図）。クリよりもヤマウルシ・ヤマグワが卓越している点は特記されよう。

出土遺物　　後期1号木組遺構1段で出土した遺物は、標高97.7～98.1mの範囲にある。出土位置を

記録して取り上げた縄文土器は15点に過ぎず、時間の関係で一括で処理した土器も多数存している。遺

構内から出土した土器は少なく、多くはその周辺から出土した。出土した土器の多くは第Ⅵ群土器に位置

付けられ、同遺構が宝ヶ峯2式期の構築物であったことを窺わせている。第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）に位

置付けられる装飾深鉢（遺物編第414図1・6）は、本遺構からは離れて出土しており、出土位置は後期2

号木組遺構2段の50cm上面に相当する。

本遺構からは多くの石器が出土している。殆どが花崗岩・安山岩製の磨石・叩石・台石類で、第427

図3は凝灰岩質砂岩製の凹石である。堅果累の加工に使用されたと考えられる。

後期1号木組遺構2段（遺構編第386・387・437図、遺物編第416・417・428・429図）

規　　模　　後期1号木組遺構2段の範囲は、南北2.8m、東西3.2mを測り、ほぼ方形を呈している。

1段の直下に相当するが、北西部分は1段では空隙となっている。
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構　　造　　後期1号木組遺構2段の上面の標高は、97.6～97.8mの範囲にあり、1段下端と2段上

面はほぼ連続している。2段の上面には南北方向の木材が敷設され、下面には東西方向の材が敷設されて

いる。1段が南北方向の材が卓越していたため、北側はその続きとして捉えられるが、南側は1段の東西

方向に敷設された木材の下位に相当する。東西方向に敷設した材を基礎に、南北方向の材が敷設され仕上

げられたと想定すると、南側の状況は上記した見解に適合しない。

先に東西方向の流水施設が構築され、その後に1段の南北方向の流水施設が構築された可能性を指摘し

た。この見解に立脚するならば、東端で検出されたクリの板材（遺物編第529図1）が、溢水のための板材

であった可能性が考えられる。この材を覆っている南北方向の材は1段の続きであり、東西方向の流水施

設が廃絶された後にこれを基礎として、1段の南北方向の流水施設が構築されたと考えるのが妥当であろ

う。

材　　質　　後期1号木組遺構2段として、105点の樹種同定を実施した。その内訳は、ヤマウルシ・

ヤナギ属19点（18％）、ヤマグワ13点（12％）、クリ10点（10％）、キハダ・オニグルミ9点、ハリギリ

5点、ハンノキ4点で、その他にヌルデ・ウコギ属・カエデ属・コナラ属・トチノキ・トネリコ属・ガマ

ズミ属・サワグルミ・アジサイ属が用いられていた（遺構編第437図）。1段と同様にヤマウルシが卓越し

ており、クリの占める比率が低い。

出土遺物　　後期1号木組遺構2段で出土した遺物は、標高97.6～98.0mの範囲にある。出土位置を

記録して取り上げた縄文土器は11点に過ぎず、時間の関係で一括で処理した土器が多数存している。遺

構内から出土した土器は少なく、多くはその周辺から出土した。遺構内からは遺物編第416図3・4・

6・19が出土している。いずれも第Ⅵ群土器に位置付けられ、本遺構が宝ヶ峯2式の構築物であること

を示している。周囲で出土した土器も同様の位置づけが可能である。

2段からは、1段と同様に多くの石器が出土している。殆どが花崗岩製の磨石・叩石・台石であるが、

第428図6は凝灰岩質砂岩の扁平な磨石で、背面には条線が刻まれている。第429図1・3は安山岩製

の台石であるが、1は被熱によると思われる黒斑が見られる。

2段では2点の材について年代測定を実施した。2段東側に南北方向に敷設されたヤマウルシ材（遺構

編第387図、遺物編第429図2）については、3410±30BP（AMS法）の測定値が得られている。同材は割

材で、U字状の抉りが認められるが、敷設状況から見ると1段からの続きとなるであろう。また南端のク

リの板材（遺構編第387図、遺物編第430図1）についても年代測定を実施したが、3480±110BP（β線係

数法）の測定値が得られている。板材の中央は焦げ目を有し、楕円形に穿孔されている。

後期1号木組遺構3段（遺構編第388・389・438図、遺物編第418・429図）

規　　模　　南北2.4m、東西2.2mを測るが、北側の東西幅は1.1～1.5mの範囲にある。2段の直下

に当たるが、規模は小さくなっており、北西部分は空隙となる。

構　　造　　後期1号木組遺構3段の上面の標高は、97.7～97.8mの範囲にあり、2段下端と3段上

面はほぼ連続している。東側に南北方向に敷設された材が少し存するが、その直下に東西方向に並列して

材が敷き詰められ、下段の東側にも南北方向の材が少々敷設される。3段は2段木組施設の基礎となって

いると考えられ、比較的平坦である。板材が多用されており、北側の西端は直線的なラインで収束してい

る。

材　　質　　後期1号木組遺構3段として、126点の樹種同定を実施した。その内訳は、ヤナギ属29
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点（23％）、オニグルミ20点（16％）、クリ15点（12％）、ヤマウルシ11点（9％）、ヤマグワ10点、キ

ハダ6点、コナラ属・トチノキ4点、ニワトコ・ハンノキ属3点で、その他にタラノキ・エノキ属・ヌル

デ・フジ属・ミズキ属・カエデ属・トネリコ属・ケンポナシ属・サワグルミ・ニレ属・ハリギリ・カツラ

が用いられていた。樹皮・広葉樹等の同定不能も3点存している（遺構編第438図）。ヤナギ属が卓越して

いる点が特記され、下段の南北方向にはオニグルミが多用されている。

出土遺物　　後期1号木組遺構3段で出土した遺物は、標高97.6～97.9mの範囲にある。出土位置を

記録して取り上げた縄文土器は12点に過ぎず、時間の関係で一括として処理した遺物が多数存している。

遺構内から出土した土器は少なく、多くはその周辺から出土した。装飾の明確な土器は少ないが、多くは

第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）に位置付けられる。

石器としては、花崗岩製の叩石・磨石・台石が出土している。

後期1号木組遺構4段（遺構編第390・391・439図、遺物編第419～421・430図）

規　　模　　後期1号木組遺構4段の範囲は、南北1.5m、東西1.3mを測る。規模は更に小さくなり、

3段の北側の木組の直下に相当する。西側には後期2号木組遺構1段面の板材が露出しており、4段南側

の直下から後期2号木組遺構の南北方向の木材の敷設が検出されている。

構　　造　　後期1号木組遺構4段の上面の標高は、97.6～97.7mの範囲にあり、3段下端と4段上

面はほぼ連続している。20～80cmの割材を東西方向に敷き詰めているが、東側の下段には南北方向に

敷設された材も認められる。2・3段の基礎と想定され、ほぼ平坦に敷設されている。

材　　質　　後期1号木組遺構4段として、58点の樹種同定を実施した。その内訳は、ヤマウルシ11

点（19％）、ヤマグワ10点、オニグルミ・ヤナギ属7点（12％）、クリ・キハダ・ウコギ属4点（7％）、

トチノキ3点で、その他にハリギリ・ヌルデ・トネリコ属が用いられていた。樹皮・広葉樹等の同定不能

も4点存していた（遺構編第439図）。

出土遺物　　後期1号木組遺構4段で出土した遺物は、標高97.6～97.8mの範囲にある。出土位置を

記録して取り上げた縄文土器は22点に過ぎず、時間の関係で一括で処理した土器が多数存している。遺

構内から出土した遺物は少なく、図示した遺物は遺構の周辺から出土したものである。第Ⅵ群土器が主体

であった上段とは異なり、第Ⅴ群土器が主体となる。後期1号木組遺構が構築される前の遺物で、後期2

号木組遺構の時期又はその廃絶後の遺物であると考えられる。

遺物編第420図4・11は、遺構の南側から近接して出土した平行線文の装飾深鉢である。共に標高

97.7m前後のレベルで出土しており、後期2号木組遺構1段の面からは15～20cm程上位に当たる。沈

線が反転して垂下し、11は捻転した突起、4は大波状縁となるが、前者には第Ⅵ群土器6類の装飾突起

の初現的様相、後者には口縁部無文帯の狭小化が認められ、第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）に相当すると考え

られる。

石器としては、頁岩製の石匙の未成品（第430図1）が遺構の東側から出土しているが、近辺からは第

Ⅴ群土器が纏まって出土している。2・4・5の磨石が遺構の北端で纏まって出土している。2が花崗岩

製、4・5が安山岩製で、2と5には被熱によると思われる黒斑が認められる。3は遺構の南端で出土し

た花崗岩製の磨石である。
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小　　　結

後期1号木組遺構は、南北4.5m、東西3.8mの規模で、木材が4段に積み重ねられた施設である。遺

構は25～30cmの幅であまり隙間を置かずに構築されており、短期間に作られたと考えられる。材は南

北方向と東西方向に敷設されており、1段では前者が卓越するが、2～4段は後者の方が卓越する。方形

を意図した構成であることから、当初は材を縦横交互に敷設した足場的施設と考えていた。しかし1段の

北端に溢水構造を有する板材が検出されていることから、流水構造を持った施設であった可能性が考えら

れる。また2段以下は東西方向に材が敷設されており、1段の基礎をなしていたと考えられるが、同様に

東側に溢水させたと思われる板材が出土しており、東西方向へ流水させた施設であった可能性も否定でき

ない。当初は東西方向の流水施設（2～4段）が構築されたが、その後これ等を基礎として南北方向の流

水構造に転換されたと見た方が妥当と思われる。従って1段の南側に見られた東西方向の木材は、南北方

向の流水施設の末端に敷設されたことになろう。しかし流水構造の施設と考えられる晩期木組遺構や後期

2号木組遺構に比べると、材の敷設状況は緻密であるとは言い難い。

後期1号木組遺構は、400点の材で構成されている。前記したように二段階の構築時期が想定されるが、

晩期木組・晩期石組両遺構に比べ、クリ材の占める比率が極めて低い特徴を持つ。最も多いのがヤナギ属

71点（18％）で、ヤマウルシ58点（15％）、ヤマグワ50点（13％）、クリ・オニグルミ41点（10％）、

キハダ26点（7％）と続く。ヤナギ属・ヤマウルシ・ヤマグワが卓越しており、クリは10％を占めるに

過ぎない。板材等の主要部材にはクリが用いられているが、樹種の選択において後期と晩期では、相違が

存していたことが指摘されよう。

遺構内からは石器が多数出土している。花崗岩・安山岩製の磨石・叩石・台石類であるが、被熱の痕跡

を有する例も認められる。遺構の覆土にはトチノキの種子が多数含まれており、これ等の石器類が堅果類

の加工に使用されていたと考えられる。

本遺構では、14C年代測定を2点実施しており、β線係数法では3480±110BP（2段）、AMS法では

3410±30BP（2段）の測定値が得られている。遺構内から出土した遺物は少ないが、後期中葉宝ヶ峯2

式が出土しており、年代測定の結果とも概ね調和的であると言えるであろう。

5）後期2号木組遺構（遺構編393～397・440・441図、遺物編423～425・430～432図）

後期2号木組遺構は、調査区の62-198・63-198・64-198・63-199・64-199に含まれるが、その

内でも63-198と63-199が主となる。後期1号木組の直下からその西側にかけて構築されており、遺構

上面の標高は97.4～97.5mの範囲にあり、一部97.7mを測る。後期1号木組遺構の下端が97.6m前後

にあり、15～20cm程度の間層が介在している。本遺構はトチノキの種子を含む砂利層から検出された。

後期2号木組遺構が土砂の流入で埋積され、その後に粘質土の堆積した状況を経て、後期1号木組遺構が

構築されたと想定される。

後期2号木組遺構は2段で構成されている。検出した面のレベルから遺構を二分したが、地形自体が北

から南へ緩く傾斜しており、レベルでの区分が必ずしも妥当性を持つとは言えないかもしれない。北側に

おいて両遺構の重複が認められるが、1段は東側、2段は西側と、主体となる場所を異にしており、同時

に機能していた可能性も否定できない。しかし南端のレベルで比べると、20～30cmの高低差が存して

おり、ここでは時期を異にした施設として提示している。
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両施設を合わせた規模は、南北4.4m、東西3.8mを測る。しかし遺構の南端及び西側は、調査区の制

約から拡張することができず、確定できなかった。遺構の西端はほぼ収束したと見なすことができるが、

南端は更に調査区域外に伸びることは確実であり、全容を捉えられなかったことは遺憾と言わざるを得な

い。なお遺構の主軸方向は、N－20～30°－Wの範囲にある。

後期2号木組遺構1段（遺構編第393・394・440図、遺物編第423・430・431図）

規　　模　　後期2号木組遺構の範囲は、南北4.4m、東西2mを測る。施設としての形状は判然とし

ないが、北側に2.4mの板材が横に立てた状態で配置されており、東側には南北方向に幅90cm、長さ

3mの範囲で材が敷設されている。材の主軸方向はN－30°－Wにある。

構　　造　　後期2号木組遺構1段の上面の標高は、97.4～97.5mの範囲にある。北端の板材（遺物

編第532図1）の上面西側は97.7mを測り、後期1号木組遺構4段の面で観察されたが、東方に傾斜して

おり、東側は後期1号木組遺構4段の下に潜り込んで、同4段下端と板材上面間には10cmの間層が存し

ていた。なお同材の下端の標高は97.4～97.5mの範囲にある。同板材はクリ材で、長さ2.4mと長大で

あるが、東西の南側に杭が打ち込まれ、固定されていた。上面の東西には、U字状の抉りらしき痕跡が認

められる。本遺跡で検出された溢水構造の板材の長さは80～120cmが通例であり、本板材は長大過ぎ

るが、崖線からの湧水を貯め込んで、南側に流し込んだ施設の可能性は否定できないであろう。

東側には、南北方向に40本程度の木材が敷設されている。長さ2.8mのヤマグワ材や1.8mのクリ材

をはじめ、1m前後の比較的長い材が敷設されている。敷設された材の東西両側には杭が打ち込まれてお

り、木材等を固定していたと想定される。また南側から、U字状の抉り込みを持つクリの板材（遺物編第

532図2）が出土している。溢水させるための装置であり、敷設された木材の北端又はその途中に設置さ

れていたが、土砂の流入等で決壊し流されたのであろう。木材の北端と中央に東西幅60～80cmの杭が

認められることから、本来はいずれかに設置されていたのかもしれない。

従って本遺構は、2段と同様に流水施設として使用されていたと考えられる。西側にも東西方向の疎ら

な材の敷設が見られるが、この部分にもこれ等の材を基礎として、南北方向の材が敷設されていた可能性

も考えられる。恐らく土砂の流入によって部材が流され、埋め尽くされた結果、本遺構は廃絶されたので

あろう。

なお堆積土である砂利層には、トチノキの種子が多く含まれており、本遺構がトチノキ等の加工に係わ

っていたことが想定される。流水構造から、アク抜き工程に関連していたのであろう。

材　　質　　後期2号木組遺構1段として、86点の樹種を同定した。その内訳は、クリ32点（37％）、

ヤマグワ18点（21％）、オニグルミ13点（15％）で、その他にヤナギ属・ケンポナシ属・ガマズミ属・

カツラ・ミズキ属・キハダ・コナラ属・タラノキ・トネリコ属・ハンノキ属・サワグルミ・モクレン属・

ニガキが用いられていた（遺物編440図）。

出土遺物　　後期2号木組遺構1段で出土した遺物は、標高97.2～97.6mの範囲にある。時間的制約

から出土位置を記録して取り上げた縄文土器はなく、全て一括として処理した。出土遺物で文様が明確な

土器は少ないが、殆どが第Ⅴ群土器で、遺物編第423図3～9は第Ⅴ群土器1類、6は同4類に相当する。

なお第423図26は、大洞C2式に位置付けられる深鉢で、調査時に混在させてしまった可能性が考えら

れる。

石器は東端に纏まって出土している。第430図6が凝灰岩質砂岩製の台石、第431図2は凝灰岩質砂
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岩製の凹石、同図1は安山岩製の石皿、同図3は安山岩製の扁平の磨石である。石皿と磨石には、被熱に

よると思われる黒斑が認められる。

後期2号木組遺構2段（遺構編第395・396・441図、遺物編第424・425・431・432図）

規　　模　　後期2号木組遺構2段の範囲は、南北3.9m、東西3.4mを測るが、南端は調査区域外に

伸びており、西端についてはほぼ収束しているが、西側に拡がる可能性は否定できない。更に詳細に見る

ならば、南側は長さ3m、幅1.4mの敷設材の施設（南西施設）と、その北側の1.2cm四方の木枠状施設

（北西施設）、更にその東側の1m×1.7mの矢板施設（北東施設）に区分され、南東側にも南北方向の材の

疎らな敷設（南東施設）が認められる。南西施設の敷設材を基にした主軸方向はN－20°－Eにあり、1

段よりはやや東向きにある。

構　　造　　後期2号木組遺構2段の上面の標高は、97.1～97.4mの範囲にあり、北側が高く、南側

に緩く傾斜している。敷設材施設については、1段と設置場所が異なるため、重複状況は判然としないが、

1段と重複する東側（南東施設）で見ると、5cm程度の砂利層を挟んで2段目の材が検出されている。従

って時期を異にした施設と判断したが、北東施設の板材は1段下面のほぼ直下から検出されている。

2段は上記したように、四つの施設から構成されている。南東施設は南北方向の疎らな木材の配列で構

成される。前記したように1段との間には僅かながら砂利層が介在しており、時期が異なる施設と見なさ

れるが、1段の木材の基礎を構成していた可能性も否めない。北側には長さ1.8mのクリの板材（遺物編第

533図2）が、東西方向に立てた状態で設置されていたが、同材も上面にU字状の抉りらしき痕跡が認め

られる。北西施設へ導水するための矢板としての機能が類推されるが、溢水させ南側に水を流し込んでい

た可能性も考えられる。敷設されている材こそ少ないが、南西施設と同様の用途も否定できない。これ等

の材の標高は97.2～97.3mの範囲にあり、南西施設とほぼ同レベルにある。なお同施設の中央には、杭

が9本打ち込まれているが、多くは1段に伴う杭と思われる。

北東施設は東西方向の配置された板材と、割材を半円形に打ち込んだ矢板列から構成される。1段で取

り上げた北端の板材（遺物編第532図1）も、同一施設であった可能性も否めないが、同材の下面の標高は

97.4～97.5mを測り、上面の標高が97.4mの北東施設南端の板材（遺物編第533図2）よりも高い位置に

ある。従って報告では別段に扱っている。板材の下面には、同一方向に5本の材が敷設され基礎をなし、

東南端に杭が打ち込まれている。晩期木組遺構の取水口施設の板材の下面にも同様の基礎がなされている

ことから、板材を水平に設置するため敷設されたことが考えられる。また暗褐色粘質土を取り囲むように

割材が半円形に打ち込まれている。調査時この範囲は湧水点となっており、この矢板列が湧水点を囲んで

いたと推測される。湧き水に土砂が混じりにくくするために、割材を打ち込んだのであろうか。矢板列は

1段西端のクリの割材（遺物編第531図7）の10cm下面から検出された。

北西施設は、クリの板材によって四方を台形に取り囲んだ施設で、貯水のための施設と考えられる。北

側は2枚の板材（遺物編第534図1）が重ねられ、杭で固定されている。北側は崖線となっており、板材の

上面の標高も97.5mと高くなっている。西側は長さ1.25mの割材（遺物編第534図2）で、北側の標高は

97.5m、南側が97.35mで、北から南に傾斜している。東側に杭が打ち込まれ、西側には礫が配置され

ている。東側の板材（遺物編第533図4）は65cmの長さで、上面の標高は97.3mと周囲の板材に比べる

と低くなっている。南側は長さ85cm、幅15cmのクリの板材（遺物編第534図1）が、配置されている。

中央上面にはU字状の抉り込みを有し、北側と南側共に杭で固定され、北側には礫5点が重ねられてい
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た。板材の上面は標高97.4mを測り、U字状の抉りから水が溢れ出る構造になっていたと考えられる。

東側の板材の上端のレベルが低くなっていることから、東側から水を取り込んで、木枠内で静水させた後

に、南側の板材の窪みから水を溢れ出す構造になっていたと想定される。

南西施設は、丸太材を1.4mの幅で、南北方向に11～17列程度を敷き詰め、杭で固定した構成となっ

ている。北端にニレ属の丸太材を東西方向に敷設した後、丸太材を南北方向に敷き詰めて、北側に板材を

立て杭で固定させたと考えられる。敷設された材は36本で、多様な種類の材が用いられており、15種を

数える。木材は5度前後の傾斜をもって配列されており、50cm程度の短い材も認められるが、3m超の

長い材が多く用いられている。北側の木枠施設から溢水した水を敷き詰めた丸太材に伝わせて流すシステ

ムになっており、中央には磨石類を含む礫が配置され、更に1m弱の木材が東西方向に2本敷設されてい

た。

以上から本遺構は、北東施設の湧水又は崖線からの湧水を北西の木枠に取り込んで静水させ、不純物を

沈殿させた後に、板材の窪みから溢れ出た水を敷き詰めた丸太材に伝わせて流す構造であったことが指摘

される。南東施設の疎らな材の敷設も同様の用途で構築されていた可能性も考えられる。貯水し水を流し

込む構造であることから、一定の水量が確保されており、水さらし場としての機能が推察される。砂利層

中にトチノキの種子が多く含まれていたことから、トチノキの種子のアク抜き等の水さらしの作業に使用

されていた可能性が考えられる。

材　　質　　後期2号木組遺構2段として、95点の樹種を同定した。その内訳は、クリ31点（33％）、

ヤマグワ17点（18％）、ニレ属10点（11％）、ヤナギ属8点（8％）、ヌルデ・ムラサキシキブ属4点、ヤ

マウルシ・キハダ・コナラ属3点で、その他にカエデ属・エノキ属・オニグルミ・ウコギ属・ハンノキ

属・サワグルミ・イヌエンジュ・モクレン属・ケヤキが用いられていた。樹皮・広葉樹等の同定不能も3

点存していた（遺構編第441図）。北東施設と北西施設はほぼクリ材で構築されているが、水を伝わせたと

見られる敷設材（36点）は多様な木材が用いられており、15種を数える。ヤマグワ9点、ニレ属6点、

クリ5点で、その他は1～3点であった。

出土遺物　　後期2号木組遺構2段で出土した遺物は、標高97.0～97.5mの範囲にある。時間的制約

から出土位置を記録して取り上げた縄文土器はなく、全て一括として処理した。出土遺物で文様が明確な

土器は少ないが、殆どが第Ⅴ群土器に相当すると考えられる。遺物編第424図6～12は十腰内1式系の

1類の装飾深鉢で、多条沈線で文様が描出される。1～5は同一個体であるが、上下端を縄文帯で区画さ

れた体部上半に対向した弧線文が施される。口内に沈線が囲繞されており、第Ⅴ群土器に相当するであろ

う。13は大波状縁の深鉢で、口縁部の無文部が幅広であることから、第Ⅵ群土器に相当すると思われる。

石器としては、南西の敷設材の直上から磨石類3点（遺物編第431図4・5、第432図1）が出土している。

いずれも花崗岩製で、磨り面が認められる。第431図5には叩打痕が存しており、第432図1は扁平で

台石として使用されたと考えられる。水場の作業に用いられたのであろう。

2段ついては3点の年代測定を実施した。南東施設の東端のヤマグワの割材（遺構編第396図、遺物編第

533図1）は3340±80BP（β線係数法）、北西施設のクリの板材（遺構編第396図、遺物編第534図3）は

3490±80BP（β線係数法）、3460±50BP（AMS法）、南西施設のニレ属の敷設材（遺構編第396図）は

3430±50BP（AMS法）の測定値が得られている。上層である後期1号木組遺構（2段）の測定値と、ほ

ぼ同様の結果となっている。
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小　　　結

後期2号木組遺構は、南北4.4m、東西3.8mの規模で、2段で構成されており、合わせて181点の木

材が用いられていた。後期1号木組遺構4段下端と後期2号木組遺構1段の上面には、15～20cmの間

層が存しており、後期2号木組遺構はトチノキの種子を含む砂利層から検出された。後期2号木組遺構の

1段と2段では主体となる地点が異なっており、またレベルにおいても5～10cm程度の差が存すること

から、別途の施設で1段の方が新しいと見なされる。

1・2段の両施設とも、U字状の抉りを加えた板材から水を溢れ出させ、丸太材に水を伝わせて流す構

造であったと想定される。1段についてはその構造は判然としないが、北端の長大な板材または敷設材の

北側に設置した板材から溢水させ、南側の敷設材に水を流し込んだと想定され、溢水のために使用された

と思われる抉り痕を持った板材が、遺構の南側から出土している。

2段は四つの施設から構成されている。南東施設については判然としないが、北東施設は割材が湧水点

を囲むように半円形に打ち込まれており、この湧き水乃至は崖線から導水した水を北西の木枠内に取り込

んで静水させた後に、南側の板材の窪みから水を溢れ出し、南側の敷き詰めた丸太材に水を伝わせて流す

システムになっていたと想定される。水を一定して流す構造で、遺構を覆っていた砂利層から、トチノキ

の種子が多く出土したことから、アク抜き等の水さらしの作業に使われていた可能性が考えられる。

後期2号木組遺構は181点の木材で構成されているが、クリが63点（35％）で最も多く、ヤマグワ35

点（19％）、オニグルミ14点（8％）、ヤナギ属・ニレ属10点（6％）と続く。晩期木組遺構や晩期石組遺

構に比べると、クリの占める比率は低いが、主要部材であったことに変わりはなく、木枠となる板材や杭

にはクリが多用されていた。またヤマウルシは2段の3点のみと少なく、同材が多用された後期1号木組

遺構との差異が指摘される。

本遺構から出土した土器は少ないが、宝ヶ峯1式が出土している。本遺構を覆う上位の堆積土からも同

式が出土しており、宝ヶ峯1式に構築された遺構であることは確実であろう。本遺構の上層にある後期1

号木組遺構は宝ヶ峯2式期の構築物であり、層位的にも妥当な位置づけとなろう。但し年代測定の結果で

は、後期1号木組遺構とほぼ同様の測定値が得られている。

本遺構は砂利層に覆われていることから、土砂の流入で埋積され、廃絶されたと考えられる。その後粘

質土が堆積する状況を経て、後期1号木組遺構が構築されており、両遺構の間には時期の経過が存してい

たものと想定される。

6）東調査区遺物集中地点（遺構編第397～409図、遺物編433～478図）

晩期木組遺構と晩期石組遺構の間は6mの距離を測るが、この区域から縄文時代後期～晩期にかけての

土器が集中して出土した。層厚は1.4mを測り、東調査区で検出された水場遺構に係わる時期の遺物が投

棄された結果、重層的な包含層が形成されたと考えられ、この区域を東調査区遺物集中地点と呼称した。

東調査区遺物集中地点は62-197・63-197・62-198・63-198の四つのグリッドが相当する。調査で

は極力出土位置を記録しながら掘り進めたが、出土した遺物量が膨大であったため、その範囲のみを記録

して取り上げたり、一括として処理した土器も多々存している。出土土器は水場遺構の性格を反映してか

粗製の深鉢が多く、上層の晩期においては殆どが粗製深鉢で、明確な時期を規定することが困難であった

が、下層の後期においては装飾深鉢も多く、土器型式の層位毎の変遷を跡づけることが可能となっている。
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遺物については、晩期木組遺構の西側に設置したベルト（西ベルト）の層位に対比させながら取り上げ

を行った。Ⅰ層とⅡ層は1997年の調査で、Ⅲ層以下は1998年の調査で取り上げた遺物である。従って

Ⅰ・Ⅱ層は晩期木組・晩期石組両遺構の周辺から出土した遺物を広く図示しているが、Ⅲ層以下では西ベ

ルト西側の南北7m、東西4mの範囲を中心として遺物を提示した（遺構編第401図）。

晩期木組遺構と晩期石組遺構の間では、都合10面にわたって遺物の取り上げを実施した。上層では晩

期前葉～中葉が主体であるが、遺物のやや僅少な層（Ⅲ・Ⅳ層）を境にして、以下では後期中葉宝ヶ峯

1・2式の包含層となっており、土器の他に叩石・磨石類等の石器も少々出土している。また遺物の集中

する面からは、炭化粒を含む黒色土の広がりが随所で観察された。土器と共に炭化粒等が投棄された結果

と思われるが、水さらしの工程で生じた又は流出した可能性が考えられ、トチノキの種子が多く含まれて

いる。

本調査区には湧水点が多数存しており、特に崖線寄りの北側で顕著に認められた。噴砂による遺物の沈

降現象も見られ、縄文土器の包含層から須恵器が出土する例も屡々観察された。しかし東調査区遺物集中

地点の範囲では、噴砂の痕跡はあまり見られず、土層も比較的水平に堆積しており、大きな攪拌は受けて

いないように見受けられた。従って層位毎に取り上げた遺物は、新旧の序列を正確に反映しているように

思われる。

基本層序（遺構編第397・398図）

東調査区遺物集中地点は層厚1.4mを測り、5°以内の緩い傾斜で堆積しており、南側はほぼ水平に堆

積している。崖線直下の北側に砂質土が堆積するが、多くの遺物が出土した地点では黒色・黒褐色の粘質

土が帯状に堆積しており、黄灰色・灰色粘質土が互層をなすが、黄灰色シルト質土が薄い縞状に堆積した

層も認められる。滞水と流水が交互に繰り返されていた様相を示しているのであろうか。

晩期木組遺構が構築された面は、泥炭層である3～6層に相当する。上層には須恵器を包含する黒褐色

粘質土（1層）、大洞BC～C2式の土器を包含する黒褐色粘質土（2層）が堆積する。晩期木組遺構の3～

6層では、4層と6層に黄灰色シルト質土の薄い縞状又はブロック状の堆積が見られたが、特に6層は木

組遺構直下で観察された黄灰色シルト質土に相当する。一時期流水していた環境にあったことが窺えよう。

7層は出土遺物が少なくなり、8層の黄灰色粘質土からは後期中葉宝ヶ峯2・3式の土器が出土している。

黄灰色の土層で有ることから、流水の環境にあった層準と見なされるが、下位の黒褐色粘質土である9層

と合わせると、後期中葉の遺物が顕著であり、該期の堆積土と見なすことができるであろう。

9層以下は黒褐色・黒色粘質土で構成され、後期中葉の土器を多く包含する層準となる。14・19層

（Ⅵ層）は宝ヶ峯2式を包含するが、15・16・20・21層（Ⅶ層）は宝ヶ峯1式を多く包含しており、両

層を境に上下で土器型式の変化が指摘される。22層（Ⅷ層）は黒色炭化層で炭化粒が集中し、宝ヶ峯1式

の土器が出土しており、23（Ⅸ層）・24層（Ⅹ層）は灰色粘質土で、南境2式～宝ヶ峯1式が出土している。

従って後期前葉～中葉にかけての堆積土は約90cmの層厚となり、南境2式～宝ヶ峯3式にかけて1m

近い土砂が堆積する環境が生起していたと考えられる。後期1号木組遺構上面と同2号遺構下端では、や

はり90cmのレベル差が看取されており、東調査区内で該期に急激な土砂の堆積が進行したことが指摘

されよう。

土層断面図では細かに分層しているが、実際の遺物の取り上げは遺構編第398図に示したように10枚

の層位に区分して行っている。ローマ数字で最上層がⅠ層、最下層がⅩ層となり、10枚の層位別に遺物
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を提示している。特にⅢ層以下の西ベルト西側の南北7m、東西4mの範囲から出土した遺物については、

出土位置を土層断面図にも投影している。

Ⅰ層出土の遺物（遺構編第399図、遺物編第433～442図）

Ⅰ層は基本層序の1～5層までが相当する。最上層の1層は奈良・平安時代の層であるので、実際は2

～5層となるが、晩期木組遺構の上面及びその周囲と晩期石組遺構の周囲から出土した遺物が含まれる。

Ⅰ層の標高は北側で98.85m、南側で98.55～98.90mの範囲にあり、層厚は最大で35cmを測る。晩期

木組遺構はⅠ層下半～Ⅱ層上面に相当する。

出土土器は多数に上るが、殆どが縄文晩期の粗製深鉢で、出土した遺物の標高は、北側が98.05～

99.15m、南側が98.55～98.70mの範囲にある。装飾土器では、遺物編第433図1が第Ⅵ群土器（宝ヶ

峯2式）、2～8が大洞B2式、11が大洞BC1式、9・10・13～17・21・22は大洞C1式、12は大洞

C2式、18は大洞A2式で、第434図1・2・3も大洞C2式に位置付けられる。大洞A1・A’式を除く

と晩期のほぼ全般にわたって出土しており、晩期木組・晩期石組両遺構の位置する区域が、断続的ながら

も長い期間にわたって利用されていたことを示している。

宝ヶ峯2式の第433図1は晩期木組遺構の北側で、崖線直下から出土している。晩期木組遺構の北西

側からは、大洞C2式の粗製・半精製の深鉢（第434図1他）が晩期遺構面よりも10cm上面で出土してお

り、晩期木組遺構が大洞C2式の段階に埋没していたことを窺わせる。また晩期木組遺構西側の西ベルト

の遺構面とほぼ同レベルから、大洞BC1式の装飾鉢（遺物編第433図11）が出土している。土器付着物に

ついて年代測定を実施したが、2940±40BP（AMS法）の測定値が得られている。

粗製土器は、羽状縄文や結節文が卓越している。多くは大洞C1～C2式の粗製土器と考えられ、櫛歯

条線文の深鉢（第440図14～17）も伴出している。Ⅰ層の出土状況は、晩期中葉に櫛歯条線文の深鉢が

存することの証左になろう。

晩期石組遺構北東のトチノキの種子の集中地点（遺構編第370・401図）について、トチノキの種子で年

代測定を実施したが、2570±140BP（β線係数法）の測定値が得られている（標高98.60mの面）。

Ⅱ層出土の遺物（遺構編第400図、遺物編第442～448・476図）

Ⅱ層は基本層序の6・12層に相当する。標高は北側で98.75～98.95m、南側で98.45～98.55mの

範囲にあり、層厚は10～20cmを測る。晩期木組遺構の下端の面に相当し、黄灰色シルト質土が混じる

点で、周囲の層とは明確に区分される。Ⅱ層で取り上げた遺物には、晩期木組・晩期石組両遺構の間で出

土した遺物の他に、晩期石組遺構西側で出土した遺物も含まれている。

Ⅱ層で出土した遺物の標高は、北側が98.75～98.85m、南側が98.50～98.55mの範囲にある。後期

中葉の第Ⅵ群土器も僅かに認められる（遺物編第442図19）が、殆どが晩期の土器である。晩期木組・晩

期石組両遺構の間では、大洞B1～BC2式の装飾土器が認められており、粗製土器の多くも該期に相当

すると思われる。一方晩期石組遺構の西側では、大洞A2式（遺物編第444図4・7）が出土している。こ

の2点の土器の出土地点の標高は98.80m前後にあり、98.50～98.70mの範囲にある大洞C1式（遺物

編第443図4・7）や大洞C2式（第444図3）よりも高い面となる。

石器としては、磨製石斧の刃部（遺物編第476図1）、安山岩製の扁平な磨石（第476図2）、安山岩製の

大型の凹石（第476図3）が出土している。
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Ⅱ層は晩期木組遺構の下端からそれよりも下位の面、晩期石組遺構では2～3段の面に相当すると考え

られる。両遺構とも晩期前葉～中葉の構築時期が想定されており、Ⅱ層で取り上げた土器は、これ等の遺

構を構築・使用した集団によって残された遺物と言うことができるであろう。

なお、Ⅱ層出土の高台付装飾深鉢（遺物編第443図1）の土器付着物（内面）について年代測定を実施し

たが、3080±40BP（AMS法）の測定値が得られている。同例は口縁部の突起が8単位、頸部文様帯が

4単位、体部文様帯が5単位で構成され、大洞B1古式の基準となる資料である。

Ⅲ層出土の遺物（遺構編第402図、遺物編第449図）

Ⅲ層は基本層序の7・14層に相当する。標高は北側で98.65～98.75m、南側で98.35～98.45mの

範囲にあり、層厚は10～20cmを測る。上下の層に比べ遺物の出土量が少なく、間層の趣を呈している。

Ⅲ層で出土した遺物の標高は、北側が98.60～98.80m、南側が98.35～98.45mの範囲にある。出土

した土器は第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）1類（遺物編第449図1～3）、第Ⅹ群土器の大洞B2式（第449図4）、

第ⅩⅠ群土器の晩期前葉の粗製深鉢（第449図5）である。宝ヶ峯1式の第449図1～3は、原位置を保っ

ていた訳ではないであろう。遺物集中地点のほぼ中央には、60cm×70cmの範囲で炭化粒を含む黒色土

層が認められた。

Ⅳ層出土の遺物（遺構編第403図、遺物編第449～451・476図）

Ⅳ層は基本層序の8～10・15・25・26層に相当とする。標高は北側で98.55～98.65m、南側で

98.25～98.35mの範囲にあり、層厚は10～20cmを測る。8層は黄灰色粘質土で、炭化粒を多く含み、

その下位の9層は黒褐色粘質土でトチノキの種子を多量に含む。15・26層も黒褐色粘質土で、黄灰色シ

ルトをブロック状に含み、一部縞状の堆積が認められる。8層の堆積した時期に、流水となる環境が生起

していたことを窺わせる。

Ⅳ層で出土した遺物の標高は、北側が98.60～98.70m、南側が98.10～98.15mの範囲にある。出土

した土器は、晩期では大洞B1式（第449図18）や大洞C1式（第450図2）も含まれているが、後期中葉

に帰属される土器が殆どである。このことからⅣ層以下が、後期中葉の堆積層であったと推測される。Ⅳ

層からは第Ⅶ群土器（宝ヶ峯3式）が出土している。遺物編第449図11～16が該当し、本遺跡ではこの

地点の他に、下層のⅤ層で1点（第453図11）出土したのみである。いずれも頸胴部界で屈折する深鉢で、

口縁端部と屈曲部に刻み目帯が巡らされる。同層準からは、第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）も出土している（第

449図6・8・10・17）。

石器としては、頁岩製の石匙（遺物編第476図5）と花崗岩製の叩石（第476図4）が出土している。ま

た炭化粒を含む黒色土層も、北側の広い範囲で検出されている。

なお、Ⅳ層出土の装飾深鉢（遺物編第449図18）の土器付着物（内面）について年代測定を実施したが、

3120±40BP（AMS法）の測定値が得られている。同例はⅡ層出土の装飾深鉢（遺物編第443図1）と共

に大洞B1古式の基準となる資料で、口頸部文様が篦状工具による刻み目で充填される点で、古的様相を

留めている。

Ⅴ層出土の遺物（遺構編第404図、遺物編第451～456・477図）

Ⅴ層は基本層序の11～13・16～18・27層に相当する。標高は北側で98.45～98.55m、南側で
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98.05～98.15mの範囲にあり、層厚は10cmを測る。基本的には黄灰色シルトのブロックを含む黒色・

黒褐色粘質土であるが、17・18層は砂質土であり、この付近に堆積状況の変異が認められる。

Ⅴ層で出土した遺物の標高は、北側が98.40～98.50m、南側が98.00～98.10mの範囲にある。出土

した土器は、いずれも第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）に相当する。大波状縁で構成された装飾深鉢（5類）が顕

著で、華美な装飾突起を持つ6・9類は認められない。文様は平行線文が多く見られ、曲線的な磨消縄文

の文様は僅かでしかない（第453図7～10）。集合沈線により鋸歯状の文様を描出した11類も、僅かなが

ら出土している（第453図2～6）。また第Ⅶ群土器（宝ヶ峯3式）が出土していることは、前記した通りで

ある（第453図11）。粗製土器では口縁部が外折した縄文施文の例はなく、櫛歯条線文の大型土器に認め

られるのみである。縄文施文の深鉢では羽状縄文を構成する例は少なく、櫛歯条線文と併用した例（第

454図4）も認められる。大型土器も散見され、第453図13の口径は49cm、第454図2の口径は36cm

を測る。

石器としては、頁岩製の石匙の未成品（第477図1）、凝灰岩質砂岩の叩石（第477図2）、凝灰岩質砂岩

の台石（第477図3）が出土している。また炭化粒を含む黒色土層も中央西寄りで径50cmの広がりで認

められた。

Ⅴ層は、宝ヶ峯2式に構築された後期1号木組遺構（1段上面の標高は97.80～98.00m）よりはやや高い

面となっている。Ⅴ層の遺物は同遺構を利用していた集団によって残された可能性が想定されるが、木組

遺構は水さらし場としての機能が類推されており、東側のやや高位面ではトチノキのアク抜きに係わる水

さらし以外の作業が行われていたことを窺わせる。

Ⅵ層出土の遺物（遺構編第405図、遺物編第456～462・477図）

Ⅵ層は基本層序の14・19・28層に相当する。標高は北側で98.25～98.45m、南側で97.90～

98.05mの範囲にあり、層厚は15～20cmを測る。14層は黒褐色粘質土、19層は黒褐色砂質土、28は

黄褐色粘質土で、それぞれ性状を異にしており、19層付近はⅤ層でも砂質土で、堆積状況に変異が生じ

ている。

Ⅵ層で出土した遺物の標高は、北側が98.35～98.45m、南側が97.85～98.05mの範囲にある。出土

した土器はⅤ層と同様に、いずれも第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）に相当する。大波状縁で構成された5類が

顕著であるが、Ⅴ層に僅少であった曲線的な磨消文様の3・4類（遺構編第457図19・21・24・25）も

認められる。第457図26は黒漆塗りの丸底の浅鉢である。粗製土器は縄文施文と櫛歯条線文を施文した

深鉢が卓越しており、口縁部が外折した例（第460図25・26）も僅かに認められる。第459図7・9は

Ⅵ層出土となっているが、形状や結節文を有し羽状縄文で構成されることから、縄文時代晩期の深鉢と見

なされる。出土地点は調査時に排水溝を掘削した部分に相当しており、誤って同層準で処理してしまった

可能性が考えられる。本来はⅠ・Ⅱ層に帰属されるものであろう。

石器としては、頁岩製の石匙の未成品（第477図7）、凝灰岩質砂岩の凹石（第477図5）、安山岩製の磨

石（第477図4・6）が出土している。また炭化粒を含む黒色土層も、南西寄りに2.3m×3mの範囲で認

められた。

Ⅵ層も宝ヶ峯2式の堆積層であり、後期1号木組遺構との関連が想定される。炭化粒を含む黒色土層も

大きく拡がっており、トチノキのアク抜きに係わる作業が東側の高位面でも行われていた可能性を窺わせ

る。
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Ⅶ層出土の遺物（遺構編第406図、遺物編第462～466・478図）

Ⅶ層は基本層序の15・16・20・21層に相当する。標高は北側で98.20～98.25m、南側で97.75

～97.90mの範囲にあり、層厚は5～15cmを測る。基本的に黒褐色粘質土であるが、20層は黒褐色砂

質土である。

Ⅶ層で出土した遺物の標高は、北側が98.15～98.30m、南側が97.75～97.85mの範囲にある。出土

した土器は第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）に相当し、上層よりも古い様相を見て取ることができる。第Ⅴ群土

器1類（遺物編第462図6～12・14～16）が卓越し、平行線文系の2類（第463図1・2・7・8）も出土し

ている。曲線的乃至は幾何学的な磨消文様の3類（第463図4～6・9～21・23）も見られ、特に幾何学

的文様には第Ⅵ群土器9類の先駆となる刺突列点を有する例（第463図4～6・9）が存している。また頸

胴部界が屈折する形状で、口頸部が無文で体部に縄文を施した深鉢（第464図3・4・7）も出土している。

粗製土器は櫛歯条線文が1点のみで、他は縄文施文である。口縁部が外折する例が多く存しており、口端

に縄文を施したり、口縁部を無文とする例（第464図16・24）、同一原体による羽状縄文の例（第464図

16）も認められる。口縁部が直行する例では、緩い波状縁となる例（第464図25・26）も存している。

第462図4は大木10式の土器片であるが、グリッド一括で処理したため出土状況は判然としないが、集

中地点の中でも南側で出土している。

Ⅶ層の面からは、礫が多く出土している。しかし石器としては、凝灰岩質砂岩の大型台石（第478図1）

が出土したのみである。西ベルトから出土しており、土層断面図でも観察され（遺構編第397図）、上下面

の中央に弱い凹みが認められる。

Ⅶ層は宝ヶ峯1式の堆積層であり、後期2号木組遺構との関連が想定される。後期2号木組遺構の上面

の標高は97.40～97.50mの範囲にあり、Ⅶ層はレベル的に30cm程高位面となる。

Ⅷ層出土の遺物（遺構編第407図、遺物編第466・467・478図）

Ⅷ層は基本層序の22層に相当する。標高は北側で98.10～98.15m、南側で97.70～97.75mの範囲

にあり、層厚は5cmを測る。黒褐色炭化層で、灰色粘土が縞状に混じる。層厚が薄く、その分上下の層

に比べ出土した遺物も少ない。

Ⅷ層で出土した遺物の標高は、北側が98.00～98.05m、南側が97.70～97.75mの範囲にある。出土

した土器は、Ⅶ層と同様に第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）に相当する。1類（遺物編第466図7～13）、3類（第

466図14～17）、4類（第466図5・6）が出土しており、平行線文系の2類は認められない。粗製土器は

縄文施文で口縁部が外折した形状が卓越し、櫛歯条線文の土器は見られない。

石器としては、頁岩製の石匙の未成品（第478図2）が出土したのみである。

Ⅷ層も宝ヶ峯1式の堆積層であり、後期2号木組遺構との関連が想定される。後期2号木組遺構の上面

の標高は97.40～97.50mの範囲にあり、Ⅷ層もレベル的には高位面となる。なおⅧ層の遺物の広がり

は、晩期木組遺構の下位まで認められており、上層よりも東側に延びている。晩期木組遺構直下のⅧ層で

も、第Ⅴ群土器が出土している。

Ⅸ層出土の遺物（遺構編第408図、遺物編第468～472・478図）

Ⅸ層は基本層序の23・29・30・32に相当する。標高は北側で97.95～98.20m、南側で97.55～
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97.70mの範囲にあり、層厚は10～25cmを測る。炭化粒を含む灰色粘質土で、土器が多量に出土して

いる。

Ⅸ層で出土した遺物の標高は、北側が98.10～98.30m、南側が97.55～97.65mの範囲にある。出土

した土器はⅦ・Ⅷ層と同様に第Ⅴ群土器（宝ヶ峯1式）である。十腰内1式系の1類（遺物編第468図1・

3・5・7、第469図1・6～14）が卓越しており、平行線文系の2類は認められない。また曲線的乃至は

幾何学的な磨消文様である3類は見られないが、第468図4・6の三角形の区画は加曽利B1式の三角形

単位文との関連を窺わせる。また頸胴部界が屈折する形状で、口頸部が無文で体部に縄文を施した深鉢

（第469図28）も出土している。第468図2については、口縁部と体部が明確に画されず、入組文で構成

されることから、第Ⅳ群土器（南境2式）に位置付けられる公算が高い。粗製土器は口縁部を外折した形

状が多く占めており、口縁部が無文となる例（第469図30、第470図1・6～9、第471図9・12）や口端

に縄文を施した例も存している。地文として無節Lや撚糸文Rを施した例（第471図26・28）も見られる

が、櫛歯条線文を施した土器は確認できなかった。

Ⅸ層の面からは礫がやや多く出土しているが、石器としては花崗岩製の磨石（遺物編第478図3）が出土

したに過ぎない。

Ⅸ層は、Ⅶ・Ⅷ層と同様に宝ヶ峯1式の堆積層であり、後期2号木組遺構との関連が想定される。 遺

物の分布は晩期木組遺構の下位まで伸びているが、同遺構直下のⅨ層からは第Ⅳ群土器（第402図1）が

出土し、遺物集中地点Ⅸ層からも同群土器（第468図2）が出土しており、一部Ⅹ層を形成する古い土器

群が含まれている。

Ⅹ層出土の遺物（遺構編第409図、遺物編第472～475・478図）

Ⅹ層は基本層序の24・31層に相当する。標高は北側で97.85～98.95m、南側で97.45～97.55mの

範囲にあり、層厚は10cmを測る。最下層の灰色粘質土で、炭化粒を少々含み、北側の31層には凝灰岩

質の風化礫が認められる。遺物の出土量はⅨ層に比べると少なくなるが、それでも多くの土器が出土した。

Ⅹ層で出土した遺物の標高は、北側が97.65～97.80m、南側が97.45～97.55mの範囲にある。出土

した土器は第Ⅳ～Ⅴ群にかけての過渡的な土器群である。十腰内1式系の深鉢で、体部上半が緩く括れ、

口頸部が外反して短く立ち上がっており、屈曲部の内面には第Ⅴ群土器のような稜は形成されない。口縁

部は波状縁と平縁の二様態が存するが、前者が卓越する。口縁部には2～3条の沈線が巡らされ、縄文帯

をなし、体部上半にはクランク状の文様や、幾何学的な文様が展開し、入組文は判然としない。上下端の

連結部に3～5個の刺突が加えられた例（遺物編第472図10・11・16・20）も認められ、波状縁の場合

は、口縁部の縄文帯が口端に沿って連弧状に囲繞され、波頂に向かって収束する。粗製土器は口縁部が外

折した形状が卓越する。特に頸部に無文帯を持ち、その上下端に側面圧痕が加えられた例（遺物編第473

図15～18）がⅩ層から出土している。同例は宮城県石巻市南境貝塚で「第4～5層第2類」［後藤2004］

と分類され、南境2式相当の装飾深鉢との伴出が指摘されているが、本遺跡でも同様の状況が看取される。

第Ⅹ章の「11区の調査成果」の中で実施した縄文土器の分類の際、本層準から出土した土器は入組文で

構成されていないことから、編年的位置付けを保留した経緯がある（第15図）。しかし宝ヶ峯1式の堆積

層よりも下位である層位的出土状況から、第Ⅳ群土器に含めるべきであろう。

Ⅹ層の面からは礫が少々出土しているが、石器としては頁岩製の石篦状の未成品（遺物編第478図4）と

凝灰岩質砂岩製の扁平な磨石（第478図5）が出土した。
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本調査区では、第Ⅳ群土器に比定される水場遺構は検出されていない。本調査区から出土した土器で、

比較的纏まりを持った時期については水場遺構が構築されている。その前提に立つならば、第Ⅳ群土器に

関連した水場遺構は、調査区域外又は調査を終了した面より下位に存していたことも考えられよう。

7）そ　の　他（遺構編第410図、遺物編第479～484図）

東調査区では、東半で晩期木組遺構や晩期石組遺構が検出されたが、その西半でも少ないながらも遺物

の出土が認められている。グリッドでは、63-199～202、64-199～204、65-200～204、66-201～

204が相当する。なお図示した遺物の中には、崖線面や西調査区と東調査区の間から出土したものも一

部含まれている。

この付近は崖線直下の窪地の地形で泥炭層が形成されており、横臥した樹木が多数検出され、杭のよう

に縦に突き刺さった木も認められた。湾曲した樹木が存したことから、人為的な構築物と見なして調査を

進めたが、横臥した樹木には人為的な加工が認められず、また杭と想定した木も、精査の結果木の根であ

ることが判明した。従って横臥した樹木は、流木・倒木で、人為的な痕跡があまり見られない区域として認

識するに至った。樹種同定を行った樹木では、クリ・トネリコ属・ハンノキ属・オニグルミが認められた。

出土した土器は、大木8a式（遺物編第479図1）、大木10式（第479図2～24）、後期中葉（第479図25

～28、第480図1・2）、大洞BC式（第480図3・4）、大洞A2式（第480図6・7）で、大木10式は崖線直

下から纏まって出土した。段丘上は大木8a式と同10式の住居跡が構築された10区の調査区に相当して

おり、2区で出土した中期の土器は段丘上からの流れ込み乃至は投棄された結果と推定される。大木10

式は礫層面に近接して出土し、大量の土砂に覆われて出土した。縄文時代の中期～後期にかけて、大木

10式の土器を覆う大量の土砂が崖面直下に堆積する事態が生起したことが想定される。また粗製土器に

は、口縁部が短く外折し無文となり、屈折部直下に結節文を施した例（第480図11～22）が多く存する

が、大洞A2式の特徴となる。西調査区では該期の水場遺構が検出され、土器も多く出土している。また

東調査では、晩期石組遺構の西側に同式の土器（遺構編第400図）が出土している。大洞A2式期において

は、本調査区一帯が生活の領域になっていた様相を窺わせており、生活の拠点は1997年に寒河江市教育

委員会が調査した最上川沿いの微高地にあったと想定される［大宮ほか1998］。

東調査区西半では、64-201～65-201で出土した湾曲した樹木（クリ）について年代測定を実施したが、

2370±180BP（β線計数法）の測定値が得られている（遺構編第410図）。測定結果からは、大洞A2式又

はそれ以降の流木であったことが窺える。

3 西調査区について（遺構編第347・348図）

西調査区は東西幅45m、南北幅20mの調査区となる。崖線直下に当たるが、遺物・遺構が検出された

区域は、窪地となっており、この低湿地は2区の西側で認められていないことから、1997年寒河江市教

育委員会が調査した1区の北側付近から続いている可能性が考えられる。従って東調査区の低湿地は西調

査区からの延長と見なされ、段丘の崖線に沿って旧河道が存するのではなく、西調査区付近で崖線に接す

ると考えられ（遺構編第347図）。調査区東側の南端の窪地が高くなりかけていることから、窪地の幅は

13m程度であったと想定される。

西調査区は、「西調査区東側」・「西調査区湧水地点」・「西調査区北側」の三つの区域に区分して図示し
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ている（遺構編第348図）。寒河江市調査区に向かう西側にも横臥した樹木が認められたが、土器・石器等

の人為的な遺物は出土しておらず、倒木・流木の類と考えられる。

西調査区では、東側で木道状の施設1基、湧水地点では木組施設1基が検出され、北側では遺物が出土

したのみである。遺物は縄文時代後・晩期の土器と奈良・平安時代の須恵器が主体であり、石製品・木製

品が含まれる。東調査区と同様の時期となるが、特に縄文時代晩期後葉大洞A2式の土器と、奈良・平安

時代の墨書土器が多数出土したことが特記されよう。

西調査区のグリッドの範囲は、66-210～214、67-207～214、67-208～212、68-207～212、69-

207～213、70-208～214、71-211～215、72-212～215にあたる。

1）基　本　層　序（遺構編第352図）

西調査区の土層断面は、遺構編第352図に示している。黒色・黒褐色粘質土の水平堆積を基本として

おり、灰色シルト等の縞状の堆積が認められる。木材が検出された区域では、ボソボソし粘性を欠く未分

解の泥炭層が形成され、調査区の基底は黄灰色の粘質土となる。

2）西調査区東側（遺構編第411～413図、遺物編第491～494・510・511図）

西調査区東側は、調査区の東端に相当する。南北15m、東西13mの範囲にあり、67-208、68-208、

69-208、67-209、68-209、69-209、68-210、69-210、68-211、69-211の10グリッドが該当する。

北側の68-211が窪地の傾斜のはじまりで、南側の70-209でその立ち上がりが見られることから、窪地

の幅が13m程度であったことが窺える。

この区域の窪地には、材が南北方向と東西方向の逆L字形に敷設され、杭で固定されている。杭が打ち

込まれていることから、倒木・流木を利用したとしても、人為的な施設であったと見なすことができる。

木材を杭で止めることで水を堰き止めた可能性、または窪地を横断するための木道的施設の可能性が想定

される。周囲からは縄文時代晩期後葉と奈良・平安時代の遺物が出土しており、材の敷設がいずれの年代

であったのか判然としないが、材は表土除去後直ぐに検出されたことから、奈良・平安時代においても木

道的な施設として機能していたことが類推される。しかし杭の加工は鉄器で入念になされたとは認めがた

く（遺構編第413図）、縄文時代の可能性が高いと判断される。

出土遺物（遺構編第412図、遺物編第491～494・510・511図）

本施設の周辺からは、縄文時代後・晩期の遺物と奈良・平安時代の遺物が出土しているが、後者につい

ては次節で取り扱っている。

縄文土器は大木10式2点（遺物編第491図2・3）、宝ヶ峯2式1点（遺物編第491図4）が出土した以外

は、晩期に位置付けられる。晩期でも大洞BC式2点（遺物編第491図5・6）、大洞C1式2点（遺物編第

491図7・11）を除くと、殆どが大洞A2式に位置付けられる。隣接する湧水地点は該期の遺構であり、

また140m西方に当たる地点からは、該期の良好な土坑一括資料（第44図）が得られており、該期の居

住の拠点が最上川沿いの微高地にあったことが想定される。晩期の遺物の多くは、土層断面（第352図K-

K’）の10～13層にかけて出土している。

出土した大洞A2式は、浅鉢形土器（台付含む）、壺形土器、粗製深鉢の3器種が顕著に認められる。水

場の環境を反映してか、特に壺形土器が目立っている。遺物編第491図1は赤漆塗りの蓋形土器である。

ⅩⅢ 2区の調査成果
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丸底の椀形土器の可能性も否めないが、天井部に穿孔が見られることから蓋形土器と分類した。天井部を

円文で区画し、その直下には3単位の楕円文（横沈線充填）を半単位ずらして2段配することで、流水風

のモチーフを描出し、更に下端には矢羽根状沈線が施される。類似した文様構成は天童市砂子田遺跡の小

型壺形土器［森田2003：第163図386］にも見られ、大洞A2式に位置付けることができるであろう。

第491図1は、黒漆地に赤漆を上塗りして仕上げられている。内面には幅6㎜の刷毛目の痕跡を明瞭に

残しており、天井部の貫通した孔を漆の皮膜で覆って塞いでいる。

石器としては、磨製石斧の欠損品3点（遺物編第510図1～3）、安山岩製の凹石（第510図4・7）、同磨

石（第510図6）、凝灰岩製の磨石（第510図5、第511図3）、凝灰岩製の石皿（第511図）、凝灰岩質泥岩製

の磨石（第511図1・2）が出土している。石器の多くは大洞A2式に帰属されるであろう。

3）西調査区湧水地点（遺構編第414～417・442図、遺物編第495～502・511・512図）

西調査区湧水地点は、調査区のほぼ中央に相当する。西から東方向に伸びる窪地の北側分に木組遺構が

構築されており、湧水点を取り囲む木枠とその南側に敷設された木材列で構成される。グリッドは69-

212、70-212に相当し、東西幅3m、南北幅5m程度の施設であったと考えられ、主軸方向はN－

15°－Eにある。

湧水点を取り囲む木枠状の施設は、約1.4m四方で構成されていたと思われるが、激しい湧水のため、

木枠は崩れ雑然としており、東側の板材は崖側が大きく開き、西側の板材は認められなかった。板材は重

ねて構築され、杭で固定されていた（第416図A-A’）が、杭として幅20cm弱の割材を打ち込んだ例（遺

物編第543図2）も認められた。調査時においても湧水が激しく難渋したが、土層断面（遺構編第352図M-

M’）では湧水点が、黒褐色粘質土（1層）とにぶい黄褐色砂質土（2層）が水平堆積を切った縦位の堆積と

して観察された。しかし激しい湧水から、底面を確認するには至らなかった。上段の板材の上面と下段の

板材の下面のレベル差は最大で50cmを測ることから、基底はそれ以下にあったことが想定される。

木枠の南側の形状は明確でないが、木枠から南方へ1mと2m付近に、20～30cmの割材の同一方向

の配列が一部認められた。敷設した材が腐朽したため、部分的に残存したと考えられ、本来は長い材が敷

設されていたのであろう。遺構の東西端と思われる部分に杭が打ち込まれており、木枠施設から南へ4m

超の長さの施設であったと想定される。

遺構の性格としては、周囲からトチノキの種子や果皮が多量に出土したことから、トチノキのアク抜き

に係わる施設であったことが考えられる。木枠施設と敷設された木材列から構成されており、後期2号木

組遺構や晩期木組遺構と同様に、水を溜め込んで南側に流し込む施設であったと想定される。しかしU

字状の抉りを持つ板材は出土していない。後述するように木枠内から岩版が出土し、周囲から漆塗りの壺

形土器も出土していることから、湧水を利用した作業場としての機能だけではなく、水に対する信仰的な

性格を持ち合わせた施設であったことが想定される。

本施設では、14点の樹種同定を実施した。その内訳は、クリ7点、トチノキ2点で、その他にオニグ

ルミ・カエデ属・ニレ属・サクラ・トネリコ属が用いられていた（遺構編第442図）。

出土遺物（遺構編第417図、遺物編第495～502・511・512図）

西調査区湧水地点の周辺からは、多くの縄文土器が出土しているが、図示した遺物は遺構編第417図

に示したように、木組施設の周辺から出土した遺物も広く含んでいる。

3 西調査区について
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木枠内からは土器と石製品が出土している。土器では遺物編第498図3、第500図16、西側で第496

図2、第499図4、第502図5、更に出土地点は明示できなかったが第495図12が出土している。第

495図12は幅広の匹字文で構成された浅鉢であり、大洞A2式に位置付けられる。石製品としては凝灰岩

質泥岩製の岩版（第511図5）や、凝灰岩質砂岩製の長大な磨石（第512図1）、花崗岩製の磨石（第512図3）、

安山岩製の台石（第512図4）が出土している。南側の施設やその周辺でも、大洞A2式の土器が多く出土

しており、それ以外の時期は大洞B2式（第495図2～4）と大洞C2式の壺形土器（第496図1）が出土し

たに過ぎない。木製品としては、杭や板材・割材以外に、タモ網（遺物編第542図5）が施設の覆土から出

土している。

以上のように、本遺構内及びその周辺からは大洞A2式が多数出土している。施設の周辺からは大洞

B2式や大洞C2式の壺形土器も出土したが、大洞A1式は認められず、大洞A2式で占められている。特

に水場の性格を反映してか壺形土器が多く出土しており、黒漆塗りの優品（第496図2）も含まれていた。

4）西調査区北側（遺構編第348図、遺物編第503～509図）

西調査区北側は、調査区の北側の崖線直下の区域に相当する。東西30m、南北5mの範囲にあり、グ

リッドでは、67-209、66-210、67-210、66-211、67-211、66-212、67-212、66-213、67-213、

66-214、67-214が該当する。第348図に示した区域は東西幅が15mでしかないが、この区画は実際深

く掘り下げた範囲であり、西側は崖線に沿って214列と215列の境界のラインまで精査を行っている。

調査区域は崖線直下の窪地となっており、黒色土が40cm程度堆積し、基底は黄灰色粘質土となり崖

線に向かって緩く下がっている。湧水が激しい区域で、南側が微高地となるため排水が妨げられ、水が溜

まり易く、調査は排水ポンプを常に稼働させて行う必要があった。この窪地は崖線に沿って調査区域外ま

で伸びている可能性があり、西調査区北側が丁度二つの窪地の合流部に相当することになる。但し崖線直

下の窪地は幅狭で浅く、倒木・流木類は認められなかった。

出土遺物（遺物編第503～509図）

西調査区北側からは、多量の縄文土器が出土している。大木10式（第503図1～3）、宝ヶ峯2式（第

503図4～9）が見られるが、多くは「二溝間の截痕」（第503図13～22・35～41）や「溝底の刺痕」（第

504図4）を配した、大洞BC2～C2式相当の鉢形土器である。粗製深鉢の多くも該期の土器に伴うもの

であろう。第503図17は、大洞BC2式の注口土器である。肩部の隆帯が剥離したため稜線を持った肩

部となっているが、注口部付近にも隆線を付した痕跡が認められる。第503図9は宝ヶ峯2式の装飾深

鉢であるが、縄文帯間の溝底に連続した押引痕が加えられている。口縁部は大波状縁で、上端が無文帯、

その直下に刻み目を加えた隆帯が配され、更に縄文帯が4条巡らされるが、文様は波状縁に沿った構成と

なる。天童市渡戸遺跡では第Ⅵ群土器9類に相当する土器の中に、区画線に沿って配した列点を連続させ

た例［山口1996：第31図256］が存している。本類の押引手法と共通するものであり、時期的な関連

が想定される。

本調査区では、明確な大洞A2式の土器が認められていない。第504図12・13が可能性を残している

ものの、粗製土器においては口縁部が短く外折し、体部上端に結節文を施した深鉢は存していない。当該

土器は隣接する湧水点や東側では多量に出土していることから、大洞A2式の主な活動領域が南側の窪地

にあり、崖線に沿って西側に延びた区域は対象から外れていた可能性が考えられる。

ⅩⅢ 2区の調査成果
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なお本調査区からは、明確な石器や木製品は出土していない。

4 奈良・平安時代の遺物（遺構編第422・423図、遺物編第546～554図）

2区では、縄文時代後・晩期以外にも奈良・平安時代の遺物が出土している。崖線直上の段丘面に該期

の集落が形成されており、該域は日常的には湧水を利用した作業の場所、また非日常的には水に係わる儀

礼の場となっていたと想定される。

奈良・平安時代の遺物は、東調査区と西調査区のいずれからも出土している。東調査区は縄文時代の水

場遺構が4基検出された区域であるが、墨書土器を含む奈良・平安時代の須恵器が、晩期石組遺構の周囲

から出土している（遺構編第422図）。図示可能な資料は石組遺構の周囲に限られることから、石組遺構付

近から投棄さたと考えられる。石組遺構は足場的な施設として機能していたと考えられており、周囲に比

べぬかるみの少ない区域となっている。古代においても同様の状況であったと想定され、その結果が出土

状況に反映したと見なされよう。東調査区では、墨書土器が15点（遺物編第546・547図）出土している。

須恵器の坏が主体で、その他では高台付坏2点（遺物編第547図7・8）が出土している。いずれも底面に

墨書されているが、遺物編第547図5は体部下半にも墨書が認められる。

西調査区でも縄文時代の水場遺構が検出されているが、奈良・平安時代の遺物が集中するのは、西調査

区でも東側である。この区域の窪地には、材が南北方向と東西方向に敷設され、杭が打ち込まれている。

杭で固定されたとは断定できないが、杭が検出されたことから、倒木・流木を利用したにしても、敷設さ

れた材は人為的な施設であったと見なすことができ、窪地を横断するための木道的施設の可能性が想定さ

れる。周囲からは縄文時代晩期後葉と奈良・平安時代の遺物が出土しており、材の敷設がいずれの年代で

あったのかは判然としないが、材は表土除去の後に直ぐに検出されたことから、奈良・平安時代において

も木道的な施設として機能していたことが考えられる。しかし杭には鉄器による鋭利な加工痕は認め難く、

打ち込まれた杭の大半は縄文時代晩期に属する可能性が高いと判断される。

奈良・平安時代の遺物の分布は、窪地の傾斜が始まる北側に集中しており、窪地の中央に向かうに従い

少なくなる（遺構編第423図）。西調査区では43点の墨書土器が出土している（遺物編第547～553図）。東

調査区と同様に須恵器の坏が主体で、高台付坏10点（遺物編第551図15～17・第552図1～7）、蓋3点

（遺物編第553図11～13）が出土している。坏類はいずれも底面に墨書されるが、遺物編第548図9は体

部にも認められる。蓋は摘み部又は体部に墨書されるが、遺物編第553図11には「大田」、同図12には

「奉」の省略字を読み取ることができる。なお第549図2は漆書である。

奈良・平安時代の木製品は、遺物編第541図1～3、第544図2、第554図10が該当する。第541図

1は尖頭状木製品、同図2・3は篦状木製品、第544図2は杭状木製品、第554図10は木槌である。い

ずれも西調査区東側で出土しており、墨書土器の分布する区域とほぼ合致する（遺構編第423図）。水辺か

ら出土した墨書土器は、水に係わる儀礼等が執り行われた営為の結果と推測されることから、尖頭状木製

品や篦状木製品の出土は、上記した行為を暗示しているようにも受け取れる。

5 2000年立合調査で出土した遺物（遺物編第555～559図）

2000年に高瀬山遺跡HO地区内を東西方向に横走する用水路（新堰）の改修工事が実施された。工事

4 奈良・平安時代の遺物
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は基本的に既存の水路を掘り返し付け替えるもので、新たな削平は実施しないとのことであった。そこで

県教委より、工事立合いの要請があり、2000年11月6日に工事が実施された。しかし旧水路の記録が

不十分で、一部1mの幅の掘削域が生じた部分があり、黒色土から縄文時代後・晩期の土器が多量に出土

した。3区の崖線の直下に当たり、2区の水場遺構の延長上に位置し（第27図）、立合調査で出土した遺

物は全て採集し、図示可能な遺物は極力提示するように努めた。

新堰は最上川を取水口として、柴橋の松川口より高瀬山東麓までの最上川沿いの全長約6㎞の灌漑用水

路で、1942～44年にかけて掘削工事が実施された。高瀬山遺跡HO地区内では2区の南側から、3区の

南側、11区南端、1区の南側にかけて掘り込まれている。2区では最上川に近い南側が掘り込まれたため、

崖線に近い水場遺構への影響はあまりなかったと見られるが、3区直下では用水路が崖線に接近しており、

遺構・遺物が掘削の影響を被った可能性が高く、用水路に接して採集された今回の遺物は、その実態を物

語っているように受け取れる。

出土した遺物は、縄文時代後期中葉～晩期後葉にかけての土器である。近接する2区で出土した土器と、

ほぼ同じ時期の内容となっている。

遺物編第555図1～12は第Ⅵ群土器（宝ヶ峯2式）に相当する。1・2は緩い波状縁で、口縁部に幅広

の縄文帯を有し、体部には波頭状の磨消縄文の文様が展開する。3・4は平行線文の土器であるが、平行

線文が蛇行状沈線や縦位沈線で鉤状に区切られ、3の上端には刻み目帯が認められる。7・8・10・11

は刻み目帯による曲線的な文様で構成される。7・8は区画内に同一原体による羽状縄文が充填され、鉢

類の器形と判断される。10・11は区画内が丁寧に研磨された注口土器又は壺形土器で、刻み目帯は通常

2本1組で構成され、後期後葉西ノ浜式に盛行する微隆起線文注口土器の母体になったと考えられる。

5・6は口端に刻み目帯を巡らし、その直下に弧状乃至は曲線的な磨消文様が展開しており、Ⅱa文様帯

の出現を窺わせる。上記した特徴は、2区出土土器に見出すことができない。本遺跡の南東方7㎞に位置

する天童市砂子田遺跡［森谷2003］を参照するならば、いずれも宝ヶ峯3式に顕在化する新しい様相で

あり、仙台市王ノ段遺跡の「Ⅳ段階縄文土器」［小川ほか2000］に対比することができよう。従って宝ヶ

峯2式でも新段階に位置付けられ、地点を異にして分布していたことが指摘される。

遺物編第555図13～24、第556図1～15は、第Ⅸ群土器（所謂瘤付土器）である。第555図13～

16・23は、1類の金剛寺1式に位置付けられる。Ⅱa文様帯は弧線連結文で構成され、貼瘤手法が多用

される。16のⅡa文様帯は菱形陰刻の両端が連結することで、流水状の陽刻部を浮き立たせており、体

部は格子目状沈線で構成される。なお掘り起こし瘤を特徴とし、1類～2類にかけての過渡的様相を持つ、

第555図17・22、第556図5・9・10については、版組後に接合が確認されたため、第559図4とし

て改めて提示した。第556図11～15は、3類の金剛寺2b式に位置付けられる。後期最終末の段階で、

入組帯状文に特徴付けられるが、2区の中には認められていない。

粗製深鉢である第558図12～14は、櫛歯条線文を矢羽根状に施している。砂子田遺跡を参照するな

らば、瘤付土器の前半期の装飾深鉢の体部文様に用いられており、本例は当該期に位置付けられる公算が

高いと判断される。

遺物編第556図16～26は、第Ⅹ群土器（縄文時代晩期の精製土器）である。16～18が2類（大洞BC式）、

19～22が4類（大洞C2式）、24～26が5類（大洞A2式）に相当する。いずれも2区で認められており、

活動の区域が東側に更に延びていたことが窺えるであろう。

第556図27・28、第557図1～6、第558図1～18、第559図1～3は、縄文時代後・晩期の粗製

ⅩⅢ 2区の調査成果
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土器で、第Ⅷ・ⅩⅠ群土器に相当する。体部が直線的に外傾して立ち上がる第556図26や第557図6は

後期中葉、直線的な櫛歯条線文（第558図12～14）は後期後葉に位置付けられるが、その他については

特定できない。櫛歯条線文の多くは後期中葉に位置付けられるが、晩期にも櫛歯条線文が存することは2

区東調査区遺物集中地点Ⅰ層（遺物編第440図14・15）の例からも明かである。

以上のように、立合調査で出土した土器は、2区の時期にほぼ合致する内容である。しかし同区には認

められない、宝ヶ峯2式新段階、金剛寺2a・2b式の土器が出土しており、時期を異にして活動拠点を移

していたことが想定され、2区のような水場遺構が構築され、作業場として利用されていたことが考えら

れる。しかし1940年代に掘削された用水路により削平されてしまった可能性も否定できず、今となって

は立証の手立てが得られないのが実情である。

5 2000年立合調査で出土した遺物
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高瀬山遺跡HO地区では、13地点の計89,400m2の面積を5ヶ年にわたって発掘調査を実施してきた。

その結果、縄文時代～中世にかけての夥しい数の遺構と遺物が調査された。時期の主体となるのは奈良・

平安時代であり、竪穴住居跡226棟、竪穴状遺構46基、掘立柱建物跡82棟が検出された。その他に、

縄文時代中期の竪穴住居跡9棟、縄文時代後期の竪穴住居跡15棟、古墳時代の竪穴住居跡11棟、中世

の掘立柱建物跡3棟と墓壙42基が検出された。また段丘低位面の2区では、縄文時代後・晩期の水場遺

構5基が検出された。

調査区毎に時期を見ると、2・4・5・10区で縄文時代中期末葉、11区で縄文時代後期初頭、1・

2・11・12区で縄文時代後期中葉、2・11区で縄文時代晩期、4・11区で古墳時代、9区で中世の遺

構・遺物が認められた。奈良・平安時代については、全ての調査区で生活の痕跡を確認することができた

が、特に3～5区と12・13区に居住施設の集中が認められた。同時代では、高瀬山遺跡1期で竪穴住居

跡70棟、高瀬山遺跡2期で竪穴住居跡63棟・掘立柱建物跡41棟、高瀬山遺跡SA地区で竪穴住居跡48

棟・掘立柱建物跡25棟が検出されており、合わせると600棟に近い古代の建物関連施設（竪穴住居跡407

棟）が調査されたことになり、古代村山郡「長岡郷」の集落の様相を窺い知ることが可能となろう。

ここでは、縄文時代中期～後期初頭、縄文時代後・晩期、縄文時代晩期後葉、古墳時代、奈良・平安時

代の5期を中心として、各時期の遺構及び遺物を整理してみたい。

1 縄文時代中期～後期初頭について

高瀬山遺跡HO地区では、縄文時代中期の遺構・遺物が4・5区と10区の3地点、後期初頭の遺構・

遺物が5・11区の2地点で確認された。主体である中期末葉大木10式の遺構と遺物は、隣接する高瀬山

遺跡SA地区でも検出されており、SA地区とHO地区4・5・10区は一体の遺跡で、段丘南端の高燥地

に径120～150mの範囲で集落が形成されていたことが指摘されるであろう（第21図）。しかし奈良・平

安時代になって、同一地点に大規模な集落が形成され、土地の大きな改変が行われたと推定され、縄文時

代の遺構も削平等の影響を受けたと考えられる。なお段丘崖線直下の2区からも大木10式の土器片が出

土しているが、2区の水場遺構とは直接関連しない。

1）縄文時代中期の遺構と集落について（第22図）

縄文時代中期中葉の遺構は、中期中葉大木8a式期の竪穴住居跡が1棟、中期末葉大木10式期の竪穴住

居跡が6棟、中期後葉（大木9・10式期）が1棟検出された。その他、大木10式期を中心とした土坑80

基以上、埋設土器3基が検出された。

大木10式期の4区1号住居跡、5区1号住居跡、10区1・2・4号住居跡の5棟は、複式炉を備えて

おり、大木10式古段階から中段階に相当する。

これらの竪穴住居跡の主柱穴の配置であるが（第22図）、複式炉を中心として、炉の両脇に1対と、炉
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第21図　高瀬山遺跡　縄文時代中期～後期初頭遺構分布図
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第22図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代中期末葉の複式炉集成図
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の主軸線上に1ヶ所配置する3本柱構成のもの（4区1号住居跡、10区4号住居跡）、炉の中軸線と対称に、

2対の主柱穴を配置する4本柱構成のもの（5区1号住居跡、10区2号住居跡）が認められる。これらは、複

式炉を伴う住居跡に確認される典型的な配置である。

検出された複式炉であるが、いずれも土器埋設部・石組部・前庭部を備え、大木9式終末から大木10

式古・中段階にかけて普遍的に県内に認められる、複式炉最盛期のダルマ形を呈する、定型化した段階に

あたる。埋設土器は、概ね2ヶ所に備えられる。4区1号住居跡では、残存する炉埋設土器は1ヶ所であ

るが、本来は2ヶ所であった可能性がある。これらの炉跡の土器埋設部の石囲や石組部の敷石は発達して

おり、石組部奥壁に大型の礫を設置するものがよく見受けられる。

当遺跡の縄文時代中期末の集落構成を検討する（第21図）。隣接する高瀬山遺跡SA地区では、大木10

式中段階の竪穴住居跡が1棟（ST150）、埋設土器が7基、大木10式期を中心とした土坑73基が検出さ

れており、両遺跡は同一の集落と考えられるため、合わせて検討する。なお、縄文時代中期の遺構が分布

する段丘は、本来は10区南側に更に張り出していたが、河川の浸食や崩落により削られ、現況に至った

と考えられ、本来の集落の範囲はより広いと考えられる。また、奈良・平安時代の遺構が重複して分布し

ており、これらの住居跡により破壊され失われた遺構もあると考えられる。

大木10式期は、両遺跡で7棟の竪穴住居跡が検出されている。これらの住居跡群は、全体として半円

状に分布する。また、住居跡群の分布域に重複しつつ、内側に土坑群が分布する。段丘縁辺部の10区は、

住居跡の分布密度が高い。

埋設土器の分布であるが、集落の北端にあたる高瀬山遺跡SA地区では、住居跡分布域の内側に土坑群

と重複して分布する。またHO地区では、集落から外れた4区東端に2基が、5区の遺構分布域から西側

に外れた地点に1基が分布する。

また、大木10式期の住居跡は、複式炉の埋設土器や出土土器により、構築に時期差がある。10区4号

住居跡は大木10式古段階、4区1号住居跡は大木10式古段階もしくは中段階、5区1号住居跡、10区1

号・2号住居跡、高瀬山遺跡SA地区ST150は大木10式中段階に相当する。土坑群は、ほとんどが大木

10式中段階に帰属すると考えられる。大木10式新段階では、住居跡は認められない。少数ながら5区

25号土坑などから遺物の出土が認められる。後期初頭も、この集落域に分布していない。わずかに、5

区12号土坑などから当期の遺物が出土する。中期最終末から後期にかけては、11区に集落の主体が移動

すると考えられる。

縄文時代中期後葉の高瀬山遺跡HO地区の周辺遺跡について述べておく。周囲には最上川の河岸段丘沿

いに同時期の遺跡が分布し、調査報告されている事例が多い。

高瀬山遺跡1期では、HO地区の東へ約600mの地点に、中期後葉を中心とした竪穴住居跡が7棟検出

された［齋藤・須賀井ほか2004］。大木8b式期が1棟、大木9式期が4棟、大木10式期が1棟、中期後

葉が1棟で、大木9式が中心であり、HO地区よりも先行する時期である。

寒河江市うぐいす沢遺跡［佐藤・渋谷1981］は、大木8b・9・10式期にかけての集落跡が調査され

た。最上川の対岸、HO地区から西へ2kmの位置にある。第1次調査で8棟の竪穴住居跡と、129基の

土坑が検出されている。この内、大木10式期の住居跡は7棟で、重複して検出された。

寒河江市柴橋遺跡は、中期の10棟の竪穴住居跡が検出され、大木10式期の住居跡は9棟を占める。

その他、土坑が約60基検出された。HO地区から西北西へ約1.8kmの位置にある。調査が行われたのは

集落の一部であるが、半円状もしくは環状の構成をとると推定されている。

1 縄文時代中期～後期初頭について
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その他、寒河江市向原遺跡でも、大木10式期の複式炉が調査されている［安彦・東海林1972］。

このように、高瀬山遺跡HO地区の縄文時代中期の集落は、中葉大木8a式期や末葉大木10式期に、短

期間に断続的に営まれた集落であり、4・5棟程度の住居で構成されていたと推測される。配置は、中期

に典型的に認められる、環状に準じた半円形の構成をとり、外側に居住域、内側に貯蔵域、その中の限定

されたエリアに埋設土器などの墓域を設ける構成をとると考えられる。また、高瀬山遺跡周辺の最上川の

河岸段丘沿いには、大木9・10式期の集落遺跡が多く分布する。高瀬山遺跡HO地区は、その中の派生

的な小規模集落としての性格が想定される。

2）縄文時代中期～後期初頭の土器について（第23～26図）

縄文時代中期の遺構から出土した、中期後半の土器群（第Ⅱ群土器1類・2類）と、後期初頭の土器群

（第Ⅲ群土器）について、時期別に内容を述べたい。

中期の第Ⅰ群土器1類は、10区6号住居跡から出土している（第25図7～14）。キャリパー形の深鉢で

（7～9）、浅鉢（11）も認められる。無調整の隆帯や、あまり調整が施されない隆帯による、曲折文（7・

12）、S字状の突起（9）、沈線による連弧文（8）が認められる。口唇部・口縁部には、竹管などによる角

押文が施される。これらは大木8a式土器に相当する。

中期の遺構出土土器の中心を占めるのは、第Ⅱ群土器2類である（第23図・第24図・第25図1～6・15）。

大木10式土器であり、古・中・新段階が確認されるが、大部分が中段階に位置付けられる。

大木10式古段階に相当するのは、主なものとして、10区4号住居跡炉埋設土器（遺物編第204図2）、4

区15号土坑（第23図3・4）・13号土坑（第23図6）・22号土坑（第23図8）出土土器があげられる。沈

線で区画され内部に縄文が充填された、C・e・U字状の文様が体部上半に施される。体部中位に区画線

が引かれ、下半は縄文が施文される。

大木10式中段階に相当するのは、4区32号土坑（第23図1・2）・13号土坑（第23図5）・31号土坑

（第23図7）・8号土坑（第23図9）・2号土坑（第23図10）、5区1号住居跡（第24図1～10）・31号土坑

（第24図13）・4号土坑（第24図14）・28号土坑（第24図15）・24号土坑（第24図16）、10区1号住居跡

（第25図1～6）・1号土坑（第25図15）などの出土土器である。特に、5区1号住居跡出土土器は、中段

階のセット関係、文様構成が把握できる好資料である。

ここで、当遺跡の大木10式中段階の内容についてまとめておく。

器種は、深鉢・浅鉢・注口土器・台付鉢・器台で構成される。深鉢は、口縁部が強く内湾し、底部から

体部にかけて強く開くA類（第23図2・9）、口縁部が外反し、体部に緩やかな膨らみをもつB類（第23

図3・6ほか）、底部から体部にかけて緩やかに立ち上がるC類（第24図6）がある。浅鉢は、口縁部が強

く内湾するA類（第24図15）、緩やかに内湾しながら口縁部が立ち上がるB類（遺物編第135図6）、底部

から口縁にかけて直線的に外傾して開くC類（遺物編第204図1ほか）がある。深鉢はB類が中心で、A・

C類の頻度は少ない。浅鉢は、A類が中心である。

文様は、稜状の隆帯に沈線を沿わせる隆沈線の手法で描かれる。種類は、横位楕円文（第23図2）、波

濤文（第23図5・7・10、第24図1・2）、退化した横S字状文（第24図6）、C字文（第24図14）、波濤文

と他の文様要素を組み合わせるものなどがある。特に、波濤文についてはバリエーションが認められる。

連続する波濤文は、体部中位の区画線を兼ねるもの（第23図7・10）、体部中位に隆沈線による無文の区

画帯が設けられるもの（第23図5、第24図2）、波濤文がそれぞれ独立するもの（第24図1）、波濤文が退
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化し、無文部が強調され入組状の構成をとるもの（第24図3・7）などがある。

大木10式中段階の県内遺跡の主な事例として、高瀬山遺跡SA地区［伊藤2001］、高畠町宮下遺跡ST2

出土土器［佐藤・國井1997］、山形西高敷地内遺跡第1・2次調査［佐藤庄一1979］、同第4次調査

［佐藤庄一ほか1992］複式炉埋設土器などがある。文様表現技法やセット関係、意匠は概ね共通している。

当遺跡での大木10式新段階に相当する資料は少ない。遺物編第176図9・11・12は、縄文地に無文

部が主体となる鰭状の文様や、玉抱状の文様が確認され、新段階に相当すると考えられる。

次に、後期初頭の土器について述べる。当期の遺構は、大木10式期と比較すれば、遺構数は少なく、

竪穴住居跡も検出されていない。主なものとして、5区12号土坑（遺物編第173図4）、11区4号・6号土

坑（第26図）から土器がまとまって出土している。

11区6号土坑出土土器は、深鉢B類（6・13）・C類（5・7・8）で構成され、器高10cmと推定され

1 縄文時代中期～後期初頭について
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1（123-9） 

4区　32号土坑 

4区　13号土坑 

4区　22号土坑 4区　8号土坑 4区　2号土坑 

4区　31号土坑 

4区　15号土坑 

2（123-6） 

3 
（117-7） 

4 
（117-8） 

5（117-2） 6 
（117-3） 

7 
（122-11） 

10（114-5） 
9（115-6） 

8 
（119-3） 

0 （その他　1：6） 20cm0 （6～8　1：8） 30cm

第23図　4区遺構内出土の縄文時代中期末葉の土器
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第24図　5区遺構内出土の縄文時代中期末葉の土器

1（130-2） 

5区　1号住居跡 

5区　31号土坑 5区　4号土坑 

5区　28号土坑 

5区　24号土坑 

2（130-1） 

3（130-6） 

4（130-4） 

7 
（132-3） 

5（130-3） 

6（130-5） 

12 
（136-1） 

11（136-2） 

10（132-2） 

9 
（132-10） 

13（178-4） 

14 
（171-9） 

16 
（176-1） 

15（177-7） 

8 
（132-5） 

0 （その他　1：6） 20cm

0 （1～6,11～14　1：8） 30cm



る小形の土器（15・16）も伴う。文様は、隆線や隆沈線による直角に近い方形区画文（第26図7・8）、

隆帯区画による口縁部の無文帯（第26図13）、底部から体部下半を無文とし、一条の隆帯で体部を区画す

るものなどが認められる。口縁部には、第26図7・13など、三角形状の小突起が付く。これらは、大

木10式新段階に類似した文様構成を示すが、直角に近い方形区画文が中心であること、隆帯の貼り付け

や隆沈線文の調整、無文部の調整が粗雑であることより、大木10式に後続し後期初頭に位置付けられる

可能性がある土器と捉えておく。

11区4号土坑出土土器は、深鉢の器形や、隆帯や隆沈線による方形区画文を中心とした文様は、6号

土坑と同じであるが、第26図1は、縄文地の上に隆帯を方形区画状に貼り付け、隆帯上に竹管による連

続した刺突文が施される。類似する文様の土器は、5区12号土坑にも認められ（遺物編第173図4）、体部

に沈線による文様も認められる。第26図3は、隆帯に沿って刺突列を施し、口縁部には三角形状の突起

が付され、内面は隆帯を貼り付け肥厚させる。

その他、11区1号・5号・9号土坑からは、竹管状工具や指頭によって、体部に横方向に連続した刺

突列を重層して施す、三十稲場式土器に認められる手法の文様が施される土器（遺物編第227図7・8、第

229図10、第231図5）も出土している。 （菅原哲文）

1 縄文時代中期～後期初頭について

336

第25図　10区遺構内出土の縄文時代中期の土器

1（201-1） 

10区　1号住居跡 

10区　6号住居跡 10区　1号土坑 

2（202-1） 5（202-5） 6（202-2） 

4 
（202-3） 

3 
（202-4） 

7 
（205-4） 

8 
（205-3） 

10（205-6） 

11（205-5） 

9（205-9） 

12（205-8） 13（205-7） 14（205-10） 

15（210-1） 

0 （1：6） 20cm



2 縄文時代後・晩期について

高瀬山遺跡HO地区では、縄文時代後期中葉～晩期後葉の遺構・遺物が、1・2・4・11～13区の6

地点で確認された。後期中葉宝ヶ峯式では、1区で竪穴住居跡6棟、埋設土器1基、土坑5基、2区で水

場遺構2基、11区で竪穴住居跡4棟、配石遺構2基、土坑21基、12区で竪穴住居跡5棟、埋設土器1基、

土坑21基が調査され、11区には窪地に捨て場跡が形成されていた。晩期前葉～中葉では、2区で水場遺

構2基が検出され、その他の地区では4・11区で少量の土器が出土した。晩期後葉では、2区で水場遺

構1基が検出され、土器が多く出土したが、その他の地区では11区で土坑3基、13区で土坑1基が検出

され、11区で少量の土器が出土したのみである。

本節では、「後期中葉の住居跡」、「後・晩期の水場遺構」、「遺構内出土の後期中葉の土器」、「2区出土

の後・晩期の土器」、「後・晩期の土偶・岩版」の5項目について総括し、縄文時代晩期後葉については独

立させ次節で取り上げている。
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第26図　11区遺構内出土の縄文時代後期初頭の土器
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16（230-8） 15（230-7） 
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2 縄文時代後・晩期について
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第27図　高瀬山遺跡　縄文時代後・晩期調査地点位置図

0
0
-0
0

6
0
-2
0
0

6
2
-2
0
6

6
2
-2
0
4

6
8
-2
1
8

6
8
-2
1
6

7
0
-2
2
2

7
2
-2
2
6

7
2
-2
2
8

7
8
-2
4
0

7
8
-2
4
2

3
4
-1
4
6

3
4
-1
4
0

3
4
-1
3
4

3
4
-1
3
2

3
6
-1
4
6

3
6
-1
4
0

3
6
-1
3
8

3
6
-1
2
8

3
6
-1
2
6

3
8
-1
4
8

3
8
-1
3
6

3
8
-1
3
4

3
8
-1
3
2

4
0
-1
3
0

4
0
-1
2
8

4
0
-1
2
6

3
4
-1
5
0

3
6
-1
7
6

3
6
-1
7
4

3
6
-1
6
0

3
6
-1
5
8

3
6
-1
5
6

3
6
-1
5
4

3
8
-1
7
8

3
8
-1
7
0

3
8
-1
6
8

3
8
-1
6
6

3
8
-1
6
4

3
8
-1
6
2

3
8
-1
5
0

4
0
-1
7
6

4
0
-1
7
4

4
0
-1
5
6

4
0
-1
5
4

4
2
-1
7
0

4
2
-1
6
2

4
2
-1
6
0

3
6
-1
2
4

3
8
-1
2
2

3
8
-1
2
0

4
0
-1
1
6

4
2
-1
2
4

4
2
-1
2
2

4
2
-1
2
0

4
4
-1
1
8

4
6
-1
1
6

4
8
-1
1
6

5
0
-1
1
6

4
3
-2
0
6

4
3
-2
0
4

4
6
-2
1
6

4
5
-2
1
4

4
5
-2
1
2

4
4
-2
1
0

4
4
-2
0
8

4
5
-2
0
4

4
8
-2
2
6

4
8
-2
2
4

4
7
-2
2
2

4
7
-2
2
0

4
6
-2
1
8

4
7
-2
1
4

4
7
-2
1
2

4
7
-2
0
6

4
6
-2
0
3

4
9
-2
1
8

4
9
-2
1
5

4
9
-2
0
8

5
1
-2
2
6

5
1
-2
0
6

5
2
-2
0
4

5
3
-2
2
6

5
1
-2
1
9

5
3
-2
1
9

5
5
-2
2
6

5
6
-2
1
7

5
5
-2
1
4

5
7
-2
2
6

5
7
-2
1
2

5
4
-2
1
2

5
6
-2
1
1

5
7
-2
0
9

6
0
-2
0
9

5
7
-2
0
4

5
9
-2
2
4

5
9
-2
0
7

5
9
-2
0
4

6
0
-2
1
2

10
1.0
0

10
0.0
0

99
.00

99
.00

10
0.0
010
1.0
0

99
.00

99
.00

10
0.0
0

10
1.0
0

勇水
地点
 

99
.00

99
.00

大
洞
A
式
遺
構
 

水
場
遺
構
 

 

2
0
0
0
年
立
合
調
査
 

後
期
中
葉
集
落
 

 

最
上
川
 

0
2
0
0
m

（
1
：
4
0
0
0
）
 



1）縄文時代後期中葉の住居跡（第29図）

高瀬山遺跡HO地区では、縄文時代後期中葉の住居跡が、1区で6棟、11区で4棟、12区で5棟の、

合計15棟が検出されている。しかし1区では、トレンチ状の調査区の制約と調査者側の不手際から、十

分な情報を得ることができず、住居跡としての検討が可能なのは11・12区のみで、第29図に示した7

棟に過ぎない。いずれも宝ヶ峯2式の住居跡に位置付けられる。

縄文時代後期中葉の集落は、高瀬山遺跡の南端の段丘縁辺近くの弱い窪地に形成されていた（第28図）。

いずれも11区の縄文時代後期遺物包含層とその周囲に限られており、周囲には該期の土坑も多数掘り込

まれていた。集落が環状又は弧状を呈していたかどうかは判然としないが、土坑群の外周に住居跡が構築

されていた様相を窺うことができる。縄文時代後期中葉の土坑には、底面近くに灰白色の凝灰岩を配置し

た例が多数認められた（12区10号土坑ほか）。フラスコ状土坑にも見られ、炭化物・焼土粒を多く含む例

（12区14号土坑ほか）も見受けられた。土坑には貯蔵穴以外の用途も考えられ、墓壙に転用されたり、儀

礼・祭祀の営為により、土坑内に凝灰岩が配置された可能性も否めないであろう。

また集落の西方150mにある2区では、水場遺構が検出されており、該期の作業場が低地部にあった

ことが指摘される（第27図）。2区では11区で多く出土した華美な装飾突起に特徴付けられる第Ⅵ群土器

6類や9類が認められず、これ等の器種類型が煮沸や貯蔵等の作業には不向きであったことが示唆されて

いる。トチノキ等の食料の加工の他にも、水を利用した作業が該域で行われ、11区付近の集落とは密接

な関係にあったことが想定される。

竪穴住居跡として良好な例は、11区3（3B）号住居跡（第29図4）、12区1号住居跡（第29図3）である。

前者は同一地点に重複して住居跡が営まれており、特に下位の3B号住居跡が良好な状況で検出された。

両例とも4m前後の円形で、掘り方は浅く、壁溝は持たない。住居跡の中央に炉が構築され、主柱穴は不

明瞭で、壁に沿った柱穴の配列が認められる。

山形県内の宝ヶ峯式期の住居跡の検出例は、極めて少ないのが実情である。代表的な遺跡としては、最

上町かっぱ遺跡7棟［水戸部2003］、村山市川口遺跡13棟［阿部ほか1990］、高畠町石ヶ森遺跡4棟

［井田1982］、高畠町金谷B遺跡1棟［井田・水口1998］が存しており、その他に最上町水上遺跡、同

町宮ノ下遺跡でも検出されている。

かっぱ遺跡で検出された住居跡は、径4～6mの円形で、壁柱穴が巡らされており、出入口施設を具備

したり、壁高が50cmを超える例（ST4）も存している。川口遺跡は径6m以上の円形で、殆どは壁面が

認められず、壁柱穴が囲繞される。住居跡内に主柱穴を有し、出入口施設を具備する住居跡も存している

（ST1～3）。石ヶ森遺跡では全容が窺える住居跡はなく、いずれも部分的な検出であるが、一辺4m程度

の隅丸方形で、壁柱穴が巡らされ、地床炉又は石組炉が構築されている（2・26号住居跡）。金谷B遺跡で

は、南北4.6m、東西4.8mの方形の竪穴住居跡（1号住居跡）が検出されている。壁溝が巡らされ、その

底面に壁柱穴が掘り込まれており、柱穴は住居の中心に向かう形で内傾していた。北側に出入口施設を具

備し、住居跡の中央には地床炉が構築されていた。

県内の類例を見てると、北半の最上・村山地方と南部の置賜地方とでは、住居跡の形態に差異が存して

いる。米沢盆地に位置する石ヶ森遺跡や金谷B遺跡では、形状が隅丸方形や方形であるのに対し、山形

盆地以北では円形基調となっている。米沢盆地は最上川の上流域に位置し、東北中部と南部の接触地帯に

相当する。そのため東北南部との関連が考えられるが、福島県磐梯町角間遺跡では円形プランが主体とな
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2 縄文時代後・晩期について
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第28図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代後期中葉遺構分布図
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第29図　高瀬山遺跡HO地区　縄文時代後期中葉住居跡集成図
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る［山岸ほか1990］。また福島市弓手原A遺跡では円形基調と共に方形基調の住居跡が併存している［山

内ほか1998］。石ヶ森遺跡の事例は、奥羽脊梁山脈を挟んだ弓手原A遺跡と近似した在り方であることが

指摘されよう。しかし金谷B遺跡1号住居跡のような方形の事例は、東北地方に類例を見出すことができ

ず、寧ろ関東地方加曽利B式住居跡との関連が想起されよう。

高瀬山遺跡HO地区の住居跡は、山形盆地以北の事例と共通している。円形を基調とし掘り込みが浅く、

壁柱穴を巡らし、出入口と思われる施設（11区3B号住居跡）を有している。川口遺跡の住居跡の規模に比

すると、本遺跡の住居跡は小さいと言わざるを得ない。しかし未調査区域の中にもまだ住居跡の存する可

能性が高く、土坑群の中にも底面に柱痕跡を有する柱穴の配列（12区13号土坑）が確認されている。住居

跡の数量は調査した15棟を上回ることは確実であり、集落の規模としては決して小さくはないと思われ

る。土器捨て場に投棄された土器の量や、水場遺構から出土した土器の量と遺構の内容を考慮に入れるな

らば、県内の該期の集落の規模としては比較的大きく、後期中葉の山形盆地では天童市砂子田遺跡［森谷

2003］、同渡戸遺跡［山口1996］と並ぶ拠点的な集落であったことが想定される（第34図）。

2）縄文時代後・晩期の水場遺構（第30～34図）

水場遺構は段丘低位面の2区で検出された。明確な遺構は東調査区で4基、西調査区で1基であったが、

残存状況が悪く明確な遺構とは認められなかったが、木材を組み合わせた施設は他にも看取された。また

2000年の立合調査でも、2区の東側の3区の崖線直下から多量の遺物が出土したことから、水場遺構は

更に多く構築されていたものと推測される。

晩期木組遺構（第30図）

晩期木組遺構は、木材を縦横に敷き詰めた足場的な施設（川側）と、板材で三方向を取り囲んだ取水口

的な施設（崖側）からなり、その規模は南北4m、東西2.7mを測る。足場的施設は、クリを主とした材を

縦横に5段にわたって積み重ねている。下から横:5段→（縦:5段）→横:4段→縦:4段→横:3段→縦:2段

→（横:2段）→縦:1段の順序で、隙間なく積み重ねられており、厚さは20～25cmの幅で、圧縮され潰

れたり窪みを持つ材が多数認められた。

取水口的施設は、崖面直下の湧水点の南側を板材で取り囲み、湧水を取り込むように構築されている。

10点の材で構築されており、南北には二～四重に板材が並列されている。東西方向には長さ1.2m、幅

20cmの板材が1枚配置され、杭や礫で固定され、枠内は80cm×30cmの規模となる。湧水点は褐色の

砂質土が径約30cmの範囲に広がっており、断面観察からも湧水による墳砂痕であったことが確認され

ている。

両者の施設には新旧の差は認められず、同時に機能していた一体のものであったと考えられる。取水口

南側の板材には、明瞭でないが上面中央にU字状の抉りらしき痕跡が認められる。木枠内に湧水を取り

込んで、溢水させ南側の材に水を流し込んだ可能性が示唆される。足場的施設は木材が水平に敷き詰めら

れ、傾斜が認められないことから、流水の構造は明確でないが、溢水した水を流すための施設であったと

考えられる。遺構の西脇からはトチノキの種子が多量に出土しており、トチノキの加工に係わる施設であ

ったことは確実であり、流水構造からアク抜き工程と結び付いた遺構であった可能性が考えられる。

本遺構は600点の木材で構築されているが、そのうち62％（樹種が判明した材で見ると77％）がクリを

用いていた。次に多いのがトチノキ・コナラ属・オニグルミ・ヤナギ属であるが、2～3％を占めるに過
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第30図　縄文時代晩期木組遺構集成図

0 1m（1：40） 

晩期木組遺構　1段 晩期木組遺構　2段 

晩期木組遺構　3段 晩期木組遺構　4段 

石 



ぎない。圧倒的にクリが多く、トチノキ・オニグルミ等の食料としての有用樹木が、材として用いられて

いる。また僅かであるがヤマウルシも用材として使われており、これ等の樹木が遺跡周辺で管理されてい

た様相を窺うことができよう。

本遺構の構築時期は、遺構内や周辺出土の土器から大洞BC～C1式と考えられる。しかし精製土器が

少なく、明確な時期を特定するには至っていない。

晩期石組遺構（第31図）

晩期石組遺構は、晩期木組遺構の西方6mの地点で検出された。段丘直下からやや晩期木組遺構の方向

に張り出すように長方形に構築され、遺構上面のレベルが晩期木組遺構よりも10cm高い。クリの割材

や板材を井桁状に組合せ杭で固定し、その中に5～25cm大の石を敷き詰めている。囲いの範囲は南北

2.6m、東西1.7mで、西側は崩壊のためやや開き、北西隅は材と石が欠落する。

石組の上面は、中央部が若干高く緩いマウンド状を呈し、約1,500個の礫が隙間なく敷き詰められ、ほ

ぼ1段のみで構成されている。その直下には木材が縦横に敷設され、基礎を構成している。本遺構は最上

段の敷石を含めると5段で構成されている。木組自体は4段にわたって積み重ねられ、各段の間には5～

10cmの空隙が存しており、南側には泥炭層、北側には砂質土が堆積している。石組直下で大洞C2式、最

下段の4段で後期後葉～晩期前葉の粗製土器が出土していることから、後期後葉（晩期初頭）～晩期中葉

にかけて、4回にわたって断続的に構築された経過が観察され、時間幅を持った遺構と言うことができる。

遺構の周囲からは、オニグルミやトチノキの種子の集中が認められた。このことから当遺構がこれ等の

種子の加工に係わる施設であったことが想定される。遺構の西側からは木樋状施設が検出され、筧として

使用されていたと考えられる。また北側には矢板列が存しており、導水施設であったと見なされる。下部

の木組遺構も一定方向に構築されており、流水に係わる施設であった可能性が想定される。石組自体は足

場的な施設と考えられるが、下部の木組遺構は水を利用した施設で、トチノキのアク抜き工程に関連して

いたと想定される。しかし腐朽したためなのか、木材は疎らな敷設でしかなく、明確な性格付けを行うこ

とは困難である。

晩期木組遺構は、上記したように断続的に構築されているが、全体で700点の木材が使用されている。

腐朽した材も多数存すると思われるが、クリが47％と最も多く、ヤマウルシ9％、ヤマグワ7％と続く。

晩期木組遺構に比べると、クリ材の占める比率が低く、多様な木材が使用されている。特にヤマウルシが

顕著に認められ、遺跡周辺でウルシが栽培されていたことを示唆している。

後期1号木組遺構（第32図）

後期1号木組遺構は、晩期石組遺構の下部施設の50cm下位の、トチノキの種子を多量に含む黒褐色泥

炭層から検出され、両遺構の間には50cmの間層が介在している。晩期石組遺構のやや西寄りに中心が

あり、南北4.5m、東西3.8mの規模で、木材を縦横に4段積み重ね、25～30cmの上下幅にあまり隙間

を置かずに構築されている。遺構内やその周辺からは後期中葉宝ヶ峯2式の土器が出土しており、遺構は

該期の所産であることが確実である。

東側上面には1.2～2mの長い材が南北方向に、また下部には20～70cmの短い材が東西方向に多く

敷設されており、鉤状に構成されている。縦横交互に材が敷設されていたことから、当初は足場的な施設

を想定した。しかし遺構の北端には溢水構造を持つ板材が検出されており、後期2号木組遺構と同様に流
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第31図　縄文時代晩期石組遺構集成図
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第32図　縄文時代後期1号木組遺構集成図
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水構造の施設であった可能性が考えられる。また2段以下では南北方向に材が敷設され、東端に同様の板

材が検出されていることから、東から西に水を流し込んだ同様の施設であった可能性も考えられる。従っ

て東西方向に流水させた施設がはじめに構築され、それを基礎として南北方向の流水施設に改修され、都

合二時期にわたって構築されたと見なすこともできるであろう。晩期木組遺構や後期2号木組遺構に比べ

ると、材の敷設状況は緻密でなく、流水施設になり得るか確証は得られず、足場的施設の可能性も否定で

きない。しかし中央に抉りを持つ可能性のある板材が出土した意義を重視するならば、流水構造を持った

施設の可能性が指摘されよう。従って他の木組遺構と同様に、トチノキ等の水さらしに係わる施設であっ

たと考えられる。

本遺構は400点の材で構成されているが、ヤナギ属（18％）が最も多く用いられており、以下ヤマウ

ルシ・ヤマグワ・クリ・オニグルミが続く。クリは10％を占めるに過ぎず、全体の過半数を占めた晩期

木組・晩期石組両遺構と用材選択において差異が存している。

後期2号木組遺構（第33図）

後期2号木組遺構は、後期1号木組遺構の15～20cm下位の、トチノキの種子を包含する砂利層から検

出された。2段の木組施設で構成されるが、主体となる地点が異なり、5～10cmのレベル差が存するこ

とから、別途の施設と考えられる。遺構内やその周辺からは宝ヶ峯1式が出土しており、また同2式の構

築物である後期1号木組遺構の下位で検出されたことから、宝ヶ峯1式の所産であることは確かであろう。

1・2段の両施設とも、流水構造を持った施設であったと想定され、水を溢れ出すための窪みを持った

板材と、水を伝わせたと思われる敷き詰められた丸太材で構成されている。1段については判然としない
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第33図　縄文時代後期2号木組遺構集成図

0 2m（1：60） 

後期2号木組遺構　1段 
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が、東側に木材が敷設されており、その南側から窪みを持った板材が検出された。板材は本来敷設材の北

側又は途中に設置されていたと考えられ、流出したと想定される。また北端の長大な板材が、溢水施設で

あった可能性も否定できない。

2段は明瞭な流水構造を持った施設である。四つの施設から構成されるが、北東施設は崖線の湧水や当

該施設内の湧水を北西の木枠内に取り込むための施設と見なされ、湧水点を取り囲むように割材が半円形

に打ち込まれている。北西の木枠は東側から引き込んだ水を静水させた後に、南側の板材の窪みから水を

溢れ出させ、その南側の敷き詰めた丸太材に水を伝わせて流すシステムであったと想定される。南西の流

水施設は3mの丸太材が1.4mの幅で、同一方向に5度前後の傾斜をもって配列されていた。一定の水量

が確保された構造であることから、水さらし場としての機能が推定され、遺構を覆っていた砂利層にトチ

ノキの種子が含まれており、トチノキのアク抜き工程等に使用されていた可能性が考えられる。

本遺構は181点の材で構成されているが、クリが35％と最も多く、ヤマグワ19％、オニグルミ8％、

ヤナギ属・ニレ属6％と続く。クリ材が多用されているが、晩期木組・晩期石組両遺構に比べるとその比

率は低い。しかし木枠となる板材や杭にはクリが用いられており、主要部材であったことに変わりはない。

西調査区湧水地点

西調査区からは、大洞A2式の木組施設が検出された。東調査区の水場遺構からは、西方60mの位置

にある。約1.4m四方の木枠施設と、その南側の木材の部分的な施設から構成されており、東西幅3m、

南北幅5m程度と大型の施設であったことが想定される。湧水点を取り囲むように板材が配され、深さは

50cm以上を測るが、激しい流水のため木枠は崩れ雑然としており、西側の板材は確認できなかった。ま

た木枠施設の南側から、20～30cmの割材の同一方向の配列が一部に認められ、両脇には杭が打ち込ま

れていた。部分的な材の配列は用材の腐朽した結果で、本来は長い材が敷設されていたと想定される。木

枠施設と木材の配列は、後期2号木組遺構や晩期木組遺構と共通しており、流水構造を持った施設であっ

たと考えられる。周囲からはトチノキの種子や果実が多量に出土しており、これ等の加工に係わった施設

であったことが窺えよう。

木枠内からは凹石や磨石類と共に、凝灰岩質泥岩製の岩版（第42図21）が出土し、その周囲からは黒

漆塗りの壺形土器（第43図33）も出土している。非日常的な道具が出土していることから、単に湧水を

利用した作業場としての機能だけではなく、水に対する信仰的な性格を持ち合わせた施設であったことが

類推される。またトチノキについては、他の遺構では種子が出土したのみであるが、本遺構の周辺からは

トチノキの果実も多量に出土していた。施設の用途や作業内容において他の時期の水場遺構とは、差異が

存していたことが考えられる。

なお本遺跡では土器の数量に多寡が見られるものの、後期前葉南境2式～晩期中葉大洞C2式までの土

器型式が一通り確認されている。しかし明確に大洞A1式に比定できる土器は、指摘できないのが実情で

ある。後期～晩期中葉の水場遺構と大洞A2式の水場遺構が構築された間には、何らかの断絶が生じてい

た可能性も考えられる。山形盆地における大洞A2式期の低地遺跡の活性化は、既に指摘されているとこ

ろであり［小林圭一2001・04］、本遺跡でも晩期中葉以前の居住形態と晩期末葉では、差異が存してい

た可能性が考えられる。西調査区湧水点の施設が東調査区の遺構よりも規模が大きく構築されていたり、

また居住施設と作業場が近接していた可能性が指摘されることからも、大洞A2式期に画期が存していた

ことが暗示されるであろう。
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以上のように、本遺跡では水場遺構が5基検出された。東調査区4基、西調査区1基で、東調査区では

同一地点に重層して木組施設が構築されていた。多くの遺構が木材を縦横交互に積み重ねていることから、

当初それ等を足場的施設と見なしていた。しかし詳細に検討してみると、後期2号木組遺構2段で確認さ

れた流水構造をもった施設である可能性が、他の木組遺構でも指摘することができるようである。木枠内

に取り込んだ水を板材から溢れ出させ、木材等に伝わせて流すシステムが想定され、トチノキの種子が遺

構周辺やその覆土に含まれていることから、アク抜き工程を中心とした水さらし場としての機能が類推さ

れる。

2区では、大木10式の土器が崖線直下で若干出土しているが、本格的な遺構が形成されるのは宝ヶ峯

1式の段階である。はじめに後期2号木組遺構2段が構築され、土砂に埋積された後に同1段が構築され

たと考えられるが、その時期が宝ヶ峯1式に相当する。その後宝ヶ峯2式の段階になって、後期1号木組

遺構が二時期にわたり構築・使用されたと考えられる。更に後期中葉～後期後葉乃至は晩期初頭にかけて、

泥炭層が厚く形成され、トチノキの大木が倒伏する状況を招いたが、この間にも木組施設が構築されてい

た様相は、晩期石組遺構直下1段から窺うことができる。しかしこの遺構は晩期木組遺構3～4段に関連

する可能性もあり、施設としての性格は明確でない。

晩期石組遺構は、晩期初頭（後期後葉を含む可能性もあるが）～大洞C2式にかけて4回にわたって構築さ

れたと想定される。最終的には石組の遺構となっているが、下部施設はいずれも木組の遺構で、ほぼ方向

を同じくして構築されている。このことから湧き水を流し込むことを意図した施設と想定されるが、覆土

には砂質土が存し、材の残存は良好な状況と言えず、性格を特定することは困難である。しかし西側に木

樋状施設や北端に矢板列も検出され、また周囲からはクルミやトチノキの種子も多数出土しており、その

可能性は高いと考えられる。

晩期木組遺構は、大洞BC～C1式にかけて一時期に構築された遺構と考えられる。湧水点を取り囲む

ような「コ字状」の木枠と縦横交互に敷き詰めた木材列から構成され、取水口に貯め込んだ水を溢水させ、

木材列に流し込んだ施設と考えられる。遺構面は平坦で後期2号木組遺構のような明確な流水構造は認め

られないが、ほぼ同様の施設と見なされるであろう。

西調査区湧水点の木組遺構は、大洞A2式に構築された施設である。湧水点を取り囲む木枠施設と木材

の敷設から構成され、流水構造を持った施設と想定される。しかし残存状況は悪く、詳細は判然としない。

木枠内の湧水点の近くから岩版が出土し、その周囲からも漆塗りの壺形土器が出土していることから、湧

水を利用した作業場としての機能の他に、水に対する信仰的な性格を合わせた施設であったことが想定さ

れる。またトチノキの果実が多く出土した点で、東側調査区とは様相を異にしている。

上記したように、2区では水場遺構が5基乃至は6基（晩期石組遺構直下1段を含めた場合）検出された。

古い時期から見ると、宝ヶ峯1式→宝ヶ峯2式→（金剛寺1式）→大洞B～C2式→大洞A2式の時期と

なるが、構築回数は宝ヶ峯1式1～2回、宝ヶ峯2式1～2回、大洞B～C2式5回（6回）、大洞A2式1

回と、少なく見積もっても8回、最大で10～11回にわたって構築されたことが指摘される。更には東

側の3区の崖面直下にも遺構の存在が想定されることから、該域が断続的ながらも水さらし場として頻繁

に利用されていた様相を窺うことができる。特に晩期石組遺構付近では、約1.8mの層厚に3～4基の遺

構が重層して構築され、最大9回にわたって 遺構の構築された経過が観察された。近辺の湧水を利用し
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第34図　山形盆地の地形分類と晩期の遺跡分布（小林2001）
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たため、同一地点に重層して構築されたと考えられるが、その背景に土砂の堆積が急激に進行していた状

況があったと想定される。

後期2号木組遺構は地表下1.7mで検出されたが、砂利層に覆われており、土砂の流入によって埋積さ

れている。その後泥炭層が形成される状況にあったが、流水と滞水の環境が繰り返し生起しており、縄文

時代後期中葉～晩期前葉にかけては土砂の堆積が急激に進行したことが想定される。遺構の埋積が繰り返

された結果、ほぼ同一地点に重層して遺構が構築されたのであろう。土砂の急激な堆積は、遺構の周辺で

大きな環境変化が生起したことを窺わせる。

2区では水場遺構が検出されたが、その生活拠点との位置関係については明確とは言い難い。後期中葉

宝ヶ峯2式期については、段丘上の東方150mに集落が検出されている。1・11・12区に相当するが、

竪穴住居跡が15棟検出されている。いずれも宝ヶ峯2式の所産と考えられ、2区の後期1号木組遺構の

時期に合致する。後期1号木組遺構はこの集落の水場遺構として構築され、利用されていたのであろう。

11区では宝ヶ峯1式の土坑（11区18土坑、12区2号土坑）が検出され、縄文時代後期遺物包含層からも第

Ⅴ群土器が出土していることから、同式の生活の拠点も11区付近にあったと見なされ、その水場遺構が

2区の後期2号木組遺構であったと考えられる。

ところがそれ以降の宝ヶ峯3式～大洞C2式にかけては、広大な高瀬山遺跡の範囲の中に居住域を指摘

することができないように思われる。既報の調査区では、高瀬山遺跡1期の「土器捨て場」に、金剛寺1

式・大洞BC式・同C1式・同C2式の土器片を僅かに指摘するに留まっている。大洞A2式期については、

1997年の寒河江市教育委員会による調査で、同式の一括性の高い資料（第44図）が得られており、最上

川沿いの微高地に居住域が営まれていた可能性が高いと判断される。晩期前半についても同様の立地が考

えられなくもないが、寒河江市教委の調査区域は一部分が実施されたのみで、未調査区域を多く残したま

ま造成工事が実施されており、今となっては遺構の分布を確認することは不可能である。

高瀬山遺跡が位置する寒河江市内には、晩期の遺跡は5遺跡が確認されている［小林圭一2001］。そ

のうち本遺跡の東方1.5kmに位置する石田遺跡は、晩期全般にわたる豊富な遺物が出土し、泥炭層の形

成も認められており、該域の拠点集落と目されている（第34図）。残念ながら正式な発掘調査を経ないま

ま、工場造成や宅地化が進み、遺跡の詳細は明かでないが、大洞C1式の漆塗り土器や遮光器土偶が出土

しており、生活拠点であった可能性が高いと判断される。高瀬山遺跡の晩期の水場遺構は、特定の作業を

行うための出先的な施設で、石田遺跡とは一体の関係にあった可能性が考えられよう。従って後期中葉と

晩期では、水場遺構と居住域の関わりについて差異が存していたことになるであろう。

木組遺構の用材としては、クリ材が多く用いられていた。花粉分析からも、クリ属の花粉の比率の高い

結果が得られている。その他にもトチノキ属やクルミ属・ブナ属・コナラ亜属の花粉も一定数産出してお

り、これ等有用樹木が周囲に生育する環境にあったことが想定される。またウルシ属の花粉も低率ながら

断続的に産出しており、周囲に栽培されていたウルシに由来する可能性も指摘されている。従って構築に

用いられた材の多くは、遺構に近接した場所から採取されたと想定され、特にクリが用材として際立って

いることは、周辺でクリの管理がなされていた可能性が高く、トチノキやウルシについても同様のことが

指摘されるであろう。

3）11・12区遺構内出土の縄文時代後期中葉の土器（第35～37図）

高瀬山遺跡HO地区では、後期中葉の竪穴住居跡が11区で4棟、12区で5棟、土坑が11区で21基、
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12区で21基が検出されている。いずれも縄文時代後期遺物包含層及びその周辺に位置しているが、その

うち11区では1号住居跡（第35図）、12区では3号住居跡（第37図11～27）で良好な資料が得られている。

11区1号住居跡（第29図1）は、長軸3.4m、短軸2.8mの楕円形の遺構で、床面は起伏を有し、壁は緩

い角度で立ち上がり、炉や明確な柱穴は検出されていない。本来は竪穴状遺構に分類すべきであったが、

多量の遺物が出土したため住居跡の範疇に含めた。遺構の床面から第35図3・4・12・32、床面直上か

ら2・9、その他は覆土から出土している。第Ⅵ群土器6類の装飾突起（第35図1～9）が顕著に認められ、

6類（12・21）の他に、2類（17～20・22・26・29）、4類（24）、5類（16・23）、10類（25）が出土し

ている。更に所謂「宝ヶ峯型」の注口土器（30）や、曲線的な磨消文様で構成された壺型土器（31・35）、

粗製深鉢（32～34・36～38）が器種構成に加わる。当該住居跡には9類が含まれていないが、宝ヶ峯2式

の型式内容を示す好例であり、仙台市王ノ壇遺跡の「Ⅱ段階縄文土器」［小川・高橋2000］に対比される。

11区2号住居跡（第29図2）は、1号住居跡と同様に小規模な遺構で、やはり竪穴状遺構に相当する。遺

構の床面直上から第36図1・2、その他は覆土から出土している。第Ⅵ群土器9類（1・3）の他に、3類

（4）、7類（5～7）が出土している。2は3類に相当すると思われるが、口内にC字状の隆線文が施される。

11区3号住居跡は同一地点で重複する住居跡であり、上面の3A号住居跡（第36図9～14）が新しく、

下面の3B号住居跡（第36図15～20）が古い。3A号住居跡では14が覆土下位から出土した以外は、床

面から出土している。装飾を持つ土器は9のみで、その他は粗製深鉢である。9は頸部は屈折して口縁部

が垂直に立ち上がる特異な器形である。3単位の大波状口縁をなし、屈折部に刻み目帯が巡らされ、体部

は無文となる。体部下半が欠損するため、詳細は不明であるが、福島県福島市弓手原遺跡SK136床面直

上出土例［山内ほか1996：第76図6］から、台付の浅鉢になるものと判断される。弓手原例は口縁部が

平縁で、刻み目帯直下の体部には平行線文が展開し、蛇行沈線（Z字）で区切られており、宝ヶ峯2式に

位置付けられる。9も同様の位置付けが可能と思われる。3B号住居跡（第29図4）は前記したように、後

期中葉の典型となる住居跡である。第36図18が炉埋設土器で、20が床面、19がピットから出土した以

外は、覆土中の出土である。17は口縁部と体部に縄文帯が囲繞され、その間の頸部が無文帯となり、区

切りの沈線は認められない。16は細頸の壺形土器で、体部には波頭状のネガ文様による曲線的な磨消縄

文の文様が展開する。16に類似した壺形土器は、ネガ文様とポジ文様が逆転するが、最上町かっぱ遺跡

ST4から出土しており、宝ヶ峯2式に位置付けられている［水戸部2003：第47図23］。本例も同様の

位置付けが可能であろう。

11区4号住居跡は西側を溝跡に切られており形状が明確でない。床面から26、床面直上から24、P1

から25、その他は覆土から出土しており、第Ⅵ群土器9類（21・23・25）が認められる。

12区1号住居跡（第29図3）は、11区3号住居跡と共に良好な形状が確認された住居跡である。第37

図6・7が床面、その他は覆土下位～床面直上から出土している。第Ⅵ群土器9類（1・10）に、8類（4）

や口頸部が緩く屈折し幅広の無文となる深鉢（5）が伴うが、この深鉢は後述するように先行型式の系譜

を引くものである。その他に無文の浅鉢（8）や注口土器（3・9）、粗製深鉢（6・7）が出土している。

12区3号住居跡（第29図6）は形状が明確でなく、炉跡も未検出であるが、一括性の高い多量の遺物が

出土している。13～16・18・22・26・27が床面、12・17・25が床面直上、その他は覆土から出

土している。2類（22・23）、3類（21）、4類（11）、5類（12）、6類（14・15・18～20）が出土してお

り、壺形土器（13）・注口土器（16・17・26）が加わる。装飾突起は螺旋状の隆帯が付され、頂部に団扇

状の把手を配しており、11区1号住居跡と共通する。26の注口（壺形）土器の頸部には、Ⅱb文様帯に
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第35図　11区遺構内出土の縄文時代後期中葉土器集成図（1）
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第36図　11区遺構内出土の縄文時代後期中葉土器集成図（2）
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第37図　遺構内出土の縄文時代後期中葉土器集成図（3）
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当たる凸彎部が作出されている。16・17は所謂「宝ヶ峯型」の注口土器［鈴木克彦1997］である。華

美な装飾突起を有する深鉢や「宝ヶ峯型」注口土器は、宝ヶ峯2式を象徴する器種類型であり、注口（壺

形）土器のⅡb文様帯の出現も同式の特徴に上げることができる。

以上のように、11区1号住居跡と12区3号住居跡で出土した土器は、宝ヶ峯2式の典型と言える内容

となっている。装飾突起を付した平行線文系土器と、曲線的な磨消縄文の文様を配した深鉢・鉢形土器並

びに壺形土器、更に「宝ヶ峯型」注口土器で器種が構成されている。「宝ヶ峯型」注口土器は、口縁部・

頸部・体部の3段構成のものと、口頸部・体部の2段構成の二様態が存しており、体部が丸く球状を呈し、

半肉彫的手法で曲線文様が描出され、器面全体が研磨され光沢を有する。宝ヶ峯2式の段階に有力な器種

類型としての地位を確立し、亀ヶ岡式土器注口土器の母体になって行く。その点で当該期を後期から晩期

へのターニングポイントに位置付けることができるであろう。宝ヶ峯2式に位置付けられる両住居跡の内

容は、仙台市王ノ壇遺跡「Ⅱ段階縄文土器」［小川・高橋2000］に共通することが指摘される。

しかし両住居跡からは、第Ⅵ群土器9類が出土していない。9類は十腰内第Ⅱ群b類に相当する台付の

装飾深鉢で、頸胴部界で屈折した長胴の器形と長脚の台、華美な装飾突起、曲線的な磨消縄文の文様、文

様区画に沿った列点に特徴付けられる。Ⅱa文様帯が現出し、Ⅱa・Ⅱ文様帯の重畳関係が確立する点で、

後続型式に継承される器種類型であるが、その消長については判然としないのが実情である。華美な装飾

突起は台形状や中空の塔状に作出されており、団扇状の突起が付される6類との差異が指摘される。当該

土器の分布は広く認められ、東北全域から西は新潟県小千谷市三仏生遺跡、千葉県佐原市大倉南貝塚まで

出土している。当該土器が11区1号住居跡と12区3号住居跡に偶々欠けていたのか、それとも時期差を

示しているのか、または系統の差異を反映しているのか、今後の検討が求められるが、11区遺物包含層

の出土状況（遺構編第239図）は、時期差については否定的と言える内容となっている。

当該土器は次項で詳述するように、2区での出土例が全く認められておらず、華美な装飾突起を配する

6類自体も非常に少ない。居住域である11区との差異を時期差と見るよりも、水辺の作業場としての性

格を反映していたと想定され、両類が煮沸や液体物の貯蔵以外の用途に使われていたことが考えられる。

2区と11区の出土状況の差異は、華美な装飾が施された深鉢が、実用性の低い器種類型であったことを

示していると指摘することができるであろう。

11・12区から出土した土器の主体は、王ノ壇遺跡の「Ⅱ段階縄文土器」に対比され、渡戸遺跡の主体

をなす宝ヶ峯2式に相当する。但し王ノ壇遺跡では、6類が欠落している。3区の崖線直下の2000年の

立合調査では、11区や2区に認められていない土器群が出土している。緩い波状縁に幅広の縄文帯を有

し体部に曲線的な磨消文様が展開した深鉢（遺物編第555図1・2）や、刻み目帯による曲線文様が展開す

る注口（壺形）土器（第555図10・11）等であるが、これ等の土器は王ノ壇遺跡「Ⅳ段階縄文土器」［小

川・高橋2000］に対比される内容であり、宝ヶ峯2式の新段階（もしくは宝ヶ峯3式古段階）に位置付けら

れる。従って2区や11・12区の主体は、宝ヶ峯2式でも古段階にあった可能性が指摘されるであろう。

宝ヶ峯2式細分の問題については、宝ヶ峯3式の良好な資料が得られている天童市砂子田遺跡［森谷

2003］との対比が求められており、今回は問題提起に留め、詳細な検討は後日に期したい。

4）2区出土の縄文時代後・晩期の土器（第38～41図）

2区東調査区の晩期木組遺構と晩期石組遺構に挟まれた南北7m、東西4mの区域からは、夥しい量の遺

物が重層的に出土している。晩期木組遺構西側に土層断面観察用のベルト（西ベルト）を設定し、この層
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序に対比させながら掘り下げて行った結果、層厚1.4mの堆積層をⅠ～Ⅹ層の10枚の文化層に整理する

ことができた。後期前葉～晩期中葉にかけて、整然と堆積した多量の遺物を包含する層序が確認され、特

にこれまで未明であった東北中部の縄文時代後期中葉の編年研究に大きく寄与する内容となっている。

以下では、層位毎に土器を総括してみたい。

Ⅰ層出土の土器（第38図1～23）

Ⅰ層は最上層に当たり、東調査区遺物集中地点だけではなく、晩期木組・晩期石組両遺構の周辺で出土

した遺物も含んでいる。大洞B2～C2式と同A2式の土器が出土しているが、水場の性格を反映してか装

飾を有する土器は少なく、粗製深鉢で占められている。深鉢の地文には、単節縄文の他に結節文や羽状縄

文が顕著に見られ、網目状撚糸文や櫛歯条線文も存している。

第38図16・19・21は、晩期木組遺構の北西から纏まって出土している（遺構編第399図）。16は大

洞C2式に位置付けられることから、口縁部が外折し羽状縄文で構成された19も、同式に相当するであ

ろう。櫛歯条線文の深鉢（23）も、晩期の所産となる。山形県内の類例としては真室川町釜淵C遺跡［黒

坂2003：第59図3］、村山市宮の前遺跡［山口1995：第96図743、植松1999：第83図10］、白鷹

町岡ノ台遺跡［名和1994：図版13RP20d］、宮城県内では大和町摺萩遺跡［柳沢ほか1990：第319図2］

が挙げられる。岡ノ台遺跡では大洞C2～A1式の深鉢との共伴が確認されており、東北中部の大洞C2

式前後に櫛歯条線文の深鉢が一定数存していたことはほぼ確実であろう。またⅠ層からは、大型の粗製壺

（17・18）も出土している。この器種も水場としての性格を反映していると想定されるが、体部に羽状縄

文や結節文が施されており、大洞C1～C2式に相当すると考えられる。

以上のように、Ⅰ層では大洞B2～C2式の土器が出土しているが、主体となるのは大洞C1～C2式と

見なされる。

Ⅱ層出土の土器（第39図1～8）

Ⅱ層もⅠ層と同様に東調査区遺物集中地点だけではなく、晩期木組・晩期石組両遺構の周辺で出土した

遺物も含んでいる。特に晩期石組遺構西側出土の土器を多く含んでおり、該域では大洞C1～A2式の土

器（第39図4・6～8）が出土している。東調査区遺物集中地点に限定するならば、大洞B1古式～BC式

の装飾土器（1～3）が出土している。

3は大洞B1古式の高台付装飾深鉢で、晩期最初頭に位置付けられる。Ⅰ・Ⅱa・Ⅱ文様帯の3帯構成

で、Ⅱa及びⅡ文様帯には流線化した入組帯状文が展開する（Ⅱa：4単位、Ⅱ：5単位）。口縁部には魚尾

状突起と半円形突起が交互に8単位配され、前者の直下に三角形区画が作出され、頂点が魚尾状突起の刻

み目と連結し口端に露出する。後期末葉の入組帯状文深鉢（遺物編第556図11～15）からの発展が想定さ

れ、東北中部における晩期初頭の指標に位置付けることが可能である。なお同例の内面の付着物について

14C年代測定を実施しているが、3080±40BP（AMS法）の測定値が得られている。

1は大洞B2式の注口土器B類である。口頸部と体部の器高がほぼ等しく、肩部に稜が作出されており、

同式の要件を満たしている。該期の東北中部では無文の注口土器が卓越し、口頸部下端に1条沈線を巡ら

す例が多く見られる。しかし本例は口縁部と頸部下半に平行沈線が囲繞されており、嘗ての縄文帯の痕跡

を留めている。2は大洞BC式の浅鉢と推定される。沈線のみのやや粗雑な作出であるが、文様は渦巻文

が組み合わされており、双頭渦文を意図したようにも見受けられる。5は大洞BC2式の鉢形土器で、口
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頸部と体部上端に截痕列が囲繞され、体部上半に沈線による双頭渦文が施される。体部上半の双頭渦文は、

大洞B2～BC1式に盛行した連弧文が形骸化したものと理解されよう。

以上のように遺物集中地点のⅡ層では、大洞B1～BC式が出土している。多量に出土した粗製深鉢も、

殆どが晩期前葉に相当すると考えられる。

Ⅲ層出土の土器（第39図9～12）

Ⅲ層は上下層に比べると遺物量が少なく、間層と見なされ、層厚は10～20cmを測る。出土土器は宝

ヶ峯1式（第39図10・11）、大洞B2式（9）、晩期前葉粗製深鉢（12）等で、時期的な纏まりは認められ

ない。10・11は、口頸部の上下端が区画され、刺突が充填され、波頂部突起に装飾が加えられることか

ら、宝ヶ峯1式でも新相に位置付けられる。しかし原位置を留めていたとは見なし難い。9は口頸部文様

帯に両端が共に開いて入り組んだ三叉文で構成され、口縁端部及び三叉文主軸線の下端に縄文地文が施さ

れる。伸長化した入組三叉文に縄文地文を残す例は、宮城県北半の地域的特徴と指摘され、本例もその関

連が想起される。12は口縁部が内傾して立ち上がる粗製深鉢で、羽状縄文で構成され、末端を結節させ

た綾繰文も認められる。9・12については、本来Ⅰ～Ⅱ層の面に相当する土器であり、調査時における

混入の可能性も否定できない。

Ⅳ層出土の土器（第39図13～18）

Ⅳ層で出土した遺物の数量は、Ⅲ層より多く認められたが、他の層位に比べると少なく、Ⅲ層と同様に

間層としての性格が指摘され、層厚は10～20cmを測る。出土土器は宝ヶ峯2式（14）、同3式（16・

17）、後期中葉粗製深鉢（15・18）、大洞B1古式（13）と、後期中葉～晩期初頭までの土器を含んでおり、

時期的な纏まりは指摘できない。その他に大洞C2式の鉢形土器（遺物編第450図2）も出土している。

16・17は、本遺跡で数少ない宝ヶ峯3式の装飾深鉢である。頸胴部界が屈折する器形で、口縁部は大

波状縁をなし、口端と屈曲部に刻み目帯が囲繞される。16の頸部文様帯は曲線的な磨消文様で構成され

ており、後期後半に固有のⅡa文様帯の成立を示している。宝ヶ峯3式はⅣ層の他に、下位のⅤ層で小片

（遺物編第453図11）が出土しているに過ぎない。

13は大洞B1古式の装飾深鉢である。Ⅱ層出土の第39図3と同様に、Ⅰ・Ⅱa・Ⅱ文様帯の3帯構成

で、Ⅱa及びⅡ文様帯には対向した三叉状陰刻を伴う入組帯状文が展開する。口縁部には2個一対の魚尾

状突起と台形突起が交互に配され、前者の直下に連結した三角形区画が作出され、後者の直下で円文を囲

うように対向する。頸胴部界より上位は篦状工具による刻み目手法で充填され、下半は縄文地文となる。

上記の充填手法は後期末葉の入組帯状文を伴う装飾深鉢に多用されており、晩期には継承されない。北上

川下流域（宮城県北部）では、篦状工具による刻み目手法が大洞B2式に盛行しており［後藤・小井川

2003］、同手法が地域的に残存した結果と見なされる。13は東北中部の晩期初頭に同手法が残存した事

例としての意義を有しており、また3と同様に晩期初頭（大洞B1古式）の指標に位置付けることができる

であろう。同例の内面付着物についても14C年代測定を実施しているが、3120±40BP（AMS法）の測

定値が得られており、3よりはやや古い数値となっている。

Ⅳ層では、櫛歯条線文の粗製深鉢が多く出土している。後期中葉に位置付けられるものであるが、一方

では羽状縄文や結節文が施された晩期の粗製深鉢も少量認められており、後期と晩期の土器が混在した層

位の性状を窺わせている。
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第38図　2区縄文時代後・晩期遺物集中地点層位別出土状況（1）
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0 （その他　1：6） 20cm

0 （8,12,15～23　1：8） 30cm



Ⅴ層出土の土器（第39図19～27）

Ⅴ層は層厚が10～15cmと薄い層位であるが、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出土土器

の殆どが宝ヶ峯2式（第Ⅵ群土器）に位置付けられ、同式の単一層と見なすことができる。大波状縁で平

行線文を施した第Ⅵ群土器5類が多数を占めており、曲線的な磨消文様は少なく、11区で多く出土した

華美な装飾突起を持った6・9類は認められていない。水場としての性格を反映してか、出土した土器は

液体物の煮沸や貯蔵に用いられていたと推測され、6・9類はこれ等の作業に不向きであったと考えられ

る。粗製深鉢は櫛歯条線文の深鉢（19・20）が顕著に見られ、縄文施文では口縁部が外折した例は認め

られない。また19・20は非常に大型の深鉢であることが特記される。トチノキのアク抜き工程に用い

られたのであろうか。

以上のように遺物集中地点のⅤ層では、宝ヶ峯2式の土器が出土している。粗製深鉢と共に炭化物が付

着した装飾深鉢が多く出土していることは、煮沸・貯蔵の用途において、晩期のような器種毎の厳密な使

い分けが行われていなかった様相を窺うことができよう。

Ⅵ層出土の土器（第40図1～11）

Ⅵ層は層厚が15～20cmを測り、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出土した土器の殆どが

Ⅴ層と同様に宝ヶ峯2式（第Ⅵ群土器）で占められている。大波状縁で平行線文が施された5類が多く出

土しているが、Ⅴ層には僅少であった曲線的な磨消文様の3・4類（第40図6～9）も認められる。粗

製深鉢は縄文施文（11）と櫛歯条線文が卓越しており、口縁部が外折した例は僅かに出土している（遺物

編第460図25・26）。

Ⅵ層はⅤ層と同様に宝ヶ峯2式の文化層である。3・4類の出土量の多寡や11類の有無を除くと、両

層位に明確な差異を指摘することは困難であろう。両層を合わせると20～30cmの層厚となるが、同一

の層位として見なすべきであろうか。

Ⅶ層出土の土器（第40図12～26）

Ⅶ層は層厚が5～15cmを測り、後期中葉の夥しい量の土器と共に、礫も多く出土している。出土した

土器は上層よりも古的様相が看取されており、宝ヶ峯1式（第Ⅴ群土器）に位置付けられる。十腰内1式

系の1類（第40図12～14・16・17）が卓越しており、平行線文系の2類（18・19）や曲線的乃至は幾何

学的な磨消文様の3類（20・21）も出土している。

1類の波状縁の深鉢（12～14）については、体部文様が判然としない。12は口縁部と同様の連弧文が

囲繞されるが、平縁の16・17は口縁部が短く外折し、2条の縄文帯が巡らされ、体部にクランク状文様

が2段異方向に展開する。クランク文様の連結・屈曲部には円形刺突が穿たれる。2類では口縁部直下に

平行線文が配されたり、口縁部の無文帯のが幅狭に作出されており、古的様相を留めている（18・19）。

3類の文様モチーフは平行沈線で構成されており、沈線間に縄文が充填されるため、無文部の占める割合

が多い。20～22は壺形土器であるが、同器種は宝ヶ峯2式の層位では認められず、水場利用における型

式上の差異が看取されよう。また3類には、第Ⅵ群土器9類の先駆となる列点を持った資料（遺物編第

463図4～6・9）も出土している。装飾深鉢には、幅広の無文の口頸部を持ち体部に縄文を施した深鉢

（24）も加わる。当該土器はⅨ層（第41図12）にも認めらており、宝ヶ峯1式を構成する器種類型である。
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第39図　2区縄文時代後・晩期遺物集中地点層位別出土状況（2）
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粗製深鉢では、櫛歯条線文は1点のみで、縄文施文が大勢を占める。口縁部が外折した例が多く存して

おり、口端に縄文を施したり、口縁部を無文とした例（25）も出土している。口縁部が直行した深鉢では、

波状縁も存している（26）。口縁部が直行し、櫛歯条線文が卓越した上層の粗製深鉢とは、様相を異にし

ていると指摘されよう。

Ⅷ層出土の土器（第40図27～32）

Ⅷ層は層厚が5cmと薄く、出土遺物も上下層に比べると少ない。しかし堆積層は晩期木組遺構の直下

まで伸びている。出土した土器は宝ヶ峯1式（第Ⅴ群土器）に位置付けられる。加曽利B1式に相当する4

類（第40図27・28）が出土しており、併行関係を考える上での鍵層となる。同層からは十腰内1式系の

1類（29）と磨消縄文の文様が施された3類（30・31）が出土しており、平行線文系の2類は認められな

い。32は先に指摘した幅広の無文の口頸部で体部に縄文を施した深鉢に相当すると考えられる。

粗製深鉢はⅦ層と同様に、縄文施文で口縁部が外折した形状が卓越し、櫛歯条線文の土器は認められな

い。

Ⅸ層出土の土器（第41図1～17）

Ⅸ層は層厚が10～25cmを測り、後期中葉の夥しい量の土器が出土している。出土した殆どの土器が

宝ヶ峯1式と見なされるが、南境2式（第41図1）も一部含まれている。十腰内1式系の1類（2・5・

6・9・14～17）が卓越しており、平行線文系の2類は出土していない。1類の外折した口頸部には平行

沈線が施されたり、刺突が充填されるが、口縁部が無文となり屈折部直下に多条沈線を巡らす例（6）も

存している。体部上半の文様は曲線文様やクランク文様で構成され、多くは磨消縄文の文様となる。1は

口頸部の屈曲が緩く、口縁部文様帯と体部文様帯は分化せず、体部上半は入組文で構成されることから、

南境2式に相当する。3・4の体部上半には三角形の区画が存している。3の三角形区画はネガ文様、4

はポジ文様となるが、加曽利B1式の三角形単位文との関連を窺わせる。11は口縁部に突起を持つ無文

の鉢形土器で、器面は丁寧に磨かれており、口内には凹線が巡らされる。13は体部上半に幅広の縄文帯

を巡らせた鉢形土器である。また幅広の無文の口頸部を持ち、体部に縄文を施した深鉢（12）も出土し

ている。

粗製深鉢は口縁部が外折した器形が大勢を占め、口縁部が無文となる例や口端に縄文を施した例（8・

9）が多く認められる。しかし櫛歯条線文の例は確認できない。

Ⅹ層出土の土器（第41図18～31）

Ⅹ層は最下層に当たり、層厚は10～15cmを測る。後期前葉の夥しい量の土器が出土しているが、土

器の多くは南境2式（第Ⅳ群土器）と見なされる。十腰内1式系の口縁部が外折した深鉢（第41図18～

24）が顕著で、口縁部は波状縁と平縁の二様態が存するが、前者の方が卓越する。口縁部には縄文地文

が施され、2～3条の沈線が巡らされ、体部上半にはクランク状の文様や幾何学的な文様が展開する。文

様の上下端の連結部に3～5個の刺突が加えられた例（18・23）も見られ、波状縁の場合は口縁部の縄

文帯が口端に沿って連弧状に囲繞される。

粗製深鉢は、口縁部が外折した器形が大勢を占める。口頸部を無文としたり、頸部に無文帯を巡らせた

例（25～27・29・30）が特徴的で、口端に縄文を施した例が多く見受けられる。

2 縄文時代後・晩期について
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第40図　2区縄文時代後・晩期遺物集中地点層位別出土状況（3）
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第41図　2区縄文時代後・晩期遺物集中地点層位別出土状況（4）
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総　　　括

以上のように、東調査区遺物集中地点は10枚の文化層に区分することができる。年代の古い順から整

理すると、南境2式（Ⅹ層）→宝ヶ峯1式（Ⅸ～Ⅶ層）→宝ヶ峯2式（Ⅵ・Ⅴ層）→間層（Ⅳ・Ⅲ層）→大洞

B・BC式（Ⅱ層）→大洞BC～C2式（Ⅰ層）の序列が指摘され、南境2式～宝ヶ峯2式にかけては6枚の

文化層に区分されている。

南境2式 南境2式は堀之内2式に併行する段階である。遺物集中地点では最古の時期に当たり、Ⅹ

層を主体としてⅨ層や晩期木組遺構直下のⅨ層（遺物編402図1～4）でも出土している。体部上半が緩く

括れ、口頸部が外反して短く立ち上がる形態の深鉢に特徴付けられ、緩い波状縁が卓越する。口縁部に囲

繞される沈線は2～3条が通例で、波状文が巡らされた例（遺物編第402図1）も認められる。体部上半の

文様は入組文やクランク状・幾何学的モチーフで構成され、磨消手法を伴う例が多く、上下端区画線との

連結部には3～5個の刺突が加えられる場合もある。

水戸部秀樹氏はかっぱ遺跡の南境2式の特徴として、Ⅰ文様帯とⅡ文様帯の未分化を指摘している［水

戸部2004：10頁］。しかし高瀬山遺跡例で前記の要件を満たしているのは、第41図1と晩期木組遺構

直下Ⅸ層出土例（遺物編第402図1）のみで、殆どが口縁部と体部文様が区画されている。またかっぱ遺跡

や川口遺跡［阿部ほか1990］に見られた口縁部と体部上半の文様間の窓枠状の区画を配した例も、本遺跡

では認めることができない。入組文が少なく、クランク状や幾何学的モチーフが卓越する点でも差異が存

している。連結部の刺突においても、かっぱ遺跡では1～3個の円形の刺突が加えられるのに対し、本遺

跡では3～5個と数が多く、半裁竹管や角張った工具で斜位方向から加えられる。上記した差異が時期差

を反映しているのか、それとも地域差なのかなお検討を要するが、後者の可能性が高いと考えられる。

また粗製深鉢では頸部に無文帯を巡らしたり、口頸部を無文とし、撚糸の側面圧痕を加えた例（第41

図25～27・29・30）が特徴となる。上記した例は宮城県石巻市南境貝塚で、「第4～5層第2類」［後藤

2004］と分類され、南境2式相当の土器との伴出が指摘されている。本遺跡でも同様の状況が看取され

ており、上層には頸部に無文帯を巡らせた例は認められない。

本遺跡Ⅹ層の土器群は、北上川中流域では新山権現社遺跡第Ⅱ群土器［金子1993］に対比されるであ

ろう。奥羽脊梁山脈を挟んだ仙台市では、下ノ内浦遺跡［吉岡ほか1996］が併行する遺跡となるが、同遺

跡は1・2条沈線文や多条沈線文の土器が主体で、東北南部との関係が強く、東北北部の影響下にあった

山形盆地とは様相を異にしていたことが窺えよう。

宝ヶ峯1式 宝ヶ峯1式は、加曽利B1式に併行する段階である。遺物集中地点ではⅨ～Ⅶ層に主体

があり、晩期木組遺構直下Ⅷ層や後期2号木組遺構付近でも当該土器が出土している。層位的には3面の

文化層として捉えられたが、遺物の少ないⅧ層を介してⅨ層とⅦ層に区分することができるであろう。

Ⅸ層では十腰内1式系の土器が卓越し、平行線文系の土器は認められない。十腰内1式系の土器は、口

縁部が多条沈線で構成され、体部上半の文様も3条以上の沈線で、クランク状や曲線的なモチーフが施文

される。また体部上半に三角形の区画を配した装飾深鉢・鉢形土器（第41図3・4）も出土しているが、

加曽利B1式の三角形単位文との関連が想定される。一方Ⅶ層では、十腰内1式系の土器（第40図12～

17）も出土しているが数量的には少なく、平行線文系（18・19）や曲線的乃至は幾何学的磨消文様の土

器（20・21）が出土している。両層の差異を時間差として捉えるならば、古段階には十腰内1式系の土

器が主体であったのに対し、平行線文系や曲線的乃至は幾何学的磨消縄文の土器の比重が漸次高まる経過
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が指摘されよう。しかし型式学的には明確な差異を指摘することは困難と言わざるを得ない。またⅨ～Ⅶ

層を通して、幅広の無文の口頸部を持ち体部に縄文を施した深鉢（第40図24・32?、第41図12）が一貫

して出土している。宝ヶ峯1式の一翼を担う器種類型であったことが窺え、12区1号住居跡（第37図5）

を参照するならば、宝ヶ峯2式まで継承されるが、屈曲は弱くなる。

水戸部秀樹氏は宝ヶ峯1式の十腰内1式系土器について、①Ⅰ文様帯とⅡ文様帯の境界の明確化、②Ⅱa

文様帯の出現を予想させる口縁部の変化を指摘している［水戸部2004：3頁］。①に関しては、屈曲部

の内面に明確な稜が形成され、体部上半の膨らみが減少する形態上の変化、②に関しては、口縁部直下の

1条の横位沈線を描出することで、上下に限られた空間が作出され新たな文様帯を生み出す要因となるこ

とが指摘されている。本遺跡の事例で見ると、①の器形については屈曲が緩く稜を持たない例も存するが、

体部の膨らみは確かに減少している。②の口端の沈線については既に先行型式に認められ、本型式では多

条沈線が卓越しており、十腰内1式系の土器からⅡa文様帯の成立を跡づけることは困難であろう。

平行線文系の良好な資料は、後期1号木組遺構4段（遺物編第420図4・11）から出土している。同例は

木組遺構に伴うものではなく、後期2号木組遺構1段の上面（15～20cm上位）から出土している。共に

沈線が反転して垂下しており、口縁部形態は後続型式に連なる古的様相が看取される。幾何学的な磨消文

様で構成された良好な資料は、後期1号木組遺構1段（遺物編第414図1・6）で出土している。同例も木

組遺構に伴うものではなく、後期2号木組遺構2段の50cm上面から出土している。頸胴部界で屈折した

器形で、口頸部は無文となり、直線化した体部に鋸歯状の磨消文様が展開している。

宝ヶ峯1式の粗製深鉢には、櫛歯条線文が認められない。縄文施文の深鉢が大勢を占め、口縁部の外折

した深鉢が卓越し、口端に縄文を施したり、口縁部を無文にした例が特徴的となっている。

宝ヶ峯1式の基準的資料は、宮城県仙台市伊古田遺跡［渡部ほか1995］が相当する。しかし同遺跡には

十腰内1式系の土器は認められず、平行線文系の土器が主体となっており、先行型式と同様に奥羽脊梁山

脈を挟んだ山形盆地とは様相を異にしている。また北上川中流域では、新山権現社遺跡第Ⅲ群1類土器

［金子1993］に対比されるであろう。

宝ヶ峯2式 宝ヶ峯2式は、加曽利B2式に併行する段階である。遺物集中地点ではⅥ・Ⅴ層に主体

があり、晩期木組遺構直下Ⅴ層や後期1号木組遺構及びその周囲でも出土している。層位的には2面の文

化層として捉えたが、型式学的に明確な差異を指摘することは困難である。

Ⅵ層とⅤ層ともに、大波状縁で平行線文が施された第Ⅵ群土器5類が多く出土しており、下層のⅥ層で

は曲線的な磨消文様の3・4類が認められる。両層準においては、居住域である11区で多く出土した華

美な装飾突起を持った6・9類が認められていない。これは前記したように水場遺構としての性格を反映

しており、時期差を示している訳ではないと考えられる。

粗製深鉢では、櫛歯条線文を施した土器が多く認められる。縄文施文の土器も存しているが、先行型式

のような口縁部の強い外折はなく、口端に縄文が施された例も認められない。この点で先行型式とは明確

に区分されるものであり、同様の型式変化は宮城県仙台市内の近接した位置関係にある、伊古田遺跡［渡

部ほか1995］と王ノ壇遺跡［小川・高橋2000］にも指摘される。東北中部に通有の変遷経過であったこ

とが窺えよう。但し11区3A号住居跡（第36図10）を参照するならば、僅かに屈曲した深鉢は見られる

ようである。

2区の遺物集中地点からは、装飾深鉢と粗製深鉢の他に、鉢・浅鉢類（第40図8・10）が僅かに出土し

たに過ぎず、単調な器種構成となっている。11区では前項で指摘したように、壺形土器や注口土器が主
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要な器種として加わっており、また遺物集中地点でも先行型式では、壺形土器が一定数出土している。装

飾深鉢の6・9類が欠如するのと同様に、水場としての性格を反映しているのであろう。その中で晩期木

組遺構直下Ⅴ層から、大型の壺形土器（遺物編第400図13）が出土している。4単位の工字状の磨消文様

が展開しており、文様モチーフは装飾深鉢の平行線文との関連が想定されよう。

宝ヶ峯2式の基準的資料としては、宮城県仙台市王ノ壇遺跡の「Ⅱ段階縄文土器」［小川・高橋2000］

が相当する。北上川中流域では、新山権現社遺跡第Ⅲ群2類土器［金子1993］に対比されるであろう。

宝ヶ峯3式 宝ヶ峯3式は加曽利B3式に併行する段階である。集中地点ではⅣ層（第39図16・17）

とⅤ層（遺物編第453図11）で僅かに出土したに過ぎず、他の区域では認められていない。同式前後の詳

細については、既に前項で言及したので省略するが、東北中部では宮城県川崎町 向
むかい

鹿
かの

遺跡2号住居跡床

面出土土器［佐藤広史ほか1987：第8図］が基準となり、山形盆地では天童市砂子田遺跡［森谷2003］

に良好な資料が纏まっている。

小　　結 2区東調査区遺物集中地点では計10枚の文化層が抽出され、特に後期中葉においては連

続した6枚の層位の堆積が認められた。南境2式（Ⅹ層）→宝ヶ峯1式（Ⅸ～Ⅶ層）→宝ヶ峯2式（Ⅵ・Ⅴ

層）の文化層が連続して堆積しており、宝ヶ峯1式は3枚の文化層に区分されている。この層位区分が土

器型式の細分にどのように反映されるのか、今後詳細な検討が求められるが、高瀬山遺跡で得られた変遷

序列は、細部においては異同が存するものの、水戸部秀樹氏が最上町かっぱ遺跡を基に設定した編年案

［水戸部2004］を概ね追認する結果となっている。特にかっぱ遺跡で不問とされた粗製深鉢の問題につ

いて、その型式変化を明示できたことは大きな成果と言えるであろう。高瀬山遺跡で得られた層位的成果

は、東北中部の後期中葉編年研究の指標としての役割を担う内容となっており、今後多様な視点から、

「高瀬山編年」に対する検討が加えられることを期待したい。

5）縄文時代後・晩期の土偶・岩版（第42図）

高瀬山遺跡HO地区では、土偶20点、岩版1点が出土した。土偶は1・3・11・12区から出土し、

岩版は2区西調査区の水場遺構内から出土した。

土偶の内訳は、完形資料が1点、頭部・顔面資料が5点、腕部・体部資料が7点、脚部資料が7点で、

晩期後葉の結髪形土偶である第42図20を除くと、いずれも後期中葉に位置付けられる。第42図1～4

は縄文時代後期中葉の竪穴住居跡、11が奈良・平安時代の竪穴住居跡、5・6が古代の溝跡、その他は

縄文時代後期遺物包含層及びその周辺から出土した。

1・2は11区1号住居跡（第29図1）の覆土から出土した。同住居跡からは縄文時代後期中葉宝ヶ峯2

式の土器が多数出土しており、両例とも同式に位置付けられるであろう。3は11区3（3B）号住居跡（第

29図4）の覆土から出土した。同住居跡も宝ヶ峯2式に位置付けられており、3は同式に位置付けられる。

4は左脚部資料で、12区3号住居跡（第29図6）の覆土から出土した。同住居跡は形状が不整形で、炉跡

は検出されておらず、住居跡であったかどうかは判然としないが、宝ヶ峯2式の土器が多量に出土してお

り、4も同式に位置付けられる。

5は11区4号溝跡から出土した。同溝跡は古代の所産で、縄文時代後期遺物包含層（捨て場跡）を掘り

込んで構築されていた。5は縄文時代後期中葉に位置付けられ、本来は捨て場跡に包含されていたと考え

られる。乳房の破片と見るならば、中空となり大型の土偶であったと想定されるが、比較的肉厚で、器面

も摩耗しており、土偶であるとの確証は得られていない。6は12区7号溝跡から出土した脚部資料であ
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第42図　高瀬山遺跡HO地区出土の土偶・岩版
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る。同溝跡も古代の所産であるが、6は縄文時代後期中葉に位置付けられるであろう。11は12区11号

住居跡から出土した胴部資料である。同住居跡は奈良・平安時代の住居跡であるが、正中線に沿って刺突

列を配した特徴から、11は縄文時代後期中葉に位置付けられる。

7～10・19は11区の縄文時代後期遺物包含層から出土した。9は完形の棒状の土製品である。表面

に頭部と顔面の表現が見られることから、土偶の範疇に含めた。眼部は判然としないが、眉から鼻部にか

けてY字状となっており、鼻穴も認められる。鼻部の直下に円孔が穿たれ、隆帯の正中線に沿って伸び、

下端で貫通しており、口部を表現したと思われる。周囲から出土した土器から判じて、宝ヶ峯2式に位置

付けられるであろう。

12は12区の調査区西側の低位面、13・18は3区の調査区南端の帯状の黒色土層から出土した。いず

れの区域とも11区の縄文時代後期遺物包含層の延長上にあり、縄文時代後期の土偶と考えられる。12は

腹部が突出して、正中線が陰刻で表現されている。

14～17は1区から出土したが、同様に11区の縄文時代後期遺物包含層の延長上にある。14～16は

近接して出土しており、同一個体である公算が高く、広義の宝ヶ峯式に位置付けられるであろう。

20は11区の縄文時代後期遺物包含層から出土した。結髪の表現を有し、眼部と口部は沈刻で表現され、

結髪部と背面に円形刺突が加えられる。11区の包含層からは、宝ヶ峯式以外にも大洞A2式が若干出土

し、同式の土坑も3基検出されていることから、大洞A2式に位置付けられるであろう。

21は凝灰岩質泥岩製の岩版で、2区西調査区の水場遺構の木枠内（湧水地点）から出土した。木枠内に

は涌水点が認められ、木枠内に貯め込んだ水を利用して、アク抜き等の作業を行った場所と考えられてい

る。木枠内からは大洞A2式の破片資料（第43図28）が出土しており、本例の編年的位置の証左となろう。

湧水点から非日常的な道具である岩版が出土したと言うことは、その場所が単なる作業場としてだけでは

なく、水に対する信仰・儀礼の場所と認識されていた可能性も考えられる。本例は時期が特定される稀有

な例であり、今後の岩版の編年研究の指標に置くことができるであろう。 （小林圭一）

3 縄文時代晩期後葉について

高瀬山遺跡HO地区では、段丘低位面の2区と段丘中位面の11区、更に段丘高位面の13区で、晩期後

葉大洞A式の遺構と遺物が確認されている。2区では当該期の水場遺構1基と壺形土器を中心とした土器

類、岩版（第42図21）、11区では土坑3基と結髪形土偶（第42図20）、13区では土坑1基が検出された

が、主体は水場遺構（西調査区湧水地点）が検出された2区にある。

1）大洞A式期の遺構について

2区では湧水点を取り囲む木枠内から、第43図28と岩版（第42図21）が出土しており、当該遺構の

時期決定の根拠となっている。調査時点でも湧水が激しく、木枠は崩れ雑然としており、南側に木材を敷

き詰めた痕跡が部分的に認められた。その周囲からはトチノキの種子と果実が多量に出土したが、水場遺

構としての性格を反映してか、壺形土器が多数出土しており、その中には黒漆塗りの壺形土器（第43図

33）も含まれていた（遺構編第417図）。前記したように、湧水を利用した作業場としての機能だけではな

く、特殊遺物の出土から水に対する信仰的な性格を持ち合わせた施設であったことが想定される。

1997年に寒河江市教育委員会［大宮ほか1998］によって調査された最上川沿いの微高地の調査区の土
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第43図　高瀬山遺跡HO地区出土の大洞A式集成図
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第44図　1997年寒河江市教育委員会調査の大洞A式集成図
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坑から、大洞A2式の一括性の高い資料が出土している（第44図6～39）。本遺構の140m西方に当たる

地点（第27図）で、該期の生活の拠点が最上川沿いの微高地に形成されていた様相を窺うことができ、そ

の集団の水場として本遺構の周辺が利用されていたと想定される。

水場遺構の高台に当たる11区（水場遺構の東方約240mの地点）では、縄文時代後期遺物包含層東側から、

大洞A2式期の土坑3基が検出されている。その中で11区31号土坑（遺構編第237図）は、径1.15mの円

形の土坑で、覆土下位から完形の浅鉢（第43図34）、覆土上位から欠損した磨製石斧（遺物編第237図7）、床

面直上から欠損した磨石（遺物編第237図6）が出土した。浅鉢は焼土粒を多く含むブロック状の層から出

土しており、土層断面では墓標と思われる柱状の痕跡も認められた。上記した点から本遺構は墓壙で、人

為的に埋め戻されたと見なされる。11区は居住域と思われる最上川沿いから東側を見上げた地点に相当

し、結髪形土偶（第42図20）も出土しており、墓域や儀礼の場として該域が利用されていたと考えられる。

2）大洞A式相当の土器について（第43・44図）

高瀬山遺跡HO地区からは大洞A式相当の土器が一定量出土しており、第43図に代表例を図示した。

その様相は、第44図に示した1997年に寒河江市教育委員会によって調査された最上川沿い微高地の近

接地点（以下市調査区）とほぼ同様である。以下、簡単にその特徴を述べることにする。

器種としては、精製浅鉢・壺・深鉢・台付浅鉢・粗製深鉢などが出土している。市調査区同様、その中

でも粗製深鉢が数量的に多く出土しており、晩期後葉の一般的な器種組成といえる。

粗製深鉢は、口縁部の形態や頸・胴部境界部の作出法にバリエーションが見られる。口縁部形態は平縁

と小波状縁があり、立ち上がりの形態も内傾・外傾するものや、直線的に立ち上がるものなど様々である。

頸部と胴部との境界部には、沈線を巡らしたり（第43図46）、段を作出して区画するもの（47）と、無区

画のもの（48～50・53）がある。地文はLR縄文が多く、その殆どに結節縄文が付加される（46・47・

54）。この結節縄文が頸・胴部の区画線として機能していることが多く、本遺跡の特徴となっている。ま

た、該期には地文を羽状縄文・網目状撚糸文とする粗製土器は確認されていない。

次に精製・半精製土器を見てみると、その文様の多くが大洞A式に代表される隆線文手法によって描出

されている。精製土器には「変形匹字文」と「補助単位文」で構成される「特殊工字文」と呼ばれる文様

（第43図1・27・28・34・35・37）が、半精製土器には「匹字文」が多く描かれている（2～5・20等）。

補助単位文に着目すると、特殊工字文は二つに分類することができる。補助単位文が匹字文化している

もの（第43図1、第44図19）と、単純な沈線で描かれているもの（第43図27・34・35）である。前者は

東北地方南部、後者は東北地方北部に特徴的な文様構成であり、東北地方南部に位置する本遺跡において

両特徴が共存していることは興味深い。第44図35・40～42のように、文様帯直上で口縁部が外反す

る深鉢も岩手県域（岩手県北上市九年橋遺跡で多くの出土例）を中心とした東北北部で多く出土しており、本

遺跡には幾つか東北北部の特徴を持った要素が入り込んでいると見なすことができよう。

半精製土器の匹字文は、HO地区では上下対称に描かれるもの（第43図2～4）が多いのに対して、市

調査区では匹字文が半単位ずれたもの（第44図6）や上下同一方向のもの（第44図35）が出土している点

で違いが見られる。しかし天童市砂子田遺跡では、このような各種匹字文が遺跡内で共存しており、同一

時期内のバリエーションとして捉えられよう。

問題となる文様は、沈線文手法で描かれている精製壺であろう（第43図32・33）。32は小破片のため

文様の全体像は不明であるが、恐らく流水型変形工字文を描いており、単純に時期比定するならば、大洞
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A式期よりも新しく位置付けられるであろう。しかし、HO地区からは明確な大洞A’式期の土器が出土

していないことを考えると、大洞A’式期以前として捉える必要性があろう。第43図33は、横長の楕円

形文を3段半単位ずらしながら配置している。このような半単位ずらして沈線文手法で文様を描く精製壺

は、文様構図は異なるが東北北部を中心として大洞A式後半（大洞A2式期）に見られ［品川2003］、大

洞A式の範疇として問題ない。沈線文手法自体は、県内の北柳1遺跡［小林1997、森谷ほか2000］・砂

子田遺跡［森谷2003］でも同様に出土しており、積極的に大洞A’式期まで下げて考える必要性がない

ことを証明している。

以上のような精製・半精製土器に描かれる文様（特殊工字文・匹字文）から高瀬山遺跡出土の大洞A式土

器の編年的位置を考えると、主に鈴木正博氏が指摘する「大洞A2式」に位置付けられるであろう［鈴木

正博1985］。「大洞A2式」については、その位置付けが研究者間で異なっているものの、山形県内では

山形市北柳1遺跡（本遺跡の南東方10.5km）や天童市砂子田遺跡（本遺跡の南東方7km）で、該期の良好な

資料が遺構・遺跡単位で出土しており、一時期を画することは間違いない状況となっている。前後型式で

ある大洞A1式や大洞A’式が本遺跡で出土していないことも、大洞A2式の位置付けを積極的に認める根

拠となり得るであろう。

以上のことをまとめると、高瀬山遺跡出土の大洞A式土器の編年的位置は、「大洞A2式」の範疇で捉

えることができる。在地土器の特徴は天童市砂子田遺跡出土土器と極めて類似しており、山形盆地におけ

る該期の土器様相を知る上で非常に重要な土器群である。また市調査区で見られなかった東北地方北部の

影響が、HO地区出土土器には顕著に見られる点も、今後該期における当地方と東北北部・山形県最北地

方との地域的関係を知るための大きな役割を果たすものと期待される。 （佐藤祐輔）

4 古墳時代について

高瀬山遺跡HO地区では、古墳時代の竪穴住居跡11棟と土坑2基が検出された（第45図）。段丘中位面

の4区で10棟の竪穴住居跡、同一面の11区で1棟の竪穴住居跡が検出されたが、いずれも段丘南側の最

上川に近接する区域に構築されている。1997年に寒河江市教育委員会によって調査された段丘低位面の

最上川沿いの微高地でも、竪穴住居跡が3棟検出されており［大宮ほか1998］、今回の調査により高瀬山

遺跡の中でも南側の最上川に近接した区域が、古墳時代前期の居住域であったことが明かになった。高台

に構築された県史跡高瀬山古墳は、古墳時代後期に位置付けられるもので、高瀬山遺跡HO地区で検出さ

れた集落とは直接関連しない。しかし高瀬山古墳に隣接する高瀬山遺跡1期の調査区で検出された方形周

溝墓は、古墳時代前期に位置付けられており［齋藤・須賀井ほか2004］、時期的には関連を有することに

なるであろう。

高瀬山遺跡HO地区で検出された住居跡のうち、4区14号住居跡、4区19号住居跡、11区6号住居跡

の3棟が、一辺8m超の大型住居跡となる（第49図）。いずれも壁高が浅く遺構検出時に床面が露頭して

いたが、中央北寄りに地床炉を持ち、四隅に柱穴が掘り込まれ、壁溝も認められた。遺構の規模から、集

落の中で特別な施設であったと見なすことができるが、出土した遺物は極めて少なく、性格を暗示するよ

うな遺物は認められなかった。

高瀬山遺跡HO地区の古墳時代出土一括資料は、器台・高坏・小型丸底壺からなる祭式供膳具と、壺・

甕類からなる実用的器種で構成されている。
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第45図　高瀬山遺跡HO地区　古墳時代遺構分布図
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第46図　高瀬山遺跡4区出土の古墳時代遺物集成図（1）
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第47図　高瀬山遺跡4区出土の古墳時代遺物集成図（2）

1（89-1） 

4区　28号住居跡 

4区　40号住居跡 

4区　46号土坑 11区　6号住居跡 

4 
（89-2） 

5 
（89-8） 

2（89-5） 
3（89-3） 

6 
（89-4） 

7（89-7） 
8 

（89-6） 

12（94-6） 

11（94-4） 10（94-3） 9（94-2） 

13（94-9） 
14（94-10） 

15（94-5） 

18（94-7） 17（94-11） 

16（94-8） 

20（129-4） 

19（129-5） 
22 

（223-12） 

21 
（223-11） 

0 （その他　1：6） 20cm

0 （20　1：8） 30cm



4区28号住居跡において、山形市萩原遺跡ST5［山口・吉田2004］をはじめ山形盆地での出土例が

多い折り返した二重口縁の壺（第47図4・8）や、強く「く」の字に屈曲した頸部を持つ甕（第47図3・6）

が出土しており、これらは「漆町編年8群」［田嶋ほか1986］に対応すると考えられる。また4区40号住

居跡では、器台（第47図10）については「漆町編年10群」に属すると思われるが、甕類（第47図13・

14・16）は球体の胴部や頸部の形態などから、概ね「漆町編年8群」の特徴を持つと思われる。4区46

号土坑の底部の薄い有孔鉢（第47図19）と折り返し口縁の壺（第47図20）について、2点とも古い段階

の特徴を有する土器であり、鉢は「辻編年Ⅲ・2」［辻1995］に、壺は「漆町編年8群」に属するものと

見られる。4区8号住居跡・14号住居跡出土土器についても、やはり古い段階の様相が窺える。

4区5号住居跡について、「辻編年Ⅲ・3」に比定できる中空棒状脚を持つ高坏（第46図6）が出土し、

また器台坏部（第46図14）はその類例が白鷹町廻り屋遺跡ST14［鈴木・川田1995］に見られ、共に古

墳時代前期後半のものと推定できる。しかし一方が強く「く」の字に屈曲する頸部と直行する口縁部を持

つ甕（第46図21・22・23）や、また折り返し口縁の壺（第46図25）、天童市高擶南遺跡ST9［尾形・長

瀬2004］に見られる高坏（第46図7）など古い段階の特徴を有する土器が混入しているため、この資料

については今後更なる検討が必要である。また、11区6号住居跡の鉢2点（第47図21・22）については、

同様に廻り屋遺跡ST14の出土例から前期後半に属するものと思われる。

以上のことより、高瀬山遺跡HO地区における古墳時代住居跡一括資料について、「漆町編年8群」期

に対応する前期初頭から前半にかけて、または「漆町編年10群」期に対応する前期後半の二時期に位置

付けられると推測できよう。 （吉田江美子）

5 奈良・平安時代について

高瀬山遺跡HO地区では、奈良・平安時代の竪穴住居跡が226棟、掘立柱建物跡が82棟、竪穴状遺構

が46基が検出された。特に3～5区と12・13区で多く検出された。3～5区は段丘中位面の南側の高

燥地に位置しており、12・13区は高瀬山遺跡SA地区から続く段丘の高位面に形成されている。住居跡

同士の重複が著しく、8世紀後半から9世紀前半にかけての約100年間に営まれた集落跡であったと言え

る（第48図）。

竪穴住居跡226棟のうち、重複してカウントした住居跡（4区64号住居跡と10区8号住居跡）も存して

おり、竪穴状遺構の中に明らかに住居跡である遺構（4区1号竪穴状遺構・5区2号竪穴状遺構）も含まれて

いる。一方10区では、竪穴状遺構とすべき遺構を住居跡（9・10号住居跡）と分類しており、住居跡の棟

数には多少の出入りが存している。

竪穴住居跡の多くは、一辺が4～6mの方形を呈し、主軸方向はやや東寄りにあり、南壁の東寄り又は

西寄りにカマドを構築する傾向が看取される。貼床を有する例が多く、柱穴が明確でない点も特徴として

上げられる。遺構検出面からの壁高は一般に浅く、掘り方の深い住居跡からは、比較的多くの遺物が出土

する傾向が認められる。

竪穴住居跡は住居跡同士が重複する例が数多く存するが、掘立柱建物跡や溝跡との重複関係を有する例

も多々認められた。一般的には掘立柱建物跡や溝跡が竪穴住居跡を切っており、竪穴住居跡の方が古い傾

向にある。特に大規模な溝跡と重複する住居跡は、殆どが溝跡に切られている。従って大規模の溝跡は、

奈良時代の集落の盛行期に伴っていた例があったにせよその数は少なく、多くは平安時代の集落の衰退期
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またはそれ以降の所産であったと考えられる。等高線や崖線に沿って横走したり、最上川沿いの崖線に向

かって縦走していることから、集落内の区画を表徴していたと見なすよりも、排水等の水路としての機能

が類推され、狭い間隔で並走する溝跡については、その間が道路状遺構としての性格を有していたとも考

えられる。

本遺跡では、製鉄に係わった住居跡が3～4棟検出されている。4区26号住居跡、5区8・31号住居

跡、13区2号住居跡であるが、13区2号住居跡を除くと、住居跡の中央に鍛治炉を有し、鉄滓が多く出

土した。鍛治炉は燃焼のため硬化しており、中央部は暗青灰色を呈している。5区31号住居跡のカマド

からは鞴羽口も出土している。これ等の住居跡は工房として、集落の中でも特異な地位を占めていたと想

定される。

13区2号住居跡は、製鉄に係わった遺構であるかどうかは定かでない。長さ2.5mの長大なカマドを

有しており、その前庭部に井戸跡を思わせる径2mの土坑が掘り込まれている。上記から、製鉄のための

送風施設が構築されていた可能性が想定される。

以下では、本遺跡で調査した奈良・平安時代の遺構と遺物から、大型住居跡等の特殊な建物遺構と、多

量の遺物を出土した4区6号住居跡の土器を取り上げると共に、本遺跡から出土した墨書・刻書土器を集

成した。

1）竪穴住居跡と掘立柱建物跡（第49～51図）

本遺跡で大型住居跡と見なしたのは、一辺が8m超の住居跡である。第49図には古墳時代の住居跡も

3棟（第49図1・2・4）含まれているが、奈良・平安時代では5棟の大型住居跡が検出されている。段丘

の高位面に当たる12区に3棟（第49図5～7）、同じく13区で1棟（第49図8）、その他に段丘中位面の5

区で1棟（第49図3）である。

奈良・平安時代の大型住居跡は、壁高が20cm程度と掘り方が深く、4本の主柱穴が検出され、壁面に

沿って壁溝が囲繞されるのが通例である。カマドは南壁に構築されているが、13区8号住居跡は東壁、

12区11号住居跡は北・南壁にカマド2基が構築されている。

大型住居跡は、集落の中でも特別な地位を占めた施設と考えられるが、遺物からそれを裏付ける成果は

得られていない。いずれも該期の居住施設が集中する区域に構築されているが、その中でも崖線に近接す

る段丘の南側で、遺構密度がやや疎らな区域に位置している。集落のまとまりの中でも、やや中心から外

れた地点に構築されていた可能性が考えられる。

次に、壁柱穴を持つ住居跡を取り上げたい。本遺跡では主柱穴が明確でない竪穴住居跡が多いことは、

前記した通りである。その中で壁際に柱穴を有する竪穴住居跡が3棟検出されている（第50図1～3）。い

ずれも一辺5～6.5m程度の中型の住居跡であるが、細部においては差異が存している。

第50図1（3区17号住居跡）は、四方の壁際に径20cm程度の小さな柱穴を3基ずつ配置しており、カ

マドは構築されず、壁溝は西壁と東・北壁の一部に掘り込まれている。壁際にカマドがないことから、四

方に柱穴を巡らすことを可能にしているが、一般の住居跡とは異なる性格の施設であったと考えられる。

第50図2（4区38号住居跡）は、西壁3基、東壁2基の計5基の柱穴が掘り込まれている。カマドは

南壁の西寄りに構築されており、西壁の柱穴が1基少なく、対にはならない。壁溝は検出されていないが、

住居跡中央南東寄りに掘り方を持つ地床炉が存している。カマドを有し地床炉が掘り込まれた住居跡は、

通常製鉄に関係した住居跡であると考えられる（4区26号住居跡、5区8・31号住居跡）。本住居跡からは鉄
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第48図　高瀬山遺跡HO地区　奈良・平安時代遺構分布図
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第49図　高瀬山遺跡HO地区　古墳～平安時代の大型住居跡
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第50図　高瀬山遺跡HO地区　壁柱穴を有する竪穴住居跡と柱穴を有する竪穴状遺跡
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第51図　高瀬山遺跡HO地区　出入り口と推定される施設を有する掘立柱建物跡
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滓が出土していないが、その可能性は否定できないであろう。

第50図3（5区16号住居跡）は、東・西壁際に径30～40cmの柱穴が各2基ずつ掘り込まれている。

カマドは南壁に2基構築されており、壁溝は四方に巡らされ、床面から検出されたピットにも支柱穴が存

した可能性が考えられる。

上記した壁柱穴を持った住居跡の類例は、高瀬山遺跡の既報の調査区からは検出されていない。但し

SA地区では、掘立柱建物跡（SB9648）の中に竪穴住居跡（ST9525）が構築された例が存している。竪穴

住居跡の外周に掘立柱建物跡の柱穴が配列されており、同一の建物であったとの理解が示されている［伊

藤2001］。住居跡の構造が壁立式であったのかどうか判然としないが、柱穴の配置に限っては類似した

構成となっており、今後広く資料を渉猟してみる必要があろう。

高瀬山遺跡HO地区で検出された奈良・平安時代の掘立柱建物跡は82棟に達する。竪穴住居跡と同様

の分布が見られ、重複関係を持つ例も少なくない。規模は2間×3間が多く、掘り方は径・一辺共に50

～90cmの円形・隅丸方形が多い。竪穴住居跡と同一の施設になると想定される例も、3区9号住居跡と

5号掘立柱建物跡、4区41号住居跡と6号掘立柱建物跡に指摘される。竪穴住居跡と掘立柱建物跡が近

接し、主軸方向が合致した例については、住居と倉庫の関係が想定されよう。3区5号住居跡と3号掘立

柱建物跡、5区22号住居跡と9号住居跡、7区6号住居跡と1号掘立柱建物跡、12区27号住居跡と12

号掘立柱建物跡が、前記した関係に相当する。また掘立柱建物跡とした遺構の中には、井戸跡の上屋施設

と思われる例も検出されている（12区14・15号掘立柱建物跡と5・6号井戸跡）。

本遺跡で特記されるのは、出入口施設と思われる構造を持った掘立柱建物跡が、5棟検出されたことで

ある（第51図1～5）。4・5・12区で各1棟、13区で2棟検出されたが、2間×3間の第51図5（13区

2号掘立柱建物跡）を除くと、2間×2間の構造となる。いずれも東西柱列の南側が3間で構成され、柱列

中央の柱心心間が1～1.5mの幅で構成されており、この部分が出入口施設になっていたと想定される。

高瀬山遺跡の既報の調査区の中では類例が見出せず、HO地区に特有の掘立柱建物跡となっている。

その他にHO地区に特有の遺構として、6基の柱穴を持った竪穴状遺構が指摘される。第50図4・5

が該当するが、いずれも12区の東側で検出された。一辺3mの隅丸方形で、遺構内に3対（計6基）の柱

穴が掘り込まれている。4（12区3号竪穴状遺構）は、内側に向かって斜め方向に柱が立てられていたと想

定される。5（12区4号竪穴状遺構）は、4を丁度90°転回した状況にあり、北側柱列が深く、南側柱列

が浅い。両遺構とも建物の大きさの割に柱穴が大きく、その構造は共通しており、何らかの関係が存して

いたことを窺わせる。しかし出土した遺物は少なく、その性格は特定できない。

2）4区6号住居跡出土の土器（第52～54図）

4区6号住居跡（遺構編第67～71図）からは、膨大な量の土器が出土している。当該住居跡は4区の東

端に位置しており、段丘中位面の居住域（3～5区）の中でも東寄りの部分に相当する。一辺4m、壁高

20～25cmを測り、主軸は南北方向にあり、本遺跡に一般的な形状の住居跡と言える。遺構の重複はな

く、単独に存している。

遺物は住居跡の中央の覆土から、夥しい量の須恵器・土師器出土した。径3mの範囲にほぼ限定され、

壁際からの出土は認められていない。須恵器・土師器が主体で、土器以外には石皿・台石・磨石等の石器

類や自然礫も含まれていた。第52～54図が当該住居跡から出土した須恵器・土師器・黒色土器で、131

点を図示している。その内訳は、須恵器が坏44点（第52図1～44）、高台付坏26点（第52図45～70）、
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第52図　高瀬山遺跡4区6号住居跡出土土器（1）
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第53図　高瀬山遺跡4区6号住居跡出土土器（2）
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双耳付坏1点（第52図78）、高台付皿1点（第52図79）、蓋12点（第53図1～12）、甕16点（第53図

13・14・16～26・28～30）、壺2点（第53図15・27）、土師器が坏6点（第52図71～76）、高台付坏1

点（第52図77）、鉢5点（第54図4～8）、甕12点（第54図1・2・9～18）、黒色土器が坏3点（第52図

80～82）、高台付坏1点（第52図83）であった。ほぼ半分を須恵器の坏類が占めているが、第52～54

図から遺漏した資料も存しており、また破片類の器種構成も明確でなく、正確な組成比率を表している訳

ではない。特異な器種としては、土師器の器台形土器（遺物編第72図1・2）も含まれている。
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第54図　高瀬山遺跡4区6号住居跡出土土器（3）
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遺物は、結果的に4面にわたって取り上げている。覆土は20～25cmの厚さで堆積していたが、出土

遺物が多数に上ったため層位毎に取り上げることが叶わず、上面から約10cm毎に機械的に割り振って

遺物を取り上げた。レベルに多少の出入りが存しており、厳密な区分とは見なし難いが、層位的には覆土

の「上位／中位／下位／床面直上」として扱うことができるであろう。しかし土器の出土状況から、土器

の差異を明確に指摘することはできず、土器が一時期に投棄されたことを示していると考えられる。

出土した須恵器の坏は、底部の切り離しが回転糸切りで、切り離し後の調整は認められない。口径が大

きく器高が低く、体部は直線的乃至は外反気味に外傾する。高台付坏は高台が低く直立気味で、体部の外

反が顕著で法量の大きいものが存する。蓋はリング状の摘みを持ち、器高が高く天井部と体部の境が明瞭

なものが多く、扁平なもの（第53図7）も認められる。

上記した特徴は、平野山古窯跡群第12地点SQ33窯跡の窯体内の底面から出土した須恵器に類似する

と考えられる。同地点は高瀬山遺跡HO地区の西方約2.5kmに位置しており、高瀬山遺跡群における須

恵器の供給源であったと見なされている。SQ33窯跡出土土器については、9世紀第2四半期に位置付け

られており（阿部・水戸1999）、4区6号住居跡出土土器も該期に位置するものと考えられる。儀礼・祭

祀等の行為によって、住居跡の窪地に須恵器・土師器類が一括投棄された営為の結果が、4区6号住居跡

の在り方であったと想定され、当該期の基準的資料に位置付けることができるであろう。

3）高瀬山遺跡HO地区から出土した墨書・刻書土器（第55～57図）

高瀬山遺跡HO地区では、78点の墨書土器と4点の刻書土器が出土している。墨書土器は土器に墨や

漆等で書いたり描いたもの、刻書土器は焼成前にヘラのようなもので土器に文字や記号が刻まれたもので

ある。高瀬山遺跡HO地区で出土した墨書・刻書土器は、いずれも須恵器の坏（高台付含む）と蓋で、低

湿地である2区からは58点の墨書土器が出土し、その他に3・4・5・9・12・13区で出土している。

2区を除くといずれも住居跡・竪穴状遺構・井戸跡・土坑の各遺構から出土しており、特に3区2号井戸

跡では、4点の墨書土器が纏まって出土している（第55図2～5）。

2区は縄文時代後・晩期の水場遺構が構築された地点であり、涌水点が随所に存している。古代におい

ても、湧水を日常の生活に利用していたと考えられ、この一帯が集落の共同の作業場になっていたと推測

される。東調査区から出土した墨書土器は15点で、西調査区からは43点が出土している。東調査区は

晩期石組遺構の周辺から出土しており、その他の区域にはあまり認められない（遺構編第422図）。晩期石

組遺構は足場的な施設として機能していたと考えられており、古代においても周囲よりぬかるみの少ない

地点であったと想定される。従って石組遺構上を足場として、周辺の低湿地に墨書土器等が投棄された結

果、石組遺構の周辺に限定的な分布を示すことになったと考えられる。この区域は湧水点が随所に存して

おり、噴砂の痕跡も見られ、古代の遺物が沈降して、縄文時代の堆積層から出土した例も存している。

西調査区からは、43点の墨書土器（第56図32は漆書）が出土したが、その他にも墨書されていない須

恵器の坏や蓋・甕・横瓶等も出土しており、特に西調査区東側とした区域に集中的に認められている（遺

構編第423図）。東調査区東側の窪地には、材が南北方向又は東西方向に敷設され、杭が打ち込まれていた。

木道的な施設であった考えられ、周囲からは縄文時代晩期後葉と奈良・平安時代の遺物が出土している。

材の敷設がいずれの年代であったのか断定しかねるが、材は表土除去後直ぐに検出されており、奈良・平

安時代においても木道的な施設として機能していた可能性が考えられる。遺物の分布は窪地の傾斜が始ま

る北側に集中しており、窪地の中央に向かうに従い少なくなる傾向にある。従って水辺付近から遺物を投
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第55図　高瀬山遺跡HO地区　墨書・刻書土器集成図（1）
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第56図　高瀬山遺跡HO地区　墨書・刻書土器集成図（2）
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第57図　高瀬山遺跡HO地区　墨書・刻書土器集成図（3）
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棄した行為を反映していると推測される。

高瀬山遺跡に隣接する三条遺跡では、墨書土器437点、刻書土器69点が出土しているが、そのうち墨

書土器の90％が河川跡から出土したものであった［高桑ほか2001］。水に係わる儀礼等が執り行われた

結果と推測されるが、本遺跡でも低湿地部である2区から墨書土器が多く出土しており、三条遺跡の成果

と符合した在り方を示している。 （小林圭一）
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自然科学分析



高瀬山遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は　じ　め　に

高瀬山遺跡では、旧石器時代、縄文時代、奈良・平安時代、中世の遺構が検出されている。この中で、

縄文時代の木組遺構と石組遺構は低位段丘上から検出されている。木組遺構の周辺からはトチノキの果皮

が検出されており、これらの遺構はトチノキなどの堅果類の灰抜きや水さらし作業を行った水場遺構と考

えられている［小林・野尻1998a・1998b］。

本報告では、水場遺構の構築時期、周辺の古環境変遷、用材選択や植物利用などに関する資料を得るた

め、自然科学分析調査を実施する。

1 遺構の構築時期

A 木組遺構下位のテフラ分析

（1）試　　　料

木組遺構の下位の断面では、砂・シルトを主体とする土層が観察される。この土層断面では、土層を構

成する砂やシルトとは色調および質感の異なる小ブロックが狭在していることが確認された。これらの小

ブロックはテフラの可能性があり、断面の中部に観察されるシルト層中で観察された小ブロックをテフラ

1、その下位の砂層中で観察された小ブロックをテフラ2、木組遺構西ベルトの8層中に観察された小ブ

ロックをテフラ3とした。試料は、この3点である。

（2）方　　　法

試料は小ブロックそのものをそれ以外の土壌が混入しないように採取したため、試料の量は少ない。テ

フラ1は特に少量であるため湿重で約1g、テフラ2およびテフラ3については湿重で約10g程度を秤量

した。これらを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを

流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。テ

フラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象として観察し、その特徴や含有量の多少を定性

的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態

は、バブル型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表

面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気

泡の長く延びた繊維束状のものとする。形態分類による同定が困難な場合には、火山ガラスの屈折率を測

定する。屈折率測定には、温度変化型屈折率測定装置“MAIOT”［古澤1995］を用いて、30片程度を

目標として計測する。
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（3）結　　　果

テフラ分析結果を第1表に示す。分析を行った全ての試料に、火山ガラスが含まれ、スコリア、軽石は

どの試料にも認められない。認められる火山ガラスは無色透

明のバブル型と軽石型であり、テフラ2に少量、テフラ1と

テフラ3に微量含まれている。他には、どの試料にも角の取

れた石質岩片や長石が多く含まれており、テフラ2には黒雲

母の細片も含まれている。

遺跡の地理的位置および木組遺構と採取試料の層位関係を考慮すると、火山ガラスを含むテフラには、

十和田中掫テフラ［To-Cu：早川1983］、鬼界-アカホヤ火山灰［K-Ah；町田・新井1978］、姶良Tn火

山灰［AT：町田・新井1976］などが考えられる。これらのテフラは形態の類似する火山ガラスが含ま

れているため、顕微鏡下の観察のみではテフラの識別は難しい。そこで、それぞれの試料中の火山ガラス

について屈折率を測定したところ、テフラ1は1.4977-1.5014（平均値1.4995）、テフラ2は1.4983-

1.5021（平均値1.4997）、テフラ3は1.4978-1.5017（平均値1.4999）の値を示す。どの試料でも

1.4990-1.500の範囲に集中している。屈折率測定結果から、テフラ1～3に認められた火山ガラスは前

述のATに由来すると考えられる。ATは南九州の姶良カルデラを給源とする2.2-2.5万年前に噴出した広

域テフラであり、火山ガラスの屈折率は1.498-1.501とされている［町田・新井1992］。テフラ1～3

に含まれる火山ガラスは少量であり、テフラ2にはATとは由来の異なる黒雲母が含まれている。また同

一のテフラに由来する火山ガラスが異なる層位に認められている。これらのことを考慮すると、今回認め

られたテフラ1～3は、本地点より上流域に一旦堆積したATが流水などによって削剥され、運搬されて

再堆積したものであると考えられる。

B 遺構構築材等の放射性炭素年代測定

（1）試　　　料

a）β線計数法

試料は、木組遺構、石組遺構、 から採取した木材や種実を含む土壌試料10点である。各試料の詳細

は、測定結果と共に表2に記した。なお、 から採取した木材試料は、樹種同定用に採取した試料を使用

するが、いずれも量が少ないために W1とW2を合わせて1点とした。

b）加速器質量分析法

試料は、木組遺構および石組遺構から出土した構築材9点である。いずれも樹種同定用に採取した試料

であり、切片作製後の残試料を測定用試料とした。

（2）方　　　法

a）β 線 計 数 法

・前処理

炭化材を乾燥、粉砕したものを水に入れて、浮上してきたものを除去した。次に水酸化ナトリウム溶液

で煮沸した。室温まで冷却した後、水酸化ナトリウム溶液を傾斜法で除去した。この作業を除去した水酸

1 遺構の構築時期
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試料名
スコリア 火山ガラス 軽石

テフラ1 － ＋ cl・bw,cl・pm －

テフラ2 － ＋＋ cl・bw,cl・pm －

テフラ3 － ＋ cl・bw,cl・pm －

凡例　－:含まれない、＋:微量、＋＋:少量。
cl:無色透明、bw:バブル型、pm:軽石型。

量 量 色調・形態 量

第1表　テフラ分析結果



化ナトリウム溶液の色が薄い褐色になるまで繰返した。次に濃硝酸を加えて煮沸した。室温まで冷却した

後、傾斜法により除去した。充分水で洗浄した後、乾燥して蒸し焼き（無酸素状態で400℃に加熱）にした。

蒸し焼きにした試料は純酸素中で燃焼して二酸化炭素を発生させた。発生した二酸化炭素は捕集後、純粋

な炭酸カルシウムとして回収した。

・測定試料の調製

前処理で得られた炭酸カルシウムから真空状態で二酸化炭素、アセチレン、ベンゼンの順に合成した。

最終的に得られた合成ベンゼン3ml（足りない場合は、市販の特級ベンゼンを足して3mlとした）にシンチレ

イターを含むベンゼン2mlを加えたものを測定試料とした。

・測定

測定は、1回の測定時間50分間を20回繰返す計1,000分間行った。未知試料の他に、値が知られてい

るスタンダード試料と自然計数を測定するブランク試料を一緒に測定した。

・計算

放射性炭素の半減期としてLIBBYの半減期5,570年を使用した。

b）加速器質量分析法

土壌や根など目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、超音波洗浄な

どにより物理的に除去する。その後HClにより炭酸塩等酸可溶成分を除去、NaOHにより腐植酸等アル

カリ可溶成分を除去、HClによりアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸・アル

カリ・酸処理）。

試料をバイコール管に入れ、1gの酸化銅（Ⅱ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空に

して封じきり、500℃（30分）850℃（2時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を

利用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてバイコール管に精製したCO2と鉄・水素を投

入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃で10時間以上加熱し、グラファイトを生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径1mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源

に装着し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置（NEC

Pelletron 9SDH-2）を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局（NIST）から提供され

るシュウ酸（HOX-Ⅱ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13C/12Cの測定も行

うため、この値を用いてδ13Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5,568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とした

年代（BP）であり、誤差は標準偏差（One Sigma;68%）に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02（Copyright 1986-2005 M Stuiver and

PJ Reimer）を用い、誤差として標準偏差（One Sigma）を用いる。

（3）結　　　果

β線計数法による放射性炭素年代測定結果を第2表、加速器質量分析法による放射性炭素年代測定結果

を第3表に示す。β線計数法で測定した試料は、石組遺構直下の木材が2,940BP、木組遺構・石組遺

構・ から出土した木材・種実・種実混じり泥炭が、2,370～2,600BPで誤差範囲が重複する。一方、

後期の木組遺構における木材の年代は、3,390～3,490BPであり、誤差範囲で重複し、他の試料よりも
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古い年代を示す。

加速器質量分析法で測定した試料は、後期1号および2号木組で3,410-3,510BP、石組で2,330BPと

2,810BP、晩期木組で2,630BPと2,800BPであった。

加速器質量分析法で測定した値について、暦年較正を行った結果を第4表に示す。暦年較正とは、大気

中の14C濃度が一定で半減期が5,568年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の

変動による大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い（14Cの半減期5,730±40年）を較正することであ

る。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年

較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、1年単位で表している。暦年較正に際し

ては、いずれも北半球の大気中炭素に由来する較正曲線を用いる。

暦年校正は、測定誤差σ、2σ双方の値を計算する。σは統計的に真の値が68％の確率で存在する範

囲、2σは真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、σ、2σの範囲をそれ

ぞれ1とした場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

測定誤差をσとして計算させた結果、S1268はcalBC1,756-1,643、S1617はcalBC1,875-1,683、

S1634はcalBC1,741-1,562、S1424はcalBC1,880-1,766、S263はcalBC511-381、S667は

calBC1,010-918、S912はcalBC895-812、W392はcalBC838-797、W643はcalBC1,002-914である。

（4）考　　　察

石組遺構、木組遺構、 は、縄文時代晩期の可能性が考えられている。年代測定値は、β線計数法によ

る測定を行った試料が2,370～2,600BP、加速器質量分析法を実施した試料が2,330～2,810BP（補正

年代2,350～2,820BP）であった。β線計数法と加速器質量分析法による測定値はほぼ重複しており、調

1 遺構の構築時期
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遺構名 試料名 試料の質 方法 年代
誤差

Code No.
＋ －

晩期石組遺構 クルミ集中部分 種子 β線 2,420 130 120 PAL-248

晩期石組遺構東 炭化種子層 炭化種子混じり泥炭 β線 2,600 120 120 PAL-249

晩期木組遺構 種子集中部 種子混じり泥炭 β線 2,570 140 130 PAL-250

晩期木組遺構 取水口木枠 生木 β線 2,540 190 180 PAL-251

東調査区西側流木 W1+W2 生木 β線 2,370 180 170 PAL-252

晩期石組3段 RW9103 生木 β線 2,940 100 100 PAL-699

晩期木組4段 RW9165 生木 β線 2,520 140 130 PAL-700

後期木組1号2段 RW9440 生木 β線 3,480 110 110 PAL-701

後期木組2号2段 RW9501 生木 β線 3,340 80 80 PAL-702

後期木組2号2段 RW9510 生木 β線 3,490 80 80 PAL-703

1）年代は、1950年を基点とした年数。
2）放射性炭素の半減期は、LIBBYの5570年を使用した。

1）測定は、加速器質量分析法（AMS法）による。
2）年代値の算出には、Libbyの半減期5,568年を使用。
3）BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。
4）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

第2表　放射性炭素年代測定結果（1）

第3表　放射性炭素年代測定結果（2）

試料番号 登録番号 遺構 試料の質 測定年代 δ13C 補正年代 Code No.

S1268 RW9434 後期木組1号2段 生木（ウルシ） 3,410±30BP -23.98±1.04‰ 3,420±30BP IAAA-11862

S1617 RW9510 後期木組2号2段 生木（クリ） 3,460±50BP -27.93±1.01‰ 3,440±50BP IAAA-11863

S1634 後期木組2号2段 生木（ニレ属） 3,430±50BP -32.65±0.91‰ 3,370±50BP IAAA-11864

S1424 RW9468 後期木組2号1段 生木（クリ） 3,510±30BP -27.44±1.09‰ 3,490±30BP IAAA-11865

S 263 RW1600 晩期石組 生木（クリ） 2,330±50BP -22.79±1.14‰ 2,350±50BP IAAA-11866

S 667 RW1988 晩期石組1段 生木（クリ） 2,810±30BP -23.82±1.20‰ 2,820±30BP IAAA-11867

S 912 晩期石組4段 生木（ハンノキ属・根材） 2,710±30BP -25.56±1.22‰ 2,700±30BP IAAA-11868

W 392 RW1911 晩期木組2段 生木（クリ） 2,630±30BP -20.90±1.10‰ 2,660±30BP IAAA-11869

W 643 RW9144 晩期木組4段 生木（クリ） 2,800±30BP -23.92±1.22‰ 2,800±30BP IAAA-11870



和的である。東北地方における縄文時代晩期の年代については、いずれも同位体効果の補正を行っていな

い値で2,590～2,820BPの値が得られている［キーリ・武藤1982］。今回の結果は、この年代の範囲に

ほぼ重複しており、調和的である。

一方、後期木組遺構では、β線計数法による測定を行った試料が3,340～3,490BP、加速器質量分析

法を実施した試料が3,410～3,510BP（補正年代3,370～3,490BP）であった。後期木組についてもβ線

計数法と加速器質量分析法の測定値はほぼ重複している。東北地方における縄文時代後期の年代について

は、未補正値で3,340～3,960BPの値が得られている。今回の測定値は既存の年代測定値の範囲内であ

り、調和的である。
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第4表　暦年較正結果

試料名 補正年代（BP） 暦年較正年代（cal） 相対比 Code No.

S1268 3,415± 37

σ
cal BC 1,756 cal BC 1,664 cal BP 3,706 - 3,614 0.959

IAAA-11862

cal BC 1,649 cal BC 1,643 cal BP 3,599 - 3,593 0.041

cal BC 1,819 cal BC 1,798 cal BP 3,769 - 3,748 0.032

cal BC 1,780 cal BC 1,620 cal BP 3,730 - 3,570 0.893

S1617 3,436± 52
σ

cal BC 1,875 cal BC 1,843 cal BP 3,825 - 3,793 0.194

IAAA-11863
cal BC 1,818 cal BC 1,798 cal BP 3,768 - 3,748 0.098

cal BC 1,780 cal BC 1,683 cal BP 3,730 - 3,633 0.707

2σ cal BC 1,887 cal BC 1,621 cal BP 3,837 - 3,571 1.000

S1634 3,367± 54

σ
cal BC 1,741 cal BC 1,608 cal BP 3,691 - 3,558 0.972

IAAA-11864
cal BC 1,569 cal BC 1,562 cal BP 3,519 - 3,512 0.028

2σ
cal BC 1,868 cal BC 1,847 cal BP 3,818 - 3,797 0.017

cal BC 1,774 cal BC 1,514 cal BP 3,724 - 3,464 0.983

S1424 3,490± 38

σ
cal BC 1,880 cal BC 1,837 cal BP 3,830 - 3,787 0.391

IAAA-11865
cal BC 1,832 cal BC 1,766 cal BP 3,782 - 3,716 0.609

2σ
cal BC 1,914 cal BC 1,735 cal BP 3,864 - 3,685 0.967

cal BC 1,713 cal BC 1,694 cal BP 3,663 - 3,644 0.033

S263 2,347± 50

σ
cal BC 511 cal BC 433 cal BP 2,461 - 2,383 0.495

IAAA-11866

cal BC 429 cal BC 381 cal BP 2,379 - 2,331 0.505

2σ

cal BC 744 cal BC 689 cal BP 2,694 - 2,639 0.066

cal BC 664 cal BC 647 cal BP 2,614 - 2,597 0.015

cal BC 551 cal BC 353 cal BP 2,501 - 2,303 0.856

cal BC 292 cal BC 230 cal BP 2,242 - 2,180 0.061

cal BC 218 cal BC 214 cal BP 2,168 - 2,164 0.001

S667 2,816± 38

σ cal BC 1,010 cal BC 918 cal BP 2,960 - 2,868 1.000

IAAA-11867
2σ

cal BC 1,112 cal BC 1,101 cal BP 3,062 - 3,051 0.010

cal BC 1,087 cal BC 1,063 cal BP 3,037 - 3,013 0.024

cal BC 1,058 cal BC 893 cal BP 3,008 - 2,843 0.937

cal BC 875 cal BC 849 cal BP 2,825 - 2,799 0.029

S912 2,700± 38
σ

cal BC 895 cal BC 869 cal BP 2,845 - 2,819 0.357

IAAA-11868cal BC 854 cal BC 812 cal BP 2,804 - 2,762 0.643

2σ cal BC 915 cal BC 801 cal BP 2,865 - 2,751 1.000

W392 2,659± 36
σ cal BC 838 cal BC 797 cal BP 2,788 - 2,747 1.000

IAAA-11869
2σ cal BC 896 cal BC 792 cal BP 2,846 - 2,742 1.000

W643 2,804± 37

σ cal BC 1,002 cal BC 914 cal BP 2,952 - 2,864 1.000

IAAA-11870
2σ

cal BC 1,050 cal BC 888 cal BP 3,000 - 2,838 0.933

cal BC 883 cal BC 844 cal BP 2,833 - 2,794 0.067

2σ

cal BC 1,875 cal BC 1,842 cal BP 3,825 - 3,792 0.075

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1）計算には、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.01（Copyright 1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer）を使用
2）計算には1桁目を丸めた補正値を使用している。
3）統計的に真の値が入る確率はσは68%、2σは95%である。
4）相対比は、σ、2σのそれぞれを1とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。



2 古 環 境 変 遷

A 土壌試料採取位置

土壌試料は、主に調査区東側の木組遺構および石組遺構の周囲から採取している（第1・2図）。各地点

の層序を第3図に示す。各地点の中で、晩期木組遺構西ベルトの層序において縄文土器型式との対比がな

されているため、土壌試料採取の各地点の層序についても晩期木組遺構西ベルトを中心に対比する。

晩期木組遺構西ベルトの層序は、上位からⅠ層～Ⅹ層に分層されている。最下部のⅩ層は灰色粘質土で

砂を多く含む。Ⅸ層は灰色粘質土で、下部に炭化物層や土器が認められる。Ⅷ層は黒色炭化物層で土器を

多く含む。Ⅶ層は黄灰色粘質土および灰色粘質土となり、褐色粘質土中には炭化物を多く含む。Ⅵ層は、

黄褐色砂質土層で炭化物を少量含む。Ⅴ層は黒褐色粘質土および褐色粘質土となり、炭化物を多く含む。

Ⅳ層は黒褐色粘質土で炭化物を含む。Ⅲ層は黒色粘質土で植物遺体を多く含むが遺物は少ない。Ⅱ層は黒

褐色粘質土で植物遺体を多量に含む。Ⅱ層とⅠ’層の境界が晩期木組遺構最終面に相当する。Ⅰ層は、Ⅰ

層およびⅠ’層に分けられる。Ⅰ’層は、黒褐色粘質土で植物遺体を多量に含む。Ⅰ層は、黒褐色粘質土で

小礫をやや多く含み、砂分も多いが、植物遺体は少ない。堆積時期は、概ねⅨ層以下が縄文時代後期前葉、

Ⅷ層～Ⅳ層が縄文時代後期中葉、Ⅲ層以上が縄文時代晩期前葉～中葉にあたる。土壌試料は、微化石用

（試料番号1～26）と微細物分析用（RN9451コラムサンプル：試料番号1～27）を採取した。この中で晩期木

組遺構西ベルトにおける微化石用の土壌試料のうち、1-17は西壁、18-26は東壁から採取したものであ

る。また、晩期木組遺構下の平面からも層位試料9点を採取した。

基本層序は、上位から1、6、7、9、5層に分層されている。最下部の5層は黒色粘質土（未分解泥炭）、

9層は砂混じりの黒色～黒褐色粘質土（未分解泥炭）、7層は有機物の分解が進んだ黒色砂層、6層は黒褐

色粘質土、1層は黒褐色粘質土である。5層が縄文時代晩期、9層以上は奈良・平安時代以降とされる。5

層はおそらく晩期木組遺構西ベルトのⅢ層に対比され、9層中には下位の5層が再堆積していると考えら

れる。土壌試料は、上位の1層から5層まで、試料番号1～21を採取した。

晩期石組遺構下泥炭層は、上位より1～3層、5層に分層されている。5層は黒褐色粘質土（未分解泥炭）、

3層は砂質の黒色シルト、2層は黒色粘質土（未分解泥炭）、1層は暗灰色細～粗砂である。5層～3層が縄

文時代後期、3層上限が縄文時代晩期初頭、1層最上部が晩期中葉とされる。2層はおそらく晩期木組遺

構西ベルトのⅢ層に対比されると考えられる。土壌試料は、上位の1層から5層まで、試料番号1～9を

採取した。

晩期石組遺構南側は、上位より4、15～24層に分層されている。24層、22層、18層、16層は灰色

粘質土、23層は黒色粘質土、21層は黒褐色炭化層、20層は暗灰黄色粘質土、19層、15層、4層は黒褐

色粘質土、17層はオリーブ黒色粘質土である。この中で21層はトチノキの種子の破片（炭化物）を多量

に含む未分解の泥炭である。24層～21層が縄文時代後期中葉、20層～15層が後期後葉、4層最下部が

晩期初頭とされる。4層は晩期木組遺構西ベルトのⅢ層～Ⅰ層に対比されると考えられる。本地点では微

細物分析用の土壌試料（RN9452コラムサンプル：試料番号1～19）が採取されている。

この他、晩期木組遺構1段階の調査時に木組周辺の土壌試料を面的に6点採取している。また、石組遺

構のクルミ集中部から2点、湧水点から1点の土壌試料も採取している。

2 古 環 境 変 遷

404



405

第1図　高瀬山遺跡自然科学分析試料採取地点（1）
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第2図　高瀬山遺跡自然科学分析試料採取地点（2）
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第3図　各地点の模式柱状図および試料採取位置
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B 珪藻化石群集からみた堆積環境

（1）試　　　料

試料は、基本層序の21点（基本層序No.1～21）、晩期木組遺構西ベルト27点（晩期木組遺構西ベルト

No.1～17,18-1,18-2,19～26）、晩期木組遺構下の9点（晩期木組遺構下No.1～9）、晩期石組遺構下泥炭層

の9点（晩期石組遺構下泥炭層No.1～9）、晩期木組遺構1段階の周囲から面的に採取された6点（晩期木組

遺構1段階No.1～5,S1）、晩期石組遺構のクルミ集中部と東側炭化種子集中範囲の2点、湧水地点から採取

された1点の合計75点である。

（2）方　　　法

試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、

珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるい

は1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを

対象に200個体以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、原口ほか（1998）、

Krammer, K.（1992）、Krammer, K．& Lange-Bertalot, H.（1986,1988,1991a,1991b）などを参照する。

同定結果は、汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種順に並べ、その中の各種類はアルファベット順に並

べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度

（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。そして、産

出個体数200個体以上の試料については、産出率2.0～3.0％以上の主要な種類について、主要珪藻化石

群集の層位分布図を作成する。また、産出した化石が現地性の化石か異地性の化石かを判断する目安とし

て、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあたっては、海水～汽水生種については小杉（1988）、

淡水生種については安藤（1990）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性については、Asai,

K. & Watanabe, T.（1995）の環境指標種を参考とする。

（3）結　　　果

分析の結果得られた珪藻化石群集の特徴を各地点別に記載する。

a）基　本　層　序

結果を第5・6表、第4図に示す。珪藻化石は、各試料とも豊富に産出し、試料番号21～19、試料番

号18～15、試料番号14～10、試料番号9～4、試料番号3～1で産状に違いが見られる。

試料番号21～19は、一般水域に生育する水生珪藻が優占するが、陸上のコケや土壌表面など多少の

湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻も30～40％産出することを特徴とする。淡水生種

の生態性の特徴は、貧塩不定性種（多少の塩分には耐えられる種）、pH不定性種（pH7.0付近の中性水域に最

も良く生育する種）・真＋好アルカリ性種（pH7.0以上のアルカリ性水域に最も良く生育する種）、流水不定性種

（流水にも止水にも生育する種）が優占あるいは多産する。主な産出種は、流水不定性で付着性の

Gomphonema parvulum、陸生珪藻の中でも分布がほぼ陸域に限られる耐乾性の高い陸生珪藻A群［伊藤・

堀内1991］のHantzschia amphioxysが10～20％産出し、流水付着性で中～下流性河川指標種群［安藤

2 古 環 境 変 遷
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第5表　基本層序の珪藻分析結果（1）

Coscinodiscus marginatus Ehrenberg Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Coscinodiscus spp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Denticulopsis vulgaris （Okuno） Yanagisawa et Akiba Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1
Grammatophora macilenta W.Smith Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Nitzschia marginulata var. subconstricta Grunow Euh - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Paralia sulcata （Ehr.）Cleve Euh B - - - - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - 1 1
Stephanopyxis sp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Thalassiosira nordenskioeldii Cleve Euh A - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Thalassiosira spp. Euh - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 2
Fragilaria brevistriata Grunow Ogh-Meh al-il l-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Nitzschia obtusa var. scalpelliformis Grunow Ogh-Meh al-il ind S - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 4
Nitzschia palea （Kuetz.）W.Smith Ogh-Meh ind ind S - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-Meh al-il ind - 4 6 9 6 - 4 1 9 - 4 3 2 - 2 - 2 - - 3 -
Achnanthes hungarica Grunow Ogh-ind al-il ind U 4 3 5 4 2 3 4 - - 2 1 1 7 - - 1 - - - 3 -
Achnanthes lanceolata （Breb.）Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 1 1 3 5 2 2 3 1 3 1 3 4 3 1 8 - 16 4 15 12 7
Achnanthes minutissima Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - -
Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U 11 19 16 13 11 4 3 1 1 10 3 6 8 2 1 - - - 2 3 -
Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - 4 15 2
Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind ind RB - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9 - 2
Anomoeoneis brachysira （Breb.）Grunow Ogh-ind ac-il l-ph O,T - - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Aulacoseira alpigena （Grun.）Krammer Ogh-hob ac-il l-bi N,U - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Aulacoseira ambigua （Grun.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi N - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1
Aulacoseira crenulata （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - 1 -
Aulacoseira granulata （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi M,U - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Aulacoseira italica （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1
Caloneis aerophila Bock Ogh-ind al-il ind RA - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Caloneis bacillum （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 1 - - - - - 4 1 1 1 - - - - - 1 - - - - 1
Caloneis lauta Carter & Bailey-Watts Ogh-ind ind ind - - - - - - 1 2 - - - - - - - - - - 1 - -
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB - 1 - 1 1 - 1 6 5 3 1 - - 11 1 - 1 3 4 2 3
Caloneis silicula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind 2 1 1 2 - 1 2 - 2 1 - 1 1 - - 2 - - - - 2
Caloneis silicula var. minuta （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il ind 1 2 2 - 1 - 2 - 1 1 - - 1 - - - - - - - -
Caloneis undulata （Greg.）Krammer Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2
Caloneis spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - 12 5 9
Cocconeis placentula var. euglypta（Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Craticula cuspidata （Kuetz.）D.G.Mann Ogh-ind al-il ind S 1 - 2 - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - - -
Cymbella amphioxys （Kuetz.）Grunow Ogh-ind ac-il l-ph - - - - 2 - - - - 1 1 - 1 1 - - - - - - -
Cymbella aspera （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind O,T - 1 - - 1 - 3 4 3 3 5 1 1 2 11 4 3 2 1 - -
Cymbella cuspidata Kuetzing Ogh-ind ind ind - - 1 - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Cymbella ehrenbergii Kuetzing Ogh-ind ind l-ph O - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Cymbella gracilis （Ehr.）Kuetzing Ogh-ind ind l-ph T 2 4 4 - - - 1 1 - 1 1 - - - - - - - - - -
Cymbella heteropleura var. minor Cleve Ogh-hob ac-il l-ph - 1 - 1 - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - -
Cymbella mesiana Cholnoky Ogh-ind al-bi l-bi O - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind O 3 2 2 8 4 5 2 1 - 8 6 7 9 1 - - - - - 1 -
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T 44 32 29 9 6 5 14 2 2 2 3 4 9 5 - 2 - - - 4 2
Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Cymbella subaequalis Grunow Ogh-ind al-il l-ph O,T - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -
Cymbella tumida（Breb. ex Kuetz.）V.Heurck Ogh-ind al-il ind T 2 5 4 3 - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Cymbella spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - 1 2 - - - - - - - - - - - -
Diatoma hyemals var. mesodon （Ehr.）Kirchener Ogh-ind al-il r-bi K,T - - - - - 1 - 1 - - 1 - 1 - - - - - - - -
Diatoma vulgaris Bory Ogh-ind al-il r-bi K,T - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - -
Diploneis elliptica （Kuetz.）Cleve Ogh-ind al-il l-ph RA,T - - - - - - 2 - 2 - - - - - - - - - - - -
Diploneis ovalis （Hilse）Cleve Ogh-ind al-il ind 1 - - - - - 1 1 4 - 1 - - - 1 1 1 1 - 1 1
Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind 1 8 3 8 8 3 3 9 17 8 7 3 2 1 2 1 - 1 2 2 2
Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh-ind ind l-ph RI - - - - - - - 3 16 - - 2 - - - - - - - - 1
Diploneis spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - 4 8 - 1 - - - - 5 - - - 1 -
Eunotia arcus Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph 1 - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -
Eunotia bilunaris （Ehr.）Mills Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 2 - - - 1 2 2 - - 1 1 - 1 1 3
Eunotia biseriatoides H.Kobayasi Ogh-ind ind ind RA - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Eunotia duplicoraphis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - - 2 - - 1 - - 1 1 - - - - - 5 - - 1 -
Eunotia fallax A.Cleve Ogh-hob ac-bi ind RA - - - - - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - -
Eunotia gracialis Meister Ogh-hob ind l-bi - - - - - - - - - - - - - - 2 - 6 1 - - -
Eunotia implicata Noepel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O - - - - - - - - - - - - - - - - 4 - - 1 -
Eunotia monodon var. asiatica Skvortzow Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Eunotia pectinalis var. minor （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 7 6 9 10 17 11 6 4 9 17 13 13 12 1 10 8 28 18 1 7 2
Eunotia pectinalis var. undulata （Ralfs）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia subarcuatoides Noerpel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 3 -
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - 2 1 2 5 - - -
Fragilaria alpestris Krasske Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Fragilaria bicapitata A.Mayer Ogh-hob ind l-bi - - - - 2 5 1 - - 1 8 1 1 - - - - - - - -
Fragilaria capucina Desmazieres Ogh-ind al-il ind T - - - - - 17 4 - - 4 - - - - - - - - - 1 -
Fragilaria capucina var. gracilis （Oestr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T 6 2 6 2 12 13 13 7 7 23 9 9 18 4 3 4 1 - 1 - -
Fragilaria capucina var. mesolepta （Rabh.）Rabenhorst Ogh-ind al-il l-ph T - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria capucina var. rumpens （Kuetz.）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il l-ph U - 1 2 - 5 - 10 - 3 2 4 13 3 - - - - - - - -
Fragilaria construens （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Fragilaria construens fo. binodis （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph U 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria construens fo. venter （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S 2 1 2 1 - 1 2 1 - - - 1 - - - - - - - - 1
Fragilaria parasitica （W.Smith）Grunow Ogh-ind al-il ind U - 1 2 - - 1 - - - 1 - 1 1 - - - - - - - -
Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph S 1 1 1 - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria ulna （Nitzsch）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind - 4 1 - 1 - - - 1 - 3 2 - - - - - - - 1 -
Fragilaria vaucheriae （Kuetz.）Petersen Ogh-ind al-il r-ph K,T - 2 - 5 3 6 - - 1 7 1 4 3 - - - - - - 1 -
Fragilaria vaucheriae var. capitellata （Grun.）Patrick Ogh-ind al-il ind T - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U - 1 1 - - - 1 4 2 1 1 1 - 1 25 22 27 11 1 1 1
Frustulia vulgaris （Thwait.）De Toni Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - 1 - - 1 - - - 1 -
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O 1 2 4 2 3 - - - 1 1 2 1 3 1 - - 1 - - 1 2
Gomphonema angustatum （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U 4 2 - 1 1 7 - - 1 1 - 1 1 - - - - - - - 1
Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt Ogh-ind ac-il unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Gomphonema angustatum var. undulata （Greg.）Grunow Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Gomphonema angustum Agardh Ogh-ind al-il ind - - - - - 1 - - - 1 - - - 1 - 2 - - - - -
Gomphonema clavatum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind - 1 - - - - - 2 2 - - - - - 1 - - - - 1 -
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U 1 3 2 5 3 2 2 - 2 6 9 10 1 1 1 1 3 2 - 3 3
Gomphonema minutum （Agardh）Agardh Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 23 13 35 39 37 47 28 11 7 29 35 48 58 10 8 6 8 9 25 43 31
Gomphonema productum（Grun.）hange-B.& Reichardt Ogh-ind al-il ind - 1 5 4 6 - - - - - - 1 1 - - - - - - 1 1
Gomphonema pseudosphaerophorum H.Kobayasi Ogh-ind al-il l-ph - - - 2 1 1 - - 1 - 2 - - - - - - - - - -
Gomphonema pumilum（Grun.）Reichardt & Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind - 1 1 - - - - - - 1 - - - - - - - 2 - - -
Gomphonema sarcophagus Gregory Ogh-ind al-il ind - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Gomphonema sphaerophorum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind T - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Gomphonema subtile Ehrenberg Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Gomphonema truncatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph T 2 2 1 - - - - - - - 1 - 3 - - - - - - 2 -
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk - - - 2 - - 1 - 1 - - - - - - - - - - 1 -
Hantzschia amphioxys （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 2 1 - 1 4 2 8 10 10 2 3 2 4 10 4 6 3 11 48 20 20
Hantzschia amphioxys var. vivax （Hantz.）Grunow Ogh-ind al-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Hantzschia vivax （W.Smith）M.Preagallo Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Martyana martyi （Heribaud）Round Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T - - - - - - 1 - - - 1 - - - - - 1 - 3 3 7
Meridion circulae var. constrictum （Ralfs）V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T 3 1 3 3 6 4 6 2 7 5 10 2 4 5 85 11 73 90 3 14 19
Navicula americana Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Navicula clementioides Hustedt Ogh-ind ind ind 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Navicula cocconeiformis Gregory Ogh-hob ind r-ph - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Navicula confervacea （Kuetz.）Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S 14 8 10 5 - 2 - - 1 1 - 2 1 - - 1 - - - 2 -
Navicula constans Hustedt Ogh-unk unk unk - 3 2 - - - - 1 - - - - 1 - - - - - - - -
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 1 1
Navicula contenta fo. biceps （Arnott）Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -
Navicula cryptocephala Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - -
Navicula elginensis （Greg.）Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U 4 1 4 2 1 - 1 - 1 - 1 - 1 - - - - - 33 2 1
Navicula elginensis var. neglecta （Krass.）Patrick Ogh-ind al-il r-ph U 4 5 2 1 - 3 - - - 1 - 2 4 - - - - - - - -
Navicula kotschyi Grunow Ogh-ind al-il ind - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Navicula laevissima Kuetzing Ogh-ind ind ind - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Navicula mobiliensis var. minor Patrick Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -

塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
種　　　　　類

生態性 環境
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第6表　基本層序の珪藻分析結果（2）

Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 3 3 2 4 2 4 8 6 9 - - 1 - 4 1 2 4 1 20 8 12
Navicula placenta fo. obtusa Meister Ogh-ind al-il ind - - 3 8 4 - 1 - 2 - - 4 3 1 - - 1 - - - -
Navicula pupula Kuetzing Ogh-ind ind ind S - - - - - 3 - - - - - - - 1 - - - - - - -
Navicula rhynchocephala Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Navicula tokyoensis H.Kobayasi Ogh-ind ind l-ph RI 3 - - - - 5 - - - 1 - - 1 - - - - - - - -
Navicula venerablis Hohn & Hellerman Ogh-ind al-il l-ph 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Navicula viridula （Kuetz.）Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph K,U - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Navicula spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5
Neidium affine （Ehr.）Cleve Ogh-hob ind l-bi - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - -
Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - -
Neidium ampliatum （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph 2 1 - - - 1 1 - 1 1 2 - 2 1 - - - - - - -
Neidium bisulcatum （Lagerst.）Cleve Ogh-ind ac-il ind RI - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1 - -
Neidium dubium （Ehr.）Cleve Ogh-ind ind ind - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - -
Neidium iridis （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O 1 - - 1 1 2 1 2 2 - 1 2 - 3 - - - - 1 - 2
Neidium iridis var. amphigomphus （Ehr.）V.Heurck Ogh-hob ac-il l-bi - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - -
Neidium tokyoensis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Neidium spp. Ogh-unk unk unk - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 3 - 2
Nitzschia angustata （W.Smith）Cleve Ogh-ind al-il l-bi - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Nitzschia nana Grunow Ogh-ind ind ind RB,S - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 1 1
Orthoseira roeseana （Rabh.）O’Meara Ogh-ind ind ind RA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O 6 6 4 5 - - - 1 2 1 3 3 1 1 4 - 1 1 - - -
Pinnularia acrosphaeria var. undulata Skvortzow Ogh-ind al-il l-ph O - 1 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia alpina W.Smith Ogh-hob ac-il unk - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia appendiculata （Ag.）Cleve Ogh-hob ind ind RB 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 1 2 -
Pinnularia borealis var. scalaris （Ehr.）Rabenhorst Ogh-ind ind ind RA - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia braunii （Grun.）Cleve Ogh-hob ac-bi l-ph 1 - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia brebissonii （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind ind ind U - 1 - - - - - - - - - 1 1 2 - - - - 1 - 2
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il ind 2 1 1 - 3 4 - - - 3 3 - 1 - 2 - 2 - 1 1 2
Pinnularia brevicostata var. sumatrana Hustedt Ogh-ind ac-il l-ph - - 1 2 3 - 1 - - - 1 - 2 - - - 1 - - - 1
Pinnularia cf.cuneata （Oestrup）A.Cleve-Euler Ogh-hob ac-il und - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - -
Pinnularia divergens W.Smith Ogh-hob ac-il l-ph 1 1 - - 1 - - - 1 - 2 1 2 - - - - - - - -
Pinnularia divergens var. elliptica （Grun.）Cleve Ogh-hob ind ind - 1 - 1 - - - - - - 2 1 - - - - - - - - -
Pinnularia divergentissima （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Pinnularia episcopalis Cleve Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - - - - - 5 - - 1 - - -
Pinnularia esoxiformis Fusey Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - 2 2 - - - 1 - - - 1 - - - -
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O 6 6 5 1 3 7 3 2 1 6 3 4 1 2 - 1 1 1 - - 1
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh-hob ac-il ind - 8 2 11 7 - 3 - 3 - 4 8 3 - - - - - - 1 -
Pinnularia graciloides Hustedt Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -
Pinnularia imperatrix Mills Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - 2 - - - - - 2 - - - - - -
Pinnularia inconstans Mayer Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -
Pinnularia karelica Cleve Ogh-ind ind l-ph - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia lignitica Cleve Ogh-hob ac-il ind - 1 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia macilenta （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-ph - 1 1 - - - 3 - - - 1 1 2 - 1 1 - - - - -
Pinnularia major Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi 1 - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - -
Pinnularia mesolepta （Ehr.）W.Smith Ogh-ind ind ind S 1 2 1 3 - - - 1 1 2 1 1 - 1 - 1 - - - - -
Pinnularia microstauron （Ehr.）Cleve Ogh-ind ac-il ind S - - - 1 - 1 1 - - - - - - - - - - - - 1 1
Pinnularia neomajor Krammer Ogh-ind ac-il l-bi - 1 - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - -
Pinnularia nobilis Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - -
Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O 2 2 1 3 - - 1 - 1 - - - - 1 - - - 1 - - 1
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA 1 - - - - - - - 6 - - - - - - - - - - - -
Pinnularia ornata H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - 2 - 1 - - - - 8 1 1 1 - - -
Pinnularia pisciculus Ehrenberg Ogh-hob ac-il ind - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - 1 - - - - 1 - - - - - - 2
Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind ind RI - - - - 1 - 5 1 3 1 - 2 3 - - 1 - - 1 4 2
Pinnularia schroederii （Hust.）Krammer Ogh-ind ind ind RI - - - - 1 - 4 - 1 - - - - - - 1 - - 1 - 1
Pinnularia senjoensis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia stomatophora （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il l-ph - - 1 - 1 1 1 - 1 1 1 1 1 1 2 4 2 7 - - -
Pinnularia stomatophora var. triundulata（Font.）HustedtOgh-hob ac-il ind - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - -
Pinnularia streptoraphe Cleve Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - 2 - - - - 2 - - - 1 - - - - - -
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S - - - - - - 1 - 2 1 - 2 - - - 2 2 - - - 2
Pinnularia subnodosa Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia subrupestris Krammer Ogh-hob ac-il ind - - - 3 2 - 1 2 7 - - 1 1 - - - - - 1 - -
Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - 1 - - 2 1 - 2 - 3 - - - 1 - - - - - -
Pinnularia sudetica （Hilse）M.Peragallo Ogh-hob ac-il l-ph 1 - - - - - - - - 2 - - - 1 - 3 - 6 - - -
Pinnularia ueno Skvortzow Ogh-hob ac-il l-ph - 1 - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia viridiformis Krammer Ogh-ind ind ind - - - - - - - - - - 1 1 1 - 2 - - - - - 3
Pinnularia viridis （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind ind O - 8 2 3 5 2 6 1 7 4 8 2 1 6 3 3 - 7 1 3 9
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 2 - - - 1 1 1 2 4 1 2 2 1 8 - 6 1 9 1 2 4
Rhoicosphenia abbreviata （Ag.）Lange-B.   Ogh-hil al-il r-ph K,T - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Rhopalodia gibba （Ehr.）O.Muller Ogh-ind al-il ind - 1 - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - - - -
Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-hil al-il ind 5 - - - - 3 - - - 5 - - - 1 - 1 - 4 - - -
Sellaphora laevissima （Kuetz.）Mann Ogh-ind ind ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 -
Sellaphora pseudopupula （Krasske）Lange-B. Ogh-ind ind ind - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Sellaphora pupula （Kuetz.）Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis acuta W.Smith Ogh-ind al-il l-ph - 1 - - 1 - - 2 5 1 2 - - 1 5 1 1 1 - 1 -
Stauroneis agrestris var. inflata H.Kobayasi Ogh-ind ind ind RI - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind T 1 - - 1 - 1 1 - - 1 1 1 1 1 - 1 - - - - 1
Stauroneis javanica （Grun.）Cleve Ogh-unk unk unk - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis kriegeri Patrick Ogh-ind ind unk T 3 2 2 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - 1 1 1 - - - - - - - 5
Stauroneis legumen var. elliptica H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis legumen var. nipponica （Skv.）H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis obtusa Lagerstedt Ogh-ind ind ind RB 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis phoenicenteron （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O 1 - 1 3 3 1 - - - 1 1 5 3 - 1 - - 1 - 1 -
Stauroneis phoenicenteron fo. gracilis （Ehr.）Hustedt Ogh-ind ind l-ph O - - - - - 2 - - - 1 - - - - - - - - - - -
Stauroneis phoenicenteron fo. hattorii Tsumura Ogh-ind ind ind O 1 3 1 1 2 1 - - - 1 1 - - - - - - - - - 1
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind - 1 - 1 1 - - - - - 1 - 1 1 1 2 1 1 - 1 -
Stauroneis smithii Grunow Ogh-ind al-il r-ph U - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis tenera Hustedt Ogh-ind ind ind RB - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Surirella angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi U - - - 1 2 - - - - - 3 - 2 - - 1 - - - 1 -
Surirella ovata Kuetzing Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Surirella ovata var. pinnata （W.Smith）Hustedt Ogh-ind al-il r-ph U - - 1 - - - - - - 3 - - - - - - - - 1 - -
Surirella pontocsekii Meister Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - -
Surirella robusta Ehrenberg Ogh-hob ind l-bi - 1 - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - -
Surirella robusta var. splendida （Ehr.）V.Heurck Ogh-unk al-il l-ph - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Surirella tenera Gregory Ogh-hob ind l-bi - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Synedra ulna （Kuetz.）Ehrenberg Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - - - - -
Tabellaria fenestrata （Lyngb.）Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi O,T - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Tabellaria flocculosa （Roth）Kuetzing Ogh-hob ac-il l-bi T 1 - 1 2 7 4 2 1 - 15 13 7 6 2 - 2 - - 1 2 -
海水生種合計 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6
海水～汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種合計 0 4 6 9 6 0 4 1 9 0 4 3 2 0 2 0 2 0 0 5 5
淡水生種合計 203 212 205 199 198 201 203 109 193 206 212 208 221 103 205 118 206 204 202 199 194
珪藻化石総数 203 216 211 208 205 202 207 111 203 206 216 211 223 103 207 118 208 204 202 208 205

塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
種　　　　　類

生態性 環境

凡例

H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種

Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種

Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-ind ：貧塩不定性種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ：真流水性種

Ogh-unk ：貧塩不明種 unk ：pH不明種 unk ：流水不明種

環境指標種群

A:外洋指標種，B:内湾指標種（以上は小杉，1988）

K:中～下流性河川指標種，M:湖沼浮遊性種，N:湖沼沼沢湿地指標種，O:沼沢湿地付着生種（以上は安藤，1990）

S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（以上はAsai，K. & Watanabe，T.，1986）

R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI群、伊藤・堀内，1991）



1990］のAchnanthes lanceolata、Meridion circulae var. constrictum などを伴う。

試料番号18～15は、陸生珪藻は減少し、水生珪藻が優占する。淡水生種の生態性の特徴は、水素イ

オン濃度に対して真＋好酸性種（pH7.0以下の酸性水域に最も良く生育する種）、流水に対して真＋好流水性

種（流水域に最も良く生育する種）が増加し多産することを特徴とする（一部、真＋好流水性種の少ない試料も

ある）。主な産出種は、流水付着性で中～下流性河川指標種群のMeridion circulae var. constrictumが40％

前後と優占し、好止水性で付着性のFragilaria virescens、流水不定性で沼沢湿地付着生種群［安藤1990］

のEunotia pectinalis var. minorなどを伴う。

試料番号14～10になると、これまで多産した真＋好流水性種は減少することを特徴とする。ただし、

塩分に対する適応性、水素イオン濃度に対する適応性については大きな変化はない。主な産出種は、流水

不定性で付着性のGomphonema parvulum が20％前後と多産し、流水不定性で沼沢湿地付着生種群の

Eunotia pectinalis var. minor、止水性のFragilaria capucina var. gracilis、Tabellaria flocculosaなどを伴う。

試料番号9～4は、淡水生種の生態性の点では前試料と大きな変化はない。流水不定性で付着性の

Gomphonema parvulumが10～20％産出し、流水不定性で沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var.

minor 、流水不定性のDiploneis parma、止水性のFragilaria capucina var. gracilis などを伴う。

試料番号3～1は、生態的には大きな変化はない。流水不定性で付着性のCymbella silesiacaが10～

20％産出し、流水不定性で付着性のGomphonema parvulum、Amphora affinis、陸域にも水域にも生育する

陸生珪藻のB群［伊藤・堀内1991］であり、有機汚濁の進んだ富栄養水域を好む好汚濁性種［Asai,K.

and Watanabe,T.，1995］でもあるNavicula confervaceaを伴う。

b）晩期木組遺構西ベルト

結果を第7・8表、第5図に示す。珪藻化石は、各試料とも豊富に産出する。完形殻の出現率は、50

～90％の幅で変動するが、70％前後の試料が多い。産出分類群数は、37属167種類である。
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第4図　基本層序における主要珪藻化石群集の層位分布
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塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 18-1 18-2 19 20 21 22 23 24 25 26
種　　　　　類

生態性 環境

12 13 14 15 16 17

Actinocyclus ingens Rattray Euh 1 - - - - - - - - - - 1 2 1 - - - 1 - - 2 - - 1 2 - -
Actinoptychus senarius （Ehr.）Ehrenberg Euh A - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Arachonoidiscus spp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Auliscus sp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Cocconeis californica （Grun.）Grunow Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Coscinodiscus marginatus Ehrenberg Euh - - - - - - - - 1 - - 1 1 1 - - - - 1 - 1 - - 1 2 - -
Coscinodiscus spp. Euh - - - - - - - - 1 1 - 1 1 1 - - - 1 - - 1 1 - 1 2 - -
Denticulopsis vulgaris（Okuno） Yanagisawa et Akiba Euh - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - -
Denticulopsis spp. Euh 2 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - 1 1 - -
Grammatophora spp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Paralia sulcata （Ehr.）Cleve Euh B - - - - - - - - - - - 2 1 - - - - - - - - - - 1 - - -
Stephanopyxis sp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -
Synedra jouseana Scheshukova Euh 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Thalassionema nitzschioides （Grun.）Grunow Euh A,B - - - - - - - - - - 1 - 3 1 - - - - - - - - 1 2 2 1 -
Thalassiosira temperei （Brun）Akiba & Yanagisawa Euh 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Thalassiosira spp. Euh - - - - - 1 - 2 - - 1 - 1 1 - - - - - 1 1 - - 2 1 - -
Triceratium spp. Euh - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Cocconeis scutellum Ehrenberg Euh-Meh C1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Fragilaria brevistriata Grunow Ogh-Meh al-il l-ph U - - - - - - - - - - - 2 1 3 - - - - - - - - - - 1 2 -
Gyrosigma nodiferum （Grun.）G.West Ogh-Meh al-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-Meh al-il ind 2 - - - 1 - 1 - - - 1 - 1 - - 2 - 3 - - - - 1 2 1 4 5
Achnanthes clevei Grunow Ogh-ind al-il l-ph T 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Achnanthes crenulata Grunow Ogh-ind al-bi l-ph T - - - - 1 - - - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - - - 1 1
Achnanthes hungarica Grunow Ogh-ind al-il ind U 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Achnanthes inflata （Kuetz.）Grunow Ogh-ind al-il r-ph T - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - 1 - 1
Achnanthes japonica H.Kobayasi Ogh-ind al-il r-bi J,T 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Achnanthes lanceolata （Breb.）Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 12 14 19 12 8 6 3 6 1 5 - - - 2 5 4 3 1 - - - - - - - - 2
Achnanthes linearis W.Smith Ogh-ind al-bi ind - - - - - - - - - - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - - -
Achnanthes minutissima Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - -
Achnanthes rostrata Oestrup Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Achnanthes silvahercynia Lange-B. Ogh-ind ac-il ind - - - - - - - - 2 - - - - 2 - - - - - - - - - - - - -
Achnanthes subhudsonis Hustedt Ogh-ind ind r-ph T - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - 1
Achnanthes spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 3
Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U 2 4 2 - - - - - - - - - 1 1 30 1 1 - - - - - - - - 1 -
Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA 11 - - 1 - - - - - - - 1 1 1 - - 2 1 - 3 - - - - - - -
Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind ind RB - 1 - - - - - - - - 1 1 1 - 2 - - - - - - - - - 1 - -
Amphora pediculus （Kuetz.）Grunow Ogh-ind al-bi ind T - - - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - 1 -
Aulacoseira alpigena （Grun.）Krammer Ogh-hob ac-il l-bi N,U - - - 1 - - - - 1 - - - - - 3 - - - 1 - - - - - - - -
Aulacoseira crassipunctata Krammer Ogh-ind ac-il l-ph - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Aulacoseira crenulata （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph 1 - - - - 1 2 1 - 4 1 - - - 5 2 1 - - 1 3 - - - - - -
Aulacoseira granulata （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi M,U - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - 2 - - - - - 2
Aulacoseira italica （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - 1
Aulacoseira spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 1
Caloneis angustivalva Petit Ogh-unk unk unk RI - - - - - - - - 2 - 3 2 1 - - - - 2 - 1 - - - - 3 - -
Caloneis bacillum （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Caloneis lauta Carter & Bailey-Watts Ogh-ind ind ind 1 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB - 8 12 1 1 2 2 3 - - - - - - 13 6 10 - 1 - 1 - - - - - 1
Caloneis silicula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Caloneis undulata （Greg.）Krammer Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Caloneis spp. Ogh-unk unk unk 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -
Ceratoneis arcus Kuetzing Ogh-hob ind r-bi K,T - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1 - 2
Ceratoneis arcus var. recta （Cl.）Krasske Ogh-ind ind r-bi T - - - - - - - - - - - 2 - 2 - 1 - - - 1 - - - - 1 - 4
Cocconeis neodiminuta Krammer Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - -
Cocconeis placentula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind U - 1 1 - - - - 1 - - - 1 3 4 1 1 - 1 - - - - - 1 4 1 6
Cocconeis placentula var. euglypta（Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - - - - - - - 1 - 1 4 - 1 - - - - - 1 - - - - - - - 1
Cocconeis placentula var. lineata （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - 1 - - - - - - - - 1 1 - 1 - - - - - - - - - - - 6 9
Cyclotella sp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - -
Cymbella aspera （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind O,T - - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - 1 2 2
Cymbella cistula （Ehr.）Kirchner Ogh-ind al-il l-ph O,T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 2
Cymbella leptoceros （Ehr.）Kuetzing Ogh-ind al-bi l-ph T 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind O - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind ind T 2 - - - - - - 1 - - - 1 - 4 - - - 1 - - 1 - - - 2 3 7
Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T 1 - 2 - - - - - 2 1 2 1 1 6 1 - - 3 - - - - - - 5 6 19
Cymbella tumida （Breb. ex Kuetz.）V.Heurck Ogh-ind al-il ind T - - - - - - - - - - 1 - 1 1 - - - 2 - - - - - 1 5 - 9
Cymbella tumida var. gracilis Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
Cymbella turgidula Grunow Ogh-ind al-il r-ph K,T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - 2
Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow Ogh-ind al-il r-ph T 1 1 - - - - - - 1 - - 1 - 3 - - - 1 1 - 2 - - 1 - 4 11
Cymbella spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - 1 -
Denticula spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Diatoma hyemals var. mesodon（Ehr.）Kirchener Ogh-ind al-il r-bi K,T - 1 - 3 - 1 5 6 2 6 6 - 3 - 1 1 - - 3 1 - - 1 - 2 3 4
Diatoma vulgaris Bory Ogh-ind al-il r-bi K,T - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - -
Diatomella balfouriana （W.Smith）Grevil Ogh-ind ind ind RA - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1
Diploneis elliptica （Kuetz.）Cleve Ogh-ind al-il l-ph RA,T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - -
Diploneis ovalis （Hilse）Cleve Ogh-ind al-il ind 1 1 - 1 1 1 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind 2 4 4 - - - - 1 - 1 - - - - - 2 - - - - - - - - - - -
Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh-ind ind l-ph RI - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Epithemia adnata （Kuetz.）Brebisson Ogh-ind al-bi ind - 1 - - - - - - - - - 1 - 1 - - - 1 - - 1 - - - 1 2 1
Epithemia sorex Kuetzing Ogh-ind al-bi ind T - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - -
Epithemia turgida （Ehr.）Kuetzing Ogh-ind al-il l-ph T - - - - - - - - - - 1 1 1 1 - - - 1 - 1 - - - - 1 5 5
Epithemia turgida var. westermannii（Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - -
Epithemia spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - 1 - - 1 1 - -
Eunotia arcus Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia bilunaris （Ehr.）Mills Ogh-hob ac-il l-ph - 1 - - 1 - - 1 - 1 - - - - - 2 - - - - 1 - - - - - -
Eunotia biseriatoides H.Kobayasi Ogh-ind ind ind RA - - - 1 - - - 1 - - - - 1 3 - - - - - - 1 - 1 - 1 3 1
Eunotia duplicoraphis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph 1 2 - 1 1 - - - - 1 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - -
Eunotia fallax A.Cleve Ogh-hob ac-bi ind RA - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia formica Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-bi - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia gracialis Meister Ogh-hob ind l-bi - - 1 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - -
Eunotia implicata Noepel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O 1 2 - - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-il ind O - - - 2 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Eunotia pectinalis （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Eunotia pectinalis var. minor（Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 8 8 3 4 4 8 4 5 - 3 - - - - 9 5 4 - - - - 1 - - 1 7 1
Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB,O,T - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 -
Eunotia praerupta var. bidens Grunow Ogh-hob ac-il l-ph RB,O - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Eunotia steineckii Petersen Ogh-hob ac-il ind - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Eunotia subarcuatoides Noerpel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind 1 1 - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk - - - - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - 1 1 2 - 1
Fragilaria alpestris Krasske Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - 8 3 1 - - - - - - - - - -
Fragilaria bicapitata A.Mayer Ogh-hob ind l-bi - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria capucina Desmazieres Ogh-ind al-il ind T - - - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 2 1
Fragilaria capucina var. gracilis（Oestr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T 1 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria capucina var. rumpens（Kuetz.）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria construens （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria construens fo. binodis （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph U 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Fragilaria construens fo. venter （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S - - 1 1 - - 1 - - - - 2 - 2 - - - - - - - - - - - 1 1
Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph S - - - - - - - - - - 1 1 - - 7 1 - - - - - - - - - 1 1
Fragilaria ulna （Nitzsch）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind 2 - - - - - - - 2 1 1 - 1 1 - - - 3 - - - - - 1 - 1 2
Fragilaria vaucheriae （Kuetz.）Petersen Ogh-ind al-il r-ph K,T 1 - - - - - - 1 1 - - 1 - 6 - 1 - - - - - - - - - 1 3
Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U 4 11 23 15 23 7 16 7 2 14 - - - - 17 6 6 - - - - - - - - - 1
Fragilaria spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Frustulia rhomboides （Ehr.）De Toni Ogh-hob ac-il l-ph P - - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - -
Frustulia vulgaris （Thwait.）De Toni Ogh-ind al-il ind U 1 - 1 - - - - - - - - - - 2 1 2 1 1 - - - - - - - 1 1
Frustulia weinholdii Hustedt Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - - - - - - 3 1 - - - - - - - - - -
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O 1 - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - -
Gomphonema angustatum（Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U 4 3 - 2 - - - - - - - - - - 2 1 2 - - - - - - - - - -
Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt Ogh-ind ac-il unk - - - - - - - - 1 1 - - - - 1 - 2 - - - - - - - - - -
Gomphonema angustum Agardh Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2
Gomphonema christensenii Lowe et Kociolek Ogh-unk unk r-ph T 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Gomphonema clavatum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - - - 1 1 - - 1 - - - - - - - - - - - -
Gomphonema clevei Fricke Ogh-ind al-bi r-ph T - - - - - - - - 1 - - - - - - - - 1 - - - - 1 - - 2 2
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U 2 2 1 - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Gomphonema minutum （Agardh）Agardh Ogh-ind al-il r-ph U - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Gomphonema olivaceum （Lyngb.）Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 17 38 17 17 13 17 14 24 - 21 6 2 2 2 13 20 16 2 - - - 1 - - 4 2 9
Gomphonema pumilum（Grun.）Reichardt & Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind 1 - 1 - - - - - - 1 - - - 3 - - - - - - - - - - 1 3 10
Gomphonema sarcophagus Gregory Ogh-ind al-il ind 3 2 - - 1 1 2 3 - - - - - - - 2 2 - - - - - - - - - -
Gomphonema sumatorense Fricke Ogh-ind ind r-bi J - 1 - - 1 - - - 1 - 2 1 - - 1 - - 4 1 - - 1 - - 4 11 7
Gomphonema truncatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph T - - - - - - - - 1 - 1 1 - - - - - - - - - - - - - 1 1
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk 2 - 1 - 1 - - - 1 - - - - 2 - - - - - - - - - 1 1 2 -

第7表　木組遺構西ベルトの珪藻分析結果（1）
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塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 18-1 18-2 19 20 21 22 23 24 25 26
種　　　　　類

生態性 環境

12 13 14 15 16 17

Gyrosigma scalproides （Rabh.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - - -
Gyrosigma spencerii （W.Smith）Cleve Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Hantzschia amphioxys （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 17 7 8 4 6 7 5 7 24 4 24 21 24 9 12 18 14 25 6 8 1 2 1 3 9 10 7
Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T 4 4 5 24 20 31 45 34 - 45 5 1 - - 8 13 28 - - - 2 - - - - 1 -
Meridion circulae var. constrictum（Ralfs）V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T 21 20 26 93 81 102 74 58 4 78 5 4 - 1 10 19 28 - 3 - - - - - 3 - 3
Navicula bryophila Boye-Petersen Ogh-ind al-il ind RI - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Navicula clementis Grunow Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Navicula confervacea （Kuetz.）Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - -
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T 1 2 1 2 1 1 1 - - 1 1 - - - 1 - - 1 - 1 - - - - 1 1 -
Navicula contenta fo. biceps （Arnott）Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T 1 - - - - - - 5 3 - 5 4 2 3 - 1 - - - - - - - - 1 - -
Navicula elginensis （Greg.）Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U 8 14 16 3 7 3 4 7 5 4 8 4 6 1 8 32 29 13 2 1 - - - 1 1 3 4
Navicula elginensis var. cuneata H.Kobayasi Ogh-ind al-il ind - - - - - - 1 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Navicula elginensis var. neglecta（Krass.）Patrick Ogh-ind al-il r-ph U 1 2 - 1 - - 1 - 1 - - - - 1 - 2 3 - - - - - - - - - -
Navicula hambergii Hustedt Ogh-ind ind ind RI - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
Navicula ignota Krasske Ogh-ind ind ind RB - - - - - - - 1 - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - -
Navicula lapidosa Krasske Ogh-ind ind ind RI - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - -
Navicula mobiliensis var. minor Patrick Ogh-ind al-il ind 1 - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - 1 1
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 7 8 9 7 3 4 7 13 45 3 26 29 11 10 4 10 24 17 3 - 3 1 - 1 13 11 7
Navicula placenta Ehrenberg Ogh-ind al-il ind RI - 1 1 - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - -
Navicula radiosa Kuetzing Ogh-ind ind ind U - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Navicula seminulum Grunow Ogh-ind ind ind RB,S - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Navicula subnympharum Hustedt Ogh-ind ind ind - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Navicula tantula Hustedt Ogh-ind ind ind RI,U - - - - - - - - - - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - -
Navicula spp. Ogh-unk unk unk - 1 - - 1 - 1 1 - - 1 - 1 - 1 1 - - - - - - - 2 - - 2
Neidium affine （Ehr.）Cleve Ogh-hob ind l-bi - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk ind RA - - - - - - - - - - - - 3 - - 1 - - - - - - - - - - -
Neidium ampliatum （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph 3 - 1 1 - - - - - - - - - - 1 2 - - - - - - - - - - -
Neidium iridis （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O 1 1 1 - - 1 - - - - - - - - - 2 1 - - - - - - - - - -
Neidium spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S 3 11 32 2 5 3 1 1 1 3 - - 1 - 3 8 7 - - - - - - - - - -
Nitzschia brevissima Grunow Ogh-ind al-il ind RB,U 2 - - - 1 - - 1 - 1 - 1 - 1 - 2 - 1 - - - - - - 1 - -
Nitzschia homburgiensis Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Nitzschia linearis W.Smith Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Nitzschia spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Orthoseira roeseana （Rabh.）O’Meara Ogh-ind ind ind RA - 1 - - - - - - - 1 - - 1 2 - - - 4 - 1 1 - - - 2 - -
Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O 1 - 1 - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 2 2 - - - - - - 1 - - 2 2 1 - - - 2 1 - - - - - 2 - 1
Pinnularia braunii （Grun.）Cleve Ogh-hob ac-bi l-ph - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Pinnularia brebissonii （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind ind ind U - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il ind - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia brevicostata var. sumatrana Hustedt Ogh-ind ac-il l-ph - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia divergens W.Smith Ogh-hob ac-il l-ph - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia divergens var. elliptica（Grun.）Cleve Ogh-hob ind ind - 1 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia divergens var. ignorata Krammer Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia divergentissima （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il ind - - - - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - -
Pinnularia esoxiformis Fusey Ogh-hob ac-il ind - - 1 - 1 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O - - - 1 - - - - - - 1 - - 1 - 1 - - - - - - - - - - 1
Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh-hob ac-il ind - - - - - - 1 1 - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -
Pinnularia microstauron （Ehr.）Cleve Ogh-ind ac-il ind S 1 - 1 - - - - - - - - - - - 1 1 2 - - - - - - - - - -
Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O 3 2 1 - 1 - 1 1 - - - - - - 1 - 2 - - - - - - - 1 - -
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA - - - - - - - - - - - - - - 1 2 - - 1 - - - - - - 1 1
Pinnularia ornata H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph 2 1 - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind ind RI 1 - 1 - - - - - - - - - - - - 3 2 - - - - - - - 1 - 2
Pinnularia schroederii （Hust.）Krammer Ogh-ind ind ind RI 1 - - - - 1 - 2 2 - 6 7 13 - 7 1 1 3 - 2 - - - 1 - 4 1
Pinnularia silvatica Petersen Ogh-ind ind ind RI 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - 1 - -
Pinnularia stomatophora （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il l-ph 3 3 - 1 1 - 1 - - 1 - - 1 - - - - - - - - - - - 1 - -
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S - - 1 3 3 1 2 - - - - 1 1 - - - 2 - 2 - - - - 1 - - -
Pinnularia subnodosa Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - 4 - - 1 - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - -
Pinnularia ueno Skvortzow Ogh-hob ac-il l-ph - 1 - - - - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - -
Pinnularia viridiformis Krammer Ogh-ind ind ind 3 2 1 1 - - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Pinnularia viridis （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind ind O 2 7 2 - 5 2 2 - - 1 - - 1 1 - 1 - 1 1 - - - - - - - 1
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - 4 - - - - - - - -
Rhoicosphenia abbreviata （Ag.）Lange-B.   Ogh-hil al-il r-ph K,T - - - - - 1 - 1 3 - - 3 - 1 - - - 2 - 1 - - - - - - 6
Rhopalodia quisumbirgiana Skvortzow Ogh-hil al-il ind - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 1
Sellaphora laevissima （Kuetz.）Mann Ogh-ind ind ind - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Sellaphora pupula （Kuetz.）Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S - - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis acuta W.Smith Ogh-ind al-il l-ph - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis agrestris var. inflata H.Kobayasi Ogh-ind ind ind RI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind T - 1 1 - - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - - - - - -
Stauroneis kriegeri Patrick Ogh-ind ind unk T - - - - - - - - - 1 - - - - 1 - - 1 - - - - - - - - -
Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind 7 5 1 1 1 2 - 1 - - - - - 1 2 3 4 - - - - - - - - - -
Stauroneis lauenburgiana fo. angulata Hustedt Ogh-ind al-il ind 2 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis obtusa Lagerstedt Ogh-ind ind ind RB - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Stauroneis phoenicenteron （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - - - - - - - - - - - - - - 4 - - - - - - - - - - - -
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind 2 - - - - - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - -
Stauroneis phoenicenteron fo. hattorii Tsumura Ogh-ind ind ind O - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -
Stauroneis prominula Hustedt Ogh-ind ind unk - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
Stauroneis tenera Hustedt Ogh-ind ind ind RB - - - - - - 1 - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -
Stauroneis thermicola （Petersen）Lund Ogh-unk unk unk RI - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Stephanodiscus rotula （Kuetz.）Hendey Ogh-ind al-il l-bi M - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -
Stephanodiscus spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - -
Surirella angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi U - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - -
Surirella ovata var. pinnata （W.Smith）Hustedt Ogh-ind al-il r-ph U 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Surirella robusta Ehrenberg Ogh-hob ind l-bi - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Surirella spp. Ogh-unk unk unk - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
Synedra inaequalis H.Kobayasi Ogh-ind al-il r-bi J,K,T - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Synedra rostrata Pantocsek Ogh-ind al-il r-ph - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Tabellaria fenestrata （Lyngb.）Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi O,T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1
Tabellaria flocculosa （Roth）Kuetzing Ogh-hob ac-il l-bi T - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1
Tabellaria spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -
海水生種合計 5 0 0 0 0 1 0 2 2 1 5 5 10 5 0 0 0 2 1 1 4 1 1 8 12 1 0
海水～汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種合計 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 2 2 3 0 2 0 3 0 0 0 0 1 2 2 6 6
淡水生種合計 201 216 210 206 204 207 203 203 113 205 117 104 90 99 204 201 206 104 36 28 23 7 5 18 89 117 197
珪藻化石総数 208 216 210 206 205 208 204 206 115 206 123 111 102 107 204 203 206 110 37 29 27 8 7 28 103 124 203

凡例

H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種

Euh-Meh ：海水生種－汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種

Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種

Ogh-ind ：貧塩不定性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ：真流水性種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 unk ：pH不明種 unk ：流水不明種

Ogh-unk ：貧塩不明種

環境指標種群

A:外洋指標種，B:内湾指標種，C1:海水藻場指標種（以上は小杉1988）

J:上流性河川指標種，K:中～下流性河川指標種，M:湖沼浮遊性種，N:湖沼沼沢湿地指標種

O:沼沢湿地付着生種，P:高層湿原指標種（以上は安藤1990）

S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（以上はAsai，K. & Watanabe，T.，1986）

R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI群、伊藤・堀内1991）

第8表　木組遺構西ベルトの珪藻分析結果（2）



試料番号26・25は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、真＋好流水性種と流水不定性種が優占また

は多産する。とくに多産するものはなく、流水付着性で流水指標種のCymbella sinuata、Gomphonema

sumatorense、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、Navicula mutica などが産出する。

試料番号24は、前試料の産出種に加えてActinocyclus ingens、Coscinodiscus marginatus、Denticulopsis spp.、

Thalassionema nitzschioides などの海生種を伴う。このうち、Actinocyclus ingens、Denticulopsis spp.は新第

三紀の絶滅種である。

試料番号18-1は、水生珪藻と陸生珪藻とが半々ずつ産出する。水生珪藻では、沼沢湿地付着生種群の

Navicula elginensis、陸生珪藻ではA群のHantzschia amphioxys、Navicula mutica などが10～20％産出

する。なお、珪藻化石の少なかった試料番号18-2～23の6試料では、ほぼ同様のものが産出する。

試料番号17～15は、水生珪藻が優占するが、陸生珪藻も20％前後産出する。淡水生種の生態性は、

貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種・真＋好流水性種が優占する。主な産出種は、流水不

定性で沼沢湿地付着生種群（沼よりも浅く水深が1m前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や更に水深の浅い

湿地で優勢な出現の見られることからその環境を指標する種）のNavicula elginensis、流水付着性で中～下流性河

川指標種群のMeridion circulae、M. circulae var.constrictum、流水不定で付着性のGomphonema parvulumが

10～15％産出する。陸生珪藻は、A群のHantzschia amphioxys、Navicula muticaが7％前後産出する。

試料番号14～9は、試料番号10で流水性種が優占する試料もあるが、全般的に陸生珪藻の産出が高

いことで特徴付けられる。産出種の特徴は、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、Navicula muticaが20

～40％と優占し、流水不定性で沼沢湿地付着生種群のNavicula elginensisを伴う。

試料番号8～4は、水生珪藻が優占し、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、真＋好流水性種が優占す

ることで特徴付けられる。産出種の特徴は、流水性で中～下流性河川指標種群の Meridion circulae

var.constrictum が40％と優占し、同じ生態性のMeridion circulae が20％前後と多産することである。こ

れに付随して、流水不定性のGomphonema parvulum、好酸性・好止水性のFragilaria virescens を伴う。

2 古 環 境 変 遷
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第9表　遺構覆土の珪藻分析結果（1）

種　　　　　類

遺構覆土

環境
指標種

湧水地点

塩分 pH 流水 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 S1 S1 

晩期木組遺構 晩期石組遺構
クルミ　東側炭化S
集中部　集中範囲

生　態　性

Actinocyclus ingens Rattray Euh    - - - 1 - - - - -
Coscinodiscus spp. Euh    A,B   - - - 1 - - - - -
Denticulopsis spp. Euh    - - - 1 - - - - -
Grammatophora spp. Euh    - - - 1 - - - - -
Thalassionema nitzschioides （Grun.）Grunow Euh    A,B   - - - 1 - - - - -
Thalassiosira spp. Euh    - - - 1 - 2 - - -
Bacillaria paradoxa Gmelin Ogh-Meh al-bi l-ph U     1 - - - - - - - -
Navicula gregaria Donkin Ogh-Meh al-il ind U     1 - - - - - - - -
Navicula veneta Kuetzing Ogh-Meh al-il ind U     - - - - - - - - 2
Nitzschia brevissima Grunow Ogh-Meh al-il ind RB,U  1 2 - - - 1 - - -
Nitzschia obtusa var. scalpelliformis Grunow Ogh-Meh al-il ind S     1 - - - 1 7 - - -
Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-Meh al-il ind 2 2 - - - - - - -
Achnanthes affinis Grunow Ogh-ind al-il ind - 1 - - - - - - -
Achnanthes convergens H.Kobayasi Ogh-ind ind  r-ph T     - 1 - 1 - - - - -
Achnanthes exigua Grunow Ogh-ind al-il ind S     - - - - - - - - 1
Achnanthes hungarica Grunow Ogh-hil al-il ind U     - - - - - - - - 10
Achnanthes lanceolata （Breb.）Grunow Ogh-ind ind  r-ph K,T   25 2 1 - 1 1 3 2 -
Amphora montana Krasske Ogh-ind ind  ind RA    - - - - - - - 8 -
Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind  ind RB    - 1 - - 4 - - 1 -
Amphora ovalis （Kuetz.）Kuetzing Ogh-ind al-il ind T     - - - - 1 - 1 - -
Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U     1 - 18 - - 1 54 1 -
Aulacoseira alpigena （Grun.）Krammer Ogh-hob ac-il l-bi N,U   - 1 - - - - 1 - -
Aulacoseira granulata （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi M,U   - - 1 - - - - - -
Aulacoseira italica （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U     - - - - - - - - 7
Aulacoseira italica var. valida （Grun.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph - 1 - - - - - - -
Caloneis bacillum （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph U     - 1 - - - 1 - - 2
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind  l-ph RB    7 6 2 - 1 4 - - -
Caloneis silicula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind - - - - - - 5 - -
Caloneis sp.-1 Ogh-unk unk  unk RI    1 2 1 - - - 1 - -
Cocconeis placentula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind U     - - - - - 1 - - -
Cymbella aspera （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind O,T   1 - - - - - 1 - -
Cymbella gracilis （Ehr.）Kuetzing Ogh-ind ind  l-ph T     - - - - - - - - 1
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind  ind O     - - 1 - - - - - -
Cymbella perpusilla A.Cleve Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - 1
Cymbella silesiaca Bleisch Ogh-ind ind  ind T     1 - - - - 3 1 1 -
Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow Ogh-ind al-il r-ph T     - 1 - - - 1 - - -
Diatoma hyemalis var. mesodon （Ehr.）Kirchner Ogh-ind al-il r-bi K,T   - 1 - - - - - - -
Diploneis ovalis （Hilse）Cleve Ogh-ind al-il ind - - - - - - 1 - -
Epithemia turgida var. westermannii （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind - - 2 - - - - - -
Eunotia bilunaris （Ehr.）Mills Ogh-hob ac-il l-ph 1 - 2 - - - - - 4
Eunotia exigua （Breb.）Grunow Ogh-hob ac-bi l-ph P     - - - - - - - 1 -
Eunotia pectinalis var. minor （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O     - - 5 2 - 2 29 - 9
Eunotia pectinalis var. undulata （Ralfs）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O     - - 1 - - - - - -
Eunotia spp. Ogh-unk unk  unk - - 2 - - - - - -
Fragilaria alpestris Krasske Ogh-unk unk  unk - - - - - - 1 - -
Fragilaria bicapitata A.Mayer Ogh-hob ind  l-bi - - - - - - - - 3
Fragilaria capucina var. gracilis （Oestr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T     - - - - - - - - 4
Fragilaria construens fo. venter （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S     - - - - - - 2 - -
Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph S     - - - - - - 52 - -
Fragilaria vaucheriae （Kuetz.）Petersen Ogh-ind al-il r-ph K,T   1 - - - - - - - -
Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U     6 8 - - - - 3 2 -
Fragilaria virescens var. capitata Oestrup Ogh-ind ac-il l-ph - 1 - - - - - - -
Frustulia rhomboides var. saxonica fo. capitata（A.Mayer）Hustedt Ogh-unk unk  unk RB    1 - - - - - - - -
Frustulia vulgaris （Thwait.）De Toni Ogh-ind al-il ind U     1 - 1 - - 2 - 1 -
Frustulia weinholdii Hustedt Ogh-ind al-il ind - - - - 1 - - - -
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind  l-ph O     - - 1 - - - 2 - 3
Gomphonema angustatum （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U     9 2 4 - 1 3 - 1 3
Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt Ogh-ind ac-il unk - - 1 - - - - - -
Gomphonema angustum Agardh Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - 1
Gomphonema clavatum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind - - - - - - 2 - -
Gomphonema clevei Fricke Ogh-ind al-bi r-ph T     - - - - - 1 1 - -
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U   - - 6 - - - 6 - 4
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind  ind U     23 10 12 3 1 10 22 7 51
Gomphonema pumilum（Grun.）Reichardt & Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind - 1 1 - - - - - -
Gomphonema spp. Ogh-unk unk  unk - - - 1 - 1 1 - -
Hantzschia amphioxys （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U  13 33 5 1 5 52 - 84 8
Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T   9 6 2 2 1 - 2 10 -
Meridion circulae var. constrictum （Ralfs）V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T   5 18 - - - - 1 7 21
Navicula confervacea （Kuetz.）Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S  - - - - - 1 - - -
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T  12 13 2 - - - - 2 -
Navicula cryptocephala Kuetzing Ogh-ind al-il ind U     - - - - - - - - 1
Navicula elginensis （Greg.）Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U   27 15 3 1 - 2 1 1 4
Navicula elginensis var. cuneata H.Kobayasi Ogh-ind al-il ind - - - - - 1 - - 1
Navicula elginensis var. neglecta （Krass.）Patrick Ogh-ind al-il r-ph U     2 - - - - - - 1 2
Navicula gallica var. perpusilla （Grun.）Lange-Bertalot Ogh-ind ind  ind RI    1 - - - - - - - -
Navicula hambergii Hustedt Ogh-ind ind  ind RI    - 1 - - - - - - -
Navicula ignota Krasske Ogh-ind ind  ind RB    - 3 - - - - - 1 -
Navicula laevissima Kuetzing Ogh-ind ind  ind 1 - 1 - - - 1 - -
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S  12 41 4 - 2 1 2 34 3
Navicula pupula Kuetzing Ogh-ind ind  ind S     - - 1 - - - - - 1
Navicula schoenfeldii Hustedt Ogh-ind al-il l-ph RI    - - - - - - - - 1
Navicula seminulum Grunow Ogh-ind ind  ind RB,S  1 - - - - - - - -
Navicula seminulum var. radiosa Hustedt Ogh-ind ind  ind RI,S  1 - - - - - - - -
Navicula tantula Hustedt Ogh-ind ind  ind RI,U  - 1 - - - - - - -
Navicula spp. Ogh-unk unk  unk - - - - - - - 1 1
Neidium alpinum Hustedt Ogh-unk unk  ind RA    - 1 - - - - - - -
Neidium ampliatum （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind  l-ph - 2 - - 1 5 - - 2
Neidium iridis （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O     - - 1 - - 4 - - 1
Neidium spp. Ogh-unk unk  unk - - - - - 2 - - -
Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S     1 1 3 - - - - 4 2
Nitzschia hantzschiana Rabenhorst Ogh-ind al-bi ind - - - - - 1 - - -



試料番号3～1になると、前試料で優占した真＋好流水性種が減少し、Gomphonema parvulum、Navicula

elginensis、Nitzschia amphibia、などの流水不定性種や、Fragilaria virescens などの止水性種が多産する。

c）遺　構　覆　土

結果を第9・10表、第6図に示す。晩期木組遺構は、試料番号1～3、S1から珪藻化石が産出する。

試料番号1は、水生珪藻が優占しその生態性の特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性

種が優占する。産出種の特徴は、好流水性で中～下流性河川指標種群のAchnanthes lanceolata、流水不定

性のGomphonema parvulum、流水不定性で沼沢湿地付着生種群のNavicula elginensis が13％前後と多産し、

中～下流性河川指標種群のMeridion circulae、M. circulae var.constrictum、流水不定性のGomphonema

angustatum を伴うことである。なお、陸生珪藻の中でも耐乾性の強いA群の Hantzschia amphioxys、
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Nitzschia intermedia Hantzsch ex Cleve et Grunow Ogh-ind al-il ind - 1 - - - - - - -
Nitzschia nana Grunow Ogh-ind ind  ind RB,S  - - - - - 1 - - -
Nitzschia palea （Kuetz.）W.Smith Ogh-ind ind  ind S     - 1 - - 1 1 - - -
Nitzschia tubicola Grunow Ogh-unk unk  unk 1 - - - - - - - -
Nitzschia spp. Ogh-unk unk  unk - - - - - - - 1 -
Orthoseira roeseana （Rabh.）O’Meara          Ogh-ind ind  ind RA    - 2 - - - - - 3 -
Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O     1 - - - - - - - -
Pinnularia borealis var. scalaris （Ehr.）Rabenhorst Ogh-ind ind  ind RA    1 5 - - - 1 - 3 -
Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il ind 1 - - 1 - 17 - - -
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O     - 1 1 - - 2 - 1 4
Pinnularia major Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi - - 1 - - - - - -
Pinnularia mesolepta （Ehr.）W.Smith Ogh-ind ind  ind S     1 - 1 - - 24 - - 9
Pinnularia microstauron （Ehr.）Cleve Ogh-ind ind  ind S     - 2 - - 1 1 - - -
Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O     - 1 1 - - - - - 2
Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind  ind RA    - 2 - - - - - - -
Pinnularia ornata H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - 1 - - -
Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-ind ind  ind - - - - - 3 - - -
Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind  ind RI    4 1 1 - 2 6 - 1 8
Pinnularia schroederii （Hust.）Krammer Ogh-ind ind  ind RI    4 3 - - 3 - - - -
Pinnularia silvatica Petersen Ogh-ind ind  ind RI    - 1 - - - - - - -
Pinnularia stomatophora （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il l-ph 1 - - - - 2 2 - 1
Pinnularia streptoraphe Cleve Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 1 - 1
Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S  - - - - - 4 - - 2
Pinnularia subnodosa Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - 1
Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - 1 - - -
Pinnularia sudetica （Hilse）M.Peragallo Ogh-hob ac-il l-ph 6 - 2 1 - 5 - - 1
Pinnularia viridis （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind  ind O     2 - - 5 - 3 - - 2
Pinnularia spp. Ogh-unk unk  unk 3 - - 5 1 10 1 1 -
Rhopalodia gibba （Ehr.）O.Muller Ogh-ind al-il ind - - - - - - - - 1
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind  ind T     1 - 4 - - 3 - - 2
Stauroneis kriegeri Patrick Ogh-ind ind  unk T     - - 1 - - - - - -
Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind 4 - - 1 - - - - -
Stauroneis lauenburgiana fo. angulata Hustedt Ogh-ind al-il ind 1 - - - 2 - - - 4
Stauroneis phoenicenteron （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind  l-ph O     1 - 3 1 - 3 7 - -
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind  ind - - 3 2 - 2 1 - -
Stauroneis tenera Hustedt Ogh-ind ind  ind RB    1 - - - - - - - -
Stauroneis thermicola （Petersen）Lund Ogh-unk unk  unk RI    2 - - - - - - - -
Stauroneis spp. Ogh-unk unk  unk - 2 - 1 - - - - -
Synedra inaequalis H.Kobayasi Ogh-ind al-il r-bi J,K,T - - - - - 1 - - -
Synedra ulna （Kuetz.）Ehrenberg Ogh-ind al-il ind U     - - 1 - - 1 - - 1
Tabellaria fenestrata （Lyngb.）Kuetzing Ogh-ind ac-il l-bi O,T   - - - - - - - - 2
Tabellaria flocculosa （Roth）Kuetzing Ogh-hob ac-il l-bi T     - - - - - - - - 7
海水生種合計 0 0 0 6 0 2 0 0 0
海水～汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種合計 6 4 0 0 1 8 0 0 2
淡水生種合計 198 197 103 28 29 192 208 180 200
珪藻化石総数 204 201 103 34 30 202 208 180 202

種　　　　　類

遺構覆土

環境
指標種

湧水地点

塩分 pH 流水 No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 S1 S1 

晩期木組遺構 晩期石組遺構
クルミ　東側炭化S
集中部　集中範囲

生　態　性

凡例

H.R. ：塩分濃度に対する適応性 pH ：水素イオン濃度に対する適応性 C.R ：流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種

Ogh-Meh ：淡水～汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種

Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-ind ：貧塩不定性種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ：真流水性種

Ogh-unk ：貧塩不明種 unk ：pH不明種 unk ：流水不明種

環境指標種

A：外洋指標種　B：内湾指標種（以上は小杉1988）

J：上流性河川指標種　K：中～下流性河川指標種　M：湖沼浮遊性種　N：湖沼沼沢湿地指標種

O：沼沢湿地付着生種　P：高層湿原指標種（以上は安藤1990）

S：好汚濁性種　U：広適応性種　T：好清水性種（以上はAsai,K. & Watanabe,T.1995）

R：陸生珪藻（RA：A群,RB：B群,RI：未区分、伊藤・堀内1991）

第10表　遺構覆土の珪藻分析結果（2）



Navicula contenta、N. mutica も約6％産出する。

試料番号2は、水生珪藻よりも陸生珪藻の方が多い。産出種の特徴は、陸生珪藻A群の Hantzschia

amphioxys、Navicula mutica が20％前後と多産し、同じ生態性のNavicula contenta を伴う。水生珪藻では、

中～下流性河川指標種群の Meridion circulae var.constrictum、流水不定性の Gomphonema parvulum、

Navicula elginensis などを伴う。

試料番号3は、水生珪藻が優占しその生態的特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性

種が優占する。産出種の特徴は、流水不定性のAmphora affinis、Gomphonema parvulum が10～25％と多

産し、沼沢湿地付着生種群の Eunotia pectinalis var.minor、Gomphonema gracile、流水不定性の

Gomphonema angustatum、Stauroneis anceps を伴う。

S1は、水生珪藻が多産するが陸生珪藻も36％産出する。水生珪藻では、流水不定性の Pinnularia

brevicostata、P. mesolepta、陸生珪藻ではA群のHantzschia amphioxys が10～20％と多産する。

晩期石組遺構では、クルミ集中部と東側炭化種子集中範囲とでは珪藻化石群集が全く異なる。クルミ集中

部では、水生珪藻が優占しその生態的特徴は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種と真＋

好止水性種とが優占あるいは多産する。産出種の特徴は、流水不定性のAmphora affinis、好止水性で好汚

濁性種のFragilaria pinnata が25％と優占し、沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var.minor、流水不

定性のGomphonema parvulum が十数パーセントと多産することである。これに対して、東側炭化種子集

中範囲では、陸生珪藻が全体の70％以上と優占する。産出種の特徴は、陸生珪藻A群の Hantzschia

amphioxys が約50％と優占し、同じくA群のNavicula mutica が約20％と多産することである。水生珪藻

としては、中～下流性河川指標種群のMeridion circulae およびその変種のMeridion circulae var.constrictum

などが産出する。

湧水地点では、水生珪藻が優占し、その生態的特徴は、貧塩不定性種、pH不定性種と真＋好アルカリ

性種、流水不定性種が優占あるいは多産する。産出種の特徴は、流水不定性のGomphonema parvulum が

25％と優占し、中～下流性河川指標種群のMeridion circulae var.constrictum が約10％と多産する。これ

に付随して、流水不定性のAchnanthes hungarica、Eunotia pectinalis var.minor、Pinnularia mesolepta、好止

水性のAulacoseira italica、Tabellaria flocculosa を伴う。
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第6図　遺構覆土における主要化石群集の産状



d）晩期木組遺構下

結果を第11表、第7図に示す。試料番号1・3・7から珪藻化石が産出するが、それ以外の6試料で

は12～32個体と少なかった。化石が産出した試料の完形殻の出現率は、50％前後である。珪藻化石の

産状は、試料番号7、試料番号3、試料番号1で違いが見られる。

試料番号7は、水生珪藻が多産するが陸生珪藻も約40％産出する。淡水生種の生態性では、貧塩不定

性種、真＋好アルカリ性種とpH不定性種、流水不定性種が優占または多産する。主な産出種は、流水不

定性のGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生種群のNavicula elginensis、陸生珪藻A群のHantzschia

2 古 環 境 変 遷

418

第7図　晩期木組遺構下における主要珪藻化石群集の層位分布

第8図　晩期石組遺構下泥炭層における主要珪藻化石群集の層位分布



高瀬山遺跡の自然科学分析

419

第11表　晩期木組遺構下の珪藻分析結果

種　　　　　類
生態性 環境

指標種塩分 pH 流水 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Paralia sulcata （Ehr.）Cleve Euh B - - - - - 1 4 - -
Thalassionema nitzschioides （Grun.）Grunow Euh A,B - 1 - - - - 1 - -
Cocconeis scutellum Ehrenberg Euh-Meh C1 - - 2 - - - 1 - -
Amphora fontinalis Hustedt Ogh-Meh al-il ind 1 - - - - - - - -
Nitzschia palea （Kuetz.）W.Smith Ogh-Meh ind ind S 2 - - - - - - - -
Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-Meh al-il ind - - - - - 1 - - -
Achnanthes lanceolata （Breb.）Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 2 - - - - - 5 - -
Achnanthes rostrata Oestrup Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - 1 - -
Achnanthes spp. Ogh-unk unk unk - 1 1 - - - 1 - -
Actinella brasiliensis Grunow Ogh-ind ac-il l-bi O - - - - - - 1 - -
Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U 21 - - - - - 1 1 -
Amphora normanii Rabenhorst Ogh-ind ind ind RB 5 - - - - - - - -
Amphora spp. Ogh-unk unk unk - 1 - - - - - - -
Aulacoseira granulata （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi M,U - - - - 1 - - - -
Aulacoseira italica var. valida （Grun.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph - - 1 - - - - - -
Aulacoseira spp. Ogh-unk unk unk - 1 1 - 1 1 - - -
Caloneis bacillum （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 1 - - - - - - - -
Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB 4 - 2 1 - - 2 - -
Caloneis spp. Ogh-unk unk unk 2 - 3 1 - - - - -
Cocconeis placentula var. lineata （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - - 1 - - - 1 - -
Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind O - - - - - - 2 - -
Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T - - 1 - - - 1 - -
Denticula spp. Ogh-unk unk unk - 1 1 - - - 1 - -
Diploneis elliptica （Kuetz.）Cleve Ogh-ind al-il l-ph RA,T - - - 1 - - - - -
Diploneis parma Cleve Ogh-ind ind ind - - - - - - 1 - -
Epithemia adnata （Kuetz.）Brebisson Ogh-ind al-bi ind - - - - - - 1 - -
Epithemia turgida （Ehr.）Kuetzing Ogh-ind al-il l-ph T - 2 - - 2 - - - -
Eunotia arcus Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 3 - -
Eunotia biseriatoides H.Kobayasi Ogh-ind ind ind RA - - 1 - - - - - -
Eunotia pectinalis var. minor （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 1 - - - - - 7 - 1
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk 1 1 - - - - 3 - 2
Fragilaria bicapitata A.Mayer Ogh-hob ind l-bi - - 1 - - - - - -
Fragilaria capucina Desmazieres Ogh-ind al-il ind T 1 - - 1 - - - - -
Fragilaria construens fo. venter （Ehr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph S - - 1 - - - - - -
Fragilaria lapponica Grunow Ogh-ind al-il ind - - - 1 - - - - -
Fragilaria ulna （Nitzsch）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - -
Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U - - 2 - - - - - -
Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - - - - - - - - 1
Gomphonema angustum Agardh Ogh-ind al-il ind - - - - - - 1 - -
Gomphonema christensenii Lowe et Kociolek Ogh-unk unk r-ph T - - - - 1 - - - -
Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U 1 - - - - - 2 - -
Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 4 1 - - - - 25 - -
Gomphonema sumatorense Fricke Ogh-ind ind r-bi J - 1 1 - 1 - - - -
Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk - 2 2 - - - 8 - 2
Hantzschia amphioxys （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 22 3 17 9 3 1 18 3 7
Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T 1 - 2 - - - 5 - -
Meridion circulae var. constrictum （Ralfs）V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T - - 4 1 - - 4 - -
Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T - - 1 - - - 2 - -
Navicula elginensis （Greg.）Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U 2 - 2 1 2 - 14 - -
Navicula ignota Krasske Ogh-ind ind ind RB - - 1 - - - - - -
Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 10 8 43 10 8 4 24 5 6
Navicula tantula Hustedt Ogh-ind ind ind RI,U - - - - - - 1 - -
Navicula spp. Ogh-unk unk unk - - - 1 - - - - -
Neidium affine （Ehr.）Cleve Ogh-hob ind l-bi 1 - - - - - - - -
Neidium iridis （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O - - - - - - 3 - -
Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S 1 - - - - - - - -
Orthoseira roeseana （Rabh.）O'Meara Ogh-ind ind ind RA 1 1 - - - 2 - - -
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 1 - 1 - - - 3 1 2
Pinnularia borealis var. scalaris （Ehr.）Rabenhorst Ogh-ind ind ind RA - 1 3 2 - - 1 - -
Pinnularia lundii Hustedt Ogh-ind ind l-ph - - - - - - 1 - -
Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-hob ac-il ind 1 - - - - - 1 - 1
Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind ind RI - - 1 - - - 1 - -
Pinnularia schroederii （Hust.）Krammer Ogh-ind ind ind RI 22 1 3 3 3 1 5 1 -
Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph 1 - - - - - 1 - -
Pinnularia viridis （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind ind O - 1 - - - 1 3 - -
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 3 1 2 - - - 2 1 -
Stauroneis acuta W.Smith Ogh-ind al-il l-ph - - 1 - - - - - -
Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind T - - - - - - 2 - -
Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind - - - - - - 2 - -
Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind - - - - - - 4 - -
Stauroneis spp. Ogh-unk unk unk - - 1 - 1 - 2 - -
Stephanodiscus spp. Ogh-unk unk unk - - - - - - 1 - -
海水生種合計 0 1 0 0 0 1 5 0 0
海水～汽水生種合計 0 0 2 0 0 0 1 0 0
汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種合計 3 0 0 0 0 1 0 0 0
淡水生種合計 109 27 102 32 23 10 167 12 22
珪藻化石総数 112 28 104 32 23 12 173 12 22

凡例

H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種

Euh-Meh ：海水生種－汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種

Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 unk ：pH不明種 r-bi ：真流水性種

Ogh-unk ：貧塩不明種 unk ：流水不明種

環境指標種群

A:外洋指標種，B:内湾指標種，C1:海水藻場指標種（以上は小杉1988）

J:上流性河川指標種，K:中～下流性河川指標種，M:湖沼浮遊性種，O:沼沢湿地付着生種（以上は安藤，1990）

S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（以上はAsai，K. & Watanabe，T.，1986）

R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI群、伊藤・堀内1991）
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塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9
種　　　　　類

生態性 環境

Denticulopsis spp. Euh - - - - - - - - 1

Paralia sulcata （Ehr.）Cleve Euh B - 1 - - 1 - - - -

Rhopalodia gibberula （Ehr.）O.Muller Ogh-Meh al-il ind 2 - - - - 1 1 - 1

Achnanthes lanceolata （Breb.）Grunow Ogh-ind ind r-ph K,T 8 4 11 13 18 10 11 9 6

Achnanthes rostrata Oestrup Ogh-ind al-il r-ph U - - - - 1 - - - -

Amphora affinis Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - 1 1 - 9 - - 16 2

Amphora montana Krasske Ogh-ind ind ind RA 4 - - - - - - - -

Aulacoseira alpigena （Grun.）Krammer Ogh-hob ac-il l-bi N,U - 1 - - - 1 4 - 2

Aulacoseira crenulata （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph 1 1 - - - 7 8 1 5

Aulacoseira granulata （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-bi M,U - - - - - - - 1 -

Aulacoseira italica （Ehr.）Simonsen Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - 1 - -

Caloneis angustivalva Petit Ogh-unk unk unk RI - 1 - - - - - - -

Caloneis bacillum （Grun.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph U - 3 - - - - - - -

Caloneis lauta Carter & Bailey-Watts Ogh-ind ind ind - - - 1 - - - - -

Caloneis leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind l-ph RB 7 6 4 1 - - - - -

Caloneis silicula （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il ind - - - - - - 1 1 -

Ceratoneis arcus var. recta （Cl.）Krasske Ogh-ind ind r-bi T - - - - - 1 - - -

Cocconeis placentula var. euglypta （Ehr.）Cleve Ogh-ind al-il r-ph T - - - - - - - - 1

Cymbella naviculiformis Auerswald Ogh-ind ind ind O - - 1 - - 2 1 - -

Cymbella sinuata Gregory Ogh-ind ind r-ph K,T - - - - - - - - 1

Cymbella tumida （Breb. ex Kuetz.）V.Heurck Ogh-ind al-il ind T - 1 - - - - 1 - -

Cymbella turgidula var. nipponica Skvortzow Ogh-ind al-il r-ph T - - 1 - - - - - -

Diatoma hyemals var. mesodon （Ehr.）Kirchener Ogh-ind al-il r-bi K,T - 1 - - - 6 25 1 13

Diatoma vulgaris Bory Ogh-ind al-il r-bi K,T - 1 - - - 1 - - -

Diatomella balfouriana （W.Smith）Grevil Ogh-ind ind ind RA - 1 - - - - - - -

Diploneis ovalis （Hilse）Cleve Ogh-ind al-il ind 1 1 - - - - - - -

Eunotia arcus var. bidens Grunow Ogh-ind ac-il l-ph - 1 - - - - - - -

Eunotia bilunaris （Ehr.）Mills Ogh-hob ac-il l-ph 1 - 1 - - 1 2 - 6

Eunotia duplicoraphis H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph 1 - - - - 1 - 5 3

Eunotia implicata Noepel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O 1 1 1 - - - - - -

Eunotia incisa W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-il ind O 1 - - - - 1 2 1 -

Eunotia pectinalis var. minor （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 3 3 2 1 14 5 12 10 9

Eunotia steineckii Petersen Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - 1 -

Eunotia spp. Ogh-unk unk unk - - 1 - - 1 - - -

Fragilaria alpestris Krasske Ogh-unk unk unk - - - - - 2 - - -

Fragilaria capucina var. gracilis （Oestr.）Hustedt Ogh-ind al-il l-ph T - - - - - 12 10 - 2

Fragilaria pinnata Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph S - - - - 8 - - 5 -

Fragilaria ulna （Nitzsch）Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind - - 1 - - - - - -

Fragilaria vaucheriae （Kuetz.）Petersen Ogh-ind al-il r-ph K,T 1 - - - - 1 - - -

Fragilaria virescens Ralfs Ogh-ind ac-il l-ph U 4 7 38 40 14 7 7 7 13

Frustulia rhomboides （Ehr.）De Toni Ogh-hob ac-il l-ph P 1 - - - - - - - -

Frustulia vulgaris （Thwait.）De Toni Ogh-ind al-il ind U - 2 - 1 - - - - -

Gomphonema acuminatum Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - 4 - - - 3 7 - 2

Gomphonema angustatum （Kuetz.）Rabenhorst Ogh-ind al-il ind U 1 1 - 2 1 - - - -

Gomphonema angustatum var. linearis Hustedt Ogh-ind ac-il unk - - - 1 1 - - - -

Gomphonema clavatum Ehrenberg Ogh-ind al-il ind 1 - - - - - - - -

Gomphonema gracile Ehrenberg Ogh-ind al-il l-ph O,U - - - - - 1 2 1 -

Gomphonema parvulum Kuetzing Ogh-ind ind ind U 39 18 16 7 12 24 13 15 22

Gomphonema pumilum （Grun.）Reichardt & Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind 2 1 1 - - - - - 1

Gomphonema sarcophagus Gregory Ogh-ind al-il ind 1 5 1 1 1 - - 3 1

Gomphonema spp. Ogh-unk unk unk 1 - - - - - - - -

Gyrosigma spencerii （W.Smith）Cleve Ogh-ind al-il l-ph U - - - - - - - - 2

Hantzschia amphioxys （Ehr.）Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 6 11 3 1 4 - - 4 5

Meridion circulae Agardh Ogh-ind al-il r-bi K,T 15 41 27 36 71 58 41 57 39

Meridion circulae var. constrictum （Ralfs）V.Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T 38 42 47 65 40 42 29 44 41

Navicula cocconeiformis Gregory Ogh-hob ind r-ph - - - - - - - 1 -

Navicula contenta Grunow Ogh-ind al-il ind RA,T 2 5 4 1 1 1 1 - -

Navicula contenta fo. biceps （Arnott）Hustedt Ogh-ind al-il ind RA,T - - 1 2 - - - - -

Navicula elginensis （Greg.）Ralfs Ogh-ind al-il ind O,U 23 13 16 9 4 2 5 4 5

Navicula elginensis var. neglecta （Krass.）Patrick Ogh-ind al-il r-ph U - 1 1 - - - 1 - 2

Navicula ignota Krasske Ogh-ind ind ind RB - - - 1 - - - - -

Navicula mutica Kuetzing Ogh-ind al-il ind RA,S 12 4 9 4 - - 5 4 1

Navicula rhynchocephala Kuetzing Ogh-ind al-il ind U - - - - - - - - 1

Navicula seminulum Grunow Ogh-ind ind ind RB,S - 1 - - - - - - -

Navicula tenelloides Hustedt Ogh-unk unk r-ph J,U - - - - - - - 1 -

Navicula spp. Ogh-unk unk unk 1 1 - - - - - - -

Neidium ampliatum （Ehr.）Krammer Ogh-ind ind l-ph 1 - - - - - - - 1

Neidium iridis （Ehr.）Cleve Ogh-hob ac-il l-bi O 1 - - - - 1 - - -

Nitzschia amphibia Grunow Ogh-ind al-bi ind S 6 4 5 5 - - - 1 -

Nitzschia brevissima Grunow Ogh-ind al-il ind RB,U - - 1 2 - - - - -

Nitzschia terrestris （Pet.）Hustedt Ogh-ind ind ind RI 1 - - - - - - - -

Orthoseira roeseana （Rabh.）O’Meara Ogh-ind ind ind RA 1 - - - - - 1 - -

Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O - - - - - 1 - - 3

Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA - - 1 - - - 2 - -

Pinnularia braunii （Grun.）Cleve Ogh-hob ac-bi l-ph 1 - - - - - - - -

Pinnularia braunii var. amphicephala （A.Mayer）Hustedt Ogh-hob ac-bi l-ph S 2 1 1 - - - - - -

Pinnularia brevicostata Cleve Ogh-ind ac-il ind - - - 1 - - - - -

Pinnularia divergens W.Smith Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 1 - -

Pinnularia divergens var. elliptica （Grun.）Cleve Ogh-hob ind ind - - - - - 1 - - -

Pinnularia esoxiformis Fusey Ogh-hob ac-il ind 1 - - 1 - - - - -
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塩分 pH 流水 指標種 1 2 3 4 5 6 7 8 9
種　　　　　類

生態性 環境

Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O - - - - - 1 - - -

Pinnularia gibba var. linearis Hustedt Ogh-hob ac-il ind - - - - - - - - 1

Pinnularia nodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph O - 1 - - - - 2 - -

Pinnularia obscura Krasske Ogh-ind ind ind RA 1 - 1 - - - 1 - -

Pinnularia ornata H.Kobayasi Ogh-hob ac-il l-ph - - 1 - - - - - -

Pinnularia rupestris Hantzsch Ogh-hob ac-il ind - - - 1 - - - - -

Pinnularia schoenfelderi Krammer Ogh-ind ind ind RI 5 2 - - - - - - -

Pinnularia schroederii （Hust.）Krammer Ogh-ind ind ind RI 1 - - - - - - - -

Pinnularia similiformis Krammer Ogh-hob ac-il ind - 1 - - - - - - -

Pinnularia stomatophora （Grun.）Cleve Ogh-ind ac-il l-ph 1 1 1 - 1 3 1 1 3

Pinnularia subcapitata Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S 3 2 8 2 - - 2 - 1

Pinnularia subnodosa Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - 1 1 1 2

Pinnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - 1 - -

Pinnularia ueno Skvortzow Ogh-hob ac-il l-ph - - - - - - - - 1

Pinnularia viridiformis Krammer Ogh-ind ind ind - - - - - 1 - - -

Pinnularia viridis （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind ind O 2 6 1 1 3 1 2 3 2

Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk - - - 1 1 - - - -

Rhoicosphenia abbreviata （Ag.）Lange-B.   Ogh-hil al-il r-ph K,T - - - - - - 1 - -

Sellaphora laevissima （Kuetz.）Mann Ogh-ind ind ind - - - - - - - 3 -

Sellaphora pupula （Kuetz.）Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S - - - - 1 - - - -

Stauroneis anceps Ehrenberg Ogh-ind ind ind T - 2 - - - 1 - - -

Stauroneis kriegeri Patrick Ogh-ind ind unk T 1 - 1 1 1 1 1 1 -

Stauroneis lauenburgiana Hustedt Ogh-ind al-il ind 3 2 2 1 - - 1 - 1

Stauroneis obtusa Lagerstedt Ogh-ind ind ind RB - - 1 - - - - - -

Stauroneis phoenicenteron （Nitz.）Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O - - - - - - - - 1

Stauroneis phoenicenteron var. signata Meister Ogh-ind ind ind - - - - - 2 - - 1

Stauroneis smithii Grunow Ogh-ind al-il r-ph U - - - - - - 1 - -

Stauroneis tenera Hustedt Ogh-ind ind ind RB 1 - - - - - - - -

Stauroneis thermicola （Petersen）Lund Ogh-unk unk unk RI - 1 - - - - - - -

Surirella angusta Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi U - 1 - - - - - - -

Surirella spp. Ogh-unk unk unk - - - - - 1 - - -

海水生種合計 0 1 0 0 1 0 0 0 1

海水～汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汽水生種合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

淡水～汽水生種合計 2 0 0 0 0 1 1 0 1

淡水生種合計 208 208 212 203 206 205 207 202 202

珪藻化石総数 210 209 212 203 207 206 208 202 204

凡例

H.R.：塩分濃度に対する適応性 pH：水素イオン濃度に対する適応性 C.R.：流水に対する適応性

Euh ：海水生種 al-bi ：真アルカリ性種 l-bi ：真止水性種

Ogh-Meh ：淡水－汽水生種 al-il ：好アルカリ性種 l-ph ：好止水性種

Ogh-hil ：貧塩好塩性種 ind ：pH不定性種 ind ：流水不定性種

Ogh-ind ：貧塩不定性種 ac-il ：好酸性種 r-ph ：好流水性種

Ogh-hob ：貧塩嫌塩性種 ac-bi ：真酸性種 r-bi ：真流水性種

Ogh-unk ：貧塩不明種 unk ：pH不明種 unk ：流水不明種

環境指標種群

B:内湾指標種（小杉1988）

J:上流性河川指標種，K:中～下流性河川指標種，M:湖沼浮遊性種，N:湖沼沼沢湿地指標種

O:沼沢湿地付着生種，P:高層湿原指標種（以上は安藤1990）

S:好汚濁性種，U:広域適応性種，T:好清水性種（以上はAsai，K. & Watanabe，T.，1986）

R:陸生珪藻（RA:A群，RB:B群，RI群、伊藤・堀内1991）
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amphioxys、Navicula mutica などが10～15％産出する。

試料番号3は、陸生珪藻が約70％と優占する。産出種の特徴は、陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、

Navicula mutica が20～40％と優占することである。

試料番号1も陸生珪藻が約60％と多産する。陸生珪藻A群のHantzschia amphioxys、未区分陸生珪藻の

Pinnularia schroederii、水生珪藻では流水不定性のAmphora affinis がそれぞれ20％と多産する。

なお、珪藻化石の少なかった試料番号2・4・5・6・8・9では、ほぼ同様の種類が産出する。

e）晩期石組遺構下泥炭層

結果を第12・13表、第8図に示す。珪藻化石は、各試料とも豊富に産出する。完形殻の出現率は、

70％前後と高い。産出分類群数は、28属108種類である。珪藻化石の産状は、試料番号9～5、試料番

号4・3、試料番号2・1で違いが見られる。

試料番号9～5は水生珪藻が優占し、淡水生種の生態性では貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、真＋



好流水性種が優占することを特徴とする。産出種の特徴は、流水性で中～下流性河川指標種群のMeridion

circulae とその変種のMeridion circulae var.constrictum が20～30％と優占し、同じ生態性のAchnanthes

lanceolata を伴う。これに付随して、沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var.minor 、流水不定性の

Gomphonema parvulum、好酸性・好止水性のFragilaria virescens を伴う。

試料番号4・3は、淡水生種の生態性や主な産出種は前試料に近似する。本試料では好酸性・好止水性

のFragilaria virescens が20％と増加し、沼沢湿地付着生種群のNavicula elginensis も増加する点で区別さ

れる。

試料番号2・1になると、真＋好流水性種が減少し、陸生珪藻が増加する。また、前試料で多産した

Fragilaria virescens は急減する。主な産出種は、中～下流性河川指標種群のMeridion circulae とその変種

のMeridion circulae var.constrictum が引続き多産し、流水不定性のGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生

種群のNavicula elginensis も多産する。

（4）考　　　察

a）基本層序の堆積環境

基本層序では、珪藻化石群集の特徴から5つの群集に分けられ、堆積環境もこの変化に連動して変遷し

たと考えられる。

5層下部～中部（試料番号21～19）は、完形率が50％前後と化石の保存状態は良好とは言えない。産

出種についても堆積環境を異にする複数の環境を示す水生珪藻と陸生珪藻とが混在している。水生珪藻に

ついてみると、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が産出すること、沼沢～湿地に生育する珪藻化石

などを含んでいる。このような群集の特徴からみると、黒色未分解泥炭質粘土からなる本層は乾いた陸域

に起源をもつ堆積物、沼沢地～湿地に起源をもつ堆積物など様々な環境から堆積物が本地点に流水と共に

流れ込むことによって堆積したと考えられる。

5層中部～7層下部（試料番号18～15）になると、河川中～下流部や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自

然堤防、後背湿地などに集中して出現する中～下流性河川指標種群［安藤1990］のMeridion circulae

var.constrictum が優占する。また、沼よりも浅く水深が1m前後で一面に水生植物が繁茂している沼沢や

更に水深の浅い湿地で優勢な出現の見られる沼沢湿地付着生種群のEunotia pectinalis var. minor や、湿地

や沼沢地などに生育する好酸性・好止水性のFragilaria virescens が多産するようになる。これらのことか

ら、縄文時代晩期のある時期に流水の流れ込みのある湿地～沼沢地の低湿な環境から河川による砕屑物の

供給が増える環境へと変化したことが推定される。ただし、前述のように9層および7層は奈良・平安時

代以降の堆積物である。層相が有機物混じりの砂層へと変化することから、奈良・平安時代にはより活発

な河川作用により、5層上部は削剥を受けた可能性がある。

7層中部～6層上部（試料番号14～10）になると、真＋好流水性種は急減し、沼沢湿地付着生種群を含

む流水不定性種や止水性種が連続的に産出する。このことから、本層になると、流水の流れ込みもほとん

どなくなり、安定化した沼沢～湿地のような湿潤な環境で堆積したと考えられる。

6層上部～1層中部（試料番号9～4）になると、沼沢～湿地のような環境が引き続いたと考えられるが、

下半部で陸生珪藻が増加することからすると、下半部が堆積する頃は周囲が乾燥化した可能性があると考

えられる。

1層中部～上部（試料番号3～1）になると、これまで連続的に安定出現した沼沢湿地付着生種群は極少

2 古 環 境 変 遷
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なくなり、代わって有機汚濁の進んだ富栄養水域に一般的なNavicula confervacea などが産出するように

なる。これより、水質的に富栄養であったことが推定される。この富栄養化は、植物珪酸体分析で周囲で

の稲作が示唆されることから、水田耕作に伴う影響と見ることもできる。

b）晩期木組遺構西ベルト

Ⅹ層（試料番号26・25）は、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が多産したこと、それに伴って沼

沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が産出したことで特徴付けられる。これより、シルト質砂からなる

本層は、流水の流れ込みのある不安定な環境で堆積したと考えられる。

その直上に堆積するⅨ層中の炭化物層（試料番号24）からは、水生珪藻や陸生珪藻それに第三紀層から

二次的に混入したと見られる海生種や絶滅種を含むことを特徴とする。これより、炭化物層には様々な場

所からの土壌が混入している可能性がある。

試料番号23～18-2では化石の産出が少ないため、堆積環境等については不明であるが、一般的に珪

藻化石が少ない場合には堆積速度が速かったために取り込まれる珪藻化石が少なかったこと等が考えられ

る。層相がやや砂質であることから河川の氾濫等の影響があったと考えられる。

試料番号18-1は、水生珪藻と陸生珪藻とがほぼ同率で産出することを特徴とする。また、層相がシル

ト混じりの砂であることを考慮すると、河川の氾濫などによって堆積した不安定な堆積環境が推定される。

Ⅶ層～Ⅵ層（試料番号17～15）は、中～下流性河川指標種群を含む流水性種、沼沢湿地付着生種群を含む

流水不定性種、それに陸生珪藻など様々な環境を指標する種群が混在することを特徴とする。よって、こ

れらの層が堆積する頃は、流水の流れ込みのある不安定な堆積環境が推定される。

Ⅵ層上部～Ⅳ層（試料番号14～9）は、Ⅳ層中部（試料番号10）を除き耐乾性の強い陸生珪藻A群が優占

することを特徴とする。よって、シルトを主体とした本層は、しばしば乾燥するような好気的環境（例え

ば風成堆積）で堆積したと考えられる。特に、本層が縄文時代後期中葉に対比されることは、当時の縄文

人が生活した場所の環境を反映している可能性もある。なお、Ⅳ層中部（試料番号10）では、中～下流性

河川指標種群が優占することから、流水の流れ込みがある場所の淀み等で堆積した可能性がある。本層は

遺物包含層に挟在するかたちで存在することからすると、洪水などに伴う一時的な堆積環境の変化として

捉えられる。

Ⅲ層～Ⅰ’層（試料番号8～4）になると、流水指標種のMeridion circulae やその変種のM. circulae var.

constrictum が優占することで特徴付けられる。よって、泥炭層とシルト層の互層は流水域で堆積したと考

えられる。この群集変化は、基本層序の5層中部～上部によく似ており、同時期に堆積した可能性がある。

Ⅰ’層～Ⅰ層（試料番号3～1）は、前層と同様に流水指標種が多産するが、これに加えて沼沢湿地付着

生種群も多産する。よって、泥炭からなるこれらの層は、流水の流れ込みのある沼沢～湿地のような低湿

な環境で堆積したと考えられる。

c）遺　構　覆　土

晩期石組遺構のうち、木樋（遺物編第525図1）の中から得られた土壌の試料番号1・2は、水生珪藻と

陸生珪藻とが混在する組成が見られた。水生珪藻の中には中～下流性河川指標種群を含む流水性種や沼沢

湿地付着生種群を含む流水不定性種が多産する。樋は、段丘崖側に流入口があることから、段丘礫層と基

盤との間から流れ出る湧水を利用していたと考えられる。水生珪藻は、段丘崖から流入口までの僅かな範
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囲の流水中に生育していた可能性がある。また、この結果から、常に水が流れていた環境が推定される。

陸生珪藻は、段丘崖の水がしみ出す付近にはコケ類などに付着していたものが堆積した可能性がある。

試料番号3では、群集組成が異なる。また、試料番号4では珪藻化石の産出が少なかった。これらは何

れも砂質の堆積物であり、試料番号1・2とは異なる。洪水などによる一時的な堆積や他の場所から供給

された可能性が高い。試料番号5についても、同様の可能性が指摘できる。

S1の珪藻化石群集組成は、陸生珪藻と水生珪藻の比率から見ると樋の中の珪藻組成に近い。堆積物を

みると、基本層序の5層に似ている。本遺構はトチノキの加工場の可能性が指摘されている。トチノキの

加工場は、水さらしを行うために水が豊富に得られる低地に作られる。このような場所は、通常生活の場

としては利用されないことから、遺構周辺では基本層序の5層が流水の影響を受けながら堆積していたと

考えられる。

晩期石組遺構では、クルミ集中部と東側炭化種子集中範囲とで珪藻化石が全く異なる。クルミ集中部で

は、沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種や好汚濁性種が多産したことから、富栄養沼沢地のような環

境が推定される。一方、東側炭化種子集中範囲では、陸上の好気的環境に耐性のある陸生珪藻が優占する。

現生の陸生珪藻の分布調査結果によれば、陸生珪藻の占める割合が全体の70～80％を越えれば、その

試料は陸上の好気的環境に堆積した可能性が高い［伊藤・堀内1991］。したがって、東側炭化種子集中

範囲では、好気的な環境下で堆積した可能性がある。

岩版（遺物編第511図5）が出土した西調査区湧水地点の土壌試料からは、中～下流性河川指標種群を含

む流水性種や沼沢湿地付着生種群を含む流水不定性種が産出する。これは、基本層序の5層下部～中部と

よく似ており、様々な環境に生育していた珪藻が、流水等と共に流れ込んで堆積したと考えられる。

d）晩期木組遺構下

珪藻化石の産出が少ない試料が多い。珪藻化石が産出した試料番号7は、沼沢湿地付着生種群を含む流

水不定性種や、中～下流性河川指標種群を含む流水生種が産出したこと、陸生珪藻も約30％産出したこ

と、明らかに異地生種と見られる海水生種を伴うことから様々な履歴をもつ土壌が本地点に堆積している

可能性がある。また、試料番号3・1では、陸生珪藻の産出が水生珪藻よりも多いことから、水成堆積し

たことよりも陸上の好気的環境で堆積した可能性がある。

なお、珪藻化石の少なかった試料番号2・4～6・8・9の堆積環境についてはよく分からないが、堆

積速度が速かった等の理由により、取り込まれる珪藻化石が少なかった可能性がある。

e）晩期石組遺構下泥炭層

本泥炭層は、珪藻化石の消長では三つに分けられたが、堆積環境的には一つにまとめられる。全般的に

流水指標種のMeridion circulae やその変種のM. circulae var.constrictum が優占することで特徴付けられ

た。この泥炭層の珪藻化石群集は、基本層序の5層中部～上部に類似しており、流水の影響の強い環境下

で堆積したと考えられる。
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C 遺跡周辺の古植生

（1）試　　　料

a）花　粉　分　析

試料は、基本層序の21点（試料番号1～21）、晩期木組遺構下より採取された層位試料9点（試料番号1

～9）、晩期木組遺構西ベルト27点（試料番号1～17,18-1,18-2,19～26）、晩期石組下泥炭層の層位試料10

点（試料番号1～9,トイ外トイ北）、晩期木組遺構覆土4点（試料番号1～3,S1）、晩期石組遺構覆土2点（クル

ミ集中部、東側炭化種子集中範囲）、湧水地点の覆土1点（S1）の計74点である。

b）植物珪酸体分析

試料は、基本層序21点（試料番号1～21）、晩期木組遺構西ベルト27点（試料番号1～17,18-1,18-2・19

～26）、晩期木組遺構下9点（試料番号1～9）、晩期石組遺構下泥炭層10点（試料番号1～9・木樋外・木樋

北）、晩期木組遺構覆土3点（試料番号2,3,S1）、晩期石組遺構覆土2点（クルミ集中部、東側炭化種子集中範囲）、

湧水地点の覆土2点（S1,2）の合計71点である。

（2）方　　　法

a）花　粉　分　析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛：比重2.3）よる有機物の分離、

フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸9：濃硫酸1の混合液）処理の順に物理・化学

的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、光学顕微鏡下でプ

レパラート全面を走査し、出現する全ての種類（Taxa）について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いたものをそれぞ

れ基数として、百分率で出現率を算出し図示する。図表中で複数の種類をハイフンで結んだものは、種類

間の区別が困難なものである。なお、総数が100個体未満のものは、統計的に扱うと結果を歪曲する恐

れがあるので、出現した種類を＋で表示するにとどめておく。

b）植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理（70W，250KHz,1分間）、沈定法、重

液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃

集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、プリュウラック

スで封入してプレパラートを作製する。

400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由

来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞

珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植

生や稲作について検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の層位的分布図を作成した。各種類の出

現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。
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（3）花粉分析結果

以下に、地点別に結果を述べる。

a）基　本　層　序

結果を第14表、第9図に示す。試料番号21～16では、木本花粉の占める割合が高い。優占する種類

は、コナラ属コナラ亜属・クリ属であるが、クリ属は上部に向かって減少する。この他、クルミ属・ハン

ノキ属・ブナ属・ニレ属－ケヤキ属トチノキ属などの広葉樹やマツ属・スギ属等の針葉樹を伴う。

試料番号15～5にかけては、広葉樹のハンノキ属・ブナ属・コナラ属コナラ亜属と針葉樹のマツ属な

どが優占する。針葉樹のスギ属、広葉樹のクルミ属・ニレ属－ケヤキ属・トチノキ属は、低率ながらほぼ

連続して検出される。草本花粉ではイネ科の割合が増加するとともに、産出する種類数も増加する。 試

料番号4～1においては、草本花粉の占める割合が高くなる。木本花粉では、針葉樹のマツ属、広葉樹の

ブナ属・コナラ属コナラ亜属が優占する。ハンノキ属は、試料番号5から4にかけて急減する。草本花粉

は、主にイネ科により占められている。また、オモダカ属・ミズアオイ属といった水生植物や、ソバ属な

どの栽培植物も認められる。

b）晩期木組遺構西ベルト

結果を第15表、第10図に示す。全試料を通して、検出される花粉化石数が少ない。下部の試料番号

26～18-1では、ツガ属、トウヒ属、マツ属等の針葉樹や、ブナ属、ニレ属－ケヤキ属等の落葉広葉樹が

検出される。草本類の花粉はほとんど検出されない。また、試料番号26では、シダ類胞子が多く見られ

た。しかし、いずれの試料も定量分析を行うだけの個体数は得られなかった。

上部の試料番号17～1では、17試料中200個体を越えた試料はわずかに3試料、100個体以下の試

第9図　基本層序における花粉化石群集の層位分布



高瀬山遺跡の自然科学分析

427

第10図　晩期木組遺構西ベルトにおける主要花粉化石群集の層位分布

第11図　遺構覆土における花粉化石群集の産状
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第14表　基本層序の花粉分析結果

種　　類

試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
木本花粉

モミ属 - 1 3 3 1 - - 2 3 1 - 1 1 2 - - - - - 2 1

ツガ属 1 2 2 3 1 1 - - - 1 - 1 - - 2 1 1 - - - 3

トウヒ属 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 1 -

マツ属 53 59 58 57 29 40 8 35 27 79 48 45 20 23 33 18 21 9 19 36 14

コウヤマキ属 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - -

スギ属 3 2 9 8 8 6 1 3 - 10 9 5 7 12 6 6 6 11 5 5 6

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 - - 1 1 1 1 - - - - - - - 1 - - 1 4 - - -

ヤナギ属 - 1 - - - - - - - - - - - 3 - - - 2 1 1 1

ヤマモモ属 - - 1 - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - 1 -

サワグルミ属 - - - - 2 - 1 1 - - 4 - 1 - 3 - 4 - 1 2 -

クルミ属 1 3 - 5 5 15 3 3 1 11 2 7 1 21 4 10 12 30 11 9 12

クマシデ属－アサダ属 2 2 2 3 2 5 - 1 1 - 1 1 1 1 5 3 1 2 - - 1

ハシバミ属 - 1 3 - - - 1 - 1 - - - - - 2 1 - - - 2 -

カバノキ属 - 5 6 1 3 1 1 - - - - 1 2 3 1 - - - - 1 -

ハンノキ属 6 8 11 18 57 60 6 17 8 20 63 68 107 29 61 3 1 10 13 8 13

ブナ属 58 80 75 71 67 40 6 5 2 45 28 28 28 15 62 10 6 6 8 9 11

コナラ属コナラ亜属 28 28 40 24 48 41 6 17 9 32 45 40 34 52 36 112 47 78 41 84 86

コナラ属アカガシ亜属 - - - - - 1 - - - 3 - - - - - 1 - 1 - - -

クリ属 - 1 1 - 3 2 2 9 - 1 11 3 6 25 - 8 30 41 29 29 121

ニレ属－ケヤキ属 6 7 4 5 7 6 - 3 1 12 6 6 8 13 5 16 14 5 2 9 6

エノキ属－ムクノキ属 - - - 1 - - - - - - - - - - 1 2 - 1 - 1 1

ヤドリギ属 - - - - - - - - - - - 1 - 10 - - - - - - -

カツラ属 - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - -

キハダ属 - - - - - - - - - - - - - - - 2 - 2 - - -

ウルシ属 - 1 3 1 - 3 - - - 1 4 3 4 - 3 - 3 - - 1 -

カエデ属 - 1 - - 1 2 - - 1 1 3 - 2 5 1 1 1 2 - 2 -

トチノキ属 1 - - - 1 2 1 5 1 2 2 2 3 20 1 8 16 17 5 8 5

ブドウ属 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ツタ属 - - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - - - - -

ノブドウ属 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

シナノキ属 - - - - 1 - - - - - 1 - - - 1 - - - - - -

ウコギ科 - - - - - 2 - - - - - - 1 - - - - - - - -

ツツジ科 - - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -

トネリコ属 - - - - - - - - - 2 - - - - 1 - - 2 1 - 1

タニウツギ属 - - - - - - 13 4 1 - - - - - - - - - - - -

草本花粉 -

ガマ属 - - - - - - - - - - - - - - 2 1 - - 4 -

サジオモダカ属 - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - -

オモダカ属 4 2 1 2 - - - - - - - - - - - - - - - - -

イネ科 398 627 579 237 138 63 5 9 8 55 47 41 34 22 93 9 17 15 20 9 16

カヤツリグサ科 9 10 12 10 7 11 1 4 3 - 11 6 10 2 15 - 4 18 17 9 11

ミズアオイ属 7 15 7 4 1 - - 2 - 1 - - - - - - - - - - -

クワ科 - 1 - 1 1 - - - - - - - - - - - 3 - - - 1

サナエタデ節－ウナギツカミ節 24 24 26 34 9 5 10 6 - 16 3 - 1 5 - 2 2 1 1 1 1

ソバ属 12 20 11 3 - - - - - - - - - - - - - - - - 1

アカザ科－ヒユ科 8 5 8 2 2 3 - - - 1 1 4 2 - 1 - - - - - -

ナデシコ科 6 11 13 13 4 - - - - - 1 2 2 - 2 - - - - - -

カラマツソウ属 - 1 1 1 - - - - 1 - 1 - 2 - - - - - - - 1

キンポウゲ科 - - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - - - - -

アブラナ科 3 1 - - - - - - - - - 2 - 1 - - - - - - -

バラ科 - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - 1 1 1

マメ科 - - - - - - - 1 - - 1 - 1 - 1 - - - - - -

ツリフネソウ属 - - - - - 1 - - - - - 3 - 1 1 - 2 1 - - -

キカシグサ属 - 1 1 1 2 - - - - - - - - - - - - - - - -

アリノトウグサ属 - 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

セリ科 - 3 5 - 1 1 - - - 1 - 1 1 - - - 1 - - 1 -

オミナエシ属 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ゴキヅル属 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

ヨモギ属 38 17 33 26 43 22 - 5 1 23 20 14 24 15 21 2 6 8 9 7 5

オナモミ属 - - - 2 1 - - - - 1 - - - - 1 - - - - - -

キク亜科 2 3 4 6 10 5 1 5 5 3 6 2 6 2 5 - 12 - 1 - 2

タンポポ亜科 1 5 2 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1

不明花粉 3 15 19 11 12 1 5 4 6 4 12 11 16 1 13 1 8 4 7 9 11

シダ類胞子

サンショウモ 2 9 11 10 1 1 - - - 3 1 1 2 - - - - - - - -

他のシダ類胞子 478 164 121 117 72 584 392 639 563 742 195 25 13 82 61 25 431 375 1109 2026 29

合　計

木本花粉 161 202 220 201 239 229 49 105 56 221 227 214 226 235 229 203 164 224 137 211 282

草本花粉 513 748 704 344 221 112 17 32 18 102 91 75 83 48 143 13 48 43 50 32 40

不明花粉 3 15 19 11 12 1 5 4 6 4 12 11 16 1 13 1 8 4 7 9 11

シダ類胞子 480 173 132 127 73 585 392 639 563 745 196 26 15 82 61 25 431 375 1109 2026 29

総計（不明を除く） 1154 1123 1056 672 533 926 458 776 637 1068 514 315 324 365 433 241 643 642 1296 2269 351
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試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18-1 18-2 19 20 21 22 23 24 25 26

第15表　木組遺構西ベルトの花粉分析結果

木本花粉
モミ属 - - - 1 2 2 2 1 1 - - - 2 1 1 2 5 - 3 1 1 1 2 1 - 1 4
ツガ属 - - - - 1 2 - 1 1 - 2 - 2 - 2 2 15 - 1 - 2 1 3 3 2 4 3
トウヒ属 - - - - - - - 1 2 1 1 - - - - - 4 - - - 1 3 2 2 - 3 3
マツ属 2 4 42 18 49 34 19 25 71 25 16 2 5 - 4 1 33 - 5 - - 3 2 4 3 3 13
スギ属 1 2 7 - 3 - 5 6 6 3 - - - - - - 2 - - - - - 1 - - - -
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 - - - - 1 - 1 - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヤナギ属 - - - 1 4 1 1 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヤマモモ属 - - - 1 - - - - - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - -
サワグルミ属 - - 3 2 1 1 3 1 3 - 1 1 - - - - 2 - - - - - - - - - -
クルミ属 1 3 7 4 18 15 5 2 2 - 2 - - - 1 - 2 - 3 - - 1 6 2 1 - -
クマシデ属－アサダ属 - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ハシバミ属 - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
カバノキ属 1 - 1 2 - - - - - - 1 - 1 - - - 1 - - - - - - - - - -
ハンノキ属 5 - 25 13 25 19 43 21 29 4 1 2 - 1 1 4 11 1 2 - - - 1 - - - -
ブナ属 - 1 2 7 12 12 17 14 2 1 - 3 - 1 5 1 28 - - - 3 3 6 7 1 3 1
コナラ属コナラ亜属 6 1 84 7 42 35 55 19 25 7 3 1 - 1 1 1 10 - 3 - - - 2 2 - - -
コナラ属アカガシ亜属 - - 2 - 1 - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
クリ属 12 15 45 15 - 25 66 12 14 1 - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
ニレ属－ケヤキ属 2 - 11 2 4 8 8 7 12 2 3 1 1 - 1 - 8 - 2 1 1 3 2 1 - - 1
エノキ属－ムクノキ属 - - - - - - - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
ヤドリギ属 - - - - 3 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
フウ属 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - 1
キハダ属 - - - - 4 27 9 7 5 3 - - - - - - - - - - - - - - - - -
ウルシ属 - - - - - - 1 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
カエデ属 - 1 1 - 1 2 - 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
トチノキ属 1 1 13 9 17 25 25 21 21 2 - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブドウ属 - - - - - 1 11 3 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
シナノキ属 - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -
ツツジ科 - - - - - - 1 - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - 1 1
タニウツギ属 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

草本花粉
ガマ属 - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
イネ科 - 1 5 2 8 18 25 21 12 1 - 2 - 1 - 2 10 - - - - 1 - 1 1 - -
カヤツリグサ科 - - 4 7 20 6 3 10 12 2 1 1 - - - - 1 - - - - - - - - - -
クワ科 - - 1 - - - - - 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -
サナエタデ節－ウナギツカミ節 - - 7 10 24 5 2 1 3 1 - - - - - - - - - - 1 1 - - - - -
アカザ科－ヒユ科 - - 1 - 2 1 - 1 - - - - - - 1 - - - 1 - - - - - - - -
カラマツソウ属 - - - - - - 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
アブラナ科 - 1 - - - - 1 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
マメ科 - - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ツリフネソウ属 - - 1 2 2 3 2 3 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
キカシグサ属 - - - - - - 1 - 1 - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
セリ科 - - 2 - - - 1 1 1 - - - - - - - 2 - - - - - - - - - -
ゴキヅル属 - - - - - - 4 2 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヨモギ属 1 - 2 5 - 2 14 15 14 - - - - - - - 2 1 - - - - - - - - -
オナモミ属 - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - -
キク亜科 - 1 2 - 4 3 2 - 6 2 - - 2 - 2 - 1 - - - - - - - - 1 -
タンポポ亜科 - - 2 - - - 1 10 - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -
不明花粉 3 1 6 5 7 4 6 3 3 5 2 1 - 1 2 3 4 - 1 - - - 1 - - - 2

シダ類胞子
サンショウモ 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
他のシダ類胞子 6 1 46 9 55 20 45 21 141 28 18 18 3 5 6 4 313 - 9 - - 1 17 1 4 38 239

合　計
木本花粉 31 28 243 82 188 210 276 149 199 50 31 10 11 4 16 11 126 1 19 3 8 15 27 22 7 16 27
草本花粉 1 3 29 26 60 39 58 66 53 7 1 3 2 1 3 2 18 1 2 0 1 2 0 1 1 1 0
不明花粉 3 1 6 5 7 4 6 3 3 5 2 1 0 1 2 3 4 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2
シダ類胞子 7 1 46 9 55 20 45 21 141 28 18 18 3 5 6 4 313 0 9 0 0 1 17 1 4 38 239
総計（不明を除く） 39 32 318 117 303 269 379 236 393 85 50 31 16 10 25 17 457 2 30 3 9 18 44 24 12 55 266

料は10試料もあった。傾向としては木本花粉の割合が多く、マツ属・コナラ亜属・クリ属・トチノキ属

などがみられる。草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ヨモギ属など

が認められた。

c）遺　構　覆　土

結果を第16表、第11図に示す。晩期木組遺構では、試料番号2以外の試料から花粉化石が比較的多

く検出される。保存は比較的悪く、風化を受けた花粉化石も多数認められる。花粉化石組成は、検出され

ない試料をのぞき各試料とも近似する。木本花粉では、マツ属、クルミ属、コナラ亜属の割合が高く、ハ

ンノキ属、ブナ属、クリ属、ニレ属－ケヤキ属、クマシデ属－アサダ属、トチノキ属などを伴う。草本花

粉では、イネ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、ツリフネソウ属の割合が高い。

晩期石組遺構では、東側炭化種子集中部からは花粉化石は検出されなかったが、クルミ集中部からは検

出される。木本花粉では、クルミ属、コナラ亜属の割合が高く、マツ属、ブナ属、ニレ属－ケヤキ属、ト

チノキ属を伴う。草本花粉は、草本花粉では、イネ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、ヨモギ属などが
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検出される。

湧水地点は、比較的花粉化石の保存状

態がよい。木本花粉では、マツ属、クル

ミ属、ブナ属、コナラ亜属、クリ属、ト

チノキ属が比較的高い。草本花粉は、種

類数・個体数ともに少ない。

d）晩期木組遺構下

結果を第17表に示す。全試料とも検

出される花粉化石数が少なく、定量分析

を行うだけの個体数は得られなかった。

いずれの試料も針葉樹のマツ属、落葉広

葉樹のコナラ亜属等が検出される。この

他には、針葉樹のモミ属、ツガ属、トウ

ヒ属、広葉樹のハンノキ属、ブナ属、ニ

レ属－ケヤキ属等の花粉が検出される。

草本類では、イネ科、サナエタデ節－ウ

ナギツカミ節、キク亜科、タンポポ亜科

など検出される。

e）晩期石組遺構下泥炭層

結果を第18表、第12図に示す。全

試料を通じて木本花粉の割合が高い。木

本花粉の群集組成は、針葉樹のマツ属や

広葉樹のコナラ亜属が多く産出する。ま

た、針葉樹のスギ属、広葉樹のクルミ

属・ハンノキ属、ブナ属、クリ属、ニレ

属－ケヤキ属・トチノキ属が連続して認

められる。草本花粉は、イネ科・カヤツ

リグサ科などとともに、栽培植物のソバ

属なども比較的多くみられる。

晩期木組遺構 晩期石組遺構

種　　類 クルミ
集中部

東側炭化S
集中範囲

湧水地点

試料番号 No.1 No.2 No.3 S1 S1 

第16表　遺構覆土の花粉分析結果

木本花粉
モミ属 - - - 1 1 - - 
ツガ属 - - - - 1 - - 
マツ属 54 2 25 42 14 - 12
スギ属 6 - 2 3 4 - 3
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 - - - - 1 - - 
クルミ属 28 - 27 24 40 - 49
クマシデ属－アサダ属 2 - 8 1 8 - 1
ハシバミ属 - - - - 1 - - 
カバノキ属 1 - - 1 1 - 1
ハンノキ属 7 - 7 10 12 - 13
ブナ属 7 - 5 6 22 - 22
コナラ属コナラ亜属 47 2 39 54 46 - 33
コナラ属アカガシ亜属 1 - 1 2 4 - - 
クリ属 13 - 10 8 6 - 7
ニレ属－ケヤキ属 19 - 4 2 11 - 10
ヤドリギ属 1 - - - - - 2
カツラ属 - - - - - - 1
キハダ属 1 - - - 1 - 7
アカメガシワ属 - - - 1 1 - - 
カエデ属 - - - 1 2 - 1
トチノキ属 25 - 7 9 7 - 57
ブドウ属 - - - - - - 2
ノブドウ属 - - - - 6 - - 
シナノキ属 1 - - - 2 - - 
ウコギ科 - - - - - - 2
トネリコ属 - - - - 2 - - 
ガマズミ属 - - - - - - 1

草本花粉
イネ科 96 1 16 18 26 - 7
カヤツリグサ科 9 - 2 2 1 - 5
ユリ科 - - - - - - 1
ギシギシ属 1 - - - 1 - - 
サナエタデ節－ウナギツカミ節 14 - 30 21 17 - 5
タデ属 - - - - 7 - - 
アカザ科 1 - 3 - - - - 
ナデシコ科 - - - 2 2 - - 
カラマツソウ属 3 - - - - - - 
キンポウゲ科 - - - - - - 1
マメ科 2 - 2 1 - - - 
ツリフネソウ属 2 - 28 - 8 - - 
アカバナ属 - - - - 4 - - 
セリ科 - - 1 - - - 2
オオバコ属 - - 1 - - - 1
オミナエシ属 - - 3 - - - - 
ヨモギ属 13 - 3 1 21 - 10
他のキク亜科 3 - 3 - 10 - 2
タンポポ亜科 1 - - - 4 - - 
不明花粉 1 - 1 2 - - 6

シダ類胞子
シダ類胞子 73 40 49 25 103 - 70

合　計
木本花粉 213 4 135 165 193 0 224
草本花粉 145 1 92 45 101 0 34
不明花粉 1 0 1 2 0 0 6
シダ類胞子 73 40 49 25 103 0 70
総計（不明を除く） 431 45 276 235 397 0 328

種　　類

試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9

第17表　晩期木組遺構下の花粉分析結果

木本花粉
モミ属 - - 1 - - 1 - - -
ツガ属 - - - - - - 1 - -
トウヒ属 - - - - - 2 1 - -
マツ属 2 1 1 2 1 4 - - -
スギ属 - - - - - 1 - - -
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 1 - - - - - - - -
ヤマモモ属 - - 1 - - - - - -
クルミ属 - - 1 - - 1 - - -
ハンノキ属 - - 2 2 - 1 - - -
ブナ属 1 - - 1 - - 1 - -
コナラ属コナラ亜属 1 - 1 1 1 1 1 - -
ニレ属－ケヤキ属 - - 1 - - - 1 - -
トチノキ属 - 1 1 - - - - - -

草本花粉
イネ科 - - 2 1 1 2 - - -
サナエタデ節－ウナギツカミ節 - - 2 - - - - - -
ヨモギ属 - - - 1 - - - - -
キク亜科 - - 4 4 1 1 1 - -
タンポポ亜科 - - 3 - - - - - -
不明花粉 - - 3 - - 1 - - -

シダ類胞子
シダ類胞子 13 2 3 - - 7 - - -

合　計
木本花粉 5 2 9 6 2 11 5 0 0
草本花粉 0 0 11 6 2 3 1 0 0
不明花粉 0 0 3 0 0 1 0 0 0
シダ類胞子 13 2 3 0 0 7 0 0 0
総計（不明を除く） 18 4 23 12 4 21 6 0 0
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第18表　晩期石組遺構下の花粉分析結果

種　　類
トイ外

試料番号 1 2 3 4 5 6 8 9 トイ北7
木本花粉
モミ属 3 2 1 2 2 2 1 - 2 2
ツガ属 4 1 6 - 2 - 2 - 3 4
トウヒ属 - 2 2 - - - - - 1 -
マツ属 19 52 41 33 29 41 80 15 46 58
スギ属 8 9 9 5 7 8 2 4 2 4
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 1 - 1 - 1 - 1 - - -
マオウ属 - - - - - - 1 - - -
ヤナギ属 1 1 - 1 - - - 2 3 1
ヤマモモ属 - - - 1 - - - - - 1
サワグルミ属 6 4 1 - 3 - 2 1 3 3
クルミ属 19 20 23 28 21 17 13 16 14 23
クマシデ属－アサダ属 1 - - - - - 1 - 1 -
ハシバミ属 1 - - - - - - - - -
カバノキ属 2 1 2 2 - - 1 - - 1
ハンノキ属 19 23 17 18 18 22 11 29 22 32
ブナ属 18 5 6 11 9 11 8 10 21 8
コナラ属コナラ亜属 69 55 46 48 72 60 48 68 73 78
コナラ属アカガシ亜属 2 - - - 1 - - - - -
クリ属 19 10 14 22 11 19 11 13 5 27
ニレ属－ケヤキ属 10 8 25 13 12 9 8 9 19 18
エノキ属－ムクノキ属 1 - - - - 1 - 1 1 1
ヤドリギ属 - - 1 1 2 - - - - -
フウ属 - - - - - - - - 1 -
キハダ属 2 - 1 4 2 1 4 16 4 -
ウルシ属 - 1 - 1 2 4 1 2 1 3
モチノキ属 - - - - - - - - 1 -
カエデ属 - - - 1 - 1 2 - 1 -
トチノキ属 8 9 8 8 12 8 6 27 35 13
ブドウ属 - - - - - - 2 1 - -
シナノキ属 - 1 - - - - - - - -
ウコギ科 - - - - - - - 5 - -
ツツジ科 - - - - - - - - - 1
トネリコ属 - - - - - - - 1 - -

草本花粉
ガマ属 - 1 - - - - - - 2 1
イネ科 24 9 16 20 20 11 8 39 48 39
カヤツリグサ科 15 12 17 10 5 5 15 14 23 9
クワ科 1 2 - - - - - 4 - -
ギシギシ属 16 1 1 - - - - - - 2
サナエタデ節－ウナギツカミ節 8 12 7 2 2 3 2 - - 1
タデ属 37 7 4 - 1 - - - - 18
ソバ属 - - - 2 - - - - - 6
アカザ科－ヒユ科 - - - - - - 1 1 - -
カラマツソウ属 - - - 1 - - - 13 1 1
アブラナ科 - 1 - - 1 - - - - -
バラ科 - - - - - - - - - 1
マメ科 1 - - - 1 1 - 1 6 1
ツリフネソウ属 7 2 - 4 3 2 7 3 13 1
セリ科 - 1 - 1 1 - - 1 1 1
ミツガシワ属 - - - 1 - - - - - -
ゴキヅル属 1 1 - - - 1 - 1 - -
ヨモギ属 13 5 1 6 4 2 9 14 14 6
キク亜科 3 9 6 3 - 1 16 - 2 4
タンポポ亜科 - - 2 1 2 4 2 - 1 -
不明花粉 3 6 6 4 7 8 11 10 9 16

シダ類胞子
シダ類胞子 164 343 317 122 74 39 312 37 175 80

合　計
木本花粉 213 204 204 199 206 204 205 220 259 278
草本花粉 126 63 54 51 40 30 60 91 111 91
不明花粉 3 6 6 4 7 8 11 10 9 16
シダ類胞子 164 343 317 122 74 39 312 37 175 80
総計（不明を除く） 503 610 575 372 320 273 577 348 545 449

第12図　晩期石組み遺構下泥炭層における主要花粉化石群集の層位分布



（4）植物珪酸体分析結果

以下に、地点別に結果を述べる。

a）基　本　層　序

結果を第19表、第13図に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪い。

植物珪酸体群集は、試料番号5と4を境に変化する。試料番号5以深（試料番号21～5）ではタケ亜科

やヨシ属、ウシクサ族などが認められ、概してヨシ属が優占する。また、検出個数の少ない試料（番号19

～11）でも、試料番号16を除いて、検出される種類の中ではヨシ属の産出が目立つ。

一方、試料番号4以浅（試料番号4～1）ではヨシ属の割合が減少し、タケ亜科やイネ属の産出が目立つよ
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種　　　類
試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属 20 28 30 36 6 9 1 2 - 1 1 - - - 1 - - - - - -
タケ亜科 73 61 57 45 45 12 21 9 4 11 8 5 7 7 5 34 7 1 3 23 22
ヨシ属 77 41 61 47 121 173 179 203 207 182 69 21 28 46 50 28 46 25 48 186 267
ウシクサ族コブナグサ属 2 5 1 2 1 2 - - - - - - - - - - - - - - -
ウシクサ族ススキ属 9 34 24 24 14 17 4 3 - 5 3 - 3 5 9 2 - - - - 9
イチゴツナギ亜科 2 10 6 8 1 - 1 - - - 1 - 2 1 3 1 1 - - - 3
不明キビ型 18 36 26 43 10 16 4 - 2 9 6 4 9 7 7 - 2 2 1 5 9
不明ヒゲシバ型 2 9 12 16 10 2 12 10 19 2 2 4 - 2 3 3 6 5 3 5 8
不明ダンチク型 1 7 12 12 6 4 1 1 - - - 1 - 2 3 1 - - - - 1

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 12 58 24 31 8 8 - 1 - 2 1 - - 2 2 - - - - - -
タケ亜科 45 62 34 39 36 24 17 23 16 10 26 11 16 2 9 21 5 4 - 14 13
ヨシ属 45 54 33 33 53 78 89 103 110 106 57 26 30 9 27 21 17 19 5 97 95
ウシクサ族 2 27 11 15 9 - 3 1 - - - - 2 3 4 1 1 - - 3 3
シバ属 - 2 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - -
不明 17 51 43 36 36 8 14 11 7 2 20 11 10 8 9 5 4 - 2 5 10

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 204 231 229 233 214 235 223 228 232 210 90 35 49 70 81 69 62 33 55 219 319
イネ科葉身機動細胞珪酸体 121 254 146 154 142 118 123 139 133 120 104 48 58 24 51 48 27 23 7 119 121
総　計 325 485 375 387 356 353 346 367 365 330 194 83 107 94 132 117 89 56 62 338 440

組　織　片
イネ属穎珪酸体 - - 1 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -
イネ属短細胞列 5 6 3 7 1 4 1 1 - - - - - - - - - - - - -
タケ亜科短細胞列 - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

第19表　基本層序の植物珪酸体分析結果

第13図　基本層序における植物珪酸体群集の層位分布と組織片の産状



うになる。

なお、栽培植物のイネ属が試料番号15で出現し、上位の試料でほぼ連続的に産出する。

b）晩期木組遺構

結果を第20表・第14図に示す。いずれの試料も植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪い。

下部の試料番号26～18-1では、検出個数も少ない。タケ亜科の産出が目立ち、ヨシ属やウシクサ族な
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第14図　晩期木組遺構西ベルトにおける植物珪酸体群集の層位分布

第20表　晩期木組遺構西ベルトの植物珪酸体分析結果

種　　　類

試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 18-1 18-2 19 20 21 22 23 24 25 26
イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 12 24 88 12 17 14 16 5 1 4 11 6 8 17 12 29 5 4 9 15 4 9 1 10 11 10

ウシクサ族ススキ属 5 3 8 - - 1 3 1 - 2 - 1 - - - 4 - 1 - - - - - 1 1 -
イチゴツナギ亜科 - 1 - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -
不明キビ型 2 9 8 1 2 1 7 5 2 2 - - 2 1 1 2 - 1 12 3 - - - 1 - -
不明ヒゲシバ型 5 15 14 - 4 4 4 3 - 2 - 1 - 2 - - - - - 1 1 - - - - -
不明ダンチク型 1 5 10 3 1 1 - 3 - - - - - 3 - - - 1 1 3 2 - - 2 2 -

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 15 26 72 16 41 25 14 24 23 27 33 14 17 14 27 43 18 22 14 18 26 23 20 31 41 31
ヨシ属 93 75 37 15 58 75 9 7 8 2 1 - - - - 2 2 4 - 4 2 - 2 - 2 3
ウシクサ族 1 1 3 - - 1 - - - - - - - - 1 1 - - - - - - - - - -
不明 1 13 21 6 9 11 10 5 4 2 - - - 1 - 1 4 3 - 6 - - 6 7 1 1

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 255 209 212 29 110 204 94 19 3 10 12 10 10 23 15 35 8 8 23 25 9 9 1 14 14 10
イネ科葉身機動細胞珪酸体 110 115 133 37 108 112 33 36 35 31 34 14 17 15 28 47 24 29 14 28 28 23 28 38 44 35
総　計 365 324 345 66 218 316 127 55 38 41 46 24 27 38 43 82 32 37 37 53 37 32 29 52 58 45

ヨシ属 230 152 84 13 86 183 64 2 - - - 2 - - 2 - 3 1 1 3 2 - - - - -

17

2
2
2
-
-
-
-

10
-
-
-

6
10
16



ども認められる。上部の試料番号17～1では、試料番号4・8～17で検出個数が少ない。植物珪酸体群

集をみると、層位的な変化が見られ、試料番号17～8ではタケ亜科やヨシ属、ウシクサ族などが認めら

れ、概してタケ亜科の産出が目立つ。試料番号7～5では、検出される種類がほぼ同様であるものの、タ

ケ亜科が減少し、ヨシ属の産出が目立つ。試料番号4・3ではヨシ属とともにタケ亜科の割合も高くなる

が、試料番号2・1では再びヨシ属の産出が目立つ。

c）遺　構　覆　土

結果を第21表、第15図に示す。晩期木組遺構では、No.2およびNo.3で植物珪酸体が多数検出され

たが、S1では検出個数が少ない。No.2,3では、短細胞・機動細胞共にタケ亜科が多く、ヨシ属、ウシク

サ族（ススキ属）を伴う。また、短細胞珪酸体

ではイチゴツナギ亜科が認められる。S1は基

本的にはNo.2,3と同じ種類が検出される。

晩期石組遺構クルミ集中部と東側炭化種子集

中範囲は共に植物珪酸体が検出されるが、保存

状態が悪く、機動細胞は比較的多いが、短細胞

の検出個数が少ない。タケ亜科、ヨシ属、スス

キ属、イチゴツナギ亜科等が検出される。

湧水地点S1,2はいずれも植物珪酸体の検出

個数が少ない。タケ亜科、ヨシ属、ススキ属が

検出される。

d）晩期木組遺構下

結果を第22表に示す。木組遺構下では、植物珪酸体の保存状態が悪く、検出個数も少ない。タケ亜科

の産出が目立ち、ヨシ属やウシクサ族なども認められる。
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第15図　遺構覆土における植物珪酸体群集の産状

種　　　類
晩期木組遺構 晩期石組遺構

クルミ 東側炭化S 湧水地点
試料番号 No.2 No.3 S1 集中部 集中範囲 S1 S2 

イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 72 100 2 24 28 6 4
ヨシ属 16 39 11 26 6 3 9
ウシクサ族コブナグサ属 1 - - - - - - 
ウシクサ族ススキ属 40 15 2 2 9 - 4
イチゴツナギ亜科 5 10 - 3 3 - - 
不明キビ型 37 24 1 - 7 5 3
不明ヒゲシバ型 21 17 3 - 2 - - 
不明ダンチク型 15 17 - 2 1 - - 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 84 105 6 65 29 16 6
ヨシ属 22 27 19 77 9 14 16
ウシクサ族 7 6 - 5 3 5 2
不明 18 13 5 9 2 2 4

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 207 222 19 57 56 14 20
イネ科葉身機動細胞珪酸体 131 151 30 156 43 37 28
総　　計 338 373 49 213 99 51 48

第21表　遺構覆土の植物珪酸体分析結果
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e）晩期石組遺構下泥炭層

結果第23表・第16図に示す。試料番号1～9では、植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪い。

植物珪酸体群集は、試料番号8と7を境に変化する。試料番号9・8ではタケ亜科などがわずかに認めら

れるに過ぎない。一方、試料番号7以浅（試料番号7～1）ではヨシ属の産出が目立ち、タケ亜科やウシク

サ族などが認められる。

木樋外・木樋北試料では、タケ亜科やヨシ属の産出が目立ち、ウシクサ族なども検出される。

（5）考　　　察

a）森　林　植　生

縄文時代後期（晩期木組遺構西ベルトⅩ層～Ⅳ層、晩期石組遺構下泥炭層5層・3層）の花粉分析結果をみる

と、広域の植生を反映する木本類ではコナラ属コナラ亜属・マツ属などが多く産出し、クルミ属・ハンノ

キ属・ブナ属・クリ属・ニレ属－ケヤキ属・トチノキ属などを伴う。このうち、ブナ属などは後背の山地

第16図　晩期石組遺構下泥炭層における植物珪酸体群集の層位分布

種　　　類

試料番号 1 2 3 4 7 8
イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 9 16 22 24 19 11 32
ヨシ属 2 6 5 - 10 - -
ウシクサ族ススキ属 3 1 5 4 4 - 1
イチゴツナギ亜科 3 1 2 7 1 1 1
不明キビ型 3 3 4 10 5 4 1
不明ヒゲシバ型 2 2 - 1 - 1 -
不明ダンチク型 2 1 - - - - -

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 22 30 39 30 29 28 50
ヨシ属 7 4 11 1 9 1 4
ウシクサ族 - 1 - - - - -
不明 3 5 3 5 6 - 2

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 24 30 38 46 39 17 35
イネ科葉身機動細胞珪酸体 32 40 53 36 44 29 56
総　計 56 70 91 82 83 46 91

5 6 9

29 9
7 -
5 -
6 -

11 -
3 1

10 -

40 56
1 2
1 -
8 2

71 10
50 60

121 70

第22表　晩期木組遺構下の植物珪酸体分析結果 第23表　晩期石組遺構下の植物珪酸体分析結果

種　　　類

試料番号

トイ外

1 2 3 4 6 7 8 9 トイ北
イネ科葉部短細胞珪酸体
タケ亜科 23 48 31 25 19 26 3 2 11
ヨシ属 127 141 198 158 236 164 - - 18
ウシクサ族ススキ属 12 2 6 19 7 8 - - 1
イチゴツナギ亜科 3 1 - 2 1 2 - - 1
不明キビ型 12 2 2 12 15 13 - - 2
不明ヒゲシバ型 19 10 3 15 38 16 - - -
不明ダンチク型 8 2 - 2 10 3 - - 3

イネ科葉身機動細胞珪酸体
タケ亜科 35 46 21 16 21 26 9 6 34
ヨシ属 60 69 70 55 61 44 6 - 13
ウシクサ族 - 5 - 7 2 9 - - 3
不明 35 25 27 27 29 29 7 3 8

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 204 206 240 233 326 232 3 2 36
イネ科葉身機動細胞珪酸体 130 145 118 105 113 108 22 9 58
総　計 334 351 358 338 439 340 25 11 94

5

19
195

6
2
6

12
1

16
67
2

16

241
101
342



や丘陵部に、ハンノキ属・ニレ属－ケヤキ属などは河畔や低湿地に生育する種を含む。また、クリ属・ト

チノキ属などは虫媒花であることから、極近傍に生育していたものに由来する可能性がある。

ところで、晩期木組遺構西ベルトのⅩ層～Ⅳ層では、花粉化石の産出状況が悪かった。花粉化石・シダ

類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り込まれる花粉量が少なかった、あるいは、取り込まれた花粉が消

失した、という二つの可能性があげられる。一般的に花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態

にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・消失するとされている［中村1967；徳永・

山内1971；三宅・中越1998など］。珪藻の産状からは、河川の氾濫などによる堆積速度が速かったこと、

しばしば乾燥するような好気的環境が想定されている。よって、今回花粉が検出されなかった理由として

は、堆積速度が速く花粉が取り込まれにくかった、また、堆積時に取り込まれた花粉・シダ類胞子も、そ

の後の経年変化により分解・消失したためと考えられる。

また、植物珪酸体においても産出状況・保存状態が悪く、タケ亜科の産出が目立つ。タケ亜科の植物珪

酸体は他のイネ科植物と比較して風化に強く、また生産量の多い点がこれまでの研究から指摘されている

［近藤1982：杉山・藤原1986］。そのため、他の種類よりもタケ亜科が残留しやすかった可能性がある

縄文時代晩期（晩期木組遺構西ベルトⅢ層～Ⅰ層、晩期石組遺構下泥炭2層・1層、各遺構覆土、基本層序5層）を

みると、縄文時代後期と同様に、コナラ亜属・マツ属が多く、クルミ属・ハンノキ属・ブナ属・クリ属・

ニレ属－ケヤキ属・トチノキ属などを伴う。特に基本層序では、後背地の植生と思われるブナ属や草本類

の種類数が少なく、クリ属・トチノキ属など局地性を反映しやすい虫媒植物が多く認められることなどか

ら、この群集組成は局地的なものであると思われる。また、晩期木組遺構・晩期石組遺構とも水場遺構で、

トチノキ・クルミなどの種実が多数出土していることから、それらの採取地の近くに遺構を構築した可能

性もあると考えられる。なお、比較的高い割合で産出しているクリ属については、縄文時代の東北地方か

らは材や種子が多く産出することが知られている。特に青森県青森市の三内丸山遺跡では、花粉分析や出

土した種子のDNA分析から栽培の可能性が指摘されている［岡田・NHK青森放送局編1997］。これら

のことから、本地域で認められているクリ属の多産は局地的要素と思われるが、栽培の可能性も否定でき

ない。また、同じ層準からは、ウルシ属の花粉化石が低率ながら断続的に産出する。晩期木組遺構等の構

築材には栽培種のウルシが多数認められている。このことを考慮すれば、ウルシ属の花粉は周囲で栽培さ

れていたウルシに由来する可能性がある。

基本層序の奈良・平安時代以降とされる層位の花粉化石群集は、縄文時代晩期の層位と種類構成が大き

く変化している。7層～1層下部（試料番号15-5）では、縄文時代晩期に多産していたクリ属が少なくなり、

代わりにハンノキ属・ブナ属の割合が急激に高くなる。同時にマツ属もやや増加している。珪藻分析の結

果でも群集組成に変化が認められることから、今まで局地的な要素を反映していたものが、河川環境の変

化により広域の植生を反映するようになったと思われる。すなわち、より後背地の植生であるブナ属や、

低地の植生であるハンノキ属・草本類などが群集に反映されるようになったと考えられる。なお、9層

（試料番号16）は漸移層と想定され、花粉化石群集も縄文時代晩期と奈良・平安時代の中間的特徴を示す。

奈良・平安時代以降とされる基本層序1層中上部（試料番号4-1）では、草本類の割合が増加する。木本類

をみると、ブナ属・マツ属・コナラ亜属などが多く認められ、下位層準で多産したハンノキ属は減少する。

また、マツ属は生育の適応範囲が広く、尾根筋や湿地周辺など他の広葉樹の生育に不適な立地にも生育が

可能である。また、極端な陽樹であり、やせた裸地などでもよく発芽し生育することから、伐採された土

地などに最初に進入する二次林の代表的な種類でもある。詳細は後述するが、当該期に稲作やソバ栽培な

2 古 環 境 変 遷

436



どが行われていたと想定されることから、この時期になると人類の植生干渉により低地に分布するハンノ

キ属などからなる湿地林が切り開かれ、耕作地が拡大したと推測される。その結果、二次林や植林として

のマツ属や、より後背の植生であるブナ属などが花粉化石群集に反映されていると考えられる。

b）草　本　植　生

縄文時代後期の草本類をみると、イネ科・カヤツリグサ科・ヨモギ属などの花粉化石、ヨシ属・タケ亜

科などの植物珪酸体が検出されることから、これらの草本類が周囲に生育していたと思われる。

縄文時代晩期においても草本類に大きな変化は認められず、タケ亜科・ヨシ属などを含むイネ科・カヤ

ツリグサ科・ヨモギ属などが認められる。植物珪酸体分析ではヨシ属が多産する傾向があり、花粉分析で

もガマ属・ツリフネソウ属・ミツガシワ属・ゴキヅル属・サンショウモなど、水湿地生植物の種類数が増

えることから、周囲にこれらの草本類が生育する水湿地が存在したと推測される。これは珪藻分析から想

定される堆積環境や水場遺構が存在する調査結果とも調和的である。

奈良・平安時代以降とされる基本層序7層～1層下部における草本類をみると、花粉化石ではイネ科・

カヤツリグサ科・ヨモギ属が多く産出し、サナエタデ節－ウナギツカミ節・アカザ科－ヒユ科・キク亜科

などを伴う。これらの多くは開けた明るい場所を好む「人里植物」を含む分類群であることから、周囲に

これらの草本類が生育する草地が存在したと思われる。植物珪酸体では湿潤な場所に生育するヨシ属の産

出が目立ち、ガマ属・サジオモダカ属・ミズアオイ属・ツリフネソウ属・サンショウモなどの水湿地生植

物に由来する花粉も認められることから、これらの草本類が生育する水湿地も存在したと推測される。ま

た、栽培種であるイネ属に由来する植物珪酸体が産出し始めることから、当該期の周辺域での稲作が示唆

される。

基本層序1層中上部になると、草本類はほぼイネ科により占められるとともに、水田雑草となりうるオ

モダカ属・ミズアオイ属や栽培植物であるソバ属なども認められるようになる。植物珪酸体分析の結果か

らも、イネ属に由来する植物珪酸体の産出が目立つようになる。よって、前述のように低地の湿地林を切

り開いて耕作地を拡大させ、稲作やソバ属の栽培などが行われるようになったと推測される。本遺跡周辺

では奈良・平安時代の水田跡が検出されていることから、この産状は奈良・平安時代の稲作を示すものと

考えられる。

3 木材利用および植物利用

A 木材の樹種同定

（1）試　　　料

試料は、晩期木組遺構、晩期石組遺構、湧水地点などから出土した遺構構築材や自然木など2187点で

ある。このうち、S950とS1328は炭化材であった。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表20に記し

た。

（2）方　　　法

剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作製し、ガ

ム・クロラール（抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液）で封入し、プレパラート
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を作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観

察し、種類を同定する。

（3）結　　　果

樹種同定結果を第24～36表に示す。試料の中には、保存状態が悪いために種類の同定に至らない試

料があった。それらの試料については、観察できた範囲での結果を記し、木材組織が観察できなかった場

合には不明とした。その他の試料は、全て広葉樹材で40種類（オニグルミ・サワグルミ・ヤナギ属・ハンノ

キ属ハンノキ亜属・ハンノキ属ヤシャブシ亜属・ハンノキ属・アサダ・ブナ属・コナラ属コナラ亜属コナラ節・ク

リ・エノキ属・ケヤキ・ニレ属・ヤマグワ・モクレン属・カツラ・ウツギ属・アジサイ属・サクラ属・イヌエンジ

ュ・フジ属・キハダ・ニガキ・ヤマウルシ・ヌルデ・カエデ属・トチノキ・ニシキギ属・ケンポナシ属・ヤマブド

ウ・ミズキ属・タラノキ・ウコギ属・ハリギリ・ミズキ属・トネリコ属・ムラサキシキブ属・クサギ・ニワトコ・ガ

マズミ属）に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana （Maxim.） Kitamura） クルミ科クルミ属

散孔材で、道管は比較的大径で、単独または2～4個が放射方向に複合して散在し、年輪界に向かって

径を漸減する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性～異性III型、1～4細

胞幅、1～40細胞高。

・サワグルミ（Pterocarya rhoifolia Sieb. et Zucc.） クルミ科サワグルミ属

散孔材で、道管は比較的大径、単独または2～3個が放射方向に複合して散在し、年輪界付近でやや急

に管径を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性～異性III型、1

～2細胞幅、1～20細胞高。

・ヤナギ属（Salix） ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2～3個が複合して散在し、年輪界付近でやや管径を減少させる。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、1～15細胞高。

・ハンノキ属ハンノキ亜属（Alnus subgen. Alnus） カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または2～4個が放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は

対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高のものと集合放射組織とがある。

・ハンノキ属ヤシャブシ亜属（Alnus subgen. Alnaster） カバノキ科

散孔材で、道管は単独もしくは2～6個が放射方向に複合する。道管および木繊維の細胞壁は薄く、道

管も目立たない。道管は階段穿孔を有し、壁孔は密に対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～

30細胞高。

・ハンノキ属＜根材＞（Alnus） カバノキ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～4個が複合して散在し、道管の分布密度は低い。道管は階

段穿孔を有し、壁孔は対列状に配列する。放射組織は同性、単列、1～30細胞高。幹材に比較して、木

繊維の細胞壁が薄い。

・アサダ（Ostrya japonica Sarg.） カバノキ科アサダ属

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～4個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交

互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性～異性III型、1～4細胞幅、1～30細
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第24表　樹種同定結果（1）

S1 石組遺構 クリ
S2 石組遺構 クリ
S3 石組遺構 クリ
S4 石組遺構 クリ
S5 石組遺構 クリ
S6 石組遺構 クリ
S7 石組遺構 ヤマグワ
S8 石組遺構 ヤマグワ
S9 石組遺構 ヤマグワ
S10 石組遺構 ヤマグワ
S11 石組遺構 ヤマグワ
S12 石組遺構 ヤマグワ
S13 石組遺構 ヤマグワ
S14 石組遺構 クリ
S15 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S16 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S17 石組遺構 クリ
S18 石組遺構 ヤナギ属
S19 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S20 石組遺構 クリ
S21 石組遺構 クリ
S22 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S23 石組遺構 クリ
S24 石組遺構 クリ
S25 石組遺構 クリ
S26 石組遺構 クリ
S27 石組遺構 クリ
S28 石組遺構 クリ
S29 石組遺構 クリ
S30 石組遺構 樹皮
S31 石組遺構 クリ
S32 石組遺構 クリ
S33 石組遺構 クリ
S34 石組遺構 トチノキ
S35 石組遺構 クリ
S36 石組遺構 クリ
S37 石組遺構 クリ
S38 石組遺構 ヌルデ
S39 石組遺構 クリ
S40 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S41 石組遺構 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
S42 石組遺構 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S43 石組遺構 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S44 石組遺構 後期末1 トチノキ
S45 石組遺構 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S46 石組遺構 トネリコ属
S47 石組遺構 トネリコ属
S48 石組遺構 トネリコ属
S49 石組遺構 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S50 石組遺構 トネリコ属
S51 石組遺構 クリ
S52 石組遺構 カエデ属
S53 石組遺構 カエデ属
S201 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S202 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S203 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S204 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S205 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S206 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S207 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S208 石組遺構 晩期石組3段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S209 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S210 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S211 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S212 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S213 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S214 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S215 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S216 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S217 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S218 石組遺構 晩期石組3段 ニレ属
S219 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S220 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S221 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S222 石組遺構 晩期石組3段 不明
S223 石組遺構 晩期石組3段 試料ナシ
S224 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S225 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S226 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S227 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S228 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S229 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S230 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S231 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S232 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S233 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S234 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S235 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S236 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S237 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S328 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S329 石組遺構 晩期石組3段 樹皮

試料番号 遺構名 時期 樹種
S238 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S239 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S240 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S241 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S242 石組遺構 晩期石組直下3段 クリ
S243 石組遺構 晩期石組直下3段 ヤマグワ
S244 石組遺構 晩期石組直下3段 樹皮
S245 石組遺構 晩期石組直下3段 樹皮
S246 石組遺構 晩期石組直下3段 クリ
S247 石組遺構 晩期石組直下3段 クリ
S248 石組遺構 晩期石組直下3段 ヤマグワ
S249 石組遺構 晩期石組直下3段 ウルシ
S250 石組遺構 晩期石組直下3段 クリ
S251 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S252 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S253 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S254 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S255 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S256 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S257 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S258 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S259 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S260 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S261 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S262 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S263 石組遺構 晩期石組 クリ
S264 石組遺構 晩期石組 クリ
S265 石組遺構 晩期石組 クリ
S266 石組遺構 晩期石組 クリ
S267 石組遺構 晩期石組 クリ
S268 石組遺構 晩期石組 クリ
S269 石組遺構 晩期石組 クリ
S270 石組遺構 晩期石組 クリ
S271 石組遺構 晩期石組 クリ
S272 石組遺構 晩期石組 クリ
S273 － － 広葉樹（散孔材）
S274 － － 樹皮
S275 － － コナラ属コナラ亜属コナラ節
S276 － － ニレ属
S277 石組遺構 晩期石組 キハダ
S278 石組遺構 晩期石組 ヤマグワ
S279 石組遺構 晩期石組 クリ
S280 石組遺構 晩期石組 クリ
S281 石組遺構 晩期石組 クリ
S282 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S283 石組遺構 － クリ
S284 石組遺構 － 樹皮
S285 石組遺構 － クリ
S286 石組遺構 晩期石組3段 ヌルデ
S287 石組遺構 － クリ
S288 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S289 石組遺構 － オニグルミ
S290 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S291 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S292 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S293 石組遺構 晩期石組3段 広葉樹
S294 石組遺構 晩期石組3段 タラノキ
S295 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S296 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S297 石組遺構 晩期石組3段 オニグルミ
S298 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S299 石組遺構 晩期石組3段 オニグルミ
S300 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S301 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S302 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S303 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S304 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S305 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S306 石組遺構 晩期石組直下1段 トチノキ
S307 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S308 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S309 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S310 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S311 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S312 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S313 石組遺構 晩期石組3段 ヤナギ属
S314 石組遺構 － ガマズミ属
S315 石組遺構 － コナラ属コナラ亜属コナラ節
S316 石組遺構 － コナラ属コナラ亜属コナラ節
S317 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S318 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S319 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S320 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S321 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S322 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S323 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S324 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S325 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S326 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S327 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S418 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S419 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ

試料番号 遺構名 時期 樹種
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第25表　樹種同定結果（2）

S330 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S331 石組遺構 晩期石組3段 サワグルミ
S332 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S333 石組遺構 晩期石組3段 オニグルミ
S334 石組遺構 － ヤマグワ
S335 石組遺構 － クリ
S336 石組遺構 － クリ
S337 石組遺構 晩期石組3段 イヌエンジュ
S338 石組遺構 晩期石組3段 アサダ
S339 石組遺構 晩期石組3段 タラノキ
S340 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S341 石組遺構 晩期石組3段 広葉樹
S342 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S343 石組遺構 晩期石組3段 ヌルデ
S344 石組遺構 晩期石組3段 ヤナギ属
S345 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S346 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S347 石組遺構 晩期石組3段 トチノキ
S348 石組遺構 晩期石組3段 トチノキ
S349 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S350 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S351 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S352 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S353 石組遺構 晩期石組3段 イヌエンジュ
S354 石組遺構 晩期石組3段 サワグルミ
S355 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S356 石組遺構 晩期石組3段 ヌルデ
S357 石組遺構 晩期石組3段 イヌエンジュ
S358 石組遺構 晩期石組3段 イヌエンジュ
S359 石組遺構 晩期石組3段 トネリコ属
S360 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S361 石組遺構 カエデ属
S362 石組遺構 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S362 石組遺構 ヤマグワ
S363 石組遺構 晩期石組 ヌルデ
S365 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S366 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S367 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S368 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S369 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S370 石組遺構 晩期石組直下1段 不明
S371 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S372 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S373 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S374 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S375 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S376 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S377 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S378 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S379 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S380 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S381 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S382 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S383 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S384 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S385 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S386 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S387 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S388 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S389 石組遺構 晩期石組直下1段 トチノキ
S390 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S391 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S392 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S393 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S394 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S395 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S396 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S397 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S398 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S399 石組遺構 晩期石組直下1段 ウルシ
S400 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S401 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S402 石組遺構 晩期石組直下1段 ニレ属
S403 石組遺構 晩期石組直下1段 アサダ
S404 石組遺構 晩期石組直下1段 トチノキ
S405 石組遺構 晩期石組直下1段 エノキ属
S406 石組遺構 晩期石組直下1段 キハダ
S407 石組遺構 晩期石組直下1段 広葉樹
S408 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S409 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S410 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S411 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S412 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S413 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S414 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S415 石組遺構 晩期石組直下1段 イヌエンジュ
S416 石組遺構 晩期石組直下1段 カエデ属
S417 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S508 石組遺構 晩期石組直下2段 樹皮
S509 石組遺構 晩期石組直下2段 キハダ
S510 石組遺構 晩期石組直下2段 ウルシ
S511 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ

S420 石組遺構 晩期石組直下1段 ウルシ
S421 石組遺構 晩期石組直下1段 ニレ属
S422 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S423 石組遺構 晩期石組直下1段 ヌルデ
S424 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S425 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S426 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S427 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S428 石組遺構 晩期石組直下1段 ヌルデ
S429 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S430 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S431 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S432 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S433 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S434 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S435 石組遺構 晩期石組直下1段 ウルシ
S436 石組遺構 晩期石組直下1段 ヌルデ
S437 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S438 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S439 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S440 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S441 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S442 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S443 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S444 石組遺構 晩期石組直下1段 ニレ属
S445 石組遺構 晩期石組直下1段 ニレ属
S446 石組遺構 晩期石組直下1段 広葉樹（環孔材）
S447 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S448 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S449 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S450 石組遺構 晩期石組直下1段 オニグルミ
S451 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S452 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S453 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S454 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S455 石組遺構 晩期石組直下1段 トネリコ属
S456 石組遺構 晩期石組直下1段 ウルシ
S457 石組遺構 晩期石組 クリ
S458 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S459 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S460 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S461 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S462 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S463 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S464 石組遺構 晩期石組1段 ヤマグワ
S465 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S466 石組遺構 晩期石組1段 広葉樹（環孔材）
S467 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S468 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S469 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S470 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S471 石組遺構 晩期石組1段 ウルシ
S472 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S473 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S474 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S475 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S476 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S477 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S478 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S479 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S480 石組遺構 広葉樹（環孔材）
S481 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S482 石組遺構 晩期石組 クリ
S483 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S484 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S485 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S486 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S487 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S488 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S489 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S490 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S491 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S492 石組遺構 晩期石組直下2段 クリ
S493 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S494 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S495 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S496 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S497 石組遺構 晩期石組2段 ヤマグワ
S498 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S499 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S500 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤマグワ
S501 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S502 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S503 石組遺構 晩期石組直下1段 ヤナギ属
S504 石組遺構 晩期石組直下1段 広葉樹（環孔材）
S505 石組遺構 晩期石組直下1段 ウルシ
S506 石組遺構 晩期石組直下2段 クリ
S507 石組遺構 晩期石組直下2段 ヤマグワ
S598 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S599 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S600 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S601 石組遺構 晩期石組2段 クリ
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第26表　樹種同定結果（3）

S512 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S513 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S514 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S515 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S516 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S517 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S518 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S519 石組遺構 晩期石組直下1段 樹皮
S520 石組遺構 晩期石組直下1段 クリ
S521 石組遺構 晩期石組直下1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S522 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S523 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S524 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S525 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S526 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S527 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S528 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S529 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S530 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S531 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S532 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S533 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S534 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S535 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S536 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S537 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S538 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S539 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S540 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S541 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S542 石組遺構 晩期石組3段 ヌルデ
S543 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S544 石組遺構 晩期石組3段 トチノキ
S545 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S546 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S547 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S548 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S549 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S550 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S551 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S552 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S553 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S554 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S555 石組遺構 晩期石組2段 ニシキギ属
S556 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S557 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S558 石組遺構 クリ
S559 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S560 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S561 石組遺構 樹皮
S562 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S563 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S564 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S565 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S566 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S567 石組遺構 晩期石組1段 カエデ属
S568 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S569 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S570 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S571 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S572 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S573 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S574 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S575 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S576 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S577 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S578 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S579 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S580 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S581 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S582 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S583 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S584 石組遺構 晩期石組1段 キハダ
S585 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S586 石組遺構 晩期石組1段 イヌエンジュ
S587 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S588 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S589 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S590 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S591 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S592 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S593 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S594 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S595 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S596 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S597 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S687 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S688 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S689 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
S690 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S691 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S692 石組遺構 晩期石組2段 樹皮

S602 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S603 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S604 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S605 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S606 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S607 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S608 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S609 石組遺構 晩期石組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S610 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S611 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S612 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S613 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S614 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S615 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S616 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S617 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S618 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S619 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S620 石組遺構 晩期石組2段 ヤマグワ
S621 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S622 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S623 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S624 石組遺構 晩期石組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S625 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S626 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S627 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S628 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S629 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S630 石組遺構 晩期石組1段 広葉樹（散孔材）
S631 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S632 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S633 石組遺構 晩期石組1段 トチノキ
S634 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S635 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S636 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S637 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S638 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S639 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S640 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S641 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S642 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S643 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S644 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S645 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S646 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S647 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S648 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S649 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S650 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S651 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S652 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S653 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S654 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S655上 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S655下 石組遺構 不明
S656 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S657 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S658 石組遺構 晩期石組1段 ウルシ
S659 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S660 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S661 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S662 石組遺構 晩期石組1段 ウルシ
S663 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S664 石組遺構 晩期石組1段 ヤマグワ
S665 石組遺構 晩期石組1段 ヤマグワ
S666 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S667 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S668 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S669 石組遺構 晩期石組1段 エノキ属
S670 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S671 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S672 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S673 石組遺構 晩期石組1段 広葉樹
S674 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S675 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S676 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S677 石組遺構 晩期石組1段 ヌルデ
S678 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S679 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S680 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S681 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S682 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S683 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S684 石組遺構 晩期石組2段 カエデ属
S685 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S686 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S777 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S778 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S779 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S780 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S781 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S782 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第27表　樹種同定結果（4）

S693 石組遺構 晩期石組2段 ニワトコ
S694 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S695 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S696 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S697 未同定
S698 未同定
S699 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S700 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S701 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S702 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S703 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S704 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S705 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S706 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S707 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S708 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S709 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S710 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S711 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S712 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S713 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S714 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S715 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S716 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S717 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S718 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S719 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S720 石組遺構 晩期石組1段 樹皮
S721 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S722 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S723 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S724 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S725 石組遺構 晩期石組1段 カエデ属
S726 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S727 石組遺構 晩期石組3段 トネリコ属
S728 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S729 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S730 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S731 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S732 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S733 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S734 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S735 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S736 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S737 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S738 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S739 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S740 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S741 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S742 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S743 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S744 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S745 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S746 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S747 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S748 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S749 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S750 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S751 石組遺構 晩期石組1段 広葉樹
S752 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S753 石組遺構 晩期石組1段 広葉樹（環孔材）
S754 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S755 石組遺構 晩期石組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S756 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S757 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S758 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S759 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S760 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S761 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S762 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S763 石組遺構 晩期石組1段 トチノキ
S764 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
S765 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S766 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S767 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S768 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S769 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S770 石組遺構 晩期石組1段 クリ
S771 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S772 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S773 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S774 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S775 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S776 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S867 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S868 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S869 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S870 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S871 石組遺構 クリ
S872 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S873 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S874 石組遺構 晩期石組3段 クリ

S783 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S784 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S785 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S786 石組遺構 晩期石組3段 トチノキ
S787 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S788 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S789 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S790 石組遺構 晩期石組3段 ヤナギ属
S791 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S792 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S793 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S794 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S795 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S796 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S797 石組遺構 晩期石組3段 カエデ属
S798 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S799 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S800 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S801 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S802 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S803 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S804 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S805 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S806 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S807 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S808 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S809 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S810 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S811 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S812 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S813 石組遺構 晩期石組3段 オニグルミ
S814 石組遺構 晩期石組3段 ケンポナシ属
S815 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S816 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S817 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S818 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S819 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S820 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S821 石組遺構 晩期石組3段 ケンポナシ属
S822 石組遺構 晩期石組3段 広葉樹（環孔材）
S823 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S824 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S825 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S826 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S827 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S828 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S829 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S830 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S831 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S832 石組遺構 晩期石組3段 ヤナギ属
S833 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S834 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S835 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S836 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S837 石組遺構 晩期石組3段 キハダ
S838 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S839 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S840 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S841 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S842 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S843 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S844 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S845 石組遺構 晩期石組3段 ケンポナシ属
S846 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S847 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S848 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S849 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S850 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S851 石組遺構 オニグルミ
S852 石組遺構 ヤマグワ
S853 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S854 石組遺構 晩期石組3段 タラノキ
S855 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S856 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S857 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S858 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S859 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S860 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S861 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S862 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S863 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S864 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S865 石組遺構 晩期石組3段 樹皮
S866 石組遺構 晩期石組3段 ウルシ
S957 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S958 石組遺構 晩期石組4段 ヤマグワ
S959 石組遺構 晩期石組2段 ヤマブドウ
S960 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S961 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S962 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S963 石組遺構 後期木組1号3段 トチノキ
S1001 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第28表　樹種同定結果（5）

S875 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S876 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S877 石組遺構 晩期石組3段 ヤマグワ
S878 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S879 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S880 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S881 石組遺構 晩期石組4段 ヤマグワ
S882 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S883 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S884 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S885 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S886 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S887 石組遺構 晩期石組4段 ガマズミ属
S888 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S889 石組遺構 晩期石組4段 ニレ属
S890 石組遺構 晩期石組4段 ニレ属
S891 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S892 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S893 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S894 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S895 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S896 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S897 石組遺構 晩期石組4段 キハダ
S898 石組遺構 晩期石組4段 カエデ属
S899 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S900 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S901 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S902 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S903 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S904 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S905 石組遺構 晩期石組4段 ハンノキ属＜根材＞
S906 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S907 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S908 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S909 石組遺構 晩期石組4段 ヤマグワ
S910 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S911 石組遺構 晩期石組4段 ケンポナシ属
S912 石組遺構 晩期石組4段 ハンノキ属＜根材＞
S913 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S914 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S915 石組遺構 晩期石組4段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S916 石組遺構 晩期石組4段 ヤマグワ
S917 石組遺構 晩期石組4段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S918 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S919 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S920 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S921 石組遺構 晩期石組4段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S922 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S923 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S924 石組遺構 晩期石組4段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S925 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S926 石組遺構 晩期石組4段 ケンポナシ属
S927 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S928 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S929 石組遺構 晩期石組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S930 石組遺構 晩期石組3段 ケンポナシ属
S931 石組遺構 晩期石組4段 オニグルミ
S932 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S933 石組遺構 晩期石組4段 オニグルミ
S934 石組遺構 晩期石組4段 ヤマグワ
S935 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S936 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S937 石組遺構 晩期石組4段 キハダ
S938 石組遺構 晩期石組4段 エノキ属
S939 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S940 石組遺構 晩期石組3段 クリ
S941 石組遺構 晩期石組3段 ウコギ属
S942 石組遺構 晩期石組4段 樹皮
S943 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S944 石組遺構 晩期石組4段 ヌルデ
S945 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S946 石組遺構 晩期石組4段 ケンポナシ属
S947 石組遺構 晩期石組4段 ケンポナシ属
S948 石組遺構 晩期石組4段 イヌエンジュ
S949 石組遺構 晩期石組4段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S950 石組遺構 晩期石組4段 カエデ属
S951 石組遺構 晩期石組4段 オニグルミ
S952 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S953 石組遺構 晩期石組2段 ヤマブドウ
S954 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S955 石組遺構 晩期石組4段 ウルシ
S956 石組遺構 晩期石組4段 クリ
S1084 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1085 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1086 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1087 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1088 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1089 石組遺構 後期1号木組1段 カエデ属
S1090 石組遺構 後期1号木組1段 トチノキ
S1091 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1092 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1093 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属

S1002 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1003 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1004 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S1005 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1006 石組遺構 晩期石組2段 ヌルデ
S1007 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1008 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1009 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1010 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1011 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1012 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S1013 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1014 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1015 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1016 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1017 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1018 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S1019 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1020 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（散孔材）
S1021 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1022 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1023 石組遺構 晩期石組2段 イヌエンジュ
S1024 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S1025 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S1026 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
S1027 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
S1028 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹（環孔材）
S1029 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S1030 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1031 石組遺構 晩期石組2段 ブナ属
S1032 石組遺構 晩期石組2段 サワグルミ
S1033 石組遺構 晩期石組2段 サクラ属
S1034 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1035 石組遺構 晩期石組2段 ニレ属
S1036 石組遺構 晩期石組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1037 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1038 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1039 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1040 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S1041 石組遺構 晩期石組2段 広葉樹
S1042 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1043 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S1044 石組遺構 晩期石組2段 ニシキギ属
S1045 石組遺構 晩期石組2段 イヌエンジュ
S1046 石組遺構 晩期石組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1047 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1048 石組遺構 晩期石組2段 ニシキギ属
S1049 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S1050 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1051 石組遺構 晩期石組2段 サワグルミ
S1052 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S1053 石組遺構 晩期石組2段 トネリコ属
S1054 石組遺構 晩期石組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1055 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1056 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1057 石組遺構 晩期石組2段 ケンポナシ属
S1058 石組遺構 晩期石組2段 トネリコ属
S1059 石組遺構 晩期石組2段 ヌルデ
S1060 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1061 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1062 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1063 石組遺構 晩期石組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1064 石組遺構 晩期石組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1065 石組遺構 晩期石組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1066 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1067 石組遺構 晩期石組2段 樹皮
S1068 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1069 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S1070 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1071 石組遺構 晩期石組2段 ヌルデ
S1072 石組遺構 晩期石組2段 ヤナギ属
S1073 石組遺構 晩期石組2段 キハダ
S1074 石組遺構 晩期石組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1075 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1076 石組遺構 晩期石組2段 ヤマグワ
S1077 石組遺構 晩期石組2段 クリ
S1078 石組遺構 晩期石組2段 オニグルミ
S1079 石組遺構 晩期石組2段 ウルシ
S1080 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1081 石組遺構 晩期石組2段 トチノキ
S1082 石組遺構 晩期石組1段 カエデ属
S1083 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1174 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1175 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1176 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1177 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1178 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1179 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1180 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1181 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1182 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1183 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
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S1094 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1095 石組遺構 後期1号木組1段 エノキ属
S1096 石組遺構 後期1号木組1段 エノキ属
S1097 石組遺構 後期1号木組1段 エノキ属
S1098 石組遺構 後期1号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1099 石組遺構 後期1号木組1段 トチノキ
S1100 石組遺構 後期1号木組1段 オニグルミ
S1101 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1102 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1103 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1104 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1105 石組遺構 後期1号木組1段 クサギ
S1106 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1107 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1108 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1109 石組遺構 後期1号木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1110 石組遺構 後期1号木組1段 トネリコ属
S1111 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1112 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1113 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1114 石組遺構 後期1号木組1段 カエデ属
S1115 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1116 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1117 石組遺構 後期1号木組1段 ニレ属
S1118 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1119 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1120 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1121 石組遺構 後期1号木組1段 ニレ属
S1122 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1123 石組遺構 後期1号木組1段 オニグルミ
S1124 石組遺構 後期1号木組1段 オニグルミ
S1125 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1126 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1127 石組遺構 後期1号木組1段 イヌエンジュ
S1128 石組遺構 後期1号木組1段 ニレ属
S1129 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1130 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1131 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1132 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1133 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1134 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1135 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1136 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1137 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1138 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1139 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1140 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1141 石組遺構 後期1号木組1段 樹皮
S1142 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1143 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1144 石組遺構 後期1号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1145 石組遺構 後期1号木組1段 ムラサキシキブ属
S1146 石組遺構 後期1号木組1段 ニシキギ属
S1147 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1148 石組遺構 後期1号木組1段 クサギ
S1149 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1150 石組遺構 後期1号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1151 石組遺構 晩期石組直下2段 ウルシ
S1152 石組遺構 ヤマグワ
S1153 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1154 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1155 石組遺構 後期1号木組1段 ニレ属
S1156 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1157 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1158 石組遺構 後期1号木組1段 ブナ属
S1159 石組遺構 後期1号木組1段 キハダ
S1160 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1161 石組遺構 後期1号木組1段 エノキ属
S1162 石組遺構 後期1号木組1段 オニグルミ
S1163 石組遺構 後期1号木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1164 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1165 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1166 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1167 石組遺構 後期1号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1168 石組遺構 後期1号木組1段 トネリコ属
S1169 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1170 石組遺構 後期1号木組1段 ウルシ
S1171 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1172 石組遺構 後期1号木組1段 エノキ属
S1173 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1264 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1265 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1266 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1267 石組遺構 後期1号木組2段 トネリコ属
S1268 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1269 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1270 石組遺構 後期1号木組2段 ハリギリ
S1271 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1272 石組遺構 後期1号木組2段 ニシキギ属
S1273 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1274 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1275 石組遺構 後期1号木組2段 クリ

S1184 石組遺構 後期1号木組1段 ヤナギ属
S1185 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1186 石組遺構 後期1号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1187 石組遺構 後期1号木組1段 ヤマグワ
S1188 石組遺構 後期1号木組1段 ヌルデ
S1189 石組遺構 後期1号木組1段 カエデ属
S1190 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1191 石組遺構 後期1号木組1段 オニグルミ
S1192 石組遺構 後期1号木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1193 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1194 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1195 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1196 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1197 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1198 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1199 石組遺構 後期1号木組2段 ウコギ属
S1200 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1201 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1202 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1203 石組遺構 後期1号木組2段 ハリギリ
S1204 石組遺構 後期1号木組2段 ハリギリ
S1205 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1206 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1207 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1208 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1209 石組遺構 後期1号木組2段 ハリギリ
S1210 石組遺構 後期1号木組2段 樹皮
S1211 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1212 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1213 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1214 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1215 石組遺構 後期1号木組2段 ヌルデ
S1216 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1217 石組遺構 後期1号木組2段 トチノキ
S1218 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1219 石組遺構 後期1号木組2段 ヌルデ
S1220 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1221 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1222 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1223 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1224 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1225 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1226 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1227 石組遺構 後期1号木組2段 樹皮
S1228 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1229 石組遺構 後期1号木組2段 広葉樹
S1230 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1231 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1232 石組遺構 後期1号木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1233 石組遺構 後期1号木組2段 アジサイ属
S1234 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1235 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1236 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1237 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1238 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1239 石組遺構 後期1号木組2段 カエデ属
S1240 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1241 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1242 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1243 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1244 石組遺構 後期1号木組2段 サワグルミ
S1245 石組遺構 後期1号木組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1246 石組遺構 後期1号木組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1247 石組遺構 後期1号木組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1248 石組遺構 後期1号木組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1249 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1250 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1251 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1252 石組遺構 後期1号木組2段 トネリコ属
S1253 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1254 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1255 石組遺構 後期1号木組2段 ハリギリ
S1256 石組遺構 後期1号木組2段 ニシキギ属
S1257 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1258 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1259 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1260 石組遺構 後期1号木組2段 ウコギ属
S1261 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1262 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1263 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1354 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1355 石組遺構 後期1号木組3段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1356 石組遺構 後期1号木組3段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1357 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1358 石組遺構 後期1号木組3段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1359 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1360 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1361 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1362 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1363 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1364 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1365 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
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第30表　樹種同定結果（7）

試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種
S1276 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1277 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1278 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1279 石組遺構 後期1号木組2段 キハダ
S1280 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1281 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1282 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1283 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1284 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1285 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1286 石組遺構 後期1号木組2段 ウルシ
S1287 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1288 石組遺構 後期1号木組2段 クリ
S1289 石組遺構 後期1号木組2段 オニグルミ
S1290 石組遺構 後期1号木組2段 タラノキ
S1291 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1292 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1293 石組遺構 後期1号木組2段 ヤマグワ
S1294 石組遺構 後期1号木組2段 ガマズミ属
S1295 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1296 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1297 石組遺構 後期1号木組2段 ヤナギ属
S1298 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1299 石組遺構 後期1号木組1段 クリ
S1300 石組遺構 後期1号木組3段 ヌルデ
S1301 石組遺構 後期1号木組3段 葉
S1302 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1303 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1304 石組遺構 後期1号木組3段 フジ属
S1305 石組遺構 後期1号木組3段 フジ属
S1306 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1307 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1308 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1309 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1310 石組遺構 後期1号木組3段 キハダ
S1311 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1312 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1313 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1314 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1315 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1316 石組遺構 後期1号木組3段 ヌルデ
S1317 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1318 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1319 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1320 石組遺構 後期1号木組3段 エノキ属
S1321 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1322 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1323 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1324 石組遺構 後期1号木組3段 ハリギリ
S1325 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1326 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1327 石組遺構 後期1号木組3段 トチノキ
S1328 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1329 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1330 石組遺構 後期1号木組3段 サワグルミ
S1331 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1332 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1333 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1334 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1335 石組遺構 後期1号木組3段 ミズキ属
S1336 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1337 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1338 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1339 石組遺構 後期1号木組3段 ケンポナシ属
S1340 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1341 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1342 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1343 石組遺構 後期1号木組3段 広葉樹（散孔材）
S1344 石組遺構 後期1号木組3段 広葉樹
S1345 石組遺構 後期1号木組3段 カエデ属
S1346 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1347 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1348 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1349 石組遺構 後期1号木組3段 キハダ
S1350 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1351 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1352 石組遺構 後期1号木組3段 ニレ属
S1353 石組遺構 後期1号木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1444 石組遺構 後期1号木組4段 トチノキ
S1445 石組遺構 後期1号木組4段 樹皮
S1446 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1447 石組遺構 後期1号木組4段 ハリギリ
S1448 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1449 石組遺構 後期1号木組4段 トチノキ
S1450 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1451 石組遺構 後期1号木組4段 ウコギ属
S1452 石組遺構 後期1号木組4段 広葉樹（環孔材）
S1453 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1454 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1455 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1456 石組遺構 後期1号木組4段 樹皮
S1457 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属

S1366 石組遺構 後期1号木組3段 ニワトコ
S1367 石組遺構 後期1号木組3段 ニワトコ
S1368 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1369 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1370 石組遺構 後期1号木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1371 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1372 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1373 石組遺構 後期1号木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1374 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1375 石組遺構 後期1号木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1376 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1377 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1378 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1379 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1380 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1381 石組遺構 後期1号木組3段 タラノキ
S1382 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1383 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1384 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1385 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1386 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1387 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1388 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1389 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1390 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1391 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1392 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1393 石組遺構 後期1号木組3段 トチノキ
S1394 石組遺構 後期1号木組3段 キハダ
S1395 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1396 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1397 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1398 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1399 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1400 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1401 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1402 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1403 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1404 石組遺構 後期1号木組3段 ウルシ
S1405 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1406 石組遺構 後期1号木組3段 クリ
S1407 石組遺構 後期1号木組3段 トチノキ
S1408 石組遺構 後期1号木組3段 キハダ
S1409 石組遺構 後期1号木組3段 ミズキ属
S1410 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1411 石組遺構 後期1号木組3段 樹皮
S1412 石組遺構 後期1号木組3段 ヤナギ属
S1413 石組遺構 後期1号木組3段 トネリコ属
S1414 石組遺構 後期1号木組3段 タラノキ
S1415 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1416 石組遺構 後期1号木組3段 エノキ属
S1417 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1418 石組遺構 後期1号木組3段 オニグルミ
S1419 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1420 石組遺構 後期1号木組3段 カツラ
S1421 石組遺構 後期1号木組3段 ニワトコ
S1422 石組遺構 後期1号木組3段 キハダ
S1423 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1424 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1425 石組遺構 後期1号木組4段 クリ
S1426 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1427 石組遺構 後期1号木組4段 クリ
S1428 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1429 石組遺構 後期1号木組4段 ハリギリ
S1430 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1431 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1432 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1433 石組遺構 後期1号木組4段 クリ
S1434 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1435 石組遺構 後期1号木組4段 トネリコ属
S1436 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1437 石組遺構 後期1号木組4段 クリ
S1438 石組遺構 後期1号木組4段 クサギ
S1439 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1440 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1441 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1442 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1443 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1534 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1535 石組遺構 後期2号木組1段 樹皮
S1536 石組遺構 後期2号木組1段 樹皮
S1537 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1538 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1539 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1540 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1541 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1542 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1543 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1544 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1545 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1546 石組遺構 後期2号木組1段 カツラ
S1547 石組遺構 後期2号木組1段 樹皮
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第31表　樹種同定結果（8）

S1458 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1459 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1460 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1461 石組遺構 後期1号木組4段 トチノキ
S1462 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1463 石組遺構 後期1号木組4段 ウコギ属
S1464 石組遺構 後期1号木組4段 ヌルデ
S1465 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1466 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1467 石組遺構 後期1号木組4段 オニグルミ
S1468 石組遺構 後期1号木組4段 ウルシ
S1469 石組遺構 後期1号木組4段 ウコギ属
S1470 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1471 石組遺構 後期1号木組4段 キハダ
S1472 石組遺構 後期1号木組4段 樹皮
S1473 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1474 石組遺構 後期1号木組4段 ヤナギ属
S1475 石組遺構 後期1号木組4段 キハダ
S1476 石組遺構 後期1号木組4段 キハダ
S1477 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1478 石組遺構 後期1号木組4段 ウコギ属
S1479 石組遺構 後期1号木組4段 ヤマグワ
S1480 石組遺構 後期1号木組4段 キハダ
S1481 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1482 石組遺構 後期2号木組1段 ガマズミ属
S1483 石組遺構 後期1号木組3段 ヤマグワ
S1484 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1485 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1486 石組遺構 後期2号木組1段 キハダ
S1487 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1488 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1489 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1490 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1491 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1492 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1493 石組遺構 後期2号木組1段 樹皮
S1494 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1495 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1496 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1497 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1498 石組遺構 後期2号木組1段 サワグルミ
S1499 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1500 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1501 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1502 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1503 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1504 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1505 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1506 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1507 石組遺構 後期2号木組1段 タラノキ
S1508 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1509 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1510 石組遺構 後期2号木組1段 モクレン属
S1511 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1512 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1513 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1514 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1515 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1516 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1517 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1518 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1519 石組遺構 後期2号木組1段 ケンポナシ属
S1520 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1521 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1522 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1523 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1524 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1525 石組遺構 後期2号木組1段 オニグルミ
S1526 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1527 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1528 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1529 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1530 石組遺構 後期2号木組1段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1531 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1532 石組遺構 後期2号木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1533 石組遺構 ケンポナシ属
S1624 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1625 石組遺構 後期2号木組2段 ムラサキシキブ属
S1626 石組遺構 後期2号木組2段 ムラサキシキブ属
S1627 石組遺構 後期2号木組2段 ムラサキシキブ属
S1628 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1629 石組遺構 後期2号木組2段 エノキ属
S1630 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1631 石組遺構 後期2号木組2段 キハダ
S1632 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1633 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1634 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1635 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1636 石組遺構 後期2号木組2段 ウルシ
S1637 石組遺構 後期2号木組2段 ヌルデ
S1638 石組遺構 後期2号木組2段 ヌルデ
S1639 石組遺構 後期2号木組2段 サワグルミ

S1548 石組遺構 後期2号木組1段 ヤナギ属
S1549 石組遺構 後期2号木組1段 トネリコ属
S1550 石組遺構 後期2号木組1段 カツラ
S1551 石組遺構 後期2号木組1段 樹皮
S1552 石組遺構 後期2号木組1段 ケンポナシ属
S1553 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1554 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1555 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1556 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1557 石組遺構 後期2号木組2段 ヌルデ
S1558 石組遺構 後期2号木組2段 ムラサキシキブ属
S1559 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1560 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1561 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1562 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1563 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1564 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1565 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1566 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1567 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1568 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1569 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1570 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1571 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1572 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1573 石組遺構 後期2号木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1574 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1575 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1576 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1577 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1578 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1579 石組遺構 後期2号木組2段 イヌエンジュ
S1580 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1581 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1582 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1583 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1584 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1585 石組遺構 後期2号木組1段 ガマズミ属
S1586 石組遺構 後期2号木組1段 キハダ
S1587 石組遺構 後期2号木組1段 ニガキ
S1588 石組遺構 後期2号木組1段 ヤナギ属
S1589 石組遺構 後期2号木組1段 ヤマグワ
S1590 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1591 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1592 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1593 石組遺構 後期2号木組1段 クリ
S1594 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1595 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1596 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1597 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1598 石組遺構 後期2号木組2段 樹皮
S1599 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1600 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1601 石組遺構 晩期木組 クリ
S1602 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1603 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1604 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1605 石組遺構 後期2号木組2段 ハンノキ属ハンノキ亜属
S1606 石組遺構 後期2号木組2段 広葉樹（環孔材）
S1607 石組遺構 後期2号木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1608 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1609 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1610 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1611 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1612 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1613 石組遺構 後期2号木組2段 ウコギ属
S1614 石組遺構 後期2号木組2段 ウルシ
S1615 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1616 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1617 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1618 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1619 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1620 石組遺構 後期2号木組2段 ミズキ属
S1621 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1622 石組遺構 後期2号木組2段 ウルシ
S1623 石組遺構 後期2号木組2段 樹皮
W49 木組遺構 晩期 樹皮
W50 木組遺構 晩期 樹皮
W51 木組遺構 晩期 クリ
W52 木組遺構 晩期 樹皮
W53 木組遺構 晩期 広葉樹
W54 木組遺構 晩期 ヌルデ
W55 木組遺構 晩期 樹皮
W56 木組遺構 晩期 クリ
W57 木組遺構 晩期 クリ
W58 木組遺構 晩期 樹皮
W59 木組遺構 晩期 樹皮
W60 木組遺構 晩期 クリ
W61 木組遺構 晩期 樹皮
W62 木組遺構 晩期 カエデ属
W63 木組遺構 晩期 アサダ
W64 木組遺構 晩期 アサダ
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S1640 石組遺構 後期2号木組2段 キハダ
S1641 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1642 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1643 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1644 石組遺構 後期2号木組2段 ケヤキ
S1645 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1646 石組遺構 後期2号木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
S1647 石組遺構 後期2号木組2段 ヤナギ属
S1648 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1649 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1650 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1651 石組遺構 後期2号木組2段 カエデ属
S1652 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1653 石組遺構 後期2号木組2段 モクレン属
S1654 石組遺構 後期2号木組2段 オニグルミ
S1655 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1656 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1657 石組遺構 後期2号木組2段 キハダ
S1658 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1659 石組遺構 後期2号木組2段 ミズキ属
S1660 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1661 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
S1662 石組遺構 後期2号木組2段 クリ
S1663 石組遺構 後期2号木組2段 ヤマグワ
S1664 石組遺構 後期2号木組2段 ヌルデ
S1665 石組遺構 後期2号木組2段 ニレ属
W1 木組遺構 晩期 クリ
W2 木組遺構 晩期 クリ
W3 木組遺構 晩期 クリ
W4 木組遺構 晩期 クリ
W5 木組遺構 晩期 クリ
W6 木組遺構 晩期 クリ
W7 木組遺構 晩期 クリ
W8 木組遺構 晩期 クリ
W9 木組遺構 晩期 クリ
W10 木組遺構 晩期 クリ
W11 木組遺構 晩期 クリ
W12 木組遺構 晩期 クリ
W13 木組遺構 晩期 クリ
W14 木組遺構 晩期 クリ
W15 木組遺構 晩期 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W16 木組遺構 晩期 トネリコ属
W17 木組遺構 晩期 キハダ
W18 木組遺構 晩期 クリ
W19 木組遺構 晩期 ヤマグワ
W20 木組遺構 晩期 クリ
W21 木組遺構 晩期 クリ
W22 木組遺構 晩期 クリ
W23 木組遺構 晩期 クリ
W24 木組遺構 晩期 クリ
W25 木組遺構 晩期 クリ
W26 木組遺構 晩期 クリ
W27 木組遺構 晩期 クリ
W28 木組遺構 晩期 クリ
W29 木組遺構 晩期 樹皮
W30 木組遺構 晩期 樹皮
W31 木組遺構 晩期 ヌルデ
W32 木組遺構 晩期 樹皮
W33 木組遺構 晩期 クリ
W34 木組遺構 晩期 トネリコ属
W35 木組遺構 晩期 クリ
W36 木組遺構 晩期 クリ
W37 木組遺構 晩期 トチノキ
W38 木組遺構 晩期 クリ
W39 木組遺構 晩期 クリ
W40 木組遺構 晩期 クリ
W41 木組遺構 晩期 樹皮
W42 木組遺構 晩期 クリ
W43 木組遺構 晩期 クリ
W44 木組遺構 晩期 樹皮
W45 木組遺構 晩期 トチノキ
W46 木組遺構 晩期 樹皮
W47 木組遺構 晩期 オニグルミ
W48 木組遺構 晩期 樹皮
W226 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W227 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W228 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W229 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W230 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W231 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W232 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W233 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W234 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W235 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W236 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W237 木組遺構 晩期木組1段 不明
W238 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W239 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W240 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W241 木組遺構 晩期木組1段 オニグルミ
W242 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W243 木組遺構 晩期木組1段 イヌエンジュ

W65 木組遺構 晩期 樹皮
W66 木組遺構 晩期 樹皮
W67 木組遺構 晩期 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W68 木組遺構 晩期 クリ
W69 木組遺構 晩期 クリ
W70 木組遺構 晩期 クリ
W71 木組遺構 晩期 クリ
W72 木組遺構 晩期 クリ
W73 木組遺構 晩期 クリ
W74 木組遺構 晩期 クリ
W75 木組遺構 晩期 樹皮
W76 木組遺構 晩期 クリ
W77 木組遺構 晩期 クリ
W78 木組遺構 晩期 樹皮
W79 木組遺構 晩期 樹皮
W80 木組遺構 晩期 樹皮
W81 木組遺構 晩期 樹皮
W82 木組遺構 晩期 クリ
W83 木組遺構 晩期 クリ
W84 木組遺構 晩期 クリ
W85 木組遺構 晩期 クリ
W86 木組遺構 晩期 クリ
W87 木組遺構 晩期 クリ
W88 木組遺構 晩期 クリ
W89 木組遺構 晩期 針葉樹
W90 木組遺構 晩期 クリ
W91 木組遺構 晩期 クリ
W92 木組遺構 晩期 クリ
W93 木組遺構 晩期 クリ
W94 木組遺構 晩期 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W95 木組遺構 晩期 クリ
W96 木組遺構 晩期 クリ
W97 木組遺構 晩期 クリ
W98 木組遺構 晩期 クリ
W99 木組遺構 晩期 クリ
W100 木組遺構 晩期 樹皮
W101 木組遺構 晩期 クリ
W102 木組遺構 晩期 クリ
W103 木組遺構 晩期 クリ
W104 木組遺構 晩期 クリ
W105 木組遺構 晩期 クリ
W106 木組遺構 晩期 クリ
W107 木組遺構 晩期 クリ
W108 木組遺構 晩期 クリ
W109 木組遺構 晩期 クリ
W110 木組遺構 晩期 クリ
W111 木組遺構 晩期 ヤマグワ
W112 木組遺構 晩期 クリ
W113 木組遺構 晩期 ヤマグワ
W201 木組遺構 晩期木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W202 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W203 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W204 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W205 木組遺構 晩期木組1段 オニグルミ
W206 木組遺構 晩期木組1段 オニグルミ
W207 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W208 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W209 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W210 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W211 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W212 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W213 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W214 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W215 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W216 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W217 木組遺構 晩期木組1段 キハダ
W218 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W219 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W220 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W221 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W222 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W223 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W224 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W225 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W316 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W317 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W318 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W319 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W320 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W321 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W322 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W323 木組遺構 晩期木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W324 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W325 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W326 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W327 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W328 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W329 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W330 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W331 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W332 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W333 木組遺構 晩期木組1段 クリ
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試料番号 遺構名 時期 樹種 試料番号 遺構名 時期 樹種

第33表　樹種同定結果（10）

W244 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W245 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W246 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W247 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W248 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W249 木組遺構 晩期木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W250 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W251 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W252 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W253 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W254 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W255 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W256 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W257 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W258 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W259 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W260 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W261 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W262 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W263 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W264 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W265 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W266 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W267 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W268 木組遺構 晩期木組1段 ヤマグワ
W269 木組遺構 晩期木組1段 トチノキ
W270 木組遺構 晩期木組1段 トチノキ
W271 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W272 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W273 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W274 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W275 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W276 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W277 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W278 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W279 木組遺構 晩期木組1段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W280 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W281 木組遺構 晩期木組1段 広葉樹（環孔材）
W282 木組遺構 晩期木組1段 オニグルミ
W283 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W284 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W285 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W286 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W287 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W288 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W289 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W290 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W291 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W292 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W293 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W294 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W295 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W296 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W297 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W298 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W299 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W300 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W301 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W302 木組遺構 晩期木組1段 トチノキ
W303 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W304 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W305 木組遺構 晩期木組1段 ウルシ
W306 木組遺構 晩期木組1段 トチノキ
W307 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W308 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W309 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W310 木組遺構 晩期木組1段 広葉樹
W311 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W312 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W313 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W314 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W315 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W406 木組遺構 晩期木組2段 カエデ属
W407 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W408 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W409 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W410 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W411 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W412 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W413 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W414 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W415 木組遺構 晩期木組2段 オニグルミ
W416 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W417 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W418 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W419 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W420 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W421 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W422 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W423 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W424 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W425 木組遺構 晩期木組2段 ウルシ

W334 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W335 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W336 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W337 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W338 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W339 木組遺構 晩期木組1段 広葉樹（散孔材）
W340 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W341 木組遺構 晩期木組1段 ヌルデ
W342 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W343 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W344 木組遺構 晩期木組1段 ニレ属
W345 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W346 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W347 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W348 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W349 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W350 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W351 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W352 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W353 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W354 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W355 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W356 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W357 木組遺構 晩期木組1段 ウルシ
W358 木組遺構 晩期木組1段 広葉樹
W359 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W360 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W361 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W362 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W363 木組遺構 晩期木組1段 樹皮
W364 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W365 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W366 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W367 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W368 木組遺構 晩期木組1段 キハダ
W369 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W370 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W371 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W372 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W373 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W374 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W375 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W376 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W377 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W378 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W379 木組遺構 晩期木組1段 クリ
W380 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W381 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W382 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W383 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W384 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W385 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W386 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W387 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W388 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W389 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W390 木組遺構 晩期木組2段 ヌルデ
W391 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W392 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W393 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W394 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W395 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W396 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W397 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W398 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W399 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W400 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W401 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W402 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W403 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W404 木組遺構 晩期木組2段 ウルシ
W405 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W496 木組遺構 晩期木組2段 カエデ属
W497 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W498 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W499 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W500 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W501 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W502 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W503 木組遺構 晩期木組2段 広葉樹（環孔材）
W504 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W505 木組遺構 晩期木組2段 ニレ属
W506 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W507 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W508 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W509 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W510 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W511 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W512 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W513 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W514 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W515 木組遺構 晩期木組2段 フジ属
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W426 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W427 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W428 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W429 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W430 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W431 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W432 木組遺構 晩期木組2段 キハダ
W433 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W434 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W435 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W436 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W437 木組遺構 晩期木組2段 イヌエンジュ
W438 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W439 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W440 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W441 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W442 木組遺構 晩期木組2段 キハダ
W443 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W444 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W445 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W446 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W447 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W448 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W449 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W450 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W451 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W452 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W453 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W454 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W455 木組遺構 晩期木組2段 広葉樹
W456 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W457 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W458 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W459 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W460 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W461 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W462 木組遺構 晩期木組2段 ニレ属
W463 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W464 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W465 木組遺構 晩期木組2段 広葉樹（環孔材）
W466 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W467 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W468 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W469 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W470 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W471 木組遺構 晩期木組2段 オニグルミ
W472 木組遺構 晩期木組2段 ヤナギ属
W473 木組遺構 晩期木組2段 ウツギ属
W474 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W475 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W476 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W477 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W478 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W479 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W480 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W481 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W482 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W483 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W484 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W485 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W486 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W487 木組遺構 晩期木組2段 トチノキ
W488 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W489 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W490 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W491 木組遺構 晩期木組2段 カエデ属
W492 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W493 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W494 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W495 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W586 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W587 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W588 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W589 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W590 木組遺構 晩期木組3段 カエデ属
W591 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W592 木組遺構 晩期木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W593 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W594 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W595 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W596 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W597 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W598 木組遺構 晩期木組3段 ニレ属
W599 木組遺構 晩期木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W600 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W601 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W602 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W603 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W604 木組遺構 晩期木組3段 キハダ
W605 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W606 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W607 木組遺構 晩期木組3段 クリ

W516 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W517 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W518 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W519 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W520 木組遺構 晩期木組2段 カエデ属
W521 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W522 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W523 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W524 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W525 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W526 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W527 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W528 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W529 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W530 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W531 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W532 木組遺構 晩期木組2段 カエデ属
W533 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W534 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W535 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W536 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W537 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W538 木組遺構 晩期木組2段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W539 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W540 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W541 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W542 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W543 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W544 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W545 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W546 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W547 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W548 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W549 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W550 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W551 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W552 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W553 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W554 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W555 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W556 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W557 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W558 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W559 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W560 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W561 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W562 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W563 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W564 木組遺構 晩期木組3段 イヌエンジュ
W565 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W566 木組遺構 晩期木組3段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W567 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W568 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W569 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W570 木組遺構 晩期木組3段 ウルシ
W571 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W572 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W573 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W574 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W575 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W576 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W577 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W578 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W579 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W580 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W581 木組遺構 晩期木組3段 オニグルミ
W582 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W583 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W584 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W585 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W676 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W677 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W678 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W679 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W680 木組遺構 晩期木組4段 トチノキ
W681 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W682 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W683 木組遺構 晩期木組4段 オニグルミ
W684 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W685 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W686 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W687 木組遺構 晩期木組4段 イヌエンジュ
W688 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W689 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W690 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W691 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W692 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W693 木組遺構 晩期木組4段 ヤナギ属
W694 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W695 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W696 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W697 木組遺構 晩期木組4段 クリ
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第35表　樹種同定結果（12）

W608 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W609 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W610 木組遺構 晩期木組3段 キハダ
W611 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W612 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W613 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W614 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W615 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W616 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W617 木組遺構 晩期木組3段 ニレ属
W618 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W619 木組遺構 晩期木組3段 トチノキ
W620 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W621 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W622 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W623 木組遺構 晩期木組3段 ヤナギ属
W624 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W625 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W626 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W627 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W628 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W629 木組遺構 晩期木組3段 樹皮
W630 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W631 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W632 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W633 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W634 木組遺構 晩期木組3段 クリ
W635 木組遺構 晩期木組4段 ニレ属
W636 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W637 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W638 木組遺構 晩期木組4段 ニレ属
W639 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W640 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W641 木組遺構 晩期木組4段 オニグルミ
W642 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W643 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W644 木組遺構 晩期木組4段 トチノキ
W645 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W646 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W647 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W648 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W649 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W650 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W651 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W652 木組遺構 晩期木組4段 ヤナギ属
W653 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W654 木組遺構 晩期木組4段 ヤナギ属
W655 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W656 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W657 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W658 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W659 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W660 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W661 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W662 木組遺構 晩期木組4段 キハダ
W663 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W664 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W665 木組遺構 晩期木組4段 ヌルデ
W666 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W667 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W668 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W669 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W670 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W671 木組遺構 晩期木組4段 イヌエンジュ
W672 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W673 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W674 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W675 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W766 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W767 木組遺構 晩期木組5段 広葉樹
W768 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W769 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W770 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W771 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W772 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W773 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W774 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W775 木組遺構 晩期木組5段 ヤナギ属
W776 木組遺構 晩期木組5段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W777 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W778 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W779 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W780 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W781 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W782 木組遺構 晩期木組5段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W783 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W784 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W785 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W786 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W787 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W788 木組遺構 晩期木組5段 コナラ属コナラ亜属コナラ節
W789 木組遺構 晩期木組5段 クリ

W698 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W699 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W700 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W701 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W702 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W703 木組遺構 晩期木組4段 広葉樹（環孔材）
W704 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W705 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W706 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W707 木組遺構 晩期木組4段 カエデ属
W708 木組遺構 晩期木組4段 ヤナギ属
W709 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W710 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W711 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W712 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W713 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W714 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W715 木組遺構 晩期木組2段 樹皮
W716 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W717 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W718 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W719 木組遺構 晩期木組2段 クリ
W720 木組遺構 晩期木組2段 広葉樹（環孔材）
W721 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W722 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W723 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W724 木組遺構 晩期木組4段 イヌエンジュ
W725 木組遺構 晩期木組4段 クリ
W726 木組遺構 晩期木組4段 ヤマグワ
W727 木組遺構 晩期木組4段 樹皮
W728 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W729 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W730 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W731 木組遺構 晩期木組5段 ニレ属
W732 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W733 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W734 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W735 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W736 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W737 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W738 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W739 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W740 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W741 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W742 木組遺構 晩期木組5段 オニグルミ
W743 木組遺構 晩期木組5段 広葉樹（環孔材）
W744 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W745 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W746 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W747 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W748 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W749 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W750 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W751 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W752 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W753 木組遺構 晩期木組5段 オニグルミ
W754 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W755 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W756 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W757 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W758 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W759 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W760 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W761 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W762 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W763 木組遺構 晩期木組5段 トチノキ
W764 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W765 木組遺構 晩期木組5段 ニレ属
W7 晩期 トネリコ属
W8 晩期 トネリコ属
W9 晩期 トネリコ属
W10 晩期 トネリコ属
W11 晩期 トネリコ属
W12 晩期 トネリコ属
W13 晩期 クリ
W14 晩期 クリ
W15 晩期 クリ
W16 晩期 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
W17 晩期 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
W18 晩期 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
W19 晩期 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
W20 晩期 ハンノキ属ヤシャブシ亜属（根材）
W1 湧水地点 クリ
W2 湧水地点 クリ
W3 湧水地点 トネリコ属
W4 湧水地点 クリ
W5 湧水地点 ヌルデ
W6 湧水地点 トネリコ属
W7 湧水地点 ニシキギ属
W8 湧水地点 トネリコ属
W9 湧水地点 クリ
W10 湧水地点 トネリコ属
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第36表　樹種同定結果（13）

W790 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W791 木組遺構 晩期木組5段 ヤナギ属
W792 木組遺構 晩期木組5段 ヤナギ属
W793 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W794 木組遺構 晩期木組5段 ヤナギ属
W795 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W796 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W797 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W798 木組遺構 晩期木組5段 ハンノキ属＜根材＞
W799 木組遺構 晩期木組5段 樹皮
W800 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W801 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W802 木組遺構 晩期木組5段 クリ
W803 木組遺構 晩期木組5段 ハンノキ属ハンノキ亜属
W1 晩期 クリ
W2 晩期 広葉樹
W3 晩期 オニグルミ
W4 晩期 トネリコ属
W5 晩期 クリ
W6 晩期 クリ

試料番号 遺構名 時期 樹種
W11 湧水地点 クリ
W12 湧水地点 クリ
W13 湧水地点 クリ
W14 湧水地点 クリ
W15 湧水地点 トネリコ属
W16 湧水地点 オニグルミ
W17 湧水地点 トネリコ属
W18 湧水地点 クリ
W19 湧水地点 クリ
W20 湧水地点 ニレ属
W21 湧水地点 トネリコ属（根材）
W22 湧水地点 トチノキ
W23 湧水地点 サクラ属
W24 湧水地点 カエデ属
W25 湧水地点 クリ
W26 湧水地点 クリ
W27 湧水地点 トチノキ
W28 湧水地点 クリ
W29 湧水地点 クリ

試料番号 遺構名 時期 樹種

胞高。

・ブナ属（Fagus） ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～3個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の

分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は同

性～異性III型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Prinus） ブナ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道

管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞高のものと複合放射

組織とがある。

・クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.） ブナ科クリ属

環孔材で、孔圏部は1～4列、孔圏外で急激～やや緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に

配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高。

・エノキ属（Celtis） ニレ科

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性III型、1～15細胞幅、1～50細胞高で鞘細胞が認められる。

・ケヤキ（Zelkova serrata （Thunb.） Makino） ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1～2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は異性III型、1～6細胞幅、1～30細胞高。しばしば結晶を含む。

・ニレ属（Ulmus） ニレ科

環孔材で、孔圏部は1～4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組

織は同性、1～6細胞幅、1～40細胞高。

・ヤマグワ（Morus australis Poiret） クワ科クワ属

環孔材で、孔圏部は1～4列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II～III型、

1～6細胞幅、1～50細胞高で、しばしば結晶を含む。



・モクレン属（Magnolia） モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2～4個が放射方向

に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は異性II型、1

～2細胞幅、1～40細胞高。

・カツラ（Cercidiphyllum japonicum Sieb. et Zucc.） カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔は単独または2～3個が複合して散在し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管の

分布密度は高い。道管は階段穿孔を有する。放射組織は異性II型、1～2細胞幅、1～30細胞高。

・ウツギ属（Deutzia sp.） ユキノシタ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～3個が複合して散在する。道管は階段穿孔

を有する。放射組織は大型の異性で、1～4細胞幅、100細胞高以上。鞘細胞が認められる。

・アジサイ属（Hydrangea） ユキノシタ科

散孔材で、道管は小径、単独または2～3個が複合して年輪界にほぼ均一に散在する。道管は階段穿孔

を有し、壁孔は階段状に配列する。放射組織は異性I型、1～3細胞幅、1～30細胞高で、時に上下に連

結する。

・サクラ属（Prunus） バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合し、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させながら散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は異性III型、1～3細胞幅、1～30細胞高。

・イヌエンジュ（Maackia amurensis Rupr. et Maxim. subsp. buergeri（maxim）Kitamura）マメ科イヌエンジュ属

環孔材で、孔圏部は1列、孔圏外で急激に管径を減じた後、多数の道管が集まって接線方向、斜方向に

複合し、木口面で帯状の模様をつくる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。小道管は階層状

に配列し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性III型～同性、1～8細胞幅、1～60細胞高。

・フジ属（Wisteria） マメ科

環孔材で、孔圏部は2～3列、孔圏外で急激に管径を減じた後、散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔

は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織はほぼ同性、1～10細胞幅、1～

70細胞高。小道管および柔細胞が階層状となる。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht） ミカン科キハダ属

環孔材で、孔圏部は2～5列、年輪界に向かって緩やかに管径を減じ、塊状に複合して接線・斜方向の

紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射

組織は同性、1～5細胞幅、1～40細胞高。

・ニガキ（Picrasma quassioides （D. Don）Benn.） ニガキ科ニガキ属

環孔材で、孔圏部は2～3列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、単独または2個が放射方向

に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、1～8細胞幅、

1～40細胞高。軸方向柔細胞が階層状に配列する。

・ウルシ（Rhus verniciflua Stockes） ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔圏部は3～4列、孔圏外への移行は緩やかで、小道管は年輪界に向かって漸減しながら単

独または2～4個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射

組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、1～3細胞幅、1～20細胞高で、時に上下に連結する。
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・ヌルデ（Rhus javanica L.） ウルシ科ウルシ属

環孔材で、孔圏部は2～4列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減、単独または2～4個が放射

方向・斜方向に複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認め

られる。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、1～4細胞幅、1～40細胞高で、時に上下に連結する。

・カエデ属（Acer） カエデ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および2～3個が複合して散在し、晩材部へ

向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は同性、1～6細胞幅、1～40細胞高。細胞壁の厚さが異なる2種類の木繊維が木口

面において不規則な紋様をなす。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume） トチノキ科トチノキ属

散孔材で、管壁は厚く、横断面では角張った楕円形、単独または2～5個が複合して散在する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、1～

15細胞高で階層状に配列する。

・ニシキギ属（Euonymus） ニシキギ科

散孔材で、小径の道管が単独または2～3個が複合して散在し、年輪界付近で管径を減少させる。道管

の分布密度は高い。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は同性、単列、1

～20細胞高。

・ケンポナシ属（Hovenia） クロウメモドキ科

環孔材で、孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。小道管の管壁は厚壁で、単

独または2～3個が放射方向に複合する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異

性III～II型、1～5細胞幅、1～50細胞高。

・ヤマブドウ（Vitis coignetiae Pulliat） ブドウ科ヤマブドウ属

環孔材で、孔圏部は1～3列であるが、孔圏内にも小径の道管が存在する。小道管は単独あるいは2～

4個が放射方向に複合して配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状に配列する。放射組織は同性、

6～15細胞幅で、100細胞高以上になる。

・ミズキ属（Cornus） ミズキ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2～3個が放射方向に複合して散在する。

道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、1～5細胞幅、1～30

細胞高。年輪界が波状になる。

・タラノキ（Aralia elata （Miq.）Seemann） ウコギ科タラノキ属

環孔材で、孔圏部は4～5列、孔圏外で緩やかに管径を減じた後、単独または2～3個が複合して、接

線・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性III型、1～

6細胞幅、5～60細胞高。鞘状の組織が認められる。

・ウコギ属（Acanthopanax） ウコギ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合して、接線・斜方向に

紋様状に配列し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。

放射組織は異性II型、1～6細胞幅、数細胞高のものから100細胞高以上のものまである。

・ハリギリ（kalopanax pictus （Thunb.） Nakai） ウコギ科ハリギリ属
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環孔材で孔圏部はやや疎な1列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋

様をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状または対列状に配列する。放射組織は異性III～同性、1

～5細胞幅、1～30細胞高。

・トネリコ属（Fraxinus） モクセイ科

＜幹材＞

環孔材で、孔圏部は2～3列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減する。道管壁は厚く、横断面では円

形～楕円形、単独または2個が複合、複合部はさらに厚くなる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配

列する。放射組織は同性、1～3細胞幅、1～20細胞高。

＜根材＞

幹材に比較して、孔圏外での道管径の変化が小さく、やや散孔材的。単独または2～3個が放射方向に

複合して、年輪界に向かって径を漸減させながら配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は同性、1～5細胞幅、1～20細胞高。

・クサギ（Clerodendrum trichotomum Thunb.） クマツヅラ科クサギ属

環孔材で孔圏部は3～4列、孔圏外でやや急に管径を減じたのち、単独または2～4個が放射方向に複

合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性～異性III型、1～4

細胞幅、1～50細胞高。

・ムラサキシキブ属（Callicarpa） クマツヅラ科

散孔材で、横断面では多角形、管孔は単独および2～3個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁

孔は交互状に配列する。放射組織は異性II～I型、1～3細胞幅、1～20細胞高。

・ニワトコ（Sambucus recemosa L. subsp. sieboldiana （Miquel）Hara） スイカズラ科ニワトコ属

散孔材で、管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～10個が複合して配列し、木口面ではやや

紋様状となる。道管は単穿孔を有し、壁孔は大型で交互状に配列する。放射組織は異性III～II型、1～

4細胞幅、1～30細胞高。鞘状の細胞が認められる。

・ガマズミ属（Viburnum） スイカズラ科

散孔材で、管壁は薄く、横断面では円形～やや角張った楕円形、ほぼ単独で時に2個が接線方向または

放射方向に複合して散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織は異

性II型、1～4細胞幅、1～40細胞高。

（4）考　　　察

晩期木組遺構と晩期石組遺構から出土した木材の多くは、構築材の一部と考えられる。全体ではクリの

利用が多いが、他にも多くの広葉樹材が利用されている。これらの種類は、花粉分析の結果とも調和的で

あり、周辺に生育していた樹木を利用したことが推定される。

出土した木材は、材質的には、クリをはじめ、強度が高い種類が多いが、強度や保存性の低い種類（ヤ

ナギ属・タラノキ・クサギ等）も認められる。また、径の細い種類（ウツギ属）や、つる性木本（フジ属・ヤマ

ブドウ）も混在している。つる性木本については、部材を繋ぐ縄などとして利用された可能性がある。

各試料は、縄文時代後期、後期末、晩期と時期不明に分けられる。図面で確認できる範囲で試料を時期

別・遺構別に集計し、第37表に示す。この結果をみると、縄文時代後期・晩期を通じてクリが多く利用

されている。クリ以外の種類では、縄文時代後期よりも晩期で種類数が少なくなる傾向がある。特に、オ
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ニグルミ、ヤナギ属、ヤマグワ、キハダ、ウルシ、カエデ属は、縄文時代後期には比較的多く認められる

が、晩期の試料では少ない。また、トチノキも晩期に少なくなる傾向がある。周辺地域での木材入手環境

の変化等を反映する可能性がある。

なお、確認された種類のうち、ウルシは大陸から渡来した栽培種とされ、樹脂を塗料として利用する。

今回の結果から、遺跡周辺でのウルシ栽培が示唆され、樹脂採取後の木材を用材として利用したことが推

定される。また、多く見られたクリについても縄文時代に栽培されていた可能性が指摘されている［岡

田・NHK青森放送局1997］。本遺跡の花粉分析でもクリ属の花粉化石が比較的多く検出されており、本

遺跡でも栽培されていた可能性がある。現在栽培されているクリでは、9年生～10年生以後から20年生

前後の樹齢が成果期であり、一般に20年生以後は年毎に収量が減少する［志村1984］。このことから、

若木を果実確保のために保護・管理し、老木を伐採して用材として利用した可能性が考えられている［千

野1983］。花粉分析の結果も含めると、本遺跡でも同様の資源利用が行われ、その結果クリ材が多く利

用されている可能性がある。

第37表　高瀬山遺跡における水場遺構構築材の種類構成

針葉樹 1 1

オニグルミ 25 14 1 20 2 3 1 1 1 1 14 5 1 89

サワグルミ 2 2 4 8

ヤナギ属 47 10 1 19 1 1 2 25 6 112

ハンノキ亜属 9 2 2 4 1 18

ハンノキ属＜根材＞ 5 8 1 14

アサダ 2 2 4

ブナ属 1 1 2

コナラ節 8 3 2 14 1 4 6 3 24 6 71

クリ 26 55 56 30 74 80 32 72 6 314 130 14 889

エノキ属 6 1 10 2 19

ケヤキ 1 1

ニレ属 5 9 2 15 1 1 2 7 3 1 46

ヤマグワ 36 31 24 1 1 1 3 53 150

モクレン属 2 2

カツラ 2 2

アジサイ属 1 1

ウツギ属 1 1

サクラ属 1 1 2

フジ属 2 1 3

イヌエンジュ 1 1 6 1 1 2 3 2 17

キハダ 19 2 2 15 1 2 1 1 17 1 61

ニガキ 1 1

ウルシ 46 3 1 17 2 2 2 50 123

ヌルデ 5 4 9 1 1 2 6 1 1 30

カエデ属 5 1 11 2 1 1 13 3 1 38

トチノキ 6 5 12 4 5 2 2 7 3 2 48

ニシキギ属 3 2 1 1 7

ケンポナシ属 1 2 1 9 13

ヤマブドウ 2 2

ミズキ属 1 2 3

ウコギ属 5 1 2 8

タラノキ 1 1 2 1 5

ハリギリ 4 3 7

トネリコ属 3 1 9 2 7 8 6 36

トネリコ属（根材） 1 1

ムラサキシキブ属 1 4 5

クサギ 2 1 3

ガマズミ属 1 2 1 1 5

ニワトコ 2 1 3

広葉樹 2 1 14 4 1 1 1 15 6 45

樹皮 10 7 6 14 45 15 14 22 115 38 286

材以外（葉） 1 1

不明 1 1 2 4

合　計 290 164 77 241 21 144 120 57 111 20 707 206 29 2187

分類群 木組1

縄文後期

木組2 木組3 木組1

縄文後期末

木組2 木組1

縄文晩期

木組2 木組4 木組 魚入 石組

縄文後期～晩期

木組 線刻礫 合計



B 種実遺体の種類

（1）試　　　料

試料は、晩期木組遺構および晩期石組遺構で検出された種実の集積部から採取された種実と、主に晩期

石組遺構や晩期木組遺構などの水場遺構から採取した土壌試料62点である。ここでは便宜上遺構から検

出された試料を単体種実、土壌を採取し当社にて水洗・分類を行ったものに関しては水洗選別種実として

区別する。

（2）方　　　法

単体種実に関しては、双眼実体顕微鏡下で、その形態的特徴から種類を同定した。これらは種類毎に瓶

にいれ、ホウ酸・ホウ砂水溶液中に保存する。

一方、土壌に関しては、水場遺構を対象としているので、食用可能な大型の堅果類に着目する必要があ

る。そのため土壌を多量に処理することが必要である。また、周辺植生を考えるためには、微細な種実も

併せて対象にしなければならない。そこで、1試料を2つに分割し、それぞれの目的に応じた分析を実施

した。分析に用いる試料は、約1000gと約300gの2つを秤量した。これは前者が大型堅果類の抽出用、

後者が微細な種実の抽出用とするためである。両者とも数％の水酸化ナトリウム水溶液に入れて一昼夜放

置し、試料の泥化を行った。これを、約1000gの方は2mm、約300gの方は0.5mmの篩を通して水洗

し、それぞれ残渣を集めた。これらを双眼実体顕微鏡で観察し、種実遺体を抽出・同定する。これらは、

種類ごとに瓶に入れて、ホウ酸とホウ砂を混合した水溶液中に保存する。

（3）結　　　果

分析の結果を第38・39表、第17・18図に示す。今

回着目すべき堅果類は、トチノキがほとんどの試料から検

出され、オニグルミも少量検出される。成熟した個体が多

いが、完形は少なく、破片が多いという特徴がある。その

他全体的に木本類が多い傾向がある。以下に検出された種

類の形態的特徴を示す。

・サワグルミ（Pterocarya rhoifolia Sieb. et Zucc.） クルミ

科サワグルミ属

殻が検出された。褐色で大きさは6mm程度。たてにつ

ぶれた球形。表面は厚くて堅く、あらい「しわ」がある。内部には2室がある。

・オニグルミ（Juglans mandshurica Maxim. subsp. sieboldiana （Maxim.） Kitamura） クルミ科クルミ属

核が検出された。褐灰色。大きさは3cm程度。側面の両側に縫合線が発達する。広卵形で、基部は丸

くなっているが先端部はやや尖る。表面は深く荒いしわ状となり、縦方向に溝が走っている。ただし、完

形に近いものはわずかで、ほとんどが破片である。

・コナラ属（Quercus ） ブナ科

果皮の一部が検出された。検出された部位は座についていた部分を中心とする。座に着いていた部分は

円形で褐色。直径は5mm程度で表面はざらつく。周囲には維管束が通る穴があいている。

3 木材利用および植物利用

456

種類 晩期石組遺構
クルミ集中部

晩期石組遺構東
側炭化S集中範囲 晩期木組遺構

オニグルミ 21

ヤマグワ 3

キハダ 1

トチノキ 4 14 多数

ノブドウ 3

タラノキ 5

ニワトコ 5 2

カヤツリグサ科 3

イボクサ 1

タデ属 11

ツリフネソウ属 2

第38表　単体種実同定結果



・ヤマグワ（Morus australis Poiret） クワ科クワ属

種子が検出された。褐色。大きさは2mm程度。倒卵型、表面は平滑で側面の隅に突起がみられる。

・マタタビ属（Actinidia） マタタビ科　

種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大きさは2mm程度。表面は硬質で光沢があり、丸いへ

こみが樹脂道不規則に配列しているように見える。網目は基部の付近では細かく縦長になる。

・サクラ属（Prunus） バラ科

核（内果皮）が検出された。黒褐色。大きさは6mm程度。核の形は楕円形で、偏平である。下端には、

丸く大きな臍点がありへこんでおり、上端は丸い。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面は

平滑である。

・サンショウ（Zanthoxylum piperitum DC.） ミカン科サンショウ属

果実が検出された。黒褐色、楕円形で大きさは4mm程度。表面には浅い不規則な網目模様がみられる。

・キハダ（Phellodendron amurense Ruprecht） ミカン科キハダ属

核が検出された。黒褐色。大きさは5mm程度。半円形。表面には細かい亀甲状の浅い網目模様がみら

れる。表面は薄くて堅く、やや光沢がある。

・ミツバウツギ（Staphyla Bumalda DC.） ミツバウツギ科ミツバウツギ属

種子が検出された。倒卵型で大きさは5mm程度。淡黄色で堅く、光沢がある。一端に大きな「へそ」
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第17図　晩期木組遺構西ベルト（9451コラムサンプル）における種実遺体の層位分布



が存在する。

・トチノキ（Aesculus turbinata Blume） トチノキ科トチノキ属

果皮と種皮の破片、ならびに幼果が検出された。幼果は大きさは1cm程度。黒色で、たてにつぶれた

球形。果皮は3裂する筋があり、表面は肉厚でやや堅く、ざらつく。種皮は黒色で薄くて光沢がある部分

と、褐色でざらつく部分とが存在する。

・クマヤナギ属（Berchemia ） クロウメモドキ科

核が検出された。大きさは4mm程度。淡褐色で堅く、表面はざらつく。縦方向に二分する深い溝があ

る。表面は薄くて堅く、やや光沢がある。

・ブドウ属（Vitis ） ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは4mm程度。心臓形。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇には楕

円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそ」があり、「へそ」回りはくぼん

でいる。

・ノブドウ（Ampelopsis brevipedunculata （Maxim.）Trautv.） ブドウ科ノブドウ属

種子が検出された。黒色、ほぼ球形で大きさは4mm程度。背面には「さじ状」の「へそ」がある。種

皮は厚く硬い。

・タラノキ（Aralia elata （Miq.） Seemann） ウコギ科タラノキ属

核が検出された。茶褐色で側面観は半円形、上面観は卵形。長さ2mm程度。核はやや厚く硬い。核の

表面には不規則な瘤状突起がある。

・ミズキ（Cornus controversa Hemsley） ミズキ科ミズキ属

核が検出された。褐色で大きさは6mm程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に大きな臍がある。縦

方向に走る溝がみられる。
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第18図　晩期石組み遺構南側（9452コラムサンプル）における種実遺体の層位分布
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第39表　水洗選別種実同定結果

番
号

地点名 試料番号 篩画分 重量

木本類 草本類

サ
ワ
グ
ル
ミ

オ
ニ
グ
ル
ミ コ

ナ
ラ
属

ヤ
マ
グ
ワ

マ
タ
タ
ビ
属

サ
ク
ラ
属

サ
ン
シ
ョ
ウ

キ
ハ
ダ

ミ
ツ
バ
ウ
ツ
ギ

ト
チ
ノ
キ

ク
マ
ヤ
ナ
ギ
属

ブ
ド
ウ
属

タ
ラ
ノ
キ

ミ
ズ
キ

ニ
ワ
ト
コ

ガ
マ
ズ
ミ
属

イ
ネ
科

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ス
ゲ
属

ホ
タ
ル
イ
属

カ
ナ
ム
グ
ラ

タ
デ
属

ア
カ
ザ
科

キ
ジ
ム
シ
ロ
属
―
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ
属

―
オ
ラ
ン
ダ
イ
チ
ゴ
属

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

キ
ラ
ン
ソ
ウ
属

ナ
ス
科

土
器

完
形

破
片

完
形

破
片

18 後期中葉泥炭層 67-198 RN1176
0.5mm 304g

2.0mm 703g

19 晩期石組南側施設内 RN1290
0.5mm 309g

2.0mm 1,007g

30 晩期石組遺構　S-301の下の土 0.5mm 51g

31 晩期石組遺構　トイ外（D用）トイ北の土壌 0.5mm 106g

47 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.1
0.5mm 303g

2.0mm 426g

48 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.2
0.5mm 303g

2.0mm 932g

49 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.3
0.5mm 303g

2.0mm 1,007g

50 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.4
0.5mm 309g

2.0mm 1,003g

51 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.5
0.5mm 311g

2.0mm 1,029g

52 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.6
0.5mm 309g

2.0mm 1,028g

53 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.7
0.5mm 304g

2.0mm 1,009g

54 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.8
0.5mm 311g

2.0mm 1,028g

55 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.9
0.5mm 303g

2.0mm 1,003g

56 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.10
0.5mm 302g

2.0mm 1,052g

57 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.11
0.5mm 308g

2.0mm 1,004g

58 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.12
0.5mm 306g

2.0mm 1,006g

59 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.13
0.5mm 309g

2.0mm 1,042g

60 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.14
0.5mm 306g

2.0mm 1,016g

61 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.15
0.5mm 313g

2.0mm 1,008g

62 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.16
0.5mm 304g

2.0mm 1,026g

63 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.17
0.5mm 309g

2.0mm 1,041g

64 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.18
0.5mm 305g

2.0mm 1,013g

65 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.19
0.5mm 303g

2.0mm 1,011g

66 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.20
0.5mm 306g

2.0mm 1,008g

67 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.21
0.5mm 305g

2.0mm 1,015g

68 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.22
0.5mm 302g

2.0mm 1,005g

69 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.23
0.5mm 306g

2.0mm 1,013g

70 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.24
0.5mm 303g

2.0mm 1,026g

71 晩期木組西壁コラムサンプル RN9451 No.25
0.5mm 304g

2.0mm 1,047g

72 後期木組コラムサンプル RN9452 No.1
0.5mm 310g

2.0mm 1,021g

73 後期木組コラムサンプル RN9452 No.2
0.5mm 307g

2.0mm 1,009g

74 後期木組コラムサンプル RN9452 No.3
0.5mm 309g

2.0mm 1,005g

75 後期木組コラムサンプル RN9452 No.4
0.5mm 309g

2.0mm 1,022g

76 後期木組コラムサンプル RN9452 No.5
0.5mm 303g

2.0mm 1,007g

77 後期木組コラムサンプル RN9452 No.6
0.5mm 304g

2.0mm 1,002g

78 後期木組コラムサンプル RN9452 No.7
0.5mm 303g

2.0mm 1,003g

79 後期木組コラムサンプル RN9452 No.8
0.5mm 310g

2.0mm 1,011g

80 後期木組コラムサンプル RN9452 No.9
0.5mm 303g

2.0mm 1,004g

81 後期木組コラムサンプル RN9452 No.10
0.5mm 308g

2.0mm 1,007g

82 後期木組コラムサンプル RN9452 No.11
0.5mm 305g

2.0mm 1,045g

83 後期木組コラムサンプル RN9452 No.12
0.5mm 301g

2.0mm 1,037g

84 後期木組コラムサンプル RN9452 No.13
0.5mm 305g

2.0mm 1,048g

85 後期木組コラムサンプル RN9452 No.14
0.5mm 304g

2.0mm 1,006g

86 後期木組コラムサンプル RN9452 No.15
0.5mm 304g

2.0mm 1,021g

87 後期木組コラムサンプル RN9452 No.16
0.5mm 309g

2.0mm 1,004g

88 後期木組コラムサンプル RN9452 No.17
0.5mm 310g

2.0mm 1,020g

89 後期木組コラムサンプル RN9452 No.18
0.5mm 305g

2.0mm 1,009g

90 後期木組コラムサンプル RN9452 No.19
0.5mm 309g

2.0mm 1,009g

91 晩期石組 No.1 0.5mm 304g

92 晩期石組 No.2 0.5mm 307g

93 晩期石組 No.3 0.5mm 308g

94 晩期石組 No.4 0.5mm 307g

95 晩期石組 No.5 0.5mm 302g

96 晩期石組 No.6 0.5mm 302g

- - ○ - - - - - - - - ○ - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - ○ - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - ○ - 1 - - - - - - ○ - - 9 - 20 - 1 10 37 - - 18 - - 2 1 - 13 -

- 1 ○ - - - - - - - 5 ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 1 - - - - - - - - - 4 - 1 - - - 11 - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - ○ - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - ○ - - - - - - - - ○ - - 3 - 2 - - - 1 - - - - - - - - 2 -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - -

- 1 ○ - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - - 1 - - - - - - ○ - - 2 - - - - - 16 - 2 - - - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 40 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 - - ○ - - - - - - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - 1 - - - - - 6 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - 1 - 2 - 2 - 2 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 2 - - - - - - - - - 3 - 4 - - - 3 - - - - - - - - 1 -

- - ○ - - - - - - - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 15 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 3 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 4 10 - 2 - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 4 - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - 3 2 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 5 - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - 6 2 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - 1 1 - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - 1 - - 1 - - - - - - - - - - 2 - - -

- - - - - - - - - - - ○ - 2 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - 5 - 3 - - - - - - - - 1 - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - 1 - 3 - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - 5 - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 5

- - - - - - - - - - - ○ - - - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 8

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 12

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 9

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 7 - - - 1 - - ○ - 5 14 - 4 - - - 4 - - - - 1 - - - 2 -

- 2 - - - - - - 4 - - ○ - 6 - - - - - - - - - 1 - - 1 - - - -

- - ○ - 1 - - - 1 - - ○ - 3 7 - 1 - - - 20 - - - - - - - - - -

- 1 ○ - - - - 1 1 - - ○ - 12 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 1 - - ○ - 23 5 - 2 - - - 3 - - - - - - - 1 3 -

- - - - - - - - 1 - - ○ - 16 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 2 - - ○ - 21 7 - - - - - 6 - - - 2 - - - - 3 -

- - - - - - - - 3 - - ○ - 29 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 1 1 - - - - - - - 4 2 - 1 - - - 14 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 13 - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - 1 3 - - 2 - - ○ - 3 4 - 14 - - - 4 - - - 1 - - - - 26 3

1 - - 1 - - - - 8 - - ○ - 3 - - - - - - - - - - - - - - - 1 -

- - - - 2 9 - - 2 - - ○ - - 6 - 15 - - - - - 2 - 2 - - - - 19 2

- - - - - - - - 3 - - - - 4 - - - - - - - - 3 - - - - - - - 6

- 1 - - - 2 - - 4 - - ○ - - 3 - 18 - - - 2 - - - - - - - - 1 -

- 1 - - - - - - 13 1 - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3

1 1 ○ - 1 - - - 6 - - ○ - - 6 - 19 - - - 1 - - 2 - - - - - - 1

- 1 - - - - - - 5 - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1 - - - 1 1 - - 7 - - ○ - - 3 - 32 - - - 1 - - - 1 - - - - 6 -

- 1 - - - - 1 - 13 - - ○ - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - 1 - - - 3 - - ○ - - 1 - 9 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - 5 - - ○ - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - 6

- - - - - 1 - - - - - ○ - - - - 3 - - - - - - - - - - - - 1 3

- - - - - - - - 1 - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - - - - 5 - - - - - - - - - - - - 1 -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - 1 ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - 3

- - - - - - - - - - - ○ - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - 1 - - 8 - - ○ - - 4 - 多 1 - - - - - 1 - - - - - 7 3

1 - ○ - 3 - - - 8 - - ○ - - 6 2 34 1 - - 5 - - - - - - - - 12 1

- - - - 1 - - - 3 - - ○ - - 1 - 12 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - ○ - - - 2 - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - ○ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

不
明



・ニワトコ（Sambucus rasemosa L. subsp. sieboldiana （Miquel） Hara）スイカズラ科ニワトコ属

種子が検出された。黒色。長楕円形で、大きさは2mm程度。下側に臍があり、表面には横軸に平行なし

わ状の模様が存在する。

・ガマズミ属（Viburnum）スイカズラ科

種子が検出された。黒色、円盤状で、偏平。大きさは5mm程度。一端が突出する。種皮は堅くてやや

光沢があり、若干の凹凸がある。

・イネ科（Gramineae ）

炭化した胚乳が検出された。大きさは1mm程度。側面に小さなへそがある。

・スゲ属（Carex ） カヤツリグサ科

果実が検出された。大きさは2mm程度で、3稜があり褐色。表面は薄くて柔らかく、弾力がある。

・ホタルイ属（Scirpus ） カヤツリグサ科

果実が検出された。黒色。堅く光沢がある。大きさは2mm程度。偏平で背面が高く稜になっている。

腹面は平らである。片凸レンズ状の広倒卵形。先端部はとがり、基部はせばまって「へそ」がある。表面

には細かい凹凸があり、横軸方向に平行な横しわがあるように見える。

・カヤツリグサ科（Cyperaceae ）

果実が検出された。黒褐～褐色で楕円形のもの、広倒卵形のもの、3稜のものがある。大きさは2mm

程度。表面は薄くてややざらつく。属に分類するのが難しいものを一括してカヤツリグサ科とした。

・イボクサ（Aneilema keisak Hassk.） ツユクサ科イボクサ属

種子が検出された。灰色、扁平な楕円形で、大きさは2mm程度。種皮はやや柔らかい。くぼんだ発芽

孔が存在し、その側面には一文字のくぼみがあり、それに直行するしわ模様が存在する。表面には円形の

小孔が多数存在する。

・カナムグラ（Humuus scandens （Lour.） Merrill） クワ科カラハナソウ属

種子が検出された。黒色で凸レンズ状、大きさは4mm程度。表面は果皮に覆われ「しわ」状になって

いる。

・タデ属（Polygonum ）

果実が検出された。3陵形で大きさは2mm程度。で表面は黒色で薄くて堅く、光沢がある。

・アカザ科（Chenopodiaceae ）

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈している。大きさは1mm程度。

側面に「へそ」がある。表面は細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。

・キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属（Potentilla-Duchesnea-Fragaria） バラ科

種子が検出された。褐色。大きさは、1mm程度。半月形で、一端に「へそ」が存在する。表面全体は

すじ状の模様があるが、不鮮明である。

・ツリフネソウ（Impatiens Textori Miq.） ツリフネソウ科ツリフネソウ属

種子が検出された。黒色で、大きさは5mm程度。楕円形で先端部がやや突出し円形の大きな「へそ」

がある。表面は薄くて堅く、不規則で短い線状の隆起がある。

・キランソウ属（Ajuga ） シソ科

果実が検出された。灰白色、卵球状で大きさは2mm程度。表面には荒く不規則な網目状隆起がみられ

る。下端に大きな「へそ」が存在する。

3 木材利用および植物利用
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・ナス科（Solanaceae ）

種子が検出された。腎臓形で、側面のくびれた部分に「へそ」があり、表面には「へそ」を中心として

同心円状に網目模様が発達する。大きさは1mm程度。褐色。表面は柔らかい。

（4）考　　　察

晩期木組遺構・晩期石組遺構は同時期に存在した一連の施設で、トチの加工場であると考えられている

［小林・野尻1998］。これらの遺構からは多量のトチノキの種子が検出されるが、ほとんどが成熟した種

子の破片である。これらは加工した残渣の一部が遺構内にそのまま残されたものと考えられる。一方、同

時期の花粉分析の結果ではトチノキ属の花粉化石が多く検出されており、また水場遺構内からトチノキの

未熟な果実が少量検出されていることから、トチノキの生育地は水場遺構に隣接していたと考えられる。

すなわち、採取したトチノキをその場で加工するために水場遺構が設けられた可能性がある。トチノキは

食用とするための行程が最も難しい種実の一つであるが、収量が多く、貯蔵も利くことから古くから食用

として用いられてきた。トチノキを食用とする技術は、これまでの出土例などから縄文時代中期までは遡

らないとされている［渡辺1975］。また、全国各地のトチノキの加工場とされる水場遺構をみると、縄文

時代後・晩期に集中しており［佐々木2000］、トチノキの加工は縄文時代後・晩期に一般化したと考えら

れる。トチノキ以外に検出された種実で、水場で加工された可能性があるのはオニグルミである。オニグ

ルミは生食可能であることから古くから食用として利用されている。クルミ属の花粉化石も多くみられる

ことから、トチノキと同様に付近に生育していたものと考えられる。オニグルミやトチノキの「水さらし」

を行うことは、中の虫を殺す効果があり、長期保存をする際には必要な行程である。また、トチノキは水

さらしのほか、灰汁などのアルカリ溶液を用いたり、加熱処理をするなどの「あく抜き」が必要となるが、

「あく抜き」の過程において多くの水を必要とすることから、水場の確保は重要であったと思われる。

そのほか検出される種類は木本類が多くみられることから、当時周辺は豊富な樹種構成からなる森林が

あったと考えられる。検出される種類は、山地に安定した森林を作るものは少なく、日当たりのよい林縁

部などに生育する中低木やつる植物である。これらは水場遺構などの人為的に開かれた場所と山地との境

界付近に生育していたと思われる。この中にはコナラ属、ヤマグワ、マタタビ属、サクラ属、サンショウ、

ブドウ属、ニワトコ、ガマズミ属といった可食植物が多く含まれていることから、これらも食用として利

用されていたと考えられる。

一方、草本類の種実遺体にはイネ科、カヤツリグサ科、スゲ属、ホタルイ属、カナムグラ、タデ属、ア

カザ科、キジムシロ属類、ツリフネソウ、キランソウ属、ナス科が検出される。また前述のように植物珪

酸体の産状からはヨシ属やタケ亜科などのイネ科の生育が推定された。これらの中には開けた場所に先駆

的に侵入して草地を作るものが多いことから、生業によって人為的に開かれた空間に生育していたものと

考えられる。

また、晩期石組遺構東側炭化種子集中部では、分析残渣のほとんどが、微細な炭化材である。若干のニ

ワトコとトチノキが含まれるが、ニワトコは炭化していないことから、埋積の際、周辺に生育していたも

のに由来すると考えられる。トチノキは炭化した破片であり、他の分析残渣と同様に微細である。食用な

ど利用後の残滓を焼却し、廃棄した可能性がある。

高瀬山遺跡の自然科学分析
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4 ま　と　め

高瀬山遺跡の年代、堆積環境、古植生、植物利用について自然科学分析による検討を行った。

A テ　フ　ラ

木組遺構下位の断面中に認められたテフラは、分析の結果ATに由来することが明らかとなったが、複

数の層序でATが認められることから、上流域に堆積したATが流水等によって削剥され、本地点に再堆

積した可能性がある。

B 年　　　代

縄文時代後期・晩期の木組遺構や石組遺構等から出土した木材および種実等の年代測定を実施し、β線

計数法の未補正値で2,370-3,490BP、AMS法の補正値で2,350-3,490BPの年代値が得られた。これら

の測定値は、既存の年代測定値とも調和的である。

C 堆　積　環　境

各地点の珪藻分析を実施した結果、流水や河川氾濫等の影響が及ぶ環境で堆積が進行し、縄文時代後期

の頃には一時的にしばしば乾燥するような環境に変化したことが推定される。その後、再度流水の影響が

及ぶ沼沢～湿地のような環境で堆積が進行したことが推定される。

D 古　植　生

花粉分析、植物珪酸体分析、樹種同定、種実遺体同定から、周辺の森林植生は縄文時代後期・晩期を通

じてコナラ亜属、マツ属、ブナ属等が周囲の山地・丘陵地に生育し、ハンノキ属、ニレ属―ケヤキ属、ト

チノキ、クルミ属等が河畔や低湿地に生育したと考えられる。草本では、ヨシ属、ガマ属、ツリフネソウ

属、ミツガシワ属、ゴキヅル属、サンショウモ等が周囲の水湿地に生育し、陸地にはヨモギ属等が生育し

ていたことが推定される。奈良・平安時代も山地の森林植生は基本的に同様であったと考えられるが、低

湿地等に生育していたと考えられるハンノキ属が減少する。これはでイネ属やソバ属等の耕作地の拡大に

よる低湿地の開拓等を反映している可能性がある。

E 植　物　利　用

木組遺構等の木材を調査した結果、40種類の広葉樹が認められた。縄文時代後期・晩期を通じてクリ

の利用が多い。その他の種類でも強度の高い種類が比較的多いが、小径の樹木やつる植物も認められる。

これらの種類は、花粉分析の結果とも調和的であり、周囲で入手可能な木材が利用されたことが推定され

る。なお、木材の中には栽培種とされるウルシ材が認められたことから、樹液の採取を目的としたウルシ

栽培が示唆される。

木組遺構・石組遺構周辺から出土した種実遺体には、トチノキやオニグルミが多く認められ、これらの

種実が水場施設で加工されていたことが推定される。

4 ま　と　め
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1a 1b

32

1．土壌試料採取状況　a：採取前、b：採取後 
2．土壌試料採取風景 
3．木材試料採取風景 

第19図　試料採取状況
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第20図　火山ガラス

1．砂分の状況（木組遺構下；テフラ2） 2．ATの火山ガラス（木組遺構下；テフラ2） 

Bi：黒雲母　VG：火山ガラス 0.5mm 0.5mm

（1） （2） 
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第21図　珪藻化石（1）

 1． Orthoseira roeseana (Rabh.) O'Meara（石組遺構クルミ集中部） 
 2． Aulacoseira  italica (Ehr.) Simonsen（線刻礫S1） 
 3． Fragilaria pinnata Ehrenberg（石組遺構クルミ集中部） 
 4． Meridion circulae Agardh（木組遺構；5） 
 5． Meridion circulae  ver.  constrictum (Ralfs) V.Heurck（木組遺構；2） 
 6． Tabellaria flocculosa  (Roth.) Kuetzing（線刻礫S1） 
 7． Amphora affinis (Kuetz.) V. Heurck（木組遺構；3） 
 8． Amphora normanii  Rabenhorst（木組遺構；2） 
 9． Amphora montana Krasske（石組遺構東側炭化種子集中範囲） 
 10． Cymbella silesiaca Bleisch（石組遺構東側炭化種子集中範囲） 
 11． Gomphonema gracile Ehrenberg（木組遺構；3） 
 12． Gomphonema clavatum  Ehrenberg（石組遺構クルミ集中部） 
 13． Gomphonema acuminatum Ehrenberg（線刻S1） 
 14． Gomphonema parvulum Kuetzing（石組遺構クルミ集中部） 
 15． Pinnularia mesolepta (Ehr.) W. Smith（木組遺構S1） 
 16． Epithemia turgida  ver.  westermannii (Ehr.) Grunow（木組遺構；3） 
 17． Hantzschia amphioxys  (Ehr.) Grunow（石組遺構東側炭化種子集中部） 
 18． Navicula mutica Kuetzing（木組遺構；2） 
 19． Navicula contenta Grunow（木組遺構；2） 
 20． Eunotia bilunaris  (Ehr.) Mills（木組遺構；3） 
 21． Eunotia pectinalis  ver.  minor (Kuets.) Rabenhorst（石組遺構クルミ集中部） 

14

13

2

3

4

5

6

7 8

9

10
1

12

11

15
16

17

18

19

20
21

10μm
（1-15，17-21） 

10μm
（16） 
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第22図　珪藻化石（2）

 22． Pinnularia brevicostata Cleve（石組遺構クルミ集中部） 
 23． Pinnularia stomatophora (Grun.) Cleve（石組遺構東側炭化種子集中範囲） 
 24． Pinnularia sudetica (Hilse) M. Peragallo（木組遺構；3） 
 25． Pinnularia gibba Ehrenberg（石組遺構東側炭化種子集中範囲） 
 26． Stauroneis phoenicenteron ver. signata Meister（木組遺構；4） 
 27． Nitzschia amphibia Grunow（線刻礫S1） 
 28． Nitzschia obtusa ver. scalpelliformis Grunow（木組遺構S1） 
 29． Achnanthes hungarica Grunow（線刻礫S1） 
 30． Achnanthes lanceolata (Breb.) Grunow（石組遺構クルミ集中部） 
 31． Caloneis leptosoma Krammer & Lange - Bertalot（木組遺構；2） 
 32． Stauroneis lauenburiana fo. angulata Hustedt（木組遺構；5） 

32

28

26

31
30

29

24

25

27

23

22

10μm
（22-25，27-32） 

10μm
（26） 
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第23図　花粉化石（1）

1 2

4b4a3b3a

5 6 7a 7b 8

50μm

1．マツ属（基本層序；1） 2．ブナ属（線刻礫S1） 
3．クルミ属（線刻礫S1） 4．コナラ亜属（線刻礫S1） 
5．ハンノキ属（線刻礫S1） 6．ニレ属－ケヤキ属（線刻礫S1） 
7．トチノキ属（線刻礫S1） 8．ツリフネソウ属（木組遺構；3） 
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第24図　花粉化石（2）

9 10a 10b

12b12a

13a 13b

14a 14b

11

50μm

  9．ユリ科（線刻礫S1） 10．ソバ属（基本層序；1） 
11．イネ科（基本層序；1） 12．オミナエシ属（基本層序；1） 
13．キク亜科（木組遺構；3） 14．ヨモギ属（線刻礫S1） 
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第25図　植物珪酸体

1 2
3

4

5

8

7

6

9

10

1．イネ属短細胞列（基本層序；1）   2．タケ亜科短細胞珪酸体（基本層序；1） 
3．タケ亜科短細胞珪酸体（木組遺構；2）   4．ヨシ属短細胞珪酸体（基本層序；10） 
5．ススキ属短細胞珪酸体（基本層序；10）   6．ヨシ属機動細胞珪酸体（石組遺構クルミ集中部） 
7．ウシクサ族機動細胞珪酸体（木組遺構；2）   8．イネ属機動細胞珪酸体（基本層序；1） 
9．タケ亜科機動細胞珪酸体（基本層序；1） 10．タケ亜科機動細胞珪酸体（木組遺構；2） 
 

50μm
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第26図　木材（1）

1a 1b 1c

2a 2b 2c

3a 3b 3c

200μm：a
200μm：b, c

1．オニグルミ（石組S241） 
2．サワグルミ（石組SI330） 
3．ヤナギ属（石組SI387） 
　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第27図　木材（2）

4a 4b 4c

5a 5b 5c

6a 6b 6c

200μm：a
200μm：b, c

4．ハンノキ属ハンノキ亜属（石組S1358） 
5．ハンノキ属ヤシャブシ亜属（　W-16） 
6．ハンノキ属根材（石組S905） 
　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第28図　木材（3）

7a 7b 7c

8a 8b 8c

9a 9b 9c

200μm：a
200μm：b, c

7．アサダ（木組W-63） 
8．ブナ属（石組S1031） 
9．コナラ属コナラ亜属コナラ節（木組W-15） 
　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第29図　木材（4）

10a 10b 10c

11a 11b 11c

12a 12b 12c

200μm：a
200μm：b, c

10．クリ（木組W384） 
11．エノキ属（石組S371） 
12．ケヤキ（石組S1644） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第30図　木材（5）

13a 13b 13c

14a 14b 14c

15a 15b 15c

200μm：a
200μm：b, c

13．ニレ属（石組S1352） 
14．ヤマグワ（木組W218） 
15．モクレン属（石組S1653） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第31図　木材（6）

16a 16b 16c

17a 17b 17c

18a 18b 18c

200μm：a
200μm：b, c

16．カツラ（石組S1546） 
17．ウツギ属（木組W473） 
18．アジサイ属（石組S1233） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第32図　木材（7）

19a 19b 19c

20a 20b 20c

21a 21b 21c

200μm：a
200μm：b, c

19．サクラ属（石組S1033） 
20．イヌエンジュ（木組W437） 
21．フジ属（石組S1304） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第33図　木材（8）

22a 22b 22c

23a 23b 23c

24a 24b 24c

200μm：a
200μm：b, c

22．キハダ（木組W-17） 
23．ニガキ（石組S1587） 
24．ウルシ（石組S1614） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第34図　木材（9）

25a 25b 25c

26a 26b 26c

27a 27b 27c

200μm：a
200μm：b, c

25．ヌルデ（石組S423） 
26．カエデ属（石組S648） 
27．トチノキ（木組W463） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第35図　木材（10）

28a 28b 28c

29a 29b 29c

30a 30b 30c

200μm：a
200μm：b, c

28．ニシキギ属（石組S555） 
29．ケンポナシ属（石組S1057） 
30．ヤマブドウ（石組S959） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第36図　木材（11）

31a 31b 31c

32a 32b 32c

33a 33b 33c

200μm：a
200μm：b, c

31．ミズキ属（石組S1659） 
32．タラノキ（石組S339） 
33．ウコギ属（石組S1469） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第37図　木材（12）

34a 34b 34c

35a 35b 35c

36a 36b 36c

200μm：a
200μm：b, c

34．ハリギリ（石組S1324） 
35．トネリコ属：幹材（線刻礫W-8） 
36．トネリコ属：根材（線刻礫W-21） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第38図　木材（13）

37a 37b 37c

38a 38b 38c

39a 39b 39c

200μm：a
200μm：b, c

37．ムラサキシキブ属（石組S1627） 
38．クサギ（石組S1148） 
39．ニワトコ（石組S1367） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第39図　木材（14）

40a 40b 40c

200μm：a
200μm：b, c

40．ガマズミ属（石組S1294） 
　　a：木口，b：柾目，c：板目 
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第40図　種実遺体（1）

1 2 3

4
5

109
87

6

11 12a 12b
13a 13b

17

161514

1cm

（1-6） 

1cm

（7，8） 

1cm

（14） 

2mm

（9-13，15-17） 

  1．オニグルミ（後期木組コラムサンプル RN9452;1）   2．オニグルミ（後期木組コラムサンプル RN9452;1） 
  3．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10）   4．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10） 
  5．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10）   6．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10） 
  7．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10）   8．トチノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;10） 
  9．ミツバウツギ（後期木組コラムサンプル RN9452;8） 10．サクラ属（後期木組コラムサンプル RN9452;10） 
11．カナムグラ（後期木組コラムサンプル RN9452;7） 12．ノブドウ（石組み遺構クルミ集中部） 
13．ブドウ属（後期木組コラムサンプル RN9452;5） 14．コナラ属（後期木組コラムサンプル RN9452;6） 
15．クマヤナギ属（後期木組コラムサンプル RN9452;5） 16．サワグルミ（後期木組コラムサンプル RN9452;9） 
17．ガマズミ（石組下の木組；2） 
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第41図　種実遺体（2）

18 19
20 21 22

23

28

27

26

25
24b24a

29 30 31 32 33 34
35

1mm

（22-35） 

2mm

（18-21） 

18．キハダ（後期木組コラムサンプル RN9451;4） 19．サンショウ（後期木組コラムサンプル RN9452;2） 
20．ツリフネソウ（石組南側施設内；RN1290） 21．ミズキ（後期木組コラムサンプル RN9452;11） 
22．マタタビ属（後期木組コラムサンプル RN9452;6） 23．ニワトコ（木組コラムサンプル RN9451;15） 
24．イボクサ（石組遺構クルミ集中部） 25．ヤマグワ（石組下の木組；2） 
26．タラノキ（後期木組コラムサンプル RN9452;9） 27．カヤツリグサ科（石組遺構クルミ集中部） 
28．タデ属（石組下の木組；1） 29．アカザ科（後期木組コラムサンプル RN9452;7） 
30．イネ科（石組南側施設内；RN1290） 31．ホタルイ属（木組コラムサンプル RN9451;2） 
32．スゲ属（石組南側施設内；RN1290） 33．キランソウ属（石組南側施設内；RN1290） 
34．ナス科（後期木組コラムサンプル RN9452;3） 
35．キジムシロ属－ヘビイチゴ属－オランダイチゴ属（後期木組コラムサンプル RN9452;1） 



山形県高瀬山遺跡出土土器付着物の14C年代測定

小林謙一2）1）・今村峯雄1）・坂本　稔1）・陳　建立1）・小林圭一3）

1）国立歴史民俗博物館情報資料研究部　2）総合研究大学院大学博士後期課程日本歴史研究専攻　3）山形県埋蔵文化財センター

高瀬山遺跡出土縄紋土器の、土器付着炭化物の14C年代測定を試みた。試料番号はYGTとした。

今回、4点の縄紋土器から、測定用の炭化物を採取し、14C年代を得た。以下に、採取試料の状況、処

理方法、測定及び暦年較正を報告する。

1 測定対象資料と炭化物の状態

YGT16 2区西調査区湧水地点の水場遺構内から出土した、漆塗装飾された大洞A式の可能性があ

る壺形土器（遺物編第496図2）。胴部破片外側に付着の漆塗膜。水場主体部において板材の囲いの中から

大洞A2式が出土しており、それに同時期の可能性がある。

YGT17 2区東調査区の晩期木組遺構西側の西ベルト6層付近（遺物集中地点Ⅰ層）より出土した大洞

BC式深鉢土器（遺物編第433図11）。胴部内面の付着物。羊歯状文の截痕の刻み方が小さく、大洞BC式

でも古相（大洞BC1式）に相当しよう。

YGT18 2区東調査区遺物集中地点Ⅱ層から出土した大洞B1式深鉢土器（遺物編第443図1）。口縁

部内面の付着物。

YGT19 2区東調査区遺物集中地点Ⅳ層から出土した大洞B1式深鉢土器（遺物編第449図18）。口縁

部内面の付着物。YGT18・19は、晩期最初頭に位置づけられる土器であり、つくりも類し、共通した

モチーフを有している。

2 炭化物の処理

試料については、以下の手順で試料処理を行った。（1）の作業は、国立歴史民俗博物館の年代測定資

料実験室において小林、（2）（3）は、坂本・陳が行った。

（1）前　処　理

有機溶媒による油脂成分等の除去、酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA処理）。

まずアセトンに浸け振とうし、油分など汚染の可能性のある不純物を溶解させ除去した（2回）。AAA

処理として、80℃、各1時間で、希塩酸溶液（1N-HCl）で岩石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去

（2回）し、さらにアルカリ溶液（0.1N-NaOH）でフミン酸等を除去する。5回処理を行い、ほとんど着色

がなくなったことを確認した。さらに2回酸処理を行い中和後、水により洗浄した（5回）。各試料は、採

集した総重量（表2の採取量（mg）以下同じ）、AAA前処理を行った量（処理量）、前処理後回収した量（回

収量）、燃焼に供した量（燃焼）、炭酸ガスの炭素相当量（ガス）を、それぞれ表1に示す。通常は、基本的

に前処理した試料の半分を精製する。前処理のうち、最初のアルカリ溶液を保存してある。
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（2）燃焼と精製

酸化銅により試料を燃焼（炭酸ガス化）、真空ラインを用いて不純物を除去。

（3）グラファイト化

鉄（またはコバルト）触媒のもとで水素還元しグラファイト炭素に転換。アルミ製カソードに充填。

AAA処理の済んだ乾燥試料を、500mgの酸化銅とともにバイコールガラス管に投じ、真空に引いてガ

スバーナーで封じ切った。このガラス管を電気炉で加熱して試料を完全に燃焼させた。得られた二酸化炭

素には水などの不純物が混在しているので、ガラス真空ラインを用いてこれを分離・精製した。

1.5mgのグラファイトに相当する二酸化炭素を分取し、水素ガスとともにバイコールガラス管に封じ

た。これを電気炉で加熱してグラファイトを得た。管にはあらかじめ触媒となる鉄粉が投じてあり、グラ

ファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合した後、穴径1mmのアルミニウ

ム製カソードに60kgfの圧力で充填した。

3 測定結果と暦年の較正

AMSによる14C測定は、YGT18については、地球科学研究所を通してベータアナリティック社（測定

機関番号Beta）へ委託した。その他は、加速器分析研究所（測定機関番号IAAA）に依頼して行った。

3 測定結果と暦年の較正
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第1図　高瀬山遺跡　年代測定土器

0 （1：6） 20cm

1（443-1） 

3（433-11） 

4（496-2） 

2（449-18） 

2（拓本） 

1（拓本） 

年代測定土器 

YGT19 
高瀬山遺跡(HO) 
3120±40 

1450-1290calBC(88.6%) 
 YGT16 

高瀬山遺跡(HO) 
2490±40 

780-500calBC(86.0%)

YGT17 
高瀬山遺跡(HO) 
2940±40 

1260-1000calBC(94.1%)

YGT18 
高瀬山遺跡(HO) 
3080±40 

1430-1250calBC(93.1%)



年代データの14CBPという表示は、西暦1950年を基点にして計算した14C年代（モデル年代）である

ことを示す（BPまたはyr BPと記すことも多いが、本稿では14CBPとする）。14Cの半減期は国際的に5,568年

を用いて計算することになっている。誤差は測定における統計誤差（1標準偏差、68％信頼限界）である。

AMSでは、グラファイト炭素試料の14C/12C比を加速器により測定する。正確な年代を得るには、試

料の同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速器で測定した13C/12C比により、14C/12C比に

対する同位体効果を調べ補正する。表1には、加速器分析研究所による誤差を付して記してある。ベータ

アナリティック社は十分な炭素量がある場合、13C用ガス試料を質量分析計により測定した13C/12C比の

値を示してある。13C/12C比は通常、標準体（古生物belemnite化石の炭酸カルシウムの13C/12C比）偏差値

に対する千分率δ13C（パーミル，‰）で示され、この値を－25‰に規格化して得られる14C/12C比によ

って補正する。補正した 14C/12C 比から、14C 年代値（モデル年代）が得られる（英語表記では

Conventional Ageとされることが多い）。

暦　年　較　正

測定値を較正曲線 INTCAL98（炭素 14 年代を暦年代に修正するためのデータベース、1998 年版）

［Stuiver,M.,et.al. 1998］と比較することによって実年代（暦年代）を推定できる。両者に統計誤差があ

るため、統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち、測定値と較正曲線データベース

との一致の度合いを確率で示すことにより、暦年代の推定値確率分布として表す。暦年較正プログラムは、

OxCal Programに準じた方法で作成したプログラムを用いている。統計誤差は2標準偏差に相当する、

95％信頼限界で計算した。年代は、較正された西暦　cal BCで示す。（ ）内は推定確率である。図は、

各試料の暦年較正の確率分布である。
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No.
試料の重量（mg）

分類 燃焼用 ガス＊ 含有率（%） 回収/処理（%）
採取量 処理量 回収量 回収/処理（%）

YGT 21 14 4.86 34.2 土器 2.00 1.20 60.0 20.5 2）

YGT 253 91 39.89 43.8 土器 5.95 3.61 60.7 26.6 2）

YGT 315 77 23.10 30.0 土器 3.93 2.46 62.6 18.8 1）

YGT 160 92 31.83 34.6 土器 5.89 3.67 62.3 21.6 2）

状態

良

良

良

良

16

17

18

19

註）reは試料の残量から再処理、adは新たに追加採取して再処理。mはミネラル。ガス＊は、二酸化炭素ガス圧からの炭素換算量（mg）。回収/処理は回収量/処理量、含有率は、ガス
相当量/燃焼用重量、回収/処理は、前者×後者。右欄外の1）は、（1）を小林,（2）を坂本,（3）をベータアナリティック社、2）は（1）を小林,（2）（3）を坂本。

表1 試料の重量と炭素含率

表2 測定試料と測定結果・較正年代

測定機関番号 暦年較正cal BC（2δ）
（%）は確率密度分布

IAAA-31122 780－500 86.0%

490－480 1.5%

460－440 4.1%

440－420 2.6%

420－410 1.0%

IAAA-31123 1280－1270 1.2%

1260－1000 94.1%

Beta-182489 1430－1250 93.1%

1230－1210 2.4%

IAAA-31124 1490－1470 3.9%

1450－1290 88.6%

1270－1260 2.6%

試料番号 種　類 報告書番号 部　位 時　期 型　式 δ13C（‰）
14CBP

（補正値）

YGT 16 漆　膜 第496図2 胴　外 縄文晩期 大洞A2式 －32.7±0.7 2490±40

YGT 17 土器付着 第433図11 胴部内面 縄文晩期 大洞BC1式 －23.6±0.3 2940±40

YGT 18 土器付着 第443図1 口縁内面 縄文晩期 大洞B1古式 －27.3 3080±40

YGT 19 土器付着 第449図18 口縁内面 縄文晩期 大洞B1古式 －27.2±1.2 3120±40

註）加速器分析研究所のδ13C値は、加速器による測定であり、報告された誤差を付す。ベータアナリティック社質は、量分析計により測定したδ1.3C値を報告する。
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第2図　高瀬山遺跡出土試料の暦年較正年代

大洞B1古式（遺物編第443図1） 

大洞BC1式（遺物編第433図11） 大洞A2式（遺物編第496図2） 

大洞B1古式（遺物編第449図18） 



結　　　果

大洞B1式最初頭と考えられるYGT18・19は、紀元前1200年代以前に暦年較正され、晩期初頭が紀

元前1260年ころまで遡る可能性もある。後晩期の境については、後期末葉～晩期初頭の測定例を増し、

検討していきたい。大洞B-C式のYGT17は、紀元前1260-1000年に含まれる可能性が最も大きい。

YGT16は、大洞A式に比定される可能性があり、測定結果からの暦年較正は、紀元前780-500年に含ま

れる可能性が大きい確率分布である。以上の縄紋晩期における、これまでの測定例と大きな矛盾はないが、

前述したように、晩期初頭の暦年代が、これまでの推定である紀元前1170-1200年よりも50年ほど遡

る可能性も示唆され、課題である。

この分析は、日本学術振興会科学研究費　平成15年度基盤研究（A・1）（一般）「縄文時代・弥生時代

の高精度年代体系の構築」（課題番号13308009）の成果を用いている。試料の採取にあたっては、東京芸

術大学（現、山梨県立博物館）の植月学氏の協力を得た。試料処理においては、東邦大学野田稔、舛田奈緒

子両君の協力を得た。記して謝意を表します。

参考文献

Stuiver,M.,et.al. 1998 INTCAL98 Radiocarbon age calibration,24,000-0 cal BP.Radiocarbon 40（3）,1041-

1083.

追　　記 （2005年3月記）

脱稿後2005年3月に較正曲線がInt Cal04に更新されたが、当該資料の年代推定には大きな差異は生

じない。

また、2004年3月に、YGT19について、保存していた試料を用いて再測定を行った。その結果を記

す。

YGT19（rt）Beta－189952 σ13C＝－22‰、14C＝3230±40 14CBP

この結果によると、σ13C値が－22‰と、通常の－25～－26‰に比べて重く、海洋リザーバー効果

の影響を考える必要がある。同一試料を含む試料について、昭光通商に委託して行った、安定同位体比質

料分析計による測定結果は以下の通りである。

YGT17 σ13C値　－26.4‰

YGT18 σ13C値　－27.0‰

YGT19（rt） σ13C値　－26.4‰

YGT19（rt）については、Beta－189952での測定とσ13C値が異なっており、試料の均質性などに

ついて、検討が必要となっている。
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No.16　胴部外面　漆付着状態 

No.18　口縁内面　炭化物付着状態 No.19　口縁内面　炭化物付着状態 

No.16　漆　表　AAA処理前　10倍 No.16表　AAA処理後　22倍 

No.16　漆　表　AAA処理前　10倍 No.16裏　AAA処理後　21倍 

No.17　胴部内面　炭化物付着状態 
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第4図　高瀬山遺跡出土土器・炭化物拡大写真（2）

No.17　AAA処理前　12倍 

No.18　AAA処理前　12倍 No.18　AAA処理後　23倍 

No.17　AAA処理前　12倍 No.17　AAA処理後　22倍 

No.17　AAA処理後　22倍 
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高瀬山遺跡H0地区出土須恵器・土師器観察表

1区

挿図番号 遺構名 出土
層位

写真図
版番号 調査時番号 実測図

番　号 器種 器形 残存
状況

口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

器厚
㎜ 色調 外面調整 内面調整 底部 備考

9-1 7号住居跡 覆土 RP558 16 須恵器 蓋 完形 15.0 － 2.7 5 5Y6/1

9-2 7号住居跡 覆土 RP624 15 須恵器 蓋 一部破損 16.0 － 2.6 7 10YR5/2

9-3 8号住居跡 覆土 5 土師器 甕 破片 － 6.4 （3.1） 7.5 7.5YR5/4

9-4 9号住居跡 覆土 2 須恵器 坏 1/2 14.6 （9.8） 3.2 4.5 10YR7/3 回転篦きり

9-5 9号住居跡 覆土 9 土師器 坏 完形　 11.5 （1.8） 4.8 6 5YR6/8

9-6 9号住居跡 覆土 4 土師器 甕 1/4 － 6.6 4.5 9 2.5YR6/3

9-7 9号住居跡 覆土 6 土師器 甕 破片 － （7.4） （3.3） 8 7.5YR5/4 回転糸切り

9-8 9号住居跡 覆土 RP641 17 土師器 甕 3/4 （16.4） 9.4 14.5 5 10YR6/3 木葉痕

9-9 9号住居跡 覆土 13 黒色土器 坏 一部破損 17.0 7.5 6.7 5 5YR6/4 ミガキ ミガキ

9-10 9号住居跡 覆土 RP642 7 土師器 甕 破片 22.0 6.3 7 5YR6/4

9-11 9号住居跡 覆土 11 土師器 甕 破片 － － 15.2 4.5 5YR6/4 ハケメ

9-12 9号住居跡 覆土 10 土師器 甕 1/4 26.0 13.0 8 5YR6/4 ハケメ ハケメ

9-13 9号住居跡 覆土 RP642 3 土師器 鉢 破片 （18.0） （6.2） 7 7.5YR6/4

9-14 9号住居跡 覆土 12 土師器 甕 破片 （23.0） － （14.7） 7 7.5YR7/3

3区

挿図番号 遺構名 出土
層位

写真図
版番号 調査時番号 実測図

番　号 器種 器形 残存
状況

口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

器厚
㎜ 色調 外面調整 内面調整 底部 備考

14-1 1号住居跡 覆土 252 須恵器 高台付坏 1/2 （12.2） 7.4 4.6 5 N4/0 回転糸切付高台

14-2 1号住居跡 覆土 251 須恵器 壷 1/3 （8.2） （7.2） 9.1 4 7.5YR5/1 回転糸切り

14-3 1号住居跡 覆土 250 土師器 甕 1/4 － （6.5） 4.3 5.5 5YR5/6 回転糸切り

14-4 2号住居跡 覆土 181 RP409 238 須恵器 坏 3/4 （13.3） 5.8 4.6 4 7.5Y5/1 回転糸切り

14-5 2号住居跡 覆土 181 243 須恵器 高台付坏 3/4 13.7 6.8 7.7 4 10GY4/1 回転糸切付高台

14-6 2号住居跡 覆土 181 239 須恵器 蓋 1/2 （14.6） － 3.3 5 5G5/1

14-7 2号住居跡 覆土 244 土師器 高台付坏 底部 － 6.5 2.0 3 7.5YR6/4

14-8 2号住居跡 カマド 181 RP415 388 土師器 甕 3/4 23.6 7.4 35.5 5 ？ ケズリ

14-9 2号住居跡 カマド 181 RP415 370 土師器 甕 2/3 （24.4） 7.7 35.2 7 7.5YR6/4 ケズリ

15-1 2号住居跡 カマド RP414.415 24 土師器 甕 1/2 （23.7） － （32.8） 7 10YR6/6 ケズリ

15-2 2号住居跡 覆土 183 土師器 甕 1/3 （14.4） （7.0） 10.8 5 5YR6/6

15-3 2号住居跡 カマド RP416 249 土師器 甕 破片 14.4 （5.0） 5 7.5YR5/3

15-4 2号住居跡 覆土 RP409 282 土師器 甕 1/4 （17.8） － （9.6） 5 7.5YR6/4

15-5 2号住居跡 カマド RP359 245 土師器 甕 破片 － （6.4） （9.8） 7 7.5YR5/4 ハケメ

15-6 3号住居跡 覆土 192 須恵器 坏 1/2 － 6.8 3.1 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

15-7 3号住居跡 覆土 RP360 177 須恵器 坏 3/4 14.4 7.0 3.4 5 2.5Y6/2 回転糸切り

15-8 3号住居跡 覆土 RP378 185 須恵器 坏 3/4 14.5 7.5 3.6 4 2.5Y5/1 回転糸切り

15-9 3号住居跡 覆土 RP359 190 須恵器 坏 1/4 － （8.0） （2.4） 3 10YR5/1 回転篦きり

15-10 3号住居跡 覆土 186 須恵器 高台付坏 1/4 － 7.4 2.2 4 10YR7/2 回転糸切付高台

15-11 3号住居跡 覆土 187 須恵器 坏 1/3 （15.4） （6.4） 4.7 6 10YR7/2 回転糸切り

16-1 3号住居跡 カマド 181 RP377.379.383 20 土師器 甕 3/4 （23.0）（10.0） 35.1 6 7.5YR5/4 ケズリ

16-2 3号住居跡 カマド RP380 184 土師器 甕 1/4 （15.5） － 7.3 4 7.5YR6/4

16-3 3号住居跡 覆土 RP383 194 土師器 甕 1/3 － （8.9）（15.2） 5 7.5YR6/4

16-4 3号住居跡 覆土 RP379 180 土師器 甕 底部 － 6.4 （7.1） 5 7.5YR6/4 回転糸切り

16-5 3号住居跡 カマド RP381 178 土師器 甕 1/4 － 7.1 （10.3） 7.5 2.5Y5/4 ケズリ ケズリ、ハケメ

16-6 3号住居跡 カマド RP396 179 土師器 甕 1/4 － 10.1 （9.3） 6 7.5YR6/4 ケズリ

16-8 4号住居跡 床上 15 須恵器 坏 2/3 （11.4） （7.4） （4.2） 4 10YR5/1 回転篦きり

16-9 4号住居跡 床上 17 須恵器 坏 破片 （15.0） （6.8） （4.5） 4 7.5YR5/1 回転糸切り

16-10 4号住居跡 床上 26 須恵器 坏 1/3 14.2 10.0 4.2 5 2.5Y5/2 静止糸切り

16-11 4号住居跡 床上 19 須恵器 坏 1/3 （13.0） （9.4） （3.4） 4 2.5Y3/1 静止糸切り

16-12 4号住居跡 床上 11 須恵器 坏 1/3 （13.0） （9.0） （3.5） 4 2.5Y5/1 回転糸切り

16-13 4号住居跡 床上 18 須恵器 坏 破片 － （9.6） （3.0） 3 10YR4/1

16-14 4号住居跡 床上 27 須恵器 坏 1/3 （12.8） （8.8） 3.7 4.5 5Y5/1

16-15 4号住居跡 床上 12 須恵器 坏 破片 － （9.2） （1.4） 5 10YR6/2 回転糸切り

17-1 4号住居跡 床上 50 須恵器 高台付坏 1/3 （14.0） 8.0 3.5 4.5 7.5Y5/1 回転糸切付高台

17-2 4号住居跡 床上 34 須恵器 高台付坏 1/2 14.0 8.6 5.7 4.5 7.5YR5/2 回転糸切付高台

17-3 4号住居跡 床上 25 須恵器 高台付坏 1/3 14.8 10.4 4.1 4 N4/0 回転糸切付高台

17-4 4号住居跡 床上 22 須恵器 高台付坏 1/3 13.1 7.6 4.2 4.5 7.5Y4/1 回転糸切付高台

17-5 4号住居跡 床上 31 須恵器 双耳付坏 1/4 － － 3.9 4.5 10YR4/1 回転糸切付高台

17-6 4号住居跡 床上 49 須恵器 高台付坏 1/3 － 7.0 3.4 5 2.5Y5/1 回転糸切り

17-7 4号住居跡 床上 21 須恵器 高台付坏 底部 － （7.2） （1.7） 5 7.5YR5/1 回転糸切付高台

17-8 4号住居跡 覆土 28 須恵器 蓋 破片 （16.8） － （2.9） 5 10YR6/1

17-9 4号住居跡 床上 4 須恵器 蓋 1/2 （14.8） － 2.7 4.5 N5/0

17-10 4号住居跡 床上 9 須恵器 蓋 1/4 15.4 － （2.5） 7 10GY4/1

17-11 4号住居跡 床上 23 須恵器 蓋 破片 － － （1.3） 7 N5/0

17-12 4号住居跡 床上 30 須恵器 甕 破片 （17.2） － （3.2） 5 7.5Y3/2

17-13 4号住居跡 床上 RP696 6 須恵器 甕 破片 － － － 6 10YR6/4 タタキ、ナデ アテ

17-14 4号住居跡 床上 33 須恵器 甕 破片 － － － 9 N4/0 タタキ、カキメ アテ

18-1 4号住居跡 床上 8 土師器 甕 1/4 （25,0） － 15.2 7 7.5YR7/4 ナデ 指圧痕

18-2 4号住居跡 床上 36 土師器 甕 破片 （21.4） － （7.0） 3 10R5/6

18-3 4号住居跡 床上 35 土師器 甕 1/4 （18.4） － （7.4） 6 7.5YR6/4

18-4 4号住居跡 覆土 40 土師器 甕 1/3 － （14.0） （8.3） 8 7.5YR7/4 ハケメ、ケズリ ハケメ

18-5 4号住居跡 床上 13 土師器 坏 破片 （13.0） － 4.0 3 10YR6/4

18-6 4号住居跡 覆土 38 土師器 甕 破片 － （5.6） 2.4 8 5YR5/4 ハケメ 網代痕

18-8 5号住居跡 床上 146 須恵器 坏 1/3 （12.2） 7.0 4.0 4.5 10YR5/1 静止糸切り

18-9 5号住居跡 床上 182 RP339 152 須恵器 蓋 完形 13.4 － 3.6 4 10YR4/1

18-10 5号住居跡 床上 182 RP337 389 須恵器 壷 完形 11.9 10.7 13.8 4.5 7.5Y4/1 回転糸切り

18-11 5号住居跡 カマド RP338 148 土師器 甕 底部 － 6.2 3.4 6 5YR5/6 回転糸切り

18-12 5号住居跡 床上 RP338 14 土師器 甕 1/4 （24.0） － 16.0 6 7.5YR6/4

18-13 5号住居跡 カマド RP338,397 16 土師器 甕 1/3 （22.2） － 28.1 7 7.5YR5/4
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19-1 6号住居跡 覆土 RP258 161 須恵器 坏 2/3 13.4 7.0 3.2 4 2.5Y4/1 回転糸切り

19-2 6号住居跡 覆土 RP285.286 124 須恵器 坏 1/2 14.0 7.0 3.5 4 10YR5/1 回転糸切り

19-3 6号住居跡 覆土 182 RP257.258 123 須恵器 坏 2/3 14.0 5.7 3.7 5 2.5Y4/3 回転糸切り

19-4 6号住居跡 覆土 RP254 157 須恵器 坏 1/2 14.0 6.4 3.2 4.5 10YR6/2 回転糸切り

19-5 6号住居跡 覆土 116 須恵器 坏 1/3 （13.8） 7.2 3.4 4.5 10YR5/2 回転糸切り

19-6 6号住居跡 覆土 140 須恵器 坏 1/2 （13.8） 6.2 4.1 5 10YR6/2 回転糸切り

19-7 6号住居跡 覆土 139 須恵器 坏 1/3 （12.7） 6.6 3.5 4 N5/0 回転糸切り

19-8 6号住居跡 覆土 127 須恵器 坏 1/3 12.8 （6.4） 3.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

19-9 6号住居跡 覆土 169 須恵器 坏 1/3 （14.4） （7.0） 4.2 5 10YR5/2 回転糸切り

19-10 6号住居跡 覆土 182 RP264 162 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.6） 3.3 4 2.5Y5/1 回転糸切り

19-11 6号住居跡 覆土 173 須恵器 坏 1/3 （13.8） （6.8） 3.6 6 2.5Y5/1 回転糸切り

19-12 6号住居跡 覆土 RP253 158 須恵器 坏 1/3 （15.0） （7.0） 4.0 3.5 10YR5/2 回転糸切り

19-13 6号住居跡 覆土 174 須恵器 坏 1/3 （12.6） （5.6） 4.1 6 10YR6/2 回転糸切り

19-14 6号住居跡 覆土 117 須恵器 坏 1/2 （13.2） （6.9） 3.4 5 2.5Y5/1 回転糸切り

19-15 6号住居跡 覆土 132 須恵器 坏 1/3 （14.4） （7.1） 4.3 4.5 10YR4/2 回転糸切り

19-16 6号住居跡 覆土 104 須恵器 坏 1/2 （14.2） 7.8 4.1 4.5 10YR7/2 回転糸切り

19-17 6号住居跡 覆土 RP278 163 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 3.2 4.5 10YR6/2 回転糸切り

19-18 6号住居跡 覆土 171 須恵器 坏 1/2 （14.0） （6.6） 3.2 6 10YR5/2 回転糸切り

19-19 6号住居跡 覆土 172 須恵器 坏 1/3 （13.8） （6.4） 3.6 6 10YR6/2 回転糸切り

19-20 6号住居跡 覆土 131 須恵器 坏 1/3 （14.2） 8.2 3.6 5 2.5Y5/1 回転糸切り

19-21 6号住居跡 覆土 RP258 160 須恵器 坏 1/3 14.0 6.0 3.4 5 10YR5/1 回転糸切り

19-22 6号住居跡 覆土 RP289 125 須恵器 坏 1/3 － （7.7） 2.8 5 10YR4/1 回転糸切り

19-23 6号住居跡 覆土 167 須恵器 坏 1/4 （14.0） （6.8） 3.7 6 10YR6/3 回転糸切り

19-24 6号住居跡 覆土 RP342 115 須恵器 坏 1/2 － 7.4 2.9 4 7.5YR4/1 静止糸切り

19-25 6号住居跡 覆土 119 須恵器 坏 底部 － 7.8 2.7 6 10YR4/1 静止糸切り

19-26 6号住居跡 覆土 182 RP283 373 須恵器 高台付坏 3/4 11.0 6.8 5.8 4 ？ 回転糸切付高台

19-27 6号住居跡 覆土 182 RP286 122 須恵器 高台付坏 2/3 （14.0） 8.0 5.0 5 7.5YR5/1 回転糸切付高台

19-28 6号住居跡 覆土 182 138 須恵器 高台付坏 3/4 12.9 7.1 4.0 4.5 7.5Y4/1 回転糸切付高台

20-1 6号住居跡 覆土 RP288 166 須恵器 高台付坏 底部 － 8.4 4.1 4 N3/0 回転篦切付高台

20-2 6号住居跡 覆土 RP255 159 須恵器 高台付坏 1/3 15.0 7.5 7.2 5.5 N4/0 回転糸切り

20-3 6号住居跡 覆土 RP291 109 須恵器 高台付坏 1/3 － （8.0） 6.6 5 10YR4/1 回転糸切り

20-4 6号住居跡 覆土 120 須恵器 高台付坏 1/3 （13.3） （7.2） 4.9 7 10YR4/1 回転糸切り

20-5 6号住居跡 覆土 RP290 126 須恵器 高台付坏 底部 － 8.6 2.1 4.5 10YR4/1 回転糸切り

20-6 6号住居跡 カマド 134 須恵器 高台付坏 破片 － － 2.2 3.5 10YR5/1 回転糸切付高台

20-7 6号住居跡 覆土 182 RP294 108 須恵器 蓋 完形 14.0 － 3.0 5 2.5Y5/1

20-8 6号住居跡 覆土 182 RP282 103 須恵器 蓋 完形 （14.0） － 3.1 5.5 2.5Y6/1

20-9 6号住居跡 覆土 RP265 170 須恵器 蓋 2/3 11.1 － 2.4 6 10YR5/1

20-10 6号住居跡 覆土 RP265 164 須恵器 蓋 破片 （16.0） － （2.0） 4.5 N5/9

20-11 6号住居跡 覆土 RP278 165 須恵器 蓋 破片 （14.0） － （2.9） 5 2.5Y5/1

20-12 6号住居跡 覆土 105 須恵器 蓋 破片 （14.4） － （2.7） 5.5 10YR6/2

20-13 6号住居跡 覆土 121 須恵器 蓋 1/4 （17.0） － （2.9） 6 10YR5/1

20-14 6号住居跡 覆土 156 須恵器 甕 破片 （20.0） － 2.4 6 N4/0

20-15 6号住居跡 覆土 144 須恵器 甕 破片 － － － 7 2.5Y4/1 タタキ、ハケメ アテ

20-16 6号住居跡 覆土 145 須恵器 甕 破片 － － － 10 N4/0 タタキ 格子アテ

20-17 6号住居跡 覆土 155 土師器 甕 1/4 （22.0） － （16.0） 7.5 7.5YR5/4 篦ナデ、ケズリ

20-18 6号住居跡 覆土 154 土師器 甕 破片 － － （22.0） 7.5 7.5YR4/6 ケズリ ハケメ、指圧痕

21-1 6号住居跡 カマド 130 土師器 甕 1/4 （21.2） － （23.6） 6 5YR5/4 タタキ

21-2 6号住居跡 覆土 RP261 129 土師器 甕 破片 （25.6） － （10.8） 7.5 7.5YR5/2

21-3 6号住居跡 覆土 10 土師器 甕 2/3 （22.4） 5.0 36.4 6 5YR6/6

21-4 6号住居跡 覆土 128 土師器 甕 破片 （13.8） － （5.3） 4.5 5YR6/4

21-5 6号住居跡 覆土 153 土師器 甕 底部 － 4.9 2.4 4 7.5YR5/3 回転糸切り

21-7 7号住居跡 床上 182 RP324 133 須恵器 坏 一部欠損 13.8 6.5 3.8 4 10YR5/2 回転糸切り

21-8 7号住居跡 床上 135 須恵器 坏 底部 － 8.8 （2.6） 4.5 10R5/1 静止糸切り

21-9 7号住居跡 床上 136 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） （3.3） 4.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

21-10 7号住居跡 床上 182 RP325 137 須恵器 蓋 一部欠損（13.9） － 2.7 3 10YR5/1

21-11 7号住居跡 床上 142 土師器 甕 破片 － （8.0） （6.6） 4.5 10YR5/8 回転糸切り

21-12 7号住居跡 床上 141 土師器 甕 1/4 － （5.0） （9.7） 7 7.5YR4/2 ケズリ ハケメ

22-1 8号住居跡 覆土 182 RP7501 188 須恵器 坏 一部欠損 14.6 6.2 3.6 4.5 10YR6/4 回転糸切り

22-2 8号住居跡 覆土 182 RP7504 191 須恵器 坏 一部欠損（14.8） 8.6 4.1 4.2 2.5Y7/2 回転篦きり

22-3 8号住居跡 覆土 182 254 須恵器 坏 完形 13.5 7.0 3.7 6 2.5Y4/1 回転糸切り

22-4 8号住居跡 覆土 182 RP7507 196 須恵器 坏 一部欠損（14.4） 6.4 3.65 4 2.5Y5/2 回転糸切り

22-5 8号住居跡 覆土 182 RP7505 211 須恵器 坏 2/3 （13.8） 6.8 4.15 3.5 10YR6/2 回転糸切り

22-6 8号住居跡 覆土 182 RP427 223 須恵器 坏 1/2 （14.0） 7.0 3.9 4.5 10YR6/2 回転糸切り

22-7 8号住居跡 覆土 229 須恵器 坏 2/3 （14.0） 6.5 4.6 4 10YR7/2 回転篦きり

22-8 8号住居跡 覆土 393 須恵器 坏 2/3 13.5 6.0 4.15 4.5 10YR5/1 回転糸切り

22-9 8号住居跡 覆土 392 須恵器 坏 2/3 13.9 6.0 3.9 3.5 2.5Y5/2 回転糸切り

22-10 8号住居跡 覆土 396 須恵器 坏 2/3 （13.5） 8.6 4.0 4.5 10YR7/2 回転糸切り

22-11 8号住居跡 覆土 RP445 256 須恵器 坏 2/3 （15.0） 7.5 4.5 5 7.5YR7/2 回転糸切り

22-12 8号住居跡 覆土 217 須恵器 坏 1/3 （12.8） （7.4） 3.8 4 2.5Y 回転糸切り

22-13 8号住居跡 覆土 212 須恵器 坏 1/3 （12.6） （5.4） 4.0 4.7 10YR6/2 回転糸切り

22-14 8号住居跡 覆土 182 197 須恵器 坏 1/2 13.6 5.9 3.7 4.5 7.5Y5/3

22-15 8号住居跡 覆土 RP435 259 須恵器 坏 1/2 （13.6） （5.6） 3.9 5 5YR5/3 回転糸切り

22-16 8号住居跡 覆土 182 RP7508 209 須恵器 坏 3/4 （13.3） （6.6） 3.6 4 5Y6/2 回転糸切り

22-17 8号住居跡 覆土 214 須恵器 坏 1/3 （13.4） （5.2） 3.3 4.5 5Y5/1 回転糸切り

22-18 8号住居跡 覆土 235 須恵器 坏 1/3 （14.4） （6.0） 3.3 4 2.5Y5/1 回転糸切り

22-19 8号住居跡 覆土 390 須恵器 坏 1/2 （14.2） （8.8） 3.3 5 10YR5/1 回転篦きり

22-20 8号住居跡 覆土 391 須恵器 坏 1/3 （13.7） （8.2） 3.65 5 5Y5/1 回転篦きり

22-21 8号住居跡 覆土 182 RP7502 193 須恵器 坏 一部欠損（14.8）（10.6） 4.6 4 22.5Y7/3

22-22 8号住居跡 覆土 182 210 須恵器 坏 2/3 （13.6） （6.2） 3.7 4.8 10YR6/3 回転糸切り

22-23 8号住居跡 覆土 381 須恵器 坏 1/2 （15.0） （8.6） 3.6 4.5 10YR5/1 回転糸切り

23-1 8号住居跡 覆土 236 須恵器 坏 破片 （12.8） － 3.5 4.2 N4/0

23-2 8号住居跡 覆土 175 須恵器 坏 1/4 （17.8） － （6.3） 4 10Y4/1
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23-3 8号住居跡 覆土 228 須恵器 坏 1/3 （12.0） （5.2） 4.0 4 2.5Y5/1 回転糸切り

23-4 8号住居跡 覆土 176 須恵器 高台付坏 1/2 （14.8） （6.0） （6.3） 5 7.5Y4/1 回転糸切付高台

23-5 8号住居跡 覆土 RP426 219 須恵器 坏 底部 － （6.0） 3.0 4.5 5YR4/1 回転糸切り

23-6 8号住居跡 覆土 241 須恵器 坏 破片 － 6.2 （1.4） 3 7.5YR5/1 回転糸切り

23-7 8号住居跡 覆土 395 須恵器 坏 破片 － （8.0） （2.9） 4 7.5Y4/1 回転篦きり

23-8 8号住居跡 覆土 181 須恵器 高台付坏 1/3 12.4 7.0 8.65 4 N4/0 回転糸切付高台

23-9 8号住居跡 覆土 195 須恵器 高台付坏 1/3 （14.8） 14.4 8.0 3 2.5YR4/1 回転糸切付高台

23-10 8号住居跡 覆土 182 RP7508 215 須恵器 高台付坏 2/3 （17.2） 7.2 4.5 5 5Y5/1 回転糸切付高台

23-11 8号住居跡 覆土 182 RP438 264 須恵器 高台付坏 一部欠損 11.5 6.4 4.9 5 10YR4/1 回転篦切付高台

23-12 8号住居跡 覆土 182 RP7506 189 須恵器 双耳付坏 1/2 － 5.2 5.3 5.5 7.5Y4/1 回転篦切付高台

23-13 8号住居跡 覆土 230 須恵器 高台付坏 1/3 （12.6） 7.0 4.7 4 5Y5/1 回転糸切付高台

23-14 8号住居跡 覆土 379 須恵器 高台付坏 1/2 （13.0） （8.0） 5.0 4.5 7.5YR5/1 回転糸切付高台

23-15 8号住居跡 覆土 394 須恵器 双耳付坏 1/3 （10.9） （6.0） （5.7） 4 10YR4/1 回転糸切り

23-16 8号住居跡 覆土 216 須恵器 高台付坏 1/3 （12.0） （6.5） 5.3 5.5 N3/0

23-17 8号住居跡 覆土 RP443 261 須恵器 高台付坏 1/3 （13.2） （7.2） 5.1 6 10YR6/2 回転糸切付高台

23-18 8号住居跡 覆土 246 須恵器 高台付坏 破片 － （6.5） （2.4） 3.8 N5/0 回転糸切付高台

23-19 8号住居跡 覆土 242 須恵器 高台付坏 底部 － （6.6） （1.7） 4.5 5Y4/1 回転糸切付高台

23-20 8号住居跡 覆土 240 須恵器 坏 破片 （11.2） － （3.3） 3.8 N4/0

23-21 8号住居跡 覆土 182 RP7503 213 須恵器 蓋 3/4 （15.2） － 3.7 4 ？

23-22 8号住居跡 覆土 182 260 須恵器 蓋 1/2 14.4 － 3.2 6 2.5Y5/1

23-23 8号住居跡 覆土 232 須恵器 蓋 完形 （13.4） － 1.7 5.8 N5/0

23-24 8号住居跡 覆土 233 須恵器 蓋 3/4 （13.2） － 2.6 5.4 N5/0

23-25 8号住居跡 覆土 234 須恵器 蓋 1/4 （14.0） － 2.1 6 5Y5/1

24-1 8号住居跡 覆土 247 須恵器 甕 破片 （17.6） － （4.4） 7.8 5Y4/1

24-2 8号住居跡 覆土 262 須恵器 長頸壺 破片　 － － （6.2） 7 10YR5/1 指圧痕 指圧痕

24-3 8号住居跡 覆土 382 須恵器 壺 1/4 － （8.4） （8.8） 6 2.5Y5/1 タタキ 回転篦切付高台

24-4 8号住居跡 覆土 RP432 224 須恵器 甕 破片 － － － 13 N3/0 タタキ 格子アテ

24-5 8号住居跡 覆土 227 須恵器 甕 破片 － － － 11 10YR3/1 タタキ アテ

24-6 8号住居跡 覆土 226 須恵器 甕 破片 － － － 15 7.5YR4/1 タタキ ハケメ、アテ

24-7 8号住居跡 覆土 383 須恵器 甕 破片 － － － 10.3 N4/0 タタキ アテ

24-8 8号住居跡 覆土 29 土師器 甕 1/3 （23.7） － （20.0） 7.5 7.5YR6/4 ケズリ

24-9 8号住居跡 覆土 RP447 263 土師器 甕 1/4 25.2 － （17.7） 7 5YR5/4

25-1 8号住居跡 覆土 37 土師器 甕 2/3 （20.8） （8.49 33.7 6.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

25-2 8号住居跡 覆土 32 土師器 甕 1/3 － （10.0）（25.7） 6.5 ？ ケズリ

25-3 8号住居跡 覆土 222 土師器 甕 破片 （21.0） － （7.2） 7.5 5YR6/6

25-4 8号住居跡 覆土 220 土師器 坏 底部 － 8.0 （5.1） 5 7.5YR5/4 回転糸切り

25-5 8号住居跡 覆土 255 土師器 坏 3/4 14.3 7.5 4.5 4.5 7.5YR5/4 回転篦きり

25-6 8号住居跡 覆土 RP428.429 218 土師器 鉢 1/2 （15.2） 7.8 11.4 5 7.5YR6/4 ケズリ 回転糸切り

25-7 8号住居跡 覆土 248 土師器 坏 1/3 （11.8） （5.6） 4.9 3.5 10YR7/4 回転糸切り

25-8 8号住居跡 覆土 253 土師器 坏 底部 － 7.5 （19.0） 3.2 10Y6/3 静止糸切り

25-9 8号住居跡 覆土 225 土師器 坏 底部 － 5.0 （5.0） 4 7.5YR4/2 回転糸切り

25-10 8号住居跡 覆土 RP425 221 土師器 甕 底部 － 9.0 （7.6） 10.5 7.5YR6/4 ケズリ ナデ

26-1 8号住居跡 覆土 RP7502 231 黒色土器 坏 1/2 （12.3） （6.5） 4.75 4 10YR7/4 ミガキ

26-2 8号住居跡 覆土 258 黒色土器 坏 2/3 （12.0） 5.2 3.7 5 7.5YR7/4 ケズリ ミガキ 静止糸切り

26-3 8号住居跡 覆土 257 黒色土器 坏 2/3 （15.6） 6.0 4.6 4.5 7.5YR6/3 ケズリ ミガキ 静止糸切り

26-4 8号住居跡 覆土 265 黒色土器 坏 1/2 12.0 6.0 4.0 4 7.5YR6/4 ミガキ 回転糸切り

26-5 8号住居跡 覆土 266 黒色土器 鉢 1/3 （8.8） － （10.0） 6.3 10YR7/3 ミガキ ミガキ

26-8 9号住居跡 床上 RP203 74 須恵器 坏 2/3 （13.1） 7.8 4.0 4 7.5YR6/4 回転篦きり

26-9 9号住居跡 カマド 183 RP209 78 須恵器 坏 2/3 （13.0） 9.0 4.0 4.5 10YR6/3 回転篦きり

26-10 9号住居跡 床上 80 須恵器 坏 1/2 （14.4）（10.0） 3.3 5 10YR5/3 回転篦きり

26-11 9号住居跡 覆土 183 RP202 371 須恵器 蓋 一部欠損 9.0 － 3.4 5.5 ？

26-12 9号住居跡 覆土 183 82 須恵器 蓋 一部欠損 13.0 － 4.8 5.5 5Y4/1

26-13 9号住居跡 床上 RP205 79 土師器 坏 1/2 （15.0） （7.0） 4.5 5 7.5Y6/4 ケズリ、指圧痕

26-14 9号住居跡 床上 75 土師器 坏 2/3 （16.0） （6.0） 3.9 6 2.5YR5/6

26-15 9号住居跡 覆土 73 土師器 甕 底部 （12.0） 6.4 4.6 8 7.5YR4/2 指圧痕 指圧痕

26-16 9号住居跡 カマド RP211 81 土師器 甕 破片 16.0 － 6.4 5.5 7.5YR4/3

26-17 9号住居跡 覆土 183 RP204 76 黒色土器 坏 2/3 （16.6） （5.0） 4.4 6 10YR7/3 ケズリ ミガキ

26-18 9号住居跡 覆土 183 77 黒色土器 坏 一部欠損 15.0 7.0 7.4 6 7.5YR5/4 ケズリ、ミガキ ミガキ 木葉痕

27-1 1号竪穴状遺構 覆土 65 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 7.5YR5/3 タタキ タタキ

27-3 10号住居跡 覆土 RP399 64 土師器 甕 破片 － － － 10 5YR6/6 ハケメ ハケメ

27-4 11号住居跡 床上 47 須恵器 坏 1/2 13.4 6.0 3.8 3.5 7.5YR7/4 回転糸切り 刻書（井）

27-5 11号住居跡 床上 RP219 51 須恵器 高台付坏 1/2 （12.4） （7.0） 4.5 4.5 N4/0 回転糸切付高台

27-6 11号住居跡 床上 183 RP221 48 須恵器 蓋 一部欠損 11.2 － 1.8 5.5 7.5Y4/1

27-7 11号住居跡 カマド RP220 46 土師器 甕 破片 － － （14.0） 8 5YR6/4 ケズリ

27-8 11号住居跡 床上 45 土師器 甕 破片 （15.0） － （7.7） 4.5 5YR5/4

27-10 12号住居跡 覆土 93 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 ？ カキメ、ハケメ ハケメ

27-11 12号住居跡 覆土 92 須恵器 甕 破片 － － － 10 ？ タタキ アテ

28-1 13号住居跡 カマド RP757 5 土師器 甕 1/4 （22.0） － （19.6） 6 5YR5/6

28-2 14号住居跡 覆土 183 RP375 374 須恵器 坏 一部欠損 13.9 7.0 4.3 4 ？

28-3 14号住居跡 覆土 183 RP376 99 須恵器 坏 2/3 14.4 7.0 3.8 5 10YR6/3 回転糸切り

28-4 14号住居跡 覆土 183 RP370 100 須恵器 坏 2/3 （13.0） 7.0 3.1 5 10YR6/2 回転糸切り

28-5 14号住居跡 覆土 97 須恵器 坏 1/2 14.0 7.0 3.7 6 5YR5/4 回転糸切り

28-6 14号住居跡 覆土 183 RP371 375 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.4 7.8 4.7 4 ？ 回転篦きり

28-7 14号住居跡 覆土 RP369 378 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.0 8.2 3.75 5 ？ 回転糸切付高台

28-8 14号住居跡 覆土 95 須恵器 坏 底部 － （8.0） 2.1 7 10YR6/2 回転糸切付高台

28-9 14号住居跡 覆土 98 須恵器 高台付坏 1/3 （13.2） 7.4 5.1 4 10YR5/2 回転篦きり

28-10 14号住居跡 カマド RP374 96 須恵器 高台付坏 1/2 （13.6） （7.2） 5.2 7 2.5Y5/1 回転糸切付高台

28-11 14号住居跡 覆土 101 須恵器 壺 1/4 （9.0） － 5.8 4 10YR5/2 回転糸切付高台

28-12 14号住居跡 覆土 RP373 94 土師器 甕 1/3 － 7.8 （7.7） 6 7.5YR5/4 ケズリ

29-1 4号竪穴状遺構 覆土 183 RP459 297 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.6 3.7 4 5Y6/2 回転糸切り

29-2 4号竪穴状遺構 覆土 183 RP460 305 須恵器 坏 一部欠損 12.8 6.4 3.35 4 10YR6/2 回転糸切り

29-3 4号竪穴状遺構 覆土 183 RP461 306 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.4 3.3 5 10YR6/2 回転糸切り
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29-4 4号竪穴状遺構 覆土 RP458 304 須恵器 坏 1/3 （14.4） （6.6） 3.4 5 10YR7/2 回転糸切り

29-5 4号竪穴状遺構 覆土 RP461 302 須恵器 坏 1/4 （13.4） （6.6） 3.1 4 2.5Y6/2 回転糸切り

29-6 4号竪穴状遺構 覆土 303 須恵器 坏 破片 （13.8） － （5.2） 5 2.5Y5/1

29-7 4号竪穴状遺構 覆土 183 RP465～467.469 54 土師器 甕 3/4 16.7 9.0 18.4 7 7.5YR6/4

29-8 4号竪穴状遺構 覆土 RP463 42 土師器 甕 2/3 （10.6） （6.8）（12.8） 5.5 5YR4/3

29-9 4号竪穴状遺構 覆土 RP470 300 土師器 甕 破片 － （15.5） （4.0） 8.5 7.5YR6/4 ケズリ

29-10 15号住居跡 床上 313 須恵器 坏 1/3 （13.6） （7.2） 4.25 4 10YR6/3 回転糸切り

29-11 15号住居跡 床上 315 須恵器 高台付坏 1/2 （15.6） 8.3 7.1 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台

29-12 15号住居跡 床上 278 須恵器 蓋 破片 （15.6） － （2.0） 5.5 10YR5/1

29-13 15号住居跡 床上 RP704 314 須恵器 坏 底部 － （6.2） 2.3 4.5 7.5Y4/1 回転糸切り

29-14 15号住居跡 床上 312 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 10YR5/1 タタキ アテ

29-15 15号住居跡 床上 RP765 274 土師器 甕 破片 － － － 6.5 7.5YR6/6 ナデ

30-1 15号住居跡 床上 RP765 275 土師器 甕 1/4 （18.0） － （10.9） 5 7.5YR6/4 ケズリ

30-2 15号住居跡 床上 279 土師器 甕 1/3 － （5.0） 6.7 3 7.5YR6/4

30-3 15号住居跡 床上 RP764 277 土師器 甕 底部 － （3.0） （7.8） 7.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

30-4 5号竪穴状遺構 覆土 344 須恵器 坏 破片 （12.0） － （4.3） 6.2 10Y4/1

30-5 5号竪穴状遺構 覆土 345 須恵器 坏 破片 （14.0） － （3.65） 3.8 10YR5/2

30-6 5号竪穴状遺構 覆土 346 土師器 甕 破片 － （8.6） （1.7） 4.1 2.5Y6/1

30-7 16号住居跡 覆土 183 RP565 201 須恵器 坏 3/4 （14.0） 7.5 3.3 5 2.5Y5/1 回転糸切り

30-8 16号住居跡 ピット 183 RP564 200 須恵器 坏 完形 14.2 7.6 3.8 4.5 2.5Y6/1 回転糸切り

30-9 16号住居跡 カマド 183 RP562 206 須恵器 高台付坏 完形 14.7 9.8 4.6 5.5 5Y4/1 回転篦切付高台

30-10 16号住居跡 覆土 208 須恵器 坏 破片 （14.0） － 3.1 4.5 10YR6/2

30-11 16号住居跡 覆土 RP572 207 須恵器 高台付坏 1/3 （12.2） 7.4 3.65 3.5 N5/0 回転篦切付高台

30-12 16号住居跡 ピット 183 RP563 204 須恵器 蓋 完形 15.0 － 3.1 6 10YR5/2

30-13 16号住居跡 覆土 183 RP567 205 須恵器 蓋 完形 17.0 － 3.6 4.5 2.5Y5/1

30-14 16号住居跡 覆土 RP571 203 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 2.5Y5/2 タタキ アテ

30-15 16号住居跡 覆土 202 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR4/1 タタキ アテ

31-1 16号住居跡 覆土 RP575 199 土師器 甕 底部 － 6.5 3.4 6.5 7.5YR4/6 指圧痕

31-2 16号住居跡 覆土 RP566 198 土師器 甕 底部 － 6.5 3.6 5 5YR6/6 回転糸切り

31-3 17号住居跡 覆土 280 須恵器 坏 1/4 （16.2）（10.4） 3.9 4.4 10YR7/2 回転糸切り

31-4 19号住居跡 床上 183 RP662 288 須恵器 坏 一部欠損（15.2）（10.8） 4.4 4 10YR7/2 回転篦きり

31-5 19号住居跡 床上 183 RP653 368 土師器 坏 2/3 （14.6） 9.0 4.5 5.1 10YR6/3 回転篦きり

31-6 19号住居跡 カマド RP663 289 須恵器 高台付坏 2/3 （13.5） 9.0 4.45 3 7.5Y4/1 回転篦切付高台

31-7 19号住居跡 カマド 183 RP661 285 須恵器 高台付坏 一部欠損（11.4） 7.8 5.5 3.5 N4/0 回転糸切付高台

31-8 19号住居跡 床上 183 RP600 284 須恵器 高台付坏 1/2 （14.2） 8.6 4.7 5 2.5Y4/3 回転糸切付高台

31-9 19号住居跡 床上 310 須恵器 高台付坏 1/3 （14.0） 9.0 5.3 4 7.5YR4/1 回転糸切付高台

31-10 19号住居跡 床上 Rp657 272 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 N4/0 タタキ アテ

31-11 19号住居跡 床上 RP655 273 須恵器 甕 破片 － － － 10 7.5Y5/1 タタキ アテ

31-12 19号住居跡 床上 RP656 271 須恵器 甕 破片 － － － 9 N4/0 タタキ アテ

32-1 19号住居跡 カマド RP664.666.670 56 土師器 甕 1/2 （28.4） 8.6 36.7 6.5 5YR6/6 篦ナデ カキメ 木葉痕

32-2 19号住居跡 覆土 RP659 311 土師器 甕 1/3 （18.0） － （24.7） 6 7.5YR6/4 ケズリ

32-3 19号住居跡 覆土 292 土師器 甕 1/4 － 6.5 （11.4） 5 7.5YR5/4 ケズリ

32-4 19号住居跡 覆土 282 土師器 甕 底部 － （6.2） 6.3 4.8 10YR6/3 ケズリ ケズリ 木葉痕

32-5 19号住居跡 覆土 281 土師器 甕 1/4 － （5.8） （9.7） 4 5YR5/4 ケズリ

32-6 20号住居跡 床上 RP633 320 須恵器 坏 3/4 14.8 8.0 4.4 6 10YR6/3 回転篦きり

32-7 20号住居跡 床上 RP631 326 土師器 甕 2/3 19.3 － （7.35） 4.5 7.5YR6/4 静止糸切り

32-8 20号住居跡 床上 RP746 325 土師器 鉢 破片 （22.1） － （7.4） 4.5 5YR5/4 タタキ

33-1 20号住居跡 床上 RP628 323 土師器 甕 3/4 － 9.5 （11.5） 4 5YR5/4 ケズリ カキメ 静止糸切り

33-2 20号住居跡 床上 RP630 324 土師器 甕 破片 （7.6） （8.4） （7.2） 9 5YR6/4 ケズリ、ハケメ ハケメ

33-3 20号住居跡 床上 RP626 321 黒色土器 坏 3/4 （16.8） 9.0 6.1 6 2.5Y6/6 ミガキ ミガキ　

33-5 21号住居跡 ピット 183 RP745 328 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.5 8.6 4.95 5 10YR4/1 回転篦切付高台

33-6 21号住居跡 ピット RP730 334 須恵器 高台付坏 1/2 （13.8） － 8.6 5 10YR6/2 回転篦切付高台

33-7 21号住居跡 ピット RP736 333 須恵器 高台付坏 3/4 12.7 7.5 4.8 5 10YR5/2 回転篦切付高台

33-8 21号住居跡 ピット 184 RP741 330 須恵器 蓋 完形 16.0 － 3.1 5.5 10YR5/1

33-9 21号住居跡 ピット RP738 332 須恵器 蓋 2/3 13.2 － 2.2 6 7.5Y5/1

33-10 21号住居跡 ピット 183 RP737 329 土師器 坏 2/3 （13.2） 8.0 4.5 4.5 5YR5/6

33-11 21号住居跡 カマド 184 RP732 335 土師器 甕 破片 14.1 － （10.1） 7 5YR5/6

33-12 21号住居跡 ピット RP740 331 土師器 甕 底部 － 6.8 4.3 6.5 7.5YR6/4 ケズリ

33-13 21号住居跡 ピット RP739.740 327 土師器 甕 1/4 （20.0） － （19.2） 6 5YR6/6 ハケメ ハケメ

33-14 22号住居跡 床上 347 須恵器 高台付坏 破片 － （8.0） （2.9） 5.3 10YR5/2 回転糸切付高台

33-15 22号住居跡 床上 348 土師器 坏 破片 （21.2） － （3.8） 5.3 7.5YR6/4

33-16 22号住居跡 カマド RP761 352 土師器 甕 1/4 （22.0） － （10.9） 7.6 7.5YR7/4

34-1 23号住居跡 カマド RP111 376 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.7 7.0 8.2 5 ？ 回転糸切付高台

34-2 23号住居跡 床上 184 RP142 114 須恵器 坏 3/4 13.0 6.4 3.4 3.5 2.5GY4/1 回転糸切り

34-3 23号住居跡 覆土 RP111 112 須恵器 甕 破片 － － － 8 10YR4/1 タタキ アテ

34-4 23号住居跡 カマド 184 RP139,140,141 7 土師器 甕 2/3 （24.0） － （22.0） 6 5YR5/4 ケズリ

34-5 23号住居跡 カマド RP141 1 土師器 甕 破片 18.8 － 12.7 6.5 7.5YR6/4

34-7 24号住居跡 カマド RP145 90 須恵器 坏 2/3 15.4 7.2 4.65 3.5 2.5Y6/4 回転糸切り

34-8 24号住居跡 カマド RP152 88 須恵器 坏 2/3 14.0 7 4.3 4.5 10YR4/2 回転糸切り

34-9 24号住居跡 覆土 85 須恵器 蓋 1/2 16.4 － 3.0 4 ？

34-10 24号住居跡 覆土 RP151 107 土師器 甕 1/4 － 6.4 8.3 6.3 5YR5/4 ケズリ ケズリ、ハケメ

34-11 24号住居跡 カマド RP146 106 土師器 甕 底部 － 5.0 9.2 9.5 5YR5/4 ケズリ ケズリ、ハケメ

34-12 24号住居跡 覆土 RP151 102 土師器 甕 破片 － － 25.7 6.5 5YR5/4 ケズリ

35-1 25号住居跡 ピット RP727 287 須恵器 坏 1/2 14.2 7.0 3.8 3.9 10YR6/3 回転糸切り

35-2 25号住居跡 カマド RP715 350 須恵器 坏 1/4 16.0 8.6 3.6 3.5 10YR7/4 回転糸切り

35-3 25号住居跡 覆土 184 317 須恵器 坏 1/4 11.9 6.0 4.0 3.5 10YR5/1 回転糸切り

35-4 25号住居跡 カマド RP717 290 須恵器 坏 破片 （12.6） － 4.5 3.9 5Y7/1

35-5 25号住居跡 ピット RP746 291 須恵器 壺 底部 － 9.0 6.3 3.4 10YR6/2 回転糸切付高台

35-6 25号住居跡 ピット 184 RP724,747 286 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.4 8.9 4.7 4.9 10YR4/1 ケズリ 回転篦切付高台

35-7 25号住居跡 覆土 RP725 316 須恵器 壷 1/4 （11.4） － （13.0） 7.5 10YR4/1 タタキ、ハケメ アテ

35-8 25号住居跡 覆土 349 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 2.5Y5/1 タタキ アテ

35-9 25号住居跡 カマド RP720.722.724 369 土師器 甕 1/4 （21.8） － （23.0） 7.5 7,5YR6/4 ハケメ
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35-10 25号住居跡 カマド RP721.723 336 土師器 甕 1/4 （19.6） － 19.4 5 7.5YR6/4 ケズリ

35-11 25号住居跡 覆土 RP728 318 土師器 鉢 破片 19.6 － 8.65 4.5 7.5YR4/6

35-12 25号住居跡 カマド RP719.721 351 土師器 甕 底部 － 7.6 3.5 7 ？ 回転糸切り

35-13 25号住居跡 覆土 RP728 319 土師器 甕 破片 － （11.0）（4.35） 6.5 5YR5/4

36-1 26号住居跡 カマド RP710 63 土師器 甕 2/3 21.3 － 33.4 8 5YR6/6 ケズリ

36-2 26号住居跡 カマド 184 RP712 62 土師器 甕 3/4 15.0 8.6 12.8 6.5 7.5YR4/2 ハケメ 木葉痕

36-3 26号住居跡 カマド RP711 60 土師器 甕 1/4 （18.0） － 13.7 4 7.5YR5/3

36-4 26号住居跡 カマド RP709 57 土師器 甕 破片 － － － 6.5 7.5YR7/4 ハケメ

37-1 6号竪穴状遺構 覆土 184 RP365 86 須恵器 坏 一部欠損 13.4 （6.2） 3.5 4 2.5Y4/1 回転糸切り

37-2 6号竪穴状遺構 覆土 184 RP366 84 須恵器 坏 3/4 13.7 6.65 4.2 4.3 10YR5/2 回転糸切り

37-3 6号竪穴状遺構 覆土 89 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.4） 3.7 4.7 7.5YR6/4 回転糸切り

37-4 6号竪穴状遺構 覆土 87 須恵器 坏 1/2 13.6 5.8 3.3 4.2 5Y5/1 回転糸切り

37-5 6号竪穴状遺構 覆土 184 71 須恵器 蓋 3/4 （14.0） － 3.0 5.5 10YR5/1

37-6 6号竪穴状遺構 覆土 184 RP364 372 須恵器 蓋 完形 14.2 － 3.2 6 ？

37-7 6号竪穴状遺構 覆土 184 RP363 70 須恵器 壺 1/2 9.1 6.8 9.35 3.2 7.5YR5/1 回転糸切り

37-8 6号竪穴状遺構 覆土 91 土師器 甕 1/4 24.8 － 12.0 7.1 5YR5/6

37-9 7号竪穴状遺構 覆土 68 須恵器 坏 1/2 － 7.2 2.75 4 2.5Y6/2 回転糸切り

37-10 7号竪穴状遺構 覆土 69 須恵器 高台付坏 1/3 （15.6） 9.2 7.6 5.5 10YR4/1

37-11 7号竪穴状遺構 覆土 RP353 66 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 2.5Y4/1 タタキ アテ

37-12 7号竪穴状遺構 覆土 RP350 39 土師器 甕 破片 （16.0） － 7.7 5.7 ？

37-13 7号竪穴状遺構 覆土 RP352 41 土師器 甕 2/3 － 8.8 12.5 5.5 5YR6/6

38-1 7号竪穴状遺構 覆土 RP350 43 土師器 甕 2/3 （22.0） （9.6） 37.6 6.5 7.5YR5/3 ケズリ

38-2 7号竪穴状遺構 覆土 67 土師器 甕 破片 （22.8） － 7.5 8 7.5YR5/4

38-4 27号住居跡 カマド 184 RP758 365 須恵器 坏 3/4 14.1 7.5 4.2 3 回転糸切り

38-5 27号住居跡 覆土 RP679 359 須恵器 坏 2/3 （14.0） 5.4 3.5 3 N4/0 回転糸切り

38-6 27号住居跡 覆土 RP688 364 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.0） 3.6 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

38-7 27号住居跡 覆土 RP680 360 須恵器 高台付坏 1/2 （13.0） （6.6） 5.1 3.5 10GY4/1 回転糸切付高台

38-8 27号住居跡 覆土 184 RP685 362 須恵器 高台付坏 3/4 14.0 － 4.3 3 10YR5/1 回転篦切付高台

38-9 27号住居跡 覆土 184 RP687 363 須恵器 高台付坏 2/3 13.7 8.9 6.1 4.5 2.5Y4/1 回転糸切付高台

38-10 27号住居跡 覆土 RP682 357 須恵器 蓋 2/3 （15.8） － 2.1 6 N5/0

38-11 27号住居跡 覆土 184 RP684 361 須恵器 蓋 一部欠損 15.0 － 2.7 5 10YR5/1

39-1 27号住居跡 覆土 185 RP686 387 須恵器 鉢 1/2 （29.8）（10.0） 19.5 10 2.5Y6/2 ハケメ、ケズリ ハケメ

39-2 27号住居跡 覆土 184 RP681 366 須恵器 甕 一部欠損（14.6） 7.0 12.7 7 10YR5/2 回転糸切り

39-3 27号住居跡 覆土 386 須恵器 鉢 1/4 26.0 － 11.9 10 10YR4/1 カキメ、篦ナデ カキメ、ハケメ

39-4 27号住居跡 覆土 RP676 385 土師器 甕 1/4 （21.6） － （18.7） 5 5Y6/6 ケズリ

39-5 27号住居跡 カマド 185 RP675 58 土師器 甕 3/4 20.2 8.0 32.0 6 7.5YR6/4 ハケメ、ケズリ

39-6 27号住居跡 覆土 RP678 384 土師器 甕 破片 － － － 6.5 5YR5/4 ケズリ ハケメ

39-7 27号住居跡 覆土 RP676 380 土師器 甕 破片 （23.0） － 7.0 5.5 2.5YR5/6

40-1 27号住居跡 覆土 RP676 356 土師器 甕 1/4 （19.2） － （10.6） 7 7.5YR5/4 カキメ カキメ

40-2 27号住居跡 カマド RP759 367 土師器 甕 2/3 － 8.0 9.9 5 5YR6/4 回転糸切り

40-3 27号住居跡 カマド RP759 355 土師器 甕 1/3 － （5.8） （8.6） 8 5YR5/6 ハケメ

40-4 27号住居跡 覆土 RP683 354 土師器 甕 1/4 （12.8） 7.2 （5.1） 6 5YR4/3 回転糸切り

40-6 28号住居跡 覆土 341 須恵器 坏 1/4 12.4 7.0 3.3 5 2.5Y7/1 回転糸切り

40-7 28号住居跡 覆土 RP697 343 須恵器 甕 1/4 － （8.6） 2.8 4.6 5Y5/1 静止糸切り

40-8 28号住居跡 覆土 342 須恵器 甕 破片 － － － 7.8 5Y7/1 タタキ アテ

40-9 28号住居跡 覆土 RP694 339 土師器 坏 2/3 14.5 8.2 4.2 3.5 7.5YR6/4 静止糸切り

40-10 28号住居跡 カマド RP698 337 土師器 坏 1/4 （16.0） （8.4） 4.5 6.5 2.5YR6/6

40-11 28号住居跡 覆土 RP698 338 土師器 甕 底部 － （8.8） 5.1 5.8 2.5YR5/6 回転篦きり

40-12 28号住居跡 覆土 RP693 340 土師器 甕 底部 － 7.0 4.6 5.3 2.5Y5/3 ケズリ ハケメ

40-13 29号住居跡 覆土 RP756 59 須恵器 高台付坏 1/3 （13.2） 6.4 5.0 4.3 10YR5/2 回転糸切付高台

40-14 29号住居跡 覆土 RP755 55 須恵器 横瓶 破片 － － － 7 2.5Y4/1 タタキ、ハケメ アテ

41-1 30号住居跡 覆土 268 須恵器 坏 破片 （14.0） － 4.4 3.5 10R4/1

41-2 30号住居跡 覆土 269 須恵器 甕 破片 － － － 9 5YR4/1 波状沈線文

41-3 30号住居跡 覆土 RP504 377 土師器 高台付皿 2/3 13.2 5.8 2.5 5 ？ 回転糸切付高台

41-4 30号住居跡 覆土 267 土師器 鉢 破片 － 7.6 5.1 5 5YR6/3 回転糸切り

41-6 31号住居跡 床上 185 RP553 296 須恵器 坏 3/4 13.0 6.4 3.7 3 2.5Y5/1 回転糸切り

41-7 31号住居跡 カマド 185 RP705 295 須恵器 坏 完形 13.0 6.0 3.65 5 10YR6/1 回転糸切り

41-8 31号住居跡 床上 301 須恵器 坏 1/2 14.0 5.8 3.3 3 2.5Y6/1 回転糸切り

41-9 31号住居跡 床上 185 RP552 298 須恵器 蓋 完形 11.4 － 1.7 5 5Y5/1

41-10 31号住居跡 カマド RP555 294 土師器 坏 2/3 11.4 5.4 4.0 3 5YR6/4 回転糸切り

41-11 31号住居跡 床上 185 307 土師器 坏 3/4 （11.0） （6.0） 3.9 5 10YR6/3 回転糸切り

41-12 31号住居跡 床上 293 土師器 黒色土器 2/3 11.0 4.5 4.3 4 7.5YR7/3 ミガキ

41-13 31号住居跡 カマド RP554 44 土師器 鉢 破片 10.0 － 8.4 3.1 7.5YR6/4

41-14 31号住居跡 カマド RP554 53 土師器 甕 1/3 （13.4） － （11.6） 5.8 2.5YR5/4

41-15 31号住居跡 床上 RP556 299 土師器 甕 2/3 16.0 － 11.7 5.8 5YR5/4

41-16 31号住居跡 床上 309 土師器 甕 1/4 24.2 － 16.6 7 5YR5/3

42-1 8号掘立柱建物跡 ピット4 RP398 12 須恵器 坏 1/3 － 6.0 2.8 4 5Y5/1 回転糸切り

42-2 8号掘立柱建物跡 ピット3 2 須恵器 坏 1/3 － 6.2 2.7 5 5Y6/1 回転糸切り

42-3 9号掘立柱建物跡 ピット4 1 須恵器 坏 1/3 14.0 7.8 3.9 5 2.5Y6/1 回転糸切り

42-4 9号掘立柱建物跡 ピット2 6 須恵器 坏 破片 － （9.0） 3.1 4.5 2.5Y7/1 回転糸切り

42-5 10号掘立柱建物跡 ピット4 RP502 5 須恵器 坏 1/2 14.5 5.6 4.5 6 10YR6/3 回転糸切り 底部 墨書

42-6 10号掘立柱建物跡 ピット8 7 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.7） 3.3 4 2.5Y5/1 回転糸切り

42-7 10号掘立柱建物跡 ピット1 10 須恵器 坏 破片 （15.2） － （3.6） 3 5Y6/1

42-8 10号掘立柱建物跡 ピット1 8 須恵器 坏 破片 － （6.0） （2.5） 4 10YR7/6 回転糸切り

42-9 10号掘立柱建物跡 ピット7 11 須恵器 坏 破片 （14.6） － （2.1） 3 5Y5/1

42-10 10号掘立柱建物跡 ピット5 185 9 須恵器 高台付坏 1/4 － （7.4） （4.3） 6.5 N4/0 回転糸切付高台

42-13 2号井戸跡 覆土 185 RP9 65 須恵器 坏 一部欠損 14.6 7.0 4.0 4 5Y7/1 回転糸切り 底部 墨書

42-14 2号井戸跡 覆土 185 44 須恵器 坏 3/4 13.8 6.4 4.4 4 5YR5/3 回転糸切り 底部 墨書

42-15 2号井戸跡 覆土 185 45 須恵器 坏 1/3 （14.2） 6.6 3.9 5 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

43-1 2号井戸跡 覆土 185 RP8 54 須恵器 坏 完形 14.5 6.5 4.2 4.5 10YR6/2 回転糸切り

43-2 2号井戸跡 覆土 185 RP7 68 須恵器 坏 2/3 （15.0） 7.0 4.1 4.5 5Y6/1 回転糸切り

43-3 2号井戸跡 覆土 185 46 須恵器 坏 3/4 13.2 6.9 3.5 4 2.5Y7/2 回転糸切り
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43-4 2号井戸跡 覆土 186 53 須恵器 坏 一部欠損 14.0 6.7 3.8 4 5Y5/1 回転糸切り

43-5 2号井戸跡 覆土 186 RP6 52 須恵器 坏 完形 14.0 6.2 4.3 4 5Y7/1 回転糸切り

43-6 2号井戸跡 覆土 186 RP20 55 須恵器 坏 3/4 12.7 6.4 4.4 4 N5/0 回転糸切り

43-7 2号井戸跡 覆土 186 RP16 43 須恵器 坏 一部欠損 12.8 3.2 3.9 4 N5/0 回転糸切り

43-8 2号井戸跡 覆土 186 RP116 48 須恵器 坏 一部欠損 13.7 6.2 3.75 3.5 2.5Y7/2 回転糸切り

43-9 2号井戸跡 覆土 186 RP10 58 須恵器 坏 一部欠損 13.0 7.0 3.8 4.5 10Y5/1 回転糸切り

43-10 2号井戸跡 覆土 186 56 須恵器 坏 一部欠損 13.2 6.6 3.4 4 N4/0 回転糸切り

43-11 2号井戸跡 覆土 32 須恵器 坏 1/2 14.6 7.0 4.2 4.5 5Y6/1 回転糸切り

43-12 2号井戸跡 覆土 49 須恵器 坏 1/3 （13.8） （8.0） 3.7 5 2.5GY4/1 回転糸切り

43-13 2号井戸跡 覆土 186 67 須恵器 坏 3/4 （14.8） 7.0 4.5 3.5 10YR7/2 回転糸切り

43-14 2号井戸跡 覆土 33 須恵器 坏 1/3 （14.4） （7.0） 3.5 3.5 5Y6/1 回転糸切り

43-15 2号井戸跡 覆土 186 RP163 69 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.0 7.6 7.7 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台

43-16 2号井戸跡 覆土 50 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.6） 3.6 5 5Y6/1 回転糸切り

43-17 2号井戸跡 覆土 51 須恵器 高台付坏 1/2 （11.4） （7.0） 4.6 5 N5/0 回転篦切付高台

43-18 2号井戸跡 覆土 RP17 64 須恵器 高台付坏 1/3 （14.4） （8.0） 4.3 6 N4/0

43-19 2号井戸跡 覆土 RP15 63 須恵器 高台付坏 2/3 13.6 8.6 4.5 4 N4/0 回転糸切付高台

44-1 2号井戸跡 覆土 186 RP9 66 須恵器 蓋 1/2 － － （2.4） 4.5 5Y5/1 墨書

44-2 2号井戸跡 覆土 47 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 2.5Y7/1 タタキ、ナデ ハケメ、アテ

44-3 2号井戸跡 覆土 34 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 10YR4/1 格子タタキ アテ

44-4 2号井戸跡 覆土 15 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 N4/0 タタキ アテ

44-5 2号井戸跡 覆土 RP187 16 須恵器 甕 破片 － － － 11.0 N4/0 タタキ、ハケメ アテ

45-1 2号井戸跡 覆土 RP20 59 土師器 甕 1/4 （21.4） － （14.4） 5 5YR6/6 ハケメ、カキメ

45-2 2号井戸跡 覆土 RP2 60 土師器 甕 1/4 （34.8） － 17.2 8 5YR6/4

45-3 2号井戸跡 覆土 RP3 61 土師器 甕 1/3 － 6.8 （9.5） 7 2.5YR5/6 ケズリ ハケメ

45-4 2号井戸跡 覆土 57 土師器 甕 1/4 － （8.0） 8.8 5.5 7.5YR7/4 回転糸切り

45-5 2号井戸跡 覆土 RP162 62 土師器 甕 底部 － 9.0 3.5 6 5YR5/4 ハケメ 回転糸切り

45-6 3号井戸跡 覆土 186 RP21 11 須恵器 坏 3/4 13.4 6.4 3.4 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

45-7 3号井戸跡 覆土 186 RP115 20 須恵器 坏 2/3 14.0 7.8 3.3 4.5 5Y6/1 刻書 回転篦きり

45-8 3号井戸跡 覆土 22 須恵器 坏 2/3 － 6.0 2.8 4.5 N7/0 回転糸切り

45-9 3号井戸跡 覆土 186 13 須恵器 坏 3/4 （14.5） 6.3 4.2 4.5 5Y6/1 回転糸切り

45-10 3号井戸跡 覆土 186 RP22 2 須恵器 坏 3/4 14.0 7.0 3.6 4.5 5Y5/1 回転糸切り

45-11 3号井戸跡 覆土 186 9 須恵器 坏 3/4 14.4 7.0 3.7 4 2.5Y6/2 回転糸切り

45-12 3号井戸跡 覆土 RP23 8 須恵器 坏 1/3 14.0 5.8 4.4 3.5 7.5YR4/1 回転糸切り

45-13 3号井戸跡 覆土 27 須恵器 坏 破片 （12.6） （6.6） 3.15 4.5 N5/0 回転糸切り

45-14 3号井戸跡 覆土 14 須恵器 坏 1/2 13.6 － （3.15） 3.5 N5/0

46-1 3号井戸跡 覆土 186 RP116 19 須恵器 坏 2/3 14.4 7.2 3.9 5 2.5Y7/1 回転糸切り

46-2 3号井戸跡 覆土 RP113 4 須恵器 坏 1/3 14.0 6.0 3.8 3.5 5Y5/1 回転糸切り

46-3 3号井戸跡 覆土 RP27 5 須恵器 坏 2/3 13.4 5.7 3.6 5 5Y6/1 回転糸切り

46-4 3号井戸跡 覆土 186 RP27 7 須恵器 坏 一部欠損 13.3 6.3 3.5 4.5 2.5Y5/2 回転糸切り

46-5 3号井戸跡 覆土 186 RP26 3 須恵器 坏 3/4 13.2 6.0 3.9 3 5Y5/1 回転糸切り

46-6 3号井戸跡 覆土 12 須恵器 坏 2/3 14.0 7.6 3.2 4.5 2.5Y5/1 回転篦きり

46-7 3号井戸跡 覆土 RP27,187 26 須恵器 坏 1/2 （14.0） （6.0） 3.25 4 5Y5/1 回転篦きり

46-8 3号井戸跡 覆土 23 須恵器 坏 底部 － 5.8 2.0 4.5 2.5YR7/1 回転糸切り

46-9 3号井戸跡 覆土 RP25 6 須恵器 高台付坏 1/3 13.6 7.4 4.55 5 2.5Y6/2 回転糸切り

46-10 3号井戸跡 覆土 186 RP114 30 須恵器 高台付坏 3/4 12.8 6.65 4.6 4 5B4/1 回転糸切付高台

46-11 3号井戸跡 覆土 RP27 25 須恵器 高台付坏 底部 － 7.2 3.0 6 2.5GY5/1 回転糸切付高台

46-12 3号井戸跡 覆土 10 須恵器 高台付坏 1/2 （12.6） （8.0） 4.7 4.5 2.5Y4/1 回転糸切付高台

46-13 3号井戸跡 覆土 RP182 1 須恵器 高台付坏 1/2 13.0 7.3 5.3 5 5Y4/1 回転糸切付高台

46-14 3号井戸跡 覆土 21 須恵器 蓋 1/3 14.0 － 4.0 7 10YR5/1

46-15 3号井戸跡 覆土 24 須恵器 壺 破片 － － （7.6） 9 N4/0 ケズリ ハケメ

46-16 3号井戸跡 覆土 186 RP117 18 須恵器 壺 1/3 － 9.3 17.0 8 7.5YR5/1 ケズリ

47-1 3号井戸跡 覆土 17 須恵器 甕 破片 － － － 11 2.5YR6/6 タタキ アテ

47-2 3号井戸跡 覆土 186 29 土師器 鉢 3/4 （8.5） 5.4 5.6 4 5YR5/4 静止糸切り

47-3 3号井戸跡 覆土 RP259 31 土師器 甕 1/4 － 6.0 （9.35） 6.5 7.5YR6/3 ケズリ 指圧痕

47-4 3号井戸跡 覆土 28 土師器 甕 破片 － （7.0） 5.4 5 5YR6/6 回転糸切り

48-2 4号井戸跡 覆土 RP279 41 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 5Y4/2 アテ タタキ

48-3 4号井戸跡 覆土 RP279 42 土師器 器台 1/4 － － （3.9） 6.5 5YR6/6

49-1 6号井戸跡 覆土 38 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.2） 3.9 4.5 10YR6/3 回転糸切り

49-2 6号井戸跡 覆土 39 須恵器 高台付坏 2/3 （13.0） （6.0） 4.9 4 2.5Y6/2 回転糸切付高台

49-3 6号井戸跡 覆土 40 土師器 甕 1/3 － 8.5 6.8 5.5 7.5YR4/2 回転糸切り

49-4 6号井戸跡 覆土 37 須恵器 高台付坏 破片 － （7.6） （3.5） 4 2.5Y4/6 回転糸切付高台

49-5 6号井戸跡 覆土 187 35 須恵器 蓋 3/4 14.1 － 3.4 7 N4/0

49-6 6号井戸跡 覆土 36 須恵器 蓋 1/2 （16.0） － （2.1） 6 10YR5/1

49-10 1号土坑 覆土 47 須恵器 坏 1/3 － 6.4 2.3 5 10YR7/1 回転糸切り

49-11 1号土坑 覆土 46 須恵器 坏 2/3 14.0 8.4 3.2 4 10YR5/1 回転糸切り

49-12 1号土坑 覆土 187 RP1 49 須恵器 甕 2/3 － 9.6 （17.8） 7 7.5YR4/1 ケズリ 回転篦切付高台

49-13 1号土坑 覆土 187 RP2 48 須恵器 甕 破片 23.9 － 7.5 9 5Y4/1 タタキ アテ

50-1 2号土坑 覆土 3 須恵器 坏 1/2 （13.8） （6.0） 3.1 3.5 N5/0 回転糸切り

50-2 2号土坑 覆土 2 須恵器 坏 3/4 13.9 6.2 3.7 4 5YR4/1 回転糸切り

50-3 2号土坑 覆土 187 RP402 4 土師器 皿 完形 14.0 6.0 2.4 4 7.5YR7/4 回転糸切り

50-4 2号土坑 覆土 187 RP401,402,403 5 土師器 鉢 3/4 10.0 5.2 6.3 3 7.5YR6/4 回転糸切り

50-5 2号土坑 覆土 187 6 土師器 鉢 3/4 （9.6） 6.0 （6.2） 4.5 7.5YR6/4

50-6 2号土坑 覆土 RP403 1 土師器 甕 破片 （21.2） － 10.0 5 10YR7/3

50-7 3号土坑 覆土 187 RP118 25 須恵器 坏 2/3 14.2 6.2 4.0 3.2 2.5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書（佛）

50-8 3号土坑 覆土 RP201 39 須恵器 坏 3/4 13.4 5.6 3.4 3 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

50-9 3号土坑 覆土 RP130 27 須恵器 坏 1/3 （12.8）（5.35） 3.6 4 N5/0 回転糸切り

50-10 3号土坑 覆土 RP121 26 須恵器 坏 破片 （13.6） － （3.5） 4.5 5PB6/1

50-11 3号土坑 覆土 38 須恵器 坏 1/3 － 7.2 2.1 4 10YR6/2 回転篦切付高台

50-12 3号土坑 覆土 36 須恵器 高台付坏 1/3 （11.3） （6.4） 4.4 3.5 N5/0 回転糸切付高台

50-13 3号土坑 覆土 187 RP135 40 須恵器 高台付坏 2/3 13.4 7.3 7.8 3.5 N5/0 回転糸切付高台

50-14 3号土坑 覆土 187 RP128 34 須恵器 高台付坏 3/4 14.2 6.8 7.1 4 7.5YR5/1 回転糸切付高台

50-15 3号土坑 覆土 187 RP201 35 須恵器 高台付坏 3/4 13.2 6.6 4.7 3.5 2.5GY5/1 回転糸切付高台
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51-1 3号土坑 覆土 187 RP120,131 45 須恵器 長頸壺 一部欠損 11.7 12.0 25.0 7 7.5YR4/1 ケズリ

51-2 3号土坑 覆土 188 51 須恵器 甕 1/4 22.0 － 28.0 10 ？ タタキ アテ

51-3 3号土坑 覆土 188 RP124,125,126 44 須恵器 甕 2/3 16.2 13.6 28.3 6 2.5Y5/1 ケズリ

51-4 3号土坑 覆土 28 須恵器 甕 破片 － － － 10.3 10YR4/1 タタキ タタキ

51-5 3号土坑 覆土 RP137 31 須恵器 甕 破片 － － － 10.8 N4/0 タタキ アテ

51-6 3号土坑 覆土 37 須恵器 甕 破片 － （12.0） （3.3） 7 10YR5/1 タタキ ハケメ

51-7 3号土坑 覆土 RP136 29 須恵器 甕 破片 － － － 10.7 N3/0 タタキ アテ

51-8 3号土坑 覆土 RP133 33 須恵器 甕 破片 － 13.6 （10.7） 7.5 N3/0 ケズリ ハケメ

51-9 3号土坑 覆土 RP136 30 須恵器 甕 破片 － － － 10.8 N4/0 タタキ アテ

52-1 3号土坑 覆土 RP132 32 土師器 甕 破片 （13.6） － （7.6） 6 7.5YR6/4

52-2 3号土坑 覆土 RP134,138 24 土師器 甕 破片 － － （17.7） 6 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ、カキメ

52-5 4号土坑 覆土 188 RP400 8 須恵器 坏 2/3 13.4 6.8 3.6 4.5 N5/0 回転糸切り

52-6 5号土坑 ピット 11 須恵器 坏 2/3 14.4 7.2 3.8 4 N5/0 回転糸切り

52-7 5号土坑 ピット 10 須恵器 坏 1/2 14.2 5.5 3.6 4 2.5Y6/2 回転糸切り

52-8 6号土坑 覆土 188 12 須恵器 蓋 2/3 14.9 － 2.9 4 5Y5/1

52-9 7号土坑 覆土 188 7 須恵器 坏 2/3 13.6 6.6 3.3 4 N5/0 回転糸切り

52-10 7号土坑 覆土 RP33 15 須恵器 坏 破片 － （6.2） 2.95 5 10YR8/4 回転糸切り

52-11 7号土坑 覆土 RP34 14 土師器 鉢 1/3 （10.6） 6.0 5.0 4 10YR5/2 回転糸切り

53-1 8号土坑 覆土 188 RP752 13 須恵器 双耳坏 1/2 （15.2） （6.1） 5.0 4.5 2.5GY5/1 回転糸切付高台

53-2 9号土坑 覆土 9 須恵器 坏 1/3 （14.0） （9.0） 3.35 4 10Y6/1

53-5 11号土坑 覆土 188 RP511 21 須恵器 坏 3/4 14.0 6.0 4.0 4 2.5Y5/1 回転糸切り

53-6 11号土坑 覆土 RP417 23 須恵器 坏 底部 － 6.4 1.8 3 7.5GY5/1 回転糸切り

53-7 11号土坑 覆土 RP451 22 須恵器 甕 1/3 － 7.6 3.4 4 2.5Y6/2 回転篦きり

53-8 11号土坑 覆土 RP509 19 須恵器 高台付坏 3/4 14.6 6.7 6.5 3.5 7.5Y5/1 回転糸切付高台

53-9 11号土坑 覆土 RP512 20 須恵器 蓋 一部欠損（16.4） － 3.2 5 7.5Y5/1

53-10 11号土坑 覆土 188 RP452,508,510 43 須恵器 横瓶 2/3 － － － 10 2.5Y5/1

54-1 6号溝跡 覆土 RP86,87 52 須恵器 坏 1/2 （12.6） 6.6 3.2 4 7.5Y5/1 回転糸切り

54-2 6号溝跡 覆土 RP53,58,61 57 須恵器 坏 1/2 （13.4） （6.2） 3.5 4 N5/0 回転糸切り

54-3 6号溝跡 覆土 RP93 56 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.0） 3.6 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

54-4 6号溝跡 覆土 RP85 54 須恵器 坏 1/3 － 6.0 2.55 4 5Y5/1 回転糸切り

54-5 6号溝跡 覆土 RP66,74,79 55 須恵器 坏 1/2 （12.8） （7.0） 3.7 5 2.5Y6/1 回転糸切り

54-6 6号溝跡 覆土 RP213 60 須恵器 高台付坏 3/4 （15.2） 10.2 7.5 6 2.5Y6/1 回転篦切付高台

54-7 6号溝跡 覆土 RP90 53 須恵器 高台付坏 1/2 （14.2） 8.0 4.6 3.5 7.5Y5/1 回転糸切付高台

54-8 6号溝跡 覆土 RP91,93 59 須恵器 高台付坏 1/3 （14.0） （8.0） 7.6 4 N4/0 回転篦切高台坏

54-9 6号溝跡 覆土 RP74,215 58 須恵器 高台付坏 1/2 （14.2） （9.0） 4.6 4 N5/0 回転糸切高台坏

54-10 6号溝跡 覆土 RP74 62 須恵器 甕 破片 － － － 9.5 5G3/1 タタキ アテ

54-11 6号溝跡 覆土 RP217 66 須恵器 甕 1/4 （10.6） － （10.4） 6 2.5Y5/1

54-12 6号溝跡 覆土 RP74 64 須恵器 壷 破片 （18.0） － （9.6） 9 2.5Y5/1

54-13 6号溝跡 覆土 RP91 65 須恵器 甕 破片 （16.0） － （7.4） 6 10YR5/1 ケズリ

54-14 6号溝跡 覆土 RP83 63 須恵器 甕 破片 － － － 9.5 7.5Y5/1

54-15 6号溝跡 覆土 RP88 61 須恵器 甕 破片 － － － 20.1 ？ アテ タタキ

55-1 6号溝跡 覆土 188 RP50～58,214,215 75 土師器 甕 3/4 30.0 14.0 38.5 6 ？ カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

55-2 6号溝跡 覆土 RP63,65,73,74 67 土師器 甕 1/4 － 7.8 5.4 5 7.5YR7/4 回転糸切り

9-1 7号住居跡 覆土 RP558 16 須恵器 蓋 完形 15.0 － 2.7 5 5Y6/1

9-2 7号住居跡 覆土 RP624 15 須恵器 蓋 一部破損 16.0 － 2.6 7 10YR5/2

9-3 8号住居跡 覆土 5 土師器 甕 破片 － 6.4 （3.1） 7.5 7.5YR5/4

9-4 9号住居跡 覆土 2 須恵器 坏 1/2 14.6 （9.8） 3.2 4.5 10YR7/3 回転篦きり

9-5 9号住居跡 覆土 9 土師器 坏 完形　 11.5 （1.8） 4.8 6 5YR6/8

9-6 9号住居跡 覆土 4 土師器 甕 1/4 － 6.6 4.5 9 2.5YR6/3

9-7 9号住居跡 覆土 6 土師器 甕 破片 － （7.4） （3.3） 8 7.5YR5/4 回転糸切り

9-8 9号住居跡 覆土 RP641 17 土師器 甕 3/4 （16.4） 9.4 14.5 5 10YR6/3 木葉痕

9-9 9号住居跡 覆土 13 黒色土器 坏 一部破損 17.0 7.5 6.7 5 5YR6/4 ミガキ ミガキ

9-10 9号住居跡 覆土 RP642 7 土師器 甕 破片 22.0 6.3 7 5YR6/4

9-11 9号住居跡 覆土 11 土師器 甕 破片 － － 15.2 4.5 5YR6/4 ハケメ

9-12 9号住居跡 覆土 10 土師器 甕 1/4 26.0 13.0 8 5YR6/4 ハケメ ハケメ

9-13 9号住居跡 覆土 RP642 3 土師器 鉢 破片 （18.0） （6.2） 7 7.5YR6/4

9-14 9号住居跡 覆土 12 土師器 甕 破片 （23.0） － （14.7） 7 7.5YR7/3
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57-1 2号住居跡 床上 189 RP3160 434 須恵器 高台付坏 1/3 （13.6） 7.8 4.7 5 7.5YR6/3 回転糸切付高台 墨書（委）

57-2 2号住居跡 床上 RP3165,3166 435 須恵器 坏 2/3 （13.0） 6.8 3.7 4 N4/0 回転糸切り

57-3 2号住居跡 ピット RP3158 436 須恵器 坏 3/4 13.0 7.6 3.1 5 5Y5/1 回転篦きり

57-4 2号住居跡 床上 439 須恵器 坏 1/4 （14.0） （8.0） （3.4） 4.5 5Y4/1

57-5 2号住居跡 ピット内 RP3161 437 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 4.0 4.5 2.5Y5/1 回転篦きり

57-6 2号住居跡 床上 2 須恵器 坏 破片 （14.4） － （3.7） 6.2 5Y5/1

57-7 2号住居跡 床上 1 須恵器 坏 破片 （12.4） － （3.3） 6.6 5Y5/1

57-8 2号住居跡 床上 RP3163 438 須恵器 坏 破片 － （7.0） （1.5） 4 2.5Y7/2 回転糸切り

57-9 2号住居跡 床上 440 須恵器 高台付坏 破片 － 8.4 3.8 6 2.5Y4/1

57-10 2号住居跡 床上 4 須恵器 甕 破片 － － － 9.0 2.5YR4/1 タタキ アテ

57-11 2号住居跡 床上 RP3169 6 須恵器 甕 破片 － － － 10.6 10YR4/1 タタキ アテ

57-12 2号住居跡 床上 RP3157 5 須恵器 甕 破片 － － － 10.7 10YR5/2 タタキ アテ

57-13 2号住居跡 床上 481 土師器 鉢 1/4 （20.0） － （10.6） 5 7.5YR6/4

57-14 2号住居跡 床上 RP3159 3 土師器 甕 破片 － － － 7.0 7.5YR7/4 ハケメ、カキメ カキメ、ハケメ

57-15 3号住居跡 攪乱 RP3008 443 土師器 甕 破片 － （7.6） － 5 2.5YR5/6

57-16 4号住居跡 カマド RP3214 447 須恵器 坏 1/2 （14.2） （8.0） 4.0 6 5Y5/1 回転篦きり

57-17 4号住居跡 覆土 450 須恵器 高台付坏 1/3 （13.8） （8.8） 4.3 5 5Y5/1 回転篦切付高台

57-18 4号住居跡 覆土 455 須恵器 坏 1/4 （14.0） 7.2 4.5 4 2.5Y6/2 回転糸切り

57-19 4号住居跡 覆土 451 須恵器 坏 1/4 （13.6） （6.4） 4.1 5 2.5Y4/1 回転糸切り

58-1 4号住居跡 覆土 449 須恵器 高台付坏 1/4 （14.8） （9.0） 4.8 4 N4/0 回転篦付高台

58-2 4号住居跡 覆土 189 RP3209 446 須恵器 高台付坏 一部破損 14.5 9.3 4.9 5 10YR5/1 回転篦付高台
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58-3 4号住居跡 覆土 RP3203 445 須恵器 高台付坏 底部 － 8.0 2.7 4 5Y5/1 回転篦切付高台

58-4 4号住居跡 覆土 8 須恵器 甕 破片 － － － 7.9 NO3/0 タタキ アテ

58-5 4号住居跡 覆土 RP3204 9 須恵器 甕 破片 － － － 10.1 10YR3/1 タタキ

58-6 4号住居跡 覆土 RP3205 10 須恵器 甕 破片 － － － 10.0 10YR4/1 タタキ アテ

58-7 4号住居跡 覆土 293 土師器 甕 1/4 （23.0） － （21.0） 6.5 7.5YR6/4 ケズリ

58-8 4号住居跡 カマド RP3211 444 土師器 甕 1/3 － 7.6 （6.5） 4 7.5YR5/3 ケズリ

58-9 4号住居跡 覆土 RP3268 7 土師器 甕 破片 （20.2） － （5.9） 7.0 7.5YR6/6 ハケメ ハケメ

58-10 5号住居跡 覆土 480 須恵器 坏 1/4 14.0 8.0 4.0 4 2.5Y5/2 回転篦きり

58-11 1号竪穴状遺構 覆土 456 須恵器 蓋 破片 （16.0） － （2.5） 4 2.5Y6/2

58-12 1号竪穴状遺構 覆土 457 土師器 甕 1/4 － 7.7 （5.1） 5.5 10YR6/3 ケズリ ハケメ

58-13 1号竪穴状遺構 覆土 RP3612 458 土師器 甕 1/4 （21.6） － 16.6 7 10YR6/3 ケズリ ハケメ

59-1 6号住居跡 覆土 189 RP3680 40 須恵器 坏 一部破損 13.6 6.8 3.9 4 10YR6/2 回転糸切り

59-2 6号住居跡 覆土 175 須恵器 坏 1/2 14.2 6.4 3.4 3 2.5Y6/2 回転糸切り

59-3 6号住居跡 覆土 171 須恵器 坏 1/3 14.1 5.0 3.4 3 5GY5/1 回転糸切り

59-4 6号住居跡 覆土 RP3966,3964 71 須恵器 坏 1/3 13.5 6.5 4.0 5 10GY4/1 回転糸切り

59-5 6号住居跡 覆土 189 RP3686,3279 82 須恵器 坏 2/3 14.2 6.1 4.2 5 5Y7/1 回転糸切り

59-6 6号住居跡 覆土 189 RP3726 44 須恵器 坏 3/4 13.8 6.4 3.3 3.5 5Y5/1 回転糸切り

59-7 6号住居跡 覆土 RP3518,3683 27 須恵器 坏 1/3 （14.9） 5.5 3.8 4 5Y6/1 回転糸切り

59-8 6号住居跡 覆土 189 RP3452 21 須恵器 坏 2/3 （14.0） 5.6 3.9 4 5Y5/1 回転糸切り

59-9 6号住居跡 覆土 189 RP3375 12 須恵器 坏 一部破損 13.6 6.4 3.4 4 10YR5/1 回転糸切り

59-10 6号住居跡 覆土 189 RP3270 81 須恵器 坏 1/3 14.0 7.0 3.6 4.5 10YR8/3 回転糸切り

59-11 6号住居跡 覆土 189 RP3483 24 須恵器 坏 一部破損 13.0 6.8 3.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

59-12 6号住居跡 覆土 189 RP3679 41 須恵器 坏 一部破損 13.7 6.2 3.8 4 N5/0 静止糸切り

59-13 6号住居跡 覆土 189 RP3776,3930 73 須恵器 坏 3/4 14.2 （6.1） （3.6） 5 2.5Y5/2 回転糸切り

59-14 6号住居跡 覆土 189 RP3801 70 須恵器 坏 1/2 14.0 6.0 3.0 5 2.5Y5/1 回転糸切り

59-15 6号住居跡 覆土 189 RP3693 53 須恵器 坏 3/4 （13.4） 6.0 3.1 5 2.5Y5/1 回転糸切り

59-16 6号住居跡 覆土 189 RP3285 83 須恵器 坏 3/4 13.7 4.2 4.7 4 5YR4/2 回転糸切り

59-17 6号住居跡 覆土 RP3275 80 須恵器 坏 1/3 － 5.4 （2.1） 4 5Y5/1 回転糸切り

59-18 6号住居跡 覆土 190 RP3761 57 須恵器 坏 1/4 － 5.8 （2.1） 4 10YR4/1 回転糸切り

60-1 6号住居跡 覆土 189 RP3331 85 須恵器 坏 3/4 13.2 7.6 3.7 5 7.5YR6/4 回転糸切り

60-2 6号住居跡 覆土 189 RP3915 72 須恵器 坏 3/4 14.6 5.3 3.9 5 2.5Y6/2 回転篦きり

60-3 6号住居跡 覆土 189 RP3444 13 須恵器 坏 3/4 14.0 6.2 3.7 4 10YR7/4 回転篦きり

60-4 6号住居跡 覆土 RP3407 89 須恵器 坏 底部 － （7.4） （1.4） 4 10YR6/2 回転篦きり

60-5 6号住居跡 覆土 RP3400 86 須恵器 坏 底部 － 5.8 （1.6） 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

60-6 6号住居跡 覆土 RP3289 11 須恵器 坏 底部 － 5.4 2.1 3.5 5Y5/1 回転糸切り

60-7 6号住居跡 覆土 189 202 須恵器 坏 1/3 （14.0） 6.2 4.4 4 2.5Y7/2 回転糸切り

60-8 6号住居跡 覆土 RP3404,3687 79 須恵器 坏 1/4 （14.6） （7.0） 4.8 5 10YR6/2 回転糸切り

60-9 6号住居跡 覆土 189 RP3432,3238 20 須恵器 坏 3/4 14.0 6.1 4.2 4 5Y5/1 回転糸切り

60-10 6号住居跡 覆土 176 須恵器 坏 1/3 （13.0） 5.5 4.5 4 10YR6/2 回転糸切り

60-11 6号住居跡 覆土 185 須恵器 坏 1/4 12.9 （6.2） 4.1 5 2.5Y6/2 回転糸切り

60-12 6号住居跡 覆土 186 須恵器 坏 2/3 13.4 7.0 4.1 5 7.5Y5/1 回転篦きり

60-13 6号住居跡 覆土 RP3730 37 須恵器 坏 1/2 （13.8） （6.8） 4.3 4 2.5Y6/2 回転糸切り

60-14 6号住居跡 覆土 RP3369 8 須恵器 坏 1/3 （13.3） （7.2） 4.4 4 2.5Y5/1 回転糸切り

60-15 6号住居跡 覆土 188 須恵器 坏 1/2 13.5 5.8 3.7 4 5Y5/1 回転糸切り

60-16 6号住居跡 覆土 RP3508 26 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.6） 3.9 5 7.5YR5/3 回転篦きり

60-17 6号住居跡 覆土 RP3713 34 須恵器 坏 1/3 （13.4） （6.4） 3.7 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

60-18 6号住居跡 覆土 RP3708 36 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.0） 3.5 4.5 10Y4/1 回転糸切り

60-19 6号住居跡 カマド RP3720 32 須恵器 坏 1/4 13.4 5.5 3.7 5 5Y5/1 回転糸切り

60-20 6号住居跡 覆土 RP3693,3705 46 須恵器 坏 1/4 （14.8） （7.2） 4.0 5.5 2.5Y7/2 回転糸切り

60-21 6号住居跡 覆土 RP3908 59 須恵器 坏 1/3 （13.4） 6.0 3.5 4 5Y4/1 回転糸切り

60-22 6号住居跡 覆土 RP3675 31 須恵器 坏 1/2 13.2 6.0 3.5 5 ？ 回転糸切り

60-23 6号住居跡 覆土 165 須恵器 坏 1/4 （12.8） （6.2） 4.3 5 2.5Y5/1 回転糸切り

60-24 6号住居跡 覆土 172 須恵器 坏 1/4 （12.4） （5.0） 4.3 4.5 2.5Y5/2 回転糸切り

60-25 6号住居跡 覆土 RP3273 152 須恵器 坏 1/4 （14.3） （9.0） 3.7 4 5Y5/1 回転糸切り

60-26 6号住居跡 覆土 RP3373 5 須恵器 坏 1/3 （13.3） （6.2） 4.2 5 5Y5/1 回転糸切り

60-27 6号住居跡 カマド RP3908 60 須恵器 坏 1/4 （14.3） （6.5） 3.7 4 5Y5/1 回転糸切り

60-28 6号住居跡 覆土 RP3985 68 須恵器 坏 1/4 （13.2） （6.0） 4.2 3.5 10GY5/1 回転糸切り

60-29 6号住居跡 覆土 187 須恵器 坏 破片 （13.0） （7.0） 4.5 5 10Y6/1 回転糸切り

60-30 6号住居跡 覆土 RP3678 30 須恵器 坏 破片 （12.8） （6.6） 3.5 5 N4/0 回転糸切り

60-31 6号住居跡 覆土 RP3288 3 須恵器 坏 底部 － （7.4） 2.1 5 N5/0 回転篦きり

60-32 6号住居跡 覆土 RP3440 17 須恵器 坏 破片 － 7.2 2.1 5 5Y6/1 回転糸切り

60-33 6号住居跡 覆土 RP3782 48 須恵器 坏 1/4 － （6.6） （3.1） 4 10YR6/3

61-1 6号住居跡 覆土 RP3931 64 須恵器 坏 1/3 （13.8） （7.0） 3.55 4 2.5Y5/1 回転糸切り

61-2 6号住居跡 覆土 RP3338 2 須恵器 坏 1/4 － （6.2） 2.6 4 2.5Y6/2 回転糸切り

61-3 6号住居跡 覆土 RP3893 69 須恵器 坏 1/4 － 7.2 （2.6） 4 ？ 回転篦きり

61-4 6号住居跡 覆土 RP3935 65 須恵器 坏 底部 － 6.2 1.0 5 5YR4/2 回転糸切り

61-5 6号住居跡 覆土 RP3550 15 須恵器 坏 底部 － 5.8 1.0 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

61-6 6号住居跡 覆土 RP3324 78 須恵器 坏 底部 － （7.2） （1.4） 6 5Y5/1

61-7 6号住居跡 覆土 189 RP3274,3489,3783 84 須恵器 高台付坏 3/4 16.1 8.6 7.6 5.5 N4/0 回転篦切付高台

61-8 6号住居跡 覆土 190 RP3518 28 須恵器 高台付坏 3/4 14.7 7.6 6.55 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

61-9 6号住居跡 覆土 RP3403 88 須恵器 高台付坏 1/3 （14.6） 8.6 5.3 4 10YR6/1 回転篦切付高台

61-10 6号住居跡 覆土 190 RP3401 87 須恵器 高台付坏 2/3 （13.5） 7.5 6.8 4 5Y4/1 回転糸切付高台

61-11 6号住居跡 覆土 190 RP3693,3696,3697 52 須恵器 高台付坏 3/4 13.1 7.4 5.9 4 5GY5/1 回転糸切付高台

61-12 6号住居跡 覆土 190 RP3692 54 須恵器 高台付坏 1/2 （13.3） 7.5 6.0 4 N4/0 回転糸切付高台

61-13 6号住居跡 覆土 RP3778 58 須恵器 高台付坏 1/2 （13.0） 6.8 4.5 5 5Y5/1 回転糸切付高台

61-14 6号住居跡 覆土 RP3709 43 須恵器 高台付坏 2/3 13.0 7.7 4.5 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台

61-15 6号住居跡 覆土 RP3681 38 須恵器 高台付坏 1/4 （13.0） （7.0） 4.5 4 10G5/1 回転糸切付高台

61-16 6号住居跡 覆土 RP3867 74 須恵器 高台付坏 1/2 13.6 8.4 （5.1） 6 10YR7/2 回転糸切付高台

61-17 6号住居跡 覆土 190 RP3689 42 須恵器 高台付坏 3/4 14.4 6.4 4.6 4 N5/0 回転篦切付高台

61-18 6号住居跡 覆土 RP3531 25 須恵器 高台付坏 1/4 （10.8） 6.2 4.7 4 N4/0 回転糸切付高台

62-1 6号住居跡 覆土 190 RP3433 18 須恵器 高台付坏 3/4 13.9 8.6 5.0 5 N5/0 回転糸切付高台

62-2 6号住居跡 覆土 190 RP3694 55 須恵器 高台付坏 3/4 14.1 7.8 5.9 5 N4/0 回転糸切付高台



観　察　表

505

挿図番号 遺構名 出土
層位

写真図
版番号 調査時番号 実測図

番　号 器種 器形 残存
状況

口径
㎝

底径
㎝

器高
㎝

器厚
㎜ 色調 外面調整 内面調整 底部 備考

62-3 6号住居跡 覆土 190 RP3549,3771 29 須恵器 高台付坏 3/4 14.7 6.3 5.9 4 7.5YR5/1 回転糸切付高台

62-4 6号住居跡 覆土 190 RP3552 51 須恵器 高台付坏 1/2 16.0 6.5 5.2 4 7.5Y5/1 回転糸切付高台

62-5 6号住居跡 覆土 190 RP3441 19 須恵器 高台付坏 1/2 14.8 7.2 7.2 5.5 7.5Y5/1 回転糸切付高台

62-6 6号住居跡 覆土 RP3433 23 須恵器 高台付坏 1/4 （15.0） （9.0） 7.0 6 5Y6/1 回転糸切付高台

62-7 6号住居跡 覆土 173 須恵器 高台付坏 1/3 （13.4） （7.6） 4.2 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台

62-8 6号住居跡 覆土 RP3313 77 須恵器 高台付坏 1/2 14.0 7.6 4.4 5 N4/0 回転糸切付高台

62-9 6号住居跡 覆土 RP3349 4 須恵器 高台付坏 1/3 （12.8） （7.4） 6.0 4 5Y5/1 回転糸切付高台

62-10 6号住居跡 覆土 RP3745,3784 50 須恵器 高台付坏 1/2 （14.0） （7.5） 6.3 4.5 N4/0 回転糸切付高台

62-11 6号住居跡 覆土 RP3719 35 須恵器 高台付坏 1/3 （14.0） （6.4） 4.5 3.5 10YR4/1 回転糸切付高台

62-12 6号住居跡 覆土 190 RP3756 49 須恵器 高台付坏 3/4 12.0 7.8 5.3 5 10YR6/2 回転篦切付高台

62-13 6号住居跡 覆土 170 須恵器 高台付坏 1/4 （14.5） （6.8） （6.0） 3.5 5Y5/1 回転糸切付高台

62-14 6号住居跡 覆土 RP3938 66 須恵器 高台付坏 1/4 （13.4） （7.6） 5.7 4 N5/0 回転糸切付高台

62-15 6号住居跡 覆土 RP3294 9 須恵器 高台付坏 底部 － 7.6 1.7 6 2.5Y6/2 回転糸切付高台

62-16 6号住居跡 覆土 RP3688 157 須恵器 高台付坏 1/4 － （7.9） （2.7） 5 7.5YR4/1 回転篦切付高台 底部 線刻

62-17 6号住居跡 覆土 RP3410 90 須恵器 高台付坏 1/4 － 7.6 （2.6） 5 7.5YR5/1 回転篦切付高台

62-18 6号住居跡 覆土 RP3291 10 須恵器 高台付坏 底部 － 7.2 1.5 4 2.5Y5/1 回転篦切付高台

62-19 6号住居跡 覆土 RP3305 76 須恵器 高台付坏 破片 － （7.0） 1.75 5 N5/0 回転糸切付高台

62-20 6号住居跡 覆土 RP3760 56 須恵器 高台付坏 底部 － （7.3） （1.4） 5 N4/0 回転糸切付高台

62-21 6号住居跡 覆土 RP3740 33 須恵器 高台付坏 破片 － （7.0） （1.7） 5.5 10YR5/1 回転篦切付高台 底部 線刻

62-22 6号住居跡 覆土 RP3481 22 須恵器 高台付坏 底部 － 6.2 （1.75） 8 7.5YR4/1 回転糸切付高台

63-1 6号住居跡 覆土 164 須恵器 高台付坏 1/4 － 6.0 （3.1） 5 7.5YR5/1 回転糸切付高台

63-2 6号住居跡 覆土 RP3558 45 須恵器 高台付坏 1/4 － （8.2） （6.7） 5 7.5Y5/1 回転糸切付高台

63-3 6号住居跡 覆土 166 須恵器 高台付坏 破片 － （6.2） （4.4） 5 7.5YR6/2 回転篦切付高台

63-4 6号住居跡 覆土 RP3420 7 須恵器 高台付坏 破片 － （6.8） （5.4） 5 10YR5/1 回転糸切付高台

63-5 6号住居跡 覆土 RP3915 62 須恵器 高台付坏 破片 － （6.8） （5.0） 5 2.5Y6/2 回転糸切付高台

63-6 6号住居跡 覆土 RP3339 1 須恵器 高台付坏 破片 － （7.4） （3.8） 5 2.5Y6/1 回転糸切付高台

63-7 6号住居跡 覆土 169 須恵器 高台付坏 破片 － （6.4） （2.6） 4 5Y5/1 回転糸切付高台

63-8 6号住居跡 覆土 RP3515 16 須恵器 高台付坏 破片 － 7.4 （2.4） 5.5 5Y5/1 回転糸切付高台

63-9 6号住居跡 覆土 RP3967 67 須恵器 高台付坏 破片 － （8.0） （2.9） 5 5Y5/1 回転糸切付高台

63-10 6号住居跡 覆土 RP3395 6 須恵器 高台付坏 破片 － （8.8） （3.0） 5 5Y6/1 回転糸切付高台

63-11 6号住居跡 覆土 RP3927 63 須恵器 高台付坏 底部 － （7.6） （2.0） 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

63-12 6号住居跡 覆土 168 須恵器 高台付坏 底部 － （6.0） （2.3） 4 N4/0 回転糸切付高台

63-13 6号住居跡 覆土 RP3278 75 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） （2.9） 5 5Y4/1 回転糸切付高台

63-14 6号住居跡 覆土 167 須恵器 高台付皿 破片 － （9.0） （1.3） 6 7.5YR5/1 回転糸切付高台

63-15 6号住居跡 覆土 RP3910 61 須恵器 高台付坏 底部 － 6.6 （1.9） 5.5 N5/0 回転糸切付高台

63-16 6号住居跡 覆土 174 須恵器 双耳坏 1/3 （11.0） － （4.15） 5 N4/0

63-17 6号住居跡 覆土 RP3426,3557 92 須恵器 高台付皿 1/2 12.8 6.7 2.1 5 N4/0 回転糸切り

63-18 6号住居跡 覆土 RP3539 110 土師器 坏 1/2 （13.5） 5.8 4.8 4 2.5YR5/6 回転糸切り

63-19 6号住居跡 覆土 180 土師器 坏 1/4 （17.2）（10.0） 4.3 4.5 2.5Y6/2

63-20 6号住居跡 覆土 181 土師器 坏 1/3 （12.6） （6.0） 4.4 4 2.5YR5/6 回転糸切り

63-21 6号住居跡 覆土 RP3298,3791 121 土師器 坏 2/3 （16.2） － 5.2 5 5YR6/6

63-22 6号住居跡 覆土 RP3447 14 土師器 坏 1/3 （14.3） （9.0） 3.8 5 10YR7/2 回転篦切付高台

63-23 6号住居跡 覆土 RP3687 39 土師器 坏 底部 － 7.4 （3.0） 4 2.5Y6/2 回転糸切り

63-24 6号住居跡 覆土 RP3701 143 土師器 坏 底部 － 6.0 （2.0） 4 5YR6/6 回転糸切り

63-25 6号住居跡 覆土 178 土師器 坏 破片 （14.8） － （5.1） 5 5YR6/6

63-26 6号住居跡 覆土 RP3793 47 土師器 坏 破片 － （8.0） （2.3） 5 2.5Y7/2 回転糸切り

63-27 6号住居跡 覆土 184 土師器 高台付坏 底部 － 7.6 （3.0） 6 7.5YR6/4 回転糸切り

63-28 6号住居跡 覆土 RP3386 146 土師器 高台付坏 1/3 （14.6） （6.8） 7.2 5 5YR6/6 回転糸切付高台

63-29 6号住居跡 覆土 RP3271 125 土師器 坏？ 破片 － （6.0） （1.1） 5 5YR5/6 回転糸切り

63-30 6号住居跡 覆土 RP3417 135 土師器 高台付坏 破片 － （9.0） （2.2） 5 7.5YR5/3 回転篦切付高台

63-31 6号住居跡 覆土 RP3759,3523 109 土師器 高台付坏 破片 － （6.8） （3.8） 7 5YR6/8 回転糸切り

63-32 6号住居跡 覆土 RP3757 140 土師器 高台付坏 破片 － 6.4 （2.1） 6.5 5YR6/6 回転糸切付高台

64-1 6号住居跡 覆土 190 RP3463,3464 114 黒色土器 高台付坏 3/4 20.7 9.0 8.0 6 7.5Y7/6 ミガキ 回転糸切付高台

64-2 6号住居跡 覆土 RP3707 111 黒色土器 坏 1/2 （11.0） 7.0 5.3 5 10YR6/3 ミガキ 網代痕

64-3 6号住居跡 覆土 RP3293 113 黒色土器 坏 1/3 （11.2） 6.1 5.1 4 10YR7/4 ミガキ

64-4 6号住居跡 覆土 RP3906 107 黒色土器 坏 1/2 （16.0） （9.0） 5.55 8 5YR7/6 ミガキ

64-5 6号住居跡 覆土 179 黒色土器 坏 破片 － （6.6） （4.0） 4.5 2.5YR6/6 ケズリ ミガキ

64-6 6号住居跡 覆土 RP3499 112 黒色土器 坏 破片 － （7.0） （2.5） 4 10YR7/4 ミガキ 木葉痕

64-7 6号住居跡 覆土 RP3521,3912 102 須恵器 蓋 1/2 （16.0） － 3.5 5 10YR4/1

64-8 6号住居跡 覆土 190 RP3784 97 須恵器 蓋 3/4 14.6 － 3.0 5 10YR4/1

64-9 6号住居跡 覆土 199 須恵器 蓋 破片 （14.4） － 3.2 5.5 5Y4/1

64-10 6号住居跡 覆土 190 RP3691 95 須恵器 蓋 一部破損（15.2） － 3.6 5 10YR5/2 墨書（委）

64-11 6号住居跡 覆土 195 須恵器 蓋 1/3 （15.4） － 3.0 5 10YR6/2

64-12 6号住居跡 覆土 RP3747 96 須恵器 蓋 1/4 （14.2） － 3.1 6.5 7.5Y6/1

64-13 6号住居跡 覆土 196 須恵器 蓋 1/3 （15.0） － （2.5） 4.5 7.5YR5/1

64-14 6号住居跡 覆土 190 RP3968 101 須恵器 蓋 3/4 （14.0） － （2.7） 6.5 10YR4/1

64-15 6号住居跡 覆土 RP3677 156 須恵器 蓋 破片 － － （（2.2） 6.5 10YR4/1

64-16 6号住居跡 覆土 197 須恵器 蓋 破片 － － （3.0） 5 10YR5/1

64-17 6号住居跡 覆土 189 須恵器 蓋 破片 － － （2.4） 6 5Y5/1

64-18 6号住居跡 覆土 198 須恵器 蓋 破片 － － （1.9） 5.5 2.5Y6/2

64-19 6号住居跡 覆土 RP3329 91 須恵器 蓋 破片 － － （2.8） 7 10YR4/1

64-20 6号住居跡 覆土 190 須恵器 蓋 破片 （14.0） － （2.3） 4 2.5Y5/1

64-21 6号住居跡 覆土 191 須恵器 蓋 1/4 （15.4） － （2.3） 5 5Y5/1

64-22 6号住居跡 覆土 192 須恵器 蓋 破片 （15.6） － （1.8） 5 2.5Y5/1

64-23 6号住居跡 覆土 193 須恵器 蓋 破片 （13.2） － （1.4） 4 7.5YR4/1

64-24 6号住居跡 覆土 194 須恵器 蓋 破片 （16.0） － （1.9） 4 N5/0

64-25 6号住居跡 覆土 RP3903 100 須恵器 蓋 破片 （15.0） － （1.6） 3.5 10YR5/2

64-26 6号住居跡 覆土 RP3505 94 須恵器 蓋 1/4 （16.0） － （2.1） 5 10YR5/1

64-27 6号住居跡 覆土 RP3408 93 須恵器 蓋 1/4 （16.0） － （2.5） 5 5Y5/1

64-28 6号住居跡 覆土 RP3872 99 須恵器 蓋 1/3 （14.0） － （2.6） 4 5Y4/1

64-29 6号住居跡 覆土 201 須恵器 蓋 1/4 （13.0） － （2.9） 7 10YR4/1

64-30 6号住居跡 覆土 200 須恵器 蓋 1/4 （14.0） － （1.0） 4 2.5Y4/1
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64-31 6号住居跡 覆土 RP3884 98 須恵器 蓋 1/3 （14.0） － 1.0 4 5Y6/1

65-1 6号住居跡 覆土 190 RP3383,3768,3864 122 須恵器 甕 破片 （54.0） － （20.1） 10 2.5Y5/1 タタキ アテ

65-2 6号住居跡 覆土 RP3752 221 須恵器 甕 破片 （45.4） － （12.3） 9.2 10YR4/1 波状沈線文、タタキ アテ

65-3 6号住居跡 覆土 RP3962 211 須恵器 甕 破片 （25.6） － （11.0） 7.5 ？ タタキ アテ

65-4 6号住居跡 覆土 191 RP3462 206 須恵器 壺 1/3 （21.0） － （33.1） 8.5 ？ タタキ

65-5 6号住居跡 覆土 191 RP3282 205 須恵器 甕 3/4 － （5.5）（67.0） 8.0 ？ タタキ

66-1 6号住居跡 覆土 RP3316 223 須恵器 甕 破片 （31.6） － （8.6） 15.0 10YR4/1

66-2 6号住居跡 覆土 191 RP3510,3520,3543 116 須恵器 甕 2/3 （14.3） （9.4） 21.2 6 5YR4/1 ケズリ

66-3 6号住居跡 覆土 RP3473,3736,3737 104 須恵器 甕 1/3 （13.0） － （12.2） 6.5 10YR4/1

66-4 6号住居跡 覆土 RP3497,3498 154 須恵器 甕 1/4 （13.0） － （7.7） 7.5 10YR4/1

66-5 6号住居跡 覆土 RP3382,3453,3888 103 須恵器 甕 破片 （19.0） － 10.9 6.5 2.5Y5/1

66-6 6号住居跡 覆土 RP3303 162 須恵器 甕 破片 （20.0） － （7.8） 6.5 7.5YR5/1

66-7 6号住居跡 覆土 RP3547 207 須恵器 甕 1/3 － － （13.4） 12.0 7.5YR6/2 ケズリ

66-8 6号住居跡 覆土 RP3770 208 須恵器 甕 1/4 （17.4） － （8.5） 7 10YR4/1

66-9 6号住居跡 覆土 RP3535 115 須恵器 甕 破片 （20.0） － （5.5） 7 N4/0

67-1 6号住居跡 覆土 RP3346,3388,3795 226 須恵器 甕 破片 － － － 13.0 10YR6/2 タタキ アテ

67-2 6号住居跡 覆土 RP3474 219 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 N3/0 タタキ アテ

67-3 6号住居跡 覆土 RP3316,3418,3436 227 須恵器 甕 破片 － － － 16.0 10YR3/1 タタキ アテ

67-4 6号住居跡 覆土 RP3538 225 須恵器 甕 破片 － － － 17.0 N3/0 タタキ アテ

67-5 6号住居跡 覆土 RP3962 210 須恵器 甕 破片 － － － 20.4 N3/0 タタキ アテ

68-1 6号住居跡 覆土 191 RP3930 119 須恵器 甕 1/3 20.4 12.8 31.2 6 2.5Y5/1 カキメ、ケズリ

68-2 6号住居跡 覆土 RP3432 118 須恵器 壺 3/4 － 9.2 （14.1） 6 2.5Y6/1 ミガキ、ハケメ 回転糸切付高台

68-3 6号住居跡 覆土 RP3459,3741 117 須恵器 甕 1/3 － 13.2 （17.2） 8 N3/0 ケズリ ケズリ、ナデ

68-4 6号住居跡 覆土 RP3496 212 須恵器 甕 1/4 － （14.6）（20.5） 13.0 5GY3/1 タタキ ハケメ

68-5 6号住居跡 覆土 RP3406,3415,3747 123 須恵器 甕 底部 － （12.0） （7.3） 10.2 2.5Y4/1

68-6 6号住居跡 覆土 RP3362,3777,3799 222 須恵器 甕 破片 － － － 12.0 10YR4/1 タタキ 格子アテ

68-7 6号住居跡 覆土 RP3448 209 須恵器 甕 破片 － － － 10.8 N4/0 タタキ ハケメ

68-8 6号住居跡 覆土 RP3534,3540,3792 224 須恵器 甕 破片 － － － 16.0 10YR6/2 タタキ タタキ

68-9 6号住居跡 覆土 RP3916 220 須恵器 長頸壺 破片 － － （7.0） 10.5 10YR5/2

69-1 6号住居跡 覆土 RP3327 129 土師器 鉢 破片 （25.0） － （7.0） 10.0 7.5YR5/4

69-2 6号住居跡 覆土 RP3519 218 土師器 鉢 破片 （30.6） － （11.0） 10.0 5YR5/6

69-3 6号住居跡 覆土 RP3486,3491 147 土師器 鉢 1/4 （36.0） － （16.4） 9 5YR7/6

69-4 6号住居跡 覆土 177 土師器 鉢 破片 （20.0） － （7.2） 6 2.5YR6/6

69-5 6号住居跡 覆土 RP3742 148 土師器 甕 破片 － 7.0 （13.2） 7 7.5YR6/4 ケズリ

69-6 6号住居跡 覆土 RP3699 137 土師器 甕 破片 32.0 － 7.9 7 7.5YR5/4

69-7 6号住居跡 覆土 191 RP3485,3750,3755 160 土師器 甕 1/3 － － － 6.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

69-8 6号住居跡 覆土 RP3276 127 土師器 甕 破片 － （8.0） （4.5） 8 5YR5/4 ケズリ ケズリ

69-9 6号住居跡 覆土 182 土師器 甕 破片 － （9.6）（（3.7） 7 10YR6/2

69-10 6号住居跡 覆土 RP3478,3746 106 土師器 甕 1/3 － （9.0）（12.7） 8 7.5YR6/4

69-11 6号住居跡 覆土 RP3695 136 土師器 甕 1/4 － 8.2 （4.1） 6 5Y6/6 回転糸切り

70-1 6号住居跡 覆土 RP3714 138 土師器 甕 破片 （27.0） － （6.0） 7 7.5YR6/4

70-2 6号住居跡 覆土 RP3702,3933,3754 149 土師器 甕 破片 （18.0） － （6.9） 5 5YR6/6

70-3 6号住居跡 覆土 RP3269 214 土師器 甕 破片 － － （19.9） 7 5YR5/4 ハケメ ハケメ

70-4 6号住居跡 覆土 RP3495 133 土師器 甕 破片 （23.0） － （5.1） 8 7.5YR7/6

70-5 6号住居跡 覆土 RP3269,3317 215 土師器 甕 破片 － － （11.1） 5 5YR4/3 ハケメ ハケメ

70-6 6号住居跡 覆土 RP3898,3900 108 土師器 甕 1/4 － （7.8） （9.4） 7 7.5YR5/4 ハケメ

70-7 6号住居跡 覆土 RP3269 213 土師器 甕 破片 － － （11.7） 9 7.5YR5/3 タタキ ハケメ

70-8 6号住居跡 覆土 RP3700 105 土師器 甕 破片 － （9.0） （7.5） 5.5 7.5YR5/4 回転糸切り

70-9 6号住居跡 覆土 RP3508 217 土師器 甕 破片 － （9.0）（10.1） 6.2 2.5YR5/6

70-10 6号住居跡 覆土 RP3269,3673 145 土師器 甕 破片 － － （15.5） 6 5YR6/6

71-1 6号住居跡 覆土 191 RP3429,3469 150 土師器 甕 3/4 （22.8） － （28.4） 8 5YR5/4 カキメ、ケズリ ハケメ

71-2 6号住居跡 覆土 RP3492 134 土師器 甕 底部 － 5.8 （3.0） 8 7.5YR5/4 静止糸切り

71-3 6号住居跡 覆土 RP3753,3548 124 土師器 甕 2/3 （24.0） － （35.3） 7 5YR7/8 ケズリ

71-4 6号住居跡 覆土 191 RP3429,3465,3469 151 土師器 甕 3/4 21.0 4.2 34.9 6 5YR7/6 ケズリ

71-5 6号住居跡 覆土 RP3804 141 土師器 甕 底部 － 5.6 2.0 5 7.5YR5/4 回転糸切り

71-6 6号住居跡 覆土 RP3269 161 土師器 甕 破片 （21.0） － （14.0） 5 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

71-7 6号住居跡 覆土 RP3876 142 土師器 坏 破片 － （7.0） （2.8） 5 10YR6/4 回転糸切り

71-8 6号住居跡 覆土 RP3699 128 土師器 甕 底部 － （7.6） （2.4） 9 7.5YR6/4 網代痕

71-9 6号住居跡 覆土 216 土師器 甕 破片 － － （21.1） 5.7 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

71-10 6号住居跡 覆土 RP3956 144 土師器 甕 破片 － （7.4） （7.4） 8.5 7.5YR5/3 回転糸切り

71-11 6号住居跡 覆土 RP3446 130 土師器 甕 底部 － （8.0） （1.4） 7 2.5YR5/4 回転篦きり

71-12 6号住居跡 覆土 RP3707 139 土師器 甕 底部 － （6.0） （3.2） 9 7.5YR6/4

72-1 6号住居跡 覆土 RP3272 126 土師器 器台 破片 － （26.0） （3.0） 10 5YR6/6

72-2 6号住居跡 覆土 RP3495 132 土師器 器台 破片 － （26.0） （3.0） 10.0 7.5YR6/4

72-3 6号住居跡 覆土 RP3449 131 土師器 甕 破片 － （13.0） （3.8） 7 7.5YR6/4

72-4 6号住居跡 カマド RP3986 120 土師器 甕 破片 － （6.7）（20.0） 5 7.5YR6/4 ケズリ ケズリ

72-5 6号住居跡 覆土 183 土師器 鉢 1/4 （8.6） － 4.4 4 10YR5/3

73-1 7号住居跡 覆土 465 須恵器 甕 破片 18.6 － （4.0） 9 5Y4/1

73-2 7号住居跡 覆土 RP3565 294 須恵器 甕 破片 － － （8.9） 9 10YR5/1

73-3 7号住居跡 覆土 13 須恵器 甕 破片 － － － 9.0 10YR4/1 タタキ タタキ

73-4 7号住居跡 覆土 RP3566 12 須恵器 甕 破片 － － － 10.4 5Y5/1 タタキ タタキ

73-5 7号住居跡 床 RP3567 459 土師器 鉢 破片 21.6 － 5.3 8 10YR5/4

73-6 7号住居跡 覆土 RP3567 460 土師器 甕 破片 － － （3.7） 9 7.5YR6/4

73-7 7号住居跡 床 RP3567 14 土師器 鉢 破片 － － （15.7） 7.0 7.5YR7/4 ハケメ、ミガキ

73-8 7号住居跡 覆土 RP3568 464 土師器 甕 破片 － （16.0） （4.4） 8 7.5YR5/3 ケズリ ハケメ

74-1 8号住居跡 覆土 RP3576 15 土師器 坏 底部 － 4.8 （1.2） 7 5YR6/6 回転糸切り

74-2 8号住居跡 覆土 16 土師器 坏 1/3 （14.8） － （4.8） 7.4 5YR6/6 ハケメ ハケメ

74-3 8号住居跡 炉 RP3573 17 土師器 壺 1/3 （5.5） 4.0 （10.7） 6.0 7.5YR6/4 ミガキ

74-4 8号住居跡 炉 192 RP3574 39 土師器 甕 1/2 （22.0） － （17.9） 7 7.5YR6/4 ハケメ カキメ

74-6 10号住居跡 床上 192 RP3597 474 須恵器 坏 一部破損 14.2 4.2 3.8 4 5Y6/1 回転篦きり

74-7 10号住居跡 床上 469 須恵器 坏 破片 （14.2） （9.2） 3.4 4 7.5YR5/1 回転篦きり

74-8 10号住居跡 床上 RP3596 466 須恵器 坏 1/2 15.0 （9.0） 6.2 4 7.5YR5/4
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74-9 10号住居跡 カマド RP3593 472 須恵器 坏 1/2 15.0 10.0 3.7 4 2.5Y5/1 回転篦きり

74-10 10号住居跡 床上 470 須恵器 高台付坏 1/4 （13.8） （8.2） 4.2 4 10YR6/1 回転篦切付高台

74-11 10号住居跡 カマド 192 RP3592 475 須恵器 高台付坏 2/3 （13.8） 8.4 4.7 4.5 10YR5/1 回転篦切付高台

74-12 10号住居跡 床上 192 RP3595 473 須恵器 蓋 一部破損 16.7 － 5.4 7 5YR5/2

74-13 10号住居跡 床 192 RP3599 471 須恵器 蓋 一部破損 14.4 － 2.6 5 N6/0

74-14 10号住居跡 床 18 土師器 鉢 1/4 （16.0） － （6.6） 6.3 2.5Y6/6 ハケメ、指圧痕 ハケメ

74-15 10号住居跡 カマド RP3589 468 土師器 甕 1/3 － 8.6 （6.8） 5.5 5YR5/4

74-16 10号住居跡 カマド RP3591 467 土師器 甕 1/3 － 8.6 （6.7） 5 5YR6/4

75-1 11号住居跡 床 RP3603 476 須恵器 坏 1/2 （14.0）（10.0） 3.5 4 2.5Y7/2 回転篦きり

75-2 11号住居跡 カマド 192 RP3602 477 須恵器 蓋 完形 17.0 － 4.5 7.5 N4/0

75-3 11号住居跡 カマド RP3606 462 土師器 甕 1/3 － 6.5 （4.35） 7 5YR4/3

75-4 11号住居跡 床 192 RP3604 461 土師器 甕 1/3 （20.0） － （12.7） 9 7.5YR6/6 ハケメ ハケメ、ナデ

75-5 11号住居跡 覆土 RP3601 463 土師器 鉢 3/4 15.9 8.3 11.8 9 5YR4/4

75-6 12号住居跡 覆土 287 須恵器 坏 1/4 （14.6） （7.6） （4.0） 3.5 10YR6/2 回転糸切り

75-7 12号住居跡 覆土 285 須恵器 坏 1/4 （13.2） （6.8） （3.3） 2.7 5Y5/1 回転糸切り

75-8 12号住居跡 覆土 RP613 265 須恵器 坏 2/3 12.6 6.6 3.4 5.5 2.5YR5/2 回転糸切り

75-9 12号住居跡 覆土 283 須恵器 坏 破片 （15.2） － （5.9） 4.2 N4/0

75-10 12号住居跡 覆土 288 須恵器 高台付坏 1/4 （14.8） （8.2） 6.0 3.5 N5/0

75-11 12号住居跡 覆土 RP612 264 須恵器 蓋 3/4 15.0 － 3.2 8.5 N5/0

75-12 12号住居跡 覆土 RP614 268 須恵器 甕 破片 － － － 9 N3/0 タタキ アテ

75-13 12号住居跡 覆土 284 須恵器 甕 破片 － － － 11.5 10YR4/1 タタキ アテ

75-14 12号住居跡 覆土 RP615 263 須恵器 甕 破片 － － － 11 10YR4/1 タタキ、ハケメ アテ

76-1 12号住居跡 覆土 280 土師器 坏 破片 － （5.8） （4.0） 5.2 5YR5/2

76-4 2号竪穴状遺構 覆土 RP520 281 須恵器 坏 2/3 （14.0） （7.2） 3.9 4 5Y6/1 回転糸切り

76-5 2号竪穴状遺構 覆土 286 須恵器 坏 1/3 （13.4） （7.4） 3.2 4 10YR6/2 回転糸切り

76-6 2号竪穴状遺構 覆土 282 須恵器 坏 1/4 （13.6） （7.0） 3.7 4 10YR5/1 回転糸切り

76-7 2号竪穴状遺構 覆土 192 RP519 610 須恵器 蓋 完形 16.2 － 2.7 6 ？

76-10 13号住居跡 覆土 192 RP3184 584 須恵器 坏 3/4 14.9 7.6 4.2 6 10YR6/2 回転糸切り

76-11 13号住居跡 床 192 RP3178 585 須恵器 坏 2/3 14.4 7.8 3.8 4 10YR5/1 回転篦きり

76-12 13号住居跡 覆土 192 RP3652 586 須恵器 坏 一部破損 14.9 7.3 4.3 4.5 2.5YR6/2 回転篦きり

76-13 13号住居跡 覆土 RP3194 580 須恵器 坏 一部破損（13.4） 8.2 4.0 6 10YR5/2 回転篦きり

76-14 13号住居跡 覆土 RP3196 575 須恵器 坏 完形 （14.4） 8.0 4.4 5 2.5Y5/1 回転糸切り

76-15 13号住居跡 覆土 RP3394 600 須恵器 坏 1/3 （15.0） － 4.6 4 2.5Y5/1

77-1 13号住居跡 覆土 RP3185 583 須恵器 坏 1/3 （13.4） 5.6 3.8 5 N5/0 回転糸切り

77-2 13号住居跡 カマド 192 RP3655 593 須恵器 坏 一部破損 13.1 （6.8） 6.3 4.5 5Y5/1 回転篦きり

77-3 13号住居跡 床 192 RP3182 577 須恵器 坏 完形 13.2 7.2 3.4 3.5 2.5Y5/1 回転篦きり

77-4 13号住居跡 覆土 RP3176 578 須恵器 坏 底部 － 8.8 2.0 4 10YR7/3 回転篦きり

77-5 13号住居跡 覆土 RP3191 581 須恵器 坏 破片 － （9.0） 2.2 4.5 2.5Y6/2 回転篦きり

77-6 13号住居跡 覆土 RP3177 582 須恵器 高台付坏 1/3 （14.8） （9.0） 8.45 4 10YR5/1 回転糸切付高台

77-7 13号住居跡 覆土 RP3197 579 須恵器 高台付坏 1/3 （13.4） （8.8） 4.5 4.5 10YR4/1 回転篦切付高台

77-8 13号住居跡 覆土 RP3351 587 須恵器 高台付坏 2/3 （12.2） （6.6） 4.9 5 N4/0 回転糸切付高台

77-9 13号住居跡 覆土 595 須恵器 高台付坏 破片 － （7.4） 2.4 5 5Y4/1 回転糸切付高台

77-10 13号住居跡 覆土 RP3353 589 須恵器 高台付坏 底部 － （7.4） 2.5 6 N6/0 回転糸切付高台

77-11 13号住居跡 床 44 須恵器 坏？ 破片 （15.4） － （6.1） 7.2 7.5YR4/1

77-12 13号住居跡 カマド 192 RP3657 592 須恵器 蓋 一部破損 14.0 － 3.3 5 5Y5/1

77-13 13号住居跡 覆土 192 RP3174 574 須恵器 蓋 完形 14.2 － 2.6 6.5 N5/0

77-14 13号住居跡 覆土 RP3187 576 須恵器 蓋 破片 － － － 5 10YR4/1

77-15 13号住居跡 覆土 192 RP3179,3180 601 須恵器 壺 一部破損 10.9 － （16.3） 6 10Y4/1 篦ナデ カキメ、篦ナデ

77-16 13号住居跡 覆土 598 須恵器 甕 破片 （17.2） － 3.5 7 5YR4/1

77-17 13号住居跡 覆土 597 須恵器 甕 底部 － （13.0） 5.5 9 2.5Y4/1 ケズリ？

77-18 13号住居跡 覆土 596 須恵器 甕 底部 － （5.0） 2.6 6 7.5YR4/1 回転糸切り

77-19 13号住居跡 覆土 RP3200 599 須恵器 壷 底部 － （9.6） 5.3 6 N4/0 回転糸切付高台

77-20 13号住居跡 覆土 43 須恵器 甕 破片 － － － 10.4 N4/0 タタキ アテ

78-1 13号住居跡 覆土 192 571 土師器 鉢 完形 8.6 4.9 5.8 5 7.5YR6/4 回転糸切り

78-2 13号住居跡 覆土 192 RP3175 573 土師器 鉢 3/4 － 8.6 （7.6） 5 5YR5/4

78-3 13号住居跡 覆土 RP3195 572 土師器 甕 2/3 － 7.6 （9.9） 5 5YR5/4

78-7 14号住居跡 ピット内 193 RP3814 479 土師器 甕 2/3 － 4.4 （12.6） 4.5 10YR6/4 ハケメ、ケズリ

78-8 14号住居跡 ピット内 193 478 土師器 鉢 2/3 （18.0） － （10.1） 5.5 10YR7/3 ミガキ

78-9 15号住居跡 炉 193 RP3620 113 土師器 高坏 3/4 （16.7）（12.6）（12.1） 5 5YR6/6 ミガキ

78-10 15号住居跡 炉 RP3621 177 土師器 高坏 2/3 （9.8）（12.1） （8.5） 6.5 2.5YR5/6 ミガキ

78-11 15号住居跡 炉 RP3618 109 土師器 高坏 1/2 （8.0） （9.6） 7.7 5.2 7.5YR5/6 ミガキ ミガキ

78-12 15号住居跡 覆土 RP3624 175 土師器 高坏 2/3 （8.4） － （2.5） 5 7.5YR6/4 ミガキ、ナデ

78-13 15号住居跡 覆土 RP3629 180 土師器 高坏 1/3 － （7.0） （3.5） 6.5 7.5YR6/4 ハケメ

78-14 15号住居跡 炉 RP3659 176 土師器 高坏 1/2 （9.4） － （2.4） 4.8 10YR5/6

79-1 15号住居跡 炉 193 RP3622 115 土師器 高坏 2/3 （14.8）（10.0）（16.6） 6 7.5YR6/4 ハケメ、ミガキ ハケメ、ナデ

79-2 15号住居跡 炉 RP3659 178 土師器 鉢 1/4 （16.0） － （7.8） 5 5YR6/6 ミガキ ミガキ

79-3 15号住居跡 床 RP3632 185 土師器 ミニチュア土器 3/4 （5.0） （2.8） （3.0） 4.7 5YR5/6

79-4 15号住居跡 炉 193 RP3616 108 土師器 壷 3/4 － （3.0）（10.7） 7.5 7.5YR5/4 ケズリ、ミガキ

79-5 15号住居跡 炉 193 RP3619 106 土師器 甕 2/3 （12.2） 3.6 11.7 4.5 2.5Y6/4

79-6 15号住居跡 炉 193 RP3613 45 土師器 甕 1/2 （23.0） 6 26.0 6.5 10YR4/2 ハケメ ハケメ

79-7 15号住居跡 覆土 RP3627 179 土師器 壺 2/3 － 5.8 17.2 6.5 7.5YR6/3 ハケメ

79-8 15号住居跡 床 193 RP3631 63 土師器 壺 完形 17.0 8.3 33.4 7.5 7.5YR7/3 ミガキ

80-1 15号住居跡 炉 194 RP3615 53 土師器 甕 3/4 （16.4） 6.4 21.0 7.5 10YR7/4 ハケメ ハケメ

80-2 15号住居跡 炉 194 RP3614 58 土師器 甕 完形 18.1 5.0 22.0 7 2.5YR4/1 ハケメ

80-3 15号住居跡 覆土 194 181 土師器 甕 3/4 （14.0） － （5.7） 7.3 5YR5/6 ハケメ ハケメ

80-4 15号住居跡 覆土 183 土師器 甕 破片 （20.0） － （4.2） 5 10YR5/2 ナデ ナデ

80-5 15号住居跡 覆土 RP3626 168 土師器 甕 2/3 （17.0） － （18.0） 5.5 ？ ハケメ

80-6 15号住居跡 覆土 RP3628 182 土師器 甕 破片 － （4.4） （4.0） 5.8 7.5YR7/3

80-7 15号住居跡 覆土 RP3617 41 土師器 甕 1/4 － （4.4）（10.7） 6 10YR7/3 ハケメ、ケズリ ハケメ

80-8 15号住居跡 炉 RP3618 110 土師器 壷 1/3 （8.0） （9.6） （7.7） 5.2 7.5YR5/6 ハケメ、ミガキ ハケメ

81-1 16号住居跡 覆土 194 RP3840 489 須恵器 坏 完形 13.9 7.2 4.2 6 5Y5/1 回転糸切り

81-2 16号住居跡 覆土 194 RP3845 490 須恵器 坏 一部破損 14.5 7.0 4.0 5 5Y5/1 回転篦きり
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81-3 16号住居跡 床 194 RP3837 487 須恵器 坏 一部破損（14.2） 6.8 4.2 5 10Y4/1 回転篦きり

81-4 16号住居跡 覆土 483 須恵器 坏 1/4 （14.0） （7.8） 3.2 5 7.5Y5/1 回転篦きり

81-5 16号住居跡 床 RP3859 488 須恵器 坏 1/2 14.0 8.2 3.5 5 10YR4/1 回転糸切り

81-6 16号住居跡 覆土 194 RP3847 491 須恵器 坏 2/3 13.8 6.0 3.7 5 5YR6/4 回転糸切り

81-7 16号住居跡 覆土 RP3855 485 須恵器 高台付坏 底部 － （8.4） 2.7 5 7.5Y5/1 回転篦切付高台

81-8 16号住居跡 覆土 RP3846 486 須恵器 坏 破片 － （8.8） 2.7 4 2.5Y6/2 回転篦きり

81-9 16号住居跡 覆土 482 須恵器 坏 破片 － （6.6） （1.8） 5 10GY4/1 回転糸切り

81-10 16号住居跡 覆土 484 須恵器 坏 破片 － （6.6） （1.8） 7 10YR5/2 回転糸切り

81-11 16号住居跡 覆土 RP3857 22 須恵器 蓋 2/3 （16.0） － 4.2 6.5 N5/0

81-12 16号住居跡 覆土 RP3843,3853 295 土師器 甕 破片 － － （10.5） 7 7.5YR6/4

81-14 17号住居跡 ピット内 RP3823 495 須恵器 坏 1/4 14.0 8.4 3.8 5 10YR6/2 回転篦きり

81-15 17号住居跡 ピット内 RP3831 500 土師器 坏 破片 － （7.0） 2.1 5.5 10YR6/4 木葉痕

81-16 17号住居跡 覆土 RP3822 494 須恵器 蓋 1/2 （15.0） － 2.5 5 10YR6/2

81-17 17号住居跡 ピット内 RP3827 32 須恵器 甕 破片 － － － 15.0 N4/0 タタキ アテ

81-18 17号住居跡 覆土 RP3830 33 土師器 甕 破片 － － （8.1） 6.8 7.5YR6/3 ハケメ ハケメ、指圧痕

81-19 17号住居跡 覆土 RP3826 296 土師器 鉢 1/4 （40.0） － （9.5） 9 2.5Y5/2 ハケメ

82-1 18号住居跡 覆土 RP505 602 須恵器 坏 一部破損（13.0） 8.8 4.25 3.7 2.5Y5/1 静止糸切り

82-2 18号住居跡 ピット内 RP607 247 須恵器 坏 3/4 13.7 9.8 4.0 3.6 7.5YR6/4 回転篦きり

82-3 18号住居跡 床 RP518 276 須恵器 坏 1/3 （15.0） （9.0） 4.2 5.5 5Y6/1 回転糸切り

82-4 18号住居跡 ピット内 261 須恵器 蓋 3/4 16.6 － 2.8 5 10YR5/1

82-5 18号住居跡 覆土 RP608 262 須恵器 蓋 2/3 － － 1.9 6 2.5Y5/1

82-6 18号住居跡 覆土 252 須恵器 甕 破片 － － － 11 N4/0 タタキ アテ

82-7 18号住居跡 床 194 RP517 245 黒色土器 坏 3/4 （19.0） 7.6 8.0 6.5 7.5YR5/3 ミガキ ミガキ

82-8 18号住居跡 床 194 RP517 274 土師器 鉢 2/3 36.0 － 19.1 8.5 10YR7/3 ハケメ、ケズリ

82-9 18号住居跡 覆土 195 RP505 279 土師器 甕 2/3 （22.8） （7.7） 34.3 7 5YR5/6 ケズリ

82-10 18号住居跡 覆土 195 RP505 277 土師器 甕 3/4 （20.1） 8.6 36.2 6 7.5YR5/3 ケズリ

83-1 18号住居跡 床 194 RP515,516,517 271 土師器 甕 2/3 （14.2） 7.8 14.0 7.5 7.5YR4/2 ハケメ ハケメ 木葉痕

83-2 18号住居跡 覆土 195 RP505 275 土師器 甕 3/4 22.1 7.3 35.9 5 7.5YR5/4 ケズリ

83-3 19号住居跡 覆土 RP3637 493 須恵器 高台付坏 1/2 （13.8） － （4.0） 5 5Y4/1 回転篦切付高台

83-4 19号住居跡 覆土 RP3639 29 須恵器 坏 破片 （14.0）（11.6） 3.0 4.5 5Y5/1

83-5 19号住居跡 覆土 492 須恵器 坏 破片 － （8.6） 1.5 3.5 10YR7/2 回転篦切

83-6 19号住居跡 覆土 RP3640 24 須恵器 坏 底部 － （10.4） 2.7 6.9 10YR7/4 回転糸切り

83-7 19号住居跡 覆土 27 須恵器 甕 破片 － － － 9.8 2.5Y5/1 タタキ アテ

83-8 19号住居跡 覆土 26 土師器 甕 1/4 （16.0） － （4.5） 5.2 7.5YR6/6 ハケメ ハケメ

83-9 19号住居跡 床 RP3633 50 土師器 甕 1/3 － 6.6 16.3 7.5 5YR4/2 ハケメ ハケメ

83-10 19号住居跡 覆土 23 土師器 甕 破片 （18.0） － （4.7） 6 7.5YR4/3 ハケメ ハケメ

83-11 19号住居跡 覆土 25 黒色土器 坏 1/4 （15.4） － （5.7） 5 2.5YR5/6 ミガキ ミガキ

84-1 20号住居跡 覆土 RP4004 320 須恵器 坏 破片 － （7.0） 2.3 4 10YR4/1 回転糸切り

84-2 20号住居跡 覆土 319 須恵器 坏 1/4 － （7.4） 2.1 5 5Y5/1 回転糸切り

84-3 20号住居跡 覆土 317 須恵器 高台付坏 1/4 － （7.0） 3.8 5 2.5Y4/1 回転篦切付高台

84-4 20号住居跡 覆土 318 須恵器 蓋 破片 （14.0） － 1.4 5 5YR4/2

84-5 20号住居跡 カマド RP4002 322 土師器 甕 破片 （22.0） － 12.3 6 7.5YR5/4

84-6 20号住居跡 覆土 321 土師器 甕 破片 （23.0） － 6.4 6.5 7.5YR5/4

84-7 20号住居跡 カマド RP4002 84 土師器 甕 破片 （21.8） － （10.2） 5.8 ？

84-8 20号住居跡 カマド RP4002 90 土師器 甕 1/3 （12.8） （7.0） 36.0 7 7.5YR5/6

84-9 20号住居跡 カマド RP4001 324 土師器 甕 破片 － 9.0 3.5 8 5YR5/6 回転糸切り

84-10 20号住居跡 カマド RP4001 325 土師器 甕 破片 － （8.0） 3.0 7 7.5YR5/4 回転糸切り

84-11 20号住居跡 覆土 RP4003 323 土師器 甕 破片 － 5.5 2.8 6 7.5YR6/4

84-12 20号住居跡 カマド RP4002 79 土師器 甕 1/3 － 6.6 19.0 7 7.5YR6/4

85-1 21号住居跡 ピット内 RP3971,3995 503 土師器 坏 1/4 （16.0） （8.0） 4.5 6 7.5YR6/6

85-2 21号住居跡 ピット内 RP3979 506 須恵器 坏 1/4 （13.2） （8.8） 4.1 5.5 5Y6/1 回転篦きり

85-3 21号住居跡 覆土 507 須恵器 高台付坏 1/4 （15.0） 10.8 （6.5） 4 5Y5/1 回転篦切付高台

85-4 21号住居跡 カマド 195 RP3970 219 須恵器 高台付坏 1/4 17.8 － （7.8） 4.2 2.5Y5/1 回転糸切付高台

85-5 21号住居跡 覆土 91 須恵器 壺 底部 － （16.0） （3.4） 6.5 5PR5/1 回転糸切付高台

85-6 21号住居跡 覆土 93 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR5/1

85-7 21号住居跡 ピット内 195 RP3978 504 土師器 甕 一部破損 11.6 5.0 11.4 4.7 7.5YR6/4

85-8 21号住居跡 カマド 195 RP3972 502 土師器 甕 2/3 14.7 7.2 14.0 6 7.5YR6/4 ハケメ

85-9 21号住居跡 覆土 RP3974 94 土師器 鍋 破片 （42.2） － （8.7） 6 7.5YR5/2

85-10 21号住居跡 ピット内 RP3974 95 土師器 鍋 1/4 （37.6） － （16.2） 9 10YR7/4 ナデ ハケメ

85-12 22号住居跡 覆土 92 須恵器 坏 破片 （14.2） － （3.1） 4.4 2.5Y5/1

86-1 23号住居跡 カマド 196 RP4069 516 須恵器 坏 一部破損 14.1 6.4 4.0 6 2.5Y6/2 回転糸切り

86-2 23号住居跡 カマド 196 RP4010,4072 529 須恵器 坏 3/4 13.4 6.2 5.0 4 2.5Y5/1 回転糸切り

86-3 23号住居跡 覆土 RP4007 518 須恵器 坏 1/2 （13.6） （6.8） 3.5 5 5Y4/1 回転糸切り

86-4 23号住居跡 カマド 520 土師器 坏 2/3 14.0 7.0 3.8 5.5 10YR7/3 回転糸切り

86-5 23号住居跡 覆土 525 須恵器 坏 1/2 （14.0） （6.6） 3.6 5 10YR5/2 回転糸切り

86-6 23号住居跡 カマド RP4068 512 土師器 坏 1/3 （14.0） 7.2 3.9 5 10YR6/4 回転糸切り

86-7 23号住居跡 覆土 RP4006 517 須恵器 坏 1/2 （14.0） （6.6） 3.5 5 5Y5/1 回転糸切り

86-8 23号住居跡 床 196 RP4012 515 須恵器 高台付坏 2/3 （13.0） 7.4 5.4 5 10YR5/1 回転糸切付高台

86-9 23号住居跡 覆土 524 須恵器 坏 1/4 （10.6） （5.4） 4.1 5 2.5Y5/1 回転糸切り

86-10 23号住居跡 覆土 521 須恵器 坏 破片 （12.8） － （3.1） 4.5 10Y4/1

86-11 23号住居跡 覆土 522 須恵器 坏 破片 12.6 － （2.9） 5 10YR5/2

86-12 23号住居跡 覆土 528 須恵器 蓋 破片 （13.8） － 2.3 4 10YR4/1

86-13 23号住居跡 覆土 519 須恵器 蓋 破片 （15.0） － （2.0） 2.5 10YR4/1

86-14 23号住居跡 覆土 526 須恵器 蓋 破片 （14.0） － 2.1 4 N5/0

86-15 23号住居跡 覆土 527 須恵器 蓋 1/4 （16.0） － 2.5 6 10YR4/1

86-16 23号住居跡 壁溝 RP4105 510 土師器 甕 1/4 － （8.5） （8.5） 6.5 7.5YR5/3 ハケメ、篦ナデ

86-17 23号住居跡 カマド RP4009 513 土師器 甕 破片 （22.8） － （12.2） 8 5YR6/6 ハケメ

86-18 23号住居跡 壁溝 RP4105 509 土師器 甕 破片 （21.0） － （10.7） 8 5YR5/4 ハケメ

86-19 23号住居跡 覆土 RP4013 105 土師器 甕 破片 （24.2） － 8.1 7.6 5YR5/4

86-20 23号住居跡 覆土 107 土師器 甕 破片 （22.4） － 10.2 7.0 5YR6/6

86-21 23号住居跡 カマド RP4104 511 土師器 甕 破片 － － － 10 5YR6/6 ケズリ

86-22 23号住居跡 カマド RP4071 514 土師器 甕 底部 － 8.6 （9.1） 6 7.5YR5/3 回転糸切り
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87-1 24号住居跡 覆土 RP4008 537 須恵器 壷 破片 － － （9.5） 5 10YR5/1 ケズリ

87-2 24号住居跡 覆土 RP4011 536 須恵器 高台 破片 － 7.9 2.7 5 N4/0

87-3 25号住居跡 覆土 RP3999 38 須恵器 甕 破片 － － （38.5） 11 7.5Y5/1 タタキ アテ

87-4 25号住居跡 覆土 RP3992,4000 297 須恵器 横瓶 1/4 － － － 7 10YR5/1 タタキ アテ

87-5 25号住居跡 覆土 531 須恵器 甕 破片 （13.0） － （4.3） 7 10YR4/1 タタキ アテ

87-6 25号住居跡 覆土 RP3991 47 須恵器 甕 破片 （21.6） － （8.5） 8 N4/0 タタキ アテ

87-7 25号住居跡 覆土 RP3994,3991 56 須恵器 横瓶 破片 － － － 10 タタキ アテ

87-8 25号住居跡 覆土 530 土師器 甕 破片 （13.0） － （9.2） 5 7.5YR6/4

87-9 25号住居跡 覆土 RP3997 48 須恵器 坏 破片 － （10.2） 2.3 4.5 7.5YR7/6 静止糸切り

87-10 25号住居跡 覆土 RP3989 49 土師器 坏 破片 － （8.0） （4.0） 8 7.5YR6/4

88-1 26号住居跡　 床 RP4143 534 須恵器 坏 2/3 （14.4） 8.6 3.7 4 2.5YR6/2 回転篦きり

88-2 26号住居跡　 炉 RP4141 535 須恵器 高台付坏 2/3 （11.2） 6.8 5.0 4 N5/0 回転篦切付高台

88-3 26号住居跡　 覆土 42 須恵器 甕 破片 － － － 11 タタキ アテ

88-4 26号住居跡　ピット2 196 RP4146 532 土師器 甕 1/2 － 7.4 （8.3） 7 5YR5/4

88-5 26号住居跡　 床 RP4145 533 土師器 甕 破片 － （6.0）（15.7） 7 7.5YR6/6 ケズリ ケズリ

89-1 28号住居跡 覆土 76 土師器 器台 破片 － － － 10 7.5YR5/4 ハケメ

89-2 28号住居跡 覆土 73 土師器 坏？ 破片 （12.0） － （3.1） 8 7.5YR5/3 ハケメ

89-3 28号住居跡 覆土 RP3646 75 土師器 甕 破片 － （5.8） 14.3 7 7.5YR4/1 ハケメ ハケメ

89-4 28号住居跡 覆土 30 土師器 甕 1/4 （18.6） － （10.4） 9 7.5YR5/3 ハケメ、ナデ ハケメ

89-5 28号住居跡 覆土 RP3643,3544 71 土師器 甕 破片 （16.0） － （6.1） 5.4 7.5YR5/2 ハケメ、ナデ ハケメ

89-6 28号住居跡 覆土 RP3645,3648 72 土師器 甕 1/2 17.3 － 24.1 6 10YR7/3 ハケメ ハケメ

89-7 28号住居跡 覆土 196 RP3867 74 土師器 甕 2/3 （13.6） 8.4 5.1 6 10YR7/2 ハケメ ハケメ

89-8 28号住居跡 覆土 RP3642 31 土師器 甕 底部 － （7.5） （3.4） 7 10YR6/3 ハケメ

89-9 29号住居跡 ピット 303 須恵器 甕 破片 10.4 － 10.8 6 7.5YR4/1 タタキ

89-10 29号住居跡 覆土 302 土師器 こし器 破片 － 12.0 7.4 8 7.5YR6/4 ケズリ ケズリ

90-1 31号住居跡 覆土 35 須恵器 高台付坏 底部 － 6.5 1.4 6 7.5YR6/1 回転糸切坏高台

90-2 31号住居跡 覆土 RP3810 497 須恵器 坏 3/4 13.9 8.2 3.3 5 10Y4/1 回転糸切り

90-3 31号住居跡 覆土 496 須恵器 坏 1/4 （13.6） （8.0） 3.5 5 N4/0 回転糸切り

90-4 31号住居跡 覆土 498 須恵器 坏 破片 （14.8）（10.8） 3.1 4 10YR6/3

90-5 31号住居跡 覆土 36 土師器 坏 底部 － （8.0） 1.4 6 7.5YR6/4

90-6 31号住居跡 覆土 34 須恵器 蓋 1/4 （14.0） － （2.5） 5.5 2.5Y6/1

90-7 31号住居跡 覆土 RP3811 499 土師器 甕 1/3 － 6.0 （3.7） 5 10YR5/2 回転糸切り

90-8 31号住居跡 覆土 RP3813 501 土師器 甕 1/4 （18.0） － （10.5） 6.5 5YR5/4 ハケメ

90-9 30号住居跡 床 RP3807,3808 508 土師器 甕 破片 － － （10.5） 8 7.5YR7/4 ハケメ ハケメ

90-11 33号住居跡 覆土 RP4038 236 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR6/2 タタキ アテ

90-12 33号住居跡 床 RP4034 301 須恵器 横瓶 破片 － － － 10 2.5YR5/1 タタキ アテ

90-13 33号住居跡 覆土 196 RP4036 300 土師器 甕 3/4 － 6.8 15.7 5 5YR5/4 ナデ

90-14 33号住居跡 カマド 196 RP4122 298 土師器 鉢 3/4 14.4 6.5 8.3 4.5 2.5YR6/6 ケズリ

90-15 33号住居跡 床 196 RP4035 299 黒色土器 坏 2/3 17.0 9.0 6.5 5 7.5YR6/4 ミガキ ミガキ

91-1 34号住居跡 覆土 196 306 須恵器 坏 破片 － （9.2） 1.8 7 10YR5/2 回転糸切り

91-2 34号住居跡 覆土 307 須恵器 坏 1/4 － （7.0） 2.1 5 10YR6/2 回転糸切り

91-3 34号住居跡 覆土 308 土師器 坏 底部 － 7.0 1.5 3 10YR6/3 回転糸切り

91-4 34号住居跡 覆土 RP4016,4018 311 土師器 鉢 破片 （38.0） － 14.7 7 7.5YR6/4 回転糸切り

91-5 34号住居跡 覆土 RP4018 310 土師器 甕 1/3 21.1 － 12.1 5 5YR5/4

91-6 34号住居跡 カマド RP4051 309 土師器 甕 1/4 － － （10.8） 6 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

91-7 34号住居跡 カマド RP4051 169 土師器 甕 1/3 － （11.4） （8.2） 6.6 7.5YR5/4 ハケメ ハケメ

91-8 35号住居跡　 覆土 196 RP4017 432 須恵器 高台付坏 1/2 14.0 8.0 7.6 4 N4/0 回転糸切付高台

91-9 35号住居跡　 覆土 241 須恵器 甕 破片 － － － 4.7 10YR7/2 タタキ アテ

91-10 36号住居跡 床 196 RP4020 312 須恵器 蓋 2/3 15.2 － 4.2 5 10YR6/2

91-11 36号住居跡 覆土 149 須恵器 甕 破片 － － － 8 2.5Y4/1 タタキ アテ

91-12 36号住居跡 覆土 150 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR7/2 タタキ アテ

92-1 36号住居跡 覆土 196 RP4019 433 須恵器 鉢 2/3 （35.0）（16.4） 17.8 16 7.5YR5/3 カキメ、タタキ

92-2 36号住居跡 カマド RP4106 313 土師器 甕 1/4 （24.0） － 15.5 7.5 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

92-3 36号住居跡 カマド RP4106 314 土師器 甕 破片 － － 18.5 8 7.5YR6/6 ハケメ ハケメ

92-5 37号住居跡 炉内 RP4109 315 土師器 甕 破片 （18.4） － 3.5 6 10YR6/3 ナデ

92-7 38号住居跡 床上 RP4127 330 須恵器 坏 1/2 （14.2） 6.6 3.6 5 10YR5/2 回転糸切り

92-8 38号住居跡 床上 196 RP4129 339 須恵器 坏 一部破損（14.0） 7.3 4.1 5 5YR6/6 回転糸切り

92-9 38号住居跡 床上 196 RP4127 329 須恵器 坏 一部破損 15.2 6.6 4.4 4 10YR6/3 回転糸切り

92-10 38号住居跡 カマド RP4111 331 須恵器 坏 1/2 14.0 6.0 4.0 5 10YR5/2 回転糸切り

92-11 38号住居跡 床上 RP3664 326 須恵器 坏 1/2 13.0 6.0 3.7 5 10YR5/2 回転糸切り

92-12 38号住居跡 覆土 333 須恵器 坏 1/4 － （7.0） 2.1 5 10YR5/2 回転糸切り

92-13 38号住居跡 覆土 336 須恵器 高台付坏 1/4 － 7.5 2.6 4 N5/0 回転糸切付高台

92-14 38号住居跡 覆土 334 須恵器 坏 破片 （13.8） （7.0） 3.8 4 5Y5/1 回転糸切り

92-15 38号住居跡 カマド RP4123 332 須恵器 坏 1/3 － （6.4） 2.8 5 10YR5/3 回転糸切り

93-1 38号住居跡 床上 RP3665 328 須恵器 蓋 1/2 15.0 － 2.15 5.5 10YR4/1

93-2 38号住居跡 床上 RP4126 335 須恵器 蓋 3/4 15.0 － 2.8 5.5 10YR5/2

93-3 38号住居跡 床上 RP3665 327 須恵器 蓋 1/3 14.0 － 3.0 6 10YR4/1

93-4 38号住居跡 カマド RP4111 342 土師器 甕 破片 － （7.6） （8.1） 5 7.5YR6/4

93-5 38号住居跡 カマド RP4125 341 土師器 甕 1/3 － 7.5 6.5 7 5YR6/6 回転糸切り

93-6 38号住居跡 覆土 RP4125 128 土師器 甕 破片 （14.2） － 4.0 5.1 7.5YR5/4

93-7 38号住居跡 カマド RP4125 340 土師器 甕 破片 （14.0） － 5.9 4 7.5YR5/4

93-8 38号住居跡 カマド RP4124 130 土師器 甕 破片 （29.0） － （12.3） 8 10YR5/3 ナデ

93-9 38号住居跡 床上 RP4128 343 土師器 鉢 底部 － 5.6 3.5 4.5 5YR4/2 回転糸切り

93-10 38号住居跡 覆土 RP4125 129 土師器 甕 破片 － （8.0） 2.4 6.8 5YR5/4

93-11 38号住居跡 カマド RP4124 70 土師器 甕 破片 （20.8） － （12.4） 5 7.5YR6/6 ナデ

93-12 38号住居跡 床上 RP3672 338 土師器 甕 破片 － （10.0） （8.4） 8 5YR5/6

93-13 38号住居跡 覆土 RP3668 337 土師器 甕 底部 － （19.2） （7.9） 5 7.5YR6/4

93-14 38号住居跡 覆土 RP4124 67 土師器 甕 破片 － － （28.8） 9 5YR6/6

94-1 40号住居跡 覆土 RP4057 305 須恵器 坏 破片 （13.0）（10.0） 3.3 4 5Y5/1 回転篦きり

94-2 40号住居跡 炉 196 RP4030 167 土師器 鉢 3/4 － － （6.8） 6 7.5YR5/8 ナデ ハケメ

94-3 40号住居跡 炉 196 RP4029 164 土師器 高坏 一部破損 7.6 （10.0） 9.0 4.4 7.5YR5/4 ミガキ ミガキ

94-4 40号住居跡 床 196 RP4056 165 土師器 高坏 3/4 － 13.0 9.1 5 2.5YR5/4 ミガキ
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94-5 40号住居跡 炉 197 RP4022 132 土師器 壺 1/2 （11.6） 6.0 22.0 7 10YR5/2 ハケメ

94-6 40号住居跡 炉 196 RP4026 163 土師器 壺 3/4 12.1 3.9 16.1 6.5 5YR4/4 ナデ

94-7 40号住居跡 床 197 166 土師器 壷 1/3 － 8.6 15.9 9 7.5YR5/4 ハケメ ハケメ

94-8 40号住居跡 床 197 RP4054 114 土師器 鉢 3/4 （18.2） 5.0 19.6 6 5YR6/4 ナデ、ハケメ カキメ

94-9 40号住居跡 炉 37 須恵器 鉢 2/3 （13.0） － 2.1 6 10YR6/2 ナデ、ハケメ カキメ、ハケメ

94-10 40号住居跡 炉 197 RP4023 112 土師器 鉢 2/3 （18.4） － 23.7 7 10YR3/1 ハケメ、ナデ

94-11 40号住居跡 炉 RP4024 304 土師器 鉢 1/2 － 6.8 16.8 7 7.5YR5/3 ハケメ

95-1 41号住居跡 覆土 78 須恵器 甕 破片 － － － 8.6 N4/0 タタキ タタキ

95-2 41号住居跡 覆土 RP3987 316 土師器 甕 1/3 － 7.0 5.5 5 7.5YR5/4 回転糸切り

95-3 42号住居跡 覆土 197 346 須恵器 坏 1/4 － 6.8 2.6 5 2.5Y6/2 回転糸切り 底部 墨書

95-4 42号住居跡 覆土 233 須恵器 坏 1/4 （14.2） （9.0） 3.5 4.5 2.5Y7/2 静止糸切り

95-5 42号住居跡 覆土 344 須恵器 坏 1/3 13.0 5.6 3.0 5 5Y4/1 回転糸切り

95-6 42号住居跡 覆土 237 須恵器 高台付坏 破片 － （6.8） 1.7 5 10YR5/2 回転糸切付高台

95-7 42号住居跡 覆土 230 土師器 高台付坏 破片 － （9.6） 1.6 3.9 5YR5/4 回転糸切付高台

95-8 42号住居跡 覆土 345 須恵器 蓋 2/3 15.0 － 3.4 7 10YR4/1

95-9 42号住居跡 覆土 232 須恵器 甕 破片 － － － 8.2 2.5YR5/1 タタキ アテ

95-10 42号住居跡 覆土 235 須恵器 蓋 破片 （12.8） － 1.7 6.7 10YR5/1

95-11 42号住居跡 覆土 231 須恵器 甕 破片 － － － 11 2.5YR4/1 タタキ アテ

95-12 42号住居跡 カマド RP4115 347 土師器 甕 破片 （19.0） － 10.8 5.5 5YR5/6 カキメ

95-13 42号住居跡 覆土 228 土師器 甕 破片 － （7.6） （3.1） 3.7 7.5YR6/4

95-14 42号住居跡 覆土 RP4115 227 土師器 甕 破片 － － （10.8） 5 ？ ケズリ

95-15 42号住居跡 覆土 RP4121 348 土師器 甕 1/4 － （9.4） 10.6 4.5 5YR5/6 ケズリ

96-1 44号住居跡 覆土 387 須恵器 坏 1/3 13.0 7.2 4.0 5 2.5Y7/2 回転篦きり

96-2 44号住居跡 床 RP4139 385 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） 2.6 4 5Y5/1 回転篦切付高台

96-3 44号住居跡 覆土 RP4136 386 須恵器 坏 破片 － （7.2） 3.8 4 10YR7/2 回転篦きり

96-4 44号住居跡 覆土 382 須恵器 高台付坏 1/4 （15.6） 9.4 8.5 6 2.5Y5/1 回転篦切付高台

96-5 44号住居跡 床 RP4140 384 須恵器 蓋 破片 （15.6） － 2.7 5.5 10YR7/2

96-6 44号住居跡 覆土 383 須恵器 蓋 1/4 14.6 － 2.8 5.5 2.5Y4/1

96-7 44号住居跡 覆土 152 須恵器 甕 破片 － － － 13 10YR4/1 タタキ アテ

96-8 44号住居跡 覆土 RP4135 153 須恵器 甕 破片 － － － 9 N4/0 タタキ アテ

96-9 44号住居跡 カマド RP4132 151 須恵器 甕 破片 － － － 11 10YR5/2 タタキ タタキ、アテ

96-10 44号住居跡 カマド 197 RP4131 388 土師器 甕 2/3 14.6 （6.8） 10.9 7 5YR5/4 ナデ

96-11 44号住居跡 覆土 155 土師器 甕 破片 （17.6） － （10.8） 5.3 7.5YR5/4 ナデ ナデ

96-12 44号住居跡 覆土 390 土師器 甕 底部 － 8.0 3.0 7 7.5YR6/6 回転篦きり

96-13 44号住居跡 覆土 389 土師器 甕 底部 － 8.4 2.0 7 7.5YR4/3 回転篦きり

97-1 44号住居跡 カマド RP4133 154 土師器 甕 破片 （21.8） － （7.2） 7 5YR4/2 ナデ ナデ

97-2 44号住居跡 カマド RP4134 391 土師器 甕 1/4 20.0 － 19.6 6 2.5YR6/6 ナデ

97-3 46号住居跡 床上 RP4086 362 須恵器 坏 1/3 （14.4） 6.0 3.9 3 10YR5/2 回転糸切り

97-4 46号住居跡 床上 197 RP4087 363 須恵器 坏 一部破損 14.0 7.0 3.3 5 10YR5/2 回転糸切り

97-5 46号住居跡 覆土 225 須恵器 坏 破片 （13.6） － （2.9） 4.5 2.5Y5/1

97-6 46号住居跡 床上 197 RP4089 369 土師器 坏 完形 16.3 8.0 5.5 6 7.5YR5/4 回転糸切り

97-7 46号住居跡 床上 RP4084 365 須恵器 高台付坏 底部 － （8.4） 3.0 7 2.5Y6/2 回転糸切付高台

97-8 46号住居跡 床上 RP4078 364 須恵器 蓋 破片 － － （1.9） 5 2.5Y4/1

97-9 46号住居跡 床上 RP4083 361 須恵器 長頸壺 破片 （10.6） － （9.1） 5 2.5Y5/1

97-10 46号住居跡 床上 RP4092 215 土師器 鉢 1/3 （35.6） － （12.8） 7.7 5YR5/6 ケズリ、カキメ カキメ、ハケメ

97-11 46号住居跡 床 368 土師器 甕 底部 － 7.4 2.0 6 10YR6/3 回転糸切り

97-12 46号住居跡 覆土 RP4077 367 土師器 甕 底部 － 7.4 3.0 7 7.5YR5/4 回転糸切り

97-13 46号住居跡 覆土 RP4090,4102 366 土師器 甕 底部 － 8.2 2.5 6 7.5YR6/4 回転糸切り

97-14 46号住居跡 床上 220 土師器 甕 破片 － （4.6） （2.0） 4.6 10YR4/2 回転糸切り

97-15 46号住居跡 覆土 RP4092 218 土師器 甕 破片 － （7.2） （9.3） 4.1 7.5YR5/8

97-16 46号住居跡 床上 RP4082 216 土師器 甕 1/4 （24.0） － （14.7） 7 ？

98-1 47号住居跡 床上 197 RP4073 360 須恵器 蓋 一部破損 15.7 － 3.1 7 2.5Y5/1

98-2 47号住居跡 覆土 217 土師器 甕 破片 （14.8） － （4.6） 5 7.5YR6/4

98-3 47号住居跡 覆土 222 土師器 甕 2/3 6.6 － 6。0 7.5 10YR6/4 指圧痕 指圧痕

98-6 48号住居跡 覆土 RP4064 352 須恵器 坏 1/3 （13.0） 9.6 3.5 5 7.5Y5/1 回転篦きり

98-7 48号住居跡 覆土 RP4063 354 須恵器 坏 底部 － （9.4） 1.6 4 5YR6/6 回転篦きり

98-8 48号住居跡 覆土 158 須恵器 高台付坏 1/4 （10.8） （7.0） （4.8） 5.4 N5/0

98-9 48号住居跡 カマド RP4062 351 須恵器 蓋 1/2 （17.0） － 2.3 5 10Y4/1

98-10 48号住居跡 床 197 RP4066 353 須恵器 蓋 3/4 15.6 － 3.1 5 N4/0

98-11 48号住居跡 覆土 197 350 須恵器 蓋 一部破損 13.6 － 2.1 6 10YR4/1

98-12 48号住居跡 床 RP4067 349 須恵器 蓋 1/4 （15.2） － （1.9） 5 N4/0

98-13 48号住居跡 カマド 198 RP4060 197 土師器 甕 1/3 （23.0） － （36.0） 7.5 10YR5/4 篦ナデ、ケズリ

98-14 48号住居跡 カマド 198 RP4060 69 土師器 甕 2/3 22.8 7.2 35.3 6.5 7.5YR5/4 タタキ タタキ

99-1 48号住居跡 カマド 198 RP4059 358 土師器 甕 2/3 （12.6） 8.0 10.3 4 7.5YR7/4 回転篦きり

99-2 48号住居跡 覆土 159 土師器 甕 破片 （16.0） － （4.5） 3.5 7.5YR6/4

99-3 48号住居跡 覆土 356 土師器 甕 破片 － （7.0） 1.9 6 7.5YR5/4

99-4 48号住居跡 カマド RP4059 359 土師器 甕 1/4 （22.0） － （12.0） 6.5 5YR6/6

99-5 48号住居跡 覆土 357 土師器 甕 底部 － 5.0 2.7 6 7.5YR6/4

99-6 48号住居跡 覆土 RP4065 355 土師器 甕 底部 － 7.0 2.8 8 2.5Y5/2

99-9 50号住居跡 床上 RP4099 373 須恵器 坏 1/2 13.0 6.0 3.0 4 7.5Y5/1 回転糸切り

99-10 50号住居跡 覆土 370 須恵器 坏 1/4 （13.6） 6.4 3.2 4 5Y5/1 回転糸切り

99-11 50号住居跡 床上 198 RP4100 372 須恵器 高台付坏 一部破損 12.8 6.8 4.5 4 10YR6/2 回転糸切付高台

99-12 50号住居跡 床上 198 RP4098 371 須恵器 蓋 完形 13.6 － 2.9 4 2.5Y5/1

99-13 50号住居跡 カマド RP4101 87 土師器 甕 破片 （14.4） － （11.8） 7 ？

99-14 50号住居跡 カマド 198 RP4114 374 土師器 甕 2/3 15.1 7.9 14.1 7.5 7.5YR5/4

100-1 51号住居跡 覆土 377 須恵器 坏 破片 14.3 10.0 3.3 5 7.5YR5/2

100-2 51号住居跡 覆土 379 須恵器 坏 1/3 （13.8） （8.0） 3.7 5 2.5Y6/2 回転篦きり

100-3 51号住居跡 カマド RP4096 375 須恵器 坏 破片 12.4 7.0 3.1 6 2.5Y5/1 回転篦きり

100-4 51号住居跡 ピット 198 RP4093 376 須恵器 蓋 一部破損 14.6 － 3.4 7 2.5Y6/2

100-5 51号住居跡 覆土 378 土師器 蓋 破片 （13.0） － 2.1 6.5 10YR6/2

100-6 51号住居跡 カマド RP4097 381 土師器 甕 1/4 － 7.4 4.2 10 5YR4/3 ケズリ ハケメ

100-7 51号住居跡 覆土 380 土師器 甕 破片 （14.0） － （9.0） 5 7.5YR5/4
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100-8 52号住居跡 覆土 196 須恵器 甕 破片 － － － 14 10YR5/1 タタキ アテ

100-9 52号住居跡 覆土 195 須恵器 甕 破片 － － － 6.7 10YR4/1 タタキ、ハケメ アテ

100-10 52号住居跡 床 198 RP4161 430 土師器 甕 完形 7.9 4.2 8.7 6 7.5YR7/4 ハケメ、ナデ 篦ナデ

100-11 52号住居跡 床 198 RP4162 429 土師器 甕 3/4 9.7 3.8 8.5 4.5 5YR6/6 ハケメ、ケズリ ハケメ 回転篦きり

100-12 52号住居跡 床 RP4197 428 須恵器 壺 破片 （13.2） － （7.7） 7 7.5YR7/4 ハケメ

100-13 53号住居跡 覆土 198 RP4164 426 須恵器 坏 一部破損 14.3 9.6 3.2 6 10YR5/2 回転篦きり

100-14 53号住居跡 覆土 198 RP4163 425 須恵器 高台付坏 一部破損 14.3 9.2 4.2 5 2.5Y5/2 回転篦切付高台

100-15 53号住居跡 覆土 424 須恵器 高台付坏 1/4 （15.0）（10.0） 4.4 5 N5/0 回転糸切付高台

100-16 53号住居跡 覆土 198 RP4166 427 須恵器 蓋 一部破損 14.1 － 3.0 5.5 N5/0

100-17 53号住居跡 覆土 205 土師器 甕 破片 － （7.2） （3.7） 5.9 7.5YR6/4 指圧痕

101-1 54号住居跡 覆土 RP4046 127 須恵器 甕 破片 － － － 8 N4/0 タタキ 格子アテ

101-2 54号住居跡 覆土 RP4047 400 土師器 甕 底部 － （8.2） 1.3 9 7.5YR6/4 回転糸切り

101-3 54号住居跡 カマド RP4047 401 土師器 甕 破片 － （7.0） 2.7 6.5 7.5YR6/4 回転糸切り

101-4 54号住居跡 覆土 399 土師器 甕 1/2 （14.6） （7.6） 10.3 7.5 2.5YR5/6 回転糸切り

101-5 55号住居跡 覆土 198 420 須恵器 坏 一部破損 12.8 6.8 3.5 4 ？ 回転糸切り

101-6 55号住居跡 床 198 RP4148 404 須恵器 坏 一部破損 14.3 6.8 3.5 4 N4/0 回転糸切り

101-7 55号住居跡 床 198 RP4154 402 須恵器 坏 一部破損 14.2 7.8 3.2 5 2.5Y6/2 回転糸切り

101-8 55号住居跡 カマド 199 RP4192 403 須恵器 坏 一部破損 12.7 6.2 3.5 4 2.5Y4/1 回転糸切り

101-9 55号住居跡 覆土 407 須恵器 坏 破片 （12.0） － （3.0） 3.5 10YR5/1

101-10 55号住居跡 覆土 408 須恵器 高台付坏 底部 － 7.6 2.5 4 5Y4/1 回転糸切付高台

101-11 55号住居跡 床 199 RP4149 406 須恵器 高台付坏 3/4 14.0 7.0 8.0 5 10Y4/1 回転糸切付高台

101-12 55号住居跡 床 199 RP4152 405 須恵器 高台付坏 3/4 12.3 7.0 4.4 4 10YR4/1 回転糸切付高台

101-13 55号住居跡 カマド RP4209 412 須恵器 横瓶 1/3 － － － 9 N4/0 タタキ

101-14 55号住居跡 覆土 409 須恵器 壺 破片 － － （6.0） 7 2.5Y4/1 カキメ、ケズリ カキメ

102-1 55号住居跡 カマド RP4153 89 土師器 甕 破片 （20.0） － （9.2） 6.1 5YR5/6 ハケメ

102-2 55号住居跡 床 RP4151 410 土師器 甕 1/3 － 9.2 （10.4） 5 10YR5/4 ミガキ ケズリ 木葉痕

102-3 55号住居跡 覆土 411 土師器 甕 1/4 － 6.0 （3.0） 5 5YR6/6 回転糸切り

102-4 56号住居跡 床 199 RP4191 417 須恵器 坏 一部破損 13.4 6.4 3.9 4 N5/0 回転糸切り

102-5 56号住居跡 カマド RP4158 414 須恵器 坏 1/3 （13.8） 5.8 3.7 5 2.5Y6/2 回転糸切り

102-6 56号住居跡 床 199 RP4160 418 須恵器 坏 完形 13.7 6.7 3.8 4 10YR6/2 回転糸切り

102-7 56号住居跡 床 199 RP4201 419 土師器 坏 完形 14.6 （6.8） 3.7 4 10YR6/4 回転糸切り

102-8 56号住居跡 覆土 422 須恵器 坏 破片 （13.0） （6.0） （3.6） 5 2.5Y4/1

102-9 56号住居跡 カマド 199 RP4158 415 須恵器 坏 2/3 （13.8） （6.0） 4.1 5 10YR6/2 回転糸切り

102-10 56号住居跡 覆土 421 須恵器 坏 破片 （14.0） （7.2） （3.3） 4.5 7.5YR5/4

102-11 56号住居跡 床 199 RP4159 413 須恵器 高台付坏 3/4 14.3 7.8 6.4 4.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

102-12 56号住居跡 覆土 199 416 須恵器 高台付坏 3/4 18.2 8.0 6.2 5 10YR6/2 回転糸切付高台

102-13 56号住居跡 床 199 RP4157 603 須恵器 壷 3/4 19.4 （11.0） 30.2 7 10YR5/1 ケズリ

102-14 56号住居跡 覆土 423 須恵器 甕 破片 － （11.0） （9.8） 10 10YR4/1 ケズリ ナデ

103-1 56号住居跡 床 RP4156 160 土師器 鍋 1/4 （31.0） － （27.8） 9.4 2.5YR6/6 タタキ、ケズリ

103-2 56号住居跡 床 RP4155 88 土師器 甕 破片 （14.0） － （10.9） 6.2 5YR5/4

103-3 56号住居跡 床 199 RP4156 221 土師器 鉢 2/3 （34.6） 11.4 18.0 6 7.5YR6/4 ケズリ、ナデ ハケメ

103-4 56号住居跡 床 199 RP4193 204 土師器 甕 3/4 （14.6） 7.8 15.0 6 5YR5/3 ナデ ナデ

103-5 56号住居跡 覆土 190 土師器 甕 1/4 （22.0） － （22.3） 6 5YR5/4 ナデ、ケズリ ナデ

104-1 57号住居跡 床 RP4045 392 須恵器 坏 2/3 13.6 6.6 3.2 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り

104-2 57号住居跡 床 RP4041 393 須恵器 高台付坏 一部破損（14.2） （8.0） 6.8 4.5 N4/0 回転糸切付高台

104-3 57号住居跡 床 199 RP4040 395 須恵器 高台付坏 1/2 （12.2） （7.2） 4.2 5 10YR4/1 回転糸切付高台

104-4 57号住居跡 床 199 RP4049 394 須恵器 坏 1/2 14.1 6.5 3.5 4 2.5Y6/2 回転糸切り

104-5 57号住居跡 覆土 396 土師器 甕 底部 － 8.8 （2.0） 11 10YR6/3

104-6 57号住居跡 床 200 RP4041 398 須恵器 甕 1/3 － － （15.7） 10 10YR4/1 ハケメ

104-7 57号住居跡 覆土 200 RP4043 397 土師器 鉢 一部破損 33.3 9.7 12.0 8.5 7.5YR5/3 ケズリ ハケメ

104-8 57号住居跡 覆土 174 土師器 甕 破片 （19.0） － （6.2） 5 7.5YR5/4

104-13 58号住居跡 床 RP4254 553 須恵器 坏 一部破損 13.9 6.6 3.7 4 10YR4/1 回転糸切り

104-14 58号住居跡 カマド 200 RP4239 551 須恵器 坏 完形 14.8 6.5 4.4 5.5 5Y4/1 回転糸切り

104-15 58号住居跡 覆土 200 548 須恵器 坏 完形 13.8 6.8 3.5 4 7.5YR6/4 回転糸切り

104-16 58号住居跡 覆土 RP4252 552 須恵器 坏 2/3 14.2 6.4 3.4 4 2.5Y6/3 回転糸切り

104-17 58号住居跡 覆土 554 須恵器 坏 1/4 （16.0） （8.0） （3.9） 4 10YR5/3

104-18 58号住居跡 覆土 556 須恵器 坏 1/2 － （6.2） 2.3 5 5Y5/1 回転糸切り

104-19 58号住居跡 覆土 555 須恵器 高台付坏 破片 － （7.2） 4.3 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

105-1 58号住居跡 覆土 194 須恵器 甕 底部 － － － 19.5 N4/0 タタキ 格子アテ

105-2 58号住居跡 覆土 193 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 10YR4/1 タタキ アテ

105-3 58号住居跡 カマド 200 RP4237 549 土師器 甕 一部破損 15.9 7.6 14.5 6 7.5YR5/4 回転糸切り

105-4 58号住居跡 カマド RP4236 191 土師器 甕 破片 （20.0） － （7.8） 8.5 7.5YR6/4 カキメ カキメ

105-5 58号住居跡 カマド RP4235 187 土師器 甕 破片 （13.8） － （6.4） 5.3 5YR5/4

105-6 58号住居跡 覆土 200 156 土師器 甕 2/3 （21.2） （7.6） 35.6 8 5YR6/6 タタキ、ケズリ カキメ

105-7 58号住居跡 カマド 200 RP4238 133 土師器 甕 2/3 （18.8） （9.6） 35.2 10 7.5YR6/3 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

106-1 58号住居跡 覆土 RP4254 550 土師器 甕 破片 （19.0） － 13.1 7 5YR6/6

106-2 58号住居跡 カマド RP4235 186 土師器 甕 破片 （14.6） － （4.1） 4.2 5YR5/3

106-3 58号住居跡 カマド RP4236 192 土師器 甕 底部 － （6.4） （8.7） 6.4 2.5YR7/3

106-6 59号住居跡 カマド RP4242 546 須恵器 坏 2/3 14.0 7.0 2.8 4 7.5YR6/4 回転糸切り

106-7 59号住居跡 覆土 RP4260 538 須恵器 坏 2/3 14.0 7.4 3.4 4 2.5Y6/2 回転糸切り

106-8 59号住居跡 覆土 543 須恵器 坏 1/4 （13.6） （8.2） 2.9 4.5 2.5Y6/2

106-9 59号住居跡 床 RP4259 539 須恵器 坏 1/4 （14.0） （9.0） 3.3 6 2.5Y7/2 回転篦きり

106-10 59号住居跡 覆土 238 須恵器 坏 破片 （14.0） － （2.9） 4.8 5Y6/1

106-11 59号住居跡 床 RP4264 541 須恵器 坏 底部 － （7.0） 1.6 5 10YR6/2 回転篦きり

106-12 59号住居跡 覆土 RP4263 542 須恵器 高台付坏 底部 － 8.6 2.0 7 10YR6/2 回転篦きり

106-13 59号住居跡 覆土 239 須恵器 坏 破片 （12.4） － （4.0） 4 2.5Y7/2

106-14 59号住居跡 覆土 213 須恵器 高台付坏 底部 － － （3.2） 3.5 5GY4/1 回転糸切付高台

106-15 59号住居跡 覆土 540 須恵器 高台付坏 破片 － （6.6） （4.0） 4.5 5Y5/1 回転篦切付高台

106-16 59号住居跡 覆土 544 須恵器 高台付坏 底部 － 7.4 3.7 5 5Y5/1 回転糸切付高台

106-17 59号住居跡 覆土 206 須恵器 甕 破片 － － － 12 5Y4/2 タタキ アテ

106-18 59号住居跡 覆土 207 須恵器 甕 破片 － － － 12 10YR4/1 タタキ アテ

106-19 59号住居跡 覆土 240 須恵器 甕 破片 － （6.6） 4.0 4.5 5Y5/1 回転篦きり
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143-1 2号住居跡 床 RP5510 5 須恵器 坏 底部 － 6.6 1.2 4.2 5Y4/1 回転糸切り

143-2 2号住居跡 床 RP5509 4 須恵器 甕 破片 － － － 9.5 N3/0 タタキ アテ

143-3 2号住居跡 カマド RP5508 8 土師器 甕 1/4 － （9.0） （6.6） 4.5 5YR5/2 回転糸切り

143-4 2号住居跡 床 207 RP5509 53 土師器 甕 1/2 （12.0） （6.0） 9.4 4 7.5YR6/4

143-5 2号住居跡 カマド RP5507 9 土師器 甕 破片 （22.0） － （8.5） 5 2.5Y6/8

143-6 3号住居跡 覆土 207 RP5027 189 須恵器 蓋 一部欠損 15.2 － 3.6 6 10YR4/1

143-7 3号住居跡 覆土 207 RP5029 190 土師器 甕 2/3 10.4 7.2 8.0 5 10YR6/1 ハケメ ナデ 木葉痕

143-8 3号住居跡 覆土 191 黒色土器 鉢 1/4 （20.8）（11.4） 12.3 5 10YR5/3 ミガキ

143-9 4号住居跡 カマド 207 RP5526 3 須恵器 高台付坏 1/2 （14.4） （9.8） 3.9 4 7.5YR3/2 底部 線刻（×）

143-10 4号住居跡 覆土 RP5523 143 須恵器 坏 1/2 （13.6） （8.0） 3.6 6 10YR7/3 回転篦きり

143-11 4号住居跡 覆土 207 RP5528 2 須恵器 蓋 1/2 （13.6） － 2.8 5.5 5Y6/2

143-12 4号住居跡 覆土 207 RP5527 1 土師器 坏 完形 （13.2） 7.5 5 5 7.5YR6/4 ケズリ

143-13 4号住居跡 覆土 RP5524 144 土師器 甕 底部 － 6.4 4.0 5 7.5YR6/4

144-1 4号住居跡 覆土 139 土師器 甕 破片 （15.0） － （5.4） 6 7.5YR6/4

144-2 4号住居跡 覆土 RP5525 140 土師器 甕 破片 （27.0） － （5.2） 7 7.5YR5/3 ケズリ、ナデ ナデ

144-3 5号住居跡 カマド 207 RP5532 136 須恵器 高台付坏 3/4 12.8 － 4.1 4.5 10Y3/2 回転篦切付高台

144-4 5号住居跡 覆土 137 須恵器 甕 破片 － － － 19 10YR4/1 タタキ アテ

144-5 5号住居跡 覆土 RP5533 141 土師器 甕 底部 － 7.5 5.9 6.5 10YR4/3 回転篦きり

144-6 5号住居跡 覆土 138 須恵器 甕 破片 － － － 12 2.5YR4/2 タタキ 格子アテ
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106-20 59号住居跡 覆土 208 須恵器 甕 破片 － － － 11.5 10YR4/1 タタキ アテ

107-1 59号住居跡 床 RP4257 229 土師器 甕 1/4 － 7.2 10.7 6 ？

107-2 59号住居跡 覆土 200 226 土師器 甕 3/4 9.0 4.2 5.1 3.5 2.5YR6/6

107-3 59号住居跡 床 242 土師器 甕 底部 － （8.0） （3.1） 3.2 2.5YR5/6

107-4 59号住居跡 覆土 RP4262 214 土師器 甕 破片 － － （14.9） 8.0 7.5YR5/3 ケズリ カキメ、ハケメ

107-15 60号住居跡 覆土 117 須恵器 坏 破片 － 9.4 2.0 4 7.5YR5/4 回転篦きり

107-16 60号住居跡 覆土 563 須恵器 坏 1/4 13.2 6.6 3.4 5 10YR5/2 回転糸切り

107-17 60号住居跡 覆土 137 須恵器 坏 破片 － （10.4） （2.8） 4.6 2.5Y5/2 回転糸切り

107-18 60号住居跡 覆土 RP4171 116 須恵器 高台付坏 1/2 （15.8）（10.8） 4.6 4.5 7.5YR6/4 回転糸切付高台

107-19 60号住居跡 覆土 562 須恵器 高台付坏 2/3 11.0 7.2 3.3 4 10YR4/1 回転篦切付高台

107-20 60号住居跡 覆土 564 須恵器 高台付坏 1/3 11.2 7.0 3.5 5 10YR5/1

107-21 60号住居跡 覆土 120 須恵器 高台付坏 底部 － － （2.5） 6 2.5Y6/2 回転糸切り

107-22 60号住居跡 覆土 119 須恵器 坏 破片 － （6.4） 1.4 5.5 7.5YR5/1 回転糸切り

107-23 60号住居跡 覆土 118 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 2.5Y4/1 ハケメ ハケメ

108-1 60号住居跡 床 200 RP4171 111 土師器 甕 1/3 （22.8） － （16.7） 7.5 7.5YR5/3 カキメ カキメ

108-2 60号住居跡 覆土 121 土師器 坏 底部 － （8.4） （3.4） 5.5 7.5YR6/4

108-7 61号住居跡 覆土 568 須恵器 坏 底部 － （9.0） （2.7） 4 10YR6/2 回転篦きり

108-8 61号住居跡 カマド 566 須恵器 坏 1/3 15.0 7.0 4.0 5 2.5Y6/2 回転糸切り

108-9 61号住居跡 覆土 201 565 須恵器 高台付坏 2/3 15.0 8.4 9.3 5 N4/0 回転糸切付高台

108-10 61号住居跡 覆土 138 須恵器 高台付坏 底部 － （8.4） （1.2） 7.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

108-11 61号住居跡 覆土 136 須恵器 高台付坏 破片 （13.0） － （6.3） 5.1 2.5Y4/1

108-12 61号住居跡 覆土 567 須恵器 蓋 1/4 （13.4） － （2.6） 5 7.5YR5/1

108-13 61号住居跡 覆土 131 土師器 甕 破片 （19.8） － （11.1） 7.1 7.5YR6/4

108-14 61号住居跡 覆土 135 土師器 甕 破片 （16.8） － （2.7） 4.5 7.5YR6/4

108-15 61号住居跡 覆土 134 土師器 甕 破片 － － － 6.5 7.5YR5/4

109-1 62号住居跡 覆土 547 須恵器 高台付坏 底部 － （6.6） 1.7 6 2.5Y5/1

109-2 62号住居跡 覆土 RP4177 145 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 N3/0 波状沈線文

109-3 62号住居跡 覆土 RP4176 141 須恵器 甕 破片 － － － 21 10YR4/1 タタキ ハケメ

109-4 62号住居跡 覆土 139 須恵器 甕 破片 － － － 18.5 7.5YR5/1 タタキ、ハケメ タタキ

109-5 62号住居跡 覆土 140 須恵器 甕 破片 － － － 11 10YR4/1 タタキ アテ

109-6 62号住居跡 カマド 146 土師器 甕 1/3 （18.4） － （19.9） 8.5 5YR5/6

110-1 63号住居跡 カマド RP4200 569 須恵器 高台付坏 3/4 13.0 8.0 4.9 5 10YR5/1 回転糸切付高台

110-2 63号住居跡 床 570 須恵器 坏 1/2 14.3 6.4 3.5 5 10YR6/2 回転糸切り

110-3 63号住居跡 カマド 201 RP4198 98 土師器 鉢 完形 10.1 4.4 6.5 3.5 5YR6/6 回転糸切り

110-4 63号住居跡 床 201 103 土師器 鉢 2/3 10.2 5.0 6.05 5 7.5YR6/4 回転糸切り

110-5 63号住居跡 カマド RP4172 96 土師器 甕 1/3 （21.6） － （31.5） 7 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ、篦ナデ

110-6 63号住居跡 床 99 土師器 甕 1/4 （21.2） － （14.9） 5 5YR5/4

110-7 63号住居跡 床 97 土師器 甕 1/4 （8.4） （6.6） 7 10YR5/4 ケズリ ハケメ

110-10 65号住居跡 覆土 431 須恵器 高台付坏 底部 － 7.6 3.4 4 10Y4/1

111-1 66号住居跡 覆土 201 560 須恵器 坏 3/4 14.1 6.6 3.7 4 5Y5/1 回転糸切り

111-2 66号住居跡 床 201 RP4203 561 須恵器 坏 3/4 13.1 6.5 3.5 4 N5/0 回転糸切り

111-3 66号住居跡 床 201 RP4204 559 須恵器 坏 一部破損 13.9 6.3 4.4 3.5 10Y4/1 回転糸切り

111-4 66号住居跡 覆土 RP4206 248 須恵器 坏 破片 （14.0） － （3.4） 4 10YR6/4

111-5 66号住居跡 床 RP4205 558 須恵器 坏 2/3 （13.2） （5.4） 3.7 4 10YR5/2 回転糸切り 底部 墨書

111-6 66号住居跡 覆土 RP4207 557 須恵器 蓋 1/4 （14.0） － 3.1 5 5Y5/1 タタキ アテ

111-7 66号住居跡 覆土 246 須恵器 甕 破片 － － － 5.5 10YR5/1 タタキ アテ

111-8 66号住居跡 覆土 244 須恵器 甕 破片 － － － 12 10YR5/3

111-9 66号住居跡 床 201 RP4202 234 土師器 甕 1/4 － 11.0 （8.3） 10 7.5YR5/4

111-10 7号竪穴状遺構 覆土 270 須恵器 坏 3/4 17.2 5.5 4.0 5.5 10YR5/2 タタキ 回転糸切り

111-11 7号竪穴状遺構 覆土 269 須恵器 甕 破片 － － － 9.5 10YR4/2 タタキ アテ

112-1 9号竪穴状遺構 覆土 198 土師器 甕 底部 － （5.8） （2.0） 6.5 7.5YR6/4 波状沈線文

112-5 8号竪穴状遺構 覆土 143 須恵器 甕 破片 － － － 8 7.5YR4/1 タタキ アテ

112-6 8号竪穴状遺構 覆土 144 須恵器 甕 破片 － － － 12 10YR5/2 タタキ アテ

112-7 8号竪穴状遺構 覆土 RP4194 142 須恵器 甕 破片 － － － 16 7.5YR5/1 タタキ アテ

112-9 8号掘立柱建物跡 ピット4 RP3030 617 土師器 甕 2/3 14.2 7.1 14.4 5 5YR6/6 回転糸切り

129-4 46号土坑 覆土 14 土師器 壷 完形 17.4 8.6 31.5 10 10YR6/2 ハケメ ハケメ

129-5 46号土坑 覆土 RP4196 195 土師器 鉢 破片 20.1 3.8 9.2 5 10YR7/3

129-7 1号溝跡 覆土 203 198 須恵器 甕 3/4 － 12.5 27.0 7.5 10YR5/1 篦ナデ

129-8 1号溝跡 覆土 203 RP3585 197 須恵器 甕 3/4 － 13.2 25.7 7 7.5YR6/4 篦ナデ ハケメ
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144-8 5号住居跡 カマド RP5531 148 土師器 甕 破片 （19.0） － 12.6 6 5YR5/4 ケズリ ナデ

144-9 5号住居跡 カマド 207 RP5531 147 土師器 甕 破片 （22.8） － 11.4 4.5 5YR6/6 ナデ

145-1 6号住居跡 覆土 103 須恵器 高台付坏 1/4 （10.4） （7.0） 4.6 4.4 5Y4/2

145-2 6号住居跡 覆土 105 須恵器 高台付坏 1/4 （12.4） （8.4） 4.9 4.4 5Y6/1

145-3 6号住居跡 覆土 104 須恵器 高台付坏 1/4 （11.4） （6.0） 4.7 5.5 5Y4/2

145-4 6号住居跡 覆土 RP5519 109 土師器 坏 底部 － （9.6） （3.5） 6,5 10YR5/2

145-5 6号住居跡 覆土 RP5520 110 須恵器 蓋 1/3 （13.4） － 2.0 5 2.5Y5/1

145-6 6号住居跡 カマド 207 RP5511 129 須恵器 甕 1/4 （20.8） － （16.8） 5 7.5YR6/4 ケズリ、ナデ

145-7 7号住居跡 覆土 12 須恵器 坏 1/4 （14.0） （7.0） 3.5 4.5 7.5Y5/1 回転糸切り

145-8 7号住居跡 覆土 54 須恵器 坏 1/3 16.0 8.0 4.3 4 10YR6/2

145-9 7号住居跡 カマド RP5529 11 須恵器 坏 底部 － 7.0 1.3 5.5 5Y6/4 回転糸切り

145-10 7号住居跡 覆土 23 須恵器 高台付坏 1/2 （10.6） （7.0） 5.5 5 10YR4/1

145-11 7号住居跡 覆土 207 32 須恵器 蓋 2/3 （19.3） － 2.8 3.5 2.5YR6/2 ケズリ

145-12 7号住居跡 覆土 22 土師器 甕 口縁 （24.0） － （8.3） 5 5YR5/6

145-13 8号住居跡 覆土 RP5365 127 須恵器 坏 破片 （13.6） （8.0） 3.7 5 2.5YR4/2 回転糸切り

145-14 8号住居跡 カマド 207 116 須恵器 坏 3/4 12.4 8.0 4.2 4.5 10YR5/2 ケズリ 回転篦きり

145-15 8号住居跡 覆土 112 須恵器 坏 1/3 14.0 8.7 4.0 4 10YR5/2 回転篦きり

145-16 8号住居跡 覆土 119 須恵器 坏 1/4 （14.0） （8.4） 3.3 4 5Y7/1 回転篦きり

145-17 8号住居跡 覆土 207 RP5371 117 須恵器 高台付坏 3/4 （13.8） 6.6 3.4 4 N4/0 回転篦切付高台

145-18 8号住居跡 覆土 114 須恵器 高台付坏 破片 （14.0） （9.0） 4.3 5 N4/0

145-19 8号住居跡 覆土 RP5366 128 須恵器 高台付坏 3/4 13.9 9.5 5.0 5 10YR5/1

146-1 8号住居跡 床上 208 RP5373 118 須恵器 高台付坏 3/4 14.4 9.4 5.2 4 5Y5/1 回転篦切付高台 底部 墨書

146-2 8号住居跡 覆土 208 RP5359 107 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.4 8.0 4.9 3.7 N4/0 回転篦切付高台 底部 線刻

146-3 8号住居跡 覆土 208 RP5368 124 須恵器 蓋 2/3 15.8 － 4.2 7 7.5YR4/2 ケズリ

146-4 8号住居跡 覆土 RP5360 108 須恵器 蓋 1/3 （14.0） － 3.2 4 10YR5/2 ケズリ

146-5 8号住居跡 覆土 208 RP5372 122 須恵器 蓋 一部欠損（13.0） － 3.7 4.5 10YR4/1 ケズリ

146-6 8号住居跡 覆土 208 RP5370 123 須恵器 蓋 完形 14.6 － 3.7 5 10YR6/2 ケズリ

146-7 8号住居跡 覆土 132 須恵器 甕 破片 － － － 5 2.5Y4/1 タタキ アテ

146-8 8号住居跡 覆土 133 須恵器 甕 破片 － － － 5.6 10YR3/1 タタキ アテ

146-9 8号住居跡 覆土 115 須恵器 甕 破片 － － － 12 2.5Y3/1

147-1 8号住居跡 覆土 145 須恵器 甕 破片 （18.5） － （6.5） 7 2.5Y4/1

147-2 8号住居跡 覆土 208 RP5358 106 土師器 坏 3/4 （14.0） 9.4 4.2 6.2 5YR6/4 回転糸切り

147-3 8号住居跡 カマド 208 RP5367 130 土師器 甕 破片 （22.2） － （16.5） 6.2 5YR5/4 ケズリ、ナデ

147-4 8号住居跡 カマド RP5206 131 土師器 甕 1/2 （16.0） － （14.5） 6 7.5YR6/4 ケズリ、ナデ

147-5 8号住居跡 カマド RP5369 126 土師器 甕 1/3 － （8.8） 7.1 6.5 7.5YR5/3 ケズリ 指圧痕

147-6 8号住居跡 覆土 111 土師器 甕 1/4 － 7.0 6.6 6 5YR6/6 ケズリ

148-1 9号住居跡 床上 82 須恵器 坏 1/3 （12.8） （8.2） 3.5 4 10YR5/2 静止糸切

148-2 9号住居跡 覆土 83 須恵器 高台付坏 1/2 （13.6） － （3.6） 4 10Y4/1 回転糸切り

148-3 9号住居跡 覆土 RP5351 10 須恵器 高台付坏 2/3 （13.2） 8.8 4.6 5 N5/0 回転糸切り 稜椀

148-4 9号住居跡 覆土 80 須恵器 高台付坏 底部 － 8.0 1.7 5 10YR6/3

148-5 9号住居跡 覆土 79 須恵器 高台付坏 1/4 （10.6） （7.4） 5.0 5 5Y3/1 静止糸切付高台

148-6 9号住居跡 カマド RP5350 6 土師器 鉢 破片 （29.0） － （12.9） 6.5 7.5YR6/6 ケズリ 指圧痕、ハケメ

148-7 9号住居跡 覆土 97 土師器 甕 破片 （20.8） － （6.3） 6 2.5YR5/4 ケズリ

148-8 9号住居跡 覆土 RP5350 7 土師器 甕 破片 － （9.8） 3.65 6.4 5YR5/6

148-9 9号住居跡 覆土 208 RP5352 42 土師器 鉢 2/3 （36.0）（13.6） 24.2 8 7.5YR6/6 ハケメ カキメ、ハケメ

148-11 10号住居跡 覆土 154 須恵器 坏 1/4 （13.8） 10.0 4.0 4.5 10YR5/2

148-12 10号住居跡 覆土 155 須恵器 高台付坏 底部 － 9.6 2.5 4.5 2.5Y4/6 回転篦切付高台

149-1 12号住居跡 カマド 208 RP5021 157 土師器 甕 1/4 － （8.0） 6.5 4.5 7.5YR6/6

149-2 12号住居跡 カマド RP5022 158 土師器 甕 破片 （14.0） － 7.9 4.6 5YR6/3 ハケメ ハケメ

149-3 1号竪穴状遺構 覆土 278 須恵器 坏 1/3 （14.2） （6.4） 3.8 4 5Y6/4 回転糸切り

149-4 1号竪穴状遺構 覆土 RP5387 291 須恵器 坏 3/4 （14.6） （6.4） 3.8 3.5 2.5Y5/1 回転糸切り

149-5 1号竪穴状遺構 覆土 208 RP5388 293 須恵器 双耳坏 3/4 11.4 6.4 5.3 3.5 5RP4/1 回転糸切付高台

149-6 1号竪穴状遺構 覆土 208 RP5385 292 須恵器 坏 3/4 （12.8） （6.5） 5.3 4 10YR6/2 回転糸切り

149-7 1号竪穴状遺構 覆土 208 RP5392 281 須恵器 坏 1/2 （13.2） （6.2） 3.3 4 5PB5/1 回転糸切り

149-8 1号竪穴状遺構 覆土 Rp5391 294 土師器 甕 破片 （22.0） － （11.4） 7 7.5YR6/4 ハケメ

149-9 1号竪穴状遺構 ピット内 RP5393 282 土師器 甕 1/3 － 8.6 11.2 3.5 2.5YR5/6 ケズリ

149-10 1号竪穴状遺構 覆土 RP5383 284 土師器 甕 破片 （25.0） － （12.0） 4 7.5YR6/4 ハケメ、ケズリ ハケメ、ケズリ

149-11 1号竪穴状遺構 覆土 RP5386 280 土師器 甕 破片 （22.0） － （6.8） 7 5YR4/4

149-12 1号竪穴状遺構 覆土 RP5382 295 土師器 甕 1/3 （21.0） （9.0）（19.1） 8 7.5YR5/4 ハケメ、ケズリ ハケメ、ケズリ

150-1 13号住居跡 覆土 98 須恵器 甕 破片 － － － 17.5 7.5YR4/1 タタキ アテ

150-2 13号住居跡 床 RP5409 245 土師器 甕 1/3 － 5.6 （19.4） 5 5YR5/6 篦ナデ ハケメ、篦ナデ

150-3 13号住居跡 覆土 RP5418 99 土師器 甕 破片 － － （18.3） 7 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

150-4 13号住居跡 床 RP5417 235 土師器 甕 1/4 （18.0） － （17.3） 5 7.5YR5/4 タタキ、ケズリ

150-5 14号住居跡 床 208 RP5396 170 須恵器 坏 完形 14.7 6.6 3.2 3.5 7.5YR4/1 回転糸切り

150-6 14号住居跡 床 208 RP5397 184 須恵器 坏 完形 13.6 6.4 3.5 4 10YR5/3 回転糸切り

150-7 14号住居跡 床 208 RP5415 185 須恵器 高台付坏 完形 13.6 7.8 5.4 4.5 10YR7/2 回転糸切付高台

150-8 14号住居跡 覆土 208 RP5394 166 須恵器 坏 2/3 （13.0） （5.6） 3.5 3.5 5Y5/6 ケズリ 回転糸切り

150-9 14号住居跡 覆土 208 RP5395 168 須恵器 蓋 完形 12.2 － 4.2 5 2.5Y5/1

151-1 14号住居跡 床 RP5398 187 土師器 甕 1/3 － 5.0 35.7 6 10YR5/4 篦ナデ カキメ

151-2 14号住居跡 床 RP5398 236 土師器 甕 破片 （22.0） － 5.3 5 7.5YR5/4 ケズリ ケズリ

151-3 14号住居跡 床 RP5998 186 土師器 甕 1/4 － 10.6 6.2 6 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

151-4 16号住居跡 覆土 40 須恵器 坏 1/4 （14.8）（11.0） 3.5 3 10YR6/2 静止糸切り

151-5 16号住居跡 カマド RP5406 67 須恵器 坏 1/2 （15.0） （9.8） （4.3） 4 2.5Y8/2 静止糸切り

151-6 16号住居跡 覆土 58 須恵器 坏 1/2 （14.0）（10.0） 3.2 4 7.5YR6/2 静止糸切り

151-7 16号住居跡 覆土 39 須恵器 坏 1/4 （16.4）（12.2） 3.2 3.3 2.5YR6/2 静止糸切り

151-8 16号住居跡 覆土 57 須恵器 高台付坏 1/4 （15.4）（10.4） 5.5 5 5YR4/2 静止糸切り？

151-9 16号住居跡 覆土 41 須恵器 蓋 1/4 － － （2.2） 5 7.5YR5/2 ケズリ

151-10 16号住居跡 覆土 38 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 N4/0 タタキ アテ

152-1 16号住居跡 床 46 土師器 甕 破片 （25.4） － （12.8） 7 10YR6/3 タタキ、カキメ カキメ

152-2 16号住居跡 床 62 土師器 甕 1/4 （22.8） － （9.0） 5 5YR6/6 ナデ

152-3 16号住居跡 カマド RP5374 63 土師器 甕 1/4 （21.0） － （7.5） 5 5YR5/3

152-4 16号住居跡 床 RP540 66 土師器 甕 破片 （20.8） － （9.7） 5.5 5YR6/6 ナデ
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152-5 16号住居跡 床 RP5403 75 土師器 甕 底部 － （7.5） （4.0） 6 10YR5/3 ケズリ

152-6 17号住居跡 覆土 171 須恵器 高台付坏 1/4 － （8.5） 4.1 4 5PB4/1

152-7 17号住居跡 カマド RP5316 173 須恵器 蓋 3/4 14.9 － 4.0 6.5 7.5Y5/1

152-8 17号住居跡 床上 209 RP5318 174 須恵器 蓋 1/2 16.0 － 2.8 4.4 10YR4/1

152-9 17号住居跡 覆土 172 須恵器 蓋 1/4 － － （2.0） 5 5Y5/1

152-10 17号住居跡 カマド RP5413 194 土師器 甕 底部 － 7.5 3.0 6 7.5YR5/4

152-11 17号住居跡 床上 RP5317 192 土師器 甕 破片 （22.2） － 8.0 5.5 5YR5/3

152-12 18号住居跡 床 209 RP5297 61 須恵器 坏 完形 14.2 7.4 3.9 6 10YR6/3 回転糸切り

153-1 19号住居跡 覆土 209 89 須恵器 坏 1/2 （14.0） 5.8 3.0 4 10YR7/2 回転糸切り

153-2 19号住居跡 覆土 209 RP5331 92 須恵器 坏 1/2 14.0 7.0 3.1 4 7.5Y5/1 回転糸切り

153-3 19号住居跡 床上 209 RP5330 96 須恵器 坏 2/3 13.8 7.0 3.4 6 N5/0 回転糸切り 底部 墨書（山）

153-4 19号住居跡 床上 209 RP5328 94 須恵器 蓋 完形 14.4 － 3.9 6 N5/0

153-5 19号住居跡 覆土 95 須恵器 高台付坏 底部 － 7.0 1.8 5 10YR4/1 回転糸切付高台

153-6 19号住居跡 覆土 RP5329 93 須恵器 蓋 1/3 （12.4） － 2.6 5.5 10Y4/1 ケズリ

153-7 19号住居跡 覆土 88 須恵器 甕 破片 － － － 6 10YR6/2 タタキ アテ

153-8 19号住居跡 覆土 RP5326 90 土師器 甕 1/4 － 8.0 6.0 6.5 5YR5/4 回転糸切り

153-9 19号住居跡 覆土 87 土師器 甕 破片 － 9.0 2.5 7 5YR6/4

153-10 19号住居跡 覆土 RP5327 91 土師器 甕 1/3 － 7.5 9.8 6 5YR5/4 回転糸切り

153-13 20号住居跡 覆土 45 須恵器 坏 破片 － （9.4） （3.1） 3 10YR5/1 静止糸切り

153-14 20号住居跡 覆土 44 須恵器 坏 1/4 （13.5） （6.5） 3.6 4.7 7.5Y5/1 回転糸切り

153-15 20号住居跡 覆土 60 土師器 坏 1/3 （14.1） 7.9 4.1 5 7.5YR5/4 回転糸切り

153-16 20号住居跡 覆土 59 須恵器 高台付坏 底部 － 7.0 1.3 6.2 2.5Y4/1 回転糸切付高台

153-17 20号住居跡 床 RP5332 43 須恵器 甕 破片 － － （9.5） 6 5Y5/1

154-1 21号住居跡 覆土 209 RP5339 68 須恵器 坏 3/4 （12.3） 9.6 3.4 4.2 5Y6/2 回転糸切り

154-2 21号住居跡 床上 209 RP5340 76 須恵器 坏 3/4 （13.7） 9.2 3.6 4 2.5Y7/2 回転糸切り

154-3 21号住居跡 覆土 84 須恵器 坏 1/3 （14.0）（10.2） 4.0 4.5 10YR6/3 回転糸切り

154-4 21号住居跡 カマド 209 RP5355 81 須恵器 坏 1/2 （15.2）（10.2） 4.05 3.5 2.5Y8/2 ケズリ 静止糸切り

154-5 21号住居跡 覆土 209 RP5338 64 須恵器 高台付坏 1/2 （14.0） － （4.1） 3.8 N4/0 回転糸切付高台

154-6 21号住居跡 覆土 65 須恵器 高台付坏 2/3 （14.0） 7.8 4.6 4 5Y5/1 回転糸切付高台

154-7 21号住居跡 カマド 85 須恵器 長頚壺 破片 － － （8.0） 9 N4/0

154-8 21号住居跡 床 RP5337 77 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR4/1 タタキ

154-9 21号住居跡 カマド RP5342 102 土師器 甕 1/3 （22.6） － 11.7 5 7.5YR5/4

154-10 21号住居跡 カマド RP5354 101 土師器 甕 底部 － （8.6） （6.9） 9 7.5YR5/6 ナデ ナデ

155-1 3号竪穴状遺構 覆土 247 須恵器 坏 1/4 （13.2） （6.0） 3.1 4.5 2.5Y6/2 ケズリ 回転糸切り

155-2 3号竪穴状遺構 床 RP5335 246 土師器 鉢 破片 （22.8） － 9.0 5 7.54YR5/4 ナデ

155-4 4号竪穴状遺構 床上 209 RP5294 100 須恵器 蓋 1/2 （14.6） － 2.9 5 2.5Y6/2 線刻（×）

155-5 22号住居跡 床上 209 RP5010 219 須恵器 蓋 完形 14.0 － 3.6 6 10Y4/1

155-6 22号住居跡 覆土 RP5009 220 黒色土器 坏 1/4 － 9.0 5.3 6 7.5YR5/4 ミガキ 回転糸切り

155-7 22号住居跡 カマド 209 RP5001 224 土師器 甕 1/3 （22.4） － 16.5 5 2.5YR6/6 タタキ

155-8 22号住居跡 カマド RP5004 221 土師器 甕 破片 （13.0） － （7.8） 6 2.5YR5/6

155-9 22号住居跡 カマド RP5007 193 土師器 甕 破片 （18.0） － （5.9） 5.2 7.5YR5/4

155-10 22号住居跡 カマド RP5002 222 土師器 甕 破片 － （7.4） 6.6 7 10R6/6 回転篦きり

155-11 22号住居跡 カマド RP5007 195 土師器 甕 破片 － （9.4） 3.6 4.5 7.5YR5/4

156-1 23号住居跡 カマド RP5322 29 須恵器 坏 2/3 14.0 7.0 4.2 4.5 5Y5/1 回転糸切り

156-2 23号住居跡 覆土 RP5285 26 須恵器 坏 底部 － （6.9） 2.8 5 2.5Y5/3 回転篦きり

156-3 23号住居跡 覆土 209 RP5286 31 須恵器 坏 3/4 13.8 9.0 4.2 5.5 10YR5/3 回転篦きり

156-4 23号住居跡 カマド RP5324 30 須恵器 高台付坏 1/3 13.0 7.6 5.0 4.5 2.5YR4/1 回転篦切付高台

156-5 23号住居跡 覆土 209 RP5292 27 須恵器 蓋 一部欠損 14.7 － 2.5 7 5Y5/1 ケズリ

156-6 23号住居跡 覆土 209 RP5285 25 須恵器 蓋 3/4 （13.2） － 3.8 7 2.5Y5/1

156-7 23号住居跡 カマド 210 RP5320,5387 305 土師器 甕 一部欠損 22.8 5.8 32.8 6 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

156-8 23号住居跡 カマド 210 RP5321 290 土師器 甕 一部欠損（22.6） （5.7） 34.3 7 2.5YR6/6 タタキ、ケズリ カキメ

156-9 23号住居跡 覆土 209 RP5290 296 土師器 甕 完形 21.6 7.8 21.7 6 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ

156-10 23号住居跡 覆土 RP5293 28 土師器 甕 破片 － （15.0） （6.0） 6 7.5YR5/3 ケズリ カキメ 回転糸切り

156-11 23号住居跡 カマド RP5320,5387 306 土師器 甕 破片 － 12.6 13.2 8.0 10YR7/4 ケズリ

157-3 24号住居跡 カマド RP5295 307 須恵器 坏 1/2 （14.0）（10.2） 3.45 4 2.5Y6/2 回転篦きり

157-4 24号住居跡 覆土 303 須恵器 坏 1/3 （11.4）（10.8） 4.05 4 7.5YR7/2 回転篦きり

157-5 24号住居跡 覆土 304 須恵器 坏 1/4 （15.0）（10.4） 3.9 6 10YR8/3 回転篦きり

157-6 24号住居跡 覆土 302 須恵器 坏 破片 － （10.2） （3.2） 4 10YR6/1

157-7 24号住居跡 覆土 301 須恵器 蓋 破片 （15.8） － 2.3 4 10YR5/2

157-8 24号住居跡 覆土 RP5281 313 須恵器 壷 破片 （5,0） － （3.0） 4 2.5Y3/3

157-9 24号住居跡 覆土 312 黒色土器 坏 1/3 （14.9） （6.8） 8.6 5 10YR7/3 ケズリ ミガキ 木葉痕

157-10 24号住居跡 覆土 210 RP5279 297 土師器 坏 完形 14.0 4.0 3.5 5.5 5YR6/4 ナデ ハケメ

157-11 24号住居跡 覆土 210 RP5280、5281 315 土師器 鉢 2/3 14.0 6.4 10.5 6 5YR5/4 カキメ 回転篦きり

157-12 24号住居跡 カマド RP5296 308 土師器 甕 破片 （16.0） － 3.6 6.5 7.5YR6/4 カキメ？

157-13 24号住居跡 カマド RP5296 309 土師器 甕 破片 （22.0） － （6.2） 5.5 7.5YR6/4 ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ

157-14 24号住居跡 覆土 RP5280、5281 314 土師器 甕 1/4 － 7.8 29.6 5 7.5YR5/4 ハケメ ハケメ

158-1 25号住居跡 カマド RP5262 250 須恵器 坏 1/2 － 7.8 2.9 4.5 10YR6/2 回転篦きり

158-2 25号住居跡 覆土 RP5263 253 須恵器 坏 2/3 （14.4） 8.9 4.0 5.7 10YR6/2 回転篦きり

158-3 25号住居跡 カマド 210 RP5307 259 須恵器 坏 3/4 13.4 8.1 3.4 3.5 2.5Y6/1 回転篦きり

158-4 25号住居跡 覆土 272 須恵器 坏 1/4 （13.2） （7.5） 3.35 3.5 7.5YR7/2 回転篦きり

158-5 25号住居跡 覆土 210 260 須恵器 坏 2/3 （12.0） 6.1 4.3 4.5 2.5Y5/1 回転篦きり

158-6 25号住居跡 ピット内 RP5264 255 須恵器 高台付坏 破片 － （8.2） （3.1） 5 10YR4/1 回転糸切り

158-7 25号住居跡 覆土 261 須恵器 甕 破片 － － － 8.5 5YR4/2 タタキ アテ

158-8 25号住居跡 カマド 210 RP5283 277 土師器 甕 2/3 － （5.0）（27.6） 4.4 7.5YR5/4 タタキ、ナデ カキメ

158-9 25号住居跡 床上 RP5265 257 土師器 甕 1/3 （22.8） － 10.5 6.3 5YR5/4 タタキ、ナデ ナデ

158-10 25号住居跡 覆土 24 土師器 甕 破片 （19.6） － （7.9） 4 5YR6/6

158-11 26号住居跡 床上 210 RP5274 262 須恵器 坏 一部欠損 14.6 8.0 3.6 5 7.5Y6/2 回転篦きり

158-12 26号住居跡 床上 210 RP5273 268 須恵器 坏 一部欠損 14.1 7.9 4.7 5 2.5Y7/3 回転篦きり

158-13 26号住居跡 床上 RP5272 267 須恵器 坏 破片 － 9.2 2.0 5 10YR6/2 回転篦きり

159-1 26号住居跡 覆土 RP5277 266 土師器 甕 2/3 （22.0） － （31.3） 5 7.5YR5/3 カキメ、ケズリ ハケメ

159-2 26号住居跡 カマド 211 RP5298,5303 226 土師器 甕 3/4 23.0 （4.5） 33.8 8 2.5YR6/6 タタキ、ケズリ、篦ナデ カキメ

159-3 26号住居跡 カマド 211 RP5398、5303 227 土師器 甕 3/4 （24.5） 5.0 39.0 6 7.5YR6/4 ハケメ、篦ナデ ハケメ、カキメ
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159-4 26号住居跡 カマド RP5303 270 土師器 甕 1/3 （23.0） － （15.1） 6 5YR6/6

159-5 26号住居跡 カマド RP5305 311 土師器 甕 1/3 （20.0） － （24.8） 6 7.5YR5/3 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

159-6 26号住居跡 カマド 310 土師器 甕 1/3 － － （26.5） 7 5YR5/6 タタキ、カキメ カキメ、ケズリ

159-7 26号住居跡 覆土 285 土師器 甕 1/2 － （6.0）（27.0） 6 10YR5/3 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

159-8 26号住居跡 覆土 287 土師器 甕 底部 － 5.4 （11.9） 6 5YR5/4 ハケメ、ケズリ

159-9 26号住居跡 カマド RP5299 269 土師器 甕 1/4 （21.4） － （10.7） 6 7.5YR6/6 ケズリ ハケメ

160-1 26号住居跡 覆土 265 土師器 甕 破片 （25.0） － （7.9） 5 7.5YR7/4 ケズリ

160-2 26号住居跡 覆土 RP5301、5302 289 土師器 甕 2/3 （25.0） － （24.7） 7 5YR5/4 ケズリ、タタキ カキメ、ハケメ

160-3 6号竪穴状遺構 床 RP5312、5311 298 土師器 鉢 1/4 （37.0） － （16.7） 5.5 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

160-4 6号竪穴状遺構 床 RP5313 299 土師器 甕 破片 （22.0） － （3.7） 6 2.5YR5/6 ハケメ ハケメ

160-5 26号住居跡 床 RP5276 288 土師器 鉢 1/4 （36.2） － （16.9） 9 5YR5/6 ハケメ ハケメ、指圧痕

160-6 26号住居跡 カマド RP5298 264 土師器 甕 1/2 （17.0） － （10.5） 4.5 5YR6/4 ハケメ ハケメ

160-7 6号竪穴状遺構 床 210 RP5312 300 土師器 甕 3/4 （17.0） 7.6 15.0 5 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

160-8 26号住居跡 カマド RP5308 263 土師器 甕 1/3 － 6.0 （7.5） 7 5YTR5/6 ケズリ

160-9 26号住居跡 覆土 RP5303 286 土師器 甕 1/3 － 8.0 （13.1） 6 10R5/4 カキメ 回転糸切り

161-1 27号住居跡 覆土 37 須恵器 器台 破片 － － － 10 2.5Y5/1

161-2 27号住居跡 覆土 36 須恵器 蓋 破片 （16.4） － 2.7 4 2.5Y6/2

161-4 28号住居跡 カマド RP5250 14 須恵器 坏 2/3 13.6 8.8 3.9 5 10YR7/2 回転糸切り

161-5 28号住居跡 カマド 211 RP5249 13 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.7 7.4 5.1 6 10YR5/2 回転篦切付高台

161-6 28号住居跡 カマド RP5248 33 須恵器 高台付坏 1/3 （14.9） 8.8 5.1 4 10Y4/1 回転糸切付高台

161-7 29号住居跡 カマド RP5282 34 須恵器 甕 破片 － － － 13 10R4/1 タタキ アテ

161-8 29号住居跡 覆土 237 土師器 鉢？ 破片 － （7.0） 5.5 7 7.5YR6/4 ケズリ

161-9 30号住居跡 ピット内 RP5246 135 須恵器 甕 破片 － － － 10 2.5Y4/1 タタキ アテ

161-10 30号住居跡 床上 RP5244 134 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 10YR5/2 タタキ アテ

162-1 30号住居跡 覆土 211 279 土師器 甕 2/3 22.6 6.4 34.3 7 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

162-2 30号住居跡 ピット内 211 RP5247 149 土師器 甕 1/2 （23.2） （9.0） 37.0 5.5 7.5YR4/6 ハケメ

162-3 30号住居跡 カマド 212 RP5261、5247 283 土師器 甕 1/3 24.2 － 29.0 7 5YR5/6 カキメ、ケズリ カキメ

162-4 30号住居跡 床上 RP5155 142 土師器 甕 破片 － （9.6） （5.7） 7 7.5YR6/4 ケズリ

163-1 31号住居跡 床上 RP5197 252 須恵器 坏 2/3 13.7 6.6 3.9 4 2.5GY5/1 回転糸切り

163-2 31号住居跡 覆土 212 RP5174 243 須恵器 坏 3/4 （12.6） 6.3 3.5 5 2.5Y4/1 回転糸切り

163-3 31号住居跡 覆土 RP5167 242 須恵器 坏 1/3 （14.4） （6.5） 3.5 4 5B5/1 回転糸切り

163-4 31号住居跡 覆土 230 須恵器 坏 1/4 （14.4） 6.9 3.1 4 5Y5/2 回転糸切り

163-5 31号住居跡 床上 RP5191 228 須恵器 坏 1/3 － 7.5 2.1 5.6 N6/0 回転糸切り

163-6 31号住居跡 覆土 241 須恵器 坏 1/4 （14.0） （7.0） 4.0 4 10YR7/2 回転糸切り

163-7 31号住居跡 覆土 232 須恵器 坏 1/3 （12.6） 7.2 3.4 5 5Y5/1 回転糸切り

163-8 31号住居跡 覆土 RP5189 199 須恵器 坏 1/4 （14.1） （7.5） 3.35 4 5Y5/1 回転糸切り

163-9 31号住居跡 覆土 RP5155 200 須恵器 坏 1/3 （14.4） （7.5） 4。0 4 10YR6/2 回転糸切り

163-10 31号住居跡 床 RP5177 217 須恵器 坏 破片 （14.9） （7.8） 3.6 4 2.5Y5/1 回転糸切り

163-11 31号住居跡 カマド RP5211 239 須恵器 坏 破片 （14.0） （9.0） 4.0 4 10YR6/2 回転糸切り

163-12 31号住居跡 覆土 RP5175 216 須恵器 坏 破片 － 6.5 1.8 4.5 2.5Y6/2 回転糸切り

163-13 31号住居跡 覆土 240 須恵器 坏 底部 － 9.0 2.1 4 10YR6/2 回転糸切り

163-14 31号住居跡 覆土 RP5173 238 須恵器 高台付坏 1/2 16.2 7.6 6.4 4 10YR4/1 回転糸切付高台

163-15 31号住居跡 床 212 RP5204 256 須恵器 高台付坏 3/4 （14.6） 7.2 8.5 4 7.5Y4/1 回転糸切付高台

163-16 31号住居跡 覆土 212 RP5176 254 須恵器 高台付坏 2/3 13.9 7.3 5.6 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台

163-17 31号住居跡 床上 212 RP5173、5177 229 須恵器 高台付坏 一部欠損（13.8） 8.8 5.7 5 2.5Y7/2 回転篦切付高台

163-18 31号住居跡 覆土 RP5186 198 須恵器 高台付坏 1/2 － 7.0 2.9 4.4 5RP5/1 回転糸切付高台

163-19 31号住居跡 覆土 233 須恵器 蓋 1/3 （15.0） － 3.2 7 N4/0

164-1 31号住居跡 床 RP5177,5178 218 須恵器 壷 1/4 （10.4） － 18.0 7.5 2.5Y5/1 タタキ

164-2 31号住居跡 覆土 RP5168 215 須恵器 甕 破片 （20.6） － 4.0 8.2 N4/0 ナデ

164-3 31号住居跡 覆土 RP5192 244 須恵器 甕 破片 － （7.0） 2.4 4.4 5PB5/1 ケズリ

164-4 31号住居跡 覆土 212 RP5184 258 須恵器 壺 2/3 － 8.4 15.5 7 7.5YR5/1 ケズリ

164-5 31号住居跡 覆土 RP5204 251 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 10YR5/1 タタキ アテ

164-6 31号住居跡 覆土 RP5210 231 須恵器 甕 破片 － － － 12 5YR4/1 タタキ タタキ、ハケメ

164-7 31号住居跡 覆土 RP5193 214 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR4/1 タタキ アテ

164-8 31号住居跡 床 RP5168,5169 213 須恵器 甕 破片 － － － 7 5YR4/1 タタキ アテ

164-9 31号住居跡 覆土 RP5184 249 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR4/1 タタキ アテ

165-1 31号住居跡 床 RP5201 273 須恵器 甕 破片 － － － 10 10YR4/1 タタキ アテ

165-2 31号住居跡 床 RP5201、5205 276 須恵器 甕 破片 － － － 12 N3/0 タタキ、アテ アテ

165-3 31号住居跡 カマド RP5201、5214 274 須恵器 甕 破片 － － － 11 10YR4/1 タタキ アテ

166-1 31号住居跡 床 RP5194、5200 275 須恵器 甕 破片 － － － 8.5 5Y3/1 タタキ、ハケメ アテ

166-2 31号住居跡 覆土 RP5303 271 土師器 甕 1/3 （23.0） － （15.1） 6 5YR6/6

166-3 31号住居跡 床 RP5196 234 土師器 甕 底部 － （5.5） 2.7 5 7.5YR5/3 ケズリ

166-4 31号住居跡 覆土 RP5183 201 土師器 甕 底部 － （4.2） 3.0 4 7.5YR5/3

166-8 32号住居跡 覆土 167 土師器 甕 破片 （20.0） － 15.8 8 2.5YR4/4 ハケメ

166-9 32号住居跡 覆土 212 169 土師器 甕 完形 （12.4） （6.4） 12.8 6.5 2.5YR6/4

167-1 34号住居跡 カマド RP5255 15 須恵器 坏 1/2 （15.6）（10.8） 3.7 3.5 10YR7/3 回転篦きり

167-2 34号住居跡 カマド RP5256 21 須恵器 高台付坏 1/2 （12.8） （7.4） 4.3 5 10YR5/1 回転篦切付高台

167-3 34号住居跡 覆土 196 須恵器 高台付坏 1/3 （12.0） （7.5） 4.5 3.5 2.5Y5/3

167-4 34号住居跡 カマド RP5260 197 須恵器 甕 破片 － （11.0） （6.5） 10.2 10YR7/2 タタキ

167-5 34号住居跡 カマド RP5253 17 土師器 甕 1/4 － （12.7） 5 10YR5/3 ケズリ

167-6 34号住居跡 覆土 18 土師器 甕 1/4 （24.2） － （10.6） 8 5YR5/4 ケズリ カキメ、指圧痕

167-7 34号住居跡 カマド RP5254 16 土師器 甕 破片 － （12.0） 5.5 6.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

167-8 34号住居跡 覆土 19 土師器 甕 破片 － （7.8） 4.5 7 5YR5/3 ケズリ

167-9 34号住居跡 床 RP5258 20 土師器 甕 底部 － （7.2） 3.0 7 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ？

167-10 35号住居跡 カマド 212 RP5241 204 須恵器 坏 一部欠損 13.9 8.0 4.6 5 7.5YR5/2 静止糸切り

167-11 35号住居跡 床 212 RP5140 72 須恵器 蓋 一部欠損 16.0 － 3.5 5 2.5Y6/1

167-12 35号住居跡 覆土 212 210 土師器 鉢 2/3 15.7 8.1 9.7 6.5 5YR5/4

167-13 35号住居跡 覆土 212 69 土師器 鉢 2/3 （16.0） 8.4 10.3 5 7.5YR5/4 カキメ 回転篦きり

167-14 35号住居跡 カマド RP5240,5242 73 土師器 甕 1/4 （17.2） － 15.1 5 5YR6/6

168-1 35号住居跡 床 212 RP5148 159 土師器 甑 3/4 23.4 （19.2） 30.1 9 7.5YR7/4 ハケメ、ミガキ ハケメ、ケズリ

168-2 35号住居跡 覆土 74 土師器 甕 2/3 25.0 － 29.2 7 7.5YR6/4 タタキ、篦ナデ カキメ、ハケメ

168-3 36号住居跡 床上 RP5033 178 須恵器 坏 一部欠損 14.0 7.5 4.8 4 10YR7/3 ケズリ、指圧痕 回転糸切り
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168-4 36号住居跡 カマド 213 RP5041、5066 188 須恵器 甕 破片 （22.2） － （13.5） 5 7.5YR4/1 タタキ

168-5 36号住居跡 床 RP5044 180 須恵器 甕 破片 － － － 8 N4/0 タタキ 格子アテ

169-1 36号住居跡 覆土 156 須恵器 甕 破片 － － － 7 7.5YR4/1 タタキ

169-2 36号住居跡 カマド RP5100 182 土師器 甕 1/3 － （6.0） 5.5 5.5 7.5YR5/4 ケズリ

169-3 36号住居跡 カマド RP5267 183 土師器 甕 破片 － （7.0） 5.1 7 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

169-4 36号住居跡 カマド 213 RP5101 146 土師器 甕 2/3 21.4 （10.4） 35.6 7.5 10YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

169-5 37号住居跡 覆土 RP5079 151 須恵器 坏 1/3 （13.2） （5.8） 3.0 4 10YR7/3 回転糸切り

169-6 37号住居跡 覆土 RP5070 152 須恵器 坏 破片 － （6.0） 3.0 5 7.5YR5/2 回転糸切り

169-7 37号住居跡 覆土 RP5069 150 須恵器 高台付坏 1/3 （12.5） （8.0） 4.3 3.5 N4/0 ケズリ 回転糸切付高台

169-8 37号住居跡 覆土 RP5073 175 須恵器 壺 破片 － （9.6） 6.0 9 10YR7/3 回転篦切付高台

169-9 37号住居跡 覆土 177 土師器 甕 破片 （11.4） － （6.1） 4 2.5YR5/6

169-10 37号住居跡 ピット内 RP5142 179 土師器 甕 底部 － 5.9 3.0 7.5 5YR5/4 ケズリ

169-11 37号住居跡 ピット内 RP5098 181 土師器 甕 破片 － 6.4 6.0 6 2.5YR5/6 回転糸切り

169-12 37号住居跡 ピット内 RP5123 176 土師器 甕 底部 － （8.2） 3.1 8 7.5YR5/3 回転糸切り

170-1 38号住居跡 床 RP5143 71 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 10YR4/1 タタキ アテ

170-2 38号住居跡 カマド 213 RP5144 70 土師器 甕 一部欠損 12.8 6.4 11.0 5 7.5YR5/3 ケズリ

170-3 39号住居跡 床 213 RP5114 207 須恵器 坏 一部欠損 13.7 6.1 4.2 5 5Y5/1 回転糸切り

170-4 39号住居跡 覆土 RP5110 205 須恵器 坏 1/4 － 6.9 2.2 4 5Y4/1 回転糸切り

170-5 39号住居跡 カマド RP5121 206 須恵器 高台付坏 1/4 － 8.1 2.2 7 5Y4/1 回転糸切付高台

170-6 39号住居跡 覆土 RP5147 203 須恵器 坏 破片 － 6.4 2.5 5 10YR5/2 回転糸切り

170-7 39号住居跡 床 213 RP5127 202 須恵器 蓋 一部欠損 16.0 － 3.0 6 7.5YR4/2

170-8 39号住居跡 カマド 213 RP5119 225 土師器 甕 2/3 （21.2） － （31.9） 6 7.5YR5/4 カキメ、ケズリ

170-9 39号住居跡 覆土 209 土師器 甕 1/2 21.6 － （14.4） 9 7.5YR4/3 指圧痕

170-10 39号住居跡 カマド RP5122 208 土師器 甕 破片 － （5.2） 3.0 4 7.5YR6/6 回転糸切り

170-11 39号住居跡 覆土 RP5145 212 土師器 甕 1/4 （21.0） － （10.5） 8 5YR5/6 カキメ、ケズリ カキメ

170-12 39号住居跡 覆土 RP5117 211 土師器 甕 1/2 15.0 7.2 13.1 6 5YR6/6 ナデ ナデ 静止糸切り

179-1 32号土坑 覆土 100 須恵器 坏 底部 － （10.4） 1.9 5 7.5YR7/4

179-2 32号土坑 床上 216 99 須恵器 蓋 3/4 14.4 － 3.9 4 2.5Y5/1

179-3 32号土坑 覆土 104 須恵器 蓋 1/2 （13.8） － 2.4 6 N4/0

179-4 32号土坑 覆土 102 須恵器 蓋 1/4 （14.2） － 1.55） 5 5Y6/1

179-5 32号土坑 床上 RP5518 101 須恵器 蓋 1/3 （14.0） － （1.8） 5 N4/0

179-6 32号土坑 覆土 103 須恵器 蓋 1/3 （15.6） － 2.2 5 2.5Y5/1

179-7 33号土坑 覆土 1 須恵器 高台付坏 2/3 13.2 7.2 5.1 5 10Y4/1 回転糸切付高台

179-8 33号土坑 覆土 2 須恵器 甕 破片 － － － 10 10YR4/1 タタキ アテ、ハケメ
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180-1 1号住居跡 覆土 30 須恵器 甕 破片 － － － 12 2.5Y5/1 タタキ 格子アテ

180-2 1号住居跡 覆土 217 28 黒色土器 坏 1/2 （12.5） （7.0） （3.0） 5 7.5YR6/4 回転糸切り

180-3 1号住居跡 覆土 29 黒色土器 蓋 完形 13.1 － 2.5 5.8 N3/0 ケズリ、ミガキ ミガキ

180-4 2号住居跡 覆土 10 須恵器 高台付坏 底部 － 6.9 （1.7） 6.3 10YR5/1 回転糸切付高台

180-5 2号住居跡 覆土 2 須恵器 坏 破片 － （6.4） （2.6） 3.6 2.5Y6/2 回転篦きり

180-6 2号住居跡 覆土 11 須恵器 蓋 1/4 （15.2） － （2.6） 5.5 5Y5/1 ケズリ

180-7 2号住居跡 覆土 13 土師器 坏 2/3 14.0 （6.6） 3.4 4.4 7.5YR6/4 回転糸切り

180-8 2号住居跡 覆土 14 黒色土器 坏 破片 － （9.0） （3.3） 7.5 7.5YR6/6 ハケメ、ケズリ ミガキ

180-9 3号住居跡 覆土 217 36 須恵器 坏 1/2 （13.6） （6.6） 3.5 5 7.5YR6/1 ケズリ 回転糸切り

180-10 3号住居跡 カマド 217 RP5224 4 須恵器 坏 一部欠損（13.6） 6.5 3.8 3.8 10YR6/2 回転糸切り

180-11 3号住居跡 カマド 5 須恵器 坏 一部欠損（13.2） 6.2 3.2 3 N4/0 回転糸切り

180-12 3号住居跡 カマド RP5233 6 須恵器 坏 破片 （15.0） － （3.6） 4.5 10YR5/2

180-13 3号住居跡 覆土 16 須恵器 高台付坏 底部 － 8.7 （3.2） 6.3 10YR4/1 回転糸切付高台

180-14 3号住居跡 覆土 15 須恵器 坏 1/4 （14.0） （6.4） （3.6） 5 5Y5/1

180-15 3号住居跡 カマド RP5219 7 土師器 坏 一部欠損（14.0） 8.3 4.6 5 7.5YR6/4 回転糸切り

180-16 3号住居跡 覆土 217 RP5227 35 須恵器 蓋 3/4 （13.6） － 3.4 5.5 10YR5/1

181-1 3号住居跡 カマド 217 RP5222 8 土師器 坏 2/3 （13.4） 6.4 （5.3） 5 5YR5/4 静止糸切り

181-2 3号住居跡 カマド 217 RP5218 9 土師器 坏 完形 （13.0） 8.0 3.7 6 2.5Y6/6 回転糸切り

181-3 3号住居跡 カマド 217 RP5225 3 土師器 甕 1/2 10.8 5.0 7.2 3.8 5YR5/4 ケズリ、篦ナデ 回転篦きり

181-4 3号住居跡 覆土 19 土師器 甕 1/4 － 4.6 （4.1） 7 5YR6/6 回転篦きり

181-5 3号住居跡 カマド 33 土師器 鉢 1/4 （34.2） － （15.8） 12 7.5YR5/4 ケズリ 篦ナデ

181-6 3号住居跡 覆土 18 土師器 甕 1/4 （13.4） － （7.7） 4 2.5YR6/6 ハケメ カキメ

181-7 3号住居跡 カマド RP5232 34 土師器 甕 1/3 （14.4） － （8,1） 4 5YR5/6

181-8 3号住居跡 カマド 37 土師器 甕 破片 （24.0） － （29.7） 6 2.5YR5/4 ケズリ ハケメ、ケズリ

181-9 3号住居跡 覆土 RP5221、5225 1 土師器 甕 破片 － （7.4） （5.8） 4 5YR4/3

181-10 3号住居跡 覆土 RP5235 17 土師器 甕 破片 － （7.8） （7.6） 5 7,5YR5/4 回転糸切り

182-1 4号住居跡 床 RP5216 12 土師器 甕 1/4 － 9.0 （4.7） 4.5 5YR6/6

182-3 5号住居跡 カマド 217 RP5151 20 須恵器 坏 3/4 15.0 10.8 4.0 5 10YR5/2 回転篦きり

182-4 5号住居跡 覆土 22 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR5/1 タタキ アテ

182-5 5号住居跡 覆土 21 須恵器 甕 破片 － － － 13 10YR4/1 タタキ 格子アテ

182-6 5号住居跡 床 217 RP5161 39 土師器 甕 1/2 － 8.0 （31,2） 6.5 5YR4/3 ハケメ、ケズリ

182-7 5号住居跡 床 RP5163 23 土師器 甕 1/3 （13.0） － （6.6） 6 5YR6/6 ハケメ ハケメ

182-8 5号住居跡 床 217 38 土師器 甕 破片 － － （13.9） 8 5YR5/4 タタキ ハケメ

183-1 5号住居跡 カマド 217 RP5153、5160 40 土師器 甕 1/2 （25.0） － 7.0 6 7.5YR7/4 ハケメ、ケズリ ハケメ

183-2 5号住居跡 床 RP5160 31 土師器 甕 1/3 （23.0） － （21.3） 7 7.5YR5/3 篦ナデ

183-3 5号住居跡 床 RP5156 24 土師器 甕 底部 － 7.0 （1.7） 4 7.5YR5/3

183-5 1号竪穴状遺構 覆土 27 須恵器 甕 破片 － － － 6 2.5Y5/1 タタキ アテ

183-6 1号竪穴状遺構 覆土 26 須恵器 甕 破片 － － － 8 10YR4/1 タタキ アテ

183-7 1号土坑 覆土 217 RP5217 41 須恵器 蓋 完形 16.2 3.8 5 5GY5/1
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184-1 1号住居跡 カマド 218 RP7055 7 須恵器 坏 一部欠損 13.5 7.2 （4.0） 3.5 10YR6/3 回転篦きり

184-2 1号住居跡 カマド 218 RP7067 17 須恵器 坏 一部欠損 14.5 10.2 4.4 4 10YR6/2 回転篦きり

184-3 1号住居跡 覆土 6 須恵器 坏 1/4 13.3 8.0 4.0 4. 2.5Y7/2 回転篦きり

184-4 1号住居跡 カマド 218 RP7054 13 須恵器 蓋 一部欠損 13.6 － 2.7 5.5 5Y5/1

184-5 1号住居跡 カマド 218 RP7053 12 須恵器 蓋 完形 14.5 － 3.4 5 5Y5/1

184-6 1号住居跡 覆土 5 須恵器 甕 破片 － － － 7 7.5YR5/2 タタキ アテ

184-7 1号住居跡 カマド RP7056 4 土師器 甕 破片 （14.4） － 4.5 5 7.5YR5/4

184-8 1号住居跡 カマド RP7057 8 須恵器 甕 1/4 － 7.6 2.65 4 10YR6/3 回転篦きり

184-9 1号住居跡 カマド 14 土師器 甕 1/3 － （7.5） 6.85 6.5 7.5YR5/4 回転篦きり

184-10 1号住居跡 カマド 16 土師器 甕 破片 － （7.4） 8.3 5 7.5YR5/4 カキメ、ハケメ 回転篦きり

184-13 2号住居跡 覆土 1 須恵器 坏 1/4 （14.0） 7.0 3.4 3 5Y5/1 回転糸切り

184-14 2号住居跡 覆土 2 須恵器 坏 1/3 14.6 8.0 3.9 4 2.5Y5/1 回転篦きり

184-15 2号住居跡 カマド 218 RP7059 15 土師器 甕 1/2 － 7.2 10.0 5.5 7.5YR5/4 回転糸切り

184-16 2号住居跡 覆土 3 土師器 甕 1/2 － 6.2 6.0 4.5 7.5YR5/4 回転糸切り

185-1 3号住居跡 覆土 10 須恵器 坏 一部欠損（13.6） （7.6） 3.9 5 10YR6/2 回転篦きり

185-2 3号住居跡 覆土 218 11 須恵器 坏 1/2 14.4 9.0 3.3 5 5Y5/1 回転篦きり

185-3 3号住居跡 床 218 RP7074 22 須恵器 高台付坏 2/3 15.3 9.6 7.8 5 5R4/1 回転篦切付高台

185-4 3号住居跡 カマド RP7070 18 土師器 甕 1/4 － 6.6 （4.0） 6 5YR5/4 ケズリ ナデ 静止糸切り

185-5 3号住居跡 カマド RP7068 20 土師器 甕 1/4 － （7.8） 6.6 7 7.5YR4/3 ハケメ、ケズリ ケズリ

185-6 3号住居跡 カマド RP7069 23 土師器 甕 1/3 － 8.0 （11.4） 5 7.5YR5/3 ケズリ カキメ、ハケメ

185-7 1号竪穴状遺構 覆土 219 RP7038 19 土師器 甕 1/4 （15.8） － （8.9） 5 7.5YR5/3 タタキ、ケズリ カキメ

185-8 1号竪穴状遺構 覆土 218 21 土師器 甕 1/4 （19.4） － 10 2.5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ

185-10 4号住居跡 覆土 RP7026 49 須恵器 坏 1/3 （14.0） 7.6 3.5 3 7.5YR6/4

185-11 4号住居跡 カマド RP7024 53 須恵器 坏 1/3 （13.6） 7.0 3.2 4.5 7.5Y5/1 回転糸切り

185-12 4号住居跡 覆土 54 須恵器 坏 1/3 （15.0） （8.0） 4.0 4 5Y5/1 回転糸切り

185-13 4号住居跡 カマド RP7030 51 土師器 甕 破片 （22.8） － （8.1） 7 5YR6/6 回転糸切り

185-14 4号住居跡 カマド RP7028、7030 52 土師器 甕 1/3 （22.6） － 19.6 5 2.5YR5/6 カキメ カキメ、ハケメ

186-1 4号住居跡 床 218 RP7002,7022 47 土師器 甕 2/3 （23.2） （8.0） 35.9 6 5YR5/4 カキメ、ケズリ ハケメ

186-2 4号住居跡 カマド RP7030、7031 48 土師器 甕 1/3 － 7.6 （17.2） 6 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

186-3 4号住居跡 覆土 50 土師器 甕 1/4 － 7.0 8.5 5 2.5YR5/6

186-5 5号住居跡 覆土 218 RP7063 27 須恵器 双耳坏 2/3 10.0 5.4 5.0 4 N4/0 回転糸切付高台

186-6 5号住居跡 カマド RP7060 25 土師器 甕 1/4 － 7.2 2.3 7 5YR5/4 回転糸切り

186-7 5号住居跡 カマド 219 RP7060、7064 46 土師器 甕 1/3 （26.6） － （23.4） 10 ？ カキメ、ケズリ、タタキ カキメ、ケズリ

186-8 5号住居跡 床上 218 RP7066 45 土師器 甕 3/4 23.2 7.2 37.0 8 5YR5/4 タタキ、ケズリ ハケメ

187-1 5号住居跡 カマド 219 RP7061 33 土師器 甕 3/4 （21.2） ？ 35.7 7.5 ？ ケズリ

187-2 5号住居跡 床上 219 RP7064 44 土師器 甕 2/3 （22.0） （4.4） 33.9 7.5 ？ ケズリ カキメ、ハケメ

187-3 5号住居跡 カマド 26 土師器 甕 破片 － 6.5 4.0 7.5 5YR5/4

187-5 3号竪穴状遺構 床 219 RP7035 56 須恵器 壷 3/4 （13.4） 9.7 18.2 6 10YR5/2 ケズリ 回転篦きり

187-6 4号竪穴状遺構 ピット RP7048 28 土師器 甕 1/4 － 8.2 4.5 5.6 7.5YR5/4 カキメ

188-1 6号住居跡 カマド RP7043 34 須恵器 高台付坏 2/3 （10.6） 6.3 4.8 5 10YR5/2 回転篦切付高台

188-2 6号住居跡 床 RP7044 39 須恵器 坏 破片 － （7.0） （2.8） 4 2.5Y7/2 回転糸切り

188-3 6号住居跡 覆土 40 須恵器 高台付坏 破片 － － 2.9 4.5 10YR5/3 回転篦切付高台

188-4 6号住居跡 覆土 35 須恵器 高台付坏 破片 － （10.4） （2.2） 6 10YR5/1 回転篦切付高台

188-5 6号住居跡 床 219 RP7046 42 須恵器 蓋 完形 15.0 － 3.7 5 N4/0

188-6 6号住居跡 床 219 RP7046 29 須恵器 長頸壷 1/3 （10.6） － 13.8 7 10YR4/1

188-7 6号住居跡 カマド RP7042 37 土師器 甕 1/3 （23.0） － （19.3） 7 5YR5/4 タタキ、カキメ カキメ、ハケメ

188-8 6号住居跡 カマド RP7042 41 土師器 甕 1/4 － （8.0） （8.6） 7 5YR4/3 ケズリ ハケメ

188-9 6号住居跡 覆土 36 土師器 甕 破片 （25.4） － （8.5） 6 7.5YR6/4

188-10 6号住居跡 覆土 RP7042 38 土師器 甕 1/3 － （8.8） （9.5） 7 6YR5/4 ケズリ

188-12 1号土坑 覆土 RP7072 3 須恵器 双耳坏 一部欠損 10.7 6.4 5.7 5 5Y4/1 回転篦切付高台

188-13 1号土坑 覆土 RP7073 2 須恵器 坏 1/3 14.2 8.6 3.6 6 7.5YR5/3 回転篦きり

188-14 1号土坑 覆土 4 須恵器 壷 1/3 － － （11.8） 5 2.5Y5/1 タタキ、ケズリ

188-15 2号土坑 覆土 RP7071 1 須恵器 坏 1/3 14.0 8.4 4.2 4 2.5Y5/1 回転篦きり
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189-1 1号住居跡 覆土 220 RP17.18 147 須恵器 坏 3/4 14.6 6.8 4.2 3 N5/0 回転糸切り

189-2 1号住居跡 覆土 RP17 148 須恵器 坏 1/3 （13.1） （5.5） 3.2 3.5 5Y5/1 回転糸切り

189-3 1号住居跡 覆土 RP17 149 須恵器 坏 破片 （14.0） － （3.7） 6 2.5Y5/1

189-4 1号住居跡 覆土 RP16 150 須恵器 高台付坏 底部 － 7.8 1.7 5.5 N4/0 回転糸切付高台

189-5 1号住居跡 覆土 RP14 145 須恵器 甕 破片 － － － 6 2.5Y5/1 タタキ アテ

189-6 1号住居跡 覆土 RP13 146 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 2.5Y5/1 タタキ アテ

189-7 1号住居跡 覆土 220 RP21 157 土師器 甕 一部欠損 24.5 5.0 35.3 14 2.5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

189-8 1号住居跡 カマド RP22 156 土師器 甕 1/3 － （7.8）（24.8） 6.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

189-9 1号住居跡 覆土 RP15 151 土師器 甕 破片 － 8.8 2.4 12 7.5YR5/3 ケズリ 篦ナデ

190-1 2号住居跡 カマド 220 RP26 16 須恵器 坏 3/4 12.7 6.4 3.3 4 5Y5/1 回転糸切り

190-2 2号住居跡 カマド RP29 17 須恵器 坏 2/3 （12.8） 7.4 4.3 3 2.5Y6/2 回転糸切り

190-3 2号住居跡 カマド 220 RP17 14 須恵器 坏 3/4 14.3 7.0 3.7 4 10YR7/4 回転糸切り

190-4 2号住居跡 覆土 32 須恵器 坏 1/3 （13.9） （6.6） 3.6 4 10YR7/4 回転糸切り

190-5 2号住居跡 覆土 34 須恵器 坏 底部 － 7.0 1.4 4 5Y5/1 回転糸切り

190-6 2号住居跡 覆土 25 須恵器 坏 底部 － 7.0 1.6 5.6 10YR5/2 回転糸切り

190-7 2号住居跡 覆土 33 須恵器 坏 底部 － 6.8 1.8 4 5Y5/1 回転糸切り

190-8 2号住居跡 カマド 220 RP23 15 須恵器 坏 2/3 （13.8） 7.6 3.55 6 2.5Y7/2 静止糸切り

190-9 2号住居跡 カマド RP24 18 須恵器 坏 1/2 12.9 6.4 3.9 5 7.5YR6/4 回転糸切り

190-10 2号住居跡 覆土 23 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 3.8 5.7 2.5Y4/1 回転糸切り

190-11 2号住居跡 ピット内 RP12 9 須恵器 坏 破片 － 7.0 3.15 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

190-12 2号住居跡 ピット内 RP13 10 須恵器 高台付坏 1/4 － 6.6 2.9 6 5Y5/1 回転糸切付高台

190-13 2号住居跡 ピット内 220 RP14 11 須恵器 蓋 完形 10.9 － 3.6 5 5Y5/1

190-14 2号住居跡 床 220 RP16 13 須恵器 蓋 完形 9.9 － 2.65 5 N4/0
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190-15 2号住居跡 床 220 RP15 12 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 2.6 6 5Y5/1

190-16 2号住居跡 覆土 27 須恵器 蓋 1/3 （13.6） － 3.3 9 10YR5/2

190-17 2号住居跡 覆土 220 RP11 8 須恵器 壺 1/2 － 10.2 （11.4） 7 7.5Y5/1 回転篦切付高台

190-18 2号住居跡 覆土 26 須恵器 甕 破片 － － － 9 ？ タタキ、カキメ タタキ

191-1 2号住居跡 ピット内 220 RP22 1 土師器 甕 完形 18.0 7.4 11.5 7 10YR4/2 回転糸切り

191-2 2号住居跡 カマド 220 RP28 2 土師器 甕 1/2 － 7.2 7.8 5 7.5YR6/4 回転糸切り

191-3 2号住居跡 カマド 30 土師器 甕 1/4 － 7.8 （3.6） 7 7.5YR6/4 回転糸切り

191-4 2号住居跡 覆土 4 土師器 甕 2/3 （23.4） － （30.0） 5.7 7.5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

191-5 2号住居跡 覆土 3 土師器 鉢 1/4 （26.8） － 16.5 5.7 ？ カキメ、ケズリ カキメ

191-8 3号住居跡 覆土 220 RP12 19 須恵器 坏 完形 （12.7） 8.6 3.3 4 N4/0 回転篦切り

191-9 3号住居跡 覆土 220 21 須恵器 高台付坏 3/4 （13.0） 8.4 4.2 4 N4/0 回転篦切付高台

191-10 3号住居跡 覆土 220 RP11 7 須恵器 坏 1/2 （14.6） 9.8 3.35 4 10YR5/2 回転篦切り

191-11 3号住居跡 覆土 220 6 須恵器 坏 3/4 （12.4） 8.6 3.1 4 10YR5/1 回転篦切り

192-1 3号住居跡 覆土 RP14 20 須恵器 坏 1/3 （12.8） （8.0） 3.7 4 7.5YR5/1 回転篦切り

192-2 3号住居跡 カマド 5 須恵器 蓋 1/2 （14.6） － （2.4） 7 2.5Y5/2

192-3 3号住居跡 覆土 220 22 須恵器 蓋 一部欠損（14.4） － 3.1 5 7.5YR6/4

192-4 4号住居跡 覆土 220 RP11 152 須恵器 坏 完形 （14.0） 7.2 4.0 5 7.5YR5/4 回転糸切り

192-5 4号住居跡 覆土 220 RP17 154 須恵器 坏 1/3 13.2 7.4 3.5 3.5 5PB6/1 回転糸切り

192-6 4号住居跡 覆土 220 RP18 167 須恵器 甕 破片 － － （22.7） 7 ？ タタキ アテ

192-7 4号住居跡 覆土 220 RP18 168 須恵器 甕 1/3 － （7.0）（21.5） 8 ？ タタキ 格子アテ

192-8 4号住居跡 覆土 221 RP15 153 土師器 鉢 1/3 （38.0）（19.6） 24.0 8 ？ ケズリ

192-9 4号住居跡 覆土 142 土師器 甕 破片 （13.6） － （3.9） 4 10YR6/4

192-10 4号住居跡 覆土 RP12 155 土師器 甕 1/4 － （7.3） 7.6 6 7.5YR5/4 ケズリ カキメ、篦ナデ

192-11 4号住居跡 覆土 141 土師器 甕 破片 － 6.5 7.0 5 7.5YR5/4 回転糸切り

193-1 5号住居跡 覆土 59 須恵器 坏 1/2 （14.2） （6.4） 3.8 3 ？ 回転糸切り

193-2 5号住居跡 覆土 58 須恵器 坏 破片 （13.4） （6.6） 4.2 4 2.5Y6/2 回転糸切り

193-3 5号住居跡 覆土 53 須恵器 坏 1/3 （13.9） （6.2） 3.8 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

193-4 5号住居跡 覆土 54 須恵器 坏 1/2 （12.2） （5.4） 4.4 4 5Y4/1 回転糸切り

193-5 5号住居跡 覆土 56 須恵器 坏 口縁 （13.0） （5.4） 3.9 4 5Y5/1

193-6 5号住居跡 覆土 57 須恵器 坏 底部 － （6.0） （3.2） 4 2.5Y7/2 回転糸切り

193-7 5号住居跡 覆土 221 55 須恵器 坏 破片 － （6.8） 1.1 5 10YR6/2 回転糸切り 底部 墨書

193-8 5号住居跡 覆土 52 須恵器 高台付坏 2/3 （12.3） － （4.6） 3.5 10YR4/1 回転糸切付高台

193-9 5号住居跡 覆土 221 RP12～15 60 土師器 甕 3/4 19.9 － （30.9） 6 5YR6/6 カキメ、篦ナデ カキメ、ハケメ

193-10 6号住居跡 覆土 221 77 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.6 3.7 4.5 10YR7/2 回転糸切り

193-11 6号住居跡 覆土 76 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.4 4.0 4 5Y4/1 回転糸切り

193-12 6号住居跡 覆土 221 78 須恵器 坏 3/4 13.6 5.9 3.7 3 2.5Y5/1 回転糸切り

193-13 6号住居跡 覆土 38 須恵器 高台付坏 底部 － 7.8 10.1 7.5 2.5Y4/1 回転糸切付高台

193-14 6号住居跡 覆土 221 75 須恵器 高台付坏 2/3 （14.7） （9.8） 7.5 5 10Y4/1 回転糸切付高台

193-15 6号住居跡 覆土 39 須恵器 高台付坏 1/3 － 6.4 3.2 3 7.5Y5/1 回転糸切付高台

194-1 6号住居跡 覆土 37 須恵器 甕 破片 － － － 6 N5/0 タタキ、ハケメ アテ

194-2 6号住居跡 覆土 221 48 土師器 鉢 1/2 （37.6） － （18.7） 9 7.5YR6/4 ケズリ

194-3 6号住居跡 ピット内 221 RP21 80 土師器 鉢 一部欠損 9.2 5.2 4.9 6 10Y6/2 回転篦切り

194-4 6号住居跡 覆土 40 土師器 甕 1/4 － 5.1 2.4 4.1 7.5YR5/4 回転篦切り

194-5 6号住居跡 覆土 221 47 土師器 甕 2/3 － － （33.0） 6 7.5Y5/3 タタキ、ケズリ カキメ

194-6 6号住居跡 覆土 221 RP14 79 土師器 鉢 1/2 （11.4） （6.2） 8.0 5.5 7.5YR5/6 回転糸切り

194-7 6号住居跡 覆土 41 土師器 鉢 1/3 － 7.2 5.9 5 10YR6/3 回転糸切り

194-8 6号住居跡 覆土 74 土師器 鉢 破片 （40.0） － （19.3） 11 5YR5/6 カキメ、ハケメ ハケメ

195-1 7号住居跡 覆土 222 43 須恵器 蓋 完形 14.3 － 2.7 5 5Y5/1

195-2 7号住居跡 覆土 222 42 須恵器 壺 3/4 － （6.1） 6.9 5 10YR4/1 刻書（守） 回転篦切付高台

195-3 7号住居跡 覆土 36 須恵器 甕 破片 － － － 10.3 10YR4/1 タタキ タタキ

195-4 7号住居跡 覆土 45 土師器 甕 1/3 （12.9） （6.5） 12.6 8 5YR5/6

195-5 7号住居跡 覆土 222 46 土師器 甕 1/3 28.8 － （12.1） 8 2.5YR7/6 カキメ カキメ

195-6 7号住居跡 覆土 44 土師器 甕 1/4 － （9.8） 5.9 7.5 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

195-7 8号住居跡 覆土 222 165 須恵器 坏 一部欠損 14.2 7.3 4.4 4.9 5Y4/2 回転糸切り

195-8 8号住居跡 覆土 115 須恵器 坏 一部欠損（13.4） （7.2） 4.0 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

195-9 8号住居跡 カマド 222 RP50 108 須恵器 坏 完形 13.4 7.4 4.5 4 5Y5/1 回転糸切り

195-10 8号住居跡 覆土 RP34 99 須恵器 坏 2/3 14.1 7.8 4.4 2.5 2.5GY4/1 回転糸切り

195-11 8号住居跡 覆土 RP11 88 須恵器 坏 2/3 15.0 7.2 4.0 6 5YR5/4 回転糸切り

195-12 8号住居跡 覆土 RP35 98 須恵器 坏 完形 14.0 7.8 3.9 5 10YR6/2 回転糸切り

196-1 8号住居跡 覆土 RP17 62 須恵器 坏 3/4 （14.0） 7.0 3.3 4.5 5Y5/1 回転糸切り

196-2 8号住居跡 覆土 RP15 50 須恵器 坏 1/3 － 7.0 2.5 4 10YR4/1 回転糸切り

196-3 8号住居跡 覆土 RP20 49 須恵器 坏 1/3 － 7.4 3.0 5.2 2.5Y5/1 回転糸切り

196-4 8号住居跡 カマド 222 RP51 109 須恵器 坏 一部欠損 13.7 8.1 3.7 4 10YR5/2 回転篦切り

196-5 8号住居跡 カマド 222 RP48,53 112 須恵器 坏 2/3 （13.6） （7.8） 4.4 4.5 10Y4/1 回転篦切り

196-6 8号住居跡 覆土 222 RP16 61 須恵器 坏 3/4 （13.3） 8.5 3.8 4 10YR5/2 回転篦切り

196-7 8号住居跡 覆土 222 RP25 67 須恵器 坏 完形 14.4 8.2 3.9 4.5 10YR4/4 回転篦切り

196-8 8号住居跡 覆土 222 RP26 166 須恵器 坏 完形 17.4 7.8 4.2 4.7 10YR5/2 回転篦切り

196-9 8号住居跡 カマド RP31 101 須恵器 坏 完形 14.0 8.0 3.7 5.5 2.5Y6/1 回転篦切り

196-10 8号住居跡 カマド 222 RP44 103 須恵器 坏 一部欠損 10.6 6.8 4.0 4 5Y5/1 回転篦切り

196-11 8号住居跡 カマド RP57 72 須恵器 坏 底部 － （7.8） 1.5 4.5 5Y6/4 回転篦切り 底部 線刻（×）

196-12 8号住居跡 カマド RP59 117 須恵器 坏 2/3 （13.6） （7.4） 4.3 4.5 10YR6/2 回転糸切り

196-13 8号住居跡 カマド RP53 119 須恵器 坏 1/3 （13.4） （8.8） 4.15 4.5 10Y4/1 回転篦切り

196-14 8号住居跡 床上 RP24 66 須恵器 坏 2/3 （14.4） （7.4） 4.3 3 N5/0 回転糸切り

196-15 8号住居跡 床上 RP21 64 須恵器 坏 1/2 （13.5） （6.0） 3.7 4.4 5Y5/1 回転糸切り

196-16 8号住居跡 覆土 RP18 63 須恵器 坏 1/3 （14.4） 7.0 3.8 4.4 N5/0 回転糸切り

196-17 8号住居跡 カマド RP45,46,53 106 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.8） 4.0 4 2.5Y6/2 回転篦切り

196-18 8号住居跡 覆土 84 須恵器 坏 1/3 （14.6） 8.6 3.6 5 10YR6/2 回転篦切り

196-19 8号住居跡 床 RP37 97 須恵器 坏 1/2 15.2 8.5 4.2 5.5 10YR6/2 回転篦切り

196-20 8号住居跡 カマド RP52 110 須恵器 坏 1/3 （14.0） （8.0） 4.4 5 5YR6/6 回転篦切り

196-21 8号住居跡 ピット1 RP30 100 須恵器 坏 1/3 （14.6） 7.9 3.9 4 10Y4/1 回転篦切り

196-22 8号住居跡 カマド RP53 104 須恵器 坏 2/3 （13.8） （8.8） 3.7 3.5 5Y5/3 回転篦切り

197-1 8号住居跡 カマド 222 RP42 105 須恵器 高台付坏 3/4 10.4 3.4 4.6 4.6 5PB6/1 回転篦切付高台
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189-1 1号住居跡 覆土 220 RP17.18 147 須恵器 坏 3/4 14.6 6.8 4.2 3 N5/0 回転糸切り

189-2 1号住居跡 覆土 RP17 148 須恵器 坏 1/3 （13.1） （5.5） 3.2 3.5 5Y5/1 回転糸切り

189-3 1号住居跡 覆土 RP17 149 須恵器 坏 破片 （14.0） － （3.7） 6 2.5Y5/1

189-4 1号住居跡 覆土 RP16 150 須恵器 高台付坏 底部 － 7.8 1.7 5.5 N4/0 回転糸切付高台

189-5 1号住居跡 覆土 RP14 145 須恵器 甕 破片 － － － 6 2.5Y5/1 タタキ アテ

189-6 1号住居跡 覆土 RP13 146 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 2.5Y5/1 タタキ アテ

189-7 1号住居跡 覆土 220 RP21 157 土師器 甕 一部欠損 24.5 5.0 35.3 14 2.5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

189-8 1号住居跡 カマド RP22 156 土師器 甕 1/3 － （7.8）（24.8） 6.5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

189-9 1号住居跡 覆土 RP15 151 土師器 甕 破片 － 8.8 2.4 12 7.5YR5/3 ケズリ 篦ナデ

190-1 2号住居跡 カマド 220 RP26 16 須恵器 坏 3/4 12.7 6.4 3.3 4 5Y5/1 回転糸切り

190-2 2号住居跡 カマド RP29 17 須恵器 坏 2/3 （12.8） 7.4 4.3 3 2.5Y6/2 回転糸切り

190-3 2号住居跡 カマド 220 RP17 14 須恵器 坏 3/4 14.3 7.0 3.7 4 10YR7/4 回転糸切り

190-4 2号住居跡 覆土 32 須恵器 坏 1/3 （13.9） （6.6） 3.6 4 10YR7/4 回転糸切り

190-5 2号住居跡 覆土 34 須恵器 坏 底部 － 7.0 1.4 4 5Y5/1 回転糸切り

190-6 2号住居跡 覆土 25 須恵器 坏 底部 － 7.0 1.6 5.6 10YR5/2 回転糸切り

190-7 2号住居跡 覆土 33 須恵器 坏 底部 － 6.8 1.8 4 5Y5/1 回転糸切り

190-8 2号住居跡 カマド 220 RP23 15 須恵器 坏 2/3 （13.8） 7.6 3.55 6 2.5Y7/2 静止糸切り

190-9 2号住居跡 カマド RP24 18 須恵器 坏 1/2 12.9 6.4 3.9 5 7.5YR6/4 回転糸切り

190-10 2号住居跡 覆土 23 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 3.8 5.7 2.5Y4/1 回転糸切り

190-11 2号住居跡 ピット内 RP12 9 須恵器 坏 破片 － 7.0 3.15 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

190-12 2号住居跡 ピット内 RP13 10 須恵器 高台付坏 1/4 － 6.6 2.9 6 5Y5/1 回転糸切付高台

190-13 2号住居跡 ピット内 220 RP14 11 須恵器 蓋 完形 10.9 － 3.6 5 5Y5/1

190-14 2号住居跡 床 220 RP16 13 須恵器 蓋 完形 9.9 － 2.65 5 N4/0

190-15 2号住居跡 床 220 RP15 12 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 2.6 6 5Y5/1

190-16 2号住居跡 覆土 27 須恵器 蓋 1/3 （13.6） － 3.3 9 10YR5/2
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197-2 8号住居跡 床上 RP28 73 須恵器 高台付坏 底部 － 8.1 1.8 5.5 2.5Y6/1 回転篦切付高台

197-3 8号住居跡 床上 RP12 89 須恵器 高台付坏 底部 － － 2.7 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台

197-4 8号住居跡 カマド RP53 114 須恵器 高台付坏 1/4 14.0 8.8 4.3 3.5 7.5Y5/1

197-5 8号住居跡 ピット2 RP31 96 須恵器 蓋 1/3 （15.2） － 3.1 4.5 10Y5/1

197-6 8号住居跡 覆土 RP57 71 須恵器 蓋 破片 （14.6） － 2.5 5 5RP5/1

197-7 8号住居跡 カマド 222 RP27 69 須恵器 壺 1/3 － 5.8 7.0 6 5Y4/1 回転篦切付高台

197-8 8号住居跡 覆土 RP14 91 須恵器 甕 1/3 － （10.0） 10.5 6 2.5Y4/6 ケズリ 網代痕

197-9 8号住居跡 ピット3 RP33 95 須恵器 甕 破片 － － － 11.5 10YR5/2 タタキ アテ

197-10 8号住居跡 覆土 169 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 10YR5/1 タタキ アテ

197-11 8号住居跡 覆土 RP23 68 須恵器 甕 破片 － － － 11 2.5Y5/1 タタキ アテ

197-12 8号住居跡 床上 RP21 65 須恵器 甕 破片 － － － 6.8 2.5Y4/1 カキメ、ケズリ カキメ

198-1 8号住居跡 カマド 70 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 10YR5/1 タタキ アテ

198-2 8号住居跡 カマド RP60 116 土師器 甕 破片 （26.0） － （13.2） 5.5 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ ハケメ

198-3 8号住居跡 覆土 94 土師器 甕 破片 （18.2） － （7.9） 4.5 10YR5/3 ハケメ ハケメ

198-4 8号住居跡 カマド 222 RP46,53 107 土師器 甕 完形 9.4 5.6 7.1 5 7.5YR6/4 カキメ 回転糸切り

198-5 8号住居跡 覆土 92 土師器 甕 1/4 （17.0） － （9.4） 3 2.5Y4/6 ハケメ ハケメ

198-6 8号住居跡 カマド RP57 111 土師器 甕 1/3 （24.0） － 11.5 4.5 10YR6/3 ハケメ ハケメ

198-7 8号住居跡 覆土 93 土師器 甕 破片 （16.0） － （6.2） 4.5 7.5YR5/3 ハケメ ハケメ

198-8 8号住居跡 覆土 90 土師器 甕 1/2 － （9.0） 10.7 6 10YR6/4 篦ナデ ハケメ 網代痕

198-9 8号住居跡 覆土 86 土師器 甕 破片 － （8.0） 4.0 5.8 7.5YR5/3 回転糸切り

198-10 8号住居跡 カマド 118 土師器 甕 破片 － （8.0） （7.0） 4 5P4/1 網代痕

198-11 8号住居跡 床上 RP36 102 土師器 甕 1/4 － 7.8 5.2 4.5 10YR7/4 ハケメ ハケメ 網代痕

198-12 8号住居跡 カマド 113 土師器 鉢 1/3 （26.8） － 12.1 7.1 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

199-1 10号住居跡 床上 222 51 須恵器 蓋 完形 14.0 － 2.8 5 5Y5/2

199-2 11号住居跡 床上 138 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 3.9 4 2,5Y6/2 回転糸切り

199-3 11号住居跡 床上 139 須恵器 高台付坏 1/3 － （7.4） （5.4） 4 5Y5/1 回転糸切付高台

199-4 11号住居跡 床上 222 RP11 143 須恵器 高台付坏 3/4 19.4 8.8 7.2 4 5Y5/1 回転糸切付高台

199-5 11号住居跡 床上 140 土師器 甕 破片 － （5.6） （9.0） 6 5YR5/4

199-6 11号住居跡 床上 RP11 137 土師器 甕 1/4 － （9.4）（20.6） 6 7.5YR6/6 ケズリ カキメ、ハケメ

199-7 12号住居跡 覆土 RP26 131 須恵器 坏 3/4 13.6 6.6 3.5 4.5 5Y5/1 回転糸切り

199-8 12号住居跡 カマド 222 RP21 129 須恵器 坏 一部欠損 13.6 （7.4） （3.8） 3 10YR5/1 回転糸切り

199-9 12号住居跡 床 RP18 125 須恵器 坏 1/3 － 6.6 2.7 3.8 2.5Y5/2 回転糸切り

199-10 12号住居跡 覆土 123 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.2） 3.5 3.7 ？ 回転糸切り

199-11 12号住居跡 覆土 120 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.6） 3.8 4.5 2.5Y5/3 回転糸切り

199-12 12号住居跡 覆土 121 須恵器 坏 破片 （14.2） － （3.0） 4.2 10YR5/1

199-13 12号住居跡 覆土 122 須恵器 高台付坏 1/3 （12.6） （7.5） 4.8 4 5G4/1 回転糸切付高台

199-14 12号住居跡 覆土 132 須恵器 高台付坏 1/4 12.3 7.4 4.6 5 10YR4/1 回転糸切付高台

199-15 12号住居跡 床 222 RP24 130 須恵器 高台付坏 3/4 （13.4） 7.0 4.8 4 10YR4/1 回転糸切付高台

199-16 12号住居跡 覆土 124 須恵器 甕 破片 － － － 15 N3/0 タタキ 格子アテ

200-1 12号住居跡 覆土 RP25 126 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 N4/0 タタキ アテ、ハケメ

200-2 12号住居跡 カマド RP23 135 土師器 甕 1/2 （15.0） （7.8） 14.3 7 2.5Y6/8 回転糸切り

200-3 12号住居跡 覆土 134 土師器 甕 破片 － （7.8） 5.9 11 ？ ケズリ

200-4 12号住居跡 覆土 133 土師器 甕 破片 12.8 － 5.1 6 2.5YR5/6

200-5 12号住居跡 床 RP23 136 土師器 甕 底部 － 10.4 4.8 6 10YR5/8 ケズリ

200-6 12号住居跡 ピット内 RP11 127 土師器 甕 破片 － 8.0 3.0 8 7.5YR5/4 回転糸切り

200-7 12号住居跡 ピット内 RP12 128 土師器 甕 底部 － 6.0 4.5 5.5 7.5Y4/2 回転糸切り

200-8 13号住居跡 カマド RP39 164 須恵器 坏 1/3 （14.8） 9.0 3.4 4 10G5/1 回転篦きり

200-9 13号住居跡 覆土 RP12 159 須恵器 高台付坏 1/4 （13.7） （9.2） 4.8 5 10YR7/2 回転篦切付高台

200-10 13号住居跡 覆土 222 RP34 162 須恵器 壺 2/3 － － （10.7） 6 ？

200-11 13号住居跡 覆土 RP15,32 160 須恵器 高台付坏 破片 － （8.9）（3.55） 5.5 10Y4/1 回転糸切付高台

200-12 13号住居跡 カマド RP36 158 土師器 甕 破片 － （7.6） 5.0 5 10R6/3

200-13 13号住居跡 覆土 RP13 163 土師器 鉢 1/3 （39.2） － （15.4） 9 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ
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190-17 2号住居跡 覆土 220 RP11 8 須恵器 壺 1/2 － 10.2 （11.4） 7 7.5Y5/1 回転篦切付高台

190-18 2号住居跡 覆土 26 須恵器 甕 破片 － － － 9 ？ タタキ、カキメ タタキ

191-1 2号住居跡 ピット内 220 RP22 1 土師器 甕 完形 18.0 7.4 11.5 7 10YR4/2 回転糸切り

191-2 2号住居跡 カマド 220 RP28 2 土師器 甕 1/2 － 7.2 7.8 5 7.5YR6/4 回転糸切り

191-3 2号住居跡 カマド 30 土師器 甕 1/4 － 7.8 （3.6） 7 7.5YR6/4 回転糸切り

191-4 2号住居跡 覆土 4 土師器 甕 2/3 （23.4） － （30.0） 5.7 7.5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

191-5 2号住居跡 覆土 3 土師器 鉢 1/4 （26.8） － 16.5 5.7 ？ カキメ、ケズリ カキメ

191-8 3号住居跡 覆土 220 RP12 19 須恵器 坏 完形 （12.7） 8.6 3.3 4 N4/0 回転篦切り

191-9 3号住居跡 覆土 220 21 須恵器 高台付坏 3/4 （13.0） 8.4 4.2 4 N4/0 回転篦切付高台

191-10 3号住居跡 覆土 220 RP11 7 須恵器 坏 1/2 （14.6） 9.8 3.35 4 10YR5/2 回転篦切り

191-11 3号住居跡 覆土 220 6 須恵器 坏 3/4 （12.4） 8.6 3.1 4 10YR5/1 回転篦切り

192-1 3号住居跡 覆土 RP14 20 須恵器 坏 1/3 （12.8） （8.0） 3.7 4 7.5YR5/1 回転篦切り

192-2 3号住居跡 カマド 5 須恵器 蓋 1/2 （14.6） － （2.4） 7 2.5Y5/2

192-3 3号住居跡 覆土 220 22 須恵器 蓋 一部欠損（14.4） － 3.1 5 7.5YR6/4

192-4 4号住居跡 覆土 220 RP11 152 須恵器 坏 完形 （14.0） 7.2 4.0 5 7.5YR5/4 回転糸切り

192-5 4号住居跡 覆土 220 RP17 154 須恵器 坏 1/3 13.2 7.4 3.5 3.5 5PB6/1 回転糸切り

192-6 4号住居跡 覆土 220 RP18 167 須恵器 甕 破片 － － （22.7） 7 ？ タタキ アテ

192-7 4号住居跡 覆土 220 RP18 168 須恵器 甕 1/3 － （7.0）（21.5） 8 ？ タタキ 格子アテ

192-8 4号住居跡 覆土 221 RP15 153 土師器 鉢 1/3 （38.0）（19.6） 24.0 8 ？ ケズリ

192-9 4号住居跡 覆土 142 土師器 甕 破片 （13.6） － （3.9） 4 10YR6/4

192-10 4号住居跡 覆土 RP12 155 土師器 甕 1/4 － （7.3） 7.6 6 7.5YR5/4 ケズリ カキメ、篦ナデ

192-11 4号住居跡 覆土 141 土師器 甕 破片 － 6.5 7.0 5 7.5YR5/4 回転糸切り

193-1 5号住居跡 覆土 59 須恵器 坏 1/2 （14.2） （6.4） 3.8 3 ？ 回転糸切り

193-2 5号住居跡 覆土 58 須恵器 坏 破片 （13.4） （6.6） 4.2 4 2.5Y6/2 回転糸切り

193-3 5号住居跡 覆土 53 須恵器 坏 1/3 （13.9） （6.2） 3.8 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

193-4 5号住居跡 覆土 54 須恵器 坏 1/2 （12.2） （5.4） 4.4 4 5Y4/1 回転糸切り

193-5 5号住居跡 覆土 56 須恵器 坏 口縁 （13.0） （5.4） 3.9 4 5Y5/1

193-6 5号住居跡 覆土 57 須恵器 坏 底部 － （6.0） （3.2） 4 2.5Y7/2 回転糸切り

193-7 5号住居跡 覆土 221 55 須恵器 坏 破片 － （6.8） 1.1 5 10YR6/2 回転糸切り 底部 墨書

193-8 5号住居跡 覆土 52 須恵器 高台付坏 2/3 （12.3） － （4.6） 3.5 10YR4/1 回転糸切付高台

193-9 5号住居跡 覆土 221 RP12～15 60 土師器 甕 3/4 19.9 － （30.9） 6 5YR6/6 カキメ、篦ナデ カキメ、ハケメ

193-10 6号住居跡 覆土 221 77 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.6 3.7 4.5 10YR7/2 回転糸切り

193-11 6号住居跡 覆土 76 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.4 4.0 4 5Y4/1 回転糸切り

193-12 6号住居跡 覆土 221 78 須恵器 坏 3/4 13.6 5.9 3.7 3 2.5Y5/1 回転糸切り

193-13 6号住居跡 覆土 38 須恵器 高台付坏 底部 － 7.8 10.1 7.5 2.5Y4/1 回転糸切付高台

193-14 6号住居跡 覆土 221 75 須恵器 高台付坏 2/3 （14.7） （9.8） 7.5 5 10Y4/1 回転糸切付高台

193-15 6号住居跡 覆土 39 須恵器 高台付坏 1/3 － 6.4 3.2 3 7.5Y5/1 回転糸切付高台

194-1 6号住居跡 覆土 37 須恵器 甕 破片 － － － 6 N5/0 タタキ、ハケメ アテ

194-2 6号住居跡 覆土 221 48 土師器 鉢 1/2 （37.6） － （18.7） 9 7.5YR6/4 ケズリ

194-3 6号住居跡 ピット内 221 RP21 80 土師器 鉢 一部欠損 9.2 5.2 4.9 6 10Y6/2 回転篦切り

194-4 6号住居跡 覆土 40 土師器 甕 1/4 － 5.1 2.4 4.1 7.5YR5/4 回転篦切り

194-5 6号住居跡 覆土 221 47 土師器 甕 2/3 － － （33.0） 6 7.5Y5/3 タタキ、ケズリ カキメ

194-6 6号住居跡 覆土 221 RP14 79 土師器 鉢 1/2 （11.4） （6.2） 8.0 5.5 7.5YR5/6 回転糸切り

194-7 6号住居跡 覆土 41 土師器 鉢 1/3 － 7.2 5.9 5 10YR6/3 回転糸切り

194-8 6号住居跡 覆土 74 土師器 鉢 破片 （40.0） － （19.3） 11 5YR5/6 カキメ、ハケメ ハケメ

195-1 7号住居跡 覆土 222 43 須恵器 蓋 完形 14.3 － 2.7 5 5Y5/1

195-2 7号住居跡 覆土 222 42 須恵器 壺 3/4 － （6.1） 6.9 5 10YR4/1 刻書（守） 回転篦切付高台

195-3 7号住居跡 覆土 36 須恵器 甕 破片 － － － 10.3 10YR4/1 タタキ タタキ

195-4 7号住居跡 覆土 45 土師器 甕 1/3 （12.9） （6.5） 12.6 8 5YR5/6

195-5 7号住居跡 覆土 222 46 土師器 甕 1/3 28.8 － （12.1） 8 2.5YR7/6 カキメ カキメ

195-6 7号住居跡 覆土 44 土師器 甕 1/4 － （9.8） 5.9 7.5 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

195-7 8号住居跡 覆土 222 165 須恵器 坏 一部欠損 14.2 7.3 4.4 4.9 5Y4/2 回転糸切り

195-8 8号住居跡 覆土 115 須恵器 坏 一部欠損（13.4） （7.2） 4.0 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

195-9 8号住居跡 カマド 222 RP50 108 須恵器 坏 完形 13.4 7.4 4.5 4 5Y5/1 回転糸切り

195-10 8号住居跡 覆土 RP34 99 須恵器 坏 2/3 14.1 7.8 4.4 2.5 2.5GY4/1 回転糸切り

195-11 8号住居跡 覆土 RP11 88 須恵器 坏 2/3 15.0 7.2 4.0 6 5YR5/4 回転糸切り

195-12 8号住居跡 覆土 RP35 98 須恵器 坏 完形 14.0 7.8 3.9 5 10YR6/2 回転糸切り

196-1 8号住居跡 覆土 RP17 62 須恵器 坏 3/4 （14.0） 7.0 3.3 4.5 5Y5/1 回転糸切り

196-2 8号住居跡 覆土 RP15 50 須恵器 坏 1/3 － 7.0 2.5 4 10YR4/1 回転糸切り

196-3 8号住居跡 覆土 RP20 49 須恵器 坏 1/3 － 7.4 3.0 5.2 2.5Y5/1 回転糸切り

196-4 8号住居跡 カマド 222 RP51 109 須恵器 坏 一部欠損 13.7 8.1 3.7 4 10YR5/2 回転篦切り

196-5 8号住居跡 カマド 222 RP48,53 112 須恵器 坏 2/3 （13.6） （7.8） 4.4 4.5 10Y4/1 回転篦切り

196-6 8号住居跡 覆土 222 RP16 61 須恵器 坏 3/4 （13.3） 8.5 3.8 4 10YR5/2 回転篦切り

196-7 8号住居跡 覆土 222 RP25 67 須恵器 坏 完形 14.4 8.2 3.9 4.5 10YR4/4 回転篦切り

196-8 8号住居跡 覆土 222 RP26 166 須恵器 坏 完形 17.4 7.8 4.2 4.7 10YR5/2 回転篦切り

196-9 8号住居跡 カマド RP31 101 須恵器 坏 完形 14.0 8.0 3.7 5.5 2.5Y6/1 回転篦切り

196-10 8号住居跡 カマド 222 RP44 103 須恵器 坏 一部欠損 10.6 6.8 4.0 4 5Y5/1 回転篦切り

196-11 8号住居跡 カマド RP57 72 須恵器 坏 底部 － （7.8） 1.5 4.5 5Y6/4 回転篦切り 底部 線刻（×）

196-12 8号住居跡 カマド RP59 117 須恵器 坏 2/3 （13.6） （7.4） 4.3 4.5 10YR6/2 回転糸切り

196-13 8号住居跡 カマド RP53 119 須恵器 坏 1/3 （13.4） （8.8） 4.15 4.5 10Y4/1 回転篦切り

196-14 8号住居跡 床上 RP24 66 須恵器 坏 2/3 （14.4） （7.4） 4.3 3 N5/0 回転糸切り

196-15 8号住居跡 床上 RP21 64 須恵器 坏 1/2 （13.5） （6.0） 3.7 4.4 5Y5/1 回転糸切り

196-16 8号住居跡 覆土 RP18 63 須恵器 坏 1/3 （14.4） 7.0 3.8 4.4 N5/0 回転糸切り

196-17 8号住居跡 カマド RP45,46,53 106 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.8） 4.0 4 2.5Y6/2 回転篦切り

196-18 8号住居跡 覆土 84 須恵器 坏 1/3 （14.6） 8.6 3.6 5 10YR6/2 回転篦切り

196-19 8号住居跡 床 RP37 97 須恵器 坏 1/2 15.2 8.5 4.2 5.5 10YR6/2 回転篦切り

196-20 8号住居跡 カマド RP52 110 須恵器 坏 1/3 （14.0） （8.0） 4.4 5 5YR6/6 回転篦切り

196-21 8号住居跡 ピット1 RP30 100 須恵器 坏 1/3 （14.6） 7.9 3.9 4 10Y4/1 回転篦切り

196-22 8号住居跡 カマド RP53 104 須恵器 坏 2/3 （13.8） （8.8） 3.7 3.5 5Y5/3 回転篦切り

197-1 8号住居跡 カマド 222 RP42 105 須恵器 高台付坏 3/4 10.4 3.4 4.6 4.6 5PB6/1 回転篦切付高台

197-2 8号住居跡 床上 RP28 73 須恵器 高台付坏 底部 － 8.1 1.8 5.5 2.5Y6/1 回転篦切付高台

197-3 8号住居跡 床上 RP12 89 須恵器 高台付坏 底部 － － 2.7 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台
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197-4 8号住居跡 カマド RP53 114 須恵器 高台付坏 1/4 14.0 8.8 4.3 3.5 7.5Y5/1

197-5 8号住居跡 ピット2 RP31 96 須恵器 蓋 1/3 （15.2） － 3.1 4.5 10Y5/1

197-6 8号住居跡 覆土 RP57 71 須恵器 蓋 破片 （14.6） － 2.5 5 5RP5/1

197-7 8号住居跡 カマド 222 RP27 69 須恵器 壺 1/3 － 5.8 7.0 6 5Y4/1 回転篦切付高台

197-8 8号住居跡 覆土 RP14 91 須恵器 甕 1/3 － （10.0） 10.5 6 2.5Y4/6 ケズリ 網代痕

197-9 8号住居跡 ピット3 RP33 95 須恵器 甕 破片 － － － 11.5 10YR5/2 タタキ アテ

197-10 8号住居跡 覆土 169 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 10YR5/1 タタキ アテ

197-11 8号住居跡 覆土 RP23 68 須恵器 甕 破片 － － － 11 2.5Y5/1 タタキ アテ

197-12 8号住居跡 床上 RP21 65 須恵器 甕 破片 － － － 6.8 2.5Y4/1 カキメ、ケズリ カキメ

198-1 8号住居跡 カマド 70 須恵器 甕 破片 － － － 10.2 10YR5/1 タタキ アテ

198-2 8号住居跡 カマド RP60 116 土師器 甕 破片 （26.0） － （13.2） 5.5 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ ハケメ

198-3 8号住居跡 覆土 94 土師器 甕 破片 （18.2） － （7.9） 4.5 10YR5/3 ハケメ ハケメ

198-4 8号住居跡 カマド 222 RP46,53 107 土師器 甕 完形 9.4 5.6 7.1 5 7.5YR6/4 カキメ 回転糸切り

198-5 8号住居跡 覆土 92 土師器 甕 1/4 （17.0） － （9.4） 3 2.5Y4/6 ハケメ ハケメ

198-6 8号住居跡 カマド RP57 111 土師器 甕 1/3 （24.0） － 11.5 4.5 10YR6/3 ハケメ ハケメ

198-7 8号住居跡 覆土 93 土師器 甕 破片 （16.0） － （6.2） 4.5 7.5YR5/3 ハケメ ハケメ

198-8 8号住居跡 覆土 90 土師器 甕 1/2 － （9.0） 10.7 6 10YR6/4 篦ナデ ハケメ 網代痕

198-9 8号住居跡 覆土 86 土師器 甕 破片 － （8.0） 4.0 5.8 7.5YR5/3 回転糸切り

198-10 8号住居跡 カマド 118 土師器 甕 破片 － （8.0） （7.0） 4 5P4/1 網代痕

198-11 8号住居跡 床上 RP36 102 土師器 甕 1/4 － 7.8 5.2 4.5 10YR7/4 ハケメ ハケメ 網代痕

198-12 8号住居跡 カマド 113 土師器 鉢 1/3 （26.8） － 12.1 7.1 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

199-1 10号住居跡 床上 222 51 須恵器 蓋 完形 14.0 － 2.8 5 5Y5/2

199-2 11号住居跡 床上 138 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.0） 3.9 4 2,5Y6/2 回転糸切り

199-3 11号住居跡 床上 139 須恵器 高台付坏 1/3 － （7.4） （5.4） 4 5Y5/1 回転糸切付高台

199-4 11号住居跡 床上 222 RP11 143 須恵器 高台付坏 3/4 19.4 8.8 7.2 4 5Y5/1 回転糸切付高台

199-5 11号住居跡 床上 140 土師器 甕 破片 － （5.6） （9.0） 6 5YR5/4

199-6 11号住居跡 床上 RP11 137 土師器 甕 1/4 － （9.4）（20.6） 6 7.5YR6/6 ケズリ カキメ、ハケメ

199-7 12号住居跡 覆土 RP26 131 須恵器 坏 3/4 13.6 6.6 3.5 4.5 5Y5/1 回転糸切り

199-8 12号住居跡 カマド 222 RP21 129 須恵器 坏 一部欠損 13.6 （7.4） （3.8） 3 10YR5/1 回転糸切り

199-9 12号住居跡 床 RP18 125 須恵器 坏 1/3 － 6.6 2.7 3.8 2.5Y5/2 回転糸切り

199-10 12号住居跡 覆土 123 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.2） 3.5 3.7 ？ 回転糸切り

199-11 12号住居跡 覆土 120 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.6） 3.8 4.5 2.5Y5/3 回転糸切り

199-12 12号住居跡 覆土 121 須恵器 坏 破片 （14.2） － （3.0） 4.2 10YR5/1

199-13 12号住居跡 覆土 122 須恵器 高台付坏 1/3 （12.6） （7.5） 4.8 4 5G4/1 回転糸切付高台

199-14 12号住居跡 覆土 132 須恵器 高台付坏 1/4 12.3 7.4 4.6 5 10YR4/1 回転糸切付高台

199-15 12号住居跡 床 222 RP24 130 須恵器 高台付坏 3/4 （13.4） 7.0 4.8 4 10YR4/1 回転糸切付高台

199-16 12号住居跡 覆土 124 須恵器 甕 破片 － － － 15 N3/0 タタキ 格子アテ

200-1 12号住居跡 覆土 RP25 126 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 N4/0 タタキ アテ、ハケメ

200-2 12号住居跡 カマド RP23 135 土師器 甕 1/2 （15.0） （7.8） 14.3 7 2.5Y6/8 回転糸切り

200-3 12号住居跡 覆土 134 土師器 甕 破片 － （7.8） 5.9 11 ？ ケズリ

200-4 12号住居跡 覆土 133 土師器 甕 破片 12.8 － 5.1 6 2.5YR5/6

200-5 12号住居跡 床 RP23 136 土師器 甕 底部 － 10.4 4.8 6 10YR5/8 ケズリ

200-6 12号住居跡 ピット内 RP11 127 土師器 甕 破片 － 8.0 3.0 8 7.5YR5/4 回転糸切り

200-7 12号住居跡 ピット内 RP12 128 土師器 甕 底部 － 6.0 4.5 5.5 7.5Y4/2 回転糸切り

200-8 13号住居跡 カマド RP39 164 須恵器 坏 1/3 （14.8） 9.0 3.4 4 10G5/1 回転篦きり

200-9 13号住居跡 覆土 RP12 159 須恵器 高台付坏 1/4 （13.7） （9.2） 4.8 5 10YR7/2 回転篦切付高台

200-10 13号住居跡 覆土 222 RP34 162 須恵器 壺 2/3 － － （10.7） 6 ？

200-11 13号住居跡 覆土 RP15,32 160 須恵器 高台付坏 破片 － （8.9）（3.55） 5.5 10Y4/1 回転糸切付高台

200-12 13号住居跡 カマド RP36 158 土師器 甕 破片 － （7.6） 5.0 5 10R6/3

200-13 13号住居跡 覆土 RP13 163 土師器 鉢 1/3 （39.2） － （15.4） 9 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ
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205-12 8号住居跡 床上 224 11 須恵器 坏 一部欠損 14.6 9.0 3.9 4 2.5Y6/1 回転篦きり

205-13 8号住居跡 床上 224 10 須恵器 高台付坏 3/4 12.9 8.4 4.5 3 10YR5/1 回転篦切付高台

205-14 8号住居跡 カマド 224 12 須恵器 蓋 完形 13.0 － 5.8 5 2.5Y5/1

205-15 8号住居跡 カマド 224 13 須恵器 蓋 完形 15.2 － 2.6 7 5Y6/1

205-16 8号住居跡 覆土 9 土師器 坏 1/2 8.0 4.3 4.3 6.5 7.5YR6/4

206-1 9号住居跡 床上 15 土師器 甕 破片 － 10.0 （3.0） 13 7.5YR6/4 ハケメ 木葉痕

206-2 9号住居跡 床上 14 土師器 甕 破片 （17.2） － （5.2） 9 7.5YR6/4

206-7 2号竪穴状遺構 覆土 224 1 須恵器 高台付坏 一部欠損 10.5 6.5 4.1 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

206-8 2号竪穴状遺構 覆土 6 須恵器 甕 破片 － － － 10 7.5YR4/1 タタキ アテ

206-9 2号竪穴状遺構 覆土 7 黒色土器 坏 底部 － 6.4 （2.0） 7.5 7.5YR6/6 ケズリ ミガキ 回転糸切り

206-10 2号竪穴状遺構 覆土 5 土師器 甕 1/3 － 9.0 （12.3） 8 5YR5/4

206-11 2号竪穴状遺構 覆土 8 土師器 鉢 1/3 （35.0） 13.0 － 8 5YR5/4 ケズリ

207-1 10号住居跡 覆土 16 須恵器 甕 破片 － － － 11 2.5Y6/1 タタキ アテ

207-4 11号住居跡 覆土 224 53 須恵器 坏 3/4 13.3 8.6 4.2 4 10YR7/2 回転篦きり

207-5 11号住居跡 カマド RP5551,5557 60 須恵器 坏 3/4 13.7 7.5 4.2 4 10YR7/3 回転篦きり

207-6 11号住居跡 カマド 224 RP5557 59 須恵器 坏 完形 14.3 9.0 4.1 4 2.5Y6/2 回転篦きり

207-7 11号住居跡 カマド 224 RP5548 63 須恵器 坏 完形 15.0 9.0 3.8 5 2.5Y5/1 回転篦きり

207-8 11号住居跡 床 RP5552,5553 61 須恵器 坏 完形 15.2 8.0 3.45 4 10YR8/2 回転篦きり

207-9 11号住居跡 覆土 RP5549 54 須恵器 坏 3/4 （14.4）（10.4） 3.0 6 5Y5/1 回転篦きり

207-10 11号住居跡 床上 RP5556 55 須恵器 坏 1/3 14.8 11.5 3.4 5 5/1 回転篦きり

207-11 11号住居跡 カマド RP5551 52 須恵器 坏 3/4 13.0 （9.0） 3.3 4.5 5Y6/1 回転篦きり

207-12 11号住居跡 覆土 224 RP5547 57 須恵器 蓋 1/2 14.9 － 3.9 5 5Y5/6

207-13 11号住居跡 カマド 224 RP5558 62 須恵器 蓋 完形 15.4 － 2.4 6 5Y6/1

208-1 11号住居跡 床 RP5550 56 須恵器 鉢 1/3 （22.6）（17.8）（16.9） 8 2.5Y4/1 タタキ、ケズリ ハケメ、カキメ

208-2 11号住居跡 カマド RP5557 58 須恵器 甕 破片 － － － 12 5RP5/1 タタキ カキメ
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208-3 11号住居跡 カマド 224 Rp5554 49 黒色土器 坏 一部欠損 16.0 7.0 7.7 5.5 5YR5/6 ハケメ ミガキ

208-4 11号住居跡 床 RP5555 48 土師器 鉢 3/4 （17.2） 6.1 （15.1） 7 7.5YR5/4 ハケメ ハケメ 静止糸切り

209-1 12号住居跡 カマド 18 土師器 鉢 一部欠損 14.8 9.0 9.9 7 7.5YR5/4 ケズリ 回転篦きり

209-2 12号住居跡 覆土 19 土師器 甕 1/4 （21.0） － （7.2） 6 5YR4/8

209-5 3号竪穴状遺構 覆土 2 須恵器 甕 破片 （19.4） － （9.5） 6.5 10YR5/1

209-6 3号竪穴状遺構 覆土 3 須恵器 甕 破片 － － － 8 2.5Y4/1 タタキ 格子アテ

209-7 3号竪穴状遺構 覆土 4 須恵器 甕 破片 － － － 16 10Y4/1 タタキ アテ
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223-8 5号住居跡 覆土 112 土師器 鉢 破片 － （11.5） 4.0 9 7.5YR7/8 ハケメ

223-11 6号住居跡 ピット 228 98 土師器 鉢 一部欠損 15.3 4.4 5.4 6 2.5YR5/8 ミガキ ミガキ

223-12 6号住居跡 ピット 228 114 土師器 鉢 完形 13.5 3.0 8.2 5 5YR7/6 ハケメ、ミガキ

225-1 1号掘立柱建物跡 ピット4 217 土師器 鉢 底部 － （8.6） （5.4） 8 5YR7/6

234-1 19号土坑 覆土 146 土師器 小型坩、鉢？ 1/3 － － （5.9） 4 ？ ハケメ、ナデ

238-9 35号土坑 覆土 147 土師器 甕 破片 （24.0） － （10.2） 7 ？ ハケメ

238-10 36号土坑 覆土 RP11 148 土師器 甕 1/4 （28.5） － （16.0） 8 ？ ハケメ ハケメ

12区
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305-9 6号住居跡 カマド 242 RP13 424 須恵器 坏 完形 13.0 7.6 3.7 5 5Y6/2 線刻（×） 回転糸切り

305-10 6号住居跡 床 242 RP11 423 須恵器 高台付坏 3/4 （13.2） － 3.9 3.5 N5/0

305-11 6号住居跡 覆土 422 須恵器 坏 破片 － （8.4） 2.3 4.5 2.5Y6/2 回転篦きり

305-12 6号住居跡 覆土 RP12 425 須恵器 蓋 3/4 （14.8） － 2.0 4.5 2.5Y4/1

305-13 6号住居跡 覆土 421 須恵器 甕 破片 － （17.0） 5 7.5YR5/4 タタキ、ハケメ アテ

306-1 7号住居跡 覆土 2 須恵器 坏 1/4 － 7.4 1.8 6.3 10YR6/2 回転糸切り

306-2 7号住居跡 床 RP13 10 土師器 坏 1/4 （13.8）（10.0） 4.5 3.8 7.5YR7/4

306-3 7号住居跡 覆土 RP16 9 土師器 鉢 一部欠損（11.2） （4.0） 7.65 4.8 5YR5/6 ハケメ 底部 線刻

306-4 7号住居跡 カマド RP22 3 土師器 甕 底部 － 2.7 2.4 6 2.5YR5/6 ハケメ

306-5 7号住居跡 カマド 242 RP21 4 黒色土器 坏 完形 （14.0） （7.0） 3.8 6.5 7.5YR6/4 ミガキ

306-6 7号住居跡 242 RP14 5 土師器 甕 破片 （19.0） － （7.3） 6.5 7.5YR6/6

306-7 7号住居跡 1 土師器 甕 破片 （13.0） － （5.5） 5.8 ？

306-8 7号住居跡 RP14,15 6 土師器 壺 2/3 （18.0） － （17.0） 8 5YR6/6 篦ナデ カキメ

306-9 7号住居跡 カマド RP24 8 須恵器 坏 底部 － － （10.1） 5.7 5YR6/6 ハケメ ハケメ

306-10 7号住居跡 カマド RP24 7 須恵器 甕 破片 － （7.2） 1.0 － 2.5YR5/6 木葉痕

306-11 8号住居跡 覆土 RP18 62 須恵器 坏 1/2 13.8 6.8 4.05 3 7.5YR5/2 回転糸切り

306-12 8号住居跡 ピット5 51 須恵器 双耳坏 1/4 （10.0） － （3.6） 3 2.5Y4/2 ケズリ

306-13 8号住居跡 覆土 RP16 61 須恵器 坏 1/4 － 8.0 （2.5） 5.5 ？ 回転篦きり

306-14 8号住居跡 覆土 RP15 60 須恵器 坏 破片 － （7.8） （1.7） 4 10YR7/2 回転糸切り

306-15 8号住居跡 覆土 RP14 57 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） （3.0） 3.5 5Y5/1

307-1 8号住居跡 カマド RP20 53 土師器 坏 破片 － 7.6 （1.8） 4 10YR7/3

307-2 8号住居跡 覆土 RP17 58 土師器 甕 1/4 － 5.8 （3.7） 4 7.5YR5/2 篦ナデ 回転糸切り

307-3 8号住居跡 ピット5 RP23 55 土師器 甕 1/3 － 6.0 （7.5） 7 5YR5/4 ケズリ ハケメ、篦ナデ

307-4 8号住居跡 覆土 54 土師器 甕 1/4 － 6.4 （4.7） 6 10YR5/3

307-5 8号住居跡 ピット5 56 土師器 甕 底部 － 5.4 （3.6） 7 2.5YR6/4 ケズリ ハケメ、篦ナデ

307-6 8号住居跡 覆土 RP18 59 黒色土器 坏 3/4 （12.4） 8.0 6.0 6.5 7.5YR6/6 ミガキ

307-7 8号住居跡 ピット5 RP23 52 土師器 甕 破片 （21.3） － （7.0） 7.5 2.5YR6/6 ハケメ

307-8 8号住居跡 ピット5 RP23 49 土師器 甕 1/4 （21.4） － （11.3） 5 ？

307-10 9号住居跡 床上 164 須恵器 坏 1/4 （13.4） （6.0） 5.0 3 5Y6/2 回転糸切り 底部 墨書

307-11 9号住居跡 床上 165 須恵器 坏 破片 － （8.0） 1.4 6 2.5Y5/1 回転糸切り

307-12 9号住居跡 カマド RP12 166 須恵器 蓋 1/3 （13.9） － 2.1 6 10YR5/1

308-1 9号住居跡 カマド 243 RP11 170 土師器 高台付坏 完形 14.4 6.0 4.9 4.5 7.5YR6/6 回転篦切付高台

308-2 9号住居跡 ピット内 RP13 169 土師器 甕 1/4 － 8.4 5.0 5 5YR6/6 回転糸切り

308-4 10号住居跡 覆土 243 125 須恵器 坏 3/4 14.5 5.6 4.8 4.5 2.5Y6/2 回転糸切り 底部 墨書

308-5 10号住居跡 ピット1 243 RP20 136 須恵器 坏 3/4 （13.6） 7.2 4.8 4.3 5Y5/1 回転篦きり

308-6 10号住居跡 覆土 133 須恵器 坏 1/4 （13.4） 5.6 （4.7） 4 10YR6/3 回転篦きり

308-7 10号住居跡 ピット2 RP22 137 須恵器 坏 1/4 （15.5） （9.2） 3.2 4 10YR6/2 回転糸切り

308-8 10号住居跡 覆土 141 須恵器 坏 破片 （14.8） － 3.5 4 10YR4/1

308-9 10号住居跡 カマド 140 須恵器 坏 破片 － （6.4） 3.0 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

308-10 10号住居跡 床 RP13 135 須恵器 高台付坏 底部 － （9.0） （3.5） 4.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

308-11 10号住居跡 覆土 RP19 142 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） 1.7 5 5Y4/1 回転糸切付高台

308-12 10号住居跡 覆土 139 須恵器 坏 破片 － （8.0） 1.0 5.5 10YR6/2 回転篦きり 底部 線刻

308-13 10号住居跡 床 243 RP12 134 須恵器 蓋 完形 （15.5） － 2.6 4 2.5GY4/1

308-14 10号住居跡 覆土 138 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 10YR4/1 タタキ 格子アテ

309-1 10号住居跡 覆土 123 土師器 坏 1/4 （15.2） （7.2） 5.4 5.8 7.5YR5/3

309-2 10号住居跡 ピット2 126 土師器 甕 破片 － （5.6） （4.8） 5.5 10YR5/3 篦ナデ

309-3 10号住居跡 覆土 128 土師器 甕 破片 － （7.3） （2.8） 4 7.5YR6/4

309-4 10号住居跡 覆土 127 土師器 甕 底部 － 6.8 1.2 5 5YR6/6 回転糸切り

309-5 10号住居跡 ピット2 RP21 130 土師器 甕 破片 － （7.2） 2.8 5 2.5YR5/6 回転糸切り

309-6 10号住居跡 覆土 124 土師器 甕 破片 （19.8） － 9.8 6 5YR5/4 タタキ、カキメ カキメ、ハケメ

309-7 10号住居跡 ピット2 RP21 132 土師器 甕 破片 （14.0） － （7.0） 4.5 2.5YR6/6

309-8 10号住居跡 ピット2 RP21 131 土師器 甕 破片 （13.8） － 7.0 4.3 5YR5/6

309-9 10号住居跡 カマド RP18 129 土師器 甕 破片 （20.2） － 8.2 4.8 5YR5/4

309-10 10号住居跡 床上 RP17 143 土師器 甕 破片 （20.5） － 5.2 5.5 7.5YR4/4

309-11 10号住居跡 覆土 RP15 144 土師器 甕 破片 － （8.8） 11.6 7.5 5YR4/2 ケズリ ハケメ

309-12 11号住居跡 ピット3 243 203 須恵器 高台付坏 1/2 （13.8） 8.8 4.7 4.1 N5/0 回転篦切付高台

309-13 11号住居跡 覆土 196 須恵器 坏 底部 － （5.4） 0.9 4 10YR6/1 回転糸切り

309-14 11号住居跡 ピット5 243 RP17 202 須恵器 蓋 3/4 （16.4） － 2.3 4 2.5Y5/2

309-15 11号住居跡 カマド 243 RP42 206 土師器 甕 1/4 （16.0） － 8.0 4.7 10YR5/3 ハケメ カキメ

309-16 11号住居跡 覆土 243 205 土師器 甕 1/3 － 8.5 8.5 5 10YR4/2 ハケメ カキメ
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309-17 11号住居跡 床 RP15 204 土師器 甕 破片 － （9.2） 8.4 5 ？

310-1 11号住居跡 ピット5 243 RP16 199 土師器 甕 1/3 － 10.0 8.6 6 5YR4/3 ハケメ ハケメ 木葉痕

310-2 11号住居跡 カマド一括 243 RP44 369 土師器 甕 2/3 （13.2） 8.2 10.1 5 10R5/4 木葉痕

310-3 11号住居跡 カマド 243 RP50 200 土師器 甕 1/2 19.5 － 14.4 7 5YR6/6 カキメ ハケメ

310-4 11号住居跡 カマド 243 RP51 209 土師器 甕 1/4 26.0 － 8.2 5 10YR6/4 ハケメ ナデ

310-5 11号住居跡 カマド 243 RP46 207 土師器 甕 1/3 （24.6） － 11.8 6.5 10YR7/3 ハケメ ハケメ

310-6 11号住居跡 カマド RP20 208 土師器 甕 1/3 （22.5） － 24.0 6.5 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

310-7 11号住居跡 カマド RP35 201 土師器 甕 1/4 （24.0） － （16.3） 5 ？ ハケメ カキメ、ハケメ

310-8 11号住居跡 カマド RP44 198 土師器 甕 破片 － 6.8 6.5 8 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

310-9 11号住居跡 カマド一括 RP55 197 黒色土器 鉢 3/4 （15.5） （7.2） 9.0 4.5 10YR7/6 ミガキ 木葉痕

311-1 13号住居跡 カマド 243 RP35 298 須恵器 坏 2/3 （14.0） 5.2 4.5 3.5 5Y5/1 回転糸切り

311-2 13号住居跡 カマド 243 RP37 223 須恵器 坏 完形 14.4 6.0 4.6 5 10YR6/2 回転糸切り

311-3 13号住居跡 覆土 243 253 須恵器 坏 2/3 13.7 5.4 4.2 5 2.5Y6/2 回転糸切り

311-4 13号住居跡 カマド 244 RP42 225 須恵器 坏 3/4 14.3 5.2 4.8 4 5PB5/1 回転糸切り

311-5 13号住居跡 カマド 244 RP38 224 須恵器 坏 完形 12.7 5.5 4.5 4.5 7.5YR6/4 回転糸切り

311-6 13号住居跡 カマド RP33 254 須恵器 坏 3/4 － 5.5 4.0 4 5PB5/1 回転糸切り

311-7 13号住居跡 ピット1 244 252 須恵器 坏 2/3 （14.6） 5.8 4.4 6 5Y5/1 回転糸切り

311-8 13号住居跡 カマド RP39 222 須恵器 坏 2/3 14.5 5.1 4.8 3.5 N5/0 回転糸切り

311-9 13号住居跡 覆土 271 須恵器 坏 1/4 （15.0） （6.6） 4.5 4.5 2.5Y5/1

311-10 13号住居跡 カマド RP56 281 須恵器 坏 1/3 （14.1） 7.3 6.0 4 2.5Y6/3 回転糸切り

311-11 13号住居跡 カマド RP46 272 須恵器 坏 破片 （14.2） （6.1） 4.0 4.5 ？

311-12 13号住居跡 覆土 258 須恵器 坏 破片 10.8 － 4.5 4 2.5Y6/2

311-13 13号住居跡 カマド 244 RP41 221 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.5 6.6 5.0 4 7.5GY5/1 回転糸切付高台

311-14 13号住居跡 覆土 RP31 297 須恵器 甕 破片 － － － 16 N4/0 タタキ ハケメ、アテ

311-15 13号住居跡 覆土 324 須恵器 甕 破片 － － － 12.5 10Y4/1 タタキ タタキ、アテ

312-1 13号住居跡 カマド RP46 279 土師器 坏 1/4 （15.2） － 4.7 3.5 10YR7/4

312-2 13号住居跡 カマド RP46 259 土師器 坏 破片 （14.0） － 4.2 4.0 7.5YR6/4

312-3 13号住居跡 カマド 244 RP43 296 土師器 坏 3/4 （12.4） 5.0 5.0 4 5YR5/4 回転糸切

312-4 13号住居跡 カマド RP46 260 土師器 坏 破片 （14.8） － 5.2 3.0 5YR6/6

312-5 13号住居跡 覆土 282 土師器 坏 1/3 （14.0） （7.0） 4.2 3.5 10YR6/4 回転糸切り

312-6 13号住居跡 カマド RP46 280 土師器 坏 破片 （12.6） － 3.4 5 2.5YR6/6

312-7 13号住居跡 カマド RP36 299 土師器 高台付皿 一部欠損 13.7 6.8 3.2 5 2.5YR6/6 回転糸切付高台

312-8 13号住居跡 カマド 244 RP45 226 土師器 甕 1/3 － 7.2 （7.4） 4.5 2.5YR5/6 回転糸切り

312-9 13号住居跡 覆土 RP46 283 土師器 坏 1/3 （12.0） － 4.0 3.5 2.5YR6/6

312-10 13号住居跡 覆土 295 土師器 甕 破片 － （7.4） 2.7 4.5 7.5YR6/4 回転糸切り

312-11 13号住居跡 覆土 261 土師器 高台付坏 底部 － （5.9） 1.3 4 7.5YR6/4

312-12 13号住居跡 カマド RP46 273 土師器 甕 破片 （17.3） － 8.5 5 10YR6/3

312-13 13号住居跡 カマド RP46 278 土師器 鉢 破片 （16.8） － 9.5 4 7.5YR5/2

312-14 13号住居跡 覆土 RP46 300 土師器 甕 1/3 － （9.6） 7.4 6 10YR5/2 ケズリ ハケメ

313-1 15号住居跡 床 244 RP11 18 須恵器 高台付坏 3/4 14.8 6.7 4.9 4.5 5YR4/1 回転糸切付高台

313-2 15号住居跡 覆土 17 須恵器 坏 1/4 （14.4） － 3.9 3.5 2.5Y5/3

313-3 15号住居跡 覆土 26 須恵器 坏 破片 （14.6） － 4.0 4.2 10YR6/2

313-4 15号住居跡 覆土 25 須恵器 坏 破片 （14.2） － 3.8 4 10YR5/2

313-5 15号住居跡 覆土 15 須恵器 坏 破片 （14.2） － 4.3 5 5Y5/1

313-6 15号住居跡 覆土 16 須恵器 坏 破片 （14.1） － 3.5 4 5Y5/1

313-7 15号住居跡 床 RP12 19 須恵器 坏 底部 － 5.3 1.0 4.5 5Y5/1 回転糸切り

313-8 15号住居跡 覆土 RP16 24 須恵器 高台付坏 破片 － 5.7 0.6 7.5YR5/3

313-9 15号住居跡 床 244 RP14 22 土師器 甕 1/3 － 7.7 10.8 5 2.5Y5/4 回転糸切り

313-10 15号住居跡 床 RP13 20 土師器 甕 1/4 － 7.0 6.0 4.5 10Y3/2 回転糸切り

313-11 15号住居跡 床 244 RP13,14 23 土師器 甕 3/4 （14.8） － （11.3） 4 10YR5/4

313-12 15号住居跡 床 RP14 21 土師器 甕 1/2 （14.4） － （6.9） 4 7.5YR5/3

313-13 16号住居跡 覆土 244 RP12 36 須恵器 坏 2/3 14.5 7.0 3.5 4.5 2.5Y6/2 回転糸切り

313-14 16号住居跡 覆土 RP13 37 須恵器 坏 1/4 （13.4） （7.0） （3.5） 5 5Y6/1 回転糸切り

313-15 16号住居跡 覆土 RP13 38 須恵器 坏 1/4 （14.8） （7.1） 3.8 4.3 10YR7/1 回転糸切り

313-16 16号住居跡 覆土 RO15 40 須恵器 坏 1/3 （14.9） （7.0） 3.5 5 2.5Y7/2 回転糸切り

313-17 16号住居跡 覆土 35 須恵器 坏 1/4 （12.4） － 3.3 4.3 5Y4/1

313-18 16号住居跡 貼床下 244 RP14 39 須恵器 蓋 一部欠損 13.7 － 2.7 3.5 N5/0」

313-19 16号住居跡 覆土 34 土師器 甕 破片 （26.4） － 6.0 9 2.5YR4/3

314-1 17号住居跡 カマド 244 RP17 101 須恵器 坏 完形 13.6 6.3 4.0 3.7 5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書

314-2 17号住居跡 カマド 244 RP15 103 須恵器 坏 3/4 15.3 8.4 4.3 4.8 2.5Y6/2 回転糸切り

314-3 17号住居跡 カマド 244 84 須恵器 坏 3/4 14.8 6.8 4.0 3.5 7.5Y6/1 回転糸切り

314-4 17号住居跡 カマド一括 107 須恵器 坏 2/3 （13.0） （6.0） 4.2 3 ？ 回転糸切り

314-5 17号住居跡 カマド 244 85 須恵器 坏 2/3 13.4 6.2 4.1 4 N7/0 回転糸切り

314-6 17号住居跡 カマド 244 RP15,16 104 須恵器 坏 完形 13.6 6.2 3.5 4.6 5RP5/1 回転糸切り

314-7 17号住居跡 ピット4 86 須恵器 坏 1/4 （12.8） （5.2） 3.7 3 5Y5/1 回転糸切り

314-8 17号住居跡 ピット3 RP11 105 須恵器 高台付坏 3/4 （12.6） （6.4） 4.5 3.5 5P5/1 回転糸切付高台

314-9 17号住居跡 カマド 88 須恵器 坏 破片 （13.4） － （6.0） 3.5 N3/0

314-10 17号住居跡 ピット5 87 須恵器 坏 破片 （14.1） － （6.6） 5 10YR4/1

314-11 17号住居跡 カマド RP12 106 須恵器 高台付坏 破片 － 6.6 1.65 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

314-12 17号住居跡 カマド 244 90 須恵器 坏 3/4 12.6 5.5 4.3 3.5 10YR6/3 回転糸切り

314-13 17号住居跡 覆土 244 RP14 102 土師器 坏 一部欠損 12.4 6.2 3.2 4.4 7.5YR6/4 回転糸切り

314-14 17号住居跡 カマド 112 土師器 高台付皿 1/3 － （6.4） （2.3） 4.5 7.5YR5/8

314-15 17号住居跡 カマド 89 土師器 甕 破片 （14.0） － （8.3） 4 7.5YR6/4 カキメ カキメ

314-16 17号住居跡 カマド一括 108 土師器 甕 破片 （12.0） － （6.5） 3.7 5YR6/3

314-17 17号住居跡 カマド一括 244 91 土師器 甕 1/2 － 7.5 （8.8） 5 5YR6/4 ハケメ 回転糸切り

315-1 17号住居跡 床 RP18 111 土師器 甕 破片 （22.2） － （10.8） 5.6 7.5YR6/4

315-2 17号住居跡 カマド一括 110 土師器 甕 破片 － （6.8） （3.1） 6.1 7.5YR5/4

315-3 17号住居跡 カマド一括 109 土師器 甕 破片 － （6.6） 3.3 6.7 5YR5/4 回転糸切り

315-4 18号住居跡 覆土 RP26 463 須恵器 坏 3/4 （13.0） 6.3 3.4 3.5 10YR4/4 回転糸切り

315-5 18号住居跡 床 244 RP20 495 須恵器 坏 2/3 13.8 6.4 3.8 4 7.5Y5/1 回転糸切り

315-6 18号住居跡 覆土 485 須恵器 坏 3/4 13.2 5.5 3.6 3 5Y6/1 回転糸切り

315-7 18号住居跡 覆土 497 須恵器 坏 2/3 13.6 5.3 3.5 3 7.5Y5/1 回転糸切り
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315-8 18号住居跡 覆土 244 RP33 479 須恵器 坏 1/2 13.5 6.5 3.55 4 2.5Y5/2 回転糸切り

315-9 18号住居跡 覆土 244 RP61 496 須恵器 坏 3/4 13.7 5.8 3.6 3 10YR5/2 回転糸切り

315-10 18号住居跡 覆土 RP95 474 須恵器 坏 1/4 － （6.0） （2.6） 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り

315-11 18号住居跡 覆土 484 須恵器 坏 1/4 － 6.6 1.8 4.5 10YR6/3 回転糸切り

315-12 18号住居跡 覆土 490 須恵器 坏 1/4 － 6.2 1.8 5.5 2.5Y6/2 回転糸切り

315-13 18号住居跡 覆土 486 須恵器 坏 破片 － 7.5 1.7 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

315-14 18号住居跡 貼床下 RP44 471 須恵器 坏 破片 （13.5） 6.2 4.0 3 7.5Y5/1 回転糸切り 底部 線刻

315-15 18号住居跡 貼床下 RP46 472 須恵器 坏 1/3 （14.0） （7.0） （4.0） 4 5Y5/1 回転糸切り

315-16 18号住居跡 覆土 151 須恵器 坏 破片 （13.8） － 3.4 4.5 ？

315-17 18号住居跡 覆土 487 須恵器 坏 2/3 14.0 7.4 3.4 4 10YR6/3 回転糸切り

315-18 18号住居跡 覆土 483 須恵器 坏 破片 （12.5） － （3.7） 3.5 N5/0

316-1 18号住居跡 覆土 150 須恵器 坏 破片 （13.0） － （3.6） 3 N3/0

316-2 18号住居跡 覆土 149 須恵器 坏 破片 （11.8） － （3.6） 4 7.5YR5/1

316-3 18号住居跡 覆土 153 須恵器 坏 破片 － （6.0） （3.4） 3 7.5Y5/2 回転糸切り

316-4 18号住居跡 覆土 152 須恵器 坏 破片 － （6.4） （2.1） 3 7.5Y5/2 回転糸切り

316-5 18号住居跡 貼床下 RP43 469 須恵器 高台付坏 2/3 12.7 6.5 4.8 3.5 10YR3/1 回転糸切付高台

316-6 18号住居跡 床上 244 RP20 465 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.0 6.1 5.0 3.5 5Y4/1 回転糸切付高台

316-7 18号住居跡 覆土 RP36 498 須恵器 坏 破片 － （5.2） （1.9） 5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

316-8 18号住居跡 床 244 480 須恵器 高台付坏 3/4 16.5 6.8 5.8 3.5 5Y5/1 回転糸切付高台

316-9 18号住居跡 覆土 494 須恵器 高台付坏 2/3 15.0 7.2 7.0 4 5G4/1」 回転篦切付高台

316-10 18号住居跡 覆土 RP34 478 須恵器 高台付坏 破片 － 8.1 （2.6） 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台

316-11 18号住居跡 覆土 RP30 464 須恵器 高台付坏 破片 － 8.4 （1.7） 6.5 2.5Y3/2 回転篦切付高台

316-12 18号住居跡 覆土 RP41 466 須恵器 高台付坏 1/4 － 8.0 （3.8） 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台

316-13 18号住居跡 覆土 RP21 477 須恵器 高台付坏 底部 － 6.3 （2.3） 4 5Y5/1 回転糸切付高台

316-14 18号住居跡 覆土 489 須恵器 高台付坏 破片 － 7.0 2.2 3 2.5Y5/1 回転糸切付高台

316-15 18号住居跡 床 RP18 493 須恵器 高台付坏 底部 － 6.6 1.3 4.5 10YR5/1 回転糸切付高台

316-16 18号住居跡 覆土 RP16 491 須恵器 高台付坏 底部 － 6.6 0.7 7 7.5YR5/1 回転糸切付高台

316-17 18号住居跡 貼床下 RP47 473 須恵器 蓋 3/4 （14.7） － （1.7） 4.5 10YR5/1

316-18 18号住居跡 床 244 468 須恵器 蓋 完形 16.5 － 3.7 6.5 2.5Y5/1

316-19 18号住居跡 覆土 RP17 492 須恵器 蓋 1/3 （14.8） － （3.3） 5 5Y5/1

316-20 18号住居跡 覆土 RP42 467 須恵器 蓋 1/4 － － 2.3 3.5 10Y4/1

316-21 18号住居跡 覆土 RP27 481 須恵器 壺 破片 （13.9） － （8.9） 8.5 10GY4/1

316-22 18号住居跡 覆土 475 土師器 双耳坏 破片 12.6 － 4.0 6 7.5YR5/3

316-23 18号住居跡 覆土 RP63 499 土師器 甕 1/4 － 7.2 5.2 4.5 5YR6/6 回転糸切り

317-1 18号住居跡 覆土 RP63 470 土師器 甕 破片 （14.0） － 6.5 4 7.5YR5/3

317-2 18号住居跡 覆土 RP39 482 土師器 鉢 1/3 41.8 － 22.0 9 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ カキメ

317-3 18号住居跡 覆土 RP64 500 土師器 鉢 破片 （16.6） － 10.7 6.5 7.5YR5/3

317-4 18号住居跡 覆土 488 土師器 甕 破片 － （8.5） 6.0 6 7.5YR6/4

317-7 19号住居跡 ピット3 245 94 須恵器 坏 完形 13.8 （9.2） （4.0） 4.6 10YR7/4 回転篦きり

317-8 19号住居跡 覆土 95 須恵器 坏 破片 （17.4） － （5.2） 5 2.5Y4/1

317-9 19号住居跡 カマド一括 96 須恵器 坏 1/3 （14.0） （8.0） （4.2） 3.5 10YR7/2 回転篦きり

317-10 19号住居跡 覆土 RP13 98 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.8 8.4 5.15 4.6 5Y5/1 回転糸切付高台

317-11 19号住居跡 床 RP16 116 須恵器 坏 破片 － （8.0） （2.3） 5 10YR7/2 回転篦きり

317-12 19号住居跡 床 245 RP15 115 須恵器 蓋 完形 14.1 － 3.0 5 N5/0

317-13 19号住居跡 ピット2 118 須恵器 甕 破片 － － － 6 2.5Y5/1 タタキ、カキメ カキメ、アテ

318-1 19号住居跡 覆土 122 土師器 甕 2/3 （19.6） － （28.8） 6 7.5YR5/4 ケズリ、ハケメ ハケメ、カキメ

318-2 19号住居跡 覆土 100 土師器 甕 1/4 （20.5） － 22.1 6.5 5YR6/6 タタキ カキメ、ハケメ

318-3 19号住居跡 ピット3 99 土師器 甕 1/3 26.0 － 30.0 4.5 5YR5/6 ケズリ

318-4 19号住居跡 ピット1 97 土師器 甕 破片 23.0 － 7.3 5.5 7.5YR6/4

318-5 19号住居跡 カマド RP12 119 土師器 甕 1/4 （21.7） － （11.0） 5 5YR5/6 ハケメ

318-6 19号住居跡 カマド RP11 476 土師器 甕 破片 － － （16.0） 7.5 2.5YR5/6 ケズリ ハケメ

318-7 19号住居跡 ピット3 145 土師器 甕 破片 22.0 － 10.6 6 7.5YR5/6

319-1 19号住居跡 ピット2 245 121 土師器 鉢 1/4 （23.0） － （10.0） 7 2.5YR6/6 篦ナデ カキメ

319-2 19号住居跡 カマド 245 RP17 120 土師器 鉢 一部欠損（15.7） 7.0 11.0 5 5YR5/6 ハケメ

319-3 19号住居跡 覆土 146 土師器 鉢 破片 － （9.8） （9.8） 5 5YR6/6 ケズリ

319-4 19号住居跡 カマド 245 RP11 117 土師器 鉢 3/4 10.9 （7.0） 6.4 5.5 7.5YR5/3

319-5 19号住居跡 ピット3 148 土師器 甕 破片 － 8.2 （2.0） 5 5YR5/6 回転篦きり

319-6 19号住居跡 覆土 147 土師器 甕 破片 － 6.6 （4.2） 7.5 7.5YR5/4 ケズリ ハケメ

319-7 1号竪穴状遺構 覆土 RP12 175 須恵器 坏 3/4 （14.4） 8.0 4.2 4.5 5Y5/1 回転糸切り

319-8 1号竪穴状遺構 覆土 186 須恵器 坏 2/3 （15.0） （9.8） 3.9 5 7.5YR7/2 回転篦きり

319-9 1号竪穴状遺構 覆土 177 須恵器 坏 1/2 （13.7） 6.0 4.0 4 2.5Y5/1 回転糸切

319-10 1号竪穴状遺構 覆土 185 須恵器 坏 1/4 （15.0）（11.2） 3.2 5 N5/0 回転篦きり

319-11 1号竪穴状遺構 覆土 RP16 173 須恵器 坏 1/4 （12.7） （8.0） 2.9 3.7 5Y5/1 回転糸切り

319-12 1号竪穴状遺構 覆土 RP11 172 須恵器 高台付坏 1/3 （14.0） （8.8） 4.4 3 10Y5/1 回転糸切付高台

319-13 1号竪穴状遺構 覆土 RP13 183 須恵器 高台付坏 1/3 （16.0） （9.8） 4.7 3.2 10YR5/2 回転篦切付高台

319-14 1号竪穴状遺構 覆土 RP18 176 須恵器 高台付坏 2/3 （11.3） （6.3） 4.7 3.5 N5/0 回転糸切付高台

319-15 1号竪穴状遺構 覆土 RP18 179 須恵器 高台付坏 破片 － － （2.8） 5 7.5YR4/2 回転糸切付高台

319-16 1号竪穴状遺構 覆土 RP12,18 174 須恵器 高台付坏 破片 （14.2） － 4.0 5 N4/0 回転糸切付高台

319-17 1号竪穴状遺構 覆土 182 須恵器 高台付坏 底部 － 8.4 2.1 4 ？ 回転糸切付高台

319-18 1号竪穴状遺構 覆土 245 180 須恵器 は双 破片 － （10.4） 3.8 5 5Y6/1

320-1 1号竪穴状遺構 覆土 RP15 178 須恵器 蓋 破片 （16.3） － （2.6） 4 5Y5/1

320-2 1号竪穴状遺構 覆土 188 須恵器 蓋 破片 （16.0） － 2.3 6.6 2.5Y5/1

320-3 1号竪穴状遺構 覆土 184 須恵器 甕 破片 － － － 8.7 N4/0 タタキ アテ

320-4 1号竪穴状遺構 覆土 187 土師器 高台付坏 破片 － （6.6） （5.0） 6 5YR7/6

320-5 1号竪穴状遺構 覆土 RP17 156 土師器 鉢 1/3 （28.0） － 15.9 9 10YR6/3 ケズリ

320-6 1号竪穴状遺構 覆土 157 土師器 鉢 2/3 32.2 14.5 25.4 7 5YR7/6 タタキ ハケメ

321-1 20号住居跡 床上 RP12 528 須恵器 坏 一部欠損 12.9 4.8 3.4 4 2.5Y6/2 回転糸切り

321-2 20号住居跡 床上 RP18 532 須恵器 坏 1/3 （14.5） （7.2） 3.45 4.5 10YR7/2

321-3 20号住居跡 覆土 RP15 530 須恵器 坏 1/3 （13.4） （5.3） 3.5 4.5 5Y5/1 回転糸切り

321-4 20号住居跡 床上 RP12 529 土師器 甕 2/3 14.4 8.0 3.5 4 5YR5/4 回転糸切り

321-5 20号住居跡 床 RP14 459 土師器 甕 1/3 （21.3） － （19.8） 5 2,5YR6/6

321-6 20号住居跡 カマド RP17 531 土師器 甕 破片 （14.4） － （7.2） 5.5 5YR5/4
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321-7 20号住居跡 床上 RP13,16 461 土師器 甕 破片 － － （20.5） 7 7.5YR6/4 ケズリ

321-8 20号住居跡 床上 RP11 460 土師器 甕 1/4 － － （19.9） 5 7.5YR6/4 ケズリ 篦ナデ

322-1 21号住居跡 カマド RP46 240 須恵器 坏 完形 14.1 6.0 3.9 4.2 5Y6/1 回転糸切り

322-2 21号住居跡 覆土 237 須恵器 坏 3/4 （13.8） （6.0） 3.1 4.8 10Y5/1 回転糸切り

322-3 21号住居跡 覆土 238 須恵器 坏 3/4 （13.7） （6.7） 3.8 4 10YR6/2 回転糸切り

322-4 21号住居跡 覆土 233 須恵器 坏 破片 （11.0） － （3.4） 2.7 2.5Y4/1

322-5 21号住居跡 覆土 235 須恵器 高台付皿 2/3 13.3 － （2.0） 5 10YR6/3 回転糸切付高台

322-6 21号住居跡 覆土 RP33 236 須恵器 高台付坏 完形 12.0 7.1 4.5 4 5PB5/1 回転糸切付高台

322-7 21号住居跡 床上 RP12 239 須恵器 鉢 破片 （13.8） － （4.4） 6.5 10YR4/1

322-8 21号住居跡 覆土 RP27 241 須恵器 甕 破片 － － － 9 ？ タタキ アテ

322-9 21号住居跡 カマド RP48 242 土師器 甕 2/3 25.6 8.5 34.5 6.5 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

322-10 21号住居跡 覆土 232 土師器 甕 破片 （17.8） － （8.3） 4 10YR5/4

322-11 21号住居跡 カマド RP45 228 土師器 甕 破片 （16.8） － （10.4） 4.6 5YR6/6

322-12 21号住居跡 覆土 231 土師器 甕 破片 （15.0） － （4.4） 5 7.5YR5/6

323-1 21号住居跡 カマド RP46 229 土師器 甕 1/3 － 8.0 （7.4） 5.5 7.5YR5/2 回転糸切り

323-2 21号住居跡 カマド RP46 230 土師器 甕 底部 － 7.6 2.5 6 ？

323-4 22号住居跡 覆土 244 須恵器 坏 破片 （14.0） （7.4） 3.7 5.5 10YR6/2 回転糸切り

323-5 22号住居跡 覆土 245 須恵器 高台付坏 破片 （11.0） （5.2） 4.5 3.5 10YR5/1 回転糸切付高台

323-6 22号住居跡 覆土 RP13 248 須恵器 高台付坏 1/4 － （9.0） 3.5 6.5 5Y5/1 回転糸切付高台

323-7 22号住居跡 覆土 RP14 249 須恵器 甕 底部 － （9.4） 2.3 5.5 10YR5/1 回転糸切り

323-8 22号住居跡 覆土 247 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR4/1 タタキ アテ

323-9 22号住居跡 覆土 246 須恵器 甕 破片 － － － 10 N4/0 タタキ、カキメ アテ

323-10 22号住居跡 覆土 243 土師器 甕 破片 （21.0） － （4.2） 6 7.5YR6/4

324-1 23号住居跡 覆土 536 須恵器 坏 2/3 13.0 5.6 4.6 3.5 5P5/1 回転糸切り

324-2 23号住居跡 床 RP20 542 須恵器 坏 1/3 15.8 5.3 4.0 4 5Y6/1 回転糸切り

324-3 23号住居跡 覆土 539 須恵器 坏 1/3 14.2 5.0 4.4 3 5Y6/2 回転糸切り

324-4 23号住居跡 覆土 545 須恵器 坏 2/3 （14.4） （5.4） 4.5 3 ？ 回転糸切り

324-5 23号住居跡 覆土 538 須恵器 坏 3/4 14.0 6.6 4.0 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

324-6 23号住居跡 床 RP15 541 須恵器 坏 底部 － 5.3 0.8 4.5 2.5YR6/2 回転糸切り

324-7 23号住居跡 床 RP21 543 須恵器 高台付皿 3/4 13.8 6.4 3.3 3.5 10YR5/1 回転糸切付高台

324-8 23号住居跡 周溝内 RP14 462 須恵器 甕 1/3 （20.5） － （14.0） 9 2.5Y5/1 ケズリ

324-9 23号住居跡 周溝内 RP13 540 土師器 高台付皿 3/4 16.3 6.5 4.3 4.5 7.5YR6/6 回転糸切付高台

324-10 23号住居跡 床 RP19 544 土師器 甕 2/3 11.8 7.2 12.1 4 5YR5/4 回転糸切り

324-11 23号住居跡 覆土 458 土師器 甕 破片 （14.2） － （5.2） 3.5 7.5YR6/4

324-12 23号住居跡 覆土 535 土師器 甕 破片 － 6.2 （2.9） 3 5YR6/6

324-13 23号住居跡 覆土 537 土師器 甕？ 1/4 － 7.2 3.1 6.5 7.5YR6/4

325-1 24号住居跡 床 245 RP22 510 須恵器 坏 完形 13.4 6.4 3.3 5 5Y4/1 回転糸切り 底部 墨書（成）

325-2 24号住居跡 床 245 RP31 511 須恵器 坏 3/4 13.8 6.7 3.2 3.5 10YR7/3 回転糸切り

325-3 24号住居跡 ピット1 RP32,33 502 須恵器 坏 1/4 － 7.2 （3.1） 4.5 2.5Y7/2 回転糸切り

325-4 24号住居跡 ピット内 245 RP23 509 須恵器 坏 1/2 14.0 6.8 3.8 4.5 7.5YR6/3 回転糸切り

325-5 24号住居跡 床 RP28 501 須恵器 坏 1/3 12.4 6.0 4.8 6 2.5Y5/2 回転糸切り

325-6 24号住居跡 床 RP13 503 須恵器 双耳坏 2/3 11.0 7.0 4.5 4 7.5Y5/1 回転糸切付高台

325-7 24号住居跡 覆土 RP25 514 須恵器 坏 破片 （17.0） － （6.5） 3.5 N4/0

325-8 24号住居跡 覆土 507 須恵器 高台付坏 破片 － 7.6 1.7 6.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

325-9 24号住居跡 覆土 245 RP18 506 須恵器 蓋 3/4 11.5 － 2.0 5.5 5Y5/1

325-10 24号住居跡 覆土 RP14 504 須恵器 蓋 破片 － － （2.6） 4.5 7.5Y5/1

325-11 24号住居跡 覆土 RP27 505 須恵器 蓋 1/4 － － （2.5） 3.5 5Y5/1

325-12 24号住居跡 覆土 RP27 526 土師器 甕 1/3 （23.4） － （25.3） 7 5YR4/2 ケズリ

325-13 24号住居跡 床上 RP15 513 土師器 甕 1/3 （20.0） － （16.5） 5 ？

325-14 24号住居跡 覆土 533 土師器 甕 破片 － 6.0 2.5 7.5 7.5YR4/2

325-15 24号住居跡 ピット2 RP17 512 土師器 甕 破片 － 4.0 3.3 9 7.5YR6/4

325-16 24号住居跡 ピット2 534 土師器 甕 底部 － 7.0 3.1 6.5 7.5YR5/3 回転糸切り

326-1 24号住居跡 覆土 RP27 527 土師器 甕 1/3 － 8.0 （18.0） 7 7.5YR4/3 ケズリ

326-3 25号住居跡 カマド 245 RP21 566 須恵器 蓋 1/2 12.1 － 2.3 6 2.5Y5/2 回転糸切り

326-4 25号住居跡 床 245 RP20 565 須恵器 蓋 完形 13.0 － 2.1 4 5Y4/4 回転糸切り

326-5 25号住居跡 床 RP12 561 須恵器 甕 破片 － － － 7 N3/0 格子タタキ アテ

326-6 25号住居跡 床 RP11,14 569 土師器 甕 1/3 （24.1） － （18.5） 6 5YR5/4 篦ナデ ハケメ、篦ナデ

326-7 25号住居跡 床 RP11 559 土師器 甕 破片 （21.8） － （14.5） 6.5 7.5YR6/4

327-1 26号住居跡 床 245 RP11 558 土師器 甕 3/4 22.7 － 35.0 5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

327-2 25号住居跡 床 RP14,17 567 土師器 甕 2/3 （23.4） － （23.9） 6 7.5YR6/4

327-3 25号住居跡 床 RP11,15,16,18 568 土師器 甕 破片 － － （20.5） 6 7.5YR5/6

327-4 25号住居跡 床 RP17 564 土師器 甕 1/3 － － （22.8） 7.5 7.5YR5/4 ケズリ

327-5 25号住居跡 床 RP15 557 土師器 甕 破片 － － （16.0） 6 7.5YR5/3 ケズリ 篦ナデ

327-6 25号住居跡 床 RP14 562 土師器 甕 破片 － － （18.2） 7 2.5Y3/1 ケズリ カキメ

328-1 25号住居跡 床 RP14 560 土師器 甕 破片 （29.8） － （5.3） 8.5 7.5YR6/4

328-2 25号住居跡 ピット4 698 土師器 甕 破片 （16.0） － 3.0 5 2.5YR6/6

328-3 25号住居跡 ピット4 RP11 699 土師器 甕 1/4 － （6.4） 5.7 7 7.5YR5/3 ケズリ ハケメ

328-6 27号住居跡 覆土 RP18 571 須恵器 坏 1/3 （13.0） （4.6） 3.5 4 2.5Y5/2 回転糸切り

328-7 27号住居跡 覆土 RP14 573 須恵器 坏 1/2 － （6.2） （2.6） 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り

328-8 27号住居跡 覆土 RP17 574 須恵器 坏 底部 － 5.4 1.8 4.5 10YR5/2 回転糸切り

328-9 27号住居跡 覆土 RP36 572 須恵器 蓋 1/4 （14.4） － 2.1 5 N4/0

328-10 27号住居跡 覆土 RP12 570 須恵器 甕 破片 － － － 8 10YR4/1 タタキ タタキ

328-11 27号住居跡 覆土 575 土師器 甕 破片 （20.0） － （5.8） 6 5YR5/3

328-12 27号住居跡 覆土 RP20 579 土師器 甕 1/3 （11.0） － （19.5） 8 10YR5/4 ハケメ

329-1 27号住居跡 床 245 RP19 577 土師器 甕 2/3 16.0 7.8 13.3 6 7.5YR6/3

329-2 27号住居跡 覆土 245 RP27 581 土師器 甕 1/3 （15.0） － （11.7） 6.5 2.5YR5/6

329-3 27号住居跡 覆土 RP11 583 土師器 甕 1/3 － 6.8 7.2 5 7.5YR6/4

329-4 27号住居跡 覆土 582 土師器 甕 破片 （14.8） － （8.7） 4.5 7.5YR5/3

329-5 27号住居跡 覆土 245 RP21 578 土師器 甕 破片 （19.0） － （12.7） 6 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

329-6 27号住居跡 覆土 RP23 580 土師器 甕 1/4 － 9.0 4.4 4.5 7.5YR6/4 回転糸切り

329-7 27号住居跡 覆土 RP21 576 土師器 甕 破片 － － － 6 ？ ハケメ ハケメ

330-1 28号住居跡 床上 246 RP13 267 須恵器 坏 3/4 14.0 7.4 4.1 5 10YR8/2 静止糸切り
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330-2 28号住居跡 覆土 270 須恵器 坏 1/3 （13.2） （6.6） 3.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

330-3 28号住居跡 ピット2 RP25 268 須恵器 高台付坏 破片 － （7.2） 2.1 4 10G4/1 回転篦切付高台

330-4 28号住居跡 覆土 RP24 269 須恵器 長頸壺 破片 － － 8.8 12 N3/0

330-5 28号住居跡 覆土 246 RP28 251 黒色土器 鉢 3/4 28.2 12.5 17.6 5 7.5YR6/6 篦ナデ

330-6 28号住居跡 カマド RP17 264 土師器 甕 破片 （29.9） － （9.5） 4.5 7.5YR6/4

330-7 28号住居跡 床上 RP27 263 土師器 鉢 破片 （26.0） － （13.8） 5.5 7.5YR6/4

330-8 28号住居跡 カマド 246 RP17 250 土師器 甕 2/3 21.6 － （27.1） 5 7.5YR6/4 タタキ、ハケメ、ケズリ

330-9 28号住居跡 床上 246 RP11 266 土師器 鉢 2/3 （15.0） （7.5） 8.6 3 7.5YR7/6

330-10 28号住居跡 覆土 265 土師器 甕 1/3 － 7.2 6.6 3 5YR5/4

331-1 29号住居跡 床 RP15 549 須恵器 坏 1/4 （13.4） （6.8） 3.4 6 10YR5/1 回転糸切り

331-2 29号住居跡 覆土 RP19 550 須恵器 坏 1/3 14.2 9.0 3.7 4.5 5Y5/3 回転糸切り

331-3 29号住居跡 覆土 547 須恵器 坏 破片 （14.0） － （2.6） 4 2.5Y4/1

331-4 29号住居跡 ピット6 551 須恵器 坏 1/3 － （8.2） （4.3） 6.5 10YR6/3 回転篦きり

331-5 29号住居跡 ピット5 246 552 須恵器 高台付坏 2/3 14.2 8.2 5.5 3.5 10YR4/2 回転篦切付高台

331-6 29号住居跡 覆土 246 RP26 546 須恵器 蓋 一部欠損 16.6 － 4.3 4.5 7.5YR5/2

331-7 29号住居跡 覆土 246 RP26 553 須恵器 蓋 完形 14.8 － 2.5 4.5 5Y6/1

331-8 29号住居跡 覆土 RP24 554 須恵器 甕 破片 － － － 15 7.5Y5/3 波状沈線文、タタキ

331-9 29号住居跡 カマド RP21、22 555 須恵器 横瓶 破片 － － 10.5 7 2.5Y5/1 タタキ

331-10 29号住居跡 覆土 246 RP27 556 土師器 鉢 3/4 16.2 8.4 12.0 3 7.5YR5/3

331-11 29号住居跡 カマド RP31 548 土師器 鉢 破片 （15.0） － （4.8） 5.5 10YR5/2

332-1 30号住居跡 覆土 246 RP34、36 63 須恵器 坏 一部欠損 13.4 6.6 3.4 4 5Y5/1 回転糸切り

332-2 30号住居跡 覆土 246 RP47 78 須恵器 坏 一部欠損 14.2 6.8 3.1 5 10Y5/1 回転糸切り

332-3 30号住居跡 覆土 246 RP27 42 須恵器 坏 2/3 13.8 6.6 3.8 4 10YR6/2 回転糸切り

332-4 30号住居跡 覆土 246 RP18 66 須恵器 坏 3/4 14.2 8.8 4.1 6 10YR7/2 回転篦きり

332-5 30号住居跡 覆土 76 須恵器 坏 1/3 （13.8） （8.2） 4.1 5 2.5Y5/3 回転篦きり

332-6 30号住居跡 ピット2 246 211 須恵器 坏 3/4 14.1 9.2 4.0 5.2 10YR6/1 回転篦きり

332-7 30号住居跡 覆土 83 須恵器 坏 1/3 （13.4） （6.4） 3.4 5 10YR6/4 回転糸切り

332-8 30号住居跡 覆土 246 RP14 67 須恵器 坏 2/3 13.4 7.4 3.8 6 5PB7/1 回転篦きり

332-9 30号住居跡 覆土 RP24 64 須恵器 坏 1/2 （13.0） （6.6） 3.7 4 10R5/1 回転糸切り

332-10 30号住居跡 覆土 69 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.8） 4.0 5 2.5Y5/2 回転篦きり

332-11 30号住居跡 ピット3 213 須恵器 坏 1/3 （14.0） （6.8） （3.0） 4.2 7.5Y5/1 回転糸切り

332-12 30号住居跡 覆土 RP15 79 須恵器 坏 破片 － （6.8） （2.6） 4.5 ？ 回転糸切り

332-13 30号住居跡 覆土 RP26 77 須恵器 高台付坏 一部欠損（13.8） 8.9 4.6 4.5 7.5Y5/1 回転篦切付高台

332-14 30号住居跡 床 246 RP43、44 41 須恵器 高台付坏 1/2 （14.0） （8.2） 7.7 4.5 7.5R5/1 回転糸切付高台

332-15 30号住居跡 覆土 RP17 65 須恵器 高台付坏 1/3 （15.4） （9.4） （7.5） 4 5RP4/1 回転糸切付高台

332-16 30号住居跡 覆土 RP13 71 須恵器 高台付坏 破片 （14.4） （7.8） 4.5 5 2.5Y4/2 回転篦切付高台

332-17 30号住居跡 ピット3 210 須恵器 高台付坏 破片 （14.0） － （5.05） 3.5 2.5Y5/2

332-18 30号住居跡 覆土 246 RP28 72 須恵器 高台付坏 2/3 （14.0） （8.2） （4.3） 4 N6/0 回転篦切付高台

332-19 30号住居跡 覆土 212 須恵器 高台付坏 破片 － （9.1） （2.8） 5 2.5 回転篦切付高台 底部 線刻

332-20 30号住居跡 覆土 80 須恵器 高台付坏 1/4 － （5.8） （3.5） 4.5 N4/0 回転糸切付高台

332-21 30号住居跡 覆土 73 須恵器 高台付坏 破片 － （7.4） （3.7） 4 5Y5/1 回転糸切付高台

332-22 30号住居跡 覆土 81 須恵器 坏 破片 － （8.0） （3.8） 4 2.5Y8/2 回転糸切り

332-23 30号住居跡 覆土 82 須恵器 高台付坏 破片 － （9.0） （2.6） 5.5 5Y6/1 回転糸切付高台

332-24 30号住居跡 覆土 70 須恵器 高台付坏 破片 － （9.2） （3.3） 6 2.5Y5/1 回転糸切付高台

332-25 30号住居跡 覆土 RP19 68 須恵器 高台付坏 破片 － （8.2） 1.2 9 ？ 回転糸切付高台

333-1 30号住居跡 床 246 RP39 74 須恵器 蓋 3/4 14.7 － 2.6 5 10YR6/2

333-2 30号住居跡 覆土 246 RP16 75 須恵器 蓋 一部欠損 14.2 － 3.7 6.5 5Y7/1

333-3 30号住居跡 床 RP44 47 須恵器 甕 破片 22.0 － 6.0 5.5 10YR4/1

333-4 30号住居跡 覆土 246 RP41 93 須恵器 甕 底部 － － 16.8 11 10Y4/1 タタキ アテ

333-5 30号住居跡 床 RP44 48 須恵器 甕 破片 － － （17.2） 7 10YR4/1 タタキ

333-6 30号住居跡 覆土 RP23 43 須恵器 甕 破片 － － － 12 10YR4/1 タタキ タタキ

333-7 30号住居跡 床 RP53 92 須恵器 甕 1/3 － 10.6 24.3 8.5 7.5YR5/1 ケズリ ハケメ

334-1 30号住居跡 床 RP52 195 土師器 甕 1/3 － 8.2 13.3 5 10YR6/4 ハケメ

334-2 30号住居跡 ピット3 214 土師器 甕 1/3 － （6.4）（18.2） 5 5YR5/6 ケズリ ハケメ、篦ナデ

334-3 30号住居跡 覆土 RP21、38 44 土師器 甕 破片 （21.0） － 11.1 7 5YR5/6

334-4 30号住居跡 覆土 RP55 46 土師器 甕 1/3 （21.0） － （13.5） 7 7.5YR6/4 ケズリ

334-5 30号住居跡 覆土 45 土師器 甕 破片 － － － 6.8 10YR5/8

334-6 31号住居跡 床上 RP12 14 須恵器 坏 2/3 （12.6） 5.7 3.6 3 7.5Y5/1 回転糸切り

334-7 31号住居跡 覆土 12 須恵器 坏 1/3 （13.8） （6.0） 3.9 4.5 10GY5/1 回転糸切り

334-8 31号住居跡 覆土 11 須恵器 坏 破片 （14.6） － （2.8） 3.5 ？

334-9 31号住居跡 カマド RP11 13 土師器 甕 1/4 （18.2） － （14.3） 7 10YR7/4 ケズリ

335-1 32号住居跡 床 RP20 216 須恵器 坏 破片 （12.8） － （3.8） 3 10Y4/1

335-2 32号住居跡 覆土 RP15 215 須恵器 坏 1/3 （16.0） （6.8） 4.3 3 5PB5/1 回転糸切り

335-3 32号住居跡 覆土 217 須恵器 坏 破片 － （6.6） 1.9 3.5 7.5YR4/1 回転糸切り

335-4 32号住居跡 床上 RP12 218 土師器 甕 破片 （14.2） － （14.5） 5 2.5YR6/4

335-5 32号住居跡 覆土 219 土師器 甕 1/3 （23.0） － （21.0） 6 5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ

335-6 33号住居跡 覆土 RP14 430 土師器 甕 破片 － 6.5 （2.4） 7 2.5YR5/6

336-1 34号住居跡 覆土 247 RP11 584 土師器 坏 2/3 14.4 6.3 3.7 4 10YR5/2 回転糸切り

336-2 34号住居跡 覆土 247 RP13 586 土師器 坏 2/3 13.8 6.2 3.1 5 5Y5/1 回転糸切り

336-3 34号住居跡 覆土 247 RP12 585 土師器 坏 3/4 13.5 5.6 3.5 4 5Y4/1 回転糸切り

336-4 35号住居跡 覆土 RP13 597 土師器 坏 破片 － （5.8） （2.7） 4 5Y5/1 回転糸切り

336-5 35号住居跡 覆土 RP11 596 土師器 高台付坏 1/4 － 7.6 3.5 4.5 10YR5/2 回転糸切付高台

336-6 35号住居跡 覆土 RP14 598 土師器 高台付坏 1/3 － 7.1 4.5 5 N4/0 回転糸切付高台

336-7 35号住居跡 床 RP17 599 土師器 甕 破片 － （11.0） （5.0） 10 2.5Y4/1

336-8 35号住居跡 覆土 595 土師器 甕 破片 － － － 8 10YR5/1 タタキ、ハケメ ハケメ

336-9 36号住居跡 覆土 592 土師器 坏 破片 （15.2） － （5.2） 3 2.5Y5/1

336-10 36号住居跡 覆土 RP16 594 土師器 壷 1/4 － － （10） 4 2.5Y4/1

336-11 36号住居跡 床上 RP12 593 土師器 壺 破片 （18.4） － （7.0） 3.5 N4/0

336-12 36号住居跡 ピット2 588 土師器 甕 破片 － － － 12 2Y4/1 タタキ、ハケメ アテ

336-13 36号住居跡 覆土 RP14 590 土師器 甕 破片 － － － 10 2.5Y4/1 タタキ アテ

336-14 36号住居跡 覆土 RP14 589 土師器 甕 破片 － － － 18 10YR4/1 タタキ 格子アテ

336-15 36号住居跡 ピット2 587 土師器 甕 破片 － － － 9.5 10Y4/1 タタキ アテ
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336-16 36号住居跡 覆土 RP13 591 土師器 高台付坏 底部 － 6.9 1.2 5 5YR6/6

337-1 37号住居跡 床 RP27 290 須恵器 坏 3/4 （13.8） 9.0 4.2 5.6 5Y7/3 回転篦きり

337-2 37号住居跡 覆土 RP24 286 須恵器 高台付坏 底部 － 8.4 2.5 5 ？ 回転糸切付高台 底部 墨書（主）

337-3 37号住居跡 覆土 288 須恵器 高台付坏 1/4 － 8.0 2.8 5.6 10YR5/2 回転糸切り

337-4 37号住居跡 覆土 287 須恵器 高台付坏 破片 － 8.2 2.0 5 5YR5/3 回転糸切り

337-5 37号住居跡 覆土 284 須恵器 高台付坏 破片 － （7.0） 1.9 4 5Y5/1 回転篦きり

337-6 37号住居跡 覆土 RP19 285 須恵器 高台付坏 破片 － （6.2） 1.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

337-7 37号住居跡 床 247 RP12 332 須恵器 横瓶 3/4 11.8 － 26.1 8 10Y4/1 タタキ、ハケメ 回転糸切り

337-8 37号住居跡 覆土 RP22 289 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR5/2 ハケメ ハケメ

337-9 37号住居跡 覆土 RP20 331 須恵器 壺 2/3 － 8.2 20.3 5.5 10YR5/1 ケズリ ハケメ

337-10 37号住居跡 覆土 RP23 262 須恵器 甕 破片 － － － 8.5 10GY4/1 タタキ アテ

337-11 37号住居跡 覆土 RP23 257 須恵器 甕 破片 － － － 11 5Y4/1 タタキ アテ

337-12 37号住居跡 カマド RP29 256 土師器 甕 破片 （13.0） － （6.9） 4.5 5YR5/4

337-13 37号住居跡 覆土 247 293 土師器 鉢 1/3 － 9.0 （8.2） 4 2.5YR5/6

337-14 37号住居跡 床上 RP28 291 土師器 甕 破片 － （8.6） （4.9） 5 7.5YR5/6

338-1 37号住居跡 床上 RP13 255 土師器 甕 破片 － （10.5） （5.7） 7.5 7.5YR5/4 ハケメ

338-2 37号住居跡 覆土 294 土師器 器台 破片 － － （5.0） 10.5 7.5YR6/8

338-3 37号住居跡 床上 247 RP14 292 黒色土器 坏 1/3 － 8.0 4.2 6 10YR7/3

338-4 38号住居跡 ピット6 247 RP32,33 638 須恵器 坏 一部欠損 15.3 11.0 3.8 3 10YR5/1 回転篦きり

338-5 38号住居跡 床 247 RP19 660 須恵器 坏 一部欠損 13.8 9.2 3.7 3.5 10YR5/3 回転篦きり

338-6 38号住居跡 床 247 RP22 639 須恵器 坏 一部欠損 13.4 9.6 3.7 5.5 10YR6/2 回転篦きり

338-7 38号住居跡 床 247 RP14 643 須恵器 坏 1/3 13.0 7.6 4.1 6.5 2.5Y6/2 回転篦きり

338-8 38号住居跡 カマド RP31 641 須恵器 坏 1/2 13.0 8.6 3.5 4 7.5YR6/3 回転篦きり

338-9 38号住居跡 床 RP25 640 須恵器 坏 1/3 （13.0） （8.6） （3.4） 4.5 ？ 回転糸切り

338-10 38号住居跡 床 RP18 658 須恵器 高台付坏 3/4 14.2 9.6 4.8 4.5 10YR6/2 回転糸切付高台

338-11 38号住居跡 床上 RP17 656 須恵器 高台付坏 破片 － 9.0 1.6 5 2.5Y5/2 回転糸切付高台

338-12 38号住居跡 床 247 RP20 637 須恵器 蓋 3/4 13.4 － 2.7 5 N5/0

338-13 38号住居跡 床上 RP17 642 須恵器 蓋 破片 （16.0） － 2.7 4.5 7.5Y5/1

338-14 38号住居跡 覆土 RP15 645 須恵器 長頸壺 破片 － － （6.9） 7.5 10YR4/1

338-15 38号住居跡 床 247 RP19 661 須恵器 長頸壺 破片 9.0 － 10.3 8 7.5YR5/1

339-1 38号住居跡 覆土 650 須恵器 甕 破片 － － － 10.5 N3/0 タタキ アテ

339-2 38号住居跡 床上 RP16 644 須恵器 壷 破片 （14.0） － （5.0） 6 2.5Y4/1

339-3 38号住居跡 床上 RP17 651 須恵器 甕 破片 － － － 7.5 10YR5/1 タタキ アテ

339-4 38号住居跡 覆土 648 須恵器 甕 破片 － － （7.6） 5.5 2.5Y4/2

339-5 38号住居跡 覆土 652 須恵器 甕 破片 － － － 15 5Y4/1 タタキ タタキ

339-6 38号住居跡 覆土 655 須恵器 甕 破片 － － － 9 7.5YR5/1 タタキ アテ

339-7 38号住居跡 覆土 654 須恵器 甕 破片 － － － 8 10YR5/2 タタキ、ハケメ アテ

340-1 38号住居跡 床上 RP17 653 須恵器 甕 破片 － － － 11 N3/0 タタキ アテ

340-2 38号住居跡 床上 RP12 657 須恵器 甕 1/4 － 9.5 3.7 4 7.5YR6/4

340-3 38号住居跡 覆土 649 土師器 甕 破片 － － － 10.5 N4/0 タタキ アテ

340-4 38号住居跡 覆土 662 土師器 甕 1/3 － （8.2） 11.7 7.5 7.5YR6/4

340-5 38号住居跡 カマド RP30 647 土師器 甕 破片 － － （25.3） 6 7.5YR6/6 カキメ、ハケメ、篦ナデ ハケメ

340-6 38号住居跡 カマド RP29 646 土師器 甕 破片 － － （21.1） 4.5 7.5YR6/4 篦ナデ

340-7 38号住居跡 床上 RP17 659 土師器 甕 破片 （22.8） － 11.5 6

341-1 39号住居跡 覆土 247 RP11 624 須恵器 坏 一部欠損 14.1 9.6 4.0 6 10YR6/2 回転篦きり

341-2 39号住居跡 覆土 247 RP21 631 須恵器 坏 3/4 15.0 10.6 3.6 5 7.5YR7/4 回転篦きり

341-3 39号住居跡 覆土 606 須恵器 高台付坏 1/4 （13.2） － （3.0） 4 N4/0 回転篦切付高台

341-4 39号住居跡 覆土 RP22、23 605 須恵器 甕 1/4 （14.0） － （9.4） 4 7.5YR5/2 回転糸切り

341-5 39号住居跡 覆土 623 須恵器 甕 破片 （13.6） － （3.4） 4 N4/0

341-6 39号住居跡 覆土 607 須恵器 甕 破片 － （10.0） 1.5 4.7 2.5Y7/2 回転篦切

341-7 39号住居跡 覆土 603 須恵器 甕 破片 － 10.0 3.5 4 10YR7/3 回転糸切り

341-8 39号住居跡 覆土 RP12 625 須恵器 甕 3/4 － 8.5 3.5 4 10YR7/3 回転糸切り

341-9 39号住居跡 覆土 247 RP18 630 須恵器 高台付坏 1/3 13.4 8.6 5.0 6 7.5Y5/1 回転篦切付高台

341-10 39号住居跡 覆土 247 RP24 612 須恵器 高台付坏 完形 13.6 8.2 4.7 3.5 2.5YR4/1 回転篦切付高台

341-11 39号住居跡 覆土 247 RP15 628 須恵器 高台付坏 一部欠損 10.2 6.7 3.7 3.5 2.5Y4/1 回転篦切付高台

341-12 39号住居跡 覆土 RP26 632 須恵器 高台付坏 1/2 14.0 9.0 4.6 5 2.5Y6/3 回転篦切付高台

341-13 39号住居跡 覆土 247 RP33 608 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.2 9.0 4.4 4.5 5Y6/1 回転篦切付高台

341-14 39号住居跡 覆土 611 須恵器 高台付坏 1/3 － （9.0） 3.2 5.5 10YR7/2 回転糸切付高台

341-15 39号住居跡 カマド RP30 614 須恵器 高台付坏 底部 － 9.0 1.6 5 N3/1

341-16 39号住居跡 覆土 RP17 629 須恵器 高台付坏 底部 － 8.8 2.7 4 N4/0

341-17 39号住居跡 覆土 633 須恵器 高台付坏 底部 － 7.8 1.3 7 ？ 回転糸切付高台

341-18 39号住居跡 覆土 247 RP13 626 須恵器 蓋 一部欠損 16.0 － 3.0 5 5Y4/1

341-19 39号住居跡 覆土 247 RP25 609 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 3.65 6 2.5Y5/1

341-20 39号住居跡 覆土 604 須恵器 蓋 1/3 （13.8） － 2.0 5 ？

341-21 39号住居跡 覆土 610 須恵器 蓋 破片 （16.0） － （2.9） 4.5 10YR6/3

341-22 39号住居跡 覆土 RP22 602 須恵器 甕 破片 － － － 12 10YR5/2 タタキ アテ

341-23 39号住居跡 覆土 247 RP29 621 須恵器 壷 1/2 － 8.3 13.5 6.5 10YR5/1 タタキ

342-1 39号住居跡 カマド RP32,33 622 土師器 甕 1/3 （20.0） － （24.0） 6 7.5YR5/3 タタキ カキメ

342-2 39号住居跡 カマド RP32,33 616 土師器 甕 破片 （22.0） － （7.9） 6 7.5YR6/4

342-3 39号住居跡 覆土 617 土師器 甕 破片 （22.0） － （5.0） 5 7.5YR6/6

342-4 39号住居跡 カマド 248 RP31 620 土師器 甕 3/4 16.8 8.8 14.4 5 5YR6/4

342-5 39号住居跡 覆土 RP28 618 土師器 甕 破片 － （9.0） 2.0 6 ？ 回転篦きり

342-6 39号住居跡 覆土 RP27 613 土師器 甕 1/4 － 7.0 4.0 5 10YR5/3 回転篦きり

342-7 39号住居跡 覆土 RP14 635 土師器 甕 破片 （15.7） － （9.5） 6 7.5YR6/4 回転篦きり

342-8 39号住居跡 覆土 247 627 土師器 甕 1/4 － 5.6 4.4 5.5 5YR6/6 回転篦きり

342-9 39号住居跡 覆土 634 土師器 高台付坏 破片 － 9.6 1.7 4.8 10YR7/3

342-10 39号住居跡 覆土 RP10 619 土師器 鉢 破片 － （10.0）（12.7） 6.5 7.5YR5/4

342-11 39号住居跡 覆土 247 636 黒色土器 坏 1/2 16.5 6.5 6.7 4.5 7.5YR6/4 ミガキ

343-1 40号住居跡 床 248 RP22 441 須恵器 坏 完形 （13.3） 5.1 3.8 3.5 7.5Y5/1 回転糸切り

343-2 40号住居跡 ピット4 RP28 440 須恵器 坏 破片 （14.8） （6.0） 4.7 3 5Y5/1 回転糸切り

343-3 40号住居跡 ピット3 438 須恵器 坏 破片 （13.4） － 4.0 3 10YR4/1

343-4 40号住居跡 覆土 436 須恵器 高台付坏 1/2 （14.2） 6.5 4.5 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台
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343-5 40号住居跡 覆土 RP19 439 須恵器 高台付坏 3/4 （12.4） 7.2 4.3 3 5GY5/1 回転糸切付高台

343-6 40号住居跡 ピット3 RP24 437 須恵器 壺 1/2 － （7.4） 6.7 4.5 N4/0 回転糸切付高台

343-7 40号住居跡 覆土 434 須恵器 壷 1/3 （16.6） － （21.0） 7.5 10YR4/1 ケズリ

343-8 40号住居跡 覆土 RP20 433 須恵器 甕 破片 － － － 18 7.5YR5/2 タタキ アテ

343-9 40号住居跡 覆土 RP13 445 土師器 甕 1/3 （14.2） 7.4 12.2 5.5 7.5YR6/4

343-10 40号住居跡 覆土 RP17 444 土師器 甕 1/4 － 5.5 8.0 6 10YR6/3

343-11 40号住居跡 覆土 RP12 435 土師器 甕 破片 － － （12.0） 6.5 7.5YR6/4

343-12 40号住居跡 ピット4 442 土師器 甕 破片 － （7.2） 3.3 6 2.5Y4/1

343-13 40号住居跡 ピット5 RP29 443 土師器 甕 破片 － （7.6） 5.8 6 10YR5/3

344-1 44号住居跡 カマド RP22 455 須恵器 坏 1/2 14.2 7.6 4.0 4 N5/0 回転篦きり

344-2 44号住居跡 カマド RP20 454 須恵器 坏 1/3 （13.4） （8.6） （3.6） 5.5 N5/0 回転糸切り

344-3 44号住居跡 覆土 447 須恵器 坏 1/2 10.5 － 3.3 3 N5/0

344-4 44号住居跡 覆土 RP11 448 須恵器 高台付坏 3/4 （15.0） （9.2） 5.1 4.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台

344-5 44号住居跡 覆土 RP16 451 須恵器 高台付坏 破片 （15.2） （9.2） （7.8） 4.5 10Y4/1 回転篦切付高台

344-6 44号住居跡 カマド RP19 453 土師器 甕 3/4 13.2 8.4 11.5 5.5 7.5YR6/4

344-7 44号住居跡 覆土 RP17 452 土師器 甕 2/3 － 7.8 11.7 5.5 5YR4/2

344-8 44号住居跡 カマド一括 456 土師器 甕 破片 － （6.8）（16.3） 6.5 5YR6/4 ケズリ ハケメ

344-9 44号住居跡 覆土 RP15 521 土師器 甕 1/4 － － （17.0） 5 7.5YR5/4

344-10 44号住居跡 ピット3 RP11 518 土師器 甕 2/3 － － （23.4） 7 5YR6/4 ハケメ ハケメ

344-11 44号住居跡 覆土 522 土師器 甕 破片 （20.0） － （13.1） 7 7.5YR6/4

345-1 46号住居跡 カマド RP16 302 須恵器 坏 1/2 （14.4） 9.4 4.0 4.5 2.5Y7/2 回転糸切り

345-2 46号住居跡 カマド RP18 301 須恵器 坏 1/4 （14.4） （8.5） 3.7 4.5 5Y4/1

345-3 47号住居跡 ピット2 RP12 349 須恵器 坏 破片 （14.2） （5.2） 4.3 3 10YR6/2 回転糸切り

345-4 47号住居跡 ピット2 RP11 347 須恵器 高台付坏 3/4 （14.2） 7.2 5.3 5 5YR5/4 回転糸切付高台

345-5 47号住居跡 覆土 348 須恵器 高台付坏 破片 － （4.2） 2.2 5 10YR6/2 回転糸切付高台

345-6 47号住居跡 ピット2 248 RP11 344 土師器 坏 3/4 （14.8） 6.0 7.25 4 5YR6/6 回転糸切り

345-7 47号住居跡 ピット2 RP11 345 土師器 坏 3/4 （13.0） 5.5 4.4 4.5 7.5YR5/6 回転糸切り

345-8 47号住居跡 ピット2 RP11 346 土師器 坏 1/3 （12.6） （5.3） 4.2 4 10YR5/3 回転糸切り

345-9 47号住居跡 ピット2 248 RP11 342 土師器 甕 完形 （12.3） 8.1 12.2 4.5 7.5YR5/3 回転糸切り

345-10 47号住居跡 ピット2 RP11 343 土師器 甕 1/4 （24.2） － （25.5） 6.5 7.5YR6/4 ケズリ、篦ナデ

345-11 46号住居跡 覆土 303 土師器 甕 破片 － （7.8） （5.2） 4.5 5YR6/6 回転糸切り

346-1 49号住居跡 床 248 RP16 275 土師器 鉢 3/4 14.7 9.5 8.9 4.5 10YR7/4 回転篦きり

346-2 49号住居跡 床 248 RP12 276 土師器 甕 一部欠損 15.0 6.8 16.8 7.5 5YR5/6 ハケメ ハケメ、カキメ

346-3 49号住居跡 覆土 274 土師器 甕 破片 － 6.6 8.5 6.5 2.5Y5/6

346-5 50号住居跡 ピット4 248 RP27 309 須恵器 坏 一部欠損（14.3） 8.2 4.0 4.5 5R7/1 回転篦きり

346-6 50号住居跡 覆土 248 RP19 308 須恵器 坏 一部欠損 12.6 8.6 3.2 4.5 10YR5/1 回転篦切

346-7 50号住居跡 覆土 RP25 319 須恵器 坏 1/4 （14.0） （8.4） 3.7 4.5 2.5Y6/2 回転篦切

346-8 50号住居跡 覆土 313 須恵器 坏 破片 （14.0） （8.0） 4.1 4.5 7.5YR7/2 回転篦切

346-9 50号住居跡 覆土 315 須恵器 坏 1/3 （13.2） （8.0） 3.6 4 10YR5/2 回転篦切

346-10 50号住居跡 覆土 310 須恵器 坏 1/4 （14.0） （9.0） 3.3 3.5 5Y7/2 回転糸切り

346-11 50号住居跡 ピット1 RP26 307 須恵器 坏 破片 （14.0） － （4.7） 4 ？

346-12 50号住居跡 覆土 318 須恵器 坏 破片 （14.0） （7.0） 3.8 3.5 2.5Y6/2 回転篦きり

346-13 50号住居跡 覆土 316 須恵器 坏 破片 － （9.8） （2.9） 4.1 10YR6/3 回転篦きり

346-14 50号住居跡 覆土 314 須恵器 坏 破片 － （7.4） （3.2） 4.1 2.5Y7/2

347-1 50号住居跡 ピット7 320 須恵器 坏 破片 － （9.0） 1.3 3.5 5Y6/1 回転篦きり

347-2 50号住居跡 ピット6 306 須恵器 坏 破片 － （8.1） （2.2） 4 10YR6/2 回転糸切り

347-3 50号住居跡 覆土 317 須恵器 高台付坏 2/3 （12.4） （7.4） 4.8 4 10YR5/1 回転篦切付高台

347-4 50号住居跡 ピット6 312 須恵器 蓋 破片 （14.0） － 1.7 5 7.5YR5/1

347-5 50号住居跡 ピット6 311 須恵器 坏 底部 － （8.0） （4.6） 6 2.5Y7/2 回転篦きり

347-6 50号住居跡 ピット5 305 須恵器 甕 破片 － － － 12 7.5YR4/1 タタキ アテ

347-7 50号住居跡 ピット7 304 須恵器 甕 破片 － － － 6 10YR5/1 タタキ、ハケメ ハケメ

347-8 50号住居跡 覆土 321 土師器 坏 3/4 （13.0） （9.8） 3.5 5 10YR7/4 回転篦きり

347-9 50号住居跡 覆土 350 土師器 甕 2/3 （22.0） － （26.3） 5 2.5Y6/4 カキメ、タタキ、篦ナデ

347-10 50号住居跡 カマド RP20 322 土師器 甕 破片 （22.0） － 10.4 5.5 ？

347-11 50号住居跡 覆土 323 土師器 鉢 破片 （28.0） － （7.8） 6.5 5YR6/6 カキメ

348-1 51号住居跡 覆土 372 須恵器 甕 破片 － （12.5） 3.5 8 5Y7/1 篦ナデ

348-2 51号住居跡 カマド RP13 370 土師器 甕 破片 13.8 － 4.0 5 7.5YR6/4

348-3 51号住居跡 覆土 RP12 371 土師器 甕 底部 － 6.2 1.5 5 5YR6/4 回転糸切り

348-4 3号竪穴状遺構 覆土 666 須恵器 高台 底部 － 8.4 1.5 10 2.5Y5/1 回転篦切付高台

348-5 3号竪穴状遺構 覆土 664 須恵器 甕 破片 － － － 14 10YR4/1 タタキ アテ

348-6 3号竪穴状遺構 覆土 663 須恵器 甕 破片 － － － 9 7.5Y4/1 タタキ アテ

348-7 3号竪穴状遺構 覆土 665 土師器 甕？ 底部 － （6.5） （1.5） 5.5 7.5YR6/4

348-8 4号竪穴状遺構 覆土 677 須恵器 高台付坏 底部 － 9.0 2.5 6 5P5/1 回転糸切付高台

348-9 4号竪穴状遺構 覆土 678 須恵器 壺 破片 － （12.0） （3.9） 9 N4/0 回転糸切付高台

348-10 52号住居跡 カマド RP21 667 須恵器 坏 1/3 13.6 7.8 3.5 4 2.5Y5/1 回転篦きり

348-11 52号住居跡 床 RP20 668 須恵器 高台付坏 1/2 12.0 7.2 7.1 5 5Y4/1 回転篦切付高台

348-12 52号住居跡 カマド 248 RP15 670 土師器 甕 完形 10.6 6.0 6.4 5.5 2.5YR6/4 回転糸切り

348-13 52号住居跡 カマド 248 RP12 673 土師器 甕 2/3 15.7 8.0 11.9 5 7.5YR5/4 回転糸切り

349-1 52号住居跡 カマド 248 RP14 601 土師器 甕 3/4 21.0 5.7 36.5 5 5YR5/6 ケズリ、カキメ カキメ

349-2 52号住居跡 カマド RP16 672 土師器 甕 3/4 （21.0） － （22.5） 6 7.5YR5/3 ハケメ

349-3 52号住居跡 カマド RP19 674 土師器 甕 破片 － － （11.0） 6.5 7.5YR5/4 ケズリ

349-4 52号住居跡 カマド RP13 600 土師器 甕 1/4 （22.0） － （24.2） 5 7.5YR5/4 タタキ

349-5 52号住居跡 カマド RP11 669 土師器 鉢 1/4 － （9.8） （7.5） 3.5 5YR5/4

349-6 52号住居跡 カマド 671 土師器 甕 破片 － （9.0）（10.4） 5 7.5YR5/4 篦ナデ

350-1 53号住居跡 覆土 RP11 364 須恵器 壺？ 破片 － － （22.0） 10 10YR4/1 タタキ ハケメ、アテ

350-2 54号住居跡 覆土 329 須恵器 坏 1/2 （13.8） （9.0） 3.3 4 2.5GY5/1 回転糸切り

350-3 54号住居跡 床 RP11 326 須恵器 高台付坏 1/3 － （8.0） 4.5 4 10YR7/2 回転糸切付高台

350-4 54号住居跡 カマド RP15 330 土師器 甕 破片 （15.4） － 7.8 4 5YR4/3

350-5 54号住居跡 カマド RP15 327 土師器 甕 破片 － （8.0） 7.0 4 7.5YR5/4

350-6 54号住居跡 カマド RP15 328 土師器 甕 1/4 － （6.8） 11.8 6 10YR6/3 ケズリ

350-7 55号住居跡 カマド 248 RP20 333 須恵器 坏 一部欠損 13.2 6.0 4.1 4 2.5Y6/2 回転糸切り

350-8 55号住居跡 覆土 334 須恵器 坏 2/3 （13.2） 4.8 3.6 4 N4/0 回転糸切り
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350-9 55号住居跡 床上 RP11 336 須恵器 坏 1/3 （14.4） （6.2） 3.2 4 10YR5/2 回転糸切り

350-10 55号住居跡 ピット19 RP27 335 須恵器 坏 破片 － （5.8） （2.1） 4 7.5Y5/1 回転糸切り

350-11 55号住居跡 覆土 337 須恵器 坏 1/2 （13.4） 5.4 3.3 4 10YR5/2 回転糸切り

350-12 55号住居跡 ピット18 RP30 338 須恵器 坏 2/3 （13.6） （5.3） 3.5 4 10YR5/1 回転糸切り

350-13 55号住居跡 覆土 325 須恵器 蓋 破片 （15.0） － 1.6 5 2.5Y5/1

351-1 55号住居跡 覆土 RP13 341 土師器 甕 破片 （21.4） － （14.3） 5.5 7.5YR6/4

351-2 55号住居跡 カマド RP18 340 土師器 甕 1/4 － 8.6 5.4 4.5 ？ 回転糸切り

351-3 55号住居跡 カマド RP22 339 土師器 甕 破片 － （9.2） 5.4 4 7.5YR6/4 ハケメ

351-4 56号住居跡 覆土 523 須恵器 坏 底部 － 6.0 1.7 4 5Y5/1 回転糸切り

351-5 56号住居跡 覆土 524 須恵器 高台付坏 破片 － （8.2） （4.3） 5.5 2.5Y4/1 回転糸切付高台

351-6 56号住居跡 カマド 248 RP12 525 土師器 甕 2/3 （16.1） （8.0）（16.7） 6 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

351-7 57号住居跡 カマド 519 須恵器 坏？ 破片 （14.0） － （2.5） 3.5 N5/0

351-8 57号住居跡 覆土 RP13 515 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 N4/0 タタキ 格子アテ

351-9 57号住居跡 覆土 RP13 516 須恵器 甕 破片 － － － 6 5YR4/1 タタキ アテ

351-10 57号住居跡 覆土 RP13 517 須恵器 甕 破片 － － － 6 N4/0 タタキ アテ

351-11 57号住居跡 ピット RP15 520 土師器 甕 破片 （21.4） － （6.8） 5.5 5YR7/6

352-1 58号住居跡 覆土 248 RP17 356 須恵器 坏 2/3 14.7 7.5 4.5 4.5 2.5Y6/2 回転糸切り

352-2 58号住居跡 覆土 353 須恵器 坏 1/4 13.8 8.6 3.1 5 2.5Y5/1 回転糸切り

352-3 58号住居跡 覆土 RP18 358 須恵器 坏 1/3 14.6 8.0 4.0 3 2.5Y7/3 回転篦きり

352-4 58号住居跡 カマド RP55 359 須恵器 坏 1/3 13.9 7.0 4.2 5 10YR5/3 回転糸切り

352-5 58号住居跡 覆土 248 RP15 355 須恵器 坏 3/4 13.6 7.4 3.9 3.5 2.5Y5/1 回転糸切り

352-6 58号住居跡 覆土 361 須恵器 高台付坏 1/4 － 6.4 2.4 4 2.5Y5/1 回転篦切付高台 底部 線刻（×）

352-7 58号住居跡 覆土 360 須恵器 坏 1/2 （13.6） （7.3） 3.5 4 5Y6/2 回転篦きり

352-8 58号住居跡 カマド一括 RP57 354 須恵器 坏 1/3 14.6 6.6 3.9 4 5Y6/1 回転篦きり

352-9 58号住居跡 床上 RP11 362 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 3.2 5 2.5Y5/1

352-10 58号住居跡 覆土 RP18 357 土師器 坏 1/3 （13.8） （7.0） 4.1 4 5YR6/6 回転篦きり

352-11 58号住居跡 ピット4 RP27 382 土師器 甕 破片 （24.0） － （11.2） 5 5YR5/4 ケズリ カキメ、ハケメ

352-12 58号住居跡 床上 RP48 383 土師器 甕 破片 （23.0） － （7.8） 4.5 5YR6/6

352-13 58号住居跡 カマド RP51 378 土師器 甕 破片 （22.0） － （15.5） 5 5YR6/6 篦ナデ カキメ

352-14 58号住居跡 床上 RP48 384 土師器 甕 破片 （21.4） － （16.7） 5 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

352-15 58号住居跡 覆土 RP45 386 土師器 甕 破片 （24.6） － （5.2） 4 7.5YR6/4

352-16 58号住居跡 覆土 RP49 381 土師器 甕 破片 （15.2） － （4.15） 4 7.5YR6/6

353-1 58号住居跡 カマド 249 RP28 352 土師器 甕 2/3 （22.0） 7.2 （37.7） 6 5YR5/4 ケズリ ハケメ

353-2 58号住居跡 カマド RP36 368 土師器 甕 1/2 （23.0） － （29.0） 6 2.5YR6/4 ケズリ ハケメ

353-3 58号住居跡 カマド 249 RP36 351 土師器 甕 1/4 24.0 － （30.6） 5.5 5YR6/6 ケズリ、篦ナデ カキメ

353-4 58号住居跡 覆土 RP45 367 土師器 甕 破片 （22.0） － （17.0） 5.5 7.5YR5/4 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

353-5 58号住居跡 覆土 385 土師器 甕 1/4 － （10.0） （5.8） 6 7.5YR5/6

354-1 58号住居跡 カマド RP34 365 土師器 甕 1/3 － 6.2 1.3 7 ？ ケズリ カキメ

354-2 58号住居跡 ピット5 RP60 387 土師器 甕 1/3 － （7.0）（10.4） 5 5YR6/6

354-3 58号住居跡 カマド RP32 380 土師器 甕 底部 － 6.2 （3.4） 4 ？

354-4 58号住居跡 覆土 RP22 366 土師器 鉢 1/4 － 8.4 （5.3） 4.5 5YR4/4 ケズリ

354-5 58号住居跡 覆土 379 黒色土器 坏 1/2 14.0 5.0 5.9 5.5 7.5YR7/4 ミガキ

354-6 59号住居跡 カマド 249 RP23 377 須恵器 坏 完形 14.0 9.3 3.5 3.5 2.5Y6/1 回転篦きり

354-7 59号住居跡 カマド RP22 376 須恵器 坏 3/4 14.2 10.0 4.15 4 10YR7/2 回転篦きり

354-8 59号住居跡 覆土 249 RP14 373 須恵器 蓋 完形 13.6 － 3.5 4 10YR6/2

354-9 59号住居跡 カマド 249 RP26 375 須恵器 高台付坏 2/3 14.2 9.7 4.95 3.5 N5/0 回転篦切付高台

354-10 59号住居跡 床上 RP12 374 須恵器 高台付坏 底部 － 8.4 2.5 5 5Y5/1 回転篦切坏高台

354-11 59号住居跡 カマド一括 388 土師器 甕 2/3 － 7.2 （9.4） 4.5 ？ 回転篦きり

354-12 60号住居跡 ピット5 RP11 675 土師器 甕 破片 （20.0） － 14.0 7 5YR6/6 カキメ カキメ

354-13 60号住居跡 ピット5 RP20 676 土師器 甕 破片 （21.5） － （10.9） 6 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

355-1 61号住居跡 覆土 689 須恵器 坏 2/3 13.6 6.6 3.5 4 5Y6/1 回転糸切り

355-2 61号住居跡 覆土 RP24 692 須恵器 坏 3/4 13.5 6.0 3.2 3 10YR4/1 回転糸切り

355-3 61号住居跡 ピット5 688 須恵器 坏 1/3 （15.0） （7.4） （3.9） 4 2.5Y6/2 回転糸切り

355-4 61号住居跡 覆土 687 須恵器 坏 1/3 （15.0） （6.6） （3.0） 4.5 2.5Y7/2 回転糸切り

355-5 61号住居跡 覆土 684 須恵器 坏 破片 （14.4） － （3.3） 4.5 7.5Y5/1

355-6 61号住居跡 床 RP23 691 須恵器 坏 1/4 14.7 8.0 3.8 4 7.5YR5/4 回転糸切り

355-7 61号住居跡 ピット6 690 須恵器 坏 破片 （13.6） － （3.0） 3 2.5Y5/1

355-8 61号住居跡 覆土 686 須恵器 坏 1/4 － 6.8 2.1 5 10YR6/3 回転糸切り

355-9 61号住居跡 覆土 685 須恵器 坏 底部 － 6.6 1.1 4.5 2.5Y4/1 回転糸切り

355-10 61号住居跡 床上 249 RP19 694 須恵器 蓋 3/4 13.4 － 2.7 5 2.5Y6/2

355-11 61号住居跡 カマド RP34 693 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 10YR4/1 タタキ アテ

355-12 61号住居跡 ピット7 703 土師器 坏 2/3 13.6 7.4 3.8 4 10YR6/3 回転糸切り

355-13 61号住居跡 覆土 695 土師器 鉢 破片 （18.0） － （7.0） 6 7.5YR6/4

355-14 61号住居跡 覆土 RP12,20,26,38 683 土師器 甕 1/4 （22.4） － （25.4） 5 7.5YR6/4 カキメ

355-15 61号住居跡 床 RP28 680 土師器 甕 1/4 （22.0） － （23.2） 6 5YR5/4 カキメ、篦ナデ

356-1 61号住居跡 覆土 RP13 700 土師器 甕 1/3 （23.4） － （25.9） 6 5YR5/6 ケズリ

356-2 61号住居跡 覆土 RP21 682 土師器 甕 2/3 22.0 8.0 35.5 6 7.5YR7/3 ケズリ カキメ、ハケメ

356-3 61号住居跡 カマド RP29 701 土師器 甕 破片 （22.3） － （18.4） 5.5 7.5YR5/4 カキメ カキメ

356-4 61号住居跡 カマド RP13,39 704 土師器 甕 破片 － － （15.0） 7 5YR5/3 篦ナデ カキメ

356-5 61号住居跡 覆土 RP15 702 土師器 甕 破片 （23.0） － （13.0） 6 5YR5/4

356-6 61号住居跡 カマド RP33 681 土師器 甕 破片 － － （13.2） 5.5 7.5YR4/2

357-1 61号住居跡 覆土 697 土師器 甕 破片 （20.0） － （11.4） 6 7.5YR5/3

357-2 61号住居跡 覆土 RP11 696 土師器 甕 1/3 － 6.8 5.0 3 7.5YR5/3 回転糸切り

357-3 61号住居跡 覆土 RP16 679 土師器 甕 破片 － （6.0）（14.7） 6.5 7.5YR4/3 ケズリ

357-4 62号住居跡 覆土 391 須恵器 坏 破片 － （7.0） （2.0） 4.5 10YR5/2 回転糸切り

357-5 62号住居跡 覆土 RP13 389 須恵器 蓋 2/3 15.0 － 2.6 5.5 2.5Y6/1

357-6 62号住居跡 覆土 390 須恵器 壺 破片 （15.0） － （4.3） 5.5 7.5Y3/2

357-7 62号住居跡 覆土 393 須恵器 甕 破片 － － － 9 10YR4/1 タタキ アテ

357-8 62号住居跡 覆土 394 須恵器 甕 破片 － － － 7 2.5Y4/1 タタキ アテ

357-9 62号住居跡 ピット内 RP15 395 土師器 甕 1/4 － （7.0）（14.2） 6 10YR6/4 ナデ

357-10 62号住居跡 覆土 392 土師器 ？ 破片 － （7.0） （1.2） 9 7.5YR6/4 回転糸切り

358-1 63号住居跡 カマド 249 RP35 417 須恵器 坏 完形 14.8 9.4 4.8 3.5 2.5Y6/2 回転篦きり
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371-1 1号住居跡 覆土 1 須恵器 甕 破片 － （9.2） （0.8） 5.5 7.5YR6/4

371-2 1号住居跡 覆土 2 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR4/1 タタキ アテ

371-3 1号住居跡 覆土 3 土師器 甕 破片 （20.4） － （5.3） 6 10YR6/4

371-4 1号竪穴状遺構 覆土 52 須恵器 坏 1/4 － 6.2 2.8 4.5 10YR6/6 回転糸切り

371-5 1号竪穴状遺構 覆土 49 須恵器 高台付坏 1/3 （13.2） 7.0 6.4 4 10GY4/1 回転糸切付高台

371-6 1号竪穴状遺構 覆土 51 須恵器 坏 破片 （14.0） － （4.1） 4.2 2.5Y6/2

371-7 1号竪穴状遺構 覆土 50 須恵器 高台付坏 1/3 （10.0） （6.6） 5.1 3.5 7.5Y3/1 回転糸切付高台
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358-2 63号住居跡 床 249 RP16 413 須恵器 坏 3/4 15.4 9.2 3.5 4 5BG4/1 回転篦きり

358-3 63号住居跡 カマド 249 RP30 412 須恵器 坏 2/3 13.6 8.3 4.75 4.5 2.5Y6/3 回転篦きり

358-4 63号住居跡 カマド RP33 416 須恵器 坏 2/3 15.0 9.4 3.6 5 2.5Y7/2 回転篦きり

358-5 63号住居跡 床 RP16 411 須恵器 坏 1/3 14.2 10.2 3.4 5 7.5YR7/2 回転篦きり

358-6 63号住居跡 カマド RP27 406 須恵器 坏 破片 （13.8） （9.5） 4.0 4.5 2.5Y6/8 回転篦きり

358-7 63号住居跡 カマド RP20 407 須恵器 坏 1/3 （12.8） （9.0） 3.8 4 5Y7/1 回転篦きり

358-8 63号住居跡 床 RP11 405 須恵器 甕 1/3 － 9.8 4.2 3.5 10YR7/2 回転篦きり

358-9 63号住居跡 ピット6 414 須恵器 高台付坏 破片 － （10.2） （1.5） 6 2.5Y5/1 回転篦切付高台

358-10 63号住居跡 一括 415 須恵器 蓋 3/4 （16.0） － （2.1） 4 7.5YR5/1

358-11 63号住居跡 一括 402 須恵器 甕 破片 － － － 7 N4/0 タタキ アテ

358-12 63号住居跡 一括 401 須恵器 甕 破片 － － － 11.5 10YR6/2 タタキ アテ

358-13 63号住居跡 一括 404 土師器 坏 3/4 14.5 9.6 4.35 3 7.5YR4/1 回転篦きり

358-14 63号住居跡 一括 403 土師器 坏 破片 （14.2） （9.0） 3.9 4 10YR7/3

358-15 63号住居跡 ピット6 409 土師器 甕 破片 （15.8） － （5.2） 8 2.5YR5/6 ハケメ

358-16 63号住居跡 床 RP12 408 土師器 甕 底部 － 8.0 2.2 8 7.5YR5/4

358-17 63号住居跡 カマド RP31 410 土師器 甕 破片 － （9.4） （6.0） 5.5 10YR5/2 木葉痕

359-1 63号住居跡 カマド一括 249 RP41 419 土師器 甕 1/3 （24.0） － （23.0） 6 7.5YR5/3 ハケメ ハケメ

359-2 63号住居跡 カマド 249 RP20 420 土師器 甕 2/3 （22.4） （7.0） 33.0 5 2.5YR5/6 タタキ、ハケメ ハケメ

359-3 63号住居跡 カマド RP20 398 土師器 甕 1/4 （22.0） － （15.6） 5 5YR5/6 カキメ ハケメ

359-4 63号住居跡 カマド RP20 399 土師器 甕 破片 （23.0） － （11.5） 6.5 7.5YR6/4 ハケメ ハケメ

359-5 63号住居跡 カマド RP23 400 土師器 甕 破片 － － （19.6） 7.5 ？ ハケメ、ケズリ ハケメ

360-1 13号掘立柱建物跡 ピット7 33 須恵器 甕 底部 － （8.6） （2.1） 5 10YR6/2 回転篦きり

360-2 14号掘立柱建物跡 ピット5 31 須恵器 甕 底部 － （16.2） （3.6） 7.5 2.5Y4/1 ケズリ ハケメ

360-3 22号掘立柱建物跡 ピット6 RP17 32 須恵器 坏 底部 － （7.0） （2.4） 5 N3/0 回転糸切り 底部 線刻

360-4 1号井戸跡 覆土 250 RP15 23 須恵器 坏 完形 13.2 5.8 3.6 4 5Y7/1 回転糸切り

360-5 1号井戸跡 覆土 250 RP11 28 須恵器 蓋 完形 11.6 － 3.1 6.5 N5/0

360-6 1号井戸跡 覆土 30 須恵器 甕 破片 － － － 9 ？ タタキ タタキ、アテ

360-8 6号井戸跡 覆土 RP12 21 須恵器 坏 底部 － 5.8 1.5 4.5 5Y6/1 回転糸切り

360-10 7号井戸跡 覆土 RP19 9 須恵器 坏 底部 － 6.8 2.4 5 2.5Y5/1 回転糸切り

360-11 7号井戸跡 覆土 RP14 8 須恵器 坏 底部 － 6.0 2.6 4 10YR5/2 回転糸切り

360-12 7号井戸跡 覆土 RP20 4 須恵器 甕 破片 （18.0） － （9.3） 8.5 10YR5/1

361-1 5号井戸跡 覆土 20 土師器 甕 底部 － 7.6 7.3 5 7.5YR7/4

361-2 8号井戸跡 覆土 12 土師器 壷 底部 － 6.2 2.5 4 5Y4/1 回転糸切り

361-3 8号井戸跡 覆土 13 土師器 甕 底部 － 8.6 5.5 8 5Y5/1 ケズリ

361-4 9号井戸跡 覆土 RP12 1 土師器 長頸壺 破片 4.7 － （4.4） 8 2.5Y5/1

361-5 11号井戸跡 覆土 RP13 7 須恵器 高台付坏 底部 － （7.0） （2.9） 4.5 N5/0 回転糸切り

361-7 12号井戸跡 覆土 RP12 2 土師器 坏 1/3 15.0 10.4 4.1 4.5 2.5Y6/2 ミガキ 回転篦きり

361-8 12号井戸跡 覆土 RP13 3 土師器 坏 1/3 （14.2） （9.2） （3.4） 4.5 5Y7/1 回転篦きり

361-9 12号井戸跡 底面 250 RP32 5 土師器 鉢 3/4 25.0 10.8 13.1 5 5YR5/3 ケズリ

361-10 12号井戸跡 底面 RP33 6 土師器 鉢 1/3 25.6 8.8 16.5 8 5YR5/4 ケズリ

361-11 28号井戸跡 覆土 250 RP11 26 須恵器 坏 一部欠損 13.2 5.4 3.8 3.5 7.5GY5/1 回転糸切り

361-12 28号井戸跡 覆土 250 RP12 27 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.4 7.4 5.9 5 5YR6/6 回転糸切付高台

361-13 28号井戸跡 覆土 25 須恵器 坏 1/3 （13.5） （7.0） （4.1） 4 2.5Y7/2 回転糸切り

361-14 28号井戸跡 覆土 24 土師器 甕 底部 － 8.4 12.8 7 7.5YR6/4 ケズリ

367-7 20号土坑 覆土 RP11 56 土師器 坏 3/4 11.7 6.2 4.4 4 ？ 回転糸切り

368-1 21号土坑 覆土 RP26 2 須恵器 坏 3/4 14.0 5.5 3.85 4 5Y5/1 回転糸切り 底部 刻書（寺）

368-2 21号土坑 覆土 250 RP24 4 須恵器 坏 完形 13.6 6.0 4.2 2.5 5Y7/1 回転糸切り

368-3 21号土坑 覆土 RP26 3 須恵器 坏 1/3 （13.6） （6.0） 3.3 4 5Y5/1 回転糸切り

368-4 21号土坑 覆土 250 RP30 7 須恵器 壺 破片 （22.6） － 5.3 7 2.5Y5/1

368-5 21号土坑 覆土 RP11 6 須恵器 甕 底部 － － － 7 2.5Y5/1 タタキ アテ

368-6 21号土坑 覆土 RP23 5 土師器 甕 破片 （15.0） － （8.4） 5 10YR6/4

368-7 21号土坑 覆土 RP13 1 土師器 甕 破片 （21.6） － 9.0 5 5YR6/6

368-9 23号土坑 覆土 19 須恵器 坏 3/4 13.4 7.8 3.7 4.5 5Y7/1 回転篦きり

368-10 23号土坑 覆土 251 20 須恵器 壺 1/4 （16.0） － （7.4） 6 2.5Y5/2

368-11 23号土坑 覆土 18 黒色土器 鉢 1/4 （25.0） － （7.3） 5 2.5YR6/6 ミガキ

368-13 25号土坑 覆土 27 須恵器 坏 底部 － 8.0 3.8 5 10YR7/2 回転篦きり

368-14 25号土坑 覆土 251 RP11 25 須恵器 蓋 完形 14.8 － 2.5 4 7.5YR4/1

368-15 25号土坑 覆土 RP12 26 土師器 甕 1/4 （14.5） － （9.3） 5 7.5YR5/3

369-1 26号土坑 覆土 RP18 12 須恵器 坏 1/3 （13.7） （9.0）（3.25） 4 7.5Y5/1

369-2 26号土坑 床 251 RP29 10 須恵器 高台付坏 一部欠損 15.2 9.0 4.6 4.5 2.5Y6/1 回転糸切付高台

369-3 26号土坑 覆土 RP15 11 須恵器 高台付坏 1/3 （14.8） （9.8） 4.5 5 2.5Y5/1

369-4 26号土坑 覆土 RP16 13 須恵器 蓋 3/4 15.6 － 3.2 3 N5/0

369-6 27号土坑 覆土 251 36 須恵器 高台付坏 一部欠損 15.5 10.2 4.8 4.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台

369-7 27号土坑 覆土 251 39 黒色土器 坏 1/3 － 9.0 （8.5） 5 10YR6/3

369-8 27号土坑 覆土 251 38 黒色土器 坏 一部欠損 15.2 7.6 7.9 6 10YR7/3 木葉痕

369-10 28号土坑 覆土 RP11 8 須恵器 坏 2/3 14.0 7.0 3.6 5 10YR7/2 回転糸切り

369-11 28号土坑 覆土 RP12 9 須恵器 高台付坏 底部 － 8.2 2.1 4.5 10YR5/2 回転糸切付高台

369-12 29号土坑 埋設 251 59 須恵器 壺 完形 17.6 14.6 29.5 7 10YR5/1 ケズリ

369-13 29号土坑 埋設 58 土師器 高台付坏 底部 － 7.0 （3.9） 3.5 7.5YR7/6

370-2 31号土坑 覆土 251 82 土師器 壺 3/4 － 2.6 12.4 5 ？ ケズリ、ハケメ
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371-8 1号竪穴状遺構 覆土 RP13 46 土師器 高台付皿 底部 － 6.6 （2.0） 3 5YR6/6

371-9 1号竪穴状遺構 覆土 252 RP15 48 土師器 高台付皿 完形 12.8 6.7 2.7 4 5YR6/6 回転糸切付高台

371-10 1号竪穴状遺構 覆土 RO11 47 土師器 高台付皿 1/3 （14.1） （7.0） 2.9 4 5YR6/4 回転糸切付高台

371-11 2号竪穴状遺構 覆土 200 須恵器 蓋 1/4 17.2 － 2.1 4.5 2.5Y4/1

371-12 2号竪穴状遺構 覆土 197 須恵器 甕 破片 － （10.6） （6.5） 8 5YR4/4 タタキ

371-13 2号竪穴状遺構 覆土 205 須恵器 甕 破片 － － － 8 10YR5/2 タタキ ハケメ

372-1 2号住居跡 覆土 RP21 30 須恵器 坏 2/3 （14.4） （7.8） （4.5） 5 5Y7/2

372-2 2号住居跡 覆土 252 RP26 13 須恵器 坏 一部欠損 14.8 8.4 4.6 4.5 2.5Y7/2 回転篦きり

372-3 2号住居跡 覆土 RP24 10 須恵器 坏 3/4 14.4 9.1 4.4 4.7 10YR5/2 回転篦きり

372-4 2号住居跡 覆土 252 RP17 31 須恵器 坏 完形 14.6 8.6 4.6 5 10YR7/2 回転篦きり

372-5 2号住居跡 覆土 252 RP28 7 須恵器 坏 一部欠損 14.0 9.2 3.5 4 2.5Y5/1 回転篦きり

372-6 2号住居跡 覆土 252 RP22 14 須恵器 坏 一部欠損 13.8 7.9 3.8 3 10YR6/2 回転篦きり

372-7 2号住居跡 覆土 252 RP18 6 須恵器 坏 一部欠損 14.6 8.0 4.1 4.5 10YR6/3 回転篦きり

372-8 2号住居跡 覆土 11 須恵器 坏 2/3 14.1 9.5 4.3 4.7 10YR5/1 回転篦きり

372-9 2号住居跡 覆土 RP16 29 須恵器 坏 1/3 （15.0） （9.0） 3.5 4.0 10YR6/2 回転篦きり

372-10 2号住居跡 覆土 252 4 須恵器 高台付坏 2/3 13.4 8.6 5.0 5 5Y4/1 回転篦切付高台

372-11 2号住居跡 覆土 RP13 12 須恵器 坏 破片 （13.0） （7.8） （3.4） 5.5 10YR5/2 回転篦きり

372-12 2号住居跡 覆土 RP12 8 須恵器 壺 1/3 － － （8.1） 6.5 N5/0

372-13 2号住居跡 カマド RP31 15 須恵器 高台付皿 1/3 （18.0）（10.0） （4.1） 4.5 5YR5/3 回転篦切付高台

372-14 2号住居跡 覆土 25 須恵器 甕 破片 － － － 7.6 10YR4/1 タタキ、ハケメ ハケメ

373-1 2号住居跡 覆土 252 RP23 27 須恵器 甕 破片 － － － 7 2.5Y4/1 タタキ アテ

373-2 2号住居跡 覆土 RP11 26 須恵器 甕 破片 － － － 6.5 N4/0 タタキ、ハケメ ハケメ

373-3 2号住居跡 覆土 RP25 9 土師器 甕 3/4 － 7.4 11.5 4 5YR5/4 回転篦きり

373-4 2号住居跡 覆土 16 土師器 甕 1/4 － （8.8） （6.1） 5.5 7.5YR4/2 回転糸切り

373-5 2号住居跡 覆土 RP20 17 土師器 甕 1/4 － （7.8） （4.8） 5.0 2.5Y5/2

373-6 2号住居跡 覆土 RP32 192 土師器 甕 破片 － （6.8） （4.2） 6 10YR5/2

373-7 2号住居跡 覆土 RP15 18 土師器 甕 1/3 （13.6） （7.8） 10.8 6 5YR5/4

373-8 2号住居跡 覆土 24 土師器 甕 破片 （14.4） － （9.8） 4 10YR6/3

373-9 2号住居跡 覆土 5 土師器 甕 破片 － （8.0） （7.2） 5 7.5YR5/4

373-10 2号住居跡 覆土 23 土師器 甕 破片 （20.2） － （4.8） 5.5 7.5YR6/4

373-11 2号住居跡 覆土 RP17 32 土師器 甕 破片 （22.4） （8.6） （8.6） 5 ？

374-6 3号住居跡 ピット10 252 RP68 60 須恵器 坏 完形 13.4 7.0 4.3 4 2.5Y7/2 回転篦きり

374-7 3号住居跡 ピット4 252 RP55 81 須恵器 坏 完形 13.8 8.8 3.4 4 7.5Y5/1 回転篦きり

374-8 3号住居跡 床上 252 RP29 85 須恵器 坏 一部欠損 14.0 8.0 4.0 4 5Y6/1 回転篦きり

374-9 3号住居跡 覆土 252 RP12 80 須恵器 坏 一部欠損 14.2 9.0 3.9 4 5YR5/3 回転篦きり

374-10 3号住居跡 覆土 252 RP31 57 須恵器 坏 3/4 14.2 8.2 4.3 4.5 10YR5/2 回転篦きり

374-11 3号住居跡 床上 252 RP16 82 須恵器 坏 3/4 13.1 7.2 4.3 5 2.5Y4/1 回転篦きり

375-1 3号住居跡 覆土 58 須恵器 坏 2/3 13.7 6.8 3.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

375-2 3号住居跡 覆土 RP33 70 須恵器 坏 1/3 13.6 7.4 4.8 3.5 10YR6/2 回転篦きり

375-3 3号住居跡 覆土 RP35 55 須恵器 坏 2/3 13.0 7.6 3.8 4.5 2.5Y5/1 回転篦きり

375-4 3号住居跡 覆土 79 須恵器 坏 1/2 13.6 8.0 3.7 4 2.5Y5/1 回転篦きり

375-5 3号住居跡 覆土 RP40 86 須恵器 坏 2/3 14.2 8.0 4.4 4.5 10YR7/2 回転篦きり

375-6 3号住居跡 覆土 87 須恵器 坏 1/3 13.2 8.3 3.6 4 10YR7/2 回転篦きり

375-7 3号住居跡 覆土 88 須恵器 坏 1/3 （13.7） （7.8） 3.9 4.5 10YR7/2 回転篦きり

375-8 3号住居跡 覆土 66 須恵器 坏 破片 14.8 8.4 3.8 5 10YR6/3 回転篦きり

375-9 3号住居跡 カマド 64 須恵器 坏 1/2 14.0 7.2 4.0 6 10YR5/3 回転糸切り

375-10 3号住居跡 覆土 RP17 59 須恵器 坏 底部 － 7.0 2.2 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

375-11 3号住居跡 覆土 84 須恵器 坏 1/3 14.0 6.4 3.2 3.5 10YR4/1 回転糸切り

375-12 3号住居跡 カマド RP67 61 須恵器 坏 1/2 13.2 7.3 4.0 4 10YR6/2

375-13 3号住居跡 覆土 RP11 109 須恵器 坏 底部 － （10.0） 2.8 5.5 10YR6/2 回転糸切り

375-14 3号住居跡 覆土 RP34 68 須恵器 坏 1/3 （14.0） （8.0） 4.0 5 2.5Y5/1 ケズリ

375-15 3号住居跡 周構内 252 RP46 91 須恵器 高台付坏 3/4 13.0 8.2 4.5 3 N4/0 回転篦切付高台

375-16 3号住居跡 床上 252 RP38 90 須恵器 高台付坏 2/3 12.2 8.0 5.4 4 2.5Y5/1 回転篦切付高台

375-17 3号住居跡 カマド RP63 63 須恵器 高台付坏 1/4 （13.0） － 3.8 5 5P3/1

375-18 3号住居跡 覆土 69 須恵器 高台付坏 1/2 （13.4） （8.2） 5.0 4.5 10YR6/2

375-19 3号住居跡 カマド 252 RP62 62 須恵器 高台付坏 1/2 （14.0） （9.0） 5.0 5 10YR6/2 底部 刻書

375-20 3号住居跡 ピット9 RP57 89 須恵器 高台付坏 2/3 10.5 6.5 4.8 4 10Y5/2 回転篦切付高台

375-21 3号住居跡 床 252 RP40 56 須恵器 高台付坏 2/3 13.1 7.8 4.9 4.5 2.5Y5/1

375-22 3号住居跡 覆土 72 須恵器 高台付坏 破片 － （7.4） 2.8 5 N4/0

375-23 3号住居跡 覆土 RP21 67 須恵器 高台付坏 破片 － （8.2） （3.5） 4.5 5Y5/2

375-24 3号住居跡 覆土 83 須恵器 高台付坏 破片 － （8.0） （1.6） 5 5Y6/1 回転篦切付高台

376-1 3号住居跡 床上 252 RP45 93 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 3.1 4 7.5Y5/2

376-2 3号住居跡 ピット4 252 RP53 97 須恵器 蓋 3/4 14.8 － 3.6 5 5Y6/1

376-3 3号住居跡 ピット4 252 RP52 95 須恵器 蓋 一部欠損 14.7 － 3.5 4 10Y5/2

376-4 3号住居跡 覆土 RP19 98 須恵器 蓋 2/3 13.3 － 2.8 5 2.5Y6/2

376-5 3号住居跡 カマド 252 RP25 94 須恵器 蓋 完形 14.7 － 3.0 5 2.5Y5/1

376-6 3号住居跡 床 252 RP24 92 須恵器 蓋 完形 14.0 － 3.4 4 7.5YR5/1

376-7 3号住居跡 覆土 100 須恵器 蓋 1/3 （15.8） － （2.8） 4.5 10YR5/1

376-8 3号住居跡 カマド 96 須恵器 蓋 1/2 14.0 － （2.8） 6 10Y6/1

376-9 3号住居跡 覆土 99 須恵器 蓋 2/3 （15.0） － （2.4） 5 10Y4/1

376-10 3号住居跡 覆土 77 須恵器 壺 破片 （18.6） － （18.6） 8.5 2.5Y5/1

376-11 3号住居跡 床 252 RP27 78 須恵器 壺 2/3 － － （17.5） 7.5 7.5Y4/2

376-12 3号住居跡 覆土 54 須恵器 甕 破片 － － － 11 5YR5/3 タタキ アテ

376-13 3号住居跡 覆土 RP2 75 須恵器 甕 破片 － － － 10 2.5Y4/1 タタキ、ハケメ アテ、ハケメ

377-1 3号住居跡 覆土 RP36 53 須恵器 甕 破片 － － － 10 10YR4/1 タタキ、ハケメ ハケメ

377-2 3号住居跡 覆土 RP42 76 須恵器 甕 破片 － － － 10 10YR4/1 タタキ、ハケメ アテ、ハケメ

377-3 3号住居跡 覆土 RP13 110 黒色土器 坏 底部 － 7.8 2.9 3.5 7.5YR6/4 ミガキ 回転糸切り

377-4 3号住居跡 覆土 65 土師器 坏 1/2 14.6 8.1 3.6 5 5YR6/4 回転篦きり

377-5 3号住居跡 覆土 107 土師器 鉢 2/3 （12.0） （4.8） （6.1） 4 5YR5/4

377-6 3号住居跡 覆土 RP23 108 土師器 甕 1/3 15.6 7.0 11.0 6.5 2.5YR5/6 回転糸切り

377-7 3号住居跡 覆土 111 土師器 甕 底部 － 9.8 2.2 5 7.5YR4/2

377-8 3号住居跡 覆土 73 土師器 甕 破片 － （8.6） （2.5） 11 7.5YR5/4
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377-9 3号住居跡 カマド RP59 105 土師器 甕 1/2 （15.0） － （12.3） 5.5 10YR6/3

377-10 3号住居跡 覆土 102 土師器 甕 破片 （14.6） － （6.1） 5.5 7.5YR6/4 タタキ

377-11 3号住居跡 ピット10 RP66 106 土師器 甕 1/4 － （8.4） （4.4） 5 5YR5/4

377-12 3号住居跡 ピット4 RP54 103 土師器 甕 1/4 － （9.8） （7.0） 6 ？

377-13 3号住居跡 床 RP15 104 土師器 甕 1/4 － （9.0） （5.6） 5 2.5Y6/4

378-1 3号住居跡 ピット7 RP48 113 土師器 甕 破片 （23.6） － （9.1） 5.5 5YR6/4

378-2 3号住居跡 覆土 112 土師器 甕 破片 （23.0） － （9.9） 4.5 7.5YR6/6

378-3 3号住居跡 覆土 RP32 71 土師器 甕 1/4 （20.0） － （10.5） 6 7.5YR6/4 タタキ

378-4 3号住居跡 ピット4 RP50 114 土師器 甕 破片 （20.0） － （5.8） 6 5YR7/4

378-5 3号住居跡 覆土 116 土師器 甕 1/4 （20.0） － （9.8） 7 ？

378-8 4号住居跡 覆土 253 Rp13 38 須恵器 坏 完形 （13.4） 7.0 3.3 4 10YR5/1 回転糸切り

378-9 4号住居跡 覆土 253 RP12 41 須恵器 坏 3/4 13.4 6.8 3.3 5 10YR7/2 回転糸切り

378-10 4号住居跡 覆土 RP16 44 須恵器 坏 2/3 13.2 6.4 3.55 4.5 2.5Y 回転糸切り

378-11 4号住居跡 覆土 37 土師器 甕 破片 － （7.3） （4.3） 11 2.5YR5/6 ハケメ

378-12 4号住居跡 覆土 42 土師器 甕 破片 － （7.0） （8.1） 5 ？

378-13 4号住居跡 覆土 36 土師器 甕 破片 － （8.3） （4.5） 5 2.5YR6/6

378-14 4号住居跡 覆土 45 土師器 甕 1/4 － （7.8） （6.8） 6 5YR5/4

379-1 4号住居跡 カマド RP17,19 40 土師器 甕 破片 （23.4） － （20.7） 6 7.5YR6/4 カキメ、ケズリ

379-2 4号住居跡 覆土 35 土師器 甕 破片 （22.0） － （12.2） 5 7.5YR5/3

379-3 4号住居跡 覆土 34 土師器 甕 破片 （21.2） － （15.0） 6 5YR5/4 篦ナデ

379-4 4号住居跡 覆土 33 土師器 甕 破片 － － （23.0） 6 7.5YR5/3 タタキ カキメ

379-5 4号住居跡 覆土 277 土師器 甕 1/3 （20.4） － （20.0） 8 5YR6/6 ケズリ、カキメ

379-6 4号住居跡 覆土 RP15 39 土師器 甕 1/4 － （8.0） 11.9 8.5 5YR5/4 篦ナデ ハケメ

379-7 4号住居跡 覆土 43 土師器 甕 1/3 － （9.0） （9.0） 6.5 7.5YR6/4 ハケメ

380-1 5号住居跡 覆土 117 須恵器 坏 1/4 （13.4） － （3.3） 4 7.5YR6/3

380-2 5号住居跡 覆土 119 須恵器 蓋 1/4 14.0 － 3.0 4.5 N4/0

380-3 5号住居跡 覆土 118 土師器 甕 破片 （13.6） － （2.7） 4 7.5YR6/4

380-4 6号住居跡 覆土 RP11 153 須恵器 坏 2/3 14.0 6.4 3.65 4 N5/0 回転糸切り

380-5 6号住居跡 カマド RP17 166 須恵器 坏 2/3 14.9 7.6 3.65 4.5 2.5Y6/2 回転糸切り

380-6 6号住居跡 覆土 253 RP12 154 須恵器 坏 一部欠損 14.0 6.4 3.6 4 2.5Y5/1 回転糸切り

380-7 6号住居跡 カマド RP21 168 須恵器 坏 3/4 13.0 6.0 3.5 4 2.5Y5/1 回転糸切り

380-8 6号住居跡 覆土 RP15 165 須恵器 坏 1/2 14.3 7.0 3.0 3.5 2.5Y6/2 回転糸切り

380-9 6号住居跡 カマド RP25 157 須恵器 坏 1/2 13.7 7.0 3.7 4 5Y6/2

380-10 6号住居跡 覆土 151 須恵器 坏 破片 （12.4） － （3.4） 3.5 5Y5/1

380-11 6号住居跡 覆土 155 須恵器 坏 破片 （14.0） － （2.5） 5 5Y5/1

380-12 6号住居跡 カマド 253 RP22 170 須恵器 双耳坏 3/4 11.3 7.0 5.0 4 2.5Y4/2 回転篦切付高台

380-13 6号住居跡 覆土 158 須恵器 坏 破片 （15.1） － （6.0） 4 10YR5/1

380-14 6号住居跡 覆土 RP13 161 須恵器 高台付坏 底部 － （8.7） 4.1 4 N4/0 回転糸切り

380-15 6号住居跡 覆土 RP14 160 須恵器 高台付坏 底部 － 7.6 2.5 5 2.5YR6/2 回転篦きり

380-16 6号住居跡 カマド RP24 167 須恵器 蓋 破片 － － 1.8 5 10YR6/2

380-17 6号住居跡 カマド RP20 169 須恵器 甕 破片 － － － 11.1 N4/0 タタキ アテ

380-18 6号住居跡 覆土 152 須恵器 甕 破片 － － － 9 5Y5/1 タタキ アテ

381-1 6号住居跡 カマド RP16,29 163 須恵器 甕 破片 － － － 8 7.5Y4/1 ハケメ ハケメ

381-2 6号住居跡 カマド RP17 164 須恵器 甕 破片 － － － 7 N4/0

381-3 6号住居跡 覆土 253 RP30 279 土師器 甕 2/3 23.5 （7.4） 36.3 5 7.5YR5/3 ケズリ、カキメ ナデ

381-4 6号住居跡 カマド RP26 156 土師器 甕 底部 － 8.2 6.6 7 5YR5/3 指圧痕

381-5 6号住居跡 覆土 253 RP30 276 土師器 甕 3/4 （21.1） （4.6） 34.9 6.5 5YR6/4 ケズリ、カキメ ハケメ、ナデ

381-6 6号住居跡 覆土 RP18 278 土師器 甕 1/3 （20.4） － （20.0） 5 10YR7/6 ケズリ、カキメ ハケメ、カキメ

381-7 6号住居跡 カマド RP26 159 土師器 甕 底部 － 6.6 2.7 5 10YR7/4 回転糸切り

381-8 6号住居跡 カマド RP27 162 土師器 甕 破片 （22.5） － （14.6） 6 7.5YR6/4

382-1 3号竪穴状遺構 覆土 122 須恵器 坏 破片 （12.0） － （3.8） 4 N4/0

382-2 3号竪穴状遺構 覆土 120 須恵器 甕 破片 － － － 10 7.5YR5/2 タタキ アテ

382-3 7号住居跡 カマド 253 RP45 189 須恵器 坏 3/4 14.0 8.8 4.2 5 2.5Y7/2 回転篦きり

382-4 7号住居跡 カマド 253 RP46 190 須恵器 坏 一部欠損 14.0 7.2 4.3 4 10YR6/4 回転篦きり

382-5 7号住居跡 カマド 253 RP30 186 須恵器 坏 一部欠損 13.6 8.8 4.2 4.5 10YR7/2 回転篦きり

382-6 7号住居跡 ピット6 253 RP35 176 須恵器 坏 2/3 13.2 8.0 4.3 4.5 ？ 回転篦きり

382-7 7号住居跡 カマド RP44 180 須恵器 高台付坏 2/3 12.7 8.0 5.3 3 ？ 回転篦切付高台

382-8 7号住居跡 カマド 253 RP40 187 須恵器 高台付坏 2/3 （14.0） － （4.9） 5 2.5Y7/2

382-9 7号住居跡 覆土 203 須恵器 高台付坏 1/4 － （9.0） 2.8 5 10YR5/2

382-10 7号住居跡 カマド RP37 177 須恵器 高台付坏 底部 － 8.2 2.4 5 2.5Y5/1 回転篦切付高台 底部 墨書

382-11 7号住居跡 覆土 RP16 174 須恵器 高台付坏 1/2 （14.6） （8.5） （4.2） 4.5 10Y4/1

382-12 7号住居跡 ピット6 RP36 178 須恵器 高台付坏 1/3 － 8.0 4.8 4 N5/0

382-13 7号住居跡 カマド RP19,23,29,39 201 須恵器 蓋 2/3 13.7 － 3.1 5 2.5Y8/2

382-14 7号住居跡 覆土 202 須恵器 蓋 1/3 （14.7） － 2.35 6 2.5GY6/1

382-15 7号住居跡 床 RP11 204 須恵器 蓋 破片 － － （2.1） 5 7.5Y5/1

383-1 7号住居跡 覆土 175 須恵器 鉢 破片 － 16.4 8.2 11 10YR6/2 ハケメ

383-2 7号住居跡 床上 253 RP15 182 土師器 甕 3/4 14.3 7.8 11.4 6 5Y5/3 回転糸切り

383-3 7号住居跡 カマド RP26 173 須恵器 甕 破片 － － － 10.8 7.5YR6/4 タタキ アテ

383-4 7号住居跡 カマド RP20,23,24,25 198 土師器 甕 1/2 （13.2） － 10.5 5.5 5YR6/8

383-5 7号住居跡 覆土 RP13 171 須恵器 甕 破片 － － － 8 N3/0 タタキ アテ

383-6 7号住居跡 床 RP33 196 土師器 甕 1/3 － 7.6 7.5 5 7.5YR6/8

383-7 7号住居跡 カマド RP38 188 土師器 甕 破片 （22.0） － （20.2） 6 2.5YR5/6 ハケメ

383-8 7号住居跡 覆土 RP27 185 土師器 甕 破片 （14.8） － （7.0） 6 5YR6/6

383-9 7号住居跡 カマド 253 RP32 191 土師器 甕 2/3 （9.6） 5.7 7.3 6 7.5YR5/4

383-10 7号住居跡 ピット1 RP41 179 土師器 甕 破片 － （8.2） （4.0） 5.5 5YR5/6

383-11 7号住居跡 覆土 RP12 181 土師器 甕 破片 － 7.0 2.6 5.5 7.5YR6/4

383-12 7号住居跡 ピット1 RP42 184 土師器 甕 破片 （20.3） － （8.8） 4 7.5YR4/3

383-13 7号住居跡 周構内 RP24 183 土師器 甕 破片 － 7.0 7.9 6.5 5YR6/6 ケズリ

383-14 7号住居跡 覆土 RP14 172 黒色土器 坏 1/4 － 6.6 4.6 6 5YR4/2 ミガキ

384-1 8号住居跡 床上 253 RP11 140 須恵器 坏 一部欠損 9.4 8.2 3.2 3.3 10Y4/1 回転篦きり

384-2 8号住居跡 覆土 253 131 須恵器 坏 一部欠損 14.9 （8.8） 4.6 3.5 10YR7/3 回転篦きり

384-3 8号住居跡 覆土 145 須恵器 坏 1/2 （12.6） （8.4） 4.4 4.2 2.5Y7/2 回転篦きり
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384-4 8号住居跡 覆土 143 須恵器 坏 破片 － （9.0） （1.7） 4 2.5Y6/2 回転篦きり

384-5 8号住居跡 覆土 146 須恵器 坏 1/4 12.6 7.4 3.6 4.2 10YR8/2 回転篦きり

384-6 8号住居跡 覆土 129 須恵器 坏 1/2 13.0 7.4 4.7 4 10YR8/2

384-7 8号住居跡 覆土 142 須恵器 坏 1/4 13.6 5.6 3.3 5.2 5Y5/1 回転糸切り

384-8 8号住居跡 覆土 RP28 134 須恵器 坏 1/3 （13.0） （5.2） （3.7） 4 5Y5/1 回転糸切り

384-9 8号住居跡 覆土 148 須恵器 坏 破片 （12.8） － （3.3） 4 2.5Y8/1

384-10 8号住居跡 覆土 149 須恵器 坏 破片 （14.0） － （3.5） 3.5 2.5Y8/1

384-11 8号住居跡 覆土 253 141 須恵器 高台付坏 底部 － 9.2 2.2 7 2.5Y6/2 回転篦切付高台 底部 墨書（七）

384-12 8号住居跡 カマド 253 RP36 136 須恵器 高台付坏 3/4 14.8 9.0 5.0 4 10YR7/2 回転篦切付高台

384-13 8号住居跡 カマド RP37 135 須恵器 高台付坏 底部 － 8.9 1.8 6.5 5Y6/1

384-14 8号住居跡 カマド RP36 150 須恵器 蓋 1/2 （16.6） － （2.0） 4.5 7.5YR6/4

384-15 8号住居跡 覆土 147 須恵器 甕 破片 － （7.4） （4.9） 7.5 2.5Y8/1 回転糸切り

384-16 8号住居跡 床上 RP18 139 須恵器 甕 1/3 （14.2） － 13.7 5 7.5YR7/4 タタキ ハケメ

384-17 8号住居跡 覆土 RP14 124 須恵器 甕 破片 － － － 10 2.5Y4/1 タタキ アテ

384-18 8号住居跡 覆土 253 RP38 138 須恵器 壷 1/2 － 6.4 4.3 7 7.5Y6/2

384-19 8号住居跡 覆土 RP12 144 須恵器 甕 破片 － － － 12.5 N4/0 タタキ アテ

384-20 8号住居跡 覆土 RP15 125 須恵器 甕 破片 － － － 8.5 10YR5/1 タタキ アテ

385-1 8号住居跡 床上 254 RP18 128 土師器 坏 3/4 14.9 9.1 4.3 5.5 7.5YR6/6 回転篦きり

385-2 8号住居跡 覆土 RP40 137 土師器 甕 破片 （19.2） － （7.9） 4 5YR5/4

385-3 8号住居跡 覆土 130 土師器 甕 底部 － （9.0） （2.0） 8.5 2.5YR6/4

385-4 8号住居跡 覆土 127 土師器 甕 破片 － － （5.4） 5 10YR6/4

385-5 8号住居跡 床 RP20 132 土師器 甕 破片 （23.6） － （21.2） 5.5 7.5YR6/4 ハケメ

385-6 8号住居跡 周構内 RP16 126 土師器 甕 破片 （25.6） － （13.5） 6.5 7.5YR5/3 ハケメ

385-7 8号住居跡 床上 RP27 133 土師器 甕 破片 （22.0） － （10.2） 9 7.5YR5/3

385-8 9号住居跡 覆土 220 須恵器 坏 1/3 13.7 5.4 3.5 5 5Y5/1 回転糸切り

385-9 9号住居跡 カマド 254 213 須恵器 坏 一部欠損 13.8 5.2 4.3 4.5 7.5Y6/2 回転糸切り

385-10 9号住居跡 床 254 RP31 216 須恵器 坏 一部欠損 13.0 5.2 4.1 4.5 5Y5/1 回転糸切り

385-11 9号住居跡 覆土 230 須恵器 坏 破片 （16.0） － 2.5 5 N5/0

385-12 9号住居跡 覆土 233 須恵器 坏 破片 （14.5） － （3.4） 4 10YR7/2

385-13 9号住居跡 覆土 228 須恵器 坏 破片 14.6 － （3.8） 3.5 7.5Y5/1

386-1 9号住居跡 覆土 217 須恵器 坏 1/2 13.6 4.8 4.8 4 10YR6/3 回転糸切り

386-2 9号住居跡 覆土 254 RP12 214 須恵器 坏？ 完形 13.0 5.0 3.8 5 5Y5/2 回転糸切り

386-3 9号住居跡 覆土 231 須恵器 坏 破片 （12.2） － 2.6 3 N5/0

386-4 9号住居跡 覆土 221 須恵器 高台付坏 1/4 － 7.2 3.15 5 N4/0

386-5 9号住居跡 覆土 RP22 232 須恵器 高台付坏 1/4 － 6.8 2.4 4 2.5Y5/1 回転糸切付高台

386-6 9号住居跡 覆土 254 RP18 234 須恵器 高台付坏 3/4 15.0 7.3 5.7 6.5 10R4/1 回転糸切付高台

386-7 9号住居跡 覆土 227 須恵器 高台付坏 1/4 （16.2） （7.2） （5.4） 4.5 5Y6/1

386-8 9号住居跡 覆土 226 須恵器 高台付坏 1/3 14.8 7.6 5.1 4 7.5YR5/2 回転糸切付高台

386-9 9号住居跡 覆土 239 須恵器 長頸壺 破片 － － （7.4） 6 7.5YR3/1

386-10 9号住居跡 覆土 224 土師器 坏 1/4 （14.8） （6.4） （4.4） 4 7.5YR7/4

386-11 9号住居跡 覆土 223 土師器 坏 1/3 13.3 5.2 4.5 4 5YR6/4 回転糸切り

386-12 9号住居跡 覆土 254 RP11 235 土師器 坏 3/4 15.0 5.5 4.7 5 7.5YR6/4 回転糸切り

386-13 9号住居跡 覆土 225 土師器 坏 破片 （14.6） － （3.1） 4 7.5YR8/2

386-14 9号住居跡 覆土 222 土師器 高台付坏 破片 － （6.8） 1.2 4 5YR6/4 回転糸切り

386-15 9号住居跡 床 RP15 219 土師器 甕 破片 － － （9.0） 5 7.5YR5/4 ケズリ

386-16 9号住居跡 覆土 RP14 215 土師器 甕 破片 － （9.0）（10.0） 7 5YR5/3 ケズリ

386-17 9号住居跡 覆土 254 RP23,24 211 土師器 甕 2/3 18.0 9.4 19.0 7 5YR7/6 ケズリ

387-1 9号住居跡 覆土 RP21 218 土師器 甕 破片 （24.0） － （10.0） 7 7.5Y7/4

387-2 9号住居跡 ピット内 RP32 212 土師器 甕 1/4 （20.0） － 13.4 8 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ

387-3 9号住居跡 覆土 RP16 237 土師器 甕 破片 － － （16.2） 7 7.5YR6/4 ケズリ ハケメ

387-4 9号住居跡 覆土 236 土師器 甕 破片 － 10.2 10.8 6 7.5YR5/3 ケズリ

387-6 4号竪穴状遺構 床 RP11 261 須恵器 坏 1/2 13.4 5.6 4.1 4 7.5Y6/1 回転糸切り

387-7 4号竪穴状遺構 覆土 259 須恵器 坏 1/3 13.5 5.2 4.5 4 5GY5/1 回転糸切り

387-8 4号竪穴状遺構 貼床下 RP17 262 須恵器 坏 1/4 （14.6） － 5.0 3 7.5Y6/1

388-1 4号竪穴状遺構 覆土 272 須恵器 坏 破片 － （8.4） （1.4） 4.5 7.5Y5/1 回転糸切り

388-2 4号竪穴状遺構 覆土 263 須恵器 高台付坏 1/3 14.0 7.4 5.0 3.5 7.5Y4/1 回転糸切付高台

388-3 4号竪穴状遺構 覆土 RP12,15 264 須恵器 高台付坏 1/2 （14.4） （9.6） 4.6 4 N5/1

388-4 4号竪穴状遺構 覆土 260 須恵器 坏 破片 － （6.5） 0.5 5.5 2.5Y7/2 回転糸切り 底部 墨書

388-5 4号竪穴状遺構 覆土 RP14 257 須恵器 高台付坏 1/3 － 6.0 4.7 4 7.5YR4/2 回転糸切付高台

388-6 4号竪穴状遺構 覆土 273 須恵器 蓋 1/4 （17.6） － （2.2） 4.5 N4/0

388-7 4号竪穴状遺構 覆土 246 須恵器 甕 破片 － － － 7 7.5YR5/1 タタキ アテ

388-8 4号竪穴状遺構 貼床下 RP18 256 須恵器 甕 底部 － 11.8 3.6 9.5 7.5Y3/2 タタキ

388-9 4号竪穴状遺構 床 RP13 267 須恵器 甕 破片 － － － 10 10YR4/1 タタキ アテ

388-10 4号竪穴状遺構 貼床下 RP16 268 須恵器 甕 破片 － － － 8 10Y4/1 タタキ アテ

388-11 4号竪穴状遺構 覆土 247 須恵器 甕 破片 － － － 9 N4/0 タタキ アテ

389-1 4号竪穴状遺構 覆土 254 243 土師器 甕 2/3 12.6 6.7 9.4 6 10YR6/4 回転糸切り

389-2 4号竪穴状遺構 貼床下 RP21 255 土師器 高台付坏 破片 － 7.0 1.5 4.5 7.5YR8/8

389-3 4号竪穴状遺構 覆土 254 242 土師器 甕 2/3 15.3 8.0 12.6 4.5 5YR6/6 回転糸切り

389-4 4号竪穴状遺構 覆土 280 土師器 甕 1/3 （23.0） － （28.0） 6 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ、ハケメ

389-5 4号竪穴状遺構 覆土 240 土師器 甕 1/4 （22.8） － 21.2 7 7.5YR6/4

389-6 4号竪穴状遺構 覆土 241 土師器 甕 破片 （17.5） － 21.8 7 7.5YR6/4

389-7 4号竪穴状遺構 覆土 244 土師器 甕 1/4 （24.2） － （10.0） 5 10YR6/3

389-8 4号竪穴状遺構 床 245 土師器 鉢 1/4 （30.4） － （11.4） 7.5 N5/0

390-1 10号住居跡 カマド 254 RP11 193 須恵器 坏 一部欠損 13.7 5.6 4.4 4.5 5Y5/1 回転糸切り

390-2 10号住居跡 覆土 199 須恵器 甕？ 破片 － （16.4） 7.4 6 N5/0

390-3 10号住居跡 カマド RP19,21 195 土師器 坏 一部欠損 13.8 5.7 5.3 4 5YR5/8

390-4 10号住居跡 覆土 194 土師器 高台付坏 1/3 14.4 6.8 6.2 5 7.5YR6/6

390-5 10号住居跡 カマド 254 RP18,22,23 208 土師器 甕 1/4 （14.2） 7.0 － 5 7.5YR6/4

390-6 10号住居跡 カマド RP23 206 土師器 甕 1/3 14.4 7.5 12.6 5.5 7.5YR6/4 回転糸切り

390-7 10号住居跡 カマド RP21 207 土師器 甕 底部 － 8.6 6.2 6 7.5YR7/4

390-8 10号住居跡 カマド RP15,22 209 土師器 甕 破片 （22.8） － （10.5） 8 7.5YR6/6

390-9 10号住居跡 覆土 RP14 210 土師器 甕 1/4 （22.7） － （20.2） 8 5YR5/4
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546-1 東調査区 61-198 293 2 須恵器 坏 一部欠損 14.2 6.4 3.55 3.7 2.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

546-2 東調査区 63-199 293 50 須恵器 坏 完形 （14.0） 7.5 3.8 4 5Y7/1 回転糸切り 底部 墨書

546-3 東調査区 62-200 293 48 須恵器 坏 完形 13.2 6.8 3.15 4.5 10YR6/2 回転糸切り 底部 墨書（火）

546-4 東調査区 63-199 293 RP475 47 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.8 3.5 4 5Y4/1 回転糸切り 底部 墨書

546-5 東調査区 63-199 293 RP471 40 須恵器 坏 一部欠損 13.9 6.4 3.8 4.5 7.5Y5/1 墨書（羽） 回転糸切り 底部 墨書

546-6 東調査区 63-199 293 RP9203 7 須恵器 坏 3/4 13.7 6.0 3.5 3.5 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

546-7 東調査区 63-196 293 RP390 49 須恵器 坏 1/2 （13.6） （6.4） 3.0 5 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

546-8 東調査区 64-199 293 RP2011 44 須恵器 坏 1/4 － 5.8 （2.4） 4.5 N5/0 回転糸切り 底部 墨書

546-9 東調査区 64-203 293 41 須恵器 坏 底部 － 6.7 （2.0） 5.5 2.5Y6/2 回転糸切り 底部 墨書

546-10 東調査区 64-200 43 須恵器 坏 2/3 － － － 7 2.5Y4/1 回転糸切り 底部 墨書

546-11 東調査区 63-198 293 1 須恵器 坏 2/3 （14.0） 7.0 3.45 4.2 2.5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書
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390-10 5号竪穴状遺構 床 254 RP11 258 須恵器 蓋 3/4 14.0 － 2.9 5 7.5Y4/1

391-1 11号住居跡 覆土 RP11 266 須恵器 坏 底部 － 5.2 1.2 4 7.5Y6/1 回転糸切り

391-2 11号住居跡 覆土 RP12 248 須恵器 高台付坏 1/2 15.4 7.0 6.0 5 7.5YR4/1 回転糸切り

391-3 11号住居跡 覆土 250 須恵器 高台付坏 破片 － 9.2 1.5 5 7.5YR3/1

391-4 11号住居跡 覆土 249 須恵器 高台付坏 1/2 14.4 6.5 6.1 4 7.5Y6/2 回転糸切り

391-5 11号住居跡 ピット2 RP15 251 須恵器 蓋 1/4 13.4 － 4.0 3 10YR5/1

391-6 11号住居跡 覆土 274 須恵器 甕 破片 － － － 7 5PB3/1

391-7 11号住居跡 覆土 265 土師器 甕 破片 （25.0） － （9.0） 6 2.5YR7/8

391-8 11号住居跡 覆土 269 土師器 甕 破片 － 9.4 11.2 6 5Y6/6 ケズリ ハケメ

391-9 11号住居跡 覆土 270 土師器 甕 破片 （21.0） － （7.0） 7 7.5YR6/6

391-10 11号住居跡 覆土 253 土師器 甕 底部 － 7.0 4.3 5.5 5YR5/8 回転糸切り

391-11 11号住居跡 ピット RP13 252 土師器 甕 底部 － 7.0 5.4 6 5YR6/4

391-12 11号住居跡 覆土 271 土師器 甕 破片 （21.6） － （4.7） 6 5YR6/8

391-15 3号掘立柱建物跡 ピット5 283 須恵器 甕 破片 － － － 7 10YR4/1 タタキ アテ

391-16 6号掘立柱建物跡 ピット7 282 須恵器 高台付坏 破片 － － （1.3） 5 7.5Y6/1 回転篦切付高台

391-17 4号掘立柱建物跡 ピット3 281 須恵器 坏 1/3 13.9 8.0 4.9 3.5 10YR6/1

392-2 2号土坑 覆土 254 RP14 42 須恵器 坏 一部欠損 13.4 5.2 3.8 4 N4/0 回転糸切り

392-3 2号土坑 覆土 254 RP13 43 須恵器 高台付坏 2/3 （14.0） 8.1 4.9 4 7.5Y4/1 回転糸切付高台

392-4 2号土坑 覆土 51 黒色土器 坏 破片 － （7.2） （2.6） 5 7.5YR6/6 回転糸切り

393-1 3号土坑 覆土 255 RP14 46 須恵器 坏 完形 14.5 6.1 4.3 4 10YR7/2 回転糸切り

393-2 3号土坑 覆土 255 RP15 48 土師器 高台付坏 3/4 16.6 7.4 6.1 5 5YR7/6 回転糸切付高台

393-3 3号土坑 覆土 49 土師器 高台付坏 3/4 14.6 7.0 5.0 5 5YR6/6 回転糸切付高台

393-4 3号土坑 覆土 255 50 土師器 高台付坏 2/3 15.6 7.0 5.0 4 5YR6/6 回転糸切付高台

393-5 3号土坑 覆土 255 RP13 47 土師器 高台付皿 3/4 11.4 6.4 2.6 3 7.5YR6/6 回転糸切付高台

393-6 4号土坑 覆土 255 RP12 32 須恵器 高台付坏 1/2 16.4 10.6 5.6 3 5YR3/3 稜椀

393-7 4号土坑 覆土 255 RP14 30 須恵器 高台付坏 2/3 （13.4） 8.4 4.6 4 N4/0 回転箆切付高台

393-8 4号土坑 覆土 RP13 31 土師器 坏 3/4 （13.8） 9.0 4.3 4 10YR7/4 回転篦きり

393-9 4号土坑 覆土 RP15 29 土師器 甕 1/4 － 9.6 （8.4） 7 5YR5/6

394-1 5号土坑 覆土 255 RP17,19 5 須恵器 坏 3/4 13.6 5.7 4.4 4.5 10YR7/2 回転糸切り

394-2 5号土坑 覆土 255 RP27,28,29 1 須恵器 坏 一部欠損 14.0 5.0 4.0 3.5 7.5YR5/1 回転糸切り

394-3 5号土坑 覆土 RP11 6 須恵器 坏 1/2 － 6.2 （3.7） 5 10YR6/2 回転糸切り

394-4 5号土坑 覆土 RP20 7 須恵器 坏 1/4 － 6.0 （2.8） 5 10YR4/1 回転糸切り

394-5 5号土坑 覆土 RP38 2 須恵器 蓋 2/3 15.4 － 2.5 3 5Y5/1

394-6 5号土坑 覆土 255 RP38 4 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 2.9 5 2.5Y5/1

394-7 5号土坑 覆土 RP23,24,26,36 10 須恵器 甕 1/3 （16.2） － （16.4） 7 10YR4/1 カキメ、ケズリ カキメ

394-8 5号土坑 覆土 RP33 11 須恵器 甕 1/4 － 9.2 （5.3） 7 10YR5/1 ケズリ ハケメ

394-9 5号土坑 覆土 RP15,41 12 須恵器 甕 1/4 － 10.7 （8.2） 7 N4/0 ケズリ ハケメ 静止糸切り

394-10 5号土坑 覆土 RP30 8 須恵器 甕 破片 － － － 8 N3/0 タタキ アテ

395-1 5号土坑 覆土 255 RP14,21,34 13 土師器 長頸壺 破片 13.2 － （5.2） 9 5YR6/6 カキメ、ハケメ ハケメ

395-2 5号土坑 覆土 255 RP31 3 土師器 鉢 3/4 10.2 5.4 6.0 3 7.5YR6/4 ハケメ 回転糸切り

396-1 6号土坑 覆土 RP17 33 須恵器 高台付坏 1/4 （14.0） （8.8） （3.9） 5 N4/0

396-2 6号土坑 覆土 RP12 34 土師器 ？ 破片 － （15.3） － 13 2.5YR6/6 ハケメ

396-3 7号土坑 覆土 28 土師器 甕 1/3 （9.8） 5.5 （8.5） 4 7.5YR5/3 回転糸切り

396-4 8号土坑 覆土 255 26 須恵器 坏 1/4 （14.2） － （3.4） 5 7.5YR6/4

396-5 8号土坑 覆土 RP11 27 土師器 甕 1/3 － 8.6 （7.3） 5 5YR5/6 回転糸切り

396-6 9号土坑 覆土 RP11 25 須恵器 高台付坏 2/3 14.3 － 3.8 4 10YR6/1 回転箆切付高台

396-7 9号土坑 覆土 RP14 22 土師器 甕 破片 （17.8） － （6.0） 6 7.5YR6/6 カキメ、ケズリ

396-8 9号土坑 覆土 RP12 21 土師器 甕 1/4 （11.6） － （8.3） 5 10R2/1

396-9 9号土坑 覆土 RP17 23 土師器 甕 破片 （21.8） － （6.8） 6 7.5YR8/4

396-10 9号土坑 覆土 RP13,18 24 土師器 甕 破片 （25.0） － （7.0） 7 7.5YR7/6 タタキ

397-1 12号土坑 覆土 255 18 須恵器 坏 一部欠損 14.0 5.7 4.0 3 5Y5/1 回転糸切り

397-2 12号土坑 覆土 52 須恵器 坏 2/3 （14.0） （5.0） 4.1 4 N5/0 回転糸切り

397-3 12号土坑 覆土 53 須恵器 坏 3/4 （14.2） （6.4） 3.9 3 2.5Y7/2 回転篦きり

397-4 12号土坑 覆土 255 17 須恵器 高台付坏 一部欠損 15.4 6.4 5.8 4 N5/0 回転糸切付高台

397-5 12号土坑 覆土 255 54 土師器 高台付坏 2/3 13.8 6.4 5.8 5 5YR7/6

397-6 12号土坑 覆土 55 土師器 甕 3/4 19.6 － （28.5） 5 5YR6/6 カキメ、ケズリ カキメ

397-7 13号土坑 床 255 RP13,15 15 須恵器 双耳坏 2/3 10.0 5.8 4.8 4 10YR7/2 ケズリ ナデ 回転糸切付高台 底部 墨書

397-8 13号土坑 床 RP14,17 20 須恵器 坏 3/4 （13.4） 5.6 3.8 4 2.5Y7/2 回転糸切り

397-9 13号土坑 床 RP16 16 須恵器 壺 底部 － 10.3 （3.2） 12 2.5YR4/2 回転篦切付高台

397-10 13号土坑 覆土 19 土師器 甕 1/4 － 8.2 （6.7） 7 5YR6/4 ハケメ ナデ 回転糸切り

398-1 14号土坑 覆土 255 RP11 36 須恵器 高台付坏 完形 13.5 8.5 4.6 4 N4/0 回転糸切付高台

398-2 14号土坑 覆土 37 須恵器 高台付坏 2/3 15.2 7.4 6.9 4 7.5Y4/1 回転糸切付高台

398-3 15号土坑 覆土 255 RP11 35 須恵器 蓋 完形 13.4 － 3.0 5 N4/0

398-4 16号土坑 覆土 39 須恵器 高台付坏 2/3 （13.6） 7.5 5.0 5 N3/0

398-5 16号土坑 覆土 255 38 須恵器 甕 破片 － － － 7 2.5Y5/1 波状沈線文

398-6 17号土坑 覆土 40 須恵器 坏 1/2 （13.8） 7.0 4.2 6 10YR7/1 回転篦きり

398-7 2号溝跡 覆土 56 須恵器 甕 2/3 - - （29.0） 10 ？ タタキ
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546-12 東調査区 63-197 293 RP154 51 須恵器 坏 1/3 （13.8） （6.4） 3.95 4 10YR5/1 回転糸切り 底部 墨書

546-13 東調査区 64-199 293 46 須恵器 坏 3/4 － （6.2） （3.1） 4 10YR6/2 回転糸切り 底部 墨書

547-1 東調査区 西ベルトF2 293 54 須恵器 坏 完形 14.0 7.0 4.2 4.5 10YR6/2 回転糸切り

547-2 東調査区 63-199 RP1650 55 須恵器 坏 3/4 14.0 6.5 3.45 4 7.5Y5/1 回転糸切り

547-3 東調査区 63-199 293 RP476 53 須恵器 坏 完形 14.0 6.7 3.6 4 7.5YR5/1 回転糸切り

547-4 東調査区 62-196 293 RP385 52 須恵器 坏 一部欠損 14.0 7.4 4.1 4.5 10YR4/1 回転糸切り

547-5 東調査区 63-199 293 RP9202 56 須恵器 坏 3/4 14.0 6.6 3.4 4 5Y6/1 回転糸切り

547-6 東調査区 63-199 RP1650 57 須恵器 坏 3/4 （13.6） 6.4 3.5 3.5 2.5Y5/1 回転糸切り

547-7 東調査区 64-200 293 45 須恵器 高台付坏 1/3 － 6.9 （4.0） 4 N4/0 回転糸切付高台 底部 墨書

547-8 東調査区 64-200 42 須恵器 高台付坏 底部 － （6.8） （2.0） 4 5Y4/1 回転糸切付高台 底部 墨書

547-9 東調査区 293 RP473 132 須恵器 蓋 3/4 14.9 － 2.4 4 10YR6/1

547-10 東調査区 63-199 RP1649 58 須恵器 甕 破片 － （10.0）（12.1） 7 N4/0 タタキ、ケズリ

547-11 東調査区 63-199 293 RP9212 59 土師器 ミニチュア土器 一部欠損 5.1 0.8 3.2 4 7.5YR6/4 指圧痕 指圧痕

547-12 西調査区 68-210 294 RP237 34 須恵器 坏 1/3 － 8.0 （2.5） 3.5 10YR6/2 回転篦きり 底部 墨書（宇）

547-13 西調査区 68-210 294 RP2800 9 須恵器 坏 完形 14.0 6.5 3.8 4 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書（守）

547-14 西調査区 68-210 294 RP2589 5 須恵器 坏 一部欠損 13.0 6.8 3.4 3.6 N5/0 回転糸切り 底部 墨書

547-15 西調査区 294 RP1649 93 須恵器 坏 一部欠損（14.0） 7.6 3.6 4 10YR5/1 回転糸切り

547-16 西調査区 294 RP2287 112 須恵器 坏 一部欠損 14.0 6.8 3.2 4.5 5Y6/1 回転糸切り 底部 線刻

547-17 西調査区 126 須恵器 坏 一部欠損 13.3 6.7 4.2 4 N5/0 回転糸切り

548-1 西調査区 69-208 294 RP2089 19 須恵器 坏 完形 （14.0） 6.0 4.0 4 2.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

548-2 西調査区 69-210 294 29 須恵器 坏 3/4 （12.6） 6.6 2.9 4 5Y5/1 回転糸切り 底部墨書（十）

548-3 西調査区 68-208 294 25 須恵器 坏 2/3 （12.0） （7.6） 3.7 4 N5/0 回転糸切り 底部墨書（十）

548-4 西調査区 69-210 294 RP251 35 須恵器 坏 1/2 （14.0） 6.0 （3.5） 4 N4/0 回転糸切り 底部 墨書

548-5 西調査区 294 RP177 39 須恵器 坏 1/2 （14.0） （7.2） 3.8 4 10YR5/2 回転糸切り 底部 墨書（花）

548-6 西調査区 69-210 294 RP178 16 須恵器 坏 2/3 （14.0） 6.0 3.9 4.5 N4/0 回転糸切り 底部 墨書

548-7 西調査区 68-210 294 RP2083 13 須恵器 坏 一部欠損 13.4 6.2 2.9 4.5 7.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

548-8 西調査区 67-211 294 RP36 17 須恵器 坏 完形 14.0 6.6 3.5 4 5Y4/1 回転糸切り 底部墨書（文）

548-9 西調査区 69-210 294 28 須恵器 坏 2/3 （14.0） 10.0 3.4 4.5 5Y6/1 墨書 回転篦きり 底部 墨書

548-10 西調査区 69-217.218 124 須恵器 坏 2/3 13.2 8.8 4.0 5 N4/0 回転篦きり 底部 墨書

548-11 西調査区 68-210 295 RP2802 130 須恵器 坏 一部欠損 15.0 9.2 3.7 5 2.5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書

548-12 西調査区 68-210 295 RP2597 31 須恵器 坏 底部 － 6.5 （2.0） 4 2.5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書

549-1 西調査区 68-210 RP2278 3 須恵器 坏 3/4 12.6 6.2 3.8 5 N4/0 底部 墨書

549-2 西調査区 68-210 295 RP2055 32 須恵器 坏 一部欠損 14.3 7.6 3.6 4 N4/0 回転糸切り 漆書

549-3 西調査区 69-210 RP171 23 須恵器 坏 2/3 （13.6） （6.0） 3.5 4.5 5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書

549-4 西調査区 68-208 295 26 須恵器 坏 底部 － 6.0 （2.8） 4.5 2.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

549-5 西調査区 68-210 295 RP2066 6 須恵器 坏 一部欠損 13.6 6.0 3.6 4 10Y4/1 回転糸切り 底部 墨書

549-6 西調査区 69-210 RP172 22 須恵器 坏 一部欠損（13.6） 7.0 3.7 3.7 N4/0 回転糸切り 底部 墨書

549-7 西調査区 69-210 RP313 20 須恵器 坏 2/3 （13.6） 6.4 3.5 4 5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

549-8 西調査区 69-208 21 須恵器 坏 底部 － 6.4 （2.5） 4 7.5Y5/1 回転糸切り 底部 墨書

549-9 西調査区 69-207 125 須恵器 坏 底部 － （8.4） （1.1） 4 2.5Y6/1 回転糸切り 底部 墨書

549-10 西調査区 68-210 295 RP2592 14 須恵器 坏 3/4 14.0 7.0 3.5 5.5 N4/0 回転篦きり 底部 墨書

549-11 西調査区 69-209 295 RP276、277 120 須恵器 坏 一部欠損（13.8） 7.0 4.0 4 N4/0 回転糸切り 底部 墨書

549-12 西調査区 68-210 12 須恵器 坏 完形 （14.0） 5.6 3.9 4.8 10YR7/1 回転糸切り 底部 墨書

550-1 西調査区 68-210 295 RP2058 11 須恵器 坏 1/3 － 6.4 （2.6） 4.8 2.4Y6/1 回転糸切り 底部墨書（文）

550-2 西調査区 68-210 8 須恵器 坏 底部 － 7.0 （1.6） 5 10YR6/2 回転糸切り 底部 墨書

550-3 西調査区 68-211 Rp2052 30 須恵器 坏 完形 （12.6） 6.3 3.2 4.5 10YR6/2 回転糸切り

550-4 西調査区 68-210 96 須恵器 坏 破片 （13.6） － （3.1） 5 5Y6/1

550-5 西調査区 68-210 RP299 70 須恵器 坏 1/3 （14.4） （9.4） 4.1 4.5 10YR6/1 回転篦きり

550-6 西調査区 68-210 RP234 105 須恵器 坏 1/3 （13.6） （7.8） 3.4 5 10YR5/1 回転篦きり

550-7 西調査区 69-210 RP169 84 須恵器 坏 完形 （14.1） 7.4 3.3 4 5YR7/3 回転糸切り

550-8 西調査区 68-210 295 RP2594 75 須恵器 坏 一部欠損 14.8 6.1 4.1 4.5 5Y7/1 回転糸切り

550-9 西調査区 68-210 295 RP2590 71 須恵器 坏 3/4 14.2 7.6 3.9 4 10YR6/2 回転糸切り

550-10 西調査区 69-210 RP268 119 須恵器 坏 一部欠損 14.6 6.5 3.6 5 10YR5/1 回転糸切り

550-11 西調査区 68-210 295 RP2079 115 須恵器 坏 2/3 13.6 6.0 3.2 5 10YR6/2 回転糸切り

550-12 西調査区 68-210 295 RP2803 74 須恵器 坏 一部欠損 13.0 6.6 4.0 3.5 5Y6/1 回転糸切り

550-13 西調査区 68-210 295 RP2067 73 須恵器 坏 3/4 （14.4） 7.5 3.5 5 10YR4/1 回転糸切り

550-14 西調査区 69-210 295 RP176 83 須恵器 坏 一部欠損 13.2 5.7 3.3 5.5 N6/0 回転篦きり

550-15 西調査区 69-210 RP250 80 須恵器 坏 1/3 （14.0） 6.6 3.3 4 7.5Y5/1 回転糸切り

550-16 西調査区 68-210 RP2279 116 須恵器 坏 3/4 13.2 6.8 4.0 4.5 2.5Y6/3 回転糸切り

550-17 西調査区 68-212 109 須恵器 坏 2/3 （15.2） 7.3 4.1 4.5 2.5Y7/1 回転糸切り

550-18 西調査区 90 須恵器 坏 1/3 （13.6） （5.8） 3.3 4.5 7.5Y5/1 回転糸切り

550-19 西調査区 68-210 RP233 66 須恵器 坏 1/3 （15.0） 8.0 4.4 5 10YR6/2 回転篦きり

550-20 西調査区 68-211 RP2054 107 須恵器 坏 1/3 （13.0） （7.0） 4.4 6 2.5Y6/1 回転篦きり

550-21 西調査区 68-210 94 須恵器 坏 2/3 （13.2） （8.4） 3.4 5 10YR5/2 回転篦きり

551-1 西調査区 68-210 295 RP2601 77 須恵器 坏 一部欠損 14.4 7.0 3.8 3.5 7.5Y6/1 回転篦きり

551-2 西調査区 69-210 RP241 122 須恵器 坏 3/4 14.4 7.9 3.6 5 10YR6/2 回転篦きり

551-3 西調査区 68-210 295 62 須恵器 坏 2/3 （13.6） 7.6 4.3 4 N6/0 回転篦きり

551-4 西調査区 69-208 296 RP2097 121 須恵器 坏 3/4 12.7 6.0 3.7 4 5Y4/1 回転篦きり

551-5 西調査区 68-210 296 RP2587 69 須恵器 坏 完形 14.4 7.6 4.0 4 7.5Y5/1 回転篦きり

551-6 西調査区 68-210 296 63 須恵器 坏 一部欠損 13.3 7.6 3.7 5 5YR7/4 回転篦きり

551-7 西調査区 68-211 296 RP2084 111 須恵器 坏 3/4 （14.4） 7.0 3.9 5 7.5YR5/4 回転篦きり

551-8 西調査区 69-210 RP248 86 須恵器 坏 3/4 （13.6） 8.5 3.8 4.5 10YR4/2 回転篦きり

551-9 西調査区 68-210 89 須恵器 坏 1/2 （14.8） 7.2 3.6 3 5Y6/1 回転糸切り

551-10 西調査区 68-210 97 須恵器 坏 1/3 （13.09 （7.2） 3.7 3 2.5Y6/1 回転篦きり

551-11 西調査区 68-210 99 須恵器 坏 1/3 13.5 8.0 3.7 5.5 2.5Y6/1 回転篦きり

551-12 西調査区 69-210 79 須恵器 坏 2/3 （13.6） （9.0） 4.0 4 5YR4/4 回転篦きり

551-13 西調査区 69-210 RP240 82 須恵器 坏 3/4 （13.6） 7.0 4.3 5 N5/0 回転糸切り

551-14 西調査区 68-210 RP296 72 須恵器 坏 一部欠損（14.4） 8.0 3.8 4 2.5Y6/1 回転篦きり

551-15 西調査区 68-210 296 RP295 102 須恵器 高台付坏 一部欠損（14.2） 8.0 4.7 4 N3/0 回転篦切付高台 底部 墨書

551-16 西調査区 68-210 296 RP2275,2058 113 須恵器 高台付坏 完形 （13.7） 8.7 5.0 4.5 10YR6/1 回転篦切付高台 底部 墨書

551-17 西調査区 69-208 296 RP2095 18 須恵器 高台付坏 完形 （12.6） 7.6 4.4 4.5 N5/0 回転篦切付高台 底部 墨書

552-1 西調査区 68-210 296 RP2591 33 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.3 7.2 4.3 4 N4/0 回転糸切付高台
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552-2 西調査区 68-208 296 27 須恵器 高台付坏 底部 － 8.2 （2.3） 4 2.5Y5/1 回転篦切付高台 底部 墨書

552-3 西調査区 296 RP175 38 須恵器 高台付坏 1/4 － 9.0 （3.8） 5.5 2.5Y5/1 回転糸切付高台 底部 墨書

552-4 西調査区 69-208.209 127 須恵器 高台付坏 2/3 （15.2） 7.6 6.9 4 N3/0 回転糸切付高台 底部 墨書

552-5 西調査区 68-210 296 RP2059 10 須恵器 高台付坏 3/4 14.0 8.8 4.7 4 N4/0 回転篦切付高台 底部 墨書

552-6 西調査区 296 RP244 37 須恵器 高台付坏 1/4 － 8.8 （2.8） 3.5 2.5Y5/1 回転篦切付高台 底部墨書（円）

552-7 西調査区 68-210 296 4 須恵器 高台付坏 2/3 （13.2） 7.6 4.5 4.5 5Y5/1 回転糸切付高台 底部 墨書

552-8 西調査区 68-210 296 RP2805 68 須恵器 高台付坏 完形 12.0 7.4 4.6 4 N4/0 回転篦切付高台

552-9 西調査区 69-210 RP242 85 須恵器 高台付坏 一部欠損（13.0） 7.8 4.3 5 10YR4/1 回転篦切付高台

552-10 西調査区 68-209.69-207 RP317 108 須恵器 高台付坏 3/4 （14.0） （9.4） 5.4 5 N4/0

552-11 西調査区 68-210 RP300 101 須恵器 高台付坏 3/4 （14.0） （8.6） 4.9 5 N5/0

552-12 西調査区 68-210 100 須恵器 高台付坏 2/3 （13.6） （9.0） 5.5 5 2.5Y7/1 回転篦切付高台

552-13 西調査区 68-210 RP230 67 須恵器 高台付坏 1/3 （13.0） （8.8） 5.5 3.5 N4/0

552-14 西調査区 69-210 RP304 81 須恵器 高台付坏 2/3 （13.0） 8.4 4.0 3.5 10YR4/1 回転篦切付高台

552-15 西調査区 68-210 95 須恵器 高台付坏 1/4 （13.6） － （3.7） 5 N5/0

553-1 西調査区 69-208 297 RP2099 131 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.0 7.4 4.9 5 N4/0 回転篦切付高台

553-2 西調査区 68-210 297 RP2801、2804 110 須恵器 高台付坏 一部欠損 14.0 7.3 4.9 4.5 2.5Y6/2 回転篦切付高台 底部 線刻

553-3 西調査区 68-210 297 RP2806 117 須恵器 高台付坏 3/4 13.5 8.0 5.1 4 N5/0 回転篦切付高台

553-4 西調査区 68-210 297 RP2808 118 須恵器 高台付坏 完形 15.0 8.5 8.1 6 N5/0 回転篦切付高台

553-5 西調査区 68-210 297 RP2588 76 須恵器 高台付坏 完形 14.0 7.5 7.4 5 N4/0 回転糸切付高台

553-6 西調査区 297 65 須恵器 高台付坏 一部欠損 13.4 7.8 5.4 4 10Y4/1 回転篦切付高台

553-7 西調査区 68-210 297 64 須恵器 高台付坏 一部欠損 11.4 （7.0） 4.9 4.5 N4/0 回転篦切付高台 底部 線刻

553-8 西調査区 68-210 91 須恵器 蓋 完形 （14.0） － 3.5 5 5YR6/4

553-9 西調査区 68-210 297 RP2595 78 須恵器 蓋 完形 15.6 － 3.3 4 N5/0

553-10 西調査区 68-210 297 60 須恵器 蓋 一部欠損 13.7 － 3.0 4 N4/0

553-11 西調査区 69-210 297 RP243 24 須恵器 蓋 3/4 14.0 － 2.9 5 N6/0 墨書（大田）

553-12 西調査区 68-210 297 RP2593 15 須恵器 蓋 一部欠損 14.0 － 3.5 5.5 N4/0 墨書

553-13 西調査区 69-210 297 RP2087 123 須恵器 蓋 3/4 14.4 － 3.4 5 N5/0 墨書

553-14 西調査区 69-210 297 RP267 103 須恵器 蓋 2/3 142 － 2.9 6 N6/0

553-15 西調査区 68-211 297 RP2268 106 須恵器 蓋 3/4 14.2 － 3.2 5.5 2.5Y5/1

553-16 西調査区 68-210 297 61 須恵器 蓋 2/3 14.6 － 2.9 3.5 10YR6/2

554-1 西調査区 68-210 RP303 98 黒色土器 坏 2/3 （13.4） （6.8） 6.6 8 10YR5/3 ケズリ ミガキ

554-2 西調査区 69-210 RP307 128 須恵器 壷 破片 （12.6） － （8.7） 7 N4/0 ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ

554-3 西調査区 69-208 297 88 須恵器 長頸壷 破片 （10.0） － （10.6） 9.0 5YR4/1

554-4 西調査区 69-210 RP305、323 129 須恵器 横瓶 破片 － － － 6 5Y5/1 タタキ

554-5 西調査区 68.69-210 87 須恵器 甕 2/3 （5.0） （3.0） （6.7） 5.5 10Y4/1

554-6 西調査区 68-210 92 須恵器 ？ 破片 － － （4.5） 6 N3/0

554-7 西調査区 69-210 297 114 土師器 坏 一部欠損（11.0） 5.5 4.2 5 7.5YR6/3 ハケメ、ナデ ハケメ、ナデ 木葉痕

554-8 西調査区 68-210 297 RP271 104 土師器 ミニチュア土器 3/4 － 2.1 （4.7） 5 10YR6/3 ミガキ 指圧痕
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高瀬山遺跡H0地区検出竪穴住居一覧

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST1120 第8図 第1～3図 縄文後期 40-159 円形 5.4 5 2号住居跡

2号住居跡 ST1121 第8図 第3図 縄文後期 43-159 円形 7.53 6 4 1号住居跡

3号住居跡 ST1300 第8図 縄文後期 39-159 円形 4.6 5

4号住居跡 ST1118 第8図 第4図 縄文後期 39-160 円形 2.5～4.5 5 5号住居跡

5号住居跡 ST1119 第8図 第5～8図 縄文後期 39-160 4号住居跡

6号住居跡 ST1313 第9図 第8図 縄文後期 39-171 不整形 4.3 3.7 5～10

7号住居跡 ST1249 第9図 第9図 奈良平安 42-167 N-17.5°-E 方形 4.2 3.58 6 有

8号住居跡 ST854 第10図 第9図 奈良平安 36-149 N-4°-W 方形 5.7 4.7 3 有 4 1号井戸跡

9号住居跡 ST853 第11図 第9図 奈良平安 35-149 N-5°-W 方形 4.9 4 5.5

1区　住居跡

1区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 SX1703 第11図 奈良平安 39-128 N-25°-E 方形 3.4 3.13 37

2号竪穴状遺構 ST1600 第11図 奈良平安 54-113 N-23°-E 方形 3.05 3 4.5 4

3号竪穴状遺構 SK1669 第12図 奈良平安 53-113 N-13°-E 方形 2.2 2.1 15

4号竪穴状遺構 SK1668 第12図 奈良平安 53-114 N-17°-E 方形 2.2 1.95 30

3区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST592 第19図 第14図 奈良平安 22-177 N-7°-W 方形 5.1 4.1 13 有

2号住居跡 ST591 第20図 第14・15図 奈良平安 22-178 N-2°-W 方形 5 4.1 10 有 2

3号住居跡 ST517 第21図 第15・16図 奈良平安 23-176 N-20°-E 方形 3.3 2.8 16 有

4号住居跡 ST18 第21図 第16～18図 奈良平安 30-175 N-2°-W 方形 6.5 5.8 8 4

5号住居跡 ST381 第22図 第18図 奈良平安 24-178 N-7°-W 方形 5.4 4.9 8 有 2 3号掘立柱建物跡

6号住居跡 ST327 第23図 第19～21図 奈良平安 26-180 N-19°-W 方形 6.8 6.3 25 貼床 有 3

7号住居跡 ST353 第24図 第21図 奈良平安 28-181 N-15°-W 方形 5.7 5.4 5～10 有 3 7号溝跡

8号住居跡 ST590 第25図 第22～26図 奈良平安 28-174 N-8°-W 方形 6.9 4.6 24 無 3

9号住居跡 ST20 第26図 第26図 奈良平安 29-178 N-10°-W 方形 6.1 5.6 5 有 4

10号住居跡 ST31 第27図 第27図 奈良平安 32-181 N-3°-W 方形 5 4.5 5 無 2 2号竪穴状遺構

11号住居跡 ST19 第28図 第27図 奈良平安 31-177 N-2°-W 方形 4.3 3 8 無

12号住居跡 ST210 第29図 第27図 奈良平安 33-185 N-18°-E 方形 3.8 3.6 4.6 無 5

13号住居跡 ST283 第29図 第28図 奈良平安 44-184 N-4°-E 方形 2.83 1.8 7 有

14号住居跡 ST285 第30図 第28図 奈良平安 46-184 N-7°-E 方形 4.8 4.2 24 貼床 有

15号住居跡 ST961 第31図 第29・30図 奈良平安 46-187 N-20°-E 方形 5.4 5.3 8 有 2

16号住居跡 ST828 第32図 第30・31図 奈良平安 46-190 N-11°-W 方形 4.9 4.3 18 有

17号住居跡 ST959 第33図 第31図 奈良平安 46-190 N-2°-E 方形 5.2 5.1 12 無 12

18号住居跡 ST869 第34図 奈良平安 44-191 N-12°-W 方形 3.9 3.7 貼床 有

19号住居跡 ST960 第35図 第31・32図 奈良平安 47-189 N-5°-W 方形 4.8 4.6 12 有

20号住居跡 ST1214 第35図 第32・33図 奈良平安 48-192 N-3°-E 方形 3.5 2.7 5.4 有 炭化材有

21号住居跡 ST1324 第36図 第33図 奈良平安 48-190 N-7°-W 方形 4.7 4.6 有

22号住居跡 ST1338 第37図 第33図 奈良平安 50-188 N-5°-W 方形 3.4 3.2 10 有 9号掘立柱建物跡

23号住居跡 ST120 第38図 第34図 奈良平安 51-188 N-4°-W 方形 3.4 3.1 10 貼床 有

24号住居跡 ST119 第38図 第34図 奈良平安 52-188 N-79°-E 方形 3.4 2.9 20～30 有

25号住居跡 ST1330 第39図 第35図 奈良平安 48-190 N-14°-W 方形 5.1 5 19 有

26号住居跡 ST1400 第40図 第36図 奈良平安 50-190 N-7°-W 方形 3.5 3 14 貼床 有

27号住居跡 ST1395 第41図 第38～40図 奈良平安 43-193 N-8°-W 方形 3.4 3.3 20 貼床 有 3

28号住居跡 ST1371 第42図 第40図 奈良平安 48-194 N-6°-E 方形 5.8 5.5 20～30 貼床 無

29号住居跡 ST1397 第43図 第40図 奈良平安 45-198 N-8°-W 方形 3.2 3.1 15 有 3

30号住居跡 ST783 第43図 第41図 奈良平安 52-195 N-9°-W 方形 3.6 3.25 12 有

31号住居跡 ST812 第44図 第41図 奈良平安 51-194 N-6°-W 方形 5.5 5.5 4 有 1

3区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST33 第26図 第27図 奈良平安 29-181 N-15°-E 方形 2.8 2.4 10～20 無

2号竪穴状遺構 ST57 第27図 奈良平安 32-180 N-26°-E 方形 2.9 2.6 8 無 10号住居跡

3号竪穴状遺構 ST34 第28図 奈良平安 30-181 N-25°-E 方形 4.2 3.1 14 無

4号竪穴状遺構 ST800 第30図 第29図 奈良平安 44-190 N-5°-E 楕円形 3 2.2 21 無

5号竪穴状遺構 ST1337 第31図 第30図 奈良平安 48-188 N-4°-E 方形 2.6 2.4 34 無

6号竪穴状遺構 ST570 第40図 第37図 奈良平安 23-179 不整形 36 無

7号竪穴状遺構 ST569 第40図 第37・38図 奈良平安 26-177 不整形 3.9 1.9 11.5 無 3号掘立柱建物跡

8号竪穴状遺構 ST1396 第41図 奈良平安 44-194 N-2°-E 方形 3.7 3.3 無

4区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST2804 第63図 第56図 縄文中期 57-219 円形 4.76 4.76 5 複式炉 3 59号住居跡

2号住居跡 ST2001 第64図 第57図 奈良平安 45-201 N-0° 方形 4.56 4.48 5 貼床 有 2

3号住居跡 ST2006 第64図 第57図 奈良平安 46-201 N-15°-E 方形 3.42 3.36 5～13 貼床 無 4

4区住居跡 ST2008 第65図 第57・58図 奈良平安 46-203 N-13°-E 方形 5.9 5.1 25 貼床 有 3

5号住居跡 ST2081 第66図 第58図 奈良平安 47-202 N-7°-W 方形 3.8 3.2 33～38 有 6号溝跡

6号住居跡 ST2064 第66～71図 第59～72図 奈良平安 50-200 N-1°-W 方形 4 3.87 18～28 貼床 有

7号住居跡 ST2059 第72図 第73図 古墳 52-199 N-26°-E 方形 3.7 2.9 12～35 貼床 無 8号住居跡・1号溝跡

8号住居跡 ST2060 第72図 第74図 古墳 52-199 N-26°-E 方形 5.65 5.46 10～20 貼床 有 4 7・9号住居跡

9号住居跡 ST2061 第72図 第74図 古墳 52-200 方形 2.8 2.1 5 無 8号住居跡

10号住居跡 ST2062 第73図 第74図 奈良平安 53-199 N-5°-W 方形 4.3 3.7 5～10 貼床 有 11号住居跡

11号住居跡 ST2063 第73図 第75図 奈良平安 53-200 N-8°-E 方形 3.3 3.1 5～10 貼床 有 3 10号住居跡
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遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

12号住居跡 ST1141 第74図 第75・76図 奈良平安 54-198 N-12°-E 方形 5.2 4 40 有 1 1号2号溝跡

13号住居跡 ST2068 第75図 第76～78図 奈良平安 51-202 N-4°-W 方形 4.76 4.4 7～23 貼床 有 4号掘立柱建物跡

15号住居跡 ST2117 第77図 第78～80図 古墳 55-202 N-0° 方形 5.78 5.66 5～10 貼床 有 4

16号住居跡 ST2109 第78図 第81図 奈良平安 53-203 N-9°-W 方形 5.5 4.1～5.2 5～10 貼床 有 4

17号住居跡 ST2131 第79図 第81図 奈良平安 54-205 N-5°-W 方形 4.06 3.6 貼床 有 1

18号住居跡 ST963 第79図 第82・83図 奈良平安 56-200 N-13°-E 方形 3.8 3.7 10～20 有

19号住居跡 ST2118 第80図 第83図 古墳 56-204 N-17°-E 方形 8.8 8.4 15 貼床 有 4

20号住居跡 ST2274 第81図 第84図 奈良平安 50-207 N-15°-E 方形 4.9 4.4 10～20 貼床 有 6号溝跡

21号住居跡 ST2152 第82図 第85図 奈良平安 51-207 N-1°-W 方形 2.9 2.7 10～20 貼床 有 1号井戸跡

22号住居跡 ST2179 第82図 第85図 奈良平安 48-210 N-14°-W 方形 3.6 3 11 貼床 有

23号住居跡 ST2187 第83図 第86図 奈良平安 53-207 N-6°-E 方形 6.24 5.87 20～30 貼床 有 4 24・25号住居跡・2号井戸跡

24号住居跡 ST2414 第83図 第87図 奈良平安 54-207 N-3°-E 方形 3.16 0.58 20～30 無 23・25号住居跡

25号住居跡 ST2188 第83図 第87図 奈良平安 54-206 N-17°-E 方形 3.08 3.06 15～25 貼床 有 23・24号住居跡

26号住居跡 ST2189 第84図 第88図 奈良平安 55-207 N-3°-E 方形 4.24 4.08 6～17 貼床 有 1 27号住居跡

27号住居跡 ST2190 第84図 奈良平安 56-207 N-3°-W 方形 5.2 貼床 無 26号住居跡

28号住居跡 ST2130 第85図 第89図 古墳 58-205 N-10°-W 方形 4.43 3.97 10～20 貼床 有 4

29号住居跡 ST2238 第85図 第89図 奈良平安 57-206 N-3°-W 方形 4.84 3.28 貼床 有

30号住居跡 ST2186 第86図 第90図 奈良平安 58-204 N-6°-W 方形 3.1 20～30 貼床 無 31号住居跡

31号住居跡 ST2133 第86図 第90図 奈良平安 58-203 N-11°-W 方形 3.9 28～40 貼床 無 30号住居跡

32号住居跡 ST2234 第86図 第90図 奈良平安 58-206 N-13°-E 方形 3.82 12～25 無 33号住居跡

33号住居跡 ST2236 第86図 第90図 奈良平安 58-207 N-3°-W 方形 3.35 2.77 11～20 有 32号住居跡

34号住居跡 ST2255 第87図 第91図 奈良平安 53-208 N-2°-W 方形 7.12 5.08 25～50 貼床 有 4 35号住居跡

35号住居跡 ST2377 第87図 第91図 奈良平安 54-208 N-3°-W 方形 33 有 34号住居跡・3号井戸跡

36号住居跡 ST2260 第88図 第91・92図 奈良平安 53-209 N-3°-W 方形 3.9 3.87 20～34 貼床 有 37号住居跡

37号住居跡 ST2261 第88図 第92図 古墳 53-210 N-43°-W 方形 4.78 17 有 36号住居跡

38号住居跡 ST2276 第89図 第92・93図 奈良平安 55-209 N-10°-E 方形 6.7 6.2 16 貼床 有 5 39号住居跡

39号住居跡 ST2277 第89図 奈良平安 55-209 N-50°-E 方形 4.58 2.28 7～14 無 38号住居跡

40号住居跡 ST2239 第90図 第94図 古墳 57-208 N-66°-E 方形 7.1 7.08 20 貼床 有 4

41号住居跡 ST2272 第91図 第95図 奈良平安 49-206 N-3°-E 不整形 5.04 3.48 8～12 有 6号掘立柱建物跡・6号溝跡

42号住居跡 ST2292 第91図 第95図 奈良平安 50-211 N-1°-E 方形 4.06 3.78 8～30 貼床 有 4 43号住居跡

43号住居跡 ST2611 第91図 奈良平安 50-211 有 42号住居跡

44号住居跡 ST2305 第92図 第96・97図 奈良平安 49-212 N-2°-W 方形 4.35 4.27 20～44 貼床 有 45号住居跡

45号住居跡 ST2545 第92図 奈良平安 50-212 19～27 貼床 有 44号住居跡

46号住居跡 ST2299 第93図 第97図 奈良平安 52-212 N-2°-E 方形 6.18 5.25 22～26 貼床 有 4

47号住居跡 ST2297 第93図 第98図 奈良平安 53-211 N-9°-E 方形 5.5 5.3 29～35 貼床 無 2 1号土坑

48号住居跡 ST2294 第94図 第98・99図 奈良平安 55-211 N-8°-E 方形 4.5 4.3 20 貼床 有

49号住居跡 ST2298 第95図 奈良平安 54-211 N-36°-W 方形 3.3 2.87 12 無

50号住居跡 ST2302 第95図 第99図 奈良平安 59-212 N-36°-W 方形 3.6 3.25 12 貼床 有 2号土坑

51号住居跡 ST2303 第96図 第100図 奈良平安 56-213 N-7°-E 方形 5.08 4.75 32 貼床 有

52号住居跡 ST2328 第97図 第100図 奈良平安 60-213 N-45°-E 方形 5.14 5 8 貼床 無 3 53号住居跡

53号住居跡 ST2327 第97図 第100図 奈良平安 60-213 N-9°-E 方形 4.2 3.5 14～38 貼床 無 52号住居跡

54号住居跡 ST2323 第98図 第101図 奈良平安 54-216 N-8°-E 方形 4 3.85 15 貼床 有

55号住居跡 ST2324 第98図 第101・102図 奈良平安 57-215 N-26°-E 方形 2.9 16 貼床 無 56号住居跡

56号住居跡 ST2325 第98図 第102・103図 奈良平安 57-216 N-3°-E 方形 4 3.57 17 貼床 無 55号住居跡

57号住居跡 ST2321 第99図 第104図 奈良平安 54-217 N-13°-E 方形 5.45 4.76 38 貼床 有 2

58号住居跡 ST2578 第100図 第104～106図 奈良平安 56-218 N-4°-E 方形 4.58 4.5 22～31 貼床 有

59号住居跡 ST2556 第101図 第106・107図 奈良平安 56-219 N-3°-E 方形 5.7 4.75 19 貼床 有 3 1号住居跡

60号住居跡 ST2601 第102図 第107・108図 奈良平安 59-220 N-6°-E 方形 5.71 4.9 27 貼床 有2 2

61号住居跡 ST2620 第103図 第108図 奈良平安 59-211 N-6°-W 方形 5.1 4.93 36 貼床 有

62号住居跡 ST2558 第104図 第109図 奈良平安 53-222 N-4°-W 方形 4.34 4.3 12～22 貼床 有 12掘立柱建物跡

63号住居跡 ST2626 第104図 第110図 奈良平安 60-220 N-44°-W 方形 3.8 3.22 15 貼床 有 64号住居跡

64号住居跡 ST2657 第104図 奈良平安 61-220 N-10°-E 方形 5.35 10 貼床 無 63号住居跡

65号住居跡 ST2329 第105図 第110図 奈良平安 60-215 N-6°-W 方形 5.47 5 5～10 貼床

66号住居跡 ST2591 第105図 第111図 奈良平安 58-223 N-5°-E 方形 5.15 4.45 18 貼床 無 水路

14号住居跡 ST2069 第76図 第78図 古墳 54-202 N-22°-E 方形 8.1 6.9 10 貼床 有 4

4区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST2058 第66図 第58図 奈良平安 52-197 N-4°-W 方形 3.9 1.05 15～28 貼床 無

2号竪穴状遺構 ST1061 第74図 第76図 奈良平安 55-197 N-4°-W 方形 2.4 2.2 12 無 3号竪穴状遺構

3号竪穴状遺構 ST1062 第74図 第76図 奈良平安 55-197 N-13°-E 方形 2.2 2.2 12 無 2号竪穴状遺構

4号竪穴状遺構 ST1038 第75図 奈良平安 55-198 N-7°-W 方形 2.8 2.2 無 2号掘立柱建物跡

5号竪穴状遺構 ST962 第76図 奈良平安 58-201 N-5°-W 方形 2.9 2.4 無

6号竪穴状遺構 ST793 第78図 不明 60-202 N-9°-E 方形 3 2 6 無

7号竪穴状遺構 ST794 第106図 第111図 奈良平安 63-204 N-5°-E 隅丸方形 2.4 2.4 80～120 無

8号竪穴状遺構 ST2557 第106図 第112図 奈良平安 54-221 N-1°-W 方形 3.5 2.2 13～28 貼床 無

9号竪穴状遺構 ST2326 第106図 第112図 奈良平安 57-215 N-17°-E 不整形 2.16 2.1 32 無

5区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST5138 第126・127図 第130～142図 縄文中期 K5-69 円形 4.65 4.45 23 複式炉 4

2号住居跡 ST5185 第128図 第143図 奈良平安 L6-14 N-4°-E 方形 4.33 3.94 20 貼床 有 水路

3号住居跡 ST5002 第128図 第143図 奈良平安 L5-15 N-10°-E 方形 4.23 3.31 6 有 1号溝跡

5号住居跡 ST5181 第129図 第144図 奈良平安 L5-94 N-1°-E 方形 4.35 4.25 23 貼床 有 4号住居跡・1号溝跡

6号住居跡 ST5204 第129図 第145図 奈良平安 L5-82 N-6°-W 方形 6.35 6.28 30 貼床 有 4 4号住居跡

7号住居跡 ST5186 第130図 第145図 奈良平安 L6-13 N-7°-E 方形 5.34 5.22 32 貼床 有 4 1号溝跡

8号住居跡 ST5206 第131図 第145～147図 奈良平安 L5-72 N-2°-W 方形 8 7.4 32 貼床 有 4

9号住居跡 ST5221 第132図 第148図 奈良平安 L5-51 N-3°-W 方形 4.29 4.28 33 貼床 有

10号住居跡 ST5202 第132図 第148図 奈良平安 L5-80 N-6°-W 方形 2.63 2.47 16 貼床 有

4号住居跡 ST5182 第129図 第143・144図 奈良平安 L5-93 N-2°-E 方形 6.1 5.77 33 貼床 有 5・6号住居跡・1号溝跡
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遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

11号住居跡 ST5136 第132図 奈良平安 L6-10 N-1°-W 方形 3.3 3.1 23 貼床 有 3号掘立柱建物跡

12号住居跡 ST5068 第133図 第149図 奈良平安 L5-00 N-6°-W 方形 3.33 2.86 25 有

13号住居跡 ST7237 第135図 第150図 奈良平安 K5-45 N-7°-W 方形 18 無 2号溝跡

14号住居跡 ST5353 第136図 第150・151図 奈良平安 K5-75 N-5°E 方形 3.35 3.33 20 無 2号溝跡

15号住居跡 ST5309 第136図 奈良平安 J4-77 N-5°E 方形 3.42 3.17 20 有 2号溝跡

16号住居跡 ST5240 第137図 第151・152図 奈良平安 K5-95 N-1°-E 方形 6.47 6.43 22 貼床 有 4 2号溝跡

17号住居跡 ST5349 第138図 第152図 奈良平安 K5-54 N-11°-W 方形 4.38 4 28 貼床 有

18号住居跡 ST5243 第138図 第152図 奈良平安 K5-84 N-15°-W 方形 3.2 3 17 有

19号住居跡 ST5241 第139図 第153図 奈良平安 K5-64 N-0° 方形 4.75 4.6 35 有 3号溝跡

20号住居跡 ST5242 第140図 第153図 奈良平安 K5-73 N-4°-W 方形 3.75 3.3 32 貼床 有

21号住居跡 ST5244 第141図 第154図 奈良平安 K6-02 N-5°-W 方形 8 6.75 25 有 2 3号溝跡

22号住居跡 ST5010 第142図 第155図 奈良平安 J4-68 N-9°-W 方形 20 貼床 有 1 調査区外

23号住居跡 ST5247 第143図 第156・157図 奈良平安 J6-09 N-0° 方形 5.28 5.1 25 貼床 有

24号住居跡 ST5268 第144図 第157図 奈良平安 J5-37 N-15°-W 方形 5.15 4.6 27 有

25号住居跡 ST5269 第145図 第158図 奈良平安 J5-16 N-15°-W 方形 4.02 4.08 35 有 2

26号住居跡 ST5348 第146図 第158～160図 奈良平安 J5-13 N-17°-W 方形 4.5 3.64 28 有 6号竪穴状遺構

27号住居跡 ST5306 第147図 第161図 奈良平安 J5-20 N-2°-W 方形 3.85 3.75 38 有

28号住居跡 ST5305 第147図 第161図 奈良平安 J5-21 N-7°-W 方形 2.88 2.6 10 有

29号住居跡 ST5300 第148図 第161図 奈良平安 J5-61 N-4°-W 方形 3.47 3.23 18 有

30号住居跡 ST5155 第149図 第161・162図 奈良平安 J5-70 N-27°-E 方形 3.15 2.75 15 有

31号住居跡 ST5308 第149図 第163～166図 奈良平安 I5-99 N-0° 方形 3.9 3.74 35 有

32号住居跡 ST5051 第150図 第166図 奈良平安 I4-89 N-3°-W 方形 4 3.72 28 有

33号住居跡 ST5052 第150図 奈良平安 I4-79 N-2°-E 方形 2.82 2.5 28 有

34号住居跡 ST5307 第151図 第167図 奈良平安 I5-28 N-16°-E 方形 4.52 3.95 25 有

35号住居跡 ST5124 第152図 第167・168図 奈良平安 I5-48 N-14°-W 方形 2.8 2.36 35 貼床 有

36号住居跡 ST5049 第153図 第168・169図 奈良平安 I4-66 N-1°-W 方形 4.03 3.78 25 有 3

37号住居跡 ST5050 第154図 第169図 奈良平安 I4-87 N-32°-W 方形 4.5 4.38 30 貼床 有 2

38号住居跡 ST5114 第155図 第170図 奈良平安 I5-27 N-10°-W 方形 3.6 3.15 25 貼床 有

39号住居跡 ST5125 第156図 第170図 奈良平安 I5-76 N-6°-E 方形 5.55 4.6 40 有

5区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST5318 第134図 第149図 奈良平安 K5-86 N-3°-E 方形 3.5 2.65 27 無

2号竪穴状遺構 ST5544 第134図 奈良平安 K6-29 N-7°-E 方形 12 無 調査区外

3号竪穴状遺構 ST5239 第142図 第155図 奈良平安 K5-75 N-1°-E 方形 2.23 2.13 35 無 3号溝跡

4号竪穴状遺構 ST5246 第142図 第155図 奈良平安 K6-00 N-2°-W 方形 2.35 2.25 37 無

5号竪穴状遺構 ST5121 第142図 奈良平安 I5-56 N-33°-W 方形 1.62 1.6 6 無 調査区外

6号竪穴状遺構 SX5273 第146図 第160図 奈良平安 J5-14 N-1°-W 方形 2.6 2.25 14 無 26号住居跡

6区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST6036 第172図 第180図 奈良平安 I5-35 N-3°-E 方形 3.8 42 無 1 調査区外

2号住居跡 ST6035 第172図 第180図 奈良平安 I5-44 N-13°-E 方形 4.05 32 無 調査区外

3号住居跡 ST6041 第173図 第180・181図 奈良平安 I5-43 N-6°-W 方形 4.35 4.17 22～27 貼床 有

4号住居跡 ST6027 第173図 第182図 奈良平安 I5-83 方形 27 無 7号溝跡・調査区外

5号住居跡 ST6045 第174図 第182・183図 奈良平安 I5-61 N-11°-W 方形

6区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST6046 第174図 第183図 奈良平安 I5-03 N-1°-W 方形 3.6 2.4 9 無 2

2号竪穴状遺構 ST6037 第175図 奈良平安 I5-11 N-2°-E 方形 3.9 3.45 16 無

7区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST4070 第180図 第184図 奈良平安 B5-42 N-34°-W 方形 5.15 4.25 16 貼床 有

2号住居跡 ST4071 第181図 第184図 奈良平安 B5-50 N-18°-E 方形 4.95 4.66 40 貼床 有 2

3号住居跡 ST4072 第182図 第185図 奈良平安 A5-59 N-20°-E 方形 5.45 4.85 12 貼床 有 1・2号土坑・1号溝跡

4号住居跡 ST4002 第183図 第185・186図 奈良平安 B4-94 N-15°-E 方形 4.5 3.9 19 貼床 有 2号溝跡

5号住居跡 ST4085 第184図 第186・187図 奈良平安 B4-93 N-0° 方形 3.9 3.1 18 貼床 無 2号溝跡

6号住居跡 ST4074 第186図 第188図 奈良平安 A4-87 N-39°-E 方形 4.72 4.1 19 貼床 有

7号　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST4073 第182図 第185図 奈良平安 A5-47 N-22°-E 方形 2.6 2.3 12 貼床 無

2号竪穴状遺構 ST4001 第185図 奈良平安 B4-82 N-9°-E 方形 4.8 3.8 13 貼床 無

3号竪穴状遺構 ST4075 第185図 第187図 奈良平安 A3-35 N-26°-E 方形 2.57 14 貼床 無

4号竪穴状遺構 ST4086 第185図 第187図 奈良平安 B5-54 N-18°-E 方形 4.85 4.7 0 貼床 無
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9区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST12 第193図 第189図 奈良平安 D2-85 N-23°-W 方形 3.8 3.7 30 有

2号住居跡 ST1 第194図 第190・191図 奈良平安 D2-30 N-8°-W 方形 6.34 5.8 37 貼床 有 3

3号住居跡 ST2 第195図 第191・192図 奈良平安 D2-12 N-13°-W 方形 5.2 4 11 貼床 有 2

4号住居跡 SR9 第195図 第192図 奈良平安 E2-30 不明 28 貼床 有 1号溝跡

5号住居跡 ST6 第196図 第193図 奈良平安 D2-04 N-1°-W 方形 6.4 5.8 30 有 4 6号住居跡

6号住居跡 ST4 第197図 第193・194図 奈良平安 D2-14 N-8°-E 方形 6 5.4 10～21 有 5 4・7・8号住居跡

7号住居跡 ST3 第197図 第195図 奈良平安 D2-23 N-6°-W 方形 4.3 3.8 36 貼床 有 6・10号住居跡

8号住居跡 ST7 第198図 第195～198図 奈良平安 D2-25 N-21°-W 方形 7 6.1 18 有 6号住居跡・57号土坑

9号住居跡 ST8 第199図 奈良平安 E2-50 N-10°-E 方形 2.7 2.5 13 貼床

10号住居跡 ST5 第199図 第199図 奈良平安 D2-23 N-5°-W 方形 2.6 2.6 30 貼床 無 7号住居跡

11号住居跡 ST10 第200図 第199図 奈良平安 E2-41 N-16°-E 方形 4.6 4.4 5 有 12号住居跡

12号住居跡 ST11 第200図 第199・200図 奈良平安 E2-31 方形 13 貼床 有 11号住居跡

13号住居跡 ST13 第201図 第200図 奈良平安 D2-22 N-19°-W 方形 7.45 6.4 23 有 4

10区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST51 第214図 第201・202図 縄文中期 L6-57 円形 0 有 4号土坑

2号住居跡 ST52 第215図 第203図 縄文中期 L6-79 円形 4.1 4 0 有 4 3号・5号住居跡

3号住居跡 ST57 第215図 第203図 縄文中期 L6-79 円形 4.3 1.78 0.6～18 無 2号住居跡

4号住居跡 ST53 第216図 第204図 縄文中期 M6-72 円形 5 4.82 0 有 3

5号住居跡 ST56 第217図 第205図 縄文中期 L6-69 円形 5～6 0 無 2号住居跡

7号住居跡 ST54 第217図 縄文中期 M6-85 円形 3.64 1.5 5 無

8号住居跡 ST61 第218図 第205図 奈良平安 L6-46 N-9°-E 方形 5.58 3.4 8 貼床 有 9号住居跡

9号住居跡 ST62 第218図 第206図 奈良平安 L6-47 N-14°-E 方形 4.26 2.3 8 貼床 有 8号住居跡

10号住居跡 ST64 第219図 第207図 奈良平安 M6-75 N-11°-E 方形 2.64 2.32 18 貼床 有

11号住居跡 ST60 第219図 第207・208図 奈良平安 L6-42 N-14°-E 方形 4.7 4 5～15 貼床 有

12号住居跡 ST65 第220図 第209図 奈良平安 N6-71 N-7°-E 方形 3.34 2.7 11 貼床 有

6号住居跡 ST55 第217図 第205図 縄文中期 M6-85 円形 3.8 3.6 10 無

10区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST63 第218図 奈良平安 M6-61 N-23°-E 方形 2.85 2.7 0 無

2号竪穴状遺構 ST58 第219図 第206図 奈良平安 J6-18 N-0° 方形 3 2.96 28 貼床 無

3号竪穴状遺構 ST59 第220図 第209図 奈良平安 K6-37 N-26°-E 方形 1.8 1.7 50 無

11区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居 ST105 第227図 第211～217図 縄文後期 Q6-65 N-35°-E 円形 3.33 2.8 34 無

2号住居 ST106 第227図 第218・219図 縄文後期 Q6-76 N-37°-E 円形 2.88 2.35 23 無

3号住居A ST107 第228図 第219～221図 縄文後期 Q6-57 円形 無 9～13

3号住居B ST107 第228図 第219～221図 縄文後期 Q6-57 円形 4.1 10～20 有 2

4号住居 ST501 第229図 第222図 縄文後期 Q6-58 円形 2.82 17 無 4号溝跡

5号住居 ST103 第230図 第223図 奈良平安 Q6-23 N-0° 方形 4.2 14 有 3

6号住居 ST101 第231図 第223・224図 古墳 Q6-82 N-13°-E 方形 7.7 7 無 3

11区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST102 第229図 第223図 奈良平安 P6-88 N-4°-W 方形 3.63 3.26 10 無

12区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST232 第245図 第300・301図 縄文後期 R6-11 円形 3.75 3.56 12 有 5号土坑

2号住居跡 ST231 第245図 第301図 縄文後期 R5-90 円形 4.2 3.44 12 無 1号溝跡

3号住居跡 ST233 第246図 第302～304図 縄文後期 R6-10 円形 3.26 2.6 20 有 調査区外

4号住居跡 ST234 第246図 第305図 縄文後期 R6-11 円形 不明 不明 0 有

5号住居跡 ST207 第247図 第305図 縄文後期 R6-18 円形 3.87 3.12 23 有 調査区外

8号住居跡 ST203 第249図 第306・307図 奈良平安 R5-43 N-0° 方形 4.8 4.25 5 有 4

9号住居跡 ST316 第250図 第307・308図 奈良平安 R4-86 N-13°-E 方形 2.8 5 有 10号住居跡・3号掘立柱

10号住居跡 ST315 第250図 第308・309図 奈良平安 R4-85 N-2°-W 方形 5.2 3.7 20 貼床 有 9号住居跡

11号住居跡 ST206 第251・252図 第309・310図 奈良平安 R5-44 N-9°-W 方形 7.52 7.2 18 有 4 15号住居跡

12号住居跡 ST217 第252図 奈良平安 R5-75 N-27°-W 方形 7.15 10 無 2

13号住居跡 ST214 第253図 第311・312図 奈良平安 R5-54 N-8°-E 方形 4.95 3.93 7 有 4 14号住居跡

14号住居跡 ST215 第253図 奈良平安 R5-64 N-4°-E 方形 3.8 3.7 9 有 13号住居跡

15号住居跡 ST205 第254図 第313図 奈良平安 R5-56 N-15°-E 方形 3.45 3.3 10 有2 11号住居跡

16号住居跡 ST208 第254図 第313図 奈良平安 R5-48 N-18°-E 方形 4.2 3.86 12 貼床 有 4

17号住居跡 ST301 第255図 第314・315図 奈良平安 R4-58 N-0° 方形 5.46 4.3 14 貼床 有

18号住居跡 ST303 第256図 第315～317図 奈良平安 R4-89 N-22°-E 方形 5.5～6 5.7～5.8 20～30 貼床 有 1

19号住居跡 ST302 第257図 第317～319図 奈良平安 R4-98 N-2°-E 方形 4.4 2.2 9 貼床 有

20号住居跡 ST305 第258図 第321図 奈良平安 S4-51 N-3°-E 方形 3.5 3.2 25 貼床 有 3号溝跡

21号住居跡 ST211 第259図 第322・323図 奈良平安 R5-58 N-20°-E 方形 4.45 4.35 16 有 2 22号住居跡・3号溝跡

22号住居跡 ST213 第259図 第323図 奈良平安 R5-67 N-4°-E 方形 8.33 8.1 18 有 4 21号住居跡・2号溝跡

23号住居跡 ST306 第260図 第324図 奈良平安 S5-12 N-12°-E 方形 4.5 4 19 貼床 有 4号溝跡

24号住居跡 ST304 第261図 第325・326図 奈良平安 S5-00 N-6°-E 方形 5.28 4.62～4 24 貼床 有 2号溝跡

25号住居跡 ST308 第262図 第326～328図 奈良平安 S4-33 N-13°-E 方形 5.1 4.7 10 貼床 有 2 26号住居跡・4号溝跡

6号住居跡 ST230 第247図 第305図 奈良平安 R5-82 N-21°-E 方形 2.5 2.3 25 貼床 有

7号住居跡 ST202 第248図 第306図 奈良平安 R5-42 N-31°-E 方形 3.75 3.1 18 有 3区8号溝跡
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遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

26号住居跡 ST326 第262図 第326～328図 奈良平安 S4-33 N-13°-E 方形 4.56 3.48 10 貼床 有 1 25号住居跡

27号住居跡 ST309 第263図 第328・329図 奈良平安 S4-44 N-15°-E 方形 5.1 4.7 12 貼床 有 2

28号住居跡 ST212 第264図 第330図 奈良平安 S5-21 N-21°-E 方形 3.9 3.2 20 貼床 有

39号住居跡 ST318 第273図 第341・342図 奈良平安 S4-58 N-25°-E 方形 6.4 6 32 貼床 有 4

40号住居跡 ST237 第274・275図 第343図 奈良平安 T5-51 N-0° 方形 3.7～3.9 3.5～3.8 14～18 貼床 有 2

41号住居跡 ST241 第275図 奈良平安 T5-81 N-2°-E 方形 3.1 3.06 14 貼床 有

42号住居跡 ST235 第276図 奈良平安 S5-76 N-5°-E 方形 2.98 2.76 12 貼床 有

46号住居跡 ST219 第278・279図 第345図 奈良平安 T5-52 N-6°-E 方形 3.6 3.4～3.6 10 有 47号住居跡

47号住居跡 ST223 第278図 第345図 奈良平安 T5-62 N-5°-E 方形 5.4 5.1 9 有 1 46号住居跡・5号溝跡

48号住居跡 ST242 第279図 奈良平安 T5-83 N-8°-E 方形 2.8 2.4 15 貼床 有

49号住居跡 ST218 第280図 第346図 奈良平安 T5-62 N-1°-E 方形 3.7 3.5 20 有 5号溝跡

50号住居跡 ST220 第281・282図 第346・347図 奈良平安 T5-54 N-7°-E 方形 5.25 3 32 有 2 6号溝跡

51号住居跡 ST226 第282図 第348図 奈良平安 T5-66 N-16°-E 方形 3 3 13 有

52号住居跡 ST322 第284図 第348・349図 奈良平安 T5-15 N-5°-E 方形 4.7 4.65 27 有 2 トレンチ

53号住居跡 ST224 第285図 第350図 奈良平安 T5-45 N-11°-E 方形 4 3.4 23

54号住居跡 ST221 第286・287図 第350図 奈良平安 T5-64 N-90° 方形 3.6 3.5 29 有 3 55・56号住居・23号掘立柱

55号住居跡 ST222 第286図 第350・351図 奈良平安 T5-73 N-8°-E 方形 5.2 4.7 20 有 2 54・56号住居・23号掘立柱

56号住居跡 ST238 第287図 第351図 奈良平安 T5-74 N-0° 方形 3.6 18 有 55号住居跡

57号住居跡 ST244 第287図 第351図 奈良平安 T5-85 N-5°-E 方形 貼床 有

58号住居跡 ST225 第288図 第352～354図 奈良平安 T5-75 N-27°E 方形 4.6 4.3 25～30 有 3 59号住居跡

59号住居跡 ST227 第288図 第354図 奈良平安 T5-75 N-13°-E 方形 3.65 3.25 22 有 58号住居跡

60号住居跡 ST323 第289図 第354図 奈良平安 T4-97 N-12°-E 方形 4.45 4.42 20 有2 4

61号住居跡 ST325 第290・291図 第355～357図 奈良平安 T5-29 N-4°-E 方形 5.05 4.5～5.2 23.6 有 4

62号住居跡 ST228 第292図 第357図 奈良平安 T5-68 N-8°-E 方形 4.74 4.6 11 有 6号溝跡

63号住居跡 ST229 第293図 第358・359図 奈良平安 U5-80 N-0° 方形 8.06 9 有 4 水路

29号住居跡 ST307 第265図 第331図 奈良平安 S4-82 N-15°-E 方形 6.5～6.9 6.54 15 貼床 有 4 4号溝跡

30号住居跡 ST209 第266・267図 第332～334図 奈良平安 S5-40 N-21°-E 方形 6.3 6.2 32 無 3 4号溝跡・撹乱

31号住居跡 ST204 第267図 第334図 奈良平安 R5-74 N-17°-E 隅丸方形 2.7 28 貼床 有

32号住居跡 ST210 第267図 第335図 奈良平安 R5-59 N-20°-E 方形 3.5 2.63 15 貼床 有

33号住居跡 ST236 第268図 第335図 奈良平安 S5-81 N-0° 方形 5.6 5.52 16 無 4 2号井戸跡・調査区外

34号住居跡 ST311 第269図 第336図 奈良平安 S4-94 N-20°-E 方形 3 2.8 6 貼床 有

35号住居跡 ST313 第269図 第336図 奈良平安 S4-95 N-6°-E 方形 4.45 3.3 20 貼床 有

36号住居跡 ST312 第270図 第336図 奈良平安 S4-85 N-15°-E 方形 3.45 2.4 10 貼床 有

37号住居跡 ST216 第271図 第337・338図 奈良平安 S5-23 N-8°-E 方形 4.2 3.97 32 有

38号住居跡 ST319 第272図 第338～340図 奈良平安 S4-37 N-18°-E 方形 4.85 21 貼床 有 4

43号住居跡 ST243 第276図 奈良平安 S5-86 方形 3.05 6 無 調査区外

44号住居跡 ST239 第277図 第344図 奈良平安 T5-71 N-7°-E 方形 3.9 3.43 18 貼床 有 2 45号住居跡・5号溝跡

45号住居跡 ST240 第277図 奈良平安 T5-82 N-4°-W 方形 9 無 44号住居跡・5号溝跡

12区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST317 第258図 第319・320図 奈良平安 R4-56 隅丸方形 30 無 22・23・24号土坑・3号掘立柱

2号竪穴状遺構 ST320 第263図 奈良平安 S4-47 N-18°-E 方形 2.93 2.28 20～30 無 4

3号竪穴状遺構 ST321 第283図 第348図 奈良平安 T4-65 N-18°-E 方形 2.92～3.51 3.06 8 無 6

4号竪穴状遺構 ST324 第283図 第348図 奈良平安 T5-28 N-18°-E 方形 3.35 2.93 38 無 6

13区　住居跡

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号住居跡 ST401 第324図 第371図 奈良平安 U5-12 N-5°-E 方形 5.9 18 有 1

2号住居跡 ST402 第325図 第372～374図 奈良平安 U5-22 N-12°-E 方形 8.5 4.08 29 有 1 2号竪穴状遺構 炭化材有

3号住居跡 ST405 第326図 第374～378図 奈良平安 U5-61 N-5°-E 方形 7.1 6.9 30 貼床 有2 2 水路

4号住居跡 ST403 第327図 第378・379図 奈良平安 U5-45 N-5°-E 方形 4.67 4.55 24 有

5号住居跡 ST406 第328図 第380図 奈良平安 U5-64 N-7°-W 方形 5.19 4.77 5～27 有 4 1号掘立柱建物跡

6号住居跡 ST409 第329図 第380・381図 奈良平安 V5-23 N-14°-E 方形 3.35 1.5 40 有 調査区外

7号住居跡 ST410 第330図 第382・383図 奈良平安 V5-43 N-1°-E 方形 5.65 4.82 20 有 4

8号住居跡 ST408 第331・332図 第384・385図 奈良平安 V5-63 N-6°-E 方形 8.1 5.2～6.4 20 貼床 有 4 3号住居跡

9号住居跡 ST413 第333図 第385～387図 奈良平安 V5-65 N-11°-E 方形 4.5 4.33 29 貼床 有

10住居跡 ST412 第334図 第390図 奈良平安 V5-75 N-7°-E 方形 3.5 25 有 3号溝跡

11号住居跡 ST416 第335図 第391図 奈良平安 V6-17 N-5°-W 方形 3.82 5 有 4号溝跡

13区　竪穴状遺構

遺構番号 調査時
遺構名

遺構挿図
番号 遺物挿図番号 時　期 グリッド 長軸方向 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 床面 カマド 柱穴 重複関係 備考

1号竪穴状遺構 ST404 第324図 第371図 奈良平安 U5-64 N-5°-E 方形 2.2 2.03 29 無 10号土坑

2号竪穴状遺構 ST411 第325図 第371図 奈良平安 U5-32 不明 8 無 2号住居跡1号溝跡

3号竪穴状遺構 ST407 第329図 第382図 奈良平安 V5-84 N-6°-E 方形 2.9 2.7 23 無

4号竪穴状遺構 ST414 第333図 第387～389図 奈良平安 V6-09 N-2°-E 方形 29 無

5号竪穴状遺構 ST415 第334図 第390図 奈良平安 W6-40 N-8°-W 方形 18 無 調査区外
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3区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB572 第405図 奈良平安 24-172 N-10°W 2間2間 3.56 3.52 9

2号掘立柱建物跡 SB719 第45図 奈良平安 22-179 N-10°W 2間2間 3.32 6

3号掘立柱建物跡 SB508 第46図 奈良平安 25-177 N-2°-W 2間3間 5.16 5 10 7号竪穴状遺構

4号掘立柱建物跡 第46図 奈良平安 28-180 N-15°-W 1間3間 5.9 3.2 8

5号掘立柱建物跡 SB40 第47図 奈良平安 29－178 N-17°-W 1間2間 6.12 4.96 6

6号掘立柱建物跡 SB405 第47図 奈良平安 44-186 N-15°-E 1間2間 3.6 3.52 6

7号掘立柱建物跡 SB1504 第48図 奈良平安 43-187 N-12°-E 2間3間 4.36 4.32 9

9号掘立柱建物跡 SB1381 第49図 第42図 奈良平安 48-188 N-2°-W 2間3間 5.1 4.6 10 22号住居跡

10号掘立柱建物跡 SB813 第50図 第42図 奈良平安 51-194 N-8°-W 2間3間 7.4 5.64 9（1） 31号住居跡

高瀬山遺跡HO地区検出掘立柱建物跡一覧

8号掘立柱建物跡 SB700 第48図 第42図 奈良平安 54-195 N-6°-W 2間3間 5.6 4.6 10

4区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB964 第107図 奈良平安 56-198 N-7°-E 2間2間 4 3.8 8

2号掘立柱建物跡 SB1047 第107図 奈良平安 55-199 N-18°-W 2間2・3間 4.4 4.2 9 4号竪穴状遺構

3号掘立柱建物跡 SB2083 第108図 奈良平安 49-202 N-8°-E 2間2間 4.8 4.6 8

4号掘立柱建物跡 SB2180 第108図 奈良平安 51-203 N-30°-E 1間2間 5.03 4.4 6 13号住居跡

5号掘立柱建物跡 SB2072 第109図 奈良平安 48-205 N-20°-E 2間2間 5 4.6 8

11号掘立柱建物跡 SB2559 第111図 奈良平安 52-223 N-1°-E 2間2間 3.9 3.9 8（8）

12号掘立柱建物跡 SB2642 第112図 中世 53-221 N-10°-E 2間4間 8.4 3.9 26（16） 8号竪穴状遺構・13号掘立柱建物跡

13号掘立柱建物跡 SB2675 第113図 奈良平安 55-221 N-1°-E 2間3間 5.7 5.3 10（8） 15号掘立柱建物跡

14号掘立柱建物跡 SB2837 第113図 奈良平安 56-222 N-10°-E 2間3間 5.2 4.2 10（5） 15号掘立柱建物跡

15号掘立柱建物跡 SB2575 第114図 中世 55-224 N-16°-E 5間5間 10.8 5.8 39（23） 13・14号掘立柱建物跡

6号掘立柱建物跡 SB2263 第109図 奈良平安 49-206 N-17°-E 2間2間 4.3 4.2 8 41号住居跡

7号掘立柱建物跡 SB2167 第110図 奈良平安 48-209 N-2°-E 2間2間 3.6 3.6 9（2）

8号掘立柱建物跡 SB2041 第110図 第112図 奈良平安 49-223 N-2°-E 2間1間 3.9 3.32 6

9号掘立柱建物跡 SB2448 第111図 奈良平安 48-212 N-4°-E 2間3間 5.3 3.8 10（4）

10号掘立柱建物跡 SB2568 第111図 奈良平安 51-221 N-10°-E 1間2間 1.6 1.5 6

5区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1掘立柱建物跡 SB5166 第157図 奈良平安 L5-43 N-17°-W 2間2間 34 34 9 10号土坑

2掘立柱建物跡 SB5208 第157図 奈良平安 L5-33 N-9°-W 2間2間 3.5 3.42 9（1）

3掘立柱建物跡 SB5576 第157図 奈良平安 L6-20 N-8°-W 2間3間 2.52 3.71 12

4掘立柱建物跡 SB5224 第158図 奈良平安 K5-47 N-0° 2・3間2間 3.25 3.2 9（9）

10掘立柱建物跡 SB5329 第160図 第170図 中世 J6-04 N-4°-E 2・3間3間 7.2 4.4 11（8）

11掘立柱建物跡 SB5055 第161図 奈良平安 J4-52 N-2°-E 2間2間 4.2 3.8 8（1）

12掘立柱建物跡 SB5279 第161図 奈良平安 J5-77 N-14°-W 2間2間 4 3.7 9（9）

13掘立柱建物跡 SB5091 第162図 奈良平安 J4-56 N-4°-W 2間2間 3.5 2.5 6

14掘立柱建物跡 SB5023 第162図 奈良平安 J4-40 N-3°-W 3間4間 6.5 5.3 20（1）

5掘立柱建物跡 SB5248 第158図 奈良平安 K5-81 N-9°-W 2間3間 6.7 5.2 10（10）

6掘立柱建物跡 SB5260 第159図 奈良平安 K5-33 N-15°-W 2間2間 3.6 3.4 7（2）

7掘立柱建物跡 SB5079 第159図 奈良平安 K4-93 N-9°-W 1間2間 4.4 2.2 6

8掘立柱建物跡 SB5364 第159図 奈良平安 K5-65 N-3°-W 2間2間 4.4 4.1 5（1） 2号溝跡

9掘立柱建物跡 SB5016 第160図 奈良平安 J4-68 N-10°-W 1間2間 4.4 4.4 6

6区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB6047 第175図 奈良平安 I5-04 N-1°-W 2間3間 5 4 10

7区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB4090 第187図 奈良平安 A4-98 N-35°-E 2間3間 7.46 3.92 12

2号掘立柱建物跡 SB4004 第187図 奈良平安 B3-39 N-7°-E 2間4間 6.23 3.95 12

3号掘立柱建物跡 SB4005 第188図 奈良平安 B3-52 N-26°-E 1間3間 6.13 4.1 8 4号掘立柱建物跡

4号掘立柱建物跡 SB4006 第188図 奈良平安 B3-52 N-26°-E 2間2間 4.66 3.35 8

5号掘立柱建物跡 SB4007 第188図 奈良平安 B3-52 N-27°-E 2間2間 3.3 3.08 8

9区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB1 第202図 奈良平安 D2-21 N-2°-E 2間3間 4.9 4.3 9（8） 3号住居跡

2号掘立柱建物跡 SB2 第202図 奈良平安 C2-18 N-2°-E 2間2間 3.8 3.7 9（9）

3号掘立柱建物跡 SB3 第203図 奈良平安 C2-38 N-6°-E 2間2間 3.6 3.3 8 4号掘立柱建物跡

4号掘立柱建物跡 SB4 第203図 奈良平安 C2-38 N-8°-E 2間2間 3.8 3.8 9（3） 3号掘立柱建物跡

10区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB52 第220図 奈良平安 K6-22 N-8°-W 2間2間 5.35 4.6 8

2号掘立柱建物跡 SB51 第221図 奈良平安 K6-20 N-7°-E 2間3間 6.5 5.1 10 1号溝跡

3号掘立柱建物跡 SB53 第221図 奈良平安 M6-88 N-12°E 2間3間 8.1 4.75 10
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11区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB501 第231図 第225図 奈良平安 R6-83 N-1°-W 2間3間 4.9 4.5 8（2）

12区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB311 第295図 奈良平安 R4-75 N-4°-E 2間3間 5.35 3.85 10（5） 3区8号溝跡

2号掘立柱建物跡 SB312 第295図 奈良平安 R4-67 N-4°-W 2間3間 6.7 5.35 10 3号掘立柱建物跡

3号掘立柱建物跡 SB301 第296図 奈良平安 R6-57 N-15°-E 2間3間 7.6 4.97 8（5） 1号竪穴状遺構・2号掘立柱・22号土坑

4号掘立柱建物跡 SB302 第297図 奈良平安 R6-87 N-0° 2間3間 6.65 5.08 10（6） 5号掘立柱建物跡

5号掘立柱建物跡 SB303 第297図 奈良平安 R6-87 N-0° 2間3間 6.36 5 10（10） 4号掘立柱建物跡

6号掘立柱建物跡 SB304 第298図 奈良平安 R4-29 N-8°-E 2間2間 4.17 4.05 8（7） 2号溝跡

7号掘立柱建物跡 SB306 第298図 奈良平安 S4-39 N-7°-E 2間2・3間 4.42 4.1 9（9） 2号溝跡

8号掘立柱建物跡 SB305 第299図 奈良平安 R4-39 N-7°-E 2間4間 9.42 5.1 15（14） 2号溝跡

9号掘立柱建物跡 SB201 第299図 奈良平安 R5-25 N-2°-W 2間3間 3.85 3.6 10

10号掘立柱建物跡 SB308 第300図 奈良平安 S4-41 N-15°-E 2間3間 7.1 4.9 10（8） 2号溝跡

11号掘立柱建物跡 SB318 第300図 奈良平安 S4-43 N-3°E 2間2間 3.75 3.75 8 4号溝跡

12号掘立柱建物跡 SB310 第301図 奈良平安 S4-53 N-12°E 2間2間 3.96 3.6～3.9 9

13号掘立柱建物跡 SB309 第301図 第360図 奈良平安 S4-72 N-9°-E 3間3間 5.9 5.9 12（9） 4号溝跡

14号掘立柱建物跡 SB316 第302図 第360図 奈良平安 S4-74 N-12°E 2間3間 7.7 4.2 10（2） 15号掘立柱建物跡・5号6号井戸跡

15号掘立柱建物跡 SB317 第302図 奈良平安 S4-74 N-14°-E 2間3間 7.05 4.75 10 14号掘立柱建物跡・5号6号井戸跡

16号掘立柱建物跡 SB319 第303図 奈良平安 S4-65 N-13°-E 4間5間 10.5 4.6～6.8 27

17号掘立柱建物跡 SB313 第303図 奈良平安 T5-10 N-16°-E 2間3間 7.4 3.6 10

18号掘立柱建物跡 SB202 第304図 奈良平安 R5-49 N-12°E 2間2間 3.1 2.95 7 2号溝跡

19号掘立柱建物跡 SB203 第304図 奈良平安 T5-40 N-15°-E 2間2間 4 3.1 9

20号掘立柱建物跡 SB315 第305図 奈良平安 T5-09 N-16°-E 1間1間 2.26 2.2 4（4） 21号掘立柱建物跡

21号掘立柱建物跡 SB314 第305図 奈良平安 T5-09 N-20°-E 2間2間 3 2.8 9（6） 20号掘立柱建物跡

22号掘立柱建物跡 SB204 第305図 第360図 奈良平安 T5-32 N-9°-E 2間2間 3.6 3.3 9

23号掘立柱建物跡 SB208 第286図 奈良平安 T5-73 N-6°-W 1・2間3間 7.7 5 12（2）

24号掘立柱建物跡 SB205 第306図 奈良平安 U5-50 N-4°-W 2間2間 4.4 3.9 7

25号掘立柱建物跡 SB206 第306図 奈良平安 T6-39 N-13°-E 2間2間 3.3 3.2 9

26号掘立柱建物跡 SB207 第306図 奈良平安 U5-51 N-5°-W 1間3間 4.6 2.6 8

12区　掘立柱建物跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図

番号 時期 グリッド 長軸方向 構造 長軸m 短軸m 柱穴 重複関係 備考

1号掘立柱建物跡 SB311 第295図 奈良平安 R4-75 N-4°-E 2間3間 5.35 3.85 10（5） 3区8号溝跡

2号掘立柱建物跡 SB312 第295図 奈良平安 R4-67 N-4°-W 2間3間 6.7 5.35 10 3号掘立柱建物跡

3号掘立柱建物跡 SB301 第296図 奈良平安 R6-57 N-15°-E 2間3間 7.6 4.97 8（5） 1号竪穴状遺構・2号掘立柱・22号土坑

4号掘立柱建物跡 SB302 第297図 奈良平安 R6-87 N-0° 2間3間 6.65 5.08 10（6） 5号掘立柱建物跡

5号掘立柱建物跡 SB303 第297図 奈良平安 R6-87 N-0° 2間3間 6.36 5 10（10） 4号掘立柱建物跡

6号掘立柱建物跡 SB304 第298図 奈良平安 R4-29 N-8°-E 2間2間 4.17 4.05 8（7） 2号溝跡

1区　井戸跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さcm 重複関係 備考

1号井戸跡 SE855 第102図 古代～中世 35-149 楕円形 2 1.6 120 8号住居跡 石組

2号井戸跡 SE1735 第12図 40-123 円形 1.5 190 素掘

3号井戸跡 SK1663 第13図 古代 56-110 円形 2 100 素掘

4号井戸跡 SK1662 第13図 57-109 不明 70 調査区外 井戸でない可能性

5号井戸跡 SE1736 第13図 57-110 不整形 90 調査区外 井戸でない可能性

高瀬山遺跡HO地区検出井戸跡一覧

3区　井戸跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さcm 重複関係 備考

1号井戸跡 SE27 第51図 奈良平安 33-176 楕円形 2.56 2.13 144 石組

2号井戸跡 SE22 第51図 第42～45図 奈良平安 27-176 不整形 3.2 2.56 220 素掘

3号井戸跡 SE21 第52図 第45～48図 奈良平安 27-177 方形（隅丸） 2.48 2.46 214 木組横板井桁

4号井戸跡 SE286 第53図 第48図 奈良平安 40-180 楕円形 3.82 3.14 176 曲げ物（井戸眼）

5号井戸跡 SE788 第53図 奈良平安 38-186 円形 1.93 1.8 140 素掘

6号井戸跡 SE807 第54図 第49図 奈良平安 52-195 円形 2.73 2.32 184 木組横板井桁

7号井戸跡 SE92 第54図 第49図 奈良平安 52-191 円形 1.78 1.7 174 6号溝跡 素掘

4区　井戸跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さcm 重複関係 備考

1号井戸跡 SE2313 第115図 奈良平安 49-207 楕円形 1.81 1.61 168 21号住居跡 素掘

2号井戸跡 SE2411 第115図 奈良平安 52-206 円形 2.39 2.2 200 23号住居跡 石組

3号井戸跡 SE2379 第115図 奈良平安 53-208 円形 1.56 1.47 200 石組

4号井戸跡 SE2083 第115図 奈良平安 59-221 円形 1.06 1.05 90 素掘

11区　井戸跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さcm 重複関係 備考

1号井戸跡 SE125 第233図 奈良平安 Q6-04 円形 1.7 1.63 143 石組
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12区　井戸跡

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さcm 重複関係 備考

1号井戸跡 SE201 第307図 第360図 奈良平安 R6-15 楕円形 2.6 2.39 160 木組横板井桁

2号井戸跡 SE209 第268図 奈良平安 S5-82 楕円形 2.38 2.25 120 33号住居跡 素掘

3号井戸跡 SE202 第307図 奈良平安 S5-12 円形 1.97 1.93 111 素掘

4号井戸跡 SE328 第308図 奈良平安 S4-34 円形 0.99 0.96 104 素掘

5号井戸跡 SE318 第308図 第360図 奈良平安 S4-74 方形（隅丸） 3.2 2.94 40 6号井戸跡 素掘

6号井戸跡 SE317 第308図 第361図 奈良平安 S4-74 方形 3 2.4 122 5号井戸跡 素掘

7号井戸跡 SE305 第308図 第360図 奈良平安 S4-45 円形 2.12 2.02 128 素掘

8号井戸跡 SE203 第309図 第361図 奈良平安 S5-34 円形 2.68 2.6 161 素掘

9号井戸跡 SE301 第309図 第361図 奈良平安 S4-77 円形 2.44 2.28 121 素掘

10号井戸跡 SE304 第310図 奈良平安 S4-86 円形 2.2 2.05 135 素掘

11号井戸跡 SE303 第310図 第361図 奈良平安 S4-96 円形 2.7 2.5 143 素掘

12号井戸跡 SE302 第311図 第361図 奈良平安 S4-49 円形 2.5 2.32 182 木材片あり

13号井戸跡 SE315 第311図 奈良平安 T4-59 円形 1.04 0.88 90 素掘

14号井戸跡 SE306 第311図 奈良平安 T4-51 円形 1.45 1.4 90 素掘

15号井戸跡 SE307 第312図 奈良平安 T4-51 円形 2.08 1.82 85 素掘

16号井戸跡 SE308 第312図 奈良平安 T4-61 楕円形 3.32 2.42 74 素掘

17号井戸跡 SE316 第312図 奈良平安 T4-54 円形 1.45 1.4 150 素掘

18号井戸跡 SE309 第312図 奈良平安 T4-70 円形 1.98 1.8 65 素掘

19号井戸跡 SE310 第313図 奈良平安 T5-12 円形 2.22 2.1 128 20号井戸跡 素掘

20号井戸跡 SE311 第313図 奈良平安 T5-12 円形 2.2 1.95 120 19号井戸跡・SX1 素掘

21号井戸跡 SE312 第313図 奈良平安 T5-13 円形 1.77 1.5 114 素掘

22号井戸跡 SE313 第313図 奈良平安 T5-13 楕円形 2.04 1.87 123 素掘

23号井戸跡 SE205 第313図 奈良平安 T5-31 円形 1.2 1.1 135 素掘

24号井戸跡 SE204 第313図 奈良平安 T5-21 円形 1.34 1.24 112 素掘

25号井戸跡 SE206 第314図 奈良平安 T5-32 円形 1.47 1.43 112 素掘

26号井戸跡 SE314 第314図 奈良平安 T5-23 不整形 2.43 2.19 125 素掘

27号井戸跡 SE207 第314図 奈良平安 T5-33 楕円形 2.47 2.13 119 素掘

28号井戸跡 SE210 第314図 第361図 奈良平安 T5-97 円形 2.45 2.4 106 素掘

高瀬山遺跡HO地区検出土坑一覧

1区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK1305 第14図 第10図 縄文後期 40-170 不整形 1.4 0.7 15～25

2号土坑 SK1289 第14図 第10図 縄文後期 64-169 円形 0.8 0.8 10

3号土坑 SK1186 第14図 第10図 縄文後期 40-164 楕円形 1.2 1.1 25

4号土坑 SK1288 第14図 第10図 縄文後期 40-169 楕円形 1.3 1 52

5号土坑 SK1084 第14図 第10図 縄文後期 40-160 楕円形 0.55 0.24 6

3区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK29 第55図 第49図 奈良平安 31-176 円形 0.9 49

2号土坑 SK68 第55図 第50図 奈良平安 33-179 円形 3 2.86 92

3号土坑 SK47 第55図 第50～52図 奈良平安 31-184 円形 2.84 2.4 70

4号土坑 SK546 第55図 第52図 奈良平安 46-183 楕円形 1.14 0.9 32

5号土坑 SK408 第55図 第52図 奈良平安 47-185 楕円形 1.6 1 2

6号土坑 SK910 第56図 第52図 奈良平安 46-187 楕円形 0.79 0.63 56

7号土坑 SK55 第56図 第52図 奈良平安 49-185 円形 1.94 32

8号土坑 SK1647 第56図 第53図 奈良平安 49-186 楕円形 1.25 1.1 35

9号土坑 SK1359 第56図 第53図 奈良平安 48-185 円形 0.6 21

10号土坑 SK811 第56図 第53図 奈良平安 52-195 円形 0.87 0.83 25

11号土坑 SK758 第56図 第53図 奈良平安 56-190 不整形 2.4 2.3 95

4区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK2526 第116図 第114図 縄文中期 53-211 円形 0.65 0.6 21 47号住居跡

2号土坑 SK2500 第116図 第114図 縄文中期 59-212 円形 0.9 0.82 15 50号住居跡

3号土坑 SK2600 第116図 第114図 縄文中期 60-212 円形 1.08 1.05 12

4号土坑 SK2497 第116図 第114図 縄文中期 52-213 円形 1.44 1.42 27 3号溝跡

5号土坑 SK2350 第116図 第115図 縄文中期 52-215 円形 1.49 1.45 43

6号土坑 SK2357 第117図 第115図 縄文中期 54-215 円形 1.35 1.28 24

7号土坑 SK2593 第117図 第115図 縄文中期 59-214 楕円形 1.4 1.2 48 フラスコ状

8号土坑 SK2352 第117図 第115図 縄文中期 53-215 円形 0.97 0.87 34 フラスコ状

9号土坑 SK2310 第117図 第116図 縄文中期 57-217 円形 1.33 1.17 10

10号土坑 SK2320 第117図 第116図 縄文中期 55-217 円形 0.83 0.75 16

11号土坑 SK2312 第117図 第116図 縄文中期 56-217 不整形 3.38 1.5 22

12号土坑 SK2349 第117図 第117図 縄文中期 53-218 円形 1.14 1.02 14

13号土坑 SK2609 第117図 第117図 縄文中期 58-218 楕円形 1.3 0.86 90 フラスコ状

14号土坑 SK2340 第117図 縄文中期 51-218 円形 0.95 0.83 28 フラスコ状

15号土坑 SK2758 第117図 第117図 縄文中期 54-218 円形 0.87 0.72 25

16号土坑 SK2640 第118図 縄文中期 53-218 楕円形 1.5 1.06 27

17号土坑 SK2641 第118図 第118図 縄文中期 53-219 円形 0.9 0.86 19

18号土坑 SK2605 第118図 第118図 縄文中期 59-218 楕円形 1.52 1.2 35

19号土坑 SK2618 第118図 第118図 縄文中期 60-219 円形 0.76 0.65 31

20号土坑 SK2603 第118図 第118図 縄文中期 59-218 楕円形 0.99 0.72 19

21号土坑 AK2639 第118図 第119図 縄文中期 56-220 円形 1.06 1.06 62

22号土坑 SK2631 第118図 第119図 縄文中期 50-219 円形 0.65 0.65 20
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遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

23号土坑 SK2834 第118図 第120図 縄文中期 54-219 楕円形 1.2 1 39

24号土坑 SK2835 第118図 第120図 縄文中期 56-220 円形 0.35 0.35 30

25号土坑 SK2836 第118図 第120図 縄文中期 54-219 円形 0.5 0.5 40 フラスコ状

26号土坑 SK2050 第118図 第120図 縄文中期 48-211 円形 1.1 1 0.31 調査区外 フラスコ状

27号土坑 SK2031 第119図 第120図 縄文中期 49-220 柄鏡形 0.97 0.81 18～29

28号土坑 SK2033 第119図 第120図 縄文中期 49-220 円形 1.37 1.28 74 フラスコ状

29号土坑 SK2037 第119図 第121図 縄文中期 49-221 円形 1.14 1.1 94 31号土坑 フラスコ状

30号土坑 SK2036 第119図 第121・122図 縄文中期 48-221 円形 1.07 0.95 53 29号土坑 フラスコ状

31号土坑 SK2178 第119図 第122・123図 縄文中期 48-222 円形 0.81 36 調査区外 フラスコ状

32号土坑 SK2052 第119図 第123・124図 縄文中期 48-221 円形 1.52 52 調査区外 フラスコ状

33号土坑 SK2039 第119図 第125図 縄文中期 49-222 円形 1.13 1 42 フラスコ状

34号土坑 SK2585 第119図 第125図 縄文中期 50-222 不整形 1.1 1.05 55 35号土坑 フラスコ状

35号土坑 SK2584 第119図 第125図 縄文中期 50-221 円形 0.88 0.87 36 34号土坑

36号土坑 SK2586 第119図 第125図 縄文中期 50-222 円形 0.95 0.92 59 フラスコ状

37号土坑 SK2669 第120図 第126図 縄文中期 52-222 楕円形 1.08 0.93 51 フラスコ状

38号土坑 SK2743 第120図 第126図 縄文中期 52-222 円形 0.94 0.9 40 フラスコ状

39号土坑 SK2665 第120図 第126図 縄文中期 50-222 円形 0.7 0.76 9

40号土坑 SK2658 第120図 第127図 縄文中期 51-222 円形 1.07 0.94 26

41号土坑 SK2661 第120図 第127図 縄文中期 52-223 円形 0.85 0.8 22

42号土坑 SK2664 第120図 第128図 縄文中期 51-223 円形 0.96 0.9 17

43号土坑 SK2662 第120図 第128図 縄文中期 51-223 円形 0.82 0.78 30

44号土坑 SK2754 第120図 第128図 縄文中期 53-224 楕円形 1.46 1.18 33 フラスコ状

45号土坑 SK2668 第120図 第128・129図 縄文中期 51-225 楕円形 0.77 0.53 フラスコ状

46号土坑 SK2672 第120図 第129図 古墳 60-217 楕円形 0.65 75

47号土坑 SK2738 第120図 第129図 中世 58-218 楕円形 0.66 0.49 21

5区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK5164 第163図 第171図 縄文中期 L5-31 円形 1.08 1.06 9

2号土坑 SK5165 第163図 第171図 縄文中期 L5-35 円形 0.94 0.87 10

3号土坑 SK5505 第163図 第171図 縄文中期 L5-45 円形 0.81 0.77 12

4号土坑 SK5627 第163図 第171図 縄文中期 L5-44 円形 1.09 1.06 19

5号土坑 SK5371 第163図 第172図 縄文中期 L5-65 円形 0.54 0.53 7

6号土坑 SK5503 第163図 第172図 縄文中期 L5-54 円形 1.14 1.08 31

7号土坑 SK5502 第163図 第172図 縄文中期 L5-44 円形 1.07 1.09 29

8号土坑 SK5592 第163図 第172図 縄文中期 L5-54 瓢形 1.8 1.12 12

9号土坑 SK5504 第163図 第172図 縄文中期 L5-54 円形 0.53 0.5 12

10号土坑 SK5507 第163図 第172図 縄文中期 L5-53 円形 0.87 0.81 10 1号掘立柱建物跡

11号土坑 SK5176 第164図 第173図 縄文中期 L5-53 円形 0.9 0.86 18

12号土坑 SK5370 第164図 第173図 縄文中期 L5-83 円形 0.8 0.74 24

13号土坑 SK5070 第164図 第173図 縄文後期 L5-01 円形 0.7 0.7 9

14号土坑 SK5571 第164図 第173図 縄文中期 L5-53 円形 1.31 1.21 37

15号土坑 SK5071 第164図 第173図 縄文中期 L5-01 楕円形 0.5 0.49 25

16号土坑 SK5069 第164図 第173図 縄文中期 L5-00 円形 1.4 1.4 30

17号土坑 SK5631 第164図 第174図 縄文中期 L5-41 円形 0.87 0.76 47 フラスコ状

18号土坑 SK5630 第164図 第174図 縄文中期 L5-41 円形 0.86 0.8 44 フラスコ状

19号土坑 SK5573 第164図 第174図 縄文中期 L5-50 円形 0.96 18

20号土坑 SK5516 第164図 第174図 縄文中期 L5-60 不整形 0.97 0.68 20

21号土坑 SK5574 第165図 第175図 縄文中期 L5-50 円形 2.12 37

22号土坑 SK5602 第165図 第175図 縄文中期 L5-70 楕円形 1.06 0.77 36

23号土坑 SK5601 第165図 第175図 縄文中期 L5-70 円形 0.73 0.65 23

24号土坑 SK5623 第165図 第176図 縄文中期 K5-23 不整形 1.33 0.87 34

25号土坑 SK5629 第165図 第176図 縄文中期 K5-39 楕円形 1.4 1.13 60

26号土坑 SK5572 第165図 第177図 縄文中期 K5-78 円形 1.08 0.97 43

27号土坑 SK5638 第166図 第177図 縄文中期 K5-68 楕円形 0.72 0.57 28

28号土坑 SK5231 第166図 第177図 縄文中期 K5-28 円形 1.1 1.03 17

29号土坑 SK5067 第166図 第177図 縄文中期 K5-08 円形 0.82 0.8 40 フラスコ状

30号土坑 SK5232 第166図 第178図 縄文中期 K5-27 円形 0.9 0.9 17

31号土坑 SK5369 第166図 第178図 縄文中期 K5-26 円形 1 0.9 44 フラスコ状

32号土坑 SK5521 第166図 第179図 奈良平安 K5-38 円形 1.37 1.34 23

33号土坑 SK5157 第166図 第179図 奈良平安 J6-32 円形 2.2 2.2 50

34号土坑 SK5292 第160図 第179図 中世 J5-00 円形 0.3 0.3 50

6区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK6042 第176図 第183図 奈良平安 I5-53 円形 1.7 1.6 20

7区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK4104 第189図 第188図 奈良平安 B5-40 不整形 1.1 1.02 25 3号住居跡・撹乱

2号土坑 SK4103 第189図 第188図 奈良平安 B5-50 楕円形 1.16 0.69 15 3号住居跡
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9区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK53 第204図 縄文 B1-99 楕円形 0.83 0.47 陥穴

2号土坑 SK49 第204図 縄文 C2-07 楕円形 1.62 1.33 145 陥穴

3号土坑 SK50 第204図 縄文 C1-99 楕円形 1.85 1.55 138 陥穴

4号土坑 SK52 第204図 縄文 C2-11 楕円形 1.12 0.9 102 陥穴

5号土坑 SK51 第204図 縄文 C2-09 楕円形 1.35 0.77 70 陥穴

6号土坑 SK47 第204図 奈良平安 C1-94 楕円形 1.38 0.81 27

7号土坑 SK48 第204図 C2-15 方形（隅丸） 1.19 0.9 83

8号土坑 SK27 第205図 中世 D2-16 方形（隅丸） 2.12 1.95 85

9号土坑 SK22 第205図 中世 D2-26 長方形（隅丸） 1.38 1.1 10 10号土坑

10号土坑 SK23 第205図 中世 D2-26 長方形（隅丸） 32 9号土坑・調査区外

11号土坑 SK19 第205図 D2-26 円形 0.8 0.8 13

12号土坑 SK12 第205図 中世 D2-36 長方形（隅丸） 1.77 0.92 29

13号土坑 SK18 第205図 中世 D2-27 長方形（隅丸） 1.15 30 14号土坑

14号土坑 SK13 第205図 中世 D2-27 長方形（隅丸） 1.57 1.1 9 13号土坑

15号土坑 SK20 第206図 中世 D2-35 楕円形 1.9 0.67 58

16号土坑 SK2 第206図 中世 D2-36 方形（隅丸） 1.64 1.6 34

17号土坑 SK10 第206図 中世 D2-37 長方形（隅丸） 2.49 1.02 3

18号土坑 SK1 第206図 C2-41 楕円形 0.86 0.69 43

19号土坑 SK3 第206図 中世 D2-47 楕円形 1.2 0.95 25 20号土坑

20号土坑 SK4 第206図 中世 D2-47 長方形（隅丸） 1.4 0.93 13 19号土坑

21号土坑 SK5 第206図 中世 D4-47 楕円形 3.3 1.2 20 22・25号土坑

22号土坑 SK6 第206図 中世 D4-47 長方形（隅丸） 1.4 0.9 25 21号土坑

23号土坑 SK7 第206図 中世 D4-47 楕円形 1.47 0.86 21 24号土坑

24号土坑 SK8 第206図 中世 D4-47 楕円形 1.6 0.9 21 23号土坑

25号土坑 SK9 第206図 中世 D4-47 長方形（隅丸） 1.25 0.87 20 21号土坑

26号土坑 SK16 第207図 中世 D2-28 長方形（隅丸） 23 27号土坑・調査区外

27号土坑 SK17 第207図 第200図 中世 D2-28 楕円形 1.78 50 26号土坑

28号土坑 SK15 第207図 中世 D2-28 長方形（隅丸） 1.15 0.7 30 調査区外

29号土坑 SK14 第207図 中世 D2-28 長方形（隅丸） 2.9 0.97 8

30号土坑 SK21 第207図 中世 D2-38 楕円形 1.45 0.8 16

31号土坑 SK24 第207図 中世 D2-48 長方形（隅丸） 1.92 0.87 34 32号土坑

32号土坑 SK25 第207図 中世 D2-48 不整形 1.1 35 31号土坑

33号土坑 SK11 第207図 中世 D2-48 長方形（隅丸） 1.53 0.92 24

34号土坑 SK30 第207図 中世 E2-30 長方形（隅丸） 0.83 18 調査区外

35号土坑 SK29 第207図 中世 E2-51 長方形（隅丸） 1.65 0.95 24

36号土坑 SK28 第208図 中世 E2-51 長方形（隅丸） 2.3 1.12 55

37号土坑 SK39 第208図 中世 E2-42 長方形（隅丸） 2.66 1,72 68 38号土坑

38号土坑 SK40 第208図 中世 E2-42 楕円形 0.95 26 37・39号土坑

39号土坑 SK41 第208図 中世 E2-42 長方形（隅丸） 1.65 0.95 25 38号土坑

40号土坑 SK31 第208図 中世 E2-52 不整形 1.57 0.97 36 41号土坑

41号土坑 SK32 第208図 中世 E2-52 長方形（隅丸） 2.28 0.92 34 40号土坑

42号土坑 SK33 第208図 中世 E2-52 方形（隅丸） 1.32 1.13 33

43号土坑 SK36 第208図 中世 E2-62 長方形（隅丸） 2.8 0.88 15 44号土坑

44号土坑 SK35 第208図 中世 E2-62 長方形（隅丸） 2.8 0.83 9 43号土坑

45号土坑 SK34 第209図 中世 D2-62 長方形（隅丸） 2.23 1.7 38

46号土坑 SK37 第209図 中世 D2-63 方形（隅丸） 2 1.72 25

47号土坑 SK38 第209図 中世 D2-53 長方形（隅丸） 1.35 0.97 13

48号土坑 SK42 第209図 中世 E2-63 長方形（隅丸） 2.14 1.5 44

49号土坑 SK43 第209図 中世 E2-54 不整形 1.75 1.03 11

50号土坑 SK46 第209図 第200図 中世 E2-54 楕円形 1.95 0.6 12 51号土坑

51号土坑 SK47 第209図 中世 E2-54 不整形 1.42 1.1 25 50号土坑

52号土坑 SK45 第210図 中世 E2-54 方形（隅丸） 1.79 1.6 29

53号土坑 SK44 第210図 中世 E2-64 長方形（隅丸） 2.3 1.2 37

54号土坑 SK54 第210図 中世 F2-89 長方形（隅丸） 1.25 0.9 44

55号土坑 SK55 第210図 中世 F2-89 楕円形 1.68 0.94 30

56号土坑 SK56 第210図 中世 F2-89 楕円形 1.15/1.3 0.9/0.95 0.4/0.35

57号土坑 SK26 第198図 中世 D2-25 楕円形 1.95 1.2 50 8号住居跡

10区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK57 第222図 第210図 縄文中期 M6-81 円形 0.72 0.69 31

2号土坑 SK58 第222図 第210図 縄文中期 M6-94 円形 0.98 0.9 29

3号土坑 SK63 第222図 第210図 縄文中期 L6-57 楕円形 1.9 1.8 20

4号土坑 SK65 第222図 第210図 縄文中期 L6-68 円形 1.8 1.65 52 1号住居跡

5号土坑 SK69 第222図 第210図 縄文中期 M5-94 円形 0.84 0.8 18

11区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK111 第233図 第227図 縄文後期 P6-93 不整形 1.4 1.33 45

2号土坑 SK116 第233図 第228図 縄文後期 P7-03 円形 1.35 1.33 30

3号土坑 SK141 第233図 第228図 縄文後期 P6-95 不整形 1 0.95 18 フラスコ状

5号土坑 SK114 第233図 第229図 縄文後期 P6-88 円形 0.84 0.77 14 フラスコ状

6号土坑 SK112 第234図 第229・230図 縄文後期 Q6-90 円形 1.49 1.35 53 フラスコ状

7号土坑 SK109 第234図 第230図 縄文後期 Q6-90 楕円形 1.48 0.99 58

8号土坑 SK123 第234図 第231図 縄文後期 Q6-61 楕円形 2.08 1.53 10

9号土坑 SK102 第234図 第231図 縄文後期 Q6-83 円形 0.7 0.6 40 フラスコ状

10号土坑 SK131 第234図 第231図 縄文後期 Q6-26 円形 0.8 15

11号土坑 SK133 第234図 第231図 縄文後期 Q6-27 円形 1.1 0.98 26

4号土坑 SK140 第233図 第228・229図 縄文後期 P7-05 円形 1.4 1.3 46
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遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

12号土坑 ST108 第234図 第231図 縄文後期 Q6-45 円形 1.1 45

13号土坑 SK138 第235図 第232図 縄文後期 Q6-55 不整形 2.1 1.1 25

14号土坑 SK149 第235図 第233図 縄文後期 Q6-66 円形 0.36 0.31 26

15号土坑 SK151 第235図 第233図 縄文晩期 Q6-64 円形 1.43 1.32 70

16号土坑 SK147 第235図 第233図 縄文後期 Q6-63 不整形 0.74 0.48 23

17号土坑 SK118 第235図 第233図 縄文後期 Q6-74 不整形 1.6 90

18号土坑 SK121 第235図 第233図 縄文後期 Q6-75 円形 0.88 0.83 46 フラスコ状

19号土坑 SK117 第235図 第234図 縄文後期 Q6-85 円形 1.25 1.17 34

20号土坑 SK540 第236図 第234図 縄文後期 Q6-38 不整形 21号土坑・4号溝跡

21号土坑 SK507 第236図 第234図 縄文後期 Q6-38 不整形 56 20・22号土坑・4号

22号土坑 SK539 第236図 第235図 縄文後期 Q6-83 楕円形 1.93 1.68 88 21号土坑・4号溝跡

23号土坑 SK532 第236図 第235図 縄文後期 Q6-48 不整形 0.62 0.32 24

24号土坑 SK505 第236図 第235図 縄文後期 Q6-58 楕円形 0.84 0.62 33

25号土坑 SK527 第236図 第236図 縄文後期 Q6-59 楕円形 0.94 0.75 33 5号溝跡

26号土坑 SK528 第236図 第236図 縄文後期 Q6-68 楕円形 0.72 0.68 58

27号土坑 SK523 第237図 第236図 縄文後期 Q6-49 不整形 0.9 0.67 58 フラスコ状

28号土坑 SK541 第237図 第237図 縄文後期 R6-40 楕円形 0.64 0.48 16

29号土坑 SK508 第237図 第237図 縄文後期 Q6-59 楕円形 1 0.8 18

30号土坑 SK502 第237図 第237図 縄文後期 Q6-59 不整形 1.26 0.88 40

31号土坑 SK503 第237図 第237図 縄文晩期 Q6-60 円形 1.14 1.14 46

32号土坑 SK519 第237図 第238図 縄文後期 R6-60 不整形 1.56 1.4 34

33号土坑 SK517 第237図 第238図 縄文後期 R6-61 不整形 2.52 1.52 48 調査区外

34号土坑 SK535 第237図 第238図 縄文晩期 R6-70 不整形 0.98 0.82

35号土坑 SK139 第238図 第238図 奈良平安 P6-85 円形 1.06 1.06 10

36号土坑 SK142 第238図 第238図 古墳 P4-04 楕円形 0.73 0.57 18

12区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK206 第316図 第362図 縄文後期 Q5-78 円形 1.5 1.5 75 フラスコ状

2号土坑 SK202 第316図 第362図 縄文後期 Q5-98 楕円形 2 1.15 19

3号土坑 SK203 第316図 第362図 縄文後期 Q5-99 不整形 1.76 1.4 6

4号土坑 SK238 第317図 第362図 縄文後期 R5-91 円形 0.88 0.82 33

5号土坑 SK240 第245図 第363図 縄文後期 R6-01 楕円形 1.76 1.46 100 1号住居跡 フラスコ状

6号土坑 SK231 第317図 第363図 縄文後期 R6-02 不整形 47

7号土坑 SK214 第317図 第363図 縄文後期 R6-44 円形 0.44 4.2 60

8号土坑 SK227 第317図 第364図 縄文後期 R6-43 円形 0.52 0.52 75 1号井戸跡

9号土坑 SK220 第317図 第364図 縄文後期 R6-45 円形 0.96 0.94 23

10号土坑 SK219 第317図 第364図 縄文後期 R6-26 円形 1.18 .1.15 57

11号土坑 SK224 第317図 第365図 縄文後期 R6-36 円形 0.92 0.89 43

12号土坑 SK225 第317図 第365図 縄文後期 R6-36 楕円形 1.1 0.75 44 フラスコ状

13号土坑 SK250 第317図 第365図 縄文後期 R6-46 楕円形 0.72 0.48 110

14号土坑 SK247 第318図 第365図 縄文後期 R6-56 円形 0.77 0.6 47 フラスコ状

15号土坑 SK242 第318図 第365図 縄文後期 R6-47 円形 0.63 0.53 14

16号土坑 SK245 第318図 第366図 縄文後期 R6-57 円形 0.8 0.73 50

17号土坑 SK255 第318図 第366図 縄文後期 R6-28 円形 1.1 0.87 44

18号土坑 SK243 第318図 第367図 縄文後期 R6-47 円形 0.58 0.48 35 フラスコ状

19号土坑 SK253 第318図 第367図 縄文後期 R6-38 円形 1.2 0.86 42

20号土坑 SK236 第318図 第367図 奈良平安 R5-94 楕円形 0.72 0.46 33

21号土坑 SK261 第319図 第368図 奈良平安 R6-17 円形 2.48 2.36 52

22号土坑 SK309 第258図 第368図 奈良平安 R6-46 不整形 2.29 1.94 65 1号竪穴状遺構・24号土坑

23号土坑 SK310 第258図 第368図 奈良平安 T4-57 楕円形 2.25 1.8 42 1号竪穴状遺構

24号土坑 SK311 第258図 奈良平安 R4-56 楕円形 1.5 1.08 36 1号竪穴状遺構・22号土坑

25号土坑 SK301 第319図 第368図 奈良平安 R4-97 不整形 2.3 1.6 32～55

26号土坑 SK331 第319図 第369図 奈良平安 S4-52 楕円形 2.1 0.64 64 4号溝跡

27号土坑 SK333 第319図 第369図 奈良平安 S4-52 不整形 1.74 1.76 52

28号土坑 SK334 第319図 第369図 奈良平安 S4-83 不整形 1.15 0.68 30

29号土坑 SK321 第319図 第369図 奈良平安 S4-86 円形 0.55 0.49 28 36号住居跡

30号土坑 SP252 第320図 第370図 奈良平安 R5-91 円形 0.32 0.31 10

31号土坑 SP216 第320図 第370図 奈良平安 R6-13 楕円形 0.43 0.41 10

32号土坑 SP296 第320図 第370図 奈良平安 R6-25 円形 0.35 0.33 12

13区　土坑

遺構番号 調査時
遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号土坑 SK419 第339図 第392図 縄文晩期 V5-44 円形 0.73 0.67 22

2号土坑 SK410 第339図 第392図 奈良平安 U5-13 円形 2.02 1.84 26

3号土坑 SK409 第339図 第393図 奈良平安 U5-14 円形 1.65 1.54 21

4号土坑 SK406 第339図 第393図 奈良平安 U5-52 方形 2 1.85 19 5号土坑・水路

5号土坑 SK404 第339図 第394・395図 奈良平安 U5-52 楕円形 2.2 23 4号土坑

6号土坑 SK407 第339図 第396図 奈良平安 U5-43 楕円形 0.93 22

7号土坑 SK405 第339図 第396図 奈良平安 U5-53 不整形 1.86 1.68 42

8号土坑 SK411 第340図 第396図 奈良平安 U5-83 不整形 1.7 45 調査区外

9号土坑 SK412 第340図 第396図 奈良平安 U5-54 楕円形 2.8 1.6 62

10号土坑 SK403 第340図 奈良平安 U5-65 不整形 10 1号竪穴状遺構

11号土坑 SK413 第340図 奈良平安 U5-76 2.92 85 2号溝跡・調査区外

12号土坑 SK415 第340図 第397図 奈良平安 V5-56 方形（隅丸） 2.11 2 40

13号土坑 SK414 第340図 第397図 奈良平安 V5-45 楕円形 3.35 2.84 60

14号土坑 SK420 第341図 第398図 奈良平安 V6-05 楕円形 2.24 1.55 32

15号土坑 SK421 第341図 第398図 奈良平安 V6-08 円形 1.35 1.24 84

16号土坑 SK423 第341図 第398図 奈良平安 V5-89 円形 1.06 1 47

17号土坑 SK422 第341図 第398図 奈良平安 V6-19 楕円形 1.3 0.95 85
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1区　埋設土器

遺構番号 調査時遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

埋設土器

1号埋設土器 EU1123 第14図 第10図 縄文後期 40-159 楕円形 0.6 0.45 30

5区　埋設土器

遺構番号 調査時遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号埋設土器 EU5365 第163図 第171図 縄文中期 K5-23 円形 0.5 25

12区　埋設土器

遺構番号 調査時遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号埋設土器 SK223 第316図 第362図 縄文後期 R6-44 円形 0.45 20

4区　埋設土器

遺構番号 調査時遺構名 挿図番号 遺物挿図番号 時期 グリッド 平面形 長軸m 短軸m 深さ㎝ 重複関係 備考

1号埋設土器 EU1060 第116図 第113図 縄文中期 55-197 円形 0.8 50

2号埋設土器 EU1057 第116図 第113図 縄文中期 55-197 円形 1 70
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第5次調査
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第6次調査
20010723

〜
20010822

100

種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡 縄文時代
（中～晩期）

竪穴住居跡 24
土器埋設土器 5
土坑 140
陥穴 5
配石遺構 2
水場遺構 5

縄文土器（中期～晩期）
石器（石鏃・石匙・磨
製石斧・石皿・磨
石・凹石・台石）

土製品（土偶・土錘）
石製品（岩版・石棒）
木製品（板材・柱材）

段丘低位面より縄文時代後・晩期の水場
遺構5基が検出された。

段丘中位面では中期末葉の集落跡と後期
中葉の集落跡が検出された。

集落跡 古墳時代
（前期）

竪穴住居跡 11
土坑 2

土師器（大型壺・甕・
鉢・高坏・器台）

丘陵上に構築された方形周溝墓と関連す
る古墳時代前期の集落跡が検出された。

集落跡 奈良・平安時代
（8～9世紀）

竪穴住居跡 226
掘立柱建物跡 82
竪穴状遺構 46
井戸跡
土坑
溝跡

土師器・須恵器
墨書土器・刻書土器
鉄製品（刀子・紡錘車）
木製品（木槌）
石製品（砥石・線刻礫）
土製品（管状土錘）

竪穴住居跡や掘立柱建物跡、井戸跡、区
画溝より構成された大規模集落跡が検出
され、古代村山郡「長岡郷」と推定され
る集落の一端が明らかになった。

集落跡 中　世 掘立柱建物跡 3
墓壙 42
井戸跡
溝跡

銭貨

（総出土箱数：1,759箱）
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